


町 旗
町旗は小長井を図案化したもので、
頂点の「▲」は、小長井の地形を
表し、これを中心として「長井」
が、がっちりと組み合って一体融
和を表現しています。

庁舎落成 昭和４１年１１月１日（町制施行日）



町 民 憲 章

【町の花】山茶花（さざんか）
寒季に咲くこの可憐な花は、古く
より人々の心をとらえてきました。
私たちの祖先が親しんできたこの
花が本町では山茶花の地名にもな
り、岳の新太郎さんの歌にも唄わ
れ、本町住民に最もなじみ深い花
になっています。

【町の木】

小長井のオガタマノキ
（黄心樹）

モクレン科の常緑高木で、春先に
やや紫色を帯びた白色の花をつけ、
芳香を放つ古今伝授三木のひとつ。
「小長井のオガタマノキ」は、樹齢
１，０００年以上、樹周９�の全国屈指
の大木で国の天然記念物に指定さ
れており、本町を代表する木とし
て親しまれています。



一
、
た
た
ず
め
ば

有
明
の
海
が
見
え

歩
け
ば

き
ら
め
く

海
へ
向
か
う

小
長
井
は

坂
の
ま
ち

こ
み
ち

石
垣

美
し
い
小
径
で

ひ
と
は
明
る
く

言
葉
を
か
わ
す
よ

あ
あ

ふ
る
さ
と

小
長
井

こ
の
ま
ち
で
生
ま
れ

こ
の
ま
ち
で
生
き
る

べ
に

二
、
高
原
に

山
茶
花
の
紅
冴
え
て

お
が
た
ま

川
辺
に

白
く
咲
く
よ

小
長
井
は

花
の
ま
ち

か

み
か
ん
の

甘
い
香
に

つ
つ
ま
れ

ひ
と
は
優
し
く

心
を
か
よ
わ
す

あ
あ

ふ
る
さ
と

小
長
井

こ
の
ま
ち
を
愛
し

こ
の
ま
ち
を
歌
う

三
、
太
陽
は

燃
え
な
が
ら

海
を
染
め

不
知
火

あ
や
し
く

海
を
飾
る

小
長
井
は

夢
の
ま
ち

み
ん
な
で

手
を
つ
な
ぎ

進
め
ば

ひ
と
は
輝
く

あ
し
た
に
会
え
る
よ

あ
あ

ふ
る
さ
と

小
長
井

こ
の
ま
ち
を
信
じ

こ
の
ま
ち
で
燃
え
る

小長井町讃歌

坂のまち 夢のまち
作 詞 島田 陽子
作 曲 池田 八声
唄 嶺 よう子



た

ら

一

多
良
の
山
な
み

び
ょ
う
ぶ
に
立
て
て

海
へ
扉
を

ひ
ら
く
ま
ち

し
ら
ぬ
ひ

海
は
有
明

不
知
火
燃
え
て

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

よ
い
と
こ
ろ

ほ
ん
な
こ
て

よ
か
よ
か

小
長
井
町
は

沖
の
雲
仙

見
て
暮
ら
す

い

し

二
、
帆
崎
石
の
肌
さ
え

ほ
の
か
に
染
め
て

海
に
真
っ
赤
な

陽
が
の
ぼ
る

香
り
ゆ
か
し
い

お
が
た
ま
の
木
の

白
い
花
に
も

陽
が
映
え
る

ほ
ん
な
こ
て

よ
か
よ
か

小
長
井
町
は

ひ
と
の
こ
こ
ろ
も

春
の
色

三
、
あ
さ
り

た
い
ら
ぎ

シ
ャ
ッ
カ
の
味
に

忘
れ
ら
れ
な
い

む
つ
ご
ろ
う

夏
は
き
ん
し
ゃ
い

カ
ン
テ
ラ
ゆ
れ
て

ひ

ビ
ッ
シ
取
る
浜

灯
の
ま
つ
り

ほ
ん
な
こ
て

よ
か
よ
か

小
長
井
町
は

海
の
恵
み
が

あ
ふ
れ
て
る

い
ざ
き

ふ
り
ゅ
う

四
、
日
本
一
な
ら

井
崎
の
浮
立

笛
も
見
事
な

ま
っ
こ
み
よ

め
し
ま

目
島
く
ん
ち
で

に
ぎ
わ
う
頃
は

み
か
ん
娘
も

お
年
頃

ほ
ん
な
こ
て

よ
か
よ
か

小
長
井
町
は

宝
つ
た
え
て

花
咲
か
す

さ
ざ
ん
か

ば

ろ

五
、
眺
め
は
る
か
な

山
茶
花
高
原
で

え
が描
く
み
ん
な
の

若
い
夢

な

牛
が
啼
い
て
る

緑
の
ま
ち
は

寄
せ
る
笑
顔
で

伸
び
て
ゆ
く

ほ
ん
な
こ
て

よ
か
よ
か

小
長
井
町
は

ま
い
お
う
ぎ

明
日
へ
ひ
ら
い
た

舞
扇

小 長 井 音 頭
作 詞 島田 陽子
作 曲 池田 八声
唄 嶺 よう子





江
戸
時
代
後
期
の
小
長
井
町
（
諫
早
市
立
図
書
館
蔵
）







遠 竹 名 周 辺

井 崎 名 周 辺



小川原浦名・牧名周辺

大峰名・大搦名周辺



打越名・川内名周辺

田 原 名 周 辺



みさかえの園・聖母の騎士園周辺

山茶花高原ピクニックパーク全景



�オガタマノキ（樹形）
�ヒゼンマユミ（樹形）

�オガタマノキ（花）
�ヒゼンマユミ（花）

�

�

�

�



南平墓石群（町指定史跡）

笠塔婆形式塔（称念寺の所蔵）
（経塚の上に置かれた地上標識で
１３００年代後半～１４００年の始めの頃に
造られたもの）



海から見た毘沙天岳

長戸鬼塚古墳（長崎県指定史跡）



井崎まきこみ浮立（長崎県指定無形文化財）

小長井昔ばなしバス停

フルーツバス停

（平成２年頃から平成１５年迄の設置）



小
長
井
史歴

代
村
長
町
長

宇野右馬之進氏
２代・６代・１０代村長

明治２６年５月１３日～明治３０年５月１２日
明治３７年９月１６日～明治３８年３月２７日
明治４５年１月１２日～大正２年５月２５日

（小川原浦）

田川九郎助氏
５代村長

明治３６年１２月２２日～明治３７年８月２９日
（小川原浦）

佐藤 覚氏
７代村長

明治３８年５月１０日～明治４０年３月２１日
（井 崎）

増山文之助氏
３代村長

明治３０年５月１３日～明治３４年５月１２日
（牧）

古賀�太郎氏
８代村長

明治４０年４月１７日～明治４０年１２月２０日
（井 崎）

赤司 傳吉氏
４代・１１代・１２代・１４代村長

明治３４年５月２７日～明治３６年１１月１８日
大正２年６月７日～大正１０年４月５日
大正１１年８月２５日～大正１５年８月２４日

（大久保）

毎熊 敬一氏
初代村長

明治２２年５月１１日～明治２６年５月１０日
（田 代）



古賀 鼎三氏
１９代・２０代・２２代村長

昭和１６年１月１９日～昭和１６年９月１９日
昭和１７年７月１０日～昭和１８年５月３０日
昭和１９年８月１０日～昭和２０年１１月１５日

（井 崎）

古賀 正偉氏
９代村長

明治４１年１月７日～明治４５年１月６日
（舟 津）

古賀 忠臣氏
７代・８代・９代・１０代・１１代町長
昭和６２年４月２８日～平成１６年１月３１日

（井崎、小川原浦）

古賀 �郎氏
２４代・２５代・２６代・２７代・
２８代村長・初代町長

昭和２２年４月８日～昭和４１年１０月３１日
昭和４１年１１月１日～昭和４２年３月８日

（井 崎）

山下 勝紀氏
１２代町長

平成１６年３月１日～平成１７年２月２８日
（小川原浦）

田川 道英氏
１３代・１５代・１６代・１７代・２３代村長
大正１０年５月４日～大正１４年５月６日
大正１５年９月２日～昭和１３年９月１日
昭和２０年１２月２９日～昭和２１年１０月２４日

（小川原浦）

吉川 敏�氏
２代・３代・４代・５代・６代町長
昭和４２年４月２８日～昭和６２年４月２７日

（小川原浦）

佐藤 常治氏
１８代・２１代村長

昭和１３年９月２日～昭和１６年１月８日
昭和１８年５月３０日～昭和１９年７月１２日

（井 崎）

松尾 菊馬氏
臨時村長代理

※昭和１６年９月２０日～昭和１７年７月９日

池田 芳信氏
町長代理

平成１６年２月１日～平成１６年２月２９日
（遠 竹）



発
刊
の
こ
と
ば

小
長
井
町
長

山

下

勝

紀

本
町
は
霊
峰
多
良
岳
の
山
麓
に
扇
状
に
ひ
ろ
が
り
、
気
候
は
温
暖
で
穏
や
か
な
田
園
風
景
に
囲
ま
れ
、
陽
光
き
ら
め
く

有
明
海
と
そ
の
前
方
に
は
秀
峰
雲
仙
岳
を
望
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
自
然
と
景
観
は
先
人
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
は
る
か
縄
文
時

代
か
ら
人
び
と
が
生
活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
、
幾
多
の
遺
跡
や
石
器
等
か
ら
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
小
川
原
浦
村
・
長
里
村
・
井
崎
村
の
三
村
合
併
に
よ
っ
て
誕
生

し
た
小
長
井
村
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
時
代
へ
と
幾
変
遷
の
世
相
を
歩
き
、
そ
の
間
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月

一
日
に
町
制
を
施
行
い
た
し
ま
し
た
。

町
制
施
行
十
周
年
を
記
念
し
て
昭
和
五
十
一
年
に
発
刊
し
た
小
長
井
町
郷
土
誌
も
既
に
二
十
八
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

明
治
の
大
合
併
以
来
百
十
六
年
の
歴
史
を
刻
み
、
今
ま
た
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
る
一
大
転
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。
歴
史

に
残
る
今
回
の
一
市
五
町
合
併
を
節
目
の
機
会
と
と
ら
え
、「
温
故
知
新
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
過
ぎ
去

り
し
歴
史
の
中
に
先
人
の
偉
業
を
た
ず
ね
、
明
日
へ
の
新
た
な
歩
み
に
繋
げ
た
い
と
の
思
い
で
今
回
改
編
・
再
発
行
に
至

（１）



り
ま
し
た
。

町
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
等
を
集
大
成
し
た
こ
の
郷
土
誌
は
町
の
大
き
な
歴
史
的
財
産
で
あ
り
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え

る
こ
と
で
、
多
く
の
人
び
と
に
親
し
み
愛
読
さ
れ
、
郷
土
愛
へ
の
芽
生
え
の
一
助
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
ま
す
な
ら
ば
こ

の
上
も
な
い
幸
せ
と
存
じ
ま
す
。

終
わ
り
に
本
誌
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
編
纂
委
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
委
員
各
位
の
ご
苦
労
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を

表
し
、
発
刊
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
二
月
吉
日

（２）



発
刊
に
よ
せ
て

教
育
長

岩

崎

稔

町
制
施
行
に
よ
り
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
に
小
長
井
町
が
誕
生
し
て
、
は
や
三
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
は
、
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
人
情
と
先
人
の
偉
業
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、

人
々
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
益
々
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
郷
土
を
愛
し
限
り
な
い
発
展
と
さ
ら
に
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
昭
和
六
十
一
年
に
町
民
憲
法
を

制
定
し
、
そ
の
後
幾
多
の
行
事
等
を
重
ね
平
成
元
年
に
は
小
長
井
町
総
合
計
画
を
も
っ
て
「
ハ
ー
ト
フ
ル
こ
な
が
い
〜
美

し
い
自
然
と
心
に
あ
ふ
れ
る
、
出
会
い
と
発
見
の
町
」
平
成
十
四
年
に
は
「
ハ
ー
ト
フ
ル
こ
な
が
い
〜
豊
か
な
自
然
に
包

ま
れ
、
人
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
町
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
町
民
総
参
加
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

某
大
学
教
授
は
、
古
代
よ
り
人
間
が
求
め
て
き
た
も
の
は
用
、
強
、
美
の
三
位
一
体
と
し
て
「
機
能
的
」
で
「
耐
久
性
」

が
あ
り
、
し
か
も
「
安
全
性
が
あ
り
美
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
中
で
「
美
」
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
美
観
、
美
事
、
美
語
、
美
風
な
ど
、
い
く
つ
か
の
熟
語
を
な
ら
べ
「
美
」
に
対
す
る
実
現
と
育
成
に

（３）



つ
い
て
触
れ
、
個
人
の
力
で
達
成
で
き
る
も
の
、
他
人
の
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
こ
と
、
又
、
公
的
機
関
の
協

力
と
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
強
調
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
小
長
井
町
の
歴
史
や
文
化
に
目
を
向
け
、
先
人
た
ち
が
営
々
と
築
い
て
き
た
偉
大
な
足
跡
を

学
び
、
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
愛
を
培
い
、
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
誠
に
意
義
深

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
『
郷
土
誌
』
が
、
昭
和
五
十
一
年
に
先
達
各
位
の
崇
高
な
郷
土
愛
の
発
露
と
貴
重
な
資
料
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
、

以
来
二
十
八
年
を
経
過
し
た
今
、
改
編
す
る
こ
と
は
、
市
町
村
合
併
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
時
期
を
得
た
も
の
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
編
纂
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に
、
深
甚
な
る
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
郷
土
小
長

井
町
を
こ
よ
な
く
愛
し
誇
り
に
し
て
頂
け
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
二
月
吉
日

（４）



一
、
本
書
は
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
発
行
「
小
長
井
町
郷
土
誌
」
の
改
訂
増

補
版
と
し
て
編
纂
し
た
。

一
、
本
章
の
構
成
は
八
章
に
ま
と
め
て
い
る
。
第
一
章
自
然

第
二
章
歴
史

第
三

章
社
寺

第
四
章
郷
土
の
史
跡

第
五
章
行
政

第
六
章
教
育

第
七
章
祖
国
に

殉
じ
た
人
々

第
八
章
人
々
の
暮
ら
し

一
、
編
纂
は
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
か
ら
平
成
十
七
年
二
月
ま
で
、
最
終
年
月

日
は
、
平
成
十
七
年
三
月
現
在
で
あ
る
。

一
、
記
述
に
つ
い
て
は
現
代
仮
名
遣
い
、
常
用
漢
字
を
原
則
に
、
引
用
文
献
は
原
文

の
ま
ま
を
原
則
と
し
た
。

一
、
日
本
年
号
を
基
本
に
、
該
当
西
暦
年
を
（

）
に
入
れ
た
。

一
、
縦
書
き
文
の
数
字
は
漢
数
字
と
し
、
原
則
と
し
て
万
以
上
に
単
位
語
を
つ
け
た
。

（
二
桁
の
数
字
に
は
十
を
入
れ
る
。
例
、
十
一
、）

一
、
数
量
単
位
は
、
メ
ー
ト
ル
法
と
記
号
で
表
記
し
た
。

一
、
内
容
、
記
述
は
で
き
る
だ
け
平
易
に
し
、
で
き
る
だ
け
写
真
（
か
ら
ー
）
を
取

入
れ
て
紹
介
し
た
。

一
、
人
名
に
つ
い
て
は
敬
称
を
略
し
た
。

一
、
本
誌
は
分
担
執
筆
し
た
も
の
で
、
ル
ビ
、
解
説
は
で
き
る
だ
け
取
入
れ
た
。

一
、
担
当
項
目
末
尾
に
文
責
者
を
記
し
た
。

凡

例

（５）



新

小
長
井
町
郷
土
誌

目

次

口

絵

発
刊
の
こ
と
ば

小
長
井
町
長

山

下

勝

紀

発
刊
に
よ
せ
て

小
長
井
町
教
育
長

岩

崎

稔

凡

例

第
一
章

自

然

第
一
節

地

理

一
、
小
長
井
町
の
概
観
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

１

位

置
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

２

自
然
環
境
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

３

町
の
変
遷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

４

人

口
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

二
、
山
と
丘
陵
地
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

三
、
河
川
と
溜
池
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

四
、
島
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１１

五
、
諫
早
湾
と
有
明
海
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３

六
、
絵
地
図
と
地
形
図
で
み
る
小
長
井
町
の
発
展
…
…
…
…
…
１４

第
二
節

地

質

一
、
地
質
概
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２４

二
、
地
質
各
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２７

１

毘
沙
天
岳
か
ん
ら
ん
石
玄
武
岩
溶
岩
と

降
下
ス
コ
リ
ア
堆
積
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２７

２

足
角
凝
灰
角
礫
岩
（
一
部
亜
円
礫
）
層
（
通
称
ど
ん
く
岩
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２８

３

平
原
含
紫
蘇
輝
石
か
ん
ら
ん
石
普
通
輝
石
安
山
岩
…
…
２９

４

広
川
良
角
閃
石
複
輝
石
安
山
岩

（
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
を
含
む
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３１

（６）



５

帆
柱
岳
角
閃
石
安
山
岩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３２

６

阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物
（
Ａ
Ｓ
Ｏ－

４
）
…
…
…
…
…
…
３３

三
、
応
用
地
質
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３４

１

石

材
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３４

２

じ
ゃ
が
い
も
畑
用
の
赤
土
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３４

四
、
雲
仙
岳
の
噴
火
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３５

第
三
節

気

象

一
、
長
崎
県
の
気
象
の
特
徴
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３６

二
、
小
長
井
町
の
気
象
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３７

第
四
節

植
物
・
動
物

一
、
植

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４０

１

植
生
概
観
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４０

２

山
野
（
森
林
・
原
野
）
の
植
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４０

３

海
辺
の
植
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４３

４

水
田
・
畑
の
植
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４５

５

人
家
周
辺
の
植
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４６

６

帰
化
植
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４７

７

小
長
井
町
の
貴
重
な
植
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４８

８

地
域
の
植
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５０

９

町
花
・
町
木
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５２

二
、
動

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５２

１

哺
乳
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５３

２

鳥

類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５８

３

爬
虫
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７３

４

両
生
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７６

５

水
棲
動
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８０

６

小
長
井
町
の
昆
虫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８８

第
二
章

歴

史

第
一
節

旧
石
器
時
代

一
、
旧
石
器
時
代
の
環
境
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９９

二
、
日
本
に
お
け
る
旧
石
器
文
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９９

三
、
長
崎
県
の
旧
石
器
文
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１００

四
、
小
長
井
町
に
お
け
る
旧
石
器
文
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１０２

第
二
節

縄
文
時
代

一
、
縄
文
時
代
の
は
じ
ま
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１０３

二
、
有
明
海
周
辺
の
縄
文
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１０４

三
、
縄
文
時
代
の
小
長
井
町
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１０４

第
三
節

弥
生
時
代

一
、
弥
生
時
代
の
幕
開
け
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１０６

（７）



二
、
諫
早
湾
岸
の
弥
生
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１０７

三
、
小
長
井
町
の
弥
生
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１０８

第
四
節

古
墳
時
代
の
小
長
井
町

一
、
古
墳
時
代
の
は
じ
ま
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１０９

二
、
諫
早
湾
岸
の
古
墳
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１１０

三
、
古
墳
時
代
の
小
長
井
町
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１１１

第
五
節

長
戸
鬼
塚
古
墳
の
調
査
と
成
果

一
、
古
墳
名
の
由
来
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１１２

二
、
長
戸
鬼
塚
古
墳
の
調
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１１３

三
、
ま
と
め
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１１９

第
六
節

古

代

一
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２２

１

風
土
記
の
世
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２２

２

行
基
伝
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２３

二
、
平
安
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２４

１

遠
嶽
氏
文
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２４

２

武
士
の
起
り
と
成
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２６

第
七
節

小
長
井
町
の
中
世
・
石
造
物

一
、
概

観
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２７

二
、
石
造
美
術
史
概
観
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２７

三
、
小
長
井
町
の
中
世
・
石
造
文
化
圏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３２

四
、
小
長
井
町
の
中
世
・
石
造
美
術
一
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
１３３

１

尾
ノ
上
地
藏
さ
ん
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３３

２

田
代
二
・
天
神
さ
ん
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３４

３

田
代
一
・
六
地
藏
さ
ん
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３５

４

打
越
名
・
子
安
観
音
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３５

５

川
内
名
・
地
藏
カ
ミ
サ
マ
石
塔
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３６

６

川
内
名
・
称
念
寺
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３６

７

川
内
名
・
辻
殿
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３８

８

古
場
名
・
鳥
越
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３９

９

古
場
名
・
稚
児
の
塔
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４０

１０

田
原
の
六
地
藏
塔
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４０

１１

西
円
寺
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４１

１２

井
崎
・
観
音
さ
ん
石
塔
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４２

１３

井
崎
墓
地
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４２

１４

井
崎
・
淀
姫
神
社
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４３

１５

小
川
原
浦
・
八
郎
（
鎮
西
）
さ
ん
石
塔
群
…
…
…
…
…
１４４

１６

小
川
原
浦
名
・
坊
の
元
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４４

１７

井
崎
・
皎
月
坊
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４５

五
、
主
な
遺
品
・
遺
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４７

１

称
念
寺
滑
石
製
笠
塔
婆
形
式
塔
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１４７

２

遠
竹
南
平
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１５１

（８）



３

遠
竹
・
岩
宗
石
塔
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１６２

六
、
建
塔
状
況
か
ら
見
た
中
世
の
小
長
井
町
…
…
…
…
…
…
…
１６５

第
八
節

中

世

一
、
鎌
倉
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７０

１

高
木
勝
丸
、
遠
竹
村
の
地
頭
職
を
得
る
…
…
…
…
…
…
１７０

２

仁
和
寺
仏
母
院
御
領
伊
佐
早
荘
の
成
立
…
…
…
…
…
…
１７１

二
、
室
町
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７２

１

南
北
朝
時
代
の
攻
防
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７２

２

動
乱
の
終
結
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７３

３

戦
国
時
代
始
ま
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７３

４

西
郷
尚
善
の
事
績
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７４

５

田
原
溜
池
の
構
築
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７５

６

西
郷
純
尭
と
打
ち
続
く
戦
乱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７６

第
九
節

近

世

一
、
安
土
・
桃
山
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７８

１

戦
国
時
代
終
わ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７８

２

鶴
田
遠
江
守

小
長
井
町
郷
土
誌
に
次
の
記
述
が
あ
る
…
１７８

３

沖
田
畷
の
戦
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８０

４

伊
佐
早
の
キ
リ
シ
タ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８１

５

龍
造
寺
家
晴

伊
佐
早
入
部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８２

二
、
江
戸
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８５

１

諫
早
二
代
直
孝
と
三
部
上
知
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８５

２

三
代
茂
敬
と
長
崎
警
備
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８５

３

長
崎
街
道
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８６

４

四
代
茂
真
と
石
造
文
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８６

５

長
里
名
大
久
保
の
開
発
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８７

６

井
手
掘
権
右
衛
門
の
活
躍
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８９

７

柳
新
田
（
築
切
田
）
の
干
拓
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８９

８

領
内
の
動
き
�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９１

９

諫
早
一
揆
（
百
姓
騒
動
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９３

１０

領
内
の
動
き
�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９５

１１

帆
崎
石
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９７

１２

領
内
の
動
き
�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９８

１３

小
長
井
地
区
段
別
石
高
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９９
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第
一
章

自

然

第
一
節

地

理

一
、
小
長
井
町
の
概
観

１

位

置

小
長
井
町
は
長
崎
県
の
東
部
に
位
置
し
、
北
部
は
佐
賀
県
藤
津
郡
太
良

町
と
、
西
部
は
北
高
来
郡
高
来
町
と
接
す
る
（
図
１
）。
経
緯
線
は
、
東

経
が
一
三
〇
度
七
分
二
九
秒
か
ら
一
三
〇
度
一
二
分
四
秒
の
間
、
北
緯
が

三
二
度
五
四
分
一
〇
秒
か
ら
三
二
度
五
七
分
一
六
秒
の
間
と
な
っ
て
い
る
。

町
の
総
面
積
は
三
〇
・
九
三
�
と
な
っ
て
お
り
、
東
西
間
は
約
六
�
、

南
北
間
は
約
七
・
五
�
の
広
さ
で
あ
る
。
形
状
に
つ
い
て
は
、
多
良
連
山

の
山
麓
に
要
を
置
き
、
諫
早
湾
（
有
明
海
）
の
方
向
に
広
が
る
扇
状
を
呈

し
て
い
る
。
小
長
井
町
は
、
多
良
山
麓
の
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
と

こ
ろ
で
あ
る
。

２

自
然
環
境

有
明
海
と
大
村
湾
と
に
挟
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
、
経
ヶ
岳
（
一
、
〇
七
六

�
）、
多
良
岳
（
九
九
六
�
）
な
ど
の
山
々
が
連
な
る
多
良
山
系
が
横
た

わ
っ
て
い
る
。
小
長
井
町
は
、
そ
の
南
東
斜
面
に
広
が
る
町
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
平
野
に
恵
ま
れ
ず
、
海
岸
部
の
干
拓
地
と
川
の
侵
食
・
堆
積
作
用
で図１ 長崎県市町村分布図

―１―



形
成
さ
れ
た
谷
の
部
分
に
わ
ず

か
な
平
地
が
存
在
す
る
の
み
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
主
に
水
田
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
広
い

範
囲
を
占
め
る
の
は
多
良
連
山

の
斜
面
で
、
そ
れ
ら
は
開
墾
さ

れ
て
、
主
に
畑
・
桑
畑
・
茶
畑

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
特

に
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
食

糧
不
足
と
復
員
軍
人
・
引
揚
者

な
ど
へ
の
救
済
対
策
と
し
て
、

丘
陵
地
で
の
開
拓
が
進
み
、
農

業
用
地
の
拡
大
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
自
然
環
境
を
利
用
し
てか

か
ん
き
つ
類
な
ど
の
果
樹
、
花

き卉
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
栽
培
や
、

牛
・
豚
・
鶏
の
飼
育
を
行
う
畜

産
も
み
ら
れ
る
。

多
良
連
山
の
斜
面
は
、
農
業

だ
け
で
な
く
、
公
園
・
ゴ
ル
フ

場
・
福
祉
施
設
・
工
場
等
に
利

用
さ
れ
、
小
長
井
町
の
特
色
を

作
り
出
し
て
い
る
。

公
園
と
し
て
は
、
山
茶
花
高
原
の
約
二
十
二
万
�
の
敷
地
に
建
設
さ
れ

た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
（
平
成
三
年
開
園
）
と
ハ
ー
ブ
園
と
が
あ
り
、
親

子
の
楽
し
く
遊
ぶ
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
。

ゴ
ル
フ
場
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
長
里
駅
の
北
部
の
丘
陵
地
に
造
成
さ
れ
た

小
長
井
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

福
祉
施
設
と
し
て
は
、
聖
母
の
騎
士
園
や
み
さ
か
え
の
園
が
あ
る
。

工
場
と
し
て
は
、
果
実
加
工
で
有
名
に
な
っ
た
「
た
ら
み
」
が
平
成
十

二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
操
業
を
開
始
し
た
。
従
業
員
は
八
五
名
ほ
ど
で
小

長
井
町
に
と
っ
て
貴
重
な
工
場
と
な
っ
て
い
る
。

３

町
の
変
遷

小
長
井
町
は
、
藩
政
時
代
に
お
い
て
は
佐
賀
藩
諫
早
氏
の
所
領
で
あ
り
、

遠
竹
村
・
井
崎
村
・
小
川
原
浦
村
（「
お
が
わ
は
ら
う
ら
」
は
通
称
「
こ

が
う
ら
」）・
田
原
村
・
長
里
村
の
五
ヵ
村
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
明
治

十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
、
小
川
原
浦
村
と
田
原
村
が
合
併
し
て
小
川

原
浦
村
に
、
井
崎
村
と
遠
竹
村
が
合
併
し
て
井
崎
村
と
な
り
三
ヵ
村
と

な
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
、
市
町
村
制
施
行
に
よ
り
、

小
川
原
浦
村
・
長
里
村
・
井
崎
村
の
三
ヵ
村
が
合
併
し
、
そ
れ
ら
の
頭
文

字
を
と
っ
て
「
小
長
井
村
」
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
（
一

九
六
六
）
に
、
町
制
が
施
行
さ
れ
て
「
小
長
井
町
」
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。

写真１ 小長井町の遠望
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４

人

口

小
長
井
町
の
現
在
（
平
成
十
六
年
九
月
一
日
）
の
人
口
は
、
世
帯
数
二
、

四
八
〇
世
帯
、
男
子
三
、
〇
二
六
人
、
女
子
三
、
六
六
三
人
、
計
六
、
六

八
九
人
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
・
明
治
・
大
正
の
各
時
代
に
お
い
て
の
人

口
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
程
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
の
人
口
に
つ
い

て
は
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
把
握
す
る
の
は
難
し
い
。
明
治
時
代
の

人
口
は
、『
長
崎
縣
北
高
来
郡

第
一
回
経
済
調
査
（
三
十
四
年
）』
に
よ

る
と
、
戸
数
七
八
三
戸
、
人
口
は
四
、
二
二
八
人
で
あ
る
。
大
正
時
代（
九

年
）
の
人
口
は
、
世
帯
数
九
八
二
世
帯
、
男
子
二
、
三
三
二
人
、
女
子
二
、

四
六
七
人
、
計
四
、
七
九
九
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
記
録
が
残
っ
て
い
る

中
で
い
ち
ば
ん
人
口
が
多
か
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の

人
口
で
、
世
帯
数
二
、
四
八
〇
世
帯
、
人
口
八
、
五
〇
九
人
で
あ
っ
た
。

二
、
山
と
丘
陵
地

小
長
井
町
は
、
多
良
連
山
の
裾
野
に
形
成
さ
れ
た
美
し
い
自
然
と
あ
つ

い
人
情
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。

多
良
連
山
は
長
崎
県
本
土
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
山
体
の
北
部
が

佐
賀
県
、
南
部
が
長
崎
県
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
連
山
は
、
東
西
約
二
五

�
、
南
北
約
三
〇
�
に
も
お
よ
び
、
か
な
り
大
き
な
火
山
群
で
あ
る
。
最

高
峰
の
経
ヶ
岳
（
一
、
〇
七
六
�
）
を
は
じ
め
、
五
家
原
岳
（
一
、
〇
五

こ
お
り

八
�
）、
多
良
岳
（
九
九
六
�
）、
遠
目
山
（
八
四
九
�
）、
郡
岳
（
八
二

と
り
か
ぶ
と

六
�
）、
鳥
甲
山
（
七
六
九
�
）

な
ど
の
山
々
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ

だ
い
せ
ん

ら
の
火
山
は
、
大
山
火
山
帯
に
属

し
、
第
四
紀
の
更
新
世
に
お
け
る

豊
肥
火
山
活
動
に
よ
っ
て
大
部
分

の
山
体
が
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る
。
地
質
学
的
に
は
安
山
岩
が
主

体
で
あ
り
、
小
長
井
町
は
古
く
か

ら
採
石
業
が
盛
ん
で
あ
る
。
採
掘

さ
れ
た
石
は
「
帆
崎
石
」
と
し
て

知
ら
れ
、
干
拓
地
の
堤
防
用
（
基

礎
石
）
や
石
垣
用
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
は
捨

石
や
砕
石
と
し
て
の
利
用
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
豊

臣
秀
吉
が
大
坂
城
を
築
城
し
た
時

に
こ
こ
の
石
が
使
用
さ
れ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

現
在
は
三
ヵ
所
に
操
業
箇
所
が

あ
り
、平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
）

に
お
い
て
は
、
約
三
十
六
万
�
の

生
産
で
約
九
億
円
の
売
り
上
げ
が

あ
り
、
町
に
と
っ
て
貴
重
な
産
業

写真２ 長里川の谷写真３ 深く刻まれた谷
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に
な
っ
て
い
る
。

図
２
を
も
と
に
、
小
長
井
町
の
地
形
の
特
色
を
把
握
し
て
み
た
い
。
こ

の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
発
行
の
二
・
五
万
分
の
一
の
地
形
図
か
ら
五
〇

�
ご
と
の
等
高
線
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
図
よ
り
確
認
で
き

る
こ
と
は
、
北
側
の
三
分
の
二
程
度
は
海
抜
高
度
約
四
五
〇
�
か
ら
緩
傾

斜
に
な
り
、
反
対
に
南
側
の
三
分
の
一
は
、
長
里
川
・
小
川
内
川
・
深
谷

川
・
中
尾
川
な
ど
に
よ
っ
て
侵
食
が
進
み
谷
が
刻
ま
れ
て
、
傾
斜
が
急
な

地
域
を
形
成
し
て
い
る
。

山
に
つ
い
て
は
、
表
１
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
毘
沙
天
岳
以
外
は
通

称
で
固
有
の
名
称
を
も
っ
て
い
な
い
。
町
内
最
高
の
山
は
六
五
〇
�
の
三

番
多
良
で
、
以
下
、
山
の
神
さ
ん
四
〇
三
・
六
�
、
今
古
場
の
山
約
三
五

〇
�
と
続
き
、
大
小
一
〇
の
山
が
存
在
し
て
い
る
。

特
色
の
あ
る
山
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

毘
沙
天
岳

高
さ
一
六
一
・
四
�
の
山
で
、
小
富
士
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
美

し
く
目
立
つ
存
在
な
の
で
、
有
明
海
で
操
業
す
る
漁
船
が
こ
の
山
を
目

印
に
位
置
を
確
認
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
時
代
発
行
の

地
図
に
は
、
飯
盛
山
と
書
か
れ
て
お
り
、
茶
碗
に
盛
ら
れ
た
御
飯
の
よ

う
に
見
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
山
頂
に
は
、
毘
沙
天
さ
ん
が
祀
ら
れ

て
い
る
。

城

山

高
さ
約
二
七
〇
�
の
山
で
、
田
原
名
に
位
置
し
て
い
る
。
近

く
に
は
田
原
溜
池
が
あ
り
、
こ
の
溜
池
越
し
に
見
る
城
山
は
美
し
い
。

永
禄
末
期
（
一
五
六
八
年
ご
ろ
）
に
は
、
田
原
城
主
が
城
を
築
き
、
地

方
の
豪
族
と
し
て
繁
栄
し
た
。

権

現

岳

遠
竹
名
本
村
と
南
平
集
落
の
中
間
に
あ
る
高
さ
一
〇
二
�
の

低
い
山
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
豪
族
の
鶴
田
遠
江
守
の
居
城
が
あ
っ
た
。

北
部
に
は
遠
竹
川
が
、
南
部
か
ら
東
部
に
か
け
て
は
今
里
川
が
流
れ
て

お
り
、
外
敵
か
ら
守
る
た
め
の
自
然
条
件
に
優
れ
て
い
た
た
め
だ
と
思

わ
れ
る
。

写真４ 富士山に似る毘沙天岳

写真５ 田原溜池越しに見る城山
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①三番多良�

②山の神さん�

③今古場の山�

④荷揚の山� ⑤城山�

⑦殿の山� ⑩権現岳�

⑧昆沙天岳�

⑨実盛さん山�

⑥普賢さん�

①三番多良�

②山の神さん�

③今古場の山�

④荷揚の山� ⑤城山�

⑦殿の山� ⑩権現岳�

⑧昆沙天岳�

⑨実盛さん山�

⑥普賢さん�

図２ 小長井町の地形と山
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特 色

通称 三番多良と呼ばれている
町内最高峰である

小字名称を山の神谷という
通称

小字名称を今古場という
通称

小字名称を荷揚という
通称

田原城主の居城があった山
小字名称も城山という
通称 権現さん又は愛宕さんと呼ばれる

普賢菩薩を祀っている山
通称

通称

小富士と呼ばれる山
明治の地図には飯盛山と記載される
毘沙天さんが祀られている

実盛神社がある山
通称

鶴田遠江守の居城があった山
通称

所 在 地

古場名字広川良

古場名字山の神谷

川内名字今古場

川内名字荷揚

田原名字城山

川内名字水取

遠竹名字野川

遠竹名

牧名字中島

遠竹名字権現平

高 さ

６５０ �

４０３．６�

約３５０ �

２９８ �

約２７０ �

約１８０ �

約１８０ �

１６１．４�

約１３０ �

１０２ �

山の名

三 番 多 良

山の神さん

今古場の山

荷 揚 の 山

城 山

普 賢 さ ん

殿 の 山

毘 沙 天 岳

実盛さん山

権 現 岳

�

�

�

�

�

�

�

	




�

表１ 小長井町の山

※番号は図２での位置を示している。 （小長井町役場の資料より作成）
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三
、
河
川
と
溜
池

多
良
山
系
の
山
体
か
ら
は
、
四
方
八
方
に
多
く
の
河
川
が
流
れ
て
い
る
。

多
良
山
系
の
山
麓
に
開
か
れ
た
小
長
井
町
に
も
、
大
小
の
河
川
が
流
れ
、

谷
を
数
多
く
刻
ん
で
い
る
。

小
長
井
町
の
役
場
の
調
べ
に
よ
る
と
、
町
内
の
河
川
は
二
九
河
川
（
図

３
・
表
２
）
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ち
ば
ん
長
い
川
は
、
長
里
川
の
五
、

二
六
〇
�
で
あ
り
、
順
に
、
船
津
川
四
、
一
九
五
�
、
築
切
川
二
、
六
五

〇
�
、
中
尾
川
二
、
一
〇
〇
�
、
南
田
川
二
、
〇
〇
〇
�
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
全
体
的
に
は
非
常
に
短
く
、
出
口
川
八
九
�
、
丸
尾
川
一
三
六
�
、

後
田
川
一
八
〇
�
な
ど
、
一
、
〇
〇
〇
�
未
満
の
河
川
が
一
五
河
川
あ
る
。

狭
い
面
積
の
割
に
は
短
い
河
川
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
流
域
面
積
は
狭
く
、
最
も
広
い
流
域
面
積
の
河

川
で
も
長
里
川
の
一
〇
・
八
�
し
か
な
く
、
以
下
、
船
津
川
五
・
九
六
�
、

深
谷
川
四
・
二
八
�
、
築
切
川
二
・
九
�
、
今
里
川
二
・
六
八
�
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
流
域
面
積
一
�
以
下
の
河
川
が
一
六
河
川
あ
り
、
全
体
の

半
分
以
上
を
占
め
る
。

小
長
井
町
が
山
麓
地
域
に
位
置
す
る
関
係
か
ら
、
自
然
の
状
態
で
は
農

業
用
水
に
恵
ま
れ
ず
、
斜
面
地
域
を
耕
地
化
す
る
の
は
不
可
能
に
近
い
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
乏
水
地
を
開
拓
す
る
に
は
、
農
業
用
水
を
確
保

す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

町
内
に
は
、農
業
用
水
を
求
め
て
大
小
二
十
八
の
溜
池（
図
３
・
表
３
）

が
造
ら
れ
、
耕
地
を
拡
大
し
て
き
た
。

写真６ 船津川の河口付近

写真７ 今里川の河口付近
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1,000m500m0

山茶花溜池�ア�

田代溜池�カ�

牧溜池�エ�

田原溜池�ウ�

黒仁田溜池�オ�

山ノ神溜池�イ�

15

17
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�

29�

19�

21�

27�
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25�

24�

26�

14�
22�
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�

18�

11�

28�

7�

23�

12�

20�

16�

1�

4

6

9�

8�

5�

3�

2�

図３ 小長井町の川と溜池 （小長井町役場の資料より作成）
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氾濫面積
（�）
０．１２

０．３

０．０８

０．１２

０．０９

０．０８

０．４

０．１２

０．１

０．１５

０．１５

灌漑面積
（�）
０．０７

０．０８

０．０５

０．３２

０．０３

０．０５

０．３

０．０８

０．０２

０．０１

０．１

０．２

０．１

流 域 面 積（�）
耕地面積

０．２

０．５

０．８４

０．１８

０．２７

０．９６

０．１５

０．７

０．２

０．０５

０．６

０．２

０．１５

０．２

０．２３

０．１７

０．０７

０．１６

０．２５

０．２

０．０２

０．０４

０．１

０．０３

０．０５

０．０４

０．３

山林面積

１．２６

１０．３

０．６９

１．３２

５．６９

０．２４

０．７５

１．２

２．４８

０．２５

４．０８

０．１

１．６８

０．１５

１．１７

０．３３

０．２４

０．０５

０．５

０．０６

０．０７

０．０１

０．１９

０．１５

０．６

総面積

１．４６

１０．８

１．５３

１．５０

５．９６

２．２４

１．２０

０．９

２．９

２．６８

０．３

１．５

４．２８

０．３５

１．８８

０．３８

１．３４

０．４

０．４

０．３

０．７

０．２１

０．１９

０．４３

０．１１

０．３１

０．２１

０．０４

０．９

河川延長
（�）
１，７１３

５，２６０

２，１００

６８３

４，１９５

２，２００

８９

１，５１０

２，６５０

１，９００

３５０

８５０

１，６００

２００

１，１００

７００

２，０００

３００

８００

１，０００

１，５００

９００

１８０

８００

４５０

８３０

５００

１３６

１，４００

５５０

河 川 名

小 川 内 川

長 里 川

中 尾 川

平 川

船 津 川

小 深 井 川

出 口 川

北 川

築 切 川

今 里 川

帆 崎 川

田 代 川

深 谷 川

下 川

山 ノ 神 川

境 川

南 田 川

上 牧 川

黒 仁 田 川

大 久 保 川

大 高 野 川

南 川

後 田 川

松 尾 川

釜 川

上 後 田 川

遠 竹 川

丸 尾 川

北 田 川

開 川

番
号

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

表２ 河川の長さと流域面積

※番号は図３での位置を示している （小長井町役場の資料より作成）
※����は二級河川で他は普通河川
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構 造 規 模
満水面積（�）
６３，０００

３７，０００

１３０，０００

９，０００

１３，０００

１，７００

１，５００

１，８４０

７００

６７０

２３０

４００

３００

３４０

２５０

１８０

３１０

１１０

８０

４００

８００

９１

１００

１７０

３１０

５１０

１６０

６０

堤長（�）
１３８

１２４

８０

６０

８５

９３

５６

５６

４３

２０

２５

２５

２０

３０

３４

１４

２５

２２

１７

４０

２０

１４

２２

４３

３０

９

１２

堤高（�）
２５

２０．４

１０

９．９

１０

４

６

３．７

６．０

３．５

２．０

５．０

２．０

２．７

２．６

２．２

２．７

２．６

２．５

２．０

４．０

２．４

２．４

３．０

５．０

１．８

１．８

１．５

貯水量（�）
４６０，０００

３７０，０００

２７０，０００

６０，０００

４５，０００

４，０００

４，０００

２，３５０

３，０００

１，３４０

３８０

８００

３６０

８５０

５００

３６０

３７０

１８０

１２０

８３４

１，１５０

１４０

１２０

２３０

１，１００

６１０

２６０

６０

関係戸数
（戸）

１０３

５９

２００

２０

１４

２２

２０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

３

１

１

灌漑面積
（ha）

５０

２０

６０

３

６

４

３

１．３

０．７

０．４

０．４

０．４

０．４

０．３

０．１５

０．２

０．３

０．１７

０．１

０．４

０．４

０．２

０．３

０．３

０．３

０．３

０．１５

０．１

流域面積
（ha）

７７．６

１０２

２９０

４８

８２

３．０

７．０

３

５．０

１．０

２．０

２．５

１．０

２．０

１．０

０．５

１．５

２．０

２．０

２．０

２．０

０．３

０．５

１．５

１８

０．５

１．０

１．０

築造年月日

大正３～６年

昭和２～６年

１５６０年代

大正６年

所在地

遠竹名

川内名

田原名

牧 名

遠竹名

田代名

大久保名

井崎名

打越名

遠竹名

井崎名

川内名

遠竹名

田原名

田原名

井崎名

田原名

井崎名

田原名

遠竹名

遠竹名

井崎名

田原名

田原名

打越名

遠竹名

遠竹名

遠竹名

ダ ム 名
（地区名）

山 茶 花

山 ノ 神

田 原

牧

黒 仁 田

田 代

大 久 保

曲 川

打 越

釜

川 内

今 古 場

二 百 山

藤 佐 原

小 次 郎 川

竹 の 崎

折 尾 平

坂 の 下

折 尾 上

野 川

下 木 裏

築 切

向 平

田 原 山

小 谷 上

土 井 崎

後 平

釜

記号

○ア

○イ

○ウ

○エ

○オ

○カ

○キ

○ク

○ケ

○コ

○サ

○シ

○ス

○セ

○ソ

○タ

○チ

○ツ

○テ

○ト

○ナ

○ニ

○ヌ

○ネ

○ノ

○ハ

○ヒ

○フ

表３ ため池一覧

（小長井町役場の資料より作成）
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溜
池
の
最
も
代
表
的
な
も
の
が
、
田
原
溜
池
（
写
真
８
）
で
あ
る
。
こ

の
溜
池
は
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
海
抜
高
度
約
二
〇
〇
�
の
平
坦
な

所
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
満
水
時
の
面
積
は
約
一
三
万
�
で
、
幅
は

東
西
約
二
五
〇
�
、
南
北
約
七
〇
〇
�
と
な
っ
て
い
る
。
田
原
溜
池
の
歴

史
は
古
く
、
永
禄
末
期
の
頃
、
伊
佐
早
領
主
西
郷
氏
の
命
に
よ
っ
て
築
造

さ
れ
た
。
溜
池
周
辺
は
元
よ
り
、
小
川
原
浦
、
井
崎
、
牧
の
水
田
に
も
農

業
用
水
を
供
給
し
、
水
田
の
拡
大
に
お
お
い
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
水
の
恩
恵
を
受
け
た
地
域
で
は
、
そ
の
後
人
々
が
集
ま
り
、
集
落
を

形
成
し
た
。
溜
池
の
小
さ
な
半
島
部
に
は
、
氏
神
と
し
て
田
原
神
社
が
祀

ら
れ
、
地
域
住
民
の
平
安
を
祈
っ
て
い
る
。

山
茶
花
溜
池
（
写
真
９
）
は
、
山
茶
花
高
原
に
位
置
し
、
大
正
三
年
（
一

九
一
四
）
か
ら
大
正
六
年
ご
ろ
築
造
さ
れ
た
。
堤
の
長
さ
は
一
三
八
�
、

高
さ
は
二
十
五
�
で
、
満
水
時
の
面
積
は
約
六
万
�
と
な
っ
て
い
る
。
灌

漑
面
積
は
約
五
〇
�
で
、
関
係
戸
数
は
約
一
〇
〇
戸
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
以
外
に
、
山
ノ
神
、
牧
、
黒
仁
田
な
ど
数
多
く
の
溜
池
が
あ
る
。

し
か
し
、全
体
的
に
は
灌
漑
面
積
一
�
未
満
の
小
さ
な
溜
池
が
多
い
の
が
特

色
と
い
え
る
。小
長
井
町
に
と
っ
て
、溜
池
は
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
島

小
長
井
町
に
は
、
兎
島
（
写
真
１０
）
と
目
島
（
写
真
１１
）
と
が
存
在
し

た
が
、
現
在
は
両
島
と
も
埋
め
立
て
ら
れ
て
陸
続
き
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

写真８ 田原溜池

写真９ 山茶花高原の山茶花溜池
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兎

島

兎
島
は
、
井
崎
名
の
海
岸
部
に
位
置
し
、
東
西
約
一
八
〇
�
、
南
北
約

九
〇
�
の
小
さ
な
島
で
あ
る
。『
小
長
井
郷
土
誌
』（
大
正
七
年
十
月
発

行
）
に
は
、「
面
積
約
一
町
歩
（
一
�
）、
全
部
山
林
な
り
」
と
あ
り
、
雑

木
林
に
被
わ
れ
あ
ま
り
特
色
の
な
い
島
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
島
の
周
辺
は
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃
に
埋
め
立
て
ら
れ

た
。
そ
れ
は
、
採
石
場
の
残
土
処
理
を
兼
ね
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

埋
立
て
地
に
は
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
二
月
に
、
長
崎
生
コ
ン

の
工
場
が
完
成
し
操
業
を
始
め
た
。

現
在
は
写
真
の
よ
う
に
、
風
情
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
埋
立
て

前
は
青
い
海
、
白
い
砂
、
緑
の
木
々
が
調
和
し
て
、
平
凡
な
中
に
美
し
い

光
景
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

目

島

目
島
は
Ｊ
Ｒ
小
長
井
駅
の
す
ぐ
近
く
に
位
置
し
、
極
小
の
島
で
あ
る
。

こ
の
島
に
つ
い
て
、『
小
長
井
郷
土
誌
』
に
は
、「
方
数
間

砂
白
き
浜
に

す
こ
ぶ

横
た
わ
る
怪
岩
、
奇
岩
の
上
に
千
古
の
老
松
を
生
し
て
頗
る
美
景
な
り
、

目
島
神
社
を
祭
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
昔
は
、
満
潮
で
海
水
面
が
高

く
な
っ
て
い
る
時
に
は
、
小
島
と
変
わ
っ
た
形
を
し
た
岩
が
海
の
青
に
浮

か
び
あ
が
っ
た
。
干
潮
の
時
に
は
、
白
い
砂
の
中
に
多
く
の
岩
が
横
た
わ

り
、
松
の
緑
と
枝
振
り
が
な
か
な
か
映
え
た
。
す
ば
ら
し
い
景
色
で
あ
っ

た
。こ

の
島
に
は
、
目
島
神
社
が
祭
ら
れ
て
お
り
、
女
神
を
祭
る
こ
と
か
ら
、

写真１０ 埋立てられた兎島
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別
名
「
女
島
神
社
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
小
島
自
体
が
御
神
体
と
な
っ
て

お
り
、
祭
神
は
伊
弉
冉
尊
命
で
毎
年
十
月
九
日
に
例
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

神
社
の
名
称
か
ら
か
、「
眼
の
神
」
と
し
て
昔
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
県

内
は
も
と
よ
り
佐
賀
な
ど
近
隣
か
ら
も
参
詣
し
た
。

現
在
は
、
松
や
神
社
は
ほ
ぼ
昔
の
ま
ま
の
状
態
で
残
っ
て
い
る
が
、
長

崎
本
線
建
設
時
に
埋
立
て
ら
れ
て
陸
続
き
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

五
、
諫
早
湾
と
有
明
海

有
明
海
は
九
州
北
西
部
、
長
崎
県
・
佐
賀
県
・
福
岡
県
・
熊
本
県
に
囲

ま
れ
た
約
一
、
六
〇
〇
�
の
面
積
を
持
つ
海
湾
で
あ
る
。
島
原
半
島
の
国

見
町
多
比
良
か
ら
長
洲
町
（
熊
本
県
）
よ
り
以
北
を
有
明
海
と
よ
び
、
そ

れ
以
南
を
島
原
湾
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
長
井
町
か
ら
島
原
半
島
の

瑞
穂
町
よ
り
西
側
の
湾
奥
の
部
分
は
諫
早
湾
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

有
明
海
（
写
真
１２
）
の
大
き
な
特
色
は
、
干
満
の
差
が
大
き
く
最
大
潮

位
差
は
約
六
�
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
海
域
の
海
岸
部
は
遠
浅
で
、
昔

か
ら
干
拓
が
盛
ん
で
、
こ
れ
に
よ
り
水
田
用
農
地
を
拡
大
し
、
食
糧
増
産

に
貢
献
し
た
。
次
に
、
干
潟
の
自
然
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
ノ
リ
、

ワ
カ
メ
な
ど
の
養
殖
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遠
浅
で
干
満

の
差
が
大
き
い
こ
の
海
域
で
は
、
ア
サ
リ
・
ア
ゲ
マ
キ
・
カ
キ
・
タ
イ
ラ

ギ
・
シ
ャ
コ
・
ガ
ネ
（
カ
ニ
）・
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
な
ど
魚
介
類
の
水
揚
げ
さ

れ
る
。

小
長
井
町
の
海
岸
部
を
み
る
と
、
細
か
な
凹
凸
が
見
ら
れ
、
そ
の
地
形

写真１１ 松と岩が美しい目島
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を
利
用
し
て
、
今
里
港
・
遠
竹
港
・
築
切
港
・
小
長
井
港
・
帆
崎
港
が
築

造
さ
れ
、
漁
港
と
な
っ
て
い
る
。

諫
早
湾
の
奥
に
位
置
す
る
愛
野
町
・
森
山
町
・
諫
早
市
の
海
岸
部
は
、

昔
か
ら
干
拓
が
進
め
ら
れ
て
広
い
稲
作
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

小
長
井
町
に
は
、
広
い
干
拓
地
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
水
深
が

町
の
沖
合
か
ら
急
に
深
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
潮
の
流
れ
が
速
い
た
め
で

は
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
小
長
井
町
は
多
良
山
系
の
斜
面
を
活
用
し

て
、
農
地
を
拡
大
す
る
よ
り
ほ
か
に
方
法
が
な
か
っ
た
。

比
較
的
規
模
が
大
き
い
干
拓
地
と
し
て
は
、
井
崎
村
の
柳
新
田
の
干
拓

地
が
あ
り
、
東
西
約
八
〇
〇
�
、
南
北
約
四
〇
〇
�
の
広
さ
で
あ
る
。
こ

こ
は
も
と
も
と
湾
で
、
築
切
川
が
運
ん
で
き
た
土
砂
と
海
流
が
運
ん
で
き

た
土
砂
と
で
浅
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
写
真
１３
の
よ
う
に
水
田

と
施
設
園
芸
が
行
わ
れ
て
い
る
。
町
に
と
っ
て
貴
重
な
水
田
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
他
に
も
、
小
さ
な
湾
を
活
用
し
た
干
拓
が
若
干
見
ら
れ
る
。

六
、
絵
地
図
と
地
形
図
で
み
る
小
長
井
町
の
発
展

こ
れ
か
ら
、
小
長
井
町
の
江
戸
時
代
の
絵
地
図
や
明
治
三
十
七
年
発
行

の
五
万
分
の
一
地
形
図
、
平
成
十
五
年
発
行
の
二
・
五
万
分
の
一
の
地
形

図
と
比
較
し
な
が
ら
、
町
の
発
展
を
み
た
い
と
思
う
。
各
地
図
を
じ
っ
く

り
見
る
と
、
色
々
な
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
楽
し
い
。

写真１２ 小長井町の海岸風景

写真１３ 柳新田の稲作

―１４―

第一章 自 然



この絵地図は、『領内南海岸図』（諫早市立図書館蔵）といわれ、作者・制作年は不
詳である。江戸時代末の絵地図では干拓され、これでは干拓されていないので、幕末
より以前のものであることは間違いないが、いつ頃のものであるかは断定できない。
精密な測量機具がない時代にかかれている割に正確で、立体感もうまく表現できて
いて、その当時の様子がうかがえる。
図内は、水田・畑・林野・池・川・道などが着色されて、すぐに土地利用が理解で
きるようになっている。道は非常に少なく、おそらく有明海を船で移動していたと思
われる。

図４ 江戸時代後期の小長井町（諫早市立図書館蔵）
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図5

図6

図7

図8

図9

※絵地図（図５～図９）は、北を揃えるために、文字が横になったり、
逆になったりしている。

江戸時代末における各集落の絵図
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図５ 遠竹村の新田絵図 財団法人 鍋島報效会 所蔵
佐賀県立図書館 寄託（ ）

北部の河口は、現在佐賀県との県界となっている今里川で、田古里村は
佐賀県である。
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図６ 井崎村 柳新田の絵図

）財団法人 鍋島報效会 所蔵
佐賀県立図書館 寄託

（

柳之宇治は現在の柳新田で、かつてここは海（湾）であった。詳細に描
かれており江戸時代当時の様子がよくわかる。
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図７ 井崎村の絵地図 財団法人 鍋島報效会 所蔵
佐賀県立図書館 寄託（ ）

南西の河口は船津川である。南東の中道開は昔湾で、干拓されて水田と
して利用されている。東側の島は兎島である。
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図８ 井崎村 水下開の絵図 財団法人 鍋島報效会 所蔵
佐賀県立図書館 寄託（ ）

この地図がどの地域のものであるか、はっきり断定できないけれども
Ｐ．１６の地図中の線範囲を図化したものと思われる。
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図９ 長里村 土井ノ内の絵図（財団法人 鍋島報效会 所蔵
佐賀県立図書館 寄託 ）

長里村は現在の長里名で、長里川河口の絵図である。河口の様子が克明
に描かれている。
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凡例

集落

茶畑

水田

溜池

この地図は、明治３７年（１９０４）に国土地理院が発行した５万分の１の
地形図である。
土地利用を確認するために、水田・茶畑・集落を着色してみた（この
頃の地形図には畑の記号がない）。『長崎縣北高来郡 第１回経済調査』
（明治３４年１２月３１日現在）によると、その当時の作付面積は、米約２７３
万歩（歩は３．３�）、大麦約２２２万歩（田で約７８歩、畑で約１４４万歩）、小
麦約３７万歩（田で約１４万歩、畑で約２３万歩）、大豆約７６万歩、甘藷約９４
万歩などとなっていた。
干拓については、小湾で少し進んだ程度であり、湾外での干拓はほと
んどみられない。明治時代は道路も海岸部以外では発達していなかった。
また、鉄道（ＪＲ）はまだ建設されていない。住民の移動は、おそらく
有明海の海上交通が主であったと思われる。

図１０ 明治時代後期の土地利用（×０．８縮少）
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凡例

集落

茶畑

畑

水田

溜池

果樹園

この地図は、平成１５年（２００３）国土地理院発行の２．５万分の１の地形
図である。
図１０（明治時代後半）と現在（図１１）とを比較してみることにする。
まず、土地利用については、茶畑がほとんどなくなり、果樹園が非常に
拡大された。集落は、海岸部や斜面地域で広がりをみせている。特に、
内陸部の道路の整備が関係しているのかもしれない。海岸部における土
地の拡大は、築切・長戸・丸尾・長里などにみられ、農業用地・学校用
地・工場用地を確保してきた。溜池も数多く作られ、斜面地域での農地
化が進められた。

（永田 信孝）

図１１ 現在（平成１５年）の土地利用（×０．４縮少）
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第
二
節

地

質

一
、
地
質
概
説

小
長
井
町
は
多
良
火
山
区
の
南
東
に
位
置
し
、
新
生
代
、
新
第
三
紀
、

鮮
新
世
か
ら
第
四
紀
、
更
新
世
の
火
山
岩
類
お
よ
び
阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物

と
完
新
世
の
沖
積
層
か
ら
で
き
て
い
る
。
毘
沙
天
岳
か
ん
ら
ん
石
玄
武
岩

は
小
形
昌
徳
（
一
九
八
九
）
の
多
良
岳
新
期
玄
武
岩
類
に
対
比
さ
れ
る
。

平
原
含
紫
蘇
輝
石
か
ん
ら
ん
石
普
通
輝
石
安
山
岩
は
年
代
測
定
の
デ
ー
タ

が
な
い
の
で
そ
の
年
代
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
下
位
の
毘
沙
天
岳
か
ん

ら
ん
石
玄
武
岩
と
の
間
に
足
角
凝
灰
角
礫
岩
（
一
部
亜
円
礫
）
が
挟
ま
れ

る
こ
と
か
ら
別
の
火
山
活
動
の
産
物
と
考
え
ら
れ
る
。
広
川
良
角
閃
石
複

輝
石
安
山
岩
は
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
を
含
む
こ
と
か
ら
、
小
形
昌
徳
（
一
九

八
九
）
の
多
良
岳
新
期
安
山
岩
類
あ
る
い
は
高
橋

清
・
倉
沢

一
（
一

九
六
〇
）
の
第
�
期
安
山
岩
に
対
比
さ
れ
、
大
村
市
の
裏
見
の
滝
や
東
彼

杵
町
の
竜
頭
泉
に
分
布
す
る
安
山
岩
や
山
茶
花
高
原
北
東
に
位
置
す
る
風

配
高
原
の
安
山
岩
に
相
当
す
る
。
帆
柱
岳
角
閃
石
安
山
岩
は
溶
岩
円
頂
丘

を
形
成
し
、
多
良
火
山
の
活
動
最
終
期
に
噴
出
し
た
安
山
岩
の
溶
岩
で
、

高
橋
ほ
か
（
一
九
六
〇
）
の
第
�
期
安
山
岩
に
相
当
す
る
。

小
長
井
町
の
地
質
は
す
べ
て
火
山
岩
溶
岩
と
火
山
砕
屑
岩
か
ら
で
き
て

お
り
、
小
長
井
町
を
西
北
西
か
ら
東
南
東
方
向
に
玄
武
岩
が
分
布
し
、
そ

れ
を
お
お
っ
て
多
良
火
山
の
安
山
岩
溶
岩
類
が
分
布
す
る
。（
表
１
、図
１
）

表１ 小長井町の地質系統表（阪口和則 ２００４）

地 質 区 分

沖積層

阿蘇火砕流堆積物（ASO－４） （０．０８７Ma）１

帆柱岳角閃石安山岩 （０．４１Ma）２

広川良角閃石複輝石安山岩（ガラス質安山岩を含む） （１．０４Ma）３

平原含紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩

足角凝灰角礫岩（一部亜円礫）層

毘沙天岳かんらん石玄武岩溶岩と降下スコリア堆積物 （１．０２Ma）４

（３．２Ma）５

（ ）内は放射性年代を示し、Maは百万年前を示す。
１ 早川由起夫（１９９５）
２ 小形昌徳ほか（１９９１） K－Ar ０．４１±０．０１Ma
３ 小形昌徳ほか（１９９１） K－Ar １．０４±０．０５Ma
４ 小形昌徳ほか（１９９１） K－Ar １．０２±０．０６Ma
５ 長瀬泰信（１９８０） K－Ar ３．２±０．６Ma

地質年代

完 新 世

（１万年前）

更 新 世

（１７０万年前）

鮮 新 世

（５２０万年前）

第

四

紀

第
三
紀

新

生

代
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図１ 小長井町の地質図（阪口和則 ２００４）
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毘
沙
天
岳
周
辺
や
田
原
溜
池
周
辺
お
よ
び
山
茶
花
高
原
ハ
ー
ブ
園
周
辺

な
ど
小
長
井
町
内
に
か
な
り
広
く
分
布
す
る
真
っ
赤
な
厚
い
玄
武
岩
質
降

下
ス
コ
リ
ア
堆
積
物
（
小
長
井
町
で
は
赤
泥
と
い
う
）
と
、
帆
柱
岳
（
七

四
二
・
一
�
）
の
南
東
に
あ
る
地
形
的
に
小
長
井
町
の
最
高
峰
で
あ
る
通

称
三
番
多
良
岳
（
六
五
〇
�
）
か
ら
南
の
高
来
町
黒
新
田
名
付
近
の
高
地

に
か
け
て
分
布
す
る
真
っ
黒
で
ガ
ラ
ス
質
の
安
山
岩
（
小
倉

勉
、
一
九

一
六
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
）
お
よ
び
北
部
の
遠
竹
か
ら
井
崎
、
長
戸
、
帆
崎
付

近
の
海
岸
沿
い
に
分
布
す
る
真
っ
白
な
阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物
は
当
地
域
の

特
徴
的
な
岩
石
で
あ
る
。

二
、
地
質
各
論

１

毘
沙
天
岳
か
ん
ら
ん
石
玄
武
岩
溶
岩
と
降
下
ス
コ
リ
ア

堆
積
物

こ
の
岩
石
は
、
一
〇
�
以
上
の
非
常
に
厚
い
赤
色
の
玄
武
岩
質
降
下
ス

コ
リ
ア
堆
積
物
を
伴
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
こ
れ
に
お
お
わ
れ
る
溶
岩

流
又
は
こ
れ
を
貫
く
岩
脈
あ
る
い
は
溶
岩
流
と
し
て
毘
沙
天
岳
か
ん
ら
ん

石
玄
武
岩
溶
岩
が
観
察
さ
れ
る
。そ
の
分
布
は
北
は
山
茶
花
高
原
付
近
か
ら

始
ま
り
、小
長
井
町
を
西
北
西
か
ら
東
南
東
に
よ
ぎ
っ
て
土
井
崎
の
海
岸
付

近
ま
で
達
し
て
い
る
。模
式
地
は
、遠
竹
名
毘
沙
天
岳
と
田
原
名
城
山
で
あ
る
。

遠
竹
名
毘
沙
天
岳
の
登
山
口
付
近
で
は
、
こ
の
厚
い
降
下
ス
コ
リ
ア
堆

積
物
の
下
位
に
厚
さ
二
�
ほ
ど
の
角
閃
石
安
山
岩
質
の
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
大

の
降
下
軽
石
層

が
見
ら
れ
る

（
写
真
１
）、

現
在
ま
で
そ
の

分
布
が
こ
の
地

点
だ
け
と
限
ら

れ
て
い
る
の
で

詳
細
は
わ
か
ら

な
い
が
今
後
こ

の
地
域
の
火
山

層
序
を
考
え
る

上
で
重
要
な
地

層
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

﹇
分
布
﹈

山
茶
花
高
原
、
山
ノ
神
、
佐
賀
県
太
良
町
の
船
倉
、
鳥
越
、
清
水
、
田

原
溜
池
、
坂
下
、
小
川
原
浦
、
井
崎
、
遠
竹
名
毘
沙
天
岳
、
土
井
崎
お
よ

び
西
は
寺
ノ
元
南
南
西
約
五
〇
〇
�
ま
で
西
北
西
か
ら
東
南
東
方
向
に
分

布
す
る
。
は
じ
め
に
こ
の
方
向
の
割
れ
目
に
沿
っ
た
玄
武
岩
溶
岩
の
噴
出

が
あ
り
、
中
期
に
は
厚
さ
二
〇
�
に
も
及
ぶ
非
常
に
厚
い
多
く
の
ス
コ
リ

ア
丘
群
が
形
成
さ
れ
、
後
期
に
は
再
び
玄
武
岩
の
溶
岩
を
流
出
す
る
と
い

う
活
発
な
火
山
活
動
が
あ
っ
た
。
愛
野
町
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
に
は
、
こ
の

小
長
井
町
の
ス
コ
リ
ア
堆
積
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

写真１ 遠竹小学校西の降下スコリア堆積物、右上の二つのこ
ぶは降下スコリア堆積物を貫く玄武岩の岩脈、スコリ
ア層の下２�ほど（黄褐色の部分）は安山岩質の軽石
堆積物である。
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﹇
肉
眼
的
特
徴
﹈

や
や
ピ
ン
ク
色
を
お
び
た
灰
黒
色
の
岩
石
で
、
塊
状
な
い
し
弱
い
板
状

節
理
を
示
す
。
斜
長
石
の
斑
晶
は
小
さ
く
、
少
な
い
。
か
ん
ら
ん
石
が
肉

眼
で
観
察
で
き
る
。
と
く
に
、
土
井
崎
の
浜
で
は
三
〜
四
�
ほ
ど
の
ア
メ

色
を
し
た
か
ん
ら
ん
石
の
結
晶
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
顕
微
鏡
的
特
徴
﹈

斑
状
組
織
を
示
し
、
斑
晶
と
し
て
一
・
〇
�
以
下
の
普
通
輝
石
を
含
み
、

と
き
に
一
・
五
�
位
の
大
き
さ
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
紫
蘇
輝
石
は
観
察

さ
れ
な
い
。
か
ん
ら
ん
石
は
ほ
と
ん
ど
周
縁
が
イ
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
（
針

鉄
鉱
と
層
状
格
子
珪
酸
塩
鉱
物
と
の
混
合
物
）
に
変
化
し
一
般
に
小
さ
い
。

土
井
崎
の
浜
の
も
の
は
一
・
五
�
以
上
の
大
き
さ
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
。
斜
長
石
は
短
冊
状
で
大
部
分
が
融
食
さ
れ
て
多
く
の
亀
裂
を
持
っ
て

い
る
。
斜
長
石
中
に
普
通
輝
石
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
観
察
さ
れ

る
。
城
山
の
も
の
は
石
基
が
磁
鉄
鉱
の
多
い
黒
い
部
分
と
少
な
い
白
っ
ぽ

い
部
分
が
不
規
則
な
ま
だ
ら
模
様
を
示
し
て
い
る
（
写
真
２
）。
石
基
は

短
冊
状
の
斜
長
石
と
わ
ず
か
の
ガ
ラ
ス
か
ら
で
き
て
い
る
。
土
井
崎
の
浜

の
も
の
は
大
き
な
か
ん
ら
ん
石
と
普
通
輝
石
を
含
み
標
本
と
し
て
の
価
値

が
あ
る
。

２

足
角
凝
灰
角
礫
岩
（
一
部
亜
円
礫
）
層
（
通
称
ど
ん
く
岩
）

﹇
分
布
﹈

高
来
町
金
崎
名
、
水
ノ
浦
名
か
ら
、
小
長
井
町
長
里
の
城
崎
、
足
角
、

船
津
、
大
搦
名
、
川
内
名
付
近
ま
で
小
長
井
町
の
南
西
部
か
ら
高
来
町
に

か
け
て
小
範
囲
に
分
布
す
る
。
長
里
の
城
崎
、
足
角
付
近
で
は
平
原
含
紫

蘇
輝
石
か
ん
ら
ん
石
普
通
輝
石
安
山
岩
に
直
接
お
お
わ
れ
て
い
る
。
に
ぎ

り
こ
ぶ
し
大
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
の
安
山
岩
質
角
礫
あ
る
い
は
亜
円
礫

か
ら
な
り
、
同
質
の
粗
粒
の
砂
に
よ
っ
て
充
填
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３
）。

水
ノ
浦
名
の
浜
で
は
、
表
面
に
一
辺
が
五
〜
一
〇
�
ほ
ど
の
四
角
か
ら
六

角
の
亀
裂
の
は
入
っ
た
パ
ン
殻
状
火
山
弾
や
多
孔
質
ス
コ
リ
ア
状
あ
る
い

は
流
状
の
構
造
を
持
っ
た
火
山
岩
の
礫
が
多
く
見
ら
れ
る
。
多
良
火
山
噴

写真２ 遠竹名土井崎の浜で見られるかんらん石玄武岩の顕微
鏡写真、中央の黄緑色の鉱物は普通輝石の結晶、下と
右の大きな白い結晶はかんらん石で周縁がイディング
サイトに変化している、短冊状の小さな結晶は斜長石
である。写真の底辺の長さは４�である。
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火
初
期
の
土
石
流
堆
積
物
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
大
搦
名
付
近
で
は
、

上
位
の
広
川
良
角
閃
石
複
輝
石
安
山
岩
（
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
を
含
む
）
の

溶
岩
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
、
清
水
西
の
長
里
川
沿
い
で
は
毘
沙
天
岳
か
ん

ら
ん
石
玄
武
岩
溶
岩
を
お
お
っ
て
い
る
（
写
真
４
）。
下
位
の
玄
武
岩
と

の
境
で
は
湧
水
が
見
ら
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
小
江
駅
付
近
で
は
一
部
が
く
さ
り
礫

（
ナ
イ
フ
で
削
ら
れ
る
程
に
風
化
し
た
礫
）
に
変
化
し
て
い
る
。
模
式
地

は
大
搦
名
と
足
角
で
あ
る
。

３

平
原
含
紫
蘇
輝
石
か
ん
ら
ん
石
普
通
輝
石
安
山
岩

﹇
分
布
﹈

清
水
、
田
原
溜
池
周
辺
、
ゴ
ル
フ
場
、
丸
尾
付
近
、
Ｊ
Ｒ
小
長
井
駅
、

長
戸
に
分
布
す
る
（
写
真
５
）。
田
原
溜
池
や
坂
下
あ
る
い
は
井
崎
名
の

岩
下
石
切
場
で
は
下
位
の
降
下
ス
コ
リ
ア
堆
積
物
を
お
お
い
（
写
真
６
）、

足
角
付
近
で
は
下
位
の
足
角
凝
灰
角
礫
岩
（
一
部
亜
円
礫
）
層
を
お
お
っ

て
い
る
。
肉
眼
的
に
は
安
山
岩
の
組
織

を
持
つ
が
、
か
ん
ら
ん
石
の
量
が
か
な

り
多
い
の
で
玄
武
岩
と
し
て
の
特
徴
を

持
っ
て
い
る
、温
湯
勝
相（
一
九
七
一
）

の
化
学
分
析
値
で
はSiO

２

（
シ
リ

カ
）
の
量
が
五
二
・
一
二
重
量
％
で
あ

り
、
玄
武
岩
と
安
山
岩
の
ち
ょ
う
ど
境

目
の
値
を
示
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は

安
山
岩
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

模
式
地
は
、
牧
名
上
牧
で
あ
る
。

﹇
肉
眼
的
特
徴
﹈

板
状
節
理
が
部
分
的
に
み
ら
れ
、
灰

黒
色
で
斑
状
組
織
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。

大
き
さ
二
�
ほ
ど
の
斜
長
石
の
斑
晶
が

目
立
つ
。
叩
く
と
金
属
音
を
発
す
る
。

模
式
的
な
多
良
火
山
の
安
山
岩
よ
り
も

写真３ 足角で見られる足角凝灰角礫岩（一部亜円礫）層、ソ
フトボール大からバレーボール大の亜円礫からなる、
充填物は安山岩質の砂である。

写真４ 長里川の中流で見られる足角凝灰角礫岩（一部亜円
礫）層、右下の毘沙天岳かんらん石玄武岩の溶岩をお
おっている。境目からは水がわき出している。
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第二節 地 質



写真５ 平原における帆崎石の石切
場、平原含紫蘇輝石かんら
ん石普通輝石安山岩を大規
模に採石している、板状節
理や大まかな柱状節理など
が見られる。

写真６ 井崎名の岩下石切場、平原
含紫蘇輝石かんらん石普通
輝石安山岩（右下）が毘沙
天岳かんらん石玄武岩の降
下スコリア堆積物（左の赤
褐色の部分）をおおってい
る。

写真７ 平原含紫蘇輝石かんらん石
普通輝石安山岩の顕微鏡写
真、中央左の丸い結晶はか
んらん石、中央右は汚濁帯
を持つ斜長石、その下の黒
い小さな結晶はオパサイト
化した角閃石、この岩石は
かんらん石と角閃石を同時
に含む特徴がある。写真の
底辺の長さは４�である。
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む
し
ろ
北
高
来
郡
の
有
喜
火
山
の
安
山
岩
に
似
て
い
る
。

﹇
顕
微
鏡
的
特
徴
﹈

斑
状
組
織
を
示
し
、
斑
晶
の
角
閃
石
は
ほ
と
ん
ど
オ
パ
サ
イ
ト
（
火
山

岩
な
ど
に
含
ま
れ
る
磁
鉄
鉱
、
チ
タ
ン
鉄
鉱
や
輝
石
な
ど
の
暗
黒
色
微
粒

子
の
集
合
体
）縁
を
持
ち
、
散
在
し
て
い
る
。
非
常
に
少
な
い
量
比
で（
一

枚
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
中
に
一
個
か
二
個
程
度
）
紫
蘇
輝
石
が
含
ま
れ
、
普

通
輝
石
と
の
平
行
連
晶
が
見
ら
れ
る
。
か
ん
ら
ん
石
は
小
さ
く
、
す
べ
て

周
縁
が
赤
褐
色
の
イ
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
に
変
化
し
て
い
る
。
斜
長
石
は
大

き
く
、
累
帯
状
塵
状
物
質
（
汚
濁
帯
、dasty-zone

）
を
持
ち
、
さ
ら
に

融
食
さ
れ
て
い
る
た
め
に
汚
れ
た
感
じ
を
与
え
る
。
石
基
は
短
冊
状
〜
針

状
の
斜
長
石
の
結
晶
と
ガ
ラ
ス
か
ら
で
き
て
い
る
（
写
真
７
）。

４

広
川
良
角
閃
石
複
輝
石
安
山
岩
（
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
を
含

む
）

﹇
分
布
﹈

帆
柱
岳
の
南
東
通
称
三
番
多
良
岳
か
ら
南
に
大
搦
名
や
高
来
町
の
黒
新

田
名
、
水
ノ
浦
名
ま
で
、
南
東
へ
山
茶
花
高
原
、
黒
仁
田
、
築
切
、
佐
賀

県
で
は
風
配
高
原
、
牛
尾
呂
付
近
な
ど
に
広
く
分
布
す
る
。
こ
の
溶
岩
は

板
状
節
理
が
発
達
し
、
長
里
川
の
中
流
や
高
来
町
の
落
合
川
あ
る
い
は
風

配
高
原
な
ど
で
は
大
き
な
断
崖
を
つ
く
る
。
聖
母
の
騎
士
園
西
の
採
石
場

で
は
こ
の
安
山
岩
を
採
掘
し
て
い
る
。
三
番
多
良
岳
か
ら
黒
新
田
や
山
ノ

神
に
か
け
て
の
高
所
で
は
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
（
小
倉

勉
、
一
九
一
六
の

サ
ヌ
カ
イ
ト
）
を

含
む
の
が
特
徴
で

あ
る
。
ま
た
大
搦

名
大
久
保
か
ら
黒

新
田
名
に
か
け
て

の
尾
根
筋
で
は
風

化
が
進
み
、
い
わ

ゆ
る
「
く
さ
り

礫
」
の
状
態
を
示

す
。
模
式
地
は
、

黒
新
田
名
、
中
古

場
、
鳥
越
で
あ
る
。

﹇
肉
眼
的
特
徴
﹈

灰
黒
色
〜
灰
色

で
、
顕
著
な
板
状

節
理
を
持
っ
た
大
き
な
崖
を
つ
く
る
（
写
真
８
）。
斑
状
組
織
が
明
瞭
で
、

斑
晶
を
つ
く
る
斜
長
石
は
と
き
に
一
�
に
も
お
よ
ぶ
。
石
基
は
ガ
ラ
ス
質

で
光
沢
が
な
い
。
風
化
面
で
は
節
理
に
平
行
な
ピ
ン
ク
色
の
筋
模
様
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
斜
長
石
は
平
原
含
紫
蘇
輝
石
か
ん
ら
ん
石
普
通
輝

石
安
山
岩
よ
り
大
き
く
典
型
的
な
多
良
安
山
岩
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

﹇
顕
微
鏡
的
特
徴
﹈

斑
状
組
織
を
示
し
、
斑
晶
角
閃
石
は
す
べ
て
オ
パ
サ
イ
ト
縁
を
持
ち
、

内
部
に
わ
ず
か
に
角
閃
石
の
本
体
を
残
し
て
い
る
。
普
通
輝
石
よ
り
も
紫

写真８ 聖母の騎士園西の石切場、広川良角閃石複輝石安山岩
の板状節理がよく見える。
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蘇
輝
石
の
量
が
多
く
、
か
ん
ら
ん
石
は
含
ま
な
い
。
斜
長
石
は
板
状
で
、

内
部
が
融
食
さ
れ
て
い
る
。
石
基
は
ガ
ラ
ス
と
針
状
〜
短
冊
状
の
結
晶
か

ら
な
り
、
ガ
ラ
ス
と
結
晶
は
ほ
ぼ
同
じ
量
で
あ
る
（
写
真
９
）。
黒
新
田

お
よ
び
山
ノ
神
の
も
の
は
石
基
の
ほ
と
ん
ど
が
丸
い
斑
点
状
の
ガ
ラ
ス
か

ら
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
溶
岩
の
急
激
な
冷
却
と
マ
グ
マ
の
化
学
組
成
の

違
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
岩
石
全
体
が
ガ
ラ
ス
質
に
な
っ
た

も
の
が
い
わ
ゆ
る
サ
ヌ
カ
イ
ト
で
あ
る
。

５

帆
柱
岳
角
閃
石
安
山
岩

﹇
分
布
﹈

調
査
地
域
内
で
は
帆
柱
岳
の
標
高
六
二
〇
�
よ
り
高
所
で
溶
岩
ド
ー
ム

を
形
成
し
、
隣
接
す
る
黒
木
岳
、
一
ノ
宮
岳
、
多
良
岳
へ
と
連
続
す
る
。

さ
ら
に
小
範
囲
だ
が
古
場
名
山
ノ
神
溜
池
の
周
り
に
も
分
布
し
、
明
ら
か

に
下
位
の
広
川
良
角
閃
石
複
輝
石
安
山
岩
（
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
を
含
む
）

溶
岩
を
お
お
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
も
っ
と
も
新
し
い
溶
岩
で
あ
る
。

写真９ 三番多良岳の広川良角閃石複輝石安山岩（ガラス質安
山岩を含む）の顕微鏡写真、オパサイト化した角閃石
（中央左上）と輝石（ピンク色）および短冊状の斜長
石の斑晶（大きな白い結晶の部分）とガラス質の石基
（小さな結晶の部分）からできている。写真の底辺の
長さは４�である。

写真１０ 帆柱岳角閃石安山岩の顕微鏡写真、帆柱岳頂上付近で
採集したものである、斑晶として黒い角閃石、下の方
に見える劈開（筋模様）を持った紫蘇輝石、白い不規
則な形に見えるのは斜長石、石基はほとんどガラスで
ある。写真の底辺の長さは４�である。
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模
式
地
は
、
佐
賀
県
帆
柱
岳
で
あ
る
。

﹇
肉
眼
的
特
徴
﹈

灰
色
な
い
し
灰
白
色
で
、
大
ま
か
な
板
状
節
理
を
示
し
、
一
部
塊
状
で

あ
る
。
二
�
〜
三
�
の
大
き
な
角
閃
石
の
結
晶
が
見
ら
れ
、
量
的
に
も
多

い
。
風
化
面
は
白
っ
ぽ
く
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

﹇
顕
微
鏡
的
特
徴
﹈

斑
状
組
織
を
示
し
、
石
基
は
ほ
と
ん
ど
褐
色
ガ
ラ
ス
で
、
少
量
の
紫
蘇

輝
石
が
見
ら
れ
る
。
斑
晶
角
閃
石
は
大
き
く
（
八
�
に
も
及
ぶ
）
褐
色
で

周
縁
は
オ
パ
サ
イ
ト
化
し
て
い
る
。
〇
・
五
�
ほ
ど
の
短
柱
状
の
紫
蘇
輝

石
と
、
普
通
輝
石
が
ほ
ぼ
同
量
含
ま
れ
て
い
る
（
写
真
１０
）。
斑
晶
角
閃

石
の
一
部
に
は
斜
長
石
結
晶
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
や
斜
長
石
中
に

普
通
輝
石
の
結
晶
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
斜
長
石
は

板
状
で
あ
る
。
古
場
名
山
ノ
神
溜
池
の
も
の
は
帆
柱
岳
の
も
の
に
比
べ
る

と
石
基
が
や
や
結
晶
質
で
あ
る
。

６

阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物
（
Ａ
Ｓ
Ｏ－

４
）

阿
蘇
火
山
は
約
三
十
万
年
前
か
ら
大
き
な
四
回
の
大
火
砕
流
の
噴
出
に

よ
っ
て
世
界
一
の
カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
を
つ
く
っ
た
。
阿
蘇

火
砕
流
は
こ
の
期
に
発
生
し
た
四
回
の
大
規
模
な
噴
火
サ
イ
ク
ル
で
流
出

し
た
火
砕
流
の
総
称
で
あ
る
。
火
砕
流
堆
積
物
は
下
位
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｏ－

１
〜
Ａ
Ｓ
Ｏ－

４
に
区
分
さ
れ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｏ－

４
は
約
八
〜
九
万
年
前
に
流
出
し
た
最
大
の
火
砕
流
堆
積
物

で
あ
る
。
そ
の
火
山
灰
層
が
、
周
辺
の
海
域
を
含
め
て
日
本
列
島
全
域
に

認
め
ら
れ
、
北
海
道
で
も
層
厚
十
五
�
の
堆
積
物
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｏ－

４
の
み
が
角
閃
石
を
主
要
塩
基
鉱
物
と
し
て
含
ま
れ
る
。
小
長

井
町
に
分
布
す
る
阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物
は
Ａ
Ｓ
Ｏ－

４
に
相
当
す
る
。

﹇
分
布
﹈

北
部
の
遠
竹
か
ら
南
へ
築
切
、
井
崎
、
長
戸
、
帆
崎
お
よ
び
丸
尾
付
近

の
海
岸
沿
い
に
分
布
す
る
。
厚
さ
二
〜
三
�
、
白
色
で
、
数
�
か
ら
二
十

�
に
も
お
よ
ぶ
大
型
の
軽
石
と
角
閃
石
の
結
晶
が
特
徴
的
で
あ
る
。
下
位

の
玄
武
岩
層
と

の
間
に
は
高
師

小
僧
（
管
状
あ

る
い
は
樹
枝
状

の
褐
鉄
鉱
の
団

塊
で
、
地
下
水

中
に
溶
解
し
て

い
る
鉄
分
が
土

壌
中
あ
る
い
は

粘
土
中
の
植
物

体
と
交
代
し
て

生
じ
た
水
酸
化

鉄
の
沈
殿
物
）

を
伴
う
十
�
ほ

ど
の
厚
さ
の
褐

写真１１ 長戸の小長井小学校横の阿蘇火砕流堆積物(ASO－４）、
下の層は平原含紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩の
風化した部分である。両者の境には褐鉄鉱と高師小僧
が見られる。
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鉄
鉱
の
層
が
見
ら
れ
る
。

井
崎
で
は
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
大
の
軽
石
、
ソ
ラ
豆
大
の
黒
曜
石
お
よ
び
角

閃
石
の
結
晶
を
含
む
白
色
の
火
山
灰
層
が
見
ら
れ
る
。
丸
尾
で
は
四
�
ほ

ど
の
風
化
し
た
平
原
含
紫
蘇
輝
石
か
ん
ら
ん
石
普
通
輝
石
安
山
岩
溶
岩
の

上
に
Ａ
Ｓ
Ｏ－
４
が
不
整
合
に
乗
っ
て
い
る
。
安
山
岩
溶
岩
の
上
部
三
十

〜
五
十
�
は
土
壌
化
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｏ－

４
の
こ
こ
で
の
厚
さ
は
約
二

�
で
あ
る
。
長
戸
・
小
長
井
小
学
校
横
で
は
三
�
ほ
ど
の
安
山
岩
の
風
化

帯
の
上
に
三
�
ほ
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｏ－

４
が
見
ら
れ
る
（
写
真
１１
）。
そ
の
境

で
は
褐
鉄
鉱
層
と
高
師
小
僧
を
伴
う
。
Ａ
Ｓ
Ｏ－

４
は
下
か
ら
上
ま
で
一

様
な
塊
状
で
、
さ
ら
さ
ら
し
て
お
り
磨
き
砂
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
下

部
三
十
�
ほ
ど
が
大
ま
か
な
層
状
を
呈
し
て
い
る
。
火
山
灰
の
中
に
は
一

�
ほ
ど
の
炭
化
木
が
含
ま
れ
、
き
ら
き
ら
と
光
る
斜
長
石
の
結
晶
が
多
く

見
ら
れ
る
。
遠
竹
名
釜
付
近
で
は
、
四
�
ほ
ど
の
崖
を
つ
く
っ
て
お
り
灰

白
色
の
基
地
に
数
�
か
ら
二
十
�
の
発
泡
の
良
い
軽
石
が
散
在
す
る
。
ま

た
、
黒
色
の
類
質
の
岩
片
や
角
閃
石
の
結
晶
も
含
ん
で
い
る
。

三
、
応
用
地
質

１

石

材

古
く
か
ら
帆
崎
石
と
し
て
知
ら
れ
、
か
つ
て
は
長
崎
だ
け
で
は
な
く
佐

賀
、
福
岡
、
熊
本
ま
で
広
い
販
路
を
持
ち
、
干
拓
工
事
用
、
基
礎
石
、
石

垣
用
の
間
知
石
な
ど
を
多
量
に
搬
出
し
た
。
小
長
井
町
の
採
石
業
は
、
昭

和
四
十
年
頃
が
最
盛
期
で
、
帆
崎
石
も
小
長
井
石
と
し
て
有
名
に
な
り
採

石
場
も
長
里
地
区
、
牧
一
円
、
小
川
原
浦
の
船
津
、
黒
木
地
区
、
井
崎
、

築
切
地
区
な
ど
に
あ
っ
た
。
長
崎
県
内
で
は
長
崎
市
諏
訪
神
社
の
石
段
、

高
麗
橋
、
西
山
ダ
ム
の
石
橋
、
諫
早
市
の
天
祐
寺
の
墓
石
、
小
長
井
町
の

阿
蘇
神
社
の
鳥
居
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
石
切
場
の
分
布
を
見
る

と
、
安
山
岩
だ
け
で
は
な
く
玄
武
岩
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

２

じ
ゃ
が
い
も
畑
用
の
赤
土

南
高
来
郡
愛
野
町
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
が
盛
ん
で
、
販
路
拡
大
を
目
指

し
て
大
き
な
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
赤
土
は
小

長
井
町
か
ら
搬
入
し
て
い
る
。
こ
の
赤
土
は
多
孔
質
の
玄
武
岩
質
降
下
ス

コ
リ
ア
堆
積
物
で
あ
る
。
愛
野
町
で
は
平
成
元
年
か
ら
平
成
十
年
に
か
け

て
、
大
雨
に
よ
る
流
失
分
を
補
う
た
め
と
土
壌
の
若
返
り
を
は
か
る
た
め

に
土
壌
の
交
換
を
計
画
し
た
。
そ
の
際
、
も
と
も
と
の
愛
野
町
の
台
地
を

お
お
う
黒
土
よ
り
も
赤
い
土
の
方
が
見
た
目
に
美
し
い
こ
と
か
ら
小
長
井

町
の
赤
土
を
客
土
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
来
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

畑
と
し
て
開
墾
さ
れ
て
い
る
地
域
は
古
期
雲
仙
火
山
麓
扇
状
地
堆
積
物
に

よ
っ
て
で
き
て
お
り
、
そ
の
表
面
は
黒
土
で
お
お
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
た
だ
し
、
赤
土
自
体
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
に
黒
土
よ
り
も
化
学
成

分
や
吸
水
量
な
ど
の
上
か
ら
特
別
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い

ら
し
い
。
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四
、
雲
仙
岳
の
噴
火

普
賢
岳
の
噴
火
活
動
は
、
今
回
の
平
成
二
年
か
ら
八
年
（
一
九
九
〇
〜

九
六
）
を
含
め
て
歴
史
的
に
記
録
さ
れ
た
も
の
は
三
回
で
あ
る
。

一
回
目
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
か
ら
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の

噴
火
で
、
古
焼
溶
岩
、
赤
松
谷
の
爆
裂
、
九
十
九
島
の
噴
火
な
ど
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
一
二
九
年
後
に
二
回
目
の
噴
火
が
始
ま
る
。

二
回
目
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
噴
火
で
、
地
獄
跡
か
ら
の
噴
火

に
は
じ
ま
り
、
新
焼
溶
岩
の
流
出
、
大
地
震
と
眉
山
の
大
崩
壊
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
五
月
二
十
一
日
夜
八
時
頃
、
激
し
い
地
震
と
と
も

に
島
原
の
町
の
背
後
に
あ
る
眉
山
の
東
斜
面
が
大
崩
壊
を
起
こ
し
、
崩
壊

物
が
有
明
海
に
流
れ
込
ん
だ
た
め
に
大
津
波
が
発
生
し
、
対
岸
の
熊
本
・

天
草
を
中
心
に
一
四
、
五
〇
〇
人
以
上
の
住
民
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
れ

が
「
島
原
大
変
、
肥
後
迷
惑
」
と
い
わ
れ
る
日
本
の
火
山
災
害
史
上
最
大

の
惨
事
と
な
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
一
九
八

年
お
い
て
次
の
三
回
目
の
噴
火
が
起
こ
っ
て
い
る
。

三
回
目
は
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
十
一
月
十
七
日
、
雲
仙
・
普
賢
岳

の
新
た
な
噴
火
活
動
が
開
始
さ
れ
、
九
十
九
島
・
地
獄
跡
の
火
口
か
ら
噴

煙
が
立
ち
上
り
、
次
い
で
屏
風
岩
火
口
か
ら
も
噴
火
が
始
ま
っ
た
。
翌
五

月
二
十
日
に
地
獄
跡
火
口
に
溶
岩
ド
ー
ム
が
出
現
し
、
四
日
後
に
は
溶
岩

塊
が
崩
壊
し
て
最
初
の
火
砕
流
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
度
重
な
る
大
火
砕

流
の
発
生
に
よ
っ
て
、
東
側
山
麓
の
島
原
市
・
深
江
町
に
お
い
て
、
焼
失

し
た
家
屋
は
八
二
〇
棟
に
お
よ
び
、
四
四
名
も
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
る

と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
ま
た
、
火
砕
流
堆
積
物
や
ド
ー
ム
の
溶

岩
塊
の
崩
落
物
が
、
土
石
流
と
な
っ
て
水
無
川
や
中
尾
川
を
流
れ
下
り
、

約
一
、
三
〇
〇
棟
が
損
壊
し
た
。
ま
た
、
国
道
や
島
原
鉄
道
の
線
路
も
埋

没
し
、
一
時
は
通
行
不
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
火
山
活
動
は
、
平

成
七
年
（
一
九
九
五
）
二
月
以
降
は
沈
静
化
し
て
い
る
。
溶
岩
ド
ー
ム
は

最
初
の
噴
火
口
で
あ
る
地
獄
跡
火
口
か
ら
約
二
四
〇
�
の
高
さ
と
な
り
、

普
賢
岳
よ
り
遙
か
に
高
い
海
抜
一
、
四
八
五
�
に
ま
で
成
長
し
、
最
大
直

径
は
一
・
二
�
に
も
達
し
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
五
月
二
十
日
に
、

島
原
市
と
小
浜
町
は
建
設
省
国
土
地
理
院
に
対
し
、
普
賢
岳
の
新
し
い
溶

岩
ド
ー
ム
を
「
平
成
新
山
」
と
命
名
す
る
こ
と
を
申
請
し
た
。
お
よ
そ
五

ヶ
年
半
の
間
続
い
た
雲
仙
・
普
賢
岳
の
火
山
活
動
も
、
平
成
八
年
（
一
九

九
六
）
五
月
三
十
日
に
は
終
息
宣
言
が
出
さ
れ
、
六
月
に
は
島
原
市
の
災

害
対
策
本
部
は
解
散
し
た
。

そ
の
噴
火
の
移
り
変
わ
り
は
小
長
井
町
か
ら
も
つ
ぶ
さ
に
観
察
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
の
噴
煙
の
一
部
は
小
長
井
町
に
も
火
山
灰
を
降
ら
せ
た
。
雲
仙

火
山
は
約
三
十
万
〜
五
十
万
年
ほ
ど
前
か
ら
噴
火
を
始
め
た
ら
し
く
、
多

良
火
山
よ
り
も
新
し
く
誕
生
し
た
火
山
で
あ
る
。
今
回
私
た
ち
が
目
の
当

た
り
に
し
た
よ
う
に
、
古
い
時
代
の
多
良
火
山
も
こ
の
雲
仙
火
山
の
成
長

を
見
守
っ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。

―３５―
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こ
の
節
は
お
も
に
、『
九
州
・
山
口
県
の
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値
に
よ
る
気

候
図
表
ー
（
降
水
量
、
平
均
気
温
）
ー
福
岡
管
区
気
象
台

昭
和
六
十
三

年
三
月
』
の
う
ち
の
「
地
方
自
治
体
別
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値
」（
一
九
五
一

〜
一
九
八
〇
の
三
十
年
間
の
デ
ー
タ
）
を
参
考
に
し
て
ま
と
め
る
。

一
、
長
崎
県
の
気
象
の
特
徴
（
図
２
、
図
３
）

長
崎
県
本
土
お
よ
び
五
島
地
方
は
、
平
年
の
平
均
気
温
は
一
五
・
九
〜

一
六
・
九
�
、
年
降
水
量
は
一
九
四
九
・
八
〜
二
三
六
七
・
〇
�
で
あ
る
。

し
か
し
、
山
岳
地
の
雲
仙
岳
は
年
平
均
気
温
一
二
・
五
�
、
年
降
水
量
は

二
九
六
二
・
六
�
と
他
の
観
測
地
点
に
比
べ
て
気
温
は
三
・
四
〜
四
・
四

度
Ｃ
低
く
、
年
降
水
量
は
一
・
二
五
〜
一
・
五
倍
に
達
し
、
平
地
に
比
べ

て
低
温
・
多
雨
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
賀
県
と
の
境
を
つ
く
る
多
良

山
系
も
年
降
水
量
二
四
〇
〇
�
〜
二
六
〇
〇
�
に
達
し
多
雨
地
域
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
厳
原
は
年
平
均
気
温
一
五
・
五
度
Ｃ
で
、
長
崎
県
本
土

や
五
島
地
方
に
比
べ
て
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
。
壱
岐
、
平
戸
な
ど
は
小

雨
地
域
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
長
崎
県
は
海
岸
線
が
長
く
、
海
の
影
響
（
と
く
に
対
馬
暖
流
）

を
受
け
て
お
り
、
九
州
の
他
県
に
比
べ
、
夏
季
の
最
高
気
温
は
や
や
低
く
、

冬
季
の
最
低
気
温
は
高
い
傾
向
に
あ
る
。

図２ 長崎県における年平均気温分布図（単位�）
地方自治体別メッシュ気候値表（１９５１～１９８０）

図３ 長崎県における年降水量分布図（単位�）
地方自治体別メッシュ気候値表（１９５１～１９８０）
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二
、
小
長
井
町
の
気
象

平
均
気
温
分
布
（
表
２
、
図
４
）

気
温
分
布
は
、
長
崎
県
平
均
と
似
た

傾
向
を
示
す
が
、
冬
季
の
十
月
か
ら
翌

年
の
三
月
ま
で
は
長
崎
県
平
均
よ
り
わ

ず
か
に
（
一
度
Ｃ
前
後
）
低
く
、
四
月

か
ら
六
月
の
春
の
時
期
に
ほ
ん
の
わ
ず

か
高
い
傾
向
を
し
め
す
。
そ
の
た
め
、

図
４
で
は
長
崎
県
平
均
の
気
温
分
布
と

比
較
す
る
と
小
長
井
町
の
気
温
分
布
は

春
の
時
期
に
や
や
ふ
く
ら
ん
だ
曲
線
に

な
っ
て
い
る
。

年
降
水
量
分
布
（
表
２
、
図
５
）

六
月
、
七
月
で
は
長
崎
県
平
均
の
値

よ
り
も
五
〇
�
ま
た
五
月
、
八
月
も
二

〇
�
ほ
ど
多
い
。
一
方
、
十
一
月
〜
翌

年
の
一
月
ま
で
は
長
崎
県
平
均
の
値
よ

り
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
夏
に
多
く
、

冬
に
少
な
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

冬
の
少
な
い
雨
量
は
、
後
に
述
べ
る
北

か
ら
北
東
の
風
が
佐
賀
平
野
を
通
っ
て

く
る
こ
と
に
よ
る
水
蒸
気
不
足
と
、
上

表２ 小長井町および長崎県のメッシュ気候値表（下段が長崎県）

年間

２２５７

２０５５

１５．６

１５．８

１２

６８

７１

７．２

８．２

１１

８７

９２

１２．４

１３．１

１０

１００

９６

１７．９

１８．２

９

２３８

２２３

２３．４

２３．３

８

２２６

２０５

２６．６

２６．６

７

３９７

３３０

２５．８

２５．６

６

３８５

３２９

２１．９

２１．３

５

２３７

２１７

１８．３

１７．９

４

２３

２１

１４．３

１４

３

１０７

１０９

９

９．４

２

８９

８９

５．７

６．３

１

８５

８３

４．７

５．５

月

降 水 量

（�）

気 温

（�）

第三節 気 象

小長井町月別平均気温

小長井町月別降水量

図４ 小長井町と長崎県の月別平均気温分布図

図５ 小長井町と長崎県の月別降水量分布図

長崎県月別平均気温

長崎県月別降水量
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昇
気
流
が
起
こ
り
に
く
い
地
形
と

の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。

風
向
分
布
（
図
６
、
図
７
）

手
元
に
あ
る
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値

表
に
は
、
風
向
の
情
報
が
含
ま
れ

て
い
な
い
の
で
小
長
井
町
郷
土
誌

（
昭
和
五
十
一
年
発
行
）
の
四
十

七
〜
四
十
九
年
の
三
カ
年
の
デ
ー

タ
（
表
３
、
表
４
）
を
も
と
に
そ

れ
を
図
化
し
考
察
し
た
。

図
６
は
各
月
ご

と
の
風
向
分
布
を

示
し
た
、
十
月
か

ら
翌
年
の
五
月
ま

で
は
北
よ
り
の
風

が
優
勢
で
、
夏
季

の
六
月
か
ら
九
月

ま
で
は
南
よ
り
の

風
が
優
勢
で
あ
る
。

夏
季
の
南
あ
る
い

は
南
南
西
の
風
は

雲
仙
岳
の
地
形
的

な
影
響
が
考
え
ら

れ
る
。
西
よ
り
の

風
と
東
よ
り
の
風

は
極
端
に
少
な
い

か
、
観
測
さ
れ
て

い
な
い
。
冬
季
か

ら
夏
季
に
向
か
っ

て
の
五
月
頃
に
は

風
速
が
二
・
九
�

／
ｓ
と
弱
ま
り
な

が
ら
六
月
に
は
風

表３ 小長井町における月別風速（単位m／s）（昭和４７～４９年）

暴風日数

１．０

１．５

２．０

１．０

平均風速

３．５

２．８

３．０

２．８

２．６

３．０

最大風速

１９．３

２６．１

２１．４

２２．５

１８．５

２２．６

風速
月別

７

８

９

１０

１１

１２

暴風日数

０．６

平均風速

３．５

３．３

３．５

３．３

２．９

３．２

最大風速

１８．７

１８．４

２１．９

２４．１

２０．８

１８．０

風速
月別

１

２

３

４

５

６

表４ 小長井町における月別風向分布（昭和４７～４９年）

１２

北

乃
至

東
北
東

１１

北

乃
至

東

１０

北
北
東

９

南
南
西

乃
至

北
東

８

南
南
西

７

南
南
西

乃
至

南
西

６

西
南
西

５

北
東

乃
至

北
西

４

北

乃
至

北
東

３

北

乃
至

北
東

２

北

１

北

乃
至

北
北
西

月
別

風

向

図６ 小長井町における月別風向分布図図７ 小長井町における風向頻度分布図（ローズダイアグラム）
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向
が
南
よ
り
に
急
激
に
変
化
し
平
均
風
速
も
三
・
二
�
／
ｓ
と
大
き
く
な

る
。
ま
た
、
夏
季
か
ら
冬
季
に
向
か
う
九
月
頃
に
は
風
速
が
弱
ま
り
な
が

ら
十
月
頃
に
風
向
が
急
激
に
変
化
し
、
十
〜
十
二
月
の
平
均
風
速
は
弱
い
。

小
長
井
町
で
は
平
均
風
速
が
二
・
六
〜
三
・
五
�
／
ｓ
の
間
に
あ
り
、
五

月
と
八
〜
十
二
月
は
風
が
弱
く
、
一
〜
四
月
と
六
月
、
七
月
は
風
が
強
い
。

一
般
的
に
は
冬
季
は
北
な
い
し
北
西
の
季
節
風
が
優
勢
に
な
る
が
、
小
長

井
町
で
は
北
な
い
し
北
東
の
風
が
優
勢
で
あ
る
。
多
良
の
山
々
に
よ
る
地

形
的
な
影
響
で
山
々
を
回
り
込
ん
だ
佐
賀
平
野
か
ら
の
北
東
の
風
が
吹
き

や
す
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

図
７
は
小
長
井
町
を
吹
く
風
向
き
の
頻
度
分
布
を
ロ
ー
ズ
ダ
イ
ヤ
グ
ラ

ム
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
冬
季
は
北
〜
北
東
の
風
が
優
勢
で
、
夏
季
は

南
〜
南
南
西
の
風
が
優
勢
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
小
長
井
町
の
気
象
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
北
東

の
風
が
吹
く
冬
季
は
気
温
が
下
が
り
降
水
量
は
少
な
い
、
南
か
ら
南
南
西

の
風
が
吹
く
夏
季
に
は
気
温
は
長
崎
県
平
均
に
近
く
、
降
水
量
は
多
く
な

る
。
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献
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史
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Ｓ
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岡
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気
候
図
表
（
降
水
量
・
平
均
気
温
）』「
地
方
自
治
体
別
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値
」

木
下
亀
城
（
一
九
六
五
）

佐
賀
県
地
質
図

一
／
一
〇
〇
〇
〇

佐
賀
県

内
外

地
図
株
式
会
社

経
済
企
画
庁
（
一
九
七
一
）

土
地
分
類
基
本
調
査

「
諫
早
」
五
万
分
の
一

国

土
調
査

一
〜
一
九

鎌
田
泰
彦
・
阪
口
和
則
（
二
〇
〇
四
）

島
原
半
島
（
眉
山
周
辺
・
南
部
地
域
）
の

地
質
自
然

長
崎
県
理
科
教
育
資
料

第
五
一
集

長
崎
県
理
科
教
育
協
会

温
湯
勝
相
（
一
九
七
一
）

多
良
岳
玄
武
岩
質
火
山
岩
類
の
岩
石
学
的
研
究

岩
石

鉱
物
鉱
床
学
会
誌

第
六
五
巻

第
二
号

五
九－

七
三

小
倉

勉
（
一
九
一
六
）
多
良
岳
火
山
地
質
調
査
報
文

震
災
予
防
調
査
会
報
告

第
九
〇
号

小
長
井
町
（
昭
和
五
十
一
年
）

小
長
井
町
郷
土
誌

小
長
井
町

小
形
昌
徳
（
一
九
八
九
）

九
州
北
西
部
、
多
良
岳
地
域
の
火
山
地
質

地
質
学
雑
誌

第
九
五
巻

第
一
〇
号

七
五
五－

七
六
八

小
形
昌
徳
・
高
岡
宣
雄
（
一
九
九
〇
）
多
良
岳
地
域
火
山
岩
類
の
Ｋ－

Ａ
ｒ
年
代

火
山

第
三
六
巻

第
二
号

一
八
七－

一
九
一

長
瀬
泰
信
（
一
九
八
〇
）

佐
賀
県
竹
崎
玄
武
岩

西
日
本
支
部
会
報

�
七
〇

阪
口
和
則
（
一
九
九
一
）

島
原
雲
仙
火
山
発
達
史
（
特
に
寛
政
四
年
の
地
変
に
つ

い
て
）

理
科
会
誌

第
三
〇
号

長
崎
県
高
等
学
校
理
科
教
育
研
究
会

阪
口
和
則
・
高
嶺
忠
彦
（
一
九
九
五
）

小
長
井
町
の
Ａ
Ｓ
Ｏ－

４
と
山
茶
花
高
原

の
ス
コ
リ
ア

長
崎
県
地
学
会
誌

第
五
九
号

一－

六

高
橋

清
・
倉
沢

一
（
一
九
六
〇
）

九
州
多
良
岳
火
山
岩
お
よ
び
基
盤
岩
類
の

岩
石
学
的
な
ら
び
に
化
学
的
性
質
に
つ
い
て

地
質
調
査
所
月
報

第
一
一
巻

第
一
〇
号

工
業
技
術
院
地
質
調
査
所

一
九－

三
九

寺
井
邦
久
・
阪
口
和
則
（
二
〇
〇
一
）

毘
沙
天
岳
の
割
れ
目
噴
火

長
崎
県
地
学

会
誌

第
六
〇
号

二
七－

三
〇

（
阪
口

和
則
）

第三節 気 象
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第
四
節

植
物
・
動
物

一
、
植

物

１

植
生
概
観

小
長
井
町
は
、
九
州
西
部
域
、
多
良
山
系
の
東
側
で
、
北
側
の
佐
賀
県

と
接
し
、
東
側
が
有
明
海
に
面
し
た
多
良
火
山
の
麓
に
扇
形
に
広
が
っ
た

町
で
あ
る
。
地
質
も
、
東
側
海
岸
ま
で
達
す
る
玄
武
岩
溶
岩
台
地
、
南
部

の
長
里
川
沿
い
に
見
ら
れ
る
火
山
砕
屑
岩
、
そ
し
て
多
良
岳
ま
で
の
上
部

を
被
う
溶
岩
で
あ
る
輝
石
安
山
岩
類
と
、
火
山
性
の
土
壌
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
土
壌
に
発
達
し
た
本
来
の
植
生
は
、
ス
ダ
ジ
イ
、
ウ
ラ
ジ

ロ
ガ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
シ
ロ
ダ
モ
等
、
ブ
ナ
科
や
ク
ス
ノ
キ

科
の
木
本
を
主
体
と
す
る
西
日
本
特
有
の
群
系
で
あ
る
照
葉
樹
林
で
あ
る
。

土
地
改
変
が
進
み
、
ス
ダ
ジ
イ
を
中
心
と
す
る
二
次
萌
芽
林
で
あ
る
シ
イ

林
が
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
植
林
地
や
溜
池
の
周
辺
に
残
存
す
る
形
に
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
二
次
林
の
林
縁
の
向
陽
地
に
は
西
日
本
の
特
徴
的
な
夏
緑
樹

（
落
葉
広
葉
樹
）
で
あ
る
コ
ナ
ラ
、
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、
ネ
ジ

キ
、
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、
ア
オ
モ
ジ
、
コ
マ
ユ
ミ
、
カ
ナ
ク
ギ
ノ
キ
、
ゴ
ン
ズ

イ
等
が
入
り
込
む
よ
う
に
あ
り
、
ボ
ロ
ボ
ロ
ノ
キ
も
多
い
。

残
存
し
た
二
次
林
内
の
樹
種
と
し
て
は
、
亜
高
木
か
ら
低
木
に
入
る
ヤ

マ
モ
モ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
、
ク
ロ
キ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ハ
ク
サ

ン
ボ
ク
、
ア
オ
キ
、
ク
チ
ナ
シ
等
が
目
立
つ
。
林
床
の
草
本
層
は
、
ハ
ナ

ミ
ョ
ウ
ガ
、
ム
サ
シ
ア
ブ
ミ
、
フ
ユ
イ
チ
ゴ
、
イ
ズ
セ
ン
リ
ョ
ウ
、
ヤ
ブ

コ
ウ
ジ
や
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
イ
ノ
デ
、
イ
ワ
ガ
ネ
ゼ
ン
マ
イ
、

コ
モ
チ
シ
ダ
、
ベ
ニ
シ
ダ
等
の
シ
ダ
類
が
占
め
る
。
つ
る
植
物
も
多
く
、

テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
キ
ヅ
タ
、
ヤ
マ
フ
ジ
、
マ
タ
タ
ビ
、
カ
ギ
カ
ズ
ラ
他
が

見
ら
れ
る
。

本
町
に
は
、
開
墾
さ
れ
た
後
で
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
や
田
畑
、

山
道
横
の
植
生
が
か
な
り
多
く
、
こ
ん
な
場
所
を
好
む
ヤ
マ
グ
ワ
、
イ
ヌ

ビ
ワ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
ア
キ
グ
ミ
、
カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
フ
ユ
ザ
ン

シ
ョ
ウ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
ク
サ
ギ
、
ヤ
ブ
ム
ラ
サ
キ
、
ウ
ツ
ギ
、
マ
ル
バ

ウ
ツ
ギ
、
コ
ガ
ク
ウ
ツ
ギ
、
ナ
ガ
バ
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ビ
ロ
ー
ド
イ
チ
ゴ
、

ナ
ワ
シ
ロ
グ
ミ
や
マ
ダ
ケ
、
ハ
チ
ク
、
メ
ダ
ケ
等
の
タ
ケ
類
、
オ
ド
リ
コ

ソ
ウ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
ヨ
モ
ギ
、
コ
モ
チ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
、
ツ
ワ
ブ
キ
、
ツ

ボ
ク
サ
と
い
っ
た
草
本
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

一
方
、
東
側
の
町
端
の
海
岸
付
近
は
、
ダ
ン
チ
ク
や
ヨ
シ
が
繁
茂
し
、

海
岸
性
の
マ
サ
キ
、
ト
ベ
ラ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ハ
マ
ニ
ン
ド
ウ
や
ハ
マ
ヒ

ル
ガ
オ
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、
ハ
マ
ゴ
ウ
、
ツ
ワ
ブ
キ
、
ハ
マ
ス
ゲ
、
ナ
ガ

ミ
ノ
オ
ニ
シ
バ
、
コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
等
が
普
通
に
生
育
し
て
い
る
。

２

山
野
（
森
林
・
原
野
）
の
植
物

本
町
は
多
良
山
系
の
東
側
に
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
と
し
て
開
け
て
お

―４０―
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�ボロボロノキ（清水）
�ウツギ（中古場）
�ヤブムラサキ（清水）
�ホウチャクソウ（広川良）
�クラマゴケ（毘沙天岳）

�ヤマフジ（鳥越）
�マルバウツギ（川内）
�オオツヅラフジ（中古場）
	ビロードイチゴ（清水）
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り
、
各
所
に
自
然
林
（
照
葉
樹
の
二
次
林
）
が
シ
イ
・
ア
ラ
カ
シ
萌
芽
林

と
し
て
残
存
し
て
い
る
が
、
他
の
か
な
り
の
地
域
が
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植

林
地
や
ミ
カ
ン
畑
で
あ
る
。
た
だ
田
原
名
の
北
側
、
聖
母
の
騎
士
園
の
西

南
部
や
中
古
場
に
は
ア
カ
マ
ツ
―
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
群
集
が
発
達
し
た
と
こ
ろ

が
あ
る
。

シ
イ
・
ア
ラ
カ
シ
萌
芽
林
は
、
南
西
部
の
長
里
川
と
東
部
船
津
川
の
流

域
に
主
に
残
存
し
て
お
り
、
高
木
と
し
て
は
ス
ダ
ジ
イ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ウ

ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
等
が
主
体
で
あ
る
が
、
山
茶

花
高
原
か
ら
広
川
良
に
か
け
て
の
残
存
林
に
は
、
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ
や
イ
チ

イ
ガ
シ
も
見
ら
れ
、
ア
ラ
カ
シ
の
品
種
の
ホ
ソ
ミ
ノ
ア
ラ
カ
シ
も
記
録
さ

れ
て
い
る
。

階
層
と
し
て
の
亜
高
木
に
は
、
ク
ロ
キ
、
ハ
ク
サ
ン
ボ
ク
、
カ
ク
レ
ミ

ノ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
比
較
的
多

く
、
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
が
自
生
す
る
場
所
も
あ
る
。

谷
間
に
な
っ
た
地
域
で
は
、
こ
れ
ら
の
木
本
に
外
側
か
ら
か
ら
み
つ
く
、

テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
ヤ
マ
フ
ジ
、
ム
ベ
、
ア
ケ
ビ
、
ツ
ル
コ
ウ
ゾ
、
ハ
マ
ニ

ン
ド
ウ
、
オ
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、
ニ
ガ
カ
シ
ュ
ウ
、
カ
ギ
カ
ズ
ラ
、
ヤ
ブ
イ

バ
ラ
、
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
、
コ
バ
ノ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
等
の
つ
る
植
物
が

多
い
。

林
内
の
低
木
と
し
て
は
ク
チ
ナ
シ
や
ア
オ
キ
、
ヤ
ツ
デ
が
あ
り
、
林
床

に
は
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
、
フ
ユ
イ
チ
ゴ
が
多
く
、
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
、

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
ウ
バ
ユ
リ
、
イ
ズ
セ
ン
リ
ョ
ウ
、
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、
ム

サ
シ
ア
ブ
ミ
、
マ
ム
シ
グ
サ
、
ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ
や
イ
ノ
デ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、

ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
コ
モ
チ
シ
ダ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
イ
ワ
ガ
ネ
ゼ
ン
マ
イ
、
イ
シ

カ
グ
マ
、
オ
オ
バ
ノ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
と
い
っ
た
シ
ダ
類
が
生
育
し
て
い
て
、

崖
地
に
ク
ラ
マ
ゴ
ケ
も
あ
る
。

北
部
域
に
あ
る
ア
カ
マ
ツ
林
や
シ
イ
・
ア
ラ
カ
シ
の
二
次
林
の
林
縁
の

照
度
の
高
い
場
所
に
は
、
コ
ナ
ラ
、
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、
ヤ
マ
グ
ワ
、
エ
ゴ

ノ
キ
、
ゴ
ン
ズ
イ
、
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
ハ
ゼ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ヤ

シ
ャ
ブ
シ
、
コ
マ
ユ
ミ
、
ア
オ
モ
ジ
、
イ
ヌ
ビ
ワ
、
ネ
ジ
キ
、
コ
バ
ノ
ガ

マ
ズ
ミ
、
ハ
リ
ギ
リ
、
カ
ナ
ク
ギ
ノ
キ
、
コ
ガ
ク
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
ブ
ム
ラ
サ

キ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
等
の
落
葉
樹
が
入
り
込
む
よ
う
に
あ
り
、
中
で
も
本
町
に

は
ボ
ロ
ボ
ロ
ノ
キ
が
多
く
見
ら
れ
る
。

更
に
こ
れ
ら
の
樹
木
に
混
じ
る
よ
う
に
生
育
し
て
い
る
の
が
、
ア
キ
グ

ミ
、
ナ
ワ
シ
ロ
グ
ミ
、
ツ
ル
グ
ミ
の
グ
ミ
類
、
ウ
ツ
ギ
や
マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ

の
ウ
ツ
ギ
類
、
ク
マ
イ
チ
ゴ
、
ク
サ
イ
チ
ゴ
、
ナ
ガ
バ
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、

ビ
ロ
ー
ド
イ
チ
ゴ
の
イ
チ
ゴ
類
で
あ
る
。
マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ
は
谷
間
の
山
道

横
の
崖
地
に
多
く
、
ま
た
本
町
に
は
ビ
ロ
ー
ド
イ
チ
ゴ
が
多
産
す
る
。
他

に
コ
ア
カ
ソ
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
、
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
、
シ
ャ
ガ
、
オ
ド
リ
コ
ソ

ウ
、
ホ
ザ
キ
キ
ケ
マ
ン
や
ハ
コ
ネ
シ
ダ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
、
コ
シ
ダ
等
の
シ
ダ

類
も
よ
く
目
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
人
家
に
ほ
ど
近
い
谷
間
や
溜
池
地
周
辺
に
は
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
、

マ
ダ
ケ
、
ハ
チ
ク
、
メ
ダ
ケ
、
ヤ
ダ
ケ
等
の
タ
ケ
類
も
あ
り
、
上
部
域
に

は
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
も
見
ら
れ
る
。

原
野
と
言
え
る
場
所
が
最
近
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
原
野
植
物
も
消
失
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

―４２―
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北
部
の
山
茶
花
高
原
付
近
の
原
野
ら
し
き
場
所
で
は
、

シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
、
ア
オ
モ
ジ
、
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、
ヤ
マ
ヤ
ナ

ギ
等
の
陽
生
木
本
が
見
ら
れ
る
。
草
原
に
は
、
ス
ス
キ
、

メ
カ
ル
カ
ヤ
、
チ
ガ
ヤ
の
群
生
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
中
に

ト
ダ
シ
バ
、
チ
カ
ラ
シ
バ
、
オ
ト
コ
エ
シ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
バ

ナ
、
ヤ
ク
シ
ソ
ウ
、
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
、
ヤ
ナ
ギ
ア
ザ
ミ
、

ノ
ア
ザ
ミ
、
カ
ワ
ラ
ケ
ツ
メ
イ
、
イ
ヌ
コ
ウ
ジ
ュ
、
ワ
ラ

ビ
、
セ
ン
ブ
リ
、
オ
ニ
ユ
リ
等
が
生
育
し
て
い
る
。
ヤ
マ

サ
ギ
ソ
ウ
や
ハ
シ
ナ
ガ
ヤ
マ
サ
ギ
ソ
ウ
と
い
っ
た
ラ
ン
科

の
類
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

南
部
の
大
搦
名
で
は
ハ
チ
ク
林
の
縁
に
ハ
ン
カ
イ
ソ
ウ

の
小
群
生
が
あ
り
、
山
茶
花
で
は
シ
ロ
バ
ナ
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
春
を
告
げ
る
花
で
あ
る
ス
ミ
レ
類
も
原
野
を
中

心
に
あ
る
が
、
本
町
で
は
ス
ミ
レ
、
ヒ
メ
ス
ミ
レ
、
タ
チ

ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
コ
ス
ミ
レ
、
ノ
ジ
ス
ミ
レ
が
自
生
し
、
山

茶
花
高
原
で
は
移
入
と
見
ら
れ
る
シ
ロ
コ
ス
ミ
レ
が
確
認

で
き
た
。

３

海
辺
の
植
物

本
町
の
海
岸
線
は
国
道
二
〇
七
号
沿
い
に
、
釜
か
ら
長

里
付
近
ま
で
あ
り
、
諫
早
湾
の
北
側
の
沿
岸
に
な
る
。
ど

�ススキ・セイタカアワダチソウ（山茶花）
�ハンカイソウ（舟津）
�ヤマジノギク（山茶花）

�ヤナギアザミ（山茶花）
�サワヒヨドリ（山茶花）
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こ
も
有
明
海
特
有
の
干
潟
が
発
達
し
て
い
て
、
砂
質
海
岸
は
貝
殻
質
で
は

あ
る
が
広
く
は
な
い
。
海
に
突
出
し
た
地
形
が
六
箇
所
ほ
ど
あ
っ
て
、
三

箇
所
は
埋
立
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
岬
状
に
突
出
し
た
場
所
の
人
家
付
近
に
、
照
葉
樹
の
主
な
も

の
や
海
岸
性
の
樹
種
が
入
り
込
ん
で
生
育
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
や
や
高

木
の
ス
ダ
ジ
イ
、
ア
ラ
カ
シ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
ク
ロ
キ
、
ハ
ク

サ
ン
ボ
ク
、
ヒ
サ
カ
キ
等
の
多
い
中
に
、
ア
カ
マ
ツ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
マ

サ
キ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
等
が
入
り
、
付
近
の
林
縁
に
か
け
て
マ
ル
バ
グ
ミ
、

ア
キ
グ
ミ
、
ツ
ル
グ
ミ
、
イ
ヌ
ビ
ワ
、
ネ
ジ
キ
、
カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、

ア
オ
モ
ジ
、
ハ
ゼ
ノ
キ
、
ヌ
ル
デ
、
ク
チ
ナ
シ
、
ハ
マ
ニ
ン
ド
ウ
と
い
っ

た
木
本
が
あ
っ
て
、
更
に
海
岸
に
は
ハ
マ
ウ
ド
、
ツ
ワ
ブ
キ
、
オ
ニ
ユ
リ
、

ハ
マ
ボ
ッ
ス
、
ハ
マ
ゴ
ウ
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、
ハ
マ
ナ
デ
シ
コ
、
ハ
マ
サ

ジ
、
オ
ニ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
等
の
草
本
が
見
ら
れ
、
ヒ
ト
モ
ト
ス
ス
キ
が
や
や

群
生
し
て
い
る
場
所
も
あ
る
。

少
な
い
が
、
内
湾
岸
に
、
県
の
準
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ア
オ
イ
科
の
ハ

マ
ボ
ウ
が
あ
る
。
本
種
は
本
州
関
東
地
方
南
岸
か
ら
四
国
、
九
州
そ
し
て

奄
美
大
島
ま
で
の
内
湾
の
高
潮
線
付
近
に
群
落
を
つ
く
り
、
七
月
〜
八
月

に
黄
色
の
美
し
い
花
を
つ
け
る
木
本
で
あ
り
、
埋
立
て
等
で
各
地
の
も
の

が
消
失
し
つ
つ
あ
る
植
物
で
あ
る
。
日
本
で
は
特
に
長
崎
県
に
生
育
地
が

多
い
。

本
州
（
近
畿
地
方
）
か
ら
沖
縄
ま
で
の
暖
地
の
海
岸
付
近
に
点
在
し
て

お
り
、
個
体
数
も
そ
う
多
く
は
な
い
マ
メ
科
の
シ
マ
エ
ン
ジ
ュ
が
二
か
所

に
生
育
し
て
い
る
の
は
や
や
珍
し
い
。
長
崎
県
で
は
、
平
戸
島
、
小
佐
々

写真３ シマエンジュ（井崎）
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町
、
三
和
町
他
の
海
岸
近
縁
に
見
ら
れ
る
落
葉
低
木
で
、
高
さ
一
・
五
�

そ
う
じ
ょ
う
か
じ
ょ

ほ
ど
に
な
り
、
七
〜
八
月
に
淡
黄
色
の
上
向
き
の
総
状
花
序
を
つ
け
る
。

イ
ネ
科
の
ダ
ン
チ
ク
は
海
岸
か
ら
の
内
陸
の
川
岸
ま
で
自
生
す
る
壮
大

な
植
物
で
あ
り
、
県
内
各
所
に
群
生
し
て
い
る
。
本
町
で
も
や
は
り
海
岸

付
近
に
多
く
、
南
部
の
長
戸
の
帆
崎
に
は
大
群
生
が
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
海
水
浴
場
に
な
る
よ
う
な
広
い
砂
浜
海
岸
は
な
く
、

東
部
の
井
崎
に
貝
殻
が
混
じ
っ
た
砂
浜
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
浜
の
上
部

に
は
ハ
マ
ゴ
ウ
、
ナ
ガ
ミ
ノ
オ
ニ
シ
バ
、
コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
等
が
あ
り
、

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ハ
マ
ス
ゲ
、
ハ
マ
エ
ノ
コ
ロ
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
と
い
っ

た
海
岸
性
草
本
が
混
在
し
て
い
る
。

長
戸
で
は
、
日
当
り
の
よ
い
原
野
に
生
え
る
ガ
ガ
イ
モ
が
、
海
岸
近
く

に
生
育
し
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。

以
前
に
は
、
本
町
海
岸
の
河
口
付
近
の
洲
上
に
ハ
マ
マ
ツ
ナ
や
ヒ
ロ
ハ

マ
ツ
ナ
が
あ
り
、
海
水
中
に
ア
マ
モ
や
ウ
ミ
ヒ
ル
モ
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

護
岸
、
埋
立
て
等
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

４

水
田
・
畑
の
植
物

畑
地
は
集
落
付
近
か
ら
ミ
カ
ン
畑
に
か
け
て
開
か
れ
て
お
り
、
本
町
で

は
新
田
原
名
か
ら
山
茶
花
に
か
け
て
の
中
央
部
丘
陵
地
に
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
最
近
は
放
置
さ
れ
、
荒
地
に
な
っ
て
い
る
場
所
も
か
な
り
見
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
畑
地
の
周
囲
や
中
の
う
ね
間
は
、
乾
燥
や
日
照
に
強

い
植
物
が
多
く
、
帰
化
植
物
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
場
所
も
少
な
く
な
い
。

畑
地
の
周
辺
か
ら
荒
地
に
か
け
て
多
い
植
物
は
、
ス
ス
キ
、
チ
ガ
ヤ
、

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、
ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、
チ
カ
ラ
シ
バ
、
カ
ゼ
ク
サ
、

ト
ダ
シ
バ
、
カ
モ
ジ
グ
サ
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、
ニ
ワ
ホ
コ
リ
、
ネ
ズ

ミ
ノ
オ
、
ナ
ル
コ
ビ
エ
等
の
イ
ネ
科
で
、
他
に
ヨ
メ
ナ
、
ヨ
モ
ギ
、
ノ
ア

ザ
ミ
、
フ
キ
、
ノ
ゲ
シ
、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、
ア
ゼ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
ツ
ボ
ク
サ
、

ツ
ル
ボ
、
ヤ
ブ
カ
ン
ソ
ウ
、
メ
ド
ハ
ギ
、
ツ
ユ
ク
サ
、
カ
キ
ド
ウ
シ
、
ス

イ
バ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
ク
サ
イ
チ
ゴ
、
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ノ
ビ
ル
、
ヒ
ナ
タ

イ
ノ
コ
ヅ
チ
、
コ
モ
チ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
、
キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ
、
イ
ヌ
ホ
オ
ズ

キ
、
ワ
ラ
ビ
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
、
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
、
オ
ナ
モ
ミ
、
ヒ
ル

ガ
オ
、
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
、
ヤ
ブ
ツ
ル
ア
ズ
キ
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
、
カ
ナ
ム
ラ

グ
ラ
、
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
、
ヤ
ブ
カ
ラ
シ
、
ク
ズ
、
ヤ
イ
ト
バ
ナ
等
が
見
ら

れ
、
雑
草
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
や
や
珍
し
い
キ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ
や
野
菊
の

一
種
キ
ク
タ
ニ
ギ
ク
が
自
生
す
る
場
所
も
あ
る
。

畑
地
の
中
に
は
、
イ
ヌ
ビ
ユ
、
ハ
コ
ベ
、
ウ
シ
ハ
コ
ベ
、
ナ
ズ
ナ
、
ホ

ト
ケ
ノ
ザ
、
マ
ル
バ
ツ
ユ
ク
サ
、
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
、
コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
、
コ
ニ

シ
キ
ソ
ウ
、
ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
、
オ
ヒ
シ
バ
、
メ
ヒ
シ
バ
と
い
っ
た
生
活

力
が
強
い
植
物
が
入
り
込
ん
で
い
て
、
畑
の
雑
草
と
な
っ
て
い
る
。

あ
ぜ

水
田
の
横
の
畦
に
は
、
ト
キ
ワ
ハ
ゼ
、
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
、
セ
リ
、

キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
、
ウ
リ
ク
サ
、
ア
ゼ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
ツ
ボ
ク
サ
、
ジ
シ
バ

リ
、
イ
ヌ
タ
デ
、
ノ
チ
ド
メ
、
オ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
ス
イ
バ
等

が
は
び
こ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
も
群
生
し
て
い
る
。
更
に

水
田
の
中
に
は
、
コ
ナ
ギ
、
ア
オ
ウ
キ
ク
サ
、
ホ
ソ
バ
ヒ
メ
ミ
ソ
ハ
ギ
等

が
見
ら
れ
、
ス
ブ
タ
、
ア
ブ
ノ
メ
、
ミ
ズ
キ
カ
シ
グ
サ
等
の
記
録
も
あ
る
。
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５

人
家
周
辺
の
植
物

本
町
の
人
家
の
多
い
地
域
は
特
に
有
明
海
沿
岸
の
国
道
付
近
で
あ
る
が
、

打
越
、
田
原
、
柳
谷
付
近
も
人
家
が
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
家
付
近
は

日
当
り
の
良
い
環
境
が
多
く
、
特
徴
的
な
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。

よ
く
見
ら
れ
る
の
は
、
オ
オ
バ
コ
、
ツ
ル
ボ
、
ツ
ユ
ク
サ
、
ナ
ズ
ナ
、

ハ
コ
ベ
、
カ
タ
バ
ミ
、
ム
ラ
サ
キ
カ
タ
バ
ミ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
セ
イ
ヨ

ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
ド
ク
ダ
ミ
、
キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
ウ

マ
ゴ
ヤ
シ
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、
コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
、
コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
、

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
等
で
、
人
家
の
間
の
空
地
や
露
地
に
そ
れ
な
り
の
群
生

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
オ
オ
バ
コ
は
い
た
る
所
に
生
育
し
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
。

人
家
か
ら
や
や
離
れ
た
草
地
ま
で
見
て
み
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ

サ
、
ヒ
メ
ウ
ズ
、
カ
ラ
ム
シ
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、

コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
ナ
モ
ミ
、
コ
ナ
ス
ビ
、
ヒ

メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
コ
バ
ン
ソ
ウ
、
ネ
ジ
バ
ナ
、
ケ
ア
リ
タ
ソ
ウ
、

イ
タ
ド
リ
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
、
メ
ド
ハ
ギ
、
ネ
コ
ハ
ギ
、
ノ
ビ
ル
、
ツ

ル
ボ
、
ア
マ
ナ
、
ス
ミ
レ
、
コ
ス
ミ
レ
、
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、
ア
キ
ノ
エ
ノ

コ
ロ
グ
サ
、
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ス
ス
キ
、
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
ツ
ボ
ク
サ
、

カ
キ
ド
ウ
シ
、
キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
、
ヨ
モ
ギ
、
ヨ
メ
ナ
、
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
、
ヌ

ス
ビ
ト
ハ
ギ
、
キ
ラ
ン
ソ
ウ
、
ヒ
ル
ガ
オ
、
ヤ
エ
ム
グ
ラ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
、

ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
、
フ
キ
、
ホ
シ
ダ
等
が
生
育
し
て
い
て
、
場
所
に
よ
っ

て
は
、
エ
ニ
シ
ダ
、
キ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ
、
キ
ク
タ
ニ
ギ
ク
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

�田原溜池の水生植物群落
�ミゾカクシ（田原）

�オオイヌタデ（田原）
�ヒメホタルイ（田原）

�

�
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木
本
を
見
て
み
る
と
、
ナ
ワ
シ
ロ
グ
ミ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、

し
ゅ

ヒ
サ
カ
キ
、
マ
サ
キ
、
イ
ヌ
ビ
ワ
と
い
っ
た
種
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
生
垣

と
も
な
っ
て
い
る
。
タ
ケ
類
で
は
や
は
り
メ
ダ
ケ
が
多
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
木
本
植
物
に
か
ら
み
つ
く
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
ヤ
イ
ト

バ
ナ
、
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、
エ
ビ
ヅ
ル
、
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
、
フ
ウ
ト
ウ
カ

ズ
ラ
、
キ
ヅ
タ
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
等
の
つ
る
植
物
も
あ
る
。

湿
地
か
ら
溜
池
付
近
に
か
け
て
は
、
ホ
ウ
キ
ギ
ク
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン

グ
サ
、
キ
シ
ョ
ウ
ブ
、
セ
リ
、
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
、
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
、
キ

ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
、
ミ
ゾ
ソ
バ
、
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
、
ミ
ゾ
カ
ク
シ
等
の
湿
地
性

の
植
物
が
多
く
、
本
町
中
央
部
に
位
置
す
る
田
原
溜
池
の
北
東
側
に
は
水

ほ
う
さ
ん

生
植
物
を
豊
産
す
る
。
抽
水
植
物
と
し
て
ア
シ
カ
キ
、
ヒ
メ
ホ
タ
ル
イ
、

ミ
ゾ
ソ
バ
、
オ
オ
イ
ヌ
タ
デ
、
シ
ロ
バ
ナ
サ
ク
ラ
タ
デ
、
ヨ
シ
等
の
群
生

が
あ
り
、
浮
葉
植
物
の
ホ
ソ
バ
ミ
ズ
ヒ
キ
モ
や
沈
水
植
物
の
ク
ロ
モ
が
目

に
つ
く
。

他
の
湿
地
植
物
と
し
て
、
マ
コ
モ
、
シ
ョ
ウ
ブ
、
セ
キ
シ
ョ
ウ
、
コ
マ

ツ
カ
サ
ス
ス
キ
、
ヤ
ナ
ギ
ヌ
カ
ボ
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ミ
ズ
オ
オ
バ
コ
、

マ
ツ
モ
、
フ
サ
モ
、
ト
リ
ゲ
モ
、
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
、
ヒ
シ
、
ジ
ュ
ン
サ
イ
、

ヒ
ル
ム
シ
ロ
が
記
録
さ
れ
る
。

６

帰
化
植
物

長
崎
県
内
で
は
ど
の
地
域
も
同
じ
よ
う
な
帰
化
植
物
が
見
ら
れ
、
道
路

沿
い
か
ら
空
地
、
公
園
の
周
辺
か
ら
川
べ
り
等
、
い
た
る
場
所
に
群
生
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

特
に
よ
く
目
に
つ
く
の
は
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ

ン
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ

モ
ギ
、
ホ
ウ
キ
ギ
ク
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
等
の
キ
ク
科
の
も
の
で
、
各

地
に
そ
れ
な
り
の
群
落
を
作
っ
て
い
る
。

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
い
ま
日
本
中
に
分
布
を
広
げ
、
在
来
の
タ
ン

ポ
ポ
類
（
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
、
ト
ウ
カ
イ
タ
ン
ポ
ポ
等
）
を
駆
逐
す
る

よ
う
な
現
状
で
あ
る
。
本
種
の
他
に
は
シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
し
か
本
町
に

は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
キ
ク
科
の
も
の
に
次
い
で
多
い
の
が
、
マ
メ
科
と
イ
ネ
科
で

あ
ろ
う
。
マ
メ
科
の
も
の
に
は
、
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
コ
メ

ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ
が
多
く
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
も
入
っ
て
い
る
。

イ
ネ
科
は
、
セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ
シ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
、
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ

ガ
ヤ
、
ヒ
メ
コ
バ
ン
ソ
ウ
、
コ
ヌ
カ
グ
サ
、
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
等
で
、
各
道
路

横
か
ら
湿
地
ま
で
、
広
く
入
り
込
ん
で
生
育
し
て
い
る
。

本
町
で
見
ら
れ
る
他
の
帰
化
植
物
に
、
ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク
、
ウ
ラ
ジ

ロ
チ
チ
コ
グ
サ
、
シ
ロ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
、
オ
オ
イ
ヌ

ノ
フ
グ
リ
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
コ
マ
ツ
ヨ
イ

グ
サ
、
コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
、
ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
、
ア
メ
リ
カ
ア
ゼ
ナ
、

ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
、
ム
ラ
サ
キ
カ
タ
バ
ミ
、
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
、
オ
ラ

ン
ダ
ガ
ラ
シ
（
ク
レ
ソ
ン
）、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ

ウ
、
ケ
ア
リ
タ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
ヒ
オ
ウ
ギ
ズ
イ
セ
ン
、
ハ
ゼ
ラ
ン
、
オ
シ
ロ

イ
バ
ナ
、
エ
ノ
キ
グ
サ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
イ
ヌ
ビ
ユ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
、
オ
ナ
モ
ミ
等
が
あ
る
。
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７

小
長
井
町
の
貴
重
な
植
物

本
町
の
植
物
で
貴
重
な
も
の
を
数
点
上
げ
る
。

�
オ
ガ
タ
マ
ノ
キM

ichelia
com

pressa
Sarg.

常
緑
の
モ
ク
レ
ン
科
の
高
木
で
、
本
州
（
関
東
地
方
以
西
）・
四
国
・

九
州
・
琉
球
ま
で
分
布
す
る
。
二
〜
三
月
に
モ
ク
レ
ン
に
似
て
小
形
の
芳

香
の
あ
る
紅
紫
色
を
帯
び
た
白
色
花
を
つ
け
る
。
果
実
は
、
赤
い
仮
種
皮

に
包
ま
れ
た
扁
球
形
の
種
子
を
、
五
〜
十
�
の
集
果
と
し
て
つ
け
る
の
で
、

一
見
奇
型
に
も
見
え
る
。

本
町
の
長
里
川
の
河
口
よ
り
約
二
�
登
っ
た
川
内
（
楓
の
木
下
）
に
あ

る
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
は
全
国
に
知
ら
れ
る
大
変
な
巨
樹
で
、
樹
高
二
十
�
、

幹
囲
九
・
一
�
、
樹
齢
一
〇
〇
〇
年
以
上
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
で
は
日
本
一
の
巨
樹
と
思
わ
れ
る
。

地
上
五
�
位
の
と
こ
ろ
で
数
回
切
り
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
切
り
口

か
ら
伸
び
た
枝
が
現
在
十
五
本
に
分
か
れ
、
最
も
大
き
な
も
の
が
幹
囲

三
・
六
四
�
で
、
次
が
一
・
八
二
�
ほ
ど
あ
る
。

オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
は
材
質
が
緻
密
で
美
し
い
た
め
、
建
材
や
家
具
材
、
臼

や
楽
器
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
木
も
そ
の
た
め
に
切
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
聞
き
伝
え
で
は
あ
る
が
、
長
里
川
河
口
域
は
、
明
治
初
期
ま
で
有

明
海
が
深
く
湾
入
し
て
い
て
、
こ
の
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
の
す
ぐ
下
ま
で
海
岸

で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
、
昔
は
船
を
こ
の
木
に
係
留
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
風
景
か
ら
は
な
か
な
か
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
話
で
あ
る
。

お
き
た
ま

「
オ
ガ
タ
マ
」
と
は
「
招
霊
」
が
転
化
し
た
も
の
で
、
こ
の
木
を
神
前

に
供
え
、
神
霊
を
招
く
た
め
に
神
社
に
よ
く
植
え
た
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
神
事
に
は
、
現
在
、
サ
カ
キ
や
ヒ
サ
カ

キ
を
用
い
る
が
、
以
前
は
こ
の
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
小
長
井
町
で
は
ヒ
サ
カ
キ
は
仏
花
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
の
別
名
を
ダ
イ
シ
コ
ウ
（
大
師
香
）
と
い
う
が
、
花
や

葉
、
樹
皮
に
芳
香
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
秋
に
集
果
と
な
る
硬
い

殻
を
も
っ
た
種
子
は
、
振
る
と
シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
と
音
が
す
る
の
で
、
神
楽

に
使
う
鈴
は
こ
の
実
か
ら
き
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。オ

ガ
タ
マ
ノ
キ
は
小
長
井
町
の
「
町
の
木
」
で
あ
り
、
本
オ
ガ
タ
マ
ノ

キ
は
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
九
日
に
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て

い
て
本
町
の
宝
で
あ
る
。
た
だ
、
上
下
二
つ
の
車
道
に
は
さ
ま
れ
る
よ
う

に
あ
り
、
更
に
下
の
道
路
に
張
り
出
す
よ
う
に
伸
び
て
い
て
、
今
後
の
成

長
次
第
で
は
重
心
が
下
側
に
ず
れ
て
倒
れ
る
可
能
性
も
少
々
あ
る
の
で
、

支
え
木
等
の
対
策
を
考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

補
足
な
が
ら
、
本
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
に
は
幹
の
途
中
に
、
エ
ノ
キ
、
ク
ス

ノ
キ
、
ク
ス
ド
イ
ゲ
、
コ
マ
ユ
ミ
等
の
樹
木
が
寄
生
し
て
生
育
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
成
長
は
自
然
に
お
さ
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
問
題

は
な
い
。
逆
に
こ
れ
ら
を
除
去
す
る
と
悪
影
響
が
出
る
こ
と
も
あ
る
の
で

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

オ
ガ
タ
マ
属M

ichelia

の
植
物
は
ア
ジ
ア
の
熱
帯
―
暖
帯
に
約
三
十

―４８―
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種
が
あ
り
、
他
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
ト
ウ
オ
ガ
タ
マ
（
カ
ラ

タ
ネ
オ
ガ
タ
マ
）M

ichelia
figo

や
タ
イ
ワ
ン
オ
ガ
タ
マM

ichelia
com

-

pressa
var

form
osana

が
あ
る
。

本
町
以
外
の
長
崎
県
で
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
が
知
ら
れ
る
の
は
、
諫
早
公
園
、

東
彼
杵
町
太
原
、
世
知
原
町
山
口
神
社
等
で
あ
る
。

�
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ
ミE

uonym
us

chibae
M

akino

ニ
シ
キ
ギ
科
の
常
緑
樹
で
、
か
な
り
の
高
木
に
ま
で
成
長
す
る
。
本
州

西
部
の
中
国
地
方
の
山
口
県
か
ら
琉
球
列
島
及
び
朝
鮮
半
島
南
部
の
島
々

ま
で
分
布
し
て
い
る
。
長
崎
県
で
は
、
北
高
来
郡
森
山
町
唐
比
、
諫
早
市

諫
早
公
園
及
び
金
比
羅
岳
、
北
高
来
郡
高
来
町
轟
峡
、
北
高
来
郡
飯
盛
町

田
結
、
南
高
来
郡
山
田
、
大
村
市
玖
島
崎
樹
叢
、
平
戸
市
度
島
飯
盛
山
、

対
馬
市
峰
町
木
坂
神
社
社
叢
等
に
自
生
す
る
。
全
体
的
に
個
体
数
は
多
く

な
く
、
環
境
省
と
県
の
絶
滅
危
惧
種
に
も
な
っ
て
い
て
、
保
護
対
象
種
で

あ
る
。

ま
た
本
種
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
に
千
葉
常
三
郎
が
諫

早
で
発
見
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
に
牧
野
富
太
郎
が
命
名
し
た

も
の
で
あ
る
。
四
〜
五
月
に
径
八
�
く
ら
い
の
黄
緑
色
の
集
散
花
序
を
多

く
つ
け
て
咲
き
、
冬
期
に
四
稜
形
の
特
徴
の
あ
る
黄
色
果
を
下
垂
さ
せ
て

つ
け
る
の
で
よ
く
わ
か
る
。
葉
は
厚
く
光
沢
が
あ
り
、
卵
形
―
長
楕
円
形

で
、
長
さ
が
四
〜
八
�
、
幅
が
二
〜
五
�
あ
り
、
縁
に
ま
ば
ら
に
浅
い
鋸

歯
が
あ
る
。

今
回
（
二
〇
〇
四
年
五
月
一
日
）
の
調
査
で
、
本
町
大
峰
名
船
津
に
あ

る
阿
蘇
神
社
の
下
の
水
場
と
上
側
の
小
道
横
に
、
か
な
り
の
大
木
に
な
っ

た
三
本
及
び
幼
木
一
本
を
確
認
し
た
。

三
本
の
調
査
記
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

�
１
（
阿
蘇
神
社
下
）
樹
高
九
〜
十
�

幹
囲
一
五
〇
�

幹
径
三
十
九
�

�
２
（
阿
蘇
神
社
下
）
樹
高
八
〜
九
�

幹
囲
五
十
八
�

幹
径
十
八
�

�
３
（
阿
蘇
神
社
上
）
樹
高
八
〜
九
�

幹
囲
一
四
七
�

幹
径
四
十
一
�

こ
こ
阿
蘇
神
社
は
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
年
）
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
頃
か
ら
自
生
し
て
い
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、
樹
齢
い
ず
れ
も
四
〇
〇

年
以
上
の
も
の
と
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
だ
け
の
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ
ミ
は
諫
早
公
園
の
も
の
ぐ

ら
い
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
町
指
定
の
文
化
財
と
し
て
厳
重
な
保
護
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

�
ダ
ン
ギ
クC

aryopteris
incana

(T
hunb.)

M
iq.

中
国
大
陸
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
か
ら
九
州
西
部
域
に
か
け
て
自
生
す
る

ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
の
大
陸
系
植
物
で
、
環
境
省
の
絶
滅
危
惧
種
に
な
っ
て
い

る
。
九
州
西
部
の
長
崎
県
に
は
、
他
地
域
よ
り
多
産
し
、
壱
岐
と
島
原
半

島
を
除
く
各
地
に
散
在
し
て
や
や
群
生
す
る
が
、
個
体
自
体
は
多
い
も
の

で
は
な
い
。
ど
こ
も
日
当
た
り
の
良
い
岩
場
に
生
育
し
、
草
丈
五
十
�
程
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度
で
直
立
し
、
下
部
は
木
化
し
て
い
る
。
九
月
頃
、
紫
色
の
段
状
花
を
咲

か
せ
る
。

現
在
ま
で
の
確
認
自
生
地
は
、
長
崎
県
は
北
部
か
ら
西
部
域
の
主
に
海

岸
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
場
所
で
あ
る
が
、
本
町
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
、
世
知
原
町
と
合
わ
せ
て
、
内
陸
地
或
い
は
東
部
域
の
産
地
と
し
て

調
査
中
で
あ
る
。

�
ツ
ク
シ
コ
ゴ
メ
グ
サE

uphrasia
m

ultifolia
W

ettst.

本
州
（
中
国
地
方
）、
四
国
、
九
州
の
日
当
た
り
の
よ
い
山
の
草
地
に

生
育
す
る
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
の
草
本
で
、
高
さ
は
十
〜
三
十
五
�
程
度
。

八
〜
十
月
に
白
色
の
小
花
を
つ
け
る
が
、
こ
の
花
が
米
粒
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
「
小
米
草
」
と
い
う
。

本
来
個
体
数
が
多
い
も
の
で
は
な
く
、
長
崎
県
の
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ

て
い
る
。
本
県
で
は
、
雲
仙
山
系
と
多
良
山
系
の
自
生
が
知
ら
れ
て
い
て
、

小
長
井
町
に
も
記
録
が
あ
る
が
、
草
原
の
減
少
も
あ
っ
て
か
、
な
か
な
か

確
認
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

８

地
域
の
植
物

本
町
の
主
な
植
生
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
と
ミ
カ
ン
畑
等
の
開
墾
地

で
、
自
然
植
生
が
大
変
少
な
い
と
言
え
る
が
、
そ
れ
な
り
の
植
物
観
察
が

で
き
る
場
所
は
あ
る
。

季
節
が
限
ら
れ
た
数
回
の
調
査
で
は
あ
る
が
、
地
域
の
植
物
と
し
て
五

箇
所
を
選
定
し
て
、
観
察
で
き
る
植
物
を
上
げ
て
お
く
。
但
し
、
す
べ
て

の
植
物
で
は
な
い
。

�
毘
沙
天
岳
付
近

（
木
本
）
ボ
ロ
ボ
ロ
ノ
キ
・
カ
ク
レ
ミ
ノ
・
ハ
リ
ギ
リ
・
エ
ゴ
ノ
キ
・
ツ

ク
バ
ネ
ガ
シ
・
ヤ
ブ
ム
ラ
サ
キ
・
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
・
ゴ
ン
ズ

イ
・
コ
ナ
ラ
・
ア
ラ
カ
シ
・
ハ
ク
サ
ン
ボ
ク
・
イ
ヌ
ビ
ワ
・
ヤ

ブ
ニ
ッ
ケ
イ
・
コ
マ
ユ
ミ
・
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
・
ア
カ
シ
デ
・
ア

オ
モ
ジ
・
ア
キ
グ
ミ
・
ナ
ワ
シ
ロ
グ
ミ
・
ツ
ル
グ
ミ
・
ク
ロ

キ
・
ヤ
マ
フ
ジ
・
ア
オ
キ
・
マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ
・
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
・

サ
ン
ゴ
ジ
ュ
・
ナ
ガ
バ
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
・
ビ
ロ
ー
ド
イ
チ
ゴ
・

マ
ダ
ケ
・
ハ
チ
ク
・
メ
ダ
ケ
・
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
・
他

（
草
本
）
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
・
カ
キ
ド
ウ
シ
・
ヤ
ナ
ギ
ア
ザ
ミ
・
ム
サ
シ
ア

ブ
ミ
・
フ
ユ
イ
チ
ゴ
・
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
・
シ
ャ
ガ
・
コ
ア
カ

ソ
・
キ
ラ
ン
ソ
ウ
・
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
・
ウ
バ
ユ
リ
・
コ
バ
ノ
ハ

ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
・
コ
ス
ミ
レ
・
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
・
ク
ラ
マ
ゴ
ケ
・

ハ
コ
ネ
シ
ダ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
・
ベ
ニ
シ
ダ
・
ホ
シ
ダ
・
ゼ
ン
マ

イ
・
コ
シ
ダ
・
コ
モ
チ
シ
ダ
・
他

�
田
原
溜
池
付
近

（
草
本
）
マ
ル
バ
ツ
ユ
ク
サ
・
イ
ヌ
ビ
ユ
・
ハ
ゼ
ラ
ン
・
キ
バ
ナ
コ
ス
モ

ス
・
ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
・
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
・
ヨ
シ
・
ミ
ゾ
ソ

バ
・
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
・
シ
ロ
バ
ナ
サ
ク
ラ
タ
デ
・
オ
オ
イ
ヌ
タ

デ
・
ア
シ
カ
キ
・
ヒ
メ
ホ
タ
ル
イ
・
ホ
ソ
バ
ミ
ズ
ヒ
キ
モ
・
ク

ロ
モ
・
ア
メ
リ
カ
ア
ゼ
ナ
・
ヒ
メ
ア
オ
ガ
ヤ
ツ
リ
・
チ
ョ
ウ
ジ

タ
デ
・
ミ
ゾ
カ
ク
シ
・
他

―５０―
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�
山
茶
花
高
原
付
近

（
木
本
）
ネ
ジ
キ
・
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
コ
マ
ユ
ミ
・
シ
ロ
ダ
モ
・
シ
ャ
シ
ャ

ン
ボ
・
ア
オ
モ
ジ
・
ヤ
マ
グ
ワ
・
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
・
イ
チ
イ
ガ

シ
・
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
・
ア
カ
シ
デ
・
コ
ナ
ラ
・
ア
キ
グ
ミ
・

カ
ナ
ク
ギ
ノ
キ
・
ク
マ
イ
チ
ゴ
・
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
・
イ
ヌ
ビ

ワ
・
エ
ノ
キ
・
ク
サ
ギ
・
ゴ
ン
ズ
イ
・
カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
・

フ
ユ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
・
ボ
ロ
ボ
ロ
ノ
キ
・
ア
オ
キ
・
ネ
コ
ヤ
ナ

ギ
・
ヤ
マ
ハ
ギ
・
ツ
ル
コ
ウ
ゾ
・
コ
ガ
ク
ウ
ツ
ギ
・
ナ
ガ
バ
モ

ミ
ジ
イ
チ
ゴ
・
ヤ
ダ
ケ
・
ム
ベ
・
ア
ケ
ビ
・
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
・
他

（
草
本
）
ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
・
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
・
ス
ス
キ
・
ト
キ
ワ

ス
ス
キ
・
チ
ガ
ヤ
・
メ
ガ
ル
カ
ヤ
・
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
・
ア
マ

ド
コ
ロ
・
ア
レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ
・
マ
ム
シ
グ
サ
・
ハ
エ
ド
ク
ソ

ウ
・
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
・
ヤ
ブ
ラ
ン
・
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
・
ウ
バ
ユ

リ
・
シ
ャ
ガ
・
ア
カ
ネ
・
オ
ニ
ユ
リ
・
ノ
ア
ザ
ミ
・
ヤ
ナ
ギ
ア

ザ
ミ
・
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
・
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
・
シ
ロ
バ
ナ
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
・
ウ
ド
・
コ
ア
カ
ソ
・
キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ
・
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
・

カ
ワ
ラ
ケ
ツ
メ
イ
・
オ
ト
コ
エ
シ
・
ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ
・
イ
ヌ
コ

ウ
ジ
ュ
・
ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
・
ヤ
ブ
ツ
ル
ア
ズ
キ
・
カ
ラ

ス
ウ
リ
・
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
・
エ
ビ
ヅ
ル
・
イ
ワ
ガ
ネ
ゼ
ン
マ

イ
・
他

�
長
里
川
流
域

（
木
本
）
ア
ラ
カ
シ
・
イ
チ
イ
ガ
シ
・
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ
・
マ
ユ
ミ
・
ヤ
マ

フ
ジ
・
カ
ギ
カ
ズ
ラ
・
オ
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
・
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
・

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
・
ヤ
マ
ハ
ゼ
・
ヤ
マ
ウ
ル
シ
・
ウ
ツ
ギ
・
マ

ル
バ
ウ
ツ
ギ
・
ヤ
ブ
イ
バ
ラ
・
ノ
イ
バ
ラ
・
ア
オ
モ
ジ
・
ク
マ

イ
チ
ゴ
・
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
・
イ
ヌ
ビ
ワ
・
エ
ノ
キ
・
ア
オ
キ
・
ヒ

ゼ
ン
マ
ユ
ミ
・
ハ
チ
ク
・
メ
ダ
ケ
・
他

（
草
本
）
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
・
ツ
ボ
ク
サ
・
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
・
シ
ャ
ガ
・
コ

ア
カ
ソ
・
ス
ミ
レ
・
コ
ス
ミ
レ
・
ハ
ン
カ
イ
ソ
ウ
・
オ
ナ
モ

ミ
・
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
・
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
・
キ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ
・

コ
モ
チ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
・
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
・
キ
ュ
ウ
リ
グ

サ
・
ホ
ザ
キ
キ
ケ
マ
ン
・
キ
ク
タ
ニ
ギ
ク
・
ウ
バ
ユ
リ
・
ニ
ガ

カ
シ
ュ
ウ
・
ノ
ア
ザ
ミ
・
カ
ラ
ス
ウ
リ
・
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
・

オ
オ
バ
ノ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
・
オ
ニ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
・
イ
シ
カ
グ

マ
・
他

�
井
崎
海
岸
付
近

（
木
本
）
シ
ロ
ダ
モ
・
ア
カ
マ
ツ
・
ア
ラ
カ
シ
・
ス
ダ
ジ
イ
・
シ
マ
エ
ン

ジ
ュ
・
カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
・
ヌ
ル
デ
・
ク
サ
ギ
・
ヤ
マ
モ

モ
・
ク
ロ
キ
・
ヒ
サ
カ
キ
・
マ
サ
キ
・
イ
ヌ
ビ
ワ
・
ツ
ル
グ

ミ
・
ハ
マ
ニ
ン
ド
ウ
・
ハ
ク
サ
ン
ボ
ク
・
ハ
ゼ
ノ
キ
・
ヤ
ブ
ツ

バ
キ
・
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
・
ネ
ズ
ミ
モ
チ
・
メ
ダ
ケ
・
ダ
ン
チ

ク
・
他

（
草
本
）
ツ
ワ
ブ
キ
・
オ
ニ
ユ
リ
・
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
・
ハ
マ
ボ
ッ
ス
・
ハ

マ
エ
ノ
コ
ロ
・
ヨ
モ
ギ
・
ギ
シ
ギ
シ
・
オ
ナ
モ
ミ
・
ハ
マ
ス

ゲ
・
コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
・
他
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町
花
・
町
木

〈
町
花＝
サ
ザ
ン
カ
〉

日
当
た
り
の
よ
い
丘
陵
地
か
ら
や
や
林
内
に
ま
で
自
生
す
る
ツ
バ
キ
科

の
常
緑
小
高
木
。
山
口
県
あ
た
り
か
ら
四
国
、九
州
に
分
布
し
、ツ
バ
キ
と

同
様
、
種
子
か
ら
油
を
採
る
。
十
〜
十
二
月
に
径
五
〜
八
�
の
白
色
花
を

つ
け
る
が
、時
に
紅
色
が
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。本
町
の
丘
陵
地
に
も
以
前

は
多
く
自
生
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
自
生
は
か
な
り
少
な
い
。

江
戸
時
代
の
鎖
国
時
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
中
国
人
だ
け
に
貿
易
を
許
可
し
、

長
崎
の
出
島
を
用
い
た
が
、
そ
の
警
護
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
佐
賀
の
鍋
島
藩

は
、
長
崎
へ
の
行
き
帰
り
に
旧
多
良
街
道
を
通
っ
た
。
そ
の
時
、
今
の
山

茶
花
に
あ
っ
た
茶
屋
で
休
憩
を

と
っ
て
い
た
と
言
う
。
そ
の
茶

店
の
庭
に
サ
ザ
ン
カ
の
大
木
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
山
茶

花
の
茶
屋
」
と
い
う
名
が
つ
い

た
と
言
わ
れ
る
。

現
在
、
本
町
の
山
茶
花
高
原

に
は
、
ハ
ー
ブ
園
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
娯
楽
施
設
を
完
備
し
、
ピ

ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
と
し
て
土
、

日
、
祝
祭
日
は
、
特
に
行
楽
客

で
か
な
り
の
賑
わ
い
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
町

の
花
が
サ
ザ
ン

カ
で
あ
る
の
も

当
然
か
も
し
れ

な
い
。

〈
町
木＝

オ
ガ

タ
マ
ノ
キ
〉

本
町
川
内
に

あ
る
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
樹
高
二
十
�
、
幹
囲
九
・
一

�
、
樹
齢
一
〇
〇
〇
年
以
上
の
日
本
一
の
大
樹
と
い
う
こ
と
で
、
国
指
定

の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
て
、
更
に
町
制
二
十
年
を
記
念
し
て
町
木
に

制
定
さ
れ
て
い
る
。

オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
は
、
本
州
関
東
以
西
、
沖
縄
ま
で
自
生
す
る
モ
ク
レ
ン

科
の
常
緑
高
木
で
あ
る
が
、
個
体
数
の
多
い
樹
木
で
は
な
い
。

こ
の
天
然
記
念
物
指
定
の
当
木
や
、
神
社
等
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
町

木
と
し
て
も
っ
と
親
し
み
の
あ
る
樹
木
と
な
る
よ
う
、
公
園
等
に
増
殖
植

樹
さ
れ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
邑
上

益
朗
）

二
、
動

物

小
長
井
町
は
、
長
崎
県
の
東
北
部
に
位
置
し
、
東
は
佐
賀
県
太
良
町
に

接
し
、
西
側
は
高
来
町
に
隣
接
し
て
お
り
、
ま
た
、
北
に
は
自
然
豊
か
な 写真６ オガタマノキ（川内）

写真５ サザンカ（山茶花高原）
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多
良
岳
を
抱
き
、
ス
ロ
ー
プ
を
描
く
丘
陵
地
と
な
り
、
集
落
農
耕
地
が
広

が
っ
て
い
る
。
河
川
も
二
級
河
川
の
長
里
川
、
船
津
川
な
ど
に
は
恵
ま
れ

て
は
い
る
が
、
水
利
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
田
原
溜
池
な
ど
比
較
的
大
型

の
池
な
ど
見
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
南
部
は
有
明
海
に
面
し
、
三

十
一
�
に
及
ぶ
農
村
風
景
を
残
し
た
地
域
で
あ
る
。

１

哺

乳

類

分
布
上
、
特
異
な
動
物
は
見
ら
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
普
通
の
小
型
の
ノ
ネ

ズ
ミ
類
か
ら
中
大
型
の
キ
ツ
ネ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
生
息
が
知
ら
れ
る
ほ

か
、
か
っ
て
は
見
ら
れ
た
海
生
哺
乳
類
ク
ジ
ラ
類
の
記
録
や
ス
ナ
メ
リ
な

ど
が
見
ら
れ
る
。

ク
ジ
ラ
類
と
ス
ナ
メ
リ

長
戸
鬼
塚
古
墳
は
有
明
海
に
突
出
し
た
標
高

十
�
の
丘
陵
地
に
造
ら
れ
た
高
さ
五
�
、
直
径
十
五
�
の
横
穴
式
の
円
墳

で
、
七
世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

に
県
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
前
室
の
西
側
腰
石
道
に
、ク
ジ
ラ
・

船
な
ど
の
線
刻
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
有
明
海
で
古
代
人
が
捕
鯨
を

行
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
に
も
な
る
も
の
で
、
か
っ
て
は
ク
ジ

ラ
類
の
生
息
を
も
意
味
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。せ

び
れ

ス
ナ
メ
リ
は
ク
ジ
ラ
目
ネ
ズ
ミ
イ
ル
カ
科
の
一
種
で
背
鰭
を
欠
く
。
出

生
後
の
個
体
は
八
十
�
ぐ
ら
い
で
黒
褐
色
、
成
長
す
る
と
一
・
八
�
ぐ
ら

い
に
な
り
体
色
も
灰
褐
色
に
変
わ
る
。
こ
の
ス
ナ
メ
リ
は
有
明
海
に
も
生

息
し
て
お
り
、
小
長
井
海
岸
か
ら
も
目
視
で
き
る
。
平
成
十
二
年
（
二
〇

〇
〇
）
の
調
査
に
お
け
る
大
村
湾
の
ス
ナ
メ
リ
は
二
百
八
十
九
頭
が
確
認

さ
れ
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
調
査
で
は

七
十
九
頭
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
ナ
メ
リ
は
有
明
海
に
面
し
た
小

長
井
町
の
沖
合
に
目
撃
さ
れ
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
。

せ
び
れ

一
般
的
な
イ
ル
カ
と
の
見
分
け
は
、
ス
ナ
メ
リ
に
は
背
鰭
が
な
い
こ
と
、

色
が
灰
褐
色
で
あ
る
た
め
よ
り
白
っ
ぽ
く
見
え
る
こ
と
に
注
意
す
る
と
よ

い
で
あ
ろ
う
。

コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ

モ
グ
ラ
に
は
二
系
統
が
あ
り
、
本
州
中
部
以
北
の
ア

ズ
マ
モ
グ
ラ
と
本
州
中
部
以
南
の
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
で
あ
る
が
、
長
崎
県
で

は
五
島
列
島
を
含
み
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
と
さ
れ
て
い
る
。
人
家
周
辺
や
低
山

第四節 植物・動物

写真１ 小長井海岸

写真２ 長戸鬼塚古墳

―５３―



地
に
普
通
に
生
息
す
る
野
生
動
物
で
あ
る
が
、
そ
の
姿
そ
の
も
の
に
出
会

う
機
会
は
少
な
く
、
そ
の
存
在
は
特
別
な
モ
グ
ラ
塚
で
見
る
こ
と
が
多
い
。

河
川
敷
、
草
地
、
田
や
畑
の
周
辺
、
山
茶
花
高
原
の
芝
生
に
も
そ
の
塚
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
塚
は
モ
グ
ラ
の
塚
づ
く
り
に
掻
き
出
さ
れ
た
土
の

集
ま
り
で
、
直
径
三
十
�
、
高
さ
十
五
�
ぐ
ら
い
で
、
坑
道
の
直
径
が
三

�
以
上
の
も
の
な
ら
モ
グ
ラ
と
推
定
で
き
る
。
そ
れ
以
下
な
ら
ヒ
ミ
ズ
モ

グ
ラ
な
ど
で
あ
る
。
昆
虫
や
ミ
ミ
ズ
な
ど
を
捕
食
す
る
。

ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ

コ
ウ
モ
リ
の
中
で
目
に
す
る
こ
と
の
可
能
な
の
は

こ
の
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
で
、
昼
間
の
隠
れ
家
は
家
屋
で
、
夕
方
に
な
る
と

人
家
の
上
空
周
辺
を
小
鳥
の
よ
う
に
飛
翔
し
昆
虫
類
を
捕
食
す
る
。
山
間

と
か
家
屋
の
な
い
森
林
な
ど
に
は
生
息
し
な
い
。
別
名
イ
エ
コ
ウ
モ
リ
と

も
い
う
。

キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ノ
ウ
サ
ギ

低
地
か
ら
山
地
の
草
原
や
森
林
な
ど
さ
ま

ふ
ん
か
い

ざ
ま
な
環
境
に
見
ら
れ
、
特
に
草
地
に
は
糞
塊
が
散
在
し
、
ノ
ウ
サ
ギ
の

出
現
が
確
認
で
き
る
。
野
外
で
見
か
け
る
の
は
林
道
や
草
原
で
ば
っ
た
りりん

出
会
っ
た
り
、
車
を
運
転
中
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。
ま
れ
に
国
道
で
輪

か禍
（
車
な
ど
に
ひ
か
れ
た
り
、
は
ね
ら
れ
た
り
す
る
災
難
）
の
個
体
に
出

会
う
こ
と
も
あ
る
。

ホ
ン
ド
ア
カ
ネ
ズ
ミ

背
面
は
赤
褐
色
、
腹
部
は
白
色
の
ノ
ネ
ズ
ミ
で
、

あ
ぜ

普
通
平
地
か
ら
農
耕
地
、
低
山
地
に
生
息
す
る
。
河
川
敷
や
水
田
の
畦
や

畑
に
も
出
現
す
る
が
目
視
す
る
機
会
は
少
な
い
。
果
実
・
種
子
・
根
茎
・

写真３ モグラ塚

写真４ アブラコウモリ

ふんかい
写真５ キュウシュウノウサギの糞塊

りん か
写真６ キュウシュウノウサギの輪禍
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昆
虫
な
ど
を
採
食
す
る
。

ホ
ン
ド
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ

小
型
の
ノ
ネ
ズ
ミ
で
普
通
は
山
地
に
生
息
し
、

樹
上
生
活
も
巧
み
で
、
小
鳥
の
巣
箱
に
も
出
産
す
る
こ
と
が
あ
る
。

ホ
ン
ド
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

水
田
や
畑
、
山
野
周
辺
の
イ
ネ
科
植
物
や
ス
ス

キ
の
原
な
ど
に
生
息
す
る
小
型
の
ノ
ネ
ズ
ミ
の
一
種
で
、
直
径
十
�
前
後

の
球
状
の
小
鳥
の
よ
う
な
巣
を
つ
く
り
、
春
季
に
四
、
五
匹
出
産
す
る
。

近
年
休
耕
地
な
ど
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
に
と
っ
て
は
生

活
環
境
に
も
恵
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
秋
季
に
は
周
辺
の
草
本
が
枯
れ
る

の
で
巣
も
見
つ
け
や
す
く
、
確
認
が
比
較
的
容
易
に
な
る
。

ニ
ホ
ン
ク
マ
ネ
ズ
ミ

世
界
的
に
分
布
す
る
い
わ
ゆ
る
イ
エ
ネ
ズ
ミ
で
、

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
と
は
外
見
的
な
違
い
も
あ
る
が
、
ビ
ル
や
家
屋
の
天
井
裏
な

ど
に
生
活
す
る
。

ニ
ホ
ン
ド
ブ
ネ
ズ
ミ

ク
マ
ネ
ズ
ミ
よ
り
若
干
大
型
で
、
人
家
周
辺
の

下
水
道
、
河
川
敷
、
畑
な
ど
に
生
息
域
は
広
い
。
山
地
へ
の
進
出
も
み
ら

れ
る
。

ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ

郊
外
の
住
宅
地
周
辺
か
ら
山
地
ま
で
広
く
分
布
す
る
。

近
年
野
生
動
物
の
個
体
数
の
減
少
が
聞
か
れ
る
中
、
こ
の
タ
ヌ
キ
だ
け
は

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
特
に
夜
間
国
道
等
に
出
て
き
て
は
交
通
事
故
に
遭

う
個
体
も
少
な
く
な
い
。
タ
ヌ
キ
は
普
通
広
葉
樹
林
帯
や
草
地
、
藪
地
や
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写真１１ タヌキの糞

写真７ ホンドヒメネズミ

写真８ ホンドカヤネズミの巣

写真９ ホンドタヌキ

写真１０ タヌキの道
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湿
地
な
ど
に
棲
み
、
巣
穴
を
掘
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
木
の
う
ろ
や

岩
の
間
、
木
の
根
な
ど
ア
ナ
グ
マ
の
巣
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
タ
ヌ

キ
は
雑
食
性
で
植
物
性
の
も
の
を
か
な
り
好
む
。
山
小
屋
の
残
り
物
な
ど

を
あ
さ
っ
た
り
も
す
る
。
タ
ニ
シ
・
カ
エ
ル
な
ど
の
水
生
動
物
や
昆
虫
類

も
捕
食
す
る
。
巣
の
近
く
に
は
一
定
の
場
所
に
タ
メ
糞
を
す
る
場
所
が
あ

る
。
巣
か
ら
行
動
圏
を
移
動
す
る
時
な
ど
草
木
の
中
を
く
ぐ
っ
た
り
す
る

の
で
、
自
然
と
彼
等
の
道
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
里
の
獣
と
し
て
土
地
の

住
民
に
よ
り
餌
づ
け
が
な
さ
れ
、
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ホ
ン
ド
キ
ツ
ネ

キ
ツ
ネ
は
普
通
森
林
帯
に
生
息
し
、
集
落
や
そ
の
周

辺
部
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
夜
行
性
で
あ
る
。
体
つ
き

は
犬
に
似
て
い
る
が
、
体
色
は
背
面
が
赤
褐
色
、
腹
部
は
白
く
、
頭
胴
長

に
比
べ
尾
は
長
く
ふ
さ
ふ
さ
し
て
お
り
、
そ
の
先
端
は
白
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
個
体
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
も
の
で
は
な
く
、
な
か
な
か
出
会
う
機

会
は
な
い
が
、
山
地
路
面
に
そ
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
存
在

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
食
性
は
肉
食
性
で
、
ノ
ウ
サ
ギ
・
ノ
ネ
ズ
ミ
な

ど
を
捕
ら
え
、
鳥
で
は
キ
ジ
な
ど
を
捕
食
し
た
り
、
卵
な
ど
も
食
べ
る
。

ヘ
ビ
・
カ
エ
ル
類
の
ほ
か
昆
虫
類
も
好
物
で
あ
る
。
糞
の
形
は
イ
ヌ
の
も

の
に
よ
く
似
て
い
る
。
イ
ヌ
の
も
の
と
の
違
い
は
、
糞
の
中
に
ネ
ズ
ミ
の

骨
や
歯
、
毛
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
キ
ツ
ネ
の
糞
と
推
定
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
冬
季
を
除
い
て
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
や
カ
ナ
ブ
ン
な
ど

は
ね

の
金
属
光
沢
を
放
つ
翅
が
混
じ
っ
て
い
れ
ば
、
ほ
ぼ
キ
ツ
ネ
の
も
の
と
断

定
し
て
も
よ
い
。
大
き
さ
は
普
通
八
�
前
後
、
直
径
は
二
�
ぐ
ら
い
で
あ

る
。
新
し
い
も
の
で
は
臭
い
が
強
い
。
長
里
川
中
流
域
で
そ
の
痕
跡（
糞
）

が
確
認
で
き
た
。

ホ
ン
ド
テ
ン

森
林
性
の
動
物
で
、
路
上
で
自
動
車
を
先
導
す
る
よ
う

に
後
ろ
を
振
り
向
き
な
が
ら
跳
び
去
り
、
や
が
て
は
道
脇
の
藪
へ
姿
を
消

し
て
し
ま
う
仕
草
は
本
当
に
可
愛
い
。

樹
洞
や
崖
地
に
横
穴
を
掘
っ
た
り
し
て
、
時
に
は
屋
根
裏
な
ど
に
も
普

通
二
頭
を
出
産
す
る
。
食
性
は
雑
食
性
で
ノ
ネ
ズ
ミ
や
モ
グ
ラ
な
ど
の
小

型
哺
乳
類
、
鳥
類
、
ト
カ
ゲ
類
、
カ
エ
ル
類
を
捕
食
す
る
ほ
か
、
カ
キ
・

ミ
カ
ン
・
ア
ケ
ビ
な
ど
の
果
実
や
ヤ
マ
ハ
ゼ
の
種
子
を
好
む
よ
う
で
、
糞

の
中
に
は
そ
れ
ら
の
種
子
が
未
消
化
の
ま
ま
排
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
か
ら
も
吸
密
す
る
。
近
郊
や
庭
の
カ
キ
の
樹
幹
に
掻
き
削
ら
れ
た

写真１２ ホンドキツネ（標本）

写真１３ ホンドキツネの糞
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つ
め
あ
と

爪
痕
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
テ
ン
が
カ
キ
を
採
食
す
る
と

き
に
つ
け
た
痕
跡
で
あ
る
。

行
動
圏
は
比
較
的
広
く
、
糞
は
山
道
、
川
の
岩
上
な
ど
に
見
ら
れ
、
イ

タ
チ
の
糞
に
似
て
お
り
、
大
き
さ
は
太
さ
一
�
、
長
さ
五
�
ぐ
ら
い
で
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
未
消
化
の
も
の
が
多
く
、
種
子
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
な
ど
が
区
別
点
に
な
る
。

人
工
林
が
増
加
し
て
広
葉
樹
林
な
ど
の
自
然
林
が
減
少
し
、
交
通
事
故

死
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。

ホ
ン
ド
イ
タ
チ

一
見
ホ
ン
ド
テ
ン
に
も
似
て
い
る
。
胴
長
短
足
で
冬

と
夏
で
は
毛
色
が
違
い
、
雄
と
雌
の
間
で
は
大
き
さ
に
差
が
見
ら
れ
る
。

イ
タ
チ
は
水
辺
を
好
む
雑
食
性
の
動
物
で
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
を
襲
っ
た

り
、
ノ
ネ
ズ
ミ
を
捕
食
し
た
り
魚

類
も
よ
く
食
べ
る
。
林
の
中
、
水

田
や
畑
な
ど
人
家
周
辺
で
目
撃
で

き
る
。
近
年
、
別
種
の
チ
ョ
ウ
セ

ン
イ
タ
チ
の
侵
入
で
次
第
に
本
種

が
駆
逐
さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る

が
、
当
地
方
で
は
、
今
の
と
こ
ろ

ま
だ
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
の
正
確

な
確
認
は
な
い
。

ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ

タ
ヌ
キ
に

似
て
い
る
。
確
認
さ
れ
た
事
例
は

多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
夜
行

性
で
あ
る
た
め
見
か
け
る
の
は
ほ

と
ん
ど
が
交
通
事
故
死
体
で
あ
る
。

平
地
か
ら
低
山
帯
に
生
息
し
、

崖
地
な
ど
に
横
穴
を
掘
り
、
数
か

所
の
出
入
口
を
も
っ
た
巣
を
つ
く

り
、
集
団
で
生
活
す
る
こ
と
が
多

い
。ニ

ホ
ン
イ
ノ
シ
シ

イ
ノ
シ
シ

を
野
外
で
直
接
見
か
け
る
こ
と
は

第四節 植物・動物

写真１４ ホンドテンの輪禍

写真１５ ホンドテンの糞
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余
り
な
い
が
、
痕
跡
と
し
て
、
ぬ
た
場
や
食
痕
、
糞
な
ど
目
に
す
る
こ
と

が
多
い
。

近
年
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
る

の
を
よ
く
目
に
す
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
は
各
地
で
自
然
増
殖
し
て
お
り
、
本

町
に
お
い
て
も
、
山
間
部
で
は
農
作
物
の
収
穫
時
期
に
な
る
と
被
害
を
与

え
て
お
り
、
そ
の
防
御
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

２

鳥

類

一
八
六
〇
年
、
ド
イ
ツ
南
部
の
バ
バ
リ
ア
地
方
で
、
一
枚
の
羽
毛
の
化

石
が
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
一
八
六
一
年
に
は
、
粘
板
岩
層
か
ら

鳥
と
爬
虫
類
の
中
間
的
生
物
の
化
石
が
見
つ
か
り
、
こ
れ
が
一
億
五
千
万

年
前
の
中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
後
期
の
鳥
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
始
祖
鳥
と

名
づ
け
ら
れ
た
。
現
在
ま
で
一
枚
の
羽
と
七
つ
の
個
体
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
始
祖
鳥
は
、
同
時
代
に
繁
栄
し
て
い
た
爬
虫
類
の
特
徴
を
も
つ

ハ
ト
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
�
骨
格
は
同
時
代
に
生
息
し
て
い
た
爬
虫
類

の
特
徴
を
も
つ
。
�
羽
毛
が
発
達
。
�
く
ち
ば
し
は
形
成
さ
れ
、
鋭
い
歯

を
持
つ
。
�
前
肢
は
つ
ば
さ
に
な
り
、
そ
の
先
端
に
は
爪
が
三
本
存
在
。

�
尾
に
は
尾
椎
骨
が
あ
る
。
�
胸
骨
は
小
さ
く
、
滑
空
は
で
き
て
も
上
空

を
飛
び
ま
わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
、
爬
虫
類
か
ら
鳥
類
へ
の
進
化
の
過
程
を
示
す
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
新
し
い
視
点
か
ら
現
代
の
鳥
類
の
直
系
で
は
な

く
、
他
の
鳥
類
と
は
別
に
独
立
し
て
分
類
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

化
石
の
研
究
か
ら
、
現
代
の
鳥
類
と
同
じ
系
統
と
考
え
ら
れ
る
鳥
は
、

白
亜
紀
（
六
五
〇
〇
万
年
前
）
〜
新
生
代
第
三
紀
（
三
八
〇
〇
万
年
前
）

に
出
現
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
鳥
類
は
現
代
の
鳥
と
基
本
的
に
は
、
体
は
羽
毛
で
お
お
わ
れ
、

翼
を
も
ち
、
胸
筋
は
大
き
く
、
胸
骨
は
竜
骨
突
起
と
な
っ
て
い
る
。
長
骨

の
多
く
は
中
空
で
軽
く
、
肺
に
気
の
う
を
有
す
る
こ
と
で
、
体
重
が
軽
減

さ
れ
て
い
る
の
で
、
空
中
飛
翔
に
適
す
る
よ
う
な
構
造
を
も
つ
も
の
へ
と

変
化
し
な
が
ら
、
現
在
の
鳥
類
へ
と
進
化
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

鳥
類
の
生
息
数
？

鳥
類
は
地
球
上
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
生
息
し
て

い
る
が
、
現
在
、
世
界
で
は
一
万
種
の
鳥
が
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

写真１８ ニホンイノシシ

写真１９ ニホンイノシシの糞
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日
本
で
は
、
日
本
鳥
類
学
会
『
日
本
鳥
類
目
録
改
訂
第
六
版
』
二
〇
〇

〇
に
よ
る
と
五
四
二
種
が
記
録
さ
れ
、
二
十
六
種
の
外
来
種
が
付
記
さ
れ

て
い
る
。
長
崎
県
に
記
録
さ
れ
て
い
る
鳥
類
は
『
長
崎
県
の
野
鳥
』
一
九

九
五
に
登
載
さ
れ
て
い
る
三
八
七
種
（
亜
種
を
含
む
）
を
数
え
る
。
熊
本

県
で
は
二
六
七
種
、
佐
賀
県
は
二
三
三
種
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

長
崎
県
に
は
離
島
が
多
く
、
地
理
的
に
鳥
類
の
渡
り
の
ル
ー
ト
に
あ
た
っ

て
い
る
点
で
、
鳥
類
の
宝
庫
と
も
言
え
よ
う
。

日
本
の
鳥
類
の
う
ち
、
長
崎
県
に
占
め
る
鳥
類
の
割
合
は
六
十
八
％
で
、

熊
本
県
が
四
十
七
％
、
佐
賀
県
が
四
十
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本

町
に
お
い
て
は
長
崎
県
の
鳥
類
の
十
五
％
を
占
め
て
い
る
が
、
特
に
シ
ギ
、

チ
ド
リ
類
の
記
録
は
や
や
さ
び
し
い
。

こ
う
し
た
鳥
類
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
様
式
を
も
っ
て
い
て
、
一
年
中
そ

の
地
域
に
生
息
し
て
い
る
留
鳥
の
仲
間
、
こ
の
中
で
も
国
内
や
そ
の
地
域

内
を
移
動
す
る
漂
鳥
な
ど
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
定
時
期
に
飛
来
し

渡
去
す
る
渡
り
鳥
な
ど
、
四
季
お
り
お
り
の
自
然
を
観
察
し
て
い
る
と
、

そ
の
変
動
の
様
子
を
十
分
楽
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

留

鳥

そ
の
地
域
に
一
年
中
生
息
す
る
鳥
類
で
、
特
に
な
じ
み
の
深
い
の
は
人

家
周
辺
や
農
耕
地
に
い
る
ス
ズ
メ
。
そ
し
て
、
以
前
は
多
く
の
人
に
飼
鳥

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
メ
ジ
ロ
な
ど
で
あ
ろ
う
。
留
鳥
と
し
て
確
認
さ

れ
て
い
る
も
の
は
二
十
九
種
で
あ
る
。

カ
イ
ツ
ブ
リ

県
内
各
地
の
河
川
、
沼
、
池
や
波
静
か
な
入
江
な
ど
に

見
ら
れ
、
水
面
に
い
て
は
も
ぐ
っ

た
り
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
。
普

通
は
葦
な
ど
の
間
に
潜
ん
で
い
る

が
、
採
餌
の
た
め
に
広
い
水
面
に

現
れ
て
は
潜
水
す
る
。
人
の
気
配

に
気
付
く
と
す
ぐ
さ
ま
潜
水
し
、

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
姿
を
現
わ
す
。

カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
も
見
ら
れ

る
。ゴ

イ
サ
ギ

カ
ラ
ス
大
で
上
面

第四節 植物・動物
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表１ 小長井町の鳥類�
候 鳥

旅鳥

○

○

冬鳥

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

夏鳥

○

○

留鳥

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

生息環境
水辺

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山地

○

○

○

里

○

○

○

○

和 名

カイツブリ

カンムリカイツブリ

ゴイサギ

アマサギ

ダイサギ

コサギ

アオサギ

ツクシガモ

マガモ

カルガモ

コガモ

ヒドリガモ

オナガガモ

ホシハジロ

ホオジロガモ

ミサゴ

トビ

アカハラダカ

ハヤブサ

コジュケイ

キュウシュウキジ

バン

イソシギ

ユリカモメ

セグロカモメ

ウミネコ

キジバト

ドバト

科

カイツブリ

サギ

カモ

タカ

ハヤブサ

キジ

クイナ

シギ

カモメ

ハト

目

カイツブリ

コウノトリ

カモ

タカ

キジ

ツル

チドリ

ハト

―６０―
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表２ 小長井町の鳥類�
候 鳥

旅鳥

２

冬鳥

○

○

○

○

○

○

○

２０

夏鳥

○

○

○

○

６

留鳥

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

２９

生息環境
水辺

○

○

○

○

２５

山地

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

１４

里

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

１８

和 名

カッコウ

ホトトギス

カワセミ

コゲラ

ヒバリ

ツバメ

キセキレイ

ヒヨドリ

モズ

ジョウビタキ

イソヒヨドリ

シロハラ

ツグミ

ウグイス

エナガ

ヤマガラ

シジュウカラ

メジロ

ホオジロ

カシラダカ

アトリ

カワラヒワ

マヒワ

スズメ

カケス

カササギ

ハシボソガラス

ハシブトガラス

５７種

科

カッコウ

ブッポウソウ

キツツキ

ヒバリ

ツバメ

セキレイ

ハクセキレイ

ヒヨドリ

モズ

ツグミ

ウグイス

エナガ

シジュウカラ

メジロ

ホオジロ

アトリ

ハタオドリ

カラス

２７科

目

カッコウ

ブッポウソウ

キツツキ

スズメ

１２目
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は
緑
色
味
の
黒
色
で
、
繁
殖
期
に

は
白
い
冠
羽
が
二
本
出
る
。
水
辺

周
辺
の
林
で
集
団
繁
殖
し
、
日
中

ひ
そ

は
そ
の
繁
み
に
潜
ん
で
い
る
が
、

夕
方
か
ら
活
動
し
始
め
、
魚
な
ど

を
捕
食
す
る
。

コ
サ
ギ

県
内
各
地
の
湿
地
・

沼
・
河
川
・
干
潟
・
海
岸
線
な
ど

に
普
通
に
見
ら
れ
る
。
カ
ラ
ス
ほ

ど
の
大
き
さ
で
白
い
サ
ギ
で
は
小

と
が

型
。
足
指
は
黄
色
で
、
口
ば
し
は
尖
っ
て
長
い
。
夏
羽
は
普
通
後
頭
部
に

二
本
の
細
い
冠
羽
が
見
ら
れ
る
。
集
団
で
繁
殖
す
る
。

ア
オ
サ
ギ

日
本
の
サ
ギ
類
の
中
で
は
最
も
大
き
く
、
時
に
ツ
ル
と
ま

ち
が
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
水
田
・
池
・
葦
原
・
河
川
・
干
潟
な
ど
に
普

通
に
見
ら
れ
る
。

繁
殖
地
は
限
ら
れ
、
長
崎
県
内
に
お
け
る
ア
オ
サ
ギ
の
コ
ロ
ニ
ー
は
佐

世
保
の
相
ノ
浦
沿
い
と
江
楯
池
で
、
他
の
サ
ギ
類
に
混
じ
っ
て
繁
殖
す
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
る
対
馬
で
は
単
独
の
コ
ロ
ニ
ー

で
毎
年
繁
殖
を
続
け
て
い
る
。

ミ
サ
ゴ

海
岸
や
池
、
河
川
、
山
麓
の
樹
上
や
岩
棚
な
ど
に
見
ら
れ
、

タ
カ
類
の
中
で
は
ト
ビ
に
つ
い
で
観
察
さ
れ
る
機
会
が
多
い
。
穏
や
か
な

海
面
上
空
で
ホ
バ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、
魚
類
を
捕
ら
え
る
の
を
見
る
こ

と
も
で
き
る
。
飛
翔
時
、
腹
面
は
白
っ
ぽ
い
の
で
種
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン

ト
に
も
な
る
。

ト
ビ

タ
カ
類
で
は
本
種
が
最
も
普
通
で
馴
染
み
の
鳥
で
あ
る
。
山
地

や
農
耕
地
周
辺
の
高
木
に
営
巣
す
る
。

コ
ジ
ュ
ケ
イ

平
地
か
ら
山
地
、
農
耕
地
、
雑
木
林
に
み
ら
れ
そ
の
カ

ン
高
い
鳴
き
声
は
「
チ
ョ
ッ
ト
コ
イ
、
チ
ョ
ッ
ト
コ
イ
」
と
聞
き
な
し
さ

れ
る
。
こ
の
鳥
は
一
九
二
〇
年
頃
放
鳥
さ
れ
自
然
繁
殖
を
し
て
い
る
。
県

下
で
は
一
九
五
三
年
頃
よ
り
各
地
に
導
入
放
鳥
さ
れ
、
次
第
に
そ
の
数
を

写真２４ ゴイサギ

写真２５ ミ サ ゴ

写真２６ ト ビ
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増
し
、
通
年
生
息
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
近
年
は
減
少
の
傾
向
に

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
キ
ジ

明
る
い
林
・
草
地
・
農
耕
地
・
休
耕
地
・
河
川

敷
な
ど
開
け
た
環
境
を
好
む
、
色
彩
豊
か
な
大
型
の
鳥
で
長
い
尾
を
も
つ
。

草
原
の
中
か
ら
突
然
飛
び
出
し
て
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
雄
は
春
の

繁
殖
期
に
な
る
と
「
ケ
ッ
、
ケ
ッ
ー
」
と
か
「
ケ
ー
ン
、
ケ
ー
ン
」
と
か

鋭
く
大
声
で
鳴
い
た
り
、
翼
を
す
る
ど
く
羽
ば
た
か
せ
る
。
産
卵
は
草
地

や
畑
地
な
ど
に
凹
地
を
つ
く
り
、
草
な
ど
敷
い
て
十
数
個
の
卵
を
産
む
。

日
本
の
国
鳥
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

長
距
離
は
飛
ば
ず
、
飛
び
立
っ
て
も
す
ぐ
近
く
の
雑
木
林
や
草
地
に
入

り
こ
ん
で
し
ま
う
。

イ
ソ
シ
ギ

干
潟
や
海
岸
の
岩

礁
、
河
川
な
ど
水
辺
に
比
較
的
普

通
に
見
ら
れ
る
が
、
他
の
シ
ギ
科

の
仲
間
と
違
っ
て
、
集
団
で
い
る

こ
と
よ
り
も
一
、
二
羽
で
い
る
こ

と
が
多
い
。

キ
ジ
バ
ト

主
と
し
て
山
地
の

雑
木
林
に
生
息
し
「
ヤ
マ
バ
ト
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
山
地
の
鳥
で

あ
っ
た
が
、
近
年
は
農
耕
地
・
公

園
・
人
家
周
辺
に
も
見
ら
れ
、
身

近
な
と
こ
ろ
に
も
営
巣
す
る
。「
デ

テ
ッ
ポ
ー
」
と
低
い
声
で
鳴
く
馴

染
み
深
い
鳥
で
あ
る
。
ド
バ
ト
も

留
鳥
で
あ
る
。

コ
ゲ
ラ

留
鳥
と
し
て
、
山
地

森
林
か
ら
平
地
市
街
地
の
木
や
庭

先
に
も
や
っ
て
来
る
。
キ
ツ
ツ
キ

科
の
小
型
の
一
種
で
あ
る
。
老
木

に
穴
を
あ
け
て
営
巣
す
る
。
樹
皮

下
の
昆
虫
な
ど
を
餌
と
し
て
い
る
。

ヒ
バ
リ

後
頭
に
短
い
冠
羽
が
あ
る
。
草
原
や
耕
地
な
ど
に
繁
殖
す
る
。

飛
び
な
が
ら
空
中
で
さ
え
ず
る
。
地
上
を
歩
き
ま
わ
り
、
昆
虫
類
や
ク
モ

類
を
捕
食
し
た
り
、
草
本
の
種
子
を
食
べ
た
り
す
る
。

キ
セ
キ
レ
イ

池
や
川
沿
い
に
見
ら
れ
る
。
下
面
の
黄
色
が
目
立
つ
。

ハ
ク
セ
キ
レ
イ

農
耕
地
や
河
川
、
市
街
の
ひ
ら
け
た
環
境
に
見
ら
れ
、

昆
虫
類
を
捕
食
す
る
。

長
い
尾
を
上
下
に
動
か
し
な
が
ら
歩
く
。
繁
殖
期
に
は
つ
が
い
で
縄
張

り
を
持
ち
、
地
上
の
く
ぼ
み
な
ど
に
営
巣
し
繁
殖
す
る
。
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ヒ
ヨ
ド
リ

普
通
低
山
地
の
林

や
人
家
周
辺
に
も
見
ら
れ
る
。
秋

に
は
南
西
方
面
に
移
動
す
る
。
漂

鳥
の
群
れ
も
あ
る
。
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
は
草
木
の
種
子
を
食
べ
た

り
、
花
の
蜜
も
吸
う
。
野
菜
や
農

作
物
に
加
害
す
る
こ
と
が
多
い
。

繁
殖
期
に
は
人
家
や
公
園
樹
な

ど
に
も
営
巣
し
、
近
年
は
人
へ
の

警
戒
が
そ
れ
ほ
ど
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

モ
ズ

明
る
い
林
や
里
山
に
生

息
し
、
木
や
電
線
な
ど
目
立
つ
と

こ
ろ
で
高
鳴
き
を
す
る
。
鋭
い
か

ぎ
形
の
口
ば
し
で
、
バ
ッ
タ
や
セ

ミ
類
、
ト
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫
類
、

ト
カ
ゲ
類
や
カ
エ
ル
類
を
捕
食
す

る
。
冬
に
は
落
葉
し
た
枝
の
先
端

に
捕
獲
し
た
も
の
を
刺
し
て
お
く

習
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
モ
ズ
の

は
や
に
え
」
と
呼
ん
で
い
る
。

イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ

海
岸
の
磯
や

堤
防
な
ど
で
目
に
す
る
ほ
か
、
市

街
地
の
ビ
ル
の
上
や
電
線
な
ど
に

い
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

年
中
単
独
か
つ
が
い
で
生
活
し
、

昆
虫
類
や
フ
ナ
ム
シ
、
カ
ニ
な
ど

を
捕
食
す
る
。
鳴
き
声
は
抜
群
に

よ
い
。

ウ
グ
イ
ス

よ
く
繁
っ
た
笹
藪

な
ど
で
繁
殖
す
る
。「
ホ
ー
ホ
ケ

キ
ョ
」
と
鳴
く
の
は
さ
え
ず
り
で
、

地
鳴
き
は
「
チ
ャ
ッ
、
チ
ャ
ッ
」

と
鳴
く
。「
ケ
ケ
ケ
ッ
キ
ョ
」
と

鳴
く
の
は
繁
殖
期
の
警
戒
声
で
、

谷
渡
り
の
声
で
あ
る
。

春
の
山
野
で
、
ウ
グ
イ
ス
の
鳴

き
声
は
聞
こ
え
て
く
る
が
、
そ
の

姿
は
な
か
な
か
見
せ
て
く
れ
ず
、

野
外
で
見
た
人
は
意
外
と
少
な
い
。

し
か
し
、
庭
に
設
置
し
た
バ
ー
ド

テ
ー
ブ
ル
に
や
っ
て
く
る
こ
と
も

あ
る
。
ウ
グ
イ
ス
は
鳴
き
声
ほ
ど

写真２９ ヒヨドリ
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そ
の
色
は
パ
ッ
と
せ
ず
地
味
で
あ
る
。

ヤ
マ
ガ
ラ

普
通
、
常
緑
広
葉
樹
林
に
生
息
す
る
留
鳥
で
あ
る
。
昆
虫

類
を
捕
食
す
る
。
秋
に
は
樹
木
の
種
子
を
好
ん
で
食
べ
る
。
繁
殖
は
林
の

中
に
巣
箱
を
設
置
し
て
お
く
と
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

黒
い
の
ど
と
橙
褐
色
の
脇
が
特
徴
。

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

平
地
か
ら
山
地
の
林
に
生
息
し
、
市
街
地
住
宅
の
庭

先
に
も
や
っ
て
来
る
。
黒
い
顔
に
白
い
ほ
ほ
、
胸
に
は
ネ
ク
タ
イ
を
思
わ

せ
る
黒
い
帯
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
幅
の
広
い
の
が
雄
で
、
狭
い
の
が
雌

で
あ
る
。「
ツ
ツ
ピ
ー
、
ツ
ツ
ピ
ー
」
と
さ
え
ず
る
。

樹
洞
な
ど
に
営
巣
、
産
卵
す
る
が
、
巣
箱
に
も
よ
く
入
り
繁
殖
す
る
。

ま
た
、
石
垣
の
間
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
穴
に
も
産
卵
し
た
こ
と
が
あ
る
。

メ
ジ
ロ

丘
陵
地
か
ら
山
地
の
樹
林
に
生
息
す
る
。
飼
鳥
と
し
て
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
野
鳥
で
あ
る
。
体
の
上
面
は
黄
緑
色
、
目
の
ま
わ

り
は
白
い
。
花
密
や
昆
虫
類
な
ど
を
食
べ
、
カ
キ
の
果
実
は
好
物
の
よ
う

で
あ
る
。
シ
ュ
ロ
や
コ
ケ
な
ど
で
巣
を
つ
く
る
が
、
落
葉
し
た
あ
と
そ
の

巣
は
目
に
つ
き
や
す
く
な
る
。

ホ
オ
ジ
ロ

低
地
か
ら
山
地
の
草
原
、
低
木
林
な
ど
に
生
息
し
、
繁
殖

期
に
は
昆
虫
を
捕
ら
え
、
高
い
木
の
上
や
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
上

で
、
縄
張
り
確
保
の
た
め
に
盛
ん
に
さ
え
ず
る
。
そ
の
鳴
き
声
は
「
一
筆

啓
上
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
」
と
か
「
サ
ッ
ポ
ロ
ラ
ー
メ
ン
、
ミ
ソ
ラ
ー
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メ
ン
」
な
ど
と
聞
き
な
し
さ
れ
、
雌
を
誘
う
。
草
木
や
低
木
の
繁
み
に
営

巣
し
、
繁
殖
す
る
。

ホ
オ
ジ
ロ
は
ホ
オ
ア
カ
や
カ
シ
ラ
ダ
カ
に
似
て
い
る
。
こ
の
仲
間
は
尾

の
外
側
が
白
く
、
飛
ぶ
時
に
目
立
つ
。

カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

農
耕
地
・
集
落
・
市
街
地
周
辺
の
林
地
に
生
息
し
、
夏

季
に
は
平
地
か
ら
山
地
へ
移
動
す
る
が
、
冬
季
に
は
河
原
や
池
・
湿
地
な

ど
に
小
群
と
し
て
姿
を
見
せ
る
。
本
町
で
は
特
に
目
島
神
社
や
山
茶
花
高

原
の
松
の
林
に
は
そ
の
時
期
に
な
る
と
群
れ
と
し
て
よ
く
見
か
け
る
。

ス
ズ
メ

全
国
的
に
留
鳥
と
し
て
人
家
付
近
に
生
息
し
、
草
本
の
種
子

や
昆
虫
な
ど
を
餌
と
し
て
い
る
。

春
季
、
人
家
の
屋
根
瓦
の
下
に
巣
を
作
り
、
ヒ
ナ
を
育
て
る
の
が
普
通

だ
っ
た
が
、
近
年
の
新
し
い
家
は
瓦
の
形
状
が
変
わ
り
繁
殖
に
は
向
か
な

く
な
り
、
産
卵
場
も
他
の
野
鳥
の
巣
を
利
用
し
た
り
も
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
が
、
穀
類
を
つ
い
ば
む
野
鳥
で
、
こ
れ
ま
で
人
と
の
つ
な
が
り
を

ず
っ
と
保
っ
て
き
て
い
る
。
人
家
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
ス
ズ
メ
は
生
息
し

な
い
。
本
町
で
特
異
な
と
こ
ろ
は
山
茶
花
高
原
で
、
他
の
野
鳥
に
も
ま
し

て
ス
ズ
メ
の
個
体
数
は
多
い
。
こ
れ
は
人
の
落
と
し
た
食
物
を
食
べ
に
来

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
春
に
生
ま
れ
た
ヒ
ナ
は
、
夏
の
あ
る
時
期
に
集
団
に

な
り
、
人
家
の
近
く
の
大
木
に
ね
ぐ
ら
を
形
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。

カ
ケ
ス

山
地
の
低
地
か
ら
林
に
す
む
留
鳥
。
林
内
で
昆
虫
な
ど
の
小

動
物
の
他
、
ド
ン
グ
リ
類
や
カ
キ

の
果
実
な
ど
を
食
べ
る
。

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
よ
り
小
さ
い
。

紫
褐
色
で
青
味
の
あ
る
翼
を
も
つ
。

近
年
は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
見

か
け
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
来

た
よ
う
で
あ
る
。
他
の
鳥
の
鳴
き

声
を
上
手
に
ま
ね
る
こ
と
が
出
来

る
。カ

サ
サ
ギ

長
崎
県
で
は
局
所

的
で
は
あ
る
が
、
市
街
地
周
辺
や

集
落
に
見
ら
れ
、
本
町
で
も
個
体

数
は
多
く
は
な
い
が
、
二
十
数
年

前
か
ら
棲
み
つ
い
て
い
る
。

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

農
耕
地
・

河
川
敷
な
ど
に
広
く
見
ら
れ
る
。

雑
食
性
で
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
に

は
よ
く
や
っ
て
く
る
。
普
通
は
ハ

シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
は
「
カ
ー
カ
ー
」

と
澄
ん
だ
声
で
鳴
く
こ
と
が
多
い

が
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
は
「
ガ
ー

写真３７ ス ズ メ写真３８ スズメのねぐら
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ガ
ー
」
と
濁
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
額
は
出
っ
ぱ
っ
て
い
な
い
。

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
よ
り
や
や
大
き
い
。
額
は
出
っ

ぱ
っ
て
お
り
、
く
ち
ば
し
は
太
く
、
先
が
曲
が
っ
て
い
る
。
ま
た
鳴
き
声

は
「
カ
ー
カ
ー
」
と
澄
ん
だ
声
で
あ
る
が
、
濁
っ
て
区
別
で
き
に
く
い
こ

と
も
あ
る
。

全
国
の
都
市
部
か
ら
高
山
帯
ま
で
分
布
し
て
い
る
。

雑
食
性
で
、
地
上
で
採
食
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
昆
虫
や
小
鳥
の

ヒ
ナ
や
卵
、
ア
オ
サ
ギ
の
巣
ま
で
襲
う
こ
と
も
あ
る
。
市
街
地
で
は
ゴ
ミ

と
し
て
出
さ
れ
た
残
飯
な
ど
を
あ
さ
る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
繁
殖
は
、

マ
ツ
や
ス
ギ
な
ど
の
高
木
の
上
に
、
木
の
枝
な
ど
を
集
め
て
巣
を
つ
く
る
。

カ
ラ
ス
の
仲
間
は
カ
ケ
ス
と
同
様
、
他
の
動
物
の
物
ま
ね
が
巧
み
で
あ

る
。

�

渡

り

鳥

今
年
も
ま
た
遠
い
南
の
国
や
北
の
国
か
ら
、
海
を
渡
っ
て
日
本
へ
や
っ

て
き
た
。
な
ぜ
大
き
な
危
険
を
背
負
っ
て
ま
で
渡
り
を
続
け
る
の
だ
ろ
う

か
。
疑
問
と
興
味
を
投
げ
か
け
る
。

長
崎
県
内
で
は
鳥
類
の
約
八
十
％
が
、
時
期
に
応
じ
て
渡
り
を
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
春
季
に
南
方
域
か
ら
飛
来
し
て
日
本

で
生
活
し
、
繁
殖
す
る
も
の
は
夏
鳥
と
呼
ば
れ
、
ツ
バ
メ
な
ど
は
そ
の
代

表
的
な
一
種
で
あ
ろ
う
。
ま
た
秋
に
飛
来
し
、
日
本
で
冬
を
過
ご
す
カ
モ

や
サ
ギ
類
は
冬
鳥
と
呼
ば
れ
る
。
春
季
ま
た
は
秋
季
に
繁
殖
地
か
ら
越
冬

地
へ
と
移
動
す
る
時
に
日
本
（
長
崎
県
）
に
立
ち
寄
る
鳥
類
は
旅
鳥
で
、

ア
カ
ハ
ラ
ダ
カ
や
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
に
そ
れ
が
見
ら
れ
、
数
日
間
滞
在
す

る
だ
け
で
同
じ
場
所
に
長
く
居
す
わ
る
こ
と
は
な
い
。

�

夏

鳥

ア
マ
サ
ギ

農
耕
地
・
水
田
・
草
地
・
川
原
に
見
ら
れ
、
特
に
草
地
を

好
み
、
昆
虫
類
や
カ
エ
ル
類
な
ど
を
捕
食
す
る
。
小
型
の
シ
ラ
サ
ギ
の
一

種
で
あ
る
が
、
全
身
が
真
っ
白
で
は
な
く
、
夏
羽
の
頭
部
・
首
・
背
の
一

部
が
亜
麻
色
で
あ
る
の
で
見
分
け
る
の
は
容
易
で
あ
る
。
く
ち
ば
し
は
夏

で
も
黄
色
で
あ
る
。
普
通
、
数
羽
な
い
し
十
数
羽
で
群
れ
て
い
る
。

バ
ン

体
は
黒
色
。
く
ち
ば
し
は
基
部
は
赤
く
、
先
端
は
黄
色
が
目
立

つ
。
水
面
や
葦
原
な
ど
の
間
を
泳

ぎ
な
が
ら
、
水
草
や
昆
虫
・
貝
・

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
な
ど
食
べ
る
。

池
・
河
口
な
ど
に
生
息
し
、
年
一
、

二
回
浮
き
巣
を
作
っ
て
繁
殖
す
る
。

カ
ッ
コ
ウ
・
ホ
ト
ト
ギ
ス

夏

鳥
と
し
て
渡
来
す
る
が
極
め
て
少

な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
カ
ッ
コ

ウ
は
「
カ
ッ
コ
ウ
」
と
鳴
き
、
ホ

ト
ト
ギ
ス
は
「
て
っ
ぺ
ん
か
け
た
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か
」
な
ど
と
聞
き
な
し
さ
れ
る
。

両
者
は
よ
く
似
て
い
る
。

カ
ワ
セ
ミ

平
地
か
ら
山
地
の

川
や
池
な
ど
に
見
ら
れ
、
極
め
て

艶
や
か
な
色
彩
と
大
き
な
く
ち
ば

し
が
特
徴
。
一
時
、
飛
来
が
減
少

し
て
い
た
地
域
も
、
河
川
環
境
の

修
復
と
共
に
そ
の
姿
に
接
す
る
機

会
も
増
し
、
心
を
癒
や
し
て
く
れ

る
ま
で
に
な
っ
て
き
た
。
水
辺
の

崖
地
に
横
穴
を
掘
り
繁
殖
す
る
。

ツ
バ
メ

早
い
渡
来
は
三
月
で
あ
る
。
日
本
の
夏
鳥
の
代
表
と
し
て
知

ら
れ
、
家
の
軒
な
ど
に
泥
で
皿
形
の
巣
を
つ
く
る
が
、
近
年
、
営
巣
は
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
駅
や
商
店
街
な
ど
、
人
通
り
の
多
い
場
所
に
好

ん
で
巣
を
つ
く
り
親
し
ま
れ
て
い
る
。
二
股
の
長
い
尾
か
ら
燕
尾
服
と
い

う
言
葉
も
生
ま
れ
る
ほ
ど
、
ス
ズ
メ
同
様
に
人
と
の
関
わ
り
の
深
い
小
鳥

で
あ
る
。
巣
立
ち
し
た
ヒ
ナ
は
、
葦
原
な
ど
に
親
と
集
ま
り
、
集
団
で
ね

ぐ
ら
を
つ
く
る
も
の
も
あ
る
。

�

冬

鳥

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
冬
鳥
の
渡
来
の
時
期
に
な

る
。日

本
へ
の
冬
鳥
た
ち
の
渡
り
は
、
一
つ
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
北
海
道
に
渡

来
し
、
次
第
に
本
州
へ
南
下
す
る
コ
ー
ス
で
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
が
そ
う

で
あ
る
。
二
つ
目
の
コ
ー
ス
は
、
大
陸
よ
り
日
本
海
を
横
断
し
て
、
直
接

日
本
に
渡
来
す
る
ガ
ン
や
一
部
ツ
グ
ミ
類
の
仲
間
が
そ
う
で
、
第
三
の

コ
ー
ス
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
対
馬
を
経
由
し
て
九
州
に
渡
来
す
る
マ
ナ
ヅ

ル
、
ナ
ベ
ヅ
ル
な
ど
、
冬
季
に
渡
っ
て
き
て
日
本
で
越
冬
す
る
鳥
類
で
、

当
地
方
の
冬
鳥
と
言
え
ば
、
カ
モ
類
・
カ
モ
メ
類
・
ヒ
タ
キ
類
が
主
な
も

の
で
あ
る
。

本
町
は
小
長
井
港
な
ど
の
海
岸
線
に
恵
ま
れ
、
内
陸
的
に
は
田
原
溜
池

や
山
茶
花
溜
池
、
ま
た
、
長
里
川
や
船
津
川
な
ど
、
豊
か
な
水
辺
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
、
冬
鳥
の
渡
来
を

容
易
に
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ツ
ク
シ
ガ
モ

冬
鳥
と
し
て
か
っ

て
は
諫
早
湾
へ
の
飛
来
が
多
か
っ
た

が
、
近
年
の
環
境
変
化
で
、
飛
来
数

は
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
は
小
長
井
海
岸
に
も
飛

来
し
て
い
た
こ
と
は
資
料
で
明
ら
か

で
あ
る
。

マ
ガ
モ

冬
鳥
の
代
表
的
な
カ
モ

写真４０ カワセミ

写真４１ ツクシガモ（諫早湾）
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類
で
、
十
月
か
ら
四
月
上
旬
ま
で
見
ら
れ
る
。
主
と
し
て
池
・
湿
地
・
水

田
・
河
川
・
ダ
ム
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
昼
間
は
水
面
で
休
み
、
夜
間
湿
地

や
水
田
で
採
食
す
る
が
、
植
物
質
で
草
の
実
や
水
草
を
食
べ
る
。
雄
の
頭

部
は
緑
色
の
光
沢
を
も
つ
。
く
ち
ば
し
は
よ
ご
れ
た
黄
色
、
ア
ヒ
ル
の
原

種
。カ

ル
ガ
モ

カ
モ
類
と
し
て
は
珍
し
い
雌
雄
同
色
で
、
他
の
カ
モ
類
の

雌
の
色
彩
に
似
て
い
る
。
体
は
褐
色
で
、
一
面
に
淡
色
の
鱗
模
様
が
あ
る
。

く
ち
ば
し
は
黒
く
、
そ
の
先
端
が
黄
色
で
あ
る
こ
と
は
種
を
見
分
け
る
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
池
・
水
田
・
湿
地
・
ダ
ム
・
海
岸
の
干
潟
な
ど

に
見
ら
れ
、
他
の
カ
モ
類
と
群
れ
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
る
。

コ
ガ
モ

池
・
沼
・
水
田
・
湿
地
・
河
川
・
ダ
ム
な
ど
に
比
較
的
普
通

に
見
ら
れ
る
小
型
の
カ
モ
で
あ
る
。

ヒ
ド
リ
ガ
モ

内
湾
や
池
・
河
川
・
ダ
ム
な
ど
に
群
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
雄
は
頭
部
が
茶
褐
色
で
、
額
か
ら
頭
頂
に
か
け
て
黄
白
色
の
帯
が

あ
る
。
近
似
種
の
ア
メ
リ
カ
ヒ
ド
リ
が
バ
イ
オ
パ
ー
ク
に
近
年
飛
来
し
て

い
る
。

オ
ナ
ガ
ガ
モ

日
本
に
は
冬
鳥
と
し
て
各
地
に
多
数
渡
来
し
、
内
湾
や

湿
地
・
池
な
ど
で
見
ら
れ
、
か
っ
て
は
諫
早
湾
に
多
数
の
飛
来
が
あ
っ
た

が
、
小
長
井
海
岸
に
も
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
る
。
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ホ
シ
ハ
ジ
ロ

水
中
に
潜
っ
て
採
食
す
る
潜
水
ガ
モ
類
で
、
植
物
食
。

湖
沼
や
河
川
・
ダ
ム
な
ど
に
多
数
が
群
れ
て
い
る
。

ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ

頭
部
は
緑
色
の
光
沢
の
あ
る
黒
色
で
、
く
ち
ば
し
の

基
部
と
眼
の
間
に
大
き
な
白
斑
が
あ
る
。
内
湾
・
大
き
な
湖
沼
・
河
川
な

ど
に
出
現
す
る
が
あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
小
長
井
海
岸
に
見
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
極
め
て
珍
し
い
。

ハ
ヤ
ブ
サ

多
く
は
冬
季
に
見
ら
れ
る
が
比
較
的
少
な
い
。
諫
早
湾
の

干
潟
や
森
山
干
拓
地
な
ど
で
も
飛
来
を
み
た
が
、
本
町
で
も
極
め
て
ま
れ

な
観
察
例
が
あ
る
。
ハ
ヤ
ブ
サ
類
は
先
の
と
が
っ
た
翼
を
も
ち
、
ほ
か
の

タ
カ
類
と
区
別
で
き
る
。
広
い
空
間
で
、
ハ
ト
・
カ
モ
・
シ
ギ
・
チ
ド
リ

類
な
ど
を
捕
食
す
る
。

ユ
リ
カ
モ
メ

冬
鳥
と
し
て
多
く
は
海
岸
で
越
冬
す
る
。
港
湾
や
河
口

に
多
く
見
ら
れ
る
。
く
ち
ば
し
と
脚
が
赤
い
小
型
の
か
わ
い
い
カ
モ
メ
で
、

他
の
カ
モ
メ
類
と
一
緒
に
い
る
こ
と
も
あ
る
。

魚
類
や
昆
虫
類
・
果
実
・
パ
ン
な
ど
人
か
ら
の
給
餌
に
も
よ
く
慣
れ
、

有
明
海
航
路
の
船
上
で
は
、
人
か
ら
直
接
餌
を
も
ら
う
光
景
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

セ
グ
ロ
カ
モ
メ

海
岸
・
港
湾
・
河
口
に
見
ら
れ
る
普
通
の
カ
モ
メ
で

あ
る
。
背
と
翼
上
面
は
青
灰
色
で
そ
の
先
端
は
黒
い
。
く
ち
ば
し
は
黄
色

で
そ
の
下
部
の
先
端
近
く
に
赤
点
が
あ
る
。

写真４６ オナガガモ

写真４７ ホシハジロ

写真４８ ユリカモメ

写真４９ ウミネコ（中央はユリカモメ）
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ウ
ミ
ネ
コ

セ
グ
ロ
カ
モ
メ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
場
所
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
く
ち
ば
し
は
黄
色
だ
が
先
端
近
く
に
黒
と
赤
の
斑
紋
が
あ
り
、
尾

の
先
に
は
黒
い
帯
が
あ
る
の
が
区
別
の
ポ
イ
ン
ト
。
飛
ん
で
い
る
時
に
は

そ
れ
が
よ
く
わ
か
る
。
静
止
時
に
見
え
て
い
る
黒
い
部
分
は
尾
で
は
な
く

翼
の
先
で
あ
る
。
普
通
に
見
ら
れ
る
。

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

冬
鳥
と
し
て
全
国
的
に
渡
来
す
る
。
山
麓
周
辺
・
農

耕
地
・
公
園
・
庭
先
な
ど
に
、
秋
の
使
者
と
し
て
や
っ
て
く
る
。
普
通
、

昆
虫
類
な
ど
を
主
に
食
べ
て
い
る
が
、
冬
季
に
は
マ
ユ
ミ
、
シ
ャ
シ
ャ
ン

ボ
な
ど
の
実
を
食
べ
る
。
一
羽
一
羽
単
独
で
行
動
す
る
。
雄
の
頭
は
灰
白

色
、
胸
か
ら
腹
に
か
け
て
は
オ
レ
ン
ジ
色
、
翼
に
白
斑
を
も
つ
こ
と
か
ら
、

地
方
に
よ
っ
て
は
「
モ
ン
ツ
キ
」
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
雌
は

全
体
的
に
灰
褐
色
を
帯
び
る
。

シ
ロ
ハ
ラ

山
麓
平
地
の
広
葉

樹
林
や
樹
木
の
多
い
公
園
、
時
に

は
人
家
の
庭
先
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
る
。
主
に
地
上
を
歩
き

な
が
ら
落
葉
を
あ
さ
っ
て
、
ミ
ミ

ズ
や
昆
虫
類
な
ど
を
捕
食
す
る
。

ま
た
セ
ン
ダ
ン
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
、

カ
キ
な
ど
の
木
の
実
も
食
べ
る
。

ツ
グ
ミ

山
地
か
ら
低
山
地
、

平
地
ま
で
見
ら
れ
る
。
果
樹
園
、

畑
地
、
干
拓
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

餌
と
な
る
木
の
実
の
多
い
林
で
は

群
れ
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
木
の

実
が
少
な
く
な
る
と
分
散
し
て
農

耕
地
や
草
地
な
ど
で
昆
虫
類
や
ミ

ミ
ズ
な
ど
を
捕
食
し
た
り
、
干
拓

な
ど
で
小
動
物
を
探
す
の
も
い
る
。

開
け
た
田
畑
や
芝
生
な
ど
で
は
、

足
を
そ
ろ
え
て
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
飛

び
は
ね
る
よ
う
に
歩
く
。

エ
ナ
ガ

樹
林
の
中
を
よ
く
群
れ
て
活
発
に
動
き
ま
わ
る
。
庭
先
の
樹

に
も
や
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
尾
は
長
く
小
型
で
あ
る
。

主
に
小
さ
な
昆
虫
類
や
ク
モ
類
な
ど
を
捕
食
す
る
。

カ
シ
ラ
ダ
カ

ホ
オ
ジ
ロ
に
似
て
い
る
が
頭
部
に
は
短
い
冠
羽
が
あ
る
。

田
畑
や
林
縁
、
川
原
な
ど
に
群
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

ア
ト
リ

低
山
地
の
林
や
農
耕
地
な
ど
に
群
で
生
息
し
て
い
る
。
木
の

実
や
種
子
を
食
べ
る
。
開
け
た
と
こ
ろ
に
あ
る
大
き
な
樹
木
や
、
電
線
な

ど
に
ぎ
っ
し
り
並
ん
だ
群
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
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マ
ヒ
ワ

山
地
に
見
ら
れ
、
黄
緑
色
系
で
群
を
つ
く
る
こ
と
が
多
い
。

�

旅

鳥

春
は
越
冬
地
か
ら
北
方
の
繁
殖
地
へ
渡
来
す
る
途
中
、
日
本
を
通
過
し
、

秋
に
は
繁
殖
地
よ
り
越
冬
地
へ
渡
来
す
る
途
中
に
日
本
に
立
ち
寄
っ
て
い

く
鳥
類
で
あ
る
。
長
崎
県
内
で
の
主
な
旅
鳥
と
さ
れ
て
い
る
の
は
ダ
イ
サ

ギ
・
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
・
ア
カ
ハ
ラ
ダ
カ
な
ど
で
あ
ろ
う
。

ダ
イ
サ
ギ

大
型
の
白
い
サ
ギ
で
、
干
潟
・
水
田
・
湖
畔
な
ど
で
見
ら

れ
る
。
本
町
で
は
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
の
記
録
は
な
い
。

ア
カ
ハ
ラ
ダ
カ

九
月
に
な
る
と
朝
鮮
半
島
、
対
馬
を
経
て
飛
来
し
た

も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
佐
世

保
烏
帽
子
岳
や
、
五
家
原
岳
な
ど

は
通
過
地
点
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
一

泊
し
て
、
翌
日
に
は
琉
球
列
島
を

経
て
東
南
ア
ジ
ア
へ
渡
来
し
て
い

く
。
対
馬
で
は
一
度
に
数
千
羽
か

ら
数
万
羽
も
移
動
し
て
い
く
こ
と

が
あ
る
。
春
の
渡
り
は
ほ
と
ん
ど

観
察
さ
れ
て
い
な
い
。

小
型
の
タ
カ
で
、
下
面
の
し
ま

模
様
が
少
な
く
、
翼
の
下
面
が
白

い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

�

生
活
環
境
か
ら
見
た
鳥

鳥
類
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、

翼
を
も
ち
、
自
由
に
空
中
を
移
動

で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
驚

く
べ
き
こ
と
は
、
極
か
ら
極
へ
移

動
す
る
キ
ョ
ク
ア
ジ
サ
シ
、
ま
た
、

モ
ン
ゴ
ル
地
方
な
ど
か
ら
ヒ
マ
ラ

ヤ
越
え
を
す
る
ア
ネ
ハ
ヅ
ル
、
そ

し
て
日
本
を
中
心
と
し
て
考
え
て
も
シ
ベ
リ
ア
や
中
国
か
ら
日
本
を
経
由

し
て
東
南
ア
ジ
ア
を
往
復
す
る
鳥
類
。
そ
れ
だ
け
に
鳥
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
生
活
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
鳥
は
適
応
性
の

高
い
動
物
で
、
あ
る
程
度
条
件
は
違
っ
て
も
な
ん
と
か
そ
こ
に
適
応
し
生

息
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
し
、
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
鳥
た
ち
の
主
な

生
活
場
所
ご
と
に
、
主
に
ど
ん
な
種
類
の
鳥
が
生
活
し
て
い
る
か
大
ま
か

に
分
け
て
み
る
。

�

集
落
・
農
耕
地
・
里
の
鳥

周
囲
に
畑
、
人
家
、
神
社
、
寺
、
雑
木
林
な
ど
が
あ
る
里
の
環
境
で
、

日
常
、
比
較
的
目
に
つ
く
鳥
類
の
生
息
地
で
あ
る
。
ス
ズ
メ
・
ハ
シ
ボ
ソ

ガ
ラ
ス
・
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
・
ト
ビ
・
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・ 写真５３ アカハラダカの渡り

写真５２ ダイサギ
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ヒ
ヨ
ド
リ
・
キ
ジ
バ
ト
・
ヒ
バ

リ
・
コ
ジ
ュ
ケ
イ
・
ツ
バ
メ
な
ど

の
他
、
特
に
神
社
、寺
、公
園
な
ど

の
林
に
は
メ
ジ
ロ
・
ウ
グ
イ
ス
・

シ
ロ
ハ
ラ
・
ツ
グ
ミ
・
ジ
ョ
ウ
ビ

タ
キ
が
目
に
つ
く
。
畑
付
近
の
大

木
や
電
線
に
は
ア
ト
リ
の
群
も
見

ら
れ
る
し
、
カ
シ
ラ
ダ
カ
・
ホ
オ

ジ
ロ
も
な
じ
み
で
あ
る
。

�

山
地
森
林
の
鳥

落
葉
広
葉
樹
や
常
緑
広
葉
樹
な
ど
を
含
む
山
地
の
雑
木
林
に
は
、
シ
ジ

ウ
ュ
カ
ラ
・
ヤ
マ
ガ
ラ
・
エ
ナ
ガ
・
カ
ケ
ス
・
コ
ゲ
ラ
の
他
シ
ロ
ハ
ラ
も

や
っ
て
く
る
が
、
カ
ッ
コ
ウ
や
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
も
聞
か
れ
る
。

�

湿
地
・
水
辺
の
鳥

池
・
沼
・
ダ
ム
・
港
湾
・
干
潟
・
河
川
な
ど
水
辺
に
広
く
生
息
す
る
鳥

に
は
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
・
カ
ル
ガ
モ
・
マ
ガ
モ
・
コ
ガ
モ
・
ヒ
ド
リ
ガ
モ
・

ホ
シ
ハ
ジ
ロ
・
オ
ナ
ガ
ガ
モ
・
ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ
の
カ
モ
類
。
ダ
イ
サ
ギ
・

ア
オ
サ
ギ
・
コ
サ
ギ
・
ア
マ
サ
ギ
な
ど
の
サ
ギ
類
。
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
・
ハ

ク
セ
キ
レ
イ
・
キ
セ
キ
レ
イ
・
イ
ソ
シ
ギ
・
ユ
リ
カ
モ
メ
・
セ
グ
ロ
カ
モ

メ
・
ウ
ミ
ネ
コ
・
ミ
サ
ゴ
・
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

生
活
環
境
の
中
に
適
応
し
て
い
る
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

長
里
川
は
鳥
類
が
比
較
的
豊
富
で
あ
る
。

３

爬

虫

類

海
浜
、
河
川
、
農
耕
地
か
ら
山
地
ま
で
生
物
環
境
が
比
較
的
整
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
応
じ
た
生
物
が
生
息
す
る
。

爬
虫
類
の
中
の
ト
カ
ゲ
類
に
は
、
人
家
に
住
み
つ
い
た
家
屋
性
の
ヤ
モ

リ
、
野
外
で
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
ト
カ
ゲ
、
カ
ナ
ヘ
ビ
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
近
年
の
長
崎
県
内
で
の
調
査
で
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
ヤ
モ
リ
も

確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
ヘ
ビ
類
で
は
シ
マ
ヘ
ビ
、
ア
オ
ダ

イ
シ
ョ
ウ
、
ヒ
バ
カ
リ
、
ヤ
マ
カ
ガ
シ
な
ど
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
タ
カ

チ
ホ
ヘ
ビ
、
シ
ロ
マ
ダ
ラ
は
夜
間
活
動
性
の
も
の
だ
け
に
本
町
で
は
ま
だ

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
マ
ム
シ
は
毒
蛇
の
一
種
で
個
体
数
も
少
な
い
も
の

で
は
な
い
の
で
、
野
外
で
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

カ
メ
類
に
つ
い
て
は
、
各
地
に
見
ら
れ
る
ク
サ
ガ
メ
の
確
認
も
な
く
、

ま
た
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
も
の
が
放
置
さ
れ
、
増
殖
し
て

い
る
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
も
本
町
に
は
今
の
と
こ
ろ
記
録
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

ヤ
モ
リ

本
来
の
住
み
か
は
森
林
や
岩
場
な
ど
の
野
外
と
思
わ
れ
る
。

現
在
は
、
人
家
や
屋
外
の
物
置
、
石
垣
の
間
な
ど
に
普
通
に
見
ら
れ
、
夜

行
性
で
あ
る
。
年
に
一
・
二
回
、
一
度
に
二
個
産
卵
す
る
。
産
卵
直
後
の

第四節 植物・動物
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卵
殻
は
柔
ら
か

く
粘
り
気
が
あ

る
が
だ
ん
だ
ん

硬
く
な
っ
て
く

る
。夜

間
、
外
灯

や
電
灯
に
集
ま

る
昆
虫
類
を
捕

食
す
る
。
ヤ
モ

リ
は
尾
を
自
切

し
や
す
く
、
ほ

と
ん
ど
が
尾
を
再
生
し
た
個
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
冬
季
に
な

る
と
、
屋
内
で
は
壁
の
隙
間
や
、

屋
外
で
は
岩
な
ど
の
割
れ
目
な
ど

で
越
冬
す
る
。

ト
カ
ゲ

庭
先
か
ら
畑
、
道
路

脇
、
林
縁
部
な
ど
普
通
に
生
息
し

て
い
る
。
幼
体
は
黒
色
に
、
黄
白

色
の
五
本
の
縦
条
が
走
り
、
尾
は

鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
で
光
沢
が
あ
る
。

体
形
は
カ
ナ
ヘ
ビ
に
比
べ
る
と
ず

ん
ぐ
り
と
し
て
い
る
。
幼
体
と
成

体
は
体
色
が
異
な
る
の
で
別
種
の
感
が
す
る
。

カ
ナ
ヘ
ビ

ト
カ
ゲ
に
比
べ
る
と
体
形
は
ス
マ
ー
ト
で
あ
る
が
、
体
表

う
ろ
こ

は
が
さ
つ
い
た
鱗
で
覆
わ
れ
、
ト
カ
ゲ
の
よ
う
に
光
沢
の
あ
る
な
め
ら
か

さ
は
な
い
。
尾
は
体
長
の
三
分
の
二
を
占
め
る
。
尾
は
ヤ
モ
リ
や
ト
カ
ゲ

の
よ
う
に
自
切
し
、
再
生
す
る
。

五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
普
通
三
〜
六
個
産
卵
す
る
。
人
家
周
辺
の

り
ん
え
ん

石
垣
や
山
道
の
斜
面
、
林
縁
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
昼
行
性
で
、
陽
当
た
り

の
よ
い
石
や
倒
木
の
上
な
ど
で
日
光
浴
を
す
る
。

シ
マ
ヘ
ビ

体
長
一
・
〇
〜
一
・
二
�
ぐ
ら
い
で
、
平
地
か
ら
低
山
に

生
息
し
、
堤
、
草
原
、
山
道
な
ど
に
よ
く
見
か
け
る
無
毒
の
ヘ
ビ
で
、
頸

写真５５ ヤ モ リ

写
真
５６

ヤ
モ
リ
の
卵

写真５７ トカゲ（幼体）

写真５８ カナヘビ

写真５９ カナヘビの尾の再生奇形
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部
か
ら
尾
部
ま
で
、
黒
褐
色
の
縦
条
が
走
っ
て
い
る
の
で
他
種
と
の
区
別

は
比
較
的
容
易
で
あ
る
が
、
色
彩
変
化
も
多
く
、
特
に
黒
化
し
た
個
体
も

時
々
見
つ
か
り
、
カ
ラ
ス
ヘ
ビ
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
カ
エ
ル
類
や
ト
カ

ゲ
類
、
小
鳥
や
小
型
哺
乳
類
な
ど
を
捕
食
す
る
。

ジ
ム
グ
リ

胴
は
や
や
太
目
で
、
尾
も
シ
マ
ヘ
ビ
よ
り
短
い
。
体
背
面

は
淡
黄
褐
色
ま
た
は
赤
褐
色
で
あ
る
が
、
幼
蛇
は
背
面
が
赤
褐
色
で
、
黒

色
斑
紋
が
散
在
し
て
美
し
い
が
、
成
熟
す
る
と
ほ
と
ん
ど
が
無
紋
に
な
っ

て
く
る
。
丘
陵
か
ら
山
地
の
林
に
見
ら
れ
る
が
、
個
体
数
は
比
較
的
ま
れ

な
種
と
思
わ
れ
る
。
ネ
ズ
ミ
類
、
モ
グ
ラ
類
を
捕
食
す
る
。

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ

日
本
産
ヘ
ビ
の
中
で
は
最
も
大
き
い
。
平
地
、
低

山
地
か
ら
水
辺
、
人
家
周
辺
に
も
見
ら
れ
る
普
通
な
種
で
あ
り
、
無
毒
の

ヘ
ビ
で
あ
る
。
ヘ
ビ
類
は
よ
く
泳
ぐ
が
、
こ
の
種
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
遊

泳
す
る
。
脱
皮
殻
も
時
折
見
か
け
る
が
、
長
里
川
中
流
の
採
石
場
付
近
で

も
見
か
け
た
。
幼
蛇
は
マ
ム
シ
と
見
ま
ち
が
え
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

ヤ
マ
カ
ガ
シ

普
通
は
褐
色
の
地
に
黒
色
の
斑
紋
が
あ
り
、
そ
の
変
異

は
大
き
い
。
平
地
の
水
田
や
小
川
、
湿
地
な
ど
に
多
く
、
特
に
水
田
に
多

い
。
ヌ
マ
ガ
エ
ル
を
よ
く
捕
食
す
る
。
頸
部
に
有
毒
物
質
を
分
泌
す
る
頸

線
を
も
っ
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

ヒ
バ
カ
リ

体
長
五
〇
�
ぐ
ら
い
の
小
型
の
ヘ
ビ
で
、
咬
ま
れ
る
と
そ
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の
日
ば
か
り
の
生
命
と
い
わ
れ
る
が
、
無
毒
の
ヘ
ビ
で
あ
る
。
珍
し
い
種

で
は
な
い
。
低
山
か
ら
山
地
森
林
に
生
息
す
る
が
、
水
辺
や
湿
地
を
好
み
、

カ
エ
ル
類
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
、
ミ
ミ
ズ
、
小
魚
な
ど
を
捕
食
す
る
。

マ
ム
シ

平
地
か
ら
山
地
森
林
に
生
息
す
る
毒
ヘ
ビ
で
あ
る
。
マ
ム
シ

は
卵
胎
生
で
八
〜
十
月
に
五
・
六
匹
の
子
マ
ム
シ
を
産
む
。
日
本
固
有
種

で
あ
る
。
毒
ヘ
ビ
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
昼
間
か
ら
動
い
て
い

る
の
で
、
野
外
活
動
を
す
る
と
き
は
注
意
を
必
要
と
す
る
。

普
通
、
水
辺
や
湿
地
、
山
地
の
ガ
レ
場
で
出
会
う
機
会
も
多
く
、
水
田

草
地
な
ど
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。

マ
ム
シ
の
そ
の
子
ど
も
は
親
の
腹
を
か
み
切
っ
て
出
て
く
る
と
か
、
口

か
ら
産
ま
れ
る
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
当
は
総
排
出
口
か
ら
出
産

す
る
。

４

両

生

類

両
生
類
の
生
活
は
、
水
と
無
関
係
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
動
物

進
化
の
道
筋
を
ひ
も
と
い
て
も
、
魚
類
か
ら
陸
上
生
活
へ
の
適
応
を
克
服

む
が
く
る
い

し
た
最
初
の
脊
椎
動
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
無
顎
類
（
円
口
類
ヤ

が
つ
こ
つ

ツ
メ
ウ
ナ
ギ
な
ど
）
で
、
そ
の
仲
間
か
ら
顎
骨
を
も
っ
た
サ
メ
、
エ
イ
な

ど
の
軟
骨
魚
類
と
タ
イ
、
コ
イ
な
ど
の
硬
骨
魚
類
の
大
き
な
群
れ
が
生
じ

た
。

古
生
代
の
デ
ボ
ン
紀
後
期
（
三
億
八
千
万
年
前
）
の
魚
類
の
ユ
ー

む
な
び
れ

は
ら
び
れ

ス
テ
ノ
プ
テ
ロ
ン
は
、
そ
の
後
、
魚
類
の
も
つ
胸
鰭
、
腹
鰭
が
前
肢
、
後

肢
に
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陸
上
生
活
を
容
易
に
す
る
両
生
類
が
生

じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
エ
ラ
呼
吸
か
ら
肺
呼
吸
へ
の
転

換
を
み
ご
と
に
ク
リ
ア
し
た
の
が
、
現
生
の
イ
モ
リ
や
カ
エ
ル
の
類
で
あ

る
。
本
町
が
比
較
的
両
生
類
相
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
は
、
多
良
山
系
を
背

景
に
も
ち
、
長
里
川
や
船
津
川
な
ど
の
水
系
や
農
耕
地
の
発
達
に
伴
う
池

や
沼
ダ
ム
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
類
で
は
、
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
イ
モ
リ
が
生

息
し
て
い
る
が
、
広
い
分
布
域
を
も
つ
仲
間
で
あ
る
。
ブ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
は
多
良
岳
な
ど
の
高
地
の
小
渓
流
に
見
ら
れ
る
が
、
本
町
に
は
生
息

し
て
い
な
い
。

カ
エ
ル
類
は
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
や
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
生
息
は
知
ら
れ
て

い
な
い
。
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
は
、
か
っ
て
は
県
内
の
離
島
を
除
い
て
は
広

写真６４ ヤマカガシ（輪禍）

写真６５ マ ム シ
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く
分
布
し
て
い
た
が
、
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
絶
滅
危
惧
種
と
し

評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
町
で
は
若
干
で
は
あ
る
が
生
息
が
見
ら
れ

る
。カ

ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

西
日
本
に
生
息
す
る
止
水
系
の
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
で
、
低
地
か
ら
丘
陵
地
の
水
田
溝
や
沢
の
水
た
ま
り
な
ど
に
見
ら

れ
る
。
春
季
に
は
水
中
に
あ
る
木
の
枝
や
石
の
下
に
一
対
の
卵
の
う
を
産

み
つ
け
る
。
こ
の
時
期
に
だ
け
水
中
に
進
出
し
て
く
る
が
、
産
卵
期
が
終

れ
き

わ
れ
ば
周
辺
の
落
葉
や
礫
の
下
、
腐
植
土
の
下
な
ど
に
潜
ん
で
ミ
ミ
ズ
や

昆
虫
類
を
捕
食
す
る
。
成
体
は
産
卵
期
に
だ
け
水
中
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
幼
生
は
秋
季
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
茶
花
溜
池
周
辺
で
知

ら
れ
て
い
る
。

イ
モ
リ

池
、
水
田
、
溝
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
背
面
は
光
沢
が
な
く
一

様
に
黒
い
。
腹
面
に
は
鮮
や
か
な
赤
い
斑
紋
が
入
る
の
で
、
ア
カ
ハ
ラ
イ

モ
リ
と
も
呼
ば
れ
る
。
黒
仁
田
、
大
搦
な
ど
の
水
田
溝
で
小
集
団
を
確
認

し
て
い
る
。
少
な
い
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル

低
山
地
か
ら
丘
陵
地
、
山
地
ま
で
生
息
範
囲
は

広
く
、
地
上
を
徘
徊
す
る
。
産
卵
期
は
普
通
三
〜
四
月
で
、
一
定
の
場
所

ほ
う
せ
つ
ご

に
集
ま
る
こ
と
が
多
い
。
抱
接
後
、
細
長
い
ヒ
モ
状
の
卵
の
う
を
産
む
。

変
態
が
終
わ
る
と
雨
の
日
な
ど
に
一
斉
に
陸
上
へ
移
動
し
、
分
散
し
て
い

り
ん
し
ょ
う

く
。
山
茶
花
溜
池
な
ど
に
は
集
ま
る
。
幼
体
に
は
林
床
な
ど
で
出
会
う
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写真６６ 山茶花溜池

写真６７ カスミサンショウウオ

写真６８ カスミサンショウウオの卵のう

写真６９ イモリ
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こ
と
も
あ
る
。

ア
マ
ガ
エ
ル

平
地
か
ら
山
地
ま
で
、
公
園
、
水
田
の
草
む
ら
、
人
家

ま
わ

の
庭
先
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
体
色
は
黄
緑
色
で
あ
る
が
、
周
り
の
環

境
に
よ
っ
て
体
色
や
斑
紋
を
変
え
る
。
よ
く
似
た
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ

エ
ル
は
確
認
し
て
い
な
い
。

タ
ゴ
ガ
エ
ル

ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
に
似
て
い
る
が
、
低
山
地
か
ら
か

な
り
の
高
地
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
近
く
で
鳴
き
声
は
す
る
が
、
姿
は
ほ

と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
水
の
湧
き
出
る
ガ
レ
場
や
斜

れ
き

面
の
奥
の
穴
、
沢
水
の
流
れ
る
礫
の
下
な
ど
に
い
る
た
め
で
あ
る
。

春
季
に
産
卵
す
る
が
、
伏
流
水
の
流
れ
出
る
と
こ
ろ
や
渓
流
の
水
た
ま

り
に
少
数
の
卵
を
産
み
つ
け
る
。

こ
れ
ま
で
本
町
で
の
記
録
は
な

か
っ
た
が
、
今
回
、
長
里
川
上
流

で
生
息
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。ニ

ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル

近
年
は

い
ず
れ
の
地
域
で
も
少
な
く
な
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
っ
て
は

り
ん
し
ょ
う

水
田
や
そ
の
周
辺
、近
く
の
林
床
、

山
間
の
水
た
ま
り
、
池
な
ど
で
よ

写真７０ ニホンヒキガエル（幼体）

写真７１ アマガエル

写真７２ タゴガエル

写真７３ タゴガエル産卵

写真７４ ニホンアカガエル
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く
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
船
津

川
の
汽
水
域
辺
り
の
休
耕
田
、
足

角
の
水
田
な
ど
に
見
ら
れ
た
。

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル

池
や
湿
地
、

河
川
、
水
田
な
ど
で
見
ら
れ
る
代

表
的
な
カ
エ
ル
で
あ
る
。
普
通
、

田
植
え
の
準
備
を
終
え
た
水
田
に

集
ま
っ
て
産
卵
す
る
。
長
里
川
上

流
や
中
流
域
砂
防
ダ
ム
下
、
田
代

溜
池
、
足
角
、
地
区
水
田
な
ど
か

な
り
広
い
範
囲
で
の
生
息
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ヌ
マ
ガ
エ
ル

土
色
を
し
た
小
型
の
カ
エ
ル
で
、
水
田
・
水
た
ま
り
・

湿
地
・
河
川
な
ど
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
。
体
背
面
中
央
に
は
頭
部
か
ら

の
白
色
条
が
見
ら
れ
る
個
体
が
多
い
が
、
こ
の
条
を
欠
く
個
体
も
あ
る
。

ウ
シ
ガ
エ
ル

ウ
シ
ガ
エ
ル
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
北
ア
メ
リ

カ
か
ら
食
用
と
し
て
移
入
し
た
も
の
が
、
全
国
規
模
で
広
が
り
、
分
布
拡

大
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
餌
と
し
て
入
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
ザ
リ

ガ
ニ
も
、
日
本
で
野
生
化
し
、
全
国
的
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

池
沼
な
ど
に
生
息
し
て
、
昆
虫
類
や
魚
類
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど

を
餌
と
し
て
い
る
。
大
き
さ
は
日
本
に
生
息
す
る
カ
エ
ル
の
中
で
は
最
も
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写真７５ トノサマガエル

写真７６ ヌマガエル

写真７７ ツチガエル

写真７８ 田原溜池

写真７９ ウシガエル
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大
き
い
。
斑
紋
は
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
に
似
て
い
る
。
池
の
中
か
ら
ヴ
ォ
ー

ヴ
ォ
ー
と
か
モ
ー
モ
ー
と
か
低
音
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
が
、
人
の

気
配
を
感
じ
る
と
水
の
中
に
潜
ん
で
し
ま
う
。
田
原
溜
池
な
ど
に
生
息
し

て
い
る
。

ツ
チ
ガ
エ
ル

ヌ
マ
ガ
エ
ル
に
似
て
い
る
。
背
面
の
イ
ボ
状
の
隆
起
は

ヌ
マ
ガ
エ
ル
よ
り
顕
著
で
あ
る
が
、
白
色
の
中
央
線
は
な
い
。
水
田
や
河

川
、
山
間
の
渓
流
な
ど
に
生
息
し
て
お
り
、
牧
溜
池
・
山
ノ
神
溜
池
・
長

里
川
流
域
に
は
比
較
的
見
ら
れ
る
。

（
浦
田

明
夫
）

５

水
棲
動
物

�

淡
水
魚
類

小
長
井
町
は
、
多
良
山
系
の
南
東
部
に
位
置
し
、
有
明
海
の
一
支
湾
で

あ
る
諫
早
湾
の
湾
口
部
に
面
し
て
い
る
。
諫
早
湾
は
、
内
湾
性
の
強
い
海

域
で
、
現
在
湾
奥
部
で
は
干
拓
事
業
に
よ
り
、
干
拓
地
と
調
整
池
が
ほ
ぼ

完
成
し
て
お
り
、
海
域
と
は
そ
の
干
拓
堤
防
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
湾
に
流
れ
込
む
町
内
の
河
川
は
、
西
側
か
ら
長
里
川
、
小
深
井
川
、

船
津
川
、
築
切
川
及
び
県
境
に
位
置
す
る
今
里
川
の
五
河
川
が
主
な
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
河
川
に
は
、
郡
内
で
は
最
も
大
き
い
田
原
溜
池
を
は

じ
め
、
山
茶
花
溜
池
、
山
ノ
神
溜
池
、
牧
溜
池
、
田
代
溜
池
な
ど
の
止
水

域
が
存
在
す
る
。

町
内
の
河
川
や
溜
池
に
生
息

す
る
魚
類
に
つ
い
て
は
、

注
１環

境

庁
、

注
２東

ほ
か
、

注
３深

川
・
中
原
な

ど
の
報
告
が
あ
る
。
今
回
、
こ

れ
ら
の
報
告
と
共
に
、
二
〇
〇

四
年
に
新
た
に
調
べ
た
結
果
を

加
え
、
小
長
井
町
に
生
息
す
る

淡
水
魚
類
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

淡
水
魚
類
は
、
淡
水
域
で
一

生
を
過
ご
す
純
淡
水
魚
、
一
生

の
う
ち
一
時
期
を
海
で
過
ご
す

通
し
回
遊
魚
、
一
時
的
に
海
か

き
す
い
い
き

ら
河
川
内
に
侵
入
し
て
く
る
種
類
や
汽
水
域
（
淡
水
と
海
水
が
混
ざ
る
河

口
付
近
）
に
生
息
す
る
周
縁
性
淡
水
魚
の
三
つ
の
生
活
型
に
分
け
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

純
淡
水
魚
は
、
コ
イ
、
ギ
ン
ブ
ナ
、
カ
ワ
ム
ツ
、
オ
イ
カ
ワ
、
タ
カ
ハ

ヤ
（
写
真
２
）、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ナ
マ
ズ
、
メ
ダ
カ
の
八
種
が
生
息
し
て
い

る
。
ま
た
、
山
茶
花
溜
池
に
は
、
北
米
原
産
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
放
流
さ

れ
て
お
り
、
本
種
も
純
淡
水
魚
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
、
長
崎
県
内
に
は
一
九
三
〇
年
頃
持
ち
込
ま
れ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
町
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
時
期
は
定
か
で
な
い
。
ル
ア
ー
釣

り
の
対
象
と
し
て
人
気
の
あ
る
魚
で
あ
る
反
面
、
食
欲
旺
盛
で
、
魚
や
甲

殻
類
な
ど
を
食
べ
る
た
め
、
従
来
の
生
態
系
を
乱
す
こ
と
で
全
国
的
に
問 写真１ 長里川汽水域のウナギ塚
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題
に
な
っ
て
い
る
。

タ
カ
ハ
ヤ
は
、
長
里
川
や
今
里
川
な

ど
の
上
流
域
に
生
息
す
る
渓
流
性
の
魚

で
、
褐
色
の
色
を
し
て
お
り
、
触
る
と

体
表
面
に
ヌ
メ
リ
が
あ
る
。

カ
ワ
ム
ツ
と
オ
イ
カ
ワ
は
、
町
内
で

は
「
ハ
ヤ
」、「
ハ
エ
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
両
者
を
あ
ま
り
区
別
し
て
は
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
カ
ワ
ム
ツ
は
、
河
川

の
中
流
域
に
多
く
み
ら
れ
、
町
内
で
は

最
も
普
通
に
み
ら
れ
る
が
、
オ
イ
カ
ワ

は
、
長
里
川
の
み
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
魚
は
、
近
年
県
内
各
所
で
確
認
さ

れ
て
お
り
、
コ
イ
や
ア
ユ
な
ど
の
放
流

に
混
ざ
っ
て
分
布
を
広
げ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
両
者
が
同
じ
河
川

内
に
生
息
す
る
場
合
、
上
流
側
に
カ
ワ
ム
ツ
、
下
流
側
に
オ
イ
カ
ワ
が
主

に
み
ら
れ
、
棲
み
分
け
て
生
息
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

コ
イ
は
、
溜
池
や
船
津
川
な
ど
の
下
流
域
で
み
ら
れ
る
が
、
古
く
か
ら

観
賞
用
や
食
用
と
し
て
各
地
で
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
内
で
は
飼
育
し
て
い
た
も
の
が
逃
げ
出
し
た
り
、
放
流
さ
れ
た
も
の
が

溜
池
な
ど
に
生
息
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ギ
ン
ブ
ナ
は
、
河
川
の
中
下
流
域
や
溜
池
に
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
。

ド
ジ
ョ
ウ
は
、
以
前
、
水
田
脇
の
水
路
な
ど
で
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
た

が
、
近
年
で
は
全
国
的
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
小
深

井
川
や
築
切
川
の
下
流
域
で
生
息
を
確
認
し
て
い
る
が
、
小
さ
な
水
田
脇

の
水
路
な
ど
、
町
内
各
所
に
生
息
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

メ
ダ
カ
も
全
国
的
に
減
少
し
て
お
り
、
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

の
絶
滅
危
惧
�
類
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
町
内
で
は
メ
ダ
カ
が
好
む
水

田
脇
の
水
路
や
河
川
、
低
地
の
溜
池
な
ど
で
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

以
前
に
比
べ
る
と
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

通
し
回
遊
魚
は
、
ウ
ナ
ギ
、
ア
ユ
、
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
（
写
真
３
）、
シ
ロ

ウ
オ
、
ス
ミ
ウ
キ
ゴ
リ
、
ゴ
ク
ラ
ク
ハ
ゼ
、
シ
マ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ（
写
真
４
）、
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ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
、
ヌ
マ
チ
チ
ブ
の
九
種
が
生
息
し
て
い
る
。

ウ
ナ
ギ
は
、
町
内
の
河
川
中
下
流
域
や
汽
水
域
に
み
ら
れ
る
が
、
一
部
は

上
流
域
ま
で
遡
上
し
て
い
る
。
長
里
川
で
は
汽
水
域
に
ウ
ナ
ギ
を
捕
獲
す

る
た
め
の
「
石
積
み
の
塚
」
が
み
ら
れ
る
（
写
真
１
）。

ア
ユ
は
、
町
内
で
は
長
里
川
の
み
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
五
月

頃
に
な
る
と
川
を
遡
上
す
る
個
体
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヤ
マ
ノ
カ
ミ
は
、
カ
ジ
カ
の
仲
間
で
、
有
明
海
の
特
産
種
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
本
種
は
、
五
月
頃
に
な
る
と
三
�
前
後
の
小
型
個
体
が
河
川

を
遡
上
し
、
十
一
月
頃
ま
で
甲
殻
類
な
ど
を
餌
と
し
な
が
ら
、
十
五
�
ぐ

ら
い
ま
で
大
き
く
な
る
。
そ
の
後
、
海
に
下
り
、
タ
イ
ラ
ギ
や
カ
キ
の
殻

な
ど
に
産
卵
す
る
。
近
年
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
や
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
惧
�
類
の
指
定
を
受

け
て
い
る
貴
重
な
種
で
あ
る
。
町
内
で
は
長
里
川
と
今
里
川
で
確
認
さ
れ

て
い
る
。

シ
ロ
ウ
オ
は
、
春
を
告
げ
る
魚
（
ハ
ゼ
の
仲
間
）
と
し
て
有
名
で
、
二

や
な

月
か
ら
三
月
頃
に
海
か
ら
産
卵
の
た
め
遡
上
し
て
く
る
も
の
を
簗
や
四
ツ

手
網
な
ど
で
捕
獲
す
る
漁
が
全
国
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
町
内
で
は
遡

上
す
る
個
体
が
少
な
い
た
め
か
、
シ
ロ
ウ
オ
漁
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
長

里
川
と
今
里
川
で
遡
上
す
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ス
ミ
ウ
キ
ゴ
リ
、
ゴ
ク
ラ
ク
ハ
ゼ
、
シ
マ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
、
ト
ウ
ヨ
シ
ノ

ボ
リ
、
ヌ
マ
チ
チ
ブ
は
、
ハ
ゼ
の
仲
間
で
、
町
内
で
は
総
称
「
ド
ン
ポ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ヌ
マ
チ
チ
ブ
は
河
川
の
上
流
域
ま
で
は
遡
上
せ
ず
、

下
流
域
で
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外
の
ハ
ゼ
は
、
河
川
の
中
上
流
域
ま

で
遡
上
す
る
。
ま
た
、
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
類
は
、
一
生
を
淡
水
域
で
過
ご
す
こ

せ
き

と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
河
川
の
途
中
で
堰
や
ダ
ム
が
造
ら
れ
、
海
に
下

れ
な
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
、
そ
の
上
流
部
に
あ
た
る
河
川
や
溜
池
な
ど

で
も
み
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。

周
縁
性
淡
水
魚
は
、
ボ
ラ
、
ス
ズ
キ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
（
写

真
５
）、
ト
ビ
ハ
ゼ
（
写
真
６
）、
ミ
ミ
ズ
ハ
ゼ
、
マ
サ
ゴ
ハ
ゼ
、
ビ
リ
ン

ゴ
、
ウ
ロ
ハ
ゼ
、
マ
ハ
ゼ
、
ハ
ゼ
ク
チ
、
ア
シ
シ
ロ
ハ
ゼ
、
ア
ベ
ハ
ゼ
、

シ
モ
フ
リ
シ
マ
ハ
ゼ
の
十
四
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
諫
早
湾
を
含
め
た

有
明
海
は
、
多
く
の
河
川
が
流
入
し
て
お
り
、
本
海
域
の
特
に
奥
部
で
汽

水
的
環
境
を
呈
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
町
内
で
も
一
時
的
に
河
川
汽
水
域

に
入
っ
て
く
る
種
類
は
、
今
後
さ
ら
に

増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

有
明
海
に
生
息
す
る
ス
ズ
キ
は
、
日

本
産
ス
ズ
キ
と
タ
イ
リ
ク
ス
ズ
キ
の
中

間
的
な
性
質
を
持
っ
て
お
り
、
ム
ツ
ゴ

ロ
ウ
な
ど
と
同
様
に
大
陸
遺
存
種
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
、
近
年
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。
町
内
で
は
今
里
川
で
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
本
海
域
に
は
広
く

生
息
す
る
た
め
、
他
の
河
川
で
も
見
ら

れ
る
可
能
性
が
高
い
。

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月

写真５ ムツゴロウ
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に
町
内
の
海
岸
域
を
調
査
し
た

際
、
長
里
川
、
小
深
井
川
、
船

津
川
、
今
里
川
の
各
河
口
の
泥

が
堆
積
し
た
狭
い
範
囲
で
確
認

さ
れ
た
。
県
内
で
は
小
長
井
町

と
高
来
町
の
一
部
が
現
在
唯
一

の
生
息
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ビ
ハ
ゼ
は
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
に

比
べ
確
認
さ
れ
た
場
所
が
多
く
、

町
内
の
汽
水
域
や
海
岸
域
に
広

く
生
息
す
る
。
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
が

け
い
そ
う
る
い

泥
干
潟
上
に
生
育
す
る
珪
藻
類

を
主
に
餌
に
す
る
植
物
食
で
あ
る
の
に
対
し
、
ト
ビ
ハ
ゼ
は
、
小
型
の
甲

殻
類
な
ど
を
餌
と
す
る
動
物
食
が
主
で
あ
る
。
産
卵
期
に
あ
た
る
五
〜
七

月
に
な
る
と
雄
の
体
色
が
変
化
し
、
鮮
や
か
な
橙
色
と
な
る
。

ミ
ミ
ズ
ハ
ゼ
は
、
ウ
ナ
ギ
を
小
さ
く
し
た
よ
う
な
五
�
程
度
の
ハ
ゼ
で
、

河
川
汽
水
域
の
小
石
の
間
や
石
の
下
に
生
息
し
て
お
り
、
手
で
捕
ま
え
よ

う
と
す
る
と
素
早
く
石
下
な
ど
に
潜
り
込
む
た
め
捕
ま
え
に
く
い
。

マ
ハ
ゼ
、
ハ
ゼ
ク
チ
及
び
ア
シ
シ
ロ
ハ
ゼ
は
、
同
じ
マ
ハ
ゼ
属
で
あ
る

た
め
、
小
型
個
体
で
は
区
別
す
る
の
が
難
し
い
が
、
ア
シ
シ
ロ
ハ
ゼ
が
八

�
程
度
、
マ
ハ
ゼ
が
二
十
五
�
程
度
に
し
か
大
き
く
な
ら
な
い
の
に
対
し
、

ハ
ゼ
ク
チ
で
は
四
十
�
を
超
え
る
大
き
さ
に
な
る
。
冬
季
に
み
ら
れ
る
通

称
「
な
が
れ
ハ
ゼ
」
は
、
ハ
ゼ
ク
チ
の
産
卵
後
の
個
体
を
指
し
て
い
る
よ

お
ひ
れ

う
で
あ
る
。
マ
ハ
ゼ
は
、
尾
鰭
に
黒
の
点
刻
が
み
ら
れ
る
が
、
ハ
ゼ
ク
チ

は
、
尾
鰭
が
黒
い
こ
と
で
区
別
さ
れ
る
。

シ
マ
ハ
ゼ
は
、
一
九
八
九
年
に
、
当
時
皇
太
子
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
明
仁

天
皇
に
よ
っ
て
、
二
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
町
内
で
は
河
川
河
口
域

み
お

や
潮
が
引
い
た
と
き
に
で
き
る
干
潟
の
澪
な
ど
で
、
そ
の
内
の
一
種
で
あ

る
シ
モ
フ
リ
シ
マ
ハ
ゼ
が
普
通
に
み
ら
れ
る
。
一
方
の
ア
カ
オ
ビ
シ
マ
ハ

ゼ
は
、
前
種
に
比
べ
塩
分
が
高
い
と
こ
ろ
を
好
む
よ
う
で
、
干
潮
時
に
で

き
る
潮
溜
り
な
ど
に
生
息
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
小
長
井
町
の
淡
水
魚
類
は
、
長
崎
県
の
淡
水
魚
類
相

で
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
純
淡
水
魚
が
少
な
く
、
通
し
回
遊
魚

や
周
縁
性
淡
水
魚
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
有
明
海
や
そ
れ
に
流
入

す
る
河
川
に
生
息
す
る
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
、
ハ
ゼ
ク
チ
と
い
っ

た
特
徴
的
な
種
が
み
ら
れ
る
魚
類
相
を
呈
し
て
い
る
。

注
１

環
境
庁

一
九
七
八

第
二
回
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
―
動
物
分
布
調
査

報
告
書
。

注
２

東

幹
夫
・
黒
川
貴
志
・
碓
井
利
明
・
柴
原
克
己

二
〇
〇
一

多
良
山
系

の
淡
水
魚
類
。
多
良
岳
の
生
物
、
一
二
九
―
一
五
二
。

注
３

深
川
元
太
郎
・
中
原
康
彦

二
〇
〇
二

長
崎
県
の
河
川
の
シ
ロ
ウ
オ
遡
上

確
認
（
有
明
海
）。
長
崎
県
生
物
学
会
誌
、
五
十
四
号

一
五
―
一
七
。

�

淡
水
エ
ビ
・
カ
ニ
類

小
長
井
町
の
河
川
に
は
、
海
域
に
比
べ
種
類
数
は
少
な
い
も
の
の
、
汽
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水
域
を
中
心
に
様
々
な
エ
ビ
・
カ
ニ
類
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で

は
、
上
流
域
、
中
下
流
域
・
溜
池
、
汽
水
域
の
三
つ
の
水
域
に
分
け
て
記

載
す
る
。

○
上
流
域

河
川
の
上
流
域
は
、
サ
ワ
ガ
ニ
と
モ
ク
ズ
ガ
ニ
が
生
息
す
る
。

サ
ワ
ガ
ニ
は
、
一
生
を
純
淡
水
域
や
水
辺
周
辺
の
陸
地
で
生
息
す
る
こ

と
が
で
き
、
卵
が
孵
化
し
た
後
も
し
ば
ら
く
は
雌
が
腹
部
で
保
護
す
る
習

性
を
も
っ
て
い
る
。
か
ら
揚
げ
な
ど
に
し
て
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

梅
雨
な
ど
の
時
期
に
道
路
上
に
出
て
き
た
個
体
を
捕
獲
し
て
い
る
人
を
時

折
み
か
け
る
。
大
型
の
個
体
よ
り
中
型
の
も
の
が
美
味
と
さ
れ
る
。

モ
ク
ズ
ガ
ニ
は
、
地
方
名
「
ツ
ガ
ネ
」
と
呼
ば
れ
、
秋
口
に
産
卵
の
た

や
な

め
海
に
下
る
個
体
を
食
す
る
た
め
、
簗
や
カ
ゴ
な
ど
を
河
川
に
設
置
し
、

捕
獲
し
て
い
る
。

○
中
下
流
域
・
溜
池

河
川
の
中
下
流
域
や
溜
池
に
は
、
前
述
の
サ
ワ
ガ
ニ
や
モ
ク
ズ
ガ
ニ
に

加
え
、
ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
、
ミ
ゾ
レ
ヌ
マ
エ
ビ
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
（
河
口
域

群
）、
ア
カ
テ
ガ
ニ
（
写
真
７
）、
ク
ロ
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
が
生
息
す
る
。

ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
は
純
淡
水
域
で
一
生
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
三
�

程
度
の
エ
ビ
で
、
長
里
川
の
中
流
域
や
下
流
域
に
広
く
み
ら
れ
る
。

ミ
ゾ
レ
ヌ
マ
エ
ビ
は
、
船
津
川
の
下
流
域
で
確
認
さ
れ
た
が
、
前
種
に

比
べ
る
と
数
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

テ
ナ
ガ
エ
ビ
（
写
真
８
）
は
、
地
方
名
「
ダ
ク
マ
」
と
呼
ば
れ
、
河
川

下
流
域
や
汽
水
域
で
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
長
崎
県
に
は
本
種
以
外

に
ヒ
ラ
テ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
ミ
ナ
ミ

テ
ナ
ガ
エ
ビ
が
生
息
す
る
が
、
町

内
で
は
生
息
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。

○
汽
水
域

汽
水
域
に
は
、
純
淡
水
域
に
比

べ
多
く
の
種
類
が
生
息
す
る
。
エ

ビ
類
で
は
、モ
エ
ビ
、マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
、
シ
ラ
タ
エ
ビ
、

ユ
ビ
ナ
ガ
ス
ジ
エ
ビ
な
ど
が
、
カ

ニ
類
で
は
シ
オ
マ
ネ
キ（
写
真
９
）、

ハ
ク
セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ
、
ヤ
マ
ト

オ
サ
ガ
ニ
、
ム
ツ
ハ
ア
リ
ア
ケ
ガ

ニ
、
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
、
ア
シ
ハ
ラ

ガ
ニ
、
ユ
ビ
ア
カ
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
、

ク
シ
テ
ガ
ニ
（
オ
オ
ユ
ビ
ア
カ
ベ

ン
ケ
イ
ガ
ニ
）、
カ
ク
ベ
ン
ケ
イ

ガ
ニ
、
ケ
フ
サ
イ
ソ
ガ
ニ
な
ど
が

生
息
す
る
。
ま
た
、
ヤ
ド
カ
リ
の

仲
間
の
ユ
ビ
ナ
ガ
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ

写真７ アカテガニ写真８ テナガエビ
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や
ア
ナ
ジ
ャ
コ
類
も
生
息
し
て

い
る
。

モ
エ
ビ
は
、
ク
ル
マ
エ
ビ
の

仲
間
で
大
き
く
な
る
と
十
�
を

超
え
る
大
き
さ
に
な
る
が
、
汽

水
域
で
見
ら
れ
る
の
は
、
三
〜

四
�
の
小
型
個
体
の
み
で
あ
る
。

有
明
海
に
生
息
す
る
ク
ル
マ
エ

ビ
の
仲
間
は
、

注
４林

に
よ
る
と
十

六
種
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
種
も
稚
エ
ビ
の
時
期
に
一

時
的
に
汽
水
域
で
見
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
モ
エ
ビ
は
、
長
里
川
、
小
深
井
川
、
船
津
川
の
汽
水
域
で

確
認
し
て
い
る
。

有
明
海
に
生
息
す
る
テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
の
仲
間
は
、
十
七
種
の
生
息
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
も
そ
の
一
種
で
あ
る
。

こ
の
仲
間
は
、
は
さ
み
の
片
方
が
大
き
く
な
る
も
の
が
多
く
、
干
潮
時
に

は
そ
の
は
さ
み
で
石
の
下
な
ど
で
パ
チ
ッ
、
パ
チ
ッ
と
音
を
鳴
ら
し
て
い

る
の
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

ユ
ビ
ナ
ガ
ス
ジ
エ
ビ
は
、
町
内
の
汽
水
域
で
最
も
普
通
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
種
で
、
生
息
数
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

シ
オ
マ
ネ
キ
は
、
今
里
川
の
河
口
部
に
あ
る
泥
干
潟
で
確
認
さ
れ
た
。

県
内
で
は
有
明
海
に
面
す
る
地
域
の
干
潟
で
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近

の
調
査
で
は
島
原
半
島
沿
岸
、
高
来
町
及
び
小
長
井
町
以
外
の
場
所
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
県
内
で
は
唯
一
の
場
所
と
思

わ
れ
る
。
近
縁
種
の
ハ
ク
セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ
は
、
県
本
土
で
は
各
所
に
生

息
し
て
お
り
、
シ
オ
マ
ネ
キ
よ
り
生
息
地
は
多
い
。
町
内
で
は
長
里
川
の

汽
水
域
に
生
息
し
て
い
る
。
ま
た
、
汽
水
域
や
沿
岸
の
泥
干
潟
に
は
ヤ
マ

ト
オ
サ
ガ
ニ
が
多
く
生
息
し
て
お
り
、
町
内
で
は
最
も
よ
く
目
に
す
る
種

類
の
一
つ
で
あ
る
。
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
類
は
、
汽
水
域
の
川
岸
に
あ
る
転
石

の
下
、
ヨ
シ
原
内
の
地
面
に
孔
を
掘
っ
て
生
息
し
て
い
る
。
大
部
分
は
夜

行
性
で
あ
る
た
め
、
昼
間
は
、
姿
を
見
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
夜
間
は
汽

水
域
の
各
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
４

林

健
一
（
二
〇
〇
〇
）
有
明
海
の
エ
ビ
類
。
有
明
海
の
生
き
物
た
ち
、
九

八
―
九
九
。
海
游
舎
。

�

淡
水
貝
類

淡
水
に
生
息
す
る
貝
類
は
、
小
型
の
も
の
で
数
�
、
大
型
で
は
十
数
�

に
達
す
る
も
の
ま
で
存
在
す
る
。
町
内
で
は
淡
水
域
の
も
の
は
種
類
数
が

少
な
い
も
の
の
、
汽
水
域
に
は
県
内
で
は
希
少
な
も
の
も
含
め
、
多
く
の

種
が
生
息
し
て
い
る
。

○
上
流
域

町
内
の
河
川
上
流
域
に
生
息
す
る
貝
類
は
、
カ
ワ
ニ
ナ
と
ナ
ナ
ツ
ガ
マ

ミ
ジ
ン
ツ
ボ
（
写
真
１０
）
の
二
種
が
生
息
し
て
い
る
。

カ
ワ
ニ
ナ
は
、
殻
の
高
さ
が
四
�
程
度
の
巻
貝
で
、
殻
の
色
が
黒
褐
色

し
ま

を
し
て
い
る
も
の
や
褐
色
に
黒
褐
色
の
縞
が
あ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
河
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川
の
上
流
域
か
ら
下
流
域
ま
で

広
く
み
ら
れ
、
生
息
数
も
多
い
。

ホ
タ
ル
の
一
種
で
あ
る
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
の
幼
虫
が
餌
と
し
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

ナ
ナ
ツ
ガ
マ
ミ
ジ
ン
ツ
ボ
は
、

殻
高
が
一
〜
二
�
の
非
常
に
小

さ
な
巻
貝
で
あ
る
。
殻
は
、
白

色
で
あ
る
が
、
表
面
に
泥
な
ど

が
付
着
し
て
褐
色
に
見
え
る
場

合
も
あ
る
。
長
里
川
上
流
の
木

が
生
い
茂
っ
た
河
川
脇
の
浸
み

出
し
な
ど
に
生
息
し
、
水
中
の
浮
石
の
下
や
落
ち
葉
の
裏
な
ど
に
付
着
し

て
い
る
。

○
中
下
流
域
・
溜
池

前
述
の
カ
ワ
ニ
ナ
に
加
え
、
河
川
で
は
イ
シ
マ
キ
ガ
イ
、
ス
ク
ミ
リ
ン

ゴ
ガ
イ
、
ヒ
ラ
マ
キ
ミ
ズ
マ
イ
マ
イ
、
ヒ
メ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
、
シ
ジ
ミ
の

一
種
が
、
溜
池
で
は
ヒ
メ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
、
マ
ル
タ
ニ
シ
、
ド
ブ
ガ
イ
が

み
ら
れ
る
。

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
は
、
通
称
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
南

米
原
産
の
外
来
種
で
あ
る
。
県
内
に
は
島
原
半
島
へ
持
ち
込
ま
れ
た
も
の

が
徐
々
に
分
布
を
拡
大
し
、
町
内
に
も
生
息
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
低
地
の
水
田
地
帯
を
中
心
に
多
数
生
息
し
、
田
植
え
後
間
も
な
い

イ
ネ
を
食
害
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

ヒ
ラ
マ
キ
ミ
ズ
マ
イ
マ
イ
は
、
一
�
未
満
の
円
盤
状
で
平
ら
な
形
を
し

て
お
り
、
川
岸
の
淀
み
に
生
え
て
い
る
抽
水
植
物
や
水
中
に
堆
積
し
た
落

ち
葉
な
ど
に
付
着
し
て
い
る
。
長
里
川
の
中
流
域
に
生
息
し
て
い
た
が
、

町
内
に
広
く
生
息
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ヒ
メ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
は
、
大
き
さ
が
一
�
程
度
の
小
型
の
巻
貝
で
、
殻

色
が
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
殻
が
薄
い
た
め
、
強
く
握
る
と
容
易
に
潰
れ

る
。
田
原
溜
池
や
低
地
の
水
が
あ
る
放
棄
水
田
な
ど
の
止
水
域
や
流
れ
が

緩
や
か
な
場
所
に
生
息
す
る
。

シ
ジ
ミ
の
仲
間
は
、
県
内
で
は
マ
シ
ジ
ミ
と
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
息
が

知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
日
本
各
地
で
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
タ
イ

ワ
ン
シ
ジ
ミ
等
の
生
息
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
マ
シ
ジ
ミ
と
の
区
別

が
外
見
上
困
難
で
あ
る
た
め
、
町
内
に
生
息
す
る
シ
ジ
ミ
が
ど
の
種
類
に

あ
た
る
の
か
定
か
で
は
な
い
。
今
後
の
調
査
・
研
究
に
期
待
す
る
。
町
内

を
流
れ
る
河
川
の
中
下
流
域
の
砂
礫
底
な
ど
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
ル
タ
ニ
シ
は
、
日
本
古
来
か
ら
生
息
す
る
巻
貝
で
、
大
き
い
も
の
で

は
殻
の
高
さ
が
七
�
程
度
に
も
な
る
。
町
内
で
は
山
ノ
神
溜
池
、
田
原
溜

池
及
び
山
茶
花
溜
池
に
生
息
し
て
お
り
、
止
水
的
な
環
境
を
好
む
よ
う
で

あ
る
が
、
低
地
の
水
田
や
溜
池
な
ど
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。ド

ブ
ガ
イ
は
、
大
き
さ
が
二
十
�
程
度
に
な
る
大
型
の
二
枚
貝
で
主
に

溜
池
の
泥
や
砂
泥
底
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
町
内
で
は
田
原
溜
池
に
生

写真１０ ナナツガマミジンツボ
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ひ
れ

息
す
る
。
本
種
の
グ
ロ
キ
デ
ィ
ウ
ム
幼
生
は
、
一
時
期
底
生
魚
類
の
鰭
な

ど
に
寄
生
す
る
。
ま
た
、
コ
イ
科
魚
類
の
仲
間
で
あ
る
タ
ナ
ゴ
類
が
こ
の

貝
の
中
に
卵
を
産
む
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
研
究
で
は
、
ド
ブ

ガ
イ
の
中
に
遺
伝
的
に
異
な
る
二
型
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
両
者

を
別
種
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
外
見
で
は
区
別
が
困
難
で
あ
り
、
佐
賀
平

野
で
は
両
者
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
県
内
の
ド
ブ
ガ
イ
に
つ
い
て
は
調
査

が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。

○
汽
水
域

汽
水
域
や
河
口
に
広
が
る
干
潟
に
は
純
淡
水
域
に
比
べ
、
ウ
ミ
ニ
ナ
類
、

ヘ
ナ
タ
リ
類
、
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
類
と
い
っ
た
巻
貝
を
は
じ
め
、
多
く
の
種

類
が
生
息
す
る
。
二
〇
〇
四
年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
シ
ボ
リ
ガ
イ
、
イ

シ
マ
キ
ガ
イ
、
ヒ
ロ
ク
チ
カ
ノ
コ
（
写
真
１１
）、
タ
マ
キ
ビ
、
マ
ル
ウ
ズ

ラ
タ
マ
キ
ビ
、
イ
シ
ダ
タ
ミ
、
ウ
ミ
ニ
ナ
、
ホ
ソ
ウ
ミ
ニ
ナ
、
イ
ボ
ウ
ミ

ニ
ナ
（
死
殻
の
み
）、
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
、
ク
ロ
ヘ
ナ
タ
リ
、
シ
マ
ヘ
ナ
タ

リ
（
写
真
１２
）、
ヘ
ナ
タ
リ
、
カ
ワ
ア
イ
、
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
、
ナ
ラ
ビ
オ

カ
ミ
ミ
ガ
イ
、
キ
ヌ
カ
ツ
ギ
ハ
マ
シ
イ
ノ
ミ
、
シ
イ
ノ
ミ
ミ
ミ
ガ
イ
、
セ

ン
ベ
イ
ア
ワ
モ
チ
（
写
真
１３
）、
オ
オ
ク
リ
イ
ロ
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
ク

リ
イ
ロ
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
ヒ
ラ
ド
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
ア
ズ
キ
カ
ワ
ザ

ン
シ
ョ
ウ
、
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
、
ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
、
ア
ラ
ム
シ
ロ
、
カ
ラ
ム

シ
ロ
、
ク
ロ
グ
チ
、
ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ
、
ハ
ナ
グ
モ
リ
、
ア
サ
リ
、

シ
オ
フ
キ
の
計
三
十
二
種
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
内
、
ア
ズ
キ
カ
ワ
ザ
ン

シ
ョ
ウ
は
、
国
内
で
は
有
明
海
に
の
み
し
か
生
息
し
な
い
特
産
種
で
あ
る
。

ま
た
、
有
明
海
以
外
で
は
稀
な
も

の
、
死
殻
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な

い
も
の
な
ど
、
準
特
産
種
と
呼
ば

れ
る
も
の
に
は
、
ヒ
ロ
ク
チ
カ
ノ

コ
、
シ
マ
ヘ
ナ
タ
リ
、
ク
ロ
ヘ
ナ

タ
リ
、
オ
オ
ク
リ
イ
ロ
カ
ワ
ザ
ン

シ
ョ
ウ
、
セ
ン
ベ
イ
ア
ワ
モ
チ
、

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
な
ど
が
あ
る
。

ウ
ミ
ニ
ナ
類
は
、
干
潟
上
や
転

石
上
な
ど
で
比
較
的
普
通
に
み
ら

れ
る
巻
貝
の
仲
間
で
、
ウ
ミ
ニ
ナ
、
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ホ
ソ
ウ
ミ
ニ
ナ
、
イ
ボ
ウ
ミ
ニ
ナ
の
三
種
が
知
ら
れ
る
。
町
内
の
汽
水
域

で
は
ウ
ミ
ニ
ナ
が
普
通
に
見
ら
れ
る
が
、
全
国
的
に
は
イ
ボ
ウ
ミ
ニ
ナ
と

共
に
減
少
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
逆
に
ホ
ソ
ウ
ミ
ニ
ナ
は
、
増
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
イ
ボ
ウ
ミ
ニ
ナ
は
、
汽
水
域
で
は
ユ
ビ
ナ
ガ
ホ
ン
ヤ
ド

き
き
ょ

カ
リ
が
寄
居
し
た
死
殻
の
み
で
、
現
在
で
も
町
内
に
生
息
し
て
い
る
か
確

認
で
き
て
い
な
い
。

ヘ
ナ
タ
リ
類
は
、
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
、
ク
ロ
ヘ
ナ
タ
リ
、
シ
マ
ヘ
ナ
タ
リ
、

ヘ
ナ
タ
リ
及
び
カ
ワ
ア
イ
の
五
種
が
生
息
し
て
い
る
。
前
述
の
ウ
ミ
ニ
ナ

類
と
共
に
干
潟
の
上
や
潮
間
帯
上
部
に
生
育
し
て
い
る
ヨ
シ
原
の
中
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
五
種
は
、
微
細
な
生
息
環
境
の
違
い
で
棲
み
分
け

し
て
い
る
よ
う
で
、
潮
間
帯
の
上
部
に
あ
る
ヨ
シ
原
の
や
や
乾
燥
し
た
泥

上
に
は
シ
マ
ヘ
ナ
タ
リ
が
、
潮
間
帯
中
部
砂
泥
〜
泥
干
潟
に
は
フ
ト
ヘ
ナ

み
お

タ
リ
、
ヘ
ナ
タ
リ
、
カ
ワ
ア
イ
が
、
そ
の
中
で
も
干
潟
上
に
あ
る
澪
や
湿
っ

て
い
る
泥
干
潟
に
ク
ロ
ヘ
ナ
タ
リ
が
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
最
も
よ

く
み
ら
れ
る
の
は
、
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
で
あ
る
。
シ
マ
ヘ
ナ
タ
リ
と
ク
ロ
ヘ

ナ
タ
リ
は
、
近
年
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
も
両
種
を
同
時
に
み
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
長
里
川
、
井
崎
名
、
今
里
川
の
各
汽
水
域
の
干
潟
の

み
で
あ
る
。

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
類
は
、
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
、
ナ
ラ
ビ
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
、
キ

ヌ
カ
ツ
ギ
ハ
マ
シ
イ
ノ
ミ
、
シ
イ
ノ
ミ
ミ
ミ
ガ
イ
の
四
種
が
み
ら
れ
る
。

主
に
潮
間
帯
上
部
の
ヨ
シ
な
ど
の
塩
生
植
物
の
根
元
付
近
や
転
石
の
下
に

生
息
し
て
い
る
。
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
は
、
殻
の
高
さ
が
四
�
程
度
ま
で
大
き

く
な
り
目
に
付
き
や
す
い
も
の
の
、
そ
の
他
は
、
一
�
未
満
の
小
型
種
で

あ
る
。

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
類
は
、
一
�
に
満
た
な
い
小
型
の
巻
貝
で
、
有
明
海

で
は
多
く
の
種
の
生
息
が
知
ら
れ
て
い
る
。
汽
水
域
に
あ
る
ヨ
シ
原
や
転

石
下
な
ど
に
み
ら
れ
、
町
内
で
は
ヒ
ラ
ド
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
や
ク
リ
イ
ロ

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
を
よ
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
深
川
元
太
郎
）

６

小
長
井
町
の
昆
虫

小
長
井
町
は
多
良
山
系
の
中
腹
か
ら
南
東
へ
向
っ
て
丘
陵
地
が
そ
の
ま

ま
諫
早
湾
に
臨
ん
で
い
る
た
め
、
海
岸
一
帯
に
平
地
は
少
な
く
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
岩
礁
地
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
標
高
が
最
も
高
い
と
こ
ろ
で

も
六
五
〇
�
ほ
ど
し
か
な
く
、
七
五
〇
�
付
近
以
上
に
成
立
す
る
夏
緑
樹

林
（
落
葉
広
葉
樹
林
）
を
欠
い
て
お
り
、
小
長
井
町
全
域
が
照
葉
樹
林
（
常

緑
広
葉
樹
林
）
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
ア
カ
ア
シ
ク
ワ
ガ
タ
の

よ
う
な
夏
緑
樹
林
に
生
息
す
る
昆
虫
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
平

ら
な
地
は
田
畑
に
な
っ
て
お
り
、
山
に
は
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が
目
立
ち
、

照
葉
樹
林
地
帯
で
は
あ
っ
て
も
照
葉
樹
の
原
生
林
は
残
存
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
シ
イ
・
ク
ス
・
タ
ブ
な
ど
の
大
木
の
倒
木
に
の
み
生
息
す
る
よ

う
な
昆
虫
、
た
と
え
ば
ミ
ツ
ギ
リ
ゾ
ウ
ム
シ
の
よ
う
な
昆
虫
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。
だ
が
伐
採
後
に
成
立
す
る
ス
ダ
ジ
イ
や
ア
ラ
カ
シ
の
優
占
す

る
二
次
林
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
自
然
林
の
様
相
を
示
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
森
林
性
昆
虫
の
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
採
石
場
の
跡
に
は
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遷
移
途
上
の
ア
カ
マ
ツ
林
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
ハ
ル
ゼ
ミ
の
よ
う

な
松
林
に
特
有
の
昆
虫
が
生
息
し
て
い
る
。
ま
た
ク
ヌ
ギ
の
雑
木
林
も
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム

シ
・
カ
ナ
ブ
ン
・
ル
リ
タ
テ
ハ
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
里
山
の
昆
虫
の
生
活
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

小
長
井
町
に
は
大
き
な
渓
谷
が
な
い
た
め
サ
ナ
エ
ト
ン
ボ
類
や
カ
ゲ
ロ

ウ
類
な
ど
の
渓
流
性
昆
虫
の
種
類
は
少
な
く
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
の
生
息
の

可
能
性
も
小
さ
い
。
し
か
し
一
方
で
は
山
茶
花
・
田
原
・
山
の
神
の
溜
め

池
を
は
じ
め
と
し
て
溜
め
池
が
多
い
の
で
止
水
性
の
水
生
昆
虫
や
水
辺
を

好
む
昆
虫
に
珍
し
い
種
類
が
期
待
で
き
る
が
、
調
査
は
十
分
で
は
な
い
。

小
長
井
町
の
昆
虫
相
は
隣
接
す
る
高
来
町
や
佐
賀
県
太
良
町
の
山
麓
か

ら
平
地
に
か
け
て
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し

中
に
は
注
目
す
べ
き
種
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
て
お
り
、
調
査
を
進
め
れ

ば
平
地
性
・
暖
地
性
の
昆
虫
で
貴
重
な
種
類
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。昆

虫
は
種
類
が
多
く
、
そ
の
生
活
は
実
に
多
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

昆
虫
相
を
解
明
す
れ
ば
自
然
を
よ
り
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

も
あ
る
。
し
か
し
従
来
よ
り
小
長
井
町
の
昆
虫
相
に
関
し
て
は
一
部
の
昆

虫
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
過
去
の
記
録
は
皆
無

に
近
い
。
こ
こ
に
記
載
す
る
昆
虫
も
小
長
井
町
の
昆
虫
の
ご
く
一
部
に
過

ぎ
な
い
。

�

注
目
す
べ
き
昆
虫

シ
ロ
ヘ
リ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
（
長
崎
県
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）

諫
早
湾
を
取
り
囲
む
市
町
の
う
ち
、
半
島
状
に
突
き
出
た
岩
礁
地
の
自

然
海
岸
を
も
つ
の
は
小
長
井
町
の
み
で
あ
る
。
こ
の
自
然
海
岸
を
代
表
す

る
昆
虫
に
シ
ロ
ヘ
リ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
が
あ
る
。
体
長
十
二
�
ほ
ど
の
ハ
ン

じ
ょ
う
し

ミ
ョ
ウ
科
の
甲
虫
で
、
上
翅
の
縁
が
白
い
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。
海

岸
の
岩
礁
地
に
生
息
す
る
が
、
多
く
は
外
洋
に
面
し
た
海
岸
で
見
ら
れ
、

波
の
静
か
な
内
海
に
は
少
な
い
。
有
明
海
沿
岸
で
は
ご
く
限
ら
れ
た
と
こ

ろ
に
し
か
分
布
し
て
お
ら
ず
、
小
長
井
町
は
そ
の
貴
重
な
分
布
地
の
一
つ

で
あ
る
。
本
種
の
分
布
ル
ー
ト
は
、
一
つ
は
台
湾
か
ら
日
本
海
流（
黒
潮
）

に
そ
っ
て
点
々
と
千
葉
県
ま
で
と
、
も
う
一
つ
は
黒
潮
か
ら
分
か
れ
た
対

馬
海
流
に
そ
っ
て
北
九
州
付
近

ま
で
で
あ
り
、
本
州
の
日
本
海

側
に
は
全
く
分
布
し
て
い
な
い
。

小
長
井
町
で
発
見
さ
れ
た
の
は

一
九
八
三
年
で
あ
る
。
発
見
さ

れ
た
当
時
は
個
体
数
も
多
か
っ

た
が
、
そ
の
後
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
現
在
で
は

絶
滅
寸
前
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。

主
な
原
因
は
海
岸
の
護
岸
工
事

に
よ
る
生
息
地
の
減
少
が
あ
げ

ら
れ
る
。
し
か
し
残
さ
れ
た
二
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〜
三
箇
所
の
生
息
地
に
つ
い
て
は
特
に
大
き
な
環
境
の
変
化
は
見
ら
れ
ず
、

何
ら
か
の
原
因
が
あ
っ
て
個
体
数
の
減
少
を
ま
ね
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。本

種
は
海
岸
の
岩
礁
地
と
い
う
、
昆
虫
に
と
っ
て
極
め
て
生
息
の
困
難

な
環
境
に
生
活
し
て
い
る
と
い
う
点
で
非
常
に
特
異
で
あ
り
、
昆
虫
の
適

応
や
進
化
を
考
え
る
面
か
ら
み
て
も
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
た
だ
し
海
岸

の
岩
礁
地
で
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
生
息
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

玄
武
岩
が
風
化
し
た
場
合
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
粘
土
質
の
層
が
あ
る
と
こ

ろ
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
粘
土
層
が
な
い
と
幼
虫
が
巣
穴
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ず
、
生
活
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
長
崎
県
の
よ
う
に
海
岸
線
が
長
い
地
域
で
あ
っ
て
も
生
息
箇
所
は
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

※
小
長
井
町
に
分
布
す
る
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
科
の
昆
虫
と
し
て
は
シ
ロ
ヘ
リ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

の
ほ
か
に
ナ
ミ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
（
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
）・
ニ
ワ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
・
コ
ハ
ン
ミ
ョ

ウ
・
エ
リ
ザ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
が
あ
る
。
コ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
と
エ
リ
ザ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
は
海

岸
近
く
に
多
く
見
ら
れ
、
ニ
ワ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
は
内
陸
部
の
林
道
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

ナ
ミ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
は
最
も
広
い
範
囲
に
見
ら
れ
る
が
個
体
数
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な

い
。

セ
ア
カ
オ
サ
ム
シ
（
長
崎
県
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）

セ
ア
カ
オ
サ
ム
シ
は
オ
サ
ム
シ
科
の
甲
虫
で
、
長
崎
県
で
は
雲
仙
と
多

良
山
系
の
み
で
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
貴
重
な
甲
虫
で
あ
る
。
多
良
山
系

で
は
諫
早
市
の
五
家
原
岳
の
中
腹
で
も
見
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
小

長
井
町
の
山
茶
花
高
原
を
中
心
と
し
た
一
帯
が
特
に
個
体
数
が
多
い
よ
う

で
、
県
内
に
お
け
る
分
布
の
中
心
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
れ

に
は
佐
賀
県
太
良
町
の
一
部
も
含
ま
れ
て
い
る
）。
林
縁
の
周
辺
の
背
の

低
い
草
地
に
見
ら
れ
る
が
、
夕
方
に
道
路
を
歩
行
し
て
い
た
り
道
路
の
側

溝
に
落
下
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
山
茶
花
高
原
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク

で
は
芝
生
広
場
の
中
心
部
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

セ
ア
カ
オ
サ
ム
シ
は
典
型
的
な
歩
行
虫
で
あ
り
、
走
る
の
は
得
意
で
あ

る
が
飛
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
オ
サ
ム
シ
類
の
中
で
は
小
型
で
、
体
長
は

二
�
前
後
で
あ
る
。
セ
ア
カ
（
背
赤
）
と
あ
る
が
、
目
立
つ
の
は
胸
部
背

面
の
赤
銅
色
で
あ
る
。
ま
た
上
翅
に
見
ら
れ
る
凸
状
に
盛
り
上
が
っ
た

粒
々
に
特
徴
が
あ
る
。

※
小
長
井
町
に
分
布
す
る
オ
サ
ム
シ
類
と
し
て
は
セ
ア
カ
オ
サ
ム
シ
の
ほ
か
に
オ
オ

セアカオサムシの頭部

セアカオサムシの上翅

―９０―
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オ
サ
ム
シ
、
ヒ
メ
オ
サ
ム
シ
、
マ
イ

マ
イ
カ
ブ
リ
が
あ
る
。

オ
オ
オ
サ
ム
シ
と
ヒ
メ
オ
サ
ム
シ
は

林
縁
や
林
道
を
歩
行
し
て
い
る
の
が

普
通
に
み
か
け
ら
れ
る
。
特
に
春
か

ら
夏
に
か
け
て
林
道
で
車
に
轢
か
れ

て
い
る
こ
と
も
多
い
。

マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
は
全
県
的
に

少
し
ず
つ
減
少
の
兆
し
が
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
長
崎
県
で
は
準
絶
滅

危
惧
に
指
定
し
て
い
る
が
、
小
長

井
町
で
は
ま
だ
林
縁
や
畑
地
近
く

で
時
々
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

道
路
に
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
オ
オ
オ
サ
ム
シ
や
ヒ
メ
オ
サ

ム
シ
に
比
べ
れ
ば
ず
っ
と
少
な
い
。

マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
は
そ
の
名
の
と

お
り
マ
イ
マ
イ
（
蝸
牛
）
の
天
敵

で
あ
る
が
、
逆
に
い
え
ば
生
息
地

に
蝸
牛
が
少
な
い
と
減
少
す
る
と

も
言
え
る
。

ア
カ
マ
ダ
ラ
コ
ガ
ネ
（
長
崎
県
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
）

ア
カ
マ
ダ
ラ
コ
ガ
ネ
は
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
樹
液
に
集
ま
る
コ
ガ
ネ
ム
シ
科

の
甲
虫
で
あ
る
。
同
じ
樹
液
に
く
る
コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
カ
ナ
ブ
ン
な
ど
に

比
べ
、
も
と
も
と
個
体
数
の
少
な
い
甲
虫
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
時
々
は
目

に
し
て
い
た
が
、
近
年
に
な
り
県
下
各
地
で
め
っ
き
り
減
少
し
た
よ
う
で
、

ほ
と
ん
ど
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
そ
ら
く
地

域
的
に
は
絶
滅
し
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
小
長
井
町
で

も
新
田
原
の
ク
ヌ
ギ
林
で
一
例
が
確
認
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

※
樹
液
に
く
る
甲
虫
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
に
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
・
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ

タ
・
コ
ク
ワ
ガ
タ
・
カ
ナ
ブ
ン
・
シ
ロ
テ
ン
ハ
ナ
ム
グ
リ
が
普
通
に
み
ら
れ
る
。

ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
も
採
集
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
ず
っ
と
少
な
い
。

ニ
ホ
ン
ホ
ホ
ビ
ロ
コ
メ
ツ
キ
モ
ド
キ
（
長
崎
県
準
絶
滅
危
惧
）

本
種
は
コ
メ
ツ
キ
モ
ド
キ
科
の
中
で
は
日
本
最
大
の
甲
虫
で
あ
る
。
脚

が
長
く
独
特
の
形
態
を
し
て
い
る
。
メ
ダ
ケ
に
つ
き
、
近
く
に
竹
藪
の
あ

る
民
家
の
周
辺
で
偶
然
に
発
見
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
採
集

例
の
少
な
い
珍
し
い
甲
虫
で
あ
る
。
小
長
井
町
で
は
長
里
で
み
つ
か
っ
て

い
る
。

そ
の
他
で
注
目
さ
れ
る
昆
虫
と
し
て
コ
オ
ロ
ギ
の
一
種
が
あ
る
。
一
九

九
〇
年
井
崎
の
海
岸
で
見
出
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
ウ
ミ
コ
オ
ロ
ギ
属
の
も

の
で
あ
ろ
う
が
、海
岸
で
礫
の
転
が
る
潮
間
帯
に
生
息
す
る
。成
虫
に
な
っ

て
も
羽
が
生
え
て
こ
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
夏
の
夜
、
潮
が
引
い
た
あ

と
に
礫
の
間
な
ど
を
さ
が
す
と
み
つ
か
る
が
最
近
で
は
確
認
で
き
て
い
な
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い
。
再
発
見
し
て
き
ち
ん
と
同
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

小
長
井
町
で
最
も
貴
重
な
昆
虫
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

�

セ

ミ

類

セ
ミ
は
姿
を
見
な
く
と
も
鳴
き
声
で
生
息
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
長
井
町
に
は
少
な
く
と
も
五
種
類
の
セ
ミ
が
生
息
す
る
。
こ
の
ほ
か
に

ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
が
生
息
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な

い
。ま

ず
春
に
鳴
き
始
め
る
の
は
ハ
ル
ゼ
ミ
で
あ
る
。
松
林
で
ギ
ャ
ー

ギ
ャ
ー
と
鳴
い
て
お
れ
ば
ハ
ル
ゼ
ミ
と
思
っ
て
間
違
い
な
い
。
山
茶
花
高

原
で
も
芝
生
広
場
の
隅
に
小
規
模
な
松
林
が
あ
る
が
、
春
に
は
鳴
き
声
を

耳
に
す
る
。
ハ
ル
ゼ
ミ
は
、
長

崎
県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
に

指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
セ
ミ

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
各
地
で
松

林
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
と
関

係
が
あ
る
。

ヒ
グ
ラ
シ
は
早
起
き
の
セ
ミ

で
、
朝
の
五
時
頃
に
は
す
で
に

鳴
き
始
め
る
。
昼
間
は
ほ
と
ん

ど
鳴
か
な
い
が
、
小
雨
が
ち
の

曇
っ
た
日
に
は
昼
間
で
も
鳴
い

て
い
る
。
夕
方
に
な
る
と
再
び

鳴
き
始
め
る
。
広
域
基
幹
林
道
多
良
岳
横
断
線
の
周
辺
の
ヒ
ノ
キ
林
に
特

に
多
い
。
ヒ
ノ
キ
林
内
を
歩
く
と
木
の
根
元
や
落
ち
た
枝
の
付
近
か
ら
ヒ

グ
ラ
シ
が
飛
び
だ
し
て
く
る
が
、
こ
れ
は
ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴
か
な
い
時
間
帯

に
は
地
面
近
く
で
過
ご
す
習
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
山
手
に
多

い
セ
ミ
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
十
年
ほ
ど
の
間
に
海
岸
近
く
で
も
鳴
き
声
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

梅
雨
が
あ
け
る
少
し
前
か
ら
鳴
き
始
め
る
の
が
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
で
、

チ
ー
と
か
ん
高
く
て
岩
に
し
み
い
る
よ
う
な
声
で
鳴
く
。
脱
け
殻
に
は
必

ず
泥
が
つ
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
町
内
各
地
に
生
息
し
て
い
る
が
、
毘

沙
天
岳
に
は
特
に
多
い
よ
う
だ
。

梅
雨
が
あ
け
る
の
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
い
っ
せ
い
に
鳴
き
始
め

る
の
が
ク
マ
ゼ
ミ
で
あ
る
。
セ
ン
ダ
ン
の
木
に
す
ず
な
り
の
よ
う
に
止

ま
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
午
前
八
時
近
く
か
ら
う
る
さ

く
鳴
き
始
め
る
が
、
午
後
に
な
る
と
お
と
な
し
く
な
る
。
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
も

真
夏
に
多
い
セ
ミ
で
サ
ク
ラ
の
木
に
好
ん
で
と
ま
る
。
十
月
に
も
鳴
き
声

が
聞
か
れ
る
の
が
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ウ
シ
で
あ
る
が
、
個
体
数
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
よ
う
だ
。

�

チ
ョ
ウ
類

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科
で
は
ア
ゲ
ハ
・
キ
ア
ゲ
ハ
・
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
・
ミ
ヤ

マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
・
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
・
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
・
ク
ロ
ア
ゲ

ハ
・
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
な
ど
を
よ
く
見
か
け
る
。
中
で
も
大
型
の
モ
ン
キ

ア
ゲ
ハ
が
目
立
つ
。
長
崎
市
周
辺
に
多
い
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
は
ま
だ
発
見

ヒグラシ

―９２―
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さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
で
は
ア
カ
タ
テ
ハ
・
ヒ
メ
ア
カ
タ
テ
ハ
・
ル
リ
タ
テ

ハ
・
キ
タ
テ
ハ
・
ス
ミ
ナ
ガ
シ
・
イ
シ
ガ
ケ
チ
ョ
ウ
・
イ
チ
モ
ン
ジ
チ
ョ

ウ
・
コ
ミ
ス
ジ
・
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
な
ど
が
普
通
に
見
ら
れ
る
。
ル

リ
タ
テ
ハ
は
樹
液
に
よ
く
集
ま
る
が
、
夕
方
に
は
広
域
基
幹
林
道
多
良
岳

横
断
線
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
よ
く
降
り
て
き
て
お
り
、
数
百
�
の
間
に
十

頭
以
上
を
数
え
た
こ
と
も
あ
る
。
目
立
た
な
い
チ
ョ
ウ
だ
が
個
体
数
は
多

い
よ
う
だ
。

シ
ロ
チ
ョ
ウ
科
で
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
・
ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
・
モ

ン
キ
チ
ョ
ウ
・
キ
チ
ョ
ウ
が
見
ら
れ
る
。
ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
に
よ
く
似
て
い
る
た
め
に
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
。
モ
ン
シ

ロ
チ
ョ
ウ
は
低
地
の
明
る
い
と

こ
ろ
に
多
い
の
に
対
し
、
ス
ジ

グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
多
良
岳
横

断
線
に
そ
っ
た
林
縁
の
よ
う
な
、

や
や
日
陰
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

よ
く
み
か
け
る
。
幼
虫
は
共
に

ア
ブ
ラ
ナ
科
の
植
物
を
食
草
と

し
て
い
る
が
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ

ウ
と
ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は

同
じ
場
所
で
い
っ
し
ょ
に
見
か

け
る
こ
と
は
少
な
く
、
す
み
わ

け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
ほ
か
に
小
形
の
チ
ョ
ウ

で
あ
る
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
科
で
は

草
地
に
ベ
ニ
シ
ジ
ミ
や
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
が
、
ま
た
カ
シ
の
樹
林

の
林
縁
に
ム
ラ
サ
キ
ツ
バ
メ
・

ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
・
ウ
ラ
ギ
ン

シ
ジ
ミ
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科
で
は
ダ
イ

ミ
ョ
ウ
セ
セ
リ
や
イ
チ
モ
ン
ジ

セ
セ
リ
が
林
道
の
脇
の
花
に
来

て
い
る
。
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
も

時
折
み
か
け
る
。

ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
科
で
は
ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ
、
ヒ
メ
ジ
ャ
ノ
メ

を
よ
く
見
か
け
る
。
樹
液
で
は
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
が
見
ら
れ
る
が
こ
れ
は
比
較

的
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
長
里
で
は
ア
ラ
カ
シ
の
樹
液
に
集
ま
っ
て
い
る

の
が
見
ら
れ
た
。
サ
ト
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
も
生
息
す
る
と
思
わ
れ
る
が
未

確
認
で
あ
る
。

南
方
か
ら
台
風
な
ど
に
乗
っ
て
く
る
チ
ョ
ウ
は
迷
蝶
と
呼
び
、
土
着
の

チ
ョ
ウ
と
は
区
別
し
て
い
る
。
特
に
九
月
〜
十
月
に
見
か
け
る
こ
と
が
多

い
が
、
土
着
の
チ
ョ
ウ
と
は
異
な
り
毎
年
見
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
最

近
で
は
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
科
の
ウ
ス
イ
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
と
タ
テ
ハ
チ
ョ

ウ
科
の
ア
オ
タ
テ
ハ
モ
ド
キ
が
見
ら
れ
た
。
ウ
ス
イ
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
は

長
里
の
田
代
の
溜
め
池
付
近
の
日
当
た
り
の
悪
い
木
陰
で
、
ま
た
ア
オ
タ
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テ
ハ
モ
ド
キ
は
同
じ
く
長
里
の

足
角
の
民
家
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
花
に
き
て
い
る
の
が
見
ら
れ

た
。
中
型
の
チ
ョ
ウ
で
あ
る
が

青
色
を
基
調
に
し
た
美
し
い

チ
ョ
ウ
で
あ
る
。
同
じ
迷
蝶
に

森
山
町
な
ど
で
は
越
冬
が
確
認

さ
れ
て
い
る
タ
テ
ハ
モ
ド
キ
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
近
年
の
地
球

温
暖
化
の
影
響
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
小
長
井
町
で
は

ま
だ
タ
テ
ハ
モ
ド
キ
を
見
か
け

て
い
な
い
が
既
に
進
出
し
て
き
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。

�

バ
ッ
タ
・
キ
リ
ギ
リ
ス
類

バ
ッ
タ
類
と
キ
リ
ギ
リ
ス
類
は
共
に
草
地
に
見
ら
れ
る
が
、
バ
ッ
タ
類

は
草
の
ま
ば
ら
な
裸
地
や
背
の
低
い
草
地
に
多
く
、
キ
リ
ギ
リ
ス
類
は
背

丈
が
高
く
て
深
い
草
地
に
多
い
。

バ
ッ
タ
類
で
は
、
裸
地
や
そ
の
周
辺
に
多
い
の
が
イ
ボ
バ
ッ
タ
と
マ
ダ

ラ
バ
ッ
タ
で
あ
る
。
イ
ボ
バ
ッ
タ
は
民
家
の
庭
な
ど
に
も
よ
く
現
れ
る
。

マ
ダ
ラ
バ
ッ
タ
は
海
岸
の
近
く
か
ら
山
手
ま
で
お
よ
そ
裸
地
の
あ
る
と

こ
ろ
で
あ
れ
ば
大
抵
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
や
シ
ョ

ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
は
背
丈
の
低
い
草
地
に
多
い
。
ク
ル
マ
バ
ッ
タ
も
同
じ

よ
う
な
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
が
、
数
は
少
な
い
。
昆
虫
の
少
な
い
早
春
や

晩
秋
に
バ
ッ
タ
を
見
か
け
た
と
す
れ
ば
ツ
チ
イ
ナ
ゴ
と
思
っ
て
よ
い
。
ツ

チ
イ
ナ
ゴ
は
成
虫
で
越
冬
す
る
バ
ッ
タ
な
の
で
あ
る
。
普
通
は
林
縁
の
草

丈
の
高
い
草
に
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
地
面
に
は
あ
ま
り
降
り
て

こ
な
い
。
ハ
ネ
ビ
ロ
ヒ
ナ
バ
ッ
タ
は
ヒ
ノ
キ
の
林
縁
な
ど
に
希
に
み
ら
れ
、

低
地
で
は
見
か
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
ほ
か
オ
ン
ブ
バ
ッ

タ
・
ヒ
シ
バ
ッ
タ
・
ハ
ネ
ナ
ガ
ヒ
シ
バ
ッ
タ
が
み
ら
れ
る
。
オ
ナ
ガ
フ
キ

バ
ッ
タ
も
生
息
す
る
と
思
わ
れ
る
が
確
認
で
き
て
い
な
い
。

キ
リ
ギ
リ
ス
類
で
は
キ
リ
ギ
リ
ス
・
ヒ
メ
ギ
ス
・
ク
ビ
キ
リ
ギ
ス
・
カ

ヤ
キ
リ
・
ク
ツ
ワ
ム
シ
・
ツ
ユ
ム
シ
・
サ
サ
キ
リ
な
ど
が
普
通
に
見
ら
れ

る
。
サ
サ
キ
リ
は
キ
リ
ギ
リ
ス
類
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
小
型
で
、
背
の

低
い
草
地
で
バ
ッ
タ
類
に
混

じ
っ
て
み
つ
か
る
こ
と
も
多
い
。

山
茶
花
高
原
の
芝
生
広
場
や
そ

の
周
辺
に
は
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ

タ
・
マ
ダ
ラ
バ
ッ
タ
・
サ
サ
キ

リ
・
ツ
チ
イ
ナ
ゴ
が
多
い
。

バ
ッ
タ
類
と
キ
リ
ギ
リ
ス
類

は
混
同
さ
れ
が
ち
だ
が
、
キ
リ

ギ
リ
ス
類
は
触
角
が
糸
の
よ
う

に
細
く
て
長
く
、
雌
の
産
卵
管

が
剣
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
区
別
で
き
る
。
ま
た
キ
リ
ギ

アオタテハモドキ

ツチイナゴ

―９４―
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リ
ス
類
の
雄
は
羽
を
す
り
あ
わ
せ

て
鳴
く
。

�

溜
め
池
の
岸
辺
の
昆
虫
類

小
長
井
町
に
は
田
原
・
山
茶

花
・
山
の
神
に
大
き
な
溜
め
池
が

あ
る
が
、
こ
の
う
ち
で
岸
辺
を
生

息
地
と
し
て
い
る
昆
虫
が
最
も
多

い
の
は
山
の
神
の
溜
め
池
で
あ
る
。

水
ぎ
わ
に
は
ト
ッ
ク
リ
ゴ
ミ
ム
シ
、

そ
の
少
し
上
部
に
は
カ
ワ
チ
マ
ル

ク
ビ
ゴ
ミ
ム
シ
が
多
数
生
息
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
石
起
こ
し
で
容

易
に
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ト
ッ
ク
リ
ゴ
ミ
ム
シ
は
多
少
の
水

は
平
気
で
、
そ
の
た
め
雨
で
水
位

が
上
が
っ
て
も
う
ま
く
適
応
で
き

る
。
し
か
し
夏
に
な
り
、
カ
ワ
チ

マ
ル
ク
ビ
ゴ
ミ
ム
シ
の
成
虫
が
い

な
く
な
る
と
生
活
の
場
を
水
ぎ
わ

よ
り
も
上
部
へ
ず
ら
す
。
こ
れ
ら

二
種
の
ほ
か
に
ミ
ズ
ギ
ワ
ゴ
ミ
ム

シ
類
や
ゴ
モ
ク
ム
シ
類
な
ど
も
多

い
。
コ
ヒ
メ

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゴ

ミ
ム
シ
と
い
う

珍
し
い
甲
虫
も

み
つ
か
っ
て
い

る
。
ま
た
メ
ダ

カ
ハ
ネ
カ
ク
シ

の
一
種
も
生
息

し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
ほ
か
の
地
で
は
あ
ま
り
目
に
し
な
い
。
そ
れ
か
ら
溜
め
池
に
注
ぎ

込
む
と
こ
ろ
に
は
粘
土
の
堆
積
地
が
で
き
て
い
る
が
そ
こ
で
は
ヒ
メ
ツ
チ

ハ
ン
ミ
ョ
ウ
が
み
つ
か
っ
た
。

こ
れ
は
山
の
神
だ
け
で
は
な
く

山
茶
花
の
溜
め
池
周
辺
に
も
多

い
。
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
類
は
県

下
で
は
記
録
の
少
な
い
甲
虫
で

注
目
に
あ
た
い
す
る
。

�

川
や
水
辺
の
昆
虫

長
里
川
を
遡
る
と
川
内
付
近

で
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
見
ら
れ

る
。
さ
ら
に
遡
る
と
チ
ラ
カ
ゲ

ロ
ウ
・
ヨ
ツ
ス
ジ
モ
ン
カ
ゲ
ロ

第四節 植物・動物第四節 植物・動物
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ウ
・
エ
ル
モ
ン
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ

な
ど
の
カ
ゲ
ロ
ウ
類
の
幼
虫
、
サ

ナ
エ
ト
ン
ボ
類
・
カ
ワ
ト
ン
ボ
類

の
幼
虫
、
オ
オ
ヤ
マ
カ
ワ
ゲ
ラ
な

ど
カ
ワ
ゲ
ラ
の
幼
虫
が
生
息
し
て

い
る
。
四
月
に
な
る
と
川
の
岸
辺

や
石
の
上
に
ニ
シ
カ
ワ
ト
ン
ボ
の

成
虫
が
見
ら
れ
、
少
し
遅
れ
て
ミ

ヤ
マ
カ
ワ
ト
ン
ボ
の
成
虫
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
ほ
か
の
ト
ン
ボ
類
と
し
て

は
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
・
ア
オ
モ
ン
イ

ト
ト
ン
ボ
・
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
・

コ
シ
ア
キ
ト
ン
ボ
・
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
ト
ン
ボ
・
ギ
ン
ヤ
ン
マ
・
オ
ニ

ヤ
ン
マ
・
マ
ユ
タ
テ
ア
カ
ネ
・
ウ

ス
バ
キ
ト
ン
ボ
な
ど
が
見
ら
れ
る

が
い
ず
れ
も
普
通
種
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
特
に
珍
し
い
ト
ン
ボ
は
目

に
し
て
い
な
い
。

ト
ン
ボ
類
の
幼
虫
で
あ
る
ヤ
ゴ

は
い
ず
れ
も
水
中
で
生
活
す
る
が
、

成
虫
の
方
は
マ
ユ
タ
テ
ア
カ
ネ
の

よ
う
に
樹
林
内
に
、
ま
た
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
よ
う
に
林
道
な
ど
と
水
辺
を
は

な
れ
て
生
活
す
る
も
の
も
多
い
。

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
は
池
や
田
圃
で
み
か
け
る
が
、
こ
れ
は
水
辺
を

離
れ
る
こ
と
の
な
い
ト
ン
ボ
で
、
秋
に
な
る
と
雄
は
成
熟
し
て
真
っ
赤
に

な
る
。
よ
く
観
察
す
る
と
縄
張
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

防
火
用
水
の
タ
ン
ク
や
小
さ
な
池
・
休
耕
田
に
は
マ
ツ
モ
ム
シ
が
見
ら

れ
る
が
、
最
近
は
減
っ
た
よ
う
だ
。
マ
ツ
モ
ム
シ
は
逆
さ
に
な
っ
て
オ
ー

ル
の
よ
う
に
二
本
の
脚
で
泳
ぐ
の
が
特
徴
で
あ
る
。

�

ア
カ
マ
ツ
と
昆
虫

小
長
井
町
に
は
ア
カ
マ
ツ
林
が
見
ら
れ
、
ハ
ル
ゼ
ミ
が
生
息
す
る
こ
と

は
前
に
述
べ
た
が
、
ア
カ
マ
ツ

が
枯
れ
る
と
集
ま
っ
て
く
る
の

が
ウ
バ
タ
マ
ム
シ
や
ク
ロ
タ
マ

ム
シ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
産
卵

の
た
め
に
や
っ
て
く
る
の
で
あ

り
、
根
元
に
近
い
と
こ
ろ
に
ウ

バ
タ
マ
ム
シ
、
上
の
方
に
ク
ロ

タ
マ
ム
シ
が
み
つ
か
る
。
同
じ

木
を
利
用
す
る
の
に
互
い
に
場

所
を
ず
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

個
体
数
は
ク
ロ
タ
マ
ム
シ
の
方

が
ず
っ
と
少
な
く
、
最
近
で
は

ニシカワトンボ

ウバタマムシ

コシアキトンボ

―９６―
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珍
し
い
昆
虫
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ア
カ
マ
ツ
か
ら
は
、
ウ
バ
タ
マ
コ
メ

ツ
キ
や
フ
タ
モ
ン
ウ
バ
タ
マ
コ
メ
ツ
キ
な
ど
、
大
型
の
コ
メ
ツ
キ
ム
シ
類

も
み
つ
か
る
。
か
つ
て
吉
の
丞
公
園
で
は
、
枯
れ
た
ア
カ
マ
ツ
の
丸
太
を

積
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
、
ツ
シ
マ
ム
ナ
ク
ボ
カ
ミ
キ
リ
と
い
う
カ
ミ
キ
リ
ム

シ
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
朽
ち
た
ア
カ
マ
ツ
に
多
い
の
は
オ
オ
ク

チ
キ
ム
シ
で
冬
季
で
も
見
つ
か
る
。

※
ア
カ
マ
ツ
に
つ
く
昆
虫
で
は
な
い
が
タ
マ
ム
シ
が
小
長
井
中
学
校
に
飛
来
し
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は
沿
岸
地
に
生
え
て
い
る
エ
ノ
キ
の
枯
れ
木
か
ら
発
生
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
タ
マ
ム
シ
（
玉
虫
）
は
大
型
の
美
し
い
甲
虫
で
あ
る
が
、
各
地
で

減
少
気
味
で
あ
る
。

�

花
と
甲
虫

花
に
は
チ
ョ
ウ
・
ハ
チ
・
ハ
ナ
ア
ブ
が
よ
く
集
ま
る
が
甲
虫
も
少
な
く

な
い
。
コ
ア
オ
ハ
ナ
ム
グ
リ
・
ア
オ
ハ
ナ
ム
グ
リ
・
ヒ
ラ
タ
コ
ガ
ネ
・
ヒ

メ
ア
シ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
な
ど
の
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
が
多
い
。
こ
の
う
ち
ヒ
ラ
タ

コ
ガ
ネ
と
ヒ
メ
ア
シ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
は
小
型
で
あ
り
、
ク
リ
の
花
に
よ
く
集

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
エ
グ
リ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
・
ヨ
ツ
ス
ジ
ハ
ナ
カ
ミ
キ

リ
・
ベ
ニ
カ
ミ
キ
リ
な
ど
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
も
花
に
や
っ
て
く
る
。
こ

れ
ら
花
に
集
ま
る
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
は
、
近
隣
の
市
町

と
共
通
種
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
種
類
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。

（
桃
下

大
）
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第
二
章

歴

史

第
一
節

旧
石
器
時
代

一
、
旧
石
器
時
代
の
環
境

旧
石
器
時
代
は
、
氷
河
時
代
と
い
わ
れ
る
寒
冷
な
気
候
が
繰
り
か
え
し

た
。
更
新
世
に
は
大
き
く
四
度
の
氷
河
時
代
が
あ
り
、
氷
期
と
氷
期
の
間

は
、
間
氷
期
と
よ
ば
れ
る
温
暖
な
時
期
で
あ
っ
た
。
最
後
の
ヴ
ュ
ル
ム
氷

期
の
最
盛
期
（
最
終
氷
期
最
寒
冷
期
）
は
、
お
よ
そ
二
万
年
前
か
ら
一
万

八
〇
〇
〇
年
前
ご
ろ
で
、
平
均
気
温
は
現
在
よ
り
も
七
度
も
低
か
っ
た
。

そ
の
た
め
海
水
は
陸
地
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
氷
河
は
陸
地
の
約
三
割
を
占

め
、
海
面
は
最
大
で
一
二
〇
�
も
下
が
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
九
州
と

韓
半
島
が
陸
続
き
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
朝
鮮
海
峡
に

は
一
五
〇
�
ほ
ど
の
最
深
部
が
あ
り
、
最
後
の
氷
河
期
で
は
「
陸
橋
」
は

形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
朝
鮮
海
峡
に
「
陸
橋
」
が
形
成
さ
れ
た
の
は
最
終

氷
期
の
前
の
約
八
万
年
前
の
リ
ス
氷
期
の
と
き
で
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
な
ど

の
黄
土
動
物
群
が
西
日
本
へ
渡
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
を
追
っ
て
大
陸
か

ら
狩
猟
民
が
日
本
に
渡
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
、
火
山
活
動
が
活
発
で
、
火
山
灰
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る

地
方
も
あ
る
。
関
東
地
方
に
は
、
富
士
山
や
浅
間
山
の
噴
火
が
も
た
ら
し

た
関
東
ロ
ー
ム
層
と
よ
ば
れ
る
厚
い
火
山
灰
層
が
あ
る
。
旧
石
器
文
化
の

研
究
が
始
ま
っ
た
当
初
、
時
期
決
定
の
決
め
手
と
さ
れ
た
の
が
関
東
ロ
ー

ム
層
か
ら
出
土
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鹿
児
島

あ
い
ら

の
姶
良
火
山
の
噴
火
（
約
二
万
八
〇
〇
〇
年
前
）
は
非
常
に
大
規
模
で
、

そ
の
火
山
灰
は
ほ
と
ん
ど
日
本
全
体
に
降
り
つ
も
っ
た
。
そ
こ
で
姶
良
火

山
灰
（
Ａ
Ｔ
）
を
鍵
層
と
し
て
、
日
本
は
も
と
よ
り
韓
国
ま
で
の
広
い
範

囲
に
わ
た
る
後
期
旧
石
器
時
代
の
編
年
研
究
が
可
能
に
な
り
、
よ
り
精
度

の
高
い
時
間
的
対
比
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
、
日
本
に
お
け
る
旧
石
器
文
化

日
本
の
旧
石
器
文
化
研
究
は
、
戦
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
開
始
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
群
馬
県
の
在
野
の
考
古
学
者
相
沢
忠
洋

が
群
馬
県
笠
懸
村
の
切
り
通
し
で
赤
土
（
関
東
ロ
ー
ム
層
）
の
な
か
か
ら

石
器
を
発
見
し
た
。「
岩
宿
の
発
見
」
で
あ
る
。
研
究
の
は
じ
ま
っ
た
当

時
は
、
こ
の
時
代
を
「
無
土
器
時
代
」「
先
縄
文
時
代
」
や
「
先
土
器
時

代
」
な
ど
と
よ
ん
で
い
た
が
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
「
旧
石
器
時
代
」
に
統
一

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
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日
本
で
は
、「
岩
宿
の
発
見
」
以
来
精
力
的
に
調
査
が
進
め
ら
れ
、
現

在
ま
で
に
四
六
〇
〇
ヵ
所
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
長
崎
県
に
は
お

お
よ
そ
一
割
弱
に
あ
た
る
四
〇
〇
余
ヵ
所
の
遺
跡
が
あ
る
。

日
本
の
旧
石
器
時
代
は
、
三
期
に
区
分
し
て
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。�

期
は
、
三
万
年
以
前
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
旧
石
器
文
化
は
、

宮
城
県
を
中
心
に
主
に
東
北
地
方
で
出
土
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
の

ね
つ
ぞ
う

藤
村
新
一
に
よ
る
「
旧
石
器
捏
造
事
件
」
に
よ
っ
て
彼
の
関
与
し
た
遺
跡

は
す
べ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
の
遺
跡
の
中
に
は
、

岩
手
県
金
取
遺
跡
や
宮
崎
県
後
牟
田
遺
跡
、
長
崎
県
福
井
洞
穴
な
ど
藤
村

が
全
く
関
与
し
て
い
な
い
遺
跡
も
あ
り
、
層
位
的
に
も
安
定
し
た
遺
跡
も

あ
る
こ
と
か
ら
今
後
「
捏
造
」
を
除
い
た
遺
跡
に
よ
っ
て
こ
の
時
期
の
研

究
が
進
展
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

�
期
は
、
約
三
万
年
前
か
ら
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
ま
で
の
間
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
、
石
器
の
素
材
と
し
て
石
刃
と
よ
ば
れ
る
薄
い
剥
片
を
作
る

石
刃
技
法
が
発
達
し
た
。
ナ
イ
フ
形
石
器
や
尖
頭
器
・
削
器
な
ど
用
途
に

応
じ
た
多
様
な
石
器
が
出
現
し
た
。
ま
た
日
本
で
は
こ
の
時
期
の
最
も
古

い
段
階
に
刃
部
を
磨
製
し
た
石
斧
が
出
土
す
る
。
世
界
史
的
に
み
る
と
磨

製
石
器
は
新
石
器
時
代
の
所
産
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
局
部
磨
製
石

斧
の
存
在
は
日
本
の
旧
石
器
文
化
の
特
異
性
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
こ
の
時

期
の
遺
跡
は
日
本
全
土
に
及
び
そ
の
数
は
相
当
数
に
の
ぼ
り
、
�
期
の
石

せ
い
ち

器
文
化
の
内
容
や
編
年
な
ど
が
か
な
り
精
緻
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

�
期
は
、
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
か
ら
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
の
間
の
時
期

で
あ
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
に
か
わ
っ
て
細
石
刃
と
い
う
カ
ミ
ソ
リ
の
よ
う

な
長
さ
一
・
五
〜
三
�
、
幅
五
〜
六
�
の
極
め
て
小
形
の
細
長
い
石
器
が

登
場
す
る
。
木
や
骨
な
ど
の
柄
に
溝
を
彫
り
、
そ
れ
に
数
個
並
べ
て
は
め

こ
ん
で
使
用
す
る
組
合
せ
道
具
で
あ
る
。
投
げ
槍
的
な
使
用
方
法
が
考
え

ら
れ
る
。
部
分
的
に
欠
け
て
も
修
復
で
き
る
合
理
的
な
石
器
で
、
石
器
製

作
技
術
の
一
つ
の
頂
点
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

三
、
長
崎
県
の
旧
石
器
文
化

現
在
、
長
崎
県
で
�
期
に
該
当
す
る
最
も
古
い
も
の
は
吉
井
町
福
井
洞

穴
第
十
五
層
出
土
の
石
器
群
で
あ
る
。
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
に
よ
る
と

三
万
一
七
〇
〇
年
よ
り
古
い
と
い
う
年
代
が
で
て
い
る
。
し
か
し
発
掘
面

積
も
狭
く
、
出
土
し
た
遺
物
も
定
型
的
な
も
の
は
楕
円
形
石
器
一
点
に
す

ぎ
ず
詳
細
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
近
年
、
駐
車
場
建
設
に
先
立
っ
て

発
掘
さ
れ
た
資
料
に
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
の
石
器
に
は
み

ら
れ
な
い
石
器
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
石
器
の
風
化
が
顕
著
で
あ

り
、
そ
の
あ
り
方
は
福
井
洞
穴
第
十
五
層
と
同
様
で
あ
っ
た
。
ド
リ
ル
や

ピ
ッ
ク
な
ど
大
陸
の
石
器
と
系
譜
的
に
つ
な
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
平
戸
市
入
口
遺
跡
の
石

こ
う
れ
い
き

器
群
は
、
約
九
万
年
前
と
い
う
光
励
起
年
代
測
定
の
結
果
が
出
て
お
り
、

事
実
と
す
れ
ば
日
本
で
も
っ
と
も
古
い
石
器
群
の
一
つ
と
評
価
で
き
よ
う
。

�
期
に
は
長
崎
県
で
も
遺
跡
が
急
増
す
る
。
こ
の
時
期
の
石
器
群
は
、

ナ
イ
フ
形
石
器
や
台
形
石
器
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
、
平
戸
市
の
中
山
遺

―１００―
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跡
・
堤
西
牟
田
遺
跡
や
田
平
町
日
ノ
岳
遺
跡
な
ど
か
ら
は
、
石
器
だ
け
で

は
な
く
炉
址
な
ど
の
遺
構
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
諫
早
市
西
輪
久
道
遺
跡

や
国
見
町
百
花
台
遺
跡
な
ど
で
は
数
枚
の
石
器
群
が
層
位
的
に
発
掘
さ
れ
、

編
年
研
究
の
枠
組
み
を
つ
く
っ
た
。

�
期
は
細
石
器
文
化
で
あ
る
。
後
期
旧
石
器
時
代
の
土
器
を
伴
わ
な
い

細
石
器
文
化
の
遺
跡
と
し
て
は
、
野
岳
・
休
場
型
の
型
式
名
に
も
な
っ
て

い
る
円
錐
形
・
半
円
錐
形
細
石
核
で
有
名
な
大
村
市
野
岳
遺
跡
が
あ
る
が
、

近
年
調
査
さ
れ
た
五
島
市
岐
宿
町
の
茶
園
遺
跡
の
成
果
は
重
要
で
あ
る
。

茶
園
遺
跡
で
は
、
四
枚
の
文
化
層
が
確
認
さ
れ
た
。
最
下
層
の
ナ
イ
フ
形

石
器
の
一
群
に
次
い
で
こ

の
段
階
で
あ
る
第
�
層
石

器
群
と
い
う
旧
石
器
時
代

の
文
化
層
と
第
�
層
石
器

群
と
い
う
土
器
段
階
の
細

石
器
文
化
と
そ
の
上
層
の

押
型
文
土
器
の
一
群
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
重
要
な

こ
と
は
旧
石
器
段
階
の
細

石
器
文
化
と
土
器
段
階
の

細
石
器
文
化
が
層
位
的
に

検
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

茶
園
遺
跡
�
層
は
、
茶
園

型
あ
る
い
は
位
牌
塔
型
と

い
う
扁
平
な
細
石
核
と
野
岳
・
休
場
型
の
細
石
核
が
共
伴
し
て
お
り
、
こ

の
地
域
の
細
石
器
文
化
の
な
か
で
最
も
古
い
石
器
群
で
あ
る
。
放
射
性
炭

素
年
代
で
は
、
一
万
五
四
五
〇
年
前
と
い
う
数
値
が
で
て
い
る
。

�
期
の
後
半
と
な
る
土
器
段
階
（
縄
文
時
代
草
創
期
）
の
細
石
器
文
化

は
、
長
崎
県
で
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六

〇
）
県
北
吉
井
町
の
福
井
洞
穴
か
ら
、
細
石
刃
と
と
も
な
っ
て
爪
形
文
土

器
更
に
そ
の
下
の
第
三
層
か
ら
隆
線
文
土
器
が
出
土
し
た
。
そ
の
放
射
性

炭
素
年
代
測
定
に
よ
っ
て
、
一
万
二
七
〇
〇
年
±
五
〇
〇
年
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
た
。
つ
い
で
、
佐
世
保
市
泉
福
寺
洞
穴
の
調
査
が
昭
和
四
十
五

年
（
一
九
七
〇
）
以
来
十
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
隆
線
文
土
器
の
下
層
か
ら
、
土
器
の
表
面
に
豆
粒
状
の
文
様
を
つ

け
た
豆
粒
文
土
器
が
検
出
さ
れ
た
。
目
下
の
と
こ
ろ
こ
の
豆
粒
文
土
器
が

最
古
の
土
器
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
土
器
を
伴
う
細
石
器
文
化
の
遺
跡
と
し
て
は
、
日
本
を
代
表
す

る
福
井
洞
穴
並
び
に
泉
福
寺
洞
穴
を
は
じ
め
と
し
て
、
宇
久
町
城
ケ
岳
平

古
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。

近
年
の
草
創
期
段
階
の
重
要
な
成
果
と
し
て
、
茶
園
遺
跡
第
�
層
と
小

ヶ
倉
Ａ
遺
跡
が
あ
る
。
茶
園
�
層
は
土
器
段
階
の
細
石
器
の
特
徴
で
あ
る

西
海
技
法
の
影
響
下
に
あ
り
、
削
片
系
の
要
素
を
色
濃
く
も
っ
て
お
り
、

更
に
安
山
岩
製
・
黒
曜
石
製
の
石
槍
を
大
量
に
装
備
し
、
局
部
磨
製
石
斧

も
有
し
て
い
る
。こ
の
石
器
群
は
、東
日
本
で
隆
盛
し
た
神
子
柴
文
化
と
の

関
係
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
九
州
地
方
で
細
石
器
・
石
槍
・
局
部
磨

製
石
斧
の
セ
ッ
ト
で
出
土
す
る
遺
跡
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
類
例
が
な
い
。

写真１ 五島市岐宿町茶園遺跡�層石器群
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小
ヶ
倉
Ａ
遺
跡
は
、
西
海
技
法
に
よ
る
や
や
粗
雑
な
細
石
核
と
、
刺
突

文
系
の
押
引
文
土
器
が
共
伴
し
て
い
る
。
恐
ら
く
最
終
末
の
細
石
器
文
化

と
評
価
で
き
よ
う
。

両
遺
跡
と
も
に
細
石
器
と
土
器
の
共
伴
例
を
増
や
す
と
と
も
に
開
地
遺

跡
で
の
例
と
い
う
点
で
も
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
小
長
井
町
に
お
け
る
旧
石
器
文
化

小
長
井
町
に
お
い
て
は
、『
長
崎
県
遺
跡
地
図
』
に
よ
る
と
旧
石
器
時

代
の
遺
跡
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
山
茶
花
池
遺
跡
・
高
平
第
一

〜
三
洞
穴
の
わ
ず
か
二
ヶ
所
で
あ
る
が
、
後
者
の
洞
穴
か
ら
採
集
さ
れ
て

い
る
の
は
土
器
片
で
あ
り
、
旧

石
器
時
代
と
し
て
の
確
証
に
乏

し
い
。
昭
和
五
十
一
年
に
刊
行

さ
れ
た
『
小
長
井
町
郷
土
誌
』

に
よ
れ
ば
山
茶
花
池
遺
跡
・
弥

次
郎
遺
跡
・
田
原
大
宮
良
遺
跡

の
三
遺
跡
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

山
茶
花
池
遺
跡
は
、
標
高
四

〇
〇
�
余
り
の
高
所
に
あ
る
。

人
造
溜
池
の
奥
部
に
あ
た
る
と

こ
ろ
が
遺
跡
で
あ
る
。
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
多

く
を
語
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
確

実
に
台
形
石
器
と

さ
れ
る
も
の
（
図

１
）
が
一
点
採
集

さ
れ
て
い
る
。
基

部
が
極
端
に
肥
厚

に
な
る
も
の
で
あ

る
。
写
真
３
の
石

器
は
、
安
山
岩
の

円
礫
に
交
互
剥
離

じ
ん
ぶ

に
よ
っ
て
刃
部
を
作
り
出
し
た
礫
器

（
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ゥ
ー
ル
）
で
あ

る
。
山
茶
花
遺
跡
で
採
集
さ
れ
て
い

る
他
の
安
山
岩
製
の
石
器
と
比
較
す

る
と
風
化
の
程
度
が
著
し
い
と
こ
ろ

か
ら
、
古
く
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
考

え
て
も
よ
い
。

田
原
溜
池
は
標
高
二
〇
〇
�
余
り
、

溜
池
を
取
り
囲
む
よ
う
に
遺
跡
が
点

在
す
る
。
弥
次
郎
遺
跡
は
溜
池
の
北

東
に
位
置
し
て
い
る
。
表
面
採
集
さ

れ
た
石
器
の
中
に
は
、
黒
曜
石
製
の

図１ 山茶花池遺跡出土の台形石器

写真３ 山茶花池遺跡出土の礫器

写真２ 山茶花池遺跡遠景
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優
美
な
三
稜
尖
頭
器
と
、
基
部
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
器
形
か
ら
み
て

縄
文
時
代
草
創
期
の
石
槍
の
可
能
性
が
あ
る
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
田

原
大
宮
良
遺
跡
の
二
点
は
、
い
ず
れ
も
先
端
部
の
折
れ
た
剥
片
尖
頭
器
で

あ
り
、
流
理
構
造
の
走
る
黒
曜
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
腰
岳
産
（
佐
賀
県
伊

万
里
市
）
と
思
わ
れ
る
。

『
高
来
町
郷
土
誌
』
に
、
小
長
井
町
牧
名
で
採
集
さ
れ
た
と
い
う
ナ
イ

フ
形
石
器
・
台
形
石
器
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
二
側
縁

加
工
の
も
の
と
切
出
形
に
近
い
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。
典
型
的
な
台
形

石
器
も
み
ら
れ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
こ
の
遺
跡
は
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

第
二
節

縄
文
時
代

一
、
縄
文
時
代
の
は
じ
ま
り

お
よ
そ
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
に
最
後
の
氷
河
期
が
終
わ
り
、
完
新
世
に

入
る
と
、
地
球
は
温
暖
化
の
傾
向
を
強
め
た
。
氷
河
は
後
退
し
、
海
水
面

が
上
昇
し
た
。
朝
鮮
海
峡
及
び
対
馬
海
峡
は
大
き
く
開
き
、
日
本
海
へ
黒

潮
の
分
流
で
あ
る
対
馬
海
流
が
流
れ
込
ん
で
今
日
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
自

然
環
境
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
亜
寒
帯
の
針
葉
樹
林
は
急
速
に
後
退
し
、

ク
リ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
広
葉
樹
林
へ
と
移
っ
た
。
動
物
も
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
や
オ
オ
ツ
ノ
シ
カ
な
ど
の
大
形
動
物
が
オ
ー
バ
ー
キ
ル
や
環
境

の
変
化
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
ウ
サ
ギ
な
ど
の
中
小

動
物
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
。
狩
猟
方
法
も
変
化
し
、
従
来
の
投
げ
槍
に
か

わ
っ
て
、
遠
く
か
ら
す
ば
や
い
中
小
動
物
を
つ
か
ま
え
る
た
め
に
弓
矢
が

発
明
さ
れ
た
。

図２ 牧名築切遺跡出土石器

第二節 縄文時代

１～３ ナイフ形石器
４・５ 台形石器
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新
た
な
道
具
と
し
て
「
土
器
」
が
つ
く
ら
れ
た
。
土
器
に
よ
っ
て
人
間

し
ゃ
ふ
つ

は
そ
れ
ま
で
不
可
能
だ
っ
た
煮
沸
と
い
う
調
理
方
法
を
獲
得
し
、
気
候
の

温
暖
化
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
っ
た
森
の
幸
の
恩
恵
を
フ
ル
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
木
の
実
の
ア
ク
抜
き
や
繊
維
質
の
多
い
植
物
の
摂
取
が

可
能
に
な
り
、
食
事
の
幅
が
広
が
っ
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
の
土
器
は
造
形

的
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
形
態
的
に
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
焼
成

温
度
が
低
く
一
般
的
に
厚
手
で
黒
褐
色
の
も
の
が
多
く
、
縄
目
の
文
様
を

つ
け
た
こ
と
か
ら
縄
文
土
器
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

二
、
有
明
海
周
辺
の
縄
文
時
代

長
崎
県
内
の
著
名
な
縄
文
時
代
遺
跡
と
し
て
は
、
土
器
の
発
生
期
の
様

相
に
つ
い
て
の
貴
重
な
知
見
を
も
た
ら
し
た
佐
世
保
市
泉
福
寺
洞
穴
・
吉

井
町
福
井
洞
穴
の
両
遺
跡
や
、
戦
前
に
京
都
大
学
の
調
査
が
行
な
わ
れ
た

諫
早
市
有
喜
貝
塚
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く
の
遺
跡
が
存
在
す
る
。

有
明
海
周
辺
で
は
、
早
期
の
押
型
文
土
器
を
出
土
す
る
吾
妻
町
弘
法
原

ろ

し

遺
跡
で
は
竪
穴
遺
構
・
集
石
・
炉
址
な
ど
生
活
の
場
を
検
出
し
て
い
る
。

諫
早
市
の
川
頭
遺
跡
は
、
標
高
三
三
〇
�
ほ
ど
の
高
地
に
位
置
す
る
遺
跡

せ
き
ぞ
く

い
し
さ
じ

く
ぼ
み
い
し

で
、押
型
文
土
器
の
ほ
か
、
石
鏃
・
石
匙
・
凹
石
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

前
期
に
な
る
と
、
諫
早
市
西
常
盤
貝
塚
・
小
野
宗
方
遺
跡
が
重
要
で
あ

る
。
西
常
盤
貝
塚
は
、
諫
早
湾
の
最
奥
部
の
標
高
一
�
の
低
湿
地
に
営
ま

れ
て
い
る
。
多
良
岳
か
ら
派
生
す
る
丘
陵
が
諫
早
湾
に
没
す
る
地
点
に
あ

い
か
り
い
し

り
、
前
期
の
曽
畑
式
土
器
の
時
代
が
中
心
で
、
碇
石
と
考
え
ら
れ
る
結

せ
き
す
い

晶
片
岩
製
の
超
大
型
石
錘
も
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
土
偶
の
頭
部
破
片
は
、

か
っ
せ
き

大
形
で
あ
り
写
実
的
な
表
現
を
す
る
こ
と
や
滑
石
が
混
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
方
で
土
偶
が
隆
盛
す
る
後
期
中
葉
以
前
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
地
域
で
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
小
野
宗
方
遺
跡
は
、
西
常

盤
貝
塚
の
対
岸
に
位
置
す
る
諫
早
湾
奥
の
標
高
三
�
の
低
地
に
営
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
二
遺
跡
の
調
査
に
よ
っ
て
、
諫
早
湾
の
低
地
調
査
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
期
は
全
般
的
に
遺
跡
の
数
が
減
少
す
る
時
期
で
こ
の
地
域
で
も
み
る

べ
き
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

後
期
の
遺
跡
と
し
て
は
、
橘
湾
に
面
し
た
諫
早
市
の
有
喜
貝
塚
が
あ
る
。

戦
前
、
京
都
大
学
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
遺
跡
で
あ
る
。
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
貝
塚
で
、

阿
高
式
系
土
器
・
鐘
崎
式
土
器
・
市
来
式
土
器
・
北
久
根
山
式
土
器
な
ど
、

せ
き
ぞ
く

い
し
の
こ

い
し
も
り

い
し

多
種
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
石
器
に
は
、
石
鏃
・
石
鋸
・
石
銛
・
石

き
り

い
し
お
の

せ
き
す
い

れ
き
き

錐
・
石
斧
・
石
錘
・
礫
器
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
る
。
骨
角
器
と
し
て
は
、

つ
り
ば
り

し
と
つ

装
飾
品
・
釣
針
・
刺
突
具
・
ヘ
ラ
状
加
工
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

い
か
だ

晩
期
で
は
国
見
町
筏
遺
跡
な
ど
か
ら
土
掘
り
具
の
扁
平
打
製
石
斧
が

大
量
に
出
土
し
て
い
る
。

三
、
縄
文
時
代
の
小
長
井
町

『
長
崎
県
遺
跡
地
図
』（
一
九
八
七
年
、
長
崎
県
教
育
委
員
会
）
に
よ
れ

ば
、
小
長
井
町
内
の
縄
文
時
代
に
該
当
す
る
遺
跡
は
一
七
ヵ
所
で
あ
る
。

―１０４―
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現
在
、
小
長
井
町
で
発
見
さ

れ
て
い
る
最
も
古
い
縄
文
土
器

は
、
井
崎
名
風
呂
子
か
ら
出
土

し
た
と
い
わ
れ
る
尖
底
の
条
痕

文
土
器
で
あ
ろ
う
。
底
部
の
み

の
た
め
全
体
の
器
形
は
不
明
で

あ
る
が
、
土
器
の
表
裏
両
面
に

二
枚
貝
に
よ
る
条
痕
調
整
が
施

さ
れ
て
い
る
。
時
期
的
に
は
押

型
文
土
器
に
先
行
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
土
器
の
内
外
に

貝
殻
の
付
着
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
潮
間
帯
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
未

周
知
の
遺
跡
で
あ
り
、
今
後
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
。

早
期
の
押
型
文
土
器
が
山
茶
花
池
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
。
楕
円
・
山

形
・
格
子
目
の
押
型
文
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
在
所
在
不
明
で
あ
り
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。

早
期
末
の
資
料
と
し
て
は
、
小
長
井
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
建
設
に
伴
っ

せ

の
か
ん

て
範
囲
確
認
調
査
が
行
わ
れ
た
石
渕
遺
跡
か
ら
、
塞
ノ
神
式
土
器
が
出
土

し
て
い
る
。
出
土
量
が
わ
ず
か
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
工
事
に
際
し
て
計
画

を
変
更
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
本
調
査
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

縄
文
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
の
資
料
と
し
て
は
、
山
茶
花
池
遺
跡

か
ら
阿
高
系
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
土
器
の
胎
土
に
大
量

第二節 縄文時代

写真４ 井崎名風呂子出土の尖底土器

図３ 山茶花池遺跡から出土した阿高系土器他
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の
滑
石
混
入
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
す
る
。

土
器
の
表
面
に
は
指
頭
あ
る
い
は
棒
状
施
文
具
に
よ
っ
て
太
形
凹
文
が
施

さ
れ
る
。

晩
期
の
資
料
と
し
て
は
、
横
ミ
川
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
黒
川
式
と
思
わ

れ
る
リ
ボ
ン
の
つ
い
た
口
縁
部
の
破
片
が
あ
る
。
ま
た
弥
次
郎
遺
跡
や
田

原
大
宮
良
遺
跡
か
ら
も
大
量
の
晩
期
の
土
器
や
農
耕
具
と
さ
れ
る
扁
平
打

製
石
斧
（
写
真
７
）
が
数
多
く
採
集
さ
れ
て
い
る
。

小
長
井
町
の
縄
文
時
代
遺
跡
か
ら
は
、
大
量
の
石
器
も
採
集
さ
れ
て
い

る
。
写
真
５
は
、
山
茶
花
池
遺
跡
か
ら
採
集
さ
れ
た
石
鏃
で
あ
る
。
時
期

的
に
は
幅
が
あ
り
、
上
段
左
端
は
二
等
辺
三
角
形
を
し
た
無
茎
の
三
角
鏃

や
下
段
右
は
五
角
形
を
呈
す
る
も
の
は
縄
文
時
代
早
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
写
真
６
は
同
じ
く
山
茶
花
池
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

ス
ク
レ
イ
パ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
加

工
具
類
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
執
筆
時
点
で
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
前
回
の
『
小
長
井

町
誌
』
に
記
載
さ
れ
た
も
の
の
な
か

に
も
重
要
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
田
原
大
宮
良
遺
跡
か
ら

出
土
さ
れ
た
と
さ
れ
る
石
鏃
が
あ
る
。

大
型
品
と
小
形
品
に
二
分
さ
れ
る
が
、

大
型
品
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

実
際
に
観
察
し
て
い
な
い
の
で
断
定

で
き
な
い
が
古
く
さ
か
の
ぼ
る
可
能

性
も
あ
る
。
ま
た
小
形
の
石
鏃
の
中
に
は
、
鍬
形
鏃
か
ら
剥
片
鏃
ま
で
あ

り
時
期
に
幅
が
広
い
よ
う
で
あ
る
。

第
三
節

弥
生
時
代

一
、
弥
生
時
代
の
幕
開
け

日
本
列
島
が
依
然
と
し
て
狩
猟
採
集
社
会
で
、
縄
文
文
化
が
つ
づ
い
て

い
る
こ
ろ
、
中
国
大
陸
で
は
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
ご
ろ
に
は
黄
河
中
流
域

写真５ 山茶花池遺跡出土の石鏃

写真６ 山茶花池遺跡出土の石鏃

写真７ 弥次郎・田原大宮良遺跡出土の石鏃
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き
び

で
粟
・
黍
な
ど
の
畑
作
が
開
始
さ
れ
、
長
江
下
流
域
で
も
稲
作
が
は
じ
ま

り
農
耕
社
会
が
成
立
し
た
。
紀
元
前
五
世
紀
、
春
秋
時
代
の
末
期
に
は
鉄

器
も
実
用
化
し
、
農
業
生
産
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
そ
し
て
戦
国
時
代

し
ん

の
戦
乱
の
な
か
か
ら
紀
元
前
三
世
紀
の
後
半
に
秦
、
つ
い
で
前
漢
と
い
う

強
大
な
統
一
国
家
が
登
場
し
、
高
度
な
中
国
文
化
は
周
辺
に
波
及
し
た
。

日
本
で
も
大
陸
文
化
の
直
接
的
な
影
響
を
う
け
て
、
紀
元
前
三
世
紀
こ

ろ
、
九
州
北
部
に
新
し
い
文
化
が
お
こ
り
、
農
耕
社
会
が
成
立
し
た
。
新

し
い
文
化
は
、
水
稲
農
業
と
金
属
器
の
使
用
を
特
徴
と
し
、
こ
れ
ま
で
の

縄
文
土
器
に
か
わ
っ
て
、
弥
生
土
器
と
よ
ば
れ
る
薄
手
で
赤
褐
色
の
土
器

が
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
文
化
の
標
式
と
な
っ
た
土
器
の
出
土
し
た
遺
跡
名

に
ち
な
ん
で
弥
生
文
化
と
よ
び
、
紀
元
三
世
紀
こ
ろ
ま
で
の
お
よ
そ
六
〇

〇
年
ほ
ど
つ
づ
く
。
最
近
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
研
究
チ
ー
ム
が
精

度
の
向
上
し
た
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
で
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｓ
法
を
駆
使
し
て
、

土
器
表
面
の
煮
こ
ぼ
れ
で
で
き
た
「
お
こ
げ
」
を
使
っ
た
年
代
測
定
を
発

表
し
て
物
議
を
よ
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
弥
生
時
代
の
開
始
は
前
九

〇
〇
年
こ
ろ
で
あ
り
、
約
六
〇
〇
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
も
の
で
、

そ

ご

従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
年
代
感
と
の
齟
齬
も
大
き
く
、
多
く
の
批
判
も
提

出
さ
れ
て
い
る
。

弥
生
時
代
の
水
田
稲
作
農
業
に
は
、
当
初
か
ら
水
路
・
畦
・
井
堰
な
ど

く
わ

す
き

を
も
つ
整
備
さ
れ
た
水
田
が
あ
り
、
耕
作
に
は
、
木
製
の
鍬
や
鋤
が
使
わ

も
み

じ
か
ま
き

れ
た
。
籾
は
直
播
さ
れ
、
収
穫
は
石
包
丁
に
よ
る
穂
首
刈
が
行
な
わ
れ
、

た
て
ぎ
ね

き
う
す

脱
穀
に
は
竪
杵
と
木
臼
が
用
い
ら
れ
、
穀
物
は
高
床
の
倉
庫
に
貯
蔵
さ
れ

た
。
北
松
田
平
町
の
里
田
原
遺
跡
か
ら
は
そ
う
し
た
弥
生
時
代
の
農
耕
の

実
態
が
、
出
土
し
た
大
量
の
木
製
農
具
に
よ
っ
て
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か

る
。弥

生
中
期
以
降
に
な
る
と
、
鉄
製
農
耕
具
の
使
用
が
一
般
化
し
、
農
業

技
術
は
目
覚
ま
し
く
進
歩
し
た
。
生
産
力
の
増
大
は
余
剰
生
産
を
可
能
に

し
、
そ
の
蓄
積
が
進
む
と
、
集
落
内
で
の
貧
富
の
格
差
が
生
じ
、
身
分
の

別
が
う
ま
れ
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
か
ら
大
規
模
な
潅
漑
や
治
水
事
業
が
い

く
つ
か
の
集
落
の
共
同
で
行
な
わ
れ
、
同
じ
水
系
を
単
位
と
し
た
地
域
を

統
率
す
る
首
長
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
地
域
集
団
は
、
次
第
に
島
や

平
野
・
盆
地
を
地
理
的
単
位
と
す
る
「
ク
ニ
」
に
成
長
し
て
い
く
。

北
部
九
州
は
こ
う
し
た
小
国
家
で
あ
る
「
ク
ニ
」
が
多
数
存
在
し
た
地

域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
『
漢
書
地
理
誌
』
で
は
「
楽
浪
海
中
に
倭

ご
か
ん
じ
ょ
と
う

人
有
り
、
分
か
れ
て
百
余
国
を
為
す
」
と
表
現
し
、
つ
い
で
『
後
漢
書
東

い
で
ん

わ

な
こ
く

夷
伝
』
で
は
、
紀
元
五
十
七
年
、
倭
の
奴
国
が
朝
賀
し
、
後
漢
の
光
武
帝

か
ら
「
漢
委
奴
國
王
」
の
金
印
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
金
印
が
、
江
戸
時
代
に
志
賀
島
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
余
り
に
も

有
名
な
話
で
あ
る
。
弥
生
時
代
中
期
の
倭
国
と
倭
王
に
つ
い
て
は
、
伊
都

か
め
か
ん

国
の
三
雲
遺
跡
（
福
岡
県
前
原
市
）
や
奴
国
の
須
玖
岡
本
遺
跡
の
甕
棺
か

ら
出
土
し
た
前
漢
鏡
・
ガ
ラ
ス
製
璧
（
ガ
ラ
ス
玉
）
な
ど
の
豪
華
な
副
葬

品
か
ら
推
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、
諫
早
湾
岸
の
弥
生
時
代

こ
の
地
域
で
も
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
時

第三節 弥生時代
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期
に
、
韓
半
島
か
ら
渡
来
し
た
墓
制
で
あ
る
支
石
墓
が
み
ら
れ
る
。
風
観

岳
支
石
墓
群
は
、
諫
早
市
と
大
村
市
の
境
界
付
近
の
標
高
二
三
〇
�
ほ
ど

の
高
所
に
位
置
し
て
い
る
。
五
十
基
ほ
ど
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
、
弥
生

時
代
初
頭
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

諫
早
市
の
諫
早
農
業
高
等
学
校
遺
跡
か
ら
は
、
銅
剣
を
副
葬
し
て
い
た

か
め
か
ん

と
伝
え
ら
れ
る
甕
棺
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
南
に
は
、
小
栗
遺
跡
や
林

ノ
辻
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
て
、
甕
棺
や
石
棺
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
本

明
川
の
東
岸
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
本
明
石
棺
群
か
ら
は
、
七
基
の
石
棺

と
う
す

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
鉄
製
鎌
や
刀
子
、
弥
生
土
器
の
ほ
か
に
人
骨
も
出

土
し
て
い
る
。

森
山
町
の
西
ノ
角
遺
跡
は
、
約
六
十
�
の
盆
地
状
の
平
地
に
営
ま
れ
た

遺
跡
で
、
石
包
丁
や
鉄
製
鎌
な
ど
、
稲
作
に
伴
う
遺
物
が
出
土
し
た
。
ま

た
住
居
跡
や
甕
棺
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

大
村
市
の
富
の
原
遺
跡
で
は
、
住
居
跡
と
と
も
に
甕
棺
、
石
棺
な
ど
の

て
っ
か

墓
域
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
は
広
大
で
あ
る
が
、
鉄
戈
や
出
土
す
る

甕
棺
な
ど
、
北
部
九
州
と
の
関
係
や
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る
。三

、
小
長
井
町
の
弥
生
時
代

小
長
井
町
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生

時
代
前
期
初
頭
に
か
け
て
、
西
北
九
州
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
韓
半
島
か

ら
導
入
さ
れ
た
墓
制
で
あ
る
支
石
墓
が
あ
る
。
井
崎
名
に
あ
る
井
崎
支
石

墓
は
、
Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
の
工
事
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
十

基
程
度
の
支
石
墓
が
存
在
し
た
ら
し
い
。
支
石
墓
の
上
石
は
、
遺
跡
の
下

の
民
家
に
移
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、か
な
り
大
形
の
上
石
で
あ
る（
写

真
８
）。
遺
跡
は
、
有
明
海
に
突
き
出
た
丘
陵
の
先
端
部
に
あ
た
る
。
支

石
墓
か
ら
は
、
複
数
個
の
小
型
供
献
土
器
が
出
土
し
た
ら
し
い
が
、
藤
山

直
則
氏
の
保
管
す
る
供
献
土
器
は
、
板
付
�
式
の
小
型
壺
（
写
真
９
）
で
、

口
唇
部
の
一
部
分
を
欠
く
も
の
の
保
存
状
態
は
き
わ
め
て
良
好
で
あ
る
。

下
陰
平
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
墓
地
で
あ
る
。
道
路
工
事
に
よ
っ

て
箱
式
石
棺
や
甕
棺
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

田
原
溜
池
の
西
南
に
位
置
す
る
田
原
大
宮
良
遺
跡
も
中
期
の
遺
物
が
大

た
か
つ
き

つ
き
ぶ

量
に
出
土
し
て
い
る
。
出
土
し
た
土
器
と
し
て
は
、
高
坏
の
坏
部
の
破
片

写真８ 井崎支石墓の上石

写真９ 井崎支石墓出土の板付�式小壺
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は
ま
ぐ
り
ば

や
壺
形
土
器
の
破
片
な
ど
が
あ
る
（
写
真
１１
・
１２
）。
ま
た
大
形
の
蛤
刃

の
磨
製
石
斧
も
数
点
み
ら
れ
る
（
写
真
１３
）。
溜
池
自
体
は
新
し
い
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
地
に
農
耕
集
落
の
片
鱗
を
見
て
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

第
四
節

古
墳
時
代
の
小
長
井
町

一
、
古
墳
時
代
の
は
じ
ま
り

弥
生
時
代
の
後
期
か
ら
終
末
に
か
け
て
、
各
地
の
有
力
な
首
長
の
中
に

は
大
規
模
な
墳
丘
墓
を
営
み
は
じ
め
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
う
し
た

な
か
に
三
世
紀
か
ら
古
墳
が
造
ら
れ
は
じ
め
、
四
世
紀
に
は
一
般
化
し
七

世
紀
こ
ろ
ま
で
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。
盛
り
土
を
し
た
高
塚
古
墳
を
造
っ

た
時
代
を
古
墳
時
代
と
よ
ん
で
い
る
。
前
期
・
中
期
・
後
期
に
三
区
分
す

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
前
期
の
古
墳
の
多
く
は
、
前
方
後
円
墳
と
い
う

き
な
い

特
異
な
外
形
を
し
て
い
る
。
発
生
期
の
古
墳
の
分
布
の
中
心
は
畿
内
に
あ

り
、
吉
備
（
岡
山
）
か
ら
九
州
東
端
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
古
墳
の
形
態

は
極
め
て
画
一
的
で
、
地
域
性
が
極
め
て
薄
い
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
時
期

に
畿
内
の
大
和
政
権
が
、
西
日
本
を
そ
の
支
配
下
に
お
さ
め
た
こ
と
を
墓

制
の
う
え
か
ら
推
測
さ
せ
る
。

前
方
後
円
墳
は
墳
丘
の
表
面
に
葺
石
を
敷
く
こ
と
が
多
く
、
墳
丘
に
は

は
に
わ
埴
輪
を
め
ぐ
ら
し
て
、
そ
の
存
在
を
周
囲
に
誇
示
す
る
。
後
円
部
に
は
、

第四節 古墳時代の小長井町

写真１０ 田原大宮良遺跡遠景

写真１２ 田原大宮良遺跡出土の土器

写真１１ 田原大宮良遺跡出土の土器

写真１３ 田原大宮良遺跡出土の蛤刃磨製石斧
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竪
穴
式
石
室
が
つ
く
ら
れ
、
鉄
製
武
器
や
工
具
な
ど
の
実
用
品
の
ほ
か
、

多
く
の
青
銅
鏡
や
玉
や
貝
輪
を
模
し
た
碧
玉
製
腕
飾
り
な
ど
呪
術
的
な
要

素
の
強
い
も
の
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
期
の
豪
族
が
一

方
で
は
政
治
的
支
配
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
依
然
と
し
て
司
祭
者
的
な
性

格
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

三
世
紀
後
半
か
ら
の
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
る
空
白
を
は
さ
ん
で
、
倭

が
中
国
の
歴
史
書
に
再
登
場
す
る
の
は
、
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
に
か
け

て
の
こ
と
で
あ
る
。「
倭
の
五
王
」
が
中
国
の
南
朝
の
宋
に
、
五
世
紀
に

八
回
遣
使
し
た
こ
と
が
『
宋
書
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、

中
国
の
王
朝
か
ら
高
い
称
号
を
手
に
入
れ
、
そ
の
権
威
を
利
用
し
て
朝
鮮

半
島
や
国
内
で
優
位
な
地
位
に
た
と
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
く

り

く
だ
ら

ま
た
、
高
句
麗
広
開
土
王（
好
太
王
）碑
文
に
は
、
三
九
一
年
倭
が
百
済
・

し
ら
ぎ

こ
う
く

り

新
羅
と
戦
い
、
つ
い
で
四
〇
四
年
に
は
高
句
麗
と
交
戦
し
て
敗
れ
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

大
和
政
権
は
、
朝
鮮
半
島
・
中
国
南
朝
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
大
陸
の
先

進
技
術
と
文
化
を
取
り
入
れ
、
そ
の
権
威
を
飛
躍
的
に
高
め
て
い
っ
た
。

四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
畿
内
の
古
墳
は
急
激
に
巨
大
化
し
、
大

和
政
権
の
最
高
の
首
長
で
あ
る
大
王
の
権
力
が
強
大
化
し
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
こ
の
最
盛
期
の
古
墳
に
は
、
平
野
の
な
か
に
墳
丘
を
も
り

あ
げ
、
周
囲
に
濠
を
め
ぐ
ら
す
も
の
が
多
い
。
副
葬
品
は
呪
術
的
性
格
の

も
の
か
ら
、
馬
具
・
甲
冑
・
金
銀
装
身
具
な
ど
や
鉄
製
武
器
・
工
具
な
ど

大
陸
・
朝
鮮
伝
来
の
も
の
や
、
権
力
を
誇
示
す
る
も
の
、
実
用
的
な
も
の

に
変
化
し
た
。

す

え

き

五
世
紀
に
は
い
る
と
、
鉄
器
生
産
・
須
恵
器
・
機
織
・
金
属
工
芸
・
土

木
な
ど
の
新
技
術
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。
農
耕
技
術
も
新
た

な
発
展
が
み
ら
れ
、
耕
地
の
拡
大
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い

農
業
生
産
が
増
大
す
る
と
、
農
民
も
階
層
分
化
し
、
有
力
者
は
小
形
の
円

墳
に
葬
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
古
墳
は
一
ヵ
所
に
ま
と
ま
っ

て
十
数
基
か
ら
百
基
以
上
も
集
中
し
て
存
在
す
る
の
で
、
群
集
墳
と
よ
ば

れ
、
六
世
紀
に
全
国
各
地
で
さ
か
ん
に
つ
く
ら
れ
た
。
石
室
は
従
来
の
竪

穴
式
石
室
に
か
わ
っ
て
横
穴
式
石
室
が
出
現
し
た
。
横
穴
式
石
室
は
、
玄

せ
ん
ど
う

室
が
、
羨
道
に
よ
っ
て
外
界
と
結
ば
れ
て
い
る
。
入
口
を
塞
ぐ
石
を
は
ず

せ
ば
、
簡
単
に
追
葬
で
き
る
家
族
墓
的
性
格
を
有
し
て
い
る
。
石
室
内
部

に
は
武
器
・
馬
具
の
ほ
か
、
装
身
具
・
須
恵
器
な
ど
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
。

二
、
諫
早
湾
岸
の
古
墳
時
代

『
長
崎
県
遺
跡
地
図
』
に
よ
る
と
長
崎
県
に
お
け
る
盛
り
土
を
も
つ
「
高

塚
」
の
古
墳
の
数
は
約
五
〇
〇
基
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
半
数
は
、
政
治

す
う
よ
う

的
・
軍
事
的
に
枢
要
な
位
置
を
し
め
、
文
物
・
人
物
の
交
流
ル
ー
ト
に
あ

た
る
壱
岐
に
存
在
す
る
。
県
の
本
土
部
は
古
墳
の
分
布
か
ら
す
る
と
希
薄

な
地
域
で
あ
る
。

吾
妻
町
に
所
在
す
る
前
方
後
円
墳
で
あ
る
守
山
大
塚
古
墳
は
、
全
長
六

十
六
�
以
上
、
後
円
部
径
四
十
五
�
を
測
る
。
複
合
口
縁
壷
の
口
縁
部
片

が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
四
世
紀
初
頭
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
現
在
県
内
で

も
っ
と
も
古
い
古
墳
で
あ
る
。

―１１０―
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諫
早
市
小
野
に
は
、
横
穴
式
石
室
を
も
つ
小
野
古
墳
が
あ
る
。
ま
た
、

北
高
来
郡
森
山
町
の
、
先
に
述
べ
た
西
ノ
角
遺
跡
の
あ
る
盆
地
の
西
と
南

の
縁
に
あ
た
る
山
地
に
は
、
柏
原
古
墳
群
と
椿
川
古
墳
群
が
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
群
と
小
野
古
墳
と
の
間
に
木
秀
古
墳
が
あ
る
が
、
横

穴
式
石
室
の
一
部
が
残
る
の
み
で
、
墳
丘
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
飯
盛
町

ま
が
た
ま

の
後
田
名
に
も
飯
盛
鬼
塚
古
墳
が
あ
り
、
鏡
や
勾
玉
な
ど
の
出
土
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

高
来
町
の
善
神
さ
ん
古
墳
は
、
線
刻
画
を
も
つ
六
世
紀
末
頃
の
円
墳
で

あ
る
。玄
室
は
よ
く
残
っ
て
お
り
、室
内
の
ほ
ぼ
全
面
に
格
子
・
斜
格
子
・

人
物
・
舟
・
動
物
な
ど
の
線
刻
画
が
描
か
れ
て
い
る
。

三
、
古
墳
時
代
の
小
長
井
町

小
長
井
町
は
、
長
崎
県
本
土
部
で
は
盛
り
土
を
も
つ
高
塚
の
古
墳
の
多

い
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
地
形
的
に
み
て
そ
れ
ほ
ど
広
大
な
沖
積
平
野
を

も
つ
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
多
く
の
古
墳
が
造
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
背

景
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
重
要
な
こ
と
は
古

墳
の
造
営
さ
れ
て
い
る
場
所
が
、
海
岸
に
突
き
出
た
岬
先
端
部
に
多
い
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
諫
早
湾
の
入
口
に
当
た
る
小
長
井
町
の
地
理
的
位
置

は
、
有
明
海
と
諫
早
湾
を
掌
握
す
る
地
点
で
あ
る
。

小
長
井
町
の
東
側
か
ら
み
て
い
こ
う
。
も
っ
と
も
東
に
あ
る
の
が
、
城

山
古
墳
で
あ
る
。
標
高
十
八
�
の
丘
陵
部
に
位
置
す
る
。
複
数
の
古
墳
が

存
在
し
た
ら
し
い
が
現
存
す
る
の
は
一
基
の
み
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
も
東

側
は
大
き
く
削
ら
れ
、
石
室
部

が
露
出
す
る
の
も
時
間
の
問
題

で
あ
ろ
う
。
石
室
は
開
口
し
て

お
ら
ず
、
僅
か
に
羨
道
部
が
露

出
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
部

分
に
は
土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、

石
室
内
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

い
。長

戸
鬼
塚
古
墳
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。

丸
尾
古
墳
は
、
崩
壊
の
危
機

に
晒
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と

有
明
海
に
突
き
出
る
丘
陵
上
に
位
置
し
て
い
た
が
、
宅
地
開
発
に
よ
る
法

面
掘
削
に
よ
っ
て
削
ら
れ
、
現
在
は
玄
室
奥
壁
が
辛
う
じ
て
残
る
程
度
で

あ
る
。
線
刻
画
を
も
つ
古
墳
と
し
て
貴
重
な
例
で
あ
る
だ
け
に
こ
れ
以
上

の
崩
壊
を
な
ん
と
し
て
も
食
い
止
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

小
長
井
町
の
も
っ
と
も
南
に
位
置
す
る
大
峰
古
墳
は
、
標
高
十
五
�
の

丘
陵
の
先
端
近
く
に
位
置
す
る
。
残
さ
れ
た
地
形
か
ら
前
方
後
円
墳
の
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
東
側
が
大
き
く
削
ら
れ
、
石
室
は
開
口
し
て

い
る
。
古
墳
は
高
さ
三
�
以
上
、
直
径
は
二
十
�
以
上
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
石
室
は
両
袖
式
の
複
室
横
穴
式
石
室
で
全
長
八
・
六
�
で
あ
る
。

玄
室
の
長
さ
三
・
八
�
、
幅
二
・
一
�
、
前
室
の
長
さ
一
・
五
�
、
幅
一
・

九
�
で
あ
る
。
奥
壁
に
は
一
枚
の
大
き
な
板
石
に
よ
っ
て
石
棚
を
設
け
て

第四節 古墳時代の小長井町
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い
る
。
ま
た
玄
門
部
西
側
の
袖
石

は
、
腰
石
に
挟
ま
れ
な
い
構
造
で

あ
る
。
長
戸
鬼
塚
古
墳
に
も
同
様

な
例
が
あ
り
、
佐
賀
県
杵
島
郡
の

古
墳
と
系
譜
的
に
つ
な
が
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
大
峰
古
墳
は
、

東
側
の
掘
削
に
よ
っ
て
、
石
室
に

ひ
ず
み
が
生
じ
て
お
り
、
東
側
側

壁
の
石
に
亀
裂
が
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
の
ひ
ず
み
が
進
行
性
の
も
の
か

ど
う
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

小
長
井
町
の
古
墳
の
構
造
は
、
大
き
な
板
状
の
石
を
使
っ
て
石
室
の
基

礎
を
造
り
、
そ
の
上
部
に
や
や
小
振
り
の
石
を
持
ち
送
り
状
に
積
み
上
げ

る
。
な
か
に
は
目
地
の
通
っ
た
煉
瓦
積
み
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
奥
壁
と
側

壁
の
接
合
部
に
は
力
石
を
渡
す
。
石
室
の
構
造
な
ど
か
ら
大
峰
古
墳
が
他

の
古
墳
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
節

長
戸
鬼
塚
古
墳
の
調
査
と
成
果

一
、
古
墳
名
の
由
来

小
長
井
町
を
代
表
す
る
古
墳
に
小
川
原
浦
名
帆
崎
に
所
在
す
る
長
門
鬼

だ
ん
そ
う

塚
古
墳
が
あ
る
。
長
戸
鬼
塚
古
墳
は
、
津
田
繁
二
が
戦
前
『
長
崎
談
叢
』

に
発
表
し
た
遺
跡
地
名
表
（
津
田
一
九
四
〇
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
古
墳
で
あ
る
。
地
名
表
に
は
北
高
来
郡
の
項
に
「
横
穴
式
古
墳
、

巨
石
に
て
築
造

小
長
井
村
大
字
小
川
原
浦
帆
崎
名
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
昭
和
三
十
七
年
の
『
長
崎
県
遺
跡
地
名
表
』
に
は
「
小
長
井
村
小
川

原
浦
名
・
長
戸
鬼
塚
一
〇
六
一
帆
崎
、
円
墳
、
横
穴
式
石
室
、
長
崎
談
叢

二
六
」と
あ
り
、
つ
づ
い
て「

〃

約
一
〇
基
、
箱
式
石
棺
、
鉄
刀
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
津
田
及
び
『
長
崎
県
地
名
表
』
で
は
遺
跡
名
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
昭
和
五
十
一
年
文
化
庁
刊
行
の
『
全
国
遺
跡

地
図
四
二

長
崎
県
』
で
は
、
遺
跡
名
と
し
て
帆
崎
古
墳
・
帆
崎
古
墳
群

写真１５ 大峰古墳写真１６ 大峰古墳羨道部
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と
表
記
さ
れ
る
も
の
の
地
図
上
で
は
誤
っ
た
位
置
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
二
年
発
行
の
長
崎
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
『
長
崎
県
遺
跡
地

図
』
で
は
、
長
戸
古
墳
と
帆
崎
古
墳
が
隣
接
し
て
存
在
す
る
。
遺
跡
台
帳

で
み
る
と
長
戸
古
墳
は
「
石
室
が
完
全
に
残
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
が
長
戸
鬼
塚
古
墳
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
が
、
帆
崎
古
墳
に
つ

い
て
は
「
現
地
踏
査
す
る
も
確
認
で
き
ず
」
と
あ
る
。
平
成
六
年
発
行
の

新
遺
跡
地
図
で
も
改
訂
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
三
十
七
年
の
『
地
名
表
』
で

い
う
円
墳
が
長
戸
鬼
塚
古
墳
で
あ
り
、
箱
式
石
棺
と
あ
る
の
が
帆
崎
古
墳

群
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
長
戸
鬼
塚
古
墳
の
名
称
が
、
帆
崎
古
墳
・
長
戸
古

墳
・
長
戸
鬼
塚
・
長
戸
鬼
塚
古
墳
と
四
つ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
者
の

間
で
混
乱
を
来
し
て
き
た
が
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
県
の
史
跡
に
長
戸
鬼

塚
古
墳
の
名
で
指
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
今
後
は
こ
の
呼
称
で
統

一
し
た
い
。

長
戸
鬼
塚
古
墳
は
石
室
が
開

口
し
て
お
り
、
墳
丘
も
残
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
そ
の
存
在
は
早

く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
石
室

内
に
居
住
し
て
い
た
痕
跡
も
あ

る
。
伝
聞
で
は
鏡
が
出
土
し
た

ら
し
い
。
本
墳
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
線
刻
画
は
、
津
田
の
地

名
表
に
は
そ
の
記
述
は
な
い
が
、

古
老
に
よ
る
と
線
刻
が
あ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
ら
し
い
。

昭
和
四
十
五
年
、
長
崎
県
文
化
財
課
（
現
学
芸
文
化
課
）
が
実
施
し
た
分

布
調
査
に
よ
っ
て
線
刻
画
と
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
七
年
に

長
戸
鬼
塚
古
墳
と
丸
尾
古
墳
の
石
室
の
実
測
調
査
が
行
わ
れ
た
（
田
川
一

九
八
二
）。
昭
和
六
十
三
年
に
は
、
保
存
状
態
の
良
さ
や
珍
し
い
線
刻
壁

画
を
も
つ
稀
少
性
を
評
価
さ
れ
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

二
、
長
戸
鬼
塚
古
墳
の
調
査

長
戸
鬼
塚
古
墳
は
、
羨
道
部
入
口
の
東
側
の
側
壁
が
倒
れ
か
け
て
お
り

崩
壊
の
危
機
に
あ
る
こ
と
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
古
墳

整
備
復
元
の
資
料
を
得
る
た
め
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
調
査
は
、

詳
細
な
墳
丘
平
面
図
の
作
成
及
び
石
室
の
床
面
の
確
認
と
羨
道
部
の
掘
り

下
げ
を
主
眼
と
し
た
。

墳
丘
と
そ
の
周
辺
の
地
形
を
一
〇
〇
分
の
一
で
実
測
し
、
二
十
五
�
間

隔
で
等
高
線
を
入
れ
た
。
石
室
は
中
心
線
に
そ
っ
て
西
側
に
四
十
�
幅
の

サ
ブ
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
床
面
の
確
認
を
行
っ
た
。
発
電
機
を
使
っ
て

二
灯
の
ラ
イ
ト
で
調
査
し
た
も
の
の
、
照
明
が
暗
く
調
査
は
難
渋
し
た
が
、

か
ま
ち
い
し

よ
う
や
く
羨
門
部
に
框
石
を
検
出
し
た
こ
と
で
床
面
の
確
認
が
で
き
た
。

つ
い
で
羨
道
部
の
土
砂
を
除
去
し
た
の
ち
羨
道
部
床
面
を
精
査
し
た
。
ま

た
周
溝
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
に
開
口
部
に
調
査
区
を
設
定
し
た
。

墳
丘

古
墳
は
、
有
明
海
に
突
き
出
た
丘
陵
の
先
端
に
位
置
し
、
墳
丘
の

頂
点
で
標
高
一
九
・
二
五
�
、
ま
た
海
岸
か
ら
の
距
離
は
約
三
十
�
を
測
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る
。
羨
道
部
側
を
除
く
三
方
向
は
、
東
側
が
隣
接
す
る
畑
に
よ
っ
て
、
北
・

西
側
は
共
同
墓
地
の
造
成
に
よ
っ
て
地
形
が
改
変
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
盛

土
が
相
当
流
失
し
て
い
る
た
め
に
墳
丘
の
形
状
は
頂
上
付
近
が
楕
円
形
で

下
位
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
隅
丸
方
形
に
近
く
な
る
が
、
本
来
は
径
十
七

�
程
度
の
円
墳
で
あ
ろ
う
。
高
さ
は
四
・
五
�
ほ
ど
で
あ
る
。
南
側
に
土

手
状
に
残
る
部
分
の
西
側
は
、
避
病
院
建
設
の
際
に
掘
削
さ
れ
、
箱
式
石

棺
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
が
帆
崎
古
墳
群
に
あ
た
る
ら
し
い
。
羨
道
部
の

前
面
に
周
溝
を
確
認
し
た
が
、
幅
一
�
程
度
で
深
さ
は
羨
道
部
か
ら
約
一

�
で
あ
っ
た
。
こ
の
周
溝
が
ど
の
程
度
め
ぐ
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
東
側
は
畑
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

墳
丘
に
は
小
児
の
頭
大
の
海
浜
礫
が
数
多
く
露
出
し
て
お
り
、
墳
丘
全
面

に
葺
石
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

主
体
部

主
体
部
は
、
主
軸
を
Ｎ－

三
十
八
度－

Ｗ
に
と
り
、
南
東
に
向

い
て
開
口
す
る
横
穴
式
石
室
で
、
前
室
と
玄
室
の
二
室
を
も
つ
複
式
構
造

で
、
現
存
す
る
石
室
の
全
長
は
一
一
・
三
�
で
あ
る
。

玄
室
は
、
奥
壁
に
幅
二
・
五
�
高
さ
二
・
五
�
の
巨
大
な
一
枚
の
不
整

形
な
自
然
石
を
立
て
、
側
壁
は
長
さ
二
�
高
さ
一
�
程
度
の
腰
石
を
二
枚

縦
に
並
べ
る
。
規
模
は
床
面
で
長
さ
四
・
三
�
、
奥
壁
側
の
幅
二
・
五
�
、

袖
石
部
の
幅
二
・
二
�
で
若
干
幅
が
狭
ま
る
羽
子
板
状
を
呈
す
る
。
天
井

は
三
枚
の
天
井
石
を
重
ね
る
構
造
で
、
中
央
部
の
天
井
部
が
一
段
高
く

な
っ
て
お
り
、
床
面
か
ら
三
・
二
�
を
測
る
。
天
井
部
に
い
く
に
従
っ
て

幅
が
減
少
し
て
い
く
い
わ
ゆ
る
持
ち
送
り
構
造
で
あ
る
。
奥
壁
の
一
枚
石

の
形
状
を
利
用
し
て
持
ち
送
り
す
る
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、
奥
壁
西
側
は

写真１９ 遠 景
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石
の
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て
、
東
側
は
西
側
と
傾
斜
を
あ
わ
せ
る
た
め
に
大

小
の
石
を
補
填
し
て
い
る
。
天
井
石
ま
で
に
は
奥
壁
の
一
枚
石
で
は
高
さ

が
足
り
ず
五
十
�
ほ
ど
の
大
石
を
二
個
重
ね
て
高
さ
を
補
っ
て
い
る
。
東

奥
壁
の
コ
ー
ナ
ー
は
ま
わ
し
石
（
力
石
）
を
お
い
て
隅
を
丸
く
な
る
よ
う

に
す
る
な
ど
古
い
技
法
を
と
る
一
方
、
腰
石
上
部
の
塊
石
の
積
み
方
は
新

し
い
技
法
で
あ
る
重
箱
積
み
を
併
用
す
る
な
ど
、
過
渡
的
な
姿
を
示
し
て

い
る
。

東
側
壁
奥
壁
側
の
腰
石
に
は
右
肩
部
に
細
か
い
鋸
歯
状
の
線
刻
が
斜
め

に
数
十
�
程
度
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
線
刻
は
み
ら
れ
る
が
、

後
世
の
落
書
き
（
人
名
な
ど
）
も
あ
り
識
別
は
容
易
で
は
な
い
。

玄
門
は
、
厚
さ
四
十
〜
五
十
�
程
度
の
分
厚
い
袖
石
が
腰
石
と
腰
石
の

間
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
二
枚
の

石
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

玄
門
は
幅
一
�
、
高
さ
一
・
八
五
�
で
あ
る
。

前
室
の
側
壁
に
は
一
枚
の
腰
石
を
配
し
て
い
る
。
腰
石
の
上
部
に
塊
石

を
五
段
積
み
上
げ
て
い
る
。
西
壁
に
は
目
地
が
直
線
的
に
通
っ
た
典
型
的

な
重
箱
積
み
が

み
ら
れ
る
。
前

室
の
規
模
は
、

長
さ
一
・
六
�
、

幅
二
・
〇
�
、

高
さ
二
・
二
�

を
測
る
。
腰
石

の
大
き
さ
は
長

さ
一
・
五
�
×
高
さ
〇
・
七
�
以
上
。
西
側
の
腰
石
に
は
ク
ジ
ラ
な
ど
の

線
刻
が
あ
り
、
そ
の
一
部
は
埋
土
の
下
に
も
続
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

前
門
は
、
玄
門
と
は
違
っ
て
両
袖
石
が
腰
石
の
前
に
完
全
に
出
る
こ
と

を
特
徴
と
す
る
。
方
柱
形
を
し
た
袖
石
は
玄
門
の
袖
石
と
比
べ
る
と
小
形

で
あ
る
。
框
石
は
一
枚
の
板
石
を
使
用
し
て
お
り
袖
石
の
間
に
し
っ
か
り

と
固
定
さ
れ
て
い
た
。

羨
道
部
は
、
腰
石
が
開
口
部
に
向
か
っ
て
小
形
化
し
て
い
く
。
羨
門
部

に
は
一
枚
の
平
石
を
框
石
と
し
て
い
る
。
框
石
の
羨
道
側
に
は
高
さ
を
あ

わ
せ
る
形
で
平
石
を
並
べ
て
い
る
。
腰
石
の
継
ぎ
目
に
は
塊
石
を
裏
込
め

的
に
置
い
て
あ
っ
た
。

羨
道
部
の
大
き
さ
は
長
さ
四
・
五
�
、
幅
は
奥
壁
側
で
二
・
〇
�
、
入

り
口
部
で
は
一
・
七
�
程
度
で
あ
り
、
天
井
の
高
さ
一
・
九
�
を
測
る
。

開
口
部
付
近
の
腰
石
は
小
型
化
し
て
い
く
こ
と
も
あ
っ
て
横
か
ら
の
土
圧

に
抗
し
き
れ
ず
倒
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

出
土
遺
物

長
門
鬼
塚
古
墳
が
調
査
さ
れ
る
ま
で
小
長
井
町
内
の
古
墳
か

ら
、
時
期
決
定
の
決
め
手
と
な
る
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
小
破
片
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
石
室
内
の
撹
乱
部
若
し
く
は
羨
道
部
の
流
れ
込
み
か
ら
の
出
土
で
原
位

置
に
あ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

須
恵
器

須
恵
器
の
な
か
に
は
年
代
の
わ
か
る
資
料
が
二
点
出
土
し
て
い

る
。
一
点
は
坏
身
で
あ
る
。
小
田
編
年
�
ａ
期
（
六
世
紀
末
〜
七
世
紀
初

頭
）
に
該
当
す
る
。
も
う
一
点
は
坏
蓋
で
あ
る
。
同
じ
く
小
田
編
年
�
ｂ

写真２３ 長戸鬼塚古墳の羨道部
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期
（
七
世
紀
前
半
）
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
長

門
鬼
塚
古
墳
で
は
少
な
く
と
も
六
世
紀
末
〜
七
世
紀

初
頭
に
は
築
造
さ
れ
、
七
世
紀
前
半
に
は
追
葬
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
他
の
出
土
し
た
須
恵
器
の
資
料
に
は

の
口

か
め

縁
部
、
瓶
の
口
縁
部
、
甕
の
口
縁
部
片
、
壺
の
口
縁

部
破
片
、大
形
の
甕
な
い
し
壺
の
口
縁
部
片
、壺
の
頸

部
片
、甕
の
胴
部
破
片
、透
か
し
の
あ
る
高
坏
脚
、長

脚
の
高
坏
の
脚
柱
部
片
、
器
台
脚
部
片
な
ど
が
あ
る
。

土
師
器

土
師
器
と
し
て
は
須
恵
器
を
模
倣
し
た
坏

蓋
、
直
口
の
瓶
の
口
縁
部
か
ら
片
部
に
か
け
て
の
破

片
、
高
坏
の
坏
部
及
び
脚
柱
部
、
小
形
の
高
坏
形
土

器
の
脚
裾
部
な
ど
が
あ
る
。
高
坏
形
土
器
の
内
面
に

は
×
字
状
の
線
刻
記
号
が
施
さ
れ
て
い
る
。

石
室
の
構
築
工
程

古
墳
の
石
室
の
構
築
を
み
て
み

る
。
第
一
工
程
は
、
奥
壁
に
一
枚
の
巨
大
な
腰
石
を

配
し
、
更
に
玄
室
・
前
室
・
羨
道
部
の
腰
石
及
び
玄

門
・
前
門
の
袖
石
を
配
し
て
全
体
の
プ
ラ
ン
を
決
定

す
る
段
階
。
腰
石
は
玄
室
奥
壁
を
最
大
と
し
、
以
下

羨
道
部
に
い
く
に
つ
れ
て
小
形
化
す
る
。

第
二
工
程
は
、
玄
室
奥
壁
と
右
側
壁
を
除
い
た
腰

石
の
上
に
一
段
な
い
し
二
段
石
を
積
み
上
げ
る
段
階

で
あ
る
。
第
三
工
程
は
、
玄
室
奥
壁
側
か
ら
羨
道
部

第五節 長戸鬼塚古墳の調査と成果

図５ 長戸鬼塚古墳から出土した遺物
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ま
で
ほ
ぼ
水
平
を
確
保
す
る
段
階
で
あ
る
。

第
四
工
程
は
、
前
門
袖
石
に

石
を
載
せ
、
更
に
玄
門
に

石
を
載
せ

る
た
め
に
配
石
を
行
う
段
階
。
左
側
袖
石
は
高
さ
が
足
り
ず
右
に
比
べ
る

と
二
段
石
を
積
み
上
げ
て
い
る
。
続
く
第
五
工
程
で
は
、
玄
門
に

石
を

載
せ
る
と
と
も
に
、
羨
道
部
に
天
井
石
を
お
く
。
そ
れ
に
加
え
て
、
前
室

の
天
井
石
を
載
せ
る
た
め
に
水
平
を
確
保
す
る
段
階
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
羨
道
部
が
完
成
す
る
。

第
六
工
程
は
、
前
室
天
井
部
を
一
枚
の
大
き
な
平
石
で
構
築
す
る
と
と

も
に
、
玄
室
の
前
室
側
の
天
井
石
を
お
く
た
め
に

水
平
を
確
保
す
る
。こ
の
段
階
で
前
室
が
完
成
す
る
。

第
七
工
程
は
、
玄
室
の
前
室
側
に
天
井
石
を
お

き
、
玄
室
奥
壁
側
の
天
井
石
の
た
め
に
水
平
を
確

保
す
る
。
第
八
工
程
は
、
玄
室
奥
壁
側
天
井
石
を

載
せ
る
と
と
も
に
、
最
も
高
い
中
央
部
の
天
井
石

を
配
す
る
た
め
の
空
間
を
作
る
。
そ
し
て
最
後
の

第
九
工
程
で
は
、
最
後
の
天
井
石
を
載
せ
て
、
玄

室
が
完
成
す
る
。

線
刻
画

森
貞
次
郎
は
線
刻
画
を
「
彩
色
壁
画
よ

り
後
出
の
も
の
で
、
全
く
別
の
発
想
に
よ
る
も
の

で
あ
り
」「
自
由
画
風
線
刻
画
の
製
作
は
、
そ
れ

が
呪
術
的
な
儀
礼
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
作
画
の
専
業
集
団
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
図
柄
や
構
図
に
つ
い
て
も
、
任
意
性
と

即
興
性
が
強
い
。し
た
が
っ
て
、墓
前
祭
に
お
い
て
墓
室
の
閉
塞
に
先
立
っ

て
近
親
者
の
手
に
よ
る
鎮
魂
の
た
め
の
素
朴
な
絵
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。」
と
定
義
し
て
い
る
。
森
の
い
う
よ
う
に
自
由
画
風
線
刻
画
は
任

意
性
と
即
興
性
が
強
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、
渡
部
俊
哉
も
指
摘
す
る
よ
う

に
有
明
海
沿
岸
の
線
刻
画
に
は
格
子
・
斜
格
子
と
い
う
共
通
す
る
文
様
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
共
通
認
識
や
共
通
理
解
が

あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

長
戸
鬼
塚
古
墳
の
線
刻
画
は
、
玄
室
東
側
壁
腰
石
と
前
室
西
側
壁
腰
石

図６ 長戸鬼塚古墳構築工程図
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に
描
か
れ
て
い
る
。
玄
室
に
は
細
か
い
ピ
ッ
チ
の
鋸
歯
状
文
や
斜
格
子
文

が
描
か
れ
て
い
る
。
前
室
に
は
具
象
的
な
表
現
で
、
ク
ジ
ラ
と
思
わ
れ
る

も
の
や
大
小
の
楕
円
形
な
ど
の
文
様
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ク
ジ

ラ
を
除
い
て
は
何
を
表
現
し
た
も
の
か
は
判
読
で
き
な
い
。
ク
ジ
ラ
は
、

お
び
れ

し
ゅ
も
く
が
た

頭
部
が
へ
こ
み
、
尾
鰭
が
三
角
の
撞
木
形
に
表
現
さ
れ
て
お
り
ク
ジ
ラ
の

特
徴
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
。
有
明
海
西
岸
の
線
刻
画
は
、
基
本
的
な
文

様
と
し
て
は
格
子
・
斜
格
子
な
ど
の
直
線
で
あ
る
。
人
物
や
家
な
ど
が
描

か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
稚
拙
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
こ
の
ク
ジ
ラ

の
絵
は
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

三
、
ま

と

め

長
戸
鬼
塚
古
墳
は
い
わ
ゆ
る
九
州
型
横
穴

式
石
室
で
あ
り
、
玄
室
と
前
室
を
も
つ
複
室

構
造
で
、
し
か
も
線
刻
画
を
有
す
る
。
そ
の

平
面
プ
ラ
ン
は
玄
室
奥
壁
の
幅
二
・
五
�
、

羨
道
部
で
一
・
七
�
と
な
る
。
玄
室
は
羽
子

板
状
の
長
方
形
で
、
前
室
は
方
形
で
あ
る
。

こ
う
し
た
石
室
構
造
を
も
つ
古
墳
は
、
小
長

井
町
か
ら
高
来
町
に
か
け
て
の
諫
早
湾
に
突

出
す
る
台
地
に
多
く
造
営
さ
れ
て
い
る
。
大

峰
古
墳
や
単
室
で
は
あ
る
が
丸
尾
古
墳
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
対
岸
の
島
原
半
島
北

部
は
県
本
土
部
で
は
き
わ
だ
っ
て
古
墳
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の

地
域
の
石
室
は
は
と
ん
ど
が
単
室
で
、
平
面
形
は
方
形
に
近
い
も
の
で
あ

る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
古
墳
は
経
済
基
盤
と
な
る
沖
積
平
野
の
最
奥
部
若
し

く
は
そ
れ
を
見
下
ろ
す
丘
陵
に
造
営
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
諫
早
湾
の
両
岸
に
展
開
す
る
同
時
期
の
古
墳
の
被
葬
者
は
性
格
や

系
譜
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

長
戸
鬼
塚
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
諫
早
湾
北
岸
の
後
期
古
墳
の
石
室
は

杵
島
山
麓
の
も
の
と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
系
譜
的
に
そ
れ
ら
の
地
域

と
つ
な
が
る
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
み
て
み

る
と
長
戸
鬼
塚
古
墳
の
袖
石
は
玄
門
で
は
側
壁
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
の

第五節 長戸鬼塚古墳の調査と成果

図７ 長戸鬼塚古墳の線刻画
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に
、
前
門
は
内
側
に
独
立
し
て
お
り
、
い
わ
ば
折
衷
的
な
あ
り
方
で
あ
る
。

小
長
井
町
大
峰
古
墳
は
玄
室
奥
壁
に
石
棚
を
も
つ
な
ど
特
異
で
あ
る
が
、

長
戸
鬼
塚
古
墳
の
袖
石
と
は
逆
に
玄
門
の
そ
れ
が
独
立
し
て
、
前
門
は
側

壁
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
小
松
譲
が
紹
介
し
た
龍
王
崎
六
号
墳
・
永
池

古
墳
と
比
較
す
る
と
、
本
墳
は
袖
石
の
置
き
方
に
若
干
の
差
は
あ
る
も
の

の
、
石
室
の
平
面
プ
ラ
ン
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
や
、
線
刻
画
を
も
つ

こ
と
な
ど
共
通
点
が
多
い
。

佐
賀
県
杵
島
山
麓
の
古
墳
の
石
室
の
構
造
や
築
造
方
法
に
つ
い
て
小
松

譲
は
、
背
振
山
麓
の
肥
前
東
部
で
は
石
室
の
袖
石

は
側
壁
間
に
挟
ま
れ
て
立
柱
状
石
材
を
立
て
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
杵
島
山
山
麓
の

龍
王
崎
六
号
墳
・
永
池
古
墳
の
袖
石
は
側
壁
か
ら

独
立
し
て
柱
状
石
材
を
立
て
る
の
を
特
徴
と
す
る

と
い
う
。

諫
早
湾
北
岸
か
ら
佐
賀
県
藤
津
郡
太
良
町
に
か

け
て
の
多
良
山
系
の
末
端
部
で
あ
る
海
岸
丘
陵
の

先
端
部
に
は
後
期
古
墳
が
立
地
す
る
こ
と
が
多
い
。

北
か
ら
太
良
町
伊
福
古
墳
群
・
長
崎
鼻
古
墳
群
・

宝
前
鼻
古
墳
群
・
野
崎
古
墳
群
が
、
長
崎
県
に
入

る
と
小
長
井
町
竹
ノ
崎
古
墳
・
城
山
古
墳
・
大
峰

古
墳
・
長
戸
鬼
塚
古
墳
・
丸
尾
古
墳
・
善
神
さ
ん

古
墳
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
古
墳
は
有
明
海
や

諫
早
湾
に
突
き
出
た
標
高
十
〜
二
十
�
ほ
ど
の
丘

へ
い
げ
い

陵
先
端
に
占
拠
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
海
岸
を
睥
睨
す
る
地
を
選
択
す
る

傾
向
に
あ
る
。
古
墳
の
周
辺
は
経
済
的
背
景
と
な
る
沖
積
平
野
に
乏
し
い

と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
古
墳
の
被
葬
者
と
し
て
は
有
明
海
を
舞
台
に
活

躍
し
た
海
人
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
太
良
町
内
の
古

墳
が
群
集
す
る
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、
長
崎
県
側
で
は
単
独
で
存
在
す

る
場
合
が
多
い
こ
と
も
相
違
点
の
一
つ
で
あ
る
。

長
戸
鬼
塚
古
墳
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ

ウ
ン
ド
や
石
室
及
び
線
刻
壁
画
な
ど
良
好
に
保
存
さ
れ
て
き
た
。
集
落
か

図８ 有明海西岸地方の古墳分布図
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ら
離
れ
た
岬
の
先
端
部
と
い
う
立
地
条
件
な
ど
が
幸
い
し
た
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

墳
丘
は
盛
土
の
流
失
に
よ
っ
て
高
さ
が
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
周
辺

の
墓
地
造
成
・
畑
な
ど
に
よ
っ
て
墳
丘
周
囲
の
形
が
改
変
さ
れ
て
お
り
築

造
当
時
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

石
室
は
開
口
し
て
い
た
た
め
に
常
に
生
活
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た

ら
し
く
、
玄
室
や
前
室
で
は
焚
き
火

の
跡
が
お
び
た
だ
し
く
、
天
井
部
ま

す
す

で
煤
で
黒
く
変
色
し
て
い
る
。

線
刻
画
は
玄
室
と
前
室
の
腰
石
に

鉄
釘
様
の
も
の
で
刻
ま
れ
て
お
り
、

特
に
ク
ジ
ラ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ

る
前
室
西
側
の
線
刻
は
後
世
の
落
書

き
も
少
な
く
良
好
で
あ
る
。

長
崎
県
本
土
部
に
は
本
古
墳
を
含

め
三
基
の
線
刻
画
古
墳
が
あ
る
が
、

小
長
井
町
丸
尾
古
墳
は
斜
面
崩
壊
に

よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
玄
室
奥
壁
が
残

る
に
す
ぎ
ず
崩
壊
は
時
間
の
問
題
で

あ
ろ
う
。
ま
た
高
来
町
善
神
さ
ん
古

墳
は
玄
室
に
人
物
や
斜
格
子
が
刻
ま

れ
て
い
る
が
、
玄
室
の
上
部
に
は
建

造
物
が
あ
り
古
墳
の
原
形
は
大
き
く

損
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
し
て
長
戸
鬼
塚
古
墳
の
も
つ
意

義
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

（
川
道

寛
）

備 考

線刻壁画
線刻壁画 県指定

守山大塚古墳の陪塚
前方後円墳

県指定

年 代

６ｃ末

４ｃ初
４ｃ初

標高
１０
１８
１５
２０
１５
２５
２０
１３０
７０
１５
１３０
１３０
７０
１２０
１２０
１４０
１１０
４３
３０
７８
５
５
３２
６０
５８
５０
２５
６２
１８
１０
３９
６０
６２
２５
４５
１０

立地
丘陵
丘陵
丘陵
丘陵
丘陵
丘陵
台地
丘陵
丘陵
丘陵
丘陵
丘陵
山裾
台地
台地
丘陵
台地
台地
台地
台地
平野
平野
丘陵
台地
平地
丘陵
丘陵
丘陵
丘陵
平地
台地
丘陵
台地
丘陵
丘陵
丘陵

所在地
小長井町
小長井町
小長井町
小長井町
小長井町
高 来 町
諌 早 市
諌 早 市
諌 早 市
諫 早 市
森 山 町
森 山 町
森 山 町
森 山 町
森 山 町
森 山 町
森 山 町
愛 野 町
愛 野 町
愛 野 町
吾 妻 町
吾 妻 町
吾 妻 町
吾 妻 町
吾 妻 町
吾 妻 町
吾 妻 町
瑞 穂 町
瑞 穂 町
国 見 町
国 見 町
国 見 町
国 見 町
有 明 町
有 明 町
有 明 町

古 墳 名
竹 ノ 崎 古 墳
城 山 古 墳
大 峰 古 墳
丸 尾 古 墳
長 戸 鬼 塚 古 墳
善 神 さ ん 古 墳
尾 首 鬼 塚 古 墳
小烏帽子岳古墳
木 秀 古 墳
小 野 古 墳
柏 原 ２ 号 墳
柏 原 ３ 号 墳
柏 原 １ 号 墳
椿川古墳群１号墳
椿川古墳群２号墳
椿川古墳群３号墳
長 坂 古 墳
首 塚 古 墳
一 本 松 古 墳
稲 荷 鬼 塚 古 墳
丸 塚 古 墳
守 山 大 塚 古 墳
横 山 古 墳
杉 山 古 墳
上 原 古 墳
倉 子 古 墳
布 江 鬼 塚 古 墳
古 路 松 塚 古 墳
柿 ノ 本 古 墳
筏 古 墳
高 下 古 墳
八 反 田 古 墳
金 山 古 墳
庄 司 屋 敷 古 墳
平 山 古 墳
一 野 古 墳

番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６

第五節 長戸鬼塚古墳の調査と成果

表１ 有明海西岸の古墳
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第
六
節

古

代

一
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代

１

風
土
記
の
世
界

肥
前
国
風
土
記
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
読
み
下
し
文
に
し
て
挙
げ
る
。

た
か
く

こ
ほ
り

さ
と

九
と
こ
ろ
こ
ざ
と

う
ま
や

四
と
こ
ろ

と
ぶ
ひ

五
と
こ
ろ

高
来
の
郡
、
郷
は
玖
所
里
は
廿
一
、
駅
は
肆
所
、
烽
は
伍
所
。

む
か
し

ま
き
む
く

ひ
し
ろ

み
や

あ
め
の
し
た
し
ろ

す
め
ら
み
こ
と

ひ
の
み
ち
の
し
り
へ

昔
者
、
纏
向
の
日
代
の
宮
に
御
宇
し
め
し
し
天
皇
、
肥

後
の
国

た
ま
き
な

こ
ほ
り

な
が
す

は
ま

か
り
み
や

い
ま

こ
ほ
り

み

玉
名
の
郡
の
長
渚
の
浜
の
行
宮
に
在
し
て
、
此
の
郡
の
山
を
覧
ま
し

そ

は
な

く
が

て
の
り
た
ま
ひ
し
く
、「
彼
の
山
の
形
は
別
れ
嶋
に
似
た
り
。
陸
に

つ

は
な

い

あ
れ

お
も

す
な
は

属
け
る
山
か
、
別
れ
居
る
嶋
か
。
朕
、
知
ら
ま
く
欲
ふ
」
と
。
仍

か
む
お
お
の
す
く
ね

お
ほ

み

こ
ほ
り

ち
神
大
野
宿
�
に
勒
せ
て
、
看
せ
し
め
た
ま
ひ
し
か
ば
、
此
の
郡
に

ゆ

い
た

こ
こ

き

あ

往
き
到
り
き
。
爰
に
人
あ
り
、
迎
へ
来
て
い
ひ
し
く
、「
僕
は
此
の

か
み

た
か
く

つ
く
ら

す
め
ら
み
こ
と

つ
か
い

山
の
神
、
名
は
高
来
津
座
と
ま
を
す
。
天
皇
の
み
使
の
来
ま
す
こ

む
か

ま
つ

よ

た
か
く

と
を
聞
き
て
、
迎
へ
奉
ら
く
の
み
」
と
ま
を
し
き
。
因
り
て
高
来
の

こ
ほ
り
郡
と
い
う
。

け
い
こ
う

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

文
中
の
天
皇
は
景
行
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
子
日
本
武
尊
は
、

紀
記
に
登
場
す
る
古
代
伝
説
の
英
雄
で
あ
る
。
共
に
伝
説
時
代
の
人
物
で

あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
史
実
と
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
、
四
世
紀
後
半

か
ら
五
世
紀
に
至
る
大
和
朝
廷
の
成
立
と
、
そ
の
全
国
平
定
を
物
語
っ
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

だ
が
本
格
的
な
国
づ
く
り
は
、
六
世
紀
末
の
五
九
三
年
、
推
古
天
皇
の

せ
つ
し
ょ
う

摂
政
と
し
て
、
す
ぐ
れ
た
国
政
の
舵
取
り
を
し
た
、
聖
徳
太
子
の
出
現

み
こ
と
の
り

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
五
九
三
年
、
仏
法
興
隆
の
詔
を
発
し
、

六
〇
〇
年
に
は
第
一
回
の
遣
隋
使
の
派
遣
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
仏
教

文
化
と
中
国
の
諸
制
度
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
る
国
づ
く
り
を
始
め
た

そ
ん
す
う

人
物
で
あ
る
。
今
日
な
お
「
職
人
の
神
様
」
と
し
て
尊
崇
さ
れ
る
ゆ
え
ん

な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

で
あ
る
。
そ
の
後
、
中
大
兄
皇
子
に
よ
る
大
化
の
改
新
（
六
四
五
）、
天

武
天
皇
に
よ
る
飛
鳥
浄
御
原
令
の
制
定
（
六
八
一
）、
文
武
天
皇
に
よ
る

大
宝
律
令
の
制
定
（
七
〇
一
）
と
引
き
つ
が
れ
、
華
や
か
な
飛
鳥
文
化
が

開
花
す
る
。

七
世
紀
の
こ
う
し
た
国
づ
く
り
の
勢
い
が
、
八
世
紀
に
入
っ
て
和
銅
三

せ
ん
と

年
（
七
一
〇
）
の
平
城
京
遷
都
に
よ
っ
て
、
そ
の
総
仕
上
げ
が
な
さ
れ
た

せ
ん
し
ん

み
こ
と
の
り

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
和
銅
六
年
（
七
一
三
）、
風
土
記
撰
進
の
詔
が

出
さ
れ
る
の
も
、
こ
こ
ら
で
国
土
の
す
み
ず
み
ま
で
、
こ
う
い
う
動
き
を

ふ
り
返
っ
て
見
よ
う
と
い
う
意
図
に
外
な
ら
な
い
。肥
前
国
風
土
記
も
、数

年
後
に
は
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、風
土
記
の
世
界
は
、こ
れ
ら

一
連
の
歩
み
に
至
る
数
百
年
の
伝
承
が
、国
毎
に
綴
ら
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

だ
が
残
念
な
が
ら
小
長
井
地
方
は
、
ま
だ
こ
こ
に
登
場
し
て
こ
な
い
。

ひ
の
み
ち
の
く
ち
の
く
に

た
か
く
の
こ
お
り

で
も
確
実
に
「
肥
前
国
、
高
来
郡
」
に
組
み
こ
ま
れ
た
事
は
間
違
い

ぐ
ん
が

お
お
ぞ
の

な
い
。
高
来
郡
の
郡
衙
所
在
地
は
、
国
見
町
大
園
遺
跡
周
辺
に
比
定
さ
れ

て
い
る
。
国
見
と
小
長
井
は
、
共
に
諫
早
湾
口
の
南
北
に
位
置
し
て
、
晴

し

こ

れ
た
日
に
は
、
指
呼
の
間
に
望
み
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
小
長
井
の
古
代

ぐ
ん
が

人
た
ち
は
、
郡
衙
に
行
く
に
は
舟
を
あ
や
つ
っ
て
、
ま
っ
す
ぐ
行
っ
た
に
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違
い
な
い
。
も
ど
り
の
海
人
た
ち
は
、
毘
沙
天
岳
を
目
印
に
し
た
。
そ
の

意
味
で
こ
の
山
は
、
海
人
た
ち
航
行
の
よ
り
所
で
あ
り
、
地
域
の
シ
ン
ボ

か
む
な

び
や
ま

ル
で
あ
っ
た
。
古
代
人
に
と
っ
て
聖
な
る
山
で
あ
り
、神
南
備
山
で
あ
っ
た
。

い
わ
く
ら

頂
上
南
面
の
巨
岩
の
群
は
、神
が
鎮
座
す
る
磐
座
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
く
が

や
ま
と

さ
ら
に
は
、
肥
前
国
の
国
司
が
所
在
す
る
国
衙
は
、
佐
賀
県
大
和
町
に

と
お

み
か
ど

在
り
、
遠
の
朝
廷
と
呼
ば
れ
た
九
州
の
中
心
地
大
宰
府
へ
租
・
調
を
運
ぶ

に
も
、
舟
運
を
使
っ
た
と
す
れ
ば
、
小
長
井
地
方
は
高
来
郡
海
路
の
玄
関

口
に
当
り
、
肥
前
国
の
文
化
圏
に
最
も
近
い
、
陽
の
当
る
場
所
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

２

行
基
伝
説

う
ん
ぜ
ん

ま
ん
み
ょ
う

じ

�

温
泉
神
社
と
満
明
寺
の
創
建

こ
の
頃
の
高
来
郡
の
中
心
は
、
あ
く
ま
で
も
島
原
半
島
で
あ
り
、
文
化

う
ん
ぜ
ん

は
、
温
泉
岳
（
雲
仙
岳
）
か
ら
諫
早
地
方
へ
と
流
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
過

ぎ
ょ
う

き

き

程
の
中
で
、
行
基
伝
説
が
行
き
わ
た
っ
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
島
原
半
島
史
」
に
よ
る
と
、
温
泉
神
社
が
創
建
さ
れ
た
の
は
、
文
武

天
皇
の
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
で
、
行
基
が
温
泉
山
満
明
寺
を
創
建
し
、

か
ん
じ
ょ
う

ち
ん
ご

さ
ら
に
温
泉
山
に
四
面
大
菩
薩
を
勧
請
し
て
、
当
山
の
鎮
護
と
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
諫
早
の
安
勝
寺
に
保
存
さ
れ
る
「
伊
佐
早
四
面
宮

縁
起
書
」
に
よ
る
と
、
聖
武
天
皇
の
神
亀
五
年
（
七
二
八
）、
温
泉
神
社

の
四
大
末
社
の
う
ち
、
第
三
の
末
社
と
し
て
伊
佐
早
に
四
面
宮
が
創
建
さ

ご

ち
こ
う
さ
ん
し
ょ
う
ご
ん
じ

れ
、
そ
の
神
宮
寺
と
し
て
五
智
光
山
荘
厳
寺
が
、
行
基
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
社
寺
は
そ
の
後
永
く
、
諫
早
地
方
の
中
心

そ
ん
す
う

社
寺
と
し
て
、
尊
崇
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

�

行
基
七
観
音

「
肥
前
古
跡
縁
起
巻
之
下
」
の
「
肥
之
御
崎
」
の
説
明
文
中
、
行
基
七

観
音
伝
説
を
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
あ
る
。

昔
、
肥
後
の
国
宇
土
の
郡
に
一
つ
の
橋
あ
り
。
此
の
橋
の
上
よ
り

よ
な
よ
な

夜
々
光
る
物
飛
び
来
っ
て
、
往
来
の
人
を
悩
ま
す
。
此
の
事
か
く
れ

な
く
て
、
行
基
、
宇
土
の
郡
に
至
り
給
ひ
、
此
の
橋
を
七
つ
に
切
り

い
わ

折
り
、
海
中
に
流
し
、
菩
薩
誓
っ
て
曰
く
、「
此
の
橋
の
光
明
は
、

け
ち
え
ん

さ
す

つ
き

大
慈
大
悲
の
結
縁
と
て
ら
し
、
然
れ
ば
此
の
橋
の
木
流
れ
付
し
所
に

お
い

さ
い
ど

す

於
て
、
一
体
宛
の
観
音
を
作
り
、
衆
生
済
度
の
縁
に
据
え
奉
る
。」

の
た
ま

つ
き

と
宣
ひ
し
に
、
不
思
議
也
、
七
つ
の
木
七
つ
の
浦
々
に
流
れ
付
て
、

浜
の
辺
の
汀
に
打
上
た
り
。
菩
薩
浦
々
に
廻
り
、
此
の
木
に
て
観
音

を
作
り
給
ふ
。
先
づ
武
崎
の
観
音
、
田
由
井
（
田
結
）、
湯
江
、
平

村
、
岩
戸
、
と
り
か
へ
、
肥
之
御
崎
の
観
音
是
也
。

こ
こ
に
は
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
と
し
て
あ
る
が
、
湯
江
の
「
和
銅
寺

記
」
に
は
、
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
の
開
創
と
な
っ
て
い
る
。
竹
崎
観
音

寺
を
は
じ
め
、
何
れ
も
厚
く
信
仰
さ
れ
て
、
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
。

�

多
良
岳
霊
場

さ
ら
に
行
基
は
、
高
来
町
医
王
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
「
太
良
嶽
縁
起
」

の
中
に
も
登
場
す
る
。
要
約
す
る
と
、「
太
良
嶽
は
、
イ
ン
ド
の
マ
ガ
ダ
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の
う
き
ょ
う

国
王
が
飛
来
し
て
、
始
め
て
納
経
し
た
聖

地
で
あ
る
。
和
銅
年
中
、
行
基
が
そ
の
遺
跡

を
訪
ね
て
こ
の
大
聖
者
の
本
地
と
し
て
、
弥

せ
い
く

陀
・
釈
迦
・
観
音
の
聖
躯
を
刻
ん
で
祀
っ
た

の
が
、『
太
良
三
社
大
権
現
』
の
始
め
で
あ

る
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
金
泉
寺

は
、「
弘
法
大
師
親
作
の
不
動
明
王
、
長（
み

の
た
け
）
四
尺
有
余
な
る
を
以
っ
て
本
尊
と

な
す
。
大
黒
・
多
聞
天
と
も
に
自
ら
こ
れ
を

製
す
。」
と
あ
る
。
こ
う
し
て
太
良
嶽
大
権

現
と
い
う
神
社
と
、金
泉
寺
と
い
う
お
寺（
別

当
寺
）
と
の
、
神
仏
習
合
に
よ
る
霊
場
形
態

が
出
来
上
っ
て
行
っ
た
模
様
が
、
説
明
し
て

あ
る
。

多
良
岳
霊
場
が
金
剛
の
峰
と
し
て
、
本
格

的
な
肥
前
回
峰
修
業
に
組
み
込
ま
れ
る
の
は
、
平
安
末
期
、
肥
前
牛
尾
山

中
興
の
琳
海
法
印
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
の
後
鎌
倉
・
室
町
の
中
世
に

至
っ
て
、
修
験
道
全
盛
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

各
地
の
諸
霊
場
の
縁
起
は
、
中
世
又
は
近
世
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
修
験

者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
最
も
国
民
的
人
気
の
厚

い
行
基
菩
薩
や
弘
法
大
師
を
持
ち
込
ん
で
、
霊
場
の
権
威
を
高
め
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
何
れ
も
伝
説
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
史

実
と
し
て
認
め
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
、
遣
隋
使
・
遣
唐
使
た
ち
の
出

発
地
点
で
あ
り
、
帰
着
地
点
で
も
あ
っ
た
西
九
州
の
、
そ
の
一
角
を
し
め

る
こ
の
地
域
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
古
く
か
ら
僧
侶
の
往
来
が
あ
っ
た
こ
と

も
、
あ
な
が
ち
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

小
長
井
に
も
、
弘
法
大
師
空
海
に
ま
つ
わ
る
霊
場
が
、
伝
え
ら
れ
る
。

い
ま

今
里
と
山
茶
花
に
庵
寺
を
建
て
た
と
、
そ
の
跡
を
今
に
伝
え
る
。
ま
た
、

井
崎
布
川
の
万
念
寺
と
風
呂
子
の
皎
月
坊
も
、
そ
の
頃
、
庵
寺
と
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
と
言
う
。
金
泉
寺
関
係
者
の
み
で
な
く
、
竹
崎
観
音
寺
関

係
の
霊
場
も
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二
、
平
安
時
代

１

遠
嶽
氏
文
書

小
長
井
関
係
の
最
も
古
い
文
書
と
し
て
、「
遠
嶽
氏
文
書
」が
存
在
す
る
。

遠
嶽
氏
の
御
子
孫
の
方
が
諫
早
市
に
持
ち
こ
ま
れ
て
、
現
在
、
諫
早
市

郷
土
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
点
が
多
く
て
、
そ
の

ま
ま
史
料
と
す
る
訳
に
は
行
か
な
い
が
、
一
応
原
文
を
挙
げ
、
今
後
の
検

討
の
資
料
と
し
た
い
。

伊
佐
早
之
庄
、
遠
嶽
の
村
之
間
事

上
は
か
わ
り
候
へ
共
、
高
木
朝
臣
、
代
々
地
行
致
私
領
也
、

此
内
に
寺
百
姓
一
人
候
と
、
我
等
兄
弟
論
致
候
、

兄
に
て
候
者
は
、
高
木
肥
前
守
代
致
候
、
我
等
は

下
躰
同
心
仕
候
、
遠
嶽
に
可
入
由
、
申
出
候
へ
共
、

多良岳
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人
躰
候
は
で
、
令
存
知
候
而
、
伊
佐
早
に
罷

登
り
、
此
子
細
申
候
、
伊
佐
早
殿
聞
召
分
ら
れ
、

遠
嶽
地
行
仕
候
、
佐
候
間
、
本
右
寺
を
捨
、

代
と
を
た
け
に
成
し
、
代
々
を
か
ぎ
ら
ず
、
知
行

致
地
也
、
然
間
、
代
々
ゆ
づ
り
た
か
を
与
候
へ
ば
、
同

あ
ま
よ
等
に
て
、
ひ
さ
与
候
へ
ば
、
す
彼
に
て
ぼ
う
た
て
、
ゆ
づ
り

あ
た
ふ
所
実
也
、

鬼
房
丸

應
徳
二
年
七
月
吉
日

宗
幸

花
押

問
題
点
１

應
徳
二
年
（
一

〇
八
五
）
に
は
、

ま
だ
伊
佐
早
庄

は
存
在
し
な
い
。

最
初
の
伊
佐
早
庄
の
成
立
は
、

伊
佐
早
村
本
領
主
藤
井
宮
時
が
、

宇
佐
神
宮
の
検
校
僧
円
昭
に
寄

進
し
、
円
昭
は
宇
佐
大
宮
司
に

譲
っ
た
の
で
、
伊
佐
早
村
が
宇

佐
神
宮
領（
寄
進
荘
園
）に
な
っ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
問
題

は
寄
進
の
時
期
で
あ
る
。
諫
早

市
史
に
述
べ
て
あ
る
よ
う
に
、

延
喜
中
（
九
〇
一
〜
九
二
二
）
で
あ
れ
ば
、
應
安
二
年
に
は
す
で
に
荘
園

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
肥
前
旧
事
巻
之
三
」
に
「
延
喜
中
」

と
述
べ
て
あ
る
の
で
、
検
証
な
し
に
市
史
の
筆
者
は
「
延
喜
中
」
と
書
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
肥
前
旧
事
が
出
典
と
し
て
い
る
宇
佐

文
書
の
「
八
幡
宇
佐
宮
御
神
領
大
鏡
」
に
は
、「
延
喜
中
」
の
文
字
は
な

き
み
も
と

き
ん

い
。
そ
の
上
、「
円
昭
は
大
宮
司
公
基
に
譲
り
、
公
基
が
次
の
大
宮
司
公

み
ち通
に
譲
っ
た
」
と
あ
る
。
公
基
は
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
に
大
宮
司
に

任
ぜ
ら
れ
、
次
の
公
通
は
天
養
元
年
（
一
一
四
四
）
に
大
宮
司
職
を
継
い

で
い
る
の
で
、
寄
進
の
時
期
は
、
一
一
二
三
年
か
ら
一
一
四
四
年
の
間
と

言
う
こ
と
に
な
り
、
應
徳
二
年
は
ま
だ
こ
の
荘
園
は
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

問
題
点
２

高
木
氏
も
ま
だ
、
遠
嶽
村
に
進
出
し
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

し
き

高
木
勝
丸
が
遠
嶽
村
の
地
頭
職
を
得
る
の
は
、
高
城
寺
文
書
か
ら
後
に

述
べ
る
よ
う
に
、
関
東
（
鎌
倉
幕
府
）
御
下
文
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
鎌
倉

時
代
の
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
高
木
氏
と

遠
嶽
と
の
関
係
は
、
資
料
が
な
く
て
確
認
出
来
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
勝

丸
が
そ
の
始
ま
り
と
す
れ
ば
、
應
徳
二
年
よ
り
一
六
〇
年
以
上
も
後
世
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
「
代
々
知
行
致
所
」
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
宝
治

元
年
よ
り
か
な
り
後
世
の
記
述
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

問
題
点
３

文
面
中
「
伊
佐
早
殿
」
は
、
遠
嶽
村
を
含
め
た
伊
佐
早
庄

遠嶽氏文書
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の
、
荘
官
的
存
在
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

と
す
れ
ば
当
然
、
伊
佐
早
氏
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
伊
佐
早
氏
が
史
料

の
中
に
出
現
す
る
の
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
で
あ
っ
て
、
か
な

り
の
時
期
的
ず
れ
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
か
ら
こ
の
文
書
の
内
容
は
、
鎌
倉
時
代
も
か
な
り
後
の
時

代
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
何
等
か
の
意
味
で
、
年
月
日
を
何
百
年
も
古
く

に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
意
味
不
明
の
箇
所
も
あ
り
、

違
う
読
み
方
か
も
知
れ
な
い
が
、
後
世
の
研
究
資
料
と
し
て
、
筆
者
が
読

ん
だ
段
階
で
活
字
に
止
め
て
お
く
も
の
で
あ
る
。

２

武
士
の
起
り
と
成
長

遠
竹
氏
の
文
書
の
問
題
点
は
別
に
し
て
、
平
安
時
代
に
は
小
長
井
地
方

に
も
、
武
士
が
出
現
し
、
土
地
名
を
名
乗
る
名
主
が
成
長
し
て
き
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
遠
竹
の
五
郎
が
遠
竹
五
郎
と
姓
名
化
す
る
。

平
安
時
代
四
百
年
の
間
に
、
律
令
体
制
が
崩
れ
て
行
っ
て
、
十
世
紀
以

降
は
班
田
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
土
地
の

私
有
が
一
般
化
し
て
行
く
。
大
小
の
地
主
が
出
現
し
、
彼
等
が
自
分
の
土

た
め

地
を
守
る
為
に
武
装
し
た
の
が
、
武
士
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
自
分
の
小
作
人
に
武
器
を
持
た
せ
た
程
度
の
個
人
的
な
力

で
は
、
守
る
の
に
十
分
で
な
い
の
で
、
党
を
組
ん
で
力
を
強
め
た
。
松
浦

党
や
彼
杵
一
揆
、
伊
佐
早
で
は
藤
木
党
が
そ
れ
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
有

力
荘
園
の
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
保
護
を
受
け
た
。
そ
れ
が
宇

佐
神
宮
へ
の
寄
進
荘
園
伊
佐
早
村
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
武
士
た
ち
の
ま

ず
り
ょ
う
そ
う

と
ま
り
の
中
核
に
な
っ
た
の
が
、
土
着
し
た
受
領
層
で
あ
っ
た
。
地
方

長
官
に
任
命
さ
れ
た
貴
族
が
、
任
期
が
す
ぎ
て
も
京
に
帰
ら
ず
、
任
地
に

そ
の
ま
ま
居
続
け
た
も
の
、
及
び
そ
の
家
族
た
ち
で
あ
る
。

高
来
郡
方
面
に
土
着
し
て
、
こ
の
地
の
武
士
た
ち
を
組
織
し
た
受
領
層

に
、
藤
原
幸
通
の
一
族
が
居
る
。
そ
の
本
家
の
系
統
で
あ
る
綾
部
氏
系
図

に
よ
る
と
、
大
治
年
中
（
一
一
二
六
〜
三
〇
）
藤
原
幸
通
が
、
肥
前
守
（
肥

前
国
の
長
官
）
と
な
っ
て
赴
任
、
都
へ
帰
ら
ず
、
今
の
佐
賀
県
三
根
郡
綾

部
に
所
領
を
も
ら
っ
て
居
住
し
た
。
そ
の
子
ど
も
が
次
の
よ
う
に
土
着
し

て
い
っ
た
。

―
通
弘
（
小
浜
太
郎
）

小
浜
に
住
む

―
通
秀
（
西
郷
二
郎
）

西
郷
に
住
む

藤
原
幸
通
―
―
通
経
（
藤
木
三
郎
）

伊
佐
早
に
住
む

―
幸
房
（
綾
部
四
郎
）

綾
部
に
住
む

四
男
が
父
の
跡
を
継
い
で
綾
部
に
居
た
の
だ
が
、
長
男
・
次
男
・
三
男

共
に
高
来
郡
に
土
着
し
て
、
そ
の
地
の
武
士
た
ち
を
組
織
し
て
土
豪
化
し

て
行
っ
た
。
遠
竹
氏
も
同
じ
よ
う
に
、
肥
前
国
の
中
心
地
か
ら
や
っ
て
き

た
受
領
層
の
子
孫
で
、
遠
竹
に
入
り
こ
ん
で
土
着
し
、
土
豪
化
し
て
い
っ

た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
当
初
は
各
入
江
の
奥
か
ら
始
ま
っ
た
水
田
農

耕
で
あ
り
、
集
落
で
あ
っ
た
が
、
川
沿
い
に
上
流
へ
と
生
活
の
舞
台
が
拡

が
り
、
平
安
時
代
に
は
田
原
の
集
落
も
生
ま
れ
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

（
山
口

八
郎
）
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…
主
に
石
塔
類
か
ら
見
た
中
世
の
小
長
井
町

第
七
節

小
長
井
町
の
中
世
・
石
造
物

一
、
概

観

小
長
井
町
で
認
め
ら
れ
る
中
世
・
石
造
物
は
、
そ
の
地
理
的
位
置
と
豊

か
な
地
勢
を
背
景
に
複
雑
な
様
相
を
展
開
し
て
い
る
。

長
崎
県
と
佐
賀
県
の
県
境
に
位
置
す
る
小
長
井
町
は
、
背
後
の
西
北
部

そ
ん
す
う

に
古
来
よ
り
霊
山
と
し
て
尊
崇
を
集
め
て
き
た
多
良
山
系
を
い
た
だ
き
、

穏
や
か
な
傾
斜
を
見
せ
る
丘
陵
地
帯
が
、
南
部
の
有
明
海
に
向
か
っ
て
扇

状
に
展
開
し
て
い
る
。
霊
峰
と
海
上
の
広
が
り
と
い
う
二
つ
の
要
素
は
、

歴
史
展
開
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
二
大
要
素
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
、
こ
の
二
大
要
素
を
も
っ
た
本
町
の
歴
史
に
お
い

て
も
例
外
で
は
な
い
。
と
く
に
こ
こ
で
問
題
に
す
る
中
世
に
あ
っ
て
は
、

他
所
で
は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
遺
物
・
遺
構
が
認
め
ら
れ
、
豊
か
な
地
勢

が
そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

町
内
の
中
世
・
石
造
物
は
、
現
在
約
二
十
か
所
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
種
目
と
し
て
は
五
輪
塔
と
宝
篋
印
塔
が
中
心
で
あ
る
が
、
そ
の
各

遺
品
・
遺
跡
か
ら
得
る
時
代
的
建
塔
状
況
や
石
材
・
形
態
か
ら
み
た
石
造

文
化
の
様
相
に
は
、
留
意
す
べ
き
い
く
つ
か
の
事
項
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

さ
て
、
本
稿
の
主
旨
は
、
小
長
井
町
内
で
確
認
さ
れ
る
中
世
・
石
造
美

術
の
所
在
地
と
そ
の
製
作
年
代
、
各
基
各
種
目
の
特
徴
、
さ
ら
に
は
そ
の

造
立
背
景
等
を
述
べ
る
こ
と
に
あ
る
が
、
明
ら
か
に
江
戸
時
代
以
降
の
製

か
つ
あ
い

作
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
貴
重
な
遺
品
を
除
き
割
愛

す
る
。
ま
た
、
各
石
塔
の
被
葬
者
・
供
養
者
等
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
銘

彫
出
で
確
認
さ
れ
る
も
の
の
み
言
及
す
る
こ
と
と
し
、
文
献
資
料
を
参
考

に
し
な
が
ら
も
、
そ
の
論
点
の
主
旨
は
あ
く
ま
で
も
石
造
物
か
ら
え
た
結

論
に
お
く
。
そ
の
た
め
一
部
で
、
こ
れ
ま
で
の
伝
承
等
と
食
い
違
う
点
が

で
て
く
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
の
点
は
、
む
し
ろ
今
後
の
研
究
課
題
と
し

て
、
そ
の
資
料
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
本
町
の
石
造
文
化
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
石
造
美
術
史

の
あ
ら
ま
し
を
概
略
し
、
つ
い
で
同
町
の
中
世
・
石
造
物
を
各
遺
跡
ご
と

に
ま
と
め
た
上
で
、
石
造
物
か
ら
み
た
中
世
の
小
長
井
町
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
と
す
る
。

二
、
石
造
美
術
史
概
観

人
間
と
石
の
関
係
は
石
器
時
代
よ
り
始
ま
る
が
、
こ
こ
で
い
う
石
造
美

術
と
は
、
一
般
に
石
を
材
料
と
し
て
製
作
さ
れ
た
遺
品
の
う
ち
考
古
学
が

対
象
と
す
る
も
の
を
除
き
、
そ
の
形
が
す
べ
て
人
工
的
に
彫
出
さ
れ
た
も

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
た
と
え
一
部
で
あ
れ
石
面
に
美
術
的
彫
刻
を
加

え
た
も
の
を
い
う
。
と
く
に
飛
鳥
時
代
以
降
の
仏
教
文
化
の
ひ
ろ
ま
り
に
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と
も
な
っ
て
著
し
く
発
展
し
、
種
目
は
石
塔
・
石
仏
・
石
灯
篭
な
ど
二
十

五
種
近
く
に
分
類
さ
れ
る
（
図
１
「
石
造
美
術
各
種
」
参
照
）。

さ
て
、初
期
の
石
造
美
術
遺
品
は
、日
本
の
仏
教
文
化
が
始
ま
る
飛
鳥
・

奈
良
時
代
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
真
言
・
天
台
の
密
教
な
ど
仏
教
文

化
の
ひ
ろ
ま
り
と
関
連
し
て
、
次
の
平
安
時
代
か
ら
次
第
に
活
況
を
呈
し

て
全
国
的
な
ひ
ろ
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
臼
杵
石
仏
群
を

は
じ
め
と
す
る
磨
崖
仏
で
、
と
く
に
平
安
時
代
後
期
は
磨
崖
仏
の
黄
金
時

代
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
後
石
塔
類
の
二
大
主
流
の
一
つ
と
な
る
五
輪
塔
も
、
こ
の

平
安
時
代
の
後
期
に
密
教
と
関
係
し
て
石
造
化
さ
れ
た
も
の
で
、
は
や
く

か
ら
宗
派
を
こ
え
て
盛
ん
に
造
立
さ
れ
た
。

五
輪
塔
と
は
、
こ
の
世
の
物
質
は
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
五
大
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
説
く
五
大
思
想
と
、
こ
れ
と
同
じ
イ
ン
ド
に
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
五
輪
図
形
が
結
び
つ
き
、
日
本
で
は
じ
め
て
石

塔
化
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
塔
形
式
は
、
方
形
基
礎
（
地
輪
）

の
上
に
球
形
の
塔
身
（
水
輪
）、
方
錘
形
の
笠
（
火
輪
）、
半
球
形
の
風
輪

と
宝
珠
形
の
空
輪
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
（
図
２
参
照
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
五
輪
塔
が
日
本
で
石
塔
化
さ
れ
一
般
化
す
る
に
際
し

ね
ご
ろ
じ

か
く
ば
ん

大
き
な
理
論
的
根
拠
を
与
え
た
人
物
と
し
て
、
根
来
寺
の
覚
鑁
上
人
が
い

る
。
覚
鑁
は
肥
前
国
の
藤
津
荘
（
現
在
の
佐
賀
県
鹿
島
）
出
身
で
、
嘉
保

二
年
（
一
〇
九
五
）
に
総
追
捕
使
・
伊
佐
平
次
兼
元
の
三
男
と
し
て
生
ま

れ
て
い
る
。
彼
は
永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
に
「
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
一

巻
」
を
著
し
、
そ
の
中
で
五
輪
塔
を
理
論
化
し
宗
教
的
根
拠
を
明
示
し
た

（
注
１
）。
覚
鑁
に
よ
れ
ば
、
五
輪
塔

形
の
現
れ
方
は
座
居
ミ
イ
ラ
の
形
が
図

形
化
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
つ
ま
り
座

居
ミ
イ
ラ
の
膝
の
部
分
が
地
輪
、
胴
体

の
下
部
が
水
輪
、
胴
体
の
上
部
と
腕
が

火
輪
、
顔
が
風
輪
で
髪
際
以
上
の
頭
部
が
空
輪
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

覚
鑁
は
、
座
居
ミ
イ
ラ
の
形
に
大
日
如
来
像
を
あ
て
、
五
輪
塔
は
大
日
如

さ

ま

や
ぎ
ょ
う

来
の
シ
ン
ボ
ル
、
す
な
わ
ち
そ
の
三
昧
耶
形
と
し
て
い
る
（
図
３
参
照
）。

平
安
時
代
の
中
頃
、
釈
迦
入
滅
後
、
一
定
の
年
数
を
経
る
と
、
こ
の
世

は
乱
れ
世
の
終
末
が
く
る
と
い
う
末
法
思
想
が
流
行
し
、
世
は
不
安
に
お

ち
い
っ
た
。
そ
れ
は
藤
原
時
代
の
政
治
的
混
乱
と
大
暴
風
雨
な
ど
の
天
変

地
異
が
お
こ
る
た
び
に
人
々
の
心
を
揺
り
動
か
し
た
。
人
々
は
心
の
不
安

を
取
り
除
こ
う
と
浄
土
信
仰
な
ど
に
救
い
を
求
め
、
一
心
に
念
仏
を
唱
え

て
浄
土
へ
の
往
生
を
求
め
た
り
し
た
。
今
日
念
仏
と
い
え
ば
天
台
念
仏
を

思
い
起
こ
す
が
、
平
安
時
代
に
あ
っ
て
は
大
日
如
来
と
阿
弥
陀
如
来
は
同
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体
と
説
く
真
言
念
仏
（
真
言
浄
土
宗
）
も
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
。

実
は
、
こ
の
真
言
浄
土
宗
の
理
論
的
組
織
者
が
覚
鑁
で
あ
り
、
こ
の
宗

教
を
ひ
ろ
め
る
た
め
の
道
具
と
し
て
出
て
き
た
の
が
五
輪
塔
と
言
わ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
五
輪
塔
は
、
覚
鑁
に
よ
り
明
確
な
宗
教
的
根
拠
が
与
え
ら

ひ
じ
り

れ
、
真
言
浄
土
宗
の
布
教
の
道
具
と
な
っ
て
、
以
後
「
聖
」
と
呼
ば
れ

ゆ
ぎ
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

る
念
仏
行
者
や
遊
行
上
人
達
に
よ
っ
て
全
国
に
広
め
ら
れ
た
。

な
お
、
こ
の
時
代
の
造
立
者
は
中
央
貴
族
・
上
級
の
僧
侶
な
ど
に
限
ら

れ
て
い
た
が
、
こ
の
頃
よ
り
皇
室
関
係
を
中
心
に
墓
上
に
石
塔
を
建
塔
す

る
な
ど
、
墳
墓
と
の
密
接
な
関
係
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
は
後
代
の
単
な
る
墓
標
と
い
う
よ
り
も
、
死
者
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の

本
尊
を
供
養
す
る
供
養
塔
と
し
て
造
塔
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

時
代
区
分
の
上
で
中
世
の
始
ま
り
と
す
る
鎌
倉
時
代
（
十
二
世
紀
〜
十

四
世
紀
）
は
、
石
造
美
術
の
種
目
が
ほ
と
ん
ど
出
そ
ろ
う
と
同
時
に
、
技

術
面
・
形
式
面
す
べ
て
に
お
い
て
整
備
・
完
成
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
と

く
に
鎌
倉
時
代
の
後
期
は
石
造
美
術
の
全
盛
期
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
代
の
遺
品
は
、
全
国
的
に
見
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
の
平
安
時
代
以
前
に

比
べ
、
作
品
の
数
が
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
の
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
は
石
材
と
し
て
主
に
硬
質
の
花
崗
岩
や

安
山
岩
な
ど
が
使
用
さ
れ
た
た
め
で
、
平
安
時
代
ま
で
よ
く
使
用
さ
れ
た

軟
質
の
凝
灰
岩
な
ど
に
比
べ
耐
久
性
が
増
し
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る

（
注
２
）。

ま
た
、
実
際
に
造
立
者
数
も
増
大
し
た
。
こ
れ
ま
で
一
部
の
上
流
階
層

に
限
ら
れ
て
い
た
造
立
階
層
が
次
第
に
拡
大
し
、
各
地
に
成
長
し
て
く
る

ぎ
ゃ
く
し
ゅ

上
級
武
士
層
や
名
主
層
ま
で
も
追
善
・
逆
修
の
た
め
に
造
立
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
鎌
倉
仏
教
の
弘
通
、
と
り
わ
け
念
仏
門
の
浄
土

宗
・
時
宗
、
さ
ら
に
中
国
（
宋
）
よ
り
輸
入
さ
れ
た
禅
宗
な
ど
の
ひ
ろ
が

り
と
関
連
し
て
、
鎌
倉
時
代
が
石
造
美
術
の
最
盛
期
を
現
出
し
た
要
因
と

言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
東
大
寺
再
建
の
た
め
来
日
し
た

宋
人
石
工
な
ど
の
刺
激
に
よ
る
技
術
面
の
向
上
も
、
考
え
あ
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

鎌
倉
時
代
に
新
し
く
あ
ら
わ
れ
た
種
目
は
約
八
種
目
に
及
ぶ
が
、
そ
の

代
表
的
な
も
の
に
、
関
東
地
方
を
中
心
に
出
て
く
る
板
碑
や
、
五
輪
塔
と

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

と
も
に
中
世
・
石
塔
類
の
二
大
主
流
の
一
つ
と
な
っ
た
宝
篋
印
塔
、
禅

む
ほ
う
と
う

宗
と
と
も
に
中
国
よ
り
伝
来
し
た
無
縫
塔
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
宝
篋
印

塔
は
、
本
来
は
密
教
系
の
石
塔
で
あ
る
が
、
五
輪
塔
と
並
ん
で
宗
派
を
こ

え
て
造
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
期
に
は
関
西
形
式
・
関
東
形
式
な
ど

地
方
特
有
の
形
式
を
み
る
ま
で
に
発
展
し
た
。

宝
篋
印
塔
と
は
、
本
来
「
宝
篋
印
心
呪
経
」
を
納
め
た
供
養
塔
を
い
い
、

そ
の
源
流
は
中
国
に
求
め
ら
れ
る
。
我
国
で
石
造
化
さ
れ
た
の
は
鎌
倉
時

代
の
中
頃
か
ら
で
、
そ
の
塔
名
を
宝
篋
印
塔
と
呼
ん
だ
の
は
鎌
倉
後
期
と

言
わ
れ
て
い
る
。
古
代
イ
ン
ド
の
阿
育
王
（
ア
シ
ョ
カ
王
）
が
仏
舎
利
を

分
け
て
八
万
四
千
の
塔
を
建
立
し
た
故
事
に
な
ら
い
、
顕
徳
三
年
（
九
五

六
）
に
中
国
・
呉
越
王
の
銭
弘
俶
が
同
数
の
金
銅
塔
を
造
っ
て
諸
国
に
頒

き
ん
と
と
う

布
し
た
。
現
在
、
我
国
に
も
そ
の
何
基
か
が
伝
来
し
金
塗
塔
と
呼
ば
れ
て

せ
ん
こ
う
し
ゅ
く

い
る
。
こ
の
銭
弘
俶
の
行
い
は
、
平
安
時
代
後
期
の
我
国
の
信
仰
界
に
も

も
み
と
う

影
響
を
与
え
、
金
塗
塔
を
簡
略
化
し
た
籾
塔
と
称
す
る
木
造
小
塔
を
多
数

―１３０―
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造
り
供
養
す
る
こ
と
が
流
行
し
た
。
日
本
の
宝
篋
印
塔
の
祖
型
は
、
そ
の

籾
塔
と
い
わ
れ
て
い
る
。
金
塗
塔
に
な
ら
っ
た
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
宝
篋

印
塔
に
比
べ
、
日
本
の
そ
れ
は
籾
塔
に
な
ら
っ
た
た
め
、
塔
形
は
簡
略
化

さ
れ
て
い
る
。
塔
形
式
は
、
下
か
ら
方
形
の
基
礎
、
方
形
の
塔
身
、
笠（
下

す
み
か
ざ
り

そ
う
り
ん

部
と
上
部
に
階
段
を
造
り
、
四
隅
に
隅
飾
を
も
つ
）、
最
上
部
に
相
輪
を

し
ゅ
じ

ぼ
ん
じ

立
て
る
。
な
お
、
一
般
に
塔
身
四
面
に
四
仏
の
種
字
（
梵
字
）
が
刻
ま
れ

る
が
、
そ
の
種
字
は
大
概
は
密
教
系
の
も
の
で
、
こ
の
石
塔
が
本
来
密
教

の
塔
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
図
４

参
照
）。

南
北
朝
（
十
四
世
紀
）
の
石
造
美
術
は
、
ま
だ
鎌
倉
時
代
の
遺
風
が
感

じ
ら
れ
る
が
、
鎌
倉
極
盛
期
の
も
の
が
変
化
・
固
定
化
し
て
い
く
時
代
で

あ
る
。
そ
の
傾
向
は
、
次
の
室
町
時
代（
十
四
世
紀
末
〜
十
六
世
紀
後
半
）、

と
く
に
戦
国
争
乱
の
室
町
中
期
以
降
か
ら
顕
著
に
な
り
、
形
の
簡
略
化
は

一
層
す
す
ん
で
量
感
の
乏
し
い
も
の
に
な
り
、
大
き
さ
も
鎌
倉
・
南
北
朝

の
大
型
・
中
型
の
も
の
か
ら
小
型
の
作
品
が
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
石
造
美
術
史
的
に
は
、
退
化
を
意
味
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
簡
略
化
・
小
型
化
の
現
象
は
、
造
立
階
層
の
拡

大
、
と
く
に
庶
民
層
の
造
立
参
加
を
意
味
す
る
（
注
３
）。
簡
素
な
一
石

五
輪
塔
、
小
型
で
簡
略
化
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
は
じ
め
、
地
藏
石
仏
・
六
地

藏
塔
な
ど
庶
民
の
個
人
的
造
立
の
小
石
塔
・
小
石
仏
や
、
念
仏
講
・
地
藏

け
つ
え
ん

講
な
ど
複
数
の
結
縁
者
に
よ
る
造
立
が
多
く
み
ら
れ
、
庶
民
の
意
欲
的
な

造
立
参
加
の
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
庶
民
の
経
済
的
な
向
上
と
あ
わ
せ
、
冥
界
信
仰
・
観
音

信
仰
な
ど
仏
教
と
民
間
信
仰
が
結
び
つ
い
て
、
一
般
大
衆
に
根
づ
い
て

い
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
い
う
庶
民
層
の
造
立
参
加
は
、
九
州
に
あ
っ
て
は
、
博

多
な
ど
早
い
段
階
か
ら
経
済
的
盛
況
と
そ
れ
に
並
行
し
て
お
こ
っ
て
く
る

階
層
の
分
化
が
見
ら
れ
る
地
域
に
限
ら
れ
て
お
り
、
長
崎
県
内
を
は
じ
め
、

博
多
を
除
く
九
州
全
域
に
あ
っ
て
は
、
庶
民
層
（
無
姓
者
層
）
は
江
戸
期
、

と
く
に
十
七
世
紀
後
半
以
降
に
な
っ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
石
塔
を
造
立
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ぎ
ゃ
く
し
ゅ

ま
た
、
中
世
と
く
に
室
町
時
代
の
中
・
後
期
に
「
逆
修
」
と
彫
出
さ

れ
た
石
塔
類
が
多
く
確
認
さ
れ
る
（
注
４
）。「
逆
修
」
と
は
、
自
ら
の
死

後
の
冥
福
を
願
う
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
善
根
供
養
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
「
逆
修
」
行
為
が
増
加
し
た
理
由
の
一
つ
に
、
寺
院
の
集
合
菩
提
寺

い
ち
だ
ん
な

化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
有
力
な
一
檀
那
に
経
営
を
頼
っ
て
い
た
寺

院
経
営
が
戦
国
争
乱
の
混
乱
で
い
き
づ
ま
り
、
多
く
の
寺
院
は
、
先
祖
の

菩
提
寺
と
し
て
民
衆
を
寺
院
経
営
の
対
象
に
し
て
い
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
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と
で
、
寺
院
の
経
営
維
持
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
寺
院
の
大
衆
化

で
、
そ
の
方
策
と
し
て
寺
院
側
は
、
過
去
帳
の
整
備
な
ど
を
す
す
め
る
一

方
、
一
回
の
葬
式
だ
け
で
な
く
追
善
供
養
な
ど
を
年
中
行
事
に
組
み
入
れ

た
。
こ
の
た
め
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
宗
派
・
地
域
・

階
層
を
問
わ
ず
「
逆
修
」
仏
事
が
激
増
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
と
も
な
う
民

衆
に
よ
る
石
塔
造
立
も
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
室
町
時
代
の
遺
品
、
と
く
に
五
輪
塔
や
宝
篋
印
塔
に
は
、
死
者

の
没
年
月
日
・
法
名
な
ど
彫
出
し
た
石
塔
類
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
供

養
塔
と
し
て
の
性
格
と
違
い
、
今
日
見
ら
れ
る
よ
う
な
墓
塔
と
し
て
造
立

さ
れ
た
も
の
が
多
く
な
っ
た
。

桃
山
時
代
は
、
石
造
美
術
史
的
に
は
特
筆
す
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
た

だ
城
郭
築
造
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
た
め
に
、
今
ま
で
と
は
比
較
で
き
な
い

ほ
ど
に
多
量
の
石
材
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
「
茶
の
湯
」
が
盛
ん
に

な
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
に
と
も
な
う
雪
見
灯
篭
や
織
部
灯
篭
な
ど
の
新
し

い
石
灯
篭
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
時
代
は
、
長
崎
県
と
く
に
大
村
地
方
や
島
原
半
島
な
ど
に
あ
っ
て
は

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
あ
た
り
、
特
異
な
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
も
み
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

な
お
、
江
戸
期
以
降
今
日
ま
で
造
ら
れ
る
墓
塔
は
、
碑
面
に
大
き
く
戒

名
を
刻
み
、
そ
の
塔
形
は
立
石
（
起
立
型
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
関
連
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
お
墓
で
あ
る
伏
碑
（
横

に
寝
か
せ
た
墓
碑
）
に
代
わ
り
、
自
分
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
な
く
仏
教
徒
で

お
き
て

あ
る
こ
と
を
証
明
せ
ん
が
た
め
に
、
幕
府
の
掟
と
し
て
「
墓
石
は
立
て
て

戒
名
を
刻
む
べ
し
」
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
キ
リ
シ
タ

ン
弾
圧
策
の
一
環
と
し
て
、
死
後
の
世
界
に
ま
で
強
制
が
及
ん
だ
結
果

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
全
国
一
律
に
ま
っ
た
く
同
じ
形
式
の
墓

石
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
慣
習
化
さ
れ
て
、
現
在
ま
で
続

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
１

覚
鑁
著
「
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
」
一
巻
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
十
九
巻

所
収
）。

注
２

川
勝
政
太
郎

一
九
八
一
『
新
版

石
造
美
術
』（
誠
文
堂
新
光
社
）
参
照
。

注
３

大
石
一
久

一
九
八
七
「
地
方
に
お
け
る
中
世
石
塔
造
立
階
層
の
問
題
に
つ

い
て
」（『
史
跡
と
美
術
』
第
五
七
二
号
）
参
照
。

注
４

大
石
一
久

一
九
九
一「
石
造
美
術
か
ら
み
た『
逆
修
』問
題
に
つ
い
て
」（『
大

村
史
談
』
第
三
九
号
）
参
照
。

三
、
小
長
井
町
の
中
世
・
石
造
文
化
圏

長
崎
県
下
の
中
世
・
石
造
物
は
、
使
用
石
材
と
塔
形
態
・
様
式
か
ら
、

資
料
１
「
石
材
・
塔
形
式
に
よ
る
分
類
」
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
き

く
三
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
（
注
５
）。
こ
の
中
で
唯
一
長
崎
県
産
の

中
世
石
塔
類
と
い
え
ば
、
西
彼
杵
半
島
産
の
緑
泥
片
岩
製
塔
で
あ
る
。
島

原
半
島
な
ど
を
除
く
県
本
土
部
、
さ
ら
に
五
島
列
島
や
平
戸
島
な
ど
が
こ

の
緑
泥
文
化
圏
に
入
る
が
、
島
原
半
島
と
北
高
地
区
、
今
福
な
ど
の
北
松

と
う
し
ょ
ぶ

浦
地
方
、
そ
れ
に
一
部
の
島
嶼
部
（
壱
岐
・
鷹
島
・
福
島
な
ど
）
は
佐
賀

型
の
安
山
岩
製
塔
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
周
辺
の
緑
泥
片
岩
製
塔
文
化
圏

―１３２―
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と
は
異
質
な
石
造
文
化
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
小
長
井
町
の
石
造
文
化
は
、
基
本
的
に
佐
賀
型
の
安
山
岩

製
塔
文
化
圏
に
属
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
、遠
竹
南
平
石
塔
群
や
井
崎
・

淀
姫
神
社
石
塔
群
で
確
認
さ
れ
る
一
三
〇
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
こ
ろ
の

宝
篋
印
塔
や
五
輪
塔
と
、
そ
れ
以
降
の
石
塔
類
の
石
材
・
形
態
か
ら
確
認

で
き
る
。

ま
ず
石
材
で
は
、
町
内
で
確
認
さ
れ
る
中
世
の
石
塔
類
の
う
ち
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
の
石
材
が
安
山
岩
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
緑
泥
片
岩
製
塔
文
化

と
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。
と
く
に
、
一
三
〇
〇
年
代
か
ら
一
五
〇
〇

年
代
半
ば
に
か
け
て
の
安
山
岩
製
塔
は
、
そ
の
石
質
が
良
質
で
あ
り
、
多

良
山
系
の
安
山
岩
を
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
様
式
・
形
態
面
に
注
目
す
る
と
、
主
に
佐
賀
県
側
や
島
原
半
島
な

い
し
ょ
う

ど
で
確
認
さ
れ
る
佐
賀
型
の
意
匠
で
彫
成
さ
れ
た
石
塔
類
で
占
め
ら
れ
て

い
る
。
と
く
に
現
段
階
で
本
町
最
古
の
石
塔
類
で
あ
る
遠
竹
南
平
石
塔
群

の
宝
篋
印
塔
や
井
崎
・
淀
姫
神
社
石
塔
群
の
五
輪
塔
（
水
輪
の
残
欠
）
は
、

微
細
な
意
匠
に
は
他
に
例
を
見
な
い
独
自
の
形
態
を
も
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
体
の
塔
形
は
佐
賀
型
の
様
式
そ
の
も
の
で
あ
り
、
佐
賀
型

の
典
型
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
小
長
井
町
の

中
世
・
石
造
文
化
は
、
安
山
岩
製
の
佐
賀
型
塔
を
起
点
に
し
て
い
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
四
〇
〇
年
代
以
降
に
あ
っ
て
も
、
町
内
各

地
の
石
塔
類
が
ほ
ぼ
佐
賀
型
塔
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
当
地
が
佐
賀
型
の

安
山
岩
製
塔
文
化
圏
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
町
で
最
古
の
遺
品
と
い
え
ば
、
現
在
称
念
寺
に
保
管
さ
れ
て

い
る
滑
石
製
の
笠
塔
婆
形
式
塔
の
塔
身
で
あ
る
。
製
作
時
期
は
平
安
時
代

後
半
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
（
一
一
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
二
〇
〇
年
代
前

半
）
と
考
え
ら
れ
、
当
地
の
持
つ
豊
か
な
歴
史
性
が
伺
わ
れ
る
。

注
５

石
造
文
化
圏
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
石
一
久
「
佐
世
保
の
中
世
・
石
造
美

術
」（『
佐
世
保
市
史
』
通
史
編

上
巻
二
〇
〇
二
）、「
平
戸
の
中
世
・
石
造
美

術
」（『
平
戸
市
史
』自
然
考
古
編
・
民
俗
編
一
九
九
五
・
一
九
九
八
）、「
中
世
・

石
造
物
に
み
ら
れ
る
石
造
文
化
圏
の
問
題
に
つ
い
て
」（『
松
浦
党
研
究
』
第
二

二
号

一
九
九
九
）
な
ど
参
照
。

四
、
小
長
井
町
の
中
世
・
石
造
美
術
一
覧

こ
の
項
で
は
、
現
在
ま
で
に
町
内
で
確
認
し
た
中
世
石
造
物
（
主
に
石

塔
類
）に
つ
い
て
、
一
覧
表
と
し
て
示
す
。
表
の
内
訳
は
、
石
材
・
種
目
・

点
数
・
備
考
と
し
て
い
る
が
、
各
遺
品
に
つ
い
て
の
所
見
は
備
考
欄
に
記

す
。
た
だ
し
、
遠
竹
石
塔
群
に
つ
い
て
は
、
そ
の
遺
跡
の
も
つ
重
要
性
に

鑑
み
、
別
項
目
（
主
な
遺
品
・
遺
跡
）
を
た
て
て
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
銘
文
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
□
は
不
明
、
／
は
改
行
、
／
は
並

列
、

は
マ
マ
を
示
す
。
ま
た
法
量
の
単
位
は
�
で
示
す
。

１

尾
ノ
上
地
藏
さ
ん
石
塔
群

す
べ
て
寄
せ
集
め
で
、
境
内
の
「
天
地
三
界
萬
霊
」
碑
周
辺
に
集
積
さ

れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
遺
品
が
簡
略
化
・
小
型
化
の
形
態
を
示
し
て

第七節 小長井町の中世・石造物
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石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

三七五五

・
七
基
分
確
認
さ
れ
る
五
輪
塔
の
う

ち
、
地
輪
一
点
、
水
輪
一
点
、
火

輪
四
点
、
風
空
輪
二
点
は
有
耳
五

輪
塔
の
各
部
品
で
あ
る
。

・
水
輪
一
点
は
首
部
付
き
水
輪
。

・
製
作
時
期
は
、
有
耳
五
輪
塔
も
含

め
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六

〇
〇
年
代
前
半
こ
ろ
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

四一二六

・
六
基
分
確
認
さ
れ
る
宝
篋
印
塔
の

う
ち
、
基
礎
三
点
、
塔
身
一
点
、

笠
一
点
、
相
輪
六
点
は
馬
耳
型
宝

篋
印
塔
の
各
部
品
で
あ
る
。

馬
耳
型
宝
篋
印
塔
の
相
輪
一
点
は

地
藏
堂
内
に
あ
り
。

・
製
作
時
期
は
、
馬
耳
型
宝
篋
印
塔

を
含
め
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か

ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
こ
ろ
。

安
山
岩

単
体
仏

一
基

・
地
藏
堂
内
に
あ
り
。

・
製
作
時
期
は
、
一
五
〇
〇
年
代
末

か
ら
主
に
一
六
〇
〇
年
代
前
半
こ

ろ
と
思
わ
れ
る
。

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

一四四

・
水
輪
は
一
点
は
一
五
〇
〇
年
代
後

半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の

製
作
。

・
火
輪
二
点
は
一
五
〇
〇
年
代
前
半

か
ら
半
ば
頃
の
製
作
。他
の
二
点
は

一
五
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
頃

の
製
作
。風
空
輪
四
点
は
す
べ
て
、

そ
の
い
び
つ
化
し
た
形
態
か
ら
一
五

〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年

代
前
半
頃
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

お
り
、
そ
の
製
作
時

期
は
、
一
五
〇
〇
年

代
後
半
か
ら
一
六
〇はん

〇
年
代
前
半
の
範

ち
ゅ
う
疇
に
入
る
も
の
で
あ

る
。

２

田
代
二
・
天
神
さ
ん
石

塔
群

こ
こ
で
は
五
論
塔
五
基
分
、宝
篋
印

塔
が
一
基
分
確
認
さ
れ
る
。五
輪
塔
の

火
輪
二
点
は
一
五
〇
〇
年
代
の
前
半

か
ら
半
ば
こ
ろ
の
建
塔
と
考
え
ら
れ
る

が
、他
の
遺
品
は
主
に
一
五
〇
〇
年
代

後
半
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

写真Ａ 尾ノ上地藏さん石塔群（一部）

写真Ｂ 天神さん石塔群（一部）
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安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

一

・
相
輪
一
点
は
馬
耳
型
宝
篋
印
塔
の

相
輪
で
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か

ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の
製
作

と
考
え
ら
れ
る
。

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

一二

・
地
輪
、
風
空
輪
三
点
は
、
と
も
に

そ
の
粗
雑
な
造
り
か
ら
、
一
五
〇

〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代

前
半
頃
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

一

・
相
輪
一
点
は
馬
耳
型
宝
篋
印
塔
の

相
輪
で
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か

ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の
製
作

と
考
え
ら
れ
る
。

安
山
岩

六
地
藏
塔基

壇

塔

身

中

台

龕

部

笠

一一一一

が
ん
ぶ

・
と
く
に
龕
部
（
注
）
の
摩
滅
が
激

し
い
が
、
笠
等
の
造
り
か
ら
一
五

〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年

代
前
半
頃
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。
が
ん

・
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
以
前
、
龕

ぶ部
は
力
石
に
転
用
さ
れ
て
い
た
と

い
う
。
そ
の
た
め
摩
滅
が
激
し
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。

３

田
代
一
・
六
地
藏
さ
ん

石
塔
群

田
代
一
公
民
館
横
に
す
べ
て
寄
せ

集
め
と
し
て
集
積
さ
れ
て
い
る
。
五

輪
塔
二
基
分
、
宝
篋
印
塔
一
基
分
、

そ
れ
に
六
地
藏
塔
一
基
分
が
確
認
さ

れ
る
。
す
べ
て
形
式
化
・
小
型
化
し

た
の
で
あ
り
、
六
地
藏
塔
を
含
め
一

五
〇
〇
年
代
後
半
の
製
作
と
考
え
ら

れ
る
。

が
ん

注

仏
像
を
安
置
す
る
厨
子
を
龕
と
い
う
が
、
こ
こ
で
は
六
地
蔵
塔
の
仏
像
を
彫
出

し
た
部
分
を
さ
す
。

４

打
越
名
・
子
安
観
音
石

塔
群

す
べ
て
寄
せ
集
め
で
あ
る
が
、
五

輪
塔
一
基
分
、
宝
篋
印
塔
二
基
分
が

確
認
さ
れ
る
。
と
く
に
宝
篋
印
塔
笠

一
点
は
一
五
〇
〇
年
代
前
半
こ
ろ
ま

さ
か
の
ぼ

で
遡
れ
る
が
、
他
の
遺
品
は
す
べ
て

一
五
〇
〇
年
代
後
半
以
降
の
製
作
と
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石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

一

・
火
輪
一
点
は
有
耳
五
輪
塔
の
火
輪

で
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一

六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の
製
作
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

一二

・
笠
一
点
は
階
差
も
充
分
に
と
ら
れ
、

二
孤
式
隅
飾
の
一
孤
の
高
さ
と
上

端
一
段
目
の
階
差
が
同
じ
高
さ
に

造
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一

五
〇
〇
年
代
前
半
頃
の
製
作
と
考

え
ら
れ
る
。

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

二

・
火
輪
二
点
の
う
ち
一
点
は
有
耳
五

輪
塔
の
火
輪
。
と
も
に
一
五
〇
〇

年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前

半
頃
の
製
作
。

考
え
ら
れ
る
。

５

川
内
名
・
地
藏
カ
ミ
サ
マ
石
塔

称
念
寺
手
前
の
「
地
神
碑
」
周
辺
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
五
輪
塔
の
火

輪
二
点
が
確
認
さ
れ
る
が
、
と
も
に
有
耳
五
輪
塔
の
火
輪
で
あ
り
、
一
五

〇
〇
年
代
後
半
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

６

川
内
名
・
称
念
寺
石
塔
群

称
念
寺
、
ま
た
そ
の
境
内
で
確
認
さ
れ

る
石
造
物
で
、
と
く
に
留
意
す
べ
き
も
の

と
い
え
ば
滑
石
製
の
柱
状
遺
品
で
あ
る
。

柱
状
を
な
し
た
こ
の
遺
品
は
、
四
側
面
に

ほ
ぞ

種
子
を
陰
刻
し
、
頭
頂
部
に
は
�
を
造
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
頭

頂
部
に
は
笠
が
の
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
種
目
と
し
て
は
笠
塔
婆
の
塔
身

に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
製
作
時
期
は
一
二
〇
〇
年
前
後
こ
ろ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
塔
身
に
つ
い
て
は
、
次
項
「
主
な
遺
品
・
遺
構
」
で

詳
述
す
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
当
寺
境
内
に
立
つ
宝
篋
印
塔
（
写
真
Ｅ
）
も
貴
重
で
あ
る
。
こ

の
宝
篋
印
塔
は
、
い
わ
ゆ
る
馬
耳
型
宝
篋
印
塔
で
一
五
〇
〇
年
代
後
半
こ

ろ
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
の
塔
形
か
ら
し
て
、
そ
の
石
造

美
術
史
的
価
値
は
高
く
、
貴
重
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
所
で
は
茶
臼
の
下
臼
一
点
（
写
真
Ｆ
）
が
確
認
さ
れ
る
。

写真Ｅ 称念寺馬耳型宝篋印塔

写真Ｆ 称念寺の茶臼（下臼）
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製
作
時
期
は
、
共
伴
す
る
五
輪
塔
な
ど
の
製
作
時
期
か
ら
み
て
一
五
〇
〇

年
代
後
半
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
町
内
で
は
唯
一
の
貴
重
な
遺
品
で
あ

り
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半
こ
ろ
ま
で
に
は
抹
茶
の
風
習
が
当
地
ま
で
波
及

し

さ

し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

茶
臼
と
五
輪
塔

茶
臼
と
い
っ
て
も
、
果
し
て
ど
ん
な
臼
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
方

が
多
い
と
思
う
が
、
要
す
る
に
乾
燥
さ
せ
た
茶
葉
を
粉
に
す
る
石
臼
で
、

茶
の
湯
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
形
は
一
般
の
石
臼
と

は
や
や
異
な
り
小
型
で
あ
る
が
、
皿
状
の
下
臼
と
円
筒
形
の
上
臼
の
二
石

か
ら
な
る
こ
と
は
通
常
の
通
り
で
あ
る
。
上
臼
の
両
側
に
は
挽
き
手
差
し

込
み
の
穴
を
彫
り
、
そ
の
穴
の
周
り
に
は
、
普
通
、
重
ね
角
形
の
文
様
や

蓮
華
紋
な
ど
を
彫
り
出
し
て
い
る
。
時
代
に
よ
っ
て
形
が
あ
ま
り
変
化
し

な
い
た
め
に
、
形
態
か
ら
そ
の
製
作
年
代
を
割
り
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。喫

茶
の
起
源
は
、
中
国
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
へ
は
仏
教
の

伝
来
と
と
も
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
粉
末
タ
イ

プ
の
茶
、
い
わ
ゆ
る
抹
茶
が
一
般
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
鎌

倉
時
代
に
臨
済
宗
の
祖
・
栄
西
が
中
国
よ
り
茶
種
を
持
ち
帰
っ
て
き
た
こ

と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
最
初
は
医
薬
の
一
種
と
し
て
用
い
ら
れ

た
が
、
そ
の
後
禅
宗
の
僧
侶
と
武
士
の
生
活
に
結
び
つ
き
、
十
四
世
紀
以

降
に
な
る
と
全
国
に
普
及
、
今
で
も
有
名
な
宇
治
の
茶
が
本
茶
と
し
て
名

を
は
せ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
熊
倉
功
夫
『
茶
の
湯
』）。

抹
茶
の
普
及
に
あ
わ
せ
、
茶
葉
を
粉
に
す
る
道
具
も
変
わ
っ
て
き
た
。

や
げ
ん

栄
西
が
抹
茶
を
伝
え
た
こ
ろ
は
、
薬
研
と
呼
ば
れ
る
薬
種
を
粉
に
す
る
器

具
を
使
用
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
中
国
よ
り
伝
来
し
た
と
い
わ
れ
る
茶
臼

が
国
産
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
抹
茶
の
道
具
と
し
て
一
般
化
し
た
。
現

在
確
認
さ
れ
る
最
古
の
茶
臼
は
、
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
銘
を
も
つ
高

知
市
の
吸
江
寺
茶
臼
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
と
ん
ち
で
有
名
な
一
休
和
尚
の
著『
骸
骨
』（
十
五
世
紀
）

の
中
に
「
な
き
あ
と
の
／
か
た
み
に
石
が
な
る
な
ら
ば
／
五
輪
の
台
に
／

ち
ゃ
う
す
き
れ
か
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
茶
臼
を
ひ
か
せ
る
位
の
高
い

う
つ
つ

僧
が
、
肝
心
な
修
行
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
茶
の
湯
の
み
に
現
を
抜
か
し
、

亡
く
な
っ
た
後
も
そ
の
愛
用
の
茶
臼
の
下
臼
を
五
輪
塔
の
地
輪
部
分
に
使

用
し
、
生
前
の
世
俗
的
な
豊
か
さ
を
誇
示
し
て
い
る
と
い
う
一
休
の
風
刺

歌
で
あ
る
。
世
俗
に
埋
没
し
た
僧
侶
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
が
こ
め
ら
れ

て
い
る
。
実
際
、
彼
の
生
き
た
室
町
時
代
に
あ
っ
て
は
茶
臼
は
大
変
に
貴

重
で
、
有
力
武
士
や
高
僧
な
ど
一
部
の
階
層
し
か
持
て
な
か
っ
た
。

さ
て
長
崎
県
内
で
も
、
時
々
、
集
積
さ
れ
た
中
世
の
石
塔
群
の
中
か
ら
、

茶
臼
の
残
欠
が
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
十
六
世
紀
の
半
ば

か
ら
後
半
こ
ろ
に
製
作
さ
れ
た
五
輪
塔
な
ど
と
一
緒
に
出
て
く
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
当
地
で
も
茶
臼
は
、
一
休
和
尚
の
い
う
「
五
輪
の
台
」
に
使

用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中
央
、
地
方
を
問
わ
ず
、
亡
く
な
っ
た
後
も
生
前
の
世
俗
的
な
豊
か
さ

を
茶
臼
に
託
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
茶
の
湯
が
い

た
し
な

か
に
上
層
階
級
の
嗜
み
で
、
世
俗
的
な
裕
福
さ
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と

し
て
あ
っ
た
か
理
解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
で
は
、
こ
の
茶
臼
に
相

第七節 小長井町の中世・石造物
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石

材

種

目

点
数

備

考

滑
石

笠
塔
婆
形
式
塔

塔
身

一

・
一
二
〇
〇
年
前
後
頃
の
製
作
と
考

え
ら
れ
る
。

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

五五三四

・
地
輪
五
点
の
う
ち
二
点
は
一
五
〇

〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
頃
、
他
の

三
点
は
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら

一
六
〇
〇
年
代
前
半
こ
ろ
の
製
作
。

・
水
輪
五
点
の
う
ち
、
二
点
は
一
五

〇
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
、
他
の

三
点
は
有
耳
五
輪
塔
の
水
輪
で
一

五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇

年
代
前
半
頃
の
製
作
。

火
輪
三
点
の
う
ち
二
点
は
一
五
〇

〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
、
他
の
一

点
は
有
耳
五
輪
塔
の
火
輪
で
一
五

〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年

代
前
半
頃
の
製
作
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

馬
耳
型
宝
篋
印
塔

一一
基

・
上
端
二
段
の
基
礎
一
点
は
、
一
五

〇
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
こ
ろ
の

製
作
。

・
完
形
の
馬
耳
型
宝
篋
印
塔
は
、
一

五
〇
〇
年
代
後
半
頃
の
製
作
と
考

え
ら
れ
る
。

安
山
岩

茶

臼下

臼

一

・
同
所
の
共
伴
物
の
製
作
年
代
等
か

ら
考
え
て
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半

頃
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

当
す
る
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
風
潮
は
、

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

な
お
、
山
城
跡
な
ど
か
ら
出
て
く
る
茶
臼
の
中
に
、
臼
の
目
が
端
ま
で

完
全
に
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
多
分
に
黒
色
火
薬
づ
く

り
の
た
め
木
炭
な
ど
を
粉
に
す
る
臼
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

茶
臼
は
、
一
般
の
臼
に
比
べ
、
よ
り
細
か
い
粒
子
の
粉
に
ひ
く
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
た
め
、
時
と
し
て
黒
色
火
薬
づ
く
り
の
軍
事
用
に
転
用
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

茶
臼
の
遺
品
は
、
抹
茶
の
風
習
が
県
内
に
あ
っ
て
も
、
十
六
世
紀
の
半

ば
以
降
に
は
確
実
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
当
時
の

世
相
の
一
端
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
遺
物
で
も
あ
る
。

７

川
内
名
・
辻
殿
石
塔
群

こ
こ
で
は
五
輪
塔
三
基
分
、
宝
篋

印
塔
一
基
分
が
確
認
さ
れ
る
が
、
宝

篋
印
塔
基
礎
は
、
そ
の
形
状
か
ら
一

五
〇
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
こ
ろ
に

製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

他
は
一
五
〇
〇
年
代
後
半
以
降
の
製

作
。

写真Ｇ 辻殿石塔群（一部）
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石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

三一

・
三
基
分
確
認
さ
れ
る
五
輪
塔
は
、

そ
の
形
式
化
・
簡
略
化
さ
れ
た
形

態
か
ら
、
す
べ
て
一
五
〇
〇
年
代

後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃

の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

一

・
一
点
確
認
さ
れ
る
宝
篋
印
塔
基
礎

は
、
上
端
二
段
で
階
差
が
充
分
に

と
ら
れ
、
し
か
も
背
高
に
対
す
る

横
幅
が
長
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の

製
作
時
期
は
一
五
〇
〇
年
代
前
半

か
ら
半
ば
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

写真Ｈ 鳥越石塔群（一部）

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

一
〇

七四六

・
地
輪
一
〇
点
の
う
ち
納
入
孔
を

穿
っ
た
一
点
は
、
そ
の
背
高
に
対

す
る
横
幅
が
長
く
、
一
四
〇
〇
年

代
後
半
か
ら
一
五
〇
〇
年
代
前
半

頃
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

・
風
空
輪
六
点
の
う
ち
二
点
は
、
風

輪
の
横
幅
に
対
す
る
空
輪
横
幅
が

短
く
、
そ
の
調
和
が
古
形
式
を

も
っ
て
お
り
、
一
五
〇
〇
年
前
後

頃
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

・
上
記
三
点
を
除
く
他
の
五
輪
塔
各

部
品
は
、
そ
の
形
式
化
し
た
形
態

か
ら
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一

六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の
製
作
と
考

え
ら
れ
る
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

一

・
基
礎
一
点
は
、
上
端
二
段
で
階
差

が
充
分
に
と
ら
れ
、
し
か
も
背
高

に
対
す
る
横
幅
が
長
い
こ
と
か
ら
、

一
五
〇
〇
年
代
前
後
頃
の
製
作
と

考
え
ら
れ
る
。

８

古
場
名
・
鳥
越
石
塔
群

す
べ
て
寄
せ
集
め

で
あ
る
が
、
一
四
〇

〇
年
代
後
半
こ
ろ
か

ら
の
遺
品
群
で
あ
る
。

こ
の
遺
品
群
で
と
く

に
留
意
す
べ
き
点
は
、

そ
の
立
地
場
所
が
多

良
山
系
を
背
景
に
し

た
高
地
の
山
間
部
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
立
地
場
所
と
周
辺

に
尼
寺
跡
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の

遺
品
群
は
、
霊
山
で
あ
る
多
良
山
系
に
関
係
し
た
山
岳
修
験
に
関
係
し
た

遺
品
群
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
尼
寺
の
伝
承
か
ら
考
え
れ
ば
、
も
と
も

と
当
地
は
女
人
結
界
の
場
所
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第七節 小長井町の中世・石造物
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馬
耳
型
宝
篋
印
塔

一
基

・
馬
耳
型
宝
篋
印
塔
一
基
は
完
形
で
、

同
集
落
の
民
家
裏
に
安
置
。
製
作

時
期
は
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か

ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
こ
ろ
と
考

え
ら
れ
る
。

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

一一一

・
三
点
は
、
法
量
・
形
状
上
か
ら
見

て
一
具
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
一

四
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
頃
の

製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

・
こ
の
五
輪
塔
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン

に
よ
る
金
泉
寺
破
脚
に
関
す
る

「
西
宏
」
と
い
う
稚
児
の
話
が
伝

わ
っ
て
い
る
が
、
製
作
時
期
か
ら

見
て
直
接
的
に
は
関
係
な
い
と
思

わ
れ
る
。

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

六
地
藏
塔

一
基

・
笠
頂
部
の
宝
珠
部
分
が
欠
損
し
て

い
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
。

・
現
総
高
一
六
三
・
〇
�
。

・
塔
身
正
面
に
下
記
の
銘
を
刻
む
。

月
輪
に
「
キ
リ
ー
ク
」（
阿
弥
陀

如
来
）
の
種
子
を
刻
み
、
そ
の
下

方
に
銘
文
（
□
は
不
明
、
／
は
改

行
、
／
は
並
列

は
マ
マ
）。

「
逆
修
／
□
□
／
天
文
十
七
年
戊

／
申
／
十
月
十
三
日
」

９

古
場
名
・
稚
児
の
塔

こ
こ
で
は
五
輪
塔
一
基
分
が
確
認
さ
れ
る
が
、
形
状
・
法
量
か
ら
み
て

三
点
と
も
一
具
と
考
え
ら
れ
る
。
製
作
は
一
四
〇
〇
年
代
の
半
ば
か
ら
後

半
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
、
同
じ
古
場
名
の
鳥
越
石
塔
群
に
通
じ
る
内
容
を

も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
両
遺
品
群
に
は
同
一
の
建
塔
背
景
（
山
岳

修
験
な
ど
）
が
想
定
さ
れ
る
。

１０

田
原
の
六
地
藏
塔

こ
の
六
地
藏
塔
は
ほ
ぼ
完
形

で
あ
り
、
し
か
も
塔
身
に
紀
年

銘
「
天
文
十
七
年
」（
一
五
四

八
）
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
「
逆

修
」
碑
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

写真Ｉ 田原の六地藏塔写真Ｊ 田原の六地藏塔塔身拓本

―１４０―
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写真Ｋ 西円寺石塔群（一部）

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

二三一

・
地
輪
二
点
は
、
と
も
に
上
端
一
段

を
造
り
出
し
、
背
高
に
対
し
横
幅

が
長
い
。
製
作
時
期
は
一
四
〇
〇

年
代
後
半
か
ら
一
五
〇
〇
年
代
前

半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

・
水
輪
三
点
の
う
ち
、
二
点
は
一
五

〇
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
、
他
の

一
点
は
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら

一
六
〇
〇
年
代
前
半
こ
ろ
の
製
作
。

・
火
輪
一
点
は
有
耳
五
輪
塔
の
火
輪

で
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一

六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の
製
作
。

西
円
寺
中
園

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

一一

・
基
礎
一
点
は
上
端
二
段
で
階
差
も

充
分
に
と
ら
れ
、
背
高
が
低
い
た

め
、
そ
の
製
作
時
期
は
一
四
〇
〇

年
代
後
半
か
ら
一
五
〇
〇
年
代
前

半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

・
笠
一
点
は
一
五
〇
〇
年
代
半
ば
か

ら
後
半
頃
の
製
作
。

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

二一

・
地
輪
二
点
の
う
ち
大
型
地
輪
（
背

高
二
一
・
〇
�
×
横
幅
三
八
・
〇

�
）
は
一
四
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら

後
半
頃
、他
の
一
点（
背
高
一
八
・

五
�
×
横
幅
三
五
・
〇
�
）
は
一

四
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
五
〇
〇

年
代
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

・
火
輪
一
点
は
一
五
〇
〇
年
代
後
半

頃
の
製
作
。

西
円
寺
境
内

１１

西
円
寺
石
塔
群

当
遺
品
群
は
す
べ

て
寄
せ
集
め
で
あ
る

が
、
一
四
〇
〇
年
代

半
ば
以
降
の
も
の
で

あ
る
。
と
く
に
寺
院

境
内
に
あ
る
五
輪
塔

の
大
型
地
輪
は
、
そ

の
形
態
か
ら
一
四
〇

〇
年
代
半
ば
こ
ろ
ま
で
溯
る
こ
と
が
で
き
、
当
地
の
開
明
度
の
早
さ
が
伺

わ
れ
る
。

第七節 小長井町の中世・石造物
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写真Ｌ 井崎・観音さん石塔（両端の四点）

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

一

・
火
輪
一
点
は
、
一
五
〇
〇
年
代
前

半
か
ら
半
ば
頃
の
製
作
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

一二

・
笠
一
点
は
一
五
〇
〇
年
代
前
半
か

ら
半
ば
頃
の
製
作
。

・
相
輪
二
点
の
う
ち
一
点
は
一
五
〇

〇
年
代
半
ば
頃
、
他
の
一
点
は
一

五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇

年
代
前
半
頃
の
製
作
と
考
え
ら
れ

る
。

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

一二二

・
水
輪
は
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら

一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の
製
作
。

・
火
輪
二
点
の
う
ち
一
点
は
一
五
〇

〇
年
前
後
頃
、
他
の
一
点
は
有
耳

五
輪
塔
の
火
輪
で
一
五
〇
〇
年
代

後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃

の
製
作
。

・
風
空
輪
は
一
五
〇
〇
年
代
半
ば
か

ら
後
半
頃
の
製
作
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

二一

・
笠
二
点
は
、
と
も
に
馬
耳
型
宝
篋

印
塔
の
笠
で
、
一
五
〇
〇
年
代
後

半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の

製
作
。

・
相
輪
一
点
は
馬
耳
型
宝
篋
印
塔
の

相
輪
で
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か

ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の
製
作
。

１２

井
崎
・
観
音
さ
ん
石
塔

観
音
堂
内
の
信
仰
対
象
物
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
五
輪
塔

一
基
分
、
宝
篋
印
塔
二
基
分
が
確
認

さ
れ
る
が
、
五
輪
塔
の
火
輪
一
点
と

宝
篋
印
塔
の
一
点
は
一
五
〇
〇
年
代

前
半
か
ら
半
ば
ま
で
遡
れ
る
も
の
で
、

近
く
の
井
崎
墓
地
で
確
認
さ
れ
る
遺

品
に
共
通
し
た
製
作
時
期
が
認
め
ら

れ
る
。

１３

井
崎
墓
地

こ
こ
で
は
五
輪
塔
二
基
分
、
宝
篋
印
塔
二
基
分
が
墓
域
に
点
在
し
て
確

認
さ
れ
る
。
最
古
の
遺
品
は
五
輪
塔
の
火
輪
で
あ
り
、
そ
の
形
状
か
ら
一

五
〇
〇
年
前
後
こ
ろ
ま
で
遡
れ
る
。
他
の
遺
品
群
は
一
五
〇
〇
年
代
後
半

以
降
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

―１４２―
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写真Ｍ 井崎・淀姫神社
石塔群（全景）

写真N 淀姫神社古式五
輪塔水論

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

一一六一

・
地
輪
一
点
は
一
五
〇
〇
年
代
前
半

か
ら
半
ば
頃
の
製
作
。

・
水
輪
一
点
は
、
上
端
に
納
入
孔
を

穿
ち
、
ま
た
側
面
周
囲
に
金
剛
界

四
仏
種
子
を
陰
刻
。
そ
の
大
ぶ
り

の
種
子
彫
出
や
納
入
孔
造
り
出
し

な
ど
か
ら
見
て
、
一
三
〇
〇
年
代

前
半
か
ら
半
ば
頃
の
製
作
と
考
え

ら
れ
る
。

法
量
（
最
大
幅
横
二
九
・
〇
�
、

上
端
横
幅
二
四
・
〇
�
、
背
高
二

三
・
〇
�
。
納
入
孔
横
幅
一
七
・

五
�
、
深
さ
一
〇
・
五
�
）。

・
火
輪
六
点
の
う
ち
、
四
点
は
一
五

〇
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
、
一
点

は
一
五
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
、

他
の
一
点
は
有
耳
五
輪
塔
の
火
輪

で
、
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃
と
考

え
ら
れ
る
。

安
山
岩

肥
前
狛
犬

二
躰

・
本
殿
両
脇
の
池
中
に
一
躰
づ
つ
安

置
さ
れ
て
い
る
。
大
変
稚
拙
な
造

り
で
あ
り
、
江
戸
前
期
頃
の
製
作

と
考
え
ら
れ
る
が
、
県
内
に
あ
っ

て
は
珍
し
い
遺
品
で
あ
る
。

１４

井
崎
・
淀
姫
神
社
石
塔
群

当
遺
品
群
は
、
町
内
に

あ
っ
て
は
遠
竹
南
平
石
塔
群

に
つ
ぐ
古
式
石
塔
が
確
認
さ

れ
る
貴
重
な
石
塔
群
で
あ
る
。

基
数
は
少
な
く
、
す
べ
て
寄

せ
集
め
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

確
認
さ
れ
る
水
輪
一
点
（
最

大
横
幅
二
十
九
・
〇
、
写
真

Ｎ
）
は
、
大
ぶ
り
の
種
子
や

納
入
孔
造
り
出
し
の
形
態
か

ら
一
三
〇
〇
年
代
前
半
か
ら

半
ば
こ
ろ
ま
で
遡
れ
る
。
鎌

倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
遺
品
と
し
て
、
非
常
に
貴
重
な
資
料

を
提
供
し
て
い
る
。

な
お
、
本
殿
両
脇
の
池
の
真
ん
中
に
鎮
座
す
る
狛
犬
は
、
一
般
に
肥
前

狛
犬
と
呼
ば
れ
る
地
方
色
豊
か
な
狛
犬
で
あ
る
。
江
戸
期
製
作
で
あ
る
が
、

資
料
紹
介
の
意
味
で
、
あ
え
て
挙
げ
て
お
く
。

第七節 小長井町の中世・石造物
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写真Ｏ 八郎（鎮西）さん石塔群（一部）

石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

五三

・
火
輪
五
点
の
う
ち
二
点
は
中
世
の

伝
統
的
系
統
の
形
態
を
も
ち
、
他

の
三
点
は
有
耳
五
輪
塔
の
火
輪
で

あ
る
が
、
す
べ
て
一
五
〇
〇
年
代

後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃

の
製
作
。

・
風
空
輪
三
点
も
す
べ
て
一
五
〇
〇

年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前

半
頃
の
製
作
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

三二

・
笠
三
点
の
う
ち
二
点
は
一
五
〇
〇

年
代
半
ば
か
ら
後
半
頃
、
他
の
一

点
は
馬
耳
型
宝
篋
印
塔
の
笠
で
一

五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇

年
代
前
半
頃
の
製
作
。

・
相
輪
二
点
は
、
と
も
に
一
五
〇
〇

年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前

半
頃
の
製
作
。

写真Ｐ 坊の元石塔群（一部）

１５

小
川
原
浦
・
八
郎
（
鎮
西
）
さ
ん
石
塔
群

す
べ
て
寄
せ
集
め
で
、
五
輪
塔
五

基
分
、
宝
篋
印
塔
三
基
分
が
確
認
さ

れ
る
。
す
べ
て
簡
略
化
・
小
型
化
し

た
遺
品
で
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半
以

降
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

１６

小
川
原
浦
名
・
坊
の
元
石
塔
群

こ
こ
で
は
、
五
輪
塔
五
基
分
、
宝

篋
印
塔
七
基
分
が
確
認
さ
れ
る
。
五

輪
塔
の
火
輪
一
点
が
一
五
〇
〇
年
代

前
半
か
ら
半
ば
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
一
五
〇
〇
年

代
後
半
以
降
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

―１４４―

第二章 歴 史



石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

二一五二

・
五
基
分
確
認
さ
れ
る
五
輪
塔
の
う

ち
、
火
輪
一
点
、
風
空
輪
一
点
は

有
耳
五
輪
塔
の
各
部
品
で
あ
る
。

・
火
輪
五
点
の
う
ち
一
点
は
、
集
積

さ
れ
た
所
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ

る
。
背
高
に
対
し
軒
横
幅
が
長
く
、

緩
や
か
な
反
り
を
見
せ
る
稜
線
の

形
態
か
ら
一
五
〇
〇
年
代
前
半
か

ら
半
ば
こ
ろ
の
製
作
と
思
わ
れ
る
。

製
作
時
期
は
、
上
記
火
輪
一
点
が

一
五
〇
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
、

他
は
、
有
耳
五
輪
塔
も
含
め
一
五

〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年

代
前
半
こ
ろ
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

七四四二

・
七
基
分
す
べ
て
馬
耳
型
宝
篋
印
塔

・
製
作
時
期
は
、
一
五
〇
〇
年
代
後

半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
ご
ろ

写真Ｑ 皎月坊石塔群
（一部）

写真Ｒ 天文九年（１５４０）
銘異形仏石

１７

井
崎
・
皎
月
坊
石
塔
群

当
遺
品
群
は
す
べ
て
寄
せ

集
め
で
あ
る
が
、
一
四
〇
〇

年
代
前
半
か
ら
一
五
〇
〇
年

代
後
半
、
さ
ら
に
一
六
〇
〇

年
代
前
半
に
か
け
て
の
遺
品

が
大
量
に
確
認
さ
れ
る
。
基

数
的
に
は
、
遠
竹
石
塔
群
に

次
ぐ
石
塔
群
で
あ
る
。
最
古

の
遺
品
は
、
上
端
三
段
の
階

段
を
造
り
だ
し
た
宝
篋
印
塔

基
礎
で
、
そ
の
後
一
四
〇
〇

年
代
半
ば
か
ら
後
半
、
一
五

〇
〇
年
代
以
降
と
、
そ
の
製
作
は
ほ
ぼ
途
切
れ
る
こ
と
な
く
建
塔
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
単
体
仏
・
双
仏
石
と
も
に
異
形
仏
石
と
し
た
二
基
は
、
そ
の
碑

面
に
造
り
出
し
た
意
匠
が
大
変
珍
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
基

（
写
真
Ｒ
）
に
「
天
文
九
年
」（
一
五
四
〇
）
と
紀
年
銘
が
陰
刻
さ
れ
て

い
る
が
、
仏
石
と
し
て
は
古
式
に
属
す
る
「
逆
修
碑
」
と
思
わ
れ
る
。
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石

材

種

目

点
数

備

考

安
山
岩

五
輪
塔地

輪

水

輪

火

輪

風
空
輪

一
〇

七一
一

九

・
地
輪
一
〇
点
の
う
ち
、
底
面
に
納

入
孔
を
穿
っ
た
五
点
は
一
四
〇
〇

年
代
半
ば
か
ら
後
半
頃
、
他
の
五

点
は
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一

六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の
製
作
。

・
水
輪
七
点
の
う
ち
六
点
は
中
世
の

伝
統
的
な
形
態
を
も
ち
、
他
の
一

点
は
有
耳
五
輪
塔
の
水
輪
で
あ
る

が
、
と
も
に
一
五
〇
〇
年
代
後
半

か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃
の
製

作
。

・
火
輪
一
一
点
の
う
ち
五
点
は
一
五

〇
〇
年
代
半
ば
、
四
点
は
一
五
〇

〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
、
残
り
二

点
は
有
耳
五
輪
塔
の
火
輪
で
あ
り

一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇

〇
年
代
前
半
頃
の
製
作
。

・
風
空
輪
九
点
は
、
す
べ
て
一
五
〇

〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代

前
半
頃
の
製
作
。

・
上
記
以
外
に
有
耳
五
輪
塔
の
笠
と

相
輪
が
各
一
点
づ
つ
確
認
さ
れ
る

が
、
明
ら
か
に
江
戸
期
製
作
で
あ

る
た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

安
山
岩

宝
篋
印
塔基

礎

塔

身

笠相

輪

一
一

一
一

五六

・
基
礎
一
一
点
の
う
ち
上
端
三
段
の

基
礎
一
点
は
一
四
〇
〇
年
代
前
半

頃
の
製
作
、
他
の
一
〇
点
は
馬
耳

型
宝
篋
印
塔
の
基
礎
で
一
五
〇
〇

年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前

半
頃
の
製
作
。

・
塔
身
一
一
点
の
う
ち
二
点
は
中
世

の
伝
統
的
な
形
態
を
も
ち
、
他
の

九
点
は
馬
耳
型
宝
篋
印
塔
の
塔
身

で
あ
る
が
、
製
作
時
期
は
、
す
べ

て
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六

〇
〇
年
代
前
半
頃
。

な
お
、
一
一
点
の
う
ち
三
点
は
四

側
面
に
金
剛
界
四
仏
種
子
を
、
他

の
一
点
は
薄
肉
彫
り
の
仏
像
（
金

剛
界
四
仏
？
）
を
造
り
出
す
。

・
笠
五
点
の
う
ち
一
点
は
中
世
の
伝

統
的
な
形
態
を
も
ち
、
他
の
四
点

（
二
点
は
半
壊
）
は
馬
耳
型
宝
篋

印
塔
の
笠
で
あ
る
が
、
製
作
時
期

は
、
す
べ
て
一
五
〇
〇
年
代
後
半

か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
頃
。

・
相
輪
六
点
は
す
べ
て
馬
耳
型
宝
篋

印
塔
の
相
輪
で
、
製
作
時
期
は
す

べ
て
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一

六
〇
〇
年
代
前
半
頃
。

安
山
岩

無
縫
塔

一
基

・
六
角
形
の
基
壇
に
直
接
塔
身
（
塔

身
総
高
四
六
・
〇
�
）
が
の
る
形

式
で
、塔
身
正
面
に「
キ
リ
ー
ク
」

（
阿
弥
陀
如
来
）
種
子
と
、
そ
の

下
方
に
「
大
翁
」
の
銘
を
陰
刻
す

る
。
製
作
時
期
は
、
や
や
背
の
高

い
寸
胴
形
式
の
塔
身
や
線
の
細
い

小
さ
め
の
種
子
か
ら
見
て
、
一
五

〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年

代
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
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五
、
主
な
遺
品
・
遺
跡

１

称
念
寺
滑
石
製
笠
塔
婆
形
式
塔

�

所
在
地
：
小
長
井
町
川
内
名
寺
ノ
元

称
念
寺

�

石
材
・
種
目
・
点
数
・
製
作
編
年

現
在
、
当
遺
品
は
称
念
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
話
に
よ
れ
ば
当
地

周
辺
よ
り
出
土
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
石
材
は
良
質
の
滑
石
で
、
四
角
柱

状
を
な
し
た
そ
の
四
側
面
に
、
種
子
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
頭
頂
部
に
は

ほ
ぞ
あ
と

�
痕
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
品
は
、
県
内
で
数
点
確
認
さ
れ

て
い
る
笠
塔
婆
の
塔
身
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
現
段
階
で
の
名
称
断
定

は
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
笠
塔
婆
形
式
塔
と
し
て
紹
介
す
る
（
図
面

�
）・「
種
子
拓
本
・
写
真
」
参
照
）。

各
法
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

背
高
：
四
十
二
・
〇
�
、
�
背
高
：
四
・
〇
�
、
塔
身
横
幅
：
八
・
〇

�
、
�
下
端
横
幅
：
七
・
〇
�
、
上
端
横
幅
六
・
五
�

こ
の
笠
塔
婆
形
式
塔
は
、
波
佐
見
町
東
前
寺
で
二
基
分
〔
総
高
（
�
含

む
）
四
十
三
・
〇
�
、
正
面
横
幅
十
一
・
三
�
、
側
面
横
幅
九
・
〇
�
〕

〔
総
高
五
十
・
〇
�
、
正
面
横
幅
八
・
二
�
、
側
面
横
幅
六
・
八
�
〕、

佐
世
保
市
広
田
町
で
一
基
分
（
注
１
）、
諫
早
市
本
野
地
区
で
一
点
（
塔

身
と
、
そ
の
笠
に
関
係
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
宝
珠
）
が
確
認
さ
れ
て
い

る
が
、
非
常
に
確
認
基
数
の
少
な
い
遺
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て

滑
石
製
で
あ
り
、
頭
頂
部
に
�
が
造
り
出
さ
れ
、
そ
の
塔
身
四
側
面
に
種

安
山
岩

単
体
仏

一
基

・
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇

〇
年
代
前
半
頃
の
製
作
。

安
山
岩

双
仏
石

一
基

・
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇

〇
年
代
前
半
頃
の
製
作
。

安
山
岩

異
形
仏
石

二
基

・
二
基
と
も
正
面
上
方
に
二
躰
の
仏

像
、
下
方
に
五
輪
塔
な
ど
を
造
り

出
す
。
と
く
に
右
側
仏
石
の
正
面

碑
面
上
方
に
「
妙
泉
」、
下
方
に

「
天
文
九
年
□
年
二
日
」（
天
文

九
年：

一
五
四
〇
年
）
と
陰
刻
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
紀
年
銘
は
、
形

態
編
年
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
か

ら
紀
年
銘
通
り
の
造
立
と
考
え
ら

れ
る
が
、
銘
文（「
妙
泉
」）、な
ら

び
に
こ
の
板
碑
形
式
塔
の
性
格
か

ら
見
て
、
こ
れ
ら
二
基
の
仏
石
は

逆
修
の
た
め
の
造
営
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
無
銘
の
左
方
の

仏
石
を
含
め
、
同
時
期
に
製
作
さ

れ
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
仮
に
「
逆
修
碑
」
と
し
た
場

合
、
夫
婦
で
供
養
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
た
め
、右
碑
に「
妙
泉
」

（
女
性
・
妻
）
と
陰
刻
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
無
銘
の
左
方
仏
石

は
「
妙
泉
」
の
夫
（
男
性
）
に
関

係
し
た「
逆
修
碑
」と
考
え
ら
れ
る
。
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4.
0

42
.0

6.5
7.0
8.0

8.0

子
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
土
中
に
そ
の
ま
ま
埋
め

込
む
生
け
込
み
式
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
笠
塔
婆
形
式
塔
の
建
塔
時
期
は
、
そ
の
石
材
が
石
鍋

や
経
筒
な
ど
に
通
じ
る
良
質
の
滑
石
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
側
面
に
陰
刻

さ
れ
た
種
子
の
彫
出
内
容
が
そ
の
後
の
石
塔
類
な
ど
に
陰
刻
さ
れ
た
種
子

の
初
期
の
字
体
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
多
分
に
一

一
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
二
〇
〇
年
代
初
期
、
つ
ま
り
平
安
時
代
後
期
か

ら
鎌
倉
時
代
初
期
こ
ろ
に
製
作
さ
れ
建
塔
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
注
２
）。

た
だ
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
現
在
ま
で
に
確
認
し
た
五
点
の
笠
塔
婆
形

式
塔
塔
身
に
は
微
妙
な
時
代
的
ず
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

波
佐
見
町
東
前
寺
塔
（
総
高
四
十
三
・
〇
�
の
塔
）
や
諫
早
市
本
野
塔

所 在 地：小長井町川内名称念寺
石 材：滑石製
製作時期：１１００年代後半～１２００年代初期のころ

〔平安時代後半～鎌倉時代初期〕

図面� 笠塔婆形式塔

４面

「種子拓本・写真」

３面２面１面
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は
、
そ
の
種
子
が
稚
拙
に
刷
毛
書
き
状
に
陰
刻
さ
れ
、
字
体
そ
の
も
の
が

縦
長
に
太
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
「
ク
」
点
は
丸
で
表
現
さ
れ
、
塔

形
も
横
幅
が
広
く
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
滑
石
さ
ら
に
緑

泥
片
岩
使
用
の
石
造
文
化
圏
に
お
け
る
初
期
の
種
子
彫
出
の
あ
り
方
を
示

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
以
上
の
各
点
は
、
今
回
称
念
寺
で
確
認
さ
れ

た
塔
身
と
比
較
し
た
場
合
、
明
ら
か
に
古
式
を
示
し
て
い
る
。

称
念
寺
塔
の
場
合
は
、
塔
身
は
細
身
と
な
り
、
そ
の
各
四
面
に
二
本
の

罫
線
を
入
れ
た
上
で
、
月
輪
内
に
種
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。
そ
の
各
字
体

は
刷
毛
状
で
は
な
く
、
一
字
一
字
丁
寧
に
陰
刻
し
て
い
る
。
ク
点
は
特
徴

あ
る
四
角
形
を
な
し
、
丸
か
ら
後
代
の
菱
形
へ
の
移
行
期
に
現
れ
た
彫
り

方
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
壱
岐
長
栄
寺
大
御
堂
の
滑
石
製
宝
塔
（
承
元
三
年
（
一
二

〇
九
）
銘
）
の
塔
身
に
刻
ま
れ
た
種
子
は
、
線
も
細
か
く
こ
じ
ん
ま
り
と

ま
と
ま
っ
た
字
体
を
な
し
て
お
り
、
称
念
寺
塔
の
種
子
に
近
い
字
体
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ク
点
が
丸
で
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
承
元
三

年
銘
宝
塔
と
笠
塔
婆
形
式
塔
の
製
作
時
期
は
、
併
存
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
波
佐
見
町
東
前
寺
塔
（
総
高
四
十
三
・

〇
�
の
塔
）
や
諫
早
市
本
野
塔
は
、
主
に
一
一
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
末
期
、

称
念
寺
塔
は
、
そ
れ
ら
か
ら
や
や
後
代
の
一
一
〇
〇
年
代
末
期
か
ら
主
に

一
二
〇
〇
年
代
初
期
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。

�

建
塔
背
景

こ
の
笠
塔
婆
形
式
塔
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
仏
教
思
想
の
所
産
で
あ
る

が
、
そ
の
建
塔
の
目
的
を
解
く
最
大
の
鍵
は
建
塔
時
期
に
あ
る
。
つ
ま
り

平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
と
い
う
時
期
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
さ
ら
に
室
町
後
期
に

い
た
る
中
世
石
塔
の
建
塔
に
は
、
三
つ
の
大
き
な
ピ
ー
ク
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
第
一
の
ピ
ー
ク
が
、
こ
の
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
の
建
塔
で
主
な
種
目
と
し
て
は
、
磨
崖
仏
や
宝
塔
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
臼
杵
磨
崖
物
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
事
例
で
あ
る
が
、
長
崎

県
の
場
合
、
最
初
に
登
場
す
る
石
塔
は
宝
塔
で
、
経
塚
に
と
も
な
っ
て
出

現
す
る
。
壱
岐
・
鉢
塚
宝
塔
は
、
長
崎
県
内
で
整
形
さ
れ
た
石
塔
と
し
て

は
最
古
の
紀
年
銘
を
も
つ
石
塔
で
あ
り
、
滑
石
を
石
材
と
し
て
い
る
。
そ

の
基
礎
部
分
に
「
承
元
三
年
」（
一
二
〇
九
）
の
紀
年
銘
を
も
ち
、
遺
構

と
し
て
経
塚
と
の
共
伴
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
経
塚
と
宝
塔
と
の
関
係
は
、福
岡
県
宗
像
市
稲
元
で
出
土
し
た「
仁

平
四
年
」（
一
一
五
四
）
銘
宝
塔
（
滑
石
製
、
宗
像
大
社
神
寳
館
所
蔵
）

な
ど
で
も
想
定
さ
れ
る
。
岡
山
県
倉
敷
市
安
養
寺
経
塚
出
土
の
宝
塔
は
土

製
で
あ
る
が
、
同
所
経
塚
遺
跡
か
ら
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
の
願
文
を

刻
ん
だ
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
平
安
後
期
の
宝
塔
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

京
都
市
左
京
区
の
鞍
馬
寺
宝
塔
も
、
保
安
元
年
（
一
一
二
〇
）
銘
の
経
筒

を
出
土
し
た
経
塚
上
に
建
塔
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。（
注
３
）

こ
の
よ
う
に
平
安
後
期
の
宝
塔
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
銘
の
相

良
寺
角
宝
塔
（
熊
本
県
菊
鹿
町
）
の
よ
う
に
一
部
に
個
人
的
墓
標
と
し
て

建
塔
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
末
法
思
想
が
刺
激
と
な
っ

て
、
埋
経
行
為
す
な
わ
ち
経
塚
に
関
係
し
て
建
塔
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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さ
て
、
こ
の
末
法
思
想
に
と
も
な
う
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け

て
、
長
崎
県
内
で
確
認
さ
れ
る
経
筒
は
、
そ
の
大
部
分
が
海
際
で
確
認
さ

れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
遺
品
と
い
え
ば
、
佐
世
保
市
針
尾
・
明
星
ノ
鼻
で

確
認
さ
れ
る
「
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
／
大
勧
進
﹇
僧
﹈
永
金
」
銘
の

滑
石
製
経
筒
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
文
治
銘
経
筒
は
現
在
は
祇
園
寺
に
保

管
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
大
村
湾
に
面
し
た
岬
（
明
星
ノ
鼻
）
の
断
崖

上
に
埋
納
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
早
岐
（
広
田
町
）・
三
島
山
で
も
宋
代
湖

州
鏡
や
青
白
磁
器
を
含
む
経
筒
（
滑
石
製
）
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）。

同
じ
大
村
湾
に
浮
ぶ
箕
島
（
現
・
長
崎
空
港
）
で
も
「
文
治
元
年
（
一
一

八
五
）」
の
墨
書
銘
が
施
さ
れ
た
滑
石
製
の
経
筒
が
認
め
ら
れ
、
大
村
市

弥
勒
寺
郷
の
石
堂
屋
敷
で
は
文
治
五
年
銘
明
星
ノ
鼻
経
筒
と
同
形
態
の
経

筒
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
壱
岐
鉢
形
嶺
経
塚
出
土
の
滑
石
製
弥
勒
如
来
坐

像
に
は
、
そ
の
光
背
裏
面
に
「
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）」
の
紀
年
銘
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
筒
は
す
べ
て
滑
石
製
で
あ
り
、
そ
の
製
作
地
は
西
彼
杵
半

島
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
経
筒
が
埋
納

さ
れ
て
い
た
場
所
に
注
目
し
た
い
。
飯
盛
山
経
筒
（
佐
世
保
市
相
浦
）
な

ど
一
部
を
除
い
て
、
こ
れ
ら
の
経
筒
は
、
松
浦
市
姫
島
神
社
の
経
筒
も
含

め
、
岬
の
突
端
と
か
小
島
な
ど
海
際
、
ま
た
は
か
つ
て
の
海
岸
・
潟
に
近

い
低
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に
埋
納
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
見

ら
れ
る
霊
山
頂
上
へ
の
埋
納
と
い
う
概
念
と
は
異
質
で
あ
る
。
十
二
世
紀

と
い
え
ば
、
九
州
一
円
に
熊
野
修
験
が
伝
播
し
た
時
期
と
い
わ
れ
る
（
注

５
）。
実
際
、
大
村
市
の
郡
川
周
辺
で
は
天
台
系
山
岳
仏
教
の
影
響
が
考

え
ら
れ
る
（
注
６
）。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
海
際
埋
納

の
経
筒
は
、
多
分
に
海
に
通
じ
て
流
入
し
た
熊
野
信
仰
伝
播
の
中
、
天
台

（
台
密
）
系
山
岳
仏
教
者
に
よ
る
経
塚
供
養
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
仮
に
、
こ
の
熊
野
修
験
の
伝
播
を
前
提
に
す
れ
ば
、
多
分
に
こ

れ
が
刺
激
に
な
っ
て
、
西
彼
杵
半
島
で
仏
教
関
係
の
石
仏
や
石
塔
な
ど
の

石
造
物
が
製
作
さ
れ
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
諫
早
市
本
野
地
区
で
は
、
滑
石
製
の
経
筒
と
笠
塔
婆
形
式

塔
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
両
遺
品
の
関
係
性
が
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
発
掘

遺
構
と
し
て
き
ち
ん
と
出
土
し
て
い
な
い
た
め
に
断
定
で
き
な
い
が
、
建

塔
時
期
等
を
考
え
れ
ば
、
両
遺
品
は
と
も
に
経
塚
に
と
も
な
っ
て
製
作
さ

れ
た
遺
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

以
上
の
各
点
を
考
え
た
時
、
今
回
確
認
さ
れ
た
称
念
寺
笠
塔
婆
形
式
塔

は
、
そ
の
場
所
（
現
在
は
田
園
が
広
が
る
が
、
か
つ
て
は
有
明
海
に
向
か

う
湾
、
ま
た
は
干
潟
が
広
が
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
と
、
ま
た
、

そ
の
建
塔
時
期
か
ら
見
て
、
多
分
に
末
法
思
想
に
と
も
な
う
経
塚
の
上
に

立
て
ら
れ
た
石
塔
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初

期
こ
ろ
の
当
地
は
、
有
明
海
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
宗
教
上
の
重
要
な

地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

有
明
海
に
面
し
、
し
か
も
当
地
に
近
い
地
域
で
、
称
念
寺
笠
塔
婆
形
式

塔
同
様
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
こ
ろ
の
遺
品
と
し
て
は
、
佐
賀
県
鹿

島
市
の
岩
屋
宝
塔
と
単
体
仏
（
と
も
に
連
厳
院
で
保
管
・
展
示
）
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
と
も
に
滑
石
製
の
遺
品
で
あ
る
が
、
た
だ
今
回
確
認
さ
れ
た
称

念
寺
塔
と
や
や
異
な
る
点
は
、
岩
屋
塔
は
小
高
い
山
の
ほ
ぼ
頂
上
近
く
で

―１５０―
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D

B
A

C

確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
、
低
地
で
、
か
つ
て
は
湾
近
く
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
称
念
寺
塔
と
は
、同
じ
埋
経
思
想
に
基
づ
く
遺
品
で
あ

る
に
せ
よ
、そ
の
宗
教
上
の
性
格
は
や
や
異
質
な
面
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
今
回
確
認
さ
れ
た
称
念
寺
笠
塔
婆
形
式
塔
は
、
末

法
思
想
に
と
も
な
う
埋
経
と
い
う
時
代
的
刺
激
が
深
く
関
与
し
て
い
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
こ
ろ
に
お
け
る
当
地
の
あ
り

方
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

２

遠
竹
南
平
石
塔
群

�

所
在
地
：
小
長
井
町
遠
竹
名
南
平

�

石
材
・
種
目
・
点
数
・
製
作
編
年

こ
の
石
塔
群
は
、
中
世
山
城
遺
構
の
あ
る
権
現
岳
（
標
高
一
〇
二
�
）

南
方
に
位
置
す
る
南
平
山
中
に
あ
り
、
城
址
北
麓
の
岩
宗
石
塔
群
と
と
も

に
北
高
地
区
最
大
の
中
世
・
石
塔
群
で
あ
る
。
南
平
・
岩
宗
石
塔
群
は
、

と
も
に
鶴
田
遠
江
守
一
族
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
南
平
の
遠
嶽
氏

一
族
の
供
養
塔
が
見
つ
か
っ
た
（
詳
細
は
別
項
で
掲
載
）。
概
ね
南
平
石

塔
群
の
方
が
岩
宗
石
塔
群
よ
り
古
式
様
式
を
も
っ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

古
く
は
十
四
世
紀
こ
ろ
ま
で
遡
れ
る
も
の
も
確
認
さ
れ
る
。

現
況
は
、
両
石
塔
群
と
も
に
周
辺
よ
り
集
積
さ
れ
た
も
の
を
後
代
に
積

み
直
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
中
世
・
石
塔
群
同
様
、
完
形
塔
は
馬
耳
型

宝
篋
印
塔
の
数
基
だ
け
で
あ
る
。
石
材
は
、
一
部
に
凝
灰
岩
を
含
み
な
が

ら
も
ほ
ぼ
安
山
岩
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
大
村
湾
周
辺
（
大
村
市
・
長
崎

市
な
ど
）
や
北
松
地
区
（
佐
世
保
市
・
平
戸
市
な
ど
）
な
ど
の
緑
泥
片
岩

製
塔
と
は
異
な
り
、
当
地
区
が
島
原
半
島
や
諫
早
地
区
（
有
明
海
側
）、

さ
ら
に
は
現
・
佐
賀
県
側
の
安
山
岩
製
塔
文
化
圏
に
属
し
て
い
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。
石
造
遺
品
は
五
輪
塔
と
宝
篋
印
塔
の
二
種
類
の
石
塔
類
で

あ
り
、
と
も
に
四
石
彫
成
で
造
塔
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
一
部
に
宝
塔（
笠

の
残
欠
）
や
線
香
立
て
と
思
わ
れ
る
遺
品
も
確
認
さ
れ
る
。

当
墓
域
は
、
現
在
、
斜
面
の
山
肌
を
意
識
的
に
削
平
し
て
建
塔
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
削
平
が
当
初
か
ら
の
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
現

況
で
は
四
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
墓
域
を
便
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宜
的
に
図
（
墓
域
図
）
の
よ
う
に
分
類
し
、
そ
の
各
々
に
つ
い

て
、
石
材
・
種
目
・
点
数
を
【
資
料
１
】、
基
数
（
基
分
）
を

【
資
料
２
】
と
し
て
表
記
す
る
。

石
材
に
つ
い
て
は
、
風
化
が
激
し
く
凝
灰
岩
と
安
山
岩
と
の

区
別
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
安
山
岩
の
項
目
に
含
め
、
明

ら
か
に
凝
灰
岩
と
判
別
さ
れ
る
も
の
の
み
凝
灰
岩
と
す
る
。

な
お
基
数
（
基
分
）
は
、
各
種
目
の
中
の
最
大
点
数
を
も
っ

て
表
示
す
る
。
こ
の
基
数
は
建
塔
当
初
の
正
確
な
基
数
を
示
す

も
の
で
は
な
い
が
、
各
種
目
が
寄
せ
集
め
で
塔
を
な
し
て
い
る

た
め
、
各
種
目
中
の
最
大
点
数
を
も
っ
て
建
塔
数
の
最
少
基
数

（
基
分
）
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

�

所

感

南
平
石
塔
群
で
は
、【
資
料
２
】
に
示
し
た
よ
う
に
一
三
六

基
分
の
石
塔
類
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
数
値
は
あ
く

ま
で
も
最
少
基
数
で
あ
り
、
実
際
は
一
五
〇
基
分
以
上
の
石
塔

類
が
建
塔
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
主
な
遺

品
と
遺
跡
全
体
の
所
感
を
記
す
。

【
主
な
遺
品
】

�

古
式
相
輪

南
平
石
塔
群
で
最
古
の
遺
品
と
い
え
ば
、
下
部
伏
鉢
を
お
椀

を
伏
せ
た
形
状
で
造
り
出
し
た
相
輪
三
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、

資料１ 石材・種目・点数へ
〔南平石塔群 A区〕

備 考
・地輪４５点のうち上端１段地輪は１点
・下端に納入孔を穿った地輪１点
・上端に露盤を造り出した火輪１点

・１５世紀前半ころの製作

・馬耳型宝篋印塔の完形塔１基

・側面に単弁の蓮弁を造り出した装飾豊かなもので、上
端周囲を彫り窪め、中心に向かって突起状に造り出し
た芯部分に小孔を穿ったもの。線香立と断定はできな
いが、他に用途が見つからないため、ここでは線香立と
する。連弁の彫出内容から南北朝後期まで溯る可能性あり。

その他
線香立１点

馬耳型宝篋印塔
８基分

宝篋印塔
４基分

点数
４５
２
８
２
１

１

２
２
２
４
８
５
５
８
１

有耳五輪塔
１基分

種 目
五輪塔 地 輪

水 輪
火 輪
風空輪

五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

有耳五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

馬耳型宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

線香立（？）

五輪塔
４６基分

石材

安
山
岩

凝
灰
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩
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〔南平石塔群 Ｂ区〕

備 考
・下端に納入孔を穿った地輪２点

・地輪２点ともに下端に納入孔を穿つ
・４側面に種子陰刻地輪１点。この地輪はＤ区で確認さ
れる４屋根面に種子陰刻の火輪と一具と思われる。
・ともに１５世紀前半頃の製作

その他馬耳型宝篋印塔
２基分

宝篋印塔
１基分

点数
９
４
１２
５
２
１

１
１
１

１
１

１
２

有耳五輪塔
１基分

種 目
五輪塔 地 輪

水 輪
火 輪
風空輪

五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

有耳五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

馬耳型宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

五輪塔
１４基分

石材

安
山
岩

凝
灰
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

〔南平石塔群 Ｃ区〕

備 考
・露盤造り出し火輪１点

・１５世紀前半ころの製作

・伏鉢が枡形でなく本来のお椀型をなす相輪３点。その
うち１点は伏鉢側面を面取りして八角にする。

・首部を造り出しているために、ここでは宝塔の塔身と
するが、首部をもった五輪塔水輪の可能性もある。た
だ、Ｄ区で宝塔笠が１点確認されることから、ここで
は有頚塔身とする。

その他
宝塔 １基分

馬耳型宝篋印塔
５基分

宝篋印塔
１０基分

点数
１７
１０
１７
１１

１

１

２
３
５
１０
３
３
５
１

１

有耳五輪塔
１基分

種 目
五輪塔 地 輪

水 輪
火 輪
風空輪

五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

有耳五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

馬耳型宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

宝 塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

五輪塔
１８基分

石材

安
山
岩

凝
灰
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩
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残
欠
と
し
て
五
点

確
認
さ
れ
る
が
、

そ
の
う
ち
四
点
は

一
具
（
各
二
点
が

一
具
）
で
あ
る
た

め
、
こ
こ
で
は
相

輪
三
点
と
す
る
。

こ
の
三
点
の
う
ち
、

小
型
の
一
点
（
残

欠
二
点
が
一
具
で

あ
る
相
輪
・
総
高

三
十
七
・
六
�
）

と
総
高
五
十
・
一

�
の
一
点
（
残
欠

二
点
が
一
具
）
は
、

と
も
に
古
式
様
式

を
も
っ
て
い
る
が
、

小
型
相
輪
の
方
が

や
や
先
行
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

伏
鉢
は
お
椀
を

伏
せ
た
形
状
が
本

来
で
あ
る
が
、
九

〔南平石塔群 Ｄ区〕

備 考
・上端１段地輪１点
・有頚水輪１点
・露盤造り出し火輪３点
・４面種子陰刻火輪１点。この火輪は B区で確認され
る４側面種子陰刻の地輪と一具と思われる。
・地輪上端に反花を造り出し、火輪の屋根面にも蓮弁を
装飾的に造り出しているところから、ここでは蓮弁装
飾五輪塔として分類する。同形態の五輪塔は、岩宗石
塔群でも２基分（火輪２点）、また多良岳金泉寺石塔
群でも１基分確認される。

・伏鉢が枡形でなく本来のお椀型をなす相輪３点。ただ
し、伏鉢から擦部までの残欠と８輪以上の残欠は一具。
・基礎下の基壇１点が確認される。
・至徳銘塔とその左側塔は凝灰岩の可能性あり。

その他
宝塔１基分

馬耳型宝篋印塔
５基分

宝篋印塔
１０基分

点数
１５
９
１９
２

１
１
１

１

８
７
９
１０
２
３
４
５

１

有耳五輪塔
１基分

種 目
五輪塔 地 輪

水 輪
火 輪
風空輪

蓮弁装飾五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

有耳五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

馬耳型宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

宝 塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

五輪塔
２０基分

石材

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

〔南平石塔群 その他〕

備 考
・地輪２点は、墓域前方左隅に１点、さらに下方山中に
１点。ともに下端に納入孔を穿ち、製作時期は１５世紀
半ば～後半ころと思われる。
・火輪３点は、Ｄ区後方で確認。ともに１５世紀半ば～後
半ころ。
・Ｄ区後半で確認。上端階段は３段。１５世紀半ばころの
製作。

その他馬耳型宝篋印塔宝篋印塔
１基分

点数
２

３

１

有耳五輪塔

種 目
五輪塔 地 輪

水 輪
火 輪
風空輪

宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

五輪塔
３基分

石材

安
山
岩

安
山
岩

―１５４―
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州
内
に

あ
っ
て
は

異
質
で
あ

る
。
九
州

内
で
一
般

的
な
石
造

伏
鉢
の
形

状
と
い
え

ば
枡
形
で

あ
る
。
長

崎
県
独
自

の
中
世
石

塔
類
の
石

材
で
あ
る

西
彼
杵
半

島
産
の
緑

泥
片
岩
製

塔
や
佐
賀

型
と
称
す

る
安
山
岩

製
塔
、
ま

た
熊
本
県

や
鹿
児
島

県
・
宮
崎
県
・
大
分
県
さ
ら
に
福
岡
県
の
有
明
海
側
で
多
く
製
作
さ
れ
た

凝
灰
岩
製
塔
な
ど
も
、
相
輪
の
伏
鉢
は
、
鎌
倉
以
降
中
世
を
通
じ
て
枡
形

に
製
作
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
南
平
相
輪
（
と
く
に
小
型
相
輪
）
と
ほ
ぼ
同
形
態
の
お
椀

状
伏
鉢
相
輪
は
、
長
崎
県
内
で
は
矢
上
町
（
長
崎
市
）
内
で
一
点
の
み
が

確
認
さ
れ
、
ま
た
九
州
内
に
あ
っ
て
も
大
分
県
国
東
地
方
や
太
宰
府
以
北

の
福
岡
県
な
ど
一
部
の
地
域
で
確
認
さ
れ
る
（
注
７
）。
九
州
内
に
あ
っ

て
は
非
常
に
異
質
な
相
輪
で
あ
る
だ
け
に
、
当
石
塔
の
建
塔
に
関
わ
っ
た

人
物
は
、
矢
上
町
や
大
分
県
（
国
東
地
方
）、
さ
ら
に
福
岡
県
内
と
の
間

に
何
ら
か
の
関
係
を
も
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
南
平
古
式
相
輪
の
擦
部
（
九
輪
）
は
、
線
彫
り
で
は
な
く

各
輪
ご
と
に
丁
寧
に
彫
り
出
さ
れ
、
ま
た
、
上
下
部
請
花
に
は
蓮
弁
が
造

り
出
さ
れ
て
い
る
。
最
頂
の
宝
珠
は
全
体
に
小
さ
く
、
上
部
請
花
の
横
幅

よ
り
も
宝
珠
の
横
幅
は
短
い
。
こ
の
点
は
、
矢
上
町
内
で
確
認
さ
れ
た
お

椀
状
相
輪
の
形
状
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

以
上
の
形
状
か
ら

考
え
る
と
、
こ
の
相

輪
の
製
作
年
代
は
一

三
〇
〇
年
代
前
半
か

ら
半
ば
こ
ろ
と
思
わ

れ
、
当
石
塔
群
の
中

で
最
古
の
石
造
遺
品

と
考
え
ら
れ
る
。

資料２ 墓域全体基数（基分）

その他
〔宝塔〕
基礎
塔身 １
笠 １
相輪
２点

種目総数 ３２８点

１基分

宝塔 １基分

最少基数 １３６基分

※基数（基分）の総数については、各区間で種目の移動が考えられるため、当墓域全体の最大種目点数を
もって基数（基分）とする。この基数は、本来の建塔数の最小値を示している。
なお、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ各区の基数を合計すると１４４基分となる。

※Ｄ区の蓮弁装飾五輪塔１基分は五輪塔の項に入れる。
※Ｃ区で確認される宝塔の有頚塔身は五輪塔の首部付き水輪の可能性もあるが、ここでは宝塔塔身として
〔その他〕の項に記入する。

馬耳型宝篋印塔

１３
１２
１６
１４

５５点

１６基分

宝篋印塔 ４１基分

基 礎
塔 身
笠
相 輪

宝篋印塔

１３
１２
１７
２５

６７点

２５基分

基 礎
塔 身
笠
相 輪

有耳五輪塔

２
１
３

６点

３基分

五輪塔 ９２基分

地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

五輪塔

９１
２７
６０
２０

１９８点

９１基分

地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

全 体 種 目
点 数

種 目 合 計
（総 数）

基 数
（基 分）

全 体 基 数

第七節 小長井町の中世・石造物
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至

徳

二

年

�

八

月

十

五

日

�

乙�
�

丑�

□

□

□

□

�

□

浄

禅

門

�

敬�
�

白�

右

志

趣

者

伊

佐
�

早

庄

遠

嶽

村

�

住

人

□

□

□

�

□

門

入

道

之

�

魂

□

□

□

□

�

□

念

佛

□

□

�

□

也

�

な
お
、
こ
の
お
椀
状
伏
鉢
相
輪
と
ほ
ぼ
形
状
が
似
通
っ
た
相
輪
が
、
当

遺
跡
で
他
に
二
点
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
二
点
は
伏
鉢
側
面
を
面
取
し
て
八

角
に
し
、
ま
た
擦
部
も
三
輪
に
簡
略
化
し
て
お
り
、
製
作
時
期
は
一
四
〇

〇
年
代
後
半
こ
ろ
に
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
お
椀
状

伏
鉢
相
輪
に
形
態
状
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
遺
跡
と
矢
上

町
内
で
確
認
さ
れ
た
安
山
岩
製
の
古
式
お
椀
状
伏
鉢
相
輪
の
製
作
地
は
、

当
地
周
辺
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

�

至
徳
銘
宝
篋
印
塔

南
平
石
塔
群
の
中
で
、
唯
一
銘
文
を
彫
出
し
た
石
塔
類
が
、
一
基
分
確

認
さ
れ
る
。
Ｄ
区
中
央
に
建
塔
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
（
図
面
１
）
で
あ
る
が
、

そ
の
基
礎
の
正
面
と
左
側
面
に
、
左
記
の
よ
う
な
銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い

る
。

銘
文
の
全
文
判
読

は
、
現
在
碑
面
の
摩

滅
風
化
が
激
し
く
困

難
で
あ
る
が
、
幸
い

に
も
稲
田
三
千
年
氏

が
そ
の
著
「
小
長
井

町
遠
竹
名
古
石
塔
の

考
察
」
（『
諫
早
史

談
』）
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
拓
本
を

用
い
て
判
読
で
き
る
銘
文
の
み
を
記
す
。
た
だ
し
、
稲
田
氏
が
判
読
さ
れ

た
も
の
と
は
、
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
□
は
不
明
を
示
す
。

石
造
物
の
場
合
、
紀
年
銘
は
と
く
に
注
意
を
要
す
る
。
石
造
物
の
編
年

は
、
ま
ず
形
態
と
彫
出
内
容
か
ら
割
り
出
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
割

り
出
し
た
編
年
の
範
囲
内
に
紀
年
銘
が
入
る
場
合
に
の
み
、
信
頼
で
き
る

年
号
と
な
る
。
こ
の
宝
篋
印
塔
の
基
礎
に
陰
刻
さ
れ
た
至
徳
二
年
（
一
三

八
五
）
の
紀
年
銘
は
、
下
記
に
述
べ
る
笠
等
の
形
態
上
の
編
年
か
ら
も
首

肯
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〔
至
徳
二
年
銘
宝
篋
印
塔
法
量
〕
単
位
：
�

基
礎

横
幅
三
十
六
・
一

背
高
二
十
一
・
〇

上
端
一
段
（
横
幅
三
十
一
・
〇

階
差
二
・
六
）

二
段
（
横
幅

二
十
七
・
〇

階
差
二
・
三
）

三
段
（
横
幅
二
十
三
・
五

階

差
二
・
三
）

塔
身

横
幅
二
十
・
〇

背
高
十
五
・
四

月
輪
径
十
・
二

写真Ｕ 至徳銘宝篋印塔

〔左側面〕

〔正面〕
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笠

下
端
一
段
（
横
幅
二
十
三
・
二

階
差
二
・
〇
）

二
段
（
横
幅

二
十
六
・
九

階
差
二
・
二
）

三
段
（
横
幅
三
十
・
五

階
差

三
・
〇
）

軒
横
幅
三
十
三
・
六

縦
幅
七
・
七

隅
飾
横
幅
八
・
五

隅
飾

背
高
七
・
三

隅
飾
と
軒
の
隙
間
二
・
〇

上
端
一
段
（
下
端
横
幅
七
・
七

階
差
四
・
〇
）

二
段
（
横
幅

二
十
二
・
〇

階
差
三
・
四
）

三
段
（
横
幅
十
七
・
〇

階
差

二
・
八
）

と
こ
ろ
で
、
稲
田
氏
は
前
掲
書
の
中
で
、
こ
の
至
徳
銘
宝
篋
印
塔
を
完

形
塔
と
し
て
い
る
が
、
相
輪
は
そ
の
形
式
化
し
た
形
態
か
ら
明
ら
か
に
後

代
（
一
五
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
）
の
も
の
で
あ
り
、
基
礎
・
塔
身
・

笠
が
本
来
の
一
具
で
あ
る
。

基
礎
は
上
端
三
段
で
階
差
も
十
分
に
と
ら
れ
、
塔
身
を
受
け
る
た
め
の

ほ
ぞ
あ
な

大
ぶ
り
の
�
穴
が
上
端
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
塔
身
は
や
や
背
高
を
低
く
と

り
、
そ
の
側
面
は
一
段
彫
り
込
め
た
郭
中
に
月
輪
を
浮
き
彫
り
状
に
し
て

装
飾
豊
か
な
も
の
に
仕
上
げ
て
い
る
。
笠
の
下
端
は
基
礎
上
端
三
段
に
対

比
し
て
三
段
と
し
、
上
端
も
階
差
を
十
分
に
と
っ
て
三
段
と
し
て
い
る
。

厚
め
の
軒
四
隅
に
立
つ
隅
飾
は
二
孤
式
で
、
軒
端
と
の
間
に
わ
ず
か
な
幅

を
と
っ
て
隅
飾
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
隅
飾
初
孤
の
背
高
は
笠
上
端
一
段

目
の
階
差
と
同
じ
く
し
、
隅
飾
二
孤
目
は
や
や
斜
角
を
も
っ
て
笠
上
端
二

段
目
の
高
さ
ま
で
伸
ば
し
て
い
る
が
、
全
体
に
小
振
り
の
隅
飾
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
特
徴
は
、
佐
賀
型
安
山
岩
製
宝
篋
印
塔
に
お
け
る
南
北
朝
後
半
期

資料３ 佐賀型安山岩製宝篋印塔の主な古塔

備 考

〔図面３〕

〔図面４〕

〔図面５〕

有馬氏の石塔群？

〔図面１〕

〔図面６〕西彼杵産

〔図面７〕関西形式

〔図面８〕

※安山岩製佐賀型宝篋印塔の形態上の特徴を把握するため、比較資料として〔図面６緑泥片岩製原分町宝篋
印塔……西彼杵半島産〕と〔図面７関西形式若松町日島宝篋印塔（釜崎塔）……福井県高浜町日引製作〕
をあげる。

建 塔 地

西有家町茸山

吾妻町田ノ平

佐世保市崎岡

佐賀県塩田町

南有馬町古園

小長井町遠竹

佐世保市原分

若松町日島

佐賀県嬉野町

佐賀県太良町

森山町唐比

宝篋印塔名

茸山宝篋印塔

田ノ平宝篋印塔

崎岡宝篋印塔

大黒丸屋敷宝篋印塔

古園宝篋印塔（一部）

遠竹宝篋印塔（至徳２年銘）

緑泥片岩製宝篋印塔

安山岩質凝灰岩製宝篋印塔

嬉野宝篋印塔

三本松宝篋印塔

唐比権現宝篋印塔

時 代

鎌倉時代後半

鎌倉末期～南北朝前半

南北朝前半～半ば

南北朝後半

◆

◆

室町前期

第七節 小長井町の中世・石造物
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時　代�

区　画�

〔A区〕�

〔B区〕�

〔C区〕�

〔D区〕�

1300 1400

2 7 1 57

（27）�

1500 1600

1 6 30

（6）�
1

（13）�

1 10 6 2 56

3 17 5 58

（15）�

し
と
く

の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
紀
年
銘
で
あ
る
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
造
立

し
ゅ
こ
う

で
あ
る
こ
と
が
形
態
上
か
ら
も
首
肯
で
き
る
。

佐
賀
型
安
山
岩
製
宝
篋
印
塔
の
主
な
古
塔
は
【
資
料
３
】
に
示
し
て
い

る
が
、
南
平
至
徳
二
年
銘
宝
篋
印
塔
は
、
南
北
朝
後
半
期
宝
篋
印
塔
の
中

で
も
と
く
に
古
園
宝
篋
印
塔
（
南
有
馬
町
）
と
ほ
ぼ
同
様
の
彫
出
内
容
を

も
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
至
徳
銘
宝
篋
印
塔
の
左
側
に
建
塔
さ
れ
た

宝
篋
印
塔
（
塔
身
は
五
輪
塔
地
輪
を
転
用
）
も
ほ
ぼ
同
時
期
（
南
北
朝
後

半
）
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
が
、
笠
な
ら
び
に
相
輪
の
形
態
（
擦
部
が
隅

丸
方
柱
形
で
宝
珠
が
円
錐
状
に
尖
る
）
か
ら
、
至
徳
銘
宝
篋
印
塔
よ
り
や

や
後
代
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
図
面
２
）。

な
お
、
稲
田
氏
作
成
の
図
面
で
は
、
基
礎
下
端
に
納
入
孔
が
彫
り
込
ま

れ
て
い
る
。
実
現
し
て
い
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
万
一
納
入
孔

が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
至
徳
二
年
銘
宝
篋
印
塔
は
墓
塔
の

性
格
を
強
く
も
つ
供
養
塔
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
に
お
け
る
造
塔

趣
旨
の
性
格
変
遷
を
知
る
上
で
も
、
貴
重
な
遺
品
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
五
輪
塔
地
輪
で
下
端
に
納
入
孔
を
彫
り
込
ん
だ
数
点
も
同
様
な
こ

と
が
い
え
る
。

【
全
体
所
感
】

【
資
料
４
―
１
】は
、
南
平
で
確
認
さ
れ
る
石
塔
類
の
各
種
目
を
形
態
・

彫
出
内
容
等
か
ら
製
作
年
代
を
割
り
出
し
、
そ
れ
を
図
式
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、【
資
料
４
―
２
】
は
、
製
作
年
代
ご
と
に
塔
種
と
種
目
点

数
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
を
も
と
に
、
南
平
石
塔
群
の
主

な
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
。

�
安
山
岩
製
（
一
部
は
凝
灰

岩
製
を
含
む
）
の
中
世
・
石

塔
群
と
し
て
は
、
県
内
最
大

の
遺
跡
で
あ
る
。

県
内
の
中
世
・
石
塔
類
は
、

石
材
と
形
態
で
も
っ
て
大
き

く
三
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き

る
。
西
彼
杵
半
島
産
の
緑
泥

片
岩
製
塔
グ
ル
ー
プ
と
安
山

岩
製
塔
グ
ル
ー
プ
、そ
れ
に
関

西
で
製
作
さ
れ
搬
入
さ
れ
た

安
山
岩
質
凝
灰
岩
製
塔
と
花

崗
岩
製
塔
の
中
央
形
式
塔
グ

ル
ー
プ
で
あ
る（
表
Ａ
参
照
）。

こ
の
う
ち
、
安
山
岩
製
塔
は
島
原
半
島
や
北
高
地
区
な
ど
に
建
塔
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
南
平
石
塔
群
は
最
大
の
建
塔
数
を
誇
る
。「
資
料

２
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
現
段
階
で
は
一
三
六
基
分
が
確
認
さ
れ
る
が
、

こ
の
数
値
は
最
小
基
数
で
あ
り
、
実
際
に
は
一
五
〇
基
分
以
上
の
石
塔
類

が
建
塔
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
安
山
岩
製
塔
の
石
塔
群
で

最
大
級
の
塔
数
を
ほ
こ
る
南
有
馬
町
古
園
石
塔
群
で
さ
え
約
三
十
基
分
で

あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
南
平
石
塔
群
の
最
少
基
数
一
三
四
基
分
が
い
か

に
多
い
か
が
理
解
さ
れ
る
。

資料４―１ 製作年代編年表

※数字は種目点数を示す。
※１５００年代後半から１６００年代にかけての（ ）内種目総数６１点（各区
下段）は、有耳五輪塔と馬耳型宝篋印塔（合計基数１９基分）である。

※Ａ区で確認される線香立（？）は除く。

―１５８―
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時　代�

区　画�

〔A区〕�

〔B区〕�

〔C区〕�

〔D区〕�

2 7 1 57

（27）�

1300 1400 1500 1600

五輪�
地5

五輪�
火1

五輪�
地40�
水 2�
火7�
風2

有耳五輪�
火1

宝篋�
笠1�
相1

宝篋�
笠1�
相1

宝篋�
基2�
塔2�
相2

馬耳宝篋�
基8�
塔5�
笠5�
相8

3 17 5 58

（15）�
五輪�
火4

五輪�
火2

五輪�
地16�
水10�
火14�
風2

有耳五輪�
火1

宝篋�
伏相2

宝篋�
基4�
塔1�
笠5�
相3

宝篋�
相3

宝篋�
基4�
塔6�
笠4�
相2

馬耳宝篋�
基2�
塔3�
笠4�
相5

1 1 10 6 2 56

（13）�
五輪�
水1�
風1

宝篋�
笠3�
相4

五輪�
火3�
風1

宝篋�
相2�
伏相2

五輪�
地17�
水9�
火13�
風９�

宝篋�
基2�
塔3�
笠2�
相1

有耳五輪�
地1

馬耳宝篋�
基3�
塔3�
笠5�
相1

宝篋�
伏相1

宝篋�
伏相1

五輪�
火1�
宝塔�
塔1

�
�
�

（？）�

1 6 30

（6）�
五輪�
地1

五輪�
地1�
水1�
火3

五輪�
地9�
水4�
火9

有耳五輪�
地1�
水1�
火1

宝篋�
笠1

宝篋�
塔1�
笠2

馬耳宝篋�
塔1�
笠2

第七節 小長井町の中世・石造物

※数字は種目点数を示す。
※五輪→五輪塔、地→地輪、水→水輪、火→火輪、風→風空輪、宝篋→宝篋印塔、基→基礎、塔→塔身、
相→相輪、伏相→伏鉢が伏せたお椀状形の相輪を示す。
※ は、建塔時期が一部重複していることを示す。

資料４－２ 製作年代編年表〔種目・塔種別〕
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�
南
平
で
確
認
さ
れ
る
石
塔
類
は
一
三
〇
〇
年
代
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前

期
に
か
け
て
ほ
ぼ
継
続
的
に
建
塔
さ
れ
、
し
か
も
、
一
部
に
特
殊
な
石
塔

類
（
お
椀
を
伏
せ
た
形
状
の
伏
鉢
相
輪
）
を
含
み
な
が
ら
も
、
同
様
式
の

佐
賀
型
安
山
岩
製
塔
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
当
石
塔
群
最
大
の
特
徴
で
あ
る
（【
資
料
４－

１
】
参
照
）。

県
内
・
県
外
を
問
わ
ず
、
こ
の
よ
う
に
長
い
ス
パ
ー
ン
で
ほ
ぼ
継
続
的
に

建
塔
さ
れ
て
い
る
中
世
・
石
塔
群
の
事
例
は
非
常
に
少
な
く
、
県
内
に

あ
っ
て
は
数
例
で
あ
る
。

十
四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
末
期
ま
で
継
続
的
に
建
塔
さ
れ
て
い
る
事
例

と
し
て
は
、
緑
泥
片
岩
製
塔
の
永
徳
寺
石
塔
群
（
小
佐
々
町
）、
安
山
岩

製
塔
の
古
園
石
塔
群
（
南
有
馬
町
）
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
極
め
て

特
殊
な
事
例
で
あ
り
、
一
般
に
は
、
た
と
え
建
塔
数
が
多
く
あ
っ
て
も
一

時
期
に
集
中
し
て
い
た
り
、
最
初
の
建
塔
か
ら
一
定
の
空
白
期
間
を
お
い

て
建
塔
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
若
松
町
日
島
石
塔
群
や
峰
町
円
通
寺
石

塔
群
な
ど
は
基
数
は
多
い
が
、
そ
の
大
部
分
は
南
北
朝
後
半
か
ら
室
町
前

期
の
一
時
期
に
集
中
し
て
お
り
、
継
続
的
な
建
塔
で
は
な
い
。
大
村
地
区

や
東
彼
杵
地
区
な
ど
は
緑
泥
片
岩
製
塔
最
大
の
建
塔
地
で
あ
る
が
、
こ
こ

に
あ
っ
て
も
、
そ
の
建
塔
時
期
に
は
継
続
性
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
建
塔
時
期
が
一
時
期
に
集
中
し
て
い
た
り
、
ば
ら
つ
き
が

あ
る
こ
と
は
、
中
世
と
い
う
時
代
の
政
治
社
会
上
の
混
乱
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
り
、
長
い
ス
パ
ー
ン
で
同
一
勢
力
に
よ
る
支
配
が
及
ば
な
か
っ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
南
平
石
塔
群
の
よ
う
に
城
割

り
的
破
壊
を
受
け
る
こ
と
な
く
ほ
ぼ
継
続
し
て
建
塔
さ
れ
、
し
か
も
ほ
ぼ

表Ａ 石材・塔形式による分類（�石材産地 �製作開始時期・製作年代 �分布）

�西彼杵半島産の緑泥片岩を石材としたもの。
�滑石製石鍋の彫出技術が仏教関係石造物の製作に関係したものと考えら
れる。平安後期から滑石製経筒や単体仏の製作、さらに仏塔として承元
三年（１２０９）銘宝塔〔壱岐鉢塚〕や川棚永仁五年（１２９７）銘五輪塔、佐
世保正和二年（１３１３）銘五輪塔が知られる。

�島原半島・諫早・北高来郡・松浦市今福地区を除いた県本土部さらに対
馬・壱岐を除いた平戸・五島などの島々。佐賀県西有田嬉野地方。

�安山岩を石材としたもの。採石場は、主に多良山系など佐賀県側。それ
に雲仙山系も一部にある。

�紀年銘はないが、現在のところ最古の仏塔と思われるものは、西有家（島
原）の茸山宝篋印塔で、形態より１２００年代後半（鎌倉後期）と思われる。
南北朝時代のものとしては、県内では遠竹石塔群（北高来郡小長井町）
や南有馬町古薗石塔群などがある。

�県内本土部は、島原半島・諫早・北高来郡（多良山の金泉寺を含む）・
松浦市今福。島では壱岐島・福島など。

�主に花崗岩と安山岩質凝灰岩を石材としたもの。花崗岩は関西方面（兵
庫県御影？）、安山岩質凝灰岩は福井県高浜町日引で採石・製作したもの。

�県内、主に対馬・五島・平戸など島々で確認されるものについて花崗岩
製の一部（平戸・大渡長者五輪双塔）は鎌倉後半、他のほとんど（約３００
基分）は１３００年代後半から１４００年代前半。

�対馬・五島（とくに若松町日島）・平戸など県内の島々。本土部では松
浦市今福・調川・佐世保市（指方・小島寺、須佐神社、俵ケ浦）西海町、
野母崎観世音寺

第１グループ

第２グループ

第３グループ

―１６０―
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図面３ 茸山宝篋印塔
（鎌倉後半）

図面６ 緑泥片岩製宝篋印塔
（南北朝後半）

第七節 小長井町の中世・石造物

図面２ 至徳銘左側宝篋印塔
（南平）

図面５ 崎岡宝篋印塔
（南北朝前半～半ば）

図面８ 唐比権現宝篋印塔
（室町前期）

（稲田氏作成）

図面１ 至徳２年銘宝篋印塔
（南平）

図面４ 田ノ平宝篋印塔
（鎌倉末～南北朝）

図面７ 日島釜崎宝篋印塔
（正平（１３６７）年）

（稲田氏作成、一部訂正）

（古川久雄氏作成）
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時　代�

区　画�

〔A壇〕�

〔B壇〕�

〔C壇〕�

1300 1400

（70）�

1500 1600

（57）�

3 2 3・�

2 4・2

（44）�

2 1

同
一
の
佐
賀
型
安
山
岩
製
塔
で
建
塔
さ
れ
て
い
る
遺
構
は
、
同
一
勢
力
に

よ
る
長
年
に
渡
る
支
配
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

ま
た
、
次
項
で
挙
げ
た
「
岩
宗
石
塔
群
」
の
基
数
（
点
数
）
と
そ
の
製

作
編
年
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
概
ね
南
平
石
塔
群
が
一
三
〇
〇
年
代
か

ら
一
四
〇
〇
年
代
に
か
け
て
の
古
式
塔
が
多
く
確
認
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

岩
宗
石
塔
群
の
方
は
、
主
に
一
五
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
に

か
け
て
の
石
塔
が
大
部
分
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
五
〇
〇
年
代
半
ば

か
ら
後
半
、
さ
ら
に
一
六
〇
〇
年
代
に
か
け
て
両
石
塔
群
で
ダ
ブ
ル
時
期

が
存
在
す
る
が
、
そ
の
両
石
塔
群
に
は
と
も
に
佐
賀
型
の
石
塔
様
式
と
い

う
点
で
共
通
し
た
内
容
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
五
〇
〇
年
代

後
半
こ
ろ
を
境
に
し
て
、
一
三
〇
〇
年
代
か
ら
続
い
て
き
た
南
平
墓
域
で

の
建
塔
が
岩
宗
墓
域
に
移
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

�
当
石
塔
群
の
塔
種
は
、
最
初
（
一
三
〇
〇
年
代
前
半
〜
一
三
〇
〇
年
代

半
ば
こ
ろ
）
に
異
質
な
伏
鉢
を
も
っ
た
相
輪
の
宝
塔
（
？
）
か
ら
始
ま
る
。

そ
の
後
一
三
〇
〇
年
代
後
半
以
降
か
ら
は
、
一
般
的
な
佐
賀
型
の
宝
篋
印

塔
の
建
塔
が
進
む
。
と
こ
ろ
が
一
五
〇
〇
年
前
後
以
降
に
な
る
と
圧
倒
的

に
五
輪
塔
中
心
に
建
塔
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
読
み
と
れ
る
。
た
だ
し
、
一

五
〇
〇
年
前
後
以
降
に
あ
っ
て
も
、
基
数
は
五
輪
塔
に
比
べ
少
な
い
が
、

宝
篋
印
塔
が
彫
出
内
容
も
優
れ
好
塔
で
あ
る
。

３

遠
竹
・
岩
宗
石
塔
群

�
所
在
地
：
小
長
井
町
遠
竹
名
字
岩
宗

�
石
材
・
種
目
・
点
数

当
石
塔
群
で
は
、
五
輪
塔
十
三
基
分
、
有
耳
五
輪
塔
十
二
基
分
、
宝
篋

印
塔
七
基
分
、
馬
耳
型
宝
篋
印
塔
三
十
七
基
分
、
そ
の
他
と
し
て
単
体
仏

二
基
と
双
仏
石
一
基
が
確
認
さ
れ
る
。
現
在
は
三
段
に
削
平
・
整
備
さ
れ

た
場
所
（
便
宜
上
、
一
段
目
よ
り
Ａ
壇
・
Ｂ
壇
・
Ｃ
壇
に
分
類
）
に
整
然

と
建
塔
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
当
地
ま
た
そ
の
周
辺
に
散
在
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

当
石
塔
群
で
は
、【
資
料
５
】

の
製
作
年
代
編
年
表
に
示
し
て
い

る
よ
う
に
、
先
述
し
た
南
平
石
塔

群
と
比
べ
、
後
代
の
石
塔
で
占
め

ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

資料５ 製作年代編年表

※数字は種目点数を示す。
※１５００年代後半から１６００年代にかけての( )内種目総数１７１点（各壇下
段）は、有耳五輪塔と馬耳型宝篋印塔である。

写真Ｖ 岩宗石塔群（全景）
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と
く
に
一
五
〇
〇

年
代
後
半
以
降
の

も
の
が
大
部
分
で

あ
り
、
そ
の
建
塔

状
況
は
南
平
石
塔

群
と
は
明
ら
か
に

異
質
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
当

石
塔
群
で
一
四
〇

〇
年
代
半
ば
ま
で

遡
れ
る
も
の
が
四

点
確
認
さ
れ
る
こ

と
や
、
そ
れ
以
降

の
石
塔
群
が
南
平

石
塔
群
と
併
存
す

る
事
実
を
ど
う
解

釈
す
る
か
は
、
今

後
の
課
題
で
あ
ろ

う
。た
だ
、岩
宗
・

南
平
両
石
塔
群
は
、

と
も
に
佐
賀
型
の

石
塔
様
式
で
製
作

さ
れ
て
い
る
と
い

〔岩宗石塔群Ａ壇〕

備 考
・上端１段地輪３点。
・水輪１点に「永正十二年」（１５１５）の銘あり。

その他
２

馬耳型宝篋印塔
１６基分

宝篋印塔
１基分

点数
６
１
１
１
２
５
５
１

１
１
１
１１
１０
１４
１６
２

有耳五輪塔
５基分

種 目
五輪塔 地 輪

水 輪
火 輪
風空輪

有耳五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

馬耳型宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

単体仏

五輪塔
６基分

石材

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

〔岩宗石塔群Ｂ壇〕

備 考

・鶴田塔完形１基を含む。

その他馬耳型宝篋印塔
１４基分

宝篋印塔
３基分

点数

２
１

１
１
１
１
１
１
３
１
１５
１２
１０
１５

有耳五輪塔
１基分

種 目
五輪塔 地 輪

水 輪
火 輪
風空輪

有耳五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

馬耳型宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

五輪塔
２基分

石材

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

第七節 小長井町の中世・石造物
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妙
　
金
　
禅
　
尼�

永
禄
十
一
年
　
二
月
日�

戊�　
辰�

�イ
妙
金
禅
尼
馬
耳
型
宝
篋
印
塔

永禄１１年（１５６８年）

�ア
永
正
十
二
年
五
輪
塔
水
輪

前
　
□
　
東�

永
　
正
　
十
　
二�

八
　
月
　
十
　
二
　
日�

□ 雲 明 �
乙�　

亥�

永正十二年（１５１５年）

う
点
で
共
通
し
た
内
容
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
述
し
た
よ
う

に
、
一
五
〇
〇
年
代
後
半
こ
ろ
を
境
に
し
て
、
一
三
〇
〇
年
代
か
ら
続
い

て
き
た
南
平
墓
域
で
の
建
塔
が
岩
宗
墓
域
に
移
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お

り
、
そ
の
建
塔
勢
力
は
同
一
の
勢
力
・
一
族
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

え
い

な
お
、
当
石
塔
群
で
は
三
点
の
銘
彫
出
遺
品
が
確
認
さ
れ
る
が
、「
永

し
ょ
う
正
十
二
年
（
一
五
一
五
）」
銘
を
刻
ん
だ
遺
品
は
五
輪
塔
の
水
輪
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
水
輪
に
銘
を
刻
む
事
例
は
、
他
県
と
く
に
宮
崎
県
な
ど
で
は

多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
長
崎
県
内
に
あ
っ
て
は
非
常
に
珍
し
い

こ
と
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

�

銘

文

〔岩宗石塔群Ｃ壇〕

備 考
・上端に露盤を造り出し、屋根側面に蓮弁を線彫りで装
飾化した火輪２点

・２点の風空輪は、風輪部分に蓮弁を造り出す。

・下端四隅を猫足状にした基礎で馬耳型への移行途中の
基礎１点
・馬耳型移行途中の笠１点
・お椀状伏鉢相輪２点。ただし形式化しているため１５世
紀後半～１６世紀前半ころ。
・正面に仏像（地藏？）を半肉彫りした塔身１点

その他
１

馬耳型宝篋印塔
７基分

宝篋印塔
３基分

点数
２
１
３
５
４
１
６
５

３

２
３
７
４
１

有耳五輪塔
６基分

種 目
五輪塔 地 輪

水 輪
火 輪
風空輪

有耳五輪塔 地 輪
水 輪
火 輪
風空輪

宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

馬耳型宝篋印塔 基 礎
塔 身
笠
相 輪

双体仏

五輪塔
５基分

石材

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩

安
山
岩
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奉
寄
進
石
塔
一
基�

山
　
宗
年�

　
天
正
拾
　
七
月
日�

壬�　
午�

天正１０年（１５８２年）

�ウ
伝
・
鶴
田
遠
江
守
墓
塔

注
１

佐
世
保
市
広
田
町
の
石
塔
群
の
中
に
一
基
分
確
認
さ
れ
写
真
に
お
さ
め
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
そ
れ
ら
石
塔
群
は
す
べ
て
地
下
に
埋
め
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
そ
の
笠
塔
婆
形
式
塔
の
法
量
を
提
示
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

注
２

一
九
九
九

大
石
一
久
「
矢
上
城
跡
周
辺
の
中
世
・
石
造
美
術
」（
調
査
報
告

書
『
矢
上
城
跡
』
長
崎
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
協
議
会
）
参
照
。

注
３

鞍
馬
寺
宝
塔
に
つ
い
て
は
、「
新
版
石
造
美
術
」
九
七
頁
参
照
。

注
４

「
三
島
山
経
塚
報
告
」（
佐
世
保
市
文
化
科
学
学
館
文
化
財
報
告
一

一
九
七

一
）
参
照
。

注
５

熊
野
修
験
の
伝
播
に
関
し
て
は
、
中
野
幡
能
「
英
彦
山
と
九
州
の
修
験
道
」、

波
佐
場
義
隆
『
脊
振
山
修
験
の
歴
史
と
宗
教
活
動
』（
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
十

三
、
名
著
出
版

一
九
八
二
）
参
照
。

注
６

一
九
八
九

大
石
一
久
「
郡
川
周
辺
に
お
け
る
中
世
寺
院
の
性
格
に
つ
い
て
」

（『
大
村
史
談
』
第
三
十
四
号
）
参
照
。

注
７

一
九
九
九

大
石
一
久

前
掲
書
「
矢
上
城
跡
周
辺
の
中
世
・
石
造
美
術
」

参
照
。

六
、
建
塔
状
況
か
ら
見
た
中
世
の
小
長
井
町

小
長
井
町
が
原
始
・
古
代
よ
り
栄
え
て
い
た
こ
と
は
、
山
茶
花
遺
跡
や

弥
生
の
下
蔭
平
遺
跡
、
さ
ら
に
は
城
山
古
墳
や
長
戸
鬼
塚
な
ど
の
古
墳
が

築
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
原
始
・
古
代
の
伝
統
が
ど
れ

ほ
ど
中
世
ま
で
継
続
し
て
い
た
か
そ
の
詳
細
は
把
握
で
き
な
い
が
、
た
だ

そ
の
伝
統
の
一
端
と
思
わ
れ
る
遺
品
が
川
内
名
の
称
念
寺
で
確
認
さ
れ
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

資
料
６
（
小
長
井
町
遺
跡
分
類
表
）
は
、
第
四
項
「
小
長
井
町
の
中
世
・

石
造
美
術
」
で
示
し
た
各
遺
品
を
、
遺
跡
ご
と
に
石
材
と
編
年
で
表
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
町
内
最
古
の
遺
品
で
あ
る
滑
石
製
の
笠
塔
婆

形
式
塔
は
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
こ
ろ
の
遺
品
で
、
末
法
思
想
に
と

も
な
う
埋
経
に
関
係
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
背
後
に
多
良
山
系
と
い
う
霊
峰
を
か
か
え
、
ま
た
前
方
に
有
明
海
と

い
う
海
上
の
広
が
り
を
も
っ
た
当
地
が
、
古
来
よ
り
重
要
な
地
位
を
占
め

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
古
代
か
ら
の
伝
統
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
資
料
６
と
資
料
７
（
小
長
井
町
中
世
石
塔
分
布
図
）
で
示

し
た
建
塔
状
況
を
み
る
と
、
中
世
に
あ
っ
て
当
地
方
で
最
初
に
石
塔
を
建

第七節 小長井町の中世・石造物
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稚児�
の塔�

田原・�
六地藏�

西円寺�
石塔群�

井崎観�
音さん�

井崎�
墓地�

井崎淀�
姫神社�

八郎�
さん�

小川原�
坊ノ元�

井崎・�
皎月坊�

遠竹・�
南平　�

遠竹・�
岩宗　�

（9）� （10）� （11）� （12）� （13）� （14）� （15）� （16）� （17）� （18）� （19）�

天
文
17
年�

（4）打越名子安観音石塔群　（5）川内名地藏カミサマ石塔　（6）川内名称念寺石塔群　（7）川内名辻殿石塔群�
（13）井崎墓地　（14）井崎・淀姫神社石塔群　（15）小川原浦・八郎（鎮西）さん　（16）小川原名坊ノ元石塔群 
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年　代� 石材・形式�
（全体）�

尾ノ上�
地藏　�

田代二�
・天神�

田代一�
六地藏�

打越子�
安観音�

川内名�
地藏　�

称念寺�
石塔群�

辻殿　�
石塔群�

鳥越　�
石塔群�

（1）� （2）� （3）� （4）� （5）� （6）� （7）� （8）�

1100

1200

1300

1400

1450

1500

1600

滑
石
製
経
筒�

安
山
岩
製
塔�

滑
石
製
経
筒�

【遺跡番号】�
（1）尾ノ上地藏さん石塔群　（2）田代二・天神さん石塔群　（3）田代一　六地藏さん石塔群�
（8）古場名鳥越石塔群（9）古場名・稚児の塔（10）田原の六地藏塔（11）西円寺石塔群　（12）井崎・観音さん�
（17）井崎・皎月坊石塔群 （18）遠竹南平石塔群　（19）遠竹岩宗石塔群�

第七節 小長井町の中世・石造物
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8

10

15

16

14

18

19

12
13
17

7

1

3 4

2

6
5

11

9

資料７ 小長井町中世石塔分布図

【遺跡番号】
�尾ノ上地藏さん石塔群 �田代二・天神さん石塔群
�田代一 六地藏さん石塔群 �打越名子安観音石塔群
�川内名地藏カミサマ石塔 �川内名称念寺石塔群 �
川内名辻殿石塔群 �古場名鳥越石塔群 	古場名・稚
児の塔 
田原の六地藏塔 �西円寺石塔群 �井崎・
観音さん 井崎墓地 �井崎・淀姫神社石塔群 �小
川原浦・八郎（鎮西）さん �小川原名坊ノ元石塔群
�井崎・皎月坊石塔群 �遠竹南平石塔群 �遠竹岩宗
石塔群

―
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８
―
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塔
で
き
る
有
力
階
層
が
出
現
し
て
い
る
の
は
、
遠
竹
地
区
で
あ
る
。
こ
こ

の
南
平
石
塔
群
は
安
山
岩
製
の
中
世
・
石
塔
群
と
し
て
県
内
最
大
の
遺
跡

で
あ
り
、
し
か
も
一
三
〇
〇
年
代
か
ら
一
六
〇
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
ほ

ぼ
継
続
的
に
建
塔
さ
れ
て
い
る
。
一
五
〇
〇
年
代
後
半
こ
ろ
を
境
に
し
て
、

そ
の
建
塔
の
主
体
は
近
く
の
岩
宗
地
区
に
移
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、

両
墓
域
を
通
じ
て
一
六
〇
〇
年
代
前
半
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
建
塔
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
両
墓
域
で
確
認
さ
れ
る
塔
形
式
が
、
ほ

ぼ
佐
賀
形
式
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
造

立
勢
力
が
同
一
の
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
一
三
〇
〇
年

代
の
五
輪
塔
水
輪
が
確
認
さ
れ
る
井
崎
・
淀
姫
神
社
塔
を
含
め
、
同
一
勢

力
に
よ
る
長
期
に
渡
る
支
配
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
長
い
ス
パ
ー
ン
で
ほ
ぼ
同
一
勢
力
で
建
塔
さ
れ
て
い
る

中
世
の
石
塔
群
は
非
常
に
珍
し
く
、
県
内
に
あ
っ
て
は
数
例
で
あ
る
。

一
四
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
井
崎
の
皎
月
坊
で
も
石
塔
が
確
認
さ
れ
て

く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
四
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
次
第
に
階
層
の
分
化
が

お
こ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
県
内
と
く
に
東
彼
杵
町
な
ど
で
も
同
じ

傾
向
が
読
み
と
れ
る
（
注
１
）。

こ
の
階
層
分
化
の
傾
向
は
時
代
が
新
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
進
展
し
、

一
四
〇
〇
年
代
半
ば
こ
ろ
に
な
る
と
田
原
地
区
（
西
円
寺
石
塔
群
）
や
古

場
地
区
な
ど
に
も
波
及
す
る
が
、
古
場
名
の
稚
児
の
塔
や
鳥
越
石
塔
群
は
、

階
層
分
化
と
い
う
視
点
と
同
時
に
山
岳
宗
教
の
隆
盛
と
い
う
宗
教
史
的
側

面
か
ら
位
置
づ
け
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
五
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
ほ
ぼ
町
内
全
域
で
石
塔
が
確
認
さ
れ
て
く

る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
五
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
各
地
に
地
縁
的
な
在
地
勢

力
が
成
長
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
一
四
〇
〇
年
代
か
ら
徐
々
に

進
ん
で
き
た
階
層
分
化
の
現
象
が
一
五
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
本
格
化
し
、

町
内
全
域
の
開
発
が
在
地
土
豪
の
成
立
に
よ
り
進
展
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
長
崎
県
全
域
で
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
た
だ

当
地
の
中
世
石
造
文
化
が
佐
賀
型
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
生

活
文
化
の
様
相
は
、
同
じ
県
内
に
あ
っ
て
も
大
村
湾
さ
ら
に
東
シ
ナ
海
側

の
文
化
と
は
異
な
り
、
そ
れ
ら
と
は
異
質
な
佐
賀
ひ
い
て
は
有
明
海
文
化

圏
に
入
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
地
の
中
世
に
お
け
る
生
活
文

化
は
、
多
良
山
系
を
挟
ん
で
大
村
側
と
は
異
質
な
様
相
を
展
開
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
、
島
原
半
島
・
諫
早
地
区
同
様
、
佐
賀
方
面
と
の
密
接
な
関

係
が
読
み
と
れ
る
。

注
１

東
彼
杵
町
を
含
め
た
長
崎
県
内
の
石
造
文
化
圏
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲

書
「
佐
世
保
の
中
世
・
石
造
美
術
」、「
平
戸
の
中
世
・
石
造
美
術
」、「
中
世
・

石
造
物
に
み
ら
れ
る
石
造
文
化
圏
の
問
題
に
つ
い
て
」
な
ど
参
照
。

（
大
石

一
久
）

第七節 小長井町の中世・石造物
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第
八
節

中

世

一
、
鎌
倉
時
代

た
か

ぎ

し
き

１

高
木
勝
丸
、
遠
竹
村
の
地
頭
職
を
得
る
。

先
ず
、
こ
の
こ
と
が
出
て
い
る
高
城
寺
文
書
を
あ
げ
る
。

せ
ぎ
ょ
う

六
波
羅
施
行
状
案

肥
前
国
佐
嘉
郡
小
千
員
内
名
田
拾
町
、
在
坪
付
云
々
、
并
北
津
留
田

畠
、
伊
佐
早
庄
内
遠
竹
村
、
本
名
伊
崎
内
、
以
上
祖
母
一
期
之
後
、

可
知
行
之
由
載
譲
状
、
及
高
来
内
中
津
留
村
、
号
武
末
名
、
田
畠
等

地
頭
職
事
、

右
任
去
九
月
十
五
日
関
東
御
下
文
、
藤
原
勝
丸
可
致
沙
汰
之
状
如
件

宝
治
元
年
十
月
六
日

左
近
将
監
平

在
御
判

本
状
案
は
、
高
木
勝
丸
が
鎌
倉
幕
府
の
沙
汰
に
よ
っ
て
、
遠
竹
村
の
地

頭
職
を
得
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
遠
竹
村
の
領
主
に
な
っ
た
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
地
頭
職
と
い
う
の
は
、
地
頭
と
し
て
の
地
位
、
権
利
、

得
分
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
、
遠
竹
村
の
年
貢
の
進
納
を
請
け
合
う
身
分

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
地
の
本
領
主
で
あ
る
遠
竹

氏
は
、
現
地
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
の
上
に
支
配
権
を

握
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

高
木
氏
は
、
今
の
佐
賀
市
高
木
瀬
町
に
本
拠
地
を
有
し
た
受
領
層
で
、

先
祖
が
藤
原
氏
な
の
で
、藤
原
勝
丸
と
記
載
し
て
あ
る
。菊
池
系
図
に
よ
っ

て
、
関
白
藤
原
道
隆
の
子
隆
家
を
祖
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
鎮
西

だ
ざ
い
の
そ
ち

要
略
に
よ
る
と
、
同
じ
く
道
隆
の
子
文
時
が
、
太
宰
帥
と
し
て
下
向
し
、

肥
前
国
佐
嘉
郡
に
居
住
し
て
高
木
氏
を
称
し
た
の
を
祖
と
し
て
い
る
。
以

こ
く
が

後
そ
の
子
孫
は
、
代
々
大
宰
府
の
大
監
や
肥
前
国
衙
の
在
庁
官
人
と
し
て

続
い
た
有
力
な
家
柄
で
あ
る
。
そ
の
一
人
高
木
宗
家
は
、
文
治
二
年
（
一

あ
ん
ど

一
八
六
）
八
月
、
功
に
よ
り
源
頼
朝
か
ら
改
め
て
本
領
を
安
堵
さ
れ
て
、

御
家
人
と
な
っ
て
い
る
。

宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
時
の
執
権
は
北
条
時
頼
で
、
こ
の
年
道
元
を

鎌
倉
に
招
い
て
い
る
。
発
行
人
の
左
近
将
監
は
北
条
長
時
の
こ
と
で
、
康

元
元
年
（
一
二
五
六
）
時
頼
の
出
家
に
と
も
な
っ
て
執
権
職
に
つ
い
て
い

る
。と

こ
ろ
で
「
伊
佐
早
庄
内
遠
竹
村
、
本
名
伊
崎
内
」
と
あ
る
。
今
日
、

遠
竹
名
と
井
崎
名
は
別
々
で
あ
る
が
、
当
時
は
両
者
は
伊
崎
名
に
く
く
ら

れ
て
い
た
と
い
え
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
井
崎
の
方
が
古
い
開
発
地
で
、

段
々
遠
竹
へ
、
田
原
へ
と
開
発
が
進
ん
で
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
井
崎
支
石
墓
の
存
在
に
よ
っ
て
、
縄
文
晩
期
あ
る
い
は
弥
生
時

代
初
期
に
、
小
長
井
で
は
こ
の
地
に
初
め
て
水
田
農
耕
が
始
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
祖
母
一
期
の
後
」
沙
汰
す
べ
し
と
あ
る
。
勝
丸
の
父
高
木
家

明
お
よ
び
祖
父
家
朝
（
法
名
迎
西
）
の
譲
状
に
従
っ
て
、
幕
府
は
勝
丸
に

地
頭
職
を
安
堵
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
祖
母
が
生
き
て
い
る
間
は
そ
の

―１７０―
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権
利
を
尊
重
す
べ
き
譲
状
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

に
ん

な

じ

ぶ
つ

も

い
ん

２

仁
和
寺
仏
母
院
御
領
伊
佐
早
荘
の
成
立

前
項
条
案
に
言
う
伊
佐
早
庄
は
、
す
で
に
宇
佐
神
宮
領
で
は
な
く
、
仁

和
寺
仏
母
院
御
領
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仁
和
寺
は
、
京

お
む
ろ

こ
う
こ
う

ち
ょ
く
が
ん

都
御
室
に
あ
る
真
言
宗
御
室
派
の
総
本
山
で
、
光
孝
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ

て
、
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
に
宇
多
天
皇
が
創
建
し
、
代
々
法
親
王
が
入

住
さ
れ
る
と
い
う
格
式
高
い
寺
院
で
あ
る
。
仏
母
院
は
こ
の
仁
和
寺
管
理

下
に
あ
る
諸
堂
諸
院
の
一
つ
で
、
鳥
羽
上
皇
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
天
養

ら
っ
け
い

元
年
（
一
一
四
四
）
落
慶
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
宇
佐
神

宮
が
、
時
の
最
高
権
力
者
鳥
羽
院
に
伊
佐
早
庄
を
寄
進
し
た
も
の
か
、
そ

の
い
き
さ
つ
と
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
か
な
り
広
範

囲
の
荘
園
と
し
て
、
仏
母
院
領
伊
佐
早
荘
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
範
囲

は
遠
竹
か
ら
諫
早
地
方
の
す
べ
て
を
含
み
、
橘
湾
沿
岸
を
長
崎
半
島
ま
で

せ
き
り
ょ
う

す
す
み
、
そ
の
背
梁
部
か
ら
内
側
を
ま
わ
っ
て
先
端
の
樺
島
ま
で
、
伊
佐

早
庄
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
鎌
倉
幕
府
は
、
幕
府
の
九
州
出
張
所
と

言
う
べ
き
鎮
西
探
題
（
初
代
は
北
条
兼
時
）
を
設
置
す
る
。
以
後
鎌
倉
末

期
・
南
北
朝
時
代
を
通
じ
て
、
武
家
方
を
代
表
す
る
役
所
と
し
て
、
こ
の

地
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
御
家
人
の
生
活
も
次
第

に
窮
乏
し
、
所
領
を
質
入
れ
す
る
者
も
続
出
、
各
地
に
訴
訟
が
相
次
い
で

き
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
三
月
に
は
、
徳

政
令
を
出
し
て
そ
の
救
済
を
計
っ
た
が
、
さ
す
が
に
悪
評
を
免
れ
ず
、
翌

年
二
月
に
は
こ
れ
を
打
ち
切
っ
て
い
る
。

正
安
五
年
（
一
二
九
九
）
に
は
鎮
西
探
題
に
、
評
定
衆
・
引
付
衆
を
お

い
て
そ
の
充
実
を
計
っ
て
い
る
。

こ

が

う
ら

現
小
長
井
町
郷
土
史
に
よ
れ
ば
、
小
川
原
浦
名
の
藤
原
神
社
は
、
正
和

あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

五
年
（
一
三
一
六
）
一
月
の
創
建
で
、
藤
原
氏
の
祖
天
児
屋
根
命
を
祀
る

と
あ
る
。
正
和
五
年
と
言
え
ば
、
五
月
に
幕
府
は
、
大
友
・
少
弐
二
氏
に

鎮
西
を
警
固
さ
せ
る
。
大
友
氏
は
豊
後
に
、
少
弐
氏
は
肥
前
に
在
っ
て
、

御
家
人
や
各
土
豪
た
ち
の
上
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
七
月
十
日

に
は
、
北
条
高
時
が
執
権
職
に
就
任
し
、
い
よ
い
よ
一
三
三
三
年
の
幕
府

滅
亡
、
建
武
中
興
へ
と
、
大
き
な
歴
史
の
転
換
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
間
、
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
の
大
阿
文
書
に
、
伊
佐
早
三
郎
通

澄
な
る
人
物
が
登
場
、
鎮
西
探
題
よ
り
使
節
に
任
じ
ら
れ
、
大
阿
氏
の
訴

訟
調
停
に
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
別
の
文
書
に
、
伊
佐
早
十
郎
持
通
の
名

前
も
出
て
来
て
、
伊
佐
早
氏
が
伊
佐
早
庄
の
荘
官
と
し
て
、
こ
の
地
方
に

大
き
く
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
然
小
長
井
地
方
の
土
豪
た
ち

も
伊
佐
早
庄
内
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
だ
か
ら
、
伊
佐
早
氏
の
管
理
を
受

け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
出
遠
竹
氏
文
書
の
中
に
あ
る
「
伊
佐
早
殿
」

の
存
在
と
関
連
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
伊
佐
早
氏
の
先
祖
が
藤
原
氏
（
前
出
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
藤
原

明
神
が
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第八節 中 世
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二
、
室
町
時
代

１

南
北
朝
時
代
の
攻
防

先
ず
『
九
州
治
乱
記
』
に
よ
っ
て
、
諫
早
地
方
を
と
り
ま
く
地
域
の
、

打
ち
続
く
動
乱
の
模
様
を
、
概
略
一
覧
し
て
み
よ
う
。

暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
の
条
に
よ
る
と
、
こ
の
年
、
九
州
の
諸
土
豪

は
、
宮
方
・
武
家
方
に
分
か
れ
て
戦
っ
て
い
た
。
宮
方
に
は
、
菊
池
・
島

津
・
阿
蘇
大
宮
司
を
始
め
、肥
前
で
は
、松
浦
・
多
比
良
・
神
代
・
宇
木
・

西
郷
の
諸
氏
が
お
り
、
武
家
方
に
は
、
少
貳
一
族
を
始
め
、
島
津
一
族
・

宗
像
大
宮
司
・
伊
佐
早
次
郎
入
道
・
空
閑
民
部
入
道
・
大
村
太
郎
家
直
・

有
馬
連
恵
・
安
富
泰
重
・
深
堀
時
�
・
龍
造
寺
家
種
な
ど
が
い
た
。

す
な
わ
ち
諫
早
地
方
で
は
、
埋
津
川
（
半
造
川
）
を
境
と
し
て
こ
の
地

よ

方
の
南
半
分
を
、
宇
木
城
に
拠
る
西
郷
氏
が
支
配
し
て
宮
方
に
つ
き
、
北

よ

半
分
は
伊
佐
早
氏
が
、
船
越
城
に
拠
っ
て
、
武
家
方
に
つ
い
て
い
た
。

か
ね
な
が

せ
い
せ
い

後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
懐
良
親
王
が
征
西
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
康
永
元
年

（
一
三
四
二
）
宮
方
勢
力
挽
回
の
期
待
を
担
っ
て
薩
摩
国
に
到
着
し
た
。

近
畿
を
出
発
し
て
以
来
十
余
年
と
い
う
苦
心
の
末
に
、
目
的
地
の
菊
池
に

到
着
し
、
南
朝
勢
力
の
大
き
な
励
み
に
な
る
。

さ
ら
に
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）、
中
国
地
方
の
統
制
に
当
た
っ
て
い

た
だ
ふ
ゆ

び
ん
ご

た
足
利
直
冬
が
、
備
後
国
を
追
わ
れ
て
九
州
に
落
ち
延
び
て
き
た
。
直
冬

た
だ
よ
し

は
足
利
尊
氏
の
長
子
で
あ
る
が
、
尊
氏
の
弟
直
義
の
養
子
と
な
り
、
直
義

と
共
に
尊
氏
と
対
立
し
て
い
た
。
九
州
に
来
た
直
冬
は
、
尊
氏
派
の
中
心

い
っ
し
き
ど
う
ゆ
う

で
あ
る
九
州
探
題
の
一
色
道
猷
と
も
対
立
す
る
第
三
勢
力
に
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
同
じ
く
武
家
方
で
は
あ
る
が
、
一
色
氏
と
対
立
し
て
い
た
少
貳

頼
尚
に
迎
え
ら
れ
た
直
冬
は
、
大
宰
府
を
根
拠
地
と
し
て
勢
力
伸
張
を
計

り
、
こ
こ
に
九
州
は
三
つ
巴
の
動
乱
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

九
州
治
乱
記
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

「
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
二
月
、
一
色
、
高
来
・
彼
杵
の
宮
方
退

こ
ま
た
う
じ
つ
ら

治
の
た
め
、
小
俣
氏
連
を
差
し
遣
わ
す
。（
中
略
）
六
月
再
び
氏
連

お
も
む

彼
杵
へ
赴
き
、
大
村
家
徳
・
深
堀
時
勝
・
伊
佐
早
次
郎
・
矢
上
某
と

あ
い
語
ら
い
、
高
来
の
城
へ
押
し
渡
り
、
多
比
良
・
神
代
・
島
原
と

ち
ゅ
う

合
戦
し
、
八
月
に
多
比
良
重
通
が
城
を
攻
め
落
と
し
、
重
通
を
誅

ば
つ

う
じ
つ
ら

伐
す
。
そ
れ
よ
り
氏
連
、
西
郷
が
杉
峯
城
を
も
攻
め
破
っ
て
、
井
牟

ふ
じ
つ

田
を
焼
き
払
い
、
宇
木
城
に
押
し
寄
せ
、
こ
こ
を
も
不
日
に
攻
め
落

と
し
ぬ
。」

「
応
安
六
年
（
一
三
七
三
）
三
月
初
め
、
探
題
今
川
入
道
了
俊
・
太

宰
右
衛
門
佐
頼
泰
、彼
杵
郡
へ
発
向
し
、
伊
佐
早
・
宇
木
の
両
城
を
攻

め
け
る
に
、城
主
伊
佐
早
右
近
五
郎
・
西
郷
藤
三
郎
や
が
て
降
参
す
。」

こ
の
時
だ
け
は
、
伊
佐
早
氏
が
宮
方
に
つ
い
て
戦
っ
て
い
る
。
こ
こ
の

伊
佐
早
城
は
、
船
越
城
を
さ
す
。

「
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
了
俊
、
彼
杵
郡
の
一
揆
退
治
の
た
め
、

の
ぶ
せ
り

三
月
廿
九
日
か
の
所
へ
う
ち
越
え
、
ま
ず
宇
木
の
城
を
攻
め
、
野
伏

と
昼
夜
防
戦
し
、
四
月
廿
八
日
宮
浦
に
陣
を
移
し
、
七
月
廿
三
日
ま

た
伊
佐
早
へ
赴
き
、
同
廿
五
日
永
野
の
城
を
攻
め
落
し
て
在
家
を
放

火
し
、
船
越
城
に
入
り
、
同
廿
八
日
重
ね
て
宇
木
の
城
を
攻
め
、
日
々
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あ
い
戦
い
、
八
月
二
日
に
は
高
来
の
陣
を
返
さ
る
。」

こ
の
よ
う
な
戦
乱
が
、
半
世
紀
以
上
繰
り
返
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
小
長
井
の
土
豪
た
ち
は
、
ど
ち
ら
に
組
しめい

て
い
た
も
の
か
、
ま
だ
史
料
に
接
し
て
い
な
い
。
た
だ
高
来
町
小
江
の
名

さ
つ刹
鏡
圓
寺
の
前
身
で
あ
る
道
香
寺
が
、
南
朝
方
（
宮
方
）
に
味
方
し
て
北

朝
方
（
武
家
方
）
の
軍
勢
に
焼
か
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
小
長
井
地
方

も
南
朝
に
つ
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
小
長
井
の
阿
蘇
神
社
は
、
弘
和
元
年
（
一
三
八
一
）
に
長
里
の

む
く
ぎ

船
津
椋
木
に
祀
っ
た
の
が
そ
の
起
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
九
州
の
南
朝
方
中
心
勢
力
で
あ
っ
た
菊
池
氏
↓
島
原
半
島
↓
小
長
井

か
ん
じ
ょ
う

と
い
う
海
路
の
結
び
つ
き
で
、
肥
後
の
神
が
勧
請
さ
れ
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

２

動
乱
の
終
結

さ
て
南
北
朝
時
代
は
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
三
）
閏
十
月
、
南
朝
の
後

亀
山
天
皇
が
吉
野
よ
り
京
都
に
還
幸
さ
れ
、
北
朝
の
御
小
松
天
皇
に
神
器

を
譲
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
半
世
紀
有
余
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
室
町
幕
府
は
、
す
で
に
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
足
利
尊
氏
が

北
朝
の
天
皇
に
よ
っ
て
、
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
訳
だ
か
ら
、
以
後
、
室
町
時
代
が
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の

長
い
動
乱
が
終
わ
っ
て
み
る
と
、
諫
早
地
方
も
大
き
く
変
っ
て
い
た
。

そ
の
第
一
は
、
荘
園
制
度
の
崩
壊
で
あ
る
。
伊
佐
早
庄
は
、
未
だ
地
域

名
の
呼
び
名
と
し
て
は
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
仁
和
寺
仏
母
院
御
領
と

い
う
仕
組
も
結
び
つ
き
も
全
く
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
て
、や
が
て
来
る
実
力

に
よ
る
切
り
取
り
合
戦
の
戦
国
時
代
へ
と
、
大
き
く
歯
車
が
廻
り
つ
つ
あ
っ
た
。

第
二
に
、
伊
佐
早
氏
の
消
滅
で
あ
る
。
伊
佐
早
氏
一
族
は
、
上
杉
氏
を

頼
っ
て
越
後
に
赴
き
、
そ
の
家
臣
と
な
る
。
相
当
の
土
産
を
持
参
し
た
も

の
と
見
え
、
か
な
り
の
優
遇
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
上
杉
氏
と
は
、
関
東

管
領
家
の
上
杉
氏
で
、
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）
に
越
後
を
譲
っ
て
上
杉

家
を
継
が
せ
た
上
杉
憲
政
よ
り
も
、
か
な
り
前
の
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
の
伊
佐
早
氏
は
、
帰
農
し
て
越
後
塩
尻
に
残
っ
た
者
た
ち
、
あ

い
ほ
う

る
い
は
上
杉
氏
移
封
に
伴
っ
て
会
津
若
松
へ
、
そ
し
て
米
沢
へ
と
行
を
共

に
し
た
者
た
ち
と
に
分
れ
、
両
者
共
に
そ
の
子
孫
は
現
存
し
て
い
る
。

第
三
に
、
や
が
て
諫
早
地
方
一
円
が
、
西
郷
氏
に
よ
る
統
一
へ
と
向
う

こ
と
で
あ
る
。
ど
う
い
う
事
件
が
あ
り
、
ど
う
い
う
経
緯
を
た
ど
っ
て
伊

佐
早
氏
が
消
え
、
西
郷
氏
が
統
一
を
果
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

お
う
に
ん

ら
ん

南
北
朝
合
一
か
ら
応
仁
の
乱
ま
で
の
七
、
八
十
年
の
間
、
諫
早
史
の
動
き

は
全
く
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
の
大
村
家
記

ひ
さ
よ
し

録
に
、
西
郷
尚
善
が
伊
佐
早
領
主
と
し
て
始
め
て
登
場
す
る
の
で
、
今
の

と
こ
ろ
尚
善
が
統
一
者
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

３

戦
国
時
代
始
ま
る
。

中
央
の
歴
史
で
は
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
十
月
、
細
川
勝
元
の
東

軍
と
、
山
名
持
豊
（
宗
全
）
の
西
軍
と
が
激
突
し
、
京
都
が
焼
け
野
が
原

第八節 中 世
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に
な
っ
た
応
仁
の
乱
を
、
戦
国
時
代
の
起
り
と
す
る
。
こ
こ
西
肥
の
地
域

で
は
、
有
馬
氏
の
動
き
が
戦
国
時
代
を
導
い
た
と
言
え
る
。

た
か
ず
み

島
原
半
島
の
一
土
豪
で
あ
っ
た
有
馬
氏
が
、
九
代
貴
純
時
代
に
大
内
氏

と
組
ん
で
急
速
に
勢
力
を
伸
ば
し
、
大
村
を
攻
め
、
平
戸
を
お
と
し
入
れ
、

高
来
・
彼
杵
・
藤
津
三
郎
を
確
保
す
る
。
そ
の
傘
下
の
有
力
武
将
と
し
て

登
場
す
る
の
が
、
伊
佐
早
領
主
西
郷
尚
善
で
あ
る
。

大
村
家
の
記
録
に
よ
る
と
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
十
二
月
二
十
九

日
、
こ
の
日
早
朝
西
郷
尚
善
は
、
有
馬
方
の
先
鋒
と
し
て
伊
佐
早
尾
和
谷

（
大
渡
野
）を
経
て
、
萱
瀬
に
攻
め
入
り
、
先
ず
先
陣
の
長
岡
越
前
に
討
っ

う
こ
う
じ
ょ
う

す
み
こ
れ

て
か
か
っ
た
。
大
村
軍
は
散
々
に
敗
れ
る
。
烏
甲
城
の
大
村
純
伊
は
逃

れ
て
郡
岳
へ
走
り
、
さ
ら
に
佐
々
・
唐
津
を
経
て
、
玄
海
の
孤
島
加
々
良

島
に
潜
伏
す
る
こ
と
七
年
。
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
八
月
十
二
日
、

た
す

よ
う
や
く
渋
江
・
波
多
・
千
葉
・
平
井
諸
氏
の
援
け
を
得
て
、
旧
領
を
回

復
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
も
有
馬
氏
は
、
十
代
尚
鑑
・
十
一
代
晴
純
と
大
友
氏
と
結
ん
で

膨
張
を
続
け
、
杵
島
を
攻
略
し
、
千
葉
氏
の
本
拠
地
小
城
へ
と
迫
っ
て
行

く
。
こ
こ
に
至
っ
て
龍
造
寺
氏
と
の
対
立
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
有
馬
氏

の
進
出
に
伴
っ
て
西
郷
氏
の
勢
力
も
、
藤
津
郡
へ
杵
島
郡
へ
と
伸
び
て

行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
諫
早
市
史
の
記
述
に
、
尚
善
の
支
城
の
一
つ

に
、
杵
島
郡
長
島
城
が
あ
げ
て
あ
る
の
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。

有
馬
氏
の
佐
賀
平
野
進
出
の
基
地
は
、
竹
崎
城
で
あ
っ
た
。
こ
の
城
は

す
で
に
南
北
朝
時
代
、
有
馬
泰
隆
が
築
い
た
も
の
と
太
良
町
史
は
伝
え
る

が
、
戦
国
時
代
に
は
さ
ら
に
有
馬
の
出
城
と
し
て
大
き
な
役
割
り
を
果
し

て
来
た
。
諫
早
湾
口
の
最
重
要
拠
点
に
位
置
し
、
島
原
半
島
の
多
比
良
や

神
代
あ
た
り
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
こ
こ
に
乗
り
込
む
の
が
、
一
番
の
早
道
で

あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
竹
崎
に
隣
接
す
る
小
長
井
地
域
も
、
色
々
と
重
要
な

役
割
を
荷
っ
て
き
た
も
の
に
違
い
な
い
。
最
も
竹
崎
に
隣
接
す
る
遠
竹
氏

し
ん
か

が
、
西
郷
氏
の
臣
下
で
あ
る
と
共
に
、
有
馬
氏
と
の
縁
も
か
な
り
深
か
っ

た
の
も
う
な
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

４

西
郷
尚
善
の
事
績

こ
こ
で
尚
善
の
事
績
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
事
に
す
る
。

た
か
し
ろ

�

高
城
（
諫
早
公
園
の
丘
）
を
築
い
て
本
城
と
し
、
領
内
に
十
の
支
城

を
設
け
た
。

十
と
い
う
の
は
諫
早
市
史
に
挙
げ
て
あ
る
数
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
に
西

郷
氏
の
城
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
城
が
幾
つ
も
あ
る
の
で
、
実
際
は
そ
の
二

倍
三
倍
の
山
城
を
構
築
し
、
経
営
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
戦
国
末

期
の
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）、
龍
造
寺
隆
信
に
囲
ま
れ
る
ま
で
の
約
一

世
紀
の
間
、
一
度
も
外
敵
の
侵
入
を
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
安
定
の
基
礎

を
作
っ
た
、
武
力
に
秀
で
た
戦
国
大
名
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

�

伊
佐
早
地
方
の
広
範
な
地
域
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
り
上
げ
た
。

も
ん

も
ん

も
ん

今
ま
で
遠
竹
ん
者
・
長
田
ん
者
・
宇
木
ん
者
と
言
う
、
小
さ
な
郷
党
意

も
ん

識
で
あ
っ
た
人
々
が
、
統
一
に
よ
っ
て
「
伊
佐
早
ん
者
と
い
う
領
国
民
と

し
て
の
連
帯
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
建
設
的
な
住
民
パ

ワ
ー
の
基
礎
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
行
く
。
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�

農
業
土
木
に
長
じ
、
殖
産
興
業
に
努
め
た
。

用
水
技
術
、
開
墾
、
干
拓
の
技
術
に
長
じ
、
各
地
の
す
ぐ
れ
た
開
発
の

源
は
、
西
郷
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
す
こ
ぶ
る
大
き
い
。
そ
れ
ら
は
確
実
に

諫
早
氏
時
代
に
引
き
つ
が
れ
、
近
世
の
こ
の
地
発
展
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
と
い
え
る
。

�

か
つ
て
は
海
に
活
躍
し
た
豪
族
の
経
歴
が
う
か
が
わ
れ
る
。

長
崎
港
外
深
堀
氏
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
。
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）

よ
し
と
き

に
は
、
後
に
深
堀
家
第
十
六
代
の
当
主
と
な
る
善
時
の
烏
帽
子
親
を
勤
め

す
み
ま
さ

て
い
る
。
さ
ら
に
尚
善
の
孫
純
賢
は
、
深
堀
家
へ
養
子
に
入
っ
て
十
八
代

を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
尚
善
の
支
城
真
崎
城
の
城
主
は
、
志
々
岐
四

郎
左
衛
門
で
、
平
戸
松
浦
党
と
の
結
び
つ
き
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
十

三
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
元
寇
の
時
活
躍
し
た
西
国
の
武
士
の
中
に
、

有
馬
・
大
村
・
西
郷
・
深
堀
等
の
名
が
「
鎮
西
要
略
」
に
見
え
る
。

�

寺
社
の
建
立
を
す
す
め
、
人
心
の
安
定
を
計
っ
た
。

伊
佐
早
四
面
宮
（
現
諫
早
神
社
）
に
神
殿
拝
殿
を
建
設
し
、
神
官
を
置

い
て
こ
れ
に
奉
仕
さ
せ
た
旨
、
由
緒
書
に
出
て
い
る
。
天
祐
寺
は
尚
善
が

開
墓
と
な
っ
て
お
り
、
彼
の
お
く
り
名
「
天
祐
宗
貴
居
士
」
に
よ
る
寺
号

と
い
わ
れ
、
以
後
西
郷
氏
の
菩
提
寺
と
な
り
、
後
に
引
き
続
い
て
諫
早
家

の
菩
提
寺
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
喜
々
津
の
阿
蘇
神
社
は
、
天
文
三
年（
一

た
け
い
わ
た
つ
の
み
こ
と

か
ん
じ
ょ
う

五
三
四
）
尚
善
が
、
阿
蘇
の
神
健
磐
龍
命
を
囲
名
に
勧
請
し
た
の
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
外
西
郷
氏
時
代
に
建
立
ま
た
は
整
備
し
た
寺
社

は
数
多
く
、
後
に
キ
リ
シ
タ
ン
に
囲
ま
れ
た
時
代
に
、
頑
と
し
て
こ
れ
を

受
け
入
れ
な
か
っ
た
素
地
を
つ
く
っ
て
い
る
。

�

晩
年
京
に
上
っ
て
、
当
代
第
一
の
文
化
人
三
条
西
実
隆
公
に
師
事
す

る
。

大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
二
月
二
十
一
日
の
初
対
面
か
ら
、
翌
八
年
七

月
二
十
一
日
の
い
と
ま
ご
い
ま
で
、
公
の
日
記
「
実
隆
公
記
」
に
尚
善
が

登
場
す
る
。
三
条
西
歌
学
の
祖
と
い
わ
れ
る
、
実
隆
公
を
中
心
と
し
た
在

れ
ん
が

し

ち
ょ
う
ぎ
ょ
う

京
連
歌
師
た
ち
と
交
わ
り
、
あ
る
い
は
自
ら
も
連
歌
を
張
行
し
た
り
し

て
、
お
礼
と
し
て
数
々
の
贈
り
物
を
呈
し
、「
思
ん
ば
か
ら
ざ
る
芳
志
也
」

と
喜
ば
れ
て
い
る
。
尚
善
自
身
が
文
武
両
道
に
秀
で
た
文
化
人
で
あ
っ
た
。

�

天
文
初
期
の
頃
、
有
馬
晴
純
（
仙
岩
）
の
弟
純
久
を
養
子
に
迎
え
て
、

西
郷
家
二
代
目
の
後
継
ぎ
と
す
る
。

前
記
、
喜
々
津
阿
蘇
宮
創
建
後
、ま
も
な
く
死
去
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
の
頃
、
武
雄
の
後
藤
純
明
が
有
馬
傘
下
の
平

井
経
治
が
守
る
須
古
城
を
攻
め
、
有
馬
晴
純
は
、
島
原
純
豊
・
西
郷
純
久

を
派
遣
し
て
平
井
を
救
援
さ
せ
る
。
後
藤
敗
れ
て
和
を
こ
い
、
有
馬
の
傘

下
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

や
が
て
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
鉄
砲
伝
来
。
天
文
十
八
年
（
一
五

四
九
）
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
と
、
時
代
は
華
々
し
い
展
開
に
荒
れ
る
戦
国
時

代
後
半
へ
と
移
っ
て
行
く
。
こ
れ
に
伴
っ
て
武
器
も
築
城
も
戦
術
も
変
り
、

西
肥
前
の
地
も
あ
わ
た
だ
し
い
変
遷
を
た
ど
っ
て
行
く
。

５

田
原
溜
池
の
構
築

前
小
長
井
町
史
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
の
始
め
頃
ま
で
の
井
崎
・
小
川

第八節 中 世
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原
浦
地
区
は
、
河
川
の
谷
が
狭
く
て
水
田
が
少
な
く
、
原
野
や
雑
木
林
が

続
く
広
大
な
丘
陵
地
は
、
水
利
の
便
が
悪
く
て
農
耕
が
営
め
ず
、
人
口
も

少
な
か
っ
た
。
こ
の
地
域
の
水
利
の
た
め
に
、
領
主
西
郷
氏
が
田
原
溜
池

を
構
築
し
た
の
が
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
〜
一
五
六
九
）
と
い
う
。
こ
れ

に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
寺
社
の
創
建
・
移
転
な
ど
は
、
現
郷
土
史
を
参
照
さ

れ
た
い
。
こ
の
溜
池
は
伊
佐
早
領
第
一
の
規
模
を
誇
る
も
の
で
、
こ
こ
を

源
と
す
る
船
津
川
水
系
に
、
第
一
・
第
二
・
第
三
の
井
手
（
水
路
）
を
設

け
て
、
広
大
な
地
域
に
水
田
を
可
能
に
し
た
大
工
事
で
あ
る
。
四
百
有
余

年
前
の
戦
国
時
代
に
、
こ
れ
を
な
し
と
げ
た
西
郷
氏
の
開
発
技
術
と
実
行

す
み
た
か

力
は
驚
嘆
に
価
す
る
。
永
禄
年
間
と
言
え
ば
三
代
西
郷
純
尭
の
時
代
で
あ

る
。
純
尭
は
永
禄
か
ら
元
亀
・
天
正
（
一
五
五
八
〜
九
二
）
に
か
け
て
激

し
い
戦
乱
に
明
け
暮
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
西
郷
氏
と
い
え
ば
純
尭
と
い

う
記
憶
が
余
り
に
も
強
か
っ
た
の
か
、百
年
後
世
に
書
か
れ
た「
西
郷
記
」

の
作
者
は
、
純
尭
と
そ
の
子
の
四
代
純
尚
（
信
尚
）
と
を
同
一
視
し
、
滅

亡
時
の
当
主
を
純
尭
と
し
て
い
る
。
人
格
も
暴
君
と
し
て
、
散
々
に
悪
口

を
の
べ
て
い
る
。

し
か
し
実
際
の
純
尭
は
田
原
溜
池
の
構
築
に
見
る
如
く
、
経
世
済
民
に

大
き
く
意
を
用
い
た
名
君
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
ま
た
室
町
時
期

に
西
郷
氏
が
、
他
郷
か
ら
の
入
植
を
推
し
進
め
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
残に

念
な
が
ら
純
尭
の
時
代
は
、
龍
造
寺
隆
信
の
勢
力
興
隆
期
と
重
な
り
、
丹

さ
か坂
の
戦
を
転
換
点
と
し
て
、有
馬
の
勢
力
が
佐
賀
平
野
か
ら
後
退
、か
わ
っ

て
隆
信
の
勢
力
が
西
肥
前
ま
で
及
ん
で
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
キ
リ
シ
タ

ン
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
に
躍
起
と
な
っ
て
、
大
村
と
、
果
て
は
長
年
の
主

筋
に
当
る
有
馬
と
も
事
を
構
え
る
こ
と
に
な
り
、
戦
乱
止
む
こ
と
が
な

か
っ
た
。

６

西
郷
純
尭
と
打
ち
続
く
戦
乱

�

丹
坂
の
戦

よ
し
し
げ

少
弐
政
興
を
保
護
し
て
、
肥
前
に
少
弐
民
の
再
興
を
計
っ
た
大
友
義
鎮

の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
て
、
松
浦
の
波
多
氏
・
高
来
の
有
馬
氏
・
有
馬
氏

傘
下
の
西
郷
氏
や
彼
杵
の
大
村
氏
の
連
合
軍
が
、永
禄
五
年（
一
五
六
二
）

三
月
、
佐
賀
平
野
に
進
撃
す
る
。
有
馬
義
貞
は
、
一
手
を
大
村
純
忠
に
率

い
さ
せ
て
須
古
口
か
ら
、
一
手
は
西
郷
純
尭
に
率
い
さ
せ
て
多
久
口
か
ら

小
城
へ
と
向
う
。
小
城
郡
へ
入
っ
た
丹
坂
・
右
原
の
地
で
七
月
二
十
五
日

激
戦
を
展
開
し
た
。
は
じ
め
優
勢
で
あ
っ
た
連
合
軍
も
、
龍
造
寺
軍
の
必

死
の
猛
攻
に
た
え
か
ね
て
遂
に
散
り
散
り
に
敗
走
す
る
。

た
か
あ
き

後
藤
貴
明
の
寝
返
り
に
よ
っ
て
退
路
を
絶
た
れ
た
純
尭
は
、
間
道
を

ぬ
っ
て
伊
万
里
経
由
で
、
よ
う
や
く
娘
む
こ
の
い
る
平
戸
に
落
ち
の
び
、

軍
船
を
借
り
て
大
村
湾
を
南
下
、
八
月
八
日
津
水
に
帰
着
す
る
。

�

キ
リ
シ
タ
ン
騒
動

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
五
月
二
十
五
日
、
大
村
純
忠
が
横
瀬
浦
に
お

い
て
洗
礼
を
受
け
、
日
本
最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
な
る
。
こ
こ
に
お

た
か
あ
き

い
て
、
反
純
忠
の
怨
念
に
燃
え
る
武
雄
の
後
藤
貴
明
の
謀
り
に
応
じ
て
、

平
戸
・
伊
佐
早
共
に
大
村
領
に
出
兵
、
大
村
領
内
に
は
貴
明
に
呼
応
す
る

反
純
忠
派
の
家
臣
も
い
て
、
純
忠
は
城
を
出
て
、
虚
空
蔵
岳
に
忍
ぶ
程
で

―１７６―
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あ
っ
た
。こ
の
ど
さ
く
さ
の
中
で
、大
村
家
臣
の
反
キ
リ
シ
タ
ン
派
に
よ
っ

て
、
八
月
（
一
説
に
は
十
一
月
）、
大
村
最
初
の
開
港
場
で
、
教
会
も
建

て
ら
れ
た
横
瀬
浦
が
焼
き
払
わ
れ
て
し
ま
う
。

急
を
聞
い
た
純
忠
の
兄
有
馬
義
貞
は
、
大
村
救
援
軍
を
伊
佐
早
に
さ
し

向
け
る
。
十
二
月
二
十
八
日
、
埋
津
ま
で
攻
め
寄
せ
た
有
馬
軍
を
迎
え
討

あ
わ
じ

し
も
つ
け

け
ん
も
つ

く
な
い

つ
西
郷
軍
は
、
千
々
石
淡
路
・
深
江
下
野
・
田
口
監
物
・
森
山
宮
内
等
で
、

船
越
に
陣
を
張
っ
て
相
対
し
た
。
こ
の
時
の
戦
勝
祈
願
と
し
て
純
尭
は
、

か
ん
じ
ょ
う

京
都
の
愛
宕
権
現
を
勧
請
し
て
愛
宕
社
を
創
建
す
る
（
宇
都
愛
宕
山
）。

早
朝
か
ら
激
戦
を
展
開
し
、
よ
う
や
く
に
防
衛
線
を
守
り
ぬ
い
て
、
城

下
へ
の
侵
入
は
く
い
と
め
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
一
時
は
、
埋
津
川
以
南

の
地
は
、
有
馬
方
に
占
領
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。

�

長
崎
を
攻
め
る
。

純
忠
は
、
横
瀬
浦
に
か
わ
っ
て
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
に
福
田
浦
を

開
港
。
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
は
長
崎
を
開
港
す
る
こ
と
に
な
る
。

す
み
た
か

す
み
ま
さ

こ
の
年
純
尭
は
、
弟
深
堀
純
賢
に
長
崎
を
攻
め
さ
せ
、
純
尭
は
空
閑
（
古

賀
）
を
攻
め
る
。
か
ね
て
大
村
傘
下
の
長
崎
領
主
長
崎
甚
左
衛
門
と
は
、

商
船
の
出
入
り
に
関
し
て
い
ざ
こ
ざ
が
絶
え
な
か
っ
た
深
堀
氏
で
あ
っ
た

し
、
小
島
・
戸
町
方
面
の
海
陸
で
、
激
し
い
攻
防
を
展
開
し
た
が
、
深
堀

軍
も
そ
れ
以
上
は
侵
攻
せ
ず
退
い
て
い
る
。

�

三
城
七
騎
籠

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
再
び
後
藤
・
松
浦
・
西
郷
軍
が
大
村
領
に
侵

攻
す
る
。
純
忠
は
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
に
築
い
た
三
城
に
い
た
が
、

不
意
を
つ
か
れ
た
城
内
に
は
、
わ
ず
か
の
家
臣
の
み
で
連
合
軍
に
囲
ま
れ

て
し
ま
う
。
西
郷
軍
三
百
騎
の
大
将
尾
和
谷
軍
兵
衛
（
諫
早
の
伝
承
に
は

お
わ
た
の

大
渡
野
権
兵
衛
）
が
、
大
村
の
臣
富
永
又
助
の
策
に
は
ま
っ
て
重
傷
を
負

い
、
為
に
西
郷
軍
混
乱
し
て
鈴
田
方
面
へ
退
く
途
中
、
深
手
を
負
っ
た
軍

兵
衛
は
、
永
田
千
兵
衛
に
討
ち
取
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
本
明
川
筋
を

全
軍
敗
走
と
な
っ
て
し
ま
う
。
後
藤
・
松
浦
軍
も
ま
た
引
き
揚
げ
て
し
ま

い
、
純
忠
は
事
な
き
を
得
た
の
で
あ
る
。

�

純
尭
の
萱
瀬
攻
め

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
三
月
、
純
尭
自
ら
兵
を
率
い
て
萱
瀬
に
侵
攻

す
る
。
先
手
の
大
将
大
渡
野
弥
三
郎
（
権
兵
衛
の
子
）
は
、
戦
利
あ
ら
ず

か
む
ろ
の
こ
し
ち

敗
れ
て
退
き
、
今
津
海
岸
で
一
休
み
し
て
い
た
時
に
、
百
姓
禿
小
七
が

こ
も菰
蔭
か
ら
槍
を
つ
き
出
し
て
討
ち
取
っ
て
し
ま
う
。
弥
三
郎
の
母
は
無
念

や
る
方
な
く
、
饅
頭
売
り
に
化
け
て
大
村
に
潜
入
し
、
見
事
に
敵
討
ち
を

果
す
と
い
う
後
日
談
が
あ
る
。
ま
た
、
小
七
の
子
ど
も
が
郡
村
に
移
り
住

む
ら
び
と

む
と
、
疫
病
が
流
行
し
て
多
く
の
死
人
が
出
た
。
村
人
は
弥
三
郎
の
た
た

り
と
恐
れ
、
夢
の
お
告
げ
に
従
っ
て
神
に
祀
っ
た
ら
、
ぴ
た
り
と
病
気
が

消
え
た
。
い
ま
竹
松
駅
前
に
移
っ
て
い
る
今
津
神
社
の
黒
山
権
現
が
こ
れ

で
あ
る
（
黒
山
権
現
由
来
）。

�

龍
造
寺
隆
信
、
伊
佐
早
城
を
囲
む
。

天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
龍
造
寺
隆
信
が
大
軍
を
率
い
て
、
平
戸
・
伊

万
里
・
彼
杵
（
大
村
）
を
討
ち
平
ら
げ
て
、
い
よ
い
よ
伊
佐
早
の
高
城
を

す
み
ま
さ

囲
む
。
こ
の
と
き
参
陣
し
て
い
た
弟
の
深
堀
純
賢
が
中
に
入
っ
て
、
和
議

が
成
立
す
る
。
こ
の
と
き
純
尭
以
下
一
門
二
十
一
人
の
神
文
を
隆
信
に
差

し
出
し
、
純
尭
は
退
い
て
小
野
城
に
隠
居
す
る
。
四
代
目
と
な
っ
た
子
息
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す
み
ひ
さ

の
ぶ
ひ
さ

純
尚
は
、
隆
信
か
ら
一
字
を
も
ら
っ
て
信
尚
と
改
名
、
隆
信
の
娘
を
め
と

る
。
隆
信
傘
下
に
入
っ
た
訳
で
あ
る
。

�

再
び
長
崎
に
攻
め
入
る
。

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
隠
居
純
尭
は
、
純
賢
と
共
に
再
び
長
崎
に
攻

め
込
む
。
純
賢
は
森
崎
の
小
山
（
現
県
庁
）
に
陣
を
張
り
、
純
尭
は
一
ノ

瀬
口
か
ら
攻
め
掛
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
に
は
、
大
村
の
援
兵
一
五
〇

が
潜
ん
で
い
て
、
突
然
横
合
い
か
ら
一
斉
射
撃
を
あ
び
せ
て
来
た
。
西
郷

す
み
か
げ

軍
は
み
る
ま
に
倒
れ
て
混
乱
し
、
遂
に
敗
走
す
る
。
長
崎
純
景
も
討
っ
て

出
て
、
深
堀
勢
に
攻
め
か
か
り
、
大
村
の
援
兵
が
後
ろ
に
回
っ
て
挟
撃
し

た
の
で
、
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
逃
げ
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
時
の
勝
ち

い
く
さ
戦
で
勝
山
の
地
名
が
出
来
た
と
い
う
。

第
九
節

近

世

一
、
安
土
・
桃
山
時
代

１

戦
国
時
代
終
わ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
織
田
信
長
は
、
将
軍
義
昭

を
奉
じ
て
入
京
。
諸
国
の
関
所
の
撤
廃
を
命
じ
、
い
よ
い
よ
全
国
統
一
に

乗
り
出
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
長
崎
開
港
に
着
手
し
た
年
で
あ
る
。
大
村

純
忠
は
三
年
後
の
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）、
正
式
に
長
崎
を
開
港
す
る
。

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
信
長
が
、
将
軍
義
昭
を
追
放
し
て
室
町
幕
府
は

滅
亡
す
る
。
信
長
は
一
向
一
揆
の
激
し
い
抵
抗
に
あ
い
な
が
ら
、
天
正
四

年
（
一
五
七
六
）
安
土
城
を
築
い
て
統
一
の
拠
点
を
誇
る
。
だ
が
天
正
十

年
（
一
五
八
二
）
六
月
、
本
能
寺
の
変
で
明
智
光
秀
に
討
た
れ
る
。
翌
年

大
阪
城
を
築
い
た
秀
吉
に
、
統
一
の
事
業
が
引
き
継
が
れ
る
。

２

鶴
田
遠
江
守

小
長
井
町
郷
土
誌
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
鶴
田
遠
江
守
は
、島
原
の
豪
族
北
島
藤
左
右
門（
左
衛
門
の
誤
り
）

に
攻
め
ら
れ
、
権
現
岳
城
に
た
て
こ
も
り
、
前
方
二
反
辻
に
陣
取
っ

た
敵
と
に
ら
み
合
っ
た
が
、
水
源
を
絶
た
れ
て
困
窮
し
た
。
し
か
し

敵
に
弱
味
を
見
せ
ま
い
と
し
て
、
馬
に
白
米
を
か
け
、
あ
た
か
も
水

が
多
く
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
防
戦
し
た
が

力
及
ば
ず
、
つ
い
に
敗
れ
て
討
死
し
た
と
い
う
。
時
は
天
正
十
年
七

月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。」

「
権
現
岳
城
の
北
側
、
谷
を
へ
だ
て
た
岩
宗
に
、
城
主
鶴
田
遠
江
守

の
菩
提
寺
金
胎
寺
が
あ
っ
た
。
こ
の
金
胎
寺
も
、
遠
江
守
の
滅
亡
と

共
に
荒
れ
は
て
て
、
今
は
そ
の
あ
と
に
二
間
四
方
の
観
音
堂
が
、
さ

び
し
く
た
っ
て
い
る
。

北
側
の
崖
の
上
の
雑
木
林
の
中
に
、
大
き
な
五
輪
塔
（
実
際
は
、

宝
篋
印
塔
で
あ
る
。）
の
墓
石
が
七
、
八
基
（
現
在
は
も
っ
と
た
く

さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
。）
た
っ
て
い
る
。
村
人
は
こ
れ
を
鶴
田
遠
江

守
の
墓
地
だ
と
い
う
。
毎
年
盆
の
十
六
日
に
は
、
遠
竹
部
落
民
が
集

―１７８―

第二章 歴 史



ま
っ
て
、
粟
踏
浮
立
を
奉
納
す
る
。」

「
鶴
田
遠
江
守
は
、
大
浦
津
の
浦
城
主
北
島
家
の
軍
と
戦
い
、
一
族

み
な
討
死
し
た
と
い
う
。
墓
碑
の
年
号
か
ら
み
て
室
町
時
代
と
思
わ

れ
る
。
高
さ
一
・
四
�
ほ
ど
の
宝
篋
印
塔
、
碑
名
天
正
十
年
壬
午
七

月
十
六
日
の
遠
竹
守
を
中
心
に
、
永
禄
十
一
年
戊
辰
二
月
の
妙
金
善

尼
等
、
五
十
五
基
を
一
族
と
し
て
祭
っ
て
あ
る
。」

「
別
の
説
に
は
、
鶴
田
遠
竹
守
は
、
戦
い
敗
れ
て
佐
賀
須
古
村
に
行

か
れ
た
と
い
う
一
部
の
伝
説
も
あ
る
。
そ
れ
よ
り
後
天
正
二
年
（
と

言
え
ば
、
そ
れ
よ
り
前
で
は
な
い
か
。）、
須
古
妻
木
城
主
平
井
軽
治

は
、
龍
造
寺
隆
信
に
城
を
お
と
さ
れ
、
家
臣
た
ち
は
諫
早
・
大
村
に

の
が
れ
た
。
そ
の
一
族
の
人
た
ち
が
遠
竹
村
に
も
落
ち
の
び
て
き
て
、

ふ
る
さ
と
須
古
を
し
の
ぶ
祖
先
供
養
の
気
持
か
ら
、
子
孫
に
伝
え
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
遠
竹
守
と
粟
踏
浮
立
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。」

北
島
氏
に
つ
い
て
は
、
小
長
井
の
伝
承
に
記
憶
違
い
が
あ
る
。
竹
崎
城

に
関
し
て
、
佐
賀
県
「
神
埼
郡
村
誌
」
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
天
正
十
五
年
龍
造
寺
家
晴
、封
ヲ
太
閤
秀
吉
ニ
受
テ
西
郷
純
尭（
信

尚
の
伝
承
違
い
）
ヲ
討
チ
、
其
地
ヲ
領
シ
（
中
略
、
西
郷
一
揆
の
記

述
が
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
家
晴
は
）
竹
崎
島
へ
枢
要
ノ
地
タ
ル

ヲ
以
テ
、
城
堡
ニ
ト
シ
、
以
テ
鎮
圧
セ
ン
ト
欲
ス
。
家
臣
北
島
藤
左

衛
門
等
ヲ
シ
テ
其
役
ヲ
督
シ
、
且
之
ヲ
守
ラ
シ
ム
。

北
島
氏
は
島
原
の
豪
族
で
は
な
く
て
、
家
晴
の
家
臣
だ
っ
た
。
遠
江
守

は
西
郷
信
尚
の
家
臣
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
天
正
十
五
年
の
事
件
で
あ

れ
ば
、
家
晴
入
部
の
折
の
戦
だ
と
う
な
ず
け
る
の
だ
が
、
天
正
十
年
の
墓

石
の
刻
銘
だ
か
ら
、
ま
だ
家
晴
が
登
場
す
る
以
前
で
あ
る
。

竹
崎
城
は
南
北
朝
時
代
、
有
馬
隆
泰
が
構
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
以
来

有
馬
の
佐
賀
平
野
進
出
の
拠
点
と
さ
れ
た
。
戦
国
時
代
も
有
馬
の
勢
力
伸

張
時
代
で
あ
れ
ば
、
竹
崎
の
す
ぐ
隣
り
の
遠
竹
が
、
有
馬
に
攻
撃
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
得
る
。
ま
た
永
禄
年
間
の
西
郷
対
大
村
・
有
馬
の
対
立
時
代

で
あ
れ
ば
、
ま
た
有
馬
に
攻
め
こ
ま
れ
る
の
も
う
な
ず
け
る
。
恐
ら
く
伝

承
の
中
で
は
、
有
馬
が
進
攻
し
て
来
た
時
代
の
物
語
り
と
、
家
晴
平
定
の

な

ま

物
語
と
が
、
綯
い
交
ざ
っ
て
伝
わ
っ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
鶴
田
遠
江
守
と
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
ん
な
経
歴
の
人
物

な
の
か
、
文
献
に
そ
の
名
が
現
れ
な
い
の
で
全
く
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。

き
し
ょ
う
も
ん

ま
た
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
起
請
文

に
は
遠
岳
氏
の
名
前
が
出
て
い
る
の
だ
か
ら
、
遠
竹
村
の
本
来
の
名
主
で

あ
る
遠
竹
氏
も
、
鶴
田
氏
と
併
存
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の

両
者
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

こ
れ
が
鎌
倉
時
代
で
あ
れ
ば
、
う
な
ず
け
な
い
こ
と
も
な
い
。
例
え
ば

宇
木
の
名
主
で
あ
る
宇
木
氏
の
上
に
西
郷
氏
が
居
て
、
同
じ
宇
木
に
城
を

構
え
、
橘
湾
沿
岸
の
諸
族
の
上
に
君
臨
し
た
西
郷
藤
三
郎
が
そ
れ
で
あ
る
。

だ
が
、
少
な
く
と
も
西
郷
氏
時
代
に
な
っ
て
、
戦
国
大
名
領
地
と
し
て
統

一
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
う
い
う
地
頭
的
存
在
は
考
え
ら
れ
な
い
。

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
と
い
え
ば
、
六
月
に
本
能
寺
の
変
が
あ
り
、

信
長
が
殺
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
ま
さ
に
安
土
桃
山
の
時
代
の
ま
っ
た
だ
中
、

や
が
て
完
全
な
大
名
領
国
制
が
確
立
し
よ
う
と
い
う
時
で
あ
る
。
西
郷
氏

領
土
内
の
遠
竹
で
、
鶴
田
氏
と
遠
竹
氏
は
ど
ん
な
関
係
だ
っ
た
の
か
。
こ

第九節 近 世
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の
年
ど
ん
な
事
件
が
あ
っ
て
、
鶴
田
氏
が
滅
亡
に
追
い
こ
ま
れ
た
の
か
、

確
実
な
史
料
と
し
て
の
文
献
の
出
現
が
待
ち
望
ま
れ
る
。
そ
の
墓
と
さ
れ

る
諸
石
塔
の
研
究
も
、
更
に
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

３

沖
田
畷
の
戦

こ
の
時
西
郷
信
尚
は
先
陣
を
願
い
出
た
が
、
許
可
さ
れ
ず
、
参
戦
出
来

て
い
な
い
。
だ
が
重
要
事
件
な
の
で
略
記
し
て
お
く
。

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
三
月
二
十
四
日
早
朝
、
龍
造
寺
隆
信
率
い

る
六
万
の
大
軍
が
、
有
馬
五
千
、
島
津
援
兵
三
千
が
待
構
え
る
島
原
森
岳

の
要
害
に
攻
め
か
か
っ
た
。
山
際
・
中
央
・
浜
沿
い
の
三
つ
に
分
れ
て
攻

め
寄
せ
た
の
だ
が
、
隆
信
の
本
陣
は
最
初
山
際
の
予
定
だ
っ
た
の
を
、
大

将
命
で
急
遽
変
更
し
て
、
中
央
を
進
む
こ
と
に
し
た
の
が
運
の
尽
き
だ
っ

た
。
中
央
は
沖
田
畷
の
名
の
如
く
、
沼
田
の
中
の
細
道
を
進
む
も
の
で
、

先
頭
は
ど
ん
な
に
つ
め
て
も
五
、
六
人
。
そ
れ
が
次
々
に
鉄
砲
の
標
的
に

さ
れ
る
の
だ
か
ら
た
ま
ら
な
い
。
後
方
の
者
は
助
け
に
も
行
け
な
い
、
前

の
者
は
ど
ん
ど
ん
後
ろ
か
ら
詰
め
て
く
る
の
で
、
攻
撃
を
避
け
て
退
く
す

べ
も
な
い
。
は
て
は
沼
田
の
中
に
入
り
こ
ん
で
身
動
き
も
な
ら
ず
、
格
好

の
標
的
に
さ
れ
る
。
散
々
に
打
ち
負
け
て
全
滅
状
態
。
旗
本
も
次
々
に
討

た
れ
、
遂
に
午
後
二
時
頃
、
大
将
隆
信
は
島
津
の
家
人
河
上
左
京
亮
に
討

ち
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
年
五
十
六
歳
。

隆
信
が
死
ん
で
龍
造
寺
一
門
の
実
質
的
取
り
ま
と
め
役
は
、
鍋
島
直
茂

に
移
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
年
十
月
、
西
郷
氏
一
族
が
直
茂
に
提
出
し
た
神

文
（
起
請
文
）
が
あ
る
の
で
次
に
あ
げ
る
。
井
崎
氏
や
遠
竹
氏
の
名
が
出

て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
す
で
に
、
西
郷
純
尭
は
死
去
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

西
郷
一
門
起
請
文

（
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
）

再
拝
々
々
敬
白
天
罰
起
請
文
之
事

文
意
趣
旨

今
度
質
人
銘
々
被
差
下
、
信
尚
公
御
傍
堪
忍
可
仕
之
事
、
兎
角
可
被

為
御
評
次
第
候
、
若
重
而
至
佐
賀
可
被
差
出
之
由
於
被
仰
聞
者
、
其

砌
此
衆
口
能
不
申
上
、
壬
貴
意
即
可
差
登
候
事
、

右
之
趣
令
違
反
者
、
…
…
…
以
下
省
略

天
正
十
二
年
十
月
十
六
日

西
郷
弾
正
忠

幸
守

（
信
尚
）

西
郷
越
後
守

幸
忠

南

肥
後
守

純
清

西
郷
越
中
守

幸
勝

西
郷
常
陸
介

幸
明

（
純
門
）

北

淡
路
守

幸
利

芦
塚
伯
耆
守

幸
定

北

伊
予
守

尚
秀

近
藤
越
前
守

善
時

井
崎
左
衛
門
佐

綱
道

遠
岳
治
部
少
輔

尭
運

金
崎
伊
予
守

種
定
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宇
良
左
衛
門
尉

尚
保

原

左
京
亮

純
英

鍋
島
飛
騨
守

殿

こ
こ
に
名
を
連
ね
た
面
々

は
、西
郷
氏
一
族
か
、城
持
ち

の
重
要
家
臣
た
ち
で
あ
る
。井

さ
え
も
ん
の
す
け
つ
な
み
ち

崎
左
衛
門
佐
綱
道
は
井
崎
城

主
で
、城
は
城
山
古
墳
周
辺

じ

ぶ

と
考
え
ら
れ
る
。遠
岳
治
部

し
ょ
う
ゆ
う
た
か
ゆ
き

少
輔
尭
運
は
権
現
岳
城
主
で
、

古
い
伝
説
を
持
つ
名
主
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
西
郷
家
家
老
山

も
と
し
げ

崎
丹
後
守
素
繁
、
同
じ
く
東

ほ
う
き
の
か
み

伯
耆
守
の
名
は
見
え
な
い
。

天
正
十
五
年
を
待
た
ず
し
て

す
で
に
落
去
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
二
人
と
共
に

東
長
田
の
城
主
と
し
て
西
郷

記
に
登
場
す
る
原
和
泉
守
は
、純
英
の
事
で
あ
ろ
う
か
。不
明
な
点
が
多
い
。

４

伊
佐
早
の
キ
リ
シ
タ
ン

伊
佐
早
（
西
郷
信
尚
）
は
異
教
徒
の
殿
で
、
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ

（
有
馬
晴
信
）
の
姉
妹
の
息
子
、
彼
の
甥
に
あ
た
り
、
大
村
と
高
来

（
有
馬
領
）
の
間
に
、
領
地
と
城
を
有
し
て
い
る
。
彼
の
亡
父
（
純

尭
）
同
様
、
つ
ね
に
彼
は
有
馬
・
大
村
両
家
の
敵
で
、
そ
う
し
た
理

し
も

由
か
ら
下
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
の
敵
で
も
あ
り
、
現
に
そ
の
と
お
り

で
あ
る
。（
従
来
、
我
ら
の
同
僚
た
ち
は
）
し
ば
し
ば
伊
佐
早
領
に

片
足
で
も
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
は
し
ま
い
か
と
試
み
た
が
、
堅

く
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
る
の
で
、
決
し
て
成
功
し
は
し
な
か
っ
た
。

（
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
西
九
州
篇
�
）

こ
の
文
面
か
ら
見
れ
ば
、
伊
佐
早
に
は
一
人
も
キ
リ
シ
タ
ン
は
居
な

か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
か
な
り
根
強
い
信
者
も
居
た
模
様

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
（
織
部
灯
籠
の
竿
石
部
分
）
が
二

基
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
天
正
少
年
遣
欧
使
節
に
加

わ
っ
て
、
随
員
な
が
ら
も
重
要
な
役
割
を
果
し
た
伊
佐
早
出
身
の
人
物
が
、

二
人
い
る
こ
と
。
そ
し
て
一
行
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
頃
セ
ミ

ナ
リ
オ
で
学
ん
で
、
ド
ラ
ー
ド
に
協
力
し
た
伊
佐
早
出
身
者
が
一
人
い
る

こ
と
か
ら
も
、
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
単
に
伊
佐
早

出
身
者
と
い
う
こ
と
だ
け
分
っ
て
い
て
、
何
村
の
出
身
か
、
日
本
名
は
何

か
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
今
後
だ
ん
だ
ん
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
、

後
日
の
た
め
に
、
こ
の
三
名
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

�

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
・
ド
ラ
ー
ド

生
ま
れ
た
時
か
ら
宣
教
師
に
育
て
ら
れ
た
混
血
児
で
、
も
と
も
と
日
本

名
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
伊
佐
早
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に
生
ま
れ
た
。
天

正
十
年
（
一
五
八

二
）
二
月
二
十
日
。

少
年
遣
欧
使
節
が

長
崎
を
出
港
し
た

時
に
、
随
員
の
一

人
と
し
て
同
行
し
、

少
年
使
節
四
人
の

生
活
や
通
訳
を
つ

と
め
た
。
そ
の
と
き
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
有
馬
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
第
一
回
生

で
、
宣
教
師
で
一
行
の
引
率
者
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
を
師
と
し
、
師
の
指
図

で
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
の
活
版
印
刷
術
を
学
び
、
日
本
に
初
め
て
活
版
印

刷
機
を
も
た
ら
し
、
初
め
て
数
々
の
書
籍
を
印
刷
し
た
人
物
で
あ
る
。
秀

吉
、
続
い
て
家
康
の
禁
教
令
に
よ
り
、
国
外
退
去
の
止
む
な
き
に
至
り
、

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
印
刷
機
と
共
に
マ
カ
オ
に
脱
出
し
、
彼
の
地

で
は
神
父
と
し
て
活
躍
。
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
マ
カ
オ
セ
ミ
ナ
リ
オ

院
長
に
就
任
し
た
が
、
ま
も
な
く
五
十
三
歳
で
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

�

ジ
ョ
ル
ジ
・
ロ
ヨ
ラ

有
馬
セ
ミ
ナ
リ
オ
最
初
の
生
徒
二
十
二
人
中
の
一
人
で
、
伊
佐
早
出
身
。

日
本
名
は
分
っ
て
い
な
い
。
一
行
に
随
員
と
し
て
同
行
、
永
禄
三
年
（
一

五
六
〇
）
生
ま
れ
の
青
年
修
道
士
で
、
出
発
時
二
十
三
歳
。
ラ
テ
ン
語
に

長
じ
、
文
筆
に
も
優
れ
、
船
中
で
は
少
年
た
ち
に
日
本
語
の
指
導
を
行
う
。

将
来
、
日
本
人
初
の
司
祭
と
目
さ
れ
て
、
期
待
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
天

正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
帰
国
途
中
マ
カ
オ
に
お
い
て
、
二
十
八
歳
の
若

さ
で
、
結
核
に
よ
り
死
去
し
た
。
大
西
洋
の
孤
島
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
の
教
会

堂
に
残
さ
れ
て
い
る
上
陸
記
念
の
毛
筆
書
き
は
、
彼
の
手
に
な
る
も
の
と

い
う
。

�

ミ
ゲ
ル
い
ち
く

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
伊
佐
早
生
ま
れ
の
キ
リ
シ
タ
ン
で
、
使
節
団

帰
国
前
の
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
、
有
馬
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
入
学
。

帰
国
後
の
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
天
草
コ
レ
ジ
ヨ
入
学
。
ラ
テ
ン
語
・

国
語
・
国
文
学
・
音
楽
に
長
じ
て
い
た
。
ド
ラ
ー
ド
に
つ
い
て
印
刷
技
術

を
身
に
つ
け
、
和
漢
字
、
ロ
ー
マ
字
の
金
属
活
字
の
鋳
造
に
、
優
れ
た
技

術
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

５

龍
造
寺
家
晴

伊
佐
早
入
部

龍
造
寺
家
晴
は
、
肥
前
の
覇
者
龍
造
寺
隆
信
一
門
の
若
武
者
と
し
て
、

元
亀
・
大
正
の
頃
登
場
す
る
。
隆
信
の
弟
で
多
久
の
祖
と
な
る
長
信
、
後

に
直
茂
と
称
し
て
佐
賀
藩
祖
と
な
る
鍋
島
信
昌
ら
と
、
く
つ
わ
を
並
べ
て

各
地
に
戦
い
、
戦
功
を
重
ね
て
来
た
。

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
隆
信
は
肥
後
に
進
撃
し
て
、
薩
摩
と
激
し
い

攻
防
戦
を
展
開
す
る
が
、
嘉
瀬
川
以
北
を
肥
前
領
と
し
て
和
議
が
成
立
。

家
晴
は
南
関
（
熊
本
県
）
に
在
っ
て
こ
の
地
を
守
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
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翌
九
年
鍋
島
信
昌
は
柳
川
城
に
入
り
、
筑
後
を
鎮
め
る
。
家
晴
は
天
正
十

三
年
の
有
馬
攻
め
に
も
従
う
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
専
ら
南
関
の
守
り
を
命

ぜ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
三
月
二
十
四
日
、隆
信
が
突
然
沖
田
畷
で
戦
死
。佐
賀
に
帰
っ

た
信
昌
は
蓮
池
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
代
っ
て
家
晴
が
柳
川
城
を
守
る
こ

と
に
な
る
。
夏
に
大
友
軍
が
侵
入
し
て
く
る
が
、
家
晴
よ
く
守
り
防
い
で

こ
れ
を
撃
退
す
る
。
こ
う
し
て
天
正
十
年
（
一
五
八
七
）
の
秀
吉
の
薩
摩

攻
め
、
七
月
の
伊
佐
早
討
入
り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
い
き
さ
つ

を
『
西
郷
記
』
に
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。

天
正
十
五
年
五
月
四
日
薩
摩
落
城
あ
り
て
、
太
閤
様
上
方
御
帰
之

節
、
暫
く
九
州
御
滞
陣
被
遊
、
被
仰
出
候
ハ
、
筑
後
一
国
龍
造
寺
家

晴
へ
可
被
下
候
、
大
国
拝
領
の
者
跡
方
如
先
例
、
禮
物
差
上
国
を
請

取
候
様
に
と
、
浅
野
弾
正
殿
に
て
被
仰
付
候
得
共
、
俄
之
儀
に
て
、

黄
金
百
枚
無
之
、
御
請
合
無
之
由
候
事
。
依
之
右
代
地
に
、
伊
佐
早

之
領
主
西
郷
薩
摩
入
に
自
由
を
構
へ
、
郡
郷
数
代
領
し
な
か
ら
、
我

意
を
振
ふ
の
科
不
軽
、
依
之
彼
者
領
地
被
召
上
、
家
晴
に
加
扶
せ
ら

る
由
也
。
外
に
藤
津
郡
之
内
、
小
城
郡
之
内
、
杵
嶋
郡
之
内
、
本
地

合
弐
萬
六
千
石
之
御
朱
印
出
る
。

西
郷
記
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
書
か
れ
た
。
作
者
不
明
だ
が
、

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
諫
早
討
入
り
の
出
来
事
を
、
約
百
年
後
に

諫
早
家
家
臣
の
誰
か
が
、
古
老
の
聞
き
伝
え
を
丹
念
に
拾
い
な
が
ら
、
記

録
し
た
も
の
で
、
龍
造
寺
側
に
身
び
い
き
に
傾
く
の
は
否
め
な
い
。
そ
の

点
割
引
い
て
読
む
必
要
が
あ
り
、
ま
た
記
憶
違
い
も
出
て
来
る
こ
と
も
あ

り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
家
晴
は
黄
金
百
枚
な
か
っ
た
た
め
に
、
柳
川
の
知

行
を
断
っ
た
と
言
う
の
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
い
よ
い
よ
御
進
発
で
あ
る
。

西
郷
殿
へ
公
儀
よ
り
改
易
之
御
奉
書
、
参
候
得
共
退
城
無
之
、
佐

賀
よ
り
も
度
々
御
使
者
雖
有
之
、
城
御
渡
し
あ
る
べ
き
と
の
御
返
詞

無
之
ニ
付
而
、
此
上
な
が
ら
は
一
戦
に
及
び
、
城
を
御
請
取
可
被
成

つ
い
た
ち

由
に
て
、
干
時
天
正
十
五
年
七
月
朔
日
に
、
家
晴
公
御
手
勢
屈
強
之

軍
士
、
弐
千
五
百
騎
の
着
到
に
て
、
多
良
陸
路
よ
り
御
発
向
。
干
時

し
ず
ま
さ

肥
前
守
鎮
賢
、
政
家
よ
り
為
御
合
力
、
内
田
肥
後
守
・
下
村
左
馬
允

に
壱
千
騎
被
相
副
、
肥
前
あ
だ
て
と
言
船
五
拾
艘
に
乗
込
、
船
壱
艘

に
日
に
日
足
の
紋
付
た
る
旗
一
流
宛
被
押
立
、
竹
崎
漕
廻
し
行
を
、

ば

ふ
き
な
び
き

高
山
よ
り
見
下
し
候
得
者
、
旗
足
南
に
吹
靡
、
誠
に
賑
ひ
た
り
し

う
な
ば
ら

海
原
也
。
家
晴
公
御
旗
本
、
陸
と
海
上
と
一
度
に
見
合
被
押
掛
候
得

者
、
御
馬
験
御
旗
等
、
嶽
之
嵐
に
吹
靡
さ
れ
、
賑
ひ
た
り
し
有
様
也
。

こ
の
よ
う
な
有
様
で
、
小
長
井
の
陸
と
海
と
を
通
過
し
た
わ
け
だ
が
、

小
長
井
で
こ
の
時
、
ど
の
よ
う
な
戦
が
あ
っ
た
も
の
な
の
か
、
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
遠
岳
氏
そ
の
他
主
だ
っ
た
武
将
た
ち
は
、
す
で
に
高
城

に
か
け
つ
け
て
籠
城
し
て
い
た
。
西
郷
氏
は
、
い
ま
の
諫
早
公
園
の
丘
に

高
城
を
築
い
て
本
城
と
し
、
本
明
川
を
は
さ
ん
で
後
の
安
勝
寺
・
慶
巌
寺

間
に
岩
山
が
あ
っ
た
の
に
、
正
林
城
を
築
い
て
二
の
丸
と
し
た
。（
こ
の

岩
山
は
後
に
眼
鏡
橋
用
材
を
採
石
し
た
石
切
り
場
に
な
っ
て
、
今
は
そ
の

面
影
も
な
い
。）

さ
て
七
月
三
日
、
総
攻
撃
に
移
っ
た
龍
造
寺
軍
は
、
先
ず
こ
の
正
林
で

激
し
い
死
闘
を
展
開
、
片
時
の
間
に
こ
れ
を
乗
っ
取
り
、
所
々
の
敵
を
打
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ち
破
っ
て
、
高
城
下
の
桜
馬
場
ま
で
旗
を
進
め
た
。

や
ぐ
ら

あ
ま
た

や
は
ざ
ま

高
城
の
上
に
、
四
方
に
高
矢
倉
有
て
、
数
多
の
矢
狭
間
有
之
、
麓

よ
り
上
に
至
り
て
植
木
一
本
も
無
之
、
見
す
か
し
た
る
城
也
。
東
ハ

大
手
口
、
本
門
、
桜
馬
場
有
之
也
。
家
晴
公
御
馬
、
桜
馬
場
際
に
御

い
く
さ

出
張
の
由
。
依
之
西
郷
方
軍
兵
悉
く
引
取
、
城
に
楯
籠
る
。
城
内
軍

評
定
区
々
な
れ
共
、
城
際
迄
被
乗
掛
難
叶
や
被
存
け
む
。
西
郷
殿
、

同
北
之
方
、
家
中
女
房
南
の
手
よ
り
、
山
伝
ひ
し
て
嶋
原
の
様
に
落

行
被
申
し
は
、
誠
に
あ
わ
れ
な
る
有
様
也
。

だ
が
西
郷
氏
は
、
こ
れ
で
終
ら
な
か
っ
た
。
家
晴
軍
は
ひ
と
ま
ず
、
本

丸
、
二
の
丸
そ
の
他
要
所
に
留
守
番
の
み
を
残
し
て
佐
賀
に
帰
り
、
家
族

を
つ
れ
て
引
っ
越
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
間
に
家
晴
は
、
命
に
よ
っ
て

肥
後
に
出
陣
す
る
。
そ
の
留
守
を
見
計
ら
っ
た
天
祐
寺
の
泰
雲
和
尚
の
計

ら
い
に
よ
っ
て
、
前
宇
木
城
主
西
郷
純
門
を
総
大
将
と
す
る
西
郷
遺
臣
た

ち
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
高
城
を
乗
っ
取
っ
て
し
ま
う
。
い
わ
ゆ
る
西
郷

一
揆
で
あ
る
。
さ
ら
に
泰
雲
に
呼
応
し
て
、
小
江
の
道
香
寺
・
栄
田
の
安

祥
寺
さ
ら
に
は
宇
木
、
小
野
で
と
、
各
地
に
一
揆
が
頻
発
す
る
。

急
を
聞
い
た
家
晴
は
、
十
月
二
日
、
手
勢
一
、
五
〇
〇
を
率
い
て
急
ぎ

か
ん
ぷ

伊
佐
早
に
帰
陣
。
高
城
を
奪
還
し
て
、
完
膚
な
き
ま
で
掃
討
作
戦
を
展
開

す
る
。
西
郷
軍
は
埋
津
の
対
岸
、
扇
畑
に
陣
を
し
い
て
最
後
の
決
戦
を
挑

み
、
激
戦
が
展
開
さ
れ
て
、
太
刀
洗
川
は
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
流
れ
る
事

に
な
る
。
こ
の
激
戦
地
字
林
の
辻
が
、
陣
の
辻
と
呼
び
習
わ
さ
れ
る
所
以

で
あ
る
。
龍
造
寺
軍
は
、
唐
比
や
三
つ
島
ま
で
追
い
か
け
て
こ
れ
を
せ
ん

滅
す
る
。
こ
こ
に
伊
佐
早
西
郷
氏
は
滅
亡
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
正

統
家
系
は
、
縁
先
の
平
戸
松
浦
家
を
頼
っ
て
松
浦
家
家
臣
と
な
り
、
明
治

維
新
ま
で
存
続
し
て
行
く
。
遠
岳
氏
も
西
郷
氏
と
運
命
を
共
に
し
、
あ
る

い
は
有
馬
家
臣
と
な
り
、
あ
る
い
は
大
村
家
の
家
臣
と
な
る
。
中
で
も
小

城
の
遠
岳
氏
に
つ
い
て
少
し
の
べ
て
お
く
。

小
城
藩
士
の
遠
岳
家
は
、
そ
の
祖
を
遠
岳
秀
慶
と
さ
れ
て
い
る
。
遠
竹

家
没
落
の
折
、
遠
岳
城
主
で
あ
っ
た
秀
慶
の
父
は
、
頼
る
所
が
あ
っ
て
筑

後
に
赴
き
、
当
時
二
歳
の
秀
慶
を
、
神
埼
郡
田
手
村
の
東
明
寺
に
あ
ず
け

た
。
住
職
が
秀
慶
の
叔
父
に
当
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
お
家
再
興
の
機
会

を
待
た
ず
に
、
約
十
年
後
に
父
は
他
界
す
る
。
十
二
歳
の
秀
慶
は
出
家
し

て
、
父
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
に
な
る
。

佐
賀
藩
祖
鍋
島
直
茂
が
、
田
手
村
で
鷹
狩
を
行
い
、
東
明
寺
で
休
息
の

折
、
茶
の
給
仕
に
出
た
秀
慶
を
、
見
所
あ
り
と
し
て
還
俗
さ
せ
、
武
士
に

取
り
立
て
た
。
遠
岳
秀
慶
と
名
乗
ら
せ
て
近
仕
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
秀

慶
は
直
茂
の
愛
顧
を
こ
う
む
り
、
数
々
の
逸
話
を
残
し
、
つ
い
に
は
葉
隠

に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
井
崎
・
田
原
・
長
里
な
ど
に
、
西
郷
家
家
臣

と
し
て
居
た
で
あ
ろ
う
豪
族
た
ち
も
、
ほ
ぼ
遠
岳
氏
と
同
じ
よ
う
な
運
命

を
た
ど
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
の
所
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
得
な
い
が
、
今
後
新
し
い
資
料
の
出
現
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
豊
臣
秀
吉
は
、
自
ら
肥
前
名
護
屋
城
に
出
陣

し
て
、
加
藤
清
正
・
小
西
行
長
を
両
先
陣
と
し
て
、
十
六
万
の
大
軍
を
朝

鮮
半
島
に
出
陣
さ
せ
る
。
鍋
島
直
茂
率
い
る
肥
前
の
軍
士
一
二
、
〇
〇
〇

も
、
清
正
陣
営
に
組
み
こ
ま
れ
る
。
龍
造
寺
信
重
（
家
晴
）
も
七
年
間
在

陣
、
二
王
子
を
捕
ま
え
た
り
、
清
正
救
出
に
働
い
た
り
、
数
々
の
功
を
立
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て
る
。

た
い
そ
う

お
き

晩
年
家
晴
は
、
泰
叟
道
安
と
号
し
、
沖
城
に
隠
居
す
る
。
沖
城
は
、
西

郷
が
築
い
た
支
城
の
一
つ
で
、
本
明
川
の
入
江
と
半
造
川
の
入
江
と
の
分

岐
点
に
在
り
、
二
つ
の
入
江
に
入
港
す
る
船
の
見
張
り
に
絶
好
の
位
置
に

あ
っ
て
、
海
の
入
口
を
監
視
す
る
城
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
十
月
晦
日
、
五
十
八
歳
で
波
乱
の
生
涯
を

閉
じ
た
家
晴
は
、
諫
早
家
の
祖
と
し
て
「
高
城
明
神
」
と
称
し
、
高
城
神

社
に
祭
ら
れ
て
い
る
。

二
、
江
戸
時
代

な
お
の
り

１

諫
早
二
代
直
孝
と
三
部
上
知

龍
造
寺
家
晴
が
沖
城
に
隠
居
し
て
、
二
代
目
を
継
い
だ
直
孝
は
、
寛
永

十
二
年
（
一
六
三
五
）
六
月
一
日
死
去
す
る
ま
で
、
三
十
年
程
領
主
の
座

に
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
、
家
康
・
秀
忠
・
家
光
と
続
く
幕
藩

体
制
の
確
立
期
に
当
た
る
。
そ
の
過
程
の
中
で
、
龍
造
寺
本
家
に
そ
の
人

を
得
な
か
っ
た
事
も
あ
っ
て
、
佐
嘉
藩
は
鍋
島
氏
が
束
ね
る
こ
と
に
な
る
。

諫
早
・
多
久
・
武
雄
・
須
古
の
龍
造
寺
四
家
も
、
す
べ
て
鍋
島
藩
の
中
に

組
み
込
ま
れ
る
。
こ
の
時
姓
を
改
め
て
「
イ
サ
ハ
ヤ
」
を
名
乗
る
こ
と
に

し
、
文
字
も
伊
佐
早
を
諫
早
に
改
め
る
。
伊
佐
早
藩
が
な
く
な
っ
て
、
佐

嘉
藩
諫
早
領
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
四
家
の
領
主
た
ち
も
、
佐
賀
城
内

に
屋
敷
を
与
え
ら
れ
て
住
み
、
本
藩
の
政
治
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
本
藩
政
治
に
責
任
を
持
つ
立
場
で
見
て
み
る
と
、
如
何
に
も

本
藩
の
財
産
基
盤
が
貧
弱
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
配
分
の
領
地
を
持
つ
龍

造
寺
四
家
が
申
し
合
わ
せ
て
、
三
部
上
知
を
行
い
、
そ
の
強
化
を
計
っ
た
。

諫
早
の
伝
え
で
は
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
と
寛
永
年
間
（
一
六
二
四

〜
四
三
）
の
二
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。
最
初
は
七
浦
以
東
一
万
石
を
供

出
、
本
藩
は
そ
の
地
に
息
子
を
置
い
て
、
親
藩
の
鹿
島
藩
を
つ
く
る
こ
と

に
な
る
。
二
回
目
は
諫
早
城
下
を
と
り
ま
く
十
四
ヶ
村
を
御
蔵
入
地
と
し
、

三
千
石
の
年
貢
米
を
佐
賀
に
送
る
代
官
を
永
昌
に
置
い
た
。
こ
の
体
制
は

明
治
維
新
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。

ひ
ろ

２

三
代
茂
敬
と
長
崎
警
備

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
父
の
跡
を
継
い
で
か
ら
承
応
元
年
（
一

六
五
二
）
五
日
に
没
す
る
ま
で
、
十
八
年
間
領
主
の
座
に
あ
っ
た
茂
敬
だ

が
、
彼
も
日
本
史
上
の
重
大
事
件
に
遭
遇
す
る
。
島
原
の
乱
出
陣
と
長
崎

警
備
で
あ
る
。
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
五
月
、
幕
府
は
第
三
回
鎖
国

令
を
出
し
て
朱
印
船
貿
易
を
廃
止
し
、
日
本
人
の
海
外
渡
航
を
禁
止
す
る
。

さ
ら
に
貿
易
を
長
崎
の
み
に
限
定
す
る
。

ぼ
っ
ぱ
つ

遂
に
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
十
月
、
天
草
・
島
原
の
乱
が
勃
発
す

る
。
茂
敬
も
最
前
線
に
布
陣
し
、
激
戦
を
展
開
し
て
九
十
四
名
の
戦
死
者

を
出
し
な
が
ら
も
、
見
事
攻
略
し
た
「
松
山
出
丸
の
戦
」
は
、
後
々
の
語

り
草
に
な
っ
た
程
の
功
を
立
て
た
。
天
祐
寺
に
建
て
ら
れ
た
「
島
原
の
乱

戦
没
者
追
悼
碑
」
に
は
、
小
長
井
か
ら
も
長
里
の
鉄
砲
足
軽
黒
田
持
監
と
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か

ち

井
崎
の
徒
士
小
溝
杢
右
衛
門
が
、
名
を
連
ね
て
い
る
。
翌
年
二
月
、
四
万

の
一
揆
軍
が
一
城
の
中
に
全
滅
、
こ
こ
に
乱
は
終
結
す
る
。
幕
府
は
翌
十

六
年
（
一
六
三
九
）
七
月
、
第
五
回
鎖
国
令
を
出
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の

来
航
を
禁
じ
、
こ
こ
に
鎖
国
が
完
成
す
る
。

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
二
月
、
福
岡
・
五
島
・
大
村
藩
に
、
異
国

船
監
視
に
当
ら
せ
た
の
が
長
崎
警
備
の
始
ま
り
で
あ
る
。
更
に
四
月
、
平

戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
長
崎
出
島
に
移
し
た
の
で
、
火
の
消
え
た
よ
う
に

な
っ
て
い
た
出
島
が
、
再
び
活
気
を
取
り
も
ど
し
て
き
た
。

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
三
月
、
鍋
島
勝
茂
が
長
崎
警
備
を
命
ぜ
ら

れ
、
翌
二
十
年
か
ら
は
福
岡
藩
と
交
替
で
長
崎
警
備
に
つ
く
こ
と
に
な
る
。

佐
嘉
藩
の
中
で
は
、
諫
早
が
長
崎
に
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
諫
早
か
ら
多

く
の
軍
勢
を
く
り
出
す
の
が
常
で
あ
っ
た
。
非
番
の
時
も
緊
急
出
兵
が
あ

り
、
遂
に
は
「
千
人
百
挺
」
の
用
意
を
求
め
ら
れ
る
。
矢
上
に
は
そ
の
た

め
の
屯
所
も
置
か
れ
た
。

３

長
崎
街
道

長
崎
開
港
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
長
崎
街
道
は
、
小
倉
か
ら
長
崎
に
至
る

街
道
で
、
海
外
と
の
唯
一
の
窓
口
に
な
っ
た
長
崎
と
、
江
戸
・
大
阪
を
始

め
全
国
を
結
ぶ
、
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。
長
崎
奉
行
を
始
め
幕
府
諸
役

人
、
長
崎
警
備
の
諸
大
名
と
そ
の
家
臣
た
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
江
戸

参
府
や
大
小
の
商
人
・
学
者
・
医
者
・
文
人
、
幕
末
に
は
維
新
の
志
士
た

ち
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
往
来
し
、
日
本
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、
近
代
化
の
夜
明
け
を
も
た
ら
し
た
街
道
で
あ
る
。

佐
嘉
藩
で
は
そ
の
ル
ー
ト
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
古
く
か
ら
開
か
れ
た

山
茶
花
峠
を
越
え
る
「
多
良
越
え
」
の
道
で
、
二
つ
め
は
俵
坂
峠
を
越
え

る
比
較
的
平
坦
線
と
言
う
べ
き
「
彼
杵
廻
り
」
の
道
で
あ
る
。
そ
の
外
に
、

海
上
ル
ー
ト
も
利
用
さ
れ
た
。

佐
嘉
藩
主
が
長
崎
警
備
に
赴
く
の
は
、
常
に
多
良
越
え
の
道
で
あ
っ
た
。

自
領
の
み
を
通
っ
て
長
崎
に
行
け
る
か
ら
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ

の
ル
ー
ト
は
小
長
井
を
通
る
。
山
茶
花
峠
に
は
駕
籠
立
場
も
置
か
れ
た
。

藩
主
や
上
使
の
通
過
の
際
は
、
沿
線
の
村
々
は
道
路
の
整
備
に
出
夫
し
た
。

小
長
井
は
原
野
が
多
か
っ
た
の
で
、
牧
名
を
は
じ
め
と
し
て
牛
馬
の
牧
場

が
開
か
れ
、
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
助
郷
も
お
か
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

し
げ
ざ
ね

４

四
代
茂
真
と
石
造
文
化

四
代
茂
真
夫
妻
は
、
ひ
と
き
わ
壮
大
な
石
室
に
眠
っ
て
い
る
。
し
か
も

そ
れ
は
、
初
代
以
下
一
般
の
諫
早
家
墓
所
よ
り
一
段
高
く
、
中
段
を
開
い

て
そ
の
奥
に
あ
る
。
中
段
に
は
入
り
口
に
、
も
う
一
つ
の
小
さ
な
石
室
が

あ
る
。
茂
真
を
大
変
可
愛
が
っ
た
祖
母
長
寿
院
の
墓
で
、
佐
嘉
藩
祖
直
茂

の
姫
で
あ
る
。
二
代
直
孝
の
後
室
に
入
っ
て
、
三
代
茂
敬
を
生
む
。
こ
の

長
寿
院
が
先
ず
、
佐
嘉
か
ら
御
影
石
を
運
ば
せ
た
後
に
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
。

三
代
茂
敬
に
は
初
代
藩
主
勝
茂
の
姫
が
嫁
ぎ
、
四
代
茂
真
夫
人
も
、
勝

茂
の
子
で
白
石
鍋
島
の
祖
で
あ
る
直
弘
の
姫
が
嫁
い
で
い
る
。
こ
う
し
て

―１８６―

第二章 歴 史



二
代
三
代
四
代

と
、
藩
主
と
身

近
な
外
戚
関
係

を
結
び
、
し
ば

し
ば
城
代
家
老

の
重
責
に
立
っ

た
。
龍
造
寺
四

家
で
は
最
大
の

大
配
分
を
領
知

し
、
藩
内
で
の
立
場
も
、
財
産
面
で
も
、
最
も
充
実
し
て
い
た
時
で
あ
る
。

そ
こ
で
多
額
の
経
費
を
要
す
る
石
造
物
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
が
愛
宕
神
社
の
石
段
で
、
水
月
院
様
（
茂
真
）
建
設
と
諫
早
日

記
に
出
て
い
る
。
二
百
六
十
数
段
が
今
も
健
在
で
威
容
を
誇
っ
て
い
る
。

み
ん

そ
の
二
が
石
段
入
口
の
肥
前
鳥
居
で
あ
る
。
額
の
揮
毫
を
明
僧
即
非
に

依
頼
し
た
の
が
寛
文
二
年
（
一
六
六
三
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
三
が
天
祐
寺
の
石
造
五
重
塔
で
、
も
と
御
書
院
の
奥
庭
に
あ
っ
た

も
の
と
い
う
。
外
祖
父
に
当
る
初
代
勝
茂
の
七
回
忌
に
当
り
、
そ
の
慰
霊

の
為
に
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
四
が
島
原
の
乱
戦
没
者
追
悼
碑
で
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ていし

い
る
。
こ
れ
ら
の
石
造
物
は
数
百
年
を
経
た
今
も
ゆ
る
ぎ
な
く
、
諫
早
石

く工
の
高
い
技
術
水
準
を
示
し
て
い
て
、
眼
鏡
橋
や
富
川
の
五
百
羅
漢
像
と

並
ん
で
、
諫
早
石
工
の
代
表
作
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

５

長
里
名
大
久
保
の
開
発

野
中
素
氏
や
田
崎
保
時
氏
が
解
読
し
た
碑
文
を
読
み
下
し
文
に
し
て
こ

こ
に
挙
げ
る
。馬

頭
観
音
（
市
杵
島
神
社
）
石
門
柱
碑
文

そ
れ
こ
こ

か
い
び
ゃ
く

た
ず

夫
茲
に
長
里
境
内
大
久
保
郷
の
新
地
開
闢
の
来
由
を
原
ぬ
れ
ば
、

た
く
み

寛
文
の
末
よ
り
延
宝
の
始
に
至
る
か
、
其
の
先
主
諫
早
内
匠
平
直
清

こ
べ
ん

こ
う
む

の
代
に
当
る
。
彼
の
元
家
諫
水
月
院
殿
藤
原
真
公
の
顧
眄
を
蒙
り
、

か

あ
ら
か
じ

地
を
開
き
し
所
な
り
。
曽
っ
て
直
清
世
継
無
き
を
聞
き
て
、
預
め

し

ゆ
う
じ

茂
真
公
、
十
五
男
（
子
の
誤
り
）
五
左
衛
門
藤
原
晴
英
を
猶
児
と
為

し

ひ
の
え
と
ら

さ
使
む
。
而
し
て
直
清
、
貞
享
三
丙
寅
の
年
閏
弥
生
六
月
を
以
て

卒
す
。

い
ん
え
い

お
よ
ぼ

晴
英
継
を
受
け
て
よ
り
彼
の
胤
裔
忠
孝
兼
備
、
仁
慈
孤
独
に
覃
す
。

ぼ
う
み
ん

こ
う
き

た

そ

其
の
先
考
に
感
じ
、
治
生
産
業
、

民
得
益
の
鴻
基
を
樹
つ
。
厥
の

ぼ
く

は
い
じ
ょ
う

中
央
絶
勝
の
地
を
卜
し
て
、
馬
頭
観
自
在
を
拝
請
し
、
一
宇
を
創

ほ
う
と
う
ゆ
う
ね
ん

建
す
。
い
わ
ゆ
る
。
三
有
四
の
恩
徳
に
報
い
、
且
つ
豊
登
有
年
の
守

か

あ

あ

護
を
祈
り
、
且
つ
上
下
現
当
の
二
益
を
仰
ぐ
。
嗚
呼
、
つ
ら
つ
ら
生

う

い

界
を
案
ず
る
に
、
有
為
変
遷
、
生
者
必
滅
の
悲
、
六
凡
四
聖
異
る
と

い
え
ど

ひ
の
え
た
つ

雖
も
、
無
常
誰
ぞ
免
れ
ん
や
。
終
に
六
十
六
歳
、
元
文
元
丙
辰
年

九
月
二
日
を
以
て
卒
す
。
去
り
て
以
来
、
日
往
き
月
来
り
て
、
滄
海

あ
げ

桑
田
の
口
碑
、
勝
て
少
な
か
ら
ず
。

し
か
る
後
、
一
宇
空
し
く
唯
四
壁
を
存
じ
、
堂
前
荒
蕪
し
、
蔓
草

す
け
も
と

地
を
ひ
た
す
の
み
。
こ
こ
に
一
清
士
馬
渡
樹
兵
衛
弼
基
と
い
う
者
あ
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じ
ょ
う
い

じ
ょ
う

り
。
世
々
諫
早
氏
に
仕
え
て
、
天
性
乗
彜
善
知
定
を
止
め
、
閑
邪

誠
を
存
す
。
進
退
言
辞
三
復
之
を
同
じ
く
し
て
、
生
平
深
く
三
宝
に

お
も

か

帰
依
し
、
合
家
挙
げ
て
其
の
淳
素
の
好
風
を
懐
う
。
か
っ
て
彼
の
荒

ひ
そ
か

い
え
ど

う

蕪
傾
頽
の
地
を
顧
み
て
、
私
に
興
復
の
志
存
す
と
雖
も
、
出
仕
烏

と
い
と
ま

さ
と

し
ち
ろ
う

の
り
に
わ

免
暇
あ
ら
ず
、
香
し
て
そ
の
息
七
良
右
衛
門
規
庭
、
閑
靖
少
言
、

ゆ
う
じ
ょ
う

ひ
と

ご
と

揖
譲
共
謙
、
父
と
斉
し
き
が
如
し
。
そ
の
二
男
理
右
衛
門
安
俊
、

も

忠
烈
孝
道
、
進
退
去
止
、
一
以
っ
て
之
を
貫
く
。
彼
家
督
は
赤
司
氏

い
え
ど

ま
じ

に
お
け
る
と
雖
も
、
又
其
の
主
家
を
同
じ
く
す
。
而
し
て
家
を
混
え

と
と
も
に

お
も
む

て
淳
々
た
り
。
然
し
て
世
與
出
世
し
て
ま
た
其
の
赴
き
を
同
じ
く

す
。

ま
か

息
長
じ
て
後
よ
り
、
公
門
の
出
仕
之
を
委
す
こ
と
多
し
。
以
っ
て

こ
こ

う

嫡
子
茲
に
於
い
て
遂
に
宿
願
を
為
し
た
り
。
明
和
八
卯
年
よ
り
安
永

と
り

お
わ

い

し
こ
う

六
酉
年
に
至
り
て
再
興
し
畢
ん
ぬ
。
美
を
尽
く
す
と
謂
う
べ
し
。
然

か

う
れ
い

き
の
と
い

し
て
尚
門
頭
闕
く
を
も
っ
て
憂
と
な
す
。
終
に
文
化
十
二
乙
亥
年

は
く
せ
き

ぎ
ょ
く
せ
い

を
も
っ
て
、
願
す
で
に
満
つ
。
白
石
に
玉
勢
を
刻
み
て
梵
宮
入
者

よ

に
聳
ゆ
。
因
っ
て
智
力
十
方
諸
国
土
、
利
し
て
至
ら
ざ
る
無
し
。

つ
い
ぜ
ん

じ
ょ
う
じ
ゃ
っ
こ
う

又
そ
の
二
子
、
先
主
の
真
福
を
追
薦
す
る
が
如
し
。
浄
寂
光
中
、

さ
つ
た

て
い
さ
い

永
夜
灯
を
点
じ
、
蕉
翁
風
雅
の
奇
石
を
配
列
し
、
薩

守
護
の
庭
際

な

し

を
荘
厳
に
す
。
楽
厥
風
雅
、
遊
無
く
何
ん
ぞ
こ
れ
有
ら
使
め
ん
や
。

と
も

あ
ず

い

郷
の
高
士
と
倶
に
そ
の
勝
縁
に
預
か
る
。
是
即
ち
長
勇
を
見
る
と
謂

つ
き
る

え
こ
う

し
ん
に
ょ

い
た
る
か
。
物
名
尽
に
異
る
と
雖
も
、
回
向
を
以
っ
て
真
如
実
際

み
ん
お
く

の
浄
界
翼
に
伏
し
、
諫
家
の
武
運
萬
歳
を
祝
し
、
楽
業
の
民
屋
千
秋

を
歌
う
。

至
祷
至
祝

こ
の
と
き

き
の
と
い

ば
ん
ろ
う

維
時

日
本
文
化
十
二

龍
舎
乙
亥

晩
臘
吉
旦

し
ゃ
も
ん

前
和
銅

現
寓
富
川

護
法
山
洞
上
沙
門

滋
普
照

ず

た

き
ょ
う
く

し
る

杜
多

恐
懼

手
記
敬
っ
て
記
す
。

だ
い
え
い

諫
早
直
清
は
、
諫
早
大
衛
家
（
北
諫
早
家
）
の
祖
で
あ
る
。
三
百
石
取

く
な
い

り
の
諫
早
家
の
親
族
家
老
で
、五
百
石
取
り
の
諫
早
宮
内
家（
南
諫
早
家
）

と
共
に
、
諫
早
領
主
家
に
対
し
て
、
幕
府
に
お
け
る
御
三
家
の
役
割
り
を

果
し
て
き
た
。
碑
文
に
あ
る
よ
う
に
、
諫
早
家
四
代
領
主
茂
真
の
十
五
子

晴
英
を
養
子
に
迎
え
て
、
二
代
目
を
継
が
せ
る
。
大
久
保
は
直
清
の
知
行

地
で
あ
っ
て
、
四
代
茂
真
の
後
ろ
だ
て
を
得
て
、
直
清
が
開
発
し
た
土
地

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
時
期
に
つ
い
て
、
寛
文
か
ら
延
宝
に
至
る
時
と

い
う
か
ら
、
一
六
六
一
年
か
ら
一
六
八
〇
年
の
間
で
あ
る
。

晴
英
も
養
父
に
な
ら
っ
て
よ
く
産
業
振
興
に
つ
と
め
、
民
生
の
安
定
を

図
っ
た
。
大
久
保
の
景
勝
の
地
を
選
ん
で
、
馬
頭
観
音
像
を
祀
り
、
こ
の

地
の
守
護
を
祈
っ
た
。

「
合
祀
の
市
杵
島
姫
命
は
、
岩
永
さ
ん
の
先
祖
が
こ
こ
に
入
植
の
際
、

諫
早
の
領
主
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
こ
れ
を
自
ら
背
負
っ
て
き
て
、

自
宅
に
祭
っ
て
い
た
が
、
地
域
の
人
達
の
懇
望
に
よ
っ
て
、
こ
の
観
音
堂

に
移
し
た
も
の
と
い
う
。」
と
、
小
長
井
町
誌
に
あ
る
。
ま
た
同
誌
市
杵

島
神
社
の
項
に
、「
諫
早
家
の
床
の
間
に
あ
っ
た
弁
才
天
を
こ
こ
に
移
し

た
」
と
の
一
文
が
あ
る
の
が
、
市
杵
島
姫
命
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
市

ふ

え

杵
島
姫
命
は
よ
く
、
弁
才
天
に
不
会
し
て
祀
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
弁
才

う

か
じ
ん

天
は
ま
た
、
日
本
古
来
の
穀
物
神
で
あ
る
宇
賀
神
と
同
一
視
さ
れ
て
、
祭

ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
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く
み
つ
き
の

ま

観
音
堂
を
中
興
し
た
馬
渡
弼
基
・
規
庭
・
安
俊
の
父
子
は
、
與
付
之
間

ば
ん
が
し
ら

番
頭
の
筆
頭
、
三
十
三
石
取
り
馬
渡
家
（
子
孫
東
京
在
住
）
の
一
族
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
祖
先
の
馬
渡
孫
兵
衛
は
、
家
晴
の
家
来
と
し
て

朝
鮮
の
役
に
も
出
陣
、
領
主
を
支
え
る
五
人
衆
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
、

百
六
十
石
を
拝
領
し
た
勇
武
の
家
柄
で
あ
る
。
弼
基
の
子
孫
が
小
長
井
の

馬
渡
家
で
あ
る
こ
と
は
論
を
持
た
な
い
。

６

井
手
掘
権
右
衛
門
の
活
躍

新
し
い
台
地
や
棚
田
の
開
発
に
は
、
灌
漑
用
水
が
不
可
欠
で
あ
る
。
大

久
保
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
井
手
（
用
水
路
）
掘
削
の
物
語
り
が

残
さ
れ
て
い
る
。
大
久
保
墓
地
に
建
っ
て
い
る
『
噫
井
手
掘
権
右
衛
門
の

碑
』
に
ち
な
ん
だ
話
を
、
小
長
井
町
誌
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

海
岸
ま
で
の
井
手
の
長
さ
は
三
里
（
十
二
粁
）
あ
っ
て
、
灌
漑
水

田
面
積
が
二
十
五
町
歩
（
二
十
五
�
）
で
あ
る
。
権
右
衛
門
は
赤
崎

氏
の
先
祖
で
、
四
国
の
生
ま
れ
で
遍
路
し
て
こ
こ
に
来
て
、
夫
婦
で

三
年
間
か
か
っ
て
掘
っ
た
。
そ
の
設
計
者
は
長
里
の
素
封
家
馬
渡
家

の
先
祖
で
、
佐
賀
県
芦
刈
よ
り
移
っ
て
き
た
人
、
小
城
の
出
身
で
、

井
手
明
神
に
祀
っ
て
あ
る
と
い
う
人
も
い
る
。

夫
婦
で
三
年
が
か
り
で
掘
り
あ
げ
た
も
の
と
は
、
い
さ
さ
か
ま
ゆ
つ
ば

物
だ
が
、
工
事
の
主
任
技
術
者
と
し
て
苦
心
惨
た
ん
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
別
の
所
に
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

長
里
川
上
流
の
白
滝
か
ら
、
え
ん
え
ん
と
曲
り
く
ね
っ
て
十
二
粁
、

よ
く
も
当
時
の
技
術
で
こ
れ
を
完
成
し
た
も
の
と
感
嘆
の
外
な
い
。

権
右
衛
門
は
暗
夜
提
灯
を
か
か
げ
て
、
向
う
の
谷
の
は
し
と
、
こ
ち

ら
の
谷
と
の
高
低
を
計
り
、
へ
び
の
腹
の
よ
う
に
谷
の
中
腹
を
ぬ
っ

て
井
手
を
掘
り
進
め
、
あ
る
い
は
川
内
の
山
の
頂
に
立
っ
て
、
水
路

を
計
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
工
事
は
一
人
、
二
人
で
為
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く

の
村
人
が
力
を
結
集
し
て
、
工
事
を
進
め
た
は
ず
で
あ
る
。
勿
論
領
主
の

許
可
が
必
要
で
あ
り
、
大
久
保
開
発
の
一
環
と
し
て
領
主
の
支
援
も
あ
っ

た
は
ず
だ
し
、
周
辺
農
民
と
の
水
利
権
の
調
整
も
必
要
で
あ
っ
た
。
と
も

あ
れ
大
久
保
井
手
の
水
は
、
小
長
井
東
部
を
潤
す
田
原
溜
池
及
び
そ
の
用

水
路
と
共
に
、
小
長
井
西
部
を
潤
す
重
要
な
動
脈
で
あ
る
と
言
え
る
。
町

誌
は
更
に
「
大
久
保
井
手
、
水
は
、
こ
の
地
域
の
水
田
の
灌
漑
水
の
み
な

ら
ず
、
日
常
の
使
用
水
と
な
り
、
消
防
用
水
と
も
な
っ
て
、
人
々
の
生
活

に
貢
献
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。」
と
結
ん
で
い
る
。

７

柳
新
田
（
築
切
田
）
の
干
拓

柳
新
田
の
干
拓
に
つ
い
て
は
、
前
出
田
崎
保
時
氏
が
、「
諫
早
史
談
」

第
三
十
二
号
に
詳
し
い
論
考
を
寄
せ
て
い
る
。
要
点
の
み
述
べ
て
お
く
。

太
良
町
誌
に
、
新
宮
源
五
左
衛
門
が
、
諫
早
家
の
御
親
家
諫
早
八

郎
左
衛
門
に
工
事
の
監
督
を
命
じ
ら
れ
て
、
柳
新
田
の
干
拓
を
完
成

さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。

ま
ず
新
宮
家
の
出
自
か
ら
述
べ
る
と
、
新
宮
家
は
も
と
紀
州
熊
野

第九節 近 世

―１８９―



の
「
新
宮
の
城
主
」
で
あ
っ
た
。
戦
国
時
代
（
一
四
六
七
〜
一
五
九

〇
）
隣
国
と
の
戦
い
に
敗
れ
諸
国
を
流
浪
し
て
、
九
州
肥
前
に
た
ど

り
つ
き
、
大
村
領
に
落
ち
の
び
て
来
た
。
元
和
年
間
（
一
六
一
五
〜

二
三
）
藤
津
郡
糸
岐
の
小
田
に
転
居
し
た
。
そ
の
頃
お
大
村
領
と
諫

早
領
の
境
界
争
い
が
あ
り
、
源
五
左
衛
門
の
父
新
宮
忠
次
が
、
首
尾

よ
く
そ
の
交
渉
を
ま
と
め
、
諫
早
家
か
ら
賞
さ
れ
た
。
源
五
左
衛
門

が
、
諫
早
家
か
ら
柳
新
田
干
拓
の
監
督
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ

が
機
縁
で
あ
る
。
諫
早
八
郎
左
衛
門
か
ら
柳
新
田
開
発
の
監
督
を
命

じ
ら
れ
た
新
宮
源
五
左
衛
門
は
、
そ
の
知
遇
を
感
じ
、
早
速
遠
竹
村

に
赴
き
、
作
業
小
屋
を
造
り
、
干
拓
工
事
に
着
手
し
た
。

こ
こ
は
湾
口
の
狭
い
入
江
で

は
あ
る
が
、
も
と
は
火
口
原
湖

で
あ
る
。
湾
口
の
海
底
は
意
外

と
深
く
、
数
十
か
月
か
け
て
埋

築
に
取
り
組
ん
だ
が
、
底
な
し

沼
に
土
石
を
投
じ
る
だ
け
で
、

費
用
は
か
さ
む
し
、
堤
防
の
基

礎
工
事
す
ら
思
う
に
ま
か
せ
な

い
。
完
成
は
い
つ
に
な
る
の
か
、

全
く
予
想
が
つ
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
源
五
左
衛
門
は
、

多
額
の
公
費
を
費
や
し
、
工
事

は
進
ま
ず
、
進
退
き
わ
ま
っ
て

し
ま
っ
た
。
も
う
自
分
の
手
に
は
負
え
な
い
、
失
敗
の
責
を
負
っ
て

切
腹
し
て
お
詫
び
し
よ
う
と
、
父
忠
次
の
も
と
へ
帰
っ
た
。
忠
次
は
、

源
五
左
衛
門
の
た
だ
な
ら
ぬ
様
子
を
察
し
て
、
そ
の
決
意
の
程
を
読

み
と
っ
た
。
源
五
左
衛
門
は
堤
防
工
事
の
困
難
を
つ
ぶ
さ
に
語
り
、

こ
と
ご
と

数
回
の
潮
止
め
に
悉
く
失
敗
し
、
今
は
唯
責
任
を
取
っ
て
、
今
生
の

暇
乞
い
に
来
た
こ
と
を
打
ち
明
け
た
の
で
あ
っ
た
。
忠
次
は
、
わ
が

子
の
不
憫
さ
を
察
し
つ
つ
も
、
さ
す
が
わ
が
子
、
別
れ
の
水
杯
を
酌

み
交
わ
し
た
後
、
言
葉
を
改
め
て
「
武
士
と
生
ま
れ
て
使
命
が
果
せ

ず
、
中
途
で
断
念
す
る
の
は
面
目
な
か
ろ
う
。
死
ぬ
覚
悟
な
ら
死
ん

だ
つ
も
り
で
、
も
う
一
度
計
画
を
練
り
直
し
て
当
た
っ
て
み
て
は
ど

う
か
。」
と
力
強
く
激
励
し
た
。

源
五
左
衛
門
は
父
に
励
ま
さ
れ
て
、「
も
う
一
度
だ
け
や
っ
て
み

よ
う
。
今
度
こ
そ
は
。」
と
今
ま
で
の
失
敗
を
反
省
し
、
密
か
に
計

画
を
練
り
直
し
た
。
遠
く
佐
嘉
・
白
石
又
糸
岐
干
拓
の
熟
達
の
石
工

を
募
り
、
基
礎
の
幅
を
拡
張
し
、
今
ま
で
の
数
倍
堅
牢
な
石
塁
を
築

い
て
、
夜
を
日
に
つ
い
で
工
事
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
さ
し
も
の
難
工

事
も
ど
う
に
か
潮
止
め
に
漕
ぎ
着
け
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
工
事
中

人
夫
と
し
て
働
い
て
い
た
西
人
（
中
国
人
）
が
、
崖
崩
れ
で
事
故
死

し
た
。
人
々
は
こ
の
人
こ
そ
潮
止
め
の
人
柱
に
な
っ
た
の
だ
と
言
っ

て
、
堤
防
の
水
門
近
く
に
碑
を
建
て
、
西
人
墓
と
名
付
け
て
手
厚
く

葬
っ
た
。
旧
暦
十
一
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
工
事
は
着
手
以
来
十
三
年
の
歳
月
を
費
や
し
完
成
し
た
と
い

う
。
諫
早
家
で
は
源
五
左
衛
門
の
功
を
賞
し
て
、
太
刀
一
振
、
白
米

柳新田（築切田）
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七
石
五
斗
と
柳
新
田
の
一
角
の
土
地
を
与
え
た
。
新
宮
家
は
そ
の
後

代
々
糸
岐
村
に
住
ん
で
大
変
栄
え
、
近
郷
で
も
並
ぶ
者
が
な
い
よ
う

な
大
金
持
ち
に
な
っ
た
。

（
新
宮
家
に
語
り
継
が
れ
た
も
の
を
故
山
崎
諭
氏
が
当
家
の
末
裔
か

ら
聞
き
と
り
集
録
し
た
も
の
、
故
山
崎
諭
氏
の
遺
稿
よ
り
。）

こ
こ
に
も
難
工
事
に
つ
き
も
の
の
「
人
柱
伝
説
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
も

述
べ
て
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
省
く
。

�

諫
早
八
郎
左
衛
門
に
つ
い
て

小
長
井
町
大
久
保
に
赤
司
家
と
い
う
旧
家
が
あ
り
、
赤
司
家
文
書

が
残
さ
れ
て
い
る
。
諫
早
八
郎
左
衛
門
に
つ
い
て
次
の
記
録
が
あ
る
。

「
貞
享
三
年
寅
閏
三
月
六
日
、
諫
早
内
匠
直
清
公
、
覚
山
良
性
大
居

士
、
江
戸
に
使
し
、
訳
有
り
て
従
是
御
親
家
、
後
に
八
良
左
衛
門
と

御
改
名
」
と
。

諫
早
直
清
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
諫
早
大
衛
家
（
北
諫
早
家
）
の
祖

で
、
大
久
保
開
墾
を
命
じ
た
人
で
も
あ
る
。

�

干
拓
の
時
期
に
つ
い
て

平
成
六
年
三
月
建
立
の
「
土
地
改
良
の
碑
」
に
は
、
江
戸
時
代
初
期
の

元
和
年
間
（
一
六
一
九
〜
二
三
）
完
成
と
銘
記
し
て
あ
る
が
、
長
崎
県
地

名
大
辞
典
に
は
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
以
降
着
工
し
、
完
成

は
寛
永
・
延
宝
年
間
（
一
六
六
一
〜
八
一
）
と
さ
れ
る
と
あ
る
。
後
者
は

大
久
保
開
墾
の
時
期
と
し
て
石
門
碑
に
銘
記
し
て
あ
る
時
期
と
一
致
し
、

そ
れ
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

８

領
内
の
動
き
�

そ
の
後
の
諫
早
領
主
を
中
心
と
し
て
、
領
内
の
動
き
主
要
事
項
を
、
少

し
拾
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

四
代
茂
真
が
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
三
十
七
歳
で
死
去
、
そ
の
四

し
ゅ
め

の
す
け

男
主
馬
之
佐
が
十
歳
で
五
代
目
領
主
と
な
り
、
藩
主
鍋
島
光
茂
か
ら
一
字

を
も
ら
っ
て
茂
門
と
名
乗
る
。
若
年
の
領
主
の
身
で
、
長
崎
警
備
な
ど
に

苦
労
し
て
い
た
が
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
十
八
歳
で
死
去
す
る
。
そ

し
げ
て
る

て
ん
な

こ
で
弟
の
藤
九
郎
が
十
六
歳
で
六
代
目
を
継
ぎ
、茂
照
と
名
乗
る
。天
和
・

じ
ょ
う
き
ょ
う

貞

享
・
元
禄
と
目
ま
ぐ
る
し
く
年
号
が
過
ぎ
て
行
く
。
そ
の
間
茂
照
は
、

お
う
ぎ

し
ば
し
ば
藩
主
の
命
で
江
戸
に
上
る
。
江
戸
で
北
条
流
の
軍
法
奥
義
を
受

け
、
文
武
両
道
に
長
じ
て
藩
主
の
信
任
も
厚
く
、
若
く
し
て
請
役
家
老
に

登
用
さ
れ
て
い
る
。

じ
ょ
う
き
ょ
う

泉
町
の
清
泉
里
御
茶
屋
跡
健
在
の
頃
は
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）

藤
原
茂
照
署
名
の
「
楓
館
八
勝
」
の
和
歌
八
首
の
扁
額
が
見
ら
れ
た
。

翌
四
年
に
亡
く
な
っ
た
姉
芳
賢
院
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
当
時
高
僧
の

聞
こ
え
高
か
っ
た
佐
嘉
普
明
寺
の
桂
岩
和
尚
を
招
請
し
て
、元
禄
元
年（
一

六
八
八
）
芳
賢
庵
を
建
立
、
こ
れ
が
黄
檗
宗
仏
母
山
性
空
寺
で
あ
る
。

う
つ
つ
が
わ

特
筆
す
べ
き
は
、
現
川
焼
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
元
禄

の
初
め
、
有
田
に
い
た
諫
早
家
焼
物
被
官
の
田
中
刑
部
左
衛
門
か
ら
、「
諫

早
領
現
川
に
、
良
質
の
陶
土
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
開
窯
さ
せ
て
ほ
し

第九節 近 世
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い
。」
と
い
う
申
請
書
が
出
さ
れ
た
。
藩
は
、
元
禄
四
年
七
月
に
許
可
す

る
が
、皿
物
だ
け
に
限
る
と
し
、袋
物
は
造
る
な
と
い
う
限
定
つ
き
で
あ
っ

た
。現

川
焼
は
、
洗
練
さ
れ
た
各
種
刷
毛
目
の
美
し
さ
と
、
大
胆
な
デ
ザ
イ

ン
の
中
に
、
京
風
の
品
性
を
漂
わ
せ
た
名
陶
で
あ
る
。
磁
器
の
す
ぐ
れ
た

技
術
者
た
ち
が
、
磁
器
の
技
法
で
陶
器
を
焼
い
た
も
の
で
、
磁
器
の
薄
く

て
上
品
な
器
に
、
陶
器
の
し
ぶ
い
味
わ
い
を
見
せ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が

約
半
世
紀
の
後
に
、
経
済
的
圧
迫
や
名
工
の
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
遂
に

延
享
年
間
に
は
衰
退
に
向
い
、
寛
延
二
年
に
は
廃
窯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

茂
照
は
そ
の
後
茂
元
と
改
名
し
た
が
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
三
十

お
ふ
く

歳
の
若
さ
で
死
去
し
、
そ
の
娘
於
福
に
白
石
鍋
島
家
か
ら
養
子
と
迎
え
た

の
が
七
代
茂
晴
で
あ
る
。
茂
晴
は
三
十
九
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
領
主

の
座
に
あ
り
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
隠
居
、
同
二
十
年
に
五
十

六
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
そ
の
間
、度
重
な
る
災
難
に
苦
難
の
日
々
を
送
る
。

先
ず
最
大
の
大
災
害
に
襲
わ
れ
た
の
が
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
の

本
明
川
大
洪
水
で
あ
る
。
城
下
は
壊
滅
し
、
死
者
四
百
八
十
七
名
、
米
の

損
失
三
千
九
百
三
十
石
と
い
う
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
以
後
家
臣
団
を

こ
う
じ

東
西
の
小
路
に
移
し
、
そ
の
東
方
の
田
を
埋
め
て
、
壊
滅
し
た
笹
神
町
の

城
下
を
移
し
た
の
で
「
田
町
」
と
言
っ
た
。
今
の
栄
町
で
あ
る
。

折
り
し
も
諫
早
湾
の
広
大
な
干
潟
で
は
、
干
拓
工
事
が
小
野
嶋
沖
へ
と

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
た
。「
龍
神
の
怒
り
じ
ゃ
。」「
あ
ん
ま
り
海
を
荒
ら

す
け
ん
の
う
。」
流
言
飛
語
が
と
び
か
い
、
社
会
不
安
が
つ
の
っ
た
。

心
痛
の
領
主
茂
晴
は
、
自
ら
富
川
に
籠
っ
て
祈
願
し
、
そ
の
大
岩
壁
に

五
百
羅
漢
を
刻
ん
で
犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
、
領
土
の
安
泰
を
祈
ろ
う
と
発

願
す
る
。
天
祐
寺
第
十
七
世
月
門
宗
悟
和
尚
を
始
め
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
に

走
っ
て
寄
進
を
集
め
、
領
民
こ
ぞ
っ
て
喜
捨
を
持
ち
寄
り
、
長
い
歳
月
を

か
け
て
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
見
事
完
成
す
る
。

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
は
、
於
福
の
母
於
糸
夫
人
（
藩
主
光
茂

の
娘
で
茂
照
夫
人
と
な
る
。）
の
発
願
に
よ
っ
て
、
多
良
岳
金
泉
寺
に
、

中
国
請
来
の
千
手
観
音
を
納
め
、
水
害
後
動
揺
す
る
人
心
を
鎮
め
、
領
内

安
穏
を
祈
る
努
力
を
重
ね
た
。

次
に
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
二
月
二
十
日
、
岡
町
（
八
天
町
）
の
大

火
が
あ
っ
た
。
そ
の
日
深
更
、
岡
町
の
商
人
喜
之
介
の
家
か
ら
出
火
し
、

折
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
見
る
見
る
う
ち
に
岡
町
全
焼
、
火
は
対

岸
ま
で
飛
び
火
し
て
、
下
町
・
古
野
・
横
町
（
現
旭
町
・
東
本
町
）
一
帯

ま
で
な
め
尽
く
し
た
。
こ
れ
を
教
訓
と
し
て
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
諫

早
城
下
に
初
め
て
消
防
組
を
設
置
す
る
。
江
戸
に
町
火
消
し
が
出
来
て
か

ら
二
年
後
と
い
う
早
さ
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
年
、
諫
早
会
所
は
、
諫
早
に
も
時
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
と
決

議
、
安
勝
寺
に
依
頼
す
る
こ
と
に
決
め
、
九
月
十
四
日
安
勝
寺
へ
使
者
を

立
て
た
。
安
勝
寺
は
城
下
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、
初
代
家
晴
よ
り
領
内

真
宗
総
道
場
の
辞
令
を
も
ら
っ
た
名
刹
で
、
後
年
シ
ー
ボ
ル
ト
の
宿
泊
所

に
も
な
っ
た
本
陣
で
あ
る
。快
諾
し
て
九
月
十
八
日
か
ら
始
め
る
事
に
し
た
。

み
ず
の
え
ね

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
壬
子
の
年
、
西
日
本
一
帯
に
ウ
ン
カ
や

イ
ナ
ゴ
が
大
発
生
し
、
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
享
保
の
大
飢
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饉
で
あ
る
。
藩
救
援
米
も
底
を
つ
き
、
餓
死
者
、
行
き
倒
れ
な
ど
目
を
覆

う
ば
か
り
、
佐
賀
藩
人
口
は
二
割
の
八
万
人
が
減
少
し
た
と
言
う
。
慶
巌

寺
境
内
に
建
っ
て
い
る
「
子
丑
餓
死
群
霊
之
塔
」
が
、
当
時
の
惨
状
を
物

語
っ
て
い
る
。

９

諫
早
一
揆
（
百
姓
騒
動
）

し
げ
ゆ
き

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
か
ら
第
八
代
領
主
を
継
い
だ
諫
早
茂
行
は
、

間
も
な
く
諫
早
家
始
ま
っ
て
以
来
の
最
大
の
危
機
に
直
面
す
る
。俗
に「
百

姓
騒
動
」
と
呼
ば
れ
た
諫
早
一
揆
で
あ
る
。
小
長
井
も
巻
き
こ
ん
だ
一
大

事
件
で
あ
っ
た
の
で
、
お
お
よ
そ
を
こ
こ
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

む
ね
の
り

佐
賀
本
藩
六
代
藩
主
宗
教
は
、
病
身
で
嫡
子
が
な
く
、
そ
の
跡
目
を
二

人
の
弟
の
ど
ち
ら
に
す
る
か
で
、
藩
上
層
部
に
内
紛
が
あ
っ
て
い
た
。
藩

主
宗
教
は
、
初
め
は
上
の
弟
主
膳
を
跡
継
ぎ
に
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、

次
第
に
下
の
弟
の
右
平
太
に
と
傾
い
て
行
く
。
主
膳
派
の
中
心
が
蓮
池
藩

な
お
つ
ね

主
鍋
島
摂
津
守
直
恒
で
、
そ
の
妹
婿
が
諫
早
茂
行
な
の
で
、
茂
行
が
直
恒

派
に
つ
い
て
、
主
膳
擁
立
に
動
い
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
事
で
あ
っ
た
。
諫

早
家
家
臣
の
横
田
杢
左
衛
門
を
旗
本
山
名
主
膳
の
も
と
に
遣
わ
し
て
、
老

う
た
の
か
み

中
酒
井
雅
楽
頭
に
働
き
か
け
た
り
し
た
の
で
あ
る
。

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
十
二
月
、
宗
教
が
参
勤
の
為
江
戸
に
到
着
す

る
と
、
老
中
よ
り
登
城
に
及
ば
ぬ
か
ら
、
佐
賀
屋
敷
を
出
な
い
よ
う
に
と

指
図
が
伝
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
翌
正
月
十
五
日
、
突
然
酒
井
老
中
が
免

職
さ
れ
る
。
藩
主
派
の
巻
き
返
し
が
功
を
奏
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
二

月
十
六
日
に
は
、
バ
タ
バ
タ
ッ
と
右
平
太
の
跡
継
ぎ
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
。

主
膳
派
が
完
全
な
敗
北
に
終
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

十
月
十
六
日
に
は
直
恒
が
急
死
、
藩
主
の
処
分
の
対
象
が
一
気
に
諫
早

に
向
け
ら
れ
、
十
二
月
四
日
、
茂
行
は
知
行
高
一
万
石（
年
貢
高
四
千
石
）

十
四
か
村
を
上
り
地
（
没
収
）
と
さ
れ
、
隠
居
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
幼

い
十
四
歳
の
嫡
子
行
孝
が
第
九
代
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
十
四
か
村

の
中
に
、
遠
竹
村
米
百
二
十
六
石
七
斗
六
合
一
勺
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
上
り
地
反
対
を
叫
ん
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
諫
早
一
揆
で
あ
る
。

太
閤
様
か
ら
戴
い
た
領
地
な
の
に
、
二
度
の
三
部
上
知
に
加
え
て
、
三
度

目
の
上
地
は
不
当
だ
と
い
う
の
が
、
諫
早
農
民
た
ち
の
言
い
分
で
あ
る
。

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
正
月
八
日
頃
か
ら
、
惣
百
姓
一
万
五
千
人
程

せ
い
た
ま
り

が
勢
屯
に
集
っ
て
、
し
ば
し
ば
と
き
の
声
を
あ
げ
る
。
そ
れ
を
バ
ッ
ク

ご
う
そ

に
し
て
代
表
が
会
所
に
赴
き
、
上
り
地
反
対
を
申
し
入
れ
る
。
強
訴
で
あ

る
。
先
ず
百
姓
た
ち
は
、
こ
れ
を
数
ヶ
月
続
け
た
。

こ
れ
に
呼
応
し
て
一
月
二
十
日
、
下
級
武
士
た
ち
も
立
ち
上
が
る
。
家
老

諫
早
五
郎
太
夫
あ
て
に
、
上
り
地
反
対
の
訴
状
を
提
出
す
る
。
容
れ
ら
れ

ね
ば
切
米
（
給
料
）
返
上
し
て
も
と
の
連
判
状
も
添
え
る
。
諫
早
で
は
下

級
武
士
た
ち
は
村
々
に
住
み
、
幾
何
か
の
免
税
地
を
与
え
ら
れ
て
給
与
の

少
な
き
を
補
っ
た
と
言
え
る
。
上
り
地
は
直
ち
に
自
己
の
生
活
に
響
く
わ

け
で
、
農
民
た
ち
と
利
害
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

三
月
六
日
、
諫
早
領
三
郡
（
高
来
・
彼
杵
・
藤
津
）
の
百
姓
名
に
よ
る

訴
状
を
持
っ
て
、
本
明
・
唐
比
・
上
井
牟
田
・
三
丁
分
の
代
表
九
名
が
、

長
崎
奉
行
所
へ
向
か
っ
た
が
、
諫
早
の
上
層
部
に
知
ら
れ
、
途
中
で
連
れ

第九節 近 世
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お
っ
そ

戻
さ
れ
る
。
死
罪
覚
悟
の
越
訴
を
企
て
た
の
で
あ
る
。
同
日
下
級
武
士
た

ち
は
、
再
度
諫
早
五
郎
太
夫
へ
訴
状
を
提
出
し
て
い
る
。

諫
早
で
の
騒
動
は
次
第
に
尾
ひ
れ
が
つ
い
て
、
佐
賀
に
は
色
々
の
う
わ

か

さ
が
飛
び
交
っ
た
。
若
年
の
領
主
行
孝
は
、
百
姓
た
ち
が
鎮
ま
る
よ
う
に

書
状
を
出
す
。
行
孝
の
祖
父
七
代
茂
晴
の
兄
に
当
る
白
石
鍋
島
の
徹
竜
翁

も
「
う
か
つ
に
す
る
と
、
諫
早
家
滅
亡
に
及
ぶ
ぞ
。」
と
戒
告
す
る
が
、

い
き
り
立
つ
諫
早
領
民
に
は
、
全
く
効
果
は
な
か
っ
た
。
年
若
い
家
老
の

三
村
惣
左
衛
門
は
、
下
級
武
士
や
農
民
た
ち
の
動
き
に
理
解
を
示
し
、
七

十
二
歳
の
儒
者
若
杉
春
后
は
、
慨
然
と
し
て
自
ら
一
揆
の
リ
ー
ダ
ー
を
勤

め
、
様
々
な
戦
術
を
立
て
て
こ
れ
を
推
進
す
る
。
決
し
て
打
ち
壊
し
に
走

る
こ
と
な
く
、
整
然
と
し
た
行
動
を
進
め
て
行
く
。

五
月
、
喜
々
津
村
の
土
平
ら
四
人
の
百
姓
が
、
日
田
代
官
所
へ
訴
状
を

提
出
し
、
や
っ
と
幕
府
役
人
に
訴
状
を
届
け
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
日
田

代
官
か
ら
佐
嘉
藩
へ
通
達
が
届
く
。
五
月
二
十
八
日
、
佐
嘉
か
ら
、
日
田

行
き
の
四
人
を
引
き
渡
せ
と
、
厳
し
い
命
令
が
届
く
。
五
月
末
、
百
姓
一

万
三
千
人
が
勢
屯
に
集
り
、
例
の
通
り
気
勢
を
あ
げ
な
が
ら
、
代
表
が
会

所
に
訴
え
出
る
。「
上
り
地
を
や
め
る
よ
う
藩
に
申
し
入
れ
て
ほ
し
い
。

日
田
行
き
の
四
人
は
渡
せ
な
い
。
惣
百
姓
の
意
志
で
行
っ
た
の
だ
か
ら
、

捕
え
る
な
ら
惣
百
姓
を
捕
え
て
ほ
し
い
。」
と
の
言
い
分
で
あ
る
。

佐
嘉
で
は
五
月
二
十
六
・
七
日
の
頃
か
ら
、
諫
早
の
百
姓
共
が
大
挙
し

て
佐
嘉
に
上
る
と
の
風
評
が
あ
が
り
、
大
騒
動
に
な
っ
て
行
く
。

五
月
二
十
九
日
朝
か
ら
諫
早
の
農
民
た
ち
が
、
多
良
峠
に
集
結
し
始
め

る
。
六
月
一
日
、
百
姓
総
勢
一
万
三
、
四
千
人
が
、
整
然
と
し
た
規
律
で

発
進
す
る
。
佐
嘉
で
は
手
に
手
に
竹
槍
な
ど
を
持
っ
て
と
い
う
う
わ
さ
で

あ
っ
た
が
、
諫
早
勢
の
申
し
合
わ
せ
は
、
�
杖
は
つ
い
て
よ
い
が
、
絶
対

武
器
は
持
た
ぬ
こ
と
。
�
佐
嘉
役
人
の
け
し
か
け
が
あ
っ
て
も
、
絶
対
挑

発
に
乗
ら
な
い
こ
と
。
�
佐
嘉
で
は
余
り
金
を
使
わ
ぬ
こ
と
。
�
農
耕
に

必
要
な
家
族
の
人
数
は
家
に
残
し
て
お
く
こ
と
な
ど
、
厳
正
な
規
律
を

守
っ
て
の
行
動
で
あ
っ
た
。

こ
の
進
撃
を
領
境
の
矢
答
で
く
い
止
め
た
の
が
三
村
惣
左
衛
門
で
あ
る
。

彼
は
馬
を
と
ば
し
て
駆
け
つ
け
、
絶
対
他
領
に
入
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
諫
早

家
の
滅
亡
に
つ
な
が
る
と
、
命
が
け
で
く
い
止
め
る
。
念
書
が
ほ
し
い
と

の
百
姓
た
ち
に
、
日
田
行
き
四
人
を
処
罰
し
な
い
と
の
確
約
文
書
を
与
え

て
、
納
得
さ
せ
る
。
六
月
三
日
未
明
か
ら
一
同
は
帰
村
し
始
め
る
。

こ
こ
で
、
鍋
島
徹
竜
の
斡
旋
案
が
出
た
。
�
四
人
を
処
罰
し
な
い
。
�

蔵
入
地
は
三
年
と
す
る
。
�
村
役
人
は
従
来
通
り
で
よ
い
。
�
免
税
地
は

取
り
上
げ
な
い
。
以
上
の
文
面
で
分
る
通
り
、
こ
れ
を
農
民
が
飲
ん
で
お

れ
ば
、
史
上
ま
れ
に
見
る
百
姓
一
揆
の
成
功
例
と
し
て
、
日
本
歴
史
の
一

頁
に
輝
い
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
農
民
た
ち
は
こ
れ
を
蹴
っ
た
。

七
月
四
日
、
大
坂
町
奉
行
所
の
目
安
箱
に
、
高
来
郡
百
姓
共
、
諫
早
領

百
姓
共
と
し
た
二
通
の
訴
状
を
投
入
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
惣
百
姓
は

こ
れ
に
望
み
を
か
け
、
徹
竜
の
斡
旋
案
が
出
た
時
は
、
す
で
に
そ
の
途
上

に
あ
っ
た
の
で
、
斡
旋
案
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
っ
た
。

徹
竜
は
斡
旋
案
を
取
り
も
ど
し
、
一
転
し
て
武
力
弾
圧
に
転
換
す
る
。

先
ず
三
村
惣
左
衛
門
を
佐
嘉
に
呼
ん
で
捕
え
る
。
諫
早
行
孝
に
は
諫
早
に

な
が
と

帰
っ
て
鎮
圧
す
る
よ
う
命
じ
、
さ
ら
に
多
久
長
門
に
兵
八
百
を
率
い
て
、
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鎮
圧
の
為
諫
早
に
出
動
さ
せ
る
。
八
月
二
十
九
日
長
門
は
、
若
杉
春
后
を

捕
え
て
佐
嘉
へ
送
る
。
九
月
十
二
日
、
惣
百
姓
は
、
上
り
地
承
服
の
文
書

を
提
出
さ
せ
ら
れ
る
。
一
揆
関
係
者
が
次
々
に
捕
え
ら
れ
、
佐
嘉
に
送
ら

れ
分
散
収
監
さ
れ
る
。

そ
れ
で
も
百
姓
た
ち
は
、
ま
だ
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
十
月
、
幕
府
の

目
付
菅
村
新
三
郎
が
長
崎
下
向
の
途
中
、
鈴
田
で
百
姓
数
十
人
が
訴
状
を

提
出
、
長
崎
で
も
五
百
人
程
集
っ
て
訴
状
を
提
出
、
同
時
に
長
崎
奉
行
所

へ
も
訴
状
を
提
出
し
て
い
る
。
す
さ
ま
じ
い
執
念
と
言
え
る
。

だ
が
す
で
に
、
過
酷
な
処
分
が
始
ま
っ
て
い
た
。
九
月
二
十
二
日
、
請

役
家
老
の
諫
早
五
左
衛
門
と
側
用
人
の
早
田
官
右
衛
門
は
、
諫
早
の
広
福

寺
で
切
腹
、
十
月
二
十
六
日
、
領
主
諫
早
行
孝
は
蟄
居
、
三
村
惣
左
衛
門

切
腹
獄
門
、
若
杉
春
后
と
日
田

行
き
百
姓
は
嘉
瀬
の
刑
場
で
礫

と
続
く
。
春
后
は
「
他
日
人
有

り
我
が
骨
ヲ
拾
ワ
バ
、
栄
城
ノ

西
草
離
々
タ
ル
ト
コ
ロ
」
で
結

ぶ
辞
世
の
七
言
長
律
を
残
し
て
、

こ
の
日
七
十
三
歳
の
生
涯
を
閉

じ
る
。
さ
ら
に
十
一
月
九
日
に

も
家
老
諫
早
五
郎
太
夫
切
腹
そ

の
他
、
領
主
以
下
重
臣
、
家
臣
、

し
か
り

百
姓
ほ
か
、
一
番
軽
い
呵
の
処

分
ま
で
含
め
る
と
、
総
勢
百
名

を
越
す
大
処
分
が
行
わ
れ
る
。

こ

が

う

ら

こ
の
中
で
小
長
井
関
係
の
農
民
で
は
、
小
川
原
浦
村
の
嘉
右
衛
門
が
、

本
明
村
善
左
衛
門
に
相
付
き
、
佐
嘉
へ
罷
越
す
徒
党
に
加
入
と
し
て
、
居

郷
払
に
処
せ
ら
れ
、
井
崎
村
の
内
蔵
允
と
磯
右
衛
門
も
佐
嘉
送
り
と
な
っ

て
い
る
。

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
八
月
、
行
孝
蟄
居
を
許
さ
れ
る
が
直
後
に
死

去
し
、
弟
茂
成
が
十
代
領
主
と
な
る
。
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
父
の
八

代
茂
行
も
蟄
居
を
許
さ
れ
る
が
、
五
年
後
の
明
和
二
年
に
死
去
す
る
。
そ

し
て
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
六
月
、
待
望
の
十
四
か
村
が
十
八
年
目
に

し
て
返
還
さ
れ
る
。
明
和
六
年
に
は
十
代
茂
成
も
死
去
、
弟
の
茂
図
が
十

一
代
領
主
と
な
り
、
目
出
た
く
領
地
返
還
が
か
な
っ
た
の
も
、
春
后
以
下

の
犠
牲
者
の
お
蔭
だ
と
、
正
林
稲
荷
境
内
に
「
若
杉
霊
神
」
と
し
て
祀
る
。

現
在
高
城
神
社
拝
殿
左
手
の
石
祠
が
そ
れ
で
あ
る
。

１０

領
内
の
動
き
�

江
戸
時
代
に
お
け
る
大
き
な
文
化
興
隆
の
時
代
が
二
回
あ
る
。
最
初
は

元
禄
時
代
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
三
）、
次
が
約
百
年
後
の
文
化
・
文
政

時
代
（
一
八
〇
四
〜
一
八
二
九
）
で
あ
る
。
特
に
後
者
は
、
傑
出
し
た
文

人
墨
客
の
み
な
ら
ず
、
一
般
庶
民
の
中
に
愛
さ
れ
浸
透
し
て
い
く
大
衆
の

文
化
と
し
て
普
及
す
る
。
こ
こ
西
辺
の
地
諫
早
地
方
で
も
、
数
多
く
の
風

流
人
た
ち
が
出
現
し
て
、
様
々
な
同
好
者
の
集
い
が
生
ま
れ
、
仲
間
た
ち

で
句
会
を
開
き
、
翁
塚
を
築
い
た
り
し
た
。「
観
音
の
い
ら
か
み
や
り
つ
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花
の
雲
」と
刻
ん
だ
大
久
保
馬
頭
観
音
境
内
の
翁
塚
も
、
文
化
十
三
年（
一

八
一
六
）
の
建
立
で
あ
る
。

し
げ
ゆ
き

諫
早
一
揆
の
原
因
に
な
っ
た
八
代
茂
行
が
、
隠
居
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
た

ゆ
き
た
か

し
げ
な
り

後
、
長
男
行
孝
が
九
代
、
二
男
茂
成
が
十
代
と
、
若
年
の
領
主
が
相
次
ぎ
、

し
げ
つ
ぐ

何
れ
も
早
死
す
る
。
三
男
茂
図
が
十
一
代
を
継
い
で
、
明
和
六
年
（
一
七

六
九
）
か
ら
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
死
去
す
る
ま
で
の
四
十
四
年
間
、

諫
早
領
主
の
座
に
あ
っ
て
、
諫
早
一
揆
以
来
ぐ
ん
と
低
下
し
て
い
た
諫
早

の
藩
内
に
お
け
る
地
位
を
、
再
び
盛
り
返
し
た
中
興
の
祖
と
言
え
る
。

�

傑
出
し
た
文
化
人
諫
早
茂
図

絵
画
・
書
・
和
歌
に
秀
で
た
茂
図
こ
そ
、
詩
書
画
の
三
絶
と
う
た
わ
れ

る
べ
き
人
物
で
あ
る
。
天
祐
寺
仁
王
門
に
か
か
っ
て
い
る
扁
額
の
「
坤
松

山
」
と
書
い
た
雄
渾
な
文
字
は
、
彼
の
書
で
あ
る
。
ま
た
同
寺
に
は
、
彼

の
自
画
像
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
高
い
教
養
に
裏
付
け
ら
れ
た
和

歌
の
道
は
、「
柴
小
舟
」「
友
小
舟
」
と
い
う
、
美
し
い
自
筆
の
歌
集
が
諫

早
家
に
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
文
化
水
準
の
高
さ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
墓
石
の
台
座
に
は
、
辞
世
の
和
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
七
十
の
う
き
世
の
山
を
越
え
は
て
て

帰
る
夜
道
は
友
だ
に
も
な

し
」

�

好
古
館
の
創
設

諫
早
地
方
の
幾
多
の
人
材
を
育
て
た
好
古
館
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八

三
）
四
月
に
、
十
一
代
茂
図
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
。
佐
嘉
の
藩
校
弘
道
館

が
天
明
元
年
の
創
立
だ
か
ら
、
そ
の
二
年
後
に
は
諫
早
に
も
郷
校
が
出
来

た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
質
的
な
そ
の
学
館
生
み
の
親
は
、
執
行
一

介
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
介
の
家
は
代
々
諫
早
家
に
仕
え
て
、
父
祖
以
来
医
業
を
営
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
が
彼
が
幼
い
時
に
父
が
死
亡
し
、
一
家
は
貧
困
の
ど
ん
底
に
陥
っ

こ

が

う

ら

た
。
そ
こ
で
一
家
は
、
小
川
原
浦
に
転
住
し
て
農
業
に
励
む
か
た
わ
ら
、

医
術
を
施
し
て
勤
倹
相
つ
と
め
た
結
果
、
数
年
に
し
て
家
計
安
定
、
そ
の

後
諫
早
城
下
に
出
て
、
今
の
市
役
所
の
地
に
家
塾
を
開
い
た
。
か
つ
て
佐

嘉
で
古
賀
精
里
に
学
ん
だ
学
識
を
生
か
し
て
、
子
弟
の
教
育
を
業
と
し
た

の
で
あ
っ
た
。

茂
図
は
そ
の
頃
ひ
ん
ぱ
ん
な
外
国
船
の
渡
来
に
応
じ
て
、
海
岸
防
備
に

大
変
な
苦
労
を
重
ね
た
が
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
人
材
育
成
の
必
要
性
を
痛

感
、
藩
校
設
立
に
伴
っ
て
、
諫
早
に
も
学
校
を
と
計
画
を
進
め
る
。
場
所

に
つ
い
て
は
、
一
介
の
私
塾
が
最
適
だ
と
、
一
介
に
相
談
が
な
さ
れ
た
。

一
介
も
快
く
す
べ
て
を
ま
と
め
て
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
。
茂
図
も
一
介

の
志
に
い
た
く
感
銘
、
古
賀
精
里
に
依
頼
し
て
学
則
を
定
め
、
四
月
開
校

の
運
び
に
こ
ぎ
つ
け
る
。
そ
し
て
一
介
の
徳
行
を
公
評
し
て
称
え
、
士
籍

を
進
め
、
教
官
に
採
用
す
る
。
そ
の
後
五
十
余
年
一
介
は
こ
の
仕
事
に
努

力
を
続
け
る
。

学
館
は
、
学
問
を
教
授
す
る
文
芸
所
と
、
武
芸
を
磨
く
武
芸
場
の
二
つ

に
分
か
れ
、
武
士
の
子
弟
を
教
育
し
た
。
生
徒
は
外
生
と
内
生
と
に
分
か

れ
、
外
生
と
は
素
読
生
と
も
言
い
、
十
五
歳
未
満
の
者
で
毎
日
通
学
す
る

者
百
五
十
名
を
い
い
、
内
生
と
は
十
五
歳
以
上
の
寮
生
一
二
五
名
を
言
っ

―１９６―
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た
、
好
古
館
の
内
容
を
少
し
の
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

文
芸
所
の
日
課
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
内
生
は
六
時
前
に
起

げ
き
た
く

き
て
洗
面
を
す
ま
し
、
午
前
六
時
に
教
官
の
打
つ
撃
析
（
拍
子
木
を
た
た

く
音
）
を
合
図
に
一
同
講
堂
に
集
ま
る
。
そ
こ
で
長
幼
の
列
を
正
し
て
聖

像
に
向
っ
て
拝
礼
、
人
員
点
呼
を
し
て
学
習
を
始
め
る
。
午
前
七
時
か
ら

八
時
ま
で
読
書
、
八
時
か
ら
九
時
ま
で
朝
食
と
休
憩
、
九
時
か
ら
十
一
時

ま
で
講
義
、
二
時
間
昼
食
と
休
憩
を
と
り
、
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
習

学
、
二
時
か
ら
五
時
ま
で
武
芸
場
に
回
っ
て
武
術
、
一
時
間
休
憩
を
し
て

夕
食
を
と
り
、
午
後
八
時
に
表
と
裏
の
門
を
閉
じ
、
全
員
の
点
呼
と
礼
拝

を
す
ま
し
て
就
寝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

通
学
の
外
生
は
、
執
法
が
ま
ず
五
、
六
人
の
主
だ
っ
た
生
徒
に
教
え
、

出
席
の
全
生
徒
を
数
班
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
分
担
さ
せ
、
生
徒
相
互
に
教

え
合
う
グ
ル
ー
プ
学
習
法
を
と
っ
て
い
た
。

教
科
内
容
は
、
文
芸
に
は
和
学
・
漢
学
・
文
法
・
習
字
・
算
学
・
礼
容

学
が
あ
り
、
武
芸
に
は
弓
術
・
槍
術
・
剣
術
・
砲
術
・
柔
術
・
抜
刀
術
等

が
あ
っ
た
。
教
科
書
に
は
、
大
学
・
論
語
・
孟
子
・
中
庸
・
詩
経
・
易
経

礼
記
・
春
秋
・
小
学
・
孝
経
・
十
八
史
略
・
日
本
外
史
・
大
日
本
史
・
古

事
記
・
日
本
書
紀
そ
の
他
諸
子
百
家
の
書
を
用
い
た
。

１１

帆

崎

石

牧
の
小
深
井
港
（
帆
崎
港
）
は
、
帆
崎
石
の
積
出
港
と
し
て
知
ら
れ
る
。

「
帆
崎
石
は
良
質
に
し
て
、
石
垣
及
び
建
築
に
用
い
、
石
碑
そ
の
他
の
細

工
物
に
も
用
い
、
帆
崎
石
の
名
遠
近
に
高
し
。」
と
北
高
来
郡
誌
に
紹
介

し
て
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
起
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
。

元
佐
嘉
藩
の
石
工
支
配
人
に
武
富
清
エ
門
な
る
も
の
あ
り
。
諫
早

領
内
の
石
工
を
も
支
配
し
た
ら
し
い
が
、
其
の
一
族
武
富
某
な
る
者
、

佐
賀
県
多
久
村
よ
り
諫
早
に
移
り
来
り
し
よ
り
、
諫
早
領
内
の
石
工

支
配
人
を
命
ぜ
ら
れ
、
子
孫
相
次
ぎ
て
武
富
納
助
の
代
に
至
り
し
が
、

文
化
年
中
藩
制
の
改
革
に
よ
り
支
配
を
免
ぜ
ら
る
ゝ
や
、
長
里
帆
崎

に
来
り
て
石
工
業
を
始
め
た
り
。
之
れ
即
ち
帆
崎
石
工
業
の
始
祖
に

し
て
（
以
下
略
、
文
化
年
中
は
一
八
〇
四
〜
一
七
）

と
こ
ろ
が
、
秀
吉
の
大
坂
城
築
城
の
時
に
、
こ
こ
か
ら
巨
石
を
切
り
出

た
る

し
て
、
大
き
な
空
き
樽
を
結
び
つ
け
、
海
路
大
阪
ま
で
運
ん
だ
と
い
う
話

が
残
っ
て
お
り
、
名
護
屋
城
築
城
の
時
も
、
こ
こ
か
ら
大
石
を
運
ん
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
か
な
り
古
く
か
ら
良
質
の
石
材
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

武
富
氏
に
つ
い
て
は
「
小
長
井
町
の
文
化
財
」
に
次
の
説
明
が
あ
る
。

佐
渡
に
領
土
を
も
ち
、
一
国
の
城
主
で
あ
っ
た
土
佐
守
武
富
種
家

が
、
悪
臣
に
滅
ぼ
さ
れ
、
佐
渡
を
の
が
れ
て
肥
前
国
小
城
郡
砥
川
村

に
穏
棲
し
て
い
た
。
そ
の
か
く
れ
た
築
城
技
術
者
武
富
種
家
の
子
孫

が
、
諫
早
家
に
も
抱
え
ら
れ
、
牧
の
海
岸
近
く
に
良
石
を
み
つ
け
て

採
掘
し
、
地
元
の
住
民
に
も
そ
の
技
術
が
伝
わ
り
、
採
石
業
が
興
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
け
ど
み

『
佐
賀
県
大
百
科
事
典
』
に
は
、「
武
富
は
、
白
山
町
竹
富
家
と
牛
島

町
武
富
家
の
二
家
が
あ
り
、
と
も
の
藩
の
御
用
商
人
。」
と
紹
介
し
て
あ
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る
。「
諸
富
津
に
出
店
を
構
え
、
自
分
の
持
ち
船
や
防
州
方
面
の
船
頭
の

船
で
、
藩
の
蔵
米
を
大
阪
へ
回
送
し
た
」
ほ
ど
の
大
商
人
で
あ
っ
た
と
い

う
。

た
け
ど
み
し
げ
す
け

城
山
町
の
町
年
寄
で
あ
っ
た
呉
服
御
用
商
人
武
富
咸
亮
（
号
廉
斉
）
は
、

げ
ん
に
ょ

経
書
を
講
じ
た
学
者
で
も
あ
り
、
諫
早
慶
巌
寺
の
住
職
（
玄
恕
上
人
と
思

わ
れ
る
。）
に
筑
紫
琴
を
学
ん
だ
文
化
人
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
元
禄
五
年

お
お
た
か
ら

（
一
六
九
二
）
佐
嘉
城
下
の
大
財
に
大
宝
聖
堂
を
建
て
、
そ
の
功
に
よ

て
あ
き
や
り

り
、
手
明
槍
に
登
用
さ
れ
、
士
分
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
（
佐
賀
の
江

戸
人
名
志
）。
武
富
種
家
の
子
孫
は
、
こ
の
よ
う
に
佐
嘉
藩
内
で
様
々
な

方
面
に
活
動
し
て
い
る
が
、
そ
の
流
れ
の
一
つ
が
、
小
長
井
に
採
石
業
や

石
工
業
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
言
え
る
。

明
治
十
五
年
に
建
て
ら
れ
た
高
城
神
社
一
の
鳥
居
に
、
石
工
武
富
儀
平

と
刻
ん
で
あ
り
、
石
灯
ろ
う
の
一
つ
に
も
、
武
富
吉
太
郎
の
銘
が
あ
る
。

藩
政
時
代
は
他
領
売
出
し
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
明
治
以
降
販
路

が
拡
が
り
、
特
に
有
明
海
沿
岸
の
干
拓
工
事
に
帆
崎
石
が
ど
ん
ど
ん
積
み

出
さ
れ
、
小
長
井
の
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
て
行
っ
た
。

１２

領
内
の
動
き
（
三
）

し
げ
つ
ぐ

ひ
ろ
て
る

十
一
代
茂
図
の
長
男
敬
輝
が
早
死
し
た
の
で
家
督
を
継
が
ず
、
そ
の
子

し
げ
ひ
ろ

茂
洪
が
、
祖
父
の
跡
を
継
い
で
十
二
代
領
主
と
な
る
。
四
十
四
年
の
長
い

し
げ
つ
ぐ

し
げ
は
る

間
領
主
の
座
に
あ
っ
た
祖
父
茂
図
や
、
三
十
九
年
間
の
七
代
茂
晴
に
次
い

し
げ
ひ
ろ

で
茂
洪
も
、
在
職
年
数
三
十
四
年
間
の
長
さ
に
至
っ
た
。

た
だ
た
か

文
化
九
年
十
二
月
に
襲
封
し
た
頃
は
、
先
日
に
伊
能
忠
敬
が
諫
早
領
を

測
量
し
た
ば
か
り
の
時
で
、
ロ
シ
ア
船
・
イ
ギ
リ
ス
船
が
し
ば
し
ば
日
本

近
海
に
訪
れ
て
、
貿
易
を
迫
っ
て
来
た
頃
で
あ
っ
て
、
祖
父
茂
図
と
同
じ

く
海
防
に
明
け
暮
れ
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
は
長
崎
守
備
の
厳
正

さ
に
よ
っ
て
、
幕
府
な
ら
び
に
藩
主
か
ら
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

翌
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
は
、
ド
イ
ツ
人
シ
ー
ボ
ル
ト
が
オ
ラ
ン

ダ
の
医
官
と
し
て
出
島
に
来
る
。
翌
年
に
は
鳴
滝
塾
を
開
き
、
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
に
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
と
も
な
わ
れ
て
江
戸
に
向
う
が
、

途
中
諫
早
内
本
陣
安
勝
寺
に
宿
泊
し
て
い
る
。

そ
の
後
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
八
月
十
二
日
に
、
眼
鏡
橋
が
完
成
し

ぞ

て
渡
初
め
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
橋
に
つ
い
て
は
、
余
り
に
も
有
名
な
天

下
の
名
橋
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
く
こ
と
に
す
る
。

し
げ
た
か

十
三
代
領
主
は
、
茂
洪
の
四
男
（
長
・
二
・
三
男
は
早
世
）
茂
喬
が
つ

し
げ
た
ね

い
だ
が
四
年
で
病
死
、
弟
茂
孫
が
十
四
代
を
次
ぐ
。
茂
孫
も
四
年
後
に
は

兄
茂
喬
の
長
男
武
春
に
十
五
代
の
家
督
を
ゆ
ず
る
。
武
春
の
十
年
間
は
、

ま
さ
に
激
動
の
夜
明
け
で
あ
っ
た
。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
、
ア
メ
リ
カ
使
節
ペ
リ
ー
が
艦
隊
を
率

い
て
浦
賀
に
入
港
、
日
本
は
鎖
国
の
夢
を
破
ら
れ
る
。
遂
に
安
政
元
年（
一

八
五
四
）
三
月
に
日
米
和
親
条
約
を
結
び
、
下
田
・
箱
館
の
二
港
を
開
港
、

八
月
に
は
日
英
和
親
条
約
を
結
ん
で
長
崎
・
箱
館
を
開
港
、
九
月
に
は
オ

ラ
ン
ダ
に
下
田
・
箱
館
を
開
港
、
十
二
月
に
は
日
露
和
親
条
約
で
下
田
・

箱
館
・
長
崎
を
開
港
等
々
時
代
は
目
ま
ぐ
る
し
く
回
転
、
さ
ら
に
安
政
五

年（
一
八
五
八
）六
月
に
は
日
米
通
商
条
約
に
調
印
、
引
き
続
い
て
日
蘭
・
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村

名

田

地

畑

地

屋

敷

合

計

遠
竹
村

町
反
畝
歩

一
〇
、六
、九
、二
三

石
斗
升
合

六
〇
、八
、〇
、四

町
反
畝
歩

四
、七
、四
、一
四

石
斗
升
合

八
、三
、四
、九

町
反
畝
歩

〇
、〇
、六
、〇

石
斗
升
合

〇
、二
、四
、〇

町
反
畝
歩

一
五
、五
、〇
、七

石
斗
升
合

六
九
、三
、九
、三

井
崎
村

一
三
、三
、六
、〇

六
〇
、〇
、二
、七

一
二
、八
、四
、一
二

二
七
、一
、五
、一

〇
、三
、九
、二
〇

〇
、三
、三
、一

二
六
、六
、〇
、二

八
七
、五
、〇
、九

田
原
村
一
三
、〇
、六
、一
二

四
一
、二
、六
、八

七
、三
、七
、一
八

一
五
、五
、六
、八

〇
、八
、七
、二
二

〇
、四
、一
、八

二
一
、三
、一
、二
二

五
七
、二
、五
、四

小
川
原
浦
村

一
五
、五
、七
、二
五

一
〇
四
、一
、九
、五

一
二
、三
、〇
、六

二
五
、五
、〇
、六

〇
、五
、二
、二
六

〇
、四
、二
、九

二
八
、四
、〇
、二
七

一
三
〇
、一
、三
、〇

長
里
村

三
九
、三
、〇
、五

二
八
五
、三
、二
、二

一
三
、一
、一
、七

三
〇
、七
、七
、四

〇
、九
、九
、一
三

〇
、八
、八
、七

五
三
、四
、〇
、二
五

三
一
六
、九
、八
、三

日
露
・
日
英
・
日
仏
と
、
次
々
に
通
商
条
約
が
成
立
、
さ
ら
に
は
安
政
の

大
獄
・
櫻
田
門
外
の
変
と
急
転
、
倒
幕
運
動
が
渦
巻
く
幕
末
時
代
へ
と
突

入
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

十
六
代
は
茂
洪
の
五
男
一
学
が
継
ぎ
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
か
ら

三
十
三
年
間
、
諫
早
家
当
主
の
座
に
あ
り
、
そ
の
間
に
幕
末
か
ら
明
治
維

新
前
後
の
、
あ
わ
た
だ
し
い
制
度
・
世
情
の
大
変
革
に
立
ち
合
う
こ
と
に

な
る
。
そ
の
中
で
、
早
田
快
太
・
岸
川
文
太
な
ど
の
優
れ
た
家
臣
た
ち
の

補
佐
よ
ろ
し
き
を
得
た
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
す
ば
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
諫
早
の
向
う
所
を
誤
ら
せ
ず
、
こ
の
地
域
近
代
化

の
基
盤
を
築
い
た
名
君
で
あ
っ
た
。

１３

小
長
井
地
区
段
別
石
高
調
（
天
保
三
年
十
二
月
、
諫
早
市

史
）

第
十
節

近

代

一
、
明
治
時
代

１

明
治
維
新
と
諫
早
一
学

よ
し
の
ぶ

慶
応
三
年
（
一
八
七
六
）
十
月
、
将
軍
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
に
よ
っ

て
、
二
六
四
年
に
及
ぶ
幕
藩
体
制
が
崩
壊
、
翌
四
年
（
一
八
六
八
）
九
月

に
明
治
と
改
元
、
江
戸
城
を
皇
居
と
定
め
、
江
戸
を
東
京
と
し
て
、
天
皇

親
政
に
よ
る
新
し
い
国
づ
く
り
が
始
ま
る
。
こ
の
年
正
月
の
鳥
羽
伏
見
の

戦
を
き
っ
か
け
と
し
て
戊
辰
戦
争
が
起
り
、
出
陣
し
た
佐
嘉
藩
主
に
代

わ
っ
て
、
諫
早
一
学
は
そ
の
留
守
を
あ
ず
か
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
十
月
、

京
都
御
所
の
守
備
を
命
ぜ
ら
れ
、
岸
川
文
太
を
隊
長
と
す
る
諫
早
領
兵
を

引
率
し
て
京
都
に
上
る
。

翌
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
版
籍
奉
還
が
行
わ
れ
て
、
佐
賀
藩
も
諫
早

領
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は

長
崎
県
庁
の
要
請
に
よ
っ
て
、
諫
早
の
平
野
萬
里
が
、
領
兵
百
名
を
率
い

き
ょ
ひ

て
長
崎
警
護
に
出
動
す
る
。
北
海
道
移
住
を
拒
否
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

暴
動
を
起
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
備
え
て
の
警
備
が
目
的
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
幸
に
事
無
き
を
得
て
帰
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
佐
賀
の
乱
が
勃
発
し
、
諫
早
か
ら

も
三
百
人
が
、
県
庁
軍
と
し
て
出
兵
し
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
十
年
（
一

第十節 近 代
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八
七
七
）
の
西
南
戦
争
の
時
も
、
す
で
に
六
年
（
一
八
七
三
）
に
徴
兵
令

が
敷
か
れ
て
、
国
民
皆
兵
の
鎮
台
兵
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
一
学
と
し

て
は
何
の
責
任
も
な
い
わ
け
だ
が
、
新
政
府
の
要
望
で
旧
領
主
の
呼
び
か

け
に
よ
っ
て
、
義
勇
兵
一
四
九
名
が
出
陣
し
て
い
る
。
常
に
長
崎
警
備
に

出
動
し
て
来
た
経
緯
を
、
明
治
初
年
も
こ
う
し
て
引
き
づ
っ
て
来
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
い
う
維
新
の
混
乱
期
が
過
ぎ
た
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
一
学

は
、
失
業
士
族
の
生
計
確
立
の
た
め
に
、
授
産
事
業
補
助
金
四
千
円
を
寄

付
し
、
こ
れ
を
基
金
と
し
て
、
諫
早
で
初
め
て
の
近
代
工
場
で
あ
る
製
糸

会
社
「
大
成
社
」
を
創
立
さ
せ
た
。
こ
れ
は
蒸
気
機
関
で
働
く
工
場
で
、

諫
早
の
人
た
ち
を
近
代
的
な
産
業
育
成
に
目
覚
め
さ
せ
る
基
礎
を
な
し
た

と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
開
通
し
た
日
本
最
初
の
有
料
道
路

「
日
見
新
道
」
の
、
新
道
建
設
会
社
の
代
表
者
に
な
る
な
ど
、
各
方
面
に

活
躍
し
て
い
る
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
明
治
政
府
に
多
額

の
海
防
費
を
献
納
し
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
は
第
一
回
国
会

開
設
に
は
貴
族
院
議
員
と
し
て
、
国
政
の
上
に
も
活
躍
し
て
き
た
。
維
新

前
後
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
、
諫
早
の
進
む
べ
き
方
向
を
見
誤
る
事
な
く
導

い
た
、
第
一
の
功
労
者
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
二
月
十
七
日
、
六
十
九
歳
で
永
眠
し

て
い
る
。

２

郵
便
事
業
の
近
代
化

ひ
そ
か

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
、
前
島
密
の
建
議
に
よ
っ
て
、
東
京

－

京
都－

大
阪
間
で
近
代
郵
便
制
度
が
施
行
さ
れ
、
九
ヶ
月
後
の
十
二
月

十
五
日
に
は
、
小
倉
と
長
崎
間
に
実
施
さ
れ
て
、
こ
こ
に
東
京
か
ら
長
崎

ま
で
の
郵
便
路
線
が
開
通
し
た
。
こ
れ
ま
で
江
戸
か
ら
長
崎
ま
で
一
九
〇

時
間
を
要
し
た
飛
脚
便
が
、
一
挙
に
九
五
時
間
に
短
縮
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
の
普
及
は
早
く
、
翌
五
年
六
月
に
は
全
国
に
行
き
わ
た
っ
た
。

諫
早
で
は
明
治
四
年
十
二
月
四
日
、
永
昌
宿
跡
に
郵
便
事
務
駅
取
扱
所

を
開
い
た
の
が
始
ま
り
で
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
三
月
に
は
、
貯

金
為
替
事
務
取
扱
い
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
湯
江
局
な
ら
び
に
有

喜
局
が
開
設
さ
れ
、
小
長
井
地
方
は
湯
江
局
の
集
配
区
域
と
し
て
こ
の
事

業
が
始
ま
っ
た
。
小
長
井
郵
便
局
の
起
り
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇

九
）
三
月
、
井
崎
名
船
津
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

３

文
明
開
化

明
治
の
文
明
開
化
は
、
ザ
ン
ギ
リ
頭
と
洋
服
着
用
、
さ
ら
に
は
学
校
制

む
ら

度
に
代
表
さ
れ
る
。「
邑
ニ
不
学
ノ
戸
ナ
ク
、
家
ニ
不
学
ノ
人
ナ
カ
ラ
シ

メ
ン
」と
高
ら
か
に
詠
い
上
げ
て
、
学
制
を
発
布
し
た
の
が
明
治
五
年（
一

八
七
二
）
八
月
三
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
六
年
に
は
小
長
井
の
五
集

落
に
、民
家
を
借
り
て
小
学
校
が
発
足
し
た
の
は
、驚
く
べ
き
早
さ
で
あ
っ

た
。
以
下
変
遷
を
ま
と
め
て
み
る
。
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藩
政
時
代�

遠
竹
村�

井
崎
村�

田
原
村�

小
川
原
浦
村�

長
里
村�

井
崎
村�

小
川
原
浦
村�

長
里
村�

明
治
11
年�

明
治
22
年�

昭
和
41
年�

小
長
井
村�

小
長
井
町�

明
治
6
年�

遠
竹
小
学
校�

井
崎
小
学
校�

田
原
小
学
校�

小
川
原
浦
小
学
校�

長
里
小
学
校�

崎
原
小
学
校�

小
長
井
尋
常�

高
等
小
学
校�

小
長
井
尋
常
高
等�

　
　
　
　
小
学
校�

遠
竹
尋
常
小
学
校�

（
分
校
）�

明
治
7
年�

明
治
32
年�

明
治
34
年�

独
立�

長
里
尋
常
小
学
校�

（
分
校
）� 独
立�

４

行
政
区
画
の
変
遷

明
治
二
年
（
一
八
九
六
）
の
版
籍
奉
還
を
受
け
て
新
政
府
は
、
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
七
月
十
四
日
、
廃
藩
置
県
を
布
告
し
、
中
央
集
権
下
の

自
治
体
づ
く
り
に
着
手
す
る
。
諫
早
地
方
は
初
め
佐
賀
県
に
編
入
さ
れ
た

が
、
明
治
四
年
十
一
月
十
四
日
に
は
伊
万
里
県
に
な
り
、
明
治
五
年
一
月
、

長
崎
県
令
が
置
か
れ
た
折
、
長
崎
県
に
編
入
と
な
っ
た
。
町
村
も
初
め
は

区
政
を
布
い
て
、
長
田
か
ら
小
長
井
ま
で
の
東
目
地
域
を
第
十
大
区
と
し
、

区
務
所
を
湯
江
に
置
い
た
。
小
長
井
は
そ
の
内
第
一
小
区
と
さ
れ
て
い
た
。

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
七
月
二
十
二
日
、
郡
区
町
村
編
成
法
が
制

定
さ
れ
た
際
、
高
来
郡
を
南
北
に
分
け
て
諫
早
地
方
は
北
高
来
郡
が
成
立
、

初
代
郡
長
に
旧
諫
早
家
家
老
早
田
快
太
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
小
長
井
の

行
政
区
画
の
確
定
を
表
記
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

表
に
ま
と
め
る
と
す
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
県
制
が
二
転
三
転
し
て
き

た
よ
う
に
、
三
〇
〇
年
の
幕
藩
体
制
に
な
れ
て
き
た
村
々
に
と
っ
て
は
、

新
し
い
近
代
自
治
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
す
こ
と
は
、
な
み
た
い
て
い
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
時
々
の
指
導
者
た
ち
の
英
知
と
、
村
人
た
ち
の

苦
難
を
乗
り
越
え
る
努
力
が
あ
っ
て
、
近
代
小
長
井
の
基
礎
が
築
か
れ
た

も
の
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
歴
代
戸
長
・
村
長
の
氏
名
を
、
北
高
来
郡

誌
か
ら
再
録
し
て
お
く
。

氏

名

就
任
年
月

退
任
年
月

別

佐
藤
定
四
郎

木
下
左
金
吾

宇
野
右
馬
之
進

中
山

友
藏

毎
熊

敬
一

宇
野
右
馬
之
進

増
山
文
之
助

赤
司

傳
吉

田
川
九
郎
助

宇
野
右
馬
之
進

佐
藤

覺

古
賀
徳
太
郎

古
賀

正
偉

宇
野
右
馬
之
進

明
治
１３
年

明
治
１５
年
２
月

明
治
１６
年
１０
月

明
治
１８
年
１
月

明
治
２２
年
５
月

明
治
２６
年
５
月

明
治
３０
年
５
月

明
治
３４
年
５
月

明
治
３６
年
１２
月

明
治
３７
年
９
月

明
治
３８
年
５
月

明
治
４０
年
４
月

明
治
４１
年
１
月

明
治
４５
年
１
月

明
治
１５
年
２
月

明
治
１６
年
９
月

明
治
１７
年
１２
月

明
治
２２
年
４
月

明
治
２６
年
５
月

明
治
３４
年
５
月

明
治
３４
年
５
月

明
治
３６
年
１１
月

明
治
３７
年
８
月

明
治
３８
年
３
月

明
治
４０
年
３
月

明
治
４０
年
１２
月

明
治
４５
年
１
月

大
正
２
年
５
月

戸

長
〃〃〃

村

長
〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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５

交
通
網
の
進
展

文
明
開
化
は
、
交
通
の
上
に
も
大
き
く
進
展
し
て
行
っ
た
。
大
八
車
は

す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
て
、
八
人
分
の
荷
を
運
べ
る
と
い
っ

て
、
代
八
車
と
名
が
つ
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
昭
和
の
リ
ヤ
カ
ー
時
代
に

な
っ
て
も
、
農
家
の
主
な
運
搬
手
段
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
頃
、
日
本
人
が
発
明
し
た
唯
一
の
乗
り
物
が
人
力
車
と
い

わ
れ
る
。
明
治
五
、
六
年
の
頃
に
な
る
と
、
医
者
は
車
夫
つ
き
の
人
力
車

を
所
有
し
て
い
て
、
毎
日
の
往
診
に
人
力
車
で
出
か
け
る
姿
を
よ
く
見
か

け
た
も
の
だ
っ
た
。

物
資
の
大
量
運
搬
手
段
と
し
て
、
明
治
の
初
め
に
登
場
し
た
の
が
馬
車

で
あ
る
。
北
高
来
郡
内
の
物
資
の
集
散
地
は
諫
早
町
で
、
諫
早
か
ら
積
出

港
の
長
崎
に
運
び
入
れ
る
た
め
に
出
来
た
馬
車
道
が
日
見
新
道
で
あ
る
。

こ
の
道
は
長
崎
街
道
に
沿
っ
て
、
日
見
峠
を
大
き
く
掘
り
切
っ
て
、
馬
車

が
通
り
や
す
い
傾
斜
と
、行
き
交
い
出
来
る
幅
員
を
も
っ
た
も
の
で
、喜
々

津
か
ら
諫
早
ま
で
は
平
坦
地
を
通
っ
て
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に

開
通
し
た
。
こ
の
道
が
明
治
道
で
、
国
道
四
号
線
と
な
り
、
現
在
は
さ
ら

に
平
坦
地
化
し
た
改
良
が
行
わ
れ
て
、
国
道
三
四
号
線
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
諫
早
市
街
地
の
本
明
川
に
は
眼
鏡
橋
し
か
な
く
、
車
の
通
行
に
不

便
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
す
ぐ
下
流
に
平
坦
な
橋
を
架
け
た
の
が
、
明
治

十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
出
来
た
新
橋
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
車
の
利
用

は
道
を
変
え
、
橋
を
変
え
て
行
き
、
道
の
新
設
は
ま
た
集
落
の
形
を
変
え

て
行
っ
た
。

諫
早
市
街
地
を
中
心
に
、
北
高
来
郡
各
地
を
結
ぶ
道
路
網
が
延
び
て

行
っ
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
諫
早
・
湯
江
間
を
県
道
が
開
通

し
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
は
小
長
井
ま
で
延
び
た
。
こ
の
道
を

各
地
で
直
線
化
を
図
っ
た
の
が
今
の
国
道
２
０
７
号
線
で
あ
る
。
明
治
二

十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
な
っ
て
こ
の
道
を
、
諫
早
泉
町
を
出
発
し
て
湯

江
三
部
壱
を
通
り
、
井
崎
船
津
へ
至
る
「
箱
馬
車
」（
乗
合
馬
車
）
の
賃

送
が
始
ま
る
。
こ
の
地
に
鉄
道
が
走
る
の
は
、
昭
和
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

６

足
角
新
開

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
頃
ま
で
の
長
里
港
は
、
奥
深
く
入
り
こ
ん

だ
天
然
の
良
港
で
、
阿
蘇
神
社
の
近
く
ま
で
潮
が
入
り
こ
ん
で
い
て
、
船

津
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
西
の
城
崎
鼻
か
ら
東
の
足
角
ま
で
、
約

三
五
〇
�
の
堤
防
を
築
き
、
三
十
�
余
の
水
田
を
造
成
し
た
の
が
足
角
新

開
で
あ
る
。
明
治
十
六
年
の
頃
、
島
原
の
中
尾
忠
吾
が
一
家
を
引
き
つ
れ

て
、
こ
こ
に
納
屋
を
建
て
て
こ
も
り
、
築
堤
に
着
手
し
た
と
い
う
。
苦
心

惨
た
ん
の
末
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
五
月
に
見
事
完
成
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
各
入
江
の
港
湾
整
備
と
、
付
随
し
た
小
規
模
埋
立
て
が
進

め
ら
れ
る
。
小
長
井
地
域
は
古
来
良
港
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
遠
竹
の
釜
港
、

柳
新
田
入
口
の
築
切
港
、
船
津
川
河
口
の
船
津
港
（
小
長
井
本
港
）、
小

深
井
川
河
口
の
帆
崎
港
等
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
こ
の
地
の
人
々
の
交
通

は
、
陸
上
よ
り
も
む
し
ろ
海
上
に
重
き
を
お
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
常
品
は
多
く
諫
早
の
卸
商
か
ら
仕
入
れ
て
帆
船
で
運
び
入
れ
た
。
人
々

―２０２―
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の
往
来
は
多
く
、
船
便
で
本
明
川
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
行
っ
た
。
明
治
に

な
っ
て
通
行
が
自
由
に
な
り
、
島
原

半
島
へ
も
肥
後
方
面
へ
も
、
ど
ん
ど

ん
航
路
が
延
び
て
行
き
、
帆
崎
石
の

販
路
も
各
方
面
へ
伸
び
て
行
っ
て
、

小
長
井
の
基
幹
産
業
へ
と
発
展
し
て

行
く
。
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）

に
は
帆
崎
石
工
組
合
を
組
織
し
、
石

の
規
格
と
価
格
を
統
一
し
て
、
事
業

の
発
展
を
計
っ
て
行
っ
た
。
郡
内
石

材
業
で
の
突
出
ぶ
り
を
、
大
正
六
年

の
統
計
で
見
て
お
こ
う
。

７

戦
争
の
世
紀
へ

明
治
時
代
後
半
の
日
本
は
、
富
国
強
兵
政
策
を
軸
と
し
て
、
欧
米
列
強

に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
と
、
ひ
た
走
り
に
走
り
続
け
た
時
代
で
あ
っ
た
。

日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
世
界
列
強
の
仲
間
入
り
を
果

し
た
時
期
で
あ
る
。
前
者
は
、
国
際
的
に
は
「
眠
れ
る
獅
子
」
と
し
て
一

目
お
か
れ
て
い
た
国
で
、
古
来
の
ア
ジ
ア
宗
主
国
を
自
認
し
て
き
た
国
が

相
手
で
あ
っ
た
。
後
者
は
世
界
最
強
の
陸
軍
を
持
つ
大
国
で
、
終
戦
時
点

で
の
日
本
は
ま
さ
に
力
尽
き
果
て
て
い
た
。
日
本
に
幸
し
た
の
は
、
イ
ギ

リ
ス
と
同
盟
関
係
に
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
終
始
好
意
的
で
、
機
を
見
て「
勝

負
あ
っ
た
」
と
仲
介
に
入
っ
て
く
れ
た
事
で
あ
っ
た
。

日
本
が
列
強
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
言
う
こ
と
は
、「
武
力
に
よ
っ
て

領
土
拡
張
・
植
民
地
獲
得
を
図
る
。」
と
い
う
帝
国
主
義
の
仲
間
入
り
を

し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
日
本
が
「
戦
争
の
世
紀
」
に
突
入
し
た
第
一

歩
が
日
清
戦
争
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

な
お
勝
利
の
陰
に
は
、
小
長
井
で
も
日
清
戦
争
で
一
名
、
日
露
戦
争
で

四
名
の
戦
死
者
を
出
す
（
現
郷
土
誌
）
と
い
う
、
尊
い
犠
牲
者
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

二
、
大
正
時
代

１

木
下
吉
之
亟
の
田
原
農
場

大
正
時
代
の
十
五
年
間
の
う
ち
、
大
正
三
年
か
ら
七
年
ま
で
（
一
九
一

四
〜
一
八
）、
第
一
次
世
界
大
戦
が
吹
き
荒
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
悲
惨
な

戦
場
と
化
し
た
。
日
本
も
三
年
八
月
に
参
戦
し
て
九
月
、
ド
イ
ツ
の
租
借

チ
ン
タ
オ

地
で
あ
っ
た
中
国
山
東
半
島
に
上
陸
。
十
一
月
に
は
青
島
を
占
領
し
て
い

村

名

石
材
産
出
価
格

備

考

小
長
井
村

真
津
山
村

小

栗

村

諫

早

村

六
八
、
六
〇
〇
円

六
九
〇
円

八
四
〇
円

三
〇
〇
円

帆
崎
石

諫
早
石
（
砂
岩
）

〃〃
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る
。
十
月
に
は
ド
イ
ツ
領
の
南
洋
群
島
を
占
領
し
た
。
ま
た
六
年
（
一
九

一
七
）
に
は
ロ
シ
ア
革
命
が
起
っ
て
、
日
・
英
は
シ
ベ
リ
ア
に
出
兵
す
る

な
ど
、
日
本
が
膨
張
を
続
け
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
間
、
小
長
井
の
戦
死
・

戦
病
死
者
も
四
名
を
数
え
て
い
る
。
ま
た
吉
野
作
造
の
「
民
本
主
義
」
な

ど
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
小
長
井
に
お
け
る
大
事
業
は
、
木
下
吉
之
亟
に
よ
る
田
原

農
場
の
開
拓
で
あ
る
。
広
大
な
多
良
山
麓
の
原
野
を
拓
き
、
溜
池
を
造
り

水
路
を
引
い
て
、
何
百
�
も
の
美
田
を
形
成
し
よ
う
と
い
う
大
事
業
に
着

手
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
「
木
下
吉
之
亟
翁
頌
徳
碑
」

の
碑
文
に
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。

北
高
来
郡
小
長
井
村
ハ
戸
数
九
百
、
農
ヲ
以
テ
業
ト
ス
ル
者
実
ニ

七
百
戸
ニ
達
ス
。
然
ル
ニ
耕
地
乏
シ
ク
田
地
僅
カ
ニ
二
百
余
町
ニ
シ

テ
、
一
戸
平
均
四
反
歩
ニ
過
ギ
ズ
。
戸
口
ハ
遂
年
増
加
シ
、
耕
地
益
々

不
足
ヲ
告
グ
。
コ
ノ
時
ニ
当
リ
元
代
議
士
木
下
吉
之
亟
翁
ハ
、
大
正

五
年
長
里
耕
地
整
備
組
合
ヲ
設
ケ
、
一
大
農
場
ヲ
経
営
シ
テ
、
小
長

井
村
ニ
原
野
二
百
余
町
ノ
開
拓
ヲ
企
ツ
。
既
ニ
シ
テ
茶
屋
・
山
神
ニ

大
貯
水
池
ヲ
築
造
シ
、
百
余
町
ヲ
開
田
シ
、
農
家
ヲ
移
シ
、
道
路
ヲ

開
キ
、
更
ニ
事
業
ノ
完
成
ヲ
計
ラ
ン
為
、
寝
食
ヲ
忘
レ
一
身
一
家
ヲ

シ

シ

ニ
ジ
ュ

オ
カ

顧
ミ
ズ
、
孜
々
経
営
シ
ツ
ツ
ア
ル
ノ
際
、
突
如
二
豎
（
病
魔
）
ノ
冒

コ
ウ
エ
ン

ス
所
ト
ナ
リ
、
溘
焉
ト
シ
テ
（
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
）
長
逝
セ
ラ
ル
。

マ
コ
ト

タ

エ

コ
コ

ハ
カ

洵
に
痛
惜
ニ
堪
ヘ
ズ
。
茲
ニ
田
原
名
農
場
移
住
者
並
ニ
有
志
相
謀
リ
、

ボ
ク

エ

地
ヲ
農
場
ニ
卜
シ
、
翁
ノ
功
績
ヲ
刻
シ
テ
永
遠
ニ
伝
ヘ
ン
ト
ス
。
余

ハ
翁
ト
知
ル
ヤ
久
シ
ク
、
為
ニ
嘱
セ
ラ
レ
テ
コ
ノ
碑
文
ヲ
成
ス
。

昭
和
四
年
十
二
月

勲
三
等

則
元
由
庸

撰

第
一
次
世
界
大
戦
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
に
、
空
前
の
戦
争
景
気
を
も
た

ら
し
た
が
、
物
価
も
人
件
費
も
大
幅
に
高
騰
し
、
大
正
八
年
か
ら
工
事
単

価
が
、
約
三
倍
に
は
ね
上
が
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
、

勧
業
銀
行
長
崎
支
店
を
中
心
と
し
て
融
資
を
受
け
、
県
の
指
導
援
助
も
受

け
な
が
ら
、
希
望
に
充
ち
て
昭
和
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
業
の
全
域
を
見
る
た
め
に
開
拓
地
略
図
を
次
頁
に
転
載
す
る
。

そ
の
後
に
幾
た
び
か
主
役
が
移
り
変
り
な
が
ら
、
吉
之
亟
の
意
志
は
多
く

の
人
々
に
受
け
継
が
れ
、
こ
の
地
域
は
今
日
、
肥
沃
な
耕
地
と
集
落
が
展

開
し
て
い
る
。
完
成
半
ば
に
し
て
主
人
公
が
死
去
し
た
後
の
い
き
さ
つ
に

つ
い
て
は
、
前
記
田
崎
氏
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

大
正
時
代
は
各
町
村
で
、
町
村
誌
の
発
行
が
行
わ
れ
、
八
年
に
は
「
北

高
来
郡
誌
」
が
発
行
さ
れ
、
郷
土
学
習
や
自
発
学
習
が
重
視
さ
れ
、
綴
り

方
教
育
が
最
初
に
登
場
し
て
来
た
時
代
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
婦
人
公
論
」

や
「
主
婦
の
友
」
が
創
刊
さ
れ
、
婦
人
の
地
位
向
上
が
大
き
く
叫
ば
れ
始

め
た
時
代
で
あ
っ
た
。

※
参
考
文
献

田
崎

保
著
「
木
下
農
場
調
査
報
告
」
諫
早
史
談
第
三
十
一
号

―２０４―
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山茶花高原�
ピクニックパーク�

山ノ神溜池�

茶屋跡�

茶山花溜池�

県道小長井線�

藤佐原�

みさかえの園�

今古場�

聖母の騎士園�

田原山�

清水�

城山�
△�

西円寺� 田原神社�

田原溜池�

船�

津�
川�

仏石�

立石�

木裏木�
天堤�

吉之丞碑�

長坂�

小谷上�

中尾�

姥ヶ上�

馬見�
長�

里�
川�

山茶花高原�
ピクニックパーク�

山ノ神溜池�

茶屋跡�

茶山花溜池�

県道小長井線�

藤佐原�

みさかえの園�

今古場�

聖母の騎士園�

田原山�

清水�

城山�
△�

西円寺� 田原神社�

田原溜池�

船�

津�
川�

仏石�

立石�

木裏木�
天堤�

吉之丞碑�

長坂�

小谷上�

中尾�

姥ヶ上�

馬見�
長�

里�
川�

佐賀県太良町�

高　来　町�

卍�
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木下農場開拓資料
小長井村大字長里耕地整理組合

認可 大正４年８月２８日
着任 大正５年９月１日

備 考

１反歩工事費５２円２０銭
民有地工事費７４円７４銭

同

同

１反歩工事費１５８円０６銭
民有地工事費２２０円３０銭

同

同

同

（長崎県立図書館所蔵統計書）

工事費予算総額

８３，９８４円５４銭

８３，９８４円５４銭

８３，９８４円５４銭

２５４，５９７円４８銭

２５４，５９７円４８銭

２６８，９４７円００銭

２６８，９４７円００銭

地区内民有地総面積

１１２町２５２３歩

１１２町３５２０歩

１１２町３５２０歩

１１５町５６０８歩

１８２町７２２３歩

１８２町７２２３歩

１８２町７２２３歩

地区総面積

１６０町８６２８歩

１６０町８６２８歩

１６０町８６２８歩

１６０町８６２８歩

１８９町３０００歩

１８９町３０００歩

１８９町３０００歩

年次

大正５

〃 ６

〃 ７

〃 ８

〃 ９

〃１０

〃１１

長里耕地整理組合木下農場開拓地
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第
十
一
節

現

代

一
、
昭
和
時
代

１

鉄
道
の
開
通

昭
和
に
入
っ
て
世
界
恐
慌
、
満
州
事
変
と
あ
わ
た
だ
し
い
動
き
の
中
で
、

小
長
井
周
辺
で
建
設
工
事
が
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
来
た
。
よ
う
や
く
東
日

方
面
の
鉄
道
建
設
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
諫
早
〜
湯
江
間
、
肥
前
山
口

〜
肥
前
浜
間
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
開
通
し
た
の
だ
が
、
湯
江
〜

肥
前
浜
間
は
す
こ
ぶ
る
難
工
事
続
き
で
ト
ン
ネ
ル
が
多
く
、昭
和
九
年（
一

九
三
四
）
十
二
月
一
日
、
よ
う
や
く
有
明
平
坦
線
（
後
に
こ
れ
が
長
崎
本

線
と
な
る
）
の
全
面
開
通
が
完
了
。
小
長
井
駅
が
開
業
す
る
。
物
資
や
人

員
輸
送
の
利
便
は
勿
論
、
長
い
間
交
通
不
便
の
故
に
、
上
級
学
校
進
学
者

は
稀
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
通
学
が
可
能
と
な
り
、
小
長
井
の
文
化
水
準

を
大
き
く
高
め
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

２

バ
ス
の
運
行

さ
き
に
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
諫
早
自
動
車
合
名
会
社
に
よ
っ
て
、

運
行
が
始
ま
り
最
初
は
諫
早
新
橋
か
ら
井
崎
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

県
界
ま
で
延
び
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
小
型
で
数
名
し
か
乗
れ
ず
、
乗
車
賃

も
高
く
て
、
一
般
大
衆
に
は
未
だ
縁
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
、
西
肥
自
動
車
が
諫
早
〜
小
長
井
間

の
乗
合
バ
ス
運
行
を
開
始
し
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
六
月
三
十
日

か
ら
、
西
肥
バ
ス
路
線
を
買
収
し
た
県
営
バ
ス
の
運
行
と
な
り
、
以
後
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
か
ら
田
原
ま
で

の
バ
ス
運
行
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、
み
さ
か
え
の
園
ま
で
路
線
が
伸
ば
さ

れ
て
き
た
。

３

軍
国
主
義
の
時
代

第
一
次
世
界
大
戦
後
ベ
ル
サ
イ
ユ
体
制
下
に
あ
っ
て
、
国
際
連
盟
の
成

立
と
活
動
、
軍
縮
会
議
の
推
進
等
、
世
界
は
よ
う
や
く
平
和
追
求
の
国
際

協
調
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九

月
十
八
日
、
満
州
事
変
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
遂
に
日
本
は
、
戦
争
の
世
紀

の
主
役
に
躍
り
出
る
。
日
本
に
満
州
撤
兵
を
要
求
す
る
国
際
連
盟
に
対
し

よ
う
す
け

て
、
外
相
松
岡
洋
右
は
連
盟
脱
退
を
も
っ
て
応
え
、
昭
和
七
年
（
一
九
三

二
）
一
月
の
上
海
事
変
、
五
・
一
五
事
件
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

の
二
・
二
六
事
件
を
経
て
、
軍
部
独
裁
体
制
を
整
え
た
日
本
は
、
そ
の
年

十
一
月
、
日
独
防
共
協
定
を
結
ん
で
ド
イ
ツ
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
政
権
と
手
を

結
び
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
七
日
、
日
中
戦
争
に
突
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
泥
沼
の
戦
場
拡
大
へ
と
つ
き
進
ん
で
し
ま
う
。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
仏
印
に
進
駐
、
十
六
年
（
一
九
四
一
）

十
二
月
八
日
、
遂
に
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
に
仲
間

第十一節 現 代
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戦死者

９
１４
１９
５
３２
５２
６
１８
５１
１０
１１
９
１１
１９
１８
１４
２

２９

３２９

地 区 別

遠 竹
黒仁田・柳南

釜
筑 切
井 崎
小 川 原 浦
新 田 原
田 原

牧
足 角
打 越
川 内
船 津
田 代
尾 ノ 上
大 久 保
古 場

戦 災 死

総 計

入
り
し
、
過
酷
な
総
力
戦
を
展
開
す
る
。
だ
が
本
土
空
襲
、
沖
縄
戦
、
そ

し
て
広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
遂
に
力
尽
き
、昭
和
二
十
年（
一

九
四
五
）
八
月
十
五
日
、
有
史
以
来
の
敗
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
大
東
亜
新
秩
序
の
建
設
、
や
が
て
は
八
紘
一
宇
、
一
億
一
心

い
ち
ず

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
純
真
な
数
多
く
の
若
者
た
ち
が
、
一
途
に
国
の
た

め
と
散
っ
て
い
っ
た
。
小
長
井
か
ら
出
征
し
て
い
っ
た
若
者
た
ち
の
う
ち
、

戦
死
者
及
び
戦
病
死
者
を
地
区
別
に
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
総

計
三
百
名
、
徴
用
工
や
挺
身
隊
な
ど
が
、
原
爆
な
ど
で
戦
災
死
し
た
者
も

二
十
九
名
に
の
ぼ
り
、
前
出
の
日
清
・
日
露
戦
争
に
比
べ
る
と
、
格
段
と

増
加
し
て
い
る
。
今
日
の
戦
争
が
如
何
に
膨
大
な
犠
牲
を
強
い
る
悲
惨
な

も
の
で
あ
る
か
を
、
国
民
も
為
政
者
も
、
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

戦
後
民
主
化

�

思
想
・
政
治
の
民
主
化

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
四
日
、
進
駐
軍
総
司
令
部
は
、
日
本

の
極
端
な
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
の
排
除
、
民
主
主
義
の
復
活
強
化
を

図
っ
て
、
先
ず
治
安
維
持
法
の
廃
止
、
政
治
犯
の
釈
放
、
特
高
警
察
の
廃

止
、
職
業
軍
人
等
の
公
職
追
放
を
指
令
し
、
超
国
家
主
義
二
十
七
団
体
の

解
散
を
命
令
し
た
。

さ
ら
に
総
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
弊
原
首
相
に
憲
法
改
正
を
示
唆

し
、
男
女
同
権
、
労
働
者
の
団
結
権
の
保
障
、
教
育
の
民
主
化
、
専
制
政

治
の
廃
止
、
経
済
の
民
主
化
の
五
大
改
革
を
指
令
す
る
。
以
後
、「
平
和

的
文
化
国
家
の
建
設
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
諸
改
革
が
、
矢
継
ぎ
早
に

進
行
す
る
。
諸
政
党
が
次
々
に
結
成
さ
れ
、
新
し
い
日
本
の
指
導
者
た
ち

が
、
新
し
い
国
づ
く
り
を
始
め
る
。

�

経
済
の
民
主
化

戦
後
の
日
本
は
膨
大
な
負
債
を
か
か
え
て
、
領
土
は
縮
小
す
る
、
人
口

は
増
加
す
る
、
生
産
は
減
少
す
る
、
物
価
は
高
騰
す
る
、
食
料
難
が
激
し

く
な
り
、
イ
ン
フ
レ
と
厳
し
い
生
活
難
に
あ
え
い
で
い
っ
た
。
占
領
軍
は
、

ラ
ラ
物
資
を
放
出
し
て
日
本
国
民
の
食
料
難
・
生
活
難
を
和
ら
げ
る
一
方
、

財
閥
の
解
体
と
共
に
、
地
主
勢
力
の
追
放
を
め
ざ
し
て
自
作
農
の
創
設
を

計
り
、
農
地
改
革
を
断
行
す
る
。
こ
れ
が
戦
後
農
村
を
大
き
く
変
え
た
大

改
革
で
あ
る
。
国
が
強
制
的
に
地
主
の
農
地
を
買
収
す
る
目
安
と
し
て
、

小
長
井
地
方
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

�
不
在
地
主
の
所
有
す
る
小
作
地
全
部
。

�
在
村
地
主
の
所
有
地
も
、
平
均
七
反
歩
を
超
え
る
小
作
地
。

�
自
作
在
村
地
主
の
所
有
地
上
限
を
、
小
作
地
・
自
作
地
合
わ
せ
て
二
町

―２０８―
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三
反
と
す
る
。

こ
う
し
て
国
が
買
上
げ
た
農
地
を
、
安
価
で
小
作
人
に
売
り
渡
す
と
い

う
方
式
で
自
作
農
を
創
設
し
た
の
が
農
地
改
革
で
あ
る
。
当
時
、
小
長
井

の
全
小
作
地
面
積
は
三
二
七
町
歩
、
こ
の
う
ち
二
四
九
町
歩
が
小
作
人
で

あ
る
農
民
に
売
渡
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
二
年
当
時
、
小
作
地
は
全
耕

地
の
五
五
％
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
年
に
は
、

全
体
の
三
・
三
％
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
推
進
す
る
役
割
り
を
担
っ
た

の
が
農
地
委
員
会
で
、
小
作
五
、
地
主
三
、
自
作
三
の
割
合
で
選
出
さ
れ

た
。
第
一
回
の
農
地
委
員
の
選
挙
は
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日
に

行
わ
れ
た
が
、
何
せ
革
命
的
な
大
改
革
で
、
そ
の
労
苦
は
並
大
抵
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
幸
い
に
小
長
井
で
は
、
地
主
有
志
の
理
解
も
あ
り
、
協

調
的
な
解
放
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
第
一
回
の
農
地
委
員
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

一
号
委
員
（
小
作
）
尾
形
務
・
村
中
負
市
・
松
本
重
志
・
田
川
喜
明

土
井
伊
三
郎

二
号
委
員
（
地
主
）
古
賀
徳
郎
・
森
鼎
・
鏡
初
孝

三
号
委
員
（
自
作
）
中
村
徳
一
・
新
宮
八
五
郎
・
吉
永
吉
郎

�

憲
法
改
正

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
月
十
日
、
新
選
挙
法
に
よ
る
男
女
同

権
の
総
選
挙
（
第
二
十
二
回
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
新
し
い
議
員
に
よ
っ
て

新
憲
法
が
審
議
さ
れ
、
十
一
月
三
日
公
布
、
翌
二
十
二
年
五
月
三
日
に
施

行
さ
れ
た
。
そ
の
三
大
特
色
は
「
国
民
主
権
・
戦
争
の
放
棄
・
基
本
的
人

権
の
尊
重
」
で
あ
り
、
そ
の
前
文
で
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
、
公
正

と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し

か
ん

た
。」
と
高
ら
か
に
う
た
い
上
げ
た
、
世
界
に
冠
た
る
平
和
憲
法
で
あ
る
。

一
方
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
五
日
、
民
主
化
選
挙
法
に

よ
る
初
の
統
一
地
方
選
が
行
わ
れ
、
初
の
公
選
に
よ
る
古
賀
徳
郎
村
長
が

誕
生
、
そ
の
後
二
十
年
に
わ
た
っ
て
戦
後
混
乱
期
の
民
主
化
推
進
、
経
済

復
興
と
高
度
成
長
期
に
至
る
村
政
の
か
じ
取
り
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

同
じ
時
の
第
一
回
公
選
諫
早
市
長
に
は
中
島
太
郎
が
当
選
し
、「
公
明

選
挙
発
祥
の
地
」
と
し
て
そ
の
後
輝
や
く
選
挙
で
あ
っ
た
。

�

教
育
の
民
主
化

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
、「
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
」

に
基
づ
い
て
文
部
省
に
よ
る
「
新
教
育
の
指
針
」
が
発
行
さ
れ
て
、
教
育

理
念
の
激
変
に
戸
惑
う
教
師
た
ち
の
よ
り
所
と
な
る
。
翌
二
十
二
年
（
一

九
四
七
）
四
月
二
十
九
日
「
教
育
基
本
法
」
が
制
定
公
布
さ
れ
、
四
月
に

い
よ
い
よ
六
・
三
制
が
実
施
さ
れ
、
義
務
教
育
が
九
年
間
と
な
っ
た
。

小
長
井
村
内
の
三
つ
の
国
民
学
校
も
そ
れ
ぞ
れ
長
里
小
学
校
・
遠
竹
小

学
校
・
小
長
井
小
学
校
に
衣
替
え
し
、
新
制
中
学
校
は
一
つ
に
ま
と
め
て

小
長
井
中
学
校
が
誕
生
。
翌
年
は
新
制
高
校
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
新
制
大

学
の
誕
生
と
、
新
し
い
民
主
教
育
の
枠
組
み
が
、
出
来
上
っ
て
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
教
育
の
内
容
・
教
育
の
方
法
に
わ
た
っ
て
徹
底
し
た
民
主
化
が

要
求
さ
れ
、
長
い
間
教
師
の
再
教
育
が
続
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
子
ど
も

の
自
主
心
・
自
発
心
に
基
づ
い
た
個
性
尊
重
の
教
育
が
重
要
視
さ
れ
て
行

第十一節 現 代
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く
。小

長
井
に
は
特
色
の
あ
る
私
立
小
学
校
が
誕
生
し
た
。「
聖
母
の
騎
士

小
学
校
」
で
あ
る
。
原
爆
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
長
崎
の
戦
災
孤
児
た
ち

を
収
容
す
る
た
め
に
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
六
日
、
長
崎
市
戸
町
に
社
会

福
祉
施
設
「
聖
母
の
騎
士
園
」
が
開
設
さ
れ
た
。
長
崎
に
な
じ
み
の
深
い

カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
団
体
を
母
体
に
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
数
々
の
変
遷

を
経
て
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
初
め
、
遠
竹
名
椿
原
地
区
の
村

有
林
三
十
二
�
の
払
い
下
げ
を
受
け
て
造
成
し
、
聖
母
の
騎
士
園
と
そ
の

施
設
内
小
学
校
が
、
逐
次
移
転
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

中
学
生
は
西
大
村
中
学
校
が
受
け
入
れ
て
い
た
も
の
を
、
こ
こ
に
移
転

完
了
し
た
の
が
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
五
月
十
九
日
で
、
当
時
は
、

西
大
村
中
学
校
の
分
校
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
四
十
六
年
（
一

九
七
一
）
四
月
に
独
立
し
て
、
椿
原
中
学
校
と
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

５

戦
後
開
拓
事
業

終
戦
直
後
の
食
料
難
解
決
の
一
助
と
し
て
、「
緊
急
開
拓
事
業
」
を
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
一
月
に
閣
議
決
定
、
直
ち
に
実
施
に
移
さ
れ

た
。
地
主
か
ら
解
放
さ
れ
た
原
野
や
、
旧
軍
用
地
・
国
有
林
等
を
対
象
と

し
て
、
引
揚
者
や
復
員
者
な
ど
の
入
植
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
。
小
長
井

で
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
九
月
、
小
長
井
自
興
開
拓
組
合
と
し

て
清
水
地
区
の
開
拓
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
模
様
を
小
長
井
町
誌
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

清
水
二
十
三
戸
、
農
場
十
三
戸
、
計
三
十
六
戸
、
他
に
増
反
者
四

十
五
戸
、
地
区
総
面
積
一
五
〇
町
歩
の
用
地
は
、
長
里
耕
地
整
理
組

合
の
跡
地
（
旧
所
有
権
者
野
中
久
子
よ
り
農
林
省
が
買
い
上
げ
、
開

拓
用
地
と
し
て
入
植
者
に
売
渡
す
も
の
）
で
あ
っ
た
。
組
合
員
の
大

半
は
引
揚
者
や
復
員
者
で
あ
り
、
特
に
引
揚
者
が
多
か
っ
た
。
従
っ

て
お
互
い
の
心
の
中
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
共
同

生
活
、
共
同
作
業
の
人
手
に
よ
る
開
墾
時
代
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

住
居
は
家
と
は
名
ば
か
り
の
、
丸
太
小
屋
、
杉
皮
葺
き
の
屋
根
、

笹
竹
で
囲
っ
た
壁
、
吹
雪
の
朝
は
、
布
団
の
上
に
雪
が
積
っ
て
い
た
。

配
給
の
食
料
を
食
い
延
ば
す
た
め
、
田
原
地
区
か
ら
買
い
求
め
た
甘

藷
と
ま
ぜ
て
藷
粥
を
作
り
、
空
腹
を
満
た
し
つ
つ
み
ん
な
一
し
ょ
に

な
っ
て
重
い
開
墾
鍬
を
打
振
っ
た
。

や
が
て
近
隣
集
落
と
も
な
じ
み
合
い
、
協
力
し
て
問
題
解
決
に
努
め
る

よ
う
に
な
る
。
清
水
・
田
原
・
農
場
の
三
集
落
協
同
で
、
小
学
校
分
校
設

立
を
陳
情
し
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
九
月
か
ら
小
長
井
小
学
校

田
原
分
校
発
足
（
児
童
六
十
八
名
）
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
る
。

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
農
業
協
同
組
合
法
に
よ
っ
て
、
小
長
井

村
内
の
開
拓
地
は
一
つ
に
統
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
三
年
入
植
の

自
興
三
十
六
戸
、
二
十
六
年
入
植
の
広
川
良
四
十
二
戸
、
二
十
九
年
入
植

の
黒
仁
田
六
戸
が
合
併
し
て
、
新
た
に
小
長
井
開
拓
農
業
協
同
組
合
と
し

て
再
発
足
し
た
。

そ
の
後
政
府
は
、
開
拓
営
農
促
進
法
を
打
ち
出
し
、
適
地
適
作
に
よ
る

営
農
類
型
の
確
立
を
急
が
せ
る
。
そ
の
結
果
、
広
川
良
地
区
で
は
酪
農
と

―２１０―

第二章 歴 史



養
豚
さ
ら
に
養
蚕
、
黒
仁
田
地
区
で
は
み
か
ん
と
畜
産
、
農
場
で
は
み
か

ん
・
ば
れ
い
し
ょ
・
養
豚
、清
水
地
区
で
は
酪
農
を
軸
と
し
て
、み
か
ん
・

ば
れ
い
し
ょ
を
副
と
す
る
な
ど
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
組
織
的
・
協
調

的
な
農
民
の
努
力
が
、
さ
ら
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
行
っ
た
。

や
が
て
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）、
戦
後
の
開
拓
行
政
は
打
ち
切

ら
れ
、
開
拓
組
合
は
解
散
し
て
一
般
の
農
業
協
同
組
合
に
吸
収
さ
れ
、
開

拓
農
家
も
今
や
一
人
前
の
農
家
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
思
え
ば
大
正
時
代
、
志
半
ば
に
し
て
倒
れ
た
木
下
吉
之
丞
の
遺
志
は
、

戦
後
三
度
び
多
く
の
人
々
に
た
く
ま
し
く
受
け
継
が
れ
て
、
広
大
な
多
良

山
麓
の
、
さ
ら
に
懐
深
く
開
発
へ
と
花
開
い
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
間

に
重
ね
ら
れ
た
幾
多
の
先
人
た
ち
の
血
と
汗
の
苦
難
が
、「
古
里
の
豊
か

さ
」
を
、
少
し
ず
つ
築
き
上
げ
て
来
た
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

６

社
会
教
育
の
進
展

昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）六
月
十
五
日
、
社
会
教
育
法
制
定
に
よ
っ

て
、
日
本
の
社
会
教
育
は
飛
躍
的
な
展
開
を
見
せ
る
。
戦
後
、
日
本
社
会

の
民
主
化
、
平
和
的
な
文
化
国
家
の
建
設
、
さ
ら
に
各
種
生
活
改
善
運
動

の
拠
点
と
し
て
、「
公
民
館
活
動
」
が
す
み
ず
み
ま
で
組
織
さ
れ
て
行
っ

た
。小

長
井
で
は
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
十
月
一
日
、
村
役
場
二
階

に
公
民
館
（
後
の
中
央
公
民
館
）
を
設
置
し
、
新
し
い
公
民
館
活
動
を
展

開
し
て
行
く
。
民
主
的
に
再
編
さ
れ
た
男
女
の
青
年
団
と
共
に
、
か
つ
て

の
国
防
婦
人
会
は
地
域
婦
人
会
と
生
ま
れ
変
っ
て
、
地
域
の
意
識
改
革
、

生
活
改
善
、
社
会
奉
仕
の
担
い
手
と
し
て
、
め
ざ
ま
し
い
活
動
を
続
け
て

行
っ
た
。
ま
た
青
少
年
の
育
成
に
関
し
て
は
、
各
学
校
毎
に
育
友
会
（
Ｐ

Ｔ
Ａ
）
が
組
織
さ
れ
、
地
域
に
は
子
ど
も
会
や
青
少
年
健
全
育
成
会
と
、

新
し
い
社
会
教
育
団
体
が
次
々
と
誕
生
し
た
。

一
方
教
育
委
員
会
は
公
民
館
を
舞
台
と
し
て
、
青
年
学
級
・
婦
人
学

級
・
各
種
成
人
講
座
・
講
演
会
・
生
活
学
校
・
家
庭
教
育
学
級
な
ど
、
多

様
な
活
動
を
展
開
し
て
行
っ
た
。

さ
ら
に
地
域
自
治
体
の
す
み
ず
み
ま
で
、
自
主
的
活
動
の
拠
点
づ
く
り

と
し
て
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
公
民
館
分
館
十
四
か
所
の
新
築

工
事
に
着
手
、
費
用
は
す
べ
て
村
有
林
を
補
助
す
る
こ
と
に
定
め
た
の
は
、

画
期
的
な
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
動
き
は
、
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
大
き
く
向
け
ら
れ
る
。
昭

和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
小
長
井
村
体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
、
九
月
四
日
、

第
一
回
小
長
井
村
陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
翌
年
九
月

十
六
日
の
第
二
回
大
会
か
ら「
村
民
体
育
祭
」と
改
称
さ
れ
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
こ
の
催
し
は
、
村
民
の
融
和
・
親
睦
・
協
調
を
す
す
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
力
づ
く
り
や
一
大
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
、
ま
こ
と
に

有
意
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
成
果
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
北
高
の
郡

民
体
育
祭
に
お
い
て
、
小
長
井
村
民
の
目
を
見
張
る
活
躍
と
し
て
現
わ
れ

た
。
ま
た
、
郡
の
小
体
連
・
中
体
連
に
お
い
て
も
、
各
種
競
技
に
優
勝
旗

を
勝
ち
取
る
子
ど
も
た
ち
の
喜
び
に
反
映
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
七
月
二
十
五
日
、
未
曽
有
の
集
中
豪
雨
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昭
和

西

暦

整

備

事

項

二
三

二
六

二
七

三
一

三
二

三
六

三
八

三
九

四
十

四
一

五
五

一
九
四
八

一
九
五
一

一
九
五
二

一
九
五
六

一
九
五
七

一
九
六
一

一
九
六
三

一
九
六
四

一
九
六
五

一
九
六
六

一
九
八
〇

県
営
バ
ス
県
界
ま
で
運
行

小
長
井
港
、
運
輸
省
指
定
港
湾
に
決
定

簡
易
水
道
工
事
（
厚
生
省
補
助
、
県
第
一
号
）

一
�
当
百
円
補
助
の
農
道
林
道
工
事
を
開
始

県
単
補
助
の
林
道
改
良
工
事（
三
十
二
〜
四
十
一
年
度
）

林
道
農
場
線
を
県
道
に
編
入

県
営
バ
ス
田
原
ま
で
運
行

国
道
舗
装
（
船
津
地
区
）

〃

（
井
崎
地
区
）

〃

（
牧
地
区
）

広
川
良
開
拓
道
路
補
修
工
事

（
全
部
国
費
約
一
千
万
円
）

国
道
舗
装
（
帆
崎
地
区
）

国
道
２
０
７
号
線
整
備
建
設
省
直
轄
工
事
決
定

十
二
月
、
町
道
の
舗
装
率
八
〇
％
に
至
る
。

さ
ら
に
町
営
農
道
の
建
設
を
す
す
め
る
。

に
よ
る
諫
早
大
水
害
の
時
は
、
当
然
な
が
ら
小
長
井
で
も
、
長
里
地
域
を

中
心
と
し
て
、
各
地
に
激
甚
な
つ
め
あ
と
を
残
し
た
。
村
役
場
の
要
請
の

も
と
に
、
消
防
団
・
婦
人
会
・
青
年
団
そ
れ
ぞ
れ
に
、
一
致
協
力
し
て
救

援
活
動
に
従
事
、
や
が
て
自
衛
隊
の
応
援
を
得
て
応
急
工
事
を
急
い
だ
も

の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
十
一
月
二
十
五
日
、
小
長
井
村
公
民
館

報
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
る
。
創
刊
号
は
八
ペ
ー
ジ
、
古
賀
徳
郎
村
長
・
近

藤
武
良
人
教
育
長
の
挨
拶
に
始
ま
っ
て
、
主
要
行
事
が
並
ん
で
い
る
。
畜

産
セ
ン
タ
ー
田
中
栄
所
長
の
「
酪
農
に
つ
い
て
」
、
三
十
三
年
産
米
の
「
作

況
に
つ
い
て
」
さ
ら
に
地
図
や
表
示
つ
き
の
「
水
害
と
復
旧
」
と
続
く
。

ま
た
、「
地
区
の
公
民
館
建
設
を
急
い
で
」
と
い
う
青
年
団
か
ら
の
お
願

い
や
、「
生
活
改
善
に
協
力
し
て
」
と
の
婦
人
会
か
ら
の
呼
び
か
け
な
ど
、

村
民
の
声
も
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
日
、
昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
）
六
月
の
一
七
七
号
か
ら
、「
町
広
報
」
と
し
て
引
き
継
が

れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
小
長
井
公
民
館
活
動
の
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

７

経
済
成
長
の
時
代

�

イ
ン
フ
ラ
整
備

戦
後
農
作
業
の
機
械
化
進
展
に
と
も
な
い
、
テ
ー
ラ
ー
や
自
動
車
の
普

及
を
可
能
な
ら
し
め
る
産
業
基
盤
の
、
最
も
基
礎
的
な
条
件
整
備
は
、
村

内
を
く
ま
な
く
張
り
め
ぐ
る
交
通
路
の
整
備
で
あ
る
。
そ
の
進
展
ぶ
り
を

先
ず
表
示
し
て
お
く
。

�

新
し
い
基
幹
産
業
を

昭
和
二
十
五
年
〜
二
十
八
年
（
一
九
五
〇
〜
五
三
）
を
工
期
と
し
て
、

県
営
補
助
干
拓
と
し
て
の
長
里
干
拓
が
計
画
さ
れ
、
二
十
六
年
（
一
九
五

一
）
に
国
の
補
助
干
拓
事
業
全
国
第
一
号
に
指
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
度

重
な
る
台
風
被
害
で
堤
防
か
ら
の
漏
水
も
甚
だ
し
く
、
工
事
は
困
難
を
極

め
た
。
よ
う
や
く
昭
和
三
十
五
年
〜
四
十
年
（
一
九
六
〇
〜
六
五
）
の
海

岸
保
全
事
業
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
十
二
月
三
十
一
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日
工
事
が
完
了
し
た
。
そ
の
後
耕
地
配
当
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
る
。
現
在
は

耕
地
の
ほ
か
に
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
県
央
農
協
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
と
、

北
高
農
協
乾
燥
施
設
、
み
か
ん
共
同
選
果
場
、
お
よ
び
給
食
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
に
進
出
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
農
林
省
に
よ
る
農
林
建
設
計
画
指
定
村

と
な
っ
た
の
は
、
長
崎
県
第
一
号
で
、
今
後
十
か
年
計
画
で
国
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
新
し
い
基
幹
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
、
村
有
種
牛
を
鳥
取
県
か
ら
導
入
、

和
牛
は
平
戸
・
五
島
か
ら
、
種
豚
・
生
産
豚
を
神
奈
川
県
・
静
岡
県
か
ら
、

山
羊
を
長
野
県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
導
入
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
五
）
に
柑
橘
・
畜
産
を
村
の
基
幹
産
業
と
議

決
し
た
。
翌
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
新
農
山
漁
村
建
設
事
業
の
第

一
次
指
定
を
受
け
た
。
み
か
ん
集
荷
所
を
建
設
、
さ
ら
に
村
営
の
畜
産
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
農
協
営

に
移
管
さ
れ
て
い
る
。
水
田
・
畑
作
、
林
業
、
た
い
ら
ぎ
等
の
水
産
業
、

石
材
業
等
特
色
あ
る
小
長
井
産
業
の
ほ
か
に
、
新
し
い
基
幹
産
業
の
育
成

が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

�

農
業
祭
と
共
に

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
十
二
月
十
・
十
一
日
・
十
二
日
の
三
日

間
、
小
長
井
小
・
中
学
校
を
会
場
と
し
て
、
第
一
回
小
長
井
村
産
業
祭
が

開
か
れ
た
。
そ
の
開
催
要
領
に
は
、
次
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
本
村
産
業
の
発
展
を
図
る
為
、
農
林
水
産
、
商
工
関
係
生
産
物
の
増

産
、
品
質
の
向
上
お
よ
び
改
良
発
達
を
図
り
、
村
経
済
の
向
上
を
促
す
目

的
を
も
っ
て
、
各
種
品
評
会
及
び
生
産
物
参
考
図
表
の
展
示
、
研
究
発
表

会
等
を
開
催
す
る
。」
そ
し
て
同
要
領
に
は
、
出
品
・
展
示
品
目
と
し
て
、

次
の
諸
事
項
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
目
指
さ
れ
て
い
る
。
当
時
企
画
者
た
ち

の
心
意
気
が
見
え
る
の
で
こ
こ
に
書
き
並
べ
て
お
く
。

さ
ら
に
企
画
者
た
ち
の
意
欲
に
応
え
た
村
民
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
、

り

盛
会
裡
に
終
っ
た
成
果
の
受
賞
者
発
表
に
見
ら
れ
る
品
目
を
、
下
欄
に
あ

ほ
う
ふ
つ

げ
て
お
く
。
当
時
の
小
長
井
産
業
の
実
情
が
、
彷
彿
と
し
て
く
る
か
ら
で

あ
る
。

（
出
品
予
定
品
目
）

Ａ

家
畜
関
係

第
一
部

牝
牛

第
二
部

仔
牛

第
三
部

役
牛

第
四
部

搾
乳
用
牛

第
五
部

育
成
乳
用
牛

第
六
部

乳
用
仔
牛

第
七
部

豚めん

第
八
部

緬
羊

第
九
部

山
羊

Ｂ

農
業
関
係

�

果
樹
・
馬
鈴
薯
等
特
産
関
係

�

長
崎
大
干
拓
等
に
関
す
る
展
示

（
審
査
成
績
品
目
）

Ａ

畜
産
品
評
会
の
部

�

経
産
乳
牛

�

未
経
産
乳
牛

�

繁
殖
牝
牛

�

和
牛
仔
牛

�

和
牛
肥
育

�

豚

�

緬
羊

�

山
羊

Ｂ

果
実
の
部

�

温
州
み
か
ん

�

夏
み
か
ん

�

柿
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�

肥
料
及
び
農
薬
・
農
機
具
等

�

畜
産
関
係
参
考
図
表

�

そ
の
他
一
般
農
業
に
関
す
る

展
示

Ｃ

林
業
関
係

�

造
林
用
各
種
苗
木

�

肥
料
木

�

庭
園
樹

�

造
林
用
器
具

し
い
た
け

�

椎
茸
の
原
木

�

山
林
肥
料
及
び
薬
品

�

山
林
関
係
各
種
図
表

Ｄ

水
産
関
係

�

漁
具
（
あ
み
・
潜
水
具
等
）

�

有
明
海
漁
貝
類
の
生
産
分
布
図

表

�

あ
げ
ま
き
養
殖
関
係
参
考
図
表

�

あ
さ
り

�

魚
介
類
、
生
産
物
の
加
工
関
係

図
表

�

そ
の
他
参
考
図
表

Ｅ

商
工
業
関
係

�

電
気
器
具
関
係
品
一
切

�

納
骨
式
写
真
展
示
及
び
説
明
表

�

石
材
硯
石
の
展
示
及
び
解
説
表

�

飲
食
品

�

そ
の
他
の
展
示

Ｆ

生
活
改
善
関
係

�

農
作
業
衣
等
、
被
服

�

農
村
に
お
け
る
栄
養
食
・
保
存

食
の
展
示
、
試
食

�

各
種
食
料

�

手
芸
品

Ｇ

災
害
復
旧
並
び
に
各
種
土
木
関
係

�

災
害
復
旧
状
況
、
位
置
図

�

被
災
、
工
事
中
、
竣
工
写
真

�

復
旧
状
況
一
覧
表

�

そ
の
他
の
土
木
工
事
図
表

Ｈ

学
校
関
係

�

図
画

�

書
道

�

手
工
芸
品

Ｉ

農
業
鑑
定
競
技
会

農
業
に
関
す
る
各
種
の
物
品
鑑
定

Ｊ

研
究
発
表
会

テ
ー
マ
は
農
林
業
・
商
工
業
・
水

Ｃ

根
菜
の
部

�

馬
鈴
薯

�

人
参

�

大
根

�

里
芋

ご
ぼ
う

�

牛
蒡

�

か
ぶ

�

生
姜

�

甘
藷

	

つ
く
ね
芋

Ｄ

葉
菜
類
の
部

�

白
菜

�

根
深

�

か
ん
ら
ん

�

ほ
う
れ
ん
草

Ｅ

穀
類
の
部

�

玄
米

�

大
豆

�

小
豆

�

小
麦

�

落
花
生

Ｆ

柑
橘
立
木
品
評
会
の
部

�

若
木

�

幼
木

Ｇ

手
芸
の
部

�

掛
軸

�

テ
ー
ブ
ル
掛

�

レ
ー
ス
カ
ー
テ
ン

�

び
ょ
う
ぶ

�

帯

�

帽
子

�

鏡
掛

�

額
縁

	

帯
〆

Ｈ

工
芸
の
部

�

木
炭

�

鶏
卵

�

む
し
ろ

�

か
ら
し
漬

�

製
茶

�

ど
う
り

Ｉ

秋
作
馬
鈴
薯
競
作
会

（
学
校
関
係
は
学
校
で
行
う
。）

Ｊ

鑑
定
競
技
入
賞
者

Ｋ

研
究
発
表
大
会
入
賞
者

Ｌ

演
芸
会
の
部

―２１４―
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産
業
・
生
活
改
善
関
係
に
止
め
る
。

Ｋ

演
芸
大
会

�

舞
踊

�

三
つ
の
歌

�

素
人
の
ど
自
慢

第
二
回
の
産
業
祭
は
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
十
二
月
十
六
・

十
七
の
二
日
間
、
小
長
井
小
学
校
と
公
民
館
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
。

そ
の
出
品
要
項
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
回
の
結
果
反
省
に
立
っ
て
か
、

第
一
回
の
抽
象
的
な
言
い
ま
わ
し
を
や
め
て
、
具
体
的
な
作
品
名
を
次
の

よ
う
に
列
挙
し
て
あ
る
。
数
量
は
省
略
す
る
。

第
一
部

果
実

第
一
類

柑
橘

温
州
み
か
ん
・
夏
み
か
ん
・
ぶ
ん
た
ん
・
き
ん
か
ん
・
そ
の
他
の
み
か
ん

第
二
類

そ
の
他
の
果
実

柿
・
栗

第
二
部

そ
さ
い

第
一
類

根
菜

大
根
・
聖
護
院
大
根
・
桜
島
大
根
・
ご
ぼ
う
・
か
ぶ
・
人
参
・
馬
鈴
薯
・

玉
ね
ぎ
・
つ
く
ね
い
も
・
甘
し
ょ
・
里
い
も
・
生
姜
・
蓮
根
・
胡
瓜
・
と

ま
と

第
二
類

葉
菜

は
な
や
さ
い

結
球
白
菜
・
甘
藍
・
そ
の
他
の
白
菜
・
花
椰
菜
・
高
菜
・
根
深
ね
ぎ
・
分

ね
ぎ
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
・
ふ
だ
ん
草

第
三
部

農
産
加
工
品

た
く
あ
ん
・
梅
干
・
ら
っ
き
ょ
・
奈
良
漬
・
味
噌
漬
・
高
菜
漬
・
醤
油
・

味
噌
・
大
根
切
干
・
か
ん
ぴ
ょ
う
・
甘
し
ょ
切
干
・
干
柿
・
製
茶

第
四
部

穀
類

玄
米
・
玄
麦
・
大
豆
・
小
豆
・
空
豆
・
い
ん
げ
ん
豆
・
そ
の
他
の
豆
類
・

み

さ
や

粟
・
落
花
生
（
む
き
実
）・
落
花
生
（
莢
付
き
）・
そ
の
他

第
五
部

工
芸
品

手
縄
・
機
械
縄
・
草
履
・
か
が
り
・
莚
・
其
の
他
藁
工
品
一
対
・
手
芸

品
・
木
炭

第
六
部

畜
林
海
産
物
類

鶏
卵
・
椎
茸
（
生
）・
椎
茸
（
干
）・
ア
ミ
漬

家
畜
出
品

第
一
部
牝
牛

第
二
部
仔
牛

第
三
部
役
牛

第
四
部
乳
用
牛
（
未
経

産
・
経
産
牛
に
区
別
す
る
）

第
五
部
豚

第
六
部
緬
羊

第
七
部
山
羊

第
八
部
に
わ
と
り

た
だ
し
二
日
目
は
雨
が
降
っ
た
。
演
芸
大
会
は
公
民
館
で
行
わ
れ
た
が
、

畜
産
品
評
会
は
延
期
さ
れ
、
三
月
十
日
に
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
。

第
三
回
・
第
四
回
は
、
何
れ
も
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
「
畜
産
共
進
会
」
の

み
が
行
わ
れ
た
。
第
五
回
に
至
っ
て
第
○
と
い
う
回
数
を
除
き
、「
昭
和

三
十
九
年
度
小
長
井
村
農
業
祭
」
と
衣
が
え
し
て
、
十
二
月
十
日
畜
産
セ

ン
タ
ー
に
て
再
出
発
と
な
っ
た
。
但
し
�
畜
産
共
進
会
�
柑
橘
果
実
品
評

会
�
秋
作
馬
鈴
薯
競
作
会
�
造
林
地
手
入
コ
ン
ク
ー
ル
の
、
四
つ
の
分
野
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が
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
村
民
各
位
の
地
場
産
業
育
成
に
か
け
る
情
熱
が
、
や
が
て
花

開
い
て
行
く
。
昭
和
四
十
一
年
十
月
十
三
・
十
四
日
、
佐
世
保
市
で
行
わ

れ
た
長
崎
県
肉
豚
共
進
会
に
て
、
名
誉
賞
一
、
優
等
賞
二
、
一
等
賞
一
と

い
う
数
々
の
栄
誉
に
、
小
長
井
養
豚
家
諸
氏
が
輝
い
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
四
十
一
年
度
は
、
十
一
月
一
日
の
町
制
施
行
が
行
わ
れ
、

何
か
と
多
忙
で
農
業
祭
開
催
は
見
送
ら
れ
た
。
以
後
の
経
過
の
み
見
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

昭
和
四
十
二
年
度

畜
産
セ
ン
タ
ー
に
て
二
年
ぶ
り
に
十
二
月
七
日
開

催

昭
和
四
十
三
年
度

畜
産
セ
ン
タ
ー
に
て
十
一
月
二
十
九
日
開
催

昭
和
四
十
四
年
度

役
場
前
広
場
に
て
、
十
二
月
五
日
開
催

昭
和
四
十
五
年
度

役
場
前
広
場
に
て
、
十
一
月
二
十
五
日
開
催

昭
和
四
十
六
年
度

役
場
前
広
場
に
て
、
十
一
月
二
十
四
日
開
催

昭
和
四
十
七
年
度

役
場
前
広
場
に
て
、
十
一
月
二
十
八
日
開
催

町
と
農
業
協
同
組
合
の
共
催
に
よ
る
農
業
祭
は
こ
の
年
で
終
り
、
そ
の

後
は
農
業
協
同
組
合
主
催
で
長
里
の
み
か
ん
選
果
場
に
移
さ
れ
て
、
現
在

も
引
き
継
い
で
行
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
四
年
、
柑
橘
・
畜
産
を
村
の
基
幹
産
業
と
定
め
て
以
来
十
七

年
、
国
や
県
の
行
政
指
導
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
産
業
祭
・
農
業
祭
に
集

約
さ
れ
た
関
係
農
民
の
執
念
、
真
摯
な
努
力
の
積
み
重
ね
と
、
多
く
の
町

民
の
協
力
が
実
を
結
ん
で
、
こ
こ
に
小
長
井
基
幹
産
業
の
確
立
を
見
る
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
半
の
四
十
年
代
を
、
い
ま
少
し
ふ
り
返
っ
て
み
る
事
に
す
る
。

８

町
制
施
行

�

町
制
施
行
の
背
景

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
八
月
六
日
、
小
長
井
村
議
会
は
「
小
長

井
村
を
小
長
井
町
と
す
る
こ
と
を
長
崎
県
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
に
つ
い

て
」
を
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
当
時
の
小
長
井
の
現
状
に
つ
い
て
、
公

民
館
報
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
た
ち
の
村
は
、
二
九
、
六
五
�
、
昨
年
十
月
の
国
勢
調
査
に
よ
る

人
口
は
、
一
、
五
三
一
世
帯
八
、
〇
五
七
人
で
、
無
尽
蔵
と
言
わ
れ
る
石

材
と
ミ
カ
ン
・
畜
産
を
中
心
と
し
た
農
業
の
村
で
す
。
石
材
の
生
産
額
は
、

四
十
年
度
四
十
五
万
ｔ
、
約
三
億
八
千
万
円
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

回
町
制
施
行
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
県
条
例
に
あ
る
『
町
と

し
て
の
要
素＝

人
口
約
八
千
人
、中
心
部
の
戸
数
五
百
戸
以
上（
小
ケ
浦
・

井
崎
中
心
部
合
わ
せ
て
五
三
四
戸
）』
な
ど
、
条
件
を
満
た
し
て
い
る
の

は
勿
論
で
す
。
特
に
村
内
に
は
、
聖
母
の
騎
士
園
を
は
じ
め
、
み
さ
か
え

の
園
の
九
州
で
は
初
め
て
の
重
度
心
身
障
害
児
施
設
が
で
き
る
な
ど
、
カ

ト
リ
ッ
ク
愛
の
精
神
に
よ
る
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
形
づ
け
ら
れ
、
更
に

有
明
海
を
締
め
切
る
長
崎
大
干
拓
事
業
が
本
格
的
に
は
じ
ま
る
と
、
同
事

業
関
係
者
が
ど
っ
と
入
っ
て
き
て
、
活
気
づ
く
も
の
と
予
想
し
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
う
し
て
私
た
ち
の
村
も
本
年
度
を
境
に
し
て
、
大
き
な
飛
躍

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。」

―２１６―
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こ
う
し
て
十
一
月
一
日
か
ら
県
下
五
十
七
番
目
の
町
と
し
て
誕
生
し
た
。

そ
し
て
三
日
文
化
の
日
に
、
町
制
施
行
記
念
式
典
と
、
役
場
新
庁
舎
落
成

式
な
ら
び
に
、
昭
和
三
十
二
年
大
水
害
復
興
祭
と
い
う
三
重
祝
典
が
、
新

装
成
っ
た
町
役
場
前
広
場
に
お
い
て
、
に
ぎ
に
ぎ
し
く
開
催
さ
れ
た
。

�

町
長
交
替

こ
の
町
制
施
行
で
区
切
り
を
つ
け
る
か
の
よ
う
に
、
昭
和
二
十
二
年
四

月
町
長
就
任
以
来
五
期
二
十
四
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
新
し
い
地
方
自

治
の
確
立
に
、
基
幹
産
業
の
振
興
に
と
、
戦
後
の
村
政
を
リ
ー
ド
し
て
来

た
初
代
古
賀
徳
郎
町
長
が
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
三
月
八
日
に

退
任
、
後
に
県
議
に
ま
わ
る
こ
と
に
な
る
。
前
助
役
の
吉
川
敏
隆
二
代
目

町
長
が
四
月
二
十
八
日
、
無
投
票
で
誕
生
す
る
。
そ
の
就
任
挨
拶
文
に
の

せ
ら
れ
た
重
点
事
項
を
見
る
と
、
当
面
す
る
課
題
が
わ
か
る
の
で
挙
げ
て

お
く
。

�
町
民
の
健
康
と
安
全
対
策

�
柑
橘
・
畜
産
・
石
材
の
振
興
と
道
路
の
整
備

�
学
校
の
整
備

�
青
年
・
婦
人
の
地
位
向
上

�
日
の
当
ら
ぬ
人
々
の
為
の
福
祉
対
策

�
諫
早
北
高
地
域
総
合
開
発
の
振
興

�
長
崎
干
拓
早
期
完
成
に
対
す
る
積
極
的
な
協
力

�
国
道
２
０
７
号
線
完
成
に
対
す
る
積
極
的
な
協
力

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
吉
川
町
政
も
、
古
賀
町
長
に
劣
ら
ず
、
長
期
を
担

う
こ
と
に
な
る
。

９

農
業
構
造
改
善
事
業

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
六
月
七
日
、
町
産
業
経
済
課
が
出
し
た

報
告
書
（
農
構
改
第
二
報
）
の
中
で
、
こ
の
事
業
が
農
林
省
・
県
の
内
定

を
受
け
、
い
よ
い
よ
実
施
の
段
階
に
入
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
報
告
書

内
容
の
必
要
部
分
の
み
次
に
述
べ
て
お
く
。

�

農
村
生
活
の
現
状

�
わ
が
国
の
産
業
経
済
は
急
速
に
発
展
し
、
国
民
の
生
活
文
化
も
い
ち
じ

る
し
く
発
展
し
て
き
た
。
わ
が
農
村
も
テ
ー
ラ
ー
・
農
四
輪
者
・
動
力
機

械
の
導
入
に
よ
っ
て
、
牛
す
き
、
馬
車
の
時
代
か
ら
一
変
し
て
き
た
。
又

家
庭
生
活
は
、
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
炊
飯
器
・
自
家
用
車
等
と
、

生
産
手
段
も
生
活
様
式
も
、
急
速
に
変
っ
て
き
て
い
る
。

�
と
こ
ろ
が
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
農
機
具
や
生
活
様
式
の
み
が
先
行
し
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
所
得
は
伴
っ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。（
収
入
は
農
機

具
代
や
電
気
具
代
等
の
月
賦
支
払
い
に
追
わ
れ
、
文
化
水
準
の
向
上
に
ま

で
は
必
ず
し
も
及
ば
な
か
っ
た
。）

�

小
長
井
農
業
の
現
状

�
現
在
の
小
長
井
町
の
農
業
は
、
将
来
の
所
得
倍
増
を
め
ざ
し
た
営
農
改

さ
く
も
く

善
へ
の
途
上
に
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
所
得
性
の
高
い
作
目
へ
の
切
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替
、
面
積
・
頭
数
の
拡
大
な
ど
、
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

�
小
長
井
は
十
年
前
、
果
樹
・
畜
産
を

二
本
の
柱
に
掲
げ
て
、
所
得
の
増
大
、

生
活
の
安
定
を
目
指
し
て
き
た
。
そ
の

成
果
の
き
ざ
し
が
こ
こ
数
年
前
か
ら
、

よ
う
や
く
見
え
は
じ
め
て
い
る
。

�

今
次
計
画
の
目
的

�
こ
の
よ
う
な
時
機
に
も
う
一
度
、
規

模
拡
大
、
施
設
の
近
代
化
を
進
め
、
将

来
農
業
専
業
で
自
立
で
き
る
の
を
目
指

し
て
、
国
策
に
添
っ
て
農
業
構
造
改
善

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

�
さ
っ
そ
く
今
年
度
は
、
農
協
み
か
ん

選
果
場
の
設
置
を
始
め
、
表
�
の
各
事

業
が
、
三
か
年
計
画
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

い
ず
れ
の
事
業
も
お
互
い
の
共
同
事

業
で
あ
り
、
参
加
者
各
自
の
団
結
と
協

力
を
必
要
と
す
る
。
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
国
の
補
助
を
半
数
受
け
、
残
り
を

融
資
で
ま
か
な
う
が
、
結
局
各
戸
の
負

小長井町農業構造改善事業計画概要（４２～４４年）

� 補助事業（共同事業）

事業費

千円
７，４００
３，９８０
８，４００
３，７１９
２１

１，０１０

８５０

６，３２０

３，３２０

１，１６０

６７０
７，１１０

１１，７５０

５５，６２０

� 融資単独事業（構造改善推進資金戸別事業）

事 業 量

２５．８�
１３．０〃
２８．０〃
６．２〃
６．２〃
１台

１棟 ４２�
クーラー １基

２２．６�
バッキ １式

ビニール管 ３，４５０�
１棟 ４２�

クーラー １基
１台

２２．０�

６４８�

備 考
施行カ所 ３１
〃 ２２
〃 ４

〃 １０

事 業 費
７，６８８千円
１６，９００
１，６００
４，９００
１，０００
３２，０８８

事 業 種 目

黒仁田みかん共同防除施設
柳 南 〃 〃
井 崎 〃 〃
飼 料 畑 造 成 事 業
換 地 処 分
トラクター（２０馬力）

集 乳 所

新田原みかん共同防除施設

肉豚 肥育 し尿 処理施設

集 乳 所

トラクター（１２馬力）
大辻みかん共同防除施設

み か ん 集 荷 所

事 業 量
１７．３２�

２２棟 ８０４�
１３２�
２２頭

１０棟 １３０�

施行
予定
年度

Ｓ４４
〃
４３
〃
４４
４３

４２

４３

〃

４２

〃
４４

４２

事 業 種 目
み か ん 植 栽
〃 貯 蔵 庫
畜 舎 （ 乳 牛 ）
乳 牛 導 入
堆 肥 舎 （ 豚 ）

合 計

番号

１
２
３

４

５

６

７

８

９

１０
１１

１２

地区名

遠 竹

井 崎

小川原浦

農 場

長 里
地区を超
える計画
合 計
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担
と
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
安
く
な
る
よ
う
に
す
べ
て
の
努
力
が
必
要

で
あ
る
。

戸
別
改
善
に
必
要
な
資
金
は
、
別
表
�
の
通
り
で
あ
る
。

�

第
一
回
青
年
団
盆
踊
り
大
会
の
実
施

こ
の
年
八
月
十
五
日
夜
、
役
場
広
場
に
お
い
て
、
町
当
局
の
支
援
と
、

商
工
会
の
絶
大
な
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
青
年
団
主
催
に
よ
る
初
め
て
の

小
長
井
町
盆
踊
り
大
会
が
実
施
さ
れ
た
。
約
千
人
の
町
民
が
集
ま
り
、
盆

踊
り
ほ
か
素
人
の
ど
自
慢
大
会
・
西
瓜
わ
り
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
こ
ぶ
る
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
準
備
・
企
画
・
実
施
に
つ
い
て
、

青
年
団
員
が
一
致
協
力
、
大
成
功
に
終
っ
た
事
は
、
そ
の
団
結
力
と
規
律

あ
る
行
動
力
に
お
い
て
、
必
ず
や
小
長
井
町
の
明
日
を
担
う
推
進
力
に
な

る
も
の
と
、
大
い
に
町
民
の
信
頼
を
集
め
た
。
町
青
年
団
員
諸
君
は
今
ま

で
も
、
町
内
外
で
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

そ
の
優
秀
な
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
来
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
ま

さ
に
農
業
構
造
改
善
事
業
の
出
発
に
当
り
、
そ
の
力
強
い
実
践
者
と
な
る

頼
も
し
さ
を
、
十
分
感
じ
取
ら
れ
た
盆
踊
り
で
あ
っ
た
。

１０

昭
和
四
十
四
年
長
崎
国
体

国
体
の
開
催
県
と
な
り
、
数
年
前
か
ら
数
々
の
波
及
効
果
が
も
た
ら
さ

れ
た
。
各
種
競
技
施
設
の
充
実
、
審
判
員
の
育
成
、
選
手
の
強
化
等
々
の

ほ
か
に
、
全
国
か
ら
の
選
手
・
役
員
・
応
援
団
を
迎
え
る
た
め
の
マ
ナ
ー

の
徹
底
や
環
境
美
化
な
ど
を
中
心
と
し
た
県
民
運
動
の
推
進
で
あ
る
。

�

県
民
運
動
推
進
協
議
会
発
足

小
長
井
町
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
五
月
二
日
、

町
長
を
会
長
と
し
、
議
会
議
長
・
助
役
・
教
育
長
を
副
会
長
と
し
た
総
勢

八
十
四
名
の
推
進
委
員
で
発
足
し
た
。

�

専
門
部
会

一

親
切
に
す
る
部
会

二

郷
土
を
美
し
く
す
る
部

会

三

事
故
を
な
く
す
部
会

四

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
部
会

�

県
民
運
動
十
項
目

一

親
切
に
す
る
運
動

二

道
路
や
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

三

み
ど
り
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

四

楽
し
く
買
物
が
で
き
る
運
動

五

事
故
を
な
く
す
運
動

六

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
運
動

七

み
ん
な
で
歌
う
運
動

八

時
間
を
大
切
に
す
る
運
動

九

郷
土
を
知
る
運
動

十

健
康
を
の
ば
す
運
動

�

聖
火
リ
レ
ー

国
体
を
ひ
か
え
た
雰
囲
気
の
中
で
、
五
月
十
九
日
、
二
年
間
見
送
ら
れ

て
い
た
第
十
回
小
長
井
町
民
体
育
祭
が
、
三
年
ぶ
り
に
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
。今
年
か
ら
高
校
生
の
初
参
加
も
あ
り
、折
か
ら
の
ス
ポ
ー

ツ
熱
に
の
っ
て
、
町
民
多
数
が
参
加
し
、
七
種
目
に
新
記
録
を
出
す
と
い

第十一節 現 代
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う
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
た
。

長
崎
国
体
を
五
百
日
余
後
に
控
え
て
、
記
念
の
聖
火
リ
レ
ー
が
六
月
九

日
、
県
下
一
斉
に
行
わ
れ
た
。
海
の
火
・
山
の
火
・
平
和
の
火
と
し
て
県

内
六
か
所
で
、
神
式
・
仏
式
・
集
火
鏡
等
の
方
法
で
採
火
さ
れ
た
。
小
長

井
出
発
の
火
は
有
家
町
を
出
発
し
た
火
と
共
に
、
雲
仙
普
賢
岳
山
頂
で
神

式
に
よ
り
採
火
し
た
も
の
で
、
仁
田
峠
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
前
広
場
に
お
い

て
、
六
月
六
日
十
一
時
三
十
分
、
神
式
に
よ
る
分
火
式
を
行
っ
た
。
小
長

井
か
ら
出
席
し
た
原
田
助
役
が
「
こ
の
聖
火
を
も
っ
て
、
北
高
地
区
の
リ

レ
ー
を
責
任
を
も
っ
て
果
し
ま
す
。」
と
力
強
い
挨
拶
を
述
べ
、
小
長
井

に
持
ち
帰
っ
て
三
日
間
町
長
室
に
安
置
、
九
日
朝
八
時
十
分
に
役
場
前
広

場
を
出
発
し
た
。
聖
火
リ
レ
ー
隊
員
は
、
青
年
団
男
子
チ
ー
ム
十
二
名
、

女
子
チ
ー
ム
十
二
名
、
中
学
生
男
子
二
十
四
名
、
女
子
二
十
四
名
、
四
区

間
の
継
走
で
行
い
、
高
来
町
に
引
き
継
い
だ
。
終
点
は
長
崎
平
和
記
念
公

園
で
、
午
後
一
時
四
十
五
分
到
着
、
各
地
か
ら
集
っ
た
チ
ー
ム
で
記
念
式

典
を
行
い
行
事
を
終
了
し
た
。
小
長
井
町
各
チ
ー
ム
は
、
沿
線
町
民
の
応

援
を
受
け
な
が
ら
、
立
派
に
任
務
を
全
う
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
番
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、
翌
四
十
四
年
十
月
十
九
日
、
秋
季
大
会
開
催

の
初
日
、
大
会
旗
と
共
に
小
長
井
町
内
を
通
過
、
継
走
の
後
終
点
は
諫
早

の
県
立
運
動
公
園
主
競
技
場
で
、
十
月
二
十
六
日
の
開
会
式
に
到
着
し
、

聖
火
台
に
火
を
灯
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
記
念
聖
火
リ
レ
ー
後
の
六
月
二
十
三
日
、
第
六
回
長
崎
県
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
来
年
長
崎
国
体
後
の
全
国
身
障
者
大

会
の
予
行
練
習
を
か
ね
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
小
長
井
町
か
ら
も
十
四
人

▲幕営地のお世話をされた婦人会
のみなさん

▲第２４回長崎国体開会式（山茶花溜池の湖畔が山岳競技の幕
営地となる）
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の
男
女
選
手
が
出
場
し
て
大
い
に
健
闘
し
、
金
四
・
銀
一
・
銅
四
計
九
個

の
メ
タ
ル
を
獲
得
す
る
と
い
う
輝
か
し
い
成
果
を
あ
げ
た
。

�

小
長
井
も
山
岳
競
技
の
舞
台
と
な
る

国
体
秋
季
大
会
の
第
三
日
目
の
十
月
二
十
八
日
、
小
長
井
の
山
茶
花
を

舞
台
と
し
て
行
わ
れ
る
。
Ａ
コ
ー
ス
（
一
般
）
が
黒
木
か
ら
山
茶
花
ま
で
、

Ｄ
コ
ー
ス
（
高
校
）
が
山
茶
花
か
ら
黒
木
ま
で
ル
ー
ル
を
競
う
。

そ
れ
に
先
立
っ
て
県
民
体
育
大
会
の
山
岳
競
技
高
校
チ
ー
ム
が
、
五
月

三
十
一
日
か
ら
六
月
二
日
ま
で
の
三
日
間
、
山
茶
花
に
幕
営
し
て
競
技
を

行
い
、
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

�

郡
体
優
勝

第
十
四
回
北
高
来
郡
民
体
育
大
会
が
、
国
体
を
前
に
し
た
八
月
二
十
七

日
、
小
長
井
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
と
し
て
、
町
内
五
つ
の
会
場
で
展

開
さ
れ
た
。
陸
上＝

小
長
井
中
・
バ
レ
ー＝

小
長
井
小
・
相
撲＝
同
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
庭
球＝

長
里
小
・
卓
球＝

小
長
井
中
体
育
館
で
あ
る
。
小
長
井

町
チ
ー
ム
は
大
健
闘
の
結
果
、
十
四
回
目
に
し
て
初
め
て
、
紫
紺
の
総
合

優
勝
旗
を
手
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

�

国
体
お
わ
る

第
二
十
四
回
国
民
体
育
大
会
は
、
夏
季
大
会
が
九
月
七
日
〜
十
日
、
秋

季
大
会
が
十
月
二
十
六
日
〜
三
十
一
日
を
も
っ
て
総
て
の
競
技
が
終
了
し

た
。
小
長
井
町
で
行
わ
れ
た
山
岳
競
技
で
も
、
施
設
な
ら
び
に
町
民
の
心

づ
か
い
な
ど
、
す
こ
ぶ
る
好
評
裡
に
感
謝
さ
れ
つ
つ
終
了
で
き
た
。

こ
の
間
に
昭
和
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
は
、
小
長
井
駅
に
し
ば
し
お
召
列

車
を
止
め
ら
れ
て
、
多
数
の
歓
迎
町
民
に
御
会
釈
を
賜
わ
っ
た
し
、
皇
太

子
殿
下
（
現
天
皇
）
は
町
役
場
に
お
寄
り
に
な
っ
て
、
お
年
寄
り
に
お
言

葉
を
賜
わ
っ
た
り
し
た
後
、
み
さ
か
え
の
園
を
御
訪
問
に
な
る
な
ど
、
小

長
井
地
区
民
と
し
て
も
、
感
激
を
新
た
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

１１

安
定
成
長
の
時
代

�

減
反
時
代
始
ま
る

日
本
万
国
博
覧
会
に

明
け
た
昭
和
四
十
年
代

後
半
か
ら
五
十
年
代
は
、

日
本
経
済
の
高
度
成
長

に
引
き
続
く
、
安
定
成

長
の
時
代
で
あ
っ
た
。

バ
ブ
ル
経
済
全
盛
に
至

る
時
代
で
あ
る
が
、
農

業
に
と
っ
て
は
決
し
て

楽
観
で
き
る
状
況
で
は

な
か
っ
た
。
各
種
農
産

物
生
産
調
整
の
は
し
り

で
あ
る
米
の
減
反
時
代

第十一節 現 代
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の
幕
明
け
で
あ
る
。

世
界
に
は
飢
え
て
い
る
弱
者
が
な
お
存
在
す
る
と
い
う
の
に
、
米
の
販

路
拡
大
の
道
は
見
出
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
市
場
原
理
の
み
に
も
と
づ
い
て
、

生
産
調
整
に
走
る
農
政
が
進
行
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
小
長
井
は
、
昭
和
四
十
年
代
前
半
、
農
業
構
造
改
善
事
業
三

か
年
計
画
を
、
関
係
者
の
優
秀
な
努
力
で
立
派
に
な
し
と
げ
、
四
十
六
年

二
月
、
二
十
四
日
付
で
こ
の
事
業
優
良
町
村
と
し
て
、
全
国
表
彰
を
受
け

た
。
果
樹
・
畜
産
を
中
核
産
業
と
し
て
、
こ
の
地
に
お
け
る
農
業
の
将
来

に
、
希
望
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
行
け
る
大
き
な
励
ま
し
と
な
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

�

青
年
団
の
努
力

�

井
崎
浮
立
、
全
国
最
優
秀
賞
に
輝
く

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
十
一
月
十
四
日
、
東
京
で
の
第
二
十
一

回
全
国
青
年
大
会
で
行
わ
れ
た
郷
土
芸
能
全
国
大
会
に
お
い
て
、
長
崎
県

代
表
小
長
井
町
青
年
団
井
崎
支
部
の
「
井
崎
浮
立
」
が
、
見
事
最
優
秀
賞

―２２４―
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に
輝
い
た
。
優
秀
賞
二
・
努
力
賞
七
グ
ル
ー
プ
の
上
に
君
臨
し
て
、
全
国

の
頂
点
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
井
崎
の
青
年
た
ち
は
そ
の
前
日
、
神
田
明

か
ね

神
と
靖
国
神
社
に
浮
立
を
奉
納
し
た
。
井
崎
の
鉦
に
「
天
保
十
三
年
神
田

い
ず
み
の
か
み

え
に
し

住
西
村
和
泉
守
作
」
と
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
縁
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
ま

た
小
長
井
出
身
戦
死
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
で
あ
る
。

こ
の
快
挙
は
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
四
日
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
民
俗

に
指
定
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

�

第
一
回
小
長
井
青
年
祭

あ

す

い
つ
の
時
代
も
青
年
は
時
代
に
先
行
し
、
輝
か
し
い
明
日
を
建
設
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
た
存
在
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
長
崎
国
体
の
前
か
ら
、

小
長
井
の
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
て
き
た
青
年
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
今
ま
た
新

し
い
文
化
活
動
を
始
め
た
。
こ
れ
は
後
に
、
昭
和
五
十
二
年
の
第
一
回
小

長
井
町
民
文
化
展
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
伏
線
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

�

重
要
施
設
、
次
々
に
誕
生

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
は
「
日
本
列
島
改
造
論
」
を
か
か
げ
た

田
中
角
栄
首
相
が
誕
生
し
た
年
で
あ
る
が
、
小
長
井
で
も
こ
の
頃
、
重
要

施
設
の
建
設
が
相
次
い
だ
時
代
で
あ
っ
た
。

し
し

�

鹿
の
塔
斉
場
（
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
開
業
）

当
火
葬
場
は
老
朽
化
に
よ
り
閉
鎮
さ
れ
、
改
た
に
平
成
五
年
三
月
、
近

く
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。

�

町
民
グ
ラ
ン
ド

（
昭
和
四
十
八
年
）

第十一節 現 代
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�

町
民
プ
ー
ル

（
昭
和
四
十
八
年
）

�

第
一
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
昭
和
四
十
八
年
五
月
十
九
日
開
催
）

�

生
活
の
ゆ
と
り

終
戦
直
後
の
日
本
は
、
食
料
を
始
め
生
活
物
資
が
乏
し
く
、
急
激
な
イ

ン
フ
レ
に
苦
し
ん
で
い
た
頃
、
初
期
公
民
館
活
動
の
第
一
の
テ
ー
マ
は
、

「
生
活
改
善
運
動
」
で
あ
っ
た
。
冠
婚
葬
祭
を
始
め
と
し
て
、
節
約
を
旨

と
し
た
生
活
改
善
を
す
す
め
、
地
域
社
会
が
協
力
し
て
こ
の
生
活
難
を
乗

り
切
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
三
十
年
、
日
本
は
驚
異
の
経
済
成
長
を
遂
げ
、
今
や
金
に
ま
か

せ
た
華
美
な
風
潮
が
は
び
こ
り
始
め
た
。
小
長
井
町
で
は
、
こ
れ
に
対
す

る
警
鐘
が
乱
打
さ
れ
た
。
こ
れ
が
次
の
生
活
改
善
事
業
で
あ
る
。

�

生
活
改
善
事
業

町
公
民
館
運
動
と
し
て
の
事
項
が
提
示
さ
れ
た
。

�

小
長
井
大
橋
開
通
（
昭
和
五
十
一
年
八
月
二
十
日
開
通
）

肥
前
山
口
か
ら
鹿
島
・
小
長
井
を
通
っ
て
諫
早
に
至
る
、
有
明
沿
岸
を

走
る
国
道
２
０
７
号
線
は
、
入
江
が
多
く
入
り
込
み
、
高
低
差
も
は
げ
し

く
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
こ
の
大
動
脈
を
直
線
化
す

る
整
備
工
事
は
、
自
動
車
社
会
を
迎
え
た
沿
線
住
民
の
、
最
も
希
求
す
る

課
題
で
あ
っ
た
。
建
設
省
九
州
地
方
建
設
局
も
こ
こ
十
数
年
来
、
鋭
意
努

力
を
重
ね
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第十一節 現 代
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そ
の
最
後
に
残
さ
れ
た
難
工
事
の
一
つ
、
小
長
井
湾
口
を
横
切
る
大
橋

が
こ
こ
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
。そ
の
喜
び
を
報
じ
た「
広
報
こ
な
が
い
」

の
記
述
を
、
こ
こ
に
載
せ
て
お
く
。

�

商
業
祭
開
催

小
長
井
町
商
工
会
の
歴
史
は
古
い
。
す
で
に
村
時
代
の
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
夏
、
初
め
て
の
「
中
元
大
売
出
し
抽
選
会
」
を
行
い
、
「
村

内
の
金
は
村
内
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
大
い
に
好
評
を
博
し
た
。
こ

れ
は
、
会
員
の
獲
得
、
組
織
強
化
と
共
に
、
本
村
商
工
業
振
興
を
計
っ
た

意
欲
的
な
試
み
で

あ
っ
た
。

以
後
堅
実
な
運

営
を
続
け
、
昭
和

三
十
七
年
（
一
九

六
二
）
四
月
、
昨

年
末
の
景
品
引
換

者
が
期
日
ま
で
に

現
わ
れ
な
か
っ
た

合
計
）
四
十
七
点

に
つ
い
て
、
村
内

生
活
困
窮
者
に
寄
贈
、
民
生
委
員
会
が
適
切
に
配
分
し
て
、
関
係
者
か
ら

大
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
た
。

ま
た
青
年
団
盆
踊
り
大
会
支
援
な
ど
、
村
勢
の
振
興
に
大
い
に
貢
献
し

て
き
た
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
九
月
、
商
業
祭
を
催
す
に
当
っ
て
の
計

画
を
発
表
し
て
い
る
。

�

文
化
の
香
り
豊
か
に

�

町
民
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
七
月
一
日
、
待
望
の
町
民
セ
ン
タ
ー
が
開

館
し
た
。
町
中
央
公
民
館
を
中
心
と
し
、
町
民
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、

大
集
会
場
・
各
種
会
議
室
・
料
理
教
室
・
展
示
物
な
ど
を
完
備
し
、
教
育

第十一節 現 代
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委
員
会
・
郷
土
資
料
室
も
同
居
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
町
民
各
団
体

や
各
文
化
サ
ー
ク
ル
は
、
会
合
や
研
修
・
発
表
の
場
が
確
保
さ
れ
、
町
民

文
化
水
準
・
生
活
水
準
の
向
上
に
役
立
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
小
長
井
文

化
ホ
ー
ル
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。

�

第
一
回
小
長
井
町
文
化
展
開
催

生
活
の
ゆ
と
り
は
、
町
民
の
美
術
工
芸
・
音
楽
芸
能
へ
の
関
心
を
高
め
、

研
修
意
欲
を
強
め
て
各
種
サ
ー
ク
ル
の
誕
生
を
も
た
ら
し
た
。
町
民
セ
ン

タ
ー
が
誕
生
し
て
二
年
、
ま
ず
美
術
関
係
の
発
表
の
機
会
と
し
て
、
町
民

文
化
展
が
計
画
さ
れ
た
。
五
十
一
年
の
暮
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
開
催
要
項

を
見
て
も
、
町
民
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
文
化
活
動
に
い
そ
し
ん
で
い
る
の

が
わ
か
る
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
三
月
四
〜
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回

の
町
展
に
は
、
小
中
学
生
を
始
め
一
般
町
民
か
ら
も
総
数
四
百
余
点
の
作

品
が
よ
せ
ら
れ
、
初
回
と
し
て

は
驚
く
程
の
盛
況
で
、
そ
の
レ

ベ
ル
と
し
て
も
か
な
り
高
い
も

の
で
あ
っ
た
。

�

文
化
協
会
発
足

町
民
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
て

六
年
、
町
内
に
も
か
な
り
の
文

化
団
体
が
結
成
さ
れ
、
活
発
な

文
化
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
際
文
化
協
会
を
設
立
し
て
、

オープンになった町民センター

―２３０―
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町
民
文
化
向
上
に
協
力
し
て
行
こ
う
と
、
町

内
二
十
一
団
体
が
設
立
総
会
を
開
い
た
の
が
、

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
七
一
）
十
二
月
十
三

日
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
県
央
他
町
村
と
の
連

携
を
密
に
し
て
、
町
民
文
化
向
上
に
邁
進
し

て
い
る
。

�

第
一
回
文
化
協
会
発
表
会

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
十
一
月
三

日
文
化
の
日
を
期
し
て
、
第
一
回
の
協
会
発

表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
下
記
の

第十一節 現 代
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通
り
で
あ
る
。
演
芸
大
会
と
言
う
よ
り
も
、
舞
台
芸
術
祭
と
言
う
べ
き
質

の
高
さ
で
あ
る
。
各
団
体
刺
激
し
合
っ
て
の
精
進
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。

�

ス
ポ
ー
ツ
精
進
の
成
果

�

小
長
井
小
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
県
一
に
輝
く
。

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
八
月
二
十
二
・
二
十
三
日
、
小
浜
町
で

開
か
れ
た
長
崎
県
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
小
長
井
小
学
校

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
、
見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
は
、
大
き
な
喜
び

で
あ
っ
た
。
中
学
生
や
青
年
た
ち
の
、
県
下
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
活
躍

は
す
で
に
定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
小
学
生
の

快
挙
は
、
小
長
井
ス
ポ
ー
ツ
界
の
将
来
を
約
束
す
る
も
の
と
し
て
、
大
い

に
力
強
い
郷
土
の
誇
り
で
あ
っ
た
。

�

少
年
柔
道
部
晴
れ
の
文
部
大
臣
表
彰

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
十
一
月
十
九
日
、
長
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
、
そ
の
優
秀
な
活
動
の
実
績
が
認
め
ら
れ
て
、
文
部
大
臣
表
彰
に
輝
い

た
の
で
あ
っ
た
が
、
引
き
続
い
て
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
十
月
、

小
長
井
町
少
年
柔
道
部
が
、
長
い
間
（
二
十
八
年
間
）
青
少
年
の
健
全
育

成
に
努
め
た
社
会
教
育
優
良
団
体
と
し
て
、
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

諫
早
・
北
高
地
区
の
青
少
年
健
全
育
成
柔
道
大
会
や
、
武
徳
館
主
催
の
少

年
柔
道
大
会
等
に
毎
回
出
場
し
て
、
優
勝
や
準
優
勝
を
重
ね
た
実
績
が
、

そ
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

�

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と

�

田
原
林
業
同
志
会
知
事
表
彰

昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
の
高
度
成
長
時
代
、
多
良
山

麓
の
人
々
は
国
・
県
の
営
林
計
画
を
背
景
と
し
て
、
せ
っ
せ
と
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
造
林
に
い
そ
し
ん
だ
。
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今
日
、
小
長
井
の

林
道
を
走
る
と
、
す

ば
ら
し
く
成
長
し
た

美
し
い
森
林
、
手
入

れ
の
行
き
届
い
た
人

工
林
が
目
に
つ
く
。

下
記
の
人
々
の
努
力

が
実
を
結
ん
で
い
る

も
の
で
あ
る
。

�

待
望
の
簡
易
水

道
が
畜
産
中
心
地
域

に
完
成
。

そ
の
喜
び
は
下
記
の
記
述
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。
泉
下
の
吉
之
丞
翁
も

お
喜
び
の
事
と
思
わ
れ
る
。

�

聖
母
の
騎
士
園
緑
化
優
良
団
体
表
彰

昭
和
二
十
三
年
開
園
以
来
、
小
長
井
の
誇
る
福
祉
施
設
で
あ
る
「
聖
母

の
騎
士
園
」「
み
さ
か
え
の
園
」
は
、
歴
代
園
長
及
び
理
事
長
を
中
心
と

し
た
修
道
女
会
各
位
の
、
献
身
的
な
努
力
が
実
っ
て
、
今
や
国
内
に
誇
る

施
設
と
し
て
す
ば
ら
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

そ
の
活
動
の
中
で
緑
化
運
動
は
、
下
記
の
通
り
四
十
五
�
の
植
林
に
ま

で
こ
ぎ
つ
け
、
優
良
団
体
と
し
て
九
州
大
会
で
感
謝
状
を
受
け
た
こ
と
は
、

町
と
し
て
も
喜
び
に
耐
え
な
い
所
で
あ
る
。

�

山
茶
花
高
原
整
備
は
じ
ま
る
。

第十一節 現 代
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昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
五
月
一
日
の
広
報
に
そ
の
記
述
が
あ
る
。

こ
の
時
誰
が
今
日
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
盛
況
を
予
測
し
得
た
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
か
ら
十
八
年
の
間
に
、
め
ざ
ま
し
い
創
意
と
工
夫
に
満
ち
た

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
建
設
が
行
わ
れ
る
。「
手
を
つ
け
る
」
こ
と
が
如
何
に

大
切
で
あ
る
か
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
年
五
月
と
言
え
ば
、
諫
早

市
白
木
峰
に
は
大
白
緑
の
少
年
団
が
、
初
回
の
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
を

行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

�

田
原
緑
の
少
年
団
誕
生

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
三
月
二
十
二
日
、
田
原
緑
の
少
年
団
の

結
団
式
が
行
わ
れ
た
。
小
・
中
学
生
に
よ
る
緑
の
少
年
団
が
結
成
さ
れ
た

の
は
、
北
高
で
は
初
め
て
で
、
そ
の
後
各
地
で
誕
生
す
る
さ
き
が
け
を
為

し
た
と
言
え
る
。

田
原
地
区
の
緑
化
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
充
実
に
も
、
大
い
に
貢
献
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、

他
地
区
少
年
団
と
の
交
流
や
植
樹
祭
参
加
等
を
通
し
て
、
環
境
学
習
で
認

識
を
深
め
、
自
然
保
護
の
精
神
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
地
球
的
課
題
に

対
処
す
る
、
大
き
な
営
み
で
あ
る
と
言
え
る
。

�

第
一
回
多
良
岳
サ
ミ
ッ
ト

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
一
月
、
多
良
岳
が
「
日
本
の
自
然
百
選
」

に
選
ば
れ
た
。歴
史
的
に
は
信
仰
の
山
・
修
験
の
山
と
し
て
、多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
た
山
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
豊
か
な
自
然
の
多
様
さ
が
、

大
き
く
認
め
ら
れ
た
も
の
と
思
え
る
。

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
五
月
八
日
、
佐
賀
・
長
崎
両
県
の
三
市

（昭和５９年）（昭和６１年）
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六
町
の
代
表
者
六
十
名
が
集
っ
て
、

金
泉
寺
の
前
庭
で
第
一
回
多
良
岳
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
、
開
発
・
保
全
の
あ

り
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
国
定

公
園
を
目
ざ
す
大
き
な
第
一
歩
で

あ
っ
た
。

�

町
の
シ
ン
ボ
ル

�

町
章
決
ま
る
。

町
制
施
行
に
先
立
っ
て
募
集
し
た

町
章
応
募
者
は
、

昭
和
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）
九

月
三
十
日
午
後
五

時
の
締
切
時
間
ま

で
の
応
募
総
数
二

三
一
点
の
多
き
に

上
っ
た
。
村
内
は

勿
論
、
県
内
、
県

外
か
ら
も
多
数
の

応
募
が
あ
っ
た
。

古
賀
村
長
を
審
査
委
員
長
と
す
る
九
名
の
委
員
が
、
厳
正
に
審
査
し
た

結
果
、
右
の
作
品
が
決
定
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
年
十
一
月
三

日
の
文
化
の
日
に
、
新
し
い

町
役
場
の
落
成
式
、
災
害
復

興
祭
お
よ
び
町
制
施
行
記
念

式
典
が
午
前
中
に
行
わ
れ
た
。

午
後
は
各
地
区
か
ら
の
出

し
物
が
夜
遅
く
ま
で
続
き
、

町
民
こ
ぞ
っ
て
町
の
誕
生
を

祝
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
町
制
施
行
と

同
時
に
町
の
シ
ン
ボ
ル
が
誕

生
し
た
の
だ
が
、
町
制
二
十

周
年
を
記
念
し
て
、
町
の

歌
・
町
の
音
頭
・
町
の
花
・

町
の
木
が
制
定
さ
れ
、
シ
ン

ボ
ル
が
そ
ろ
っ
た
。
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昭和６１（１９８６）年

� 町の歌・小長井音頭
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（昭和６１年）

� 町の花・町の木 町民憲章
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二
、
平
成
時
代

１

二
十
世
紀
か
ら
二
十
一
世
紀
へ

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）、
円
高
ド
ル
安
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、

十
月
遂
に
日
本
の
株
価
は
大
暴
落
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
崩
壊

し
、
日
本
経
済
の
長
期
低
迷
が
始
ま
る
。
低
成
長
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
当
初
は
楽
観
論
が
強
く
、
諫
早
地
方
は
相
変
ら
ず
開
発
・
投
資

が
計
画
さ
れ
る
。
中
核
工
業
団
地
の
拡
大
、
六
十
三
年
に
は
干
拓
資
料
館

が
開
館
し
、
ゴ
ル
フ
場
計
画
が
相
次
ぐ
な
ど
で
あ
る
。

小
長
井
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
す
で
に
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
十
月
一

日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
て
、
十
五
年
の
経
験
を
経
て
堅
実
に
運
営
さ
れ
て

い
た
。

昭
和
六
十
四
年
（
一
九
八
九
）、
正
月
を
迎
え
る
や
、
昭
和
天
皇
が
崩

御
さ
れ
て
昭
和
か
ら
平
成
と
変
る
。
そ
の
平
成
元
年
、
諫
早
湾
干
拓
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
、
サ
ウ
ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
を
打
ち
込
む
巨
大
な
三
本

柱
の
円
筒
が
、
諫
早
湾
に
出
現
す
る
。
そ
れ
か
ら
十
六
年
が
過
ぎ
た
。
こ

の
間
に
、
平
成
十
二
年
が
西
暦
二
千
年
で
二
十
世
紀
を
見
送
り
、
平
成
十

三
年
が
二
〇
〇
一
年
で
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
さ
て
新
し

い
世
紀
は
、
人
類
に
と
っ
て
輝
か
し
い
将
来
を
開
く
世
紀
で
あ
り
た
い
。

い
わ

だ
が
人
類
が
た
ど
っ
て
い
る
現
実
は
、
余
り
に
も
沈
痛
で
あ
る
。
曰
く
地

い
わ

い
わ

球
温
暖
化
、
曰
く
テ
ロ
と
の
戦
い
、
曰
く
自
然
と
の
共
生
等
々
。

そ
の
中
で
小
長
井
町
は
、
確
実
に
明
る
い
道
を
歩
い
て
来
た
。
平
成
を

語
る
こ
と
は
将
来
を
語
る
こ
と
に
通
ず
る
の
で
、
多
く
は
行
政
担
当
者
が

記
述
す
る
分
野
に
期
待
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
主
要
点
の
み
挙
げ
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

�

山
茶
花
高
原
か
ら
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
へ

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
自
然
公
園
と
し
て
、
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ

ク
パ
ー
ク
が
開
園
す
る
。
初
め
は
芝
生
張
り
を
し
た
展
望
広
場
だ
け
だ
っ

た
高
原
が
、
こ
こ
に
本
格
的
な
数
々
の
遊
技
施
設
を
備
え
た
、
魅
力
あ
る

施
設
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

�

ハ
ー
ブ
園
出
現

平
成
八
年
（
一
九
八
六
）
山
茶
花
高
原
に
、
ハ
ー
ブ
園
が
オ
ー
プ
ン
す

る
。
そ
の
後
の
山
茶
花
高
原
の
人
気
度
を
高
め
た
最
た
る
も
の
が
、
こ
の

ハ
ー
ブ
園
で
、
入
場
者
が
等
し
く
ハ
ー
ブ
の
効
用
に
目
ざ
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
卓
越
し
た
企
画
で
あ
っ
た
。

�

風
力
発
電
の
白
い
巨
塔

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
山
茶
花
高
原
の
青
空
に
高
く
そ
び
え
る
風
力

発
電
の
巨
塔
が
、
海
岸
地
方
か
ら
も
は
っ
き
り
と
望
ま
れ
る
威
風
を
さ
ら

し
て
出
現
し
た
。
初
め
一
本
だ
っ
た
の
が
、
い
つ
の
間
に
か
三
本
に
な
っ

た
。
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
、
避

け
て
通
れ
な
い
必
修
課
目
と
言
え
る
。
さ
き
が
け
た
小
長
井
に
な
ら
っ
て

他
地
域
に
も
、
普
遍
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

―２３８―
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残
さ
れ
た
課
題

�

漁
業
再
生

小
長
井
は
唯
一
、締
切
堤
防
外
に
位
置
す
る
。た
い
ら
ぎ
漁
や
ア
サ
リ
・

カ
キ
の
養
殖
な
ど
、
他
に
類
を
見
な
い
伝
統
を
持
つ
。
有
明
海
の
再
生
は

他
地
域
と
連
携
し
て
必
ず
達
成
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

�

基
幹
産
業
の
再
生

果
樹
と
畜
産
の
生
き
る
道
は
、
優
良
品
を
生
産
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ

る
が
、
ど
こ
に
、
ど
う
し
て
販
路
を
確
保
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ

れ
も
多
く
の
力
を
結
集
し
な
け
れ
ば
実
現
出
来
な
い
問
題
で
あ
る
。

�

林
業
の
将
来

今
年
の
台
風
の
跡
を
見
る
と
、
実
に
痛
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
森
林
を

ど
う
育
成
し
、
保
持
す
る
か
は
、
ひ
と
り
所
有
者
個
人
の
問
題
の
み
で
な

く
、
公
共
的
な
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
る
。
国
や
県
は
勿
論
、
誰
し
も
が

「
環
境
問
題
」
と
し
て
考
え
る
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

�

農
産
加
工
の
道

こ
れ
は
�
と
連
動
し
て
い
る
。
如
何
に
し
て
質
の
高
い
商
品
を
作
る
か

と
い
う
事
で
、
小
長
井
は
漬
物
の
伝
統
を
持
っ
て
い
る
。

�

多
良
岳
と
の
共
生

底
知
れ
な
い
観
光
資
源
で
あ
り
、
水
源
の
地
で
あ
り
、
山
の
恵
み
豊
か

か
ぎ

な
広
大
な
山
地
で
あ
る
。
こ
の
地
発
展
の
鍵
と
考
え
る
。（

山
口

八
郎
）

第十一節 現 代
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第
三
章

社

寺

さ
い
し

日
本
の
祭
祀
は
、
天
子
が
そ
の
祖
先
を
お
祀
り
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
起

こ
り
、
大
昔
は
庶
民
の
関
係
す
る
作
法
で
は
な
か
っ
た
。
神
を
祀
り
拝
す

け
い
し
ん

る
こ
と
を
、
庶
民
に
教
え
て
敬
神
の
道
を
ひ
ろ
め
た
の
は
、
僧
徒
が
両
部

の
神
道
を
立
て
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
ら
し
い
。
寺
院
に
神
を
祀
っ
た
の
は

が
ん
ぎ
ょ
う
じ

ほ
っ
そ
う
し
ゅ
う

ど
う
し
ょ
う

元
興
寺
に
禅
院
を
建
立
し
、
法
相
宗
を
伝
え
た
僧
の
道
昭
で
、
元
興
寺

ど
う
し
ょ
う

の
寺
内
に
鎮
守
堂
を
建
て
て
春
日
舎
を
安
置
し
た
。
道
昭
に
次
い
で
敬

ど
う
し
ょ
う

ぎ
ょ
う
き

神
の
道
を
興
し
た
の
は
道
昭
の
弟
子
の
行
基
で
あ
る
。
仏
道
を
修
め
な

が
ら
神
道
を
あ
が
め
た
の
で
あ
る
。

か
ん
む

氏
神
・
氏
子
の
名
が
明
ら
か
に
定
ま
っ
た
の
は
、
桓
武
天
皇
（
在
位
七

八
一
〜
八
〇
六
）
以
後
の
こ
と
で
、
伝
教
大
師
最
澄
、
弘
法
大
師
空
海
等

が
真
言
宗
の
説
教
を
元
と
し
て
説
か
れ
た
神
仏
習
合
の
神
道
説
を
諸
国
に

お
こ
し
た
後
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
和
銅
年
間
（
七
〇
八
〜
七
一
四
）

注
１

の
昔
、
行
基
は
布
教
の
た
め
諸
国
を
巡
り
歩
い
た
際
、
竹
崎
に
観
音
寺
を

建
立
し
、
さ
ら
に
多
良
岳
に
の
ぼ
っ
て
太
良
嶽
大
権
現
を
建
て
た
。

そ
の
後
、
平
安
時
代
の
初
め
空
海
が
多
良
岳
に
金
泉
寺
を
建
立
し
た
。

そ
れ
か
ら
竹
崎
の
観
音
寺
も
真
言
宗
に
改
宗
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
頃

ぼ
う

か
ら
竹
崎
は
繁
栄
を
続
け
、
観
音
寺
参
道
の
両
側
に
は
三
十
三
の
坊
が
建

て
ら
れ
た
が
、
現
存
す
る
の
は
平
井
坊
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
竹
崎
か
ら

き
ん
た
い
じ

多
良
岳
を
結
ぶ
線
上
に
は
、
今
里
の
大
連
寺
、
遠
竹
の
金
胎
寺
、
井
崎
に

こ
う
げ
つ
ぼ
う

す
う
ふ
く
い
ん

ほ
う
ち
い
ん

万
念
寺
と
皎
月
坊
、
小
川
原
浦
に
崇
福
院
、
田
原
に
宝
池
院
が
建
て
ら
れ

る
な
ど
、
真
言
宗
が
き
わ
め
て
盛
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
。

じ
ょ
う
し
ん
じ

さ
い
え
ん
じ

小
長
井
町
に
は
、
現
在
、
小
川
原
浦
に
淨
真
寺
、
田
原
に
西
円
寺
、

し
ょ
う
ね
ん
じ

長
里
に
稱
念
寺
の
三
寺
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
で

あ
る
。
町
民
の
大
部
分
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
檀
家
で
あ
る
。
そ
の
他
、
町

外
の
寺
院
の
檀
家
や
他
宗
派
の
檀
家
、
新
宗
教
の
信
徒
も
い
る
。

神
社
は
長
里
の
阿
蘇
神
社
、
小
川
原
浦
の
藤
原
神
社
な
ど
各
地
域
に
建

て
ら
れ
、
町
民
は
地
区
別
に
い
ず
れ
か
の
氏
子
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
民
は
そ
れ
ら
を
氏
神
と
し
て
詣
で
る
ほ
か
、
近
隣
の
祠
に
も
参
拝
し
祭

礼
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
郷
土
に
伝
わ
る
宗
教
儀
式
や
信
仰
を
探
っ
て
み
よ
う
。

注
１

（
六
六
八
〜
七
四
九
）
奈
良
時
代
の
僧
。
百
済
系
の
渡
来
人
、
法
相
宗
を
学

び
、
諸
国
を
巡
っ
て
布
教
し
た
。

葬
儀
に
み
る
信
仰
儀
礼

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
伝
統
的
な
し
き
た
り
を
多
く
残
し
て
い
る
の

は
葬
儀
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
葬
儀
は
ど
ん
な
宗
教
で
あ

れ
、
た
と
え
そ
れ
が
無
宗
教
と
い
う
人
で
あ
っ
て
も
、
死
者
の
遺
体
は
火
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葬
に
付
さ
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
火
葬
は
、
今
か
ら
一
三
〇
〇
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
西

が
ん
ぎ
ょ
う
じ

ど
う
し
ょ
う

暦
七
〇
〇
年
の
こ
と
で
、
元
興
寺
の
道
昭
が
自
分
の
死
後
、
遺
体
を
火

葬
す
る
よ
う
に
命
じ
た
こ
と
か
ら
、
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

当
時
、
火
葬
を
受
け
入
れ
て
い
た
の
は
、
天
皇
家
や
貴
族
あ
る
い
は
一
部

の
僧
侶
だ
け
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
仏
教
が
民
衆
に
浸
透
し

て
い
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
土
葬
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
変
え
た
の
が
、
太
平
洋
戦
争
後
に
生
活
環
境
が
近
代

化
し
、
公
衆
衛
生
に
お
い
て
土
葬
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
都

市
部
か
ら
始
ま
っ
た
火
葬
場
の
建
設
が
次
々
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

小
長
井
町
で
も
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
頃
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

土
葬
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
火
葬
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
で
は

す
べ
て
火
葬
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
高
来
、
小
長
井
、
両
町
の
一
部
事
務
組

ほ
っ
こ
う

合
（
北
高
給
食
・
衛
生
組
合
）
の
設
立
に
よ
り
、
当
時
と
し
て
は
近
代
的

し
し

な
火
葬
場
が
古
場
名
の
鹿
の
塔
に
建
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
火
葬
場
は
老
朽

化
し
た
た
め
、
同
所
か
ら
は
あ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
場
所
の
、
高
来
町
黒

な
か
た
か
し
ろ

新
田
名
字
中
高
城
に
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
三
月
、
更
に
近
代
的
な
火

葬
場
が
完
成
し
た
。

近
年
の
葬
儀
に
お
い
て
は
、
祭
壇
の
豪
華
さ
や
盛
大
さ
を
競
う
よ
う
な

風
潮
と
な
っ
て
お
り
、
死
者
の
枕
辺
に
は
、
仏
華
、
灯
明
、
線
香
が
供
え

ら
れ
、
仏
壇
飾
り
や
お
供
え
物
で
仏
前
を
か
ざ
り
た
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
葬
儀
は
「
友
引
」
の
日
を
さ
け
て
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
陰
陽

道
の
先
負
、
先
勝
に
対
し
、
な
に
ご
と
を
し
て
も
勝
ち
負
け
が
な
い
と
い

わ
れ
る
�
友
引
�
と
い
う
語
か
ら
転
化
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
に
葬
式
を

出
す
と
、
他
人
の
死
を
さ
そ
う
と
い
っ
て
嫌
う
風
習
が
あ
る
。

読
経
が
す
む
と
出
棺
は
縁
側
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
土
葬
の
頃
は
、
棺
は
人
々
の
肩
に
担
が
れ
、
自
宅
か
ら
埋
葬
す

る
墓
地
ま
で
運
ば
れ
て
い
た
。
そ
し
て
会
葬
者
は
葬
列
を
組
み
こ
れ
に
付

き
添
っ
て
い
た
。
こ
の
葬
列
を
組
む
と
い
う
の
は
、
古
い
時
代
か
ら
形
態

を
変
え
な
が
ら
も
長
い
時
代
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
慣
習
と
思
わ
れ

る
。
今
で
は
霊
柩
車
が
普
及
し
た
こ
と
で
葬
列
と
い
う
慣
習
は
消
滅
し
、

会
葬
者
は
そ
の
場
で
霊
柩
車
を
見
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

儀
礼
信
仰
の
な
り
た
ち

現
在
小
長
井
で
行
わ
れ
て
い
る
宗
教
信
仰
や
儀
礼
に
は
、
長
い
歴
史
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
交
わ
り
合
い
、
混
然
と
な
っ
て
伝
え
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

・
日
本
民
族
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
信
仰
や
儀
礼
。

・
仏
教
、
儒
教
な
ど
が
伝
わ
っ
て
加
え
ら
れ
た
要
素
。

・
長
い
歴
史
の
中
で
混
入
さ
れ
た
習
慣
そ
の
他
の
要
素
。

い

き

き
し
ん
わ

死
を
け
が
れ
と
し
て
忌
み
避
け
る
意
識
は
、
記
紀
神
話
に
語
ら
れ
る
よ

う
に
き
わ
め
て
古
く
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
葬
儀
に
お
い
て
、
棺
の
ふ
た

あ
だ

を
石
で
打
ち
つ
け
る
の
は
、
死
霊
が
飛
び
出
し
て
仇
を
な
す
の
を
防
ぐ
た

め
で
あ
ろ
う
し
、
塩
を
ま
く
の
は
、
死
の
け
が
れ
が
屋
内
に
入
ら
ぬ
よ
う

―２４２―
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浄
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

死
や
お
産
に
よ
っ
て
火
が
け
が
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
古
く
か
ら
あ
り
、

け
が
れ
の
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
�
火
が
悪
い
�
な
ど
と
表
現
し
、
忌
み

い

ろ

り

を
排
除
す
る
た
め
�
火
替
え
�
と
よ
ん
で
、
囲
炉
裏
や
か
ま
ど
の
灰
を
取

り
替
え
塩
で
浄
め
、
改
め
て
火
を
つ
け
な
お
す
風
習
が
各
地
に
あ
り
、�
ヒ

バ
レ
�
と
い
う
言
葉
は
そ
こ
か
ら
出
て
い
る
。
死
者
の
出
た
家
の
神
棚
に

う
ち
わ

は
団
扇
や
扇
を
逆
さ
ま
に
立
て
て
、
神
棚
を
ふ
さ
ぐ
風
習
も
残
っ
て
い
る
。

建
築
工
事
な
ど
の
着
工
に
際
し
て
、
工
事
の
無
事
を
祈
願
す
る
た
め
の

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
る
の
も
、
古
く
か
ら
の
宗
教
的
感
情
が
今
日
の
私
た
ち

の
日
常
生
活
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

信
仰
儀
礼
と
農
耕
の
結
び
つ
き

祭
政
一
致
の
政
治
の
あ
り
方
は
、
大
陸
か
ら
金
属
製
の
武
具
農
具
な
ど

が
輸
入
さ
れ
、
大
和
朝
廷
が
国
を
統
一
し
て
か
ら
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

交
通
、
商
業
経
済
の
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
古
代
に
は
、
自
然
の
動
植

物
や
農
業
生
産
物
の
出
来
・
不
出
来
は
、
そ
の
村
落
共
同
体
全
員
の
生
命

に
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
村
の
鎮
守
の
春
秋
の
祭
り
も
村
を

ふ
く
と
く
じ
ょ
さ
い

あ
げ
て
集
団
的
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
個
人
の
福
徳
除
災
な
ど
の
祈
願
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
八
世
紀
頃
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

ほ
う
じ
ょ
う

い
ま
で
も
耕
作
物
の
豊
穣
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
る
行
事
、
あ
る
い
は
豊

作
を
念
じ
て
祀
ら
れ
た
御
神
体
の
名
残
り
が
、
数
多
く
残
っ
て
い
る
地
方

も
あ
る
。

小
長
井
町
で
み
ら
れ
る
行
事
に
は
、
田
植
え
が
済
ん
で
か
ら
豊
作
を

た

き
と
う

が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ

ご
こ
く
じ
ょ
う
じ
ゅ

願
っ
て
行
わ
れ
る
「
田
祈
祷
」「
願
成
就
」「
五
穀
成
就
」
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
地
区
毎
に
行
わ
れ
る
神
社
の
奉
納
相
撲
は
、
神
を
な
ぐ
さ
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
福
を
得
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
一
節

神
社
・
祠

阿
蘇
神
社

小
長
井
町
大
峰
名
一
八
六
番
一

た
て
い
わ
た
つ
の
み
こ
と

・
祭
神

建
磐
龍
命

こ
う
わ

由
緒

肥
後
国
阿
蘇
大
神
の
御
分
霊
を
弘
和
元
年
（
一
三
八
一
）
長
里

む
く
ぎ

船
津
名
椋
木
に
奉
請
鎮
祭
し
た
。
当
時
、
附
近
の
人
は
厚
く
崇
敬
し
、
弘

か
ん
か
ん
や
ま

ご
せ
ん
ざ

き
ょ
う
ろ
く

和
三
年
城
崎
名
勘
々
山
に
御
遷
座
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
四
月
、

い
ち
う

現
在
の
大
峰
名
の
景
勝
地
を
選
び
移
転
し
て
注
１

一
宇
を
創
立
し
豊
年
を

う
ぶ
す
な
が
み

祈
る
。
同
二
年
宝
殿
を
新
築
し
、
長
里
村
の
注
２

産
土
神
と
し
て
崇
敬
し

た
。・

社
殿

神
殿
、
中
殿
、
拝
殿
か
ら
な
る
。

中
殿
、
拝
殿
は
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
十
月
大
改

修
が
な
さ
れ
た
。

・
境
内

稲
荷
大
明
神
を
祀
っ
て
い
る
。

第一節 神社・祠
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・
氏
子

小
長
井
町
長
里
一
円

む
く

川
良
橋
か
ら
田
代
の
方
へ
登
る
坂
道
の
中
程
に
老
杉
が
そ
び
え
、
椋
の

ち
ょ
う
け
い

こ
う
わ

大
樹
が
生
い
茂
る
森
に
包
ま
れ
た
神
社
で
あ
る
。
長
慶
天
皇
の
弘
和
元

年
（
一
三
八
一
）
に
こ
の
辺
が
肥
後
の
阿
蘇
氏
と
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
ら

し
く
、
阿
蘇
神
社
の
分
霊
を
祀
っ
た
の
で
あ
る
。

眼
下
に
は
長
里
川
が
流
れ
て
い
る
が
、明
治
の
初
め（
一
八
六
八
年
頃
）

ま
で
は
有
明
海
が
深
く
湾
入
し
、
こ
の
境
内
の
崖
下
ま
で
波
が
き
て
い
た
。

例
祭
は
春
が
四
月
十
七
日
、
秋
は
十
月
十
七
日
で
、
当
日
は
長
里
一
円

の
氏
子
が
参
詣
し
、
千
燈
籠
の
祭
り
は
九
月
十
五
日
で
賑
わ
う
。

な
ま
ず

注
３

社
殿
に
は
、
数
枚
の
鯰
の
絵
が
貼
っ
て
あ
る
が
、
皮
膚
病
な�

ま�

ず�

の
全

な
ま
ず

快
を
祈
る
信
仰
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
昔
か
ら
今
で
も
こ
の
地
方
で
は
鯰
は

阿
蘇
宮
さ
ん
の

使
い
だ
か
ら
と

い
っ
て
食
べ
な

い
風
習
が
あ
る
。

げ
ん
ろ
く

鳥
居
は
元
禄
五

年
（
一
六
九

二
）
の
奉
献
で

あ
る
。

注
１

社
寺
の
建
物
を
数
え
る
こ
と
ば
。

注
２

生
ま
れ
た
土
地
の
守
り
神
（
近
世
時
代
以
降
、
氏
神
・
鎮
守
の
神
と
同
義
に

な
る
）

か
っ
し
ょ
く
は
ん
も
ん

注
３

あ
る
種
の
糸
状
菌
の
寄
生
に
よ
っ
て
発
生
、
灰
白
色
な
い
し
褐
色
斑
紋

を
生
じ
、
ほ
ぼ
円
形
の
小
斑
か
ら
次
第
に
ひ
ろ
が
る
。

藤
原
神
社

小
長
井
町
小
川
原
浦
名
五
三
八
番
一

あ
め
の
こ

や
ね
の
み
こ
と

・
祭
神

天
児
屋
根
命

ぶ
ん

由
緒

正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
十
二
月
一
日
の
創
立
で
、
拝
殿
を
文

せ
い政
五
年
（
一
八
二
二
）
九
月
再
建
し
、

正
殿
を
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）

二
月
再
建
し
た
。

・
祭
典

例
祭
は
、
毎
年
十
二

み

月
の
第
二
注
１

巳
の

ひ日
で
地
区
民
こ
ぞ
っ

て
の
お
祭
り
で
賑
わ

う
。

は
つ
き
と
う

そ
の
他
に
初
祈
祷
、

た

き

と
う

が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ

田
祈
祷
、
願
成
就

な
ど
を
行
う
。

・
社
殿
は

神
殿
と
拝
殿
が
あ
る
。
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・
氏
子

小
川
原
浦
名
地
区
民

小
川
原
浦
名
の
中
央
、
南
川
の
県
道
沿
い
に
建
立
さ
れ
て
い
る
藤
原
神

あ
い
ろ
う

社
に
、
筑
紫
の
歌
人
中
島
哀
浪
氏
が
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
参
拝

さ
れ
た
。
境
内
か
ら
有
明
海
を
見
下
ろ
し
て
、な

ぎ

�
磯
の
木
に
ひ
よ
ど
り
の
鳴
く
日
和
な
り
凪
渡
り
た
る
青
浪
の
色
�

し
い

と
椎
の
古
木
を
背
に
し
て
歌
っ
た
。
そ
の
椎
の
木
の
奥
庭
、
境
内
の
一
角

に
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
公
民
館
を
新
築
移
転
し
た
。
そ
の
後
、
土

み

ひ

俵
も
造
ら
れ
巳
の
日
の
相
撲
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
近
く
の
天
神
さ

か
み
ま

か
み
な

ご

ん
と
共
に
�
神
待
ち
��
神
名
残
り
�
な
ど
も
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。

注
１

十
二
支
の
巳
に
あ
た
る
日

（
十
二
支＝

暦
法
で
子
・
丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・
酉
・
戌
・
亥
）

田
原
神
社

小
長
井
町
田
原
名
九
七
番

お
お
と
べ
の
み
こ
と

お
お
と
し
の
み
こ
と

・
祭
神

大
戸
辺
命

大
年
命

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

ぶ
ん
じ

由
緒

源

頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）

に
田
原
村
は
開
拓
さ
れ
、
井
崎
や
小
川
原
浦
よ
り
も
古
い
。

田
原
村
は
標
高
二
〇
〇
�
程
の
位
置
に
あ
り
、
周
囲
は
小
高
い
丘
陵
に

し
ろ
や
ま

囲
ま
れ
た
盆
地
で
あ
る
。
盆
地
の
北
側
に
は
城
山
が
そ
び
え
、
中
央
に
は

周
囲
二
�
、
広
さ
十
三
�
の
田
原
溜
池
が
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
溜

え
い
ろ
く

池
は
、
永
禄
年
間（
一
五
五
八
〜
一
五
六
九
）に
領
主
西
郷
氏
の
命
に
よ
っ

て
築
造
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
郡
内
最
大
の
溜
池
で
あ
る
。

い
ち
う

こ
の
溜
池
の
中
央
の
景
勝
地
に
、
一
宇
を
創
建
し
て
鎮
座
し
た
が
、
溜

せ
ん
ざ

池
築
造
の
た
め
社
殿
を
弥
次
郎
の
景
勝
地
に
遷
座
し
た
。
そ
の
後
、
数
年

て
ん
し
ょ
う

し
て
悪
疫
が
流
行
し
た
た
め
、
村
民
は
深
く
こ
れ
を
恐
れ
、
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
さ
ら
に
溜
池
の
北
側
に
二
百
余
坪
（
お
よ
そ
７
�
）
を
埋

築
し
て
一
宇
を
建
設
し
、
遷
座
式
を
行
っ
た
。
い
ま
の
社
殿
が
こ
れ
で
、

田
原
地
区
の
氏
神
様
で
あ
る
。

た

き
と
う

が
ん
じ
ょ
う

・
祭
典

例
祭
は
陰
暦
十
二
月
八
日
で
、
そ
の
他
に
田
祈
祷
、
願
成

じ
ゅ就
等
の
祭
事
が
行
わ
れ
る
。

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
頃
ま
で
は
そ
の
都
度
、
浮
立

も
催
さ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
そ
の
伝
統
を
継
承
す
る
者

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第一節 神社・祠
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・
社
殿

神
殿

拝
殿

・
氏
子

田
原
地
区
民

市
杵
島
神
社

小
長
井
町
大
搦
名
三
十
八
番

い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

・
祭
神

市
杵
島
姫
命

か
ん
ぶ
ん

え
ん
ぽ
う

由
緒

寛
文
・
延
宝
時
代
（
一
六
六
一
〜
一
六
八
〇
）
に
諫
早
内
匠
平

ま
さ
き
よ

ふ
じ
わ
ら
し
げ
ざ
ね

真
清
及
び
藤
原
茂
真
の
信
仰
に
よ
り
、
長
里
大
久
保
に
本
社
を
創
立
し
た
。

へ
い
は
く

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）、
旧
領
主
諫
早
家
よ
り
注
１

幣
帛
を
寄
進
さ
れ
、

め
い
わ

人
々
の
尊
敬
と
信
望
を
あ
つ
め
た
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
神
殿
、

あ
ん
え
い

拝
殿
を
再
建
し
、
安
永
六
年
（
一

七
七
七
）
に
修
繕
を
加
え
、
さ
ら

に
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

に
神
殿
、
拝
殿
共
に
改
築
し
て
立

派
な
神
殿
と
な
っ
た
。

神
社
の
前
を
通
る
竹
崎
街
道
は
、

諫
早
領
主
も
し
ば
し
ば
通
ら
れ
た
。

あ
る
日
、
休
憩
中
に
領
主
の
愛
馬

が
急
死
し
た
。
領
主
は
こ
れ
を
非

あ
わ

常
に
憐
れ
み
、
こ
こ
に
葬
り
そ
の

霊
を
弔
う
た
め
、
そ
こ
に
御
堂
を

建
て
て
馬
頭
観
音
を
祀
ら
れ
た
。

べ
ん

領
主
は
こ
の
境
内
に
社
殿
を
新
築
し
て
、
諫
早
家
の
床
の
間
に
あ
っ
た
辨

ざ
い
て
ん

財
天
さ
ん
も
こ
こ
に
移
し
た
。

こ
う
し
ん

馬
頭
観
音
は
路
傍
の
石
仏
と
し
て
、
地
蔵
、
注
２

庚
申
と
と
も
に
一
般

じ

ひ
そ
う

ふ
ん

に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
他
の
観
音
は
慈
悲
相
で
あ
る
が
、
こ
の
観
音
は
忿

ぬ
そ
う

み
ょ
う
お
う
ば
こ
う
い
ん

怒
相
で
頭
上
に
馬
頭
を
戴
き
、
胸
前
で
明
王
馬
口
印
（
両
手
の
人
指
し

い
ち
め
ん

指
の
先
端
を
合
わ
せ
る
印
）
を
結
ぶ
の
が
特
徴
で
あ
る
。
一
般
に
は
一
面

に

ひ

さ
ん
め
ん
ろ
っ
ぴ

さ
ん
め
ん
ろ
っ
ぴ

二
臂
、
ま
た
は
、
注
３

三
面
六
臂
が
多
い
。
こ
こ
の
は
三
面
六
臂
で
あ
る
。

注
１

神
へ
奉
献
す
る
物
の
総
称

注
２

干
支
の
一
つ
。
か
の
え
さ
る
。
中
国
の
道
教
の
守
、
庚
申
に
由
来
す
る
。

ひ
じ

注
３

三
つ
の
顔
に
六
つ
の
臂
の
あ
る
こ
と
。
転
じ
て
、
一
人
で
数
人
分
の
働
き
を

い
ち
め
ん
に

ひ

す
る
た
と
え
。（
一
面
二
臂
も
同
義
）

・
祭
典

例
祭
、
新
年
祭
、
田
植
祭
等
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
。

・
社
殿

神
殿

拝
殿

・
境
内
に
は
、
観
世
音
、
弘
法
大
師
を
祀
っ
て
あ
る
。

・
氏
子

大
久
保
集
落
一
円

目
島
神
社

小
長
井
町
小
川
原
浦
名
八
一
九
番

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

・
祭
神

伊
弉
冉
尊
（
伊
邪
那
美
命
）

由
緒

不
詳

・
祭
典

毎
年
十
月
九
日
例
祭
を
行
う
。
昔
は
郡
内
各
地
か
ら
は
い

う
に
及
ば
ず
、
県
内
各
地
か
ら
、
ま
た
、
佐
賀
県
な
ど
か
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ら
も
多
く
の
人
が
参
詣
し
た
。
殊
に
本
社
は
眼
の
神
と
し

て
崇
め
ら
れ
、
眼
病
に
か
か
っ
た
人
な
ど
で
平
日
で
も
参

拝
者
が
多
か
っ
た
。

・
社
殿

拝
殿
の
み

・
氏
子

小
川
原
浦
地
区
一
円

○
お
女
島
さ
ん
と
お
目
島
さ
ん

小
長
井
駅
の
南
隣
り
に
は
、
奇
石
怪
石
が
海
岸
に
露
出
し
、
老
松
が
生

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

い
茂
る
中
に
女
島
神
社
が
あ
る
。
神
社
の
祭
神
は
女
神
の
伊
弉
冉
尊
を
祭

り
、「
女
島
神
社
」
と
も
い
わ
れ
、
毎
年
十
月
九
日
に
例
祭
を
行
っ
て
い

る
。

昔
は
そ
の
あ
た
り
は
白
砂
の
小
島

で
、
潮
が
満
ち
て
く
る
と
海
上
に
浮

か
び
、
干
潮
と
も
な
れ
ば
遠
浅
の
干

潟
の
浜
で
、
シ
ャ
コ
釣
り
や
ア
サ
リ

採
り
を
し
た
。
ま
た
、
タ
コ
採
り
や

潮
干
狩
も
で
き
た
離
れ
小
島
で
し
た
。

そ
の
小
島
も
、
今
日
で
は
陸
続
き
と

な
っ
て
い
た
。

明
治
の
文
壇
に
そ
の
名
を
う
た
わ

れ
た
森
山
町
出
身
の
前
田
連
山
は
、

諫
江
八
景
に
こ
れ
を
あ
げ
て
、

諫
東
に
名
勝
あ
り
や
と
問
わ
ば
、

へ
き
と
う

目
島
は
そ
の
劈
頭
第
一
に
数
え
ら
れ
る
も
の
な
ら
ん
か
。
蒼
々
た
る

う
し
お

き
ょ
し
ぜ
ん

有
明
海
の
涛
、
多
良
の
裾
野
を
か
み
、
鋸
歯
然
た
る
諫
東
六
里
の
海こつ

岸
、
漸
く
つ
く
る
と
こ
ろ
、
青
松
参
差
た
る
一
団
の
怪
石
奇
石
、
忽

え
ん焉
と
し
て
砂
白
き
浜
辺
を
は
な
れ
て
横
た
わ
る
あ
り
。
世
人
こ
れ
を

呼
ん
で
目
島
と
い
う
。
潮
来
た
れ
ば
海
に
浮
か
ん
で
亀
の
如
く
、
潮

ほ
ふ
く

が

ま

去
れ
ば
海
辺
に
匍
匐
し
蝦
蟇
に
似
た
り
。
老
松
は
梢
に
弾
じ
て
低
く

う
た
い
、
さ
ざ
な
み
は
巌
を
摩
し
て
な
が
く
叫
ぶ
。
あ
し
た
に
こ
れ

ひ

か
こ
う
が
い

を
き
け
ば
、
悲
歌
慷
慨
す
る
が
如
し
。
曰
く
こ
の
島
の
霊
を
目
島
神

社
と
い
う
。
眼
病
の
名
医
神
な
り
、
遠
近
の
善
男
善
女
拍
手
三
度
し

て
一
厘
を
投
じ
、
一
瓶
の
水
薬
を
あ
が
な
う
て
去
る
、
曰
く
之
を
用

し
げ
き

う
れ
ば
眼
を
刺
戟
す
る
と
。
俗
医
の
薬
に
数
倍
す
る
と
。
以
て
そ
の

ほ
う
ま
つ

名
薬
た
る
を
知
る
べ
し
、
何
ぞ
知
ら
ん
、
海
水
巌
に
く
だ
け
て
泡
沫

は
な
そ
う
ち
ゅ
う

と
ん
で
花
挿
中
の
雨
水
混
じ
た
る
も
の
な
ら
ん
と
は
・
・
・

お
目
島
さ
ん
は
、
岩
山
そ
の
も
の
が
御
神
体
と
し
て
古
代
の
形
を
そ
え
、

境
内
の
石
の
祠
に
は
妙
見
菩
薩
も
祠
っ
て
あ
る
。
こ
の
妙
見
さ
ん
は
災
厄

を
防
ぎ
、
特
に
眼
病
平
癒
の
神
と
し
て
有
名
で
、『
目
島
神
社
』
と
い
わ

れ
て
い
る
。

昔
は
神
社
の
境
内
の
臼
形
石
の
神
水
を
頂
い
て
眼
に
さ
す
と
、
眼
の
病

い
が
治
る
と
い
っ
て
参
拝
者
が
多
か
っ
た
。

な
お
、
石
祀
に
は
『
妙
見
大
菩
薩
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）、
神

野
・
北
島
』
と
、
建
設
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

旧
暦
九
月
九
日
の
目
島
さ
ん
の
お
祭
に
は
、
佐
賀
・
長
崎
県
下
よ
り
竹

崎
街
道
を
通
っ
て
参
拝
す
る
人
で
、
島
の
周
り
に
門
前
市
を
な
す
有
様
で
、
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露
天
商
人
が
立
ち
並
ぶ
賑
や
か
さ
で
あ
っ
た
。

諏
訪
神
社

小
長
井
町
遠
竹
名
一
二
一
四
番

た
け
み
な
か
た
の
か
み

た
け
み
な
か
た
と
み
の
か
み

・
祭
神

健
名
方
神

健
名
方
富
神

け
い
ち
ょ
う

由
緒

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
の
戦
い
の
頃
創
立
さ
れ
た
。

拝
殿
は
草
葺
き
を
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
瓦
葺
き
に
改
造
し
た
。

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
社
殿
を
改
築
し
た
。

更
に
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
社
殿
が
建
て
替
え
ら
れ
た
。

・
祭
典

例
祭
は
毎
年
十
月
十
九
日
に
行
う
。

・
社
殿

神
殿

拝
殿

・
境
内
の
合
祀
神
社

て
ん
し
ょ
う
こ
う
だ
い
じ
ん
ぐ
う

天
照
皇
大
神
宮
（
石
碑
）、

天
神
さ
ん
、
八
天
さ
ん
、
権

現
さ
ん

・
氏
子

遠
竹
地
区
一
円

遠
竹
は
古
い
地
区
で
、
水
源
豊
富

な
水
田
に
恵
ま
れ
、
山
の
幸
、
海
の

幸
が
豊
か
な
山
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
平

和
の
郷
で
あ
っ
た
。
古
代
の
民
族
が

こ
ん
な
よ
い
所
を
見
の
が
す
は
ず
は

な
い
。
豪
族
の
軍
事
的
拠
点
と
し
て

も
好
適
な
土
地
で
あ
る
。
神
社
の
前
面
に
は
権
現
岳
が
そ
そ
り
立
ち
、
足

も
と
に
は
帯
状
に
遠
竹
水
田
が
南
東
に
広
が
っ
て
い
る
。

い
な
ば

氏
神
は
�
因
幡
の
白
兎
�
で
有
名
な
大
国
主
の
御
子
で
あ
り
、
長
野
県

の
諏
訪
神
社
や
長
崎
の
お
諏
訪
さ
ん
と
同
じ
で
あ
る
。

淀
姫
神
社

小
長
井
町
井
崎
名
一
二
二
二
番
一

き
ん
め
い

よ

ど

肥
前
風
土
記
に
、
第
二
十
九
代
欽
明
天
皇
時
代
に
肥
前
国
佐
賀
郡
予
止

ひ
め

ゆ
た
ひ
め

え
ん

姫
の
神
鎮
座
あ
り
、一
の
名
は
豊
姫
、一
の
名
は
淀
姫
と
あ
る
。こ
れ
は
注

延

ぎ
し
き

喜
式
の
と
き
、
肥
前
の
一
の
宮
と
指
定
さ
れ
た
佐
賀
の
川
上
神
社
の
こ
と

で
あ
る
が
、
佐
賀
・
長
崎
の
県
下
に
は
こ
の
分
神
と
い
わ
れ
る
淀
姫
神
社

よ

ど
ひ
め

や
川
上
神
社
が
多
い
。
予
止
姫
を
海
神
の
女
豊
玉
姫
と
す
る
説
も
あ
る
が
、

ぶ
ぜ
ん

こ
れ
は
豊
前
地
方
の
こ
と
ら
し
く
、
ま
た
、
一
説
に
は
神
宮
皇
后
の
妹
、

淀
姫
と
い
う
人
も
い
る
。
古
代
九
州
民
族
の
祖
で
勇
武
な
女
神
で
あ
っ
た

ら
し
い
。

井
崎
の
淀
姫
神
社
は
、
地
域
の
生
命
線
で
あ
る
船
津
川
の
第
四
井
手
口

の
下
手
に
あ
り
、
井
崎
の
守
り
神
と
し
て
、
地
区
の
人
家
の
軒
下
を
め
ぐ

り
、
住
民
の
使
用
水
と
な
り
、
水
田
の
灌
漑
水
と
な
る
水
路
を
見
守
っ
て

い
る
。

き
ょ
う
ほ
う

今
の
社
殿
は
享
保
年
間
の
建
築
で
あ
る
が
、
拝
殿
と
鳥
居
は
享
保
五

年
（
一
七
二
〇
）
の
奉
献
で
、
大
祭
は
十
月
十
七
日
で
神
主
の
儀
式
が
終

わ
る
と
、
神
祝
の
歌
に
、
笛
・
太
鼓
の
曲
が
は
じ
ま
り
古
式
ゆ
か
し
い
神

ま
と
い

楽
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
元
旦
祭
に
始
ま
り
初
祈
祷
（
的
射
）、
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田
祈
祷
、
願
成
就
、
神
待
ち
な
ど
の
神
事
が
年
間
行
事
と
し
て
執
り
行
わ

れ
て
い
る
。

○

年
々
の
九
月
二
十
九
日
の
お
祭
り
ご
と
・
・
・
・
や

○

か
や
ぶ
き
の
軒
を
見
れ
ば
切
ら
ず
け
ず
ら
ず
・
・
や

○

朝
日
さ
す
夕
日
か
が
や
く
松
の
下
・
・
・
・
・
・
や

○

年
毎
に
氏
子
栄
え
て
神
祭
り
・
・
・
・
・
・
・
・
や

○

千
早
振
る
神
の
御
前
の
姫
小
松
・
・
・
・
・
・
・
や

○

雪
降
ら
ば
木
の
股
毎
に
し
と
ぎ
つ
く
・
・
・
・
・
や

○

東
山
小
松
か
ま
わ
け
い
ぞ
ろ
月
・
・
・
・
・
・
・
や

舞
が
お
わ
る
と
投
餅
（
ヒ
ト
ギ
）
が
あ
る
。
そ
の
年
の
日
数
ぶ
ん
の
数

の
餅
を
投
げ
る
。

こ
う
に
ん
し
き

じ
ょ
う
が
ん
し
き

注

弘
仁
式
・
貞
観
式
以
降
の
律
令

の
施
行
細
則
を
取
捨
・
集
大
成
し
た

み
こ
と
の
り

も
の
。
醍
醐
天
皇
の
勅
に
よ
り
、

藤
原
時
平
・
忠
平
が
編
纂
。
延
長
五

年
（
九
二
七
）
成
立
。

・
弘
仁
式
は
藤
原
内
麻
呂
ら
、
の
ち
、

藤
原
冬
嗣
ら
が
編
纂
。
弘
仁
十
一
年

（
八
二
〇
）
年
成
立
。
完
本
は
現
存

せ
ず
。

・
貞
観
式
は
藤
原
氏
宗
ら
が
編
纂
し
、

貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
に
成
立
。

実
盛
神
社

小
長
井
町
牧
名
六
九
〇
番

上
牧
の
竹
崎
街
道
の
道
沿
い
に
あ
る
社
が
実
盛
神
社
で
、
明
治
三
十
六

年
（
一
九
〇
三
）
六
月
に
鳥
居
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

さ
い
と
う
さ
ね
も
り

祭
神
は
斎
藤
実
盛
と
い
わ
れ
、
実
盛
は
源
平
時
代
の
平
家
方
の
武
将
で
、

み
な
も
と
の
よ
し
と
も

た
い
ら
の
む
ね
も
り

は
じ
め
は
源

義
朝
に
属
し
、
の
ち
に
平
宗
盛
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

木
曽
義
仲
討
伐
に
従
軍
し
た
際
は
、
老
い
を
隠
す
た
め
に
白
髪
を
墨
で
染

め
て
出
陣
し
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
六
月
一
日
の
加
賀
篠
原
の
戦
い

で
、
木
曽
義
仲
軍
と
戦
っ
て
、
若
者
の
よ
う
に
勇
戦
し
た
が
つ
い
に
討
ち

死
し
た
の
で
あ
る
。

実
盛
は
そ
の
と
き
、
戦
場
の
稲
か
ぶ
に
つ
ま
ず
い
て
倒
れ
、
敵
方
の
手

塚
太
郎
光
盛
に
首
を
と
ら
れ
、
実
盛

は
そ
の
事
を
無
念
に
思
い
稲
の
害
虫

あ
だ

と
な
っ
て
稲
に
仇
を
す
る
と
い
う
の

で
、
農
民
の
あ
い
だ
に
は
実
盛
の
霊

を
鎮
め
る
虫
追
い
祭
り
を
す
る
風
習

が
は
じ
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
実
盛
さ
ん
が
祀
ら
れ
る
四
十

さ
か
の
ぼ

年
ほ
ど
遡
っ
た
享
保
十
七
年
（
一
七

い
な
ご

三
二
）
に
は
、
西
日
本
各
地
で
蝗
の

大
量
発
生
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
に

よ
っ
て
大
飢
饉
が
お
こ
り
、
そ
の
後
、

各
地
で
実
盛
を
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
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と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
牧
地
区
で
実
盛
さ
ん
を
氏
神
と
し
て
、
ま
た
五
穀
豊

穣
の
神
と
し
て
祀
っ
て
い
る
の
は
、
牧
地
区
の
先
住
民
が
熊
本
方
面
か
ら

来
た
平
家
の
落
人
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

御
神
体
は
、
観
音
開
き
の
石
祠
の
中
に
、
烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、
刀
を
さ

し
、
右
手
に
采
配
を
持
っ
た
石
像
を
祀
っ
て
あ
り
、
御
神
体
の
右
側
面
に

安
永
二
巳
歳
六
月
吉
辰
日
（
一
七
七
三
）、
左
側
面
に
世
話
人
原
田
覚
兵

あ
わ
せ
む
ら
じ
ゅ
う

衛
、
并
村
中
と
朱
入
り
の
刻
銘
が
み
ら
れ
る
。

例
祭
日
は
十
二
月
八
日
で
、
戦
前
ま
で
は
祭
り
元
の
家
で
地
域
の
家
族

全
員
が
昼
食
を
と
り
、
例
祭
日
と
そ
の
前
後
の
三
日
間
は
県
道
の
両
側
に

出
店
が
た
ち
並
び
、
大
き
な
祭
り
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

現
在
は
三
地
区
に
わ
か
れ
て
祭
り
元
を
決
め
、
各
戸
よ
り
一
人
出
て
ご

馳
走
を
つ
く
り
、
十
一
時
ご
ろ
に
氏
神
の
神
事
に
代
表
数
名
が
参
り
、
持

ち
帰
っ
た
お
神
酒
を
頂
き
な
が
ら
歓
談
し
、
午
後
三
時
か
ら
は
子
供
た
ち

と
奉
納
相
撲
を
行
う
。

田
祈
祷
、
願
成
就
、
五
穀
成
就
に
は
浮
立
を
奉
納
し
、
灯
籠
祭
り
は
旧

暦
の
八
月
八
日
に
行
っ
て
い
る
。

竹
崎
街
道
の
辻
に
あ
っ
た
馬
頭
観
音
も
境
内
の
ヤ
モ
モ
の
木
の
し
た
に
、

昭
和
十
年
頃
（
一
九
三
五
）
移
し
て
祀
っ
て
あ
る
。

拝
殿
の
裏
に
あ
る
手
水
鉢
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
武
富
家
第

三
代
目
の
武
富
時
次
郎
と
い
う
人
が
寄
進
し
た
。
鳥
居
の
右
手
に
は
、
昭

和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
月
、
地
区
の
有
志
四
名
が
四
十
一
歳
の
厄
払
い

願
成
就
記
念
と
し
て
、
唐
獅
子
牡
丹
を
彫
り
こ
ん
だ
手
水
鉢
を
奉
納
し
て

い
る
。

こ
ま
い
ぬ

狛
犬
は
二
百
二
十
二
年
祭
を
記
念
し
て
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
五

月
十
四
日
に
、
ま
た
石
灯
籠
、
神
社
の
由
来
碑
も
、
地
区
の
有
志
に
よ
り

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
八
月
二
十
八
日
に
奉
納
し
て
い
る
。

飯
盛
神
社

小
長
井
町
田
原
名
六
四
四
番

い
い
も
り
さ
ん
し
ゃ
だ
い
ご
ん
げ
ん

・
祭
神

飯
盛
三
社
大
権
現

・
祭
典

六
月
十
七
日

・
社
殿

神
殿
、
拝
殿
も
い
ま
は
朽
ち
果
て
て
し
ま
っ
た
。

・
氏
子

田
原
地
区
一
円

由
緒

田
原
林
業
組
合
の
倉
庫
前
か
ら
城
山
に
向
か
っ
て
歩
け
ば
、
人

家
の
は
ず
れ
に
鳥
居
が
あ

る
。
そ
の
鳥
居
は
元
禄
十

三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
建

立
で
あ
っ
た
が
台
風
で
倒

壊
し
、
そ
の
後
、
新
し
く

建
立
し
た
と
い
う
。
参
道

の
坂
を
登
れ
ば
城
山
の
中

け
や
き

腹
に
欅
の
大
樹
が
生
い
茂

る
中
に
社
の
跡
が
あ
る
。

こ
れ
は
風
雨
に
朽
ち
果
て

―２５０―
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て
し
ま
っ
た
の
で
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
四
月
三
日
田
原
の
氏
子

が
六
〇
�
角
く
ら
い
の
石
の
祠
を
建
て
て
、
ご
神
体
と
し
て
祀
っ
て
い
る
。

ご
神
体
は
三
社
大
権
現
で
あ
る
が
、
古
老
の
話
で
は
、
白
虎
隊
を
祀
る

福
島
県
の
飯
盛
神
社
の
分
霊
を
合
祀
し
て
あ
る
の
で
、
こ
の
神
社
を
通
称
、

権
現
さ
ん
と
呼
ん
で
い
る
。

尾
ノ
上
の
地
蔵
さ
ん

小
長
井
町
大
峰
名
八
二
二
番
二

地
蔵
菩
薩
は
、
世
に
出
現
し
て
、
六
道
（
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、

人
間
、
天
上
）
に
迷
っ
た
人
を
救
う
仏
様
で
、
子
ど
も
の
守
り
仏
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
子
ど
も
の
安
全
を
願
い
、
一
般
に
は
子
ど
も
の
遊
び
場
に
祀

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

尾
ノ
上
の
地
蔵
さ
ん
は
尾
ノ
上
地
区

の
氏
神
様
で
、
脚
気
な
お
し
の
お
地
蔵

さ
ん
と
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
蔵
さ

ん
は
木
造
で
あ
っ
た
た
め
、
お
参
り
に

来
た
人
た
ち
が
「
こ
れ
を
削
っ
て
、
煎

じ
て
飲
む
と
脚
気
が
な
お
る
」
と
い
っ

て
、
次
々
と
削
っ
て
い
く
の
で
、
だ
ん

だ
ん
と
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
い
、
今
で

は
石
の
地
蔵
さ
ん
に
変
わ
っ
て
い
る
。

八
月
四
日
が
例
祭
で
、
昔
は
尾
ノ
上

地
区
の
人
々
が
団
子
を
供
え
ご
馳
走
を

も
っ
て
参
拝
し
、
地
区
を
あ
げ
て
な
か
な
か
の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

船
津
の
権
現
さ
ん（
尾
崎
大
権
現
）

小
長
井
町
打
越
名
四
二
番
二

地
域
の
人
は
船
津
の
権
現
さ
ん
と
呼
ん
で
い
る
。
打
越
か
ら
船
津
、
田

代
に
ぬ
け
る
途
中
、
権
現
川
右
手
の
中
腹
に
こ
ん
も
り
と
繁
っ
た
森
の
中

に
権
現
神
社
が
あ
る
。

に
ょ
い
り
ん
か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ

し
ゅ
じ
ょ
う
さ
い
ど

権
現
さ
ん
は
仏
さ
ん
で
、
如
意
輪
観
音
菩
薩
が
衆
生
済
度
の
た
め
に

じ
ゅ
う
に
ひ
と
え

化
身
し
て
、
十
二
単
の
女
官
の
姿
と
し
て
現
れ
た
。
こ
れ
を
権
現
さ
ん

と
し
て
祀
っ
た
の
で
あ
る
。

如
意
輪
と
は
、�
車
輪
を
持
つ
如
意
珠
�
の
意
味
で
あ
り
、
こ
の
観
音

の
名
は
、�
車
輪
が
ど
こ
へ
で
も
転

が
っ
て
い
く
よ
う
に
、
意
の
ま
ま
に

現
れ
、
六
道
の
衆
生
の
苦
し
み
を
取

ご

り
や
く

り
去
り
御
利
益
を
与
え
る
�
こ
と
に

由
来
す
る
。

こ
の
権
現
さ
ん
の
例
祭
は
十
月
十

三
日
で
、
船
津
、
打
越
、
足
角
の
氏

子
に
よ
っ
て
営
ま
れ
、
祭
り
元
は
輪

番
で
行
わ
れ
て
お
り
、
船
津
地
区
の

氏
神
様
で
も
あ
る
。
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か
ら
み

田
代
搦
の
子
安
観
音
さ
ん

小
長
井
町
大
搦
名
一
九
九
番

あ
ん
で
ら

こ
の
菩
薩
は
田
代
一
地
区
の
氏
神
様
で
あ
る
、
昔
は
庵
寺
が
あ
っ
て
木

造
で
あ
っ
た
が
今
は
石
像
に
な
っ
て
い
る
。
例
祭
は
三
月
十
八
日
と
十
二

月
十
八
日
で
、
祭
り
の
当
日
は
�
ご
っ
く
う
さ
ん
�
や
果
物
を
観
音
さ
ん

に
供
え
、
各
班
の
祭
り
元
の
家
に
集
ま
っ
て
ご
馳
走
を
食
べ
な
が
ら
お
祭

り
を
す
る
。
祭
り
元
は
家
ま
わ
り
で
あ
る
。

こ
こ
の
観
音
は
母
乳
の
神
さ
ま
と
し
て
名
高
く
、
遠
く
か
ら
も
参
詣
の

人
々
が
や
っ
て
く
る
。
そ
の
人
達
は
二
袋
に
お
米
を
入
れ
て
参
詣
し
、
一

袋
は
持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
炊
い
て
食
べ
る
と
母
乳
が
よ
く
出
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

ま
れ

子
安
観
音
は
、
別
名
子
育
観
音
ま
た
は
慈
母
観
音
と
も
呼
ば
れ
、
稀
に

稚
児
観
音
と
言
う
場
合
も
あ
る
。
庶
民
の
安
産
や
育
児
を
祈
願
す
る
子
安

に

び
ぞ
う

信
仰
か
ら
形
ど
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
形
は
幼
児
を
抱
く
二
臂
像
の

石
仏
と
し
て
各
地
に
み
ら
れ
る
。

田
代
二
の
天
神
さ
ん

小
長
井
町
大
峰
名
一
八
番

通
称
は
浜
の
神
様
と
呼
ば
れ
、
田
代
二
地
区
の
氏
神
様
で
あ
る
。
祭
神

は
太
宰
府
天
満
宮
の
分
祠
で
、
学
問
の
神
様
で
あ
り
、
子
ど
も
の
神
様
で

あ
る
。
昔
の
神
霊
は
木
造
で
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
が
そ
れ
を
担
い
だ
り
、

転
が
し
た
り
し
て
す
り
切
れ
た
の
で
、
い
ま
は
石
像
に
か
わ
っ
た
。

現
代
の
若
い
人
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
、
昔
の
人
の
食
べ
物
は
粗

末
な
も
の
で
、
通
常
で
は
米
の
ご
飯

を
食
べ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
お
祀
り
の
日
に
限
っ
て
は
、
た

く
さ
ん
の
米
を
炊
い
て
お
に
ぎ
り
を

つ
く
り
、
天
神
さ
ん
に
お
供
え
し
て
、

そ
れ
を
各
家
庭
で
、
子
ど
も
た
ち
が

腹
一
杯
に
な
る
ま
で
食
べ
さ
せ
た
と

い
う
。
子
ど
も
達
は
普
段
で
は
食
べ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
お
に
ぎ
り

欲
し
さ
に
、
天
神
さ
ん
の
お
祭
り
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
と
い
う
。

例
祭
は
九
月
二
十
五
日
で
あ
る
。

―２５２―
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足
角
の
子
安
観
音
さ
ん

小
長
井
町
打
越
名
七
四
六
番
三

ひ
じ
り

し
ゅ
じ
ょ
う

せ
ん
じ
ゅ

観
音
さ
ん
と
い
う
の
は
聖
観
音
の
こ
と
で
、
衆
生
救
済
の
姿
が
千
手

び
ゃ
く
い

へ
ん
げ

観
音
、
白
衣
観
音
、
そ
の
他
多
く
の
観
音
の
呼
び
名
で
変
化
観
音
と
な

る
。足

角
地
区
の
人
々
を
氏
子
と
す
る
足
角
の
子
安
観
音
は
、
子
ど
も
の
健

康
安
全
を
見
守
っ
て
く
れ
る
観
音
で

あ
る
。

例
祭
は
一
月
十
八
日
と
九
月
十
八

日
で
、
当
日
は
地
区
を
あ
げ
て
の
お

祭
り
が
あ
る
。
年
二
回
の
お
祭
り
で

あ
る
が
、
当
日
ば
か
り
で
な
く
毎
月

の
十
八
日
に
は
、
婦
人
だ
け
で
の
お

祭
り
が
あ
る
。
お
神
酒
を
い
た
だ
き
、

ご
馳
走
を
食
べ
な
が
ら
、
親
睦
融
和

を
図
り
つ
つ
子
ど
も
の
安
全
を
祈
願

す
る
風
習
が
い
ま
で
も
残
っ
て
い
る
。

打
越
の
稲
荷
さ
ん

小
長
井
町
打
越
名
一
七
四
番
二

打
越
地
区
の
人
々
を
氏
子
と
す
る
お
稲
荷
さ
ん
は
、
地
区
の
中
央
、
稲

荷
元
の
小
高
い
丘
の
上
に
祀
っ
て
あ
る
。
そ
の
た
め
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て

か
ら
の
参
道
は
急
坂
と
な
っ
て
お
り
、
お
年
寄
り
が
そ
こ
を
登
っ
て
参
拝

す
る
に
は
、
少
々
困
難
を
覚
え
る
ほ

ど
で
あ
る
。

お
稲
荷
さ
ん
は
五
穀
の
神
と
し
て
、

う
か
の

ま
た
、
商
売
繁
昌
の
神
と
し
て
倉
稲

み
た
ま

う
か
の
み
た
ま

魂
（
宇
迦
御
魂
）
を
祀
る
の
で
あ

る
。

は
つ
う
ま

例
祭
は
二
月
注

初
午
の
日
で
地
区

を
あ
げ
て
の
賑
わ
い
で
あ
る
。
参
拝

が
す
む
と
祭
り
元
の
家
に
集
ま
っ
て

お
祭
り
を
す
る
。
各
家
庭
で
は
こ
の

日
は
特
別
に
ご
馳
走
を
す
る
。

境
内
に
は
明
神
さ
ん
、
子
安
観
音

を
祀
っ
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
お
祭
が
あ
る
。

う
ま

注

二
月
の
初
め
の
午
の
日
。
京
都
の
伏
見
稲
荷
神
社
の
神
が
降
り
た
日
で
あ
っ
た

と
い
い
、
全
国
で
稲
荷
社
を
祭
る
。

つ
ん
ど
ん

川
内
の
辻
殿
さ
ん

小
長
井
町
川
内
名
一
〇
八
番
一

か

川
内
地
区
の
前
方
で
、
長
里
川
に
架
か
っ
て
い
る
橋
を
渡
っ
た
所
に
辻

殿
さ
ん
は
あ
る
。
辻
殿
さ
ん
は
川
内
地
区
の
氏
神
様
で
、
例
祭
は
十
月
九

日
で
あ
る
。

た

き
と
う

が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ

辻
殿
さ
ん
は
五
穀
の
神
様
で
も
あ
る
た
め
、
田
祈
祷
、
願
成
就
な
ど
の

お
祭
り
も
あ
る
。
昔
は
よ
そ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
参
詣
し
て
、
宮
相

第一節 神社・祠

―２５３―



撲
が
盛
大
に
催
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

川
内
地
区
を
二
つ
に
分
け
て
、
上

地
区
か
ら
一
名
、
下
地
区
か
ら
一
名

の
計
二
名
の
祭
り
元
を
家
ま
わ
り
で

決
め
て
お
き
、
お
祭
り
の
日
は
参
拝

を
す
ま
せ
た
人
々
は
祭
り
元
の
家
に

集
ま
っ
て
、
お
祭
り
行
事
や
酒
肴
で

に
ぎ
あ
う
。

境
内
に
は
、
子
安
観
音
さ
ん
も

祀
っ
て
あ
る
。

築
切
の
お
宮
さ
ん

小
長
井
町
井
崎
名
二
三
六
三
番
二

も
と
も
と
は
柳
新
田
の
樋
門
の
手
前
の
高
台
に
鎮
座
さ
れ
て
い
た
も
の

だ
が
、
国
道
二
〇
七
号
線
の
改
良
工
事
に
伴
い
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九

七
二
）
八
月
に
現
在
の
猿
崎
の
丘
の
上
に
移
転
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
四

方
の
眺
望
に
恵
ま
れ
た
北
側
に
は
、
多
良
岳
や
毘
沙
天
岳
、
前
方
に
は
有

明
海
、
雲
仙
岳
を
望
む
風
光
明
媚
な
場
所
に
あ
る
。

広
々
と
し
た
敷
地
で
、
築
切
地
区
の
遊
園
地
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
な

ど
、
幅
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

せ
ん
じ
ゅ
か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ

鉄
骨
モ
ル
タ
ル
造
り
の
堂
内
中
央
に
は
、
千
手
観
世
音
菩
薩
の
木
像
を

祀
り
、
左
に
は
弘
法
大
師
の
石
像
、
右
に
は
不
動
明
王
の
石
像
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。

境
内
の
左
側
に
は
金
比
羅
宮
、
八
天
宮
、
天
満
宮
が
祀
ら
れ
、
右
側
に

は
馬
頭
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

お
祭
り
は
毎
年
八
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
、
千
灯
籠
を
と
も
し
て
賑
わ

い
を
み
せ
る
。
ま
た
、
正
月
四
日
に
は
地
区
民
総
出
に
よ
り
、
お
堂
の
そ

と
に
祀
っ
て
い
る
五
体
の
神
仏
と
、
柳
新
田
の
潮
止
め
を
記
念
し
た
お
祭

り
が
、
恒
例
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

新
田
原
の
一
本
松
さ
ん

小
長
井
町
小
川
原
浦
名
一
七
四
一
番

新
田
原
の
バ
ス
停
か
ら
多
良
岳
を
見
て
、
左
前
方
に
「
一
本
松
さ
ん
」

と
い
う
社
が
あ
る
。
こ
れ
は
新
田
原
地
区
の
氏
神
で
あ
る
。
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え
い
ろ
く

永
禄
年
間
（
一
五
五
八
〜
一
五
六
九
）
に
領
主
西
郷
氏
の
命
に
よ
っ
て
、

田
原
溜
池
が
築
造
さ
れ
た
た
め
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
数
戸
の
人
々
は
、

田
原
を
出
て
新
天
地
を
求
め
て
移
り
住
み
こ
こ
を
新
田
原
と
名
づ
け
た
。

お
お
と
べ
の

新
し
く
村
を
ひ
ら
い
た
人
々
は
、
田
原
神
社
の
祭
神
で
あ
る
大
戸
辺

み
こ
と

お
お
と
し
の
み
こ
と

命
・
大
年
命
を
分
祠
し
て
、
こ
こ
に
社
を
建
て
て
氏
神
と
し
、
こ
れ
を

一
本
松
さ
ん
と
呼
ん
だ
。

鳥
居
は
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
六
月
吉
日
、
有
志
四
名
で
奉
納
さ

れ
た
。

た

き
と
う

が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ

例
祭
は
四
月
八
日
で
、
そ
の
他
に
田
祈
祷
や
願
成
就
の
祭
り
も
あ
り
、

昔
は
浮
立
も
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

べ
ん
ざ
い
て
ん
か
の
と
う

境
内
に
は
左
に
田
原
大
明
神
の
石
祠
と
右
に
『
辨
財
天
辛
卯
明
和
八
年

う
じ

こ

（
一
七
七
一
）
小
川
原
浦
村
氏
子

じ
ゅ
う
中
』
の
石
祠
が
あ
る
。

祭
神
の
大
戸
辺
命
と
大
年
命
の
二おほ

神
に
つ
い
て
、
先
ず
大
戸
辺
命
（
大

と

の
べ
の
か
み

斗
乃
弁
神
）
は
古
事
記
や
日
本
書
紀

か
み
よ
な
な
よ

の
神
代
巻
の
中
に
、
神
世
七
世
の
第

お

ほ

と

の
じ
の
か
み

五
代
に
意
富
斗
能
地
神
（
男
神
）
と

お
ほ
と

の
べ
の
か
み

大
斗
乃
弁
神
（
女
神
）
の
対
偶
神
と

し
て
そ
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
大
戸

辺
命
に
つ
い
て
は
多
く
の
説
が
あ
る

が
、
今
の
大
地
が
完
全
に
か
た
ま
り
、

人
間
が
住
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
を

神
格
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
新
し
く
開
か
れ
て
い
く
新
田
原
の

土
地
を
守
っ
て
い
く
守
護
神
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
い
と
し
の
み
こ
と

す
さ
の
お
の
み
こ
と

う
か
の
み
た
ま

う

ま
た
、
大
年
命
は
素
戔
嗚
尊
の
御
子
で
、
同
胞
神
の
倉
稲
魂
（
宇

か
の
み
た
ま

迦
御
魂
）
や
ご
こ
く
じ
ょ
う
さ
ん
「
稲
荷
」
と
共
に
穀
物
の
守
護
神
で
あ

る
。神

社
の
境
内
に
あ
る
水
神
と
共
に
氏
神
で
あ
る
こ
の
二
神
を
先
祖
が
、

新
田
原
の
発
展
と
豊
か
な
食
料
と
安
住
の
地
を
願
っ
て
祀
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

釜
の
お
稲
荷
さ
ん

小
長
井
町
遠
竹
名
四
五
六
番

釜
港
の
西
側
の
小
高
い
丘
に
あ
る

お
稲
荷
さ
ん
は
、
釜
地
区
の
氏
神
様

で
あ
る
。

も
と
は
鉄
道
脇
の
丘
の
上
に
あ
っ

た
の
を
、
鉄
道
開
通
の
際
、
今
の
境

内
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
境
内
わ

き
の
釜
港
は
、
昔
は
物
産
の
集
散
で

繁
昌
し
て
お
り
、
熊
本
城
の
築
城
に

い
っ
せ
ん
ど
う

際
し
て
は
、
石
千
堂
（
毘
沙
天
岳
の

駐
車
場
・
参
道
入
口
付
近
）
か
ら
切

り
出
し
て
運
ん
で
き
た
大
石
を
、
こ

の
釜
港
か
ら
船
に
つ
る
し
て
運
ん
だ
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と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

お
稲
荷
さ
ん
は
五
穀
豊
穣
の
神
、
商
売
繁
昌
の
神
様
で
、
例
祭
は
九
月

一
日
で
あ
る
。
釜
の
お
稲
荷
さ
ん
と
い
え
ば
千
灯
籠
を
思
い
浮
か
べ
る
く

ら
い
に
、
こ
こ
の
千
灯
籠
は
昔
か
ら
有
名
で
あ
っ
た
。
釜
の
人
達
は
親
類

知
人
を
招
待
し
て
、
ご
馳
走
で
も
て
な
す
風
習
が
あ
り
、
ま
た
、
遠
近
か

ら
大
勢
の
見
物
人
が
集
ま
っ
て
、
な
か
な
か
賑
わ
っ
た
お
祭
り
で
あ
っ
た
。

り
ゅ
う
な
ん

と
ん

ま

柳
南
の
弘
法
さ
ん
と
殿
待
ち
さ
ん

弘
法
さ
ん

小
長
井
町
遠
竹
名
一
六
一
三
番

殿
待
ち
さ
ん

小
長
井
町
遠
竹
名
一
七
九
一
番

国
道
二
〇
七
号
線
よ
り
遠
竹
名
釜

地
区
に
入
り
、
町
道
黒
仁
田
線
を
約

二
�
位
登
れ
ば
交
差
路
に
で
る
。
右

に
入
れ
ば
南
平
、
遠
竹
本
村
方
面
、

左
に
下
れ
ば
柳
谷
集
落
、
そ
の
右
角

に
約
三
・
六
�
四
方
の
新
し
い
御
堂

（
老
朽
化
の
た
め
昭
和
五
十
九
年
新

築
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
柳
南
の
氏
神

で
あ
る
弘
法
さ
ん
を
祭
祀
し
て
あ
る
。

平
安
時
代
の
頃
、
空
海
は
竹
崎
を

経
て
多
良
岳
に
登
り
金
泉
寺
を
創
建

し
、
こ
の
地
方
に
真
言
宗
を
広
め
た
。

の
ち
に
弘
法
大
師
と
あ
が
め
ら
れ
各
地
に
祀
ら
れ
、
お
大
師
さ
ん
と
も
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

柳
南
の
弘
法
さ
ん
は
、
地
区
民
の
ご
先
祖
が
四
国
八
十
八
カ
所
巡
り
に

行
っ
た
お
り
弘
法
さ
ん
を
背
負
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
、
天
保
五
年
（
一
八

三
四
）
頃
よ
り
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

例
祭
は
四
月
二
十
一
日
で
、
柳
南
の
人
は
総
出
で
、
近
郷
か
ら
の
参
詣

者
を
接
待
し
、
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
う
。

柳
南
の
殿
待
ち
さ
ん
も
有
名
で
あ
る
。
昔
、
敵
軍
が
こ
こ
で
待
ち
伏
せ

て
、
遠
岳
城
主
を
討
ち
と
っ
た
所
と
し
て
こ
の
名
が
残
っ
て
い
る
。

明
治
に
な
っ
て
国
光
神
社
と
刻
ん
だ
碑
を
建
て
て
祀
っ
て
い
る
。

黒
仁
田
の
弁
財
天
さ
ん

小
長
井
町
遠
竹
名
二
四
六
五
番
七

弁
財
天
は
怨
敵
を
除
い
て
世
間
を
明
る
く
し
、
福
徳
、
智
恵
、
財
宝
を

与
え
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
音
楽
、
弁
財
、
財
福
、

み
ょ
う
お
ん
て
ん

び
お
ん
て
ん

だ
い
べ
ん
て
ん

く
ど
く
て
ん

智
恵
を
司
る
神
で
、
妙
音
天
、
美
音
天
、
大
弁
天
、
功
徳
天
と
も
称
さ

れ
、
妙
音
を
も
っ
て
衆
生
を
喜
悦
さ
せ
る
と
い
う
。

一
説
に
は
大
凡
夫
の
妃
で
、
人
々
に
幸
福
と
子
孫
を
与
え
る
と
さ
れ
て

い
る
。

弁
財
天
は
黒
仁
田
の
氏
神
様
で
地
区
の
南
西
の
山
、
毘
沙
天
さ
ん
の
頂

上
に
祀
ら
れ
て
あ
る
。
樹
園
地
農
道
が
整
備
さ
れ
、
八
合
目
付
近
ま
で
は

車
で
行
け
る
が
、
そ
こ
か
ら
上
は
歩
く
こ
と
に
な
る
。
登
り
切
っ
た
所
に
、

べ
ん
ざ
い
て
ん

石
を
積
み
上
げ
た
そ
の
上
に
祠
が
建
ち
、
中
に
は
辯
才
天
、
元
禄
十
六
年
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（
一
七
〇
三
）
十
二
月
と
あ
る
。

例
祭
は
十
一
月
二
十
六
日
で
、
祭

り
元
の
家
で
準
備
を
す
る
。
餅
を
搗

き
神
前
に
供
え
、
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
を
集
め
、
餅
投
げ
を
す
る
風
習

が
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
夜
は
祭

り
元
の
家
に
集
ま
り
、
来
年
の
祭
り

く
じ
び

元
、
手
伝
い
を
籤
引
き
に
よ
っ
て
決

め
る
。
そ
の
あ
と
夜
遅
く
ま
で
祭
り

さ
わ
ぎ
で
あ
る
。

く
じ

祭
り
元
に
籤
が
当
た
れ
ば
、
そ
の

家
の
一
年
中
の
不
幸
は
神
様
が
守
っ

く
じ
う
ん

て
下
さ
り
、
子
ど
も
の
い
な
い
家
庭
に
は
籤
運
が
な
い
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

黒
仁
田
の
発
祥
は
、
深
海
の
蓮
行
寺
住
職
の
弟
が
、
門
徒
数
名
を
連
れ

て
入
植
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
お
り
、
弁
財
天
も
入
植
者
が
建

立
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

な
っ

こ

ば

中
古
場
の
氏
神
様

小
長
井
町
古
場
名
一
七
一
番
二

中
古
場
の
氏
神
様
は
、も
と
は
集
落
の
上
の
方
の
通
称�
し
じ
き
さ
ん
�

と
呼
ば
れ
る
境
内
に
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
こ
れ
よ
り
下
の
集
落
内
に
移
さ

れ
て
い
る
。
お
社
が
移
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃
の
こ

と
で
、
お
堂
は
平
成
三
年
（
一
九
九

一
）
八
月
十
二
日
に
新
築
さ
れ
て
い

る
。堂

内
に
は
、
弘
法
さ
ん
と
薬
師
如

来
を
祀
っ
て
あ
り
、
弘
法
さ
ん
の
お

祭
り
は
四
月
二
十
一
日
で
、
薬
師
如

来
の
お
祭
り
は
一
月
十
八
日
に
行
わ

れ
る
。

お
祭
り
当
日
は
餅
を
つ
い
て
ご
馳

走
を
お
供
え
し
、
順
番
に
ま
わ
っ
て

く
る
祭
り
元
の
家
に
地
区
の
人
々
が

集
ま
り
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
の

で
あ
る
。

し
じ
き
さ
ん
は
こ
の
お
堂
の
北
方
七
十
�
位
の
所
に
建
て
て
あ
り
、『
奉

造
立
硅

一
基
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
五
月
吉
日
、
長
里
村
吉

岡
与
一
、
吉
左
衛
門
』
の
銘
が
あ
る
。け

や
き

こ
の
そ
ば
に
は
町
内
で
一
番
大
き
い
欅
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
ま
た
、

も
み
の
木
の
巨
木
も
こ
こ
に
は
あ
る
。

井
崎
の
観
音
さ
ん

小
長
井
町
井
崎
名
七
九
五
番
一
地
先

ひ
じ
り

か
ん
じ
ざ
い
ぼ
さ
つ

一
般
に
観
音
さ
ん
と
い
う
の
は
聖
観
音
の
こ
と
で
、
観
自
在
菩
薩
と

い
う
の
が
正
し
い
呼
び
名
で
あ
る
。

第一節 神社・祠

―２５７―



観
自
在
と
は
全
て
の
生
き
物
の
世

界
を
よ
く
観
察
し
て
、
悩
み
苦
し
む

も
の
を
救
済
す
る
菩
薩
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

菩
薩
と
は
如
来
の
前
の
段
階
の
位

で
あ
り
、
十
一
面
観
音
、
千
手
観
音
、

馬
頭
観
音
、
子
安
観
音
な
ど
の
呼
び

名
で
、
全
て
の
悩
み
苦
し
み
を
救
い

導
い
て
下
さ
る
、
有
り
難
い
観
音
様

と
い
わ
れ
て
い
る
。

井
崎
の
観
音
さ
ん
は
、
地
区
の
中

央
、
築
切
へ
の
道
路
の
分
岐
点
に
お

堂
が
建
っ
て
い
る
。
子
安
観
音
と
も
い
わ
れ
、
子
ど
も
が
誕
生
す
る
と
無

病
息
災
と
そ
の
成
長
を
願
っ
て
、
仏
像
に
胸
当
て
を
奉
納
し
た
り
、
ま
た
、

子
ど
も
の
好
き
な
観
音
様
で
、
堂
で
遊
ん
で
い
て
も
怪
我
を
し
な
い
と
い

わ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
観
音
様
で
あ
る
。

お
祭
り
は
毎
年
八
月
十
七
日
で
、
当
日
は
夕
方
か
ら
千
灯
籠
を
と
も
し
、

浮
立
な
ど
も
奉
納
さ
れ
た
り
、
夜
遅
く
ま
で
参
詣
人
で
賑
わ
い
を
み
せ
る
。

お
ぶ
か
い

小
深
井
の
金
毘
羅
さ
ん

小
長
井
町
牧
名
二
二
二
番
四
十
七
の
内

牧
の
金
毘
羅
宮
は
国
道
２
０
７
号
線
沿
い
帆
崎
橋
の
た
も
と
の
小
高
い

丘
に
あ
っ
て
、
眼
下
右
手
に
有
明
海
を
左
手
に
小
深
井
港
を
見
下
ろ
し
風

光
明
媚
な
金
毘
羅
宮
の
お
社
と
し
て

最
適
な
環
境
に
あ
る
。

金
毘
羅
は
香
川
県
琴
平
町
の
金
毘

羅
さ
ん
が
本
宮
、
本
元
で
、
海
上
の

守
り
神
と
し
て
各
地
で
昔
か
ら
祭
ら

れ
て
い
る
。

牧
で
は
江
戸
時
代
か
ら
有
名
な
帆

崎
石
が
採
掘
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

輸
送
手
段
と
し
て
、
掘
り
出
さ
れ
た

石
材
は
す
べ
て
こ
こ
の
小
深
井
港
で

船
に
積
み
込
ん
で
い
た
。
石
を
積
ん

だ
船
は
満
潮
と
干
潮
の
潮
の
流
れ
や
、

船
に
帆
を
張
っ
て
風
を
利
用
し
て
い
た
。
風
が
な
い
と
き
は
七
、
八
�
も

あ
る
大
き
な
艪
を
使
っ
て
佐
賀
、
福
岡
、
熊
本
あ
た
り
ま
で
運
搬
を
し
て

い
た
。

い
ま
の
よ
う
に
天
気
予
報
・
台
風
情
報
な
ど
が
な
か
っ
た
た
め
、
危
険

な
航
海
も
多
く
、
遭
難
事
故
が
多
く
あ
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
、
船
の
遭
難
事
故
な
ど
が
な
い
よ
う
に
航
海
安
全
を
願
い
、

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
三
月
十
日
に
当
時
の
石
材
、
帆
船
関
係
の
有
志

が
こ
の
地
に
金
毘
羅
さ
ん
を
祀
っ
て
い
る
。

昔
は
、
航
海
安
全
を
祈
っ
て
秋
の
祭
り
に
は
幟
が
立
ち
並
び
、
相
撲
が

奉
納
さ
れ
、近
郷
の
相
撲
愛
好
力
士
が
集
ま
り
、な
か
な
か
の
賑
い
で
あ
っ

た
。
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最
盛
期
の
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃
に
は
石
材
運
搬
の
機
帆
船
「
二

十
ト
ン
級
」
が
八
十
隻
も
い
て
有
明
海
沿
岸
の
干
拓
事
業
、
河
川
工
事
用

に
石
材
を
搬
出
し
て
い
た
。

小
深
井
港
は
天
然
の
良
港
で
、
嵐
や
台
風
前
に
な
る
と
近
く
の
船
が
港

い
っ
ぱ
い
に
避
難
を
し
て
い
た
。

ま
た
、
い
ま
は
石
材
の
産
出
も
少
な
く
な
り
石
材
運
搬
は
ほ
と
ん
ど
ト

ラ
ッ
ク
に
変
わ
り
、
小
深
井
港
は
漁
船
が
少
し
利
用
す
る
ば
か
り
と
な
り
、

淋
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
船
乗
り
仲
間
で
、
い
ま
で
も
金
毘
羅
さ
ん
は
何
時
も

き
れ
い
に
手
入
れ
し
て
祀
っ
て
い
る
。

小
川
原
浦
の
田
の
神
さ
ん

小
長
井
町
小
川
原
浦
名
一
五
七
八
番
五

田
の
神
は
、
農
民
が
田
植
え
か
ら

収
穫
ま
で
の
豊
作
を
祈
る
神
様
と
し

て
、
昔
か
ら
農
民
に
親
し
ま
れ
て
い

る
神
様
で
、
鹿
児
島
方
面
に
は
田
舎

の
至
る
所
で
田
園
の
畦
道
わ
き
に
田

の
神
を
祀
っ
て
あ
る
。

小
川
原
浦
の
田
の
神
さ
ん
は
、
元

か
み
く

ぼ

は
上
久
保
の
田
圃
の
畦
道
の
脇
に
あ

り
、
農
民
た
ち
は
こ
こ
を
通
る
た
び

に
参
っ
て
い
た
が
、
黒
木
線
の
町
道
改
良
工
事
の
際
、
道
上
の
小
高
い
場

所
に
移
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
扉
つ
き
の
石
碑
に
田
神
と
刻
み
、
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）
十
二
月
と
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
境
内
に
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
建
立
さ
れ
た
、

石
像
の
お
稲
荷
さ
ん
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

ひ
ら
と
こ

今
は
、
こ
の
場
所
か
ら
平
床
、
上
久
保
の
広
い
田
圃
を
一
望
に
お
さ
め
、

農
民
達
の
幸
せ
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

牧
の
太
子
さ
ん

小
長
井
町
牧
名
四
四
一
番
二

長
里
と
牧
と
の
境
で
、
旧
県
道
沿
い
に
あ
る
採
石
場
跡
の
高
台
に
、
太

子
さ
ん
を
祀
っ
た
山
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
山
ノ
神
、
小
白
大
権
現
、
筆
崎
大
明
神
『
御
館
山
稲
荷
の
分

神
』
も
祀
っ
て
あ
り
、
奥
の
高
台
に
は
柄
付
き
の
香
炉
を
持
っ
た
聖
徳
太

子
の
石
像
を
祀
っ
て
あ
る
。

こ
こ
の
太
子
さ
ん
は
太
子
講
仲
間
、
牧
の
石
工
仲
間
が
祀
っ
た
も
の
で
、

た
ず
さ

太
子
講
は
大
工
、
左
官
、
と
び
職
、
屋
根
葺
き
な
ど
建
築
に
携
わ
る
職
人

き
こ
り

こ
び
き

や
桶
屋
、
鍛
冶
職
人
、
木
樵
、
木
挽
な
ど
を
生
業
と
す
る
人
々
が
賃
金
の

協
定
や
仕
事
の
申
し
合
わ
せ
な
ど
を
決
め
る
講
仲
間
の
集
ま
り
で
あ
る
。

す
う
け
い

聖
徳
太
子
が
建
築
関
係
の
職
人
や
技
術
者
の
崇
敬
を
う
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
女
帝
推
古
天
皇
（
在
位
、
五
九
二
〜
六
二
八
）
を
補
佐
し
、

政
治
に
仏
教
思
想
を
と
り
い
れ
て
政
治
改
革
を
お
こ
な
い
、
ま
た
、
仏
教

を
基
盤
と
し
た
学
問
や
芸
術
の
振
興
を
は
か
り
、
仏
教
の
興
隆
に
つ
と
め
、
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寺
院
建
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
寺
院
建
立
に
よ

り
建
築
職
人
と
の
結
び
つ
き
が
出
来

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

聖
徳
太
子
は
、
用
命
天
皇
（
在
位
、

五
八
五
〜
五
八
七
）
の
皇
子
と
し
て

生
ま
れ
、
二
十
歳
で
叔
母
推
古
女
帝

せ
っ
し
ょ
う

の
摂
政
と
し
て
内
政
・
外
交
に
尽

力
さ
れ
、
十
七
条
憲
法
を
制
定
し
、

遣
隋
使
を
派
遣
し
て
大
陸
文
化
の
導

入
に
努
め
た
。
ま
た
、
法
隆
寺
・
四

天
王
寺
の
建
立
な
ど
仏
教
の
興
隆
に

つ
く
さ
れ
、
推
古
三
十
年
（
六
二
二
）
に
四
十
九
歳
で
亡
く
な
ら
れ
て
い

る
。こ

こ
の
太
子
像
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
九
月
二
十
二
日
の
建

立
で

正
月
、
五
月
、
九
月
の
各
月
二
十
二
日
が
祭
り
日
と
な
っ
て
お
り
、

九
月
に
は
灯
籠
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。

山
ノ
神
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
七
月
七
日
の
刻
銘
が
あ
り
、
稲
荷

大
明
神
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

薬
師
さ
ん

奈
良
の
薬
師
寺
如
来
様
は
、
仏
心
を
も
っ
て
病
や
外
傷
を
治
す
と
い
わ

れ
、
地
方
に
祀
っ
て
あ
る
薬
師
さ
ん
は
そ
の
分
霊
で
あ
る
。

か
さ

い
ぼ

田
代
一
の
溜
池
の
す
ぐ
上
に
あ
る
境
内
に
は
、
瘡
薬
師
さ
ん
と
疣
薬
師

さ
ん
の
二
体
の
木
像
を
祀
っ
て
あ
る
。

い
ぼ疣
を
治
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、
お
菓
子
な
ど
の
お

い
ぼ

供
え
を
し
て
参
詣
し
、
疣
薬
師
如
来
の
ご
神
体
に
自
分
の
疣
を
こ
す
り
つ

い
ぼ

け
る
。
後
日
、
疣
が
治
る
と
そ
の
お
礼
の
た
め
に
お
参
り
に
や
っ
て
来
る

が
、
そ
の
時
は
大
豆
を
煮
て
お
供
え
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
豆

い
ぼ

を
煮
る
と
芽
が
出
な
い
よ
う
に
、
疣
の
芽
も
再
び
出
て
こ
な
い
よ
う
に
と

い
う
願
い
か
ら
で
あ
る
。

に
ひ
ゃ
く
や
ま

町
内
で
は
こ
の
他
に
、
遠
竹
名
二
百
山
に
薬
師
さ
ん
を
祀
っ
て
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
お
参
り
し
た
あ
と
、
薬
師
さ
ん
に
お
供
え
し
て
あ
る
小
石
を

い
ぼ

家
に
持
ち
帰
り
、
疣
を
治
し
て
下
さ
い
と
お
願
い
し
な
が
ら
、
そ
の
石
で

い
ぼ

自
分
の
疣
を
こ
す
れ
ば
治
る
と
い
う
霊
験
あ
ら
た
か
な
薬
師
さ
ん
で
、
遠

い
ぼ

く
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
参
詣
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
疣
が
治
っ
た
と
き
に

は
、
年
の
数
だ
け
の
大
豆
と
海
岸
の
丸
い
小
石
を
お
供
え
し
て
、
お
礼
の

お
参
り
を
す
る
風
習
が
あ
っ
た
。

小
川
原
浦
の
天
神
さ
ん

小
長
井
町
小
川
原
浦
名
三
〇
八
番

は
や
ま

小
川
原
浦
の
葉
山
に
は
天
神
さ
ん
を
祀
っ
た
社
が
あ
り
、
も
ち
の
木
・

銀
杏
・
椎
の
木
な
ど
の
老
樹
が
そ
び
え
、
遠
く
か
ら
で
も
古
び
た
社
で
あ

る
こ
と
が
す
ぐ
判
る
。

境
内
に
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
合
祀
さ
れ
た
石
の
地
蔵
さ
ん
が
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あ
り
、
境
内
の
下
手
に
は
大
石
の
あ

い
だ
か
ら
、
き
れ
い
な
清
水
が
年
中

絶
え
る
こ
と
な
く
湧
き
出
て
い
る
。

そ
こ
に
は
水
神
を
祀
っ
て
あ
り
、
地

区
の
婦
人
た
ち
に
よ
る
お
祭
り
が
昔

か
ら
引
き
継
が
れ
、
い
ま
も
行
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
天
神
さ
ん
の
祭
神
は
太
宰
府

天
満
宮
の
分
詞
で
、
世
に
い
う
学
問

の
神
、
子
ど
も
の
神
と
し
て
有
名
で

あ
り
、
天
神
さ
ん
の
石
像
に
は
初
寅

四
月
吉
日
建
立
の
文
字
が
鮮
明
で
あ

る
。天

神
さ
ん
も
地
蔵
さ
ん
も
子
ど
も
の
守
護
神
で
あ
る
た
め
か
、
境
内
は

拡
張
整
地
さ
れ
、
子
ど
も
の
遊
園
地
に
も
な
っ
て
い
る
。

お
祭
り
は
八
月
十
五
日
で
あ
る
が
、
ほ
か
に『
神
待
ち
』『
神
名
残
り
』

の
行
事
も
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
げ
つ
ぼ
う

ま
ん
ね
ん

じ

皎
月
坊
と
万
念
寺

こ
う
げ
つ
ぼ
う

皎
月
坊

小
長
井
町
井
崎
名
五
二
二
番
二

ま
ん
ね
ん
じ

万
念
寺

小
長
井
町
井
崎
名
八
〇
一
番

奈
良
時
代
（
七
一
〇
〜
八
四
）
の
初
め
頃
、
行
基
菩
薩
が
竹
崎
に
観
音

寺
を
創
建
し
、
つ
い
で
多
良
岳
山
頂

に
三
社
大
権
現
を
建
立
し
た
。

時
は
移
り
、
平
安
時
代
（
七
九
四

〜
一
一
八
五
）
に
な
っ
て
、
空
海
が

竹
崎
に
上
陸
し
て
観
音
寺
を
真
言
宗

に
改
宗
し
、
今
里
を
経
て
多
良
山
頂

に
登
る
途
中
、
今
里
と
山
茶
花
に
注

あ
ん庵
を
建
て
た
。
多
良
岳
山
頂
近
く
の

清
水
の
湧
き
出
る
所
に
金
泉
寺
を
建

立
し
て
、
こ
の
地
方
一
帯
の
真
言
宗

き
と
う

こ
う
け
ん

の
本
山
と
し
、
祈
祷
仏
教
の
効
験
あ

ら
た
か
で
村
人
た
ち
の
信
仰
を
集
め

た
。田

原
の
西
円
寺
・
小
川
原
浦
の
淨
真
寺
・
川
内
の
稱
念
寺
も
、
一
時
代

で
は
あ
っ
た
が
金
泉
寺
の
末
寺
と
な
り
、
竹
崎
に
は
三
十
三
坊
の
寺
院
が

で
き
て
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
現
存
す
る
の
は
平
井
坊
だ
け
で
あ
る
。

ま
ん
ね
ん
じ

ふ
ろ
ん
こ

そ
の
頃
、
井
崎
に
も
庵
が
で
き
た
。
そ
れ
は
布
川
の
万
念
寺
と
風
呂
子

こ
う
げ
つ
ぼ
う

の
皎
月
坊
で
あ
る
。
井
崎
浮
立
は
そ
の
都
度
こ
れ
ら
の
祠
に
奉
納
さ
れ
る

の
が
習
わ
し
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
げ
つ
ぼ
う

皎
月
坊
は
老
朽
の
た
め
傷
み
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
た
の
を
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
古
賀
家
の
寄
進
に
よ
り
新
築
さ
れ
、
細
々
で
は
あ
る
が
祭

り
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
ん
ね
ん
じ

万
念
寺
跡
は
、
井
崎
の
木
下
信
夫
氏
宅
入
口
近
く
の
畑
の
一
画
に
石
積
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み
を
し
て
、
そ
の
上
に
石
仏
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

注

世
捨
て
人
や
僧
侶
な
ど
の
閑
居
す
る
小
さ
な
草
葺
（
く
さ
ぶ
）
き
の
家
。
草
庵
。

さ
ん

や

牧
の
三
夜
さ
ん
と
弘
法
さ
ん

小
長
井
町
牧
名
一
九
九
番
十
四
の
内

牧
公
民
館
か
ら
上
牧
に
行
く
急
坂
道
路
の
右
手
道
沿
い
に
、
三
夜
さ
ん

と
弘
法
大
師
を
祀
っ
た
境
内
が
あ
る
。

三
夜
さ
ん
は
境
内
左
側
の
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
祀
っ
て
あ
り
、
二
段
組

の
石
の
そ
の
上
に
、
高
さ
が
一
・
二
�
で
、
底
幅
が
お
よ
そ
〇
・
五
�
、

上
幅
と
厚
さ
が
と
も
に
〇
・
二
�
の
帆
崎
石
を
立
て
て
あ
り
、
そ
の
上
部

れ
ん
げ

に
直
径
〇
・
三
�
の
円
を
深
く
彫
り
こ
ん
で
、
そ
の
中
に
蓮
華
を
持
っ
た

せ
い
し
勢
至
菩
薩
が
浮
き
彫
り
に
よ
り
施
さ
れ
て
あ
る
。

勢
至
菩
薩
の
右
肩
の
後
ろ
に
見
え
る
『
二
十
三
夜
』
の
上
弦
の
月
を
眺

め
る
の
は
、
な
か
な
か
の
風
情
で
あ
る
。

こ
こ
は
昔
か
ら
三
夜
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
三
夜
さ
ん
は
古
い
時
代

に
祀
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
夜
ま
つ
り
の
月
を
祀
る
風
習
は
、
陰
暦
十
七
日
の
月
を
『
立
待
ち
の

月
』
十
八
日
を
『
居
待
ち
の
月
』
十
九
日
を
『
寝
待
ち
の
月
』
二
十
日
以

ふ

後
の
月
を
『
臥
し
待
ち
の
月
』
と
言
う
。
昔
の
人
は
お
月
さ
ん
を
信
仰
の

対
象
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
月
の
出
を
待
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

月
待
が
行
わ
れ
る
の
は
特
定
の
月
で
、
正
月
・
五
・
九
・
十
一
月
な
ど

が
あ
り
、
月
の
組
み
合
わ
せ
も
い
ろ
い
ろ
で
、
月
待
の
日
は
二
十
三
日
が

も
っ
と
も
多
く
行
わ
れ
て

い
る
。

月
待
の
行
事
は
、
同
一

村
落
な
ど
の
信
者
が
仲
間

を
組
ん
で
講
を
つ
く
り
、

講
仲
間
の
家
を
交
互
に
講

宿
と
し
て
『
二
十
三
日
の

夜
』
に
そ
の
家
に
集
ま
り
、
神
仏
に
お
供
え
物
を
し
て
、
皆
で
無
病
息
災

い
や

を
祈
り
な
が
ら
、
楽
し
く
飲
食
を
し
て
一
日
の
疲
れ
を
癒
し
な
が
ら
、
夜

の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
歓
談
し
、
遅
い
夜
半
に
鎌
の
よ
う
な
細
い
上
弦
の

月
を
拝
み
な
が
ら
家
路
に
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
、
月
待
の
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
の
右
脇
侍
で
、
知
恵
を
表
す
勢
至

菩
薩
で
左
脇
侍
の
慈
悲
を
表
す
観
音
菩
薩
と
と
も
に
阿
弥
陀
三
尊
を
構
成

す
る
菩
薩
と
い
い
、
勢
至
菩
薩
の
有
縁
日
が
二
十
三
日
と
な
っ
て
い
る
。

旧
暦
の
七
月
二
十
三
日
に
灯
籠
祭
り
が
あ
り
、
戦
前
ま
で
は
多
く
の
出

店
が
出
て
、
子
ど
も
た
ち
が
喜
び
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

境
内
の
右
側
に
は
弘
法
大
師
を
祀
っ
た
お
堂
が
あ
り
、
昔
は
子
ど
も
が

天
気
の
良
い
日
は
木
陰
で
、
雨
が
降
る
と
お
堂
に
駈
け
込
み
よ
く
遊
ん
で

い
た
。
そ
の
頃
の
お
堂
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
三
月
二
十
一
日
に
造

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
取
り
壊
さ
れ
、
弘

法
大
師
の
熱
心
な
信
者
と
地
域
の
善
意
に
よ
り
、
銅
板
葺
き
の
立
派
な
お

堂
に
建
て
か
え
ら
れ
た
。

祭
礼
日
は
、
四
月
二
十
一
日
と
十
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
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六
地
蔵
さ
ん

だ
ん
ら

ほ
う
じ
ゅ

ほ
う
い
ん

じ

ち

じ
ょ
が
い
し
ょ

に
っ
こ
う

六
地
蔵
は
檀
陀
、
宝
珠
、
宝
印
、
持
地
、
除
蓋
障
、
日
光
の
六
体
地
蔵

の
総
称
で
あ
り
、
道
路
の
分
か
れ
道

に
よ
く
立
っ
て
お
り
、
行
く
先
々
を

示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
生
の
行

く
道
を
悟
ら
せ
る
意
味
で
あ
る
。

町
内
に
祀
っ
て
あ
る
六
地
蔵
の
中

で
も
、
田
原
入
口
バ
ス
停
の
所
に
あ

る
六
地
蔵
さ
ん
は
町
内
で
は
一
番
古

く
、
台
石
に
天
文
十
七
年
（
一
五
四

八
）
十
月
十
五
日
の
銘
が
あ
る
。

そ
の
他
に
、
町
内
に
は
小
川
原
浦

墓
地
の
入
口
や
田
代
二
地
区
に
も

祀
っ
て
あ
る
。

鎮
西
さ
ん

源
氏
の
鎮
西
八
郎
為
朝
は
保
元
の
乱
（
一
一
五
六
）
で
捕
ら
え
ら
れ
、

伊
豆
の
大
島
に
流
さ
れ
た
。

伝
説
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
九
州
に
の
が
れ
、
各
地
を
回
り
武
勇
を
と

ど
ろ
か
し
た
。
そ
の
人
徳
を
慕
っ
て
弓
矢
の
神
と
し
て
各
地
に
祀
ら
れ
て

い
る
。

小
川
原
浦
の
南
川
に
鎮
西
神
社
が

あ
る
。
通
称
、
八
郎
さ
ん
と
呼
ん
で

地
域
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

境
内
に
は
、
地
主
と
小
作
人
と
の
間

に
結
ば
れ
た
小
作
料
協
定
を
記
念
し

て
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
三
月

に
慈
善
頌
徳
碑
が
建
て
ら
れ
、
そ
の

そ
ば
に
は
銀
杏
の
大
木
が
そ
び
え
て

い
る
。

龍
神
さ
ん

龍
神
の
こ
と
を
龍
王
と
呼
び
、
こ

の
附
近
で
は
一
般
に
�
じ
ゅ
う
ご
う

さ
ん
�
あ
る
い
は
龍
宮
さ
ん
と
も

い
っ
て
い
る
。
水
神
で
あ
る
か
ら
漁

民
や
船
員
た
ち
の
崇
拝
の
ま
と
に

な
っ
て
い
る
。

昔
は
関
係
者
が
近
く
の
お
社
に
集

ま
っ
て
、
盛
大
な
お
祭
り
行
事
が
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
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町
内
で
は
、
井
崎
の
船
津
と
中
道
に
、
遠
竹
の
土
井
崎
、
尾
ノ
上
の
殿

崎
、
足
角
の
新
開
堤
防
、
長
戸
に
龍
神
さ
ん
を
祀
っ
て
あ
る
。

土
井
崎
の
龍
神
さ
ん
の
お
祭
り
は
三
月
十
日
に
催
さ
れ
て
い
た
が
、
今

は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
井
崎
で
は
田
祈
祷
な
ど
の
と
き
浮
立
を
奉

納
す
る
風
習
が
あ
る
。

明
神
さ
ん

大
昔
は
最
も
著
名
な
高
位
の
神
を

名
神
と
い
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
明

神
と
変
化
し
て
、
地
方
に
よ
っ
て
祭

神
は
違
う
と
い
う
の
が
普
通
と
い
う
。

神
仏
を
敬
い
尊
ぶ
土
地
の
人
々
が
、

寄
り
集
ま
っ
て
祠
を
建
て
、
こ
れ
を

明
神
さ
ん
と
呼
ん
で
信
心
を
し
て
い
る
。

町
内
で
は
、
大
久
保
井
手
の
明
神

さ
ん
と
打
越
の
明
神
さ
ん
が
あ
る
。

柳
谷
の
大
明
神

小
長
井
町
遠
竹
名
七
番
二

柳
新
田
は
昔
は
深
い
入
江
の
海
で
、
柳
谷
の
船
着
場
が
あ
っ
た
。
そ
の

場
所
か
ら
三
十
�
ば
か
り
の
上
っ
た
所
に
大
明
神
の
社
が
あ
り
、
地
域
の

人
は
こ
の
神
社
を
�
だ
も
じ
ん
さ
ん
�
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い
る
。

こ
こ
の
氏
子
は
柳
谷
の
人
々
で
、
お
祭
り
の
日
に
は
近
郷
か
ら
の
参
拝

者
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

か
ん
な
づ
き

神
無
月
に
は
全
国
八
百
万
の
神
々
が
出
雲
大
社
に
集
ま
り
、
結
婚
と
り

き
め
の
会
議
が
ひ
ら
か
れ
る
。
そ
の
期
間
、
神
様
は
自
分
の
神
社
を
留
守

に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
柳
谷
の
大
明
神
は
出
雲
に
は
行
か
な
い

で
、
祭
神
が
留
守
と
な
る
諏
訪
神
社
に
こ
も
っ
て
、
そ
こ
の
警
護
に
あ
た

ら
れ
る
と
、
昔
か
ら
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

愛
宕
さ
ん

京
都
の
愛
宕
さ
ん
に
祀
ら
れ
た
愛
宕
権
現
が
祭
神
で
、
火
の
神
様
と
し
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て
信
仰
が
厚
い
。
長
里
地
区
船
津
の

愛
宕
さ
ん
は
そ
の
分
霊
を
祀
っ
て
あ

り
、
例
祭
は
一
月
二
十
三
日
で
船
津
、

田
代
、
足
角
に
氏
子
が
い
て
、
こ
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
お
祭
り
が
催
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
の
祠
は
愛
宕
権
現
の
乗
馬
姿

を
彫
刻
し
た
石
像
で
あ
り
、
安
政
二

年
（
一
八
五
五
）
正
月
二
十
二
日
の

銘
が
解
読
さ
れ
る
。

八
坂
神
社

（
遠
竹
の
祇
園
さ
ん
）

ほ
ん
む
ら

遠
竹
の
祇
園
さ
ん
は
遠
竹
本
村
の

西
方
、
城
山
の
中
腹
に
祀
っ
て
あ
り
、

ご

ず
て
ん
の
う

祭
神
は
牛
頭
天
王
と
い
う
仏
で
、
京

都
祇
園
神
社
の
分
霊
で
あ
る
。

ぎ
お
ん
し
ょ
う
じ
ゃ

も
と
は
イ
ン
ド
祇
園
精
舎
の
守
護

神
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
遠
竹
の
人

た
ち
は
こ
の
社
を
祇
園
さ
ん
と
呼
ん

で
い
る
。

例
祭
は
七
月
十
五
日
で
あ
る
。

ば

と
う
か
ん
の
ん

馬
頭
観
音
さ
ん

馬
頭
観
音
は
六
〜
七
世
紀
ご
ろ
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
の
武
家

社
会
で
は
、
馬
は
戦
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
江
戸

時
代
に
は
馬
の
供
養
と
結
び
付
い
て
馬
頭
観
音
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

頭
上
に
馬
を
頂
い
た
本
尊
は
、
馬
が
交
通
手
段
の
要
で
あ
っ
た
昔
、
馬

の
安
全
や
病
気
そ
し
て
旅
の
道
中
に
お
け
る
安
全
を
祈
っ
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
髪
を
逆
立
て
た
恐
ろ
し
い
形
相
の
怒
っ
た
顔
か
ら
馬
頭
明
王
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。

へ
ん
げ

阿
弥
陀
さ
ま
の
怒
り
の
お
姿
と
も
い
わ
れ
、
馬
頭
に
変
化
し
て
馬
が
草

を
む
さ
ぼ
り
食
う
よ
う
に
、
人
の
煩
悩
を
全
て
滅
す
る
慈
悲
の
最
も
強
い

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

町
内
で
は
大
久
保
の
市
杵
島
神
社
、
釜
の
阿
弥
陀
崎
（
二
七
一
頁
の
町

内
神
社
合
祀
一
覧
表
参
照
）
な
ど
に
馬
頭
観
音
を
祀
っ
て
あ
る
。
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山
の
神
さ
ん

ほ
ん
む
ら

お
お
さ
こ

町
内
で
は
、
遠
竹
本
村
、
大
搦
名
、
古
場
名
、
牧
名
丸
尾
と
牧
名
大
砂

だ
に谷
に
山
の
神
を
祀
っ
て
い
る
。

ま
き

昔
は
山
に
行
っ
て
、
薪
を
と
っ
た
り
狩
り
を
し
た
り
す
る
者
は
、
山
の

神
の
領
域
を
侵
す
と
い
っ
て
山
の
神
を
祀
る
行
事
が
あ
っ
た
。

山
の
神
祭
り
で
は
、
猟
人
は
一
番
大
切
な
弓
矢
を
、
鉄
砲
伝
来
後
は
鉄

砲
を
、
神
前
に
供
え
て
獲
物
を
射
た
と
い
う
。

ふ
も
と

多
良
岳
及
び
そ
の
周
辺
の
麓
に
は
、
猪
や
鹿
や
兎
や
山
鳥
な
ど
が
た
く

さ
ん
棲
み
つ
い
て
、
狩
猟
に
は
最
適
の
場
所
で
あ
っ
た
。
大
が
か
り
な
狩

り
を
す
る
た
め
に
は
、
多
人
数
の
猟
師
の
協
力
が
必
要
と
な
る
。
先
ず
、

狩
人
た
ち
は
山
の
口
に
集
ま
っ
て
山
の
神
を
祀
り
、
固
い
結
束
の
も
と
に

役
割
を
決
め
て
一
斉
に
集
団
行
動
を
お
こ
す
。
猟
犬
が
獲
物
を
追
い
出
し

て
、
格
好
の
場
所
で
狩
人
が
弓
や
鉄
砲
で
こ
れ
を
撃
っ
た
。
狩
り
が
す
む

と
狩
人
た
ち
は
山
の
神
の
前
に
集
ま
っ
て
、
獲
物
を
神
に
供
え
、
そ
の
後

こ
れ
を
分
配
し
た
と
い
う
。

一
般
に
山
の
神
と
い
う
の
は
、
昔
は
山
野
に
石
の
祠
を
建
て
て
、
こ
れ

を
山
の
神
と
し
て
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
の
神
を
祀
っ
て
あ
る
そ
の

山
一
帯
を
山
の
神
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
町
内
の
牧
の
山
の
神
は
、
石

丁
場
を
ひ
ら
い
て
山
を
切
り
と
る
に
あ
た
っ
て
山
の
神
を
祀
っ
た
も
の
と

い
わ
れ
て
い
る
。

ほ
こ
ら

そ
の
他
の
祠

不
動
明
王

五
大
明
王
の
一
つ
で
、
大
日
如
来
が
一
切
の
悪
魔
煩
悩
を
降
服
す
る
た

へ
ん
げ

ふ
ん
ぬ

め
に
変
化
し
て
、
忿
怒
の
相
を
あ
ら
わ
し
た
神
で
、
築
切
の
お
宮
さ
ん
の

お
堂
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

普
賢
さ
ん

普
賢
菩
薩
を
略
し
て
い

う
。
広
域
農
道
を
県
道
か

ら
入
り
、
農
場
を
過
ぎ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
川
内
ト
ン

ネ
ル
手
前
の
右
手
に
登
り

口
が
あ
り
、
そ
の
ト
ン
ネ

ル
を
掘
っ
て
あ
る
山
の
頂

上
に
祀
っ
て
あ
る
。

お
祭
り
は
一
月
二
十
四
日
で
あ
る
。

坂
の
下
の
馬
頭
観
音
さ
ん

坂
の
下
の
入
口
三
叉
路
の
右
手
に
小
さ
な
お
堂
が
あ
っ
て
、
馬
頭
観
音

さ
ん
を
祀
っ
て
あ
る
。
遠
江
守
が
敵
軍
に
追
わ
れ
て
危
う
く
な
っ
た
と
き
、

よ
ろ
い

か
ぶ
と

ま
た
が

家
臣
が
遠
江
守
の
鎧
・
兜
に
身
を
固
め
、
遠
江
守
の
馬
に
跨
っ
て
踏
み
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と
ど
ま
り
こ
こ
で
討
ち
死
に
し
た
。
そ
の
す
き
に
遠
江
守
は
遠
竹
の
本
城

に
逃
れ
た
と
い
う
。

こ
の
地
に
祠
を
建
て
て
馬
頭
観
音
の
石
像
を
祀
り
、
そ
の
隣
り
に
そ
の

家
臣
の
霊
を
祀
る
墓
石
が
あ
る
。

ほ
か
に

井
手
稲
荷
さ
ん

小
川
原
浦
名
出
口
に
あ
る
。

牧
の
堤
の
神
さ
ん

牧
溜
池
の
西
側
、
堤
塘
付
近
に
あ
る
。

八
代
龍
宮
さ
ん

小
川
原
浦
名
野
梅
に
あ
る
。

辨
財
天
さ
ん

田
原
溜
池
堤
塘
の
東
側
に
あ
る
。

お
眼
嶋
さ
ん

遠
竹
名
釜
の
入
口
付
近
の
海
岸
に
あ
る
。

第
二
節

寺

院

浄

真

寺

小
川
原
浦
名

当
山
の
御
本
尊
は
、
一
切
の
衆
生
を
救
お
う
と
い
う
阿
弥
陀
如
来
様
の

立
像
で
あ
る
。

当
山
は
も
と
、
小
川
原
浦
の
端
に
所
在
し
、
真
言
宗
の
小
寺
で
崇
福
院

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
筑
後
柳
川
に
田
川
数
衛
と
い
う
武
士
が
い
た
。
菩
提

心
を
起
こ
し
仏
道
を
求
め
て
い
た
こ
ろ
、
諫
早
の
安
勝
寺
に
参
詣
し
阿
弥

陀
様
の
他
力
念
仏
の
法
を
聞
き
、
今
ま
で
迷
っ
て
い
た
心
が
開
か
れ
て
、

真
言
宗
を
改
め
浄
土
真
宗
の
僧
と
な
っ
た
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）、

法
名
を
端
防
と
称
し
て
、
浄
土
真
宗
興
正
寺
派
に
改
宗
す
る
が
、
後
に
法

名
を
浄
心
と
改
め
、
浄
真
寺
の
開
基
と
な
る
。
慶
長
五
年
、
藩
主
鍋
島
勝

茂
公
の
仰
せ
に
よ
り
、
本
願
寺
派
に
転
派
す
る
。
そ
れ
以
来
、
朝
夕
仏
願

を
信
じ
村
中
に
念
仏
の
教
え
を
広
め
た
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
京
都

本
願
寺
に
願
い
を
出
し
、
浄
真
寺
の
寺
号
の
許
可
を
得
て
代
々
相
続
し
、

現
在
の
住
職
秀
昭
師
は
第
十
四
代
に
あ
た
る
。

江
戸
時
代
後
期
の
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
七
月
二
十
六
日
夜
、
第
十

代
住
職
西
喚
師
が
井
崎
村
の
内
田
瀧
馬
宅
で
お
務
め
し
て
い
た
時
、
小
川

原
浦
が
火
事
と
い
う
声
と
共
に
飛
び
出
し
、
帰
っ
て
み
る
と
本
堂
よ
り
出

火
し
、
七
間
四
面
の
本
堂
と
庫
裡
を
全
焼
す
る
。
住
職
三
十
八
歳
、
長
男

八
歳
で
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
焼
失
を
免
れ
た
も
の
と
し
て
現
存
し
て
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い
る
の
は
、
御
本
尊
と
延
宝
六
年
に

本
願
寺
よ
り
下
付
さ
れ
た
聖
徳
太
子

絵
像
・
七
高
僧
の
絵
像
、
そ
れ
に
親

鸞
聖
人
御
絵
伝
と
天
明
七
年
（
一
七

八
七
）
か
ら
の
過
去
帖
で
あ
る
。
火

災
か
ら
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
に
再
建

さ
れ
た
本
堂
が
現
在
の
浄
真
寺
本
堂

で
あ
る
。

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、

寺
院
荘
厳
様
式
に
な
ら
っ
て
山
門
を

建
て
、
上
楼
に
梵
鐘
を
つ
る
し
た
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
本
願
寺
九
條
武
子
様
よ
り
仏
教
婦
人
会
の
許

可
を
受
け
る
。
大
正
九
年
第
十
二
代
住
職
亮
然
師
の
死
去
に
よ
り
代
務
住

職
洞
雲
師
の
入
寺
と
な
っ
た
が
、
三
ケ
月
余
り
で
病
床
の
人
と
な
っ
た
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
、
第
十
三
代
住
職
秀
海
師
の
入
寺
に

至
る
ま
で
、
二
十
年
間
の
無
住
職
時
の
寺
院
護
持
は
老
坊
守
藤
川
ツ
ナ
と

坊
守
チ
ナ
が
引
き
受
け
た
が
困
窮
の
時
代
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
八
年
一
月
十
日
、
太
平
洋
戦
争
中
供
出
し
た
梵
鐘
を
再
び
鋳

造
し
、
門
徒
全
員
が
盛
大
に
お
迎
え
す
る
。
昭
和
三
十
四
年
、
本
堂
で
開

設
し
て
い
た
保
育
園
が
宗
教
法
人
ふ
た
ば
園
保
育
所
と
し
て
認
可
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
四
年
五
月
に
は
、
茅
葺
屋
根
で
あ
っ
た
本
堂
を
瓦
葺
に
す
る
改

築
工
事
が
完
成
す
る
。
昭
和
五
十
八
年
、
嘉
永
五
年
の
大
火
の
後
建
築
さ

れ
た
庫
裡
を
全
面
改
築
し
た
門
信
徒
会
館
が
落
成
し
、
現
在
に
至
る
。

境
内
に
は
モ
チ
の
大
木
が
生
い
茂
り
、
立
ち
並
ぶ
庭
石
も
風
雅
に
と
み
、

眼
下
に
は
有
明
海
を
一
望
で
き
る
環
境
に
恵
ま
れ
た
寺
院
で
あ
る
。

現
在
の
住
職
藤
川
秀
昭
師
は
第
十
四
代
目
で
あ
り
、
ふ
た
ば
保
育
園
は

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
二
月
に
現
在
の
場
所
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

宝
池
山
西
円
寺

田
原
名

ぼ
だ
い

諫
早
の
西
村
助
左
衛
門
高
美
と
い
う
武
士
が
菩
提
心
を
起
こ
し
て
真
宗

さ
ぎ

に
帰
依
し
、
紀
州
の
鷺
の
森
、
本
願
寺
に
て
、
得
度
し
て
正
山
の
法
名
を

授
か
っ
た
。
そ
の
後
自
分
の
支
配
地
、
田
原
村
に
移
り
真
言
宗
の
末
庵
宝

池
院
を
、
多
良
岳
金
泉
寺
か
ら
五
両

で
買
い
受
け
、
こ
れ
を
改
築
し
て
宝

池
山
西
円
寺
と
改
名
し
、
当
寺
の
開

基
と
な
っ
た
。
時
は
天
正
八
年
（
一

五
八
〇
）
十
一
月
三
日
で
あ
っ
た
。

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
二
月
に

寺
院
境
内
、
東
側
の
山
林
三
十
ａ
を

寛
永
銭
五
貫
文
で
、
ゆ
ず
り
受
け
て

境
内
に
し
翌
年
三
月
寺
院
を
新
築
移

転
し
た
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
の
立

像
で
あ
る
。
そ
の
間
第
三
世
正
純
師もく

は
京
都
の
本
願
寺
に
立
願
し
て
、
木
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ぶ
つ
そ
ん
ぞ
う
え
い
ぞ
う

仏
尊
像
影
像
な
ら
び
に
寺
号
を
い
た
だ
い
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七

二
）
三
月
門
信
徒
有
志
の
発
起
に
よ
っ
て
、
百
二
戸
分
の
遺
骨
を
収
納
す

ぐ
う

る
納
骨
堂
が
境
内
の
一
隅
に
建
て
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
七
年
本
堂
も
門
信

く

り

徒
の
発
起
で
、
茅
葺
屋
根
を
瓦
葺
に
改
築
、
庫
裡
も
昭
和
六
十
一
年
（
一

九
八
六
）
に
新
築
さ
れ
現
在
立
派
な
偉
容
を
見
せ
て
い
る
。
第
十
五
代
山

口
文
雄
師
が
住
職
で
あ
る
。

稱

念

寺

川
内
名

竹
崎
街
道
を
長
里
川
に
沿
っ
て
上
っ
た
所
に
、
打
越
と
川
内
の
集
落
が

あ
る
。
古
老
の
話
で
は
ず
い
ぶ
ん
古
く
か
ら
ひ
ら
け
て
い
た
ら
し
い
。
こ

そ
び

の
川
内
に
は
樹
齢
千
年
以
上
と
い
う
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
の
巨
木
が
聳
え
、
昔

を
偲
ば
せ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
稱
念
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
り
、
宗

派
は
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
で
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
様
で
あ
る
。

新
宮
蔵
人
と
い
う
武
士
が
出
家
し
て
法
名
を
海
雲
と
名
乗
り
、
正
阿
弥

陀
に
あ
っ
た
阿
弥
陀
堂
を
川
内
の
寺
屋
敷
に
移
し
て
、
真
言
の
庵
寺
を
建

て
た
。
こ
れ
が
稱
念
寺
の
前
身
で
あ
る
。

海
雲
の
子
、
新
宮
玄
蕃
も
出
家
し
て
法
名
を
了
西
と
名
乗
り
、
田
結
村

に
わ
か

の
西
明
寺
住
職
正
専
に
師
事
し
た
頃
、
キ
リ
ス
ト
教
が
俄
に
勢
力
を
得
て

盛
ん
に
な
り
、
そ
の
周
辺
に
も
浸
透
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
防
ぐ

目
的
で
、
正
専
は
田
結
村
に
稱
念
寺
を
建
て
、
そ
の
住
職
も
兼
ね
た
。
つ

い
で
正
専
は
矢
上
に
も
桜
谷
寺
を
建
て
て
、
そ
こ
に
移
り
住
む
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
了
西
が
田
結
村
の
稱
念
寺
住
職
と
な
っ
た
。

間
も
な
く
稱
念
寺
が
経
営
不
振
に

な
っ
た
の
で
、
了
西
は
古
里
で
あ
る

長
里
村
の
川
内
に
引
き
揚
げ
る
こ
と

に
し
た
。
そ
の
時
、
田
結
村
か
ら
木

材
を
運
び
、
真
言
の
庵
を
廃
止
し
て

寺
を
建
て
、
寺
名
も
そ
の
ま
ま
稱
念

寺
と
呼
び
、
阿
弥
陀
如
来
様
も
田
結

か
ら
移
し
て
浄
土
真
宗
稱
念
寺
の
開

基
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
慶
長
十
年

（
一
六
〇
五
）
八
月
二
十
日
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

第
六
世
住
職
は
、
開
基
了
西
の
父

の
法
名
を
そ
の
ま
ま
名
乗
っ
て
海
雲
と
号
し
た
。
今
は
第
十
五
代
永
井
三

樹
丸
師
で
、
境
内
に
入
れ
ば
す
ぐ
右
手
に
開
基
了
西
の
父
、
海
雲
の
墓
石

が
あ
る
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
末
、
本
町
の
郷
土
史
編
纂
の
た
め
、

中
世
歴
史
の
執
筆
者
大
石
一
久
氏
（
日
本
石
像
物
研
究
会
副
会
長
）
が
川

内
を
取
材
中
、
稱
念
寺
に
保
管
さ
れ
て
あ
っ
た
石
像
物
を
発
見
し
た
。

そ
の
石
像
物
は
、
平
安
後
期
（
一
一
〇
〇
年
代
後
半
）
か
ら
鎌
倉
初
期

（
一
二
〇
〇
年
代
前
半
）
の
頃
に
製
作
さ
れ
た
、
経
塚
の
地
上
標
識
と
み

ら
れ
る
笠
塔
婆
形
式
の
石
塔
で
あ
る
。
石
塔
は
滑
石
製
で
高
さ
四
二
㎝
、

し
ゅ
じ

辺
が
八
㎝
の
四
角
柱
で
、
四
面
に
三
文
字
ず
つ
計
十
二
の
種
子
と
呼
ば
れ

る
梵
字
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
法
華
教
な
ど
写
経
し
た
も
の
を
経
筒
に
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入
れ
、
そ
れ
を
納
め
る
経
塚
の
上
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

県
内
に
は
こ
れ
ま
で
こ
れ
と
同
じ
も
の
が
、
波
佐
見
町
と
諫
早
市
で
見

つ
か
っ
て
お
り
、
稱
念
寺
の
も
の
が
三
例
目
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
も
の
は
、

滑
石
の
材
質
が
優
れ
、
文
字
も
高
い
技
術
で
刻
ま
れ
た
立
派
な
塔
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
長
崎
県
よ
り
他
に
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
当
地
は
当
時
、

何
ら
か
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
県
内
の
宗
教

や
政
治
情
勢
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

聖
母
の
騎
士
園
の
教
会
堂

遠
竹
名

聖
母
の
騎
士
園
は
、
長
崎
市
戸
町
に
開
設
さ
れ
た
当
時
か
ら
、
食
糧
事

情
等
を
考
慮
し
て
椿
原
に
移
転
の
決

定
を
み
て
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九

四
七
）
に
校
舎
と
教
会
堂
の
建
設
に

と
り
か
か
っ
た
。

最
初
の
教
会
堂
は
、
現
在
の
敷
地

よ
り
も
少
し
上
に
同
年
中
に
竣
工
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
八
年
（
一

九
五
三
）
五
月
十
八
日
、
教
会
堂
を

現
在
地
に
新
築
移
転
し
た
。

教
会
堂
の
正
面
祭
壇
に
は
マ
リ
ア

像
が
安
置
さ
れ
、
こ
こ
で
厳
粛
な
お

祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
。

ミ
サ
は
日
曜
日
は
午
前
七
時
か
ら
と
午
後
八
時
か
ら
の
二
回
、
そ
の
他

の
日
は
午
前
六
時
か
ら
行
わ
れ
る
。

み
さ
か
え
の
園

遠
竹
名

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
知
的
障
害
児
施
設
め
ぐ
み
の
家
が
開

設
さ
れ
た
。
以
来
、
重
症
心
身
障
害
児
の
医
療
福
祉
施
設
む
つ
み
の
家
及

び
あ
ゆ
み
の
家
の
設
立
、
め
ぐ
み
の
家
の
年
長
化
に
対
応
す
る
、
知
的
障

害
者
厚
生
施
設
の
ぞ
み
の
家
の
設
立
。
ま
た
、
児
童
の
増
加
に
よ
り
、
第

二
め
ぐ
み
の
家
が
誕
生
し
た
。
平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在
の
入
所
利
用

者
四
百
七
十
三
名
、
職
員
総
数
五
百
十
三
名
で
あ
る
。

平
成
九
年
か
ら
は
在
宅
重
症
心
身
障
害
児
の
通
園
療
育
事
業
が
開
始
さ

れ
、
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
は
新
制
度
に
よ
る
居
宅
障
害
者
の
短
期
入
所

及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
受
け
入
れ
の
事
業
所
認
定
に
よ
り
、
障
害
に
応
じ

た
施
設
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
訪
問
療
育
、
地
域
に
お
け

る
家
族
と
の
懇
談
会
、
療
育
指
導
な
ど
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
活
発
な
支
援
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
み
さ
か
え
の
園
」
に
入
所
中
の
学
齢

児
は
、
施
設
敷
地
内
の
県
立
虹
の
原
養
護
学
校
み
さ
か
え
分
校
に
お
い
て
、

多
彩
で
計
画
の
行
き
届
い
た
学
校
教
育
を
受
け
て
い
る
。
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第
三
節

町
内
神
社
合
祀
一
覧
表

神
社
祠
名

地
区
名

上

祭

日

建

立

年

境

内

に

合

祀

名
（
備

考
）

阿

蘇

神

社

長
里（
船
津
）

四
月
十
七
日
・
十

一
月
十
七
日

弘
和
一
年（
一
三
八
一
）

稲
荷
大
明
神

戦
死
者
慰
霊
碑

鳥
居
元
禄
五
年（
一
六
九
二
）
灯
籠
文
政

五
年（
一
八
二
二
）森
甚
蔵

鳥
居
昭
和
四
九
年
四
月
一
五
日
藤
原
多
一
、
藤
原

清
一

こ
ま
犬
昭
和
四
一
年（
一
九
六
六
）一
月
三
〇
日
藤
原
清
一
、
島
崎
十
蔵

市
杵
島
神
社

長
里（
大
久
保
）
七
月
十
八
日
・
九

月
十
八
日
・
十
二

月
十
八
日

寛
文
年
間（
一
六
六
一
〜
一
六
七
二
）

弘
法
大
師

再
興
明
和
八
年（
一
七
七
一
）大
久
保
馬
頭
観
音

翁
塚

文
化

十
三
年
七
月（
一
八
一
六
）
稲
荷
大
明
神

子

安

観

音

長
里（
大
久
保
）
三
月
十
八
日

文
化
九
年
三
月（
一
八
一
二
）

施
主

黒
田
信
右
ヱ
門

横
田
勘
右
ヱ
衛
門

菩
提
寺
末

昭
和
五
年
八
月
二

十
五
日
建
立

施
主

氏
子
中

六
道
六
地
蔵

長
里（
大
久
保
）

天
保
八
年
九
月（
一
八
三
七
）

施
主

赤
司
理
右
衛
門
安
俊

井
手
堀
権
右
衛
門
の
墓

施
主

赤
崎
松
次
郎

昭
和
十
四
年
二
月
吉
日（
一
九
三
九
）

井

手

明

神

長
里（
大
久
保
）

明
治
七
年（
一
八
七
四
）

水
道
開
祖
神
（
新
建
大
久
保
中
）
小
城
芦
刈
産

稲
荷
大
明
神

長
里（
尾
上
西
）
二
月
初
午
の
日

地
藏
さ
ん

観
音
さ
ん

稲
荷
大
明
神

長
里（
尾
上
東
）
九
月
十
八
日

弘
法
さ
ん

薬

師

さ

ん

長
里（
田
代
一
）

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
五
月

薬
師
如
来

昭
和
十
五
年
十
一
月
六
日（
一
九
四
〇
）
建
立
者
森

ト
ワ（
紀

元
二
六
〇
〇
）
新
建
立
一
体

阿
弥
陀
さ
ん

長
里（
田
代
一
）
十
二
月
十
八
日

文
化
十
二
年
七
月（
一
八
一
五
）

宝
筺
印
塔

五
輪
塔
三
十
八
基

天

神

さ

ん

長
里（
田
代
二
）
九
月
二
十
五
日

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
二
月

天
満
宮
屋
敷（
寄
付
者
碑
）佐
藤
孝
次
郎

五
輪
塔
四
基

愛

宕

さ

ん

長
里（
船
津
）

一
月
二
十
三
日

安
政
二
年
一
月
二
十
二
日（
一
八
五

五
）

権

現

さ

ん

長
里（
船
津
）

十
月
十
三
日

文
化
十
二
年
十
二
月（
一
八
一
五
）

稲
荷
大
明
神

寛
政
四
年
三
月（
一
七
九
二
）
鳥
居

大
正
十
五
年
（
一
九
二

六
）
十
二
月
建
立
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神
社
祠
名

地
区
名

上

祭

日

建

立

年

境

内

に

合

祀

名
（
備

考
）

地

神

宮

三
界
オ
レ
イ
観
音

尾

崎（
墓
）
長
里
村

十
二
月
一
日

山
口
久
四
郎

辻
殿
さ
ん
（
開
）
長
里（
足
角
）

九
月
九
日

子
安
観
音

紀
元
二
六
〇
〇
年
奉
祝
祈
念
碑

普

賢

神

社

長
里（
川
内
）

一
月
二
十
四
日

天
保
十
三
年
十
月（
一
八
四
二
）

稲

荷

さ

ん

長
里（
打
越
）

二
月
初
午
の
日

九
月
十
八
日

明
神
さ
ん

明
治
九
年
十
一
月（
一
八
七
六
）子
安
観
音

鳥
居

昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）
二
月
吉
日

建
立

龍

神

さ

ん

長
里（
足
角
）

九
月
十
八
日

明
治
十
九
年
二
月（
一
八
八
六
）

（
碑
文
）新
開
成
功

子

安

観

音

長
里（
足
角
）

九
月
十
八
日

五
輪
塔
二
基

龍

神

さ

ん

長
里（
殿
崎
）

三
月
十
八
日

昭
和
十
三
年
七
月（
一
九
三
八
）

碑
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
右
法
界
萬
霊
供
養
塔
左
干
拓
事
業
碑

無
名（
観
音
開
石
塔
）二
基

馬

頭

観

音

長
里（
足
角
）

実

盛

神

社

牧（
中
島
）

旧
八
月
八
日
・
十

二
月
八
日

安
永
二
年
六
月（
一
七
七
三
）

馬
頭
観
音（
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
境
内
に
移
動
）鳥
居
明
治
三
十
年
六
月
建

立

天

満

宮

牧（
下
牧
）

寛
永
十
八
年
十
一
月（
一
六
四
一
）

原
田
易
助
頌
徳
碑

明
治
四
十
年
一
月
元
旦
建
立

牧
名
一
同

馬
頭
観
音

三

夜

さ

ん

牧（
開
）

四
月
二
十
一
日
・

十
月
二
十
一
日
・

八
月
二
十
三
日

弘
法
大
師
堂
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
三
月
建
立

平
成
元
年
再
建

稲

荷

さ

ん

牧（
開
）

二
月
初
午

太

子

さ

ん

牧（
大
砂
谷
）

九
月
二
十
二
日
灯

ろ
う

明
治
四
十
四
年
九
月
二
十
二
日（
一

九
一
一
）

山
の
神

天
保
五
年（
一
八
三
四
）筆
崎
大
明
神
小
白
大
権
現

大
正
十
五
年
七

月
午
日
建
立（
一
九
二
六
）

堤
の
神
さ
ん

牧（
堤
ノ
上
）

嘉
永
四
年
四
月（
一
八
五
一
）

水
神

辯
財
天

地
神

在
郷
軍
人
記
念
碑

道

祖

神

牧（
下
牧
）

旧
長
里
村
と
小
川
原
浦
村
の
境
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金
比
羅
さ
ん

牧（
丸
尾
）

三
月
十
日
・
十
月

十
日

昭
和
四
年
三
月（
一
九
二
九
）

寄
付
名
碑

昭
和
五
年
一
月（
一
九
三
〇
）建
立

山
神

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
九
月

藤

原

神

社

小
川
原
浦（
南

川
）

十
二
月
第
二
巳
の

日

正
和
五
年
十
二
月（
一
三
一
六
）

大
子
さ
ん
昭
和
六
年
九
月（
一
九
三
一
）
拝
殿
安
永
五
年（
一
八
五
八
）

目

島

神

社

小
川
原
浦（
長

戸
）

十
月
九
日

元
禄
十
三
年（
一
七
〇
〇
）

祭
神
伊
弉
那
美
命
、
妙
見
大
菩
薩

願
主
末
方
寛
保
三
年
六
月（
一
七
四
三
）若

宮
神
社

昭
和
十
四
年
十
二
月（
一
九
三
九
）殉
国
慰
霊
碑
三
三
五
柱
昭
和
三
十

六
年
十
一
月
二
十
三
日
建
立

天

神

さ

ん

小
川
原
浦（
葉

山
）

四
月
二
十
一
日

七
月
二
十
一
日

八
月
二
十
五
日

寛
政
年
間（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）

地
藏
さ
ん
四
体

宝
篋
印
塔
二

五
輪
塔
一

田
の
神
さ
ん

田

神

小
川
原
浦（
上

大
久
保
）

文
久
二
年
十
二
月（
一
八
六
二
）

井
手
稲
荷
文
政
一
年（
一
八
一
八
）八
大
龍
王
昭
和
八
年（
一
九
三
三
）宇
野
保
佑

田
神

鎮

西

神

社

（
八
郎
さ
ん
）
小
川
原
浦（
南

川
）

八
月
一
日

五
輪
塔
五
基

慈
善
頌
徳
碑
小
作
料
協
定
記
念

大
正
十
年
三
月（
一
九
二
一
）

ご
こ
く
じ
ょ
さ
ん

小
川
原
浦（
出

口
）

文
化
十
四
年
一
二
月（
一
八
一
七
）

稲
荷（
大
田
神
伊
壯
円
尊
・
倉
稲
魂
命
・
瓊
々
杵
尊
）四
大
神

六
地
藏
さ
ん

小
川
原
浦

小
川
原
浦
の
墓
の
入
口
�
天
神
さ
ん
の
入
口
に
あ
っ
た
も
の

金
比
羅
さ
ん

小
川
原
浦（
出

口
）

三
月
十
日
・
十
月

十
日

金
比
羅
大
権
現
安
政
七
年
二
月（
一
八
六
〇
）田
川
忠
暁（
八
天
社
）鶴
次
神
社

唐
泉
神
社
分
霊
明
治
十
六
年
十
一
月（
一
八
八
三
）

龍

宮

小
川
原
浦（
長

堂
）

七
月
十
六
日

漁
業
者

一
本
松
さ
ん

新
田
原

十
二
月
八
日

永
禄
年
間（
一
五
五
八
〜
一
五
六
九
）

碑
文
田
原
大
明
神
弁
財
天
明
和
八
年
八
月（
一
七
七
一
）氏
子
中

天

神

さ

ん

小
川
原
浦

文
政
十
三
年
八
月（
一
八
三
〇
）

天
満
宮
南
無
妙
法
蓮
華
経

地
藏
さ
ん

弘

法

さ

ん
（
中
古
場
）

四
月
二
十
一
日

観
音
さ
ん

薬
師
さ
ん
（
三
神
合
祀
）五
輪
塔
三
基

し
じ
き
さ
ん
（
中
古
場
）

享
保
九
年（
一
七
二
四
）

長
里
村

吉
岡
与
一
・
吉
左
衛
門
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神
社
祠
名

地
区
名

上

祭

日

建

立

年

境

内

に

合

祀

名
（
備

考
）

地

神

宮
（
鳥
越
）

文
政
十
年（
一
八
二
七
）

馬
渡
樹
兵

吉
次
峯
之
充

山
田
平
四
良

新
太
郎

伸
左
ヱ
門

五
氏

茶

屋

神

社
（
茶
屋
）

八
月
十
七
日

観
音
さ
ん

ク
メ
の
権
現
元
治
元
年（
一
八
六
四
）松
浦
大
明
神
文
政
十
年（
一
八
二
七
）三
神

田

原

神

社

田
原（
向
平
）

一
月
八
日
〜
十
五

日（
土
・
日
曜
日

の
内
）

文
治
二
年（
一
一
八
六
）

田
原
大
明
神
、
御
供
田
奉
寄
進
施
主

菖
蒲
喜
内
武
貞
世
話
人
西
村
辯
右
ヱ

門
大
鋸
長
蔵
慶
應
四
辰
吉
祥
日

祭
神
大
戸
辺
命
大
年
命
神
殿
に
白
虎
隊
木
像
四
体
昭
和
十
三
年
よ
り
合
祀
鳥
居

元
禄
二
年（
一
六
八
九
）

観

音

さ

ん

田
原（
弥
次
郎
）
八
月
十
七
日

文
化
十
一
年（
一
八
一
四
）

天
満
宮
天
保
二
年（
一
八
三
一
）奉
造
立
観
世
菩
薩
高
来
郡
田
原
村

元
禄
十
二

年（
一
六
九
九
）八
月
十
七
日
千
灯
篭

飯

盛

神

社

田
原（
城
山
）

七
月
十
五
日
・
十

月
十
七
日

鳥
居
元
禄
十
三
年（
一
七
〇
〇
）

祭
神
飯
盛
三
社
大
権
現

飯
盛
神
社
と
城
山
城
址

八

天

狗

田
原
（
南
田
）

板
碑

富
永
治
三

六

地

藏

田
原（
南
田
）

天
文
十
七
年
十
月
十
三
日（
一
五
四

八
）

八
月
二
十
一
日

馬
頭
観
世
音
大
菩
薩
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
二
月
十
八
日
田
川
福
五
郎
自

然
石
太
良
嶽
さ
ん

控
南
田
一
七
〇
ー
三

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
六
月
十
五
日
町
有
へ

弘
法
さ
ん
の
合
祀（
南
田
地
区
の
も
の
）

高
麗
婆
の
墓

田
原（
向
平
）

慶
長
二
年（
一
五
九
七
）

朝
鮮
出
兵
の
折
連
れ
て
こ
ら
れ
た
女
性
の
墓

辯

財

天

田
原（
向
平
）

永
禄
年
間（
一
五
五
八
〜
一
五
六
九
）

南
田
一
六
六
番
地
よ
り
溜
池
堤
防
の
上
へ

平
成
三
年
六
月
鳥
居
は
移
動
再
建

（
一
九
九
一
）

芝
立
観
音
さ
ん

田
原（
城
山
）

江
戸
時
代
後
期

田

ノ

神

田
原

藤
佐
原
・
折
尾
・
田
原
山

淀

姫

神

社

井
崎（
宮
ノ
本
）
十
月
十
七
日

延
慶
元
年（
一
三
〇
八
）
鳥
居
享
保

五
年（
一
七
二
〇
）

古
賀
徳
太
郎
翁
彰
徳
碑

昭
和
二
十
年
十
月
建
立（
一
九
四
五
）

皎

月

坊

井
崎（
風
呂
の

子
）

平
安
時
代
初
期
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万

念

寺

井
崎（
布
川
）

同
右

観

音

さ

ん

井
崎（
布
川
）

八
月
十
七
日

灯
ろ
う
祭

龍

宮

さ

ん

井
崎（
中
道
）

昭
和
六
年
十
月
再
建（
一
九
三
一
）

道

祖

神

井
崎（
長
々
）

竹
崎
街
道（
長
々
）

馬

頭

観

音

井
崎（
坂
下
）

八
月
十
七
日

墓
石
二
基

金
比
羅
さ
ん

井
崎（
旗
保
子
）

観

音

さ

ん

井
崎（
築
切
）

八
月
二
十
一
日

不
動
明
王

昭
和
十
一
年
三
月（
一
九
三
六
）弘
法
さ
ん
三
体

昭
和
四
十
七
年
八
月
国
道
二
〇
七
号
線
改
良
に
よ
り
現
在
地
へ
移
転

千

手

観

音

井
崎（
築
切
）

千
手
観
音
安
政
四
年（
一
八
五
七
）
天
保
十
一
年（
一
八
四
〇
）木
造
仏

八

天

宮

井
崎（
築
切
）

一
月
四
日

天
保
十
一
年
十
一
月（
一
八
四
〇
）

天
満
宮
天
保
十
一
年
十
一
月（
一
八
四
〇
）金
比
羅
神
社
大
正
十
二
年
三
月
建
立

（
一
九
二
三
）
馬
頭
観
音

柳

新

田

井
崎（
築
切
）

延
宝
二
年（
一
六
七
四
）

碑
名
龍
神

諫
早
藩
直
営
事
業
寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜
一
六
四
三
）築
切
田
祭

一
月
四
日
初
祭

諏

訪

神

社

遠
竹（
本
村
）

十
月
十
九
日

慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
年
頃
）

左
側
天
照
皇
大
神
宮
宝
暦
五
年（
一
七
五
五
）祭
神
健
名
方
神
・
健
名
方
富
神

鳥
居
明
治
十
年（
一
八
七
七
）十
二
月
十
四
日
一
の
宮
さ
ん

天

神

さ

ん

遠
竹（
本
村
）

八
月
二
十
四
日

八
天
狗

猿
田
彦
神
宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
）入
口
に
自
然
板
碑
二

毘
沙
天
岳
神
社

遠
竹（
長
谷
）

一
月
四
日

初
祈
祷
時

天
正
八
年（
一
五
八
〇
）

金
比
羅
さ
ん
福
田
健
一
氏
建
立
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）

道

祖

神

遠
竹（
本
村
）

竹
崎
街
道

八

坂

神

社

遠
竹（
権
現
平
）
七
月
十
五
日

宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
）

祇
園
さ
ん
牛
頭
天
王
（
一
八
七
一
年
八
坂
神
社
と
改
称
）

阿
弥
陀
さ
ん

遠
竹（
釜
）

一
月
十
五
日

慶
長
二
年（
一
五
九
七
）

弘
法
さ
ん
四
体

馬
頭
観
音
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）太
良
町
誓
願
寺
本
尊
慶
長
二
年（
一
五
九
七
）

目

嶋

さ

ん

遠
竹（
釜
目
島
）

寛
政
五
年（
一
七
九
三
）

目
嶋
大
明
神
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神
社
祠
名

地
区
名

上

祭

日

建

立

年

境

内

に

合

祀

名
（
備

考
）

稲

荷

さ

ん

遠
竹（
釜
）

九
月
一
日

文
政
八
年
十
一
月（
一
八
二
五
）

稲
荷
大
明
神（
釜
中
）大
明
神（
シ
オ
ガ
ミ
サ
ン
）江
頭
純
治
先
生
頌
徳
碑

薬

師

さ

ん

遠
竹（
二
百
山
）

石
碑
二

弘
法
さ
ん
三
体

遠
竹（
釜
）

四
月
二
十
一
日

八
月
二
十
一
日

昭
和
六
年
三
月（
一
九
三
一
）

不
動
さ
ん
三
体

子
安
観
音
一
体

計
七
体

金
比
羅
さ
ん

遠
竹（
土
井
崎
）
三
月
十
日

寛
永
五
年
十
月（
一
八
五
二
）

金
比
羅
権
現
三
体

金
比
羅
社
中

寄
付
人
名
碑

昭
和
十
六
年
十
月
十
日

龍

宮

さ

ん

遠
竹（
土
井
崎
）
十
一
月
二
十
日

石
仏
二
体

馬
頭
観
音
三
体

遠
竹（
水
無
川

原
）

一
月
十
八
日

天
保
九
年
三
月（
一
八
三
八
）

渡
部
嘉
次
郎
建
大
正
五
年
二
月（
一
九
一
六
）一
体

計
三
体

上
南
平
馬
頭
観
音

一
体

遠
竹（
水
無
川

原
）

一
月
十
八
日

右
維
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）辛
霜

月
日
遠
竹
村
中

左

奉
建
立
石
室

一
宇
意
趣
者

為
村
中
安
全

遠
竹
観
音
平
開
墾

弘
法
さ
ん
三
体

遠
竹（
柳
谷
）

八
月
二
十
一
日

四
月
二
十
一
日

天
保
五
年
十
二
月（
一
八
三
四
）

堂
は
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
新
築

殿
待
の
国
光
神
社

遠
竹（
柳
谷
）

昭
和
八
年
十
月
土
井
袈
裟
一

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
九
月
改
修
土
井
正
敬
宝
筺
印
塔
七
基

五
輪
塔
二
基

柳
新
田

毘

財

天

遠
竹（
黒
仁
田
）
十
一
月
二
十
六
日

元
禄
一
六
年
十
二
月（
一
七
〇
三
）

碑
名
辯
才
天

粟

踏

浮

立

遠
竹

八
月
十
六
日

天
正
二
年（
一
五
七
四
）

ト
ン
ノ
ヤ
シ
キ
遠
江
守
の
墓
前
の
広
場
で
行
わ
れ
る

地

藏

さ

ん

遠
竹

大
地
藏
菩
薩
安
政
四
年（
一
八
五
七
）丁
未
年

大

明

神

遠
竹（
柳
谷
）

観

音

さ

ん

遠
竹（
土
井
崎
）

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

馬
場
豊
四
郎
氏
建
立

八

天

狗

遠
竹（
黒
仁
田
）

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
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第
四
章

郷
土
の
史
跡

第
一
節

名
所
・
旧
跡

１

多
良
街
道

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
長
崎
に
入
港
し
て
か
ら
、

南
蛮
貿
易
港
と
し
て
長
崎
が
栄
え
て
き
た
。豊
臣
秀
吉
が
天
正
十
五
年（
一

五
八
七
）
九
州
平
定
の
お
り
、

長
崎
が
宣
教
師
領
に
な
っ
て
い

る
の
を
み
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

か
ら
長
崎
を
と
り
も
ど
し
て
公

領
と
し
た
。

江
戸
時
代
と
な
っ
て
か
ら
も

切
支
丹
を
禁
止
し
た
た
め
、
寛

永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
三
代

将
軍
家
光
の
時
に
圧
政
と
迫
害

に
た
え
か
ね
た
宗
徒
た
ち
に

よ
っ
て
、
島
原
の
乱
が
起
こ
っ

た
。
そ
の
後
、
長
崎
に
出
島
を

築
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
通
商
を
禁
じ
、
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
人
を
こ
こ

に
移
し
て
日
本
の
対
外
貿
易
を
長
崎
だ
け
に
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
中
国
人

に
貿
易
を
許
し
た
の
が
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。

幕
府
は
長
崎
の
防
衛
を
重
視
し
て
、
福
岡
の
黒
田
氏
と
佐
賀
の
鍋
島
氏

と
交
替
で
そ
の
警
固
に
あ
た
ら
せ
た
。
黒
田
氏
は
長
崎
の
行
き
帰
り
に
は

長
崎
街
道
を
通
っ
た
が
、
鍋
島
氏
は
長
崎
街
道
の
脇
道
と
し
て
の
多
良
街

道
を
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ど
お
り
み
ち

こ
の
多
良
街
道
は
古
く
は
多
良
越
え
の
道
・
多
良
海
道
・
多
良
通
道

す
じ筋
・
浜
の
道
な
ど
と
呼
ば
れ
、
又
諫
早
街
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
平
成
十
二
年
県
教
委
で
発
刊
さ
れ
た
歴
史
の
道
（
長
崎
街
道
）

で
、
こ
れ
ら
の
呼
称
を
「
多
良
街
道
」
に
統
一
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

と

こ
の
多
良
街
道
は
、
ま
だ
ら
節
に
あ
る
「
矢
上
か
き
出
し
諫
早
泊
ま
り
、

明
日
は
多
良
越
え
浜
泊
ま
る
。」
と
は
多
良
街
道
の
往
還
の
こ
と
を
唄
っ

た
も
の
で
あ
る
。

川
上
茂
治
氏
の
多
良
海
道
細
見
記
に
よ
る
と
、
佐
賀
藩
で
は
三
筋
の
往

還
道
が
長
崎
へ
の
本
通
り
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
嬉
野
・
塩
田
・
成
�
を
経
て
小
田
に
出
る
「
塩
田
通
道

筋
」
で
長
崎
〜
江
戸
往
還
に
使
わ
れ
た
道
で
あ
る
。

第
二
の
往
還
道
が
塚
崎
回
り
の
往
来
で
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
長

山茶花の茶屋付近の多良街道

―２７７―



崎
警
固
見
回
り
の
帰
途
に
黒
田
藩
主
綱
政
が
塚
崎
に
立
寄
っ
た
の
が
始
ま

り
で
、
こ
の
箱
崎
回
り
を
「
彼
杵
通
道
筋
」
と
称
し
て
い
る
。

第
三
の
道
が
、
有
明
海
に
沿
っ
た
浜
道
で
、
諫
早
か
ら
湯
江
・
多
良
・

浜
・
塩
田
を
結
ぶ
「
多
良
通
道
筋
」
で
あ
る
。

江
戸
か
ら
長
崎
に
下
る
長
崎
奉
行
が
陸
路
に
変
更
し
た
記
録
で
は
、
佐

賀
城
下
を
進
み
、
牛
津
・
小
田
か
ら
成
�
に
入
り
、
塩
田
を
経
て
多
良
街

道
を
通
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
巡
見
使
が
巡
視
す
る
コ
ー
ス
も
同
じ
道
筋
を
通
っ
た
例
が

あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
筋
の
長
崎
往
還
は
、
佐
賀
藩
の
重
要
な
幹

線
路
で
あ
っ
た
。

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
か
ら
始
ま
っ
た
佐
賀
藩
主
の
長
崎
警
固
見

回
り
は
、
隔
年
三
回
往
復
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
庄
江
に
御
座
船
を
係
留

し
て
、
国
�
丸
・
白
�
丸
の
早
船
が
定
紋
の
帆
に
紫
の
絹
幕
を
張
り
待
機

し
て
い
た
。
こ
れ
が
陸
路
に
変
更
さ
れ
る
と
、
な
る
べ
く
領
内
を
通
っ
て

長
崎
に
行
く
道
順
が
選
ば
れ
た
。
こ
れ
が
前
述
の
多
良
街
道
で
あ
る
。

な

有
明
海
を
縦
断
す
る
海
上
往
還
に
は
、
落
差
の
激
し
い
潮
の
変
化
や
凪

ぎ
な
ど
に
よ
っ
て
竹
崎
に
退
避
し
た
り
、
乗
船
を
見
合
わ
せ
る
事
が
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
諫
早
か
ら
湯
江
・
多
良
・
浜
・
佐
賀
へ
の
迂

回
路
が
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
天
候
や
潮
の
加
減
で
陸
路
に
変
更
し

た
と
き
の
代
替
道
が
多
良
街
道
で
あ
っ
た
。

織
田
武
人
氏
の
「
諫
早
日
記
」
よ
り
見
た
長
崎
〜
佐
賀
往
還
と
そ
の
状

況
に
つ
い
て
、
延
宝
〜
貞
享
（
一
六
七
三
〜
一
六
八
七
）
ま
で
は
、
海
路

が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
頃
ま
で
海
上

往
還
が
続
い
た
事
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
宝
永
七
年
の
後
半
よ
り
陸
路
往

還
が
主
と
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
日
記
よ
り
見
た
佐
賀
〜
長
崎
行
程
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
宝
永
五

年
ま
で
は
、
陸
路
の
街
道
の
整
備
が
お
く
れ
て
い
た
た
め
か
、
海
路
が
主

で
あ
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
陸
路
の
街
道
整
備
も
進
め
ら
れ
、

宝
永
七
年
後
半
か
ら
や
っ
と
陸
路
往
還
の
多
良
街
道
が
主
と
な
っ
て
き
た

と
思
わ
れ
る
。

の
り

諫
早
家
は
二
代
直
孝
の
時
、
佐
賀
藩
に
組
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、
佐
賀

へ
参
勤
を
行
っ
た
。「
諫
早
街
道
を
た
ず
ね
て
」（
山
崎
諭
著
）
の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
。

と

諫
早
領
主
は
上
使
屋
に
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
湯
江
の
庄
屋

に
泊
ま
っ
た
。
領
主
が
佐
賀
へ
の
上
下
の
お
り
は
船
で
通
っ
た
も
の
で
、

春
と
秋
の
上
り
下
り
に
は
、
前
後
に
供
船
を
し
た
が
え
竜
頭
げ
き
首
の
船

に
、
紅
白
の
ま
ん
ま
く
を
船
べ
り
に
は
り
、
長
い
吹
き
流
し
の
旗
を
あ
げ

て
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
諫
早
の
光
江
津
（
港
）
か
ら
竹
崎
へ
立
ち
よ
り
一

り
ん
げ

路
佐
賀
の
里
外
（
港
）
へ
む
か
っ
た
と
あ
る
。

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
予
定
の
日
程
が
出
来
る
よ
う
に
井
崎
橋
（
井
崎

村
負
担
の
労
役
）
な
ど
の
陸
路
の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

諫
早
か
ら
湯
江
を
経
て
、
山
茶
花
の
峠
を
越
え
る
時
、
こ
の
湯
江
か
ら
多

良
・
浜
の
間
は
山
川
の
難
所
の
道
が
多
く
、
人
里
遠
く
離
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
山
道
は
、
山
賊
の
出
没
す
る
話
が
よ
く
あ
っ
た
。
そ
こ
で
長
崎
奉

行
が
寺
井
・
諫
早
間
を
船
で
渡
る
事
が
決
っ
て
い
て
も
、
多
良
街
道
は
不

事
に
備
え
て
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
事
を
申
し
伝
え
た
も
の
に
、

―２７８―

第四章 郷土の史跡



弓
・
鉄
砲
の
優
れ
た
者
を
配
置
さ
せ
て
道
中
の
警
固
を
厳
重
に
し
た
と
あ

る
。昔

、
永
昌
の
丘
に「
此
方
諫
早
・
湯
江
道
」と
し
た
街
道
の
追
分
が
あ
っ

し
ゅ
く

た
。
多
良
街
道
は
諫
早
の
永
昌
か
ら
始
ま
る
、
最
初
の
宿
場
が
湯
江
宿
で
、

し
ゅ
く

と

宿
に
は
幕
府
巡
見
使
や
佐
賀
藩
主
が
泊
ま
る
上
使
屋
が
あ
っ
た
。
こ
の
上

使
屋
は
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
湯
江
の
峰
に
佐
賀
藩
主
が
建
て
、
諫

早
領
主
が
管
理
し
て
い
た
。

多
良
街
道
は
諫
早
か
ら
湯
江
、
川
上
神
社
前
ま
で
く
る
と
「
右
た
け
ざ

き
み
ち
、
左
た
ら
だ
け
み
ち
」
の
追
分
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
左
た
ら
だ
け

道
を
北
へ
進
み
、
坂
元
名
の
集
落
を
す
ぎ
る
と
殿
ノ
高
野
と
い
う
地
名
に

出
る
。
昔
、
こ
こ
で
殿
様
の
行
列
が
山
越
え
の
た
め
休
息
し
、
隊
列
を
整

し
し

え
な
お
し
た
場
所
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
殿
ノ
高
野
を
過
ぎ
鹿
ノ
塔
入
口

（
石
柱
）
に
く
る
と
こ
こ
か
ら
右
手
の
狭
い
古
道
が
つ
づ
い
て
い
く
。

太
良
嶽
大
権
現
の
一
の
鳥
居
が
あ
る
黒
新
田
名
を
経
て
、
北
へ
登
っ
て

行
く
道
が
宇
良
村
と
長
里
村
の
村
境
（
現
町
境
）
で
、
こ
れ
か
ら
長
里
村

と
な
り
、
下
り
坂
か
ら
小
川
内
川
が
あ
る
。
そ
の
手
前
に
「
一
里
松
」
が

か

あ
っ
た
。
小
川
内
川
に
架
か
る
橋
を
「
一
里
松
橋
」
と
言
わ
れ
た
。
諫
早

よ
り
こ
こ
の
一
里
松
ま
で
六
里
（
約
二
十
四
�
）
と
な
る
。
一
里
松
付
近

の
集
落
が
中
古
場
で
、
こ
の
集
落
の
手
前
よ
り
七
曲
が
り
を
登
る
こ
と
に

な
る
。

七
曲
が
り
を
過
ぎ
て
白
滝
へ
向
か
う
と
、
採
石
場
が
あ
る
。
白
滝
か
ら

井
崎
橋
へ
く
る
。
昔
、
こ
の
橋
は
丸
木
で
架
け
ら
れ
、
佐
賀
藩
主
が
長
崎

警
固
の
た
め
こ
の
街
道
を
往
還
す
る
時
は
、
道
の
清
掃
・
橋
の
補
修
・
荷

か

ご

物
や
駕
籠
を
か
つ
ぐ
労
役
等
を
農
民
が
負
担
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
負
担
を

井
崎
村
農
民
が
し
て
い
た
の
で
「
井
崎
橋
」
の
名
が
お
こ
っ
た
。

こ
の
井
崎
橋
よ
り
南
へ
少
し
進
む
と
、
長
里
川
の
上
流
で
、
街
道
筋
の

近
く
に
深
谷
と
い
う
絶
壁
の
深
い
谷
が
あ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
が
多
良
越

え
の
一
番
の
難
所
と
言
わ
れ
、
人
里
離
れ
た
淋
し
い
所
で
あ
っ
た
。
昔
、

こ
こ
に
力
の
強
い
大
男
の
山
賊
が
出
没
し
た
所
で
あ
っ
た
。

鳥
越
を
す
ぎ
山
ノ
神
溜
池
の
堤
防
の
所
か
ら
登
り
坂
と
な
る
。
こ
の
古

道
は
「
長
坂
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
や
が
て
山
茶
花
の
茶
屋
に
た
ど
り
つ

く
（
山
茶
花
の
茶
屋
の
項
で
詳
説
）。
こ
こ
は
街
道
の
多
良
越
え
中
、
最

高
で
（
標
高
三
八
〇
�
余
）
里
人
は
こ
こ
を
「
茶
屋
」
と
呼
ん
で
い
る
。

や
ぶ

山
茶
花
の
茶
屋
か
ら
東
側
、
丘
の
な
か
ほ
ど
の
藪
の
中
に
郡
境
の
石
柱

（
高
さ
約
二
�
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
廃
藩
置
県

以
降
、
有
志
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
表
に

北

藤
津
郡

従
是

南

高
来
郡

裏
面
に

藤
津
郡
之
内
田
古
里
村

高
来
郡
之
内
遠
竹
村

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
佐
賀
県
と
な
る
。

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
巡
見
録
諫
早
抄
の
中
に
、

忠
次
郎
様
、
湯
江
よ
り
浜
迄
御
答
え
、
尤
も
、
湯
江
よ
り

第一節 名所・旧跡
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鳥
越
迄
は
御
用
人
付
き

多
良
村

与
右
衛
門

一
、
湯
江
村
ニ
て
、
御
用
人
よ
り
仰
せ
ら
れ
候
ハ
、
此
方
よ
り
ハ
、
何
角

相
尋
ね
ざ
る
ニ
付
き
、
村
々
の
境
々
を
申
し
聞
え
候
様
、
仰
せ
ら
れ
候
、

一
、
宇
良
川
ニ
て
、
此
の
川
か
湯
江
・
宇
良
境
川
ニ
て
御
座
候
段
、
申
し

上
げ
候
事
、

但
し
、
是
れ
よ
り
忠
次
郎
様
え
申
し
上
げ
候
、

一
、
鳥
越
ニ
て
申
し
上
げ
候
は
、
久
兵
衛
は
湯
江
の
者
ニ
て
御
座
候
に
付
、

是
れ
よ
り
、
私
儀
御
案
内
仕
る
べ
し
と
、
申
し
上
げ
候
処
、
其
の
方
ハ

か

庄
屋
歟
と
、
仰
せ
ら
れ
候
に
付
き
、
私
儀
は
百
姓
ニ
て
御
座
候
段
、
申

し
上
げ
候
、
左
候
て
、
此
の
所
、
宇
良
村
、
糸
岐
村
の
境
ニ
て
御
座
候

に
付
き
、
郡
柱
境
ニ
て
御
座
候
由
、
申
し
上
げ
候
得
ば
、
左
右
共
、
糸

か

岐
の
内
歟
と
、
仰
せ
ら
れ
候
に
付
き
、
左
様
ニ
て
御
座
候
由
、
申
し
上

げ
候
、

え

一
、
同
所
ニ
て
、
御
尋
ね
成
ら
れ
候
は
、
此
辺
ニ
ゑ
ん
竹
と
申
す
村
は
之

れ
無
き
哉
と
、

仰
せ
ら
れ
候

に
付
き
、
暫

く
当
惑
仕
り
、

夫
れ
は
遠
竹

ニ
て
ハ
御
座

有
る
間
敷
く

哉
と
、
相
答

え
候
得
ば
、
い
か
に
も
其
の
遠
竹
々
々
と
、
仰
せ
ら
れ
候
、

－

以
下

略－

こ
お
り

今
は
県
境
石
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
右
の
文
に
も
あ
る
よ
う
に
昔
、
郡

で
あ
っ
た
頃
の
郡
境
の
標
石
で
あ
る
。（
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
高

来
郡
は
南
北
二
郡
に
分
れ
た
。）

２

竹
崎
街
道

し
ゅ
く

多
良
街
道
が
、
湯
江
の
宿
か
ら
多
良
の
宿
ま
で
、
多
良
越
え
と
い
わ
れ

る
難
路
で
あ
る
た
め
、
老
人
や
女
子
ど
も
や
荷
物
の
あ
る
人
は
、
湯
江
か

ら
小
長
井
を
通
り
、
大
浦
の
竹
崎
島
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
船
で
糸
岐
に

は
や
つ

え

向
う
か
、
ま
た
は
早
津
江
に
上
陸
す
る
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
を
竹
崎
街

道
と
い
っ
た
。

竹
崎
街
道
は
も
っ
ぱ
ら
一
般
の
人
た
ち
が
利
用
す
る
道
で
、
い
わ
ゆ
る

と
の
さ
ん
み
ち

く
み
ず

殿
様
道
で
は
な
か
っ
た
。
高
来
町
汲
水
の
川
上
神
社
の
東
側
か
ら
右
へ
折

れ
る
と
こ
ろ
で
多
良
街
道
と
の
岐
れ
道
と
な
り
、
長
里
の
大
久
保
・
足
角

を
過
ぎ
、
牧
・
新
田
原
・
小
川
原
浦
・
井
崎
の
か
し
ら
か
ら
遠
竹
の
南

平
・
本
村
を
経
て
田
古
里
を
通
り
、
竹
崎
島
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
船
で

糸
岐
か
佐
賀
へ
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

�
マ
ダ
ラ
一
こ
ん
積
ん
で

竹
崎
の
沖
に
ア
ラ
ヨ
ー

波
に
コ
ラ
シ
ョ
イ

揺
ら
れ
て
日
を
暮
ら
す
�

と
新
地
節
に
唄
わ
れ
た
よ
う
に
、
竹
崎
島
の
西
泊
港
は
諫
早
湾
の
入
り
口

の
港
と
し
て
、
古
来
有
名
な
要
港
で
あ
っ
た
。

こおりざかい

郡境の標石
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奈
良
時
代
（
七
一
〇
〜
七
八

ぎ
ょ
う

き

四
）
に
、
行
基
が
こ
の
島
に
上

が
り
、
千
手
観
音
を
刻
ん
で
そ

れ
を
竹
崎
観
音
堂
に
安
置
さ
れ

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
こ
か
ら
遠
竹
・
山
茶
花
を
経

て
多
良
岳
へ
登
り
、
釈
迦
・
阿

弥
陀
・
観
音
の
太
良
嶽
三
社
大

権
現
を
創
祀
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

室
町
時
代
（
一
三
三
八
〜
一

五
七
三
）
に
入
る
と
、
長
崎
港

外
の
深
堀
氏
や
松
浦
氏
な
ど
と
手
を
組
ん
で
、
船
越
・
深
海
・
湯
江
・
長

わ
こ
う

里
・
遠
竹
な
ど
の
豪
族
た
ち
が
こ
の
竹
崎
港
に
集
合
し
、
倭
冠
と
な
っ
て

朝
鮮
や
東
シ
ナ
海
を
荒
ら
し
廻
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

さ
い
ご
う
す
み
た
か

戦
国
時
代
（
一
四
六
七
〜
一
五
七
三
）
に
は
、
西
郷
純
堯
は
南
高
の
有

馬
氏
に
属
し
、
西
部
有
明
海
に
権
威
を
振
る
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
諫
早

領
は
鹿
島
・
杵
島
・
小
城
方
面
に
ま
で
勢
力
が
お
よ
び
、
石
高
は
五
万
石

余
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、
諫
早
か
ら
鹿
島
方
面
へ
の
往
復
に
は
船
を
用
い
、

必
ず
こ
の
竹
崎
の
中
継
港
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ
る
。

り
ゅ
う
ぞ
う
じ
た
か
の
ぶ

永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
有
馬
氏
が
全
勢
力
を
結
集
し
、
竜
造
寺
隆
信

す
み
た
か

の
軍
と
多
久
方
面
で
一
大
決
戦
と
な
っ
た
と
き
、
純
堯
は
有
馬
氏
の
部
将

と
し
て
丹
坂
・
右
原
あ
た
り
で
奮
戦
し
た
が
、
本
隊
の
有
馬
軍
の
士
気
が

ふ
る
わ
ず
敗
退
し
た
た
め
、
純
堯
は
命
か
ら
が
ら
大
迂
回
し
て
婿
の
平
戸

藩
へ
逃
れ
、
や
っ
と
海
路
で
大
村
湾
に
入
り
津
水
港
に
上
陸
し
て
、
居
城

の
伊
佐
早
に
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

に
し
ひ
ぜ
ん

そ
の
後
、
西
肥
前
の
大
部
分
は
隆
信
の
支
配
下
と
な
っ
た
が
、
有
馬
氏

は
そ
の
下
に
甘
ん
じ
る
こ
と
は
せ
ず
、
北
上
し
て
き
た
薩
摩
の
島
津
氏
と

こ
う
ぎ
交
誼
を
結
び
隆
信
に
反
し
た
の
で
、
激
怒
し
た
隆
信
は
六
万
の
大
軍
を
率

い
て
須
古
城
を
発
し
、
陸
と
海
か
ら
有
馬
・
島
津
の
六
千
の
兵
を
一
挙
に

討
ち
破
ら
ん
と
進
軍
し
た
。
隆
信
は
自
ら
旗
本
の
軍
を
率
い
て
六
角
港
を

出
て
こ
の
竹
崎
港
に
立
ち
寄
り
、
南
高
の
神
代
（
現

国
見
町
）
に
上
陸

し
て
破
竹
の
勢
い
で
島
原
城
外
ま
で
攻
め
入
っ
た
が
、
天
は
隆
信
に
幸
せ

な
わ
て

ず
、
味
方
の
大
群
は
一
本
道
の
深
田
の
中
に
没
し
て
、
も
ろ
く
も
沖
田
畷

の
露
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。

戦
後
の
農
地
改
革
前
ま
で
は
、
竹
崎
島
の
大
部
分
が
諫
早
家
の
所
有
で

あ
っ
た
が
、
当
主
の
英
雄
氏
に
よ
り
、
山
林
や
宅
地
な
ど
竹
崎
の
人
々
に

払
い
下
げ
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
昔
は
竹
崎
観
音
の
鬼
祭
り
と
小
長
井
の
お
目
島
さ
ん
の
お
祭
り

の
日
に
は
、
こ
の
街
道
を
通
る
参
拝
人
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

海
岸
線
に
つ
い
て
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
伊
能
忠
敬
の
一
行
（
伊かま

能
忠
敬
測
量
日
記
）
は
、
田
古
里
村
よ
り
沿
岸
順
測
で
遠
竹
村
に
入
り
釜

ぶ
ん分
で
小
休
止
を
と
り
、
井
崎
村
枝
築
切
、
柳
浦
両
名
兎
島
渡
口
な
ど
を
測

量
し
た
。
小
河
原
浦
村
か
ら
測
量
し
、
女
島
大
明
神
拝
殿
で
小
休
止
を
と

り
、
字
帆
崎
・
長
里
村
字
丸
尾
崎
・
枝
谷
門
・
枝
河
内
・
河
内
川
尻
汐

入
・
阿
蘇
神
社
拝
殿
で
小
休
止
を
と
り
、
枝
大
久
保
か
ら
金
崎
村
へ
の
記

第一節 名所・旧跡
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録
が
あ
る
。

ま
た
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
二
〜
五
月
、
長
里
村
大
久
保
名
か

ら
京
都
・
伊
勢
な
ど
、
諸
国
参
詣
の
旅
日
記
（『
都
廻
道
乃
記
』
赤
司
家

文
書
）
が
あ
る
。

３

大
久
保
の
起
源

大
久
保
と
は
ク
ボ
（
窪
）・
サ
コ
（
谷
）
な
ど
と
い
っ
た
谷
の
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
こ
は
相
当
に
長
い
谷
な
の
で
�
オ
オ
ク
ボ
�
と
名
づ
け
た
の

で
あ
ろ
う
。

大
久
保
は
、
昔
、
諫
早
家
直
轄
の
領
地
で
、
馬
頭
観
音
を
祀
っ
て
あ
る

か
い
び
ゃ
く

市
杵
島
神
社
の
石
の
門
に
『

注
１長

里
大
久
保
、
新
地
開
闢
出
来
由
矣
、
従
寛

文
（
一
六
六
一
〜
七
二
）
之
末
至
延
宝
（
一
六
七
三
〜
八
〇
）
之
始
歟
、

当
其
先
生
諫
早
内
匠
平
直
清
之
代
也
。
家
彼
元
諫
早
家
水
月
院
殿
藤
原
茂

こ
べ
ん

直
公
之
時
、
顧
眄
所
以
開
地
也
…
』
と
あ
る
。

寛
文
の
末
か
ら
延
宝
の
始
め
に
か
け
て
、
荒
れ
地
を
切
り
開
き
新
地
が

出
来
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
領
主
の
次
男
が
開
墾
し
て
自
分
の
所
領

と
し
て
、
沢
山
の
入
植
者
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。

諫
早
領
は
鹿
島
ま
で
で
、
石
高
が
二
万
石
以
上
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代

（
一
六
○
三
〜
）
は
じ
め
、
佐
賀
藩
よ
り
一
万
石
と
ら
れ
た
の
で
、
財
政

建
て
直
し
の
た
め
こ
の
大
開
墾
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

初
め
の
計
画
で
は
、
小
川
内
平
を
十
�
ば
か
り
開
く
つ
も
り
で
あ
っ
た

が
、
開
墾
に
併
せ
て
施
工
さ
れ
た
大
久
保
井
手
の
お
陰
で
二
十
五
�
と
い

う
開
墾
が
で
き
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
大
久
保
の
開
墾
に
よ
っ
て
区
画
整
理
さ
れ
、
竹
崎
街
道
の
北
側
を

お
お
が
ら
み
み
ょ
う

お
お
み
ね
み
ょ
う

大
搦
名
、
南
側
を
大
峰
名
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

か
ら
み

だ

こ
も
り
た

搦
と
は
開
墾
し
た
土
地
の
こ
と
で
、
搦
田
・
籠
田
と
い
う
の
は
新
し

く
開
け
た
水
田
の
こ
と
で
あ
る
。

大
久
保
西
側
の
棚
田
と
な
っ
て
い
る
所
は
、
開
墾
が
行
わ
れ
る
前
ま
で

な
ら

な
ら
や
ま

は
楢
の
木
が
沢
山
生
え
て
い
て
、
楢
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
わ
れ

わ
れ
の
先
祖
が
大
変
苦
労
し
て
開
墾
さ
れ
た
の
に
は
、
頭
が
下
が
る
思
い

で
あ
る
。

と
ん
の
こ
う
や

月
明
か
り
の
夜
、
殿
ノ
高
野
の
丘
に
立
っ
て
南
方
を
見
下
ろ
せ
ば
、
大

久
保
・
田
代
方
面
一
帯
の
棚
田
に
月
光
を
映
し
、
秋
に
は
黄
金
の
稲
穂
の

波
が
展
開
さ
れ
る
。
さ
ら
に
目
を
転
じ
た
東
側
丘
陵
の
畑
に
は
、
枝
も
た

わ
わ
に
実
っ
た
大
久
保
ミ
カ
ン
園
が
広
が
る
。
こ
の
光
景
は
長
里
地
区
の

先
人
た
ち
に
よ
っ
て
開
墾
さ
れ
た
、
先
見
の
明
る
い
農
業
改
善
の
姿
で
あ

る
。４

大
久
保
観
音
と
翁
塚

北
高
来
郡
誌
に
は
『
市
杵
島
神
社
は
寛
文
・
延
宝
時
代
（
一
六
七
○
年

な
お
き
よ

し
げ
ざ
ね

代
）、
諫
早
直
清
お
よ
び
四
代
茂
真
の
信
仰
に
よ
り
創
立
し
た
』
と
あ
る
。

大
久
保
の
馬
頭
観
音
（
ウ
ウ
ク
ボ
の
ウ
マ
ガ
ン
ノ
ン
）
さ
ん
は
、
大
久

保
の
開
墾
が
行
わ
れ
る
前
ま
で
は
、
こ
の
観
音
さ
ん
を
祀
っ
て
い
る
市
杵

島
神
社
西
側
の
墓
の
辻
に
あ
っ
た
。
開
墾
が
行
わ
れ
た
と
き
、
谷
の
中
央
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の
小
高
い
場
所
に
堂

宇
を
建
て
て
こ
こ
に

移
し
た
。

�
ウ
マ
ガ
ン
ノ
ン

さ
ん
め
ん
ろ
っ
ぴ

サ
ン
�
は
三
面
六
臂

像
が
一
般
的
で
、
一

面
二
臂
・
三
面
四

臂
・
四
面
八
臂
等
が

あ
る
が
、
こ
こ
の
は
三
面
六
臂
像

で
、
頭
上
に
馬
の
頭
を
載
せ
て
い

る
。
髪
の
毛
は
逆
立
ち
、
怒
っ
た

形
相
で
あ
る
。
そ
の
た
め
馬
頭
明

王
と
も
い
わ
れ
る
が
、
畜
生
道
に

お
ち
た
民
衆
を
救
わ
ん
と
す
る
悲

願
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

冠
の
と
こ
ろ
に
小
さ
く
座
っ
た

仏
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
姿
で
、
世

の
中
の
罪
悪
に
耐
え
が
た
い
怒
り
を
覚
え
な
が
ら
も
、
菩
薩
と
し
て
こ
れ

を
救
う
こ
と
が
悲
願
で
、
悲
し
み
と
苦
し
み
と
怒
り
と
が
と
け
あ
っ
た
、

限
り
な
く
慈
悲
深
い
姿
で
あ
る
。

観
音
ま
つ
り
は
旧
暦
の
十
二
月
十
八
日
で
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
観
音
さ

ま
と
し
て
、
祭
に
は
近
郷
近
在
よ
り
の
参
拝
人
で
、
門
前
市
を
な
す
賑
わ

い
で
あ
っ
た
。
夏
の
灯
籠
祭
り
に
は
、
戦
前
ま
で
は
盛
大
な
催
し
が
あ
っ

て
い
た
が
、
い
ま
は
そ
の
面
影
は
な
い
。

合
祀
の
市
杵
島
姫
命
は
、
岩
永
さ
ん
の
先
祖
が
こ
こ
に
入
植
す
る
と
き
、

諫
早
の
領
主
か
ら
頂
い
て
自
宅
に
祀
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
地
区
の
人
た

ち
の
懇
願
に
よ
っ
て
こ
の
観
音
堂
に
移
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

御
神
体
は
弘
法
大
師
が
千
日
分
の
線
香
の
灰
を
練
り
上
げ
て
造
っ
た
も

の
だ
と
い
わ
れ
、
背
中
に
は
弘
法
大
師
の
手
形
が
つ
い
て
い
る
。
台
座
に

は
金
箔
を
塗
り
、
農
耕
図
が
描
か
れ
て
あ
る
。

境
内
に
は
、
石
門
の
あ
る
東
側
に
芭
蕉
翁
塚
も
あ
る
。
碑
に
は
�
観
音

の

い
ら
か
み
や
り
つ

花
の
雲
�
と
刻
ん
で
あ
り
、
文
化
十
三
年
（
一

八
一
六
）
に
野
出
・
梅
江
・
濃
波
・
春
芦
・
厦
寥
・
方
居
・
時
習
ら
の
長

里
村
の
俳
人
た
ち
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
頃
は
、
諫
早
・
長
崎
方
面
は
俳
句
が
盛
ん
な

時
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
諫
早
の
慶
巌
寺
、
深
海
の
塩
屋
崎
、
小
野
の
金
比

羅
山
に
も
芭
蕉
翁
塚
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
俳
聖
松
尾
芭
蕉
を
慕
っ
て
、

翁
に
あ
や
か
ら
ん
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

お
お
い
ち
ょ
う

こ
の
句
は
、
い
か
に
も
馬
頭
観
音
堂
の
桜
の
老
樹
や
大
銀
杏
に
ふ
さ
わ

し
く
、
先
人
た
ち
が
こ
の
観
音
堂
に
集
ま
っ
て
、
創
作
に
ふ
け
っ
た
心
境

が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

５

井
手
掘
権
右
衛
門

大
久
保
観
音
さ
ん
の
西
側
の
小
高
い
丘
に
、
大
久
保
の
墓
地
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
大
き
な
老
松
が
あ
っ
て
、
遠
く
諫
早
方
面
か
ら
も
見
る
こ
と
が
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で
き
た
が
、
大
戦
中
に
供
出
さ
れ

た
の
と
松
食
い
虫
の
被
害
に
よ
り

枯
れ
た
た
め
、
い
ま
で
は
す
っ
か

り
な
く
な
っ
た
。

あ
あ

こ
の
墓
地
に
『
噫
井
手
堀
権
右

衛
門
の
碑
』
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が

建
っ
て
い
る
。
施
主
は
赤
崎
松
五

郎
と
書
い
て
あ
る
。
権
右
衛
門
さ

ん
は
松
五
郎
さ
ん
の
先
祖
で
、
大

う
ー
く

ぼ

久
保
一
帯
の
開
墾
の
時
、
大
久
保

い

で
井
手
を
造
っ
た
人
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。

ま
た
一
説
に
は
、
大
久
保
開
墾

の
主
導
者
馬
渡
氏
の
先
祖
だ
と
い

う
説
が
あ
る
。
馬
渡
氏
の
先
祖
が

小
城
芦
刈
の
人
で
、
権
右
衛
門
さ

ん
が
小
城
か
ら
来
た
と
も
、
四
国

か
ら
来
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

権
右
衛
門
さ
ん
の
生
地
に
つ
い

て
の
は
っ
き
り
し
た
定
説
は
な
い

が
、
大
久
保
井
手
の
工
事
主
任
技

師
が
、
権
右
衛
門
さ
ん
だ
と
い
う

こ
と
に
は
異
論
は
な
い
。

海
岸
ま
で
の
井
手
の
長
さ
は
十
二
�
あ
り
、
灌
漑
水
田
面
積
は
二
十
五

�
で
あ
る
。
長
里
川
上
流
の
白
滝
か
ら
延
々
と
曲
が
り
く
ね
っ
て
十
二
�
、

よ
く
も
当
時
の
技
術
で
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
そ
の
努
力
に
は
感
嘆
の
ほ

か
な
い
。

当
時
は
測
量
技
術
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
闇
夜
に
提
灯
を
か

か
げ
て
反
対
側
の
谷
間
か
ら
、
こ
ち
ら
の
谷
の
高
低
を
測
っ
た
り
、
川
内

の
山
の
頂
に
立
っ
て
覗
い
て
み
た
り
し
な
が
ら
、
谷
の
中
腹
を
ぬ
っ
て
井

手
を
掘
り
進
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

谷
か
ら
次
の
谷
へ
越
え
る
所
を
ウ
ー
コ
エ
、
ま
た
は
一
の
越
、
二
の
越
、

あ
る
い
は
ト
リ
ゴ
エ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
ゴ
エ
な
ど
と
い
う
。
高
来
町
と
の
町
境

う
ー
ご
え

の
と
こ
ろ
に
大
越
と
い
う
所
が
あ
り
、
こ
こ
を
大
久
保
井
手
が
通
っ
て
い

る
。
井
手
明
神
を
過
ぎ
て
北
へ
一
�
程
登
っ
た
所
で
あ
る
。

長
里
川
上
流
の
白
滝
か
ら
山
を
越
え
、
谷
を
越
え
て
蛇
の
よ
う
に
曲
が

り
く
ね
っ
た
井
手
を
、
こ
の
大
越
ま
で
造
っ
て
来
た
と
き
、
水
が
西
の
谷

の
境
川
へ
と
落
ち
込
ん
だ
の
で
、
い
か
な
権
右
衛
門
さ
ん
も
大
声
を
上
げ

て
泣
い
た
の
で
、�
ウ
ー
ゴ
エ
�
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
土
手
を
高
く
積
み
上
げ
て
そ
の
上
に
井
手
を
通
し
て
あ

る
。こ

の
大
越
よ
り
殿
ノ
高
野
の
東
側
の
丘
へ
水
路
を
通
し
、
大
久
保
の
か

し
ら
の
井
手
明
神
の
所
で
分
水
し
、
右
手
は
水
の
浦
の
丘
陵
に
あ
る
水
田

へ
給
水
し
た
。
左
手
は
大
久
保
の
棚
田
に
水
を
配
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
大
久
保
井
手
の
水
は
、
地
区
の
水
田
の
灌
漑
水
の
み
な
ら
ず
、
飲

井手掘権右衛門の墓井手明神
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料
水
以
外
の
日
常
生
活
用
水
や
防
火
用
水
と
も
な
っ
て
人
々
に
利
用
さ
れ

た
。大

久
保
墓
地
か
ら
三
○
○
�
ほ
ど
北
に
行
っ
た
所
に
、
大
久
保
井
手
の

分
岐
点
が
あ
り
、
そ
の
分
岐
点
付
近
に『
水
道
開
祖
命
』『
小
城
芦
刈
産
』

と
彫
ら
れ
た
石
碑
が
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
春
に
新
建
さ
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

し
し

６

鹿

の

塔

旧
街
道
の
大
越
よ
り
長
い
坂

を
登
り
つ
め
る
と
、
道
は
東
と

北
に
岐
か
れ
て
い
る
。
東
は
多

良
街
道
で
、
北
は
多
良
岳
登
山

の
道
で
あ
る
。
昔
、
こ
こ
に
は

太
良
嶽
大
権
現
の
一
の
鳥
居
が

あ
っ
た
が
、
明
治
七
年
（
一
八

七
四
）
の
台
風
で
倒
れ
て
し
ま

い
、
い
ま
は
そ
の
近
く
に
鳥
居

の
一
部
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。

こ
の
鳥
居
の
あ
っ
た
場
所
か

ら
南
方
一
〇
〇
�
位
の
旧
街
道
の
西
側
の
雑
木
林
の
中
に
、
高
さ
二
�
位

さ
ら

の
板
石
が
風
雨
に
晒
さ
れ
て
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
鹿
の
塔
で
あ
る
。
碑

さ
ん
か
い
ば
ん
れ
い
こ
う
ま
つ
お
ん

い
さ
は
や
ぶ
ぜ
ん
し
げ
ざ
ね

面
中
央
に
は
『
三
界
万
霊
洪
沫
恩
』
と
あ
り
、
右
側
に
『
諫
早
豊
前
茂
真

こ
う公
内
有
山
口
伊
左
衛
門
者
性
好
猟
殺
猪
鹿
…
』
と
あ
り
、
そ
の
横
に
『
寛

文
三
天
（
一
六
六
三
）
二
月
』
と
あ
る
。

伊
左
衛
門
は
狩
猟
が
好
き
で
千
余
匹
の
猪
と
鹿
を
と
り
、
そ
れ
を
供
養

す
る
た
め
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
一
生
の
間
に
千
匹
の
猪
を
捕
る
猟
師

り
ょ
う
し
じ
ゅ
う

だ
ゆ
う

は
世
に
も
稀
な
名
人
だ
と
い
う
。
里
人
は
猟
師
重
太
夫
と
呼
び
、
い
ま

の
高
来
町
黒
新
田
名
の
土
井
家
の
先
祖
だ
と
い
う
。

ふ
か
た
に

７

深
谷
の
山
賊
と
井
崎
橋

な
っ
こ

ば

多
良
街
道
を
鹿
の
塔
北
側
か
ら
北
東
に
折
れ
て
長
里
の
中
古
場
に
入
る
。

古
場
と
は
�
コ
バ
ツ
ク
リ
�
と
い
っ
て
、
大
昔
、
こ
の
土
地
に
来
た
我
々

の
先
祖
が
、
無
人
の
森
林
や
原
野
を
開
拓
す
る
と
き
、
い
ま
の
よ
う
に
人

手
も
、
鉄
器
の
よ
う
な
開
墾
用
具
も
な
い
の
で
、
こ
の
原
野
に
火
を
つ
け

て
焼
き
払
い
、焼
き
畑
と
し
て
、そ
こ
に
ア
ワ
や
ソ
バ
な
ど
の
穀
物
を
作
っ

た
跡
を
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
開
拓
し
た
と
こ
ろ
を
古
老
た
ち
は
古
場
・
木
庭
・
木
場
と
呼

ん
だ
の
で
、
県
下
各
所
に
こ
の
地
名
が
あ
る
。
ま
た
、
昔
は
山
手
の
人
を

�
コ
バ
ン
モ
ン
�
と
い
い
、
平
地
の
人
を
�
サ
ト
ン
モ
ン
�
と
い
っ
て
い

た
。こ

う
や
っ
て
焼
き
畑
、
切
か
え
畑
で
数
年
作
物
を
作
り
、
地
力
が
な
く

そ

り
み
ね

な
る
と
元
の
山
に
戻
す
こ
と
を
�
ソ
ラ
ス
�
と
い
っ
た
。
長
田
の
剃
刀
峰

と
い
う
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
焼
き
畑
を
元
の
山
に
戻
し
た
名
残
と
思
わ
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れ
る
。

こ
の
長
里
古
場
名
に
『
井
崎

橋
』
と
い
う
橋
が
あ
る
。
以
前

は
こ
こ
は
丸
木
橋
が
架
か
っ
て

い
た
が
、
い
ま
は
立
派
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
に
架
け
か
え
て
あ

る
。
昔
、
佐
賀
の
殿
様
が
幕
府

よ
り
長
崎
警
固
を
命
ぜ
ら
れ
、

こ
の
街
道
を
往
復
す
る
と
き
こ

の
道
を
整
備
し
た
り
、
荷
物
を

か

ご

運
ん
だ
り
、
駕
籠
を
担
い
だ
り

す
る
労
役
を
沿
道
の
農
民
た
ち

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
付
近
の
街
道
を
井
崎
村
の
人
が

担
当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
架
か
る
橋
が
『
井
崎
橋
』
と
い
う
名

が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
ら
た
き

こ
れ
よ
り
少
し
南
に
進
む
と
�
白
滝
�
と
い
う
字
が
あ
る
。
長
里
川
の

上
流
で
、
街
道
の
南
側
に
深
谷
と
い
う
絶
壁
に
な
っ
た
所
が
あ
る
。
こ
の

辺
り
は
多
良
越
え
の
難
所
と
い
わ
れ
、
人
里
離
れ
た
淋
し
い
場
所
で
あ
り
、

昔
、
大
男
の
山
賊
が
出
没
し
た
。
旅
人
を
殺
し
金
品
を
奪
い
、
死
骸
を
こ

の
深
谷
に
投
げ
込
ん
で
何
く
わ
ぬ
顔
で
、
権
現
の
一
軒
家
に
住
ん
で
い
た

と
い
う
。
明
治
の
初
年
（
一
八
七
〇
頃
）、
そ
の
子
孫
が
地
区
の
人
と
喧

嘩
し
て
相
手
の
足
の
す
ね
を
折
り
、
そ
こ
に
居
た
た
ま
れ
ず
に
遠
竹
名
の

人
里
離
れ
た
旧
街
道
の
近
く
の
水
茶
屋
に
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、

い
ま
は
そ
の
跡
形
も
残
っ
て
い
な
い
。

こ
の
近
く
に
は
一
里
松
下
と
呼
ぶ
地
名
が
あ
る
。
昔
の
み
ち
の
り
で
、

諫
早
か
ら
そ
こ
ま
で
六
里
（
二
十
四
�
）
あ
ま
り
で
、
湯
江
三
部
壱
よ
り

約
二
里
（
八
�
）
の
距
離
に
あ
り
、
一
里
塚
が
建
っ
て
い
た
。

８

宇
良
・
長
里
の
山
争
と
林
野
交
換

竹
崎
街
道
の
北
側
一
帯
は
、
広
漠
と
し
た
ス
ス
キ
原
で
あ
っ
た
。
こ
れ

せ
ん
ぼ
う

が
原
野
の
少
な
い
宇
良
・
金
崎
の
村
民
た
ち
の
羨
望
の
的
で
あ
っ
た
。
昔

は
化
学
肥
料
が
な
く
、
野
原
の
草
や
若
木
の
葉
を
切
っ
て
、
そ
れ
を
水
田

わ
ら

に
す
き
込
ん
だ
り
、
ま
た
、
牛
や
馬
小
屋
の
敷
き
藁
に
し
て
、
そ
れ
で
作

る
堆
肥
の
こ
と
を
�
ヤ
シ
ニ
ャ
ー
�
と
い
っ
て
、
肥
料
と
言
え
ば
そ
れ
ぐ

ら
い
の
も
の
だ
っ
た
の
で
、
農
民
に
は
草
刈
り
が
大
事
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
田
畑
の
肥
料
は
�

注
１ゼ

メ
キ
�
や
�
ガ
タ
�
で
、
海
岸
に
は
各
地

区
の
ガ
タ
揚
げ
場
が
あ
り
、
こ
こ
で
乾
か
し
た
�
ゼ
メ
キ
�
や
�
ガ
タ
�

を
馬
の
背
の
ブ
リ
に
入
れ
て
運
び
、
大
事
な
肥
料
資
源
と
し
た
の
で
あ
る
。

肥
料
に
使
用
す
る
野
草
の
量
は
相
当
な
も
の
で
、
野
草
の
少
な
い
宇

良
・
金
崎
の
村
民
は
、
い
つ
も
長
里
村
へ
盗
伐
に
行
っ
て
問
題
を
起
こ
し

た
。
反
対
に
長
里
村
に
は
山
林
が
少
な
く
、
宇
良
村
の
山
か
ら
盗
伐
す
る

な
ど
の
い
ざ
こ
ざ
が
絶
え
な
か
っ
た
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
も
大
事
件
が
起
こ
っ
た
。
田
植
え
前
の
水

田
の
�
ヤ
シ
ニ
ャ
ー
�
の
草
を
、
宇
良
村
の
青
年
で
市
十
と
い
う
者
が
、

長
里
村
の
野
原
に
盗
伐
に
行
っ
た
の
を
見
つ
け
ら
れ
、
長
里
村
の
青
年

井 崎 橋
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長
吉
ら
に
鎌
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
金
崎
の
田
祈

祷
を
見
に
来
て
い
た
長
吉
と
市
十
が
喧
嘩
と
な
り
、
市
十
が
長
吉
を
田
の

中
に
突
き
倒
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
長
里
村
と
宇
良
村
と
は
大
喧
嘩
と
な
っ

た
。
長
里
の
自
宅
に
帰
っ
た
長
吉
は
、
無
念
や
る
か
た
な
く
、
長
里
の
村

な
ん
く
せ

役
場
に
訴
え
た
。
長
里
の
人
々
は
、
草
を
盗
ん
で
い
な
が
ら
難
癖
つ
け
て
、

役
目
に
よ
っ
て
こ
れ
を
と
が
め
た
長
吉
を
、
水
田
の
中
に
突
込
む
の
は
、

わ
が
長
里
村
を
侮
辱
す
る
も
の
だ
と
怒
っ
て
、
手
先
の
又
吉
と
永
昌
代
官

の
杢
次
郎
、
そ
の
知
り
合
い
の
某
が
、
宇
良
小
頭
寅
次
の
と
こ
ろ
へ
掛
け

合
い
に
行
っ
た
。
そ
う
し
て
長
里
の
武
士
た
ち
は
庄
屋
の
家
に
集
ま
り
、

農
民
た
ち
は
願
成
就
に
こ
と
よ
せ
て
氏
神
の
阿
蘇
神
社
に
集
ま
っ
て
、
宇

良
村
の
出
方
を
待
っ
た
。

ど
く
れ
い

宇
良
村

注
２の

独
礼
馬
場
甚
左
衛
門
は
、
使
い
役
の
寅
次
を
連
れ
て
長
里
へ

行
っ
た
。
酒
肴
を
用
意
し
て
詫
び
を
言
っ
て
済
ま
す
つ
も
り
で
行
っ
た
が
、

長
里
村
の
人
々
は
「
今
回
の
こ
と
は
宇
良
村
が
悪
い
の
だ
。
今
後
は
長
里

村
の
草
は
盗
伐
し
な
い
」
と
い
う
詫
び
証
文
を
出
さ
な
い
と
許
さ
な
い
と

言
っ
た
。
馬
場
さ
ん
は
「
そ
れ
な
ら
一
応
立
ち
帰
っ
て
、
村
民
と
相
談
す

る
か
ら
」
と
言
っ
て
村
に
帰
っ
た
。

宇
良
村
の
人
た
ち
も
、
い
ま
ま
で
村
と
し
て
詫
び
証
文
を
書
い
た
こ
と

が
な
い
。
村
の
面
目
と
し
て
、
証
文
を
後
に
残
し
た
ら
村
の
恥
に
な
る
と

お
と
な

い
う
こ
と
で
、
他
の
方
法
で
済
ま
す
よ
う
話
し
合
い
に
、
宇
良

注
３の

乙
名
市

平
を
再
び
使
者
に
出
し
た
が
、
詫
び
証
文
を
も
ら
わ
ね
ば
と
聞
き
入
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
宇
良
で
も
交
渉
が
決
裂
し
た
の
で
仕
方
な
く
四
、
五

日
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
長
里
村
の
人
た
ち
は
し
び
れ
を
切
ら
し
て
、
代
官
の
喜
多

官
八
郎
へ
訴
え
た
。
そ
の
た
め
三
ヶ
村
の
庄
屋
と
横
目
（
村
役
人
）
に
呼

出
状
が
き
た
。
代
官
を
中
心
に
し
た
談
合
の
結
果
、
証
文
だ
け
は
と
ら
な

い
と
折
れ
て
出
た
の
で
、
代
官
の
前
で
「
今
後
、
宇
良
・
金
崎
の
者
は
、

長
里
村
の
原
野
を
荒
ら
さ
な
い
」
と
い
う
詫
び
を
言
っ
て
、
事
件
は
よ
う

や
く
落
ち
着
い
た
の
で
あ
る
。

両
村
民
た
ち
も
、
長
い
両
村
の
争
い
を
解
決
す
る
に
は
、
宇
良
村
か
ら

し
ん
た
ん
ざ
い

は
長
里
村
に
不
足
し
て
い
る
薪
炭
材
の
資
源
で
あ
る
大
山
の
山
林
を
、
長

里
村
か
ら
は
、
宇
良
・
金
崎
両
村
に
不
足
し
て
い
る
緑
肥
の
資
源
で
あ
る

原
野
を
や
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
、
山
林
原
野
の
交
換
説
が
代
官
を
仲

介
と
し
て
進
行
し
た
が
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
明
治
天
皇
が
即
位
さ

れ
、
同
時
期
に
幕
府
か
ら
明
治
新
政
府
に
政
治
が
移
り
、
代
官
制
度
も
な

く
な
っ
た
の
で
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
紛
争
は
絶
え
な
か
っ
た
の
で
、
両
村
の
代
表
が
相
談
し
て
、

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
や
っ
と
機
が
熟
し
て
、
両
村
の
山
林
原
野
の

交
換
契
約
が
成
立
し
た
。
即
ち
、
長
里
村
は
宇
良
村
に
原
野
を
次
の
通
り

や
る
。

・
長
里
村
広
川
良
三
五
七
の
内

三
〇
・
〇
町
歩

（
三
〇
�
）

・
長
里
村
井
崎
橋
二
二
七
の
一

一
六
・
五
町
歩
（
一
六
・
五
�
）

・
長
里
村
井
崎
橋
二
三
一

一
・
七
町
歩

（
一
・
七
�
）

・
長
里
村
二
の
坂
上
二
〇
七
の
一

八
〇
・
〇
町
歩

（
八
〇
�
）

・
長
里
村
二
の
坂
上
二
一
八

五
・
〇
町
歩

（
五
�
）

計

一
三
三
町
二
反
歩
（
一
三
三
・
二
�
）
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宇
良
村
よ
り
長
里
村
に
山
林
を
次
の
通
り
や
る
。

・
宇
良
村
黒
新
田
名
両
堤
四
〇
九
イ
ニ
二
九
・
九
町
歩
（
二
九
・
九
�
）

・
宇
良
村
黒
新
田
名
両
堤
四
〇
九
ニ

六
五
・
一
町
歩
（
六
五
・
一
�
）

・
宇
良
村
黒
新
田
名
両
堤
四
〇
九
ロ
ニ

五
・
〇
町
歩

（
五
�
）

・
宇
良
村
黒
新
田
名
両
堤
四
一
三

三
八
・
九
町
歩
（
三
八
・
九
�
）

計

一
三
八
町
九
反
歩
（
一
三
八
・
九
�
）

そ
れ
が
や
っ
と
登
記
終
了
し
た
の
は
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
四

月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

注
１

竹
を
ガ
タ
に
さ
し
て
お
く
と
、
フ
ジ
ツ
ボ
が
竹
に
く
っ
つ
く
。
そ
の
フ
ジ
ツ

ボ
の
こ
と
を
ゼ
メ
キ
と
い
う
。
こ
れ
を
か
わ
か
し
て
、
肥
料
と
し
て
い
た
。

注
２

士
分
で
各
村
に
一
人
ず
つ
い
て
、
そ
の
下
に
平
侍
や
足
軽
が
い
た
。（
役
職

人
の
こ
と
。）

注
３

村
の
駐
在
員
。

た
り
か
ど

９

足
角
新
開

足
角
干
拓
が
出
来
上
が
っ
た
の
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
五
月

で
あ
っ
た
。
ま
だ
こ
の
干
拓
が
出
来
な
い
頃
は
、
長
里
港
は
諫
早
湾
で
は

深
海
港
と
と
も
に
一
番
深
い
入
江
で
、
天
然
の
良
港
で
あ
っ
た
。
船
津
と

い
う
昔
の
船
着
き
場
は
、
入
江
の
奥
の
阿
蘇
神
社
の
あ
た
り
に
残
っ
て
い

そ
と
う
み

る
。
そ
し
て
対
岸
の
愛
野
や
外
海
の
千
々
石
灘
と
も
往
来
し
た
と
い
う
。

こ
の
港
の
入
り
口
の
城
崎
鼻
か
ら
足
角
ま
で
、
三
五
〇
�
の
間
に
堤
防

を
築
け
ば
、
十
�
余
の
水
田
が

で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た

が
、
そ
の
潮
止
め
工
事
が
大
変

な
た
め
、
容
易
な
工
事
で
は
な

か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
島
原
の
中
尾
忠
吾

氏
が
一
家
を
引
き
連
れ
て
こ
こ

に
こ
も
り
、
納
屋
を
建
て
て
工

事
に
着
手
し
た
の
が
明
治
十
六

年
（
一
八
八
三
）
頃
だ
と
い
わ

く
し
ん
さ
ん
た
ん

れ
る
。
そ
れ
か
ら
苦
心
惨
憺
の

末
、
新
開
を
完
成
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
二
回
に
わ
た
り
高
潮
の
た
め
堤
防
が
決
壊
し
た
。

い
ま
は
堅
固
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
岸
壁
が
出
来
た
。
以
前
は
長
里
川
河
畔

を
北
へ
大
廻
り
し
て
足
角
へ
行
く
県
道
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
堤
防
兼

国
道
が
通
っ
て
短
縮
さ
れ
た
。

１０

牧
名
の
お
こ
り

長
里
の
足
角
よ
り
竹
崎
街
道
の
急
な
坂
を
登
る
と
、
帆
崎
石
で
有
名
な

牧
名
に
は
い
る
。

牧
は
も
と
長
里
村
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
頃
、

小
長
井
小
学
校
が
小
川
原
浦
の
出
口
に
創
立
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
長
里
地

足角新開

―２９０―
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区
よ
り
校
区
を
は
ず
れ
た
が
、
そ
の
後
も
長
里
小
学
校
の
運
動
会
（
く
ん

ち
の
十
月
十
七
日
）
に
は
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
牧
地
区
も
参
加
し
て
、

合
同
運
動
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

牧
と
い
う
地
名
は
、
武
家
政
治
の
時
代
に
な
る
と
豪
族
・
藩
主
が
馬
を

用
い
る
よ
う
に
な
り
、
武
士
の
実
戦
・
教
養
と
し
て
馬
術
訓
練
が
重
視
さ

れ
、
各
地
に
放
牧
場
が
で
き
た
。
こ
の
地
も
、
当
時
牧
場
と
し
て
利
用
さ

ま
き

れ
�
牧
�
と
い
う
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
牧
か
ら
農
場
地
区
一
帯
に
か
け
て
の
丘
陵
地
に
は
、
昔
は
広
々
と

草
原
が
広
が
り
、
牧
場
と
し
て
は
好
適
地
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
牧
場
跡
に
は
馬
見
、
馬
見
の
辻
と
い
う
所
が
あ
り
、
こ
こ
に
見
張

り
小
屋
を
建
て
、
水
は
東
側
の
小
深
井
川
の
上
流
、
船
川
の
水
を
利
用
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

高
来
町
坂
元
地
区
よ
り
牧
地
区
の
氏
神
、
実
盛
神
社
の
下
を
通
り
、
竹

崎
港
ま
で
の
道
が
竹
崎
街
道
と
い
い
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
頃
ま

で
は
、
こ
の
道
沿
い
の
松
林
の
な
か
に
多
く
の
馬
の
墓
跡
が
あ
り
、
馬
や

牛
の
骨
が
散
乱
し
て
寂
し
い
所
で
あ
っ
た
。

実
盛
神
社
で
の
神
事
の
際
に
は
、
神
官
が
こ
の
道
を
通
っ
て
来
て
い
た

の
で
、
昔
の
人
は
こ
の
道
を
「
ジ
ャ
ー
さ
ん
の
道
」
と
呼
ん
で
い
た
。

牧
の
先
住
民
は
熊
本
方
面
か
ら
の
平
家
の
落
人
と
い
わ
れ
、
人
目
を
避

け
て
の
生
活
に
は
上
牧
は
谷
あ
い
で
、
旧
家
の
原
田
家
付
近
は
陽
当
た
り

が
よ
く
、
風
は
当
た
ら
ず
、
き
れ
い
な
水
が
湧
き
、
海
に
も
近
く
、
人
目

に
ふ
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
生
活
環
境
と
し
て
は
最
適
な
場
所
で

あ
っ
た
。

牧
地
区
の
先
住
民
が
、
平
家
の
武
将
斉
藤
別
当
実
盛
を
氏
神
と
し
て
祀

り
、
こ
の
石
像
に
『
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
六
月
辰
』
の
刻
銘
が
あ
り
、

ま
た
、
近
く
の
天
満
宮
の
境
内
の
石
碑
に
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
の

刻
銘
が
あ
り
、
現
在
、
原
田
家
が
十
八
代
目
で
、
五
百
年
ぐ
ら
い
前
か
ら

住
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

牧
地
区
は
良
石
の
帆
崎
石
の
産
地
で
あ
る
。
帆
崎
石
の
採
掘
記
録
は
な

い
が
、
江
戸
中
期
ぐ
ら
い
か
ら
採
掘
が
始
ま
り
、
特
に
明
治
以
降
需
要
が

多
く
な
っ
た
。
地
元
の
住
民
も
石
工
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
ま
た
他
所
か

ら
多
く
の
石
工
見
習
い
と
し
て
転
入
者
が
増
え
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
石
材

運
搬
船
も
増
加
し
て
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
石
材
関
係
者
も
多
く
、
大

変
栄
え
た
時
代
で
あ
っ
た
。

１１

牧
の
溜
池

牧
に
は
小
川
原
浦
と
の
境
を
流
れ
る
小
深
井
川
、
こ
の
川
に
合
流
す
る

上
牧
川
、
開
谷
を
流
れ
る
開
川
の
三
本
の
河
川
が
あ
る
。

牧
の
溜
池
は
、
開
川
の
上
流
の
町
道
農
場
線
そ
ば
に
周
囲
六
〇
〇
�
ぐ

も
り

ら
い
の
灌
漑
用
溜
池
で
あ
り
、
こ
の
溜
池
西
側
の
小
さ
な
杜
の
中
に
は
立

派
な
石
造
り
の
祠
が
あ
る
。
祠
の
な
か
に
は
地
神
・
弁
財
天
・
水
神
と
彫

り
込
ん
だ
観
音
開
き
の
扉
が
つ
い
て
お
り
、
祠
の
三
面
に
溜
池
造
築
の
経

緯
な
ど
が
漢
文
で
彫
り
込
ん
で
あ
る
。
要
約
す
る
と
『
長
里
村
の
東
の
山

あ
い
に
牧
名
と
い
う
二
十
戸
ば
か
り
の
集
落
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
水
田
が

あ
ま
り
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
は
長
い
間
大
変
困
っ
て
い
た
』
と
記
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さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
諫
早

領
の
役
人
に
お
願
い
し
、
こ
れ

し
げ
た
ね

を
役
人
は
十
四
代
領
主
茂
孫
公

に
申
し
上
げ
た
。
領
主
は
そ
れ

ぞ
れ
の
役
人
に
命
じ
て
、
も
と

こ
こ
に
あ
っ
た
小
さ
な
溜
池
を

築
堤
六
十
�
、
高
さ
九
�
、
貯

水
量
六
万
ｔ
の
溜
池
を
造
ら
せ

た
。
新
し
い
開
墾
地
の
平
原
地

区
ま
で
の
水
路
も
造
り
、
日
照

り
が
続
い
て
も
水
の
心
配
が
な

く
な
り
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
領
主
は
祠
を
建
て
て
、

い
つ
ま
で
も
そ
の
恩
恵
が
続
く
こ
と
を
祈
願
し
た
と
書
い
て
あ
る
。『
嘉

永
四
年
（
一
八
五
一
）
四
月
』
と
刻
ん
で
あ
る
。

こ
の
溜
池
は
、
そ
れ
以
来
灌
漑
用
水
を
貯
め
、
ま
た
大
雨
の
時
は
洪
水

調
節
の
役
割
を
し
て
、
地
域
住
民
の
安
全
と
生
活
を
支
え
て
い
る
。

溜
池
か
ら
の
水
路
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
二
月
に
改
修
さ
れ

て
い
た
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
老
朽
化
に
よ
り
、
平
成
十
四
年
度
（
二
〇
〇

二
）
か
ら
大
が
か
り
な
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
平
成
十
六
年
三
月
に
完
成

し
た
。
水
路
改
修
の
た
め
築
堤
を
切
り
開
い
た
と
こ
ろ
、
底
樋
〇
・
四
�

×
〇
・
四
�
×
二
・
〇
�
ぐ
ら
い
の
あ
ら
取
り
の
石
に
、
幅
〇
・
一
七
�
、

深
さ
〇
・
一
三
�
の
溝
を
造
り
、
上
流
の
石
と
下
流
の
石
は
切
り
込
み
を

ふ
た
い
し

入
れ
て
つ
な
ぎ
、
蓋
石
は
あ
ま
か
わ
（
赤
土
・
石
灰
・
砂
を
入
れ
て
こ
ね

た
も
の
）
で
接
着
さ
れ
た
底
樋
三
十
�
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
昔
の
土
木
、

水
路
工
事
の
す
ば
ら
し
さ
、
石
工
の
高
い
技
術
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
工
事
に
は
諫
早
領
の
優
秀
な
多
く
の
石
工
が
集
め
ら
れ
、
し
か
も

短
期
間
に
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
遺
構
は
、
石
材
の
町
小
長
井
町
の
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
ま
た
、

帆
崎
石
発
祥
の
牧
地
区
の
珍
し
い
遺
物
と
し
て
、
公
園
化
し
て
後
世
に
残

し
た
い
。

三
夜
さ
ん
の
そ
ば
に
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
十
一
日
建

立
さ
れ
て
い
た
在
郷
軍
人
記
念
碑
が
、
戦
後
こ
の
境
内
に
移
さ
れ
て
い
る
。

が
い
せ
ん

こ
れ
は
日
清
・
日
露
・
日
独
の
三
戦
で
、
戦
死
・
従
軍
凱
旋
さ
れ
た
勇
士

た
ち
の
記
念
碑
で
あ
る
。

１２

諫
早
領
の
御
用
石
丁
場
と
帆
崎
石

牧
地
域
の
小
深
井
港
は
、
昔
か
ら
帆
崎
石
の
積
出
港
と
し
て
広
く
知
ら

れ
て
い
た
。
陸
上
の
交
通
運
輸
が
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
時
代
な
の
で
、
ま

ず
、
石
材
業
は
海
岸
に
露
出
す
る
石
山
か
ら
始
ま
っ
た
。

は
ん
ざ
つ

旧
藩
時
代
に
は
、
領
外
へ
売
り
さ
ば
く
に
は
煩
雑
な
許
可
が
必
要
で

あ
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
一
大
革
命
が
あ
り
販
路
も
自
由
と
な
っ
て
、
有

明
海
沿
岸
一
帯
の
干
拓
地
、
熊
本
、
福
岡
、
佐
賀
県
下
に
移
出
し
、
帆
崎

石
の
名
は
県
内
は
も
と
よ
り
、
こ
の
方
面
で
有
名
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
石
材
工
業
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
、
明
治
二
十
年
（
一

牧 溜 池

―２９２―
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八
八
七
）、
帆
崎
石
工
業
組
合

を
つ
く
り
、
石
の
規
格
、
値
段

を
統
一
し
て
品
質
を
一
定
し
、

各
方
面
へ
の
大
量
出
荷
に
応
じ

て
そ
の
発
展
を
図
っ
た
。

石
丁
場
が
大
々
的
に
な
っ
た

の
は
昭
和
の
初
め（
一
九
二
九
）

と
り
か
ぶ
と
や
ま

頃
で
、
鳥
甲
山
は
石
が
多
く
露

出
し
て
い
た
が
、
佐
賀
方
面
か

ら
石
工
が
来
て
、
石
を
す
っ
か

り
切
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五

七
）
の
諫
早
大
水
害
の
頃
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
搬
と
機
帆
船
の
発
達
、
採
掘

法
の
進
歩
に
よ
っ
て
石
材
の
需
要
も
多
く
、
年
額
、
数
億
円
に
の
ぼ
る
小

長
井
第
一
の
産
業
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
石
丁
場
も
牧
か
ら
小
川
原
浦
、

井
崎
、
大
浦
方
面
ま
で
拡
張
さ
れ
た
。

近
年
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の
が
出
回
り
、
石
の
値
段
に
も
影
響
し

て
、
そ
の
経
営
も
多
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
昔
か
ら
の
帆
崎
石
の
名
声

は
、
将
来
、
再
び
そ
の
特
質
を
活
か
す
と
き
が
来
る
で
あ
ろ
う
。

け
い
け
ん

諫
早
高
城
神
社
の
一
の
鳥
居
は
、
諫
早
の
下
本
明
中
の
敬
建
で
、
そ
の

石
工
は
武
富
儀
平
と
あ
る
。
こ
の
儀
平
さ
ん
は
、
藩
政
時
代
に
佐
賀
か
ら

牧
名
丸
尾
に
転
住
し
て
き
た
。
い
ま
で
は
丸
尾
一
帯
の
海
岸
は
埋
め
立
て

ら
れ
、
そ
こ
を
国
道
二
〇
七
号
線
が
通
っ
て
い
る
が
、
昔
は
旧
県
道
脇
ま

で
海
で
、
そ
こ
の
奥
に
諫
早
家

御
用
石
丁
場
が
あ
り
、
そ
こ
の

一
角
に
武
富
家
の
屋
敷
が
あ
っ

た
。
儀
平
さ
ん
に
は
子
ど
も
が

な
か
っ
た
の
で
、
晩
年
に
は
妻

タ
モ
さ
ん
の
出
生
地
で
、
現
在

の
北
串
山
に
転
出
し
た
。

諫
早
領
主
累
代
の
墓
石
や
高

城
神
社
の
鳥
居
、
灯
籠
な
ど
の

原
石
は
、
す
べ
て
こ
の
御
用
石

丁
場
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
と
い

う
。
ま
た
、
高
城
神
社
境
内
の

石
灯
籠
の
一
つ
は
、
北
高
来
郡
長
野
村
（
現

諫
早
市
長
野
町
）
か
ら
奉

建
さ
れ
た
も
の
で
、
石
工
武
富
吉
太
郎
（
第
四
代
）
の
銘
が
あ
る
。

こ
の
石
丁
場
前
の
海
岸
に
は
、
昔
、
石
棺
が
あ
っ
た
が
、
戦
後
、
そ
れ

は
牧
地
区
の
墓
地
に
移
さ
れ
、
棺
台
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

石
棺
は
諫
早
領
の
高
級
武
士
の
注
文
で
製
作
さ
れ
た
と
い
う
一
説
も
あ
り
、

現
在
は
町
の
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

石
工
武
富
儀
平
さ
ん
の
先
祖
と
、
石
工
武
富
吉
太
郎
さ
ん
の
先
祖
は
、

と
も
に
佐
賀
鍋
島
藩
か
ら
諫
早
に
来
て
、
諫
早
領
の
ご
用
石
工
で
あ
っ
た

と
い
う
。
徳
川
時
代
が
過
ぎ
て
明
治
の
世
に
な
り
、
両
家
は
独
立
し
た
石

丁
場
を
経
営
し
て
多
く
の
石
工
の
弟
子
を
養
成
し
、
帆
崎
石
の
基
礎
を
作

り
上
げ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
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１３

塩

田

跡

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
頃
は
太
平
洋
戦
争
も
戦
局
が
悪
化
し
、
国

内
の
あ
ら
ゆ
る
物
資
は
欠
乏
し
、
食
糧
も
不
足
を
き
た
し
た
。
中
で
も
塩

の
欠
乏
と
、
航
空
機
や
戦
車
な
ど
動
力
用
燃
料
が
大
変
不
足
し
た
。

そ
こ
で
国
は
、
塩
田
開
発
の
指
令
を
各
県
に
発
し
た
。
県
は
所
属
の
市

町
村
に
塩
田
の
築
造
を
命
じ
た
。
長
崎
県
で
は
丸
尾
地
先
に
決
定
し
て
こ

の
地
を
埋
め
立
て
、
塩
田
を
造
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
昭
和
二

十
年
（
一
九
四
五
）
は
じ
め
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
か
ら
は
、

村
の
各
戸
に
は
義
務
的
労
働
が
要
請
さ
れ
た
。

戦
時
中
は
村
内
各
地
域
に
戦
傷
病
者
は
そ
の
数
を
増
し
、
召
集
軍
人
は

ひ
っ
き
り
な
し
に
そ
の
身
を
戦
場
に
移
し
、
学
生
ま
で
も
軍
隊
に
動
員
さ

れ
た
。
女
子
学
生
す
ら
挺
身
隊
と
し
て
軍
需
工
場
に
動
員
さ
れ
、
残
さ
れ

た
者
た
ち
は
食
糧
増
産
に
励
み
、
家
を
守
る
か
た
わ
ら
塩
田
造
成
の
仕
事

ま
で
行
っ
た
。
土
や
石
こ
ろ
を
�
ト
ロ
�（
ト
ロ
ッ
コ
）
で
運
び
、
海
岸

を
埋
め
立
て
た
の
で
あ
る
。
製
塩
法
は
、
広
い
塩
田
に
海
水
を
ポ
ン
プ
で

汲
み
上
げ
、
太
陽
熱
で
蒸
発
さ
せ
て
水
分
を
抜
く
方
法
を
と
ろ
う
と
し
た
。

事
業
な
か
ば
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
、
終
戦
を
迎
え

た
。こ

の
旧
塩
田
跡
は
、
そ
の
後
立
派
に
埋
築
さ
れ
国
道
二
〇
七
号
線
が
東

西
に
走
っ
て
い
る
。

製
塩
に
つ
い
て
の
古
老
た
ち
の
話
か
ら
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
偲
ば
れ

る
。
終
戦
末
期
か
ら
終
戦
後
数
ヶ
年
は
、
当
地
方
で
は
各
家
庭
で
自
家
用

の
塩
を
製
造
し
て
い
た
。
海
岸
に
石
を
積
ん
で
カ
マ
ド
を
こ
し
ら
え
、
家

か
ら
運
ん
だ
大
釜
や
ト
タ
ン
で
釜
を
作
り
そ
れ
に
載
せ
、
海
水
を
薪
で
煮

て
蒸
発
さ
せ
、
釜
に
残
っ
た
水
分
の
多
い
塩
を
�
モ
ロ
フ
タ
�
に
移
し
て

天
日
で
乾
か
す
。
こ
れ
が
小
長
井
の
家
庭
で
の
製
塩
法
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
製
産
さ
れ
た
食
塩
を
米
や
麦
と
交
換
し
て
、
苦
し
い
食
糧
不

足
を
補
い
な
が
ら
生
き
抜
い
た
の
で
あ
る
。

１４

帆
崎
石
搬
出
用
�
ス
ラ
�
の
由
来

帆
崎
石
は
、
徳
川
時
代
か
ら
諫
早
領
の
支
配
の
も
と
に
、
石
碑
や
石
垣

の
用
材
と
し
て
搬
出
し
て
い
た
。
明
治
中
期
ま
で
は
、
海
岸
ま
で
の
運
搬

は
急
な
坂
を
利
用
し
て
転
が
し
た
り
、
滑
ら
し
た
り
し
て
運
ん
で
い
た
。

そ
り

そ
の
後
、
長
里
尾
ノ
上
の
住
人
の
大
西
鶴
吉
氏
が
、
橇
を
参
考
に
し
て
堅

い
木
材
で
�
ス
ラ
�
を
作
っ
て
搬
出
し
た
の
を
見
て
、
石
工
た
ち
も
皆
こ

な
ら

れ
に
倣
っ
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
多
量
の
石
材
を
運
搬
す
る
の
に
大

い
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
明
治
の
末
期
か
ら
大
正
時
代
に
な
っ
て
、
石
材
の
需
要
は
干

拓
工
事
等
に
も
多
く
の
注
文
が
殺
到
し
た
。
そ
の
搬
出
に
困
難
し
て
い
た

頃
、
長
里
田
代
の
馬
渡
常
雄
氏
が
、
そ
の
�
ス
ラ
�
を
さ
ら
に
工
夫
し
て
、

く
ら

引
手
の
部
分
に
鉄
材
を
使
用
し
引
手
を
二
本
に
し
、
牛
の
鞍
も
金
具
で
改

良
し
て
、
急
な
坂
も
平
地
も
牛
に
曳
か
せ
て
、
一
時
に
多
量
の
石
材
を
運

搬
し
た
の
で
あ
る
。

大
西
鶴
吉
、
馬
渡
常
雄
両
氏
の
考
案
に
よ
る
�
ス
ラ
�
は
、
明
治
の
中
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期
か
ら
昭
和
の
初
期
ま
で
使
わ
れ
、
帆
崎
石
の
繁
栄
に
大
き
く
貢
献
し
た

こ
と
は
、
い
つ
ま
で
も
語
り
継
が
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

長
里
田
代
の
墓
地
に
、
大
西
鶴
吉
氏
の
墓
碑
が
石
工
組
合
員
で
建
て
ら

れ
て
あ
る
。
そ
の
碑
文
に
は

『
大
西
鶴
吉
氏
は
滋
賀
県
滋
賀
郡
仰
木
村
大
西
孫
兵
衛
門
の
二
男
、

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
八
月
五
日
生
ま
れ
。
資
性
温
厚
篤
実
な
り
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
八
月
長
里
に
転
住
し
帆
崎
石
材
の
搬

出
に
従
事
す
る
に
橇
を
用
い
る
こ
と
を
指
導
す
る
。
因
っ
て
斯
界
の

従
業
者
そ
の
徳
を
蒙
む
る
こ
と
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
く
因
っ
て
是
を

祈
念
す
る
た
め
帆
崎
石
工
組
合
員
一
同
謹
建
之
、
大
正
十
四
年
（
一

九
二
五
）
十
月
十
四
日
没
す
。
行
年
六
十
二
歳
』

と
刻
ん
で
あ
る
。

１５

田
原
溜
池

室
町
時
代
に
は
小
川
原
浦
も
井
崎
も
、
水
不
足
で
水
田
の
開
墾
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
伊
佐
早
領
主
西
郷
氏
は
田
原
盆
地
に
着
目
し
た
。
永

禄
年
間
（
一
五
五
八
〜
一
五
六
九
）、
領
主
の
命
に
よ
っ
て
田
原
溜
池
の

着
工
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
完
工
し
た
溜
池
は
、
現
在
、
周
囲
二
�
、
広

さ
十
三
�
で
、
郡
内
最
大
の
溜
池
で
あ
る
。
溜
池
は
国
有
地
で
町
が
管
理

者
で
あ
る
が
、
町
は
小
川
原
浦
名
と
新
田
原
名
に
管
理
を
移
譲
し
て
い
る
。

こ
の
水
は
小
川
原
浦
・
新
田
原
を
主
と
し
て
、
井
崎
・
牧
の
水
田
を
灌

漑
し
て
い
る
。

ど
の
う

放
水
路
に
土
嚢
を
積
ん
で
水

か
さ
を
増
や
し
、
夏
の
干
天
時

に
備
え
よ
う
と
す
る
小
川
原
浦

地
区
と
、
そ
う
す
れ
ば
地
区
の

住
宅
が
水
び
た
し
に
な
る
か
ら
、

そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
田

原
地
区
と
の
間
に
、
長
い
間
争

い
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

溜
池
の
中
に
は
、
氏
神
の
田

原
神
社
が
水
面
に
美
し
い
姿
を

映
し
て
い
る
。

１６

新
田
原
の
お
こ
り

室
町
時
代
（
一
三
三
〇
年
代
）
の
は
じ
め
頃
は
、
井
崎
、
小
川
原
浦
は

い
ま
の
よ
う
な
集
落
で
は
な
く
、
丘
陵
の
ほ
と
ん
ど
が
雑
木
林
で
、
谷
間

に
少
し
ば
か
り
の
湧
水
が
出
て
、
そ
こ
に
人
家
が
少
し
あ
る
程
度
で
あ
っ

た
。
他
に
は
水
利
が
な
い
た
め
、
十
日
間
も
日
照
り
が
続
く
と
、
僅
か
な

水
田
で
も
干
害
に
苦
し
め
ら
れ
、
近
世
的
集
落
の
発
達
は
到
底
望
め
な

か
っ
た
。

諫
早
氏
の
前
の
領
主
西
郷
氏
は
代
々
民
政
に
つ
と
め
、
戦
国
時
代
の
各

大
名
の
よ
う
に
富
国
強
兵
策
に
力
を
尽
く
し
た
。
本
野
の
お
と
し
か
ら
、

本
明
川
の
上
流
の
水
を
引
い
て
、
大
渡
野
一
帯
を
開
墾
し
て
水
田
を
造
っ
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た
の
は
有
名
で
あ
る
。
井
崎
、
小
川
原
浦
一
帯
の
農
民
が
貧
乏
な
う
え
、

人
口
が
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
両
村
の
上
流
田
原
盆
地
に
、
一
大
溜
池
を

建
設
し
、
下
流
一
帯
の
山
林
原
野
を
水
田
に
し
た
ら
、
米
麦
の
生
産
は
倍

増
し
、
人
口
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
増
加
す
る
と
考
え
た
。
こ
れ
が
領
主
西
郷

氏
の
農
業
構
造
改
善
策
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
盆
地
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
の
文
治
年
間
（
一
一

八
五
年
代
）
に
、
田
原
村
を
開
墾
し
て
以
来
三
七
〇
余
年
の
間
、
住
み
慣

よ

そ

れ
た
数
戸
の
人
家
が
あ
っ
た
。
先
祖
代
々
の
土
地
を
捨
て
て
、
他
所
に
移

る
こ
と
は
土
地
に
執
着
す
る
農
民
に
と
っ
て
は
、
耐
え
難
い
苦
し
み
で

あ
っ
た
。

役
人
や
世
話
役
た
ち
が
熱
心
に
説
得
し
た
が
聞
き
入
れ
な
い
の
で
、
最

後
の
手
段
と
し
て
、
宝
池
院
（
現
在
の
西
円
寺
）
に
一
人
ひ
と
り
を
呼
出

び
ょ
う

ぶ

し
、
屏
風
の
か
げ
で
は
武
士
た
ち
が
刀
の
緒
を
解
い
て
、
白
刃
を
の
ぞ
か

せ
て
い
た
。
そ
う
や
っ
て
世
話
役
に
折
衝
さ
せ
、
無
理
矢
理
に
誓
約
書
に

血
判
を
押
さ
せ
、
よ
う
や
く
事
件
は
解
決
し
た
の
が
、
永
禄
年
間
（
一
五

五
八
〜
六
九
）
の
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
、
田
原
の
地
か
ら
移
転
さ
せ
ら
れ
た
数
軒
の
人
々
は
、
新
し

い
田
畑
を
十
分
に
与
え
ら
れ
て
移
り
住
ん
だ
。
そ
の
地
を
新
田
原
と
名
づ

け
ら
れ
た
。

１７

城
山
城
址

県
道
小
長
井
線
を
バ
ス
で
登
り
、
西
円
寺
前
か
ら
さ
ら
に
一
〇
〇
�
あ

ま
り
行
く
と
、
北
に
向
か
う
別
れ
道
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
六
〇

〇
�
行
く
と
弥
次
郎
に
出
る
。
こ
こ
に
は
多
量
の
湧
水
が
あ
っ
て
、
付
近

こ
く
よ
う
せ
き

一
帯
か
ら
黒
曜
石
の
破
片
や
石
器
等
が
発
見
さ
れ
、
先
住
民
が
こ
こ
に
住

み
着
い
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

田
原
公
民
館
の
北
側
に
そ
び
え
る
標
高
二
八
二
�
の
山
を
『
城
山
』
と

い
う
。
こ
の
城
山
に
登
る
道
は
、
西
円
寺
の
東
側
か
ら
と
、
田
原
林
業
組

合
倉
庫
前
か
ら
の
二
つ
の
道
が
あ
る
。
田
原
林
業
組
合
倉
庫
前
か
ら
北
に

五
十
�
行
っ
た
地
点
に
鳥
居
が
あ
る
。
さ
ら
に
石
段
を
登
り
つ
め
る
と
飯

盛
三
社
大
権
現
の
石
祠
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
三
十
�
ほ
ど
登
る
と

城
山
の
頂
上
に
た
ど
り
着
く
。

山
の
頂
上
近
く
に
は
堀
が
め
ぐ

ら
し
て
あ
り
、
山
城
の
あ
っ
た

跡
が
残
っ
て
い
る
。

永
禄
の
末
期
（
一
五
六
〇
年

代
）、
織
田
信
長
の
全
盛
の
頃
、

田
原
城
主
が
こ
の
城
山
に
城
を

築
き
、
地
方
豪
族
と
し
て
栄
え

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
遠

竹
の
権
現
岳
城
主
と
追
い
つ
追

田原溜池ごしに見る城山

―２９６―
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わ
れ
つ
し
て
、
互
い
に
そ
の
勢
力
を
争
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
幾
星
霜
、
城
山
の
一
角
は
石
丁
場
と
な
っ
て
削
り
取
ら
れ
、

空
堀
も
大
方
が
崩
壊
し
た
。
い
ま
で
は
所
々
に
幅
三
�
位
の
堀
の
跡
と
、

基
礎
石
が
残
っ
て
い
る
。

１８

坊

ノ

元

船
津
川
右
岸
河
口
付
近
一
帯
は
、
小
字
名
を
坊
ノ
元
と
い
い
、
小
川
原

浦
名
の
一
番
地
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
坊
ノ
元
の
一
角
に
庵
寺
を
建
て
、
崇
福
院
と
呼
ん
で
薬
師
如
来
を

祀
っ
て
い
た
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
の
頃
、
田
川
数
衛
と
い
う
武
士

が
こ
の
崇
福
院
に
入
り
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）、
現
在
の
浄
真
寺
境

内
に
寺
を
移
し
た
。
そ
う
し
て
浄
真
寺
と
改
め
て
浄
土
真
宗
本
願
寺
の
末

寺
と
な
っ
た
。

こ
の
坊
ノ
元
に
は
、
浄
真
寺
所
有
の
土
地
が
あ
り
、
そ
の
付
近
か
ら
は

そ

と

ば

数
々
の
古
器
（
石
で
こ
し
ら
え
た
卒
塔
婆
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。

１９

井
崎
・
小
川
原
浦
の
水
争
い

船
津
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
用
水
路
は
、
上
流
か
ら
順
に
第
一
井
手
か

ら
第
四
井
手
ま
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
第
三
井
手
ま
で
が
小
川
原
浦
へ
引
水

し
て
あ
り
、
第
四
井
手
の
み
が
井
崎
へ
引
水
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
う
え
井
崎
の
黒
木
谷
の
水
さ
え
も
、
全
部
を
船
津
川
へ
落
と
し
こ
み
、

そ
の
水
を
両
地
区
へ
配
分
し
て
い
た
。

天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
九
一
）
の
、
井
崎
と
小
川
原
浦
の
水
争
い
に

関
す
る
古
文
書
が
、
井
崎
の
総
代
の
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

か
ん
ば
つ

水
争
い
の
原
因
は
、
旱
魃
に
よ
り
井
崎
井
手
に
流
れ
る
水
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
の
で
、
小
川
原
浦
井
手
の
水
を
落
と
せ
と
い
う
の
に
始
ま
り
、

い
き
さ
つ

両
村
の
折
衝
の
経
緯
か
ら
、
役
人
の
と
り
裁
き
に
よ
る
契
約
書
の
取
り
交

わ
し
ま
で
の
事
が
記
録
し
て
あ
る
。

か
ん
ば
つ

そ
の
後
も
旱
魃
の
年
に
は
水
争
い
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
江
戸
時
代
の
享

保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
十
月
に
は
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
六
月

に
取
り
決
め
ら
れ
た
夏
水
の
配
分
の
小
川
原
浦
三
分
の
二
と
、
井
崎
三
分

な
わ
し
ろ
た

の
一
を
基
準
に
し
て
、
春
分
、
即
ち
苗
代
田
の
水
配
分
も
や
は
り
三
分
の

二
と
三
分
の
一
に
確
定
し
た
こ
と
が
、
両
村
の
井
手
配
分
覚
え
書
き
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
船
津
川
に
は
四
つ
の
井
手
が
あ
っ
て
、
一
・

か
ん
が
い

二
・
三
は
小
川
原
浦
に
引
か
れ
、
四
は
井
崎
に
灌
漑
す
る
。
ま
た
、
配
水

上
特
別
な
し
く
み
の
横
井
手
は
、
一
の
井
手
か
ら
二
の
井
手
を
経
て
三
の

い

で
ぜ
き

井
手
堰
に
か
か
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
と
二
の
井
手
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
を
横
井
手
に
分
水
し
、
こ
れ
に
よ
り
三
の
井
手
の
本

流
に
戻
さ
れ
た
水
を
、
三
の
井
手
堰
で
さ
ら
に
三
分
の
一
を
分
水
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
横
井
手
は
、
享
保
（
一
七
一
六
〜
三
五
）
の
頃
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
夏
の
灌
漑
用
水
の
三
分
の
一
に
つ
い
て
は
、
天
正
（
一
五
七
三

〜
九
一
）
年
間
か
ら
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
苗
代

用
の
春
水
が
詳
細
に
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
享
保
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年
間
の
水
争
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

せ
き

現
在
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
堰
を
造
っ
て
あ
り
、
三
の
井
手
堰
か
ら
の
三

分
の
一
が
二
分
の
一
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堰

は
水
漏
れ
が
少
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
天
正
年
代
の
争
い
は
両
村
の
境
界
線
に
も
お
よ
び
、
船
津
川
の

中
央
を
境
と
し
て
海
上
に
ま
で
も
至
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
昔
、
漁
業
権

の
争
い
や
農
民
の
肥
料
源
と
な
っ
て
い
た
ガ
タ
取
り
場
や
、
ゼ
メ
キ
竹
の

場
所
問
題
な
ど
、
生
活
に
直
接
関
係
が
深
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ど

明
治
（
一
八
六
三
〜
）
に
な
っ
て
か
ら
は
、
田
原
溜
池
の
放
水
路
に
土

の
う嚢
を
積
み
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
問
題
が
発
生
し
裁
判
と
な
っ
た
。
梅
雨
期

に
な
る
と
増
水
す
る
田
原
溜
め
池
の
水
を
調
節
し
、
洪
水
の
防
止
と
灌
漑

水
を
保
持
す
る
た
め
、
土
嚢
を
二
段
重
ね
て
貯
水
量
を
多
く
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。
利
水
し
て
い
る
下
流
の
小
川
原
浦
や
井
崎
は
助
か
る
が
、
溜
池

の
周
囲
に
人
家
や
土
地
の
あ
る
田
原
側
と
し
て
は
土
嚢
で
溜
池
の
水
位
を

高
く
す
る
と
、
人
家
や
田
畑
ま
で
水
浸
し
に
な
る
と
い
う
の
で
、
土
嚢
を

積
む
の
に
反
対
で
あ
っ
た
。
田
原
の
人
々
は
、
明
治
新
政
府
に
訴
え
て
こ

の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
洪
水
防
止
に
よ
っ
て
下
流
の
人
家

や
田
畑
の
荒
廃
を
防
ぐ
慣
行
も
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
田
原
側
の
敗
訴
と

な
り
、
上
告
し
た
が
勝
て
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
訴
訟
費
用
が
田
原
住
民
に
重
く
の
し
か
か
り
、
そ
の
費
用

の
捻
出
に
困
っ
て
田
畑
を
売
っ
た
り
し
て
支
払
っ
た
。
そ
の
当
時
、
田
原

は
五
十
戸
そ
こ
そ
こ
で
、
田
・
畑
・
山
林
を
所
有
し
た
富
裕
の
家
ば
か
り

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
訴
訟
費
用
に
よ
っ
て
急
に
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

２０

道

祖

神

井
崎
か
ら
田
原
へ
の
道
を
の

ぼ
る
と
、
長
々
の
道
端
に
道
祖

神
「
サ
ヤ
ン
ゴ
セ
ン
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
る
石
板
が
あ
る
。

道
祖
神
の
起
源
に
つ
い
て
は

村
の
辻
や
山
の
峠
、
村
境
に
幾

さ
ら

百
年
の
あ
い
だ
風
雨
に
晒
さ
れ

こ
け

さ
え
の
か
み

苔
む
し
た
道
祖
神
の
た
て
石
が

あ
る
。
こ
れ
は
祖
先
が
他
か
ら

侵
入
す
る
病
気
や
災
厄
か
ら
村

を
守
ろ
う
と
し
た
精
神
的
防
塞

で
あ
っ
た
。
は
じ
め
は
こ
れ
を

さ
え
の
か
み

ふ
な
ど
の
か
み

塞
の
神
ま
た
は
岐

神
と
い
っ

た
が
、
中
国
文
化
が
入
っ
て
く

る
と
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
道

端
に
石
像
を
建
て
る
よ
う
に
な

り
、
旅
の
安
全
を
祈
る
よ
う
に

な
っ
た
。

小
長
井
町
で
は
、
ほ
か
に
小

牧の道祖神遠竹の道祖神

―２９８―
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深
井
川
上
流
の
牧
と
小
川
原
浦
の
境
で
目
島
街
道
沿
い
の
牧
側
と
、
竹
崎

街
道
沿
い
の
遠
竹
本
村
の
遊
園
地
横
に
あ
る
。

２１

井
崎
き
ゃ
茶
所

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
諫
早
領
の
記
録
に
よ
る
と
、
井
崎
村
は
水

田
十
一
�
、
畑
十
三
�
で
、
石
高
九
十
三
石
。
小
川
原
浦
が
水
田
十
五
�
、

畑
十
二
�
、
石
高
一
二
六
石
と
い
う
小
村
で
あ
っ
た
い
う
。
井
崎
は
室
町

時
代
（
一
三
三
八
〜
）
に
開
墾
さ
れ
て
、
主
に
江
の
浦
方
面
か
ら
入
植
し

て
地
域
が
栄
え
た
と
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

た
ち舘
と
い
う
地
名
は
各
地
に
あ
る
が
、
井
崎
で
は
兎
島
海
岸
の
近
く
に
あ

る
。
井
崎
の
大
集
落
が
で
き
る
以
前
に
は
、
こ
の
海
岸
の
低
い
谷
間
に
清

水
が
湧
き
出
て
人
家
が
で
き
た
ら
し
く
、
人
家
の
跡
と
い
う
意
味
ら
し
い
。

一
般
に
舘
と
は
、
武
家
時
代
に
豪
族
が
住
ん
で
い
た
屋
敷
跡
だ
と
い
わ

た
け
ん
さ
き

れ
て
い
る
が
、
竹
崎
か
ら
築
切
に
か
け
て
の
海
岸
一
帯
は
、
昔
の
船
着

き
場
と
し
て
好
適
な
所
で
、
天
然
の
防
波
堤
と
な
っ
て
船
か
く
し
場
に
も

な
る
兎
島
が
あ
り
、
武
家
時
代
の
水
軍
の
根
拠
地
と
し
て
好
適
地
で
、
豪

族
の
屋
敷
が
あ
っ
た
事
が
う
な
ず
け
る
。ふ

ろ
ん
こ

舘
の
と
な
り
の
湧
水
の
あ
る
谷
間
に
風
呂
子
と
い
う
所
が
あ
る
。
風
呂

子
は
湯
江
水
の
浦
に
も
�
風
呂
川
�
の
地
名
が
あ
る
。

日
本
人
は
大
昔
�
ミ
ソ
ギ
��
ハ
ラ
イ
�
と
い
っ
て
、
川
水
を
浴
び
て

身
体
を
浄
め
た
。
い
ま
の
よ
う
な
お
湯
を
�
フ
ロ
�
と
い
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
一
般
に
は
江
戸
時
代
（
一
六
〇
三
〜
）
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
昔
は
沐
浴
が
い
ま
の
風
呂
で
あ
っ
た
。
い
ま
の
人
々
は
湯
江
な
ど

と
い
う
と
、
湯
と
い
う
字
に
と
ら
わ
れ
て
温
泉
を
考
え
る
が
、
そ
れ
は
間

ゆ
あ
な
ん
ご

違
い
で
あ
る
。
湯
江
小
峯
に
湯
穴
が
あ
り
、
小
野
本
村
に
も
湯
穴
川
が
あ

ゆ
あ
な

り
、
ま
た
、
江
の
浦
後
田
に
も
湯
穴
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
き
れ
い
な
清

水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
て
、
夏
は
冷
た
く
冬
は
暖
か
い
。
井
崎
の
�
フ

ロ
ン
コ
�
は
、
こ
の
よ
う
な
水
に
武
士
た
ち
が
沐
浴
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

井
崎
に
は
他
に
も
貝
村
と
い
う
場
所
が
あ
る
。�
カ
イ
ト
��
カ
イ
ヅ
��
カ

イ
ム
ラ
�
な
ど
は
、
昔
豪
族
が
居
住
し
た
所
で
、
諫
早
の
貝
津
な
ど
も
こ

れ
で
あ
る
。

は
た
ほ

こ

ま
た
、
他
に
も
籏
保
子
と
い
う
地
名
も
あ
る
。
こ
こ
は
水
軍
の
本
拠
の

は
た籏
印
を
立
て
た
所
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
竹
崎
か
ら
中
道
付
近
の
小
丘
に

は
、
各
所
に
豪
族
が
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
鬼
塚
と
呼
ば
れ
る
古
墳
が

あ
る
。

�
井
崎
き
ゃ
茶
所

茶
は
縁
所

ア
ラ
ヨ
ー

縁
は

コ
ラ
シ
ョ
イ

茶
の
木
の
葉
に
結
ぶ

井
崎
き
ゃ
三
十
日

小
川
原
浦
は
二
十
日

ア
ラ
ヨ
ー

花
の

コ
ラ
シ
ョ
イ

新
田
原
た
だ
一
夜
�

こ
の
新
地
節
は
、
徳
川
時
代
の
後
期
（
一
八
〇
〇
頃
）
の
、
茶
の
生
産

が
盛
ん
な
時
代
に
で
き
た
唄
で
あ
る
。
井
崎
・
田
原
線
の
町
道
を
田
原
に

さ
か
ん
し
た

向
か
っ
て
登
る
と
、
坂
ノ
下
と
い
う
小
集
落
が
あ
る
。
こ
の
付
近
一
帯
は

そ
の
当
時
は
茶
の
名
産
地
だ
っ
た
ら
し
い
。
い
ま
は
大
方
が
荒
れ
果
て
て

山
林
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
山
林
に
は
茶
畑
の
跡
と
見
ら
れ
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る
畑
の
石
垣
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
状
況
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
時
代
の
末
期
に
は
海
防
論
が
盛
ん
に
な
り
、
佐
賀
藩
か
ら
長
崎
警

固
を
委
任
さ
れ
て
い
た
諫
早
領
で
は
、
福
田
渭
水
ら
の
献
策
に
よ
っ
て
、

長
崎
港
外
の
神
の
島
や
、
諫
早
の
茶
臼
山
を
は
じ
め
、
矢
上
の
東
望
山
、

戸
石
の
牧
島
、
田
結
の
池
下
な
ど
に
砲
台
を
築
い
た
。
ト
ロ
ン
ト
銃
を
買

い
入
れ
て
洋
式
訓
練
に
つ
と
め
た
の
で
、
た
だ
で
さ
え
大
名
た
ち
の
財
政

は
苦
し
い
う
え
に
、
こ
の
軍
備
拡
張
は
わ
が
諫
早
領
の
台
所
に
も
ひ
び
き
、

火
の
車
と
な
っ
た
。
幸
い
長
崎
開
港
と
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
・
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
の
貿
易
が
始
ま
っ
た
の
で
、
諫
早

も
く
ろ
う

領
で
は
お
茶
や
木
蝋
な
ど
を
多
量
に
輸
出
し
て
、
財
政
窮
乏
を
救
お
う
と

し
た
。

一
反
（
十
ａ
）
の
茶
畑
を
開
け
ば
、
殿
さ
ま
よ
り
酒
一
升
。
優
良
茶
や

増
産
者
に
は
特
別
褒
賞
金
が
下
さ
れ
る
の
で
、
誰
も
山
野
を
開
墾
し
て
増

産
に
勤
め
た
。
そ
れ
を
領
内
に
供
出
さ
せ
て
、
大
田
尾
村
や
糸
岐
の
船
頭

た
ち
が
長
崎
へ
運
ん
だ
の
で
あ
る
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
諫
早
領
だ
け
で
七
万
斤
（
約
四
十
二
ｔ
）

の
茶
を
輸
出
し
た
と
い
う
。

領
内
の
主
産
地
は
、
小
栗
の
小
ケ
倉
と
多
良
山
麓
の
本
野
、
そ
れ
に
東

目
茶
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
井
崎
村
は
東
目
茶
の
中
心
地
と
し
て
、
有

名
で
あ
っ
た
こ
と
は
唄
で
も
わ
か
る
。
茶
摘
み
時
期
に
な
る
と
、
遠
近
か

ら
茶
摘
み
乙
女
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
茶
畑
は
賑
わ
っ
た
。
若
者
た
ち
は

こ
の
時
と
ば
か
り
に
嫁
探
し
に
茶
畑
に
集
ま
っ
た
。
お
茶
が
取
り
も
つ
縁

で
結
ば
れ
た
者
も
多
か
っ
た
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
十
月
六
日
、
井
崎
か
ら
多
之
吉
船
頭
に
よ
っ

て
積
み
出
さ
れ
た
長
崎
回
送
状
を
み
る
と
、

一
、
天
印
二
〇
箱
四
六
斤
入
り

九
二
〇
斤（
五
五
二
�
）

一
、寿
印
四
二
箱
四
二
斤
入
り

一
七
六
斤（
一
〇
五
・
六
�
）

一
、
延
印
二
二
七
俵
一
四
斤
入
り
七
、
七
一
八
斤（
四
、
六
三
一
�
）

〆
茶

二
万
一
、
三
二
六
斤
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
頃
の
茶
の
輸
出
量
は
、

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

五
四
、
七
二
六
斤（
約
三
十
三
ｔ
）

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

五
八
、
九
九
二
斤（
約
三
十
五
・
四
ｔ
）

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

六
六
、
五
二
六
斤（
約
三
十
九
・
九
ｔ
）

で
、
平
均
し
て
六
万
八
十
一
斤
（
約
三
十
六
ｔ
）
と
な
っ
て
い
る
。

文
久
三
年
一
月
、
茶
七
七
六
・
七
斤
（
四
六
六
�
）
代
金
は
五
、
二
九

九
両
余
と
あ
り
、
い
か
に
増
産
さ
れ
た
か
が
わ
か
る
。

２２

柳

新

田

び
し
ゃ
て
ん
だ
け

柳
新
田
北
側
に
、す
り
鉢
を
伏
せ
た
よ
う
な
寄
生
火
山
の
毘
沙
天
岳（
一

六
一
�
）
が
そ
び
え
て
い
る
。
周
囲
二
�
余
り
の
火
口
原
は
陥
没
し
、
そ

こ
に
海
水
が
侵
入
し
た
火
口
原
湖
を
干
拓
し
た
の
が
柳
新
田
で
あ
る
。
干

拓
の
年
代
は
江
戸
時
代
（
一
六
〇
三
〜
）
の
初
め
と
い
わ
れ
、
村
人
は
こ

つ
っ
き
り
だ

れ
を
築
切
田
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
西
側
の
山
手
に
は
竹
崎
街
道
が
通
っ
て
お
り
、
東
側
の
海
岸
堤
防

―３００―
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に
は
Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
と
国
道
二

〇
七
号
線
が
通
っ
て
い
る
。

元
亀
・
天
正
（
一
五
七
〇
〜

一
五
九
一
）
の
頃
、
南
蛮
貿
易

で
巨
額
の
富
を
築
い
た
長
崎
の

豪
商
本
田
喜
兵
衛
が
、
三
〇
〇

�
程
の
港
口
を
み
て
、「
ワ
シ

か
ね
ば
こ

が
金
箱
を
入
り
口
に
並
べ
て
、

こ
れ
を
埋
め
立
て
て
み
せ
る
」

と
豪
語
し
、
多
く
の
石
工
や
作

業
員
を
使
い
、
石
積
船
を
動
員

し
て
堤
防
築
き
に
と
り
か
か
っ

が
た

た
。
と
こ
ろ
が
意
外
に
も
湾
口
の
潟
が
深
く
、
底
な
し
沼
の
よ
う
に
、
い

く
ら�
ソ
ダ
�や
土
石
を
打
ち
込
ん
で
も
海
底
に
呑
ま
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
や
っ
と
一
方
か
ら
堤
防
を
築
い
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
間
も
な
く
、
高

潮
に
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
築
い
て
は
崩
れ
、
崩
れ
て
は
築
き
、
い

ご
う
ふ
く

つ
の
間
に
か
数
百
の
金
箱
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
さ
し
も
の
剛
腹
の
喜
兵

き
も

衛
も
肝
を
潰
し
て
断
念
し
た
。

そ
の
後
、
諫
早
家
の
親
類
に
あ
た
る
家
老
の
八
郎
左
衛
門
が
、
こ
の
地

の
支
配
を
命
ぜ
ら
れ
、
耕
地
が
少
な
い
農
民
た
ち
の
貧
困
な
暮
ら
し
ぶ
り

を
み
て
、
再
び
こ
の
入
江
の
干
拓
を
計
画
し
た
。
先
人
の
失
敗
を
調
査
し
、

遠
く
佐
賀
藩
の
白
石
や
糸
岐
か
ら
、
新
開
造
り
に
熟
練
し
た
石
工
を
呼
び

寄
せ
、
村
人
た
ち
の
協
力
を
求
め
て
工
事
に
着
手
し
た
。

堤
防
の
底
の
広
さ
も
そ
れ
ま
で
の
倍
に
し
て
、
大
き
な
杭
を
海
底
に
打

ち
込
み
�
ソ
ダ
�
を
底
に
敷
き
つ
め
、
そ
の
上
に
西
岸
の
崖
を
崩
し
た
土

石
を
積
み
、
丈
夫
な
石
垣
で
堤
防
を
巻
い
て
工
事
を
進
め
た
。
い
よ
い
よ

ど
と
う

潮
止
め
に
し
よ
う
と
い
う
時
に
な
っ
て
怒
濤
に
あ
い
、
そ
れ
ま
で
の
労
苦

が
一
瞬
に
し
て
水
泡
と
き
え
た
。
そ
れ
か
ら
も
こ
れ
を
繰
り
返
し
た
が
、

ど
う
し
て
も
潮
止
め
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
完
成
の
見
通
し
が
つ
か
な

か
っ
た
。

し
か
し
、
諫
早
氏
は
志
を
曲
げ
ず
、
村
民
た
ち
を
困
窮
か
ら
救
い
、
藩

の
財
政
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
工
事
を
監
督
す
る
役
人
た
ち

え

ぼ

し

の
烏
帽
子
も
い
つ
し
か
は
げ
て
、
ま
た
塗
り
替
え
ら
れ
た
。

村
人
た
ち
も
潮
止
め
工
事
の
困
難
な
有
様
を
み
て
、
到
底
人
力
の
お
よ

ば
ぬ
事
を
悟
り
�
人
柱
を
立
て
る
な
ら
、
龍
神
さ
ん
も
願
い
を
お
聞
き
届

ひ
と
み

ご
く
う

け
下
さ
る
だ
ろ
う
�
と
、
人
身
御
供
を
捧
げ
る
こ
と
に
決
め
た
。

し
か
し
、
自
ら
す
す
ん
で
人
柱
に
な
ろ
う
と
い
う
者
は
誰
も
い
な
か
っ

た
。世

話
役
の
人
た
ち
の
心
労
は
募
る
ば
か
り
で
、
夜
も
眠
れ
な
い
よ
う
に

な
っ
た
。

あ
る
夜
、
世
話
人
の
八
郎
左
衛
門
の
夢
枕
に
一
人
の
老
人
が
現
れ
、

「
お
前
達
の
苦
労
は
知
っ
て
い
る
。
近
日
中
に
西
国
か
ら
の
巡
礼
者
が
一

あ

わ

人
通
る
は
ず
だ
。
そ
の
者
に
願
っ
て
み
よ
。
た
し
か
阿
波
（
徳
島
）
と
言

う
だ
ろ
う
。
頼
ん
で
逃
げ
出
す
よ
う
な
ら
追
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
て
、

消
え
た
。

こ
の
夢
枕
の
こ
と
を
み
ん
な
に
話
し
た
。
み
ん
な
は
「
困
っ
た
と
き
の

第一節 名所・旧跡

柳 新 田

―３０１―



た
す
け
仏
」
と
、
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、「
お
遍
路
さ
ん
が
見
え

た
ぞ
」
と
呼
ぶ
声
が
し
た
。

み
ん
な
が
仕
事
の
手
を
と
め
て
見
守
る
中
に
、
そ
の
人
は
歩
い
て
き
た
。

「
ど
こ
か
ら
来
ら
れ
ま
し
た
か
？
」
と
、
八
郎
左
衛
門
は
前
に
進
み
出
て
、

訪
ね
ま
し
た
。

ま
ず
四
国
の
阿
波
か
ら
の
人
に
間
違
い
な
い
と
思
い
、
難
儀
し
て
い
る

潮
止
め
工
事
の
現
況
を
つ
ぶ
さ
に
話
し
、
頼
ん
で
み
た
。

お
遍
路
さ
ん
は
「
私
の
寿
命
も
そ
う
長
く
は
な
い
。
皆
の
衆
の
お
役
に

立
つ
の
な
ら
、
お
望
み
通
り
こ
の
身
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
く
れ

た
。苦

痛
と
安
堵
の
内
に
話
は
進
み
、
お
ご
そ
か
に
白
木
の
箱
に
納
め
ら
れ
、

潮
止
め
と
し
て
沈
め
ら
れ
た
。

お
遍
路
さ
ん
が
鳴
ら
す
か
す
か
な
鈴
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
人
々
は
物

の
怪
に
憑
か
れ
た
よ
う
に
、昼
夜
を
問
わ
ず
必
死
に
な
っ
て
、工
事
に
励
ん

だ
。さ

し
も
の
難
工
事
も
『
人
の
一
念
岩
を
も
通
す
』
で
、
や
っ
と
潮
止
め

工
事
も
済
ん
で
、
村
人
達
は
安
堵
と
喜
び
に
涙
し
た
。

十
三
年
余
の
歳
月
と
労
苦
に
よ
っ
て
、
立
派
な
新
田
が
で
き
た
の
で
、

八
郎
左
衛
門
は
じ
め
村
人
達
は
祝
い
酒
を
く
み
か
わ
し
、
落
成
浮
立
を
奉

納
し
た
。

こ
れ
は
偏
に
、
あ
の
貴
い
お
遍
路
さ
ん
の
お
陰
だ
と
、
旧
暦
十
一
月
十

八
日
を
謝
恩
供
養
の
日
と
し
て
前
日
か
ら
準
備
し
、
当
日
は
耕
作
者
十
四

戸
が
祭
り
元
と
し
て
家
内
が
総
出
し
て
、
祭
り
を
行
っ
て
い
た
。

戦
後
の
食
糧
不
足
に
よ
り
、
新
田
の
陸
地
は
く
ま
な
く
耕
地
と
化
し
、

一
時
期
は
耕
作
者
も
急
増
し
、
三
十
八
戸
余
り
と
な
っ
た
。

は
つ
き
と
う

い

い
ま
は
一
月
四
日
に
神
官
さ
ん
に
よ
る
初
祈
祷
の
あ
と
、
潮
止
め
、
井

び

ご
へ
い

樋
の
口
、
鎮
守
の
森
の
ダ
モ
ジ
ン
さ
ん
、
土
井
崎
の
竜
宮
さ
ん
に
御
幣
と

お

み

き

御
神
酒
、
ゴ
ッ
ク
さ
ん
を
供
え
て
、
地
区
総
出
の
初
祭
り
と
な
っ
て
い
る
。

夕
陽
が
五
ヶ
原
岳
に
隠
れ
る
と
、
海
面
か
ら
そ
び
え
た
つ
毘
沙
天
岳
の

ふ
も
と

ゆ
う
も
や

も

ず
ど
り

麓
に
夕
靄
が
か
か
る
。
遠
く
の
方
に
「
百
舌
鳥
」
の
鳴
き
声
が
哀
し
く
聞

こ
え
る
。
谷
間
の
山
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
た
柳
新
田
三
十
�
の
田
の
面
に
、

黄
金
色
の
稲
穂
の
波
が
美
し
く
揺
れ
る
。

ま
た
別
説
に
よ
れ
ば
、
太
良
町
糸
岐
の
旧
家
新
宮
源
五
左
衛
門
は
、
諫

早
八
郎
左
衛
門
か
ら
柳
新
田
干
拓
工
事
の
監
督
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
新
宮
源

五
左
衛
門
の
父
新
宮
忠
次
は
、
元
紀
州
熊
野
の
新
宮
の
城
主
で
あ
っ
た
が
、

戦
国
争
乱
に
際
し
て
落
城
の
憂
き
目
に
あ
い
、
諸
国
を
流
浪
し
て
肥
前
大

は
ぜ
の
う
ら

村
藩
に
や
っ
て
き
た
。
の
ち
に
藤
津
郡
糸
岐
に
移
り
破
瀬
浦
に
住
ん
で
い

た
が
、
元
和
年
間
（
一
六
一
五
〜
二
三
）
糸
岐
小
田
に
転
居
し
た
。
そ
の

時
、
大
村
藩
と
諫
早
領
の
間
に
山
境
界
の
争
い
が
あ
っ
た
。
文
武
に
秀
で

た
新
宮
忠
次
が
諫
早
の
使
者
と
し
て
選
ば
れ
、
首
尾
よ
く
大
村
と
の
交
渉

を
ま
と
め
て
、
諫
早
公
よ
り
お
褒
め
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

新
宮
源
五
左
衛
門
は
、
諫
早
八
郎
左
衛
門
の
知
遇
に
感
じ
い
り
、
遠
竹

村
に
赴
き
作
業
小
屋
に
寝
起
き
し
て
、
日
夜
そ
の
築
堤
に
つ
と
め
た
。
し

か
し
、
堤
防
を
築
こ
う
と
し
た
入
り
口
の
海
底
は
意
外
に
深
く
、
数
ヶ
年

さ
い

の
歳
月
は
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
た
。
多
額
の
費
用
を
注
ぎ
込
ん
だ
が
、
賽
の

河
原
の
よ
う
に
築
い
て
は
崩
れ
、
築
い
て
は
崩
れ
て
、
堤
防
の
完
成
の
日

―３０２―
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き
わ

は
予
測
も
で
き
な
か
っ
た
。
源
五
左
衛
門
は
進
退
窮
ま
り
、
失
敗
の
責
を

と
っ
て
切
腹
し
よ
う
と
決
心
し
、
父
忠
次
の
元
へ
帰
っ
た
。

忠
次
は
源
五
の
た
だ
な
ら
ぬ
様
子
を
見
て
そ
の
決
心
を
聞
い
た
。
源
五

は
築
切
干
拓
工
事
の
経
過
を
つ
ぶ
さ
に
語
り
、
数
回
の
潮
止
め
も
こ
と
ご

と
く
失
敗
し
た
こ
と
に
お
よ
び
、「
明
日
は
責
任
を
負
う
て
切
腹
す
る
た

い
と
ま
ご

め
暇
乞
い
に
来
ま
し
た
」
と
、
覚
悟
の
ほ
ど
を
打
ち
明
け
た
。

忠
次
も
�
さ
す
が
は
我
が
子
だ
�
と
別
れ
の
水
盃
を
し
た
あ
と
、
言
葉

を
改
め
て
「
武
士
と
生
ま
れ
て
、
使
命
を
中
途
で
や
め
る
の
は
大
き
な
恥

だ
。
死
ぬ
覚
悟
な
ら
ば
恥
を
忍
ん
で
、
死
ん
だ
つ
も
り
で
も
う
一
度
や
っ

て
み
よ
。
そ
れ
か
ら
切
腹
し
て
も
遅
く
は
あ
る
ま
い
」
と
諭
し
た
。

し
っ
た
げ
き
れ
い

源
五
は
こ
の
言
葉
に
力
を
得
て
、
決
死
の
覚
悟
で
み
ん
な
を
叱
咤
激
励

し
、
夜
を
日
に
つ
い
で
工
事
を
進
め
、
さ
し
も
の
難
工
事
も
無
事
に
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

諫
早
家
で
は
源
五
左
衛
門
の
功
を
賞
し
て
太
刀
一
振
り
、
白
米
七
〇
五

石
と
、
柳
新
田
の
中
の
一
角
を
与
え
た
。
新
宮
家
は
、
そ
の
後
代
々
糸
岐

に
住
み
、
近
郷
近
在
で
な
ら
ぶ
者
の
な
い
大
金
持
ち
に
な
っ
た
。

い
ま
も
太
良
町
糸
岐
の
国
道
二
〇
七
号
線
よ
り
、
糸
岐
川
沿
い
の
町
道

を
三
〇
〇
�
程
行
っ
た
糸
岐
川
沿
い
に
、
新
宮
家
の
屋
敷
が
あ
る
。

２３

阿
弥
陀
如
来
と
阿
弥
陀
ヶ
崎

釜
の
港
の
東
側
に
は
、
奇
岩
怪
石
が
重
な
り
あ
っ
て
長
く
海
に
突
き
出

て
い
た
。
古
い
木
立
に
囲
ま
れ
て
い
た
阿
弥
陀
ヶ
崎
は
、
昭
和
四
十
九
年

（
一
九
七
四
）、
国
道
二
〇
七
号

線
の
開
通
の
折
り
に
、
そ
の
大
半

が
削
り
取
ら
れ
た
の
で
、
釜
地
域

の
人
々
は
、
そ
の
古
い
阿
弥
陀
さ

ん
の
縁
起
を
い
つ
ま
で
も
伝
え
る

た
め
、
そ
の
跡
地
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
祠
を
建
て
、
毎
年
正
月
十
五

日
、
地
域
こ
ぞ
っ
て
お
祭
を
行
っ

て
い
る
。

阿
弥
陀
ヶ
崎
の
起
こ
り
に
つ
い

て
は
、
太
良
町
糸
岐
の
誓
願
寺
の

縁
起
『
お
寺
の
お
こ
り
』
の
中
に
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

開
山
上
人
（
後
に
誓
願
寺

し
も
う
さ

を
建
て
た
僧
侶
）
は
下
総
の

国（
現

千
葉
県
・
茨
城
県
）

ひ
と

の
仁
な
り
。
世
は
切
支
丹
宗

門
禁
止
の
令
下
る
や
そ
の
命

を
う
け
、
征
衣
を
改
め
当
国

（
肥
前
の
国
）
に
来
た
り
。

か
ね
て
宗
法
興
隆
の
た
め
諸

国
布
教
と
行
脚
の
た
め
、
遠

竹
村
釜
に
来
る
や
、
そ
の
時
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里
人
伝
え
て
い
う
に
、
こ
の
海
浜
に
霊
火
あ
り
と
。
上
人
凝
視
し
て

そ
の
霊
火
の
源
を
さ
ぐ
ら
ん
と
し
て
何
ぞ
知
ら
ん
。
御
丈
五
尺
八
寸

（
一
・
七
五
�
）
の
阿
弥
陀
如
来
の
霊
像
と
は
上
人
こ
の
地
を
有
縁

の
地
と
し
て
そ
の
霊
仏
を
奉
持
し
て
、
遠
竹
村
の
鶴
田
遠
江
守
の
菩

提
寺
金
胎
寺
に
安
置
し
、
そ
の
後
糸
岐
の
誓
願
寺
を
建
立
し
、
寺
の

本
尊
と
し
て
こ
れ
を
祀
っ
た
。

遠
竹
地
区
に
居
住
す
る
檀
家
は
当
時
の
子
孫
で
あ
り
、
釜
の
地
に
記
念

と
し
て
石
仏
を
建
て
、
阿
弥
陀
崎
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

阿
弥
陀
如
来
様
は
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
大
修
理
が
行
わ

れ
た
時
、
そ
の
用
材
を
研
究
し
た
結
果
、
日
本
産
の
木
で
は
な
く
、
昔
、

仏
像
が
我
が
国
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
以
前
の
も
の
で
、
船
で
運
ん

で
来
た
時
代
に
製
作
さ
れ
て
い
る
。
船
が
転
覆
し
て
、
潮
の
流
れ
に
乗
っ

て
釜
の
地
に
着
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

び

し
ゃ
て
ん
だ
け

２４

毘
沙
天
岳

町
道
の
黒
仁
田
線
を
、
遠
竹
小
学
校
正
門
か
ら
約
三
〇
〇
�
程
登
る
と
、

左
に
通
じ
る
道
が
あ
る
。
こ
れ
が
毘
沙
天
さ
ん
参
道
の
入
り
口
で
あ
り
、

数
歩
入
っ
た
と
こ
ろ
に
古
び
た
石
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
鉄
器
時
代
の
初
期

に
、
樫
の
木
で
こ
し
ら
え
た
�
や
�
を
使
っ
て
割
っ
た
と
い
う
石
で
、
黒

仁
田
線
造
成
の
際
に
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
、
遠
竹
小
学

校
の
校
庭
の
玄
関
前
に
移
し
て
あ
る
。

こ
の
参
道
を
登
っ
て
行
く
と
左
側
に
、
村
人
た
ち
の
寄
進
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
一
の
宮
さ
ん
、
宮
地
嶽
神
社
、
稲
荷
大
明
神
、
お
大
師
さ
ん
な

ど
と
大
き
な
石
に
刻
み
込
ま
れ
た
神
仏
が
並
ん
で
い
る
。
三
月
の
終
わ
り

と
も
な
れ
ば
、
参
道
は
桜
の
花
で
埋
ま
る
。

山
の
高
さ
は
一
六
一
�
余
り
で
、
小
長
井
富
士
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
形

の
よ
い
毘
沙
天
岳
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
大
昔
、
柳
新
田
が
噴
火
し
て
こ

の
山
を
形
造
っ
た
と
も
い
わ
れ
、
頂
上
一
帯
に
は
安
山
岩
の
大
石
が
積
み

重
な
っ
て
い
る
。
眼
下
の
有
明
海
を
航
行
す
る
船
舶
の
航
路
目
標
や
、
ま

か
に

た
こ

た
、
蟹
か
ご
や
蛸
つ
ぼ
の
位
置
を
知
る
た
め
の
三
角
点
の
目
印
と
な
っ
て

い
る
。

頂
上
の
一
段
高
い
所
に
は
小
石
を
一
�
位
の
高
さ
に
積
み
重
ね
、
四
角

形
の
台
を
築
き
、
そ
の
上
に
毘
沙
天
さ
ん
が
祀
っ
て
あ
る
。
こ
の
石
の
祠

は
彫
刻
し
た
石
製
の
堂
に
安
置

さ
れ
、
毘
沙
天
さ
ん
は
そ
の
壁

石
に
食
い
込
ま
せ
て
あ
る
。

こ
の
祠
の
ま
わ
り
に
は
古
び

た
三
本
の
椿
の
木
が
茂
っ
て
お

り
、
い
ま
も
有
明
海
を
見
渡
し

て
い
る
。
そ
の
根
元
に
は
数
個

の
大
石
も
あ
る
。

二
番
岳
頂
上
南
側
の
一
段
高

い
場
所
に
は
、
金
比
羅
さ
ん
を

祀
っ
た
現
代
式
の
石
の
碑
や
仏

像
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
昭
和
六

毘沙天さん
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年
（
一
九
三
一
）、
福
田
健
一
氏
の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
南

方
毘
沙
天
岳
の
中
腹
、
通
称
三
番
岳
下
に
は
観
音
像
が
建
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
諫
早
水
害
時
の
水
難
者
の
霊
を
祀
る
た
め
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九

六
七
）、
馬
場
豊
四
郎
氏
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ご
ん
げ
ん
だ
け
じ
ょ
う

し

２５

権
現
岳
城
址

か
み
て

遠
竹
の
上
手
の
谷
か
ら
は
多
量
の
水
が
湧
き
出
て
、
今
里
川
の
源
を
な

ほ
ん
む
ら

し
て
い
る
。こ
の
水
源
が
水
田
を
開
き
、飲
料
水
と
な
っ
て
遠
竹
本
村
の
祖

と
ん

や
し
き

先
を
定
着
さ
せ
た
。
こ
の
川
の
上
流
に
�
殿
の
屋
敷
�
と
い
う
所
が
あ
る
。

元
亀
（
一
五
七
〇
代
、
大
友
宗

麟
と
龍
造
寺
隆
信
が
戦
っ
た
）
の

頃
に
は
、
遠
竹
六
十
三
石
の
城
主

つ
る
た
と
お
と
う
み
の
か
み

鶴
田
遠
江
守
の
館
が
あ
っ
た
。

そ
の
下
手
に
家
臣
た
ち
の
住
ま
い

が
あ
っ
た
本
村
が
開
け
、
馬
場
の

前
と
い
わ
れ
る
所
も
あ
る
。

地
域
の
前
面
と
南
平
と
の
間
に
、

す
り
ば
ち

高
さ
一
〇
〇
�
余
り
の
擂
鉢
形
の

険
し
い
山
が
あ
る
。
こ
れ
が
権
現

山
で
あ
る
。
山
の
頂
上
は
平
坦
な

広
場
で
、
こ
こ
に
遠
江
守
の
城
を

築
き
、
一
朝
有
事
の
際
は
こ
の
城

に
立
て
籠
も
り
、
防
戦
す
る
た
め
の
山
城
で
あ
っ
た
。
山
の
九
合
目
は
空

堀
で
城
を
取
り
囲
ん
で
い
た
ら
し
く
、
い
ま
も
そ
の
堀
の
跡
が
残
っ
て
い

る
。
そ
の
付
近
か
ら
は
昔
の
器
物
や
武
器
の
破
片
な
ど
が
出
た
。

権
現
岳
城
主
は
、
田
原
城
主
と
し
ば
し
ば
攻
防
が
あ
り
、
互
い
の
勢
力

を
争
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
遠
江
守
は
竹
崎
の
豪
族
北
島
藤
左
右
衛
門
に

に
た
ん
つ
じ

攻
め
ら
れ
、
権
現
岳
城
に
立
て
籠
も
り
、
前
方
の
二
反
辻
に
陣
取
っ
た
敵

と
に
ら
み
合
っ
て
い
た
が
、
水
源
を
断
た
れ
て
困
窮
し
た
。
し
か
し
敵
に

弱
み
を
見
せ
ま
い
と
し
て
あ
た
か
も
水
が
多
く
あ
る
よ
う
に
、
馬
の
背
に

米
を
か
け
て
水
に
見
せ
か
け
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
防
戦
し
た
が
力
お
よ

ば
ず
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
七
月
十
六
日
、
戦
い
に
敗
れ
て
討
死
に

し
た
と
い
う
。

き
ん
た
い

じ

あ
と

２６

金
胎
寺
跡
と

粟
踏
浮
立

権
現
岳
城
の
北
側
、
谷
を
隔
て

た
岩
宗
に
、
城
主
鶴
田
遠
江
守
の

菩
提
寺
、
金
胎
寺
が
あ
っ
た
。
金

胎
寺
も
遠
江
守
の
滅
亡
と
と
も
に

荒
れ
果
て
て
、
い
ま
は
そ
の
跡
に

三
・
六
�
四
方
の
観
音
堂
が
寂
し

く
建
っ
て
い
る
。
北
側
の
崖
の
上

の
雑
木
林
の
中
に
は
、
大
き
な
五
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輪
の
塔
や
宝
篋
印
塔
が
数
十
基

建
っ
て
い
る
が
、
村
人
は
こ
れ
を

鶴
田
遠
江
守
の
墓
地
だ
と
い
う
。

毎
年
盆
の
十
六
日
に
は
遠
竹
地

域
民
が
集
ま
っ
て
、
ま
ず
、
遠
江

守
の
墓
前
に
お
い
て
栗
踏
浮
立
を

奉
納
す
る
。
こ
の
場
所
を
�
ト
ン

ノ
ヤ
シ
キ
�
と
い
う
。
そ
の
後
、

氏
神
の
諏
訪
神
社
に
浮
立
を
奉
納

す
る
。
旧
暦
の
盆
の
十
六
日
が
そ

の
命
日
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ど

ん
な
雨
の
日
も
浮
立
を
奉
納
し
な

い
と
凶
年
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
。

粟
踏
み
を
す
る
子
ど
も
は
、
一
年
が
十
二
ヶ
月
で
あ
る
の
に
ち
な
ん
で
、

六
歳
か
ら
十
歳
位
ま
で
の
男
の
子
十
二
名
を
選
び
、
六
人
ず
つ
前
後
二
列

う
る
う
ど
し

に
並
べ
る
。
男
の
子
の
数
は
閏
年
に
は
十
三
名
と
な
る
。
頭
に
は
金
色

の
星
を
つ
け
た
帽
子
を
か
む
り
、
五
つ
折
り
の
御
幣
を
も
っ
て
互
い
に
腕

を
組
み
、
畑
の
中
の
粟
だ
ね
を
踏
む
格
好
で
、
笛
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
右

に
左
に
押
し
合
い
へ
し
合
い
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
地
域
の
長
老
が
須
古

踊
り
の
唄
を
謡
風
に
と
な
え
、
粟
踏
む
調
子
も
早
く
な
る
。
唄
の
文
句
は

か
な
書
き
で
、
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
が
、
次
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。

○
ね
ぶ
ら
れ
ぬ
者
は

そ
の
い
を
ま
ぐ
れ
待
つ
夜
も

ふ
ら
ぬ
し
ぐ
れ
に
袖
し
ぼ
る

か
さ
か
な
こ
ひ
の

も
ら
ざ
る
に

そ
ら
あ
を
う
ら
め
し
や

ち
よ
た
ち
川
に

雨
ふ
ら
ば

雨
ふ
ら
ば

○
浮
世
に
す
ま
ば

に
こ
つ
君
様

に
こ
つ
君
様

○
目
出
度
き
御
代
の
始
め
か
な

わ
か
と
の
が

功
な
さ
れ
て

国
重
な
り
て

御
代
久
し
け
れ

御
代
久
し
け
れ

○
千
代
に
八
千
代
と

千
代
重
な
り
て

御
代
久
か
れ

御
代
久
か
れ

○
か
き
や
る
文
を

た
た
い
た
つ
に

見
分
け
て
戻
す
人
ぞ

う
ら
め
し

う
ら
め
し

た
ま
ず
さ

○
怨
み
て
も
我
に
逢
ふ
夜
の

文
玉
章
を

中
で
留
む
る
人
ぞ

う
ら
め
し

う
ら
め
し

○
う
つ
つ
な
の
人
の
心
や

我
は
思
へ
ど

そ
な
た
こ
そ

わ
し
木
の
葉
の
露
ふ
り
し
や

し
と
し
と

○
武
蔵
の
原
の
一
本
す
す
き

い
つ
か
穂
が
出
て

み
だ
れ
あ
ふ

み
だ
れ
あ
ふ

す

こ
お
ど
り

こ
れ
が
粟
踏
浮
立
の
唄
で
あ
る
。
須
古
踊
唄
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。

遠
竹
浮
立
の
笛
の
曲
を
あ
げ
る
と
、

◎
場
浮
立
に
は

・
ま
く
り

・
い
り
は

・
本
ば
や
し

・
岡
崎

・
筑
後
ば
や
し

◎
道
浮
立
に
は

・
矢
上
く
ず
し

・
大
山
く
ず
し

な
ど
が
あ
る
。
タ
ザ
イ
ヒ
ア
ー

観音堂の中
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と
い
う
曲
で
あ
る
。

◎
別
の
説
に
は

鶴
田
遠
江
守
は
戦
い
に
敗
れ
、
佐
賀
の
須
古
村
に
行
か
れ
た
と
い
う
説

つ
ね
は
る

も
あ
る
。
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）、
須
古
妻
木
城
主
平
井
経
治
は
龍
造

寺
隆
信
に
城
を
落
と
さ
れ
、
平
井
氏
の
家
臣
た
ち
は
諫
早
・
大
村
に
逃
れ

た
。
そ
の
一
族
の
人
た
ち
が
遠
竹
村
に
も
ま
た
や
っ
て
来
て
、
ふ
る
さ
と

須
古
を
し
の
ぶ
祖
先
供
養
の
気
持
ち
か
ら
、
子
孫
に
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
で
鶴
田
遠
江
守
一
族
と
粟
踏
浮
立
と
は
一
連
の
繋
が
り
が
出
て

く
る
の
で
あ
る
。

遠
江
守
一
族
の
墓
と
い
う
の
は
、
権
現
平
か
ら
岩
宗
の
間
に
散
在
し
、

最
も
広
い
の
は
岩
宗
の
一
角
で
、
数
十
基
の
宝
篋
印
塔
と
五
輪
塔
が
並
ん

で
い
る
。
こ
の
遠
竹
の
も
の
だ
け
が
数
百
年
後
の
現
在
ま
で
、
原
型
を
崩

さ
ず
残
っ
て
い
る
の
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。

数
百
年
の
昔
か
ら
、
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
し
た
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の

足
跡
を
訪
ね
、
過
去
と
現
在
を
つ
な
い
で
こ
ら
れ
た
先
人
た
ち
の
努
力
に

感
謝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
古
老
の
話
で
は
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

か
ら
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
か
け
て
観
音
平
の
開
墾
を
し
た
と
き
、

た
く
さ
ん
の
刀
剣
や
人
骨
が
出
た
と
い
う
。
そ
の
人
骨
は
普
通
の
人
よ
り

約
六
�
ば
か
り
長
か
っ
た
と
い
う
。

須

古

踊

須
古
踊
は
室
町
末
期
に
現
在
の
佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町
須
古
で
始
ま
っ

た
、
と
さ
れ
る
芸
能
で
あ
る
。
佐
賀
県
内
で
は
江
戸
中
期
頃
に
な
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
長
崎
県
に
分

散
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

大
村
藩
の
記
録
「
郷
村
記
」

に
よ
れ
ば
、
文
明
十
二
年
（
一

す
み
こ
れ

四
八
〇
）
大
村
純
伊
の
帰
城
祝

い
の
時
、
肥
前
須
古
か
ら
来
た

も
の
が
須
古
踊
を
教
え
、
純
伊

自
身
が
こ
の
踊
り
を
舞
っ
た
と

い
う
。
同
じ
く
須
古
か
ら
来
た

ほ
う
よ
う

浪
人
法
要
が
教
え
た
沖
田
踊
、

黒
丸
踊
と
と
も
に
大
村
の
三
踊

り
と
い
わ
れ
、
藩
の
祝
事
に
奉

納
さ
れ
今
日
に
及
ん
で
い
る
。（
国
無
形
民
俗
文
化
財
選
択
）。

須
古
城
主
平
井
氏
が
龍
造
寺
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
玄
海
の
島
々
に
落

ち
の
び
た
人
た
ち
が
、
先
祖
供
養
と
望
郷
の
思
い
を
込
め
て
踊
っ
た
の
が
、

北
松
浦
郡
大
島
の
須
古
踊
（
国
無
形
民
俗
文
化
財
選
択
）。
同
系
統
と
さ

い
き
つ
き

た
く
し
ま

れ
る
も
の
に
鷹
島
、生
月
島
、平
戸
市
度
島
の
踊
り
が
あ
る
。そ
の
ほ
か
北
高

来
郡
飯
盛
町
、
小
長
井
町
に
あ
り
、
近
年
ま
で
は
世
知
原
町
に
も
あ
っ
た
。

佐
賀
県
の
古
記
録
に
よ
れ
ば
、
須
古
城
主
平
井
氏
の
時
代
に
始
ま
り
、

鍋
島
勝
茂
が
将
軍
家
光
に
須
古
踊
を
見
せ
る
た
め
に
、
国
元
か
ら
呼
び
寄

せ
た
よ
う
に
、
藩
政
初
期
に
は
盛
ん
だ
っ
た
が
、
急
に
記
録
の
上
か
ら
消

え
て
し
ま
う
。
滅
亡
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
踊
り
は
本
来
祝
い
踊
り
で
あ
り
、
歌
詞
に
も
祝
言
や
恋
の
歌
が
多
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く
、
と
き
に
は
こ
っ
け
い
な
要
素
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

祝
い
踊
り
の
系
統
に
、
大
村
・
飯
盛
・
小
長
井
の
も
の
が
あ
り
、
一
方

で
は
落
人
の
先
祖
供
養
と
し
て
大
島
を
は
じ
め
玄
海
の
島
々
の
踊
り
は
念

仏
踊
り
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

（
米
倉
利
昭
『
流
転
の
芸
能－

須
古
踊
考
』
よ
り
）

遠
竹
粟
踏
浮
立
須
古
歌

浮
立
の
最
初
に
須
古
歌
四
番
（
祝
歌
一
・
恋
歌
三
）
を
歌
う
。
歌
は
明

治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）六
月
十
六
日
の
も
の
で
あ
る
。所
作
は
一
切
伴

わ
ず
、場
浄
め
の
口
上
祝
詞
の
性
格
を
持
つ
が
、当
初
の
形
態
は
不
明
で
あ
る
。

さ

ざ

ん

か

２７

山
茶
花
の
神
さ
ん

山
茶
花
茶
屋
の
西
方
の
山
の

中
に
、観
音
さ
ん
を
中
心
に�
ク

メ
の
権
現
、
松
浦
大
明
神
�
が

祀
っ
て
あ
る
。
い
ず
れ
も
古
い

神
さ
ん
で
、『
元
治
元
年
（
一

八
六
四
）』『
文
政
十
年
（
一
八

二
七
）』
の
銘
が
刻
ん
で
あ
る
。

昔
は
雨
が
降
ら
な
い
と
よ
く

雨
乞
い
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

遠
竹
の
人
た
ち
が
太
良
嶽
神
社

へ
登
り
、
雨
乞
い
を
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
神
社
に
必
ず
立
ち
寄
っ
て
浮

立
を
奉
納
し
て
祈
願
し
た
。

２８

山
茶
花
の
茶
屋

笠
を
忘
れ
た

山
茶
花
の
茶
屋
に

ザ
ー
ン
ザ

ザ
ン
ザ

空
が
く
も
れ
ば
思
い
出
す

色
し
ゃ
（
者
）
の
す
い
（
粋
）
し
ゃ
で

気
は
ザ
ン
ザ

ア
ラ
ヨ
ー
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
ー
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

と
、岳
の
新
太
郎
さ
ん
の
唄
に
あ
る
よ
う
に
、山
茶
花
の
茶
屋
は
小
長
井

町
と
太
良
町
と
の
境
で
あ
る
。
こ
の
茶
屋
の
東
側
の
丘
の
中
腹
に
、
二
�

位
の
高
さ
の
郡
境
界
の
角
石
が

建
っ
て
お
り
、長
崎
県
・
佐
賀
県

の
県
境
で
も
あ
る
。

こ
れ
は
明
治
の
初
め
、
佐
賀

県
令
の
設
立
に
よ
る
も
の
で
、

南
側
は
高
来
郡
の
内
遠
竹
村
、

北
側
は
藤
津
郡
の
内
田
古
里
村

と
記
し
て
あ
る
。

こ
こ
は
標
高
が
三
八
〇
�
余

り
あ
り
、
多
良
街
道
で
最
も
高

い
所
で
あ
り
、
山
茶
花
峠
と
呼

ば
れ
る
。

山茶花の神さん

山茶花茶屋跡と駕籠立場跡
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山
茶
花
の
茶
屋

む
か
し
、
こ
こ
に
旅
人
の
休
憩
す
る
茶
店
が
あ
っ
て
、
餅
と
ト
ロ
ロ
汁

を
振
る
舞
っ
た
と
い
う
。

以
前
は
四
、
五
軒
の
家
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
い
ま
は
古
い
石
垣
に
包

ま
れ
た
茶
屋
跡
が
残
っ
て
い
る
。
茶
屋
の
前
面
は
二
�
ほ
ど
の
盆
地
に

な
っ
て
い
て
、
茶
屋
の
う
し
ろ
は
小
高
い
丘
と
な
り
、
北
側
の
方
か
ら
き

れ
い
な
小
川
が
流
れ
、
休
憩
所
と
し
て
は
好
適
な
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
を

大
昔
の
『
駅
』
跡
で
は
な
い
か
と
い
う
学
者
の
説
も
あ
る
。

黒
田
藩
は
長
崎
の
行
き
帰
り
に
は
長
崎
街
道
を
通
っ
た
が
、
鍋
島
藩
は

専
ら
多
良
街
道
を
通
っ
た
。
鍋
島
藩
は
沢
山
の
家
来
を
連
れ
て
こ
の
街
道

か

ご

を
往
来
し
た
際
、
そ
こ
に
駕
籠
を
留
め
て
休
憩
さ
れ
た
。
そ
の
駕
籠
立
場

が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
茶
店
と
並
ん
で
北
側
に
高
麗
芝
を
い
っ
ぱ
い
植
え
、

し
っ
く
い

中
央
に
四
�
四
方
く
ら
い
の
漆
喰
の
台
を
作
り
、
そ
の
上
に
駕
籠
を
お
い

た
。
こ
の
西
隣
り
の
茶
店
の
境
内
に
は
紅
色
の
山
茶
花
の
大
木
が
あ
っ
て
、

旅
人
の
目
を
慰
め
た
の
で
『
山
茶
花
の
茶
屋
』
と
い
う
名
が
起
こ
っ
た
。

し
た
つ
づ
み

サ
ザ
ン
カ
の
実
か
ら
カ
タ
シ
油
が
と
れ
る
。こ
こ
の
ト
ロ
ロ
汁
に
舌
鼓

を
打
っ
て
、
笠
を
忘
れ
た
の
が
前
述
の
唄
で
あ
る
。

こ
の
多
良
岳
に
は
湯
江
・
長
里
・
小
川
原
浦
・
井
崎
・
多
良
の
各
所
か

ら
登
山
口
が
あ
る
。
な
お
、
近
道
と
し
て
は
帆
柱
岳
の
麓
を
越
え
て
浜（
鹿

島
市
）
へ
出
る
道
も
あ
る
。

多
良
街
道
は
、
こ
の
山
茶
花
か
ら
糸
岐
へ
下
っ
て
、
多
良
の
古
賀
に
あ

る
上
使
屋
へ
着
く
。
諫
早
領
は
こ
の
太
良
町
ま
で
で
、
こ
こ
ま
で
を
村
人

と
ん
さ
ん
み
ち

は
殿
様
道
と
い
い
、
ま
た
、
多
良
街
道
と
い
っ
た
。

『
遠
竹
名
水
茶
屋
』
こ
こ
が
い
わ
ゆ
る
山
茶
花
の
茶
屋
で
あ
る
。

旧
街
道
の
上
目
往
還
は
こ
こ
を
通
る
。
下
の
竹
崎
街
道
を
下
目
往
還

と
言
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
街
道
を
上
目
往
還
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
街
道
は
大
昔
の
頃
よ
り
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
付
近
一
帯
は
大
正
の
初
期
ま
で
は
、
山
林
ら
し
き
も
の
が
な

く
、
現
在
の
農
場
よ
り
帆
柱
岳
ま
で
た
だ
見
渡
す
限
り
の
大
草
原
で

あ
っ
た
。
こ
の
大
草
原
も
藩
改
の
頃
（
明
治
維
新
の
頃
）
ま
で
は
各

村
々
の
持
分
と
し
て
区
分
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
諫
早
の

高
級
武
家
の
乗
馬
用
牧
草
を
各
村
々
に
割
当
て
ら
れ
る
為
で
、
農
民

総
出
で
刈
り
取
ら
れ
乾
草
と
し
て
諫
早
へ
無
償
で
協
同
出
荷
し
た
の

で
あ
る
。

山
茶
花
は
こ
の
大
草
原
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
家
は
一
軒
も

な
く
無
人
の
里
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
山
茶
花
と
か
水
茶
屋
と
か

の
地
名
も
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。

山
茶
花
に
は
江
戸
中
期
の
元
禄
の
頃
、
領
主
の
休
憩
場
と
し
て
お

駕
籠
場
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
お
駕
籠
場
と
い
え
ば
大
名
が
江

戸
参
勤
を
す
る
よ
う
に
、
諫
早
家
で
は
鍋
島
家
の
陪
臣
な
る
故
佐
賀

参
勤
の
義
務
が
あ
っ
た
。
こ
こ
が
湯
江
と
多
良
の
中
間
に
位
置
し
た

の
で
こ
こ
を
休
憩
場
と
し
て
お
駕
籠
場
を
設
け
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
位
置
は
大
塚
氏
が
住
ん
で
い
た
宅
地
で
、
そ
こ
は
石
垣
に
囲
ま
れ
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た
一
角
で
あ
る
。
道
側
の

中
央
に
二
間
に
一
間
（
一

間
は
約
一
・
八
�
）
の
葺

ぶ
き
の
門
が
あ
り
、
周
囲

に
は
山
茶
花
（
桃
色
花
）

が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
秋

の
終
わ
り
に
は
こ
の
山
茶

花
で
彩
ら
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
頃
よ
り
こ
の

附
近
一
帯
を
山
茶
花
と
呼

ぶ
様
に
な
り
、
山
茶
花
と

い
う
地
名
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

山
茶
花
は
お
駕
籠
場
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
東
長
崎
の
矢
上

よ
り
農
民
が
移
住
し
て
来
た
。
井
手
、
大
塚
、
中
島
の
三
戸
で
あ
る
。

移
住
年
代
は
お
そ
ら
く
幕
末
近
く
に
な
っ
て
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
ら
農
民
は
命
令
に
よ
っ
て
移
住
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ひ
か
ん

は
被
官
（
世
話
役
）
の
様
な
役
職
で
あ
っ
た
。
彼
等
に
は
名
字
を
附

せ
ら
れ
、
お
供
の
場
合
は
帯
刀
（
脇
差
丈
）
も
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
幕
末
に
な
っ
て
、
長
里
か
ら
も
三
戸
の
農
民
が
移
住
し
て

き
た
。
藤
原
、
横
田
、
山
口
の
三
戸
で
あ
る
。
こ
の
三
戸
も
命
令
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
六
戸
の
す
べ
て
に
扶

持
（
藩
主
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の
）
が
つ
い
て
い
た
。
扶
持
は
普
通

の
場
合
は
米
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
だ
け
は
麦
で
あ
っ
た
。
一
年
間

に
大
麦
二
俵
を
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
六
戸
の
農
民
は
、

明
治
の
末
年
ま
で
こ
こ
に
定
住
し
た
の
で
あ
る
。

お
駕
籠
場
は
普
通
、
諫
早
家
で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
幕
末

に
な
っ
て
鍋
島
家
で
は
長
崎
警
備
の
た
め
長
崎
へ
行
き
来
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
山
茶
花
は
そ
の
通
路
と
な
り
、
鍋
島
家
で
こ
の
お
駕
籠

場
を
使
用
す
る
事
が
度
々
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
は
、
長
里
村
か
ら
田

古
里
村
ま
で
の
ご
家
中
は
、
鍋
島
家
を
お
迎
え
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。

そ
の
頃
に
は
、
一
般
人
の
往
来
も
頻
繁
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
地

で
休
息
す
る
人
も
次
第
に
増
加
し
て
き
た
。
そ
こ
で
住
民
の
一
人
藤

原
左
内
は
、
茶
屋
を
開
く
事
と
し
、
時
遇
ソ
バ
汁
、
ド
ク
ベ
ー
を
作
っ

て
旅
人
を
労
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
が
茶
屋
の
始
ま
り
で
、
そ
れ

以
来
、
こ
こ
を
茶
屋
と
呼
ぶ
様
に
な
っ
た
。
こ
の
茶
屋
も
明
治
の
末

年
ま
で
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

お
駕
籠
場
も
廃
藩
置
県
と
同
時
に
廃
止
さ
れ
、
こ
の
時
す
べ
て
の

山
茶
花
も
掘
り
取
ら
れ
、
一
本
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
、
田

原
の
新
堂
逸
居
氏
が
一
株
を
買
い
受
け
、
田
原
へ
移
植
し
た
一
本
だ

け
が
新
堂
家
に
現
存
し
、
毎
年
麗
わ
し
い
花
を
咲
か
し
て
い
る
。

こ
の
お
駕
籠
場
よ
り
東
に
約
五
十
�
の
郡
界
に
は
、
二
十
四
�
角

で
高
さ
約
一
・
八
�
の
石
柱
が
立
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
北
、
藤
津

郡
之
内
田
古
里
村
・
南
、
高
来
郡
之
内
遠
竹
村
と
あ
る
。
こ
れ
は
明

治
十
年
、
大
浦
中
畑
の
木
下
権
平
氏
の
筆
蹟
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

幾
百
年
の
長
い
間
、
大
草
原
を
保
っ
て
来
た
山
茶
花
一
帯
も
、
時

代
の
流
れ
と
共
に
植
林
が
継
続
さ
れ
、
昔
日
の
面
影
が
な
く
な
り
、

近
き
将
来
、
杉
桧
の
大
森
林
と
化
す
で
あ
ろ
う
。

駕籠立場跡
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き
ん
せ
ん

じ

２９

太
良
嶽
神
社
と
金
泉
寺

現
在
の
佐
賀
県
藤
津
郡
と
長
崎
県
北
高
来
郡
の
郡
境
を
示
す
境
界
石
を

見
て
水
茶
屋
を
通
り
、
山
茶
花
溜
池
を
右
手
に
眺
め
三
番
多
良
を
通
り
、

帆
柱
岳
中
腹
か
ら
約
一
、
五
〇
〇
�
の
細
い
山
道
を
登
り
つ
め
た
所
に
一

ぐ
う

の
宮
が
あ
る
。
こ
の
一
の
宮
神
社
は
太
良
嶽
神
社
の
前
宮
と
も
呼
ば
れ
、

子
ど
も
の
健
康
の
神
様
で
あ
る
。

一
の
宮
の
参
拝
を
済
ま
し
、
つ
げ
の
尾
平
に
下
り
、
前
岳
の
中
腹
一
帯

の
県
の
造
林
地
を
左
手
に
眺
め
な
が
ら
、
立
岩
を
経
て
木
戸
口
に
着
く
。

こ
の
木
戸
口
に
は
、
井
崎
の
泣
浜
海
岸
か
ら
、
鬼
が
担
ぎ
上
げ
た
伝
説
の

三
個
の
石
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
き
さ
は
想
像
に
絶
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
急
坂
を
登
り
つ
め
た
所
が
多
良
岳
の
山
頂
で
あ

る
。太

良
嶽
神
社
か
ら
西
側
の
険
し
い
坂
道
を
下
る
こ
と
約
五
〇
〇
�
。
こ

え
ん

こ
に
役
の
行
者
の
石
像
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
本
歯
の
下
駄
の
由
来
が
書

い
て
あ
る
。
そ
の
す
ぐ
下
に
あ
る
鳥
居
は
、
金
泉
寺
住
職
が
建
て
た
も
の

で
あ
り
、
太
良
嶽
神
社
の
祠
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

金
泉
寺
は
こ
こ
か
ら
徒
歩
で
五
分
く
ら
い
の
地
に
建
っ
て
い
る
。
こ
の

金
泉
寺
の
由
来
と
は
、
元
明
天
皇
の
和
銅
年
間
（
七
〇
八
年
よ
り
）、
行

基
は
諸
国
を
巡
り
歩
い
た
折
り
竹
崎
に
上
陸
し
、
観
音
像
を
刻
ん
で
そ
の

地
を
霊
場
と
し
て
観
音
寺
を
建
立
し
、
つ
い
で
多
良
岳
に
登
り
釈
迦
・
弥

陀
・
観
音
の
三
像
を
安
置
し
て
三
社
大
権
現
の
本
体
と
し
た
。
権
現
と
は
、

仮
に
現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
印
度
の
仏
が
日
本
国
に
来
て
、
神
に
な
っ

て
現
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

平
安
朝
（
八
〇
〇
年
頃
）
の
は

じ
め
、
弘
法
大
師
が
こ
の
山
に
と

ど
ま
っ
て
、
き
れ
い
な
水
の
湧
き

出
る
所
に
寺
を
建
て
、
金
泉
寺
と

命
名
し
、
不
動
明
王
を
刻
ん
で
本

尊
と
し
、
真
言
宗
の
道
場
と
し
た
。

平
安
時
代
に
は
雲
仙
の
万
明
寺
と

と
も
に
栄
え
、
近
く
の
神
社
や
寺

院
は
み
ん
な
そ
の
支
配
下
に
属
し

た
。鎌

倉
・
室
町
時
代
（
一
一
八
五

〜
一
五
七
三
）
が
過
ぎ
、
天
正
十

一
年
（
一
五
八
三
）、
キ
リ
シ
タ

ン
宗
徒
に
よ
っ
て
寺
は
焼
か
れ
た
。

徳
川
三
代
将
軍
家
光
は
、鎖
国
を

厳
し
く
し
て
長
崎
を
唯
一
の
貿
易

港
と
し
、オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
だ
け

に
通
商
を
許
し
た
。そ
の
か
た
わ

ら
、ま
す
ま
す
キ
リ
シ
タ
ン
宗
を

厳
し
く
取
り
締
ま
り
、一
方
で
は

神
社
や
寺
院
の
復
興
を
進
め
た
。

し
げ

時
の
住
職
覧
海
は
、諫
早
領
主
茂
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ざ
ね真
に
願
い
出
て
寄
進
を
募
り
、

一
挙
に
金
泉
寺
を
再
建
し
た
。

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
七

十
八
年
間
の
神
津
倉
の
仮
住
居

を
閉
じ
、
本
尊
を
山
上
に
移
し

て
盛
大
な
祭
り
を
営
ん
だ
。

今
日
で
も
登
山
を
兼
ね
て
の

参
詣
者
が
多
く
、
境
内
に
は
登

山
者
の
た
め
の
宿
泊
施
設
も
整

備
さ
れ
て
、
四
月
八
日
の
お
釈

迦
様
の
お
祭
り
日
は
多
く
の
参

詣
人
が
あ
る
。

３０

「
遠
岳
秀
慶
」
と
そ
の
後

遠
岳
秀
慶
に
つ
い
て
は
、「
葉
隠
」
に
そ
の
名
が
登
場
し
て
く
る
。
そ

ぬ
い
の
す
け

は
な
し

れ
は
葉
隠
の
聞
書
第
八
の
第
九
・
三
六
項
の
本
文
に「
石
井
縫
殿
助
、
放

う
ち

き

か

え
ん
ど
う
か
と
く

討
に
行
っ
て
奇
禍
、
養
子
鹽
童
家
督
を
実
子
に
譲
る
」
の
事
件
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
放
討
（
封
建
時
代
に
お
け
る
成
敗
の
一
種
。
主
命
に
よ
っ

と
が

ぬ
き

て
科
人
を
そ
の
場
で
、
抜
打
ち
に
討
果
す
こ
と
）
は
、
元
和
七
年
（
一
六

り
ん
え
い
き
ゅ
う

二
一
）
十
一
月
二
十
一
日
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
話
の
中
で
「
林
栄
久

の
三
男
藤
竹
源
右
衛
門
（
註
十
）、
小
城
御
家
来
に
て
候
」
と
書
か
れ
、

そ
の
説
明
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

げ
ん
う

え
も
ん

よ

（
註
十
）「
藤
竹
源
右
衛
門
、
藤
竹
は
ト
ウ
ダ
ケ
と
訓
み
、
遠
岳
と
も
書

く
。
源
右
衛
門
、
名
は
貞
展
。
林
栄
久
の
三
男
で
、
遠
岳
秀
慶
の
養

子
と
な
っ
た
。

秀
慶
は
も
と
諫
早
遠
岳
城
主
の
子
で
、
歿
落
の
時
、
叔
父
の
僧
侶

を
頼
っ
て
田
手
東
妙
寺
（
神
埼
郡
三
田
川
村
）
に
入
り
、
出
家
し
て

げ
ん
ぞ
く

い
た
が
、
鍋
島
直
茂
が
田
手
村
鷹
狩
の
時
、
見
出
さ
れ
て
還
俗
し
、

遠
岳
の
名
字
を
賜
わ
っ
た
。
龍
造
寺
政
家
の
長
女
お
安
姫
が
毛
利
豊

お
つ
き

前
勝
永
と
の
婚
礼
の
時
、
御
付
と
な
り
、
帰
国
後
、
直
茂
の
隠
居
所

多
布
施
御
館
の
御
台
所
役
を
勤
め
、
終
始
大
黒
柱
の
側
に
詰
め
て
い

た
か
ら
、
そ
の
頃
大
黒
柱
の
事
を
秀
慶
柱
と
も
い
っ
た
。
源
右
衛
門

は
秀
慶
の
養
子
と
な
り
、
小
城
藩
祖
鍋
島
元
茂
に
付
け
ら
れ
て
小
城

家
来
と
な
り
、
有
馬
陣
に
戦
功
が
あ
っ
た
。
寛
文
十
二
年
（
一
六
七

二
）
十
一
月
二
十
三
日
歿
。
年
七
十
。」

以
上
の
事
柄
が
、
葉
隠
の
聞
書
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

佐
賀
県
の
遠
岳
氏
十
二
代
遠
岳
弘
直
氏
の
兄
、
冨
岡
美
彦
氏
の
調
査
と
遠

岳
氏
家
譜
に
つ
い
て
連
絡
を
受
け
た
。
そ
こ
で
遠
岳
秀
慶
に
つ
い
て
の
補

足
を
、
遠
岳
氏
家
譜
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

秀
慶
が
出
生
し
た
永
禄
年
間
は
、
九
州
も
ま
た
戦
国
動
乱
の
中
に
あ
っ

た
。そ
の
九
州
で
は
大
友
・
有
馬
・
龍
造
寺
の
諸
氏
が
、九
州
制
覇
を
狙
っ

て
い
た
。
や
が
て
龍
造
寺
軍
と
有
馬
・
大
村
・
西
郷
・
松
浦
等
の
連
合
軍

に

が
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
佐
賀
県
小
城
郡
丹
坂
峠
で
対
戦
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
戦
で
龍
造
寺
軍
に
敗
れ
た
有
馬
氏
配
下
の
西
郷
純
尭
等

は
伊
佐
早
へ
帰
っ
た
。
西
郷
氏
家
中
の
遠
岳
尭
増
や
井
崎
綱
道
等
も
戦
に

南平墓碑群
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参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
消
息
は
わ
か
ら
な
い
。

九
州
東
部
は
肥
前
制
圧
を
目
指
す
大
友
氏
や
龍
造
寺
氏
が
あ
り
、
そ
の

龍
造
寺
隆
信
が
、
永
禄
六
年
か
ら
須
古
村
（
佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町
）
の

平
井
氏
攻
め
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
大
友
氏
は
再
び
龍
造
寺
氏
を
攻
め
、

肥
前
へ
侵
攻
し
て
き
た
。
こ
の
時
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
龍
造
寺

軍
は
大
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
遠
岳
秀
慶
は
そ
の
頃
、
遠
竹
村
権
現
岳

の
城
主
一
族
の
子
と
し
て
出
生
し
た
、
と
い
わ
れ
る
。

秀
慶
の
父
は
、
戦
乱
の
続
く
中
で
子
の
将
来
を
案
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

城
を
退
去
し
て
筑
後
（
福
岡
県
）
へ
行
く
事
を
決
意
し
た
。
そ
こ
で
ひ
と

ま
ず
、
秀
慶
を
東
妙
寺
（
佐
賀
県
神
埼
郡
田
手
村
）
に
あ
ず
け
る
事
に
し

た
。
寺
の
住
職
は
、
秀
慶
の
叔
父
に
な
る
。
父
は
乳
母
夫
婦
に
二
歳
の
秀

た
く

慶
を
託
し
た
。
そ
の
後
、
父
は
筑
後
へ
い
っ
た
。

た
ど

乳
母
夫
婦
は
戦
火
を
逃
れ
、
や
っ
と
東
妙
寺
に
辿
り
つ
き
、
住
職
に
秀

ぐ
う

慶
の
事
を
相
談
し
た
。
住
職
は
早
速
、
門
前
に
乳
母
夫
婦
の
寓
居
を
用
意

し
て
、
そ
こ
で
秀
慶
を
育
て
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
龍
造
寺
氏
の
西
肥
前
の
制
圧
が
始
ま
り
、
翌

二
年
に
須
古
村
の
平
井
氏
は
、
龍
造
寺
軍
の
侵
攻
で
遂
に
滅
亡
し
た
。
こ

お
ち
う
ど

の
須
古
高
城
が
落
城
す
る
時
、
平
井
氏
方
の
落
人
達
が
こ
の
遠
竹
村
や
伊

佐
早
・
大
村
・
玄
界
の
島
々
へ
と
落
ち
の
び
て
い
っ
た
。
西
郷
氏
は
、
こ

か
や
ぜ

の
頃
萱
瀬
に
侵
攻
し
て
い
た
と
い
う
。

天
正
四
年
龍
造
寺
軍
は
、
伊
佐
早
領
と
大
村
領
へ
侵
攻
し
た
。
七
浦
で

龍
造
寺
軍
と
西
郷
軍
と
の
激
戦
が
あ
り
、
戦
は
竹
崎
方
面
に
も
展
開
さ
れ

た
ら
し
く
、
竹
崎
で
は
西
郷
氏
の
伏
兵
が
龍
造
寺
軍
と
戦
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
龍
造
寺
隆
信
が
、
平
戸
、
伊
万
里
、
彼
杵
（
大

村
）
を
侵
攻
し
て
、
伊
佐
早
の
高
城
を
囲
ん
だ
。
北
肥
戦
誌
に
よ
る
と
、

げ
ん
ば
ん
の
じ
ょ
う

宇
木
城
主
西
郷
玄
蕃
允
は
、
龍
造
寺
軍
に
降
伏
を
し
た
、
と
あ
る
。
龍

造
寺
軍
に
包
囲
さ
れ
た
中
で
、
茶
臼
山
砦
の
井
崎
左
衛
門
尉
綱
道
や
船
越

城
の
遠
岳
治
部
少
輔
尭
増
等
の
守
備
隊
側
の
様
子
は
不
明
で
あ
る
。
参
陣

ま
さ

し
て
い
た
西
郷
純
尭
の
弟
、
深
堀
純
賢
が
龍
造
寺
と
の
中
に
入
り
、
和
議

き
し
ょ
う

を
結
ぶ
事
に
な
っ
た
。
こ
の
和
議
の
時
、
西
郷
一
門
二
十
六
人
の
起
請

文
を
龍
造
寺
隆
信
へ
出
し
た
。
こ
の
起
請
文
の
中
に
、
遠
岳
治
部
少
輔
尭

増
と
井
崎
左
衛
門
尉
綱
道
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
頃
、
遠
岳
秀
慶
の
父
が
筑
後
（
福
岡
県
）
で

と
く
ど

病
死
し
た
。そ
の
た
め
秀
慶
は
住
職
を
師
と
し
て
得
度（
僧
に
な
る
こ
と
）

し
、
名
を
秀
慶
と
改
め
た
。
秀
慶
が
十
三
歳
の
春
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
秀

慶
は
勉
学
に
励
み
、
父
の
追
善
供
養
を
し
た
。

た
か

数
年
後
、
鍋
島
直
茂
が
田
手
村
で
鷹
狩
り
を
し
た
時
、
東
明
寺
で
休
息

を
し
た
。
こ
の
時
住
職
は
、
お
茶
の
接
待
を
秀
慶
に
さ
せ
た
。
お
茶
の
入

れ
方
に
感
心
し
た
直
茂
は
、
秀
慶
の
こ
と
を
住
職
に
尋
ね
た
。
そ
こ
で
住

職
は
、
秀
慶
の
素
生
に
つ
い
て
話
を
し
た
。
直
茂
は
い
た
く
感
じ
て
、「
そ

げ
ん
ぞ
く

そ
う
り
ょ

れ
で
は
秀
慶
を
こ
れ
か
ら
還
俗
（
僧
侶
が
再
び
世
間
な
み
の
人
と
な
る
こ

と
）
さ
せ
て
武
士
と
な
り
、
や
が
て
そ
の
子
孫
が
代
々
と
続
け
ば
、
秀
慶

の
亡
父
も
本
懐
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
と
住
職
に
話
し
た
。
そ
う
し
て

僧
名
を
改
め
て
「
遠
岳
秀
慶
」
と
名
乗
る
こ
と
、
城
へ
出
仕
す
る
よ
う
に

い
っ
て
直
茂
は
帰
城
し
た
。
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そ
れ
か
ら
遠
岳
秀
慶
は
城
に
参
り
、

知
行
十
七
石
を
い
た
だ
き
、
直
茂
の

も
と
に
近
侍
と
し
て
長
く
仕
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
初
代
遠
岳
氏
の
始
ま

り
で
あ
る
。

天
正
十
二
年
（
一
五
八
三
）
龍
造

寺
軍
と
島
津
・
有
馬
の
連
合
軍
が
戦

い
、
隆
信
が
戦
死
し
た
。
そ
の
た
め

鍋
島
飛
弾
守
（
直
茂
）
は
、
西
郷
一

門
十
四
名
に
起
請
文
を
提
出
さ
せ
た
。

こ
の
起
請
文
に
は
、
井
崎
左
衛
門
尉

綱
道
と
遠
岳
治
部
少
輔
尭
運
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
遠
岳
氏
は
尭
増
の

名
か
ら
、
尭
運
と
変
わ
っ
て
い
る
。

（
佐
賀
県
立
図
書
館
鍋
島
家
資
料
）

め
と

遠
岳
秀
慶
は
妻
を
娶
り
、
や
が
て
娘
が
誕
生
し
た
。
天
正
十
八
年
（
一

お
や
す

九
五
〇
）
関
白
秀
吉
の
仲
介
で
、
龍
造
寺
政
家
の
息
女
於
安
と
小
倉
城
主

毛
利
勝
信
の
嫡
子
勝
永
と
の
婚
姻
が
結
ば
れ
た
。
そ
こ
で
秀
慶
は
於
安
姫

の
お
供
と
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
毛
利
家
に
仕
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

小
倉
か
ら
の
帰
国
が
で
き
な
い
た
め
、
義
母
が
大
変
悲
し
ん
だ
。
秀
慶
は

一
人
残
る
義
母
の
こ
と
を
考
え
て
、
妻
子
と
別
れ
、
小
倉
へ
出
立
す
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
時
娘
は
三
歳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
後
、
妻
は
松
井
兵

衛
に
再
嫁
し
た
。

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
毛
利
勝
永
は
父
勝
信
と
共
に
、
関
ヶ
原
戦
で

西
軍
に
つ
い
て
敗
戦
と
な
り
、
豊
前
小
倉
領
は
没
収
と
な
っ
た
。
そ
の
後

肥
後
（
熊
本
県
）
の
加
藤
清
正
に
預
け
ら
れ
、
六
年
に
土
佐
（
高
知
県
）

の
山
内
一
豊
に
預
け
ら
れ
た
。
こ
の
間
勝
永
は
妻
於
安
を
鍋
島
家
に
預
け

て
い
た
が
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
於
安
は
土
佐
に
引
き
と
ら
れ
た
。

ふ

秀
慶
も
ま
た
鍋
島
家
よ
り
於
安
に
従
っ
て
、
土
佐
へ
赴
任
し
た
。

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
五
月
、
そ
の
当
時
「
土
佐
御
前
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
於
安
が
土
佐
で
死
去
し
た
。
そ
の
後
秀
慶
は
帰
国
し
て
、
再
び

直
茂
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

い
ん
き
ょ

直
茂
は
す
で
に
隠
居
し
て
い
た
の
で
秀
慶
は
隠
居
附
と
な
り
、
多
布
施

館
（
宗
智
寺
）
の
御
台
所
に
勤
め
て
い
た
。
夜
も
白
大
黒
柱
の
側
に
つ
め

て
座
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
頃
大
黒
柱
の
こ
と
を
「
秀
慶
柱
」
と
い
わ
れ

て
い
た
。

そ
の
後
秀
慶
に
は
跡
継
ぎ
が
な
い
た
め
、
林
利
兵
衛
貞
正
（
林
栄
久
改

じ
ん

さ
だ
ひ
ろ

名
）
の
三
男
甚
九
郎
を
養
子
と
し
た
（
後
に
源
右
衛
門
貞
展
）。
そ
れ
か

ら
甚
九
郎
に
家
督
を
ゆ
ず
り
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
九
月
二
十
九
日

歿
・
五
十
八
歳
（
快
翁
秀
慶
居
士
・
龍
泰
寺
）。

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
甚
九
郎
十
二
歳
の
時
、
鍋
島
元
茂
（
祖
父

き
ん
じ

直
茂
、
父
勝
茂
、
小
城
藩
祖
）
の
近
侍
と
な
る
。
知
行
は
一
両
月
前
に
六

十
石
の
加
増
が
あ
っ
た
。
本
地
あ
わ
せ
て
七
十
七
石
で
あ
る
。
元
茂
の
供

と
し
て
甚
九
郎
は
江
戸
へ
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
大
坂
夏
の
陣
が
あ
り
、
大
坂
落
城
の
時
毛
利

起 請 文
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勝
永
父
子
は
自
害
し
た
。
於
安
の
死
後
、
五
年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

元
和
二
年
元
茂
が
柳
生
宗
矩
に
柳
生
新
陰
流
兵
法
の
入
門
の
折
、
源
右

衛
門
（
甚
九
郎
）
も
同
時
に
入
門
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
、
そ
れ
ぞ
れ

兵
術
抜
群
の
成
績
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
ゅ
う
と

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
島
原
の
乱
の
時
、
源
右
衛
門
の
舅
川
浪

久
太
夫
が
病
気
の
た
め
、
軍
務
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ

む
こ

で
婿
の
源
右
衛
門
が
名
代
と
し
て
川
浪
久
太
夫
の
組
を
預
か
っ
て
、
出
陣

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

き

わ
ら

寛
永
十
五
年
二
月
二
十
一
日
、
一
揆
側
の
夜
襲
が
あ
っ
た
。
敵
は
藁
に

こ
う
ろ
う

火
を
つ
け
て
、
高
楼
（
見
張
り
台
）
に
投
げ
て
き
た
。
こ
の
時
源
右
衛
門

よ
ろ
い

は
終
夜
鎧
を
も
っ
て
打
ち
は
ら
い
、
火
を
消
し
て
い
っ
た
の
で
全
焼
を

つ
ぶ
て

ま
ぬ
が
れ
た
。
し
か
し
こ
の
間
敵
は
度
々
礫
を
源
右
衛
門
に
投
げ
、
源

右
衛
門
は
負
傷
し
た
。（
元
茂
公
年
譜
・
勝
茂
公
譜
考
九
佐
賀
県
近
世
史

料
）源

右
衛
門
は
老
後
、
家
督
を
覚
兵
衛
に
ゆ
ず
り
寛
文
十
二
年
（
一
六
七

二
）
七
十
歳
で
逝
去
す
る
。

佐
賀
の
遠
岳
氏
も
幾
多
の
戦
乱
を
く
ぐ
り
ぬ
き
、
子
孫
は
連
綿
と
し
て

十
二
代
弘
直
氏
へ
と
続
い
て
い
る
。

本
文
は
佐
賀
の
遠
岳
氏
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、丸
岡
の
遠
嶽
氏（
東
京
）

他
の
遠
岳
氏
も
そ
れ
ぞ
れ
各
地
で
活
躍
で
あ
る
。
遠
岳
秀
慶
の
資
料
は
冨

岡
美
幸
氏
（
弘
直
氏
兄
）、
古
文
書
と
花
押
の
写
真
は
東
京
の
遠
嶽
信
幸

氏
の
資
料
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３１

鶴
田
遠
江
守
に
つ
い
て

別
説
に
よ
れ
ば
遠
江
守
は
、
松
浦
党
を
祖
と
す
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

波
多
氏
の
内
紛
で
、
鶴
田
氏
も
そ
れ
ぞ
れ
分
裂
し
て
い
っ
た
。
遠
江
守
の

父
も
又
、
同
じ
く
分
か
れ
て
、
平
井
氏
の
傘
下
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

遠
江
守
の
幼
少
時
代
は
佐
賀
・
白
石
周
辺
で
育
ち
、
や
が
て
父
と
共
に

戦
闘
に
参
加
し
そ
の
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
き
た
。

戦
国
動
乱
の
中
、
九
州
は
群
雄
割
拠
、
北
部
九
州
は
大
友
氏
の
勢
力
が

強
く
龍
造
寺
氏
攻
略
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
波
多
・
有
馬
氏
及
び
そ

の
傘
下
の
松
浦
・
彼
杵
・
高
来
の
連
合
軍
が
配
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

三
月
に
有
馬
義
貞
は
一
手
に
大
村
純
忠
や
平
井
経
治
等
を
中
心
と
し
別

の
一
手
に
西
郷
純
堯
等
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
鶴
田
遠
江
守
と
西
郷
家
の
遠
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岳
尭
増
と
の
出
合
い
が
あ
り
、

そ
の
後
の
親
交
が
深
め
ら
れ
て

い
っ
た
。

上
松
浦
党
が
分
裂
し
て
、
上

松
浦
党
の
鶴
田
氏
は
龍
造
寺
方

へ
と
走
っ
た
者
も
あ
っ
た
。
や

が
て
「
丹
坂
ノ
戦
」
で
龍
造
寺

隆
信
方
は
一
大
転
機
を
つ
か
み
、

反
対
に
西
郷
氏
等
は
伊
佐
早
へ

敗
走
し
た
。

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
隆

信
は
、
肥
前
中
部
平
定
と
要
地
、

須
古
改
め
が
始
ま
っ
た
。
翌
年
、
隆
信
に
敗
れ
て
講
和
が
結
ば
れ
た
が
、

平
井
氏
の
高
城
防
塁
が
く
ず
さ
れ
た
。
平
井
経
治
は
、
百
八
十
余
人
を
つ

れ
て
藤
津
郡
吉
田
に
退
い
た
。
遠
江
守
ら
は
や
む
な
く
遠
竹
村
へ
落
ち
の

び
て
き
た
。

肥
前
西
部
を
平
井
氏
と
講
和
で
安
定
さ
せ
た
隆
信
は
、
大
友
氏
と
の
抵

抗
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。
肥
前
と
筑
後
地
方
は
戦
い
の
連
続
で
あ
り
、

ま
た
和
議
と
離
反
が
続
い
て
い
た
。

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
隆
信
と
大
友
氏
が
和
睦
、
こ
の
頃
遠
江
守

の
叔
母
が
遠
竹
村
で
病
死
す
る
。
翌
年
大
友
氏
が
隆
信
再
征
に
向
っ
た
。

今
山
合
戦
を
契
機
と
し
て
、
肥
前
に
お
け
る
龍
造
寺
隆
信
の
威
勢
が
高

ま
っ
た
。

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
平
井
経
治
は
手
勢
を
つ
れ
て
�
田
を
出
て
須

古
高
城
を
囲
む
、
こ
の
時
鶴
田
遠
江
守
は
主
家
の
も
と
へ
馳
せ
つ
け
て
、

高
城
奪
回
に
活
躍
す
る
。
そ
れ
は
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
を
聞

い
た
隆
信
は
一
万
余
騎
の
軍
勢
で
佐
嘉
を
出
た
。
今
回
は
地
元
白
石
周
辺

の
豪
族
が
、
平
井
氏
に
離
反
し
て
い
た
。
十
二
月
に
入
り
総
攻
撃
が
く
り

か
え
さ
れ
、
遂
に
二
十
日
落
城
と
な
っ
た
。
肥
前
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た

平
井
経
治
の
末
路
は
哀
れ
で
あ
っ
た
が
、「
城
兵
の
逃
れ
ん
と
し
て
、
討

お
ち
う
ど

た
れ
る
者
の
数
を
知
ら
ず
。」
の
記
録
の
如
く
、
そ
の
残
党
、
落
人
と
し

て
逃
れ
た
家
来
も
ま
た
哀
れ
で
あ
っ
た
。

須
古
落
城
に
よ
っ
て
西
部
方
面
に
逃
れ
た
中
に
、
諫
早
・
大
村
や
平
戸

た
ど

を
指
し
て
落
ち
て
い
っ
た
が
、
遠
竹
村
に
や
っ
と
辿
り
着
い
た
遠
江
守
一

ど

族
も
安
堵
の
い
と
ま
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
落
城
後
の
残
党
に
対
す
る
龍

せ
ん
さ
く

造
寺
軍
の
詮
索
が
き
び
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
全
く
名
を
か

く
し
、
逃
げ
隠
れ
の
生
活
で
あ
っ
た
。
遠
江
守
は
遠
岳
村
の
里
人
の
暖
か

と
ん

い
世
話
の
中
で
隠
遁
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
月
日
が
流
れ
龍
造
寺

軍
の
詮
索
も
ゆ
る
む
頃
、
遠
江
守
一
族
は
懐
か
し
い
古
里
、
須
古
城
の
華

や
か
な
生
活
を
偲
び
須
古
踊
り
を
極
秘
の
う
ち
に
実
施
し
て
、
せ
め
て
も

の
慰
め
と
し
て
暮
ら
し
た
き
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
遠
岳
氏
に
か
わ
り
村
の
平
和
に
つ
く
し
て
き
た
が
、
再
び
龍

造
寺
軍
の
伊
佐
早
侵
攻
が
な
さ
れ
た
。
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
以
来
の

伊
佐
早
以
東
は
あ
わ
た
だ
し
く
、
近
く
の
竹
崎
城
も
龍
軍
の
北
島
氏
に

よ
っ
て
度
々
の
侵
攻
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
遠
江
守
は
、
抵
抗
を
続

け
て
き
た
。
頼
み
の
遠
岳
氏
も
西
郷
一
門
の
中
で
動
け
な
い
状
況
に
あ
っ

岩宗墓石群
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た
。
孤
立
無
援
の
中
で
竹
崎
城
の
北
島
氏
と
の
交
戦
に
敗
れ
、
一
族
と
共

に
討
死
し
た
。
時
に
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）、
こ
れ
か
ら
五
年
後
に
伊

佐
早
の
高
城
も
落
城
と
な
る
。
…
…

約
四
〇
〇
年
前
、
白
石
町
須
古
地
区
で
生
ま
れ
た
「
須
古
踊
り
」
は
平

井
氏
一
族
と
共
に
各
地
へ
と
離
散
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
離
散
し
た
各
地

で
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
〇
年
後
ま
で
そ
の
踊
り
を
継
承
し
て
い
る
。
故
郷
、
須

し
の

古
を
偲
ん
で
須
古
踊
を
演
じ
、
そ
の
人
達
が
帰
り
た
が
っ
た
故
郷
の
様
子

と
故
郷
で
の
姿
を
示
す
こ
と
が
亡
魂
の
供
養
で
あ
り
、
鎮
魂
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

３２

庵
寺
と
仏
像

南
平
方
面
よ
り
遠
竹
本
村
に
入
っ
た
、
三
叉
路
の
突
き
当
た
り
が
庵
寺

が
あ
っ
た
跡
で
、
通
称
「
庵
の
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
た
地
蔵
さ
ん
は
、
元
は
屋
敷
の
北
側
の
一
番
高
い

崖
上
の
大
石
の
上
に
建
立
し
て
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）

頃
の
宅
地
造
成
の
た
め
、
現
在
地
（
三
叉
路
よ
り
左
に
十
�
ば
か
り
入
っ

た
道
路
脇
）
に
移
転
さ
れ
た
。
台
座
に
は
『
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
乙

未
年

大
地
蔵
菩
薩
』
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
当
時
ま
で
、

そ
こ
に
庵
寺
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

地
元
の
長
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
慶
応
生
ま
れ
（
一
八
六
五
〜
六
七
）
の

祖
父
が
、
若
い
時
、
庵
寺
の
夢
を
み
た
。
さ
っ
そ
く
翌
朝
、
庵
寺
に
行
っ

て
あ
た
り
を
見
回
し
て
い
る
と
、
身
の
丈
約
五
十
�
の
観
音
さ
ん
の
立
像

と
、
約
二
十
五
�
の
阿
弥
陀
如
来
像
、
勢
至
菩
薩
の
座
像
の
三
体
を
見
つ

け
た
。
長
老
の
祖
父
は
自
分
の
家
で
祀
ろ
う
と
思
い
、
そ
れ
を
持
ち
帰
る

途
中
で
二
人
の
村
人
に
出
会
っ
た
の
で
、
そ
の
人
た
ち
に
一
体
ず
つ
分
け

ね
ん
ご
ろ

与
え
た
。
そ
の
仏
像
は
、
現
在
も
各
人
の
手
元
に
置
か
れ
、
懇
に
祀
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
年
一
回
、
仏
像
の
面
会
日
と
し
て
仏
像
を
持
ち
寄
り
、

み
ん
な
で
供
養
を
し
て
お
ら
れ
る

太
良
町
史
に
よ
れ
ば
、
こ
の
庵
寺
は
、
太
良
町
糸
岐
の
誓
願
寺
の
末
寺

で
『
高
来
郡
遠
岳
村
支
配
所
長
寿
庵
』
と
記
し
て
あ
る
。

遠
竹
本
村
に
は
、
誓
願
寺
の
門
徒
が
半
数
近
く
を
占
め
（
約
十
数
戸
）、

正
月
七
日
の
餅
開
き
に
は
、
遠
竹
の
門
徒
の
方
た
ち
が
お
参
り
し
な
け
れ

ば
始
ま
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

『
佛
教
の
知
識
百
科
』
よ
り

は
べ

如
来
は
、
数
多
い
菩
薩
の
中
か
ら
高
位
の
者
を
選
び
、
常
に
両
脇
に
侍
ら
せ

て
い
る
。
こ
の
菩
薩
を
「
脇
侍
の
菩
薩
」
と
呼
び
、
代
表
的
な
組
み
合
わ
せ
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

釈
迦
如
来
－
普
賢
菩
薩
－
文
殊
菩
薩

薬
師
如
来
－
日
光
菩
薩
－
月
光
菩
薩

阿
弥
陀
如
来
－
観
世
音
菩
薩
－
勢
至
菩
薩

大
日
如
来
－
虚
空
蔵
菩
薩
（
五
体
）
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第
二
節

小
長
井
町
小
字
名
一
覧
表

と
お
だ
け

遠
竹
名

ち
ん
じ
ゅ
ま
え

鎮
守
前

は
ぜ
の

て

櫨
ノ
手

て
み
ず
ざ
き

手
水
崎

め
し
ま

目
島

ま
つ
お
松
尾

か
ま釜

あ
さ
め
ざ
か

朝
目
坂

に
ひ
ゃ
く
や
ま

二
百
山

か
に
わ
ら

蟹
原

と
も
じ
り

友
尻

つ
ち
ど
こ

土
床

お
ざ
き

尾
崎

ば
ば
ん
ま
え

馬
場
前

や
ま
ん
か
み

山
神

ま
る
や
ま

丸
山

い
わ
む
ね

岩
宗

ご
ん
げ
ん
び
ら

権
現
平

だ
け
ん
ご

嶽
後

や
ま
な
か

山
中

た

ら
わ
ら

多
良
原

み
ず
な
し
が
わ
ら

水
無
川
原

な
が
た
に

長
谷

ま
え
び
ら

前
平

ま
つ
お
び
ら

松
尾
平

う
し
ろ
び
ら

後
平

や
な
ぎ
び
ら

柳
平

や
な
ぎ
だ
に

柳
谷

ふ
な
ぐ
ら

船
倉

か
み
や
な
ぎ

上
柳

く
し
ん
だ
に

久
真
谷

お
お
ご
う
や

大
高
野

し
も
み
な
み
び
ら

下
南
平

か
み
み
な
み
び
ら

上
南
平

の
が
わ

野
川

さ
か
ひ
ら

坂
平

し
も
ご
う
ち

下
河
内

あ
ら
ひ
ら

荒
平

は
ち
み
ず

鉢
水

そ
ら
み
ち

空
道

し
ろ
わ
ら
び

白
薇

ご
た
ん
だ

五
反
田

く
ろ
に

た

黒
仁
田

お
お
た
に

大
谷

そ
う
は
ぎ

草
萩

し
も
き
う
ら

下
木
裏

お
お
つ
じ

大
辻

か
み
き
う
ら

上
木
裏

さ
さ
は
ら

笹
原

お
お
く

ぼ

大
久
保

き
つ
ね
い
し
び
ら

狐
石
平

お
お
ひ
ら

大
平

か
み
ご
う
ち

上
河
内

か
り
あ
つ
め

狩
集

つ
ば
き
わ
ら

椿
原

う
め
ず
み

埋
炭

お
お
こ
ど
う

大
古
道

み
ず
ち
ゃ
や

水
茶
屋

さ
ざ
ん
か

茶
山
花

い
ざ
き

井
崎
名

は
た
ほ

こ

籏
保
子

な
が
は
ま

長
浜

た
け
さ
き

竹
崎

ま
え
だ
前
田

な
か
み
ち

中
道

ふ

ろ

ん

こ

風
呂
ノ
子

つ
じ辻

ふ
な
つ
船
津

ぬ
の
が
わ

布
川

か
み
あ
げ

上
揚

た
ち舘

う
さ
ぎ
じ
ま

兎
島

お
お
く

ぼ

大
久
保

ひ
あ
て

日
当

か
み
か
げ
び
ら

上
蔭
平

し
も
か
げ
び
ら

下
蔭
平

み
や
の
も
と

宮
ノ
本

か
い
む
ら

貝
村

こ
う
ち
河
内

ち
ょ
う
ち
ょ
う

長

々

い
し
む
ね

石
宗

さ
か
の
し
た

坂
ノ
下

な
か
や
ま

中
山

く
ろ
き
黒
木

い

で
ぐ
ち

井
手
口

お
お
ひ
ら

大
平

ま
く
ら
ぎ

枕
木

た
て
や
ま

建
山

さ
か
の
う
え

坂
ノ
上

よ
こ
み
が
わ

横
ミ
川

い
し
は
ら

石
原

そ
う
は
ぎ

草
萩

い
っ
ぽ
ん
ま
つ

一
本
松

つ
じ
み
ち

辻
道

ナ
ベ
ク
ラ

ふ
ち
の
う
え

渕
ノ
上

ま
る
お
丸
尾

か
き
の
き
わ
ら

柿
木
原

い
わ
し
た

岩
下

ヲ
レ
チ

と
く
が
と
う

徳
ヶ
頭

さ
る
ざ
き

猿
崎

つ
っ
き
り

築
切

ま
つ
の
も
と

松
ノ
元

こ

が

う
ら

小
川
原
浦
名

ぼ
う
の
も
と

坊
ノ
元

い
ん
た
ろ
う

犬
太
郎

ひ
ら
と
こ

平
床

は
や
ま

葉
山

し
も
か
わ

下
川

み
な
み
か
わ

南
川

で
ぐ
ち

出
口

な
が
ど
長
戸

お
に
づ
か

鬼
塚

ほ
ざ
き

帆
崎

に
し
く

ぼ

西
久
保

か
わ
く

ぼ

川
久
保

の
う
め

野
梅

か
み
く

ぼ

上
久
保

フ
タ
ニ
タ

か
み
か
わ
ぐ
ち

上
川
口

ど
う
め

ぎ

道
目
木

ふ
な
が
わ

船
川

な
か
お
中
尾

た
て
い
し

立
石

ほ
と
け
い
し

佛
石

―３１８―
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し
ん
た
ば
る

新
田
原
名

で
ん
し
ろ
う

傳
四
郎

な
が
は
た

長
畠

の

だ
野
田

た
ば
る

田
原
名

む
か
い
び
ら

向
平

み
な
み
だ

南
田

お
お
ぐ

ら

大
宮
良

し
ろ
や
ま

城
山

き
た
だ
北
田

こ

じ
ろ
う
が
わ

小
次
郎
川

く
わ
は
ら

桑
原

や

じ
ろ
う

弥
次
郎

み

つ
い
し

三
ツ
石

ま
た
ぎ
ば
や
し

又
木
林

た
ば
る
や
ま

田
原
山

う
わ
と
こ

上
床

お
り
お
び
ら

折
尾
平

お
り
お
折
尾

ふ
じ
さ
わ
ら

藤
佐
原

き
う
ら
ぎ

木
裏
木

ま
き牧
名

か
ん
ま
き

上
牧

し
も
ま
き

下
牧

ひ
ら
き
開

ま
る
お
丸
尾

ひ
ら
ば
る

平
原

ひ
ら
ば
る
う
え

平
原
上

お
お
さ
こ
だ
に

大
砂
谷

つ
つ
み
の
う
え

堤
ノ
上

し
ら
い
し
だ
に

白
石
谷

お
お
つ
じ

大
辻

な
か
じ
ま

中
島

こ

こ

ば

小
古
場

う
ま
み
馬
見

う
ち
ご
し

打
越
名

ど

い

の
う
ち

土
井
ノ
内

ご
ん
げ
ん
の
も
と

権
現
ノ
元

た

い
ば
ら

田
井
原

い
な
り
も
と

稲
荷
元

う
ば
が
し
た

姥
ヶ
下

う
ば
が
う
え

姥
ヶ
上

こ
だ
に
う
え

小
谷
上

う
ば
が
さ
き

姥
ヶ
崎

ね
こ
づ
か

猫
塚

い
し
ぶ
ち

石
渕

た

か
ど

足
リ
角

ふ
う
し
ょ
う

風
生

た
に
か
ど

谷
角

こ
う
ち
川
内
名

も
り
ま
え

森
前

つ
じ
ど
の

辻
殿

さ
る
や
ま

申
山

ふ
う
の

き
し
た

楓
ノ
木
下

や
だ
け
ま
え

矢
竹
前

か
み
た

い
ば
る

上
田
井
原

ひ
ら平

て
ら
の
も
と

寺
ノ
元

み
ず
と
り

水
取

ふ
う
の

き

楓
ノ
木

あ
ら
ひ
ら

荒
平

な
が
さ
か

長
坂

あ
ま
づ
つ
み

天
堤

し
み
ず

清
水

た
か
ひ
ら

高
平

ま
ご
め

馬
込

こ

ご
う
ち

小
川
内

し
ょ
う
あ

み

だ

正
阿
弥
陀

か
ん
ま
ご
め

上
馬
込

い
ち
り
ま
つ
し
た

一
里
松
下

に
あ
げ

荷
揚

ふ
か
た
に

深
谷

い
ま
こ

ば

今
古
場

お
お
み
ね

大
峰
名

じ
ょ
う
ざ
き

城
崎

ふ
な
つ
船
津

み
ね峰

に
し
み
ね

西
峰

た
し
ろ

田
代

く
り
ば
や
し

栗
林

と
の
さ
き

殿
崎

お

の
う
え

尾
ノ
上

お
お
ひ
が
し

大
東

お
お
に
し

大
西

さ
か
い
境

お
お
さ
き

大
崎

お
ざ
き

尾
崎

な
が
さ
と

長
里

お
お
が
ら
み

大
搦
名

に
し
た
に

西
谷

つ
じ
た
辻
田

ひ
が
し
だ
に

東
谷

か
ら
み
搦

ま
つ
み
ね

松
峰

い

で
び
ら

井
手
平

う
し
ろ
だ

後
田

や
ま
ん
か
み

山
神

ご
ん
げ
ん

権
現

お
ざ
き

尾
崎

な
か
お
中
尾

か
み
う
し
ろ
だ

上
後
田

ふ
た
ま
た

二
股

の

き
ざ
か

た
ぶ

ノ
木
坂

こ
じ
っ
た

い

小
実
田
井

お
お
じ
っ
た

い

大
実
田
井

ご
し
ょ

古
所

た
か
の

す

鷹
ノ
巣

な
か
も
ち

中
持

し
し
の
と
う

鹿
ノ
塔

お
お
ご
え

大
越

こ

ば
古
場
名

や
な
ぎ
が
は
ら

柳
ヶ
原

ひ
ろ
た
に

廣
谷

な
な
ま
が
り

七
曲
り

な
か
こ

ば

中
古
場

に

の
さ
か
う
え

二
ノ
坂
上

い
ざ
き
ば
し

井
崎
橋

し
ら
た
き

白
瀧

と
り
ご
え

鳥
越

ひ
ら
に

た

平
新
田

や
ま
ん
か
み
だ
に

山
神
谷

ひ
ろ
か
わ
ら

廣
川
良
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第
三
節

町
内
の
特
異
な
地
名

ど
う

め

き

○
道

目

木

田
原
溜
池
か
ら
船
津
川
は
流
れ
出
て
い
る
。そ
の
右
岸
側
に『
道
目
木
』

と
い
う
小
字
名
の
つ
い
て
い
る
所
が
小
川
原
浦
名
に
あ
る
。
場
所
は
船
津

ダ
ム
の
す
ぐ
下
流
で
川
が
湾
曲
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
メ
キ
』
と
は
瀬
の
早
い
川
岸
地
区
の
こ
と
で
、
流
水
音
の
ド
ウ
ド
ウ

と
響
く
音
か
ら
名
前
が
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
川
岸
地
区
で
、
お
な
じ
読
み
方
を
す
る
『
百
目
木
』『
百

目
鬼
』
な
ど
が
各
地
に
あ
る
。

○
一
本
松
さ
ん

広
い
原
野
の
中
と
か
集
落
な
ど
に
あ
る
一
本
の
松
の
大
木
は
、
旅
人
の

往
来
の
目
印
に
な
っ
た
り
、
休
憩
す
る
時
の
日
陰
に
も
な
っ
て
い
た
。
遠

く
か
ら
も
見
え
る
の
で
、
場
所
を
現
す
と
き
大
変
便
利
で
あ
っ
た
ろ
う
。

町
内
に
は
井
崎
名
に
『
一
本
松
』
の
名
が
つ
い
た
小
字
の
所
が
あ
る
。
ま

た
、
新
田
原
の
神
社
は
通
称
『
一
本
松
さ
ん
』
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
は
一
本
松
の
大
木
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

き

う
ら

ぎ

○
木

裏

木

田
原
名
に
『
木
裏
木
』
と
い
う
小
字
の
地
名
が
あ
る
。
当
地
は
昭
和
五

十
二
年
（
一
九
七
七
）
ま
で
は
小
川
原
浦
名
の
区
域
で
あ
っ
た
が
、
区
域

を
田
原
名
に
編
入
し
た
方
が
行
政
的
に
便
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
籍
調

査
が
実
施
さ
れ
た
と
き
田
原
名
の
区
域
に
編
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
場
所

は
農
場
バ
ス
停
の
森
商
店
の
所
か
ら
田
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
所
を
い
う
。

「
教
良
木
」（
キ
ヨ
ウ
ラ
ギ
）「
教
良
石
」（
キ
ヨ
ウ
ラ
イ
シ
）
な
ど
も
あ

ち
こ
ち
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
霊
木
や
霊
石
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
石
や
木

を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
祀
り
を
行
っ
た
場
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。
町

か
み
き
う
ら

し
も
き
う
ら

内
に
は
遠
竹
名
に
上
木
裏
、
下
木
裏
と
い
う
地
名
も
あ
る
。

ひ

あ
て

か
げ
び
ら

○
日
当
と
蔭
平

井
崎
名
に
は
『
日
当
』『
上
蔭
平
』『
下
陰
平
』
と
い
う
小
字
の
地
名
が

あ
る
。
人
間
の
生
活
に
は
太
陽
は
大
切
で
あ
り
、
昔
の
人
は
日
当
た
り
よ

い
南
向
き
の
丘
を
「
ヒ
ア
テ
」
と
呼
び
、
反
対
に
北
向
き
で
日
当
た
り
の

悪
い
場
所
を
『
カ
ゲ
ビ
ラ
』
と
名
づ
け
た
。

で
ん

し

ろ
う

○
傳

四

郎

新
田
原
名
に
は
『
傳
四
郎
』、
小
川
原
浦
名
に
は
『
犬
太
郎
』、
田
原
名

に
は
『
弥
次
郎
』『
小
次
郎
川
』
な
ど
の
人
名
に
似
た
小
字
の
地
名
が
あ
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る
。
い
ず
れ
も
田
や
畑
な
ど
の
開
け
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
土

地
を
開
墾
し
た
人
の
名
前
を
と
っ
て
字
名
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ふ
な

つ

○
船

津

「
船
津
」
と
呼
ば
れ
る
地
名
は
各
地
に
あ
る
。
船
津
と
は
海
岸
の
船
着

場
か
、
谷
か
ら
平
野
へ
出
る
と
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
小
長
井
町
に

は
「
井
崎
の
船
津
」「
長
里
の
船
津
」
な
ど
が
あ
る
。
近
く
に
は
小
江
の

小
船
津
、
深
海
の
船
津
も
あ
る
。
面
白
い
の
は
こ
れ
ら
の
船
津
は
、
諫
早

湾
の
北
側
に
あ
る
。

井
崎
の
船
津
は
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
に
県
道
が
開
通
し
、
小
川

原
浦
と
の
間
に
橋
が
出
来
る
ま
で
は
海
岸
に
は
一
軒
の
家
も
な
く
、
こ
の

あ
た
り
は
�
ガ
タ
�
あ
げ
場
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
小
川
原
浦
に
旧
役
場
が
、
明
治
四
十

二
年
（
一
九
〇
九
）
に
旧
小
長
井
郵
便
局
が
出
来
る
と
、
こ
の
あ
た
り
は

急
速
に
開
け
て
い
っ
た
。

く
ろ

に

た

○
黒

仁

田

水
田
耕
作
に
適
し
た
谷
間
の
湿
地
の
こ
と
を
「
仁
田
」「
牟
田
」
と
い

う
。

ふ
な

ぐ
ら

○
船

倉

『
船
倉
』
は
中
世
の
豪
族
の
船
を
入
れ
る
倉
の
跡
だ
と
い
う
説
も
あ
る

が
、
同
じ
地
名
が
太
良
町
大
浦
の
標
高
二
五
〇
�
位
の
所
と
、
諫
早
市
土

師
野
尾
の
山
間
部
に
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
山
手
で
位
置
的
に
み
て
も
そ
の

説
に
は
疑
問
が
あ
る
。

本
町
の
『
船
倉
』
は
柳
谷
の
西
側
に
あ
り
、
地
形
図
で
小
字
全
体
の
形

を
見
れ
ば
船
の
形
に
非
常
に
似
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

や
な
ぎ

だ
に

○
柳

谷

遠
竹
名
の
柳
谷
は
元
の
遠
竹
小
学
校
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
人
家
も
十

数
戸
の
集
落
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
僅
か
四
、
五
戸
が
残
る
だ
け
と
な
っ

て
い
る
。

春
先
に
な
る
と
、
川
岸
や
谷
間
の
湿
地
に
生
え
て
い
る
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
、

楕
円
形
の
白
い
花
を
つ
け
て
い
る
の
を
見
か
け
る
が
、
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
群

生
し
て
い
た
の
で
小
字
に
『
柳
谷
』
の
地
名
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

町
内
で
小
字
に
柳
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
遠
竹
名
の
柳
平
や
上
柳
が
あ

る
。
ま
た
、
古
場
名
に
も
柳
ヶ
原
が
あ
る
。
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か
み
み
な
み
び
ら

し
も
み
な
み
び
ら

○
上
南
平
・
下
南
平

『
ひ
ら
』
と
い
う
の
は
傾
斜
地
の
と
こ
ろ
を
い
う
。
本
町
は
地
形
的
に

傾
斜
地
で
あ
る
た
め
平
が
つ
く
小
字
名
が
多
く
、
遠
竹
名
に
は
特
に
多
い
。

遠
竹
墓
石
群
が
存
在
す
る
山
は
上
南
平
で
あ
り
、
そ
の
山
の
下
手
は
下
南

平
と
い
う
小
字
名
で
、
遠
江
守
の
城
跡
と
い
わ
れ
る
山
は
権
現
平
と
い
う
。

ま
た
、
毘
沙
天
岳
の
周
囲
に
は
前
平
・
後
平
・
柳
平
・
松
尾
平
が
あ
り
、

そ
の
ほ
か
に
も
坂
平
・
荒
平
・
狐
石
平
・
大
平
な
ど
が
あ
る
。

お
い
わ
け

○
追
分
さ
ん

竹
崎
街
道
の
長
里
石
渕
入
り
口
か
ら
牧
へ
行
く
途
中
に
（
現
在
ゴ
ル
フ

場
）
に
、「
お
い
わ
け
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
が
あ
る
。

竹
崎
街
道
と
目
島
街
道
の
別
れ
道
で
、
昔
は
そ
こ
に
「
追
分
」
と
刻
ま

れ
た
大
石
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
開
墾
な
ど
に
よ
っ
て
埋
ま
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

つ
ば
き

は
ら

○
椿

原

遠
竹
名
字
椿
原
は
聖
母
の
騎
士
園
が
あ
る
所
で
あ
る
。

椿
の
実
か
ら
は
油
が
と
れ
る
の
で
昔
は
大
変
珍
重
が
ら
れ
た
。
椿
が
群

生
し
て
い
た
場
所
だ
っ
た
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

か
り

あ
つ
め

○
狩

集

み
さ
か
え
の
園
の
施
設
の
所
を
「
狩
集
」
と
い
う
。

昔
、
大
き
な
狩
を
す
る
時
、
多
数
の
猟
師
た
ち
が
協
力
す
る
た
め
に
集

ま
る
と
こ
ろ
を
狩
集
、
別
名
を
か�

り�

ま�

た�

と
言
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
山

野
は
、
猟
師
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
活
動
に
最
適
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず

猟
師
た
ち
は
山
の
入
り
口
に
集
ま
っ
て
山
の
神
を
祀
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役

せ

こ

割
を
決
め
て
一
斉
に
活
動
を
開
始
し
た
。
勢
子
た
ち
が
猪
や
兎
を
な
ど
の

獲
物
を
追
い
出
し
、
猟
犬
が
恰
好
の
場
所
ま
で
追
い
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
、

ハ
ン
タ
ー
た
ち
が
弓
や
鉄
砲
で
こ
れ
を
撃
っ
た
。
狩
が
す
む
と
ハ
ン
タ
ー

た
ち
は
も
と
の
場
所
に
集
ま
っ
て
、
狩
の
獲
物
を
ま
ず
山
の
神
に
捧
げ
、

そ
の
あ
と
全
員
に
分
配
し
た
。

多
良
岳
に
は
、
昔
は
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
サ
ル
・
キ
ツ
ネ
・
ア
ナ
グ

マ
・
キ
ジ
・
ヤ
マ
ド
リ
・
ウ
サ
ギ
な
ど
の
鳥
獣
が
沢
山
棲
ん
で
い
て
、
狩

り
場
と
し
て
は
最
適
な
所
で
、
諫
早
領
主
も
た
び
た
び
こ
こ
で
御
用
狩
を

行
い
、
武
士
の
訓
練
を
行
っ
た
。
佐
賀
藩
主
も
長
崎
へ
の
行
き
来
の
折
り

に
は
お
茶
屋
に
泊
ま
り
、
狩
を
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

し
ょ
う

あ

み

だ

○
正
阿
弥
陀

長
里
川
の
上
流
の
谷
間
に
「
正
阿
弥
陀
」
と
い
う
所
が
あ
る
。
昔
、
有

明
海
の
大
津
波
が
あ
っ
た
時
、
川
内
辺
り
ま
で
波
が
来
た
の
で
、
寺
の
人

た
ち
は
門
徒
と
共
に
こ
の
山
奥
の
谷
間
に
避
難
し
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら

―３２２―
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開
墾
し
て
食
糧
の
自
給
を
は
か
っ
た
の
で
、
こ
の
名
が
出
来
た
と
い
う
。

ま
た
、「
正
阿
弥
陀
」
は
川
内
の
稱
念
寺
が
あ
っ
た
所
で
も
あ
る
。

ま

ご
め

○
馬

込

正
阿
弥
陀
の
近
く
に
「
馬
込
」「
上
馬
込
」
と
い
う
小
字
名
所
が
あ
る
。

農
閑
期
に
は
こ
の
谷
の
奥
に
馬
を
放
牧
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
こ
の
名
が
で
き
た
。

や

た
け

ま
え

○
矢

竹

前

川
内
名
に
は
「
矢
竹
前
」
と
い
う
小
字
地
名
が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に

矢
に
適
す
る
竹
が
あ
っ
て
、
矢
を
作
る
職
人
が
住
ん
で
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
場
所
は
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
の
す
ぐ
下
手
で
あ
る
。

う
ち

こ
し

○
打

越

昔
は
打
越
か
ら
田
原
方
面
へ
行
く
に
は
、
険
し
い
七
曲
が
り
の
道
を
歩

い
て
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
難
所
を
越
え
る
辛
さ
か
ら
腰

を
打
つ
の
で
打
越
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。「
打
越
」
と
い
う
地
名
は
各
地

に
も
多
い
。

○
は
た
ぎ
ら
井
手

井
崎
の
淀
姫
神
社
の
近
く
の
第
四
井
手
の
下
手
に
通
称
「
は
た
ぎ
ら
井

は
た
ひ
ら

手
」
と
い
う
所
が
あ
る
。「
は
た
ぎ
ら
」
と
は
�
畑
開
き
�
と
い
う
意
味

で
、
井
崎
開
墾
に
よ
っ
て
で
き
た
水
田
に
引
水
す
る
た
め
の
井
手
が
あ
る

の
で
、
こ
の
呼
び
名
が
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

う
め

ず
み

○
埋

炭

遠
竹
名
の
『
埋
炭
』
は
、
聖
母
の
騎
士
園
の
上
か
ら
山
茶
花
の
水
茶
屋

の
西
側
の
丘
の
所
ま
で
細
長
く
延
び
て
い
る
小
字
の
区
域
で
あ
る
。

字
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
は
土
地
の
境
界
に
炭
を
埋
め
込
ん
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
埋
炭
と
い
う
名
が
つ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
炭
と

い
う
の
は
臭
い
を
吸
収
す
る
だ
け
で
な
く
、
微
生
物
を
寄
せ
付
け
な
い
働

き
が
あ
り
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
腐
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
た
め
境
界
が

判
ら
な
く
な
っ
て
も
そ
こ
を
掘
れ
ば
炭
が
出
て
く
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

先
人
た
ち
は
、
科
学
的
な
こ
と
は
知
ら
な
く
て
も
、
生
活
の
知
恵
で
い

ろ
ん
な
知
識
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

境
界
と
い
え
ば
、
山
の
中
に
入
っ
た
と
き
、
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ（
サ
セ
ブ
）

の
木
の
幹
を
背
丈
ぐ
ら
い
の
高
さ
か
ら
鉈
で
中
切
り
し
て
あ
り
、
そ
れ
を

境
界
と
し
て
あ
っ
た
。
中
切
り
し
た
箇
所
か
ら
は
新
芽
が
何
本
も
伸
び
て

木
は
枯
れ
ず
に
、
切
断
し
た
所
か
ら
下
の
幹
が
し
だ
い
に
太
く
な
っ
て
、

明
ら
か
に
目
印
と
な
る
。
境
界
木
に
は
新
芽
が
出
や
す
い
と
思
わ
れ
る
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シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
の
木
が
多
く
、
こ
れ
も
生
活
の
知
恵
で
あ
ろ
う
。

境
界
木
を
中
切
り
す
る
の
は
、
小
長
井
独
特
の
も
の
か
は
判
ら
な
い
が
、

隣
町
の
太
良
で
も
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
の
木
を
境
界
木
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、枝
を
切
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、幹
は
切
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
っ

た
の
で
、
驚
く
ほ
ど
大
き
な
木
と
な
っ
て
い
た
。

よ
こ

み

が
わ

○
横

ミ

川

井
崎
名
に
『
横
ミ
川
』
と
い
う
小
字
が
あ
る
。
場
所
は
井
崎
名
坂
の
下

集
落
の
東
側
で
、
人
家
が
一
戸
だ
け
の
地
区
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
曲
が
り
く
ね
っ
た
川
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
前
が
つ

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
諫
早
法
務
局
に
備
え
ら
れ
て
い
た

あ
ざ
ぎ
り
ず

同
地
区
の
昔
の
字
限
図
に
、
曲
川
と
書
か
れ
て
い
る
文
字
が
あ
っ
た
の
で
、

元
来
は
、
曲
川
と
書
い
て
『
ヨ
ガ
ミ
ガ
ワ
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
、
『
ヨ

ガ
ン
ゴ
ウ
』
か
ら
『
ヨ
コ
ミ
ガ
ワ
』
へ
と
訛
っ
て
、
現
在
の
『
横
ミ
川
』

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
節

記
念
碑
・
頌
徳
碑

○
皇
太
子
殿
下
ご
奉
迎

記
念
碑

町
制
施
行
十
周
年

役
場
広
場
の
出
入
口
付
近
に
歴
代
村
長
町
長
の
頌
徳
碑
と
並
ん
で
、
記

念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
念
碑
は
皇
太
子
明
人
親
王
殿
下
（
現

在
の
天
皇
）
が
、
み
さ
か
え
の
園
に
ご
来
園
の
際
、
役
場
庁
舎
に
お
立
ち

寄
り
に
な
ら
れ
た
ご
奉
迎
記
念
と
、
小
長
井
の
町
制
施
行
が
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
四
月
に
完
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
山
茶
花
か

ら
運
ば
れ
た
巨
石
の
碑
文
に

は
、
十
周
年
に
併
せ
て
建
設

さ
れ
た
各
種
施
設
の
落
成
式

を
か
ね
て
式
典
を
挙
行
し
た

こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

碑

文

第
五
回
全
国
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

長
崎
県
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
に
あ
た
り
皇
太

皇太子殿下ご奉迎��
�
記念碑

町制施行１０周年
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子
明
人
親
王
殿
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

十
一
月
十
日
聖
家
族
会
み
さ
か
え
の
園
に
ご
来
園
の
み
ぎ
り
小
長
井

町
民
は
こ
ぞ
っ
て
沿
道
に
日
の
丸
の
旗
で
ご
奉
仰
申
し
上
げ
ご
休
憩

の
た
め
役
場
庁
舎
に
お
た
ち
よ
り
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
長

崎
県
知
事
を
は
じ
め
小
長
井
町
長
、
小
長
井
町
議
会
議
長
と
親
し
く

有
明
海
の
ハ
ゼ
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
献
上
魚
類
を
ご
鑑
賞
に
な
り
一
同

ご
休
憩
の
陪
席
を
賜
り
感
激
申
し
上
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
十
一
月
三
日
文
化
の
日
の
佳
き
日
を
期
し
て
町
制
施
行
十
周

年
を
迎
え
小
長
井
中
学
校
体
育
館
、
遠
竹
小
学
校
体
育
館
、
小
長
井

小
学
校
総
合
校
舎
並
び
に
体
育
館
、
長
里
小
学
校
舎
並
び
に
体
育
館
、

小
長
井
町
民
セ
ン
タ
ー
、
小
長
井
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
並
び
に
町
民

プ
ー
ル
の
落
成
式
を
か
ね
て
町
民
施
行
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し

茲
に
碑
を
建
て
永
く
皇
太
子
殿
下
の
ご
奉
迎
を
記
念
す
る
。

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
日

小
長
井
町
長

吉

川

敏

隆

碑
文

石
丸

一
喜
謹
書

○
田
川
九
郎
助
翁
と
そ
の
頌
徳
碑

田
川
九
郎
助
翁
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
九
月
十
六
日
、
小
川
原

浦
村
に
生
ま
れ
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
地
方
自
治
制
が
施
行

さ
れ
て
か
ら
、
村
会
議
員
と
な
り
教
育
行
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
は
崎
原
、
長
里
両
小
学
校
を
統
合
さ

せ
る
な
ど
、
一
村
一
校
に
努
力
し
、
ま
た
、
小
長
井
尋
常
高
等
小
学
校
の

新
設
に
奔
走
し
て
、
そ
の
建
設
資
金
と
し
て
金
壱
千
円
（
現
在
の
お
金
で

約
一
千
数
百
万
円
）
を
寄
附
さ
れ
た
。

同
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
月
、
村
長
に
推
挙
さ
れ
、
つ
い
で
、

日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
き
、
軍
隊
の
慰
問
や
軍
事
公
債
の
募
集
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
勲
八
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。

同
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
高
等
科
に
実
業
科
が
新
設
さ
れ
る
と
、
自
分

が
持
っ
て
い
た
畑
の
約
一
二
〇
〇
�
を
学
校
敷
地
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
村
内
有
志
が
相
は
か
り
、
同
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
に

学
校
敷
地
内
に
翁
の
遺
徳
を
偲
び
頌
徳
碑
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
小

長
井
小
学
校
が
現
在
の
場
所
に
移
転
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
小
学
校
跡
地

を
利
用
し
て
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
、
町
民
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ

れ
た
と
き
、
こ
の
頌

徳
碑
も
町
民
セ
ン

タ
ー
敷
地
の
一
画
に

庭
園
を
造
り
そ
こ
に

移
転
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
町
民

セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

に
よ
り
、
平
成
十
一

年
に
現
在
の
文
化
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ホ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
頌
徳
碑
も
現
在
の
場
所
に
移
設
さ
れ
て

い
る
。

○
木
下
吉
之
亟
翁
頌
徳
碑

県
道
小
長
井
線
の
農
場
バ
ス
停
か
ら
清
水
に
向
か
う
途
中
、
田
原
グ
ラ

ウ
ン
ド
反
対
側
の
左
手
に
あ
る
丘
か
ら
は
、
眼
下
に
数
百
町
歩
の
農
地
の

拡
が
り
が
見
渡
せ
、
遠
く
雲
仙
岳
の
山
並
み
、
有
明
海
、
諫
早
の
小
野
平

野
な
ど
が
臨
め
る
、
小
長
井
で
も
有
数
の
景
色
の
良
い
場
所
で
あ
る
。
そ

こ
に
、
木
下
吉
之
亟
翁
の
偉
業
を
称
え
る
頌
徳
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

碑
文
に
い
わ
く
、

北
高
来
郡
小
長
井
村
ハ
戸
数
九
百
。
農
ヲ
以
テ
業
ト
ス
ル
者
実
ニ

七
百
戸
ニ
達
ス
。
然
ル
ニ
耕
地
乏
シ
ク
田
畑
僅
カ
ニ
、
二
百
余
町
ニ

シ
テ
一
戸
平
均
四
反
歩
ニ
過
ギ
ズ
戸
口
ハ
遂
年
増
加
シ
耕
地
益
々
不

足
ヲ
告
グ
。
コ
ノ
時
ニ
当
リ
元
代
議
士
、
木
下
吉
之
亟
翁
ハ
、
大
正

五
年
（
一
九
一
六
）
長
里
耕
地
整
理
組
合
ヲ
設
ケ
、
一
大
農
場
ヲ
経

営
シ
テ
、
小
長
井
村
ニ
原
野
二
百
余
町
ノ
開
拓
ヲ
企
ツ
、
既
ニ
シ
テ
、

茶
屋
、
山
神
ニ
、
二
大
貯
水
池
ヲ
築
造
シ
、
百
余
町
ヲ
開
田
シ
、
農

家
ヲ
移
シ
、
道
路
ヲ
開
キ
更
ニ
事
業
ノ
完
成
ヲ
計
ラ
ン
為
、
寝
食
ヲ

忘
レ
一
身
一
家
ヲ
顧
ミ
ズ
、
孜
々
経
営
シ
ツ
ツ
ア
ル
ノ
際
、
突
如
二

豎
ノ
冒
ス
所
ト
ナ
リ
尽
焉
ト
シ
テ
長
逝
セ
ラ
ル
、
洵
ニ
痛
惜
ニ
堪
ヘ

ズ
、
竝
ニ
田
原
名
農
場
居
住
者
並
有
志
謀
リ
、
地
ヲ
農
場
ニ
ト
シ
、

翁
ノ
功
績
ヲ
刻
シ
テ
永
遠
ニ
伝
ヘ
ン
ト
ス
。
余
ハ
翁
ト
知
ル
ヤ
久
シ

ク
、
為
ニ
嘱
セ
ラ
レ
テ
、
コ
ノ
碑
文
ヲ
成
ス
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
二
月

勲
三
等

則
元
由
庸
撰

翁
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
二
月
、
諫
早
市
赤
崎
町
の
名
門
木
下

助
内
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
、
少
年
の
頃
よ
り
骨
格
が
た
く
ま
し
く
、
才

覚
に
優
れ
て
い
た
。

好
古
館
に
修
学
し
て
い
た
と
き
明
治
維
新
の
変
革
期
を
迎
え
、
つ
い
で
、

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
廃
藩
置
県
と
な
り
学
館
が
閉
鎖
さ
れ
た
が
、

向
学
心
が
強
か
っ
た
の
で
数
年
間
を
他
郷
に
遊
学
し
、
新
知
識
を
と
り
い

れ
て
帰
郷
し
た
。
そ
し
て
政
治
に
興
味
を
も
ち
自
由
民
権
の
思
想
を
と
な

え
、
二
十
五
歳
で
県
会
議
員
に
当
選
し
、
そ
こ
で
同
志
を
募
り
長
崎
新
報

を
発
刊
し
て
、
そ
の
主
義
の
宣
伝
に
つ
と
め
た
。

そ
し
て
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
、
大

い
に
活
躍
し
県
下
に
そ
の
人
あ
る
を
認
め
ら
れ
る
に
到
っ
た
。

代
議
士
を
や
め
て
か
ら
は
、
小
野
村
（
現
在
の
諫
早
市
小
野
町
）
の
村

会
議
員
と
な
り
、
村
政
を
助
け
て
模
範
村
と
し
て
国
よ
り
表
彰
を
受
け
、

教
育
事
業
に
も
力
を
注
い
だ
。

北
高
来
郡
教
育
会
を
創
設
し
て
そ
の
後
援
者
と
な
り
、
諫
早
実
科
高
等

女
学
校
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
自
ら
が
設
立
委
員
と
な
っ
て
設
立
を
実

現
さ
せ
た
。
さ
ら
に
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
の
県
立
諫
早
農
学
校
の

設
立
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
は
、
旧
領
主

諫
早
氏
の
屋
敷
を
寄
贈
し
て
も
ら
い
、
北
高
諫
早
方
面
よ
り
寄
附
を
募
り
、
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県
会
に
働
き
か
け
て
諫
早
中
学
校
の
設
立
に
尽
く
し
た
。

ま
た
、
郷
土
の
産
業
開
発
の
た
め
製
糸
業
な
ら
び
に
養
蚕
業
を
振
興
し
、

さ
ら
に
諫
早
銀
行
を
設
立
し
て
そ
の
重
役
と
な
っ
て
そ
の
進
展
に
寄
与
し

た
。
そ
の
他
、
県
農
事
試
験
場
の
誘
致
に
つ
と
め
、
島
原
鉄
道
株
式
会
社

の
創
立
に
も
尽
力
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
北
高
諫
早
の
主
な
事
業
で
翁
の

手
を
わ
ず
ら
わ
さ
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
諫
早
公
園
中
腹
に
そ
の
徳
を

永
遠
に
讃
え
る
翁
の
銅
像
が
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
建
て
ら
れ
て

い
る
。

晩
年
と
な
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
、
我
が
国
が
極
度
の
食
糧
不
足

に
な
や
ま
さ
れ
た
こ
と
を
憂
え
て
、
国
費
補
助
に
よ
り
大
正
四
年
（
一
九

一
五
）
九
月
頃
か
ら
田
原
農
場
二
百
五
十
�
余
の
山
林
原
野
開
拓
を
計
画

し
、
手
始
め
に
山
茶
花
溜
池
と
山
ノ
神
溜
池
を
建
設
し
、
つ
い
で
、
清
水
、

天
堤
、
長
坂
、
木
裏
木
、
立
石
等
の
高
原
を
開
拓
し
て
百
�
余
の
水
田
を

拓
い
た
。
そ
し
て
こ
の
地
に
遠
近
地
区
か
ら
農
家
を
移
転
さ
せ
、
道
路
を

開
設
し
、
学
校
を
建

て
る
な
ど
し
て
、
新

農
村
建
設
に
全
力
を

尽
く
さ
れ
た
。
か
く

て
五
十
数
戸
の
入
植

を
得
て
、
将
来
は
こ

の
高
原
を
、
二
百
戸

以
上
の
一
大
農
場
に

し
よ
う
と
い
う
夢
を

も
っ
て
身
を
捧
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
夢
半
ば
に
し
て
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
七
月
、
七
十
一
歳
を
一
期
と
し
て
長
逝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

開
拓
地
の
入
植
者
た
ち
は
、
翁
の
死
を
痛
惜
し
、
そ
の
功
績
を
永
遠
に

伝
え
る
た
め
、
木
下
農
場
の
開
墾
地
が
一
望
で
き
る
こ
の
丘
に
翁
の
頌
徳

碑
を
建
立
し
た
。

農
場
、
清
水
の
今
日
の
繁
栄
は
、
翁
の
献
身
的
英
断
の
賜
で
あ
り
、
木

下
農
場
の
人
々
は
翁
に
感
謝
す
る
た
め
、
毎
年
十
一
月
の
第
一
日
曜
日
に

頌
徳
碑
に
詣
で
る
。

○
佐
藤
常
治
氏
頌
徳
碑

佐
藤
常
治
氏
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）、
井
崎
に
生
ま
れ
、
温

厚
篤
実
で
寛
容
な
人
柄
で
あ
っ
た
。
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
二
期
に

亘
っ
て
村
長
の
要
職
を
務
め
、そ
の
後
、町
議
会
議
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

黒
仁
田
溜
池
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
頃
か
ら
老
朽
化
に
よ
っ
て

漏
水
が
ひ
ど
く
な
っ
て
お
り
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
大
暴
風
雨
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

そ
の
当
時
、
受
益
面
積
が
四
・
十
八
�
で
、
改
修
工
事
を
補
助
事
業
で

行
う
に
は
、
受
益
面
積
が
不
足
し
て
い
た
の
で
、
新
た
に
一
・
四
�
の
水

田
を
開
墾
し
、
昭
和
七
年
三
月
補
助
事
業
に
よ
る
溜
池
改
修
工
事
に
着
手

し
た
。
そ
の
開
墾
に
際
し
て
、
耕
作
者
は
耕
地
整
理
組
合
を
組
織
し
、
そ

の
組
合
長
に
受
益
農
地
の
地
主
で
あ
っ
た
佐
藤
氏
を
推
し
た
。

ま
た
、
昭
和
八
年
三
月
に
完
成
し
た
改
修
工
事
の
総
工
費
は
、
六
千
百
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円
で
、
そ
の
う
ち

国
・
県
の
補
助
金
が

六
割
で
あ
っ
た
が
、

残
り
の
工
事
費
は
す

べ
て
佐
藤
氏
個
人
の

支
出
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

組
合
員
一
同
は
、

こ
の
佐
藤
氏
の
徳
を

称
え
る
た
め
、
こ
の
黒
仁
田
溜
池
の
縁
に
頌
徳
碑
を
建
て
た
。
碑
文
は
、

当
時
の
諏
訪
神
社
の
社
掌
で
あ
る
田
崎
静
氏
の
謹
書
で
、
現
在
は
、
苔
む

し
て
解
読
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
要
は
、
溜
池
工
事
請
負
者

が
野
中
熊
七
氏
で
、
石
工
が
糸
山
与
八
氏
と
小
作
人
総
代
の
池
田
幾
太
郎

氏
と
あ
る
。
そ
し
て
頌
徳
碑
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
十
日
建

立
と
な
っ
て
い
る
。

○
古
賀
徳
太
郎
翁
彰
徳
碑

古
賀
徳
太
郎
翁
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
十
一
月
十
三
日
に
井
崎

に
生
ま
れ
た
。
翁
は
慶
愛
の
情
に
厚
く
、
親
切
、
丁
寧
で
、
又
一
面
で
は

勤
倹
節
約
を
重
ん
じ
て
、
当
時
、
諫
早
、
北
高
で
筆
頭
の
大
地
主
と
な
ら

れ
た
。

翁
は
常
に
小
長
井
村
の
振
興
と
、
井
崎
地
区
の
繁
栄
に
心
を
致
さ
れ
た
。

明
治
四
十
年
（
一
九

〇
七
）
四
月
に
第
八

代
村
長
に
推
挙
さ
れ
、

公
共
事
業
の
推
進
を

図
ら
れ
た
が
、
昭
和

十
三
年
（
一
九
三

八
）
六
月
二
十
二
日
、

つ
い
に
そ
の
生
涯
を

と
じ
ら
れ
た
。

そ
の
子
供
の
鼎
三
氏
と
孫
の
徳
郎
氏
親
子
は
、
翁
の
生
前
の
遺
徳
を
偲

ば
れ
、
翁
の
名
義
で
井
崎
名
字
宮
ノ
本
の
水
田
四
十
七
ａ
を
、
氏
神
で
あ

ま
つ
り
だ

る
淀
姫
神
社
の
祭
田
と
し
て
井
崎
名
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

神
社
の
祭
費
は
氏
子
一
同
で
負
担
し
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
は
、
寄
贈
さ

れ
た
祭
田
の
小
作
料
金
で
賄
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

氏
子
一
同
は
そ
の
ご
恩
に
感
謝
し
、
翁
の
功
績
を
称
え
そ
の
徳
を
偲
び
、

淀
姫
神
社
境
内
の
一
角
に
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
に
翁
の
彰

徳
碑
を
建
て
た
。

碑
文
は
服
部
一
郎
先
生
の
撰
文
と
あ
り
、
海
軍
大
佐
の
藤
瀬
勝
氏
の
謹

書
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
木
の
下
に
あ
る
た
め
彰
徳
碑
は
苔

む
し
て
お
り
、
撰
文
の
解
読
が
容
易
で
は
な
い
が
、
大
要
は
上
記
の
と
お

り
で
あ
る
。

佐藤常治氏頌徳碑

古賀徳太郎翁彰徳碑
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○
佐
藤
常
治
氏
頌
徳
碑

井
崎
の
兎
島
は
、
昭
和
三
十
五
年
頃
（
一
九
六
〇
）
ま
で
は
老
松
が
生

い
茂
り
、
海
辺
を
巨
石
で
囲
む
風
光
明
媚
な
離
れ
小
島
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
終
戦
を
迎
え
て
か
ら
は
、
国
民
の
体
位

向
上
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
の
到
る
と
こ
ろ
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
普
及
し
、
各
種
の
運
動
競
技
が
各
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

長
里
、
小
川
原
浦
、
遠
竹
の
各
地
区
に
は
夫
々
に
小
学
校
が
あ
っ
て
、

そ
の
運
動
場
を
活
用
し
て
い
る
が
、
井
崎
地
区
に
は
そ
の
場
所
が
な
く
、

陸
上
競
技
の
練
習
は
も
っ
ぱ
ら
県
道
で
行
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
青
年
団
の
井
崎
支
部
で
は
、
こ
の
兎
島
を
井
崎
の
運
動
場
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

所
有
者
で
あ
る
佐
藤
常
治
氏
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
将
来
の
井
崎
を
担

う
青
年
の
望
み
で
あ
り
、
井
崎
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
普
及
の
た
め
に
な

る
の
な
ら
ば
と
、
運
動
場
造
成
を
快
諾
さ
れ
た
。
団
員
は
早
速
、
運
動
場

造
成
に
着
手
し
作
業
を
進
め
た
。
そ
の
成
り
行
き
を
見
守
っ
て
い
た
井
崎

区
民
も
、
整
地
作
業
に
援
助
の
手
を
差
し
の
べ
、
そ
の
年
の
秋
の
敬
老
会

は
こ
こ
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
こ
の
広
場
が
井
崎
区
民
の
体
育
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
、
ま
た
、
親
睦
融
和
の
た
め
、
築
切
地
区

も
含
め
た
区
民
運
動
会
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
運
動
会
は
、
井
崎

を
五
班
に
分
け
て
行
う
班
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
を
競
う
も
の
で
、
毎
年
の
年

中
行
事
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
青
年
団
の
創
意
と
実
行
力
、
な
ら
び
に
団
結
と
、

諸
活
動
に
対
し
て
、
次
の
表
彰
を
受
け
て
い
る

表
彰
状

小
長
井
村
井
崎
地
区

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
、
及
び
振
興
に
貢
献
し
、
文
化
生
活

の
向
上
に
き
わ
め
て
、
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
認
め
こ
こ

に
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
す
る
。

昭
和
二
十
五
年
七
月
二
十
四
日

第
四
回

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
会
長

斎

藤

惣

一

青
年
団
一
同
は
、
佐
藤
常
治
氏
の
理
解
あ
る
無
償
貸
与
の
お
陰
よ
る
も

の
だ
と
、
運
動
場
の
一
角
に
、
氏
の
頌
徳
碑
を
建
て
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
九
月
十
日

開
誌

和
銅
寺
主

雪
岳
良
考
書

碑
文
は
年
を
経
て
苔
け
む
し
、
解
読
は
容
易
で
な
い
が
要
約
す
れ
ば
前

述
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
兎
島
の
運
動
場
で
長
く
行
っ
て
い
た
井
崎
区
民
運
動
会
は
、
現

在
井
崎
運
動
場
が
地
区
の
中
央
に
造
ら
れ
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

兎
島
も
昭
和
四
十
年
代
（
一
九
六
五
年
頃
）
に
海
岸
が
埋
め
立
て
ら
れ
、

陸
続
き
と
な
っ
て
い
る
。
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○
古
賀
ト
ヱ
女
史
頌
徳
碑

井
崎
保
育
所
の
敷
地
よ
り
、
井
崎
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
に
、
古
賀

ト
ヱ
女
史
の
頌
徳
碑
が
あ
る
。

そ
の
碑
文
に
曰
く

古
賀
ト
ヱ
女
史
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
六
月
十
三
日
、

諫
早
市
永
昌
町
、
緒
方
家
に
生
ま
る
。
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）

三
月
、
県
立
長
崎
高
等
女
学
校
を
卒
業
。
た
だ
ち
に
、
小
長
井
尋
常

高
等
小
学
校
訓
導
に
命
ぜ
ら
る
。
爾
来
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

ま
で
在
任
さ
れ
、
大
正
四
年
三
月
、
古
賀
鼎
三
氏
に
嫁
し
子
女
の
養

育
に
盡
さ
る
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
か
ら
、
昭
和
二
十
年
八
月
ま
で
、
小

長
井
村
国
防
婦
人
会
会
長
と
し
て
郷
土
の
守
り
を
果
た
さ
る
。
昭
和

四
十
二
年
（
一
九

六
七
）
十
月
一
日
、

社
会
福
祉
法
人
井

崎
保
育
所
の
開
設

に
あ
た
り
、
当
保

育
所
敷
地
百
七
十

九
坪
（
約
六
〇
〇

�
）
を
率
先
し
て

寄
贈
さ
れ
、
幼
児

教
育
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
。

古
賀
ト
ヱ
女
史
の
崇
高
な
る
人
格
は
、
井
崎
名
民
一
同
の
慈
母
と

し
て
欽
仰
敬
慕
す
る
と
こ
ろ
、
茲
に
碑
に
刻
し
て
そ
の
碑
を
頌
す
る
。

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
十
一
月
吉
日

小
長
井
町
井
崎
名
一
同

碑
文

石
丸

一
喜

○
江
頭
純
治
先
生
頌
徳
碑

釜
の
お
稲
荷
さ
ん
の
境
内
に
、
江
頭
翁
の
頌
徳
碑
が
あ
る
。
そ
の
碑
文

に
は
、
こ
う
あ
る
。

江
頭
純
治
先
生
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
十
一
月
一
日
、

小
長
井
町
遠
竹
名
釜
、
江
頭
家
に
出
生
さ
る
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
三
月
、
県
立
佐
賀
第
一
中
学
校
を

卒
業
、
直
に
古
賀

尋
常
高
等
小
学
校

訓
導
、
遠
竹
小
学

校
長
と
し
て
、
昭

和
五
年
（
一
九
三

〇
）
四
月
、
小
長

井
村
村
会
議
員
に

当
選
、
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
六

古賀トヱ女史頌徳碑

江頭純治先生頌徳碑
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月
議
員
在
任
中
死
去
さ
る
。

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
三
月
、
在
り
し
日
の
父
の
意
志
を
つ

い
で
そ
の
遺
族
、
村
山
ヤ
ス
、
江
頭
ツ
ヨ
、
森
保
サ
ヨ
殿
よ
り
、
当

稲
荷
神
社
の
敷
地
を
率
先
し
て
釜
地
区
に
寄
贈
さ
れ
た
。
江
頭
先
生

は
児
童
教
育
に
一
生
を
捧
げ
ら
れ
、
小
長
井
町
並
び
に
地
区
民
の
優

れ
た
指
導
者
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
。
崇
高
な
る
人
格
は
釜
地
区
民
一

同
の
慈
父
と
し
て
欽
仰
敬
慕
す
る
と
こ
ろ
、
茲
に
碑
に
刻
し
て
そ
の

徳
を
頌
す
る
。

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
三
月
吉
日

建
之

小
長
井
町
釜
部
落
民
一
同

碑
文

石
丸

一
喜

○
原
田
易
助
氏
頌
徳
碑

原
田
易
助
氏
（
原

田
家
第
十
五
代
当

主
）
は
原
田
種
次
郎

氏
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、大
正
元
年（
一

九
一
二
）
五
月
二
日

に
八
十
六
歳
で
逝
去

さ
れ
た
。
易
助
氏
は

永
年
に
亘
っ
て
牧
地

区
の
世
話
役
、
指
導
者
と
し
て
若
者
の
育
成
に
尽
さ
れ
、
困
っ
て
い
た
人

を
助
け
た
。
ま
た
、
長
里
村
の
重
鎮
と
し
て
宇
良
村
と
の
山
野
の
争
い
に

も
尽
力
さ
れ
た
。
牧
の
人
々
は
易
助
氏
を
父
親
の
よ
う
に
敬
慕
し
、
牧
名

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
易
助
氏
の
功
績
を
永
遠
に
伝
え
る
た
め
、
牧
名
の

人
々
に
よ
り
頌
徳
碑
が
建
立
さ
れ
た
。（
明
治
四
十
五
年
一
月
元
旦
）

碑

文

原
田
氏
ハ
系
原
田
種
直
ヨ
リ
出
其
裔
孫
ヲ
原
田
種
次
郎
ト
云
フ

易
助
ハ
其
長
男
ナ
リ
義
侠
ニ
シ
テ
弱
ヲ
扶
ケ
窮
ヲ
憐
ミ
公
科
公
益
ヲ

重
ス
郷
人
敬
慕
シ
テ
父
母
ノ
如
ク
ス
齢
八
十
六
猶
牧
名
ノ
人
々
相
議

シ其
徳
ヲ
永
遠
に
祈
念
セ
ン
ト
欲
シ
碑
ヲ
建
テ
之
ヲ
頌
ス

○
歴
代
村
長
町
長
頌
徳
碑

碑

文

小
長
井
町
は
明
治
二
十
二
年
三
村
合
併
し
て
誕
生
す
星
霜
移
り
今

日
の
繁
栄
の
中
に
百
周
年
を
迎
え
る
も
こ
の
間
に
於
け
る
郷
土
の
歩

み
は
必
ず
し
も
平
な
ら
ず
我
ら
が
父
祖
が
渾
身
の
英
知
を
傾
け
困
難

を
排
除
し
郷
土
の
進
路
を
開
き
し
刻
苦
精
励
の
賜
也

就
中
歴
代
村
長
町
長
は
郷
土
を
代
表
し
住
民
の
先
頭
に
立
ち
苦
心

の
経
営
人
語
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
翁
等
の
粒
々
築
き
し
礎
は
尚

炳
乎
た
り

之
を
培
い
更
に
後
生
に
伝
え
る
は
我
ら
後
進
の
責
務
な
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る
べ
し
秋
あ
た
か
も
新
帝
陛
下
の
御
大
礼
に
巡
り
合
わ
せ
こ
こ
に
我

ら
相
図
り
町
民
の
浄
財
を
募
り
て
翁
等
の
遺
徳
を
偲
び
偉
業
を
称
え

る
碑
を
役
場
前
広
庭
の
美
く
し
き
麗
し
き
場
所
を
祝
い
定
め
て
建
立

す
る
も
の
な
り

希
わ
く
ば
こ
の
微
衷
を
嘉
納
せ
ら
れ
ん
こ
と
を

平
成
二
年
十
一
月
二
十
四
日

村
お
こ
し
事
業
実
行
委
員
会

会

長

中
村
弥
三
郎

頌
徳
碑
建
立
委
員
会

委
員
長

清
水
峰
之
進

歴代村長町長頌徳碑

―３３２―
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第
五
章

町
行
政

第
一
節

小
長
井
町
の
あ
ゆ
み

一
、
明
治
維
新

慶
応
三
年
十
二
月
九
日
（
一
八
六
七
）
の
王
政
復
古
の
大
号
令
に
よ
り
、

む
つ
ひ
と

京
都
御
所
に
お
い
て
明
治
天
皇
睦
仁
の
名
で
新
政
府
の
樹
立
が
宣
言
さ
れ

た
。

よ
し
の
ぶ

徳
川
嘉
喜
（
十
五
代
将
軍
）
の
政
権
返
上
と
将
軍
職
の
辞
任
に
よ
り
、

幕
府
と
将
軍
職
が
廃
止
さ
れ
、
同
時
に
摂
政
・
関
白
を
は
じ
め
と
す
る
旧

来
の
制
度
が
全
廃
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
お
よ
そ
二
百
六
十
年
間
続
い

た
江
戸
幕
府
が
崩
壊
し
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
七
百
年
に
わ
た
っ
て
続
い
た
武

家
政
権
に
よ
る
封
建
社
会
が
終
わ
り
、
天
皇
政
府
に
よ
る
中
央
集
権
国
家

の
建
設
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
宣
言
だ
け
で
明
治
新
政
府
が
確
立
し
た
の
で
は
な
く
、

薩
長
を
中
心
と
す
る
新
政
府
が
行
う
処
遇
に
対
し
、
不
満
を
持
っ
た
旧
幕

府
側
の
大
名
や
武
士
た
ち
は
、新
政
府
と
対
立
し
、年
明
け
直
後
の
鳥
羽
・

ぼ
し
ん

伏
見
の
戦
い
で
始
ま
っ
た
戊
辰
戦
争
に
よ
り
、
各
地
で
抵
抗
し
た
が
新
政

府
軍
に
敗
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
旧
幕
府
側
の
勢
力
を
排
除
し
て
い
き
な

が
ら
統
治
が
進
め
ら
れ
た
。

明
治
新
政
府
は
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
中
央
集
権
国
家
の
仕
組
み
を
整

え
、
四
民
平
等
の
政
策
に
よ
り
古
い
身
分
制
度
を
廃
止
し
、
富
国
強
兵
策

や
殖
産
興
業
に
よ
っ
て
近
代
的
な
軍
隊
を
誕
生
さ
せ
た
。
ま
た
、
財
政
の

基
礎
を
確
立
さ
せ
る
た
め
、
近
代
産
業
の
育
成
や
地
租
改
正
を
行
っ
た
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六
月
十
七
日
の
版
籍
奉
還
は
、
藩
主
か
ら
土

地
（
版
）
と
人
民
（
籍
）
の
支
配
権
を
朝
廷
に
返
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、

強
制
的
な
も
の
で
は
な
く
、
自
主
的
に
願
い
出
る
形
で
行
わ
れ
た
。
最
初

に
薩
摩
（
鹿
児
島
）・
長
州
（
山
口
）・
土
佐
（
高
知
）・
肥
前
（
佐
賀
）

の
四
藩
が
版
籍
奉
還
の
建
白
書
を
提
出
し
、
各
藩
が
こ
れ
に
な
ら
っ
た
の

で
あ
る
。
奉
還
を
願
い
出
た
各
藩
主
は
知
藩
事
を
任
命
さ
れ
、
藩
主
は
そ

の
ま
ま
知
藩
事
と
な
っ
た
。

身
分
制
度
の
改
革
で
は
、
諸
侯
の
称
号
が
廃
止
さ
れ
、
代
わ
り
に
華
族

の
称
号
が
与
え
ら
れ
、
旧
家
臣
は
士
族
と
し
、
農
、
工
、
商
は
平
民
と
さ

れ
た
。
ま
た
、
平
民
に
は
苗
字
を
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
、
華
族
と
平
民
が

婚
姻
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
職
業
の
選
択
や
住
所
な
ど
の
自
由
が
認
め
ら

れ
た
。
明
治
維
新
は
藩
主
と
藩
士
の
主
従
関
係
や
身
分
制
度
や
禄
制
度
の

大
改
革
な
ど
に
よ
り
、
廃
藩
置
県
へ
の
足
が
か
り
と
な
り
近
代
日
本
の
出

発
点
と
な
っ
た
。
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二
、
廃
藩
置
県

従
来
か
ら
の
藩
主
た
ち
を
知
藩
事
に
任
命
し
た
新
政
府
は
、
次
に
統
治

組
織
の
統
一
を
藩
に
命
じ
、
藩
の
職
制
を
府
県
と
同
様
の
も
の
と
し
た
が
、

藩
の
財
政
に
つ
い
て
は
歳
入
の
十
％
を
知
藩
事
の
収
入
と
し
、
残
り
を
藩

庁
経
費
と
旧
家
臣
の
俸
給
と
す
る
な
ど
、
運
用
に
大
き
な
規
制
を
加
え
る

も
の
だ
っ
た
の
で
、
藩
独
自
の
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
藩
主
の
領
地
で
は
な
く
新
政
府
の
行
政
区
画
で
あ
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
新
政
府
に
は
直
属
の
軍
が
な
く
、
軍
事
力
は
各
藩
が
持
っ
て
い

た
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
当
面
は
府
藩
県
の
三
治
体
制
で
中
央
集
権
化
が

進
め
ら
れ
た
が
、
廃
藩
の
動
き
は
藩
の
方
か
ら
現
れ
た
の
で
あ
る
。

幕
末
の
社
会
の
急
変
と
そ
れ
に
対
す
る
経
費
は
、
各
藩
に
は
非
常
に
大

き
な
も
の
で
、
二
度
に
わ
た
る
長
州
征
伐
と
戊
辰
戦
争
へ
の
出
費
は
藩
の

財
政
を
圧
迫
し
た
。
さ
ら
に
明
治
政
権
下
で
の
藩
に
対
す
る
制
度
改
革
は
、

は
た
ん

多
く
の
藩
の
財
政
を
破
綻
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
体
制
下

に
お
け
る
中
央
集
権
化
は
、
あ
ち
こ
ち
で
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
、
や
が
て

廃
藩
が
現
実
問
題
と
な
っ
た
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
十
四
日
、
新
政
府
は
各
藩
の
知
藩
事
を

皇
居
に
呼
び
寄
せ
、
す
べ
て
の
藩
を
廃
止
し
て
、
県
を
置
く
こ
と
を
一
方

的
に
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
版
籍
奉
還
後
に
任
命
さ
れ
た

知
藩
事
と
江
戸
時
代
か
ら
の
藩
が
廃
止
さ
れ
、全
国
に
府
県
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
段
階
で
は
こ
れ
ま
で
の
藩
を
県
に
変
え
た
だ
け
の
も
の

だ
っ
た
の
で
、
旧
来
の
藩
の
領
地
の
よ
う
に
飛
び
地
が
散
在
し
て
お
り
、

境
界
も
錯
綜
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
四
年
十
一
月
に
全
国
規
模
で

府
県
の
大
統
合
が
行
わ
れ
、そ
の
結
果
、こ
の
時
点
で
七
十
五
府
県
と
な
っ

た
。そ

の
後
も
県
庁
の
移
転
な
ど
に
よ
る
県
名
変
更
や
、
明
治
九
年
に
再
び

全
国
的
な
府
県
の
統
合
が
行
わ
れ
、
三
十
八
府
県
に
ま
で
整
理
さ
れ
た
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
統
合
さ
れ
た
県
で
は
、
復
活
や
分
県
運
動
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
ま
で
に
佐
賀
県
や
宮
崎

県
な
ど
八
つ
の
県
が
復
活
し
て
、
現
在
と
同
じ
四
十
五
府
県
（
北
海
道
と

沖
縄
を
除
く
）
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

三
、
戸
長
制
度

鎌
倉
時
代
（
一
三
三
三
〜
）
か
ら
南
北
朝
時
代
（
一
三
三
六
〜
）
に
か

け
て
は
武
士
の
支
配
力
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
た
が
、
室
町
時
代
（
一
三

三
九
〜
）
に
か
け
て
発
達
し
た
郷
村
制
は
村
の
名
主
出
身
の
年
寄
り
な
ど

を
中
心
に
自
治
の
仕
組
み
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

用
水
や
年
貢
の
こ
と
な
ど
を
相
談
す
る
寄
合
が
開
か
れ
、
村
の
掟
が
つ

く
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
自
治
の
仕
組
が
遠
竹
村
・
井
崎
村
・
小
川
原
浦

村
・
田
原
村
・
長
里
村
の
五
か
村
で
あ
っ
た
。

よ
こ
め

さ

じ

各
村
に
は
庄
屋
・
横
目
・
散
使
を
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
を
治
め
た
。

明
治
維
新
（
一
八
六
七
）
と
な
り
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
明
治
五
年
（
一
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八
七
二
）
に
庄
屋
制
が
廃
止
に
な
り
、
戸
長
制
に
改
め
ら
れ
て
万
事
が
執

り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
十
月
に
、

遠
竹
村
と
井
崎
村
が
合
併
し
て
井
崎
村
と
な
り
、
同
じ
く
田
原
村
と
小
川

原
浦
村
が
合
併
し
て
小
川
原
浦
村
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
八
月
十
四
日
の
長
崎
県
令
に
よ
り
、

各
郡
に
戸
長
組
合
の
配
置
を
定
め
た
。
湯
江
村
・
宇
良
村
・
長
里
村
が
一

組
合
に
な
っ
て
戸
長
役
場
を
宇
良
村
の
馬
場
名
に
お
い
た
。
井
崎
村
・
小

川
原
浦
村
は
、
戸
長
役
場
を
井
崎
に
お
い
た
。

四
、
地
方
自
治
の
歴
史

１

江
戸
時
代
の
町
村

・
農
業
等
の
生
活
維
持
の
必
要
か
ら
で
き
た
生
活
共
同
体

・
各
藩
は
こ
れ
を
利
用
し
て
、
徴
税
等
の
行
政
的
な
役
割
を
担
わ
せ
た

戸
籍
法
の
制
定
（
明
治
四
年
四
月
四
日
太
政
官
布
告
第
一
七
〇
号
）

廃
藩
置
県
（
明
治
天
皇
が
明
治
四
年
七
月
十
四
日
に
廃
藩
の
詔
を
出
し

た
）
に
よ
り
藩
に
代
わ
る
府
や
県
が
新
設
さ
れ
る
。
ま
た
、
戸
籍
法
に
よ

り
江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
地
方
公
共
団
体
の
性
格
を
持
つ
「
村
」
の
区
域

と
は
別
の
行
政
区
画
と
し
て
、「
区
」
が
置
か
れ
、「
区
」
ご
と
に
国
で
選

ん
だ
戸
長
、
副
戸
長
が
配
置
さ
れ
、
戸
籍
事
務
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、

庄
屋
、
名
主
等
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
か
ら
の「
町

村
」
も
廃
止
さ
れ
た
。

２

三
新
法
の
制
定
（
明
治
十
一
年
七
月
二
十
二
日
太
政
官
布
告

第
十
七
〜
十
九
号
）

三
新
法
（
郡
区
町
村
編
成
法
・
府
県
会
規
則
・
地
方
税
規
則
）
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
不
完
全
な
が
ら
地
方
自
治
制
度
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
。

村

戸
長
氏
名

就
任
年
月

退
任
年
月

遠

竹

村

江

頭

隼

太

明
治
５
年
〜
明
治
１２
年

井

崎

村

木

下

袈
裟
松

明
治
５
年
〜
明
治
１２
年

井

崎

村

鶴

田

伝
之
允

小
川
原
浦
村

田

川

嘉

内

明
治
５
年
〜
明
治
１２
年

小
川
原
浦
村

中

尾

千

十

田

原

村

新

堂

祐

逸

明
治
５
年
〜
明
治
１２
年

長

里

村

毎

熊

敬

一

明
治
５
年
〜
明
治
１２
年

長

里

村

増

山

文
之
助

遠

竹

村

佐

藤

良
四
郎

明
治
１２
年
〜
明
治
１３
年

井

崎

村

小
川
原
浦
村

宇
野

右
馬
之
進

明
治
１２
年
〜
明
治
１３
年

田

原

村

井

崎

村

佐

藤

良
四
郎

明
治
１３
年
８
月
１４
日
〜
明
治
１５
年
１
月

小
川
原
浦
村

〃

木

下

左
金
吾

明
治
１５
年
２
月
〜
明
治
１６
年
９
月

〃

宇
野

右
馬
之
進

明
治
１６
年
１０
月
〜
明
治
１７
年
１２
月

〃

中

山

友

蔵

明
治
１８
年
１
月
〜
明
治
２２
年
４
月
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郡
区
町
村
編
成
法
に
よ
り
、
戸
籍
法
に
よ
る
「
区
」
の
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
新
た
に
府
県
の
下
に
「
郡
」
及
び
「
区
」（
市
に
相
当
）
が
置
か
れ
、

「
郡
」
の
下
に
「
町
」
と
「
村
」
が
置
か
れ
た
。

ま
た
、
府
県
会
規
則
に
よ
り
、
府
県
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
で
組
織

す
る
議
会
（
府
県
会
）
が
設
置
さ
れ
、
一
部
予
算
の
議
決
な
ど
の
権
限
が

与
え
ら
れ
た
ほ
か
、
地
方
税
規
則
に
よ
り
、
地
方
税
の
賦
課
方
法
が
整
理

さ
れ
た
。

区
町
村
会
法
の
制
定
（
明
治
十
三
年
四
月
八
日
）

府
県
と
同
様
に
、
区
町
村
に
も
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
で
組
織
す
る
議

会
（
区
町
村
会
）
が
設
置
さ
れ
、
三
新
法
と
共
に
地
方
自
治
の
基
礎
が
形

づ
く
ら
れ
た
。

３

市
制
町
村
制
の
制
定
（
明
治
二
十
一
年
四
月
十
七
日
公
布
）

明
治
憲
法
の
施
行
に
先
立
っ
て
制
定
さ
れ
た
市
制
町
村
制
は
、
地
方
自

治
体
と
し
て
の
市
町
村
を
定
め
た
法
律
で
、
市
町
村
会
、
市
町
村
行
政
、

市
町
村
有
財
産
の
管
理
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。

国
か
ら
独
立
し
た
基
礎
的
な
地
方
自
治
体
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
選
挙

で
選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
す
る
議
会
（
市
町
村
会
）
が
置
か
れ
た
。
ま
た
、

市
に
は
市
会
が
推
薦
し
た
候
補
者
の
う
ち
か
ら
内
務
大
臣
が
任
命
す
る
長

が
、
町
村
に
は
町
村
会
が
選
挙
し
、
府
県
知
事
が
認
可
す
る
町
村
長
が
置

か
れ
た
。
市
は
内
務
大
臣
と
府
県
知
事
の
、
町
村
は
郡
長
の
強
い
監
督
の

下
に
置
か
れ
、
今
と
比
べ
て
、
住
民
の
意
思
を
十
分
に
反
映
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
、
進
歩
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

明
治
四
十
四
年
と
大
正
十
年
に
大
改
正
が
あ
り
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九

四
七
）
に
地
方
自
治
法
の
成
立
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。

４

明
治
の
大
合
併

明
治
政
府
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
内
務
大
臣
訓
令
（
約

三
百
〜
五
百
戸
を
標
準
規
模
に
町
村
を
合
併
）
を
発
し
、
全
国
一
斉
に
町

村
合
併
を
推
進
し
た
の
が
「
明
治
の
大
合
併
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
全
国
の
町
村
数
は
、
明
治
二
十
一
年
末
の
七
一
、
三
一
四

町
村
だ
っ
た
も
の
が
、
明
治
二
十
二
年
末
に
は
一
五
、
八
五
九
市
町
村（
三

十
九
市
、
一
五
、
八
二
〇
町
村
）
に
ま
で
減
少
し
た
。

明
治
の
大
合
併
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
自
然
発
生
的
な
町
村
を
合
併
し

て
、
行
財
政
機
能
を
も
っ
た
、
近
代
的
な
地
方
自
治
制
度
を
導
入
す
る
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

５

府
県
制
・
郡
制
の
制
定
（
明
治
二
十
三
年
五
月
）

上
級
の
地
方
団
体
と
し
て
の
府
県
・
郡
に
関
し
て
、
郡
及
び
市
を
包
括

す
る
府
県
に
は
、
議
会
（
府
県
会
）
が
置
か
れ
、
そ
の
議
員
は
市
会
・
町

村
会
の
間
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
府
県
知
事
は
国
が
任
命
す
る

官
吏
で
、
府
県
会
や
市
町
村
に
対
す
る
強
い
監
督
権
限
を
持
つ
な
ど
、
自
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治
体
と
は
い
え
、
国
の
行
政
区
画
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
自
治
の
要
素

は
極
め
て
希
薄
で
あ
っ
た
。
町
村
を
包
括
す
る
郡
も
、
国
の
官
吏
の
も
と

に
郡
長
が
置
か
れ
、
町
村
に
対
す
る
監
督
権
限
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

６

郡
制
の
廃
止

大
正
に
な
り
、
郡
の
果
た
す
べ
き
機
能
が
縮
小
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
「
郡
」
は
廃
止
さ
れ
、
単
に
国
の
行
政
区
画
と

し
て
郡
長
が
こ
れ
を
所
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二

三
）に
は
、
郡
長
の
制
度
も
廃
止
さ
れ
、
郡
は
単
な
る
地
理
的
名
称
と
な
っ

た
。
現
在
も
こ
う
し
た
地
理
的
名
称
と
し
て
「
郡
」
と
い
う
名
称
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。

７

市
制
町
村
制
の
改
正
（
昭
和
十
三
年
）

戦
時
体
制
に
進
む
と
、
地
方
自
治
的
な
風
潮
は
衰
退
し
、
中
央
政
府
の

強
い
統
制
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
戦

時
体
制
の
中
、
市
町
村
会
の
権
限
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
長
中

心
の
行
政
と
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
に
対
す
る
国
の
統
制
を
強
化
す
る
改

正
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
戦
前
の
地
方
自
治
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
す
べ

て
を
失
っ
た
。

８

地
方
自
治
法
の
施
行
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
七
日
）

終
戦
後
制
定
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
は
、
明
治
憲
法
に
は
な
か
っ
た
地
方

自
治
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、
こ
れ
を
保
障
し
、
さ
ら
に
、
地
方
公
共
団

体
の
自
主
性
・
自
立
性
の
強
化
、
住
民
の
権
利
の
拡
充
、
地
方
自
治
行
政

の
公
正
の
確
保
を
図
る
た
め
、
地
方
自
治
法
を
制
定
し
、
地
方
自
治
の
基

盤
を
固
め
た
。

９

警
察
法
、
教
育
委
員
会
法
、
消
防
組
織
法
の
制
定
（
昭

和
二
十
三
年
）

従
来
、
国
の
事
務
と
さ
れ
て
い
た
警
察
、
教
育
、
消
防
の
事
務
を
地
方

公
共
団
体
に
移
譲
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
に
施
行
さ
れ
警
察
の
民
主
的
管
理
と
地
方
分
権
を
図
る

た
め
、
公
安
委
員
会
制
度
を
取
り
入
れ
る
と
共
に
、
警
察
機
構
を
国
家
地

方
警
察
と
自
治
体
警
察
の
二
本
立
て
と
さ
れ
た
。

市
及
び
人
口
五
千
人
以
上
の
市
街
的
町
村
は
、自
治
体
警
察
と
し
て『
そ

の
区
域
内
に
お
い
て
警
察
を
維
持
し
、
法
律
及
び
秩
序
の
執
行
の
責
に
任

ず
る
』
こ
と
と
さ
れ
、
市
町
村
長
の
所
轄
の
下
に
置
か
れ
た
市
町
村
公
安

委
員
会
に
警
察
を
運
営
・
管
理
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
自
治
体
警
察
は
国

家
地
方
警
察
の
運
営
管
理
及
び
行
政
管
理
に
服
さ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
、
本
来
、
国
家
的
性
格
と
地
方
的
性
格
と
を
併
有
す
る
警

察
事
務
を
、
地
域
に
よ
っ
て
国
家
地
方
警
察
又
は
自
治
体
警
察
と
い
う
い
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ず
れ
か
の
性
格
に
偏
る
二
つ
の
警
察
組
織
に
担
当
さ
せ
た
こ
と
は
、
警
察

事
務
の
運
営
の
合
理
性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
市
町
村
自

治
体
警
察
制
度
に
よ
る
警
察
地
域
の
細
分
化
が
、
広
域
的
な
犯
罪
等
に
対

処
す
る
こ
と
に
効
率
的
運
営
を
阻
害
し
、
国
家
地
方
警
察
と
多
数
の
自
治

体
警
察
の
併
存
は
、
施
設
及
び
人
員
の
重
複
な
ど
で
財
政
面
で
不
経
済
で

あ
っ
た
。

警
察
の
能
率
的
運
営
の
確
保
、
財
政
負
担
の
軽
減
、
警
察
事
務
の
国
家

的
性
格
及
び
地
方
性
性
格
へ
の
対
応
並
び
に
国
の
治
安
責
任
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
昭
和
二
十
九
年
に
警
察
法
が
改
正
さ
れ
、
国
家
地
方
警
察
と

市
町
村
自
治
体
警
察
の
二
本
立
て
を
廃
止
し
、
執
行
事
務
を
行
う
警
察
組

織
を
都
道
府
県
警
察
に
一
本
化
し
た
。
ま
た
、
国
の
警
察
機
関
に
よ
る
都

道
府
県
警
察
の
指
揮
監
督
な
ど
一
定
の
関
与
を
認
め
た
。

昭
和
二
十
二
年
当
時
の
小
長
井
村
の
人
口
は
七
、
九
四
九
人
で
あ
っ
た

が
、
市
街
的
町
村
の
人
口
五
千
人
以
上
に
は
該
当
し
な
か
っ
た
の
で
、
自

治
体
警
察
は
置
か
れ
な
か
っ
た
が
、
諫
早
市
に
は
自
治
体
警
察
が
警
察
法

が
改
正
さ
れ
る
ま
で
置
か
れ
て
い
た
。

１０

町
村
合
併
促
進
法
・
新
市
町
村
建
設
促
進
法
の
制
定

昭
和
二
十
八
年
十
月
に
「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の

法
律
は
、
新
制
中
学
が
合
理
的
に
運
営
で
き
る
人
口
規
模
と
い
う
点
を
念

頭
に
、
全
国
一
律
に
人
口
約
八
千
人
を
標
準
と
し
て
町
村
の
合
併
を
進
め

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
昭
和
の
大
合
併
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
促
進
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
に

一
〇
、
五
二
〇
市
町
村
だ
っ
た
の
が
、
昭
和
三
十
六
年
に
三
、
四
七
二
市

町
村
と
な
っ
た
。

昭
和
の
大
合
併
に
よ
り
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
の
高
度
経
済
成
長
等
に

よ
る
大
き
な
社
会
変
化
に
対
応
し
て
い
く
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
と
い
う
評

価
も
さ
れ
て
い
る
。

１１

地
方
分
権
推
進
法
の
制
定

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
七
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
期
間
五
年
の
時
限
立

法
で
、
政
府
に
「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
の
作
成
を
義
務
づ
け
る
と
と
も

に
、
そ
の
作
成
の
た
め
の
勧
告
を
行
う
「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
」
の
設

置
を
盛
り
込
ま
れ
た
。

機
関
委
任
事
務

明
治
以
来
、
国
が
地
方
自
治
体
を
下
部
機
関
と
み
な
し
、
国
の
事
務
を

一
方
的
に
代
行
さ
せ
た
制
度
で
、
都
道
府
県
で
は
旅
券
の
発
行
な
ど
仕
事

の
八
割
、
市
町
村
で
は
戸
籍
な
ど
四
割
を
占
め
た
。

国
は
法
律
に
規
定
が
な
く
て
も
「
通
達
」
で
細
か
く
指
示
し
、
自
治
体

を
従
わ
せ
た
。
地
方
分
権
一
括
法
で
廃
止
さ
れ
、
廃
止
後
は「
自
治
事
務
」

と
「
法
廷
受
託
事
務
」
に
振
り
分
け
ら
れ
た
。
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地
方
分
権
一
括
法

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
に
施
行
さ
れ
た
地
方
分
権
一
括
法
は
、

改
正
地
方
自
治
法
を
中
心
に
四
七
五
本
に
及
ぶ
膨
大
な
法
改
正
で
、
国
と

地
方
自
治
体
の
関
係
を
従
来
の
「
上
下
・
主
従
」
か
ら
「
対
等
・
協
力
」

に
転
換
し
た
。「
歴
史
的
な
改
革
」
と
も
言
わ
れ
、
最
大
の
目
玉
は
「
機

関
委
任
事
務
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
国
の
自
治
体
へ
の
「
関
与
」
も

廃
止
・
縮
減
さ
れ
た
。

国
に
よ
る
地
方
自
治
体
へ
の
「
必
置
規
制
」
も
廃
止
・
緩
和
さ
れ
、
機

関
委
任
事
務
に
基
づ
い
て
乱
発
さ
れ
て
き
た
国
か
ら
自
治
体
へ
の
「
通

達
」
も
廃
止
さ
れ
た
が
、
国
か
ら
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
は
ご
く
わ
ず
か

で
、
税
財
源
の
移
譲
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

自
治
事
務

地
方
分
権
一
括
法
で
機
関
委
任
事
務
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地

方
自
治
体
が
自
ら
の
裁
量
に
よ
っ
て
自
主
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
事

務
で
、
六
〇
〇
を
超
え
た
機
関
委
任
事
務
の
約
五
十
五
％
が
自
治
事
務
と

な
っ
た
。

主
な
自
治
事
務
は
、
都
市
計
画
の
決
定
、
農
業
振
興
地
域
の
指
定
、
飲

食
店
営
業
の
許
可
、
病
院
や
薬
局
の
開
設
許
可
、
土
地
改
良
区
の
設
立
許

可
、
建
築
確
認
、
建
設
業
・
宅
地
建
物
取
引
業
の
許
可
、
小
中
学
校
の
学

級
編
成
や
教
科
書
の
選
定
、
就
学
校
の
指
定
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

な
ど
で
あ
る
。

法
定
受
託
事
務

地
方
分
権
一
括
法
で
機
関
委
任
事
務
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、

廃
止
後
に
「
自
治
事
務
」
と
区
別
し
て
組
み
替
え
ら
れ
た
事
務
の
こ
と
で
、

国
が
果
た
す
べ
き
事
務
で
あ
る
が
、
事
務
処
理
の
効
率
性
や
利
用
者
で
あ

る
国
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
、
地
方
自
治
体
で
処
理
す
る
よ
う
に
法
律

や
政
令
な
ど
で
特
に
定
め
た
事
務
で
、
国
が
自
治
体
に
処
理
を
委
託
す
る

も
の
で
あ
る
。

主
な
法
定
受
託
事
務
は
、
国
政
選
挙
の
事
務
、
旅
券
の
交
付
、
国
の
指

定
統
計
、
国
道
の
管
理
、
生
活
保
護
の
決
定
と
実
施
な
ど
で
あ
り
、
法
定

受
託
事
務
に
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
自
治
体
が
自
治
事
務
に
す
べ
き
と
主
張

し
て
き
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

市
町
村
へ
の
権
限
移
譲

地
方
分
権
一
括
法
で
都
道
府
県
か
ら
「
市
町
村
」
に
移
譲
さ
れ
た
主
な

権
限
は
、
市
町
村
立
学
校
の
学
級
編
成
と
始
業
日
、
就
業
日
な
ど
の
学
期

の
決
定
、
市
町
村
立
高
校
の
通
学
路
（
通
学
区
域
）
の
指
定
、
犬
の
登
録
、

鑑
札
の
交
付
、
注
射
済
み
票
の
交
付
な
ど
で
あ
る
。

地
方
事
務
官
の
廃
止

都
道
府
県
に
は
従
来
、
身
分
は
国
家
公
務
員
だ
が
、
職
務
上
は
都
道
府

県
知
事
の
指
揮
下
に
あ
る
地
方
事
務
官
制
度
が
あ
っ
た
。
地
方
分
権
一
括

法
で
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
地
方
事
務
官
が
行
っ
て
い
た

社
会
保
険
事
務
や
職
業
安
定
事
務
は
国
の
直
接
執
行
事
務
と
な
っ
た
。
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市
町
村
合
併

地
方
分
権
の
推
進
に
は
、
分
権
の
受
け
皿
と
な
る
地
方
自
治
体
の
基
盤

整
備
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
全
国
に
は
三
二
〇
〇
以
上
の
自
治

体
が
あ
り
、
人
口
が
一
万
人
に
満
た
な
い
市
も
あ
る
。
自
治
体
に
一
定
の

人
口
や
財
政
力
、
行
政
処
理
能
力
が
な
け
れ
ば
、
国
か
ら
権
限
を
移
譲
さ

れ
て
も
使
い
こ
な
せ
ず
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
自
治
体
の
力
量
ア
ッ
プ
が

分
権
推
進
の
必
須
条
件
で
あ
る
。

〈
大
正
時
代
〉

大
正

元
年

七
月
三
〇
日
、
年
号
が
「
明
治
」
か
ら
「
大
正
」
に
改
め
ら
れ
る

一
二
年

郡
制
の
廃
止

一
五
年

地
方
議
員
の
普
通
選
挙
の
実
施

〈
明
治
時
代
〉

明
治

元
年

一
八
六
八
年

九
月
八
日

年
号
が
「
慶
応
」
か
ら
「
明
治
」
に
改
め

ら
れ
る
。

四
年

一
八
七
一
年

廃
藩
置
県

戸
籍
法
の
制
定

一
一
年

一
八
七
八
年

三
新
法
の
制
定
（
１

郡
区
町
村
編
成
法
、
２

府
県

会
規
則
、
３

地
方
税
規
則
）

一
二
年

一
八
七
九
年

一
〇
月

遠
竹
村
と
井
崎
村
が
合
併
し
て
、
井
崎
村
に

田
原
村
と
小
川
原
浦
村
が
合
併
し
、
小
川
原
浦
村
に

一
三
年

一
八
八
〇
年

区
町
村
会
法
の
制
定

二
一
年

一
八
八
八
年

市
制
町
村
制
の
制
定

二
二
年

一
八
八
九
年

明
治
の
大
合
併

四
月
一
日

小
川
原
浦
村
、
長
里
村
、
井
崎
村
が
合
併

し
、
小
長
井
村
が
誕
生
し
た

市
制
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
地
方
自
治
が
は
じ
ま
っ

た

二
三
年

一
八
九
〇
年

大
日
本
帝
国
憲
法
の
施
行

府
県
制
・
郡
制
の
制
定

二
七
年

一
八
九
四
年

日
清
戦
争

三
七
年

一
九
〇
四
年

日
露
戦
争

〈
昭
和
時
代
〉

昭
和

元
年

一
二
月
二
十
五
日
、
年
号
が
「
大
正
」
か
ら
「
昭
和
」
に
改
め
ら
れ
る

六
年

満
州
事
変

一
一
年

二
・
二
六
事
件

一
二
年

日
中
戦
争

一
五
年

八
月
三
〇
日

諫
早
町
・
小
栗
村
・
小
野
村
・
有
喜
村
・
真
津
山
村
が

合
併
し
て
諫
早
市
が
誕
生

九
月
一
日

本
野
村
・
長
田
村
が
諫
早
市
に
合
併

一
六
年

太
平
洋
戦
争

一
八
年

市
制
町
村
制
の
改
正

二
〇
年

八
月
一
五
日
、
終
戦

二
二
年

五
月
三
日
、
日
本
国
憲
法
施
行
、
地
方
自
治
法
施
行

湯
江
村
・
小
江
村
・
深
海
村
が
合
併
し
て
湯
江
村
と
な
る

森
山
村
・
井
牟
田
村
・
唐
比
村
が
合
併
し
て
森
山
村
と
な
る

二
三
年

警
察
法
、
教
育
委
員
会
法
、
消
防
組
織
法
の
制
定

二
八
年

町
村
合
併
促
進
法
の
制
定

三
〇
年

喜
々
津
村
・
大
草
村
・
伊
木
力
村
が
合
併
し
て
多
良
見
村
と
な
る

飯
盛
村
・
江
ノ
浦
村
が
合
併
し
て
飯
盛
村
と
な
る

三
一
年

新
市
町
村
建
設
促
進
法
の
制
定

地
方
自
治
法
の
改
正

湯
江
村
か
ら
高
来
町
と
な
る

四
〇
年

多
良
見
村
か
ら
多
良
見
町
と
な
る

飯
盛
村
か
ら
飯
盛
町
と
な
る

―３４０―

第五章 町 行 政



１２

駐
在
員
制
と
班
長
制

小
長
井
村
の
発
足
当
初
か
ら
各
部
落
へ
の
行
政
伝
達
、
納
税
な
ど
の
用

件
は
す
べ
て
地
区
長
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
が
戦
後
の
地
方
自
治
諸

般
の
制
度
改
正
に
伴
い
従
前
の
地
区
長
制
を
、
昭
和
二
十
六
年
五
月
に
駐

在
員
制
に
改
め
た
。

駐
在
員
は
地
区
民
の
半
数
以
上
の
同
意
を
得
て
町
長
（
村
長
）
が
委
嘱

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
は
駐
在
員
制
を
班
長
制
に
改
め
、
町
長

の
補
助
機
関
と
し
て
従
前
の
三
十
地
区
を
細
分
し
て
、
一
つ
の
班
が
十
数

戸
程
度
で
町
の
一
般
行
政
連
絡
と
、
納
税
事
務
等
を
そ
の
任
務
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
が
、
複
雑
化
す
る
行
政
連
絡
を
適
切
に
処
理
し
、
又
納

税
成
績
の
向
上
を
果
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
も
班
長
の
努
力
と
町
民
の
自
覚

の
賜
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
班
数
は
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
平
成
〜
現
在
〉

平
成

元
年

一
月
八
日
、
年
号
が
「
昭
和
」
か
ら
「
平
成
」
に
改
め
ら
れ
る

三
年

地
方
自
治
法
の
改
正

六
年

地
方
自
治
法
の
改
正

七
年

地
方
分
権
推
進
法
の
制
定

九
年

地
方
自
治
法
の
改
正

一
一
年

地
方
自
治
法
の
改
正

四
一
年

一
一
月
一
日

小
長
井
村
か
ら
小
長
井
町
と
な
る

四
四
年

長
崎
国
体
（
山
茶
花
高
原
が
山
岳
競
技
の
会
場
と
な
る
）

森
山
村
か
ら
森
山
町
と
な
る

行政班及び世帯数一覧表（平成１６年４月１日現在 但し世帯数は班長より届け出があった数値）

世帯数

１４

１０

１５

１０

１６

１５

１８

１８

１１

１２

１４

１６

９

９

１０

８

１２

班 名

２班

３班

４班

５班

４－１班

２班

３班

４班

５班

１－１班

２班

３班

４班

２－１班

２班

３班

４班

地 区

井 崎

小川原浦

世帯数

８

１１

７

７

９

１５

９

１０

１３

１２

１０

１５

７

１０

７

８

１４

班 名

３班

１班

２班

１班

２班

３班

４班

５班

１－１班

２班

３班

４班

２－１班

２班

３班

４班

３－１班

地 区

柳 南

黒 仁 田

築 切

井 崎

世帯数

９

１０

１３

７

８

１８

９

５

１０

１４

１３

９

１０

８

７

８

８

班 名

１－１班

２班

３班

４班

５班

６班

２－１班

２班

３班

４班

５班

１班

２班

３班

４班

１班

２班

地 区

釜

遠 竹

柳 南
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世帯数

１２

１１

１０

１２

１１

１１

１４

１２

１０

１３

１６

１２

１４

１０

１４

１１

８

１７

１５

１０

１１

１０

１４

１１

１１

９

９

９

９

１，５９７

班 名

３班

１班

２班

３班

４班

１班

２班

３班

１班

２班

３班

１－１班

２班

３班

２－１班

２班

３班

４班

１班

２班

３班

４班

５班

１班

２班

３班

４班

５班

６班

１４２班

地 区

足 角

打 越

川 内

船 津

田 代

尾 ノ 上

大 久 保

合 計

世帯数

１４

１２

２３

１３

５

１０

１０

４

９

４

４

３

９

７

７

１７

１０

７

８

１０

７

７

１１

１５

１５

１０

１７

８

９

１２

１８

班 名

２－１班

２班

３班

４班

５班

３－１班

２班

４班

１班

２班

３班

１班

１－１班

２班

３班

４班

５班

２－１班

２班

３班

４班

５班

３－１班

２班

３班

４班

５班

６班

７班

１班

２班

地 区

田 原

広 川 良

古 場

牧

足 角

世帯数

２４

８

８

１４

２１

８

４

５

６

４

７

９

１４

１４

２４

１０

１０

８

１０

１７

１８

１９

１０

１３

１９

１８

１５

１７

１３

１１

１３

班 名

５班

３－１班

２班

３班

４班

５班

６班

４－１班

２班

３班

４班

５班

６班

７班

８班

９班

１０班

１１班

１２班

５－１班

２班

３班

４班

５班

１班

２班

１－１班

２班

３班

４班

５班

地 区

小川原浦

新 田 原

田 原

―３４２―

第五章 町 行 政



五
、
歴
代
村
長
・
町
長
・
助
役
・
収
入
役

明
治
の
大
合
併
に
よ
り
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
四
月
一
日
に

誕
生
し
た
小
長
井
村
は
、
そ
の
後
、
町
制
施
行
に
よ
り
、
昭
和
四
十
一（
一

九
六
六
）
年
十
一
月
一
日
に
小
長
井
町
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の

平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
、
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
二
月
二
十
八
日

を
も
っ
て
、
自
治
体
と
し
て
の
終
焉
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
小
長
井
町
は

明
治
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
幾
変
遷
の
世
相
を
歩
き
、
百
十
六
年
と
い
う

長
い
歴
史
が
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

小
長
井
町
が
誕
生
し
て
か
ら
今
回
の
合
併
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
、
歴

代
の
村
長
・
町
長
・
助
役
・
収
入
役
を
次
表
に
し
た
。

１

町
長
（
村
長
）

歴
代

村
長
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

一
二

赤
司

傳
吉

大
正

六
・

六
・

七

大
正
一
〇
・

四
・

五

一
三

田
川

道
英

大
正
一
〇
・

五
・

四

大
正
一
一
・

五
・

六

一
四

赤
司

傳
吉

大
正
一
一
・

八
・
二
五

大
正
一
五
・

八
・
二
四

一
五

田
川

道
英

大
正
一
五
・

九
・

二

昭
和

五
・

九
・

一

一
六

田
川

道
英

昭
和

五
・

九
・

二

昭
和

九
・

九
・

一

一
七

田
川

道
英

昭
和

九
・

九
・

一

昭
和
一
三
・

九
・

一

一
八

佐
藤

常
治

昭
和
一
三
・

九
・

二

昭
和
一
六
・

一
・

八

一
九

古
賀

鼎
三

昭
和
一
六
・

一
・
一
九

昭
和
一
六
・

九
・
一
九

臨
時
村

長
代
理

松
尾

菊
馬

昭
和
一
六
・

九
・
二
〇

昭
和
一
七
・

七
・

九

二
〇

古
賀

鼎
三

昭
和
一
七
・

七
・
一
〇

昭
和
一
八
・

五
・
三
〇

二
一

佐
藤

常
治

昭
和
一
八
・

五
・
三
〇

昭
和
一
九
・

七
・
一
二

二
二

古
賀

鼎
三

昭
和
一
九
・

八
・
一
〇

昭
和
二
〇
・
一
一
・
一
五

二
三

田
川

道
英

昭
和
二
〇
・
一
二
・
二
九

昭
和
二
一
・
一
〇
・
二
四

二
四

古
賀

�
郎

昭
和
二
二
・

四
・

八

昭
和
二
六
・

四
・

四

二
五

古
賀

�
郎

昭
和
二
六
・

四
・
二
四

昭
和
三
〇
・

四
・
三
〇

二
六

古
賀

�
郎

昭
和
三
〇
・

五
・

一

昭
和
三
四
・

四
・
三
〇

二
七

古
賀

�
郎

昭
和
三
四
・

五
・

一

昭
和
三
八
・

四
・
三
〇

二
八

古
賀

�
郎

昭
和
三
八
・

五
・

一

昭
和
四
一
・
一
〇
・
三
一

歴
代

町
長
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

一

古
賀

�
郎

昭
和
四
一
・
一
一
・

一

昭
和
四
二
・

三
・

八

二

吉
川

敏
�

昭
和
四
二
・

四
・
二
八

昭
和
四
六
・

四
・
二
七

三

吉
川

敏
�

昭
和
四
六
・

四
・
二
八

昭
和
五
〇
・

四
・
二
七

四

吉
川

敏
�

昭
和
五
〇
・

四
・
二
八

昭
和
五
四
・

四
・
二
七

五

吉
川

敏
�

昭
和
五
四
・

四
・
二
八

昭
和
五
八
・

四
・
二
七

六

吉
川

敏
�

昭
和
五
八
・

四
・
二
八

昭
和
六
二
・

四
・
二
七

歴
代

村
長
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

一

毎
熊

敬
一

明
治
二
二
・

五
・
一
一

明
治
二
六
・

五
・
一
一

二

宇
野
右
馬
之
進

明
治
二
六
・

五
・
一
三

明
治
三
〇
・

五
・
一
二

三

増
山
文
之
助

明
治
三
〇
・

五
・
一
三

明
治
三
四
・

五
・
一
二

四

赤
司

傳
吉

明
治
三
四
・

五
・
二
七

明
治
三
六
・
一
一
・
一
八

五

田
川
九
郎
助

明
治
三
六
・
一
二
・
二
二

明
治
三
七
・

八
・
二
九

六

宇
野
右
馬
之
進

明
治
三
七
・

九
・
一
六

明
治
三
八
・

三
・
二
七

七

佐
藤

覚

明
治
三
八
・

五
・
一
〇

明
治
四
〇
・

三
・
二
一

八

古
賀
�
太
郎

明
治
四
〇
・

四
・
一
七

明
治
四
〇
・
一
二
・
二
〇

九

古
賀

正
偉

明
治
四
一
・

一
・

七

明
治
四
五
・

一
・

六

一
〇

宇
野
右
馬
之
進

明
治
四
五
・

一
・
一
二

大
正

二
・

五
・
二
五

一
一

赤
司

傳
吉

大
正

二
・

六
・

七

大
正

六
・

六
・

六
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２

助

役

助
役
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

赤
司
五
百
太

明
治
二
二
・

五
・

一

明
治
二
三
・

六
・
二
七

増
山
文
之
助

明
治
二
三
・

七
・
一
七

明
治
二
七
・

七
・
一
六

増
山
文
之
助

明
治
二
七
・

七
・
一
七

明
治
三
〇
・

五
・
一
二

中
尾

仙
十

明
治
三
〇
・

五
・
二
四

明
治
三
四
・

五
・
二
三

江
頭

徳
馬

明
治
三
四
・

六
・
一
〇

明
治
三
五
・

九
・
二
八

池
田

治
六

明
治
三
五
・
一
〇
・

三

明
治
三
九
・
一
〇
・

二

池
田

治
六

明
治
三
九
・
一
〇
・

三

明
治
四
一
・

四
・
二
二

新
宮

勝

明
治
四
一
・

六
・
一
一

明
治
四
四
・

三
・

九

池
原

利
三

明
治
四
四
・

三
・
二
五

大
正

四
・

四
・
二
〇

池
田

鎮
雄

大
正

四
・

五
・

六

大
正

六
・
一
二
・

七

吉
川
愛
四
郎

大
正

七
・

一
・
一
二

大
正
一
一
・

一
・
一
一

吉
川
愛
四
郎

大
正
一
一
・

一
・
一
二

大
正
一
五
・

一
・
一
一

吉
川
愛
四
郎

大
正
一
五
・

一
・
一
二

昭
和

五
・

一
・
一
一

助
役
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

吉
川
愛
四
郎

昭
和

五
・

一
・
一
二

昭
和

九
・

一
・
一
一

吉
川
愛
四
郎

昭
和

九
・

一
・
一
二

昭
和
一
二
・

五
・

三

田
川

八
郎

昭
和
一
二
・

六
・

一

昭
和
一
六
・

一
・
二
八

鶴
田

七
郎

昭
和
一
六
・

二
・

五

昭
和
一
六
・

九
・
一
六

鶴
田

七
郎

昭
和
一
七
・

七
・
一
〇

昭
和
一
九
・

八
・
一
一

横
田

三
作

昭
和
一
九
・

八
・
二
四

昭
和
二
一
・

一
・

七

鶴
田

七
郎

昭
和
二
一
・

七
・

八

昭
和
二
五
・

一
・

八

鶴
田

七
郎

昭
和
二
五
・

一
・

八

昭
和
二
六
・

七
・

七

吉
川

敏
�

昭
和
二
六
・

七
・

八

昭
和
三
〇
・

七
・

七

吉
川

敏
�

昭
和
三
〇
・

七
・

八

昭
和
三
四
・

七
・

七

吉
川

敏
�

昭
和
三
四
・

七
・

八

昭
和
三
八
・

七
・

七

吉
川

敏
�

昭
和
三
八
・

七
・

八

昭
和
四
一
・
一
〇
・
三
一

吉
川

敏
�

昭
和
四
一
・
一
一
・
一
一

昭
和
四
二
・

三
・
三
〇

原
田

幸
雄

昭
和
四
二
・

六
・
二
三

昭
和
四
六
・

六
・
二
二

原
田

幸
雄

昭
和
四
六
・

六
・
二
三

昭
和
五
〇
・

六
・
二
二

石
丸

一
喜

昭
和
五
〇
・

六
・
二
三

昭
和
五
四
・

六
・
二
二

江
口

健
彦

昭
和
五
四
・

六
・
二
三

昭
和
五
八
・

六
・
二
二

栄
田

清
二

昭
和
五
八
・

六
・
二
三

昭
和
六
二
・

六
・
二
二

江
口

健
彦

昭
和
六
二
・

六
・
二
三

平
成

二
・

六
・
三
〇

辻
田

弘
輔

平
成

二
・

七
・

一

平
成

七
・

六
・
三
〇

山
下

勝
紀

平
成

七
・

七
・

一

平
成
一
一
・

六
・
三
〇

山
下

勝
紀

平
成
一
一
・

七
・

一

平
成
一
五
・

六
・
三
〇

歴
代

町
長
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

七

古
賀

忠
臣

昭
和
六
二
・

四
・
二
八

平
成

三
・

四
・
二
七

八

古
賀

忠
臣

平
成

三
・

四
・
二
八

平
成

七
・

四
・
二

九

古
賀

忠
臣

平
成

七
・

四
・
二
八

平
成
一
一
・

四
・
二
七

一
〇

古
賀

忠
臣

平
成
一
一
・

四
・
二
八

平
成
一
五
・

四
・
二
七

一
一

古
賀

忠
臣

平
成
一
五
・

四
・
二
八

平
成
一
六
・

二
・
二
八

一
二

山
下

勝
紀

平
成
一
六
・

三
・

一

現
在
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３

収

入

役

収
入
役
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

東

徳
太
郎

明
治
二
二
・

五
・
一
九

明
治
二
三
・

六
・
二
〇

赤
司
五
百
太

明
治
二
三
・

七
・
一
二

明
治
二
七
・

七
・
一
一

中
尾

仙
十

明
治
二
七
・

七
・
一
二

明
治
三
〇
・

四
・
二
二

池
田

鎮
雄

明
治
三
〇
・

五
・

一

明
治
三
三
・

八
・
二
七

江
口
嘉
次
郎

明
治
三
三
・

九
・
一
七

明
治
三
七
・

九
・
一
六

渡
部

勝
次

明
治
三
七
・

九
・
一
七

明
治
四
〇
・
一
〇
・
二
二

新
宮

勝

明
治
四
〇
・
一
〇
・
二
二

明
治
四
一
・

六
・

五

青
木

岩
太

明
治
四
一
・

六
・
一
五

明
治
四
二
・

八
・
二
四

高
橋

寿
平

明
治
四
二
・

八
・
三
〇

大
正

二
・

八
・
二
九

高
橋

寿
平

大
正

二
・

八
・
二
九

大
正

六
・

八
・
二
九

高
橋

寿
平

大
正

六
・

八
・
二
九

大
正
一
〇
・

八
・
二
九

高
橋

寿
平

大
正
一
〇
・

八
・
二
九

大
正
一
四
・

八
・
二
九

高
橋

寿
平

大
正
一
四
・

八
・
二
九

昭
和

四
・

八
・
二
九

高
橋

寿
平

昭
和

四
・

八
・
二
九

昭
和

五
・

二
・
二
九

田
川

八
郎

昭
和

五
・

二
・
二
五

昭
和

九
・

二
・
二
四

田
川

八
郎

昭
和

九
・

二
・
二
五

昭
和
一
二
・

五
・
三
一

吉
田

賢

昭
和
一
二
・

六
・

一

昭
和
一
二
・
一
〇
・
二
七

収
入
役
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

小
柳
勇
四
郎

昭
和
一
三
・

四
・

一

昭
和
一
六
・

九
・
一
八

臨
時
収
入
役
代
理

浦
川

六
市

昭
和
一
六
・

九
・
二
〇

昭
和
一
七
・

四
・
一
七

原
田

幸
雄

昭
和
一
七
・

四
・
一
七

昭
和
一
八
・

八
・

一

田
川

八
郎

昭
和
一
八
・

八
・

七

昭
和
一
九
・
一
〇
・
一
二

田
川

八
郎

昭
和
二
〇
・

二
・
一
五

昭
和
二
四
・

二
・
二
四

田
川

八
郎

昭
和
二
四
・

二
・
二
五

昭
和
二
八
・

二
・
一
三

原
田

幸
雄

昭
和
二
八
・

二
・
二
三

昭
和
三
二
・

二
・
二
二

原
田

幸
雄

昭
和
三
二
・

二
・
二
三

昭
和
三
六
・

二
・
二
二

原
田

幸
雄

昭
和
三
六
・

二
・
二
三

昭
和
四
〇
・

二
・
二
二

原
田

幸
雄

昭
和
四
〇
・

二
・
二
三

昭
和
四
一
・
一
〇
・
三
一

原
田

幸
雄

昭
和
四
一
・
一
一
・

一

昭
和
四
二
・

六
・
二
二

石
丸

一
喜

昭
和
四
二
・

六
・
二
三

昭
和
四
六
・

六
・
二
二

石
丸

一
喜

昭
和
四
六
・

六
・
二
三

昭
和
五
〇
・

六
・
二
二

江
口

健
彦

昭
和
五
〇
・

六
・
二
三

昭
和
五
四
・

六
・
二
二

栄
田

清
二

昭
和
五
四
・

六
・
二
三

昭
和
五
八
・

六
・
二
二

山
下

勝
紀

昭
和
五
八
・

六
・
二
三

昭
和
六
二
・

六
・
二
二

山
下

勝
紀

昭
和
六
二
・

六
・
二
三

平
成

三
・

六
・
二
二

山
下

勝
紀

平
成

三
・

六
・
二
三

平
成

七
・

六
・
二
二

中
尾

利
治

平
成

七
・

六
・
二
三

平
成
一
一
・

六
・
二
二

土
井

勝
義

平
成
一
一
・

六
・
二
三

平
成
一
五
・

六
・
三
〇

以
降
現
在
ま
で
助
役
が
兼
掌

助
役
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

池
田

芳
信

平
成
一
五
・

七
・

一

平
成
一
六
・

二
・
二
九

土
井

勝
義

平
成
一
六
・

三
・

九

現
在
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六
、
歴
代
議
会
議
長
・
議
会
議
員

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
四
月
一
日
町
村
制
施
行
に
よ
り
村
会
議

員
の
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
議
員
の
任
期
を
六
年
と
し
三
年
ご
と
に
半
数
が

改
選
さ
れ
た
が
村
会
議
員
で
村
長
を
選
出
し
、
村
長
に
当
選
し
た
者
が
議

会
の
議
長
と
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
四
月
に
地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
選
挙
権
が
な
か
っ
た
婦
人
も
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

参
議
院
議
員
、
県
知
事
、
県
議
会
議
員
、
町
村
長
、
町
村
議
会
議
員
等
の

選
挙
が
こ
の
年
に
施
行
さ
れ
た
。

町
村
制
時
代
と
違
っ
て
、
町
村
長
も
議
会
議
員
も
立
候
補
制
と
な
り
、

町
村
長
と
議
会
議
員
の
同
時
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
議
長
と
副
議
長
は
当
選

し
た
議
員
の
互
選
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
議
会
の
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

小
長
井
が
誕
生
し
た
明
治
二
十
二
年
か
ら
今
回
の
合
併
ま
で
の
百
十
六

年
間
の
、
議
長
及
び
議
会
議
員
を
次
表
に
し
た
。

１

議

長

歴
代

議
長

氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

一

新
宮
八
五
郎

昭
和
二
十
二
年
五
月

昭
和
二
十
二
年

八
月

二

矢
竹
太
次
郎

昭
和
二
十
二
年
八
月

昭
和
二
十
六
年

四
月

三

黒
木

繁
観

昭
和
二
十
六
年
五
月

昭
和

三
十
年

四
月

四

黒
木

繁
観

昭
和

三
十
年
五
月

昭
和
三
十
四
年

四
月

五

森

鼎

昭
和
三
十
四
年
五
月

昭
和
三
十
八
年

四
月

六

森

鼎

昭
和
三
十
八
年
五
月

昭
和
四
十
二
年

四
月

七

佐
藤

常
治

昭
和
四
十
二
年
五
月

昭
和
四
十
六
年

四
月

八

佐
藤

常
治

昭
和
四
十
六
年
五
月

昭
和

五
十
年

四
月

九

佐
藤

常
治

昭
和

五
十
年
五
月

昭
和
五
十
四
年

四
月

一
〇

鏡

初
孝

昭
和
五
十
四
年
五
月

昭
和
五
十
八
年

四
月

一
一

森

藤
治

昭
和
五
十
八
年
五
月

昭
和

六
十
年

五
月

一
二

山
口

澤
輝

昭
和

六
十
年
五
月

昭
和
六
十
二
年

四
月

一
三

小
溝

太

昭
和
六
十
二
年
五
月

平
成

三
年

四
月

一
四

中
村
弥
三
郎

平
成

三
年
五
月

平
成

六
年

六
月

一
五

本
多

正
徳

平
成

六
年
六
月

平
成

七
年

五
月

一
六

清
水

三
義

平
成

七
年
五
月

平
成

八
年
十
二
月

一
七

北
村
多
喜
男

平
成

九
年
二
月

平
成

十
一
年

四
月

一
八

原

安
弘

平
成

十
一
年
五
月

平
成

十
五
年

四
月

一
九

原

安
弘

平
成

十
五
年
五
月

平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
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２

議

員

村
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

宇
野
右
馬
之
助

明
治
二
二

明
治
二
八

鶴
田
傳
之
元

明
治
二
二

明
治
二
五

赤
司
五
百
太

明
治
二
二

明
治
二
五

矢
竹

次
三

明
治
二
二

明
治
二
八

糸
山

左
八

明
治
二
二

明
治
二
五

前
田
勝
之
進

明
治
二
二

明
治
二
五

池
原
善
之
亟

明
治
二
二

明
治
二
八

毎
熊

敬
一

明
治
二
二

明
治
二
五

永
尾

貞
七

明
治
二
二

明
治
二
八

田
川
九
郎
助

明
治
二
二

明
治
二
五

中
尾

仙
十

明
治
二
二

明
治
二
八

佐
藤
良
四
郎

明
治
二
二

明
治
二
八

田
川
九
郎
助

明
治
二
五

明
治
三
一

土
橋

文
六

明
治
二
五

明
治
三
一

毎
熊

敬
一

明
治
二
五

明
治
三
一

前
田
勝
之
進

明
治
二
五

明
治
三
一

糸
山

左
八

明
治
二
五

明
治
三
一

横
尾

慶
蔵

明
治
二
五

明
治
三
一

佐
藤
良
四
郎

明
治
二
八

明
治
三
四

古
賀
�
太
郎

明
治
二
八

明
治
三
四

池
田

泰
助

明
治
二
八

明
治
三
四

村
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

中
尾

慎
吾

明
治
二
八

明
治
三
四

馬
渡

七
郎

明
治
二
八

明
治
三
四

赤
司
五
百
太

明
治
二
八

明
治
三
四

田
川
九
郎
助

明
治
三
一

明
治
三
七

土
橋

文
六

明
治
三
一

明
治
三
七

糸
山

左
八

明
治
三
一

明
治
三
七

江
頭

徳
馬

明
治
三
一

明
治
三
七

吉
岡
永
四
郎

明
治
三
一

明
治
三
七

藤
瀬
剛
次
郎

明
治
三
一

明
治
三
七

前
田
勝
之
進

明
治
三
一
（
補
欠
）

明
治
三
四

江
口
嘉
次
郎

明
治
三
一
（
補
欠
）

明
治
三
四

毎
熊

敬
一

明
治
三
四

明
治
四
一

赤
司

傳
吉

明
治
三
四

明
治
四
一

中
尾

仙
十

明
治
三
四

明
治
四
一

栗
本
熊
五
郎

明
治
三
四

明
治
四
一

小
溝
勝
太
郎

明
治
三
四

明
治
四
一

池
田

鎮
雄

明
治
三
四

明
治
四
一

田
川
九
郎
助

明
治
三
七
・
四
・
二
一

明
治
四
三
・
四
・
二
〇

宇
野
右
馬
之
助

明
治
三
七
・
四
・
二
一

明
治
四
三
・
四
・
二
〇

土
橋

文
六

明
治
三
七
・
四
・
二
一

明
治
四
三
・
四
・
二
〇

前
田
勝
之
進

明
治
三
七
・
四
・
二
一

明
治
四
三
・
四
・
二
〇

吉
岡
永
四
郎

明
治
三
七
・
四
・
二
一

明
治
四
三
・
四
・
二
〇

佐
藤

覚

明
治
三
七
・
四
・
二
一

明
治
四
三
・
四
・
二
〇
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村
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

池
田

鎮
雄

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇

木
下

清
三

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇

原
田
良
四
郎

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇

土
橋

徳
家

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇

西
村

和
三

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正

七
・
四
・
一
五

死
亡

毎
熊

敬
一

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

原
田

助
作

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

古
賀
�
太
郎

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

古
川

辰
一

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

新
宮

勝

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

渡
部

勝
次

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

原
田
良
四
郎

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

永
尾

謙
六

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

矢
竹
太
次
郎

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

吉
永

吉
郎

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

吉
川
愛
四
郎

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

木
下
袈
裟
松

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

原
田

助
作

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

古
川

辰
一

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

新
宮

勝

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

吉
岡
永
四
郎

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

池
田

治
六

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

村
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

藤
原

清
一

明
三
七
・
四
・
二
一
捕

明
治
四
〇
・
四
・
二
〇

中
尾

仙
十

明
治
四
〇
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

古
賀
�
太
郎

明
治
四
〇
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

赤
司

傳
吉

明
治
四
〇
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

毎
熊

敬
一

明
治
四
〇
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

池
田

鎮
雄

明
治
四
〇
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

新
宮

勝

明
治
四
〇
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

古
賀

正
偉

明
治
四
〇
・
四
・
二
一（
補
欠
）

明
治
四
三
・
四
・
二
〇

田
川
九
郎
助

明
治
四
三
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

土
橋

文
六

明
治
四
三
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

佐
藤

覚

明
治
四
三
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

藤
瀬
剛
次
郎

明
治
四
三
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

藤
原

清
一

明
治
四
三
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

吉
次

圓
三

明
治
四
三
・
四
・
二
一

大
正

二
・
四
・
二
〇

田
川
九
郎
助

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇

西
村

和
三

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇

宇
野
右
馬
之
進

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

五
・
一
二
・
四

死
亡

毎
熊

敬
一

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇

古
賀
�
太
郎

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇

木
下
佐
金
吾

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇

佐
藤

覚

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇

新
宮

勝

大
正

二
・
四
・
二
一

大
正

六
・
四
・
二
〇
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佐
藤

覚

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

森

友
蔵

大
正
一
四
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

岩
永

栄
三

大
正
一
四
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

糸
山

驥
郎

大
正
一
四
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

北
村

三
作

大
正
一
四
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

田
川

道
英

大
正
一
四
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

新
堂

肇

大
正
一
四
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

原
田

助
作

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

古
川

辰
一

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

井
上
金
太
郎

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

藤
原

清
一

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

渡
部

勝
次

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

野
田
初
吉
郎

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

池
田

鎮
雄

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

佐
藤

覚

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
一
・

六

死
亡

吉
次

彦
一

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

森

友
蔵

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

岩
永

栄
三

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

鶴
田

七
郎

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

北
村

三
作

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

武
富

雄
三

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

田
川

八
郎

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

五
・
二
・
二
五
収
入
役
就
任

古
賀

鼎
三

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

赤
司

傳
吉

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

藤
原

清
一

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

渡
部

勝
次

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

池
田

鎮
雄

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

佐
藤

覚

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

原
田

猛
男

大
正

六
・
四
・
二
五

大
正
一
〇
・
四
・
二
四

原
田
良
四
郎

大
正

六
・
四
・
二
五

大
一
三
・
一
二
・
一
九

死
亡

矢
竹
太
次
郎

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

大
正
一
四
・
二
・
二
一

転
出

吉
次

圓
三

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

大
正
一
四
・
四
・
二
四

岩
永

栄
三

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

大
正
一
四
・
四
・
二
四

本
村

喜
六

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

大
正
一
四
・
四
・
二
四

新
堂

肇

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

大
正
一
四
・
四
・
二
四

木
下
袈
裟
松

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

大
正
一
四
・
四
・
二
四

原
田

助
作

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

大
正
一
四
・
四
・
二
四

古
賀
徳
太
郎

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

大
正
一
四
・
四
・
二
四

古
川

辰
一

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

大
正
一
四
・
四
・
二
四

新
宮

勝

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
三
・
二
七

死
亡

吉
岡
永
四
郎

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

井
上
金
太
郎

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

藤
原

清
一

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

渡
部

勝
次

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

野
田
初
吉
郎

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

池
田

鎮
雄

大
正
一
〇
・
四
・
二
五

昭
和

四
・
四
・
二
四

―３４９―

第一節 小長井町のあゆみ



村
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

渡
部

勝
次

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

野
田
初
吉
郎

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

山
崎

善
七

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

新
宮
八
五
郎

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

栄
田

随
一

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

永
渕

新

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

鶴
田

七
郎

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

徳
永

勝
太

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

北
村
金
四
郎

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

小
柳
勇
四
郎

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
三
・
三
・
三
一
収
入
役
就
任

黒
木

繁
観

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

山
下

政
雄

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

藤
山

伝

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

森

鼎

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

北
村

三
作

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

佐
藤

常
治

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

島
崎

武
馬

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

古
川

栄

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九（
補
欠
）

渡
部

勝
次

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
一
七
・
五
・
二
二
死
亡

野
田
初
吉
郎

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
〇
・
五
・

六
死
亡

山
崎

善
七

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

新
宮
八
五
郎

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

村
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

黒
木

繁
観

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

木
下

勝

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

六
・
一
〇
・
二
七
退
職

原
田

助
作

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

井
上
金
太
郎

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

渡
部

勝
次

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

野
田
初
吉
郎

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

吉
次

彦
一

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

岩
永

栄
三

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

山
崎

善
七

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

永
渕

新

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

江
頭

純
治

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

鶴
田

七
郎

昭
和

四
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

北
村

三
作

昭
和

八
・
四
・
二
五

昭
和

八
・
四
・
二
四

北
村
金
四
郎

昭
和

八
・
四
・
二
五

昭
和
一
二
・
四
・
二
四

武
富

雄
三

昭
和

八
・
四
・
二
五

昭
和

九
・
三
・
一
七

死
亡

古
賀

鼎
三

昭
和

八
・
四
・
二
五

昭
和

九
・
九
・
三
〇
病
気
退
職

黒
木

繁
観

昭
和

八
・
四
・
二
五

昭
和
一
二
・
四
・
二
四

藤
山

伝

昭
和

八
・
四
・
二
五

昭
和
一
二
・
四
・
二
四

森

鼎

昭
和

八
・
四
・
二
五

昭
和
一
二
・
四
・
二
四

佐
藤

常
治

昭
和

八
・
四
・
二
五

昭
和
一
二
・
四
・
二
四

原
田

助
作

昭
和
一
二
・
五
・

五

昭
和
一
七
・
五
・
二
九

支
那
事
変
の
為
一
年
延
期
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野
中
房
太
郎

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

徳
永

卓
一

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

鶴
田

十
一

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

富
永

勇
三

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

吉
岡

新

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

中
尾
次
郎
吉

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

鏡

初
孝

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

森

順
平

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

新
宮
八
五
郎

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
二
・
八
・

七

死
亡

中
村

塚
一

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

矢
竹
太
次
郎

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

松
永

多
八

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

木
下

弘

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

土
井
伊
三
郎

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

北
村
金
四
郎

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

増
山

初
一

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

森

鼎

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

田
川

喜
明

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

渡
部

直
一

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

鶴
田

十
一

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

土
井

貞
男

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

野
中
房
太
郎

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

黒
木

繁
観

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

栄
田

随
一

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

岩
永

栄
三

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

鶴
田

七
郎

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

北
島

尭
治

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

木
下

勝

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

田
川

八
郎

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
一
八
・
八
・

七
収
入
役
就
任

黒
木

繁
観

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

野
中
房
太
郎

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

森

順
平

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

富
永

勇
三

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

佐
藤

常
治

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
二
・
一
四

一
身
上
の
都
合

永
井

至
暁

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

島
崎

武
馬

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
〇
・
十
二
・
二
九

一
身
上
の
都
合

井
上
吉
之
助

昭
和
一
七
・
五
・
三
〇

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

森

鼎

昭
和
一
七
・
五
・
二
四

昭
和
二
一
・
五
・
二
九

森

鼎

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

秀
島

宗
次

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

山
崎

善
陽

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
四
・
六
・
二
五

退
職

黒
木

繁
観

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

渡
部

直
一

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九

吉
永

吉
郎

昭
和
二
二
・
四
・
三
〇

昭
和
二
六
・
四
・
二
九
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村
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

増
山

一
夫

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

木
下

弘

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

中
尾
次
郎
吉

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

森

順
平

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
二
・

六

死
亡

馬
渡

常
雄

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

中
村

徳
一

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

増
山

初
一

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

森

鼎

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

山
口

澤
輝

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

平
田

福
松

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

馬
渡

常
雄

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

塚
副

久
夫

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

中
村

徳
一

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

野
中
房
太
郎

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

鬼
木

秀
雄

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

鶴
田

十
一

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

原
田

泰

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

増
山

一
夫

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

黒
木

繁
観

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

土
井

貞
男

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

吉
次

弘
胤

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

山
口

弥
一

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

村
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

蒲
原

剣
一

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

塚
副

久
夫

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

中
村

徳
一

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

吉
次

善
平

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

三
谷

幹
枝

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

山
口

弥
一

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

増
山

初
一

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

古
川

栄

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

鏡

初
孝

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

木
下

弘

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

中
尾
次
郎
吉

昭
和
二
六
・
四
・
二
三

昭
和
三
〇
・
四
・
二
九

森

鼎

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

宇
野

初
美

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
二
・
三
・

八

退
職

田
川

喜
明

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

八
戸

衛

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

鶴
田

十
一

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

塚
副

久
夫

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

黒
木

繁
観

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

野
中
房
太
郎

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

富
永

勇
三

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

有
富

清

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九

土
井

貞
男

昭
和
三
〇
・
四
・
三
〇

昭
和
三
四
・
四
・
二
九
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第五章 町 行 政



町
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

森

鼎

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
三
・
六
・
一
九

死
亡

森

藤
治

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

佐
藤

常
治

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

池
田
愛
次
郎

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

中
村
弥
三
郎

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

鬼
木

秀
雄

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

土
井

貞
男

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

木
下

勝
馬

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

中
村

徳
一

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

平
田

福
松

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

山
口

富
三

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

古
賀

鐘
男

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

黒
木

繁
観

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
五
・
十
・
二
三

死
亡

鶴
田

十
一

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

田
島

福
蔵

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

馬
渡

常
雄

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

山
口

弥
一

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
五
・
十
・

三

死
亡

鏡

初
孝

昭
和
四
二
・
四
・
二
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
九

山
口

澤
輝

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

森

益
朗

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

佐
藤

常
治

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

馬
渡

廣
雄

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

富
永

勇
三

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

中
尾
次
郎
吉

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

古
川

栄

昭
和
三
四
・
四
・
三
〇

昭
和
三
八
・
四
・
二
九

森

鼎

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

平
田

福
松

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

野
中

清

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

鶴
田

十
一

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

佐
藤

常
治

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

黒
木

繁
観

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

鬼
木

秀
雄

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

馬
渡

常
雄

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

中
村

徳
一

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

中
村
弥
三
郎

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

古
川

栄

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

塚
副

久
夫

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

山
口

弥
一

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

原
田

泰

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

吉
次

弘
胤

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

鏡

初
孝

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

山
口

富
三

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九

土
井

貞
男

昭
和
三
八
・
四
・
三
〇

昭
和
四
二
・
四
・
二
九
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町
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

永
渕

貞
男

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

森

藤
治

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

平
田

福
松

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

赤
司

正
寛

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

池
田

峰
雄

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

古
賀

鐘
男

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

山
口

富
三

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

鏡

初
孝

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

小
溝

太

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

田
島

福
蔵

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

森

益
朗

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

清
水
峰
之
進

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

森

藤
治

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

鏡

初
孝

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

山
口

澤
輝

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

今
村

政
記

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

本
多

正
徳

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

永
渕

貞
夫

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

小
溝

太

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

中
尾

光
雄

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

田
島

福
蔵

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

池
田

峰
雄

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

町
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

森

藤
治

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

松
永

多
八

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
四
七
・
十
・
二
一

死
亡

鏡

初
孝

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

木
下

勝
馬

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

中
村
弥
三
郎

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

永
渕

貞
男

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

平
田

福
松

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

原
田

泰

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

吉
田

鼎
蔵

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

池
田

峰
雄

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

田
島

福
蔵

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

鬼
木

秀
雄

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
四
七
・
一
二
・
一
六

死
亡

古
賀

鐘
男

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

山
口

富
三

昭
和
四
六
・
四
・
二
五

昭
和
五
〇
・
四
・
二
九

佐
藤

常
治

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

森

益
朗

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

中
村
弥
三
郎

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

木
下

勝
馬

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

馬
渡

廣
雄

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

吉
田

鼎
蔵

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

中
尾

光
雄

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九

山
口

澤
輝

昭
和
五
〇
・
四
・
二
七

昭
和
五
四
・
四
・
二
九
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馬
渡

廣
雄

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

原
田

泰

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

吉
次

正
勝

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

中
村
弥
三
郎

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

古
賀

直
弘

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

山
口

富
三

昭
和
五
四
・
四
・
二
三

昭
和
五
八
・
四
・
二
九

清
水
峰
之
進

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

山
口

国
喜

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

森

藤
治

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

吉
次

正
勝

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

中
村
弥
三
郎

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

馬
渡

廣
雄

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

清
水

三
義

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

本
多

正
徳

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

中
尾

光
雄

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

今
村

政
記

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

小
溝

太

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

北
村
多
喜
男

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

永
渕

貞
夫

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

赤
司

正
寛

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

平

洋

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

古
賀

直
弘

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

池
田

峰
雄

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

山
口

澤
輝

昭
和
五
八
・
四
・
二
五

昭
和
六
二
・
四
・
二
九

清
水
峰
之
進

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

鏡

初
孝

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

山
口

澤
輝

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

宮
崎

敏
美

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

今
村

政
記

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

吉
次

正
勝

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

本
多

正
徳

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

中
村
弥
三
郎

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

田
川

重
吉

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

清
水

三
義

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

森

藤
治

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

古
賀

直
弘

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

小
溝

太

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

橋
本

盛
光

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

山
口

国
喜

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

馬
渡

廣
雄

昭
和
六
二
・
四
・
二
七

平
成

三
・
四
・
二
九

清
水
峰
之
進

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

本
多

正
徳

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

宮
崎

敏
美

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

中
村
弥
三
郎

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

清
水

三
義

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

山
口

澤
輝

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九
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町
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

赤
崎

光
善

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

原

安
弘

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

小
柳

敏
之

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

北
村
多
喜
男

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

小
松

好
見

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

中
村

和
弥

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

山
口

一
輝

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

小
柳

敏
之

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

橋
本

盛
光

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

清
水
峰
之
進

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

土
井

信
幸

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

平
田

福
美

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

森

藤
治

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

原

安
弘

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

福
本

佐
八

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

赤
崎

光
善

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

宇
野

貞
治

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

原
田

秀
信

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

池
田

政
次

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

池
田

栄
二

平
成
一
一
・
四
・
二
五

平
成
一
五
・
四
・
二
九

中
村

和
弥

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

原
口

輝
義

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

町
会
議
員
氏
名

当
選
年
月
日

満
期
年
月
日

小
柳

敏
之

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

北
村
多
喜
男

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

田
川

重
吉

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

原

安
弘

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

平
田

福
美

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

橋
本

盛
光

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

中
村

吉
光

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

森

藤
治

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

小
溝

太

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

宇
野

貞
治

平
成

三
・
四
・
二
二

平
成

七
・
四
・
二
九

土
井

信
幸

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

山
口

一
輝

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

平
田

福
美

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

清
水

之
進

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

宇
野

貞
治

成
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

是
枝

良
勝

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

本
多

正
徳

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

森

藤
治

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

橋
本

盛
光

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

中
村
弥
三
郎

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

清
水

三
義

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九

宮
崎

敏
美

平
成

七
・
四
・
二
三

平
成
一
一
・
四
・
二
九
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七
、
市
町
村
数
の
変
遷
と
町
村
合
併
の
歴
史

１

明
治
の
大
合
併

近
代
的
な
地
方
自
治
制
度
で
あ
る
「
市
制
町
村
制
」
の
施
行
に
伴
い
、

行
政
上
の
目
的
（
教
育
、
徴
税
、
土
木
、
救
済
、
戸
籍
の
事
務
処
理
）
に

合
っ
た
規
模
の
自
治
体
と
し
て
の
町
村
の
単
位
（
江
戸
時
代
か
ら
引
き
継

が
れ
た
自
然
集
落
）
と
の
隔
た
り
を
な
く
す
た
め
、
町
村
合
併
標
準
提
示

（
明
治
二
十
一
年
六
月
十
三
日
内
務
大
臣
訓
令
）
に
基
づ
き
、
約
三
百
〜

五
百
戸
を
標
準
規
模
と
し
て
全
国
的
に
町
村
合
併
が
推
進
さ
れ
、
町
村
数

は
約
五
分
の
一
に
な
っ
た
。

２

昭
和
の
大
合
併

戦
後
、
新
制
中
学
校
の
設
置
管
理
、
市
町
村
消
防
や
自
治
体
警
察
の
創

設
の
事
務
、
社
会
福
祉
、
保
健
、
衛
生
関
係
の
新
し
い
事
務
が
市
町
村
の

事
務
と
さ
れ
、
行
政
事
務
の
能
率
的
処
理
の
た
め
に
は
規
模
の
合
理
化
が

必
要
と
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
八
年
の
町
村
合
併
促
進
法
（
第
三
条
「
町
村

は
お
お
む
ね
八
千
人
以
上
の
住
民
を
有
す
る
の
を
標
準
」）
及
び
こ
れ
に

続
く
、
昭
和
三
十
一
年
の
新
市
町
村
建
設
促
進
法
に
よ
り
、「
町
村
数
を

め

ど

約
三
分
の
一
に
減
少
す
る
こ
と
を
目
途
」
と
す
る
町
村
合
併
促
進
基
本
計

画
（
昭
和
二
十
八
年
十
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
の
達
成
を
図
っ
た
も
の
。

約
八
千
人
と
い
う
数
字
は
、
新
制
中
学
校
一
校
を
効
率
的
に
設
置
管
理

小
松

好
見

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

土
井

信
幸

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

池
田

栄
二

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

山
口

一
輝

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

原

安
弘

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

平
田

福
美

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

小
柳

敏
之

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

清
水
峰
之
進

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

赤
崎

光
善

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

森

藤
治

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

池
田

政
次

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

福
本

佐
八

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

原
田

秀
信

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八

小
溝

善
太

平
成
一
五
・
四
・
二
七

平
成
一
七
・
二
・
二
八
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し
て
い
く
た
め
に
必
要
と
考
え
ら

れ
た
人
口
で
昭
和
二
十
八
年
か
ら

昭
和
三
十
六
年
ま
で
に
、
市
町
村

数
は
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
な
っ
た
。

３

平
成
の
大
合
併

二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
わ
が
国

は
、
急
速
な
少
子
・
高
齢
化
、
情

報
技
術
の
高
度
化
、
国
際
化
等
、

社
会
・
経
済
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
社
会
全
般
に
わ
た
る

構
造
改
革
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
特

に
国
、
地
方
自
治
体
と
も
財
政
が

極
度
に
ひ
っ
迫
し
て
お
り
、
地
方

自
治
体
の
財
政
運
営
に
と
っ
て
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
地
方
交
付
税

の
配
分
の
見
直
し
な
ど
の
動
き
も

あ
る
。

平
成
十
二
年
四
月
に
地
方
分
権

一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
地
方
自
治

体
に
は
、
分
権
時
代
を
担
い
、
実

践
す
る
た
め
に
、
自
己
決
定
・
自

（表中の数字は市町村数）

備 考
市町村の合併の特例に関する法律の一
部を改正する法律施行
地方分権の推進を図るための関係法律
の整備等に関する法律一部施行
地方自治法等の一部を改正する法律

対馬市・壱岐市が合併により誕生
諫早市・小長井町・高来町・飯盛町・森山町・多良見町の一市五町が合併。

計

３，２３４

３，２２９

３，２１８

村

５７７

５６８

５６２

町

１，９９４

１，９９０

１，９８１

市

６６３

６７１

６７５

年 月

平成７年４月

平成１１年４月

平成１４年４月
平成１６年３月
平成１７年３月

（表中の数字は市町村数）

備 考
市制町村制施行

（明治２２年４月１日）

計

１２，３１５
１０，５２０

村

１５，８５９

１０，９８２
８，５１８

町

（１５，８２０）

１，２４２
１，７９７

市

３９

９１
２０５

年 月

明治２２年

大正１１年
昭和２０年１０月

（表中の数字は市町村数）

備 考
地方自治法施行
町村合併促進法施行
新市町村建設促進法施行
町村合併促進法失効
新市町村建設促進法一部失効
市の合併の特例に関する法律施行
市町村の合併の特例に関する法律施行
市町村の合併の特例に関する法律の一
部を改正する法律施行
市町村の合併の特例に関する法律の一
部を改正する法律施行

計
１０，５０５
９，８６８
４，６６８
３，９７５
３，４７２
３，４５３
３，３９２

３，２５７

３，２５３

村
８，５１１
７，６１６
２，３０３
１，５７４
９８１
９１３
８２７

６４０

６０１

町
１，７８４
１，９６６
１，８７０
１，９０３
１，９３５
１，９８２
２，００５

１，９７４

２，００１

市
２１０
２８６
４９５
４９８
５５６
５５８
５６０

６４３

６５１

年 月
昭和２２年８月
昭和２８年１０月
昭和３１年４月
昭和３１年９月
昭和３６年６月
昭和３７年１０月
昭和４０年４月

昭和５０年４月

昭和６０年４月

（表中の数字は市町村数）

備 考計村
７１，３１４

町
（７１，３１４）

市
－

年 月
明治２１年
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第五章 町 行 政



己
責
任
の
原
則
の
下
で
、
住
民
の
意
思
を
反
映
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
分
野
で
総
合
的
に
自
ら
政
策
を
企
画
・
立
案
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
の
大
衆
化
な
ど
に
伴

い
、
住
民
の
日
常
生
活
圏
は
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
広
が
っ
て
き
て
お

り
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
も
現
在
の
市
町
村
の
行
政
区
域
に
は
と
ど
ま
ら
な
い

も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
企
業
、
各
種
団
体
に
お
い

て
も
、
す
で
に
広
域
エ
リ
ア
を
一
つ
に
し
た
事
務
事
業
や
企
業
経
営
を
実

施
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
直
面
し
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
早
期
に
打
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
な
か
、
一
層
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
、
さ
ら
に
充
実
し
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
住
民
の
意
思
を
的
確
に
と
ら
え
、

求
め
ら
れ
る
総
合
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
広
域

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
住
民
に
対
し
て
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
な
研
究

を
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
避
の
状
況
で
あ
る
。

今
、
市
町
村
合
併
が
求
め
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

地
方
分
権
は
、
住
民
に
身
近
な
行
政
の
権
限
を
で
き
る
限
り
地
方
自
治

体
に
移
し
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
る
行
政
運
営
を
推
進
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
取
組
で
あ
る
。

こ
れ
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
地
方
自
治
体
に
も
行
財
政
基
盤
を

強
化
す
る
た
め
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

《
高
齢
化
へ
の
対
応
》

今
後
、
各
地
域
で
高
齢
化
が
一
層
進
展
し
、
高
齢
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
ま
す
ま
す
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
と
り
わ
け
高
齢
化
の
著

し
い
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
財
政
的
な
負
担
や
高
齢
者
を
支
え
る
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

《
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
》

住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
、
技
術
革
新
の
進
展
な
ど
に
と
も
な
い
、
住

民
が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
し
、
高
度
化
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
、
専
門
的
・
高
度
な
能
力
を
有
す
る
職
員
の
育
成
・
確
保
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

《
生
活
圏
の
広
域
化
へ
の
対
応
》

交
通
網
の
発
達
な
ど
に
よ
り
日
常
の
生
活
圏
が
拡
大
し
、
こ
れ
に
伴
い

行
政
も
広
域
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
都
市
近
郊
で
は
市
町

村
の
区
域
を
越
え
て
市
街
地
が
連
続
し
て
お
り
、
よ
り
広
い
観
点
か
ら
一

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

《
効
率
性
の
向
上
》

危
機
的
な
財
政
状
況
に
あ
る
な
か
で
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
隣
接
市
町
村
で
の
類
似
施
設
の
建
設
に
は

批
判
が
あ
る
。
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４

県
央
一
市
五
町
の
合
併
の
流
れ

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
と
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
る
に
は
、
行
財
政
基

盤
の
強
化
と
効
率
化
が
不
可
欠
で
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
そ
の
規
模
と

能
力
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
課
題
と
し
て
、
各
市
町
の
首
長
と
議

長
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
県
央
地
区
市
町
村
合
併
等
調
査
研
究
会
」

が
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
二
月
二
十
四
日
に
発
足
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、

市
町
村
合
併
に
関
す
る
取
組
み
の
第
一
歩
で
あ
る
。

「
県
央
地
区
市
町
村
合
併
等
調
査
研
究
会
」
は
、
発
足
当
初
は
諫
早
市

を
事
務
局
と
し
て
、
諫
早
市
、
多
良
見
町
、
森
山
町
、
飯
盛
町
、
高
来
町
、

小
長
井
町
の
一
市
五
町
に
南
高
の
五
町
（
吾
妻
、
愛
野
、
千
々
石
、
小
浜
、

南
串
山
）
を
加
え
た
一
市
十
町
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
南
高
の
五
町

が
島
原
半
島
区
域
内
で
の
合
併
を
考
え
る
た
め
に
退
会
し
た
の
で
あ
る
。

調
査
研
究
会
で
は
、
合
併
の
枠
組
み
の
検
討
や
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
て
一
市
五
町
の
全
所
帯
に
配
布
す
る
な
ど
が
行
わ
れ
て
、
六
回
の

検
討
協
議
と
事
務
局
会
議
に
よ
る
研
究
が
重
ね
ら
れ
た
。

翌
年
の
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月
に
は
「
県
央
地
区
任
意
合
併
協
議

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
会
は
各
市
町
の
首
長
・
議
長
・
議
会
選

出
委
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
協
議
会
の
下
に
は
、
助
役
・

課
長
ら
で
構
成
す
る
幹
事
会
を
置
き
、
更
に
各
分
野
ご
と
に
担
当
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
た
、
研
究
を
進
め
る
た
め
の
専
門
部
会
が
置
か
れ
た
。
専
門

部
会
は
、
総
務
文
教
・
企
画
財
政
・
民
生
・
産
業
・
建
設
の
五
部
会
に
分

け
ら
れ
、
各
専
門
分
野
で
重
ね
た
研
究
結
果
を
も
と
に
、
幹
事
会
、
協
議

会
で
検
討
協
議
を
重
ね
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

任
意
合
併
協
議
会
で
は
、
合
併
に
関
す
る
住
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

合
併
に
伴
う
事
務
事
業
の
課
題
調
査
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
法

定
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
と
い
う
方
針
が
固
め
ら
れ
た
が
、
多
良
見
町

に
つ
い
て
は
長
崎
市
や
西
彼
三
町
と
の
合
併
案
が
浮
上
し
た
た
め
、
法
定

合
併
協
議
会
へ
の
参
加
が
見
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
各
市
町
の
議
会
で
法

定
合
併
協
議
会
の
設
置
の
議
案
が
可
決
さ
れ
、平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
）

四
月
一
日
に
は
、
県
央
地
区
の
諫
早
市
、
森
山
町
、
飯
盛
町
、
高
来
町
、

小
長
井
町
の
一
市
四
町
に
よ
る
『
県
央
地
区
一
市
四
町
合
併
協
議
会
』
が

発
足
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
は
、
各
市
町
長
や
議
会
議
長
ら
の
関
係
者
が
出
席
し
て
、
諫
早

市
に
設
置
し
た
合
併
協
議
会
事
務
所
の
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
各

市
町
か
ら
派
遣
さ
れ
た
事
務
局
職
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
県
央
地
区
の

合
併
協
議
会
が
本
格
的
に
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
、
合
併
す
る
か
し
な
い

か
を
含
め
て
、
合
併
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
の
協
議
を
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
協
議
会
は
、
首
長
・
議
長
・
議
会
推
薦
議
員
（
諫
早
市
五
名
、
各
町

二
名
）・
各
市
町
の
首
長
が
協
議
し
て
定
め
た
学
識
経
験
者
（
二
十
六
名

以
内
）
の
委
員
で
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
協
議
会
の
下
に
助
役
・
課
長

等
で
構
成
す
る
幹
事
会
が
置
か
れ
、
そ
の
下
に
は
、
担
当
職
員
で
構
成
す

る
専
門
部
会
が
置
か
れ
た
。
専
門
部
会
は
議
会
部
会
・
企
画
部
会
・
福
祉

保
健
部
会
な
ど
の
十
二
部
会
か
ら
な
っ
て
い
る
。

本
協
議
会
で
は
、
合
併
で
誕
生
す
る
新
市
の
町
づ
く
り
計
画
「
新
市
建

設
計
画
」
の
作
成
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
並
行
し
て
合
併
の
基
本
と
な
る
合
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併
方
式
の
検
討
や
合
併
期
日
や
新
市
の
名
称
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
ま
た
、

合
併
特
例
法
に
規
定
さ
れ
た
協
定
項
目
や
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
関

す
る
協
定
項
目
な
ど
、
六
十
一
項
目
の
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
回
目
の
協
議
会
が
四
月
二
十
四
日
に
諫
早
市
で
開
催
さ
れ
、
委
員

の
委
嘱
状
の
交
付
や
協
議
会
規
則
の
制
定
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
つ
い
で
森

山
町
で
開
催
さ
れ
た
七
月
一
日
の
第
二
回
協
議
会
で
は
、
多
良
見
町
の
本

協
議
会
へ
の
加
入
が
決
定
さ
れ
、
名
称
も
「
県
央
地
区
一
市
五
町
合
併
協

議
会
」
と
変
更
さ
れ
た
。
協
議
会
の
開
催
は
各
市
町
に
場
所
を
移
し
な
が

ら
行
わ
れ
、
小
長
井
町
で
は
十
一
月
二
十
五
日
に
第
六
回
協
議
会
が
開
催

さ
れ
た
。
合
併
の
方
式
に
関
す
る
こ
と
、
新
市
の
名
称
に
関
す
る
こ
と
、

新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
協
議
が
、
小
長
井
文
化

ホ
ー
ル
の
集
会
室
に
多
く
の
傍
聴
者
を
集
め
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

協
議
会
は
各
種
の
協
定
項
目
を
検
討
し
な
が
ら
、
回
が
重
ね
ら
れ
て
い

た
が
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
五
月
の
第
十
一
回
協
議
会
の
頃
に
な

る
と
、
合
併
新
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
や
合
併
に
関
す
る
情
報
が
豊
富
と

な
っ
た
こ
と
、
町
の
意
見
が
協
議
会
に
反
映
さ
れ
な
い
な
ど
、
諸
々
の
理

由
が
重
な
っ
て
「
一
市
五
町
合
併
協
議
会
」
か
ら
の
脱
退
問
題
が
起
こ
っ

た
の
で
あ
る
。

本
町
で
は
、
合
併
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、

合
併
に
関
す
る
説
明
会
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
に
よ
り
、
住
民
の
合
併
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
の
方
策
が
と
ら

れ
た
。
ま
た
、
合
併
協
議
会
で
の
審
議
の
経
過
な
ど
を
広
報
誌
へ
掲
載
す

る
な
ど
に
よ
り
住
民
へ
の
啓
蒙
が
重
ね
ら
れ
た
。

合
併
は
小
長
井
町
と
し
て
の
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
で
あ
り
、

小
長
井
の
未
来
が
か
か
っ
た
重
大
事
で
あ
る
。
悔
い
が
残
ら
な
い
合
併
と

す
る
に
は
、
こ
の
町
に
暮
ら
し
て
い
く
住
民
の
意
志
を
協
議
会
で
反
映
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
あ
る
な
か
で
、
県
央
地
区
一
市
五
町
の

枠
組
み
の
中
で
は
、
本
町
は
ど
う
し
て
も
市
の
は
ず
れ
と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
合
併
後
い
か
に
地
域
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
、
寂
れ
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
課
題
と
し
て
あ
っ
た
が
、

合
併
協
議
会
で
は
小
長
井
町
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
町
の
委
員
か
ら
の
そ

れ
ら
に
対
す
る
意
見
や
提
案
が
採
り
入
れ
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
い

う
理
由
に
よ
り
、
本
町
で
は
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
六
月
議
会
で

「
県
央
地
区
一
市
五
町
合
併
協
議
会
」
か
ら
の
脱
退
が
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

協
議
会
か
ら
の
脱
退
は
、
市
町
村
合
併
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
く
、
町
の
将
来
像
を
描
く
う
え
で
、
合
併
問
題
は
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
い
っ
た
ん
合
併
す
れ
ば
小
長
井
町

は
元
に
戻
れ
な
い
、
町
の
未
来
が
か
か
っ
た
重
大
事
で
あ
る
合
併
を
、
な

ぜ
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
の
も
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
国
が
進
め

る
合
併
に
関
す
る
特
例
法
は
期
限
付
き
だ
が
、
そ
の
都
度
延
長
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
合
併
特
例
法
が
な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
時

の
状
況
に
応
じ
た
合
併
で
も
遅
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
町
の
合
併
協
議
会
か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て
は
、
住
民
か
ら
多
く
の
議

論
が
沸
き
上
が
る
こ
と
に
な
り
、
議
会
に
よ
る
住
民
説
明
会
と
住
民
投
票

条
例
の
請
求
と
い
う
大
き
な
動
き
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

六
月
十
三
日
の
議
会
に
お
い
て
、
協
議
会
か
ら
の
脱
退
が
議
決
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
住
民
の
な
か
に
不
満
や
説
明
を
聞
き
た
い
と
い
う
声
が
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あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
長
井
町
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
、
合
併
新

法
に
基
づ
く
合
併
の
姿
な
ど
を
含
め
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
住

民
に
詳
し
く
説
明
す
る
た
め
の
「
市
町
村
合
併
問
題
特
別
説
明
会
」
が
七

月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
県
央
地
区

合
併
協
議
会
か
ら
の
脱
退
に
反
対
し
、
合
併
推
進
を
求
め
る
「
小
長
井
町

一
市
五
町
合
併
推
進
の
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
合
併
の
是
非
を
問
う
住

民
投
票
条
例
制
定
の
請
求
者
署
名
簿
（
有
権
者
の
約
三
分
の
一
を
上
回
る

二
、
〇
二
四
名
分
）
が
七
月
三
十
一
日
に
町
の
選
挙
管
理
委
員
長
に
提
出

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
住
民
投
票
条
例
制
定
の
請
求
を
受
け
て
、
九
月
二
十
九
日
に
条
例

制
定
案
が
議
会
で
可
決
さ
れ
、
翌
年
の
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
一
月

十
八
日
に
住
民
投
票
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
投
票
は「
す
ぐ
に
合
併（
平

成
十
七
年
三
月
ま
で
）」、「
い
ず
れ
合
併（
平
成
十
七
年
四
月
以
降
）」、「
反

対
」
の
三
者
択
一
方
式
で
、
三
つ
の
欄
の
う
ち
ど
れ
か
に
「
○
」
を
記
入

す
る
方
法
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
「
す
ぐ
に
合
併
」
が
有
効
投
票
数
三
、

九
七
八
票
の
う
ち
二
、
四
九
四
票
（
六
二
・
六
九
％
）
を
占
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
投
票
率
は
七
六
・
二
一
％
で
住
民
の
関
心
の
高
さ
が
伺

え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
住
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
古
賀
町
長
は
、
翌
十
九
日
に
民
意
を

尊
重
し
て
辞
任
さ
れ
た
。
町
長
の
辞
任
に
伴
う
町
長
選
挙
で
は
、
後
任
と

し
て
山
下
氏
以
外
に
は
立
候
補
者
が
な
く
、
同
年
三
月
一
日
に
は
山
下
氏

が
町
長
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。

山
下
町
長
は
、「
住
民
の
意
志
を
尊
重
し
、
小
長
井
町
に
と
っ
て
最
善

の
形
で
合
併
が
で
き
る
よ
う
、
各
市
町
と
協
議
・
調
整
を
進
め
る
所
存
で

あ
る
」
と
表
明
し
、
直
ち
に
、
合
併
協
議
会
へ
の
復
帰
に
心
血
を
そ
そ
が

れ
た
。
小
長
井
町
は
平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
に
合
併
協
議
会
へ
復
帰

し
た
の
で
あ
る
。

合
併
協
議
会
で
は
、
こ
の
間
も
協
議
会
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
十

六
年
十
一
月
末
現
在
で
、
二
十
三
回
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

県
央
一
市
五
町
合
併
に
お
け
る
新
諫
早
市
の
誕
生
は
平
成
十
七
年
（
二

〇
〇
五
）
三
月
一
日
に
迫
っ
て
い
る
。

５

市
町
村
合
併
の
目
的
（
合
併
協
議
会
事
務
局
資
料
）

�

行
財
政
の
効
率
化

◆
国
の
平
成
十
四
年
度
末
現
在
の
長
期
債
務
残
高
は
約
五
四
二
兆
円
と
、

平
成
五
年
度
末
の
約
二
倍
に
膨
ら
み
、
毎
年
一
〇
兆
円
以
上
も
歳
出
が

歳
入
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

◆
地
方
交
付
税
を
管
理
す
る
交
付
税
特
別
会
計
の
借
入
金
が
平
成
十
四
年

度
末
現
在
で
四
十
二
兆
円
に
達
し
て
お
り
、
今
後
の
地
方
財
政
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

◆
長
崎
県
の
財
政
は
国
か
ら
の
収
入
が
半
分
を
占
め
、
地
方
交
付
税
・
国

補
助
金
等
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
平
成
十
三
年
度
末
の
県
債
残
高

は
約
九
、
四
四
四
億
円
と
平
成
四
年
度
末
に
比
し
倍
増
し
て
い
る
。

◆
一
市
五
町
の
合
計
の
財
政
状
況
も
国
・
県
か
ら
の
収
入
が
約
四
割
を
占

め
る
な
ど
国
、
県
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
平
成
十
三
年
度
末
の
地

方
債
残
高
は
約
六
九
六
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
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◆
日
本
の
人
口
は
平
成
十
八
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
長
崎
県
で
は

今
後
年
に
約
一
万
人
ず
つ
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
人
口

が
減
少
す
る
社
会
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
人
口
の
減
少
は
経
済
規
模

の
縮
小
を
伴
い
、
税
収
入
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

◆
新
市
の
将
来
人
口
も
現
在
の
水
準
を
維
持
す
る
程
度
に
止
ま
り
、
税
収

入
の
大
き
な
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

◆
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
生
産
年
齢
人
口
が
全
国
、
県
、
新
市
い
ず
れ
に

お
い
て
も
今
後
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
社
会
経
済
活
力
の
減
退
、

労
働
人
口
の
減
少
、
税
収
入
の
減
少
な
ど
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
。

今
後
は
人
口
の
減
少
に
よ
る
社
会
経
済
活
力
の
減
退
、
経
済
規
模
の
縮

小
、
税
収
入
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
国
、
県
の
厳
し

い
財
政
状
況
か
ら
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
補
助
金
等
の
削
減
を
想
定

し
た
地
方
行
政
の
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
行
財
政
の
効
率
化
に
最

も
効
果
的
な
市
町
村
合
併
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

�

広
域
的
、
総
合
的
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

◆
一
市
五
町
は
肥
前
地
方
と
し
て
古
く
か
ら
歴
史
を
同
じ
く
し
て
お
り
、

そ
の
歴
史
遺
産
は
新
市
全
体
が
共
有
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

◆
一
市
五
町
で
は
買
い
物
、
医
療
、
文
化
活
動
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
姻
戚
関
係
な
ど
日
常
生
活
の
相
互
の
結
び
つ
き
が
深

く
、
就
業
地
・
通
学
地
の
状
況
に
お
い
て
も
一
市
五
町
相
互
間
で
の
通

勤
・
通
学
者
数
が
大
き
く
伸
び
る
な
ど
、
生
活
圏
・
経
済
圏
の
一
体
化

が
近
年
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
る
。

一
市
五
町
は
古
く
か
ら
歴
史
的
・
文
化
的
・
地
縁
的
に
つ
な
が
り
が
深

く
、
近
年
は
ま
す
ま
す
生
活
圏
が
重
複
し
て
一
体
の
経
済
圏
と
な
っ
て

お
り
、
各
市
町
で
の
社
会
資
本
投
資
が
圏
域
全
体
の
利
便
性
向
上
に
影

響
す
る
な
ど
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
一
体
的
で
総
合
的
な
視
点
に
立
っ

た
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

�

新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
と
行
政
能
力
の
向
上

◆
日
本
経
済
の
構
造
的
な
変
革
や
国
内
産
業
の
空
洞
化
が
進
展
す
る
中
、

地
域
資
源
を
結
集
し
た
積
極
的
な
産
業

の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

◆
諫
早
市
、
多
良
見
町
の
高
齢
化
率
は
約
十
七
％
、
森
山
町
、
飯
盛
町
、

高
来
町
、
小
長
井
町
は
二
十
二
％
〜
二
十
四
％
と
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
介
護
保
険
等
へ
の
財
政
需
要
の
増
大
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
生
き
が

い
づ
く
り
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

◆
急
速
に
進
む
少
子
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
の
充
実
や
複
雑
多
様
化

す
る
環
境
問
題
な
ど
新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

◆
さ
ら
な
る
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
主
体

と
し
て
よ
り
高
度
な
行
政
事
務
へ
の
対
応
力
と
政
策
立
案
能
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

一
市
五
町
の
厳
し
い
雇
用
環
境
に
対
応
し
た
新
た
な
産
業
活
力
の
創
出

へ
の
取
り
組
み
や
、
少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
な
ど
新
た
な
行
政
需
要
へ

の
積
極
的
な
対
応
力
と
政
策
立
案
能
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村
合

併
に
よ
り
高
度
な
行
政
能
力
と
組
織
体
制
の
確
立
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
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市町村合併資料 県央地区一市五町合併協議会
諫早市・多良見町・森山町・飯盛町・高来町・小長井町

１市５町の概況

概 況

長崎県の中央部にあり、東は有明海、西は大村湾、南は橘湾と三方を海に面し、
山海の幸に恵まれた田園都市です。
古くから交通の要衝として栄え、４国道、１高速道路が通過、JR長崎本線が
通り、JR大村線と島原鉄道の起点でもあります。
また、県央拠点都市としての基盤整備と産業の発展を図っています。

長崎県央に位置し、２本の国道と高速道路・長崎バイパス・４つの JR駅を有
し、県内交通の拠点としての役割を担っています。
また、住宅団地の開発などによる人口急増で都市化が進む地区と、２００年以上
の歴史を誇る「伊木力みかん」の生産地である農業地区の二面性を持っている町
です。

長崎県島原半島の入口に位置し、北部は有明海、南部は橘湾の２つの異質の海
に面した風光明媚な農村です。
町の北部は数次にわたり干拓された水田地帯が広がり、長崎県最大の穀倉地帯
の一部を担っており、地域の特性を活かした米麦や施設園芸が行われ、四季を通
じて自然の産物に恵まれています。
また、南部は霊峰雲仙を望む唐比海岸があり温暖で、みかんと施設園芸が盛ん
で、海際に温泉もあり多くの人が訪れています。

長崎県南部に位置し、南に橘湾を擁し、東及び北部は諫早市、西は長崎市と接し
ています。
主な産業は農漁業で、農業は、面積３００haの牧野台地を中心に特産の人参、馬
鈴薯が作付けされており、関西、関東方面へ出荷され、漁業は沿岸漁業が主で、
小型底曳き、刺網、定置網によってエビ、鯛類の漁獲があります。橘湾の潮の香
りと縁深き自然に恵まれた人間性は、人情味あふれた飯盛人気質を醸成していま
す。

北に多良岳県立公園の山々を背負い、南は干拓事業が進む諫早湾を隔てて国立
公園雲仙を望む、風光明媚な自然環境に恵まれた町です。
主要な産業は農業で、ハウス栽培が近年盛んですが、農家としては兼業農家が
多く見られます。
また、諫早湾干拓事業により無くなる漁業に替わる自然を生かした新たな産業
が望まれています。

長崎県の東北部に位置し、多良岳連山を背に有明海に向かって扇状に広がり、東
側は佐賀県太良町と接した長崎県の玄関の町であります。気候は温暖で、山・海
に囲まれ、山海の幸に恵まれています。町を横断する国道２０７号線にはミカンや
メロンなどフルーツの形をしたバス停、JR小長井駅にはエキゾチックな駅舎が
訪れる人を温かく迎え、美しい自然と心にあふれる出会いと発見の町です。

市町名

諫 早 市

多良見町

森 山 町

飯 盛 町

高 来 町

小長井町

―３６４―
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広域行政の状況
多種多様な行政課題に効果的に対処するため、現在、市町村の境界を越えて、様々な

広域行政が取り組まれている。

�県央地域広域市町村圏組合事務

�介護保険

�広域水道

■不燃物ごみ処理
（１市９町）

諫早市、多良見町、森
山町、飯盛町、高来町、
小長井町、吾妻町、愛
野町、千々石町、南串
山町

■火葬場
（１市３町）

諫早市、多良見町、森
山町、飯盛町
※高来町、小長井町は
北高地区給食衛生組
合で運営

■介護認定審査会
（１市５町）

諫早市、多良見町、森
山町、飯盛町、高来町、
小長井町

■長崎県南部広域水道
企業団
（２市６町）

諫早市、長崎市、香焼
町、多良見町、長与町、
時津町、琴海町、飯盛
町

■ふるさと市町村圏計
画、地方拠点都市地
域、消防・救急業務
（２市１０町）

諫早市、大村市、多良
見町、森山町、飯盛町、
高来町、小長井町、吾
妻町、愛野町、千々石
町、小浜町、南串山町

■し尿処理施設
（１市５町）

諫早市、多良見町、森
山町、飯盛町、高来町、
小長井町

―３６５―

第一節 小長井町のあゆみ
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県央地区の合併に向けた取り組み等の経過について
（市町村合併等調査研究会）

内 容

◇１市１０町の首長（代理含む）が出席
�各市・町の状況
・議会ではある程度認識があるものの、住民の意識はまだ薄い

�合併に関する質疑（県参事監から回答）
�調査研究会の方針の決定

◇１市１０町の首長、議長（代理含む）が出席
�規約、役員等の承認
�進め方の確認
・１市１０町、１市５町の合併２案を検討

�県合併モデル案策定委員会、県内自治体の状況について
（県参事監から説明）

�合併検討２案についての研究
�質疑等
・法定合併協議会設立から、合併成立までは通常、３～４
年かかる

・南高来郡５町は、県央地区と島原地区の重複があり、別途
詰める機会が必要

◇県宮崎副知事、参事監と調査研究会委員との意見交換会を
実施。

�県内の状況（県参事監から説明）
・合併協議会設置が議会で否決された壱岐地域の事例など

�意見交換
・各市、町の状況 ・リーダーシップの必要性
・南高来郡５町の意思決定（１２年中） ・県の支援策

◇１市５町の首長、議長、千々石町長が出席
�南高来郡５町の退会について承認
�国の状況、県内の状況（県参事監から説明）
�今後の進め方
・任意合併協議会、法定合併協議会の設立等の方針案につ
いて提示

�住民啓発パンフレットについて
�今後の方針について
・４月下旬に任意合併協議会を設立
・１３年度中に法定合併協議会の設立を目指す

◇第１号を２月～３月において、１市５町の全世帯に配布

◇第２号を３月～４月において、１市５町の全世帯に配布

�報告書の作製について
�任意合併協議会の設立について
・枠組みを決定

項 目

設立準備会

第１回会議

第２回会議

第３回会議

第４回会議

第５回会議

パンフ作製

パンフ作製

第６回会議

年月日

平成１１年
１２月２４日�

平成１２年
２月２４日�

３月２９日�

５月２５日�

１１月２８日�

平成１３年
１月１５日�

２月１６日�

３月１６日�

４月２４日�

―３６６―
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（任意合併協議会）

内 容

県央地区任意合併協議会の役員を決定

�今後の進め方について
・各行政分野ごとに専門部会で事務事業の具体的な調査検
討

・９月に住民アンケート調査を実施
（県央地区全体で約１万２千人、うち諫早市約７千人）
・住民説明会の実施及び広報活動

�予算を承認

�住民アンケートの結果について
・１市４町分、多良見町単独実施分の２通りの調査につい
て報告

�専門部会活動の報告について
・事務事業検討項目及びその中で主要な事項について報告

�今後の取り組みについて
・法定合併協議会の設立については、平成１４年の３月議会
提案、平成１４年４月１日設立を目標として、次回協議する

今後の取り組みについて
法定合併協議会を４月に設置するため、３月議会に設置議

案を提案する。ただし、多良見町については、結論を出せな
かったため、次回協議会で態度を表明

�法定合併協議会の枠組みについて
・１市４町（諫早市、森山町、飯盛町、高来町、小長井町）
で３月議会に法定合併協議会の設置議案（規約案）を提
出し、４月１日に設置・多良見町については、長崎市を
含む１市１１町及び西彼４町の２つの任意合併協議会に参
加したうえで最終的な結論を出すとの議会の意向もあり、
今回の法定合併協議会参加を見送り

�法定合併協議会設置議案及び規約案について
・名称 県央地区一市四町合併協議会

�法定合併協議会予算案について

�県央地区一市四町合併協議会設置に伴う県央地区任意合併
協議会の解散について

�県央地区一市四町合併協議会設置に係る諸事項について
・会長を選任
・委員の確認及び監査委員の候補者の人選
・組織及び各種規程を確認
・事務局の所在について確認

項 目

第１回会議

第２回会議

第３回会議

第４回会議

第５回会議

第６回会議

年月日

平成１３年
４月２４日�

７月１０日�

１１月９日�

１月９日�

１月２８日�

３月２８日�

―３６７―
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（法定合併協議会）

内 容

○県央地区一市四町合併協議会設置
・事務所開所式、事務局職員辞令の交付式

○第１回県央地区一市四町合併協議会（諫早市）
・委員の委嘱状交付
・副会長の選任
・諸規程の制定
・歳入歳出予算

○協議会委員研修会（講演）
・長崎大学猪山教授、長崎県地域振興部村下参事監

○多良見町が加入し、「県央地区一市五町合併協議会」へ名
称変更
・新事務局職員辞令の交付式

○第２回県央地区一市五町合併協議会（森山町）
・新委員の委嘱状交付
・諸規程の一部改正
・歳入歳出補正予算（第１号）
・合併協定項目、新市建設計画の作成方針の協議

○協議会委員視察研修会
・兵庫県篠山市、洲本市

○第３回県央地区一市五町合併協議会（飯盛町）
・住民アンケート調査の実施協議
・合併の方式について協議（継続）
・協定第２７号情報公開に関すること（確認）
・協定第２８号広報広聴に関すること（確認）
・協定第３０号友好交流に関すること（確認）
・協定第３１号人権・平和に関すること（確認）

○協議会委員研修会
・県内合併の取り組み状況
・合併の方式・財政状況等

○第４回県央地区一市五町合併協議会（諫早市）
・合併の方式について協議（継続）
・協定第１０号地方税の取扱いに関すること（その１）（確認）
・協定第１９号電算システムの取扱いに関すること（確認）
・協定第４４号環境保全に関すること（確認）
・協定第５１号開発管理に関すること（確認）
・協定第５５号都市計画に関すること（確認）

○第５回県央地区一市五町合併協議会（高来町）
・協定第１号合併の方式に関すること（継続）
・協定第３号新市の名称に関すること（継続）
・協定第４号新市の事務所の位置に関すること（継続）

項 目

法定協議会
設 置

第 １ 回
協 議 会

委員研修会

名 称 変 更

第 ２ 回
協 議 会

視察研修会

第 ３ 回
協 議 会

委員研修会

第 ４ 回
協 議 会

第 ５ 回
協 議 会

年月日

平成１４年
４月１日�

４月２４日�

５月２０日�

７月１日�

７月２３日�
～２４日�

８月２７日�

９月３０日�

１０月３日�

１０月３１日�

―３６８―
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内 容

・協定第１０号地方税の取扱いに関すること（その２）（確認）
・協定第１６号消防団の取扱いに関すること（確認）
・協定第２６号消防・防災に関すること（確認）

○第６回県央地区一市五町合併協議会（小長井町）
・協定第１号合併の方式に関すること（確認）
・協定第３号新市の名称に関すること（継続）
・協定第４号新市の事務所の位置に関すること（継続）
・協定第４３号戸籍、住民登録等の窓口事務に関すること（確認）
・協定第４９号商工・労働に関すること（確認）
・新市建設計画住民アンケート結果報告

○第７回県央地区一市五町合併協議会（諫早市）
・協定第３号新市の名称に関すること（確認）
・協定第４号新市の事務所の位置に関すること（確認）
・協定第１５号慣行の取扱いに関すること（確認）
・協定第４８号水産業に関すること（確認）
・協定第５３号公営住宅に関すること（確認）
・協定第６０号文化に関すること（確認）
・新市建設計画新市の都市像に関する報告

○新市の都市像に関する意見交換会

○第８回県央地区一市五町合併協議会（多良見町）
・協定第６号地域審議会の設置に関すること（確認）
・協定第７号議会議員の定数及び任期の取扱いに関するこ
と（その１）（確認）

・協定第７号議会議員の定数及び任期の取扱いに関するこ
と（その２）（継続）

・協定第５８号学校教育に関すること（確認）
・新市建設計画新市の都市像の確認

○第９回県央地区一市五町合併協議会（森山町）
・協定第７号議会議員の定数及び任期の取扱いに関するこ
と（その２）（継続）

・協定第２５号町、字の区域、名称の取扱いに関すること（確認）
・協定第５０号観光・物産に関すること（確認）
・協定第５４号公園に関すること（確認）

○第１０回県央地区一市五町合併協議会（飯盛町）
・平成１５年度歳入歳出予算
・協定第７号議会議員の定数及び任期の取扱いに関するこ
と（その２）（継続）

・協定第３５号社会福祉協議会に関すること（確認）
・協定第５６号下水道に関すること（確認）
・協定第６１号体育に関すること（確認）
・新市建設計画進捗状況報告

項 目

第 ５ 回
協 議 会

第 ６ 回
協 議 会

第 ７ 回
協 議 会

意見交換会

第 ８ 回
協 議 会

第 ９ 回
協 議 会

第 １０ 回
協 議 会

年月日

１０月３１日�

１１月２５日�

１２月２５日�

平成１５年
１月１７日�

１月２７日�

２月２１日�

３月２８日�

―３６９―

第一節 小長井町のあゆみ
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内 容

○第１１回県央地区一市五町合併協議会（諫早市）
・協定第７号議会議員の定数及び任期の取扱いに関するこ
と（その２）（継続）

・協定第９号一般職の職員の身分の取扱いに関すること
（確認）

・協定第１１号組織及び機構に関すること（確認）
・協定第１２号特別職の職員の身分の取扱いに関すること
（確認）

・新市建設計画素案の報告

○新市建設計画素案に関する意見交換会

○小長井町が脱退し、「県央地区一市四町合併協議会」へ名
称変更

○市町村合併研修会（講演）
・地方分権の推進と市町村合併（総務省望月合併推進課長）

○第１２回県央地区一市四町合併協議会（高来町）
・諸規程の一部改正
・歳入歳出補正予算（第１号）
・一市五町合併協議会で確認済みの合併協定項目の再確認
・協定第７号議会議員の定数及び任期の取扱いに関するこ
と（その２）（継続）

・協定第３２号地域情報化に関すること（確認）
・協定第３４号民生委員・児童委員に関すること（確認）
・協定第３８号援護に関すること（確認）
・協定第４５号環境衛生に関すること（確認）
・協定第５２号建設関係に関すること（確認）
・協定第５７号上水道に関すること（確認）
・協定第５９号生涯学習に関すること（確認）
・新市建設計画素案の報告（小長井町離脱に伴う修正）

○第１３回県央地区一市四町合併協議会（多良見町）
・協定第７号議会議員の定数及び任期の取扱いに関するこ
と（その２）（確認）

・協定第１３号条例、規則等の取扱いに関すること（確認）
・協定第３３号納税関係に関すること（確認）
・協定第３６号生活保護に関すること（確認）
・協定第４６号農業に関すること（確認）

○第１４回県央地区一市四町合併協議会（諫早市）
・協定第２号合併の期日に関すること（継続）
・協定第１８号一部事務組合等の取扱いに関すること（確認）
・協定第２３号国民健康保険事業の取扱いに関すること（確認）
・協定第２４号介護保険事業の取扱いに関すること（確認）
・新市建設計画修正箇所報告

項 目

第 １１ 回
協 議 会

意見交換会

名 称 変 更

委員研修会

第 １２ 回
協 議 会

第 １３ 回
協 議 会

第 １４ 回
協 議 会

年月日

５月２６日�

平成１５年
６月６日�

８月５日�

８月２２日�

８月２８日�

９月３０日�

１０月１４日�

―３７０―

第五章 町 行 政
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内 容

○第１５回県央地区一市四町合併協議会（飯盛町）
・協定第２号合併の期日に関すること（継続）
・協定第５号新市建設計画の作成に関すること（確認）
・協定第８号農業委員会委員の定数及び任期の取扱いに関
すること（確認）

・協定第１４号公共的団体等の取扱いに関すること（確認）
・協定第２０号財産及び債務の取扱いに関すること（継続）
・協定第３９号高齢者福祉に関すること（確認）
・協定第４０号障害者福祉に関すること（確認）
・協定第４２号保健・衛生に関すること（確認）
・協定第４７号林業に関すること（確認）

○第１６回県央地区一市四町合併協議会（森山町）
・協定第２号合併の期日に関すること（確認）
・協定第１７号町内会、自治会、行政区の取扱いに関するこ
と（確認）

・協定第２０号財産及び債務の取扱いに関すること（確認）
・協定第２１号使用料、手数料等の取扱いに関すること（確認）
・協定第２２号補助金、交付金等の取扱いに関すること（確認）
・協定第２９号生活安全に関すること（確認）
・協定第３７号福祉医療に関すること（確認）
・協定第４１号児童福祉に関すること（継続）

○第１７回県央地区一市四町合併協議会（諫早市）
・協定第４１号児童福祉に関すること（確認）
・合併協定書（案）について

○県央地区一市四町合併協定調印式（諫早市）
・１市４町の市町長が合併協定書に署名、押印
・立会人：合併協議会委員、特別立会人：長崎県知事

○合併関連議案（廃置分合、財産処分、議会議員の定数、経
過措置、地域審議会）を１市４町の議会で可決

○第１８回県央地区一市四町合併協議会（諫早市）
・合併関連議案の議決状況
・今後のスケジュール

○小長井町が加入し、「県央地区一市五町合併協議会」へ名
称変更

○第１９回県央地区一市四町合併協議会（高来町）
・諸規程の一部改正
・平成１５年度歳入歳出補正予算（第２号）
・平成１６年度歳入歳出予算
・合併協定書（案）（確認）
・新市建設計画（案）（確認）
・市章の選定について

項 目

第 １５ 回
協 議 会

第 １６ 回
協 議 会

第 １７ 回
協 議 会

合併調印式

合併関連議
案 の 議 決

第 １８ 回
協 議 会

名 称 変 更

第 １９ 回
協 議 会

年月日

１０月２８日�

平成１５年
１１月１１日�

１１月２５日�

１２月１３日�

１２月１９日�

１２月２４日�

平成１６年
３月２５日�

―３７１―

第一節 小長井町のあゆみ
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内 容

○県央地区一市五町合併協定調印式（諫早市）
・１市５町の市町長が合併協定書に署名、押印
・立会人：合併協議会委員、特別立会人：長崎県知事

○合併関連議案（廃置分合、財産処分、議会議員の定数、経
過措置、地域審議会）を１市５町の議会で可決

○長崎県知事に対し、廃置分合の申請

○廃置分合議案を長崎県議会で可決
翌２３日に長崎県知事から廃置分合処分決定書の交付

○第２０回県央地区一市五町合併協議会（小長井町）
・平成１５年度歳入歳出決算の認定
・平成１６年度歳入歳出補正予算（第１号）
・協定項目調整結果報告（１２項目）

○総務大臣による廃置分合の告示（合併の効力の発生）

○第２１回県央地区一市五町合併協議会（多良見町）
・協定項目調整結果報告（６項目）

○第２２回県央地区一市五町合併協議会（森山町）
・報告事項諫早市「市章」の選考について
・協定項目調整結果報告（１５項目）
１５項目のうち９項目を報告、６項目は次回へ繰延

○第２３回県央地区一市五町合併協議会（飯盛町）
・報告事項諫早市「市章」の選考について
候補作品５点の中から、投票により三好健一さん（福岡
市在住）の作品に決定

・協定項目調整結果報告（７項目）継続及び前回未報告分
・協定項目調整結果報告（４項目）新規報告分

○第２４回県央地区一市五町合併協議会（諫早市）
・市章採用作品表彰
・報告事項（６項目）

県央地区一市五町合併協議会解散

項 目

合併調印式

合併関連議
案 の 議 決

廃置分合の
申 請

長崎県議会
の 議 決

第 ２０ 回
協 議 会

総務大臣の
告 示

第 ２１ 回
協 議 会

第 ２２ 回
協 議 会

第 ２３ 回
協 議 会

第 ２４ 回
協 議 会

年月日

４月２８日�

４月３０日�～

５月１１日�

５月１７日�

６月２２日�

７月１２日�

７月１４日�

平成１６年
８月３１日�

１０月１２日�

１１月２５日�

【予定】
平成１７年
１月３１日�

２月２８日�

―３７２―
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県央地区一市五町合併協議会概要

・平成１４年４月１日、１市４町（諫早市、森山町、飯盛町、高来町、小長井町）で「県
央地区一市四町合併協議会」を設置

・平成１４年７月１日、多良見町が加入し、「県央地区一市五町合併協議会」へ名称変更
・平成１５年８月５日、小長井町が脱退し、「県央地区一市四町合併協議会」へ名称変更
・平成１６年３月２５日、小長井町が加入し、「県央地区一市五町合併協議会」へ名称変更

○県央地区一市五町合併協議会の任務

１合併で誕生する新市のまちづくり計画「新市建設計画」の作成
�基本方針（新市が将来進むべき方向）
�建設計画（基本方針の実現に必要な新市と県の事業）…など

２合併に当たって必要になる事項の協議
�基本４項目（合併の方式、合併の期日、新市の名称、事務所の位置）
�その他の事項（組織・機構、公共料金、各種事務事業の取扱い）…など

○協議会の組織

合併協議会…合併に関する協議、調査研究、新市建設計画の作成
小委員会……協議会から付託された事項について調査、審議
幹事会………協議会提出議案の協議、調整
専門部会……幹事会の指示事項の専門的な協議、調整

○協議会の会長及び委員（５１名）

�１市５町の長
�１市５町の議会の議長
�１市５町の議会が推薦した議員（諫早市５名、５町各２名）
�１市５町の長が協議して定めた学識経験者２６名以内
ア 各市町から、まちづくりについて見識の高い方を３名ずつ選任（計１８名）
イ 広域的団体から、新市のまちづくりに関し、広域的視点からの助言等を期待で
きる団体
及び広域的な専門知識を持つ大学教授等（計５名）

ウ 県職員から１名
エ 必要に応じて選任するための予備枠２名分

○協議会の事務局職員

諫早市職員５名
５町職員２名ずつ 合計１５名

○協議会事務局の所在及び連絡先

県央地区一市五町合併協議会事務局
住所 〒８５４‐００１６ 諫早市高城町５‐１０ 諫早商工会館４階
ＴＥＬ３５‐１７３０ ＦＡＸ３５‐１７３１

―３７３―

第一節 小長井町のあゆみ
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県央地区一市五町合併協議会組織図

・会議開催に関する事務
・必要な資料の収集、作成
・庶務会計

小委員会

・付託事項の調査、審議

【構成】
協議会の委員
（協議会の議決によって設置）

専門部会１２部会
議会部会 総務部会
企画部会 財政部会
福祉保健部会 住民部会
環境部会 農林水産部会
商工観光部会 建設部会
水道部会 教育部会

付託
�

報告
�

合併協議会

・合併に関する協議及び調査研究
・新市建設計画の作成

【構成】
首長、議長、議会推薦議員、学識
経験者

幹 事 会

・協議会提出議案の協議、調整

【構成】
助役、合併担当部課長、県職員

専 門 部 会
・指示事項の専門的な協議、調整
・分科会を置くことができる

【構成】
１２部会
１市５町の職員

事 務 局
・市町村建設計画原案の作成
・合併協定項目原案の作成
・各市町事務調整

【構成】
１市５町の職員
臨時職員

���

―３７４―
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議 会 部 会  

［専  門  部  会］ ［分科会・調整班等］ 

総 務 部 会  

企 画 部 会  

環 境 部 会  

財 政 部 会  

住 民 部 会  

教 育 部 会  

福祉保健部会 

建 設 部 会  

農林水産部会 

商工観光部会 

水 道 部 会  

議会班 
監査班 

組織・機構分科会 
消防防災分科会 
広報・広聴分科会 
自治組織分科会 
生活安全分科会 
文書管理分科会 
選挙分科会 

企画班 
男女共同参画班 
人権・平和班 
統計班 
情報化班 

財政担当者会 
会計班担当者会 
税務担当者会 
管財担当者会 
契約担当者会 

教育総務班 
学校教育班 
生涯学習班 
体育保健班 

児童福祉分科会 
高齢者福祉分科会 
障害者福祉分科会 
援護分科会 
介護保険分科会 
福祉医療分科会 
福祉事務所分科会 
保健衛生分科会 
国民健康保険分科会 

住民税班 
固定資産税班 
徴収班 

介護保険班 
介護システム班 

母子保健班 
成人保健班 
健康づくり班 

農政班 
農村整備班 
林業班 
水産業班 
農業委員会班 

計画・認可班 
総務班 

経理班 
業務班 
給水・施設班 
浄水場班 

商工観光班 

土木班 
住宅・建築班 
下水道班 
都市計画班 

戸籍班 
住基班 
年金班 

保全班 
廃棄物処理班 

電算分科会 

幹
　
事
　
会 

合
併
協
議
会 

専門部会・分科会・調整班等組織図
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合併協定項目の確認状況
確認協議会
第６回
第１６回
第７回
第７回
第１５回
第８回
第１３回
第１５回
第１１回
第５回
第１１回
第１１回
第１３回
第１５回
第７回
第５回
第１６回
第１４回
第４回
第１６回
第１６回
第１６回
第１４回
第１４回
第９回
第５回
第３回
第３回
第１６回
第３回
第３回
第１２回
第１３回
第１２回
第１０回
第１３回
第１６回
第１２回
第１５回
第１５回
第１７回
第１５回
第６回
第４回
第１２回
第１３回
第１５回
第７回
第６回
第９回
第４回
第１２回
第７回
第９回
第４回
第１０回
第１２回
第８回
第１２回
第７回
第１０回

確認日
Ｈ１４．１１．２５
Ｈ１５．１１．１１
Ｈ１４．１２．２５
Ｈ１４．１２．２５
Ｈ１５．１０．２８
Ｈ１５．０１．２７
Ｈ１５．０９．３０
Ｈ１５．１０．２８
Ｈ１５．０５．２６
Ｈ１４．１０．３１
Ｈ１５．０５．２６
Ｈ１５．０５．２６
Ｈ１５．０９．３０
Ｈ１５．１０．２８
Ｈ１４．１２．２５
Ｈ１４．１０．３１
Ｈ１５．１１．１１
Ｈ１５．１０．１４
Ｈ１４．１０．０３
Ｈ１５．１１．１１
Ｈ１５．１１．１１
Ｈ１５．１１．１１
Ｈ１５．１０．１４
Ｈ１５．１０．１４
Ｈ１５．０２．２１
Ｈ１４．１０．３１
Ｈ１４．０８．２７
Ｈ１４．０８．２７
Ｈ１５．１１．１１
Ｈ１４．０８．２７
Ｈ１４．０８．２７
Ｈ１５．０８．２８
Ｈ１５．０９．３０
Ｈ１５．０８．２８
Ｈ１５．０３．２８
Ｈ１５．０９．３０
Ｈ１５．１１．１１
Ｈ１５．０８．２８
Ｈ１５．１０．２８
Ｈ１５．１０．２８
Ｈ１５．１１．２５
Ｈ１５．１０．２８
Ｈ１４．１１．２５
Ｈ１４．１０．０３
Ｈ１５．０８．２８
Ｈ１５．０９．３０
Ｈ１５．１０．２８
Ｈ１４．１２．２５
Ｈ１４．１１．２５
Ｈ１５．０２．２１
Ｈ１４．１０．０３
Ｈ１５．０８．２８
Ｈ１４．１２．２５
Ｈ１５．０２．２１
Ｈ１４．１０．０３
Ｈ１５．０３．２８
Ｈ１５．０８．２８
Ｈ１５．０１．２７
Ｈ１５．０８．２８
Ｈ１４．１２．２５
Ｈ１５．０３．２８

専門部会
－
－
－
－

企 画
－

議 会
農林水産
総 務
財 政
総 務
総 務
総 務
総 務
総 務
総 務
総 務
企 画
企 画
財 政
財 政
財 政
福祉保健
福祉保健
住 民
総 務
総 務
総 務
総 務
企 画
企 画
企 画
財 政
福祉保健
福祉保健
福祉保健
福祉保健
福祉保健
福祉保健
福祉保健
福祉保健
福祉保健
住 民
環 境
環 境
農林水産
農林水産
農林水産
商工観光
商工観光
建 設
建 設
建 設
建 設
建 設
建 設
水 道
教 育
教 育
教 育
教 育

内 容
合併の方式に関すること
合併の期日に関すること
新市の名称に関すること
新市の事務所の位置に関すること
新市建設計画の作成に関すること
地域審議会の設置に関すること
議会議員の定数及び任期の取扱いに関すること
農業委員会委員の定数及び任期の取扱いに関するこ
と一般職の職員の身分の取扱いに関すること
地方税の取扱いに関すること
組織及び機構に関すること
特別職の職員の身分の取扱いに関すること
条例、規則等の取扱いに関すること
公共的団体等の取扱いに関すること
慣行の取扱いに関すること
消防団の取扱いに関すること
町内会、自治会、行政区の取扱いに関すること
一部事務組合等の取扱いに関すること
電算システムの取扱いに関すること
財産及び債務の取扱いに関すること
使用料、手数料等の取扱いに関すること
補助金、交付金等の取扱いに関すること
国民健康保険事業の取扱いに関すること
介護保険事業の取扱いに関すること
町、字の区域、名称の取扱いに関すること
消防・防災に関すること
情報公開に関すること
広報広聴に関すること
生活安全に関すること
友好交流に関すること
人権・平和に関すること
地域情報化に関すること
納税関係に関すること
民生委員・児童委員に関すること
社会福祉協議会に関すること
生活保護に関すること
福祉医療に関すること
援護に関すること
高齢者福祉に関すること
障害者福祉に関すること
児童福祉に関すること
保健・衛生に関すること
戸籍、住民登録等の窓口事務に関すること
環境保全に関すること
環境衛生に関すること
農業に関すること
林業に関すること
水産業に関すること
商工・労働に関すること
観光・物産に関すること
開発管理に関すること
建設関係に関すること
公営住宅に関すること
公園に関すること
都市計画に関すること
下水道に関すること
上水道に関すること
学校教育に関すること
生涯学習に関すること
文化に関すること
体育に関すること

協定項目
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
６０
６１

基 本
協 定 項 目

合併特例法
に規定され
ている協定
項目

その他の基
本的な協定
項目

各種事務事
業の取り扱
いに関する
協定項目
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関係市町村に関する統計資料

新市の定数

高齢化率

Ｂ／Ａ（％）
１７．１％
１７．２％
２３．５％
２２．４％
２２．９％
２２．５％
１８．４％

６５歳以上
（Ｈ１２．１０国勢調査）

Ｂ（人）
１６，２４４
２，９４１
１，４７２
１，７９７
２，５３８
１，５０４
２６，４９６

人 口
（Ｈ１２．１０国勢調査）

Ａ（人）
９５，１８２
１７，０５６
６，２５９
８，０３４
１１，０９２
６，６７６
１４４，２９９

（Ｈ７．１０国勢調査）
（人）
９３，０５８
１７，２７５
６，２７９
８，１１１
１０，９９７
６，７５７
１４２，４７７

諫 早 市
多 良 見 町
森 山 町
飯 盛 町
高 来 町
小 長 井 町

計

職員数（Ｈ１４．４）
（一 般
行政職）
４８７
８８
５４
５５
６５
４８
７９７

（人）
７２６
１１６
７１
６８
８８
６０

１，１２９

議員定数

（人）
３０
２０
１４
１６
１８
１６

※（３４）１１４

選挙人名簿登録
者数（Ｈ１４．４）

（人）
２，５６５
１３，３２０
４，８６５
６，５５０
８，８４０
５，３２３
１１１，４６３

面 積

（�）
１４５．４８７
３７．８８
２３．２６
２４．８３
４９．７６
３０．９３
３１２．１４

諫 早 市
多 良 見 町
森 山 町
飯 盛 町
高 来 町
小 長 井 町

計

決 算 額（Ｈ１４年度）
歳 出（千円）

１人当り
３８１
５１２
７０９
４８８
３７９
７２３
４３３

３５，９６７，９１２
８，８１１，３９３
４，４４３，０１２
４，０９７，３５２
４，２９６，５５８
４，９０８，２３３
６２，５２４，４６０

歳 入（千円）
１人当り

３９３
５２３
７４８
５１６
３９０
７４２
４４７

３７，０９５，６８２
９，０１１，６０３
４，６８７，０１３
４，３３２，４６９
４，４１６，７９０
５，０３３，７５１
６４，５７７，３０８

諫 早 市
多 良 見 町
森 山 町
飯 盛 町
高 来 町
小 長 井 町

計

決 算 額（Ｈ１４年度）
地方交付税（千円）

１人当り
７４
１０１
３１８
１９９
１５９
２５９
１１０

６，９７４，５７２
１，７４２，６２７
１，９９３，４１６
１，６６９，７８０
１，８０６，１４０
１，７５７，９７５
１５，９４４，５１０

地方債現在高（千円）
１人当り

３９１
５９０
１１７６
６６９
４４６
１０２１
４９９

３６，９３０，６６２
１０，１５３，２５１
７，３７０，５８５
５，６２３，５１９
５，０５７，７４１
６，９２６，９２７
７２，０６２，６８５

諫 早 市
多 良 見 町
森 山 町
飯 盛 町
高 来 町
小 長 井 町

計
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25.0
（％） 

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0
昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 

諫早市 

多良見町 

森山町 

飯盛町 

高来町 

小長井町 

一市五町 

高齢化率の推移 

年齢（３区分）別人口 （単位：人、％）

６５歳以上
構成比
１７．１
１７．２
２３．５
２２．４
２２．９
２２．５
１８．４

※資料：平成１２年国勢調査（人口構成には年齢不詳を含まないため計とは不一致）

人 数
１６，２４４
２，９４１
１，４７２
１，７９７
２，５３８
１，５０４
２６，４９６

１５～６４歳
構成比
６５．７
６６．１
５９．０
６０．３
５９．９
６０．９
６４．５

人 数
６２，５６７
１１，２６７
３，６９２
４，８４１
６，６４３
４，０６４
９３，０７４

１５歳未満
構成比
１７．２
１６．６
１７．５
１７．０
１７．２
１６．６
１７．１

人 数
１６，３５５
２，８３５
１，０９５
１，３６９
１，９１１
１，１０８
２４，６７３

人 口

９５，１８２
１７，０５６
６，２５９
８，０３４
１１，０９２
６，６７６
１４４，２９９

市町名

諫 早 市
多良見町
森 山 町
飯 盛 町
高 来 町
小長井町
一市五町

※資料：国勢調査（各年１０月１日現在）

高齢化率の推移 （単位：％）

平成１２年
１７．１
１７．２
２３．５
２２．４
２２．９
２２．５
１８．４
２０．８
１７．３

平成７年
１４．６
１４．６
２１．５
１９．４
２０．２
１８．７
１５．８
１７．７
１４．５

平成２年
１２．５
１２．４
１９．０
１６．５
１７．８
１５．１
１３．５
１４．７
１２．０

昭和６０年
１０．５
１１．４
１５．４
１３．８
１６．０
１３．０
１１．６
１２．１
１０．３

昭和５５年
９．５
１０．０
１３．５
１３．２
１４．７
１２．０
１０．６
１０．７
９．１

昭和５０年
９．０
１０．３
１１．５
１２．８
１３．３
１０．６
１０．０
９．５
７．９

市町名
諫 早 市
多良見町
森 山 町
飯 盛 町
高 来 町
小長井町
一市五町
長 崎 県
全 国
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６

閉
町
式
典

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
小
川
原
浦
・
長
里
・
井
崎
が
合
併
し

小
長
井
村
が
誕
生
し
た
。

そ
の
後
、
七
十
七
年
を
経
た
小
長
井
村
は
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六

六
）
に
町
制
が
施
行
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
一
年
に
は
町
民
憲
章
が
定
め
ら
れ
、
美
し
い
自
然
と
豊
か
な

人
情
、
先
人
の
偉
業
に
よ
っ
て
築
れ
た
郷
土
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、
住
み

よ
い
町
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
が
、
平
成
十
七
年
三
月
一
日
の
、

一
市
五
町
に
よ
る
新
市
ス
タ
ー
ト

を
機
に
、
小
長
井
の
百
十
六
年
の

歴
史
に
幕
を
お
ろ
す
式
典
が
、
平

成
十
七
年
二
月
二
十
日
、
町
民
や

県
・
近
隣
市
町
の
関
係
者
約
二
五

〇
人
が
、
小
長
井
文
化
ホ
ー
ル
で

の
閉
町
式
典
に
出
席
し
、
盛
大
に

行
わ
れ
た
。

式
で
は
来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
、

永
年
に
わ
た
り
各
部
門
で
功
労
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
の
表
彰
が

あ
っ
た
。

八
、
町
民
の
権
利

私
た
ち
住
民
に
は
、
法
律
や
条
例
な
ど
に
よ
っ
て
、
住
所
を
有
す
る
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
各
種
の
権
利
や
義
務
を
有
し
て
い
る
。

１

ひ
と
し
く
役
務
の
提
供
を
受
け
る
権
利

学
校
や
公
園
、
体
育
館
と
い
っ
た
施
設
の
利
用
や
金
銭
の
貸
し
付
け
、

保
険
給
付
な
ど
、
住
民
で
あ
れ
ば
誰
で
も
区
別
な
く
受
け
ら
れ
る
権
利
が

あ
る
。

２

平
等
に
負
担
す
る
義
務

税
金
や
施
設
の
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
地
方
公
共
団
体
か
ら
住
民
に
対

し
て
課
さ
れ
た
負
担
は
平
等
な
立
場
で
負
担
す
る
義
務
が
あ
る
。
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３

選
挙
に
参
与
す
る
権
利

選
挙
す
る
権
利
（
選
挙
権
）

選
挙
さ
れ
る
権
利
（
被
選
挙
権
）

４

直
接
参
政
権

こ
の
中
で
、
地
方
公
共
団
体
の
選
挙
に
参
与
す
る
権
利
は
、
そ
の
地
域

の
意
思
に
基
づ
い
て
、
地
域
の
問
題
を
処
理
し
て
い
く
と
い
う
地
方
自
治

の
重
要
な
要
素
を
生
み
出
す
最
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
住
民
が
直
接
行

政
に
参
加
し
て
す
べ
て
を
決
定
す
る
こ
と
が
理
想
（
こ
れ
を
「
直
接
民
主

主
義
」
と
い
う
。）
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
と
て
も
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
た
め
、
現
在
の
地
方
自
治
で
は
、
住
民
が
そ
の
意
思
を
代
表
す
る
者
を

選
び
、
そ
の
代
表
者
に
行
政
を
委
ね
る
「
間
接
民
主
主
義
」
の
方
法
を
基

本
と
し
て
い
る
。
住
民
の
権
利
の
一
つ
に
、
地
方
公
共
団
体
の
選
挙
に
参

与
す
る
権
利
が
あ
る
。

こ
う
し
た
間
接
民
主
主
義
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
代
表
者
と
住
民
の

意
思
が
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
補
完
す
る
直
接
民

主
主
義
的
な
制
度
と
し
て
、
住
民
（
有
権
者
）
か
ら
直
接
、
請
求
を
行
う

権
利
（
直
接
参
政
権
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
直
接
請
求
と
し
て
表
１
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

最
近
、
間
接
民
主
主
義
と
直
接
民
主
主
義
に
関
わ
る
も
の
に
、
条
例
に

よ
る
「
住
民
投
票
」
の
問
題
が
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。

そ
の
、
議
論
と
な
っ
て
い
る
条
例
に
よ
る
「
住
民
投
票
」
と
は
、
そ
の

地
域
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
住
民
が
賛
成
か
反
対
か

の
意
思
を
投
票
に
よ
っ
て
表
明
し
、

そ
の
結
果
を
参
考
と
し
て
知
事
や
市

町
村
長
が
、
政
策
や
地
方
公
共
団
体

と
し
て
の
意
思
を
決
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

現
在
は
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る

「
住
民
投
票
」
が
全
国
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。

わ
が
小
長
井
町
で
は
、
平
成
十
一

年
七
月
四
日
に
行
わ
れ
た
採
石
場
の

新
規
計
画
と
拡
張
計
画
に
つ
い
て
賛

否
を
問
う
「
住
民
投
票
」
と
、
今
回

（
平
成
十
六
年
一
月
十
八
日
）
の
県

央
一
市
四
町
と
の
合
併
の
是
非
を
問

う
「
住
民
投
票
」
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
二
回
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
本
町
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
時
の

投
票
結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
る
。

表１ 直接請求権

請求先

地方公共団体の長

監査委員

選挙管理委員会

選挙管理委員会

選挙管理委員会

必要署名者数

地方公共団体の選挙権を有するものの５０分の１以上

同 ５０分の１以上

同 ３分の１以上

同 ３分の１以上

所属選挙区の選挙権を有するものの３分の１以上

種 類

条例の制定改廃の請求

事務の監査請求

長の解職請求

議会の解散請求

議員の解職請求
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平成１１年７月４日（採石場の新規計画と拡張計画について賛否を問う）

平成１６年１月１８日（県央１市４町との合併の是非を問う）

得票率（％）

５２．８４

４７．１６

１００

新規計画（票）

３，４１６

１，８０５

１，６１１

１６６

３，５８２

有 効 投 票

賛 成

反 対

無 効

投 票 総 数

得票率（％）

５４．４７

４５．５３

１００

拡張計画（票）

３，４１３

１，８５９

１，５５４

１６９

３，５８２

有 効 投 票

賛 成

反 対

無 効

投 票 総 数

投票率
計
７９．４２
７５．５１
７２．１５
６４．１８
７９．３７
６３．４２
４０．４７
６７．７５

女
８２．１４
７６．０８
７３．２３
６６．８０
８１．８８
６３．５５
４７．７１
６８．７３

男
７６．３６
７４．８０
７０．８６
６１．１９
７６．３９
６３．２６
１８．０６
６６．４６

投票者数
計
４６３
６３２
７９０
３０１
４０４
７３５
２５７
３，５８２

女
２５３
３５３
４３５
１６７
２２６
４０１
２２９
２，０６４

男
２１０
２７９
３５５
１３４
１７８
３３４
２８

１，５１８

選挙当日有権者
計
５８３
８３７
１，０９５
４６９
５０９
１，１５９
６３５
５，２８７

女
３０８
４６４
５９４
２５０
２７６
６３１
４８０
３，００３

男
２７５
３７３
５０１
２１９
２３３
５２８
１５５
２，２８４

第１投票所
第２投票所
第３投票所
第４投票所
第５投票所
第６投票所
第７投票所
合計（平均）

得票率（％）
６２．６９
２３．６８
１３．６３

１００

３，９７８
２，４９４
９４２
５４２
５１

４，０２９

有効投票
すぐに合併（平成１７年３月まで）
いずれ合併（平成１７年４月以降）
合併反対
無 効
投票総数

投票率
計
８３．９７
８５．２４
８０．９７
７２．５３
８４．７１
８１．３３
３５．１５
７６．２１

女
８５．２２
８８．１３
８３．２２
７１．４８
８６．１３
８１．７７
４０．２５
７６．２０

男
８２．５６
８１．８７
７８．４２
７３．７８
８２．９６
８０．８１
１８．４９
７６．２１

投票者数
計
５０３
６９３
９１９
３５９
４２１
９１５
２１９
４，０２９

女
２７１
３８６
５０１
１９３
２３６
４９８
１９２
２，２７７

男
２３２
３０７
４１８
１６６
１８５
４１７
２７

１，７５２

選挙当日有権者
計
５９９
８１３
１，１３５
４９５
４９７
１，１２５
６２３
５，２８７

女
３１８
４３８
６０２
２７０
２７４
６０９
４７７
２，９８８

男
２８１
３７５
５３３
２２５
２２３
５１６
１４６
２，２９９

第１投票所
第２投票所
第３投票所
第４投票所
第５投票所
第６投票所
第７投票所
合計（平均）
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九
、
町
の
行
政
機
構

１

町

条

例

近
代
国
家
を
形
成
す
る
目
的
で
、
明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
に
施
行
さ

れ
た
町
村
制
に
よ
り
、
近
代
的
な
地
方
自
治
の
確
立
を
目
指
す
た
め
の
町

村
が
定
め
ら
れ
、
戸
籍
事
務
や
小
学
校
の
設
置
・
運
営
を
町
村
で
行
う
事

と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
方
自
治
の
運
営
主
体
と
な
る
町
村
の
規
模
を
大
き
く

す
る
必
要
が
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
の
自
然
発
生
的
な
町
村
の
合
併
が
全

国
的
に
推
進
さ
れ
た
。
小
長
井
村
は
こ
の
明
治
の
大
合
併
で
誕
生
し
た
。

町
村
制
は
そ
の
後
、
明
治
四
十
四
年
と
大
正
十
年
に
大
改
正
が
あ
り
、

昭
和
二
十
二
年
の
地
方
自
治
法
の
成
立
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。

地
方
自
治
法
で
は
町
村
の
職
務
と
し
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

普
通
地
方
公
共
団
体
は
そ
の
公
共
事
務
及
び
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政

令
に
よ
り
普
通
公
共
団
体
に
属
す
る
も
の
の
外
、
そ
の
区
域
内
に
お
け
る

そ
の
他
の
行
政
事
務
で
、
国
の
事
務
に
属
さ
な
い
も
の
を
処
理
す
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
行
政
事
務
の
処
理
に
関
し
て
は
、
法
令
に
特
別
の
定
め

が
あ
る
も
の
を
除
く
外
、
条
例
で
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も

し
て
い
る
。

町
の
行
政
事
務
の
殆
ど
に
つ
い
て
は
条
例
や
規
則
を
定
め
て
、
そ
れ
に

則
っ
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
地
方
自
治
法
は
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な

く
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。そ
の
間
、町
の
行
政
事
務
も
複
雑
多
岐
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
都
度
、
条
例
の
新
設
・
改
廃
が
行
わ
れ
、
今
で
は
条
例
数

が
百
二
十
件
を
数
え
る
。

こ
れ
ら
の
条
例
も
、
平
成
十
七
年
二
月
末
の
一
市
五
町
合
併
に
よ
り
、

自
治
体
と
し
て
の
小
長
井
町
と
共
に
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
現

在
施
行
さ
れ
て
い
る
条
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

執
行
機
関

課
の
設
置
に
関
す
る
条
例

昭
和
三
七
年
条
例
第
二
二
号

収
入
役
を
置
か
な
い
こ
と
を
定
め
る
条
例

平
成
一
五
年
条
例
第
一
六
号

小
長
井
町
行
政
班
設
置
条
例

昭
和
三
四
年
条
例
第
一
七
号

小
長
井
町
交
通
安
全
の
保
持
に
関
す
る
条
例

昭
和
四
四
年
条
例
第
八
号

小
長
井
町
が
設
置
し
た
公
の
施
設
の
使
用
規

制
に
関
す
る
条
例

平
成
一
一
年
条
例
第
一
五
号

小
長
井
町
情
報
公
開
条
例

平
成
一
一
年
条
例
第
六
号

小
長
井
町
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

平
成
二
年
条
例
第
一
一
号

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
小
長
井
町
の
資

産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例

平
成
七
年
条
例
第
一
七
号

小
長
井
町
に
お
け
る
砕
石
場
の
新
規
計
画
及

び
採
石
場
の
拡
張
計
画
に
つ
い
て
の
住
民
投

票
に
関
す
る
条
例

平
成
一
一
年
条
例

県
央
地
区
一
市
五
町
の
地
域
に
よ
る
合
併
に

つ
い
て
の
意
志
を
問
う
住
民
投
票
条
例

平
成
一
五
年
条
例
一
七
号
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昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
職
員
の
懲
戒
免
除

及
び
職
員
の
賠
償
責
任
に
基
づ
く
債
務
の
免

除
に
関
す
る
条
例

平
成
元
年
条
例
第
一
〇
号

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例

昭
和
二
六
年
条
例
第
一
六
号

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条

例

昭
和
二
七
年
条
例
第
一
六
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

平
成
七
年
条
例
第
一
〇
号

昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
の
行
わ
れ
る
日
を
職

員
の
休
日
と
す
る
条
例

平
成
元
年
条
例
第
一
号

小
長
井
職
員
の
育
児
休
業
な
ど
に
関
す
る
条

例

平
成
四
年
条
例
第
九
号

小
長
井
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

昭
和
四
二
年
第
一
四
号

職
員
団
体
の
業
務
に
も
っ
ぱ
ら
従
事
す
る
職

員
に
関
す
る
条
例

昭
和
二
七
年
条
例
第
一
九
号

職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の

特
例
に
関
す
る
条
例

昭
和
四
二
年
条
例
第
二
二
号

給

与

小
長
井
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
お
よ
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例

昭
和
三
一
年
条
例
第
五
号

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

昭
和
三
一
年
条
例
第
一
〇
号

小
長
井
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
参
加
条
例

平
成
一
二
年
条
例
第
一
四
号

小
長
井
町
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

平
成
一
四
年
条
例
第
一
一
号

小
長
井
町
行
政
手
続
条
例

平
成
八
年
条
例
第
一
四
号

小
長
井
町
住
民
基
本
台
帳
条
例

昭
和
四
三
年
条
例
第
八
号

小
長
井
町
総
合
計
画
審
議
会
設
置
条
例

昭
和
六
〇
年
条
例
第
二
一
号

小
長
井
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
設
置
条
例

昭
和
六
〇
年
条
例
第
一
五
号

小
長
井
町
防
災
会
議
条
例

昭
和
四
三
年
条
例
第
三
一
号

小
長
井
町
災
害
対
策
本
部
条
例

昭
和
四
三
年
条
例
第
三
〇
号

小
長
井
町
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に

お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
条
例

昭
和
五
八
年
条
例
第
一
号

小
長
井
町
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例

昭
和
三
九
年
条
例
第
一
三
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

昭
和
二
六
年
条
例
第
一
八
号

人

事

小
長
井
町
職
員
定
数
条
例

昭
和
三
三
年
条
例
第
五
号

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
お
よ
び
効
果
に

関
す
る
条
例

昭
和
二
六
年
条
例
第
一
七
号

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

昭
和
五
八
年
条
例
第
一
七
号

小
長
井
町
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

平
成
一
三
年
条
例
第
一
号

職
員
の
懲
戒
の
手
続
お
よ
び
効
果
に
関
す
る

条
例

昭
和
二
六
年
条
例
第
一
四
号
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小
長
井
町
特
別
職
の
報
酬
等
審
議
会
条
例

昭
和
六
三
年
条
例
第
一
〇
号

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
お
よ

び
旅
費
に
関
す
る
条
例

昭
和
三
八
年
条
例
第
一
七
号

教
育
長
の
給
与
お
よ
び
費
用
に
関
す
る
条
例

昭
和
三
四
年
条
例
第
一
五
号

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

昭
和
二
九
年
条
例
第
一
七
号

技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類
お
よ
び
基
準

に
関
す
る
条
例

昭
和
三
六
年
条
例
第
一
七
号

小
長
井
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例

昭
和
四
四
年
条
例
第
一
九
号

一
般
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

昭
和
四
四
年
条
例
第
二
七
号

財

務

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
お
よ
び
財
産

の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条
例

昭
和
三
九
年
条
例
第
一
一
号

財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付
等
に
関
す

る
条
例

昭
和
三
九
年
条
例
第
一
二
号

小
長
井
町
財
政
調
整
基
金
の
設
置
管
理
お
よ

び
処
分
に
関
す
る
条
例

昭
和
四
四
年
条
例
第
二
〇
号

小
長
井
町
地
域
振
興
基
金
条
例

平
成
元
年
条
例
第
一
一
号

小
長
井
町
中
山
間
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
保
全

基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例

平
成
五
年
条
例
第
五
号

小
長
井
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
貸
付
基
金
条
例

平
成
八
年
条
例
第
一
〇
号

小
長
井
町
福
祉
活
動
基
金
条
例

平
成
二
年
条
例
第
一
五
号

小
長
井
町
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
条

例

平
成
七
年
条
例
第
一
一
号

小
長
井
町
国
民
健
康
保
険
出
産
費
貸
付
基
金

条
例

平
成
一
四
年
条
例
第
一
号

小
長
井
町
介
護
保
険
介
護
給
付
費
準
備
基
金

の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

平
成
一
二
年
条
例
第
一
〇
号

小
長
井
町
介
護
保
険
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

等
貸
付
基
金
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例

平
成
一
二
年
条
例
一
一
号

小
長
井
町
中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
基
金
条

例

平
成
六
年
条
例
第
二
二
号

小
長
井
町
家
畜
導
入
事
業
資
金
供
給
事
業
等

基
金
条
例

昭
和
五
七
年
条
例
第
一
七
号

小
長
井
町
土
地
開
発
基
金
条
例

昭
和
四
七
年
条
例
第
一
〇
号

小
長
井
町
下
水
道
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例

平
成
一
二
年
条
例
第
一
二
号

小
長
井
町
減
債
基
金
条
例

昭
和
六
二
年
条
例
第
一
九
号

小
長
井
町
町
税
条
例

昭
和
四
一
年
条
例
第
一
号

小
長
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

平
成
一
二
年
条
例
第
七
号

小
長
井
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
等

の
特
例
に
関
す
る
条
例

昭
和
四
一
年
条
例
第
一
二
号
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小
長
井
町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
に
関
す

る
条
例

平
成
元
年
条
例
第
二
四
号

災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

昭
和
四
九
年
条
例
第
三
四
号

小
長
井
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例

昭
和
四
九
年
条
例
第
八
号

小
長
井
町
犬
取
締
条
例

昭
和
四
四
年
条
例
第
一
九
号

小
長
井
町
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
条
例

平
成
一
二
年
条
例
第
二
号

小
長
井
町
国
民
健
康
保
険
条
例

平
成
一
二
年
条
例
第
六
号

小
長
井
町
介
護
保
険
条
例

平
成
一
二
年
条
例
第
八
号

小
長
井
町
環
境
美
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例

平
成
六
年
条
例
第
一
五
号

小
長
井
町
環
境
及
び
景
観
保
全
条
例

平
成
一
二
年
条
例
第
一
三
号

小
長
井
町
環
境
保
全
に
伴
う
旅
館
業
等
の
建

築
規
制
に
関
す
る
条
例

昭
和
五
三
年
条
例
第
一
一
号

産
業
経
済

農
業
委
員
会
の
定
数
条
例

昭
和
四
一
年
条
例
第
四
号

小
長
井
町
農
業
委
員
会
職
員
定
数
条
例

昭
和
三
二
年
条
例
第
四
号

町
営
土
地
改
良
事
業
の
経
費
の
賦
課
徴
収
に

関
す
る
条
例

昭
和
三
二
年
条
例
第
七
号

小
長
井
町
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収

条
例

昭
和
四
六
年
条
例
第
三
号

小
長
井
町
県
営
開
拓
地
整
備
事
業
分
担
金
条

例

昭
和
五
五
年
条
例
第
八
号

小
長
井
町
災
害
被
害
者
に
対
す
る
町
税
の
減

免
に
関
す
る
条
例

昭
和
四
二
年
条
例
第
一
三
号

小
長
井
町
手
数
料
徴
収
条
例

平
成
一
二
年
条
例
第
一
号

小
長
井
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
条
例

平
成
九
年
条
例
第
一
号

小
長
井
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
設
置
条

例

平
成
一
二
年
条
例
第
九
号

小
長
井
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
条

例

平
成
一
四
年
条
例
第
一
八
号

小
長
井
町
土
地
取
得
特
別
会
計
条
例

平
成
七
年
条
例
第
一
六
号

教

育

小
長
井
町
立
学
校
設
置
条
例

昭
和
三
三
年
条
例
第
九
号

小
長
井
町
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例

昭
和
四
二
年
条
例
第
一
二
号

Ⅱ
世
紀
館
及
び
長
里
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例

平
成
三
年
条
例
第
八
号

小
長
井
文
化
ホ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

平
成
一
一
年
条
例
第
一
六
号

小
長
井
町
文
化
財
保
護
条
例

昭
和
五
二
年
条
例
第
六
号

厚

生

小
長
井
町
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例

昭
和
六
二
年
条
例
第
九
号

小
長
井
町
多
目
的
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

平
成
三
年
条
例
第
一
〇
号

小
長
井
町
敬
老
祝
金
支
給
条
例

昭
和
四
七
年
条
例
第
一
二
号
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小
長
井
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

昭
和
五
九
年
条
例
第
一
四
号

小
長
井
町
農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
対
策
審

議
会
条
例

昭
和
四
八
年
条
例
第
二
一
号

小
長
井
町
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例

平
成
六
年
条
例
第
一
〇
号

小
長
井
町
運
動
広
場
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

平
成
六
年
条
例
第
一
一
号

小
長
井
町
公
園
管
理
条
例

平
成
三
年
条
例
第
九
号

小
長
井
町
工
場
設
置
誘
致
条
例

昭
和
四
八
年
条
例
第
一
五
号

小
長
井
町
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
等
に
関
す
る
条
例

平
成
九
年
条
例
第
二
号

建

設

町
道
の
管
理
等
に
関
す
る
条
例

昭
和
六
一
年
条
例
第
十
一
号

小
長
井
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

昭
和
六
一
年
条
例
第
十
二
号

小
長
井
町
普
通
河
川
等
管
理
条
例

昭
和
四
〇
年
条
例
第
二
五
号

町
営
住
宅
管
理
条
例

平
成
九
年
条
例
第
一
一
号

小
長
井
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例

平
成
九
年
条
例
第
三
号

水

道

小
長
井
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

昭
和
五
〇
年
条
例
第
二
五
号

小
長
井
町
公
共
下
水
道
条
例

平
成
一
四
年
条
例
第
一
九
号

小
長
井
町
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

に
関
す
る
条
例

平
成
一
四
年
条
例
第
二
〇
号

消
防小

長
井
町
消
防
団
の
設
置
な
ど
に
関
す
る
条

例

昭
和
四
一
年
条
例
第
二
号

小
長
井
町
消
防
団
員
の
定
数
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例

昭
和
四
一
年
条
例
第
三
号
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行政係 

総務課 

財務係 

広報係 

企画 
振興課 

企画 
情報係 

企画係 

町民税係 

税務課 

資産税係 

戸籍係 

住民課 
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年金係 

長寿 
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福祉 
保険課 

助役 
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水道係 
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四
、
七
九
九
人

九
八
二
戸

大
正
一
四
年

二
、
五
四
八
人

二
、
六
〇
五
人

五
、
一
五
三
人

一
、
〇
三
九
戸

昭
和

五
年

二
、
八
二
六
人

二
、
九
〇
三
人

五
、
七
五
六
人

一
、
〇
八
五
戸

昭
和
一
〇
年

三
、
一
七
四
人

三
、
一
八
四
人

六
、
三
五
八
人

一
、
一
八
三
戸

昭
和
一
五
年

二
、
九
八
九
人

三
、
〇
一
六
人

六
、
〇
〇
五
人

一
、
一
八
三
戸

昭
和
二
二
年

三
、
七
五
八
人

四
、
一
九
一
人

七
、
九
四
九
人

一
、
四
二
八
戸

昭
和
二
五
年

三
、
九
〇
九
人

四
、
一
九
五
人

八
、
一
〇
四
人

一
、
三
九
〇
戸

昭
和
三
〇
年

四
、
二
〇
三
人

四
、
三
〇
六
人

八
、
五
〇
九
人

一
、
四
三
〇
戸

昭
和
三
五
年

四
、
一
六
一
人

四
、
二
二
九
年

八
、
三
九
〇
人

一
、
五
〇
七
戸

昭
和
四
〇
年

三
、
九
五
一
人

四
、
一
〇
六
人

八
、
〇
五
七
人

一
、
五
二
五
戸

昭
和
四
五
年

三
、
七
〇
〇
人

四
、
〇
八
五
人

七
、
七
八
五
人

一
、
五
〇
五
戸

昭
和
五
〇
年

三
、
五
三
三
人

四
、
〇
五
六
人

七
、
五
八
九
人

一
、
六
七
二
戸

昭
和
五
五
年

三
、
三
七
八
人

三
、
九
九
五
人

七
、
三
七
三
人

一
、
七
七
九
戸

昭
和
六
〇
年

三
、
三
二
二
人

三
、
八
六
三
人

七
、
一
八
五
人

一
、
七
八
〇
戸

平
成

二
年

三
、
一
二
八
人

三
、
七
九
九
人

六
、
九
二
七
人

一
、
七
八
一
戸

平
成

七
年

三
、
〇
四
五
人

三
、
七
五
二
人

六
、
七
九
七
人

一
、
八
一
七
戸

平
成
一
二
年

二
、
九
七
七
人

三
、
六
九
九
人

六
、
六
七
六
人

一
、
八
六
二
戸

平
成
一
四
年

三
、
〇
四
六
人

三
、
七
四
一
人

六
、
七
八
七
人

二
、
四
七
八
戸
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平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
地
区
別
人
口
内
訳

地

区

男

子

女

子

計

世
帯
数

地

区

男

子

女

子

計

世
帯
数

釜

一

一
二
七

一
四
三

二
七
〇

七
〇

田

原

二

一
三
二

一
五
六

二
八
八

一
三
〇

釜

二

九
三

一
〇
〇

一
九
三

五
九

さ
ざ
ん
か
寮

一
八

三
七

五
五

五
五

遠

竹

七
〇

七
八

一
四
八

三
五

田

原

三

四
九

三
八

八
七

二
八

柳

南

四
七

五
二

九
九

二
七

広

川

良

二
〇

二
三

四
三

一
八

黒

仁

田

四
五

五
一

九
六

一
九

牧

一

七
二

九
四

一
六
六

五
〇

築

切

一

八
五

九
一

一
七
六

五
一

牧

二

七
四

九
八

一
七
二

五
一

井

崎

一

九
二

九
六

一
八
八

五
四

牧

三

一
四
八

一
六
五

三
一
三

一
〇
〇

井

崎

二

五
五

五
四

一
〇
九

三
二

足

角

七
二

九
七

一
六
九

五
三

井

崎

三

一
二
〇

一
三
六

二
五
六

六
七

打

越

八
九

一
〇
四

一
九
三

四
七

井

崎

四

一
二
五

一
三
六

二
六
一

七
七

川

内

五
七

六
二

一
一
九

三
六

希

望

園

一
三

三
八

五
一

五
一

船

津

七
三

七
八

一
五
一

四
四

小
川
原
浦
一

一
〇
六

一
二
二

二
一
八

五
三

田

代

一

六
三

六
九

一
三
二

三
七

小
川
原
浦
二

一
二
二

一
二
五

二
四
七

六
八

田

代

二

七
一

九
一

一
六
二

五
一

小
川
原
浦
三

一
一
三

一
二
二

二
三
五

七
四

尾

ノ

上

一
一
一

一
二
八

二
三
九

六
二

小
川
原
浦
四

一
九
一

二
一
二

四
〇
三

一
四
三

大

久

保

一
三
一

一
三
一

二
六
二

五
九

た

ら

み

寮

一
六

一
九

三
五

二
六

古

場

四

九

一
三

三

小
川
原
浦
五

一
二
一

一
三
六

二
五
七

八
〇

聖
母
の
騎
士
園

三
九

三
三

七
二

五
七

新

田

原

七
六

七
二

一
四
八

三
九

修

道

女

会

四

七
三

七
七

七
五

田

原

一

一
二
〇

一
四
四

二
六
四

七
一

み
さ
か
え
の
園

一
一
六

三
九
四

五
一
〇

五
〇
七

合

計

三
、〇
四
六

三
、七
四
一

六
、七
八
七

二
、四
七
八
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十
、
町
消
防
の
あ
ゆ
み

１

消
防
の
歴
史

明
治
、
大
正
時
代
は
各
地
区
で
火
消
組
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
ポ
ン
プ

も
手
こ
ぎ
式
の
ミ
ッ
チ
ョ
コ
と
呼
ぶ
も
の
を
使
用
し
、
火
災
が
発
生
す
る

と
そ
の
ミ
ッ
チ
ョ
コ
を
荷
車
に
載
せ
て
現
場
ま
で
運
ん
で
い
た
。
荷
車
で

運
べ
な
い
時
は
八
名
く
ら
い
で
肩
に
担
ぎ
、
現
場
に
急
行
し
て
消
火
に
あ

た
っ
て
い
た
。

牧
地
区
で
は
、
昭
和
三
年
一
月
に
黒
木
繁
観
氏
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

消
防
組
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
れ
に
倣
っ
て
町
内
の
各
地
区
で
も
消
防
組
が

組
織
さ
れ
た
。
各
地
区
の
消
防
組
で
は
ハ
ッ
ピ
を
新
調
し
、
消
防
組
を
指

揮
す
る
組
頭
を
長
に
据
え
て
、
鳶
係
、
う
の
口
係
、
勢
子
係
が
そ
れ
ぞ
れ

に
決
め
ら
れ
、
赤
旗
や
高
提
灯
も
備
え
て
い
た
。

消
防
組
の
活
動
が
だ
ん
だ
ん
と
盛
ん
に
な
り
、
昭
和
七
年
四
月
一
日
に

小
長
井
村
消
防
組
が
公
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
初
代
の
組
頭
に

は
黒
木
繁
観
氏
が
就
任
し
た
。

昭
和
十
四
年
四
月
一
日
に
は
小
長
井
村
警
防
団
と
改
称
さ
れ
、
村
長
の

指
揮
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
分
団
に
は
分
団
旗
が
授
与
さ
れ
、

警
鐘
台
も
建
設
さ
れ
る
な
ど
充
実
し
た
警
防
団
が
組
織
さ
れ
た
。

（
前

郷
土
誌
よ
り
）

２

現
在
の
組
織

消
防
組
織
法
が
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
八
）
十
二
月
に
公
布
さ
れ
、

こ
れ
に
伴
い
小
長
井
町
に
消
防
団
を
設
置
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
警
防
団
は
小
長
井
村
消
防
団
と
改
称
さ
れ
、

消
防
長
は
村
長
兼
任
と
な
り
、
別
に
消
防
団
長
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

現
在
の
小
長
井
町
消
防
団
は
、
本
部
に
団
長
一
名
、
副
団
長
一
名
、
旗

手
一
名
の
計
三
名
で
組
織
さ
れ
、
八
分
団
が
そ
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

各
分
団
に
は
、
分
団
長
、
副
分
団
長
、
部
長
、
班
長
、
分
団
員
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

町
内
各
分
団
の
組
織

分
団
名

所

属

分
団
長

分
団
名

所

属

分
団
長

本
部
分
団

役

場

中
村
春
幸

第
四
分
団

田
原
・
農
場
・
清
水

吉
岡
儀
和

第
一
分
団

遠

竹

渡
部
博
之

第
五
分
団

牧

山
本
良
治

第
二
分
団

井

崎

平
田
正
美

第
六
分
団

長
里
東
区
域

本
田
正
人

第
三
分
団

小
川
原
浦
・
新
田
原

堤

道
明

第
七
分
団

長
里
西
区
域

村
永
孝
一

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
一
日
町
役
場
職
員
で
本
部
分
団
を
組
織
し
て
八

ヶ
分
団
と
な
っ
て
い
る
。
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３

消
防
出
初
め
式

消
防
出
初
め
式
は
昔
か
ら
の
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
毎
年
正
月
五
日

に
年
中
行
事
と
し
て
盛
大
に
挙
行

さ
れ
て
き
た
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
、

町
長
の
観
閲
及
び
服
装
や
機
械
器

具
の
点
検
に
始
ま
り
、
礼
式
の
諸

動
作
な
ど
が
執
り
行
わ
れ
る
。

４

消
防
の
そ
の
他
の
年

間
行
事

放
水
競
技
大
会
（
分
団
対
抗
）

操
法
大
会
（
分
団
対
抗
）

礼
式
訓
練
（
春
期
・
夏
期
）

５

県
央
地
域
広
域
消
防

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）

四
月
か
ら
県
央
地
域
広
域
市
町
村

圏
組
合
が
諫
早
市
、
大
村
市
、
多

良
見
町
、
森
山
町
、
飯
盛
町
、
高

来
町
、
小
長
井
町
、
吾
妻
町
、
愛

野
町
、
千
々
石
町
、
小
浜
町
及
び

南
串
山
町
の
二
市
十
ヶ
町
で
組
織

さ
れ
、
組
合
の
共
同
処
理
業
務
規

約
に
定
め
ら
れ
た
常
備
消
防
及
び

救
急
業
務
に
関
す
る
事
務
に
よ
り
、

諫
早
市
に
消
防
本
部
を
お
き
、
諫

早
消
防
署
、
大
村
消
防
署
、
小
浜

消
防
署
の
三
署
が
お
か
れ
た
。
そ

の
下
に
高
来
、
飯
盛
、
愛
野
、
西

諌
早
、
宮
小
路
に
各
出
張
所
が
設

置
さ
れ
た
。

小
長
井
町
は
高
来
出
張
所
の
管
轄
と
さ
れ
て
い
る
。
常
備
消
防
業
務
は

消
防
自
動
車
一
台
を
備
え
、
町
消
防
団
と
協
力
し
て
初
期
消
火
を
目
標
に

従
事
す
る
と
共
に
、
火
災
予
防
の
広
報
な
ど
に
活
躍
し
て
い
る
。

ま
た
、
救
急
業
務
は
救
急
車
を
本
部
及
び
各
出
張
所
に
待
機
さ
せ
て
、

急
病
人
や
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
負
傷
者
の
輸
送
に
万
全
を
期
し
て
、
地

元
住
民
の
要
請
を
処
理
し
て
い
る
。

６

長
崎
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
出
場

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
九
月
八
日
に
長
崎
市
松
山
町
の
市
営
球

場
で
開
催
さ
れ
た
、
第
十
三
回
長
崎
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
小
型
ポ

小長井町最後の消防出初め式写真

諫早消防署高来出張所の写真
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ン
プ
の
部
に
出
場
し
た
本
町
消
防
団
繰
法
チ
ー
ム
は
、
準
優
勝
の
栄
を
獲

得
し
た
。

選
手
達
は
、
六
月
初
旬
か
ら
大
会
ま
で
の
約
三
ヶ
月
間
に
亘
っ
て
、
暑

い
夏
に
特
訓
を
重
ね
大
会
に
臨
み
、
そ
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

本
大
会
は
二
年
毎
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
北
高
地
区
か
ら
は
八
年
に
一

回
の
割
合
で
各
町
が
輪
番
で
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
小
長
井
町

消
防
団
と
し
て
の
本
大
会
出
場
の
最
後
と
な
っ
た
の
は
、平
成
十
二
年（
二

〇
〇
〇
）
八
月
三
日
に
長
崎
県
消
防
学
校
（
大
村
市
）
で
開
催
さ
れ
た
、

第
二
十
五
回
大
会
で
あ
る
。

第１３回消防ポンプ操法大会

第２５回消防ポンプ操法大会

歴
代
消
防
団
長

昭
和
二
二
年
か
ら
の
歴
代
消
防
副
団
長

歴
代

消
防
団
長
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

一二三四五六七八九十

黒

木

繁

観

吉

川

愛
四
郎

田

川

八

郎

古

賀

徳

郎

森

鼎

原

田

泰

新

堂

彦

一

橋

口

重

弘

江

口

忠

博

池

田

栄

二

昭
和

七
・

四
・

一

昭
和

八
・

一
・

一

昭
和
一
二
・

五
・

四

昭
和
二
一
・

四
・

一

昭
和
二
二
・

四
・

一

昭
和
二
四
・

四
・

一

昭
和
四
三
・

二
・

五

昭
和
五
九
・

二
・

五

平
成

四
・

二
・

五

平
成
一
二
・

二
・

五

昭
和

七
・
一
二
・
三
一

昭
和
一
二
・

五
・

三

昭
和
二
一
・

三
・
三
一

昭
和
二
二
・

四
・

一

昭
和
二
四
・

三
・
三
一

昭
和
四
三
・

二
・

四

昭
和
五
九
・

二
・

四

平
成

四
・

二
・

四

平
成
一
二
・

二
・

四

現
在

歴
代

消
防
団
長
氏
名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

一二三四五六

蒲

原

需

新

堂

彦

一

橋

口

重

弘

江

口

忠

博

池

田

栄

二

松

本

秀

喜

昭
和
二
二
・

八
・
二
〇

昭
和
三
七
・
一
一
・

五

昭
和
四
三
・

二
・

五

昭
和
五
九
・

二
・

五

平
成

四
・

二
・

五

平
成
一
二
・

二
・

五

昭
和
三
七
・
一
一
・

五

昭
和
四
三
・

二
・

五

昭
和
五
九
・

二
・

四

平
成

四
・

二
・

四

平
成
一
二
・

二
・

四

現
在
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昭
和
二
十
二
年
か
ら
の
歴
代
消
防
分
団
長
（
自
治
法
施
行
後
）

分
団
名

氏

名

氏

名

氏

名

氏

名

氏

名

氏

名

氏

名

氏

名

本
部
分
団

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

辻
田

弘
輔

土
井

芳
作

大
谷

鹿
男

田
川

菊
雄

永
渕

行
男

村
山

迪
泰

中
川
袈
裟
雄

田
島

岩
蔵

池
田

峰
雄

新
堂

彦
一

山
中

重
利

永
渕

貞
夫

辻

繁
雄

新
宮

鹿
夫

木
下

光
蔵

青
木

和
信

小
溝

太

松
本

堯
之

田
川

菊
男

一
ノ
瀬
静
喜

増
山

峰
雄

岩
永

義
夫

池
田

正
晴

橋
口

重
弘

内
川

正
弘

田
川

重
吉

塚
副

猛

坂
口

繁
雄

吉
次

正
勝

久
米

文
雄

高
上

良
栄

田
川

貞
己

花
木

昭
二

牧
野

菊
夫

村
松

弘

田
島

和
敏

林

正
晴

森

孝
平

田
中

明
義

辻

房
次
郎

梅
林
喜
美
雄

花
房
昭
四
郎

植
木

治
喜

中
尾

利
治

渡
部

正
博

橋
本

盛
光

牧
本

一

富
永

清

酒
村

寅
喜

横
田

金
蔵

川
野
康
正

分
団
名

氏

名

氏

名

氏

名

氏

名

氏

名

氏

名

氏

名

氏

名

本
部
分
団

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

池
田

芳
信

酒
井

隆
男

音
山

光
則

江
口

忠
博

鶴
田

博

原

安
弘

増
山

康
好

黒
田
東
洋
雄

本
多

豊
喜

池
田

豊
作

弥
永

博
臣

山
口

征
喜

田
島

宏

牧
本

幸
徳

山
口

富
徳

増
山
重

幸

渡
部

精

村
山

嘉
彦

田
川

康
英

田
川

融

鶴
田

武
美

野
中

春
彦

香
田

一
則

松
尾

賢
治

辻

隆
久

増
山

国
博

木
下

宗
利

野
田

照
雄

池
田

栄
二

東

正
則

野
田

孝
明

中
村

住
吉

宮
崎

卓
己

松
永

秀
則

松
山

繁
孝

氏
原

政
則

小
柳

謙
二

赤
崎

光
善

江
口

正
英

鶴
田
達
次
郎

小
溝

善
太

山
本

順
二

田
中

義
則

佐
藤

信
義

松
本

秀
喜

新
宮

一
郎

平
古
場
和
博

池
田

義
彦

土
井

修

清
水

義
幸

富
永

馨

牧
本

賢
治

森

和
明

吉
次

清

分
団
名

氏

名

氏

名

本
部
分
団

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

中
村

春
幸

新
宮

治
幸

炭
山

敏
幸

堤

道
明

吉
岡

儀
和

山
本

良
治

本
田

正
人

村
永

孝
一

渡
部

博
之

平
田

正
実
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７

消
防
組
織
法
（
抜
粋
）

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
二
十
三
日
法
律
第
二
二
六
号

（
消
防
の
任
務
）

第
一
条

消
防
は
、
そ
の
施
設
及
び
人
員
を
活
用
し
て
、
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
火
災
か

ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、
水
火
災
又
は
地

震
等
の
災
害
を
防
除
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
災
害
に
因
る

被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
を
以
て
、
そ
の
任
務
と
す
る
。

（
市
町
村
の
消
防
責
任
）

第
六
条

市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
消
防
を
十
分
に
果

た
す
べ
き
責
任
を
有
す
る
。

（
市
町
村
の
消
防
機
関
）

第
九
条

市
町
村
は
、
そ
の
消
防
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
左
に
掲
げ
る

機
関
の
全
部
又
は
一
部
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

消
防
本
部

二

消
防
署

三

消
防
団

（
消
防
団
の
設
置
等
）

第
十
五
条

消
防
団
の
設
置
、
名
称
及
び
区
域
は
、
条
例
で
定
め
る
。

２

消
防
団
の
組
織
は
、
市
町
村
の
規
則
で
定
め
る
。

３

消
防
本
部
を
置
く
市
町
村
に
お
い
て
は
、
消
防
団
は
、
消
防
長
又
は

消
防
署
長
の
所
轄
の
下
に
行
動
す
る
も
の
と
し
、
消
防
長
又
は
消
防
署

長
の
命
令
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
区
画
外
に
お
い
て
も
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
消
防
団
員
）

第
十
五
条
の
二

消
防
団
に
消
防
団
員
を
置
く
。

２

消
防
団
員
の
定
員
は
、
条
例
で
定
め
る
。

（
消
防
団
の
長
）

第
十
五
条
の
三

消
防
団
の
長
は
、
消
防
団
長
と
す
る
。

２

消
防
団
長
は
、
消
防
団
の
事
務
を
統
括
し
、
所
属
の
消
防
団
員
を
指

揮
監
督
す
る
。

（
消
防
団
員
の
職
務
）

第
十
五
条
の
四

消
防
団
員
は
、
上
司
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
消
防
事
務

に
従
事
す
る
。

（
消
防
団
長
、
消
防
団
員
の
任
命
）

第
十
五
条
の
五

消
防
団
長
は
、
消
防
団
の
推
薦
に
基
づ
き
市
町
村
長
が

任
命
し
、
消
防
団
長
以
外
の
消
防
団
員
は
、
市
町
村
長
の
承
認
を
得
て

消
防
団
長
が
任
命
す
る
。

（
市
町
村
消
防
の
独
立
）

第
十
九
条
市
町
村
の
消
防
は
、
消
防
庁
長
官
又
は
都
道
府
県
知
事
の
運
営

管
理
又
は
行
政
管
理
に
服
す
る
こ
と
は
な
い
。
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十一、一般会計の推移

１ 一般会計の推移

歳入歳出決算調
（歳 入） （単位 千円）

（歳 出） （単位 千円）

平成１５年度
４５４，１３２
４８，２７２
４，３５６
５７，４６８

８，２６６

１６，６２６
１５，６０５

１，６６９，５８７
１，３２３
５０，９６３
４０，９５２
１９４，１４７
４１４，０９８
５，１７２
１１，２９０
１０７，８１１
６２，５１８
１６６，７９６
５０３，４００
３，８３２，７８２

平成１２年度
４２７，５２２
５２，８８５
２０，６９０
５８，７３１

１２，０９９

１９，０８６
１６，７１７

２，０１８，２３３
１，４２７
６８，３４６
１３７，４１９
１６７，３３２
４８５，２３３
６，０９４
３，３５０
４５２，９３８
１３５，２４９
２０６，８９９
５２０，５００
４，８１０，７５０

平成７年度
３９２，６４２
７７，７６３
１０，９７８

１１，３２８
１８７

２５，８６２

１，７２８，４３８
１，７１７
８０，５７４
１０１，９８３
２９４，３４５
３７９，６４１
１２，４３２
１２，２００
８１１，２３３
３３，７８０
７０，５８４

１，２６４，６００
５，３１０，２８７

昭和６２年度
３０５，０５４
３２，４６４

７，６３２

１７，３９０

８９７，８９８
２，５７９
４８，２１１
１６，０２２
１８１，３８５
２０８，２６９
１８０，４８２
３，１６２
２，１６０
１５，７１３
６９，２４０
１７５，３００
２，１６２，９６１

昭和５５年度
１７６，０６５
２５，６４９

３，９３４

１０，９０８

６３６，４８３
５４０

９４，２３８
８，４７６
１４５，９１８
２２６，４６４
９，９２３
１，７２９
４０，９０９
１７，９１２
１７，６５７
１５８，２００
１，５７５，００５

昭和５０年度
７３，１１５
８，５１０

７４６

８，６６７

３９６，０５８
４０３

１５，１７３
４，７０９
１２７，９９３
５４，８１３
１２，４７０
２２，６２０
１９，２０４
９，０００
９４，５１９
１１３，５００
９６１，５００

昭和４５年度
３０，２９１

２，８５３

１４１，５５４

５，５２８
２，９０４
４６，８４０
８，３６７
１，９２９
３，４７２

１６，４４３
１，９４３
５７，１００
３１９，２２４

昭和４３年度
２４，４４６

１，８０７

９６，５４９

４，６６２
３，３０７
２５，７５３
１６，３６６
６，００８
８，２９７
２，８８０
１０，４７９
４１４

１４，６００
２１５，５６８

年度款別
１町 税
２地 方 譲 与 税
３利 子 割 交 付 金
４地 方 消 費 税 交 付 金
５娯楽施設利用税交付金
６ゴルフ場利用税交付金
７特別地方消費税交付金
８自動車取得税交付金
９地 方 特 例 交 付 金
１０地 方 交 付 税
１１交通安全対策特別交付金
１２分 担 金 及 び 負 担 金
１３使 用 料 及 び 手 数 料
１４国 庫 支 出 金
１５県 支 出 金
１６財 産 収 入
１７寄 附 金
１８繰 入 金
１９繰 越 金
２０諸 収 入
２１町 債
歳 入 合 計

平成１５年度
８２，５１６
６６７，７９３
７１５，６０２
２８８，１１０

７０
３１５，３０９
６５，５４１
３５２，３１２
１１８，００４
２４８，０６５
１７，５８６
８４４，６２１
８，４４２

３，７２３，９７１

平成１２年度
８５，９２７
７１３，４７５
６７１，９１２
２８８，４０８

６０
５４７，０５９
４３４，６３７
２８８，８０３
１３２，６８０
３９２，８８７
５，８６７

１，１４２，４７１
９，３３０

４，７１３，５１６

平成７年度
７９，４０１
８５５，０９７
５６４，００６
２９４，８７８

８５
５４０，２５０
９４４，７０５
５１１，５９５
１３５，８１６
３５０，６７０
１６０，０９８
７７０，６６０
４１２

５，２０７，６７３

昭和６２年度
５８，６１３
４０１，１２４
１９５，８４９
１６０，２２９

８１
３９５，９６０
１６，６０５
２２８，９４６
６９，５３６
１９６，１９３
１６８，８４０
２２３，４０３
１４１

２，１１５，５２０

昭和５５年度
４５，０８２
１７６，３１８
２３８，９０７
７３，９１４
１０１

４４８，７９４
２，３１３
１７１，３５２
７９，５５５
１１６，４９９
４１，００８
１３５，８４２
２，４４５

１，５３２，１３０

昭和５０年度
２６，０６４
１６９，６９４
１７１，９４９
４２，６３３
２７

１１５，５３８
１，１４６
１０８，７１４
３２，７４５
２２９，９３６
７８４

４５，１８２
１，５６９

９４５，９８１

昭和４５年度
８，８９２
５２，７１４
３２，９１６
４，５４４
１８

１７，８６９
６００

６７，１３６
１０，５７７
９４，２６３
５，０６７
１３，１４０

３０７，７３６

昭和４３年度
６，３９０
３５，９５４
２２，７１３
３，２７３
１３

２６，９８８
５００

３１，８３７
３，７３１
５９，４９６
６，０５５
１１，２３６

２０８，１８６

年度款別
１議会費
２総務費
３民生費
４衛生費
５労働費
６農林水産費
７商工費
８土木費
９消防費
１０教育費
１１災害復旧費
１２公債費
１３諸支出費
１４予備費
歳出合計

―３９６―
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２ 特別会計国民健康保険歳入歳出決算書

３ 特別会計簡易水道事業歳入歳出決算書

（歳 入） （単位 千円）

（歳 出） （単位 千円）

（歳 入） （単位 千円）

（歳 出） （単位 千円）

平成１５年度

１７５，９２６
１７

５６８，２２８
４，７３２
５９，６９３
７，８２５
９０

１３０，１６２
７１，２４９
２，２２１
０

１，０２０，１４３

平成１２年度

１９０，５４８
７

４８４，７７９
－

６８，２２５
７，８３２
４９２

９４，５９３
７８，６２８
１，０２３
２，５４３

９２８，６７０

平成７年度

２１６，７６０
８

３３５，３８１
－

３４，４９６
４，９９８
１，９１８
８４，４００
５４，２３１
１，２４４
－

７３３，４３６

昭和６２年度

１５１，６３６
０

３５０，６３３
－

１５，１５９
１，９５８
１，８７３
２０，０００
１２，３５３
４，０９５
－

５５７，７０７

昭和５５年度

９８，０５６
０

２６４，５４１
－
－
８６１
０

１６，２０９
３，１９５
－
－

３８２，８６２

年度款別
１国 民 健 康 保 険 税
２使 用 料 及 び 手 数 料
３国 庫 支 出 金
４県 支 出 金
５療 養 給 付 費 交 付 金
６共 同 事 業 交 付 金
７財 産 収 入
８繰 入 金
９繰 越 金
１０諸 収 入
１１連 合 会 支 出 金

歳 入 合 計

平成１５年度

５，６７２
６７４，８４５
２１７，６８０
２７，３１６
１８，９０４
８，７００
０

１，５０８
０

９５４，６２５

平成１２年度

７，９９５
５９１，３８７
１６０，２９１
２３，４２１
７，８３２
８，０３６
０

３，４４０
０

８０２，４０２

平成７年度

１０，４３６
４５７，２８５
１４１，０７２

－
６，４１１
２，３６８
５４，４８３
１，１２４
０

６７３，１７９

昭和６２年度

１９，２０９
３８８，９６１
１１７，２２３

－
２，６８６
１，３６１
１，８７３
２，３２２
０

５３３，６３５

昭和５５年度

１０，８６０
３５６，１２７

－
－

１，００７
３，８６１
４，４９１
０
－

３７６，３４６

年度款別

１総 務 費
２保 険 給 付 費
３老 人 保 健 拠 出 金
４介 護 納 付 金
５共 同 事 業 拠 出 金
６保 健 事 業 費 費
７基 金 積 立 金
８諸 支 出 金
９予 備 費

歳 出 合 計

平成１５年度

２８５，２２８

２８５，２２８

平成１２年度

３１２，５９９

３１２，５９９

平成７年度

１１４，５３８

１１４，５３８

昭和６２年度

１７８，７７７

１７８，７７７

昭和５５年度

１２６，９４６

１２６，９４６

年度款別

１簡 易 水 道 事 業 収 入

歳 入 合 計

平成１５年度

２５９，９７３
０

２５９，９７３

平成１２年度

３０４，６２７
０

３０４，６２７

平成７年度

１０８，３０８
－

１０８，３０８

昭和６２年度

１６７，６８１
－

１６７，６８１

昭和５５年度

１２０，２５５
－

１２０，２５５

年度款別
１簡 易 水 道 事 業 費
２予 備 費

歳 出 合 計

―３９７―
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４ 特別会計老人保健歳入歳出決算書

５ 特別会計土地取得歳入歳出決算書

６ 特別会計農業集落排水事業歳入歳出決算書

７ 特別会計公共下水道事業歳入歳出決算書

（歳 入）

（歳 出）

（歳 入）

（歳 出）

（歳 出）（歳 入）

（歳 出）（歳 入）

平成１５年度
５３９，８５９
１９２，９３２
４７，６６５
５０，３３５
６，９４２
２６

８３７，７５９

平成１２年度
６６３，０２７
１９２，４３１
４９，８３５
４７，８４７
９，８１１
０

９６２，９５１

平成７年度
４２９，７５９
１３２，９５４
３２，８２８
３６，９１３

０
３，１６２
６３５，６１６

昭和６２年度
３１７，２４７
８８，８７９
２１，６０５
２３，６０４

１
３００

４５１，６３６

年度款別
１支 払 基 金 交 付 金
２国 庫 支 出 金
３県 支 出 金
４繰 入 金
５繰 越 金
６諸 収 入
歳 入 合 計

平成１５年度
８２２，４６３
１０，４２６

０
８３２，８８９

平成１２年度
９４２，２０２
７，０４１
－

９４９，２４３

平成７年度
６２２，９３９
２００

１２，４１６
６３５，５５５

昭和６２年度
４５１，２９９
３３７
－

４５１，６３６

年度款別
１医 療 諸 費
２諸 支 出 金
３前 年 度 繰 上 充 用 金
歳 出 合 計

平成１５年度
８，４３３
１

８，４３４

平成１２年度
９，２４６
１

９，２４７

平成７年度
６９

６４，３００
６４，３６９

年度款別
１繰 入 金
２町 債
歳 入 合 計

平成１５年度
８，４３４
８，４３４

平成１２年度
９，２４７
９，２４７

平成７年度
６４，３６９
６４，３６９

年度款別
１事 業 費
歳 出 合 計

平成１５年度
１２４，７３５
１５，３２７
２，６８９
１２６，２００

２
２６８，９５３

年度款別
１県 支 出 金
２繰 入 金
３諸 収 入
４町 債
５繰 越 金
歳 入 合 計

平成１５年度
２６８，８９５
２６８，８９５

年度款別
１農 業 集 落 排 水 事 業 費
歳 出 合 計

平成１５年度
７６，６６１

３２０，６７０

４２，７８７
２６１，２００
４３，８８７

７
４６７

７４７，２９６

平成１２年度

１，６１７
２１４，９８８
１，０２５
６３，８０９
１８２，１００
３，０００
３

１１，０５５
４７５，９８０

年度款別
１分担金及び負担金
２使用料及び手数料
３国 庫 支 出 金
４県 支 出 金
５繰 入 金
６町 債
７諸 収 入
８財 産 収 入
９繰 越 金
歳 入 合 計

平成１５年度
７３５，５０９
７３５，５０９

平成１２年度
４５０，８４７
４５０，８４７

年度款別
１公共下水道事業費
歳 出 合 計

―３９８―
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建 物

延面積計

決算年度
末現在高

２，０７７

５２５

０

１５，７４３

５，９１９

５，００４

１１，６５５

１７６

４６

０

０

４１，１４５

決算年度
中増減高

１７２

０

０

０

１５３

０

８２７

０

０

０

０

１，１５２

前年度末
現在高

１，９０５

５０５

０

１５，７４３

５，７６６

５，００４

１０，８２８

１７６

４６

０

０

３９，９９３

非木造（延面積）

決算年度
末現在高

２，０７７

５２５

０

１５，６６１

４，４７１

４，９８９

１１，５６３

０

４６

０

０

３９，３３２

決算年度
中増減高

１７２

８２７

９９９

前年度末
現在高

１，９０５

５２５

１５，６６１

４，４７１

４，９８９

１０，７３６

４６

３８，３３３

木造（延面積）

決算年度
末現在高

０

０

０

８２

１，４４８

１５

９２

１７６

０

０

０

１，８１３

決算年度
中増減高

１５３

１５３

前年度末
現在高

８２

１，２９５

１５

９２

１７６

１，６６０

区 分

一般住宅

倉 庫

土地（地積）

決算年度
末現在高

７，０５７

６，７４８

０

６０，９６９

３１，８６４

２５３，２６１

３３３，０８９

０

１，１３０

２，７２２，６７２

４３，６６６

４０，０４２

３，５００，４９８

決算年度
中増減高

３５

２，７７３

８０，７８５

８３，５９３

前年度末
現在高

７，０５７

６，７１３

６０，９６９

２９，０９１

１７２，４７６

３３３，０８９

１，１３０

２，７２２，６７２

４３，６６６

４０，０４２

３，４１６，９０５

区 分

本 庁 舎

警 察
消防施設

そ の 他
施 設

学 校

公営住宅

公 園

その他の
施 設

田 畑

宅 地

山 林

原 野

雑 種 地

合 計

そ
の
他

行
政
機
関

公
共
用
財
産

８ 公有財産

� 土地及び建物

イ．総 括 （単位：�）決算調書（平成１６年３月３１日現在）

―
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建 物

延面積計

決算年度
末現在高

２，０７７

５２５

０

１５，７４３

５，９１９

５，００４

１１，６５５

４０，９２３

決算年度
中増減高

１７２

０

０

０

１５３

０

８２７

１，１５２

前年度末
現在高

１，９０５

５０５

０

１５，７４３

５，７６６

５，００４

１０，８２８

３９，７７１

非木造（延面積）

決算年度
末現在高

２，０７７

５２５

０

１５，６６１

４，４７１

４，９８９

１１，５６３

３９，２８６

決算年度
中増減高

１７２

８２７

９９９

前年度末
現在高

１，９０５

５２５

１５，６６１

４，４７１

４，９８９

１０，７３６

３８，２８７

木造（延面積）

決算年度
末現在高

０

０

０

８２

１，４４８

１５

９２

１，６３７

決算年度
中増減高

１５３

１５３

前年度末
現在高

８２

１，２９５

１５

９２

１，４８４

土地（地積）

決算年度
末現在高

７，０５７

６，７４８

０

６０，９６９

３１，８６４

２５３，２６１

３３３，０８９

６９２，９８８

決算年度
中増減高

３５

２，７７３

８０，７８５

８３，５９３

前年度末
現在高

７，０５７

６，７１３

６０，９６９

２９，０９１

１７２，４７６

３３３，０８９

６０９，３９５

区 分

本 庁 舎

警 察
消防施設

そ の 他
施 設

学 校

公営住宅

公 園

その他の
施 設

合 計

そ
の
他

行
政
機

公
共
用
財
産

建 物

延面積計

決算年度
末現在高

１７６

４６

０

０

２２２

決算年度
中増減高

０

０

０

０

０

０

前年度末
現在高

１７６

４６

０

０

０

２２２

非木造（延面積）

決算年度
末現在高

０

４６

０

０

０

４６

決算年度
中増減高

０

０

前年度末
現在高

４６

４６

木造（延面積）

決算年度
末現在高

１７６

０

０

０

１７６

決算年度
中増減高

０

０

前年度末
現在高

１７６

１７６

区 分

一般住宅

倉 庫

土地（地積）

決算年度
末現在高

０

１，１３０

２，７２２，６７２

４３，６６６

４０，０４２

２，８０７，５１０

決算年度
中増減高

０

前年度末
現在高

１，１３０

２，７２２，６７２

４３，６６６

４０，０４２

２，８０７，５１０

区 分

田 畑

宅 地

山 林

原 野

雑 種 地

合 計

ロ．行政財産（平成１６年３月３１日現在） （単位：�）

ハ．普通財産 （単位：�）

―
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� 山林（植林）（平成１６年３月３１日現在）

� 出資による権利（平成１６年３月３１日現在）

� 物 品（平成１６年３月３１日現在）

立木の推定蓄積量�
決算年度末現在高

３０，５４５

４２，３９１

７２，９３６

決算年度中増減高

５４０

７１３

１，２５３

前年度末現在高

３０，００５

４１，６７８

７１，６８３

面 積 �
決算年度末現在高

１，０８１，００１

１，４２６，０４９

２，５０７，０５０

決算年度中増減高

０

前年度末現在高

１，０８１，００１

１，４２６，０４９

２，４０７，０５０

土 地 の
権利区分

所有（直営）

所有（分収）

合 計

決算年度末現在高
１，７００千円
３，７３０
３，５００
１５０
１５０
１，１５９
５０
２００
１，３８１
４７６
１５０
２，２３７
８，０４０
８００
８１０
３３７

９８，２７４
３４０
２８２
６９２
３，０００
３，８０１

決算年度中増減高
５０千円
５０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

前年度末現在高
１，６５０千円
３，６８０
３，５００
１５０
１５０
１，１５９
５０
２００
１，３８１
４７６
１５０
２，２３７
８，０４０
８００
８１０
３３７

９８，２７４
３４０
２８２
６９２
３，０００
３，８０１

区 分
長 崎 県 漁 業 信 用 基 金 出 資 証 券
長 崎 県 信 用 保 証 協 会 出 捐 金
長 崎 県 農 業 信 用 基 金 協 会 出 資 金
長崎県種馬鈴薯価格安定基金協会出資証券
長 崎 県 開 拓 融 資 保 証 協 会 出 資 証 券
長 崎 県 町 村 土 地 開 発 公 社 出 資 証 券
長 崎 県 水 産 開 発 協 会 出 資 金
長 崎 県 勤 労 者 信 用 基 金 協 会 出 捐 金
長 崎 県 農 業 後 継 者 育 成 基 金 出 資 金
長 崎 県 救 急 医 療 財 団 出 資 金
長崎県野菜価格安定基金協会出資金
長 崎 県 南 部 森 林 組 合 出 資 金
諫 早 湾 地 域 振 興 基 金
長 崎 県 地 域 福 祉 振 興 基 金 出 資 金
長 崎 県 腎 臓 バ ン ク 出 捐 金
長 崎 県 ア ジ ア 交 流 財 団 出 捐 金
ふ る さ と 市 町 村 圏 基 金 出 資 金
長 崎 県 す こ や か 長 寿 財 団 出 捐 金
長崎県町村社会福祉振興財団出資金
長 崎 県 暴 力 追 放 県 民 議 会 出 捐 金
小 長 井 町 振 興 公 社 設 立 出 捐 金
長崎県農林水産業担い手育成基金出資金

決算年度末現在高

３

１４

４

２

４

８

８

３

０

０

決算年度中増減高

０

０

０

０

０

０

０

△２

△４

前年度末現在高

３

１４

４

２

４

８

８

３

２

４

区 分

自 動 車 大 型 バ ス

〃 普 通 乗 用

〃 普 通 貨 物

〃 そ の 他 特 殊

〃 軽 乗 用

〃 軽 貨 物

〃 消 防 車 両

金 庫

複 写 機 （ リ コ ピ ー ）

複 写 機 （ 電 子 コ ピ ー ）
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� 基 金（平成１６年３月３１日現在）

決算年度末現在高

０

１

９

０

０

３

２

２

２

１

３

２６

０

１

１

１

１

１

決算年度中増減高

△１

０

０

△１

△１

０

０

０

０

△１

０

０

△１

０

０

０

０

０

前年度末現在高

１

１

９

１

１

３

２

２

２

２

３

２６

１

１

１

１

１

１

区 分

複 写 機 （ 謄写ファックス ）

電 動 回 転 フ ァ イ ル

冷 蔵 庫

ワ ー プ ロ （ リ コ ー ）

ミ ス ト 機 （ 衛 生 消 毒 用 ）

映 写 機

チ ェ ン ソ ー

刈 払 機

計 数 機

耐 火 庫 （ 戸 籍 用 ）

耐 火 庫 （ 一 般 ）

写 真 機

製 図 台

タ イ プ ラ イ タ ー

漏 水 探 知 機

発 電 機

イ ン ト ラ ネ ッ ト 設 備

ケ ー ブ ル テ レ ビ 設 備

決算年度末現在高

�
１９５，５４６�

�

１９０，４６１千円

５１１，２２９

２６７，０９５

４１，７６７

２０３

１０９，４７１

１５８，６６０

４０，０８０

１０，０００

２，０００

１０，１１４

２１，１５７

５００

１，２００

決算年度中増減高

�
�
�

９３千円

２２９，８３３

０

△４２

△２７６

２２

０

６，４６５

０

０

６

１，９７６

０

０

前年度末現在高

�
１５９，５４６�

�

１９０，３６８千円

２８１，３９６

２６７，０９５

４１，８０９

４７９

１０９，４４９

１５８，６６０

４０，６１５

１０，０００

２，０００

１０，１１４

１９，１８１

５００

１，２００

区 分

土 地 開 発 基 金

立 木

減債基金

一般財政調整基金

国保会計財政調整基金

土地開発基金

家畜導入基金

地域振興基金

福祉活動基金

水道会計財政調整基金

中山間ふるさと水と土基金

スポーツ振興貸付基金

下水道整備基金

介護給付準備基金

高額介護サービス貸付基金

出生育児一時貸付金基金

土
地

不
動
産

動
産
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明治２２年当時の市町村税

市
町
村
税

国
税
附
加
税

地
価
割（
地
租
附
加
税
）

所
得
税
附
加
税

戸
数
割
附
加
税

家
屋
税
附
加
税

雑
種
税
附
加
税

特

別

税

府
県
税
附
加
税

十
二
、
税
制
の
変
遷

１

明
治
時
代
の
地
方
税

明
治
維
新
直
後
の
税
制
は
、
幕
府
時
代
の
制
度
が
継
承
さ
れ
各
地
に
お

い
て
多
少
の
相
違
は
あ
っ
た
が
、
大
体
に
お
い
て
地
租
を
中
心
と
し
、
そ

の
ほ
か
小
物
成
が
あ
っ
た
。
地
租
は
用
地
に
対
す
る
税
で
あ
り
、
今
の
固

定
資
産
税
に
あ
た
る
。
小
物
成
と
い
う
の
は
、
酒
屋
、
旅
館
、
大
工
な
ど

の
商
工
業
に
対
し
、
地
租
の
ほ
か
に
課
す
る
附
加
税
で
あ
る
。
な
お
、
地

租
に
は
正
祖
の
ほ
か
に
、
国
税
及
び
小
祖
と
称
す
る
附
加
税
が
あ
っ
て
、

地
方
の
経
費
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
地
方
税
と
し
て
徴
収
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

国
の
許
可
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
さ
れ
た
。

さ
ら
に
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
「
地
方
税
規
則
」
が
定
め
ら

れ
、
地
方
税
の
種
類
を
地
租
割
、
営
業
税
及
び
雑
種
税
、
戸
数
割
と
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
公
布
さ
れ
た
「
市
町
村
制
」
に
よ
っ
て

市
町
村
は
、
国
税
及
び
府
県
税
の
附
加
税
を
直
接
ま
た
は
間
接
の
特
別
税

を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
税
率
は
、
原
則
と
し
て

制
限
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
た
だ
、
国
税
附
加
税
に
対
し
て
の
み
、

地
租
は
七
分
の
一
、
そ
の
他
は
百
分
の
五
十
と
さ
れ
た
。
続
い
て
明
治
二

三
年
（
一
八
九
〇
）
に
公
布
さ
れ
た
「
府
県
税
」
に
よ
り
、
従
来
の
地
方

税
が
「
府
県
税
」
と
改
め
ら
れ
た
。
課
税
制
限
に
つ
い
て
は
地
租
は
四
分

の
一
と
改
め
ら
れ
、
府
県
税
と
し
て
家
屋
税
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
府

県
税
と
同
時
に
公
布
さ
れ
た
「
郡
制
」
に
よ
っ
て
郡
は
郡
内
の
町
村
に
対

し
て
分
賦
金
を
認
め
ら
れ
た
。（
課
税
金
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
）

９ 特別会計介護保険歳入歳出
決算書

（歳 入）

（歳 出）

平成１５年度

５６，５９８
０

９８，９１１
１１４，６５２
４５，６２６

４
５１，７１２
１６，９４０
１２

３８４，４５６

平成１２年度

１４，０９２

６７，４１５
８１，５５６
３１，８６６
６４

８１，７２８

７

２７６，７２８

年度款別

１保 険 料
２使用料及び手数料
３国 庫 支 出 金
４支 払 基 金 交 付 金
５県 支 出 金
６財 産 収 入
７繰 入 金
８繰 越 金
９諸 収 入

歳入合計

平成１５年度

５，８８６
３５７，８２５
３７９
４，０６２
０

１２，８８２

３８１，０３５

平成１２年度

９，６５２
２３６，０１４
１，７３６
８，６１６
０
－

２５６，０１９

年度款別

１総 務 費
２保 険 給 付 費
３財政安定化基金拠出金
４基 金 積 立 金
５公 債 費
６諸 支 出 金

歳出合計
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２

大
正
時
代
の
地
方
税

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
に
よ
り
、
世
情
の

影
響
を
う
け
て
地
方
団
体
の
財
政
も
膨
張
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
「
時
局
の
影
響
に
よ
る
地
方
税
制
源
拡
張
に

関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
従
来
の
制
限
率
を
超
過
し
て
、
府
県
は
百

分
の
八
十
、
市
町
村
は
百
分
の
六
十
以
内
で
、
内
務
大
臣
、
大
蔵
大
臣
の

許
可
を
受
け
て
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
地
方
税
制
限
に
関
す
る
改
正
を
し
て
、
地
租

お
よ
び
営
業
税
の
附
加
税
の
制
限
率
を
約
二
倍
に
拡
大
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
「
地
方
税
制
限
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
地
方
税
に
関
す
る
法
律
」
が
設

け
ら
れ
た
。
こ
の
改
正
に
さ
い
し
租
税
の
課
税
標
準
は
土
地
の
賃
貸
価
格

に
改
め
ら
れ
た
。（
施
行
は
昭
和
六
年
）

法
定
雑
種
税
、
船
、
車
、
水
車
、
市
場
、
電
柱
、
牛
馬
、
犬
、

狩
猟
、
屠
畜
、
不
動
産
取
得
、
漁
業
、
遊
芸
師
匠
、
遊
芸
人
、

相
撲
、
俳
優
、
芸
技
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
、
演
劇
、
そ

の
他
興
行
、
遊
興
等
。

国
税
附
加
税

地

租

附

加

税

営
業
収
益
税
附
加
税

所
得
税
附
加
税

鉱
業
税
附
加
税

市
町
村
税

府
県
税
附
加
税

砂
鉱
区
税
附
加
税

特
別
地
租
附
加
税

家
屋
税
附
加
税

雑
種
税
附
加
金

特

別

税

戸

数

割

特

別

雑

種

税

都
市
計
画
特
別
税

雑

種

税

大正８年当時の市町村税
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３

昭
和
時
代
の
地
方
税

�

昭
和
二
十
年
ま
で
の
地
方
税

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
樹
立
さ
れ
た
地
方
税
制
は
、
永
年

の
検
討
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
経
済

不
況
の
た
め
、
地
方
財
政
が
非
常
に
困
窮
し
行
政
に
支
障
が
生
ず
る

と
と
も
に
、
税
負
担
の
不
均
衡
が
拡
大
し
た
。
こ
の
た
め
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
に
は
、
地
租
を
地
方
に
移
譲
す
る
法
律
案
が
、
昭
和

四
（
一
九
二
九
）
年
に
は
地
租
お
よ
び
営
業
収
益
税
を
地
方
に
移
譲

す
る
法
律
案
が
政
府
か
ら
国
会
に
提
案
さ
れ
た
が
、
問
題
の
解
決
策

に
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
い
ず
れ
も
廃
案
と
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和

九
年
（
一
九
三
四
）
お
よ
び
十
年
に
は
、
地
方
財
政
調
整
交
付
金
法

案
が
議
員
提
案
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
廃
案
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

経
緯
か
ら
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
か
ら
は
、
地
方
団
体
に
対

し
て
補
給
金
が
交
付
さ
れ
る
と
と
も
に
、
税
制
調
査
会
を
設
け
て
中

央
、
地
方
を
通
じ
る
税
制
の
検
討
を
始
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
、
そ
の
成
案
を
得
た
の
で
地
方
税

財
政
に
関
す
る
大
改
正
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
「
地
方
税
法
」「
地
方

分
与
税
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

�

昭
和
二
四
年
ま
で
の
地
方
税

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
に
地
租
、
家
屋
税
、
営
業
税
の
引
上

げ
が
行
わ
れ
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
市
町
村
民
税
の
増
税

地

租

附

加

税

家
屋
税
附
加
税

営
業
税
附
加
税

鉱
区
税
附
加
税

国
税
附
加
税

段
別
税
附
加
税

船
舶
税
附
加
税

自
動
車
税
附
加
税

電
柱
税
附
加
税

不
動
産
取
得
税
附
加
税

漁
業
権
税
附
加
税

狩
猟
者
税
附
加
税

芸
技
税
附
加
税

市

町

村

民

税

舟

税

自

転

車

税

荷

車

税

金

庫

税

扇

風

機

税

屠

畜

税

犬

税

普
通
税

府
県
税
附
加
税

市
町
村
民
税

目
的
税

独

立

税

昭和２０年当時の市町村税
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が
行
わ
れ
た
の
み
で
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
税
制
は
そ
の
ゝ
続

い
た
。
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
は
、
地
租
、
家
屋
税
お
よ
び
営
業

税
の
増
税
が
行
わ
れ
府
県
民
税
が
創
設
さ
れ
た
。
昭
和
二
二
年
（
一
九
四

七
）
に
は
、
地
方
自
治
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
、
住
民
税
の
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は

○
入
場
税
及
び
狩
猟
免
許
税
の
地
方
自
治
体
へ
の
移
譲
。

○
消
費
税
の
創
設
。

○
営
業
税
の
課
税
範
囲
の
拡
大
。

○
電
気
ガ
ス
税
、
木
材
取
引
税
、
鉱
産
税
お
よ
び
各
種
取
得
税
の
創
設
。

○
地
租
、
家
屋
税
、
不
動
産
取
得
税
の
税
率
引
き
上
げ
。

○
住
民
税
の
制
限
撤
廃
と
そ
の
賦
課
額
の
引
き
上
げ
な
ど
の
改
正
が
行
わ

れ
た
。

村

民

税

舟

税

自

転

車

税

金

庫

税

犬

税

荷

車

税

広

告

税

扇

風

機

税

地

租

附

加

税

家
屋
税
附
加
税

事
業
税
附
加
税

鉱
区
税
附
加
税

狩
猟
者
税
附
加
税

電
気
ガ
ス
附
加
税

木
材
引
取
税
附
加
税

入
場
税
附
加
税

船
取
得
税
附
加
税

電
柱
税
附
加
税

不
動
産
取
得
税
附
加
税

漁
業
権
税
附
加
税

遊
興
飲
食
税
附
加
税

酒
消
費
税
附
加
税

特
別
所
得
税
附
加
金

独

立

税

町

村

税

附

加

税

漁
業
権
税
附
加
税

昭和２４年度当町の課税税目
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４

シ
ャ
ー
プ
勧
告
に
よ
る
改
正

占
領
軍
の
招
待
に
応
じ
て
来
日
し
た
シ
ャ
ー
プ
博
士
を
団
長
と
す
る
税

制
使
節
団
は
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
春
よ
り
調
査
を
続
行
し
、
そ

の
勧
告
案
は
国
税
、
地
方
税
を
通
じ
て
、
画
期
的
な
者
で
あ
っ
た
が
地
方

税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
の
強
化
を
民
主
主
義
達
成
の
た
め
の
根
底
と
考

え
、
そ
の
強
化
を
強
く
述
べ
て
い
る
。
こ
の
勧
告
に
基
づ
い
て
昭
和
二
五

年
（
一
九
五
〇
）
に
新
し
い
地
方
税
法
が
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
地
方
税
制
が
現
在
の
税
制
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

税

種

税

目

課

税

標

準

（
小
長
井
村
）
標
準
税
率（
円
）
期

納

期

月

村 民 税

個 人

所 割 割

前
年
度
分
の
所
得
税
額

１８

１００

１８

１００

一二三四

九
月

一
一
月

二
月

八
月

十
月

一
二
月

二
月

均 等 割

一
人
に
つ
い
て

四
〇
〇

四
〇
〇

法 人

均 等 割

事
務
所
又
は
事
業
所
毎
に

一
、
二
〇
〇

一
、
二
〇
〇

二

固 定 資 産 税

固定資産の価格

土 地

畑

賃
貸
価
格
の
一
、
〇
八
〇
倍

１．６

１００

１．６

１００

一二三

八
月

十
月

一
月

四
月

六
月

八
月

十
一
月

そ
の
他

九
〇
〇
倍

家

屋

九
〇
〇
倍

償
却
資
産

評
価
見
積
額

一二

十
二
月

二
月

昭
和
二
十
五
年
改
正
地
方
税
及
び
村
条
例
に
よ
る
村
税

―４０７―
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税

種

税

目

課

税

標

準

（
小
長
井
村
）

税
率（
円
）

標
準
税
率（
円
）
期

納

期

月

２５
年
度

平
年
度

村 税

普 通 税

自
動
車
税

一
台
に
つ
い
て

二
〇
〇

二
〇
〇

全
期

八月

五
月

荷
車
税

荷
車
牛
馬
車

四
輪
一
台
に
つ
い
て

八
〇
〇

八
〇
〇

全期

八
月

五
月

二
輪
一
台
に
つ
い
て

四
〇
〇

四
〇
〇

荷

車

一
台
に
つ
い
て

二
〇
〇

二
〇
〇

リ
ヤ
カ
ー

一
台
に
つ
い
て

二
〇
〇

二
〇
〇

電

気

ガ
ス
税

料

金

１０

１００

１０

１００

木

材

取
引
税

引
取
価
格

５

１００

５

１００

（
随
時
）

広
告
税

第
一
種

広
告
料
金
の

１０

１００

広
告
料
金
の

１０

１００

第 二 種

ポ
ス
タ
ー

一
個
に
つ
い
て

一
〇

一
〇

申
告
と

同

時

申
告
と

同

時

チ
ラ
シ

カ
レ
ン
ダ
ー
等

千
個
に
つ
い
て

五
〇

五
〇

―４０８―
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５１

２３７

６９

６８

３７４

４５７

１２

０

２１３

３６１

１８

１，０６１

１，１３１

２，５６６

５０

２０７

７４

７７

３５８

４６３

１３

０

２００

３４７

２４

１，０４７

１，１０５

２，５１０

４９

１９０

９１

１１０

３９１

４７０

１２

０

１９７

３３２

２２

１，０３３

９１５

２，３３９

４８

１８８

８９

１１０

３８７

４７３

１５

０

１６２

３２７

１６

９９３

７１５

２，０９５

４７

１７５

１０１

１２８

４０４

４７９

１７

０

１００

２９５

１３

９０４

４６５

１，７７３

４６

１６２

１２４

１５７

４４３

４８２

１８

０

６８

２７９

４

８５１

４０７

１，７０１

４５

１５４

１２７

１７５

４５６

４８３

２１

１

４２

２４９

１

７９７

３４３

１，５９６

４４

１３７

１２４

２０３

４６４

４７４

２３

１

３２

２０４

３

７３７

３１２

１，５１３

４３

１４０

１２５

２２３

４８８

４７０

２６

１

２２

１６９

４

６９２

２９６

１，４７６

４２

１１６

１１７

２０１

４３４

４８３

３３

３

７

１２９

１

６５６

２７２

１，３６２

４１

１１０

８３

１９５

３８８

４６３

３５

６

５

７８

０

５８７

２５８

１，２３３

４０

１０１

６７

１９５

３６３

４２２

３７

９

５

４７

０

５２０

８８３

３９

８９

２１

１５０

２６０

３７８

３７

７

２

４０

０

４６４

７２４

３８

４８

３

９１

１４２

２８２

２１

７

２

１８

０

３３０

４７２

３７

１８

０

６３

８１

１６４

１１

７

２

８

０

１９２

２７３

３６

１５

２

５２

６９

９４

９

０

０

０

８

１１１

１８０

年度内容

総排気量が〇・〇五リットル以下
のもの又は定格出力が〇・六キロ
ワット以下のもの

総排気量が〇・〇五リットルをこ
え〇・〇九リットル以下のもの又
は定格出力が〇・六キロワットを
こえ〇・八キロワット以下のもの

総排気量が〇・〇九リットルをこ
えるもの又は定格出力が〇・八キ
ロワットをこえるもの

小 計

小型特殊自動車（農耕作業用自動車）

二輪車（側車付のものを含む）

三輪車

乗 用

貨物用

二輪の小型自動車

小 計

（普通車以上の車を含む）

合 計

原

動

機

付

自

転

車

軽

自

動

車

町

村

税

対

象

と

な

る

車

―
４０
９
―
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５

現
在
の
地
方
税
（
現
行
税
法
及
び
町
条
例
に
よ
る
町
税
一
覧
表
）

納 期

町条例により
６月から翌年３月まで（１０期）
他市町村分
６月 ８月１０月 １月（４期）

事業年度終了後２ヶ月以内

町条例により
６月から翌年３月まで（１０期）
他市町村分及び法人分
４月 ７月１２月 ２月（４期）

町条例により
５月末

毎月

町条例により
６月から翌年３月まで（１０期）

課税標準額及び 率

３％

８％

１０％

３，０００円

１２．３／１００

１号 ３，０００，０００円

２号 １，７５０，０００円

３号 ４１０，０００円

４号 ４００，０００円

５号 １６０，０００円

６号 １５０，０００円

７号 １３０，０００円

８号 １２０，０００円

９号 ５０，０００円

１．４／１００

１，０００円

１，２００円

１，６００円

２，４００円

７，２００円

４，０００円

３，０００円

４，０００円

１，６００円

４，７００円

２，９７７円

１，４１２円

６．９／１００

４２．４／１００

２４，０００円

２８，５００円

０．８／１００

４．０／１００

４，９００円

３，３００円

２００万円以下

２００万円超７００万円以下

７００万円超

１０００本当り

１０００本当り

一人当り

一世帯当り

一人当り

一世帯当り

所得割

均等割

所得割

均等割

土地評価額

家屋評価額

償却資産評価額

原付１種５０cc以下

原付２種５０cc～９０cc

原付２種９０cc以上

軽自２輪車

４輪乗用車

４輪貨物自家用

４輪貨物営業用

２輪小型

農耕作業用

小型特殊

旧３級品以外

旧３級品

所得割

資産割

均等割

平等割

所得割

資産割

均等割

平等割

個人

法人

医療分

介護分

税 目

町民税

固定 資 産
税

軽自 動 車
税

町た ば こ
税

国民健康保険税

税 種

普
通
税

目
的
税

町
税

―４１０―
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昭 和５５年 度

収入歩合

９９．９％

１００

１００

１００

９９．８

９９．８

１００

１００

１００

１００

１００

－

１００

１００

－

－

－

１００

１００

９９．８％

収入額

１７６，０６５

７２，１１７

６６，０２２

６，０９５

７２，９９５

６６，５７７

６，４１８

４，３４６

１６，４１４

１０，１７１

２２

－

１４，７７６

１０，８７３

－

－

－

１０，９０８

３，９３４

９８，０５６

調停額

１７６，２２２

７２，１１７

６６，０２２

６，０９５

７３，１５２

６６，７３４

６，４１８

４，３４６

１６，４１４

１０，１７１

２２

－

１４，７７６

１０，８７３

－

－

－

１０，９０８

３，９３４

９８，２１３

昭 和５０年 度

収入歩合

１００％

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

－

１００

－

－

－

－

１００

１００

１００％

収入額

７３，１１５

２６，５１３

２４，５６７

１，９４６

３０，３５８

２６，８８５

３，４７３

２，６０８

９，８７２

３，７４７

１７

－

８，５１０

－

－

－

－

８，６６７

７４６

４４，９７６

調停額

７３，１１５

２６，５１３

２４，５６７

１，９４６

３０，３５８

２６，８８５

３，４７３

２，６０８

９，８７２

３，７４７

１７

－

８，５１０

－

－

－

－

８，６６７

７４６

４４，９７６

昭 和４７年 度

収入歩合

１００％

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

－

１００

－

－

－

－

１００

－

９９．８％

収入額

４０，１６４

１１，６８８

１０，４６６

１，２２２

１５，７１４

１２，８５８

２，８５６

２，１３３

７，６３０

２，９９４

５

－

４，０６０

－

－

－

－

３，９３４

－

２４，２７６

調停額

４０，１６４

１１，６８８

１０，４６６

１，２２２

１５，７１４

１２，８５８

２，８５６

２，１３３

７，６３０

２，９９４

５

－

４，０６０

－

－

－

－

３，９３４

－

２４，３３３

昭 和４４年 度

収入歩合

９９．８％

１００

１００

１００

９９．５

９９．４

１００

９９．３

１００

１００

１００

－

－

－

－

－

－

１００

－

９８．６％

収入額

２６，５０９

５，３６２

５，１４４

２１８

１１，１５１

９，０１４

２，１３７

１，６００

６，０４３

２，３３９

１４

－

－

－

－

－

－

２，６７３

－

２０，４１７

調停額

２６，５７２

５，３６２

５，１４４

２１８

１１，２０３

９，０６６

２，１３７

１，６１１

６，０４３

２，３３９

１４

－

－

－

－

－

－

２，６７３

－

２０，７１３

昭 和４１年 度

収入歩合

９９．４％

１００

１００

１００

９８．９

９８．６

１００

９７．６

１００

１００

１００

－

－

－

－

－

－

－

－

９７．３％

収入額

２０，８０７

４，３７５

３，９０６

４６９

９，７９４

７，３７７

２，４１７

１，１１０

４，０１９

１，４９７

１２

－

－

－

－

－

－

－

－

１１，２８７

調停額

２０，９４１

４，３７５

３，０９６

４６９

９，９０１

７，４８４

２，４１７

１，１３７

４，０１９

１，４９７

１２

－

－

－

－

－

－

－

－

１１，５９８

年 度

区 分
税 目

普 通 税

町 民 税

個 人 分

法 人 分

固 定 資 産 税

純固定資産税

交 納 付 金

軽 自 動 車 税

た ば こ 消 費 税

電 気 税

木 材 引 取 税

消 費 譲 与 税

自動車重量譲与税

地 方 道 路 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

娯楽施設利用税交付金

国 民 健 康 保 険 税

内
訳

内
訳

年度別町税収納の推移（昭和４０年～昭和５５年） （単位：千円）

―
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１
―

第
一
節

小
長
井
町
の
あ
ゆ
み



平成１５年度

収入歩合

８８．２％

９７．３

９７．３

９７．２

８１．６

８１．６

－

９９．０

１００

－

－

－

１００

１００

１００

１００

１００

１００

－

９１．８％

収入額

４５４，１３２

１６５，９１０

１４４，６５９

２１，２５１

２４７，８５１

２４７，８５１

－

１２，９７９

２７，３９２

－

－

－

３５，９６１

１２，３１１

４，３５６

５７，４６８

８，２６６

１６，６２６

－

１７５，９２６

調停額

５１４，９０３

１７０，５８３

１４８，７１３

２１，８７０

３０３，８２０

３０３，８２０

－

１３，１０８

２７，３９２

－

－

－

３５，９６１

１２，３１１

４，３５６

５７，４６８

８，２６６

１６，６２６

－

１９１，７３３

平成１２年度

収入歩合

９０．２％

９９．２

９９．０

１００

８１．９

８１．９

－

１００

１００

－

－

－

１００

１００

１００

１００

１００

１００

－

９５．４％

収入額

４２７，５２２

１８６，３４２

１４７，５５３

３８，７８９

２０２，３５１

２０２，３５１

－

１１，４０４

２７，４２５

－

－

－

３３，２２１

１９，６６４

２０，６９０

５８，７３１

１２，０９９

１９，０８６

－

１９０，５４８

調停額

４７３，７６５

１８７，８４２

１４９，０５３

３８，７８９

２４７，０９４

２４７，０９４

－

１１，４０４

２７，４２５

－

－

－

３３，２２１

１９，６６４

２０，６９０

５８，７３１

１２，０９９

１９，０８６

－

１９９，７３０

平成７年度

収入歩合

９６．９％

９９．６

９９．５

１００

９４．０

９４．０

－

１００

１００

－

－

１００

１００

１００

１００

－

１００

１００

－

９７．２％

収入額

３９２，４６１

１７８，４６９

１４２，１４２

３６，３２７

１８１，８８６

１８１，８８６

－

１０，０６３

２２，２２３

－

－

３０，０５０

３０，４２１

１７，２９２

１０，９７８

－

１１，３２７

２５，８６２

－

２１６，７６０

調停額

４０５，０５４

１７９，２４６

１４２，９１９

３６，３２７

１９３，５２２

１９３，５２２

－

１０，０６３

２２，２２３

－

－

３０，０５０

３０，４２１

１７，２９２

１０，９７８

－

１１，３２７

２５，８６２

－

２２３，０４２

平成２年度

収入歩合

９７．０％

９９．０

９８．７

１００

９４．５

９４．５

－

９９．３

１００

－

－

１００

１００

１００

１００

－

１００

１００

－

９６．９％

収入額

３２０，１７９

１４３，５７６

１１９，５６１

２４，０１５

１４６，２６１

１４６，２６１

－

９，０３６

２１，３０６

－

－

１９，４６８

２４，８７９

１５，２１６

１３，０８８

－

１０，７７８

２３，９７６

－

２２５，５５５

調停額

３３０，２２６

１４５，０９６

１２１，０８１

２４，０１５

１５４，７２２

１５４，７２２

－

９，１０２

２１，３０６

－

－

１９，４６８

２４，８７９

１５，２１６

１３，０８８

－

１０，７７８

２３，９７６

－

２３２，７１８

昭和６０年度

収入歩合

９９．０％

９９．９

１００

９９．３

９７．７

９７．５

１００

１００

１００

１００

１００

－

１００

１００

－

－

－

１００

１００

９７．９％

収入額

２６１，９９７

１１２，７２０

１００，８１８

１１，９０２

１０５，４５４

９７，５７７

７，８７７

６，８６０

２０，７９４

１６，１５６

１３

－

１５，７９６

１１，３０５

－

－

－

１３，２５１

７，１２８

１３９，９０３

調停額

２６４，５５２

１１２，８００

１００，８１８

１１，９８２

１０７，９２９

１００，０５２

７，８７７

６，８６０

２０，７９４

１６，１５６

１３

－

１５，７９６

１１，３０５

－

－

－

１３，２５１

７，１２８

１４２，９０９

年 度

区 分
税 目

普 通 税

町 民 税

個 人 分

法 人 分

固 定 資 産 税

純固定資産税

交 納 付 金

軽 自 動 車 税

た ば こ 消 費 税

電 気 税

木 材 引 取 税

消 費 譲 与 税

自動車重量譲与税

地 方 道 路 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

娯楽施設利用税交付金

国 民 健 康 保 険 税

内
訳

内
訳

年度別町税収納の推移（昭和６０年～平成１５年） （単位：千円）

―
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行
政



十
三
、
東
京
小
長
井
会
の
設
立

東
京
近
郊
に
在
住
す
る
小
長
井
町
出
身
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
『
東

京
小
長
井
会
』
は
、
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
七
月
三
十
一
日
に
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
新
宿
区
）
で
発
会
式
が
開
催
さ
れ
た
。

町
人
会
は
「
故
郷
を
離
れ
て
い
る
人
た
ち
と
連
携
を
深
め
る
場
を
」
と

い
う
こ
と
で
町
が
中
心
と
な
っ
て
呼
び
か
け
た
も
の
で
、
東
京
、
埼
玉
、

千
葉
、
神
奈
川
、
静
岡
か
ら
一
四
〇
人
の
入
会
者
が
あ
り
、
そ
の
日
は
約

一
〇
〇
人
の
会
員
が
出
席
し
、
町
や
町
議
会
か
ら
も
十
四
人
が
出
席
し
て

発
会
式
が
行
わ
れ
た
。

初
代
会
長
に
は
釜
出
身
の
新
宮
弘
道
氏
が
選
ば
れ
、
毎
年
総
会
を
開
い

て
お
互
い
の
親
睦
を
図
る
よ
う
決
め
ら
れ
た
。
町
で
も
『
ふ
る
さ
と－

う

ま
か
便
』
の
斡
旋
や
『
広
報
こ
な
が
い
』
を
毎
月
会
員
に
送
る
な
ど
に
よ

り
、
町
人
会
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

『
東
京
小
長
井
会
』
で
は
同
郷
人
の
絆
を
深
め
る
た
め
、
イ
チ
ゴ
狩
り

や
旅
行
・
釣
り
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
で
主
催
す
る

町
民
体
育
祭
に
は
、
毎
年
、
数
名
の
会
員
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
広
報
こ
な
が
い
』
に
は
、
小
長
井
会
総
会
や
小
長
井
会
だ
よ
り
な
ど
、

町
人
会
の
情
報
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
会
員
同
士
の
集
ま

り
に
は
必
ず
小
長
井
弁
が
飛
び
交
い
、
ふ
る
さ
と
が
懐
か
し
い
と
い
う
記

事
を
目
に
す
る
。

小
長
井
会
総
会
の
開
催
は
、
今
年
（
平
成
十
六
年
七
月
十
一
日
）
で
十

七
回
を
数
え
、
ま
た
、
会
員
数
も
一
九
三
名
（
平
成
十
五
年
八
月
号
町
広

報
誌
の
記
事
）
と
増
加
し
て
い
る
。
自
治
体
と
し
て
の
小
長
井
町
が
総
会

に
参
加
す
る
の
は
、
こ
れ
が
最
後
と
な
る
が
、
東
京
小
長
井
会
は
市
町
村

合
併
後
も
引
き
続
き
運
営
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
進
の
小
長
井

出
身
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
願
う
も
の
で
あ
る
。

十
四
、『
ふ
る
さ
と
う
ま
か
便
』
の
発
送

昔
な
が
ら
の
味
を
ま
る
ご
と
詰
め
た
小
長
井
発
『
ふ
る
さ
と
う
ま
か
便
』

郷
土
出
身
の
人
に
�
な
つ
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
を
�
と
い
う
こ
と
で
、

昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
『
ふ
る
さ
と
う
ま
か
便
』

の
発
送
は
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
台
風
災
害
で
詰
め
合
わ
せ
る
材

料
が
な
か
っ
た
年
を
の
ぞ
い
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
が
、
平
成
十
六
年

十
二
月
を
も
っ
て
最
後
の
発
送
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
も
、
市
町
村
合
併
の

余
波
が
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

『
ふ
る
さ
と
う
ま
か
便
』
の
第
一
回
目
は
、
そ
の
年
の
七
月
に
結
成
さ

れ
た
「
東
京
小
長
井
会
」
を
中
心
に
、
全
国
の
本
町
出
身
者
へ
申
込
み
を

呼
び
か
け
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
町
の
特
産
品
の
中
か
ら
ミ
カ
ン
、

エ
シ
ャ
レ
ッ
ト
、
山
茶
花
高
原
バ
レ
イ
シ
ョ
、
田
原
い
も
ん
こ
、
シ
イ
タ

ケ
、
タ
カ
ナ
漬
け
、
農
協
婦
人
部
手
作
り
の
ダ
イ
コ
ン
漬
け
・
手
作
り
味

噌
、
冬
の
味
覚
タ
イ
ラ
ギ
貝
柱
、
ビ
ラ
の
粕
漬
け
、
ア
ミ
漬
け
、
マ
ル
ボ
ー

ロ
の
十
二
品
目
を
厳
選
し
て
詰
め
合
わ
せ
た
も
の
で
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
の
全
国
各
地
か
ら
一
五
七
個
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。

昔
な
つ
か
し
い
ふ
る
さ
と
小
長
井
の
味
と
大
好
評
を
得
て
、
今
日
ま
で

十
七
年
間
と
い
う
長
い
間
、
詰
合
せ
材
料
の
内
容
を
変
更
し
な
が
ら
も
続

け
ら
れ
た
が
、
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
二
月
二
十
八
日
に
小
長
井
町

と
い
う
自
治
体
が
な
く
な
る
関
係
で
、『
ふ
る
さ
と
う
ま
か
便
』
の
発
送

も
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

―４１３―
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第
二
節

産
業
・
経
済

一
、
農

業

１

小
長
井
町
の
農
業
立
地
と
特
質

小
長
井
町
は
長
崎
県
の
南
東
部
、
佐
賀
県
と
の
県
境
に
位
置
し
多
良
山

麓
の
一
角
標
高
六
四
九
・
五
�
の
地
点
を
扇
の
要
と
す
る
扇
状
形
を
な
し
、

北
西
部
は
こ
の
多
良
山
麓
を
背
に
し
て
高
く
、
南
東
部
は
有
明
海
、
諫
早

湾
に
面
し
て
海
岸
を
底
辺
と
す
る
傾
斜
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

多
良
連
山
の
群
峰
に
源
を
発
し
た
長
里
川
な
ど
主
要
四
河
川
が
狭
あ
い

な
谷
間
を
通
っ
て
有
明
海
に
注
い
で
お
り
古
く
よ
り
そ
の
河
川
沿
い
と
、

長
短
多
く
の
井
手
水
利
に
よ
り
丘
陵
地
に
も
水
田
が
開
か
れ
て
、
棚
田
が

造
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
多
良
山
麓
か
ら
ス
ロ
ー
プ
を
描
く
丘
陵
地
に
畑
地
が
開
か
れ
段

畑
と
な
っ
て
い
る
。

気
候
は
地
形
が
南
東
に
傾
斜
し
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
有
明
海
に
面
す

る
の
で
温
暖
で
あ
り
、
年
平
均
気
温
一
六
・
五
度
、
降
雨
量
は
夏
季
に
多

く
年
間
雨
量
は
二
、
〇
〇
〇
�
前
後
を
示
し
て
い
る
。

土
質
は
南
東
部
一
帯
が
新
生
紀
の
火
成
岩
で
あ
る
玄
武
岩
、
北
西
部
一

帯
は
安
山
岩
を
母
材
と
す
る
風
化
土
壌
か
ら
な
り
、
褐
色
な
い
し
黄
褐
色

の
稍
重
粘
な
植
壌
土
で
あ
る
が
標
高
二
〇
〇
�
位
か
ら
上
部
の
山
間
地
帯

に
は
、
火
山
灰
土
壌
が
混
入
す
る
台
地
が
多
く
畑
地
に
開
か
れ
て
い
る
。

土
地
利
用
の
状
態
は
林
野
が
一
、
四
五
〇
�
を
占
め
全
体
の
四
十
七
％
、

耕
地
は
五
二
九
�
の
十
七
％
で
あ
る
。
農
家
一
戸
当
た
り
の
耕
地
面
積
は

〇
・
四
八
�
で
県
平
均
の
〇
・
八
五
�
に
比
べ
て
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
も

と
よ
り
長
崎
県
の
農
地
は
、
土
地
総
面
積
の
十
二
・
七
％
と
低
く
特
に
平

坦
地
が
少
な
く
、
棚
田
傾
斜
地
段
畑
が
多
い
。
本
町
も
そ
の
典
型
的
な
耕

気
温
と
雨
量

小
長
井

気
温

大
正
三
年
か
ら
昭
和
十
五
年

���

���

雨
量

大
正
八
年
か
ら
昭
和
十
五
年
ま
で
の
平
均

最
近
の
年
間
雨
量
（
単
位
ミ
リ
）（
平
成
六
年
〜
平
成
十
四
年
町
役
場
調
）

月

一
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

平
均

月
平
均
温
度
�
五
・
〇
四
五
・
六
八
一
〇
・
六
二
一
四
・
九
二
一
九
・
〇
八
二
二
・
六
〇
二
七
・
三
八
二
七
・
七
八
二
四
・
九
二
一
九
・
〇
一
一
三
・
四
二
八
・
五
四

一
六
・
五

最
低
気
温

�
〇
・
五
五
〇
・
五
〇

〇
一
・
五

一
・
〇

－
－

－
－

－
－

二
・
〇
〇
四
・
四

－

月
別
雨
量

�
六
〇
・
七
八
・
八
二
一
三
八
・
四
一
〇
八
・
三
一
六
八
・
二
三
八
八
・
七
三
八
一
・
七
二
〇
八
・
七
二
四
九
・
八
一
一
一
・
〇

九
五
・
九
七
六
・
五

二
、一
八
六
・
五

年

次

六

年

七

年

八

年

九

年

十

年

十
一
年

十
二
年

十
三
年

十
四
年

九
ヶ
年
平
均

年
雨
量

一
〇
一
八
・
五
二
一
三
九
・
五
一
七
四
三
・
五
三
一
八
五
・
五
二
四
二
八
・
〇
三
〇
三
六
・
〇
一
九
七
一
・
五
二
三
三
〇
・
〇
一
七
三
九
・
五
二
一
七
七
・
一
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地
条
件
に
あ
る
。
一
筆
当
た
り
の
面
積
が
狭
い
の
で
労
働
生
産
性
が
低
く

機
械
の
利
用
を
制
約
し
、
肥
培
管
理
屋
、
収
穫
作
業
な
ど
に
も
不
便
で
労

力
を
多
く
要
し
て
い
る
。

農
地
改
革
後
の
昭
和
二
十
五
年
に
は
土
地
総
面
積
三
、
〇
九
三
�
の
う

ち
耕
地
面
積
五
六
七
�
で
あ
り
、
耕
地
率
は
十
九
％
で
あ
っ
た
が
現
在
の

耕
地
面
積
は
五
二
九
�
で
田
が
二
六
七
�
、
普
通
畑
一
一
三
�
、
樹
園
地

一
五
二
�
が
あ
り
、
耕
地
率
十
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
多
く
の

農
家
で
は
古
く
よ
り
、
石
材
採
掘
な
ど
の
賃
仕
事
に
も
従
事
し
て
現
金
収

入
を
得
な
が
ら
、
自
給
的
主
穀
物
を
主
と
し
た
農
業
が
長
い
間
続
け
ら
れ

て
き
た
。

土
質
は
南
東
部
一
帯
が
新
生
紀
の
火
成
岩
で
あ
る
玄
武
岩
、
北
西
部
一

帯
は
安
山
岩
を
母
材
と
す
る
風
化
土
壌
か
ら
な
り
、
褐
色
な
い
し
黄
褐
色

の
稍
重
粘
な
植
壌
土
で
あ
る
が
標
高
二
〇
〇
�
位
か
ら
上
部
の
山
間
地
帯

に
は
、
火
山
灰
土
壌
が
混
入
す
る
台
地
が
多
く
畑
地
に
開
か
れ
て
い
る
。

戦
後
の
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
我
が
国
経
済
の
復
興
に
伴
う
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
し
て
、
我
が
農
村
に
お
い
て
も
自
給
的
農
業
か
ら
脱
皮
す
べ
く

農
業
経
営
の
多
角
化
に
よ
る
農
家
所
得
の
向
上
を
め
ざ
し
、
自
然
的
立
地

条
件
を
生
か
し
て
柑
橘
と
乳
牛
、
豚
な
ど
の
畜
産
を
基
幹
産
業
と
し
て
奨

励
し
、
増
殖
の
方
策
が
講
ぜ
ら
れ
一
貫
し
て
そ
の
後
も
種
々
の
振
興
対
策

が
と
り
続
け
ら
れ
い
る
。
こ
の
様
な
自
然
立
地
条
件
に
立
脚
し
た
農
業
経

営
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
益
々
農
業
の
機
械
化
、

農
家
の
生
活
様
式
向
上
と
多
様
化
に
伴
う
家
計
出
費
の
急
増
が
激
し
く
こ

れ
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
少
な
い
農
業
収
入
を
補
う
た
め
、
現
金
収
入

の
確
実
な
兼
業
に
頼
る
農
家
が
殆
ど
と
言
っ
て
良
い
位
に
多
く
な
っ
て
い

る
現
在
で
あ
る
。

耕
地
面
積
の
推
移
（
単
位
�
）

年
度

耕
地

昭
和
六
年

（
郷
土
読
本
に
よ
る
）

昭
和
二
十
五
年

（
農
業
セ
ン
サ
ス
）

昭
和
五
十
年

（
農
業
セ
ン
サ
ス
）

平
成
十
二
年

（
農
業
セ
ン
サ
ス
）

田

二
七
五

二
七
七

二
六
八

一
八
二

（
作
付
地
）

畑

三
三
六

二
八
八

一
五
〇

九
八

樹

園

地

－

二

三
一
九

七
五

計

六
一
一

五
六
七

七
三
七

三
五
五

耕
地
率（
％
）

二
〇

一
九

二
五

一
一

一
戸
当
た
り
面
積

〇
・
七
三

〇
・
五
三

〇
・
七
五

〇
・
五
六
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戦
後
農
地
改
革
の
推
移

�

農
地
改
革
の
本
質

永
き
に
亘
る
戦
争
も
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
ミ
ズ
リ
ー
艦
上
の
歴

史
的
な
調
印
に
よ
っ
て
終
結
を
告
げ
た
。

こ
の
日
か
ら
日
本
は
新
し
い
歴
史
を
迎
え
民
主
主
義
へ
の
転
換
が
急
速

に
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
敗
戦
直
後
の
混
乱
の
中
に
進
駐
し
た
連
合
軍
は

ま
ず
、
日
本
の
民
主
化
の
基
本
条
件
を
次
の
通
り
指
示
し
た
。
即
ち
同
年

十
月
十
一
日
の
「
人
権
確
保
の
た
め
の
五
大
改
革
」
に
よ
る
と

○
選
挙
権
拡
充
に
よ
る
日
本
婦
人
の
解
放

○
労
働
組
合
の
育
成

○
自
由
主
義
的
教
育
の
開
始

○
秘
密
特
高
制
度
の
廃
止

○
日
本
経
済
機
構
の
民
主
主
義
化

と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
第
五
項
目
は
そ
の
中
に
当
然
、
農
業
機
構
の
民

主
化
を
も
含
み
且
つ
、
土
地
所
有
の
制
度
の
改
革
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

こ
の
「
人
権
確
保
の
た
め
の
五
大
改
革
の
覚
書
」
に
よ
っ
て
「
農
民
及

び
そ
の
家
族
と
奴
隷
に
等
し
い
状
態
に
縛
り
付
け
て
い
る
幾
多
の
鎖
を
除

去
す
る
措
置
」
は
政
府
と
し
て
も
当
然
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の

結
果
生
ま
れ
た
の
が
「
農
地
制
度
要
綱
」
で
あ
る
。
同
要
綱
の
主
眼
点
は

○
自
作
農
創
設
の
た
め
の
一
定
面
積
以
上
の
地
主
の
所
有
地
は
強
制
的

に
開
放
す
る
。

○
小
作
料
は
金
納
と
す
る
。

○
農
業
委
員
会
の
委
員
を
選
挙
制
と
す
る
。

こ
の
要
綱
を
政
府
が
閣
議
決
定
し
発
表
し
た
の
が
、
昭
和
二
十
年
十
一

月
二
十
三
日
で
あ
っ
て
後
に
、
遡
及
買
収
の
基
礎
期
日
に
な
っ
て
い
る
。

か
く
て
同
要
綱
は
「
農
地
調
整
法
中
改
正
法
律
案
」
と
し
て
法
文
化
さ
れ
、

同
年
十
二
月
の
国
会
に
上
程
、
通
過
し
た
の
が
改
正
農
地
法
い
わ
ゆ
る
、

第
一
次
農
地
改
革
法
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
法
律
は
つ
い
に
実
施
の
日
を
見

ず
、
僅
か
半
年
に
し
て
再
び
第
二
次
改
革
案
を
作
成
「
農
地
改
革
に
関
す

る
措
置
要
綱
」
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
「
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
」
と

「
農
地
調
整
法
中
改
正
法
」
が
な
り
、
連
合
軍
最
高
司
令
部
の
承
認
を
経

て
公
表
さ
れ
こ
こ
に
、
歴
史
的
農
地
改
革
の
企
画
は
実
施
の
段
階
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
第
二
次
農
地
改
革
の
主
な
内
容
は
大
要
次
の
と
お
り
で
あ

る
。●

在
村
地
主
の
保
有
限
度
を
一
町
歩
と
す
る
。

●
不
在
地
主
の
小
作
地
全
部
と
、
在
村
地
主
の
所
有
す
る
一
町
歩
を
越

え
る
小
作
地
と
は
、
小
作
人
の
買
い
受
け
の
意
思
如
何
を
問
わ
ず
当

然
に
買
収
し
て
小
作
人
に
売
り
渡
す
。

●
農
地
解
放
の
期
間
は
二
年
と
す
る
。

●
農
地
の
価
格
は
第
一
次
改
革
案
通
り
と
す
る
。
尚
、
農
地
の
所
有
者

に
対
し
て
は
一
世
帯
三
町
歩
を
限
っ
て
反
当
た
り
田
で
平
均
二
二
〇

円
、
畑
一
三
〇
円
の
報
償
金
を
交
付
す
る
。

●
第
一
次
改
革
発
表
後
に
行
わ
れ
た
地
主
の
不
当
な
土
地
取
り
上
げ
及

び
、
売
り
逃
げ
は
認
め
ず
、
農
地
の
買
収
計
画
の
樹
立
は
原
則
と
し
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て
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
三
日
現
在
の
事
実
に
基
づ
い
て
行
う
。

●
小
作
地
の
不
当
取
り
上
げ
を
禁
絶
す
る
た
め
、
賃
貸
借
の
解
約
更
新

の
拒
絶
ば
か
り
で
な
く
、
賃
貸
借
の
解
除
も
市
町
村
の
農
地
委
員
会

の
承
認
を
要
し
、
承
認
な
く
て
行
わ
れ
た
土
地
の
取
り
上
げ
は
無
効

で
罰
則
が
課
せ
ら
れ
る
。

●
農
地
の
移
動
は
使
用
目
的
変
更
の
場
合
ば
か
り
で
な
く
耕
地
を
目
的

と
す
る
権
利
も
統
制
し
、
統
制
の
主
体
は
耕
作
権
に
あ
っ
て
は
、
市

町
村
農
地
委
員
会
、
所
有
権
そ
の
他
に
あ
っ
て
は
地
方
長
官
と
す
る
。

●
農
地
の
潰
廃
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
統
制
す
る
。

●
小
作
料
は
既
に
金
納
化
さ
れ
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
将
来
の
問
題

と
し
て
農
産
価
格
が
値
下
が
り
し
た
場
合
を
考
慮
し
て
最
高
額
を
法

定
の
も
の
と
す
る
と
共
に
小
作
契
約
の
文
書
化
を
行
う
。

●
未
墾
地
の
開
発
も
政
府
が
そ
の
買
収
開
発
を
行
い
自
作
農
を
創
設
す

る
。

●
市
町
村
農
地
委
員
会
の
委
員
は
地
主
三
人
、
自
作
二
人
、
小
作
五
人

を
原
則
と
し
て
耕
作
者
、
特
に
小
作
の
発
言
権
を
増
大
せ
し
め
る
。

（
長
崎
県
農
地
改
革
史
よ
り
）

�

小
長
井
町
の
農
地
解
放

農
地
の
解
放
は
買
収
と
売
渡
と
を
内
容
と
し
、
自
作
農
創
設
特
別
措
置

法
に
よ
る
強
制
買
収
と
同
法
に
よ
る
市
町
村
農
地
委
員
会
が
認
定
に
よ
っ

て
買
収
す
る
、
認
定
買
収
と
が
あ
っ
た
。

強
制
買
収
に
該
当
す
る
農
地
は
本
町
で
は
、
不
在
地
主
の
所
有
す
る
小

作
地
全
部
、
在
村
地
主
の
所
有
す
る
保
有
地
七
反
歩
を
越
え
る
小
作
地
、

在
村
地
主
の
所
有
す
る
七
反
歩
以
下
の
小
作
地
で
も
そ
の
者
の
所
有
す
る

自
作
地
と
合
計
し
て
二
町
一
反
を
越
え
る
解
放
農
地
と
し
て
政
府
が
一

括
し
て
買
収
し
た
。

認
定
買
収
の
対
象
の
農
地
と
し
て
は
、
耕
作
の
業
務
が
適
正
で
な
い
自

作
農
の
所
有
す
る
二
町
一
反
を
越
え
る
自
作
地
、
実
質
的
に
は
小
作
地
に

等
し
い
仮
装
自
作
地
、
耕
作
の
業
務
が
適
正
で
な
い
法
人
そ
の
他
の
団
体

の
有
す
る
自
作
地
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
所
有
す
る
小
作
地
、
故
意
に

荒
廃
化
さ
れ
て
い
る
農
地
地
主
が
自
発
的
に
申
し
出
た
農
地
も
買
収
し
た
。

そ
の
価
格
は
土
地
台
帳
賃
貸
価
格
の
田
で
四
十
倍
、
畑
で
四
十
八
倍
と
さ

れ
た
。

政
府
の
売
渡
代
金
に
つ
い
て
は
、
一
度
に
払
え
な
い
場
合
は
年
賦
払
も

認
め
ら
れ
た
が
本
町
は
大
部
分
が
一
時
払
い
で
あ
っ
た
。
当
時
本
町
の
全

小
作
地
面
積
は
三
二
七
町
歩
で
あ
り
、
こ
の
内
解
放
さ
れ
た
面
積
二
四
九

町
歩
は
小
作
人
で
あ
る
農
民
に
売
り
渡
さ
れ
て
い
る
。
小
作
地
は
昭
和
二

十
二
年
全
耕
地
の
五
十
五
％
で
あ
っ
た
の
が
こ
の
改
革
に
よ
り
、
昭
和
五

十
年
度
に
は
全
体
の
三
。
三
％
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
農
地
改
革
は
全
国
的
な
一
大
改
革
で
あ
っ
た
が
、
農
地
改
革
を
法

律
ど
お
り
運
営
す
る
小
長
井
村
農
地
委
員
会
の
労
苦
は
察
す
る
に
余
り
あ

る
も
の
が
あ
っ
た
。
又
地
主
有
志
の
理
解
も
あ
り
妥
協
的
、
協
調
的
な
解

放
が
行
わ
れ
順
調
な
足
取
り
を
見
せ
た
。
本
改
革
に
よ
り
田
畑
は
多
年
待

ち
望
ん
で
い
た
小
作
人
の
手
へ
と
移
さ
れ
、
小
作
農
か
ら
自
作
農
と
な
り
、

今
日
の
小
長
井
町
生
産
基
盤
の
向
上
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
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小
長
井
町
の
主
た
る
農
地
解
放
者
と
面
積

北
高
来
郡
各
町
村
農
地
等
解
放
実
績

氏

名

田

畑

計

古
賀

徳
郎

四
九
町
〇
〇

二
五
町
三
〇

七
四
町
三
〇

野
中

久
子

一
一
町
五
〇

一
六
町
五
〇

二
八
町
〇
〇

佐
藤

常
治

一
三
町
七
〇

一
一
町
七
〇

二
五
町
四
〇

田
川

道
英

九
町
九
〇

一
〇
町
六
〇

二
〇
町
五
〇

木
下
鷹
之
助

五
町
二
〇

三
町
〇
〇

八
町
二
〇

馬
渡
啓
次
郎

五
町
八
〇

二
町
三
〇

八
町
一
〇

川
口

賢
治

七
町
三
〇

－

七
町
三
〇

区
分

町
村
別

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
三
日

現
在
農
地
面
積

解
放
面
積

（
含
物
納
）

売
渡
面
積

農
業
用
施
設
解
放
実
績

田

畑

計

自
作
地

小
作
地

宅

地

山
林
原
野

採
草
地

小
長
井
町

二
八
〇
町
九
一

三
一
五
町
六
五

五
九
六
町
五
六

二
六
九
町
五
六

三
二
七
町
〇
〇

二
四
九
町
三
八

二
四
九
町
三
八

一
四
、二
三
〇
坪

一
町
八
九

高
来
町

五
四
三
町
七
六

四
五
八
町
二
三

一
、〇
〇
一
町
九
九

四
七
三
町
七
九

五
二
八
町
二
〇

三
八
一
町
〇
九

三
八
〇
町
〇
一

一
四
、三
〇
一
坪

〇
町
二
八

森
山
町

五
八
七
町
〇
七

二
四
三
町
四
一

八
三
〇
町
四
八

四
二
五
町
七
三

四
〇
四
町
七
五

三
〇
四
町
八
五

三
〇
一
町
三
一

一
〇
、九
三
四
坪

－

飯
盛
町

一
九
七
町
五
〇

五
四
九
町
一
八

八
四
六
町
六
八

六
五
五
町
四
九

一
九
一
町
一
九

一
三
三
町
一
八

一
三
三
町
二
九

三
四
二
坪

－
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小
作
料
を
金
納
に
改
め
る

小
作
料
は
口
頭
契
約
、
文
書
契
約
と
な
っ
て
い
て
証
書
契
約
は
大
地
主

が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
明
治
初
期
の
小
作
料
は
長
崎
県
小
作
慣
行
調
査
に

よ
る
と
二
毛
田
で
地
主
取
得
分
七
十
％
と
非
常
に
高
い
率
で
あ
る
。
そ
の

後
大
正
十
年
地
主
取
得
分
六
十
％
、
昭
和
十
二
年
五
十
二
％
と
漸
次
緩
和

低
率
化
し
て
い
る
。
農
地
改
革
に
よ
り
、
文
書
契
約
と
な
り
慣
例
に
よ
る

物
納
小
作
料
は
す
べ
て
金
納
に
改
め
ら
れ
た
。
当
時
の
物
納
を
換
算
す
る

と
米
一
石
当
た
り
七
十
五
円
、
裸
麦
一
石
当
た
り
三
十
六
円
三
十
七
銭
、

昭
和
二
十
七
年
度
小
作
料
最
高
額

（
十
ａ
当
）

昭
和
四
十
七
年
度
改
定
小
作
料
（
十
ａ
当
）

級
別

田
畑
別

一
級（
円
）

二
級（
円
）

三
級（
円
）

四
級（
円
）

五
級（
円
）

六
級（
円
）

七
級（
円
）

八
級（
円
）

九
級（
円
）

十
級（
円
）

田

五
、六
八
八

五
、四
四
四

五
、二
〇
四

四
、九
六
〇

四
、七
二
〇

四
、四
七
六

四
、二
三
六

三
、九
九
二

三
、七
五
二

三
、五
〇
八

畑

二
、一
七
〇

二
、〇
七
三

一
、九
三
七

一
、八
七
五

一
、七
七
八

一
、六
八
〇

一
、五
八
〇

一
、四
八
三

一
、三
八
五

一
、二
八
五

十
一
級（
円
）
十
二
級（
円
）
十
三
級（
円
）
十
四
級（
円
）
十
五
級（
円
）

三
、二
六
八

三
、〇
二
四

一
、七
八
四

二
、五
四
〇

二
、三
〇
〇

一
、一
八
八

一
、〇
九
〇

九
九
〇

八
九
三

七
九
五

級
別

田
畑
別

一
級（
円
）

二
級（
円
）

三
級（
円
）

四
級（
円
）

五
級（
円
）

六
級（
円
）

七
級（
円
）

八
級（
円
）

九
級（
円
）

十
級（
円
）

田

一
、四
一
〇

一
、三
五
〇

一
、二
九
〇

一
、二
三
〇

一
、一
七
〇

一
、一
一
〇

一
、〇
五
〇

九
九
〇

九
三
〇

八
七
〇

畑

八
六
一

八
二
二

七
八
三

七
四
四

七
〇
五

六
六
六

六
二
七

五
八
八

五
四
九

五
一
〇

十
一
級（
円
）
十
二
級（
円
）
十
三
級（
円
）
十
四
級（
円
）
十
五
級（
円
）

八
一
〇

七
五
〇

六
九
〇

六
三
〇

五
七
〇

四
七
一

四
三
二

三
九
三

三
五
四

三
一
五
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一
号
委
員

尾
形

務
・
村
中
貞
市
・
松
本
重
吉
・
田
川
喜
明

土
井
伊
三
郎

二
号
委
員

古
賀
徳
郎
・
森

鼎
・
鏡

初
孝

三
号
委
員

中
村
徳
一
・
新
宮
八
五
郎
・
吉
永
吉
郎

一
号
委
員

三
谷
幹
枝
・
石
橋
新
平

二
号
委
員

森

鼎
・
鏡

初
孝

三
号
委
員

松
本
重
吉
・
山
田
十
五
郎
・
山
口
弥
一
・
中
村
徳
一

谷
口
勇
三
・
田
川
文
七

小
麦
一
石
当
た
り
四
十
四
円
四
十
三
銭
で
農
産
物
の
価
格
が
高
く
な
っ
て

も
引
き
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
勝
手
に
値
上
げ
す
る
と
罰
せ
ら
れ

た
。
昭
和
二
十
七
年
農
地
法
の
制
定
に
よ
り
小
作
料
の
最
高
額
を
示
す
統

制
小
作
料
が
定
め
ら
れ
た
土
地
の
自
然
条
件
、
作
業
条
件
な
ど
土
地
の
数

値
に
よ
り
一
級
か
ら
十
五
級
ま
で
の
等
級
別
小
作
料
と
な
っ
た
。
そ
の
後

昭
和
四
十
二
年
、
年
数
の
経
過
と
経
済
事
情
の
変
化
も
あ
り
改
正
さ
れ
て

現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

�

農
地
委
員
会
と
農
業
委
員
会

改
正
農
地
調
整
法
と
は
、
農
地
委
員
を
地
主
、
自
作
、
小
作
と
い
っ
た

階
層
別
で
選
挙
す
る
こ
と
と
し
て
、
我
が
国
の
選
挙
制
に
於
い
て
前
例
の

な
い
階
層
別
、
職
能
代
表
選
挙
制
を
採
用
し
た
。
そ
の
委
員
を
小
作
五
、

地
主
三
、
自
作
三
と
し
、
第
一
回
の
農
地
委
員
の
選
挙
は
、
昭
和
二
十
一

年
十
二
月
二
十
日
を
期
し
て
一
斉
に
行
わ
れ
た
。

第
一
回
の
農
地
委
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
号
委
員
は
小
作
、
二
号
委
員
は
地
主
、
三
号
委
員
は
自
作

第
二
回
の
農
地
委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
回
は
委
員
を
小
作
二
、
地
主
二
、
自
作
六
、
に
改
正

（
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
改
選
）

昭
和
二
十
六
年
、
従
前
の
農
地
委
員
会
、
農
業
調
整
委
員
会
及
び
農
業

改
良
委
員
会
の
三
者
を
統
合
し「
農
地
改
革
か
ら
農
業
改
革
へ
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
、
新
農
政
の
建
設
を
図
る
べ
く
農
業
全
般
に
わ
た
る
問
題
を

農
民
の
創
意
と
自
主
的
な
協
力
に
よ
っ
て
総
合
的
に
解
決
し
て
い
く
た
め

の
民
主
的
農
民
代
表
機
関
と
し
て
農
業
委
員
会
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
回
の
選
挙
が
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
選
挙
母
体

を
選
挙
委
員
十
六
名
、
推
薦
委
員
五
名
、
計
二
十
一
名
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
一
年
町
条
例
改
正
に
よ
り
選
挙
委
員
十
三
名
、
農
協
推
薦
委

員
一
名
、
町
議
会
推
薦
の
学
識
経
験
者
四
名
、
計
十
八
名
と
な
っ
て
い
る
。

３

戦
後
開
拓
の
あ
ゆ
み

昭
和
二
十
年
八
月
敗
戦
後
の
日
本
は
未
曾
有
の
混
乱
の
中
に
あ
っ
た
。

荒
廃
し
た
国
土
の
中
で
国
民
は
虚
脱
状
態
に
陥
り
、
食
糧
不
足
は
益
々
深

刻
の
度
を
加
え
て
い
た
。
海
外
か
ら
の
数
百
万
人
の
復
員
軍
人
、
引
揚
者
、

そ
れ
に
戦
災
者
が
巷
に
あ
ふ
れ
国
全
体
が
餓
死
寸
前
の
有
様
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
情
勢
の
下
に
政
府
は
「
緊
急
開
拓
事
業
」
を
取
り
上
げ
食
糧
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難
の
解
消
と
戦
争
犠
牲
者
の
救
済
対
策
即
ち
民
生
安
定
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
二
十
年
十
一
月
閣
議
決
定
し
直
ち
に
実
施
に
移
さ
れ
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
占
領
軍
司
令
部
か
ら
は
日
本
に
民
主
主
義
を
植
え
付
け

る
た
め
次
々
に
新
し
い
指
令
が
発
せ
ら
れ
日
本
の
帝
国
主
義
と
、
資
本
主

義
を
支
え
て
い
た
大
き
な
地
盤
で
あ
る
農
村
に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
農
地
改

革
が
指
令
さ
れ
た
。

地
主
の
土
地
所
有
制
度
を
廃
棄
す
る
た
め
農
地
解
放
が
強
行
さ
れ
、
旧

軍
用
地
や
国
有
林
、
そ
れ
に
不
在
地
主
等
の
私
有
地
が
そ
の
対
象
に
な
っ

た
。
こ
う
し
て
そ
の
土
地
に
開
拓
者
の
入
植
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

清
水
地
区
の
開
拓
は
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
二
十

三
年
四
月
県
の
許
可
を
得
て
、
小
長
井
自
興
開
拓
組
合
と
し
て
正
式
に
発

足
し
た
。

清
水
二
十
三
戸
、
農
場
十
三
戸
、
計
三
十
六
戸
、
他
に
増
反
者
四
十
五

戸
、
地
区
総
面
積
百
五
十
町
歩
の
用
地
は
、
長
里
耕
地
整
理
組
合
の
跡
地

（
旧
所
有
権
者
野
中
久
子
よ
り
農
林
省
が
買
い
上
げ
開
拓
用
地
と
し
て
入

植
者
に
売
り
渡
す
も
の
）
で
あ
っ
た
。

組
合
員
の
大
半
は
引
揚
者
や
復
員
者
で
あ
り
特
に
、
引
揚
者
が
多
か
っ

た
。
従
っ
て
お
互
い
の
心
に
中
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て

共
同
生
活
、
共
同
作
業
の
手
開
墾
時
代
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

住
居
は
、
家
と
は
名
ば
か
り
の
丸
太
小
屋
、
杉
皮
葺
き
の
屋
根
、
笹
竹

で
囲
っ
た
壁
、
吹
雪
の
朝
は
布
団
の
上
に
雪
が
積
も
っ
て
い
た
。

配
給
の
食
糧
を
食
い
延
ば
す
た
め
、
田
原
地
区
か
ら
買
い
求
め
た
甘
藷

と
混
ぜ
て
藷
粥
を
作
り
空
腹
を
満
た
し
つ
つ
み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
重
い

開
墾
鍬
を
打
ち
振
る
っ
た
。
ど
ん
な
小
さ
な
団
体
で
あ
っ
て
も
一
般
社
会

の
縮
図
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
開
拓
が
進
む
に
つ
れ
て
組
合

の
仕
事
も
多
岐
に
亘
っ
て
き
た
。
地
域
社
会
と
の
関
連
も
次
第
に
深
く

な
っ
て
き
た
。

清
水
、
田
原
、
農
場
の
三
地
区
共
同
で
小
長
井
村
当
局
に
対
し
て
分
校

設
立
を
陳
情
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
の
こ
と
で
あ
り
、
開
拓
地

教
育
施
設
補
助
（
八
十
万
円
）
の
内
示
を
受
け
、
村
有
林
の
払
い
下
げ
を

得
て
地
区
総
出
の
協
力
に
よ
っ
て
、
田
原
分
校
が
竣
工
し
た
の
は
、
昭
和

二
十
四
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
複
式
授
業
、
二
教
室
、
先
生
二
名
、

生
徒
数
六
十
八
名
）
子
弟
の
教
育
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
後
援
会
、
父
兄
の
交
友
等
、

こ
こ
に
於
い
て
田
原
地
域
の
一
体
化
は
急
速
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
は
開
墾
を
進
め
つ
つ
農
作
業
を
続
け
、
一
方
で
は
基
幹
道
路
の

新
設
改
修
、
電
気
施
設
、
農
作
物
の
共
同
作
付
や
共
同
販
売
、
畜
産
酪
農

の
導
入
、
住
宅
建
設
等
、
村
作
り
の
仕
事
は
多
忙
を
極
め
息
つ
く
暇
も
な

い
毎
日
で
あ
っ
た
。

概
ね
三
十
年
ま
で
が
創
業
建
設
の
時
代
で
あ
っ
た
と
思
う
。
昭
和
三
十

一
年
の
台
風
禍
、
三
十
二
年
の
諫
早
水
害
は
貧
弱
な
基
盤
の
上
に
た
つ
開

拓
地
は
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
。

朝
鮮
動
乱
に
よ
る
特
需
景
気
、
工
業
近
代
化
の
急
転
、
外
国
農
産
物
へ

の
依
存
度
の
高
ま
り
、
日
本
経
済
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
は
小
農
の
自
然
淘
汰
で
あ
り
、
開
拓
地
の
離
農
で
あ
る
。
所
得

倍
増
計
画
は
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
農
民
は
次
第
に
農
村
を
離
れ
都
会
に
流

れ
て
行
っ
た
。
当
然
開
拓
地
も
そ
の
激
流
の
中
に
あ
っ
た
。
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昭
和
三
十
三
年
農
業
協
同
組
合
整
備
法
に
従
っ
て
、
小
長
井
村
内
の
開

拓
地
は
一
つ
に
統
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
三
年
入
植
の
自
興
三
十

六
戸
、
二
十
六
年
入
植
の
広
川
良
四
十
二
戸
、
そ
れ
に
二
十
九
年
の
黒
仁

田
六
戸
は
合
併
し
て
新
た
に
、
小
長
井
開
拓
農
業
協
同
組
合
と
し
て
発
足

し
た
。（
他
に
山
茶
花
組
合
あ
り
）

昭
和
三
十
年
代
の
日
本
は
工
業
立
国
へ
の
傾
斜
を
速
め
農
業
は
食
管
制

度
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
水
稲
経
営
を
除
い
て
は
総
じ
て
足
踏
み
状
態
を

続
け
て
い
た
開
拓
地
は
試
行
錯
誤
、
低
迷
の
時
代
で
あ
っ
た
。
テ
レ
ビ
や

車
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
宣
伝
は
庶
民
の
欲
望
を
駆
り
立
て
生
活
の
向
上
は
当

然
出
費
の
増
大
と
な
り
「
金
」「
金
」
と
金
を
追
い
求
め
る
時
代
に
な
っ

た
。
開
拓
農
家
は
累
積
負
債
の
整
理
償
還
、
テ
イ
ラ
ー
、
耕
耘
機
等
の
農

業
機
械
化
、
老
朽
住
宅
の
改
築
等
経
費
は
嵩
む
一
方
、
そ
れ
に
見
合
う
収

入
は
な
く
「
足
ら
ぬ
、
足
ら
ぬ
」
の
連
続
で
あ
る
。

甘
藷
、
麦
を
主
と
し
た
畑
作
農
家
の
開
拓
は
身
を
粉
に
し
て
頑
張
っ
て

み
て
も
粗
収
入
二
十
万
〜
三
十
万
程
度
、
換
金
作
物
と
し
て
煙
草
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
種
苗
作
物
と
手
を
拡
げ
て
み
た
が
労
多
く
し
て
実
入
り
は
少
な

い
。
山
羊
を
は
じ
め
鶏
、
豚
と
色
々
変
え
て
や
っ
て
み
た
が
こ
れ
又
資
金

不
足
で
駄
目
、
役
牛
を
使
い
つ
つ
太
ら
せ
て
こ
れ
を
売
却
し
僅
か
に
纏

ま
っ
た
お
金
を
得
る
有
様
、
学
校
へ
通
う
子
ど
も
達
に
は
満
足
な
靴
一
足

も
買
っ
て
や
る
こ
と
も
出
来
ず
自
ら
選
ん
だ
道
と
は
云
え
、
家
族
の
者
に

は
い
つ
も
「
済
ま
ぬ
済
ま
ぬ
」
と
心
で
わ
び
て
い
た
と
い
う
有
様
で
あ
っ

た
。そ

の
よ
う
な
状
態
の
中
で
営
農
類
型
の
確
立
が
急
が
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
土
地
に
適
し
た
経
営
方
法
を
見
出
す
こ
と
が
緊
急
で
あ
っ
た
。
政
府

は
開
拓
営
農
促
進
法
を
打
ち
出
し
開
拓
地
に
、
営
農
振
興
計
画
を
立
て
さ

せ
た
。
世
の
荒
波
に
対
し
て
じ
っ
と
歯
を
喰
い
し
ば
り
、
手
を
握
り
合
っ

て
開
拓
地
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
た
組
合
員
は
こ
こ
で
漸
く
生
き
る
路
を

見
出
し
た
。
酪
農
畜
産
を
主
と
し
養
豚
、
養
蚕
、
み
か
ん
、
種
ば
れ
い
し
ょ

等
を
副
と
し
た
複
合
経
営
方
式
が
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
九
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
日
本
は
高
度
経
済

成
長
時
代
に
入
っ
た
。
土
地
ブ
ー
ム
、
イ
ン
フ
レ
、
都
市
の
過
密
、
農
村

の
過
疎
、
四
十
年
代
の
後
半
ま
で
は
ま
さ
に
狂
瀾
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ

の
間
開
拓
者
は
着
実
に
酪
農
の
芽
を
育
て
つ
つ
共
同
集
乳
所
や
水
道
施
設
、

道
路
舗
装
、
農
畜
舎
の
改
造
、
圃
場
の
区
画
、
共
同
集
会
場
、
電
話
架
設

な
ど
環
境
整
備
を
進
め
兎
に
も
角
に
も
こ
の
土
地
に
永
住
で
き
る
と
い
う

確
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
開
拓
行
政
は
打
ち
切
ら
れ
開
拓
組
合
は
解
散
し
て
開
拓

農
家
は
一
般
農
家
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
拓
者
も
漸
く
一
人

前
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

広
川
良
地
区
で
は
酪
農
と
養
豚
、
黒
仁
田
地
区
で
は
み
か
ん
、
畜
産
、

農
場
で
は
み
か
ん
、
ば
れ
い
し
ょ
、
養
豚
と
い
う
よ
う
に
夫
々
の
地
域
に

適
応
し
た
方
法
を
と
っ
て
し
っ
か
り
し
た
営
農
基
盤
を
つ
く
り
つ
つ
あ
り
、

清
水
地
区
で
は
酪
農
を
軸
と
し
、
み
か
ん
、
ば
れ
い
し
ょ
を
副
と
し
て
充

実
を
は
か
っ
て
い
る
。

二
十
〜
三
十
頭
の
乳
牛
が
の
ん
び
り
と
草
を
食
む
風
景
が
随
所
に
見
ら

れ
る
。
僅
か
で
あ
る
が
農
業
所
得
税
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
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世
た
ち
が
あ
と
を
引
継
ぎ
ト
ラ
ク
タ
ー
が
勢
い
よ
く
走
り
廻
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
境
に
世
界
の
食
糧
危
機
が
叫
ば
れ
、

日
本
農
業
の
見
直
し
論
が
台
頭
し
て
き
た
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
一
億

の
人
口
が
こ
の
狭
い
日
本
の
国
土
の
中
で
平
和
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
一

面
に
於
い
て
は
世
界
の
加
工
業
者
と
な
っ
て
大
い
に
輸
入
し
輸
出
し
て
外

貨
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
又
一
面
に
於
い
て
は
適
度
の
食
糧
自

給
を
保
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
糧
を
他
国
に
依
存
す
る
こ
と

は
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。

国
際
関
係
は
流
動
的
で
あ
り
、
い
つ
、
い
か
な
る
事
態
や
変
化
が
起
き

る
か
誰
も
予
測
で
き
な
い
。「
侵
さ
ず
侵
さ
れ
ず
」
永
久
平
和
を
願
う
な

ら
ば
相
当
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
国
土
の
維
持
開
発
は
た
ゆ
ま
ず
続
け

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
思
う
に
つ
け
今
更
の
よ
う
に
、
木
下

吉
之
丞
翁
の
業
蹟
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
清
水
と
農
場
の
中
間
地
帯
に

小
高
い
丘
が
あ
る
。
翁
の
頌
徳
碑
が
建
っ
て
い
る
。

木
下
翁
は
、
昭
和
四
年
七
月
七
十
一
才
に
て
逝
去
さ
れ
て
い
る
。
聴
く

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
翁
が
死
去
さ
れ
た
前
の
年
、
即
ち
、
昭
和
三
年
に
は
二

大
貯
水
池
は
満
々
と
水
を
湛
え
そ
し
て
勢
い
よ
く
通
水
さ
れ
て
百
餘
町
の

段
々
畑
に
は
青
々
と
し
た
早
苗
が
植
え
付
け
ら
れ
た
由
。
初
夏
の
薫
風
が

渡
る
頃
翁
は
清
水
の
丘
に
た
た
れ
て
し
ば
し
ば
時
を
過
ご
さ
れ
た
と
聞
く
。

こ
の
地
に
入
植
し
身
を
以
て
開
拓
の
苦
労
を
体
験
し
た
開
拓
者
は
、
こ

の
頌
徳
碑
に
お
詣
り
す
る
度
に
翁
の
毅
然
た
る
姿
が
彷
彿
す
る
の
で
あ
る
。

「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
」
開
拓
者
は
、
木
下
翁
の
理
想
を
受
け

継
ぎ
平
和
で
明
る
い
村
、
ど
ん
な
社
会
的
、
経
済
的
変
化
が
お
と
づ
れ
よ

う
と
も
び
く
と
も
し
な
い
堅
固
な
基
盤
に
立
っ
た
心
豊
か
な
農
村
を
築
く

た
め
懸
命
な
努
力
を
続
け
る
の
で
あ
る
。

４

農
村
と
農
業
振
興

平
坦
地
の
少
な
い
傾
斜
地
農
業
の
条
件
下
に
あ
る
本
町
の
農
業
は
、
古

く
よ
り
自
給
的
生
産
の
米
、
麦
、
い
も
類
な
ど
を
糧
と
し
て
零
細
農
業
の

ま
ま
石
材
採
掘
な
ど
の
副
業
に
頼
る
農
家
経
営
を
続
け
て
い
た
こ
と
で
農

業
近
代
化
が
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
必

ず
し
も
恵
ま
れ
て
は
い
な
い
地
形
を
田
畑
に
開
き
多
く
の
溜
池
と
用
水
路

を
造
り
、
家
畜
を
ふ
や
し
、
雑
木
を
切
り
造
林
を
行
う
な
ど
先
輩
祖
先
が

積
み
重
ね
た
努
力
は
現
代
も
な
お
私
共
の
生
活
基
盤
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
尊
い
資
源
で
あ
る
。

農
業
の
近
代
化
は
、
我
が
町
に
お
い
て
も
時
勢
に
そ
っ
て
、
そ
の
開
発

が
は
か
ら
れ
た
。

農
業
協
同
組
合
の
結
成
発
足
を
始
め
と
し
、
各
種
の
農
業
振
興
対
策
が

施
行
さ
れ
て
き
た
。
主
な
も
の
を
列
記
す
れ
ば
本
町
の
農
業
振
興
の
推
移

が
う
か
が
わ
れ
る
。

�

農
山
漁
村
振
興
計
画
の
樹
立
実
施

終
戦
後
の
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
軍
人
の
復
員
な
ど
に
よ
る
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
が
あ
り
人
口
の
増
加
が
激
し
く
農
家
に
お
い
て
は
二
男
三
男
の
分

家
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
の
分
散
零
細
化
が
み
ら
れ
、
自
給
的
農
業
経
営
の
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傾
向
が
強
ま
り
食
糧
増
産
を
目
的
と
し
た
主
穀
農
業
が
主
体
を
な
し
て
い

た
が
、
漸
次
景
気
の
回
復
に
比
し
て
農
村
生
活
の
貧
乏
が
目
立
ち
始
め
て

き
た
。
当
然
全
国
の
自
治
体
を
は
じ
め
農
業
団
体
な
ど
の
関
係
者
の
間
で

も
農
村
の
振
興
対
策
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
農
林

省
の
奨
め
る
農
山
漁
村
振
興
計
画
に
取
り
組
み
本
町
で
は
い
ち
早
く
県
下

に
さ
き
が
け
、
昭
和
三
十
一
年
度
か
ら
五
ヶ
年
計
画
を
樹
立
し
農
家
所
得

の
向
上
を
め
ざ
し
た
。
こ
の
計
画
は
後
述
の
と
お
り
近
代
農
村
へ
の
幕
開

け
の
第
一
弾
で
も
あ
っ
た
。

○
農
用
地
が
総
土
地
面
積
の
二
十
％
に
す
ぎ
ず
利
用
度
が
低
い
の
で
、

農
家
一
戸
当
た
り
の
面
積
が
極
め
て
零
細
で
あ
る
。
そ
こ
で
山
林
原

野
の
開
墾
、
海
岸
の
埋
め
立
て
、
土
地
改
良
、
農
道
の
新
設
改
良
な

ど
に
よ
る
農
地
の
利
用
を
高
め
る
こ
と
。

○
山
林
原
野
が
多
く
畜
産
振
興
の
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
肉
牛
、

乳
牛
、
豚
な
ど
の
増
殖
を
は
か
る
。
そ
の
た
め
町
の
中
央
部
に
畜
産

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
技
術
指
導
、
人
工
授
精
な
ど
を
行
う
。

○
農
業
協
同
組
合
の
合
併
を
進
め
、
農
業
生
産
指
導
販
売
の
一
元
化
体

制
を
強
化
す
る
。

○
農
家
の
生
活
改
善
の
推
進
、
一
つ
に
台
所
の
改
善
に
よ
り
薪
炭
の
節

減
、
主
婦
労
働
力
の
軽
減
、
乳
山
羊
の
導
入
と
大
豆
に
よ
る
蛋
白
脂

肪
の
自
給
向
上
な
ど
を
取
り
上
げ
、
又
婦
人
会
等
の
自
粛
規
制
に

よ
っ
て
「
消
費
節
約
」「
生
産
増
強
」
を
奨
め
た
。

�

基
本
目
標
の
設
定

農
林
漁
家
一
戸
当
た
り
の
生
産
販
売
額
目
標
（
別
表
）
を
か
か
げ
、
事

業
計
画
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
事
業
が
推
進
さ
れ
た
。

●
土
地
条
件
の
整
備

●
農
地
の
交
換
分
台

●
農
道
の
新
設
改
良

上
牧
線

一
、
〇
四
〇
�

川
内
楓
ノ
木
〜
馬
込

一
、
八
〇
〇
�

●
土
地
利
用
の
高
度
化

水
田
裏
作
の
推
進

土
地
改
良

耕
土
培
養

●
園
芸
の
振
興
特
に
柑
橘
の
増
殖

果
樹
園
経
営
モ
デ
ル
施
設（
小
川
原
浦
川
久
保
三
・
五
�
）

畑
作
経
営
モ
デ
ル
施
設
（
牧
白
石
谷

三
・
〇
�
）

●
共
同
利
用
施
設
の
整
備

共
同
集
荷
所

貯
水
槽

共
同
機
械
作
業
な
ど

●
畜
産
の
振
興

和
牛
飼
育
共
同
施
設

自
給
養
豚
共
同
施
設

畜
産
管
理
所
（
セ
ン
タ
ー
）
資
料
調
整
施
設
（
サ
イ
ロ
）

●
造
林
計
画

薪
炭
林
二
五
五
�
を
五
ヶ
年
で
人
工
造
林
す
る
。

●
林
道
計
画

二
ヶ
年
計
画
で
打
越
名
石
渕

遠
竹
名
黒
仁
田

井
崎
名
黒
木

川
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農
山
漁
村
振
興
計
画
基
本
目
標

戸

数

販

売

額

一
戸
当
り

現

在

計
画
後

比
較（
％
）

耕

種

関
係
戸
数

一
、
〇
二
七

一
、
〇
五
二

一
〇
二

一
戸
当
り

五
〇
・
〇

七
四
・
〇

一
四
八

畜

産

関
係
戸
数

一
、
〇
二
七

一
、
〇
五
二

一
〇
二

一
戸
当
り

一
八
・
四

三
八
・
四

二
〇
四

養

蚕

関
係
戸
数

一
七
〇

二
〇
〇

一
一
八

一
戸
当
り

三
〇
・
〇

四
八
・
〇

一
六
〇

計

関
係
戸
数

一
、
〇
二
七

一
、
〇
五
二

一
〇
二

一
戸
当
り

七
三
・
六

一
二
一
・
三

一
六
五

林

産

関
係
戸
数

七
五
四

七
六
〇

一
〇
一

一
戸
当
り

六
・
四

一
〇
・
四

一
六
三

水

産

関
係
戸
数

六
五

六
五

一
〇
〇

一
戸
当
り

一
五
・
五

三
〇
・
七

一
九
八

合

計

関
係
戸
数

一
、
〇
二
七

一
、
〇
五
二

一
〇
二

一
戸
当
り

七
九
・
三

一
三
〇
・
七

一
六
五

内
名
鳥
越

山
神
の
各
五
線
総
延
長
九
九
〇
〇
�
幅
員
三
・
六
�
を

施
行
す
る
。

な
ど
で
あ
っ
た
。

�

農
業
構
造
改
善
事
業

昭
和
三
十
一
年
か
ら
の
農
山
漁
村
振
興
計
画
に
よ
り
近
代
化
農
村
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
本
町
の
農
村
振
興
は
町
民
農
家
の
関
心
を
呼
び
み

か
ん
、
肉
牛
、
乳
牛
、
養
豚
な
ど
増
殖
が
め
ざ
ま
し
く
、
三
十
六
年
に
は

県
の
果
樹
集
団
産
地
指
定
を
受
け
柑
橘
二
十
五
�
の
増
殖
計
画
が
樹
て
ら

れ
た
。
同
年
に
は
町
営
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
導
入
が
あ
り
、
そ
の
後
の
六
ヶ

年
で
約
六
十
�
余
の
山
林
開
墾
に
よ
る
み
か
ん
園
造
成
が
進
め
ら
れ
た
。

さ
て
農
業
構
造
改
善
事
業
は
、
昭
和
三
十
六
年
立
法
化
さ
れ
た
農
業
基

本
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
農
業
改
善
策
で
あ
っ
て
自
立
農
育
成
と
農
業

の
選
択
的
拡
大
を
柱
に
農
業
所
得
の
格
差
是
正
を
目
的
と
し
た
全
国
的
に

計
画
実
施
さ
れ
て
い
る
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
。

本
町
で
は
四
十
二
年
度
か
ら
こ
の
事
業
に
着
手
し
五
地
区
を
設
定
し
三

ヶ
年
で
土
地
基
盤
整
備
、
経
営
近
代
化
施
設
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
地
区

別
事
業
実
績
は
（
別
表
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

農
業
振
興
地
域
指
定

昭
和
三
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
農
業
基
本
法
に
基
づ
く
農
業
及
び
農
村

の
振
興
に
関
す
る
、
諸
政
策
を
受
け
入
れ
る
た
め
本
町
で
も
各
種
の
指
定

申
請
が
行
わ
れ
た
。
特
に
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
本
町
の
将
来
を
方
向
づ

け
る
基
本
計
画
で
あ
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
指
定
申
請
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
国
土
の
高
度
な
総
合
利
用
の
面
か
ら
ま
た
農
地
の
乱
開
発

か
ら
農
地
を
守
り
、
優
良
な
農
業
用
地
を
確
保
し
国
民
の
食
糧
自
給
を
確

立
す
る
と
共
に
、
地
域
の
農
業
振
興
施
策
を
重
点
的
に
推
進
し
農
業
経
営

―４２５―
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の
安
定
向
上
を
図
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
農
業
振
興
地
域

内
で
農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

土
地
は
宅
地
等
へ
の
転
用
が
特
別
な

場
合
を
除
き
許
可
さ
れ
な
い
な
ど
土

地
利
用
の
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
内
に

お
い
て
は
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事

業
、
高
能
率
生
産
用
地
計
画
に
係
る

高
能
率
的
生
産
流
通
対
策
事
業
或
い

は
耕
地
整
備
、
農
道
改
良
舗
装
な
ど

土
地
基
盤
整
備
事
業
等
の
国
費
、
県

費
補
助
事
業
が
優
先
的
に
採
択
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
の

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
大
き
く

次
の
項
目
に
わ
た
っ
て
い
る
。

第
一
は
土
地
利
用
区
分
と
農
用

地
利
用
計
画

第
二
は
農
業
生
産
の
整
備
開
発

計
画

第
三
は
農
地
等
の
権
利
取
得
の

円
滑
化
計
画

第
四
は
農
業
近
代
化
施
設
の
整

借入金
（千円）

２，６８０
１，５４０
６８０
４２０
１，２００
１，０１０
３９０
２，３５０
４８０
１，２００
１，５９０
１，４８０
２，５４０
５２０
２６０
１，８００
１，６００
３，４００
２，４５０
２７，５９０

補助金
（千円）

３，３６５
１，９５７
－
５３２
－

２，９５０
５３５
３，４３７
－
－

２，３５３
１，８７５
－
６５２
３２５
－
－
－

３，０８７
２１，０６８

事業費
（千円）

６，７３１
３，９１５
８５０
１，０６４
１，５００
４，２１５
１，０７１
６，８７４
６００
１，５００
４，７０６
３，７５０
３，２４９
１，３０５
６５０
２，２５０
２，０００
４，２５０
６，１７４
５６，６５４

事業量

２３．０�
１２．０�
１棟
１式
６頭
６．０�
１台
２９．０�
１棟
６頭
２２．６�
１ヶ所
５棟
１式
１台
４棟
１０頭
１７頭
２０．０�

戸数
（戸）

２０
１７
１
７
６
７
７
７
７６
１
６
６３
１７
３
１０
１０
４
９
４２

（３１５）

事業種目

黒仁田みかん共同防除施設
柳 南 〃 〃
み か ん 貯 蔵 庫
集 乳 所
乳 牛 導 入
飼 料 畑 造 成
ト ラ ク タ ー
井崎みかん共同防除施設
み か ん 貯 蔵 庫
乳 牛 導 入
新田原みかん共同防除施設
肉 豚 し 尿 処 理 施 設
み か ん 貯 蔵 庫
集 乳 所
ト ラ ク タ ー
乳 牛 舎
乳 牛 導 入

〃
大辻みかん共同防除施設

実施年度

４２
〃
〃
４２
〃
４３
〃
４４
〃
〃
４３
４４
〃
４２
〃
〃
〃
４３
４４

項目
地区名

遠 竹

井 崎

小川原浦

農 場

長 里
計

地元負担金

７７，１１６
４５，８８３
１７，５００
１４０，４９９

補助金
（千円）

５３，１４６
３６，６４０
１７，５００
１０７，２８６

事業費
（千円）

１３０，２６２
８２，５２３
３５，０００
２４７，７８５

事業量

６６５．５�
４５８．０�
２０８．０�

戸数
（戸）

２３７
２１９
１２２
（５７８）

事業種目

長里農業構造改善センター

井崎農業構造改善センター
大峰西農業構造改善センター

実施年度

２～３
５
７

項目
地区名

長 里
井 崎
尾 ノ 上
計

小長井町農業構造改善実績（昭和４２年～４４年）

小長井町農業構造改善実績（平成２年～７年）

―４２６―
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事 業 内 容

３６年現在７２�、町一円集団地計画２５０�、実績２３０�達成
○共同育苗圃の設置、○果樹振興資金（３年据置５年払）の融
資借入利子補給

乳牛、４１年度（基準） ３２７頭（９７戸） ７４５トンを、
４６年（目標） ５５０頭（１００戸） １，０５２トンに

井
崎
酪
農
組
合

飼
料
畑

農
地
造
成

温州みかん４７年度（基準） ２５６� ３，４５０トンを
５６年度（目標）２９０� ８，１２０トンに

乳牛、４７年度（基準） ４４０頭（６０戸） １，２００トンを、
５２年（目標） ６００頭（４０戸） １，６８０トンに

繁殖牛４７年度 １４０頭（仔牛１００頭）を
５２年度 ３００頭（仔牛 ２１０頭）に

（昭和４９年度）果樹栽培省力化促進事業（うんしゅうみかん共同）

総面積２９．９２�のうち農用地 ７１３�を農業振興地域に設定、
みかん、畜産（豚、乳牛、肉牛）、馬れいしょ、養蚕団地の
形成をはかる。

選
果
場

北
高
み
か
ん

し
尿
処
理
施
設

小
川
原
浦
肉
豚

〃

柳
南
み
か
ん

〃

黒
仁
田
み
か
ん

〃

大
辻
み
か
ん

井
崎
み
か
ん
共

同
防
除
施
設

新
田
原
み
か
ん

共
同
防
除
施
設

集
乳
所

農
場
地
区

井
崎
地
区

指定の範囲

町 全 域

（４１年～４６年）
（広川良、清水）

〃（４２年～４４年）

〃

〃（４７年～５２年）

〃

〃

集落地、大きな林
地を除く町全域

指定
年度

３６

４１

４２

４４

４７

〃

４８

４７

名 称

長崎県果樹集団産地

第一次酪農近代化計画

第一次農業構造改善計画

果樹広域濃密生産団地

第二次酪農近代化計画

肉用牛生産振興計画

高能率生産団地計画

農業振興地域整備計画

農業振興地域内の土地利用計画
平成９年３月末現在 （単位：ha)

そ
の
他

５８１

０

５８１

０

混
牧
林
地
以
外

の
山
林
原
野

１，２６６

０

１，２６６

０

農
業
用

施
設
用
地

１０

１０

０

１０

混
牧
林
地

０

０

０

０

農 用 地

計

８３１

６２１

２１０

６２１

採
草
放

牧

地

０

０

０

０

農 地

計

８３１

６２１

２１０

６２１

樹園地

１７２

１２３

４９

１２３

畑

３４３

２３６

１０７

２３６

田

３１６

２６２

５４

２６２

総
面
積

２，６８８

６３１

２，０５７

６２８

農業振興地域

農用地区域

農振白地地域

上記農用地区
域の用途区分

現

況

計
画

平成１５年３月末現在 （単位：ha)

そ
の
他

５８２

０

５８２

０

混
牧
林
地
以
外

の
山
林
原
野

１，２６６

０

１，２６６

０

農
業
用

施
設
用
地

１０

１０

０

１０

混
牧
林
地

０

０

０

０

農 用 地

計

８３６

５７６

２６０

５７６

採
草
放

牧

地

０

０

０

０

農 地

計

８３６

５７６

２６０

５７６

樹園地

１７２

１２１

５１

１２１

畑

３４４

２０２

１４２

２０２

田

３２０

２５３

６７

２５３

総
面
積

２，６９４

５８６

２，１０８

５８６

農業振興地域

農用地区域

農振白地地域

上記農用地区
域の用途区分

現

況

計
画

各種地域指定に伴う事業実施状況調書

―４２７―
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備
計
画

こ
れ
ら
の
四
項
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
方
針
と
整
備
計
画
が
樹

立
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
つ
い
て
は
町
の
全
面
積
三
〇
・
九
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う

ち
海
岸
沿
い
の
大
集
落
地
区
と
ま
と
ま
っ
た
森
林
地
区
を
除
く
、
主
と
し

て
農
業
に
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
一
、
七
三
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
農

業
振
興
地
域
に
設
定
し
土
地
利
用
区
分
の
方
向
目
標
を
た
て
、
み
か
ん
、

養
蚕
、
ば
れ
い
し
ょ
、
米
、
乳
牛
、
豚
、
肉
牛
の
基
幹
作
目
を
拡
大
す
る

た
め
農
用
地
の
高
度
な
活
用
を
奨
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
二
に
つ
い
て
は
水
田
の
圃
場
整
備
、
幹
線
支
線
の
農
道
整
備
、
み
か

ん
園
内
道
の
整
備
、
採
草
放
牧
地
、
桑
園
の
造
成
を
行
う
、
又
養
豚
団
地

の
造
成
計
画
な
ど
で
あ
る
。

第
三
に
つ
い
て
は
地
区
毎
に
農
業
経
営
の
目
標
を
示
し「
み
か
ん
と
養

豚
」「
み
か
ん
と
水
稲
と
肉
牛
」「
乳
牛
と
ば
れ
い
し
ょ
」等
の
自
立
農
家
を

育
成
す
る
た
め
農
地
集
団
化
、畜
産
の
集
団
移
動
に
よ
る
団
地
形
成
を
図
る
。

小
規
模
の
兼
業
農
家
に
つ
い
て
は
、
請
負
作
業
な
ど
に
よ
る
協
同
化
を

す
す
め
委
託
経
営
に
移
行
さ
せ
る
。
離
農
す
れ
ば
農
地
移
譲
を
行
う
よ
う

農
地
流
動
化
促
進
対
策
事
業
を
推
進
す
る
。
こ
れ
に
は
経
営
規
模
拡
大
に

対
す
る
農
家
の
意
向
、
離
農
家
の
農
地
売
買
の
意
向
、
農
地
の
交
換
分
合

に
よ
る
集
団
化
計
画
の
意
向
を
十
分
調
査
し
、
合
理
的
な
農
地
の
流
動
化

を
促
進
す
る
た
め
、
農
業
委
員
会
及
び
農
地
適
正
化
移
動
斡
旋
協
議
会
を

主
幹
と
す
る
調
査
班
を
設
け
て
啓
蒙
促
進
を
は
か
る
。

第
四
に
つ
い
て
は
重
点
作
目
に
つ
い
て
近
代
化
施
設
の
拡
充
合
理
化
を

進
め
る
も
の
で
み
か
ん
の
園
内
道
、
貯
蔵
庫
、
選
果
場
、
養
豚
団
地
、
養

豚
し
尿
処
理
施
設
、
養
蚕
の
共
同
利
用
施
設
、
乳
牛
の
育
成
放
牧
場
、
飼

料
作
付
の
機
械
化
、
肉
牛
団
地
形
成
、
ば
れ
い
し
ょ
生
産
団
地
化
、
貯
蔵

施
設
な
ど
の
整
備
が
あ
る
。

�

県
新
農
政
推
進
特
別
対
策
事
業

農
業
構
造
改
善
事
業
に
次
ぐ
き
め
細
か
い
農
政
の
推
進
と
し
て
長
崎
県

の
単
独
事
業
が
、
昭
和
四
十
六
年
に
発
足
し
地
域
農
業
の
振
興
が
図
ら
れ

て
い
る
。本
町
で
も
み
か
ん
、肉
豚
、乳
牛
、肉
用
牛
、種
ば
れ
い
し
ょ
、ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
電
照
菊
を
地
域
の
重
点
作
目
と
し
て
毎
年
各
種
の
補
助
融
資

（
低
利
）事
業
を
申
請
し
実
施
し
て
お
り
そ
の
実
績
は
表
の
通
り
で
あ
る
。

５

作
物
別
収
穫
農
家
数
及
び
面
積

本
町
で
の
農
業
近
代
化
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
昭
和
三
十
五
年
と
、

平
成
十
二
年
現
在
を
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
り
比
較
す
れ
ば
作
付
け
さ
れ
て

い
る
作
物
面
積
と
農
家
戸
数
は
大
き
く
変
化
が
見
ら
れ
る
。
穀
物
類
が
減

少
し
、
温
州
み
か
ん
を
主
と
す
る
果
樹
と
、
乳
牛
肉
牛
の
飼
料
作
物
ま
た

養
蚕
の
桑
園
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
水
稲
は
我
が
国
の
食
糧
自

給
低
下
の
中
で
た
だ
一
つ
生
産
が
過
剰
で
あ
る
と
い
う
、
米
需
給
状
況
の

た
め
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
食
糧
管
理
上
の
政
策
と
し
て
生
産
調
整
に
よ

り
減
反
転
作
が
行
わ
れ
、
作
付
面
積
、
生
産
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
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地元負担

千円

１２，６９１

２，１５３

１２，４１５

１，６２０

４，７５９

１６，４８０

１３，６１８

３，８６２

７，３８０

８，１２４

２０，９１１

９，２５３

１０，８７２

２，９８０

補助率

１
２

１
３

１
２

１
３

１
３

０．６８

２
３

１
３

２
３

０．６

０．３８

０．４２

０．４７

１
３

事業費

千円

３１，７２６

４，０３６

３１，０３８

３，４７１

１０，１９７

１０３，０００

１１２，３３９

８，２７４

５６，９００

２０，３１０

３３，５９０

１６，０６５

２０，５３９

５，５８６

事業内容

醗酵施設木造平屋５６２．８�
堆肥積施設木造平屋２００�
堆肥積込機 １台
特装車 ２t １台
堆肥充填機 １台

格納庫 ３０．３� １棟
モア 台
ヘイベラー １台
ヘイメーカ １台

菊ＡＰハウス６，６５９� ９棟
冷蔵庫 ５� １機

アスパラハウス ２２棟
Ａ＝２，７４７．５�

馬鈴薯掘取機 ４台
〃 茎葉処理機 ３台

圃場整備 ４．７�
ボーリング（田代） １ヶ所

圃場整備（野田） ３．５�

みかん防除機 ２台
スピードスプレーヤー

圃場整備（上田中学）
２．６�

牛舎 ４棟

アスパラ連棟ハウス
Ａ＝１０，４１５�

アスパラガス
計量結束機 １台
コンプレッサー １台

みかん園内道 １０．３ha
舗装延長 ３，７４６�

米用コンバイン １台

受益者

３

３

３

６

４２

２０

１２

１７

４

８

北高
農協

３５

１０２

事業名

良質堆きゆう肥
供給促進モデル

集団営農育成対
策

共同栽培管理

地域農林業複合
化施設おがたま

農業生産施設

農業農村活性化
農業構造改善

農業生産流体制
高度化

地域農林業複合
化施設
おがたまみかん

農業経営育成生
産システム

肉用牛倍増施設
整備

地域農林業複合
化

農畜産物流通促
進

はつらつ快適園
芸産地育成

集落営農担い手

実施
年度

平成
３年

４年

５年

６年

７年

８年

８～
９年

９年

１０年

１１年

１２年

１３年

１４年

１５年

新農政事業実績一覧表（補助事業）
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（
農
業
セ
ン
サ
ス
）

項

年
度

面

積

（
ａ
）

調
整
数
量

（
ｔ
）

備

考

項

年
度

面

積

（
ア
ー
ル
）

調
整
数
量

（
ト
ン
）

備

考

昭
和
四
四
年

五
四
〇

一
六
・
九

集
団
転
作

昭
和
四
八
年

四
、
六
一
七

一
七
五
・
四

休
耕
転
作

昭
和
四
五
年

二
、
六
一
七

九
八
・
八

休
耕
転
作

昭
和
四
九
年

一
、
八
三
一

七
〇
・
六

〃

〃

昭
和
四
六
年

四
、
九
五
一

一
九
四
・
六

休
耕
転
作

昭
和
五
〇
年

一
、
四
五
七

五
六
・
五

転

作

昭
和
四
七
年

五
、
三
四
七

二
〇
四
・
六

〃

〃

作
物

年
度

工

芸

作

物

野

菜

花

木

苗

木

種

苗

飼

料

作

物

戸

数

面

積

戸

数

面

積

戸

数

面

積

戸

数

面

積

戸

数

面

積

昭
和
三
五
年

四
一
六

二
三
・
二

一
、一
二
七

七
〇
・
〇

二

－

二

〇
・
一

一
四
八

一
五
・
一

昭
和
五
〇
年

一
四
五

一
・
九

八
〇
八

一
八
・
九

一
二

一
・
三

四

一
・
三

六
四

七
七
・
三

平
成
十
二
年

三

－

六
九

一
一
・
〇

二

一
・
七

一

一
・
〇

一

〇
・
二

作
物

年
度

水

稲

麦

類

雑

こ

く

い

も

類

ま

め

類

戸

数

面

積

戸

数

面

積

戸

数

面

積

戸

数

面

積

戸

数

面

積

昭
和
三
五
年

九
四
〇

二
八
一
・
六

一
、〇
二
八

三
三
四
・
〇

－

三
・
二

一
、〇
八
九

二
八
八
・
〇

四
四
七

二
二
・
五

昭
和
五
〇
年

八
一
〇

二
五
三
・
七

二
六
〇

四
二
・
〇

－

一
・
六

六
五
〇

三
一
・
六

二
七
二

三
・
一

平
成
十
二
年

四
〇
一

一
四
三
・
三

四

一
・
五

二

〇
・
一

七
九

二
四
・
三

三
〇

三
・
五

作
物

年
度

か

ん

き

つ

他
の
果
樹
類

養

蚕

戸

数

面

積

戸

数

面

積

戸

数

面

積

収
繭
量

昭
和
三
五
年

一
〇
九

二
〇
・
八

四

一
・
九

二
九

一
・
九

二
、二
一
〇
�

昭
和
五
〇
年

六
八
〇

二
九
七
・
三

二
六

二
・
二

二
七

一
九
・
〇

七
、七
〇
〇

平
成
十
二
年

二
一
七

七
四
・
五

三

一
九
・
〇

－
－

－

作
物
別
収
穫
農
家
数
及
び
面
積
（
戸
、
�
）

水
稲
生
産
調
整
対
策
実
績
の
推
移
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（
平
成
十
二
年
農
業
セ
ン
サ
ス
・
人
（
％
））

区
別

年
度

専
業
農
家

一
種
兼
業

二
種
兼
業

計

全
戸
数
に
対

す
る
割
合

農
業
人
口

全
人
口
に
対

す
る
割
合

昭
和
二
五
年

五
一
四
戸（
四
八
・
八
）

三
九
七
戸（
三
七
・
七
）

一
四
二
戸（
一
八
・
五
）
一
、〇
五
三
戸（
一
〇
〇
）
七
五
・
七
％

六
、七
三
五
人

八
三
・
一
％

昭
和
三
五
年

四
二
八
戸（
三
七
・
九
）

三
九
九
戸（
三
五
・
四
）

三
〇
一
戸（
二
六
・
七
）
一
、一
二
八
戸（
一
〇
〇
）
七
四
・
九
％

六
、七
三
四
人

八
〇
・
二
％

昭
和
四
〇
年

三
一
〇
戸（
二
九
・
六
）

四
一
五
戸（
三
九
・
七
）

三
二
〇
戸（
三
〇
・
六
）
一
、〇
四
五
戸（
一
〇
〇
）
六
八
・
二
％

五
、九
四
八
人

七
三
・
八
％

昭
和
五
〇
年

九
七
戸（
九
・
九
）

二
四
一
戸（
二
五
・
四
）

六
四
六
戸（
六
五
・
六
）

九
八
四
戸（
一
〇
〇
）
五
七
・
六
％

四
、九
〇
四
人

六
二
・
七
％

平
成

二
年

七
六
戸（
一
〇
・
三
）

一
三
一
戸（
一
七
・
八
）

五
二
九
戸（
七
一
・
九
）

七
三
六
戸（
一
〇
〇
）
四
一
・
三
％

三
、三
三
七
人

四
八
・
二
％

平
成
十
二
年

六
六
戸（
一
〇
・
四
）

五
六
戸（
八
・
九
）

五
一
一
戸（
八
〇
・
七
）

六
三
三
戸（
一
〇
〇
）
三
四
・
〇
％

二
、七
三
四
人

四
一
・
〇
％

一
五
才
以
上
の

世
帯
員
数

自
家
農
業
だ

け
に
従
事
し

た
人

自
家
農
業
と

そ
の
他
の
仕

事
に
従
事
し

た
人

そ
の
他
の

仕
事
だ
け

に
従
事
し

た
人

仕
事
に

従
事
し

な
か
っ

た
人

男

七
九
五

二
六
五

四
二
六

三
九

六
五

女

八
四
八

三
一
九

二
四
九

一
一
三

一
六
七

計
一
、六
四
三

五
八
四

六
七
五

一
五
二

二
三
二

（
平
成
十
二
年
農
業
セ
ン
サ
ス
・
人
）

年
令
別

男

女

農
業
が
主
な
人

他
の
仕
事
が
主
な
人

農
業
が
主
な
人

他
の
仕
事
が
主
な
人

一
五
〜
二
四
才

二

五
九

一

一
四

二
五
〜
三
四

三

七
〇

二

四
五

三
五
〜
四
四

一
四

一
一
三

一
三

七
〇

四
五
〜
五
四

二
二

八
五

二
四

六
四

五
五
〜
六
四

五
二

六
一

七
四

五
〇

六
五
〜

一
六
六

四
四

一
五
〇

六
一

計

二
五
九（
二
〇
・
六
）
四
三
二（
三
四
・
三
）

二
六
四（
二
一
・
〇
）
三
〇
四（
二
四
・
一
）

果
樹
名

栽
培
面
積

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

栽
培
戸
数

〜
〇
・
一
�

〇
・
一
〜
〇
・
三

〇
・
三
〜
〇
・
五

〇
・
五
〜
一
・
〇

一
・
〇
〜
一
・
五

一
・
五
〜
二
・
〇

〜
二
・
〇

温
州
み
か
ん

二
七
四
・
〇

六
八
〇
戸

九
八

二
五
四

一
四
三

一
三
四

二
九

八

一
四

雑

柑

一
三
・
三

六
九

二
五

一
八

一
一

九

六

－
－

ぶ

ど

う

〇
・
四

三

二

一

－
－

－
－

－

か

き

〇
・
一

三

三

－
－

－
－

－
－

く

り

一
・
二

一
二

七

四

一

－
－

－
－

果
樹
栽
培
面
積
と
規
模
別
農
家
（
�
）

専
兼
業
別
農
家
数
及
び
農
家
人
口
の
推
移
（
％
）

（
農
業
セ
ン
サ
ス
）

農
家
の
就
業
状
態
別
世
帯
員
数
（
販
売
農
家
）

男
女
年
令
別
就
業
状
態
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農家戸数�

633戸�

販売額�
0円�
252戸�

0～15万円�
85戸�

15～100万円�
187戸�

100～�
300万円�
64戸�

300～700万円�
21戸�

700～1,500万円�
17戸�

1,500～3,000万円　3戸�
3,000～5,000万円　2戸�
5,000万円以上　2戸�

６

専
・
兼
業
別
農
家
数

農
家
数
は
戦
後
の
、
昭
和
二
十
五
年
頃
か
ら
最
近
ま
で
殆
ど
変
化
が
な

い
が
そ
の
形
態
は
専
業
農
家
に
お
い
て
、
昭
和
二
十
五
年
の
四
八
・
八
％

に
対
し
、
昭
和
五
十
年
に
は
九
・
九
％
と
激
減
し
、
逆
に
兼
業
農
家
が
九

〇
・
一
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
農
家
人
口
も
、
昭
和
三
十
五

年
頃
ま
で
総
人
口
の
八
十
％
ま
で
を
占
め
て
純
農
村
の
様
態
で
あ
っ
た
も

の
が
、
昭
和
四
十
年
頃
に
は
我
が
国
の
工
業
を
中
心
と
す
る
経
済
の
高
度

成
長
に
よ
る
他
産
業
へ
の
転
出
流
動
が
め
だ
ち
始
め
、
若
い
中
高
卒
者
の

集
団
就
職
や
青
壮
年
男
子
の
出
稼
ぎ
な
ど
が
急
増
し
た
。
そ
の
後
も
交
通

体
系
の
整
備
充
実
に
伴
い
通
勤
距
離
が
広
が
り
、
諫
早
市
周
辺
へ
の
各
種

の
就
業
が
定
着
化
し
、
ま
た
町
内
に
お
い
て
も
建
設
業
、
大
工
、
佐
官
、

農産物販売金額規模別 農家数

（平成１２年 農業センサス）

（
農
業
セ
ン
サ
ス
）

年
度

規
模

昭
和
二
五
年

昭
和
三
五
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
五
年

〇
・
三
未
満

二
五
二
戸

二
七
九
戸

二
四
六
戸

－

〇
・
三
〜
〇
・
五

二
四
二
戸

二
一
九
戸

一
八
七
戸

－

〇
・
五
〜
一
・
〇

四
二
九
戸

四
一
三
戸

二
八
九
戸

二
八
一
戸

一
・
〇
〜
一
・
五

一
一
八
戸

一
六
五
戸

一
四
四
戸

一
三
二
戸

一
・
五
〜
二
・
〇

一
〇
戸

四
六
戸

六
五
戸

六
〇
戸

二
・
〇
〜
三
・
〇

二
戸

六
戸

四
四
戸

二
七
戸

三
・
〇
以
上

－
－

九
戸

一
三
戸

計

一
、〇
五
三
戸

一
、一
二
八
戸

九
八
四
戸

九
二
二
戸

年
度

規
模

昭
和
六
〇
年

平
成
二
年

平
成
七
年

平
成
一
二
年

〇
・
三
未
満

－

一
五
八
戸

－

二
〇
四
戸

〇
・
三
〜
〇
・
五

－

一
五
一
戸

－

一
三
四
戸

〇
・
五
〜
一
・
〇

二
五
五
戸

二
五
七
戸

二
〇
四
戸

一
八
八
戸

一
・
〇
〜
一
・
五

一
三
七
戸

九
五
戸

六
四
戸

五
九
戸

一
・
五
〜
二
・
〇

五
三
戸

四
三
戸

三
七
戸

二
七
戸

二
・
〇
〜
三
・
〇

三
一
戸

二
四
戸

一
六
戸

一
四
戸

三
・
〇
以
上

一
〇
戸

八
戸

七
戸

七
戸

計

八
七
四
戸

七
三
六
戸

六
九
〇
戸

六
三
三
戸

経
営
耕
地
規
模
別
農
家
の
推
移
（
�
・
戸
）
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製
造
業
な
ど
の
進
展
に
よ
り
、
農
家
労
働
力
の
流
動
が
ひ
ど
く
兼
業
農
家

の
比
率
は
益
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
農
家
人
口
は
、
昭
和
三
十
五
年
の
六
、

七
三
四
人
か
ら
平
成
十
二
年
に
は
二
、七
三
四
人
と
減
少
し
て
い
る
。
農

業
者
の
就
業
状
態
に
つ
い
て
は
「
農
業
だ
け
に
従
事
し
た
人
」
で
は
女
が

男
よ
り
多
く
な
っ
て
お
り
、「
農
業
と
他
の
仕
事
に
従
事
し
た
人
」
で
は

男
が
女
の
倍
近
く
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
多
数
の
農
家
の
担
い
手
は
、
主
婦
が
主
体
と
な
り
、
男

は
他
の
仕
事
か
ら
現
金
収
入
を
得
て
家
計
に
入
れ
農
家
経
済
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
農
家
一
戸
当
た
り
の
経
営
面
積
は
殆
ど
増

加
の
傾
向
は
な
い
の
に
農
業
機
械
の
導
入
は
め
ざ
ま
し
く
、
農
作
業
運
搬

な
ど
の
省
力
能
率
化
が
図
ら
れ
て
お
り
他
の
仕
事
へ
の
就
業
多
様
化
の
一

助
と
な
っ
て
い
る
。

７

土
地
改
良
事
業
の
現
況

�

耕

地

水
田
は
、
昭
和
六
年
頃
既
に
二
七
五
町
歩
が
耕
作
さ

れ
て
お
り
、
以
来
開
田
の
事
例
が
殆
ど
無
と
さ
れ
て
い

る
。
本
町
の
慣
行
水
利
権
は
古
代
よ
り
き
び
し
い
条
件

下
で
確
立
さ
れ
て
き
た
た
め
に
容
易
に
開
田
が
許
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
昭
和
四
十
一
年
と
四
十
三
年
に
戦
後
未
利
用

の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
た
長
里
干
拓
地
の
一
部
が
町
に
移

管
さ
れ
た
の
で
長
里
土
地
改
良
区
を
設
立
し
て
、
耕
地
整
理
を
行
い
約
九

�
が
地
区
内
の
農
家
三
十
八
戸
に
整
備
配
分
を
受
け
た
。
古
く
か
ら
の
棚

田
は
殆
ど
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
ず
機
械
化
を
阻
ん
で
い
る
が
、
五
十
一
年

度
か
ら
「
せ
ま
ち
直
し
」
の
小
規
模
土
地
改
良
事
業
が
町
単
独
補
助
で
進

め
ら
れ
る
計
画
で
あ
る
。

畑
地
は
昭
和
六
年
頃
三
三
六
�
が
あ
り
甘
藷
、
雑
穀
、
桑
、
茶
が
主
作

物
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
頃
よ
り
主
と
し
て
柑
橘

の
増
殖
振
興
に
と
っ
て
町
営
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
開
墾
が
行
わ
れ
一
三
〇
余
�

が
増
反
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
一
戸
当
た
り
耕
地
面
積
は
、
昭
和
二
十
五
年

の
〇
・
五
三
�
か
ら
〇
・
八
四
�
に
増
加
し
て
い
る
。

地
区
面
積

二
一
・
五
二
�

工

期

昭
和
二
五
年
〜
二
八
年

造
成
面
積

一
七
・
七
五
�

事
業
費

二
四
、
五
五
八
千
円

し
か
し
堤
防
か
ら
の
漏
水
が
甚
だ
し
く
干
陸
が
困
難
な
状
態
が
続
い
た
。

対
策
と
し
て

昭
和
二
九
年
〜
三
〇
年

グ
ラ
ウ
ト
に
よ
る
提
体
の
補
強
工
事

四
、
七
〇
〇
千
円

昭
和
三
一
年

二
回
の
台
風
災
害

復
旧
費

一
七
、
二
九
九
千
円

昭
和
三
五
年
〜
四
〇
年

海
岸
保
全
事
業

四
〇
、
八
〇
四
千
円

完
了
年
月
日

昭
和
四
一
年
一
二
月
三
一
日

第
一
回
配
分

昭
和
四
一
年
五
月

面
積

一
、
八
八
�

戸
数

一
二
戸

第
二
回
配
分

昭
和
四
三
年
一
二
月

昭
和
四
三
年
一
二
月

面
積

六
、
七
八
�

面
積

一
、
三
〇
�

戸
数

二
六
戸

農
協
用
地

他
に
一
、
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
県
有
で
淡
水
養
殖
事
業
用
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

長
里
干
拓
（
県
営
補
助
干
拓
）
の
推
移
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�

農

道

農
業
経
営
の
近
代
化
の
た
め
、
町
道
、
農
道
の
新
設
改
良
舗
装
が
積
極

的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
農
道
の
路
線
数
は
一
九
一
線
余
総
延
長
八
十

五
�
に
及
ん
だ
が
、
未
整
備
の
道
路
も
多
く
舗
装
率
は
六
十
％
程
度
の
も

の
で
あ
る
。
現
在
町
単
独
補
助
事
業
で
改
良
舗
装
も
進
め
ら
れ
て
い
る
が

既
存
道
の
巾
員
は
二
〜
三
・
五
米
の
も
の
が
多
く
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
乗
り

入
れ
が
や
っ
と
で
あ
り
、
今
後
の
改
良
舗
装
事
業
が
待
た
れ
て
い
る
。
し

か
し
農
道
と
し
て
の
役
割
の
高
い
町
道
も
多
く
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
五
十
年
で
農
林
漁
業
資
金
借
り
入
れ
に
よ
る
共
同
施
行
で

二
十
四
路
線
延
長
二
三
、
〇
一
二
�
に
及
び
、
事
業
費
二
一
六
、
六
九
〇

千
円
を
投
じ
て
整
備
舗
装
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
よ
り
開
墾
並
み
に
農
道
工
事
推
進
を
は
か
る
た
め
町
に

お
い
て
ル
ド
ー
ザ
ー
を
購
入
し
農
業
機
械
化
対
策
事
業
を
特
別
会
計
に
組

み
、
個
人
の
み
か
ん
畑
開
墾
は
実
費
に
近
い
単
価
で
奨
励
し
、
農
道
は
一

�
当
り
百
円
で
町
単
独
補
助
工
事
と
し
て
農
道
新
設
、
改
良
を
推
進
し
た
。

昭
和
四
十
年
度
で
は
ほ
ぼ
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
の
で
、
特
別
会
計
農
業

機
械
化
予
算
を
閉
鎖
し
た
。

�

水

利

長
里
川
を
除
け
ば
他
の
河
川
は
流
程
短
小
で
水
量
も
乏
し
く
水
田
用
水

と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
古
く
か
ら
山
間
の
谷
間
を
利
用

し
て
大
小
の
用
水
溜
池
が
築
造
さ
れ
、
水
の
確
保
に
最
大
の
努
力
が
は
ら

名
称

川
内
名
山
神
谷

事
業
主
体

工

期

受
益
面
積

貯
水
量

備

考

田

原

田

原

名

諫
早
家

元

禄

時

代

（
一
、
六
八
八
）

六
〇
�

二
七
〇
、〇
〇
〇
ｔ

山

神

川
内
名
山
神
谷

農
場
耕
地

整
理
組
合

昭
和
二
年
着
工

昭
和
六
年
完
成

二
〇
�

三
七
〇
、〇
〇
〇
ｔ

昭
和
三
五
〜
三
七
年
度
に
改
修
、

防
水
グ
ラ
ウ
ト
ほ
か

平
成
五
〜
七
年
度
改
修
工
事

山
茶
花

遠
竹
名
山
茶
花

〃〃

昭
和
三
年
着
工

昭
和
六
年
完
成

二
〇
�

二
七
八
、〇
〇
〇
ｔ

昭
和
四
七
〜
四
九
年
改
修
に
よ

り
四
五
六
、
〇
〇
〇
�

黒
仁
田

遠
竹
名
大
谷

諫
早
家

一
七
〇
年
以
上
推
定

六
�

四
三
、八
〇
〇
ｔ

昭
和
四
三
〜
四
四
年
改
修
工
事

牧

牧
名
堤
の
上

〃

嘉

永

四

年

一
〇
�

六
〇
、〇
〇
〇
ｔ

平
成
十
三
〜
十
五
年
改
修
工
事

大
久
保

大
搦
名
二
股

〃

一
二
〇
年
以
上
推
定

五
�

一
五
、〇
〇
〇
ｔ

平
成
七
〜
八
年
改
修
工
事

田

代

大
峰
名
西
峰

〃

二
二
〇
年
以
上
推
定

四
�

四
、〇
〇
〇
ｔ

平
成
十
六
〜
十
八
年
改
修
工
事

用
水
溜
池
一
覧
（
受
益
面
積
五
�
以
上
の
も
の
）
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わ
れ
て
い
る
。
主
な
水
源
を
あ
げ
れ
ば
、
ま
ず
河
川
で
は
、
第
一
に
長
里

川
で
本
町
の
西
北
高
地
の
広
川
良
に
源
を
発
し
権
現
川
等
の
支
流
を
合
わ

せ
て
長
里
船
津
で
海
に
そ
そ
ぐ
本
町
第
一
の
河
川
で
流
程
広
川
良
よ
り
約

六
・
九
�
。
水
量
は
比
較
的
豊
富
で
川
内
名
字
荷
揚
よ
り
は
総
延
長
一

二
・
〇
�
の
大
久
保
井
手
に
多
量
（
〇
・
〇
八
ｔ
毎
秒
）
の
取
水
を
行
う

な
ど
長
里
地
区
水
田
一
一
〇
�
の
大
部
分
を
潤
る
お
し
て
い
る
。
次
い
で

船
津
川
は
源
を
田
原
溜
池
に
発
し
井
崎
船
津
に
注
ぐ
流
程
約
四
・
二
�
の

河
川
で
比
較
的
水
量
多
く
、
小
川
原
浦
上
川
口
井
手
、
井
崎
宮
ノ
本
井
手

な
ど
に
取
水
し
、
約
十
三
�
が
受
益
し
て
い
る
。
用
水
池
で
は
ま
ず
第
一

に
田
原
溜
池
で
遠
く
元
禄
時
代
に
築
か
れ
た
と
云
わ
れ
る
、
貯
水
面
積
十

三
�
余
り
灌

漑
受
益
地
は

間
接
的
な
も

の
ま
で
五
十

�
余
に
及
ぶ

も
の
ま
で
、

小
川
原
浦
、

新
田
原
、
牧

名
の
一
部
、

井
崎
へ
と
そ

の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
。

他
に
遠
竹
名

黒
仁
田
、
牧
、
大
久
保
、
田
代
な
ど
に
古
く
か
ら
溜
池
が
あ
り
新
し
く
は

昭
和
六
年
完
成
の
山
茶
花
、
山
ノ
神
の
二
大
溜
池
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の

溜
池
は
、
木
下
吉
之
丞
翁
に
よ
っ
て
、
大
正
四
年
九
月
起
工
の
田
原
地
区

原
野
二
〇
〇
�
余
り
の
開
拓
事
業
計
画
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業

に
よ
っ
て
約
二
〇
〇
�
が
水
田
と
し
て
開
墾
さ
れ
、
二
十
七
家
族
、
約
一

五
〇
名
の
農
民
が
入
植
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
小
さ
い
溜
池
は
十
五

余
ヶ
所
が
各
地
に
点
在
し
重
要
な
用
水
源
と
な
っ
て
い
る
。

水
田
用
水
の
水
利
は
前
述
の
水
源
を
利
用
し
、
殆
ど
井
手
を
単
位
と
し

た
慣
行
水
利
権
が
定
め
ら
れ
て
お
り
水
利
当
番
を
も
う
け
節
水
を
き
び
し

く
し
て
水
の
利
用
価
値
を
高
め
て
い
る
。
山
茶
花
溜
池
は
、
昭
和
四
十
六

年
か
ら
三
ヶ
年
計
画
で
県
営
事
業
と
し
て
一
億
二
六
〇
〇
万
円
を
投
じ
て

補
強
改
修
工
事
が
行
わ
れ
満
水
で
き
る
よ
う
に
な
り
貯
水
量
も
倍
加
さ
れ

下
部
水
田
が
直
接
間
接
的
に
広
範
囲
に
潤
っ
て
い
る
。
今
後
は
全
域
に
わ

た
り
水
利
用
を
高
め
る
た
め
各
地
区
の
井
手
用
水
路
の
改
良
整
備
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
一
部
に
は
積
極
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
又
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
Ｕ
字
溝
の
設
置
が
取
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。

８

農
業
者
年
金

長
い
間
、
全
国
の
農
業
者
が
熱
望
し
て
い
た
「
農
業
者
年
金
基
金
法
」

が
昭
和
四
十
五
年
五
月
十
三
日
、
第
六
十
三
回
特
別
国
会
で
成
立
し
た
。

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
一
月
一
日
に
発
足
し
た
。
発
足
と
同
時
に

河
川
名

流

程

井
手
数

水
路
延
長

受
益
水
田

面

積

長
里
川

六
・
九
�

八
本

一
五
、
五
〇
〇
�

四
〇
�

船
津
川

四
・
二
�

五
本

八
、
一
〇
〇
�

一
三
�

小
深
井
川

二
・
二
�

五
本

四
、
一
〇
〇
�

一
三
�

今
里
川

二
・
二
�

三
本

一
、
四
〇
〇
�

六
�

築
切
川

二
・
五
�

一
本

一
、
一
〇
〇
�

一
八
�

計

一
八
・
〇
�

二
二
本

三
〇
、
二
〇
〇
�

九
〇
�

河
川
別
水
利
状
況
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本
町
で
も
五
十
ａ
以
上
の
農
家
が
当
然
加
入
し
、
五
十
ａ
未
満
三
十
ａ
以

上
の
農
家
は
任
意
加
入
を
し
た
。
昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日
よ
り
年
金
の

支
給
が
開
始
さ
れ
、
農
業
後
継
者
に
経
営
を
移
譲
し
た
農
業
者
に
は
経
営

移
譲
年
金
、
後
継
者
の
い
な
い
農
業
者
に
は
農
業
者
老
齢
年
金
が
、
そ
れ

ぞ
れ
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
長
い
間
、
農
業
に
精
励
し
て
き

た
農
業
者
も
終
身
に
わ
た
り
農
業
者
年
金
が
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

農
業
者
年
金
の
業
務
を
行
う
機
関
と
し
て
「
農
業
者
年
金
基
金
」
が
創

設
さ
れ
、
そ
の
業
務
の
一
部
が
町
農
業
委
員
会
及
び
農
業
協
同
組
合
に
委

託
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
、「
農
業
者
年
金
基
金
」
は
組
織
形
態
が
、
こ

れ
ま
で
の
特
殊
法
人
か
ら
平
成
十
五
年
十
月
に
は
独
立
行
政
法
人
へ
と
変

更
さ
れ
た
。

し
か
し
、
近
年
の
農
業
構
造
の
変
化
、
年
金
財
政
の
悪
化
等
に
よ
り
、

年
金
制
度
は
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
と
な
っ
た
。
平
成
十
一
年
十
二
月
、

加
入
者
・
受
給
者
に
と
り
厳
し
い
内
容
と
な
っ
た
政
府
の
「
農
業
者
年
金

制
度
改
革
大
綱
（
案
）」
が
発
表
さ
れ
る
と
全
国
の
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、

受
給
者
協
議
会
組
織
の
農
業
三
団
体
は
組
織
を
あ
げ
て
食
料
・
農
業
・
農

業
基
本
法
の
下
で
の
政
策
年
金
と
し
て
再
構
築
・
継
続
す
る
こ
と
を
求
め

て
、
長
期
に
わ
た
り
精
力
的
な
要
請
活
動
を
重
ね
た
。
平
成
十
二
年
八
月

に
は
農
業
団
体
の
要
請
を
踏
ま
え
た
決
定
が
な
さ
れ
、
新
し
い
制
度
は
平

成
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
制
度
の
内
容
は
農
業
者
の
確

保
を
重
点
に
お
き
、
意
欲
の
あ
る
担
い
手
に
は
保
険
料
の
助
成
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
財
政
方
式
が
「
賦
課
方
式
」
か
ら
「
積
立
方

式
」
に
切
り
替
え
ら
れ
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
農
業
者
年
金
制
度
へ
改
革
が

行
わ
れ
た
。

平
成
十
六
年
十
月
現
在
の
加
入
者
は
二
十
一
名
、
受
給
者
は
一
五
五
名

と
な
っ
て
い
る
。

９

地
積
調
査
事
業

�

公
図
の
歴
史

公
図
の
そ
の
歴
史
は
古
く
、
大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
）
で
定
め
ら
れ

た
班
田
収
授
の
法
で
は
、『
田
図
』
と
い
う
地
図
が
作
ら
れ
た
と
あ
る
。

そ
の
後
、
秀
吉
が
『
太
閤
検
地
』（
一
五
八
五
〜
九
八
）
を
行
い
、
農

民
の
田
畑
を
一
筆
ご
と
に
測
っ
て
、
そ
の
広
さ
に
よ
り
石
高
な
ど
を
定
め

た
も
の
で
、
全
国
を
統
一
的
な
方
法
で
行
っ
た
日
本
で
最
初
の
土
地
調
査

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徳
川
吉
宗
の
享
保
検
地
の
際
に
は『
検
地
帳
』

が
作
成
さ
れ
、
土
地
の
所
在
・
等
級
・
面
積
・
所
持
者
が
一
筆
（
一
行
）

で
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
個
の
土
地
を
「
一
筆
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
に
は
い
る
と
、
近
代
的
国
家
の
財
政
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
、

安
定
し
た
地
租
徴
収
を
目
的
と
し
た
地
租
改
正
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
地
租
改
正
で
は
、
耕
地
、
市
街
地
、
山
林
、
原
野
に
お
い
て
、
石

高
で
は
な
く
地
価
を
基
準
と
し
て
、
物
納
で
な
く
金
納
に
よ
り
地
租
を
徴

収
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
土
地
の
所
有
権
を
認
め
、
所
有
者
に
は

納
税
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
地
租
改
正
法
令
が
施
行
さ
れ
、
地
押
調
査
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（
一
筆
地
調
査
、
面
積
調
査
、
図
面
作
成
）
と
地
価
調
査
が
全
国
的
に
行

わ
れ
た
。
当
時
、
小
長
井
町
で
も
こ
の
測
量
が
行
わ
れ
、
実
測
図
面
が
作

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
実
測
図
面
の
こ
と
を
字
図
（
又
は
字
限
図
）

と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
字
図
は
昔
の
尺
間
法
を
用
い
て
あ
り
、
縮
尺
が

一
二
〇
〇
分
の
一
の
図
面
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
字
図
に
は
所
有
者
の
区
別
な
く
付
番
さ
れ
て
い
て
、
里
道
、
水
路
、

堤
防
、
河
川
等
は
、
付
番
す
る
こ
と
な
く
、
利
用
状
況
に
応
じ
て
、
里
道

は
赤
色
、
水
路
は
青
色
と
い
っ
た
よ
う
に
色
が
塗
っ
て
あ
る
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
土
地
台
帳
制
度
が
施
行
さ

れ
、
こ
の
字
図
は
土
地
台
帳
付
属
地
図
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
五

（
一
九
五
〇
）
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
税
務
署
の
管
轄
と
さ
れ
て
い
た
土
地

台
帳
に
関
す
る
事
務
が
、
法
務
局
（
登
記
所
）
に
移
管
さ
れ
た
の
に
伴
っ

て
、
字
図
は
い
わ
ゆ
る
公
図
と
し
て
法
務
局
に
保
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。本

町
の
地
籍
調
査
事
業
は
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
に
着
手
し
て
、

昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
に
完
了
し
て
い
る
が
、
そ
の
地
籍
調
査
事

業
で
作
成
し
た
地
籍
図
が
公
図
と
な
る
前
ま
で
の
、
お
よ
そ
百
年
間
は
こ

の
字
図
が
公
図
と
し
て
永
く
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

�

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍
調
査

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
わ
が
国
の
再
建
を
進
め
る
に
は
、
国
土
の
実
態

を
正
確
に
把
握
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
六

（
一
九
五
一
）
年
六
月
に
国
土
調
査
法
が
施
行
さ
れ
た
。

当
初
は
市
町
村
等
の
要
望
に
よ
る
任
意
方
式
で
あ
っ
た
た
め
事
業
の
進

捗
が
思
わ
し
く
な
く
、
そ
の
後
、
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
に
国
土

調
査
法
の
一
部
を
改
正
し
て
事
業
促
進
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
進
捗
が

十
分
で
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
五
月
に
国

土
調
査
促
進
特
別
処
置
法
が
施
行
さ
れ
事
業
が
遂
行
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

地
籍
調
査
は
国
土
調
査
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
一
筆
ご
と
の
土
地
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
を
調
査
し
、
境
界
の

位
置
と
面
積
を
測
量
す
る
も
の
で
、『
地
籍
』
と
は
い
わ
ば
『
土
地
に
関

す
る
戸
籍
』
の
こ
と
で
あ
る
。

小
長
井
町
で
は
昭
和
五
十
年
度
（
一
九
七
五
）
に
地
籍
調
査
事
業
に
着

手
し
、
昭
和
六
十
一
年
度
（
一
九
八
六
）
に
完
了
し
て
い
る
が
、
こ
の
地

籍
測
量
図
は
明
治
の
地
租
改
正
の
と
き
作
成
さ
れ
た
図
面
と
比
べ
て
精
度

が
高
く
、
境
界
復
元
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

二
〇
〇
年
以
上
は
公
図
と
し
て
利
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

地
籍
調
査
事
業
は
つ
ぎ
の
手
順
で
行
っ
た
。

﹇
計
画
・
基
準
﹈

事
業
計
画
を
策
定
し
、
作
業
規
定
の
準
則
に
基
づ
き
、
作
業
規
定
を
作

成
す
る
な
ど
必
要
な
準
備
手
続
を
行
っ
た
。

﹇
基
準
点
測
量
﹈

計
画
・
準
備
と
平
行
し
て
国
土
地
理
院
の
基
本
三
角
点
（
一
等
〜
三
等

三
角
点
）を
基
礎
と
し
て
、
国
土
調
査
の
為
に
必
要
な
地
域
に
基
準
点（
四

等
三
角
点
）
を
設
置
し
た
。

﹇
一
筆
地
調
査
﹈
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一
筆
毎
の
土
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
、
地
番
、
地
目
及
び
筆
界
の
調
査

を
関
係
者
の
立
会
を
求
め
て
行
う
も
の
で
、
現
地
調
査
を
行
う
前
に
予
め

調
査
図
素
図
、
地
籍
調
査
票
等
を
作
成
し
て
お
き
、
筆
界
の
調
査
は
慣
習
、

筆
界
に
関
す
る
文
書
等
を
参
考
と
し
、
か
つ
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
こ
れ

ら
の
者
の
代
理
人
の
確
認
を
得
て
行
っ
た
。

﹇
地
籍
測
量
﹈

一
筆
地
調
査
と
平
行
し
て
、
四
等
三
角
点
等
を
基
礎
と
す
る
密
度
の
高

い
測
量
網
を
形
成
す
る
地
籍
図
根
三
角
点
、
地
籍
図
根
多
角
点
を
設
置
し
、

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
図
根
点
を
基
礎
と
し
て
、
一
筆
地
調
査
で
確
認
し
た
筆

界
点
の
測
量
を
行
っ
た
。
地
籍
測
量
に
お
け
る
地
点
の
位
置
は
、
平
面
直

角
座
標
系
に
よ
る
平
面
直
角
座
標
値
で
表
示
さ
れ
る
が
、
本
町
で
は
平
板

測
量
に
よ
る
図
解
法
で
実
施
し
た
。

﹇
地
積
測
定
﹈

こ
う
し
た
調
査
・
測
量
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
又
は
地
図
を
用
い

て
、
一
筆
毎
の
面
積
を
求
め
た
。

﹇
地
籍
図
、
地
籍
簿
の
作
成
、
成
果
の
認
証
﹈

地
籍
簿
案
を
作
成
し
、
地
籍
図
原
図
と
共
に
二
十
日
間
一
般
の
閲
覧
に

供
し
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
修
正
を
行
っ
た
上
で
、
地
籍
調
査
の
成
果

で
あ
る
地
籍
図
、
地
籍
簿
を
作
成
し
た
。
そ
の
成
果
は
知
事
の
承
認
を
得

て
認
証
さ
れ
た
。

﹇
登
記
所
へ
の
送
付
﹈

認
証
さ
れ
た
成
果
の
写
は
法
務
局
（
登
記
所
）
に
送
付
さ
れ
、
地
籍
図

は
従
来
の
公
図
（
字
図
）
に
変
わ
り
、
不
動
産
登
記
法
第
十
七
条
に
よ
る

地
図
と
し
て
備
え
付
け
ら
れ
、
地
籍
簿
の
成
果
は
登
記
簿
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。

以
上
が
地
籍
調
査
事
業
の
一
連
の
流
れ
で
あ
る
。

１０

農
業
共
済
事
業

�

農
業
共
済
事
業
の
目
的

農
業
ほ
ど
そ
の
生
産
過
程
に
お
い
て
、
自
然
力
の
支
配
を
受
け
る
こ
と

の
多
い
産
業
は
他
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
力
の
支
配
は
、

あ
る
場
合
に
は
災
害
と
な
り
、
農
家
に
損
失
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
が
、

特
に
わ
が
国
の
よ
う
な
特
殊
な
地
理
的
気
象
的
な
環
境
と
経
済
的
弾
力
性

に
と
ぼ
し
い
農
家
経
済
に
お
い
て
は
、
農
業
災
害
対
策
は
農
政
上
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
農
業
災
害
補
償
制
度
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
農
地
改

革
の
成
果
を
維
持
し
、
災
害
に
因
る
農
家
の
転
落
を
防
止
し
農
業
経
営
の

安
定
と
農
業
生
産
力
の
維
持
発
展
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
、
戦
前
よ
り
の

農
業
保
険
制
度
を
廃
止
統
合
し
て
、
再
発
足
し
た
者
で
あ
る
。

�

農
業
共
済
組
合
の
設
立

野
中
房
太
郎
他
十
七
名
が
発
起
人
と
な
り
、
目
ろ
み
書
を
作
り
、
設
立

準
備
会
を
招
集
、
中
村
徳
一
外
十
七
名
を
も
っ
て
定
款
案
を
作
成
し
、
昭

和
二
十
三
年
三
月
三
日
創
立
総
会
を
開
き
定
款
を
決
定
後
初
の
役
員
選
挙

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

組
合
長

古
賀

徳
郎

―４３８―

第五章 町 行 政



平成.12�
農業粗生産額�
15億9,000万円�
（100％）�

畜�耕�

種�
（56.0）�

産�
（44.0）�

養豚�
（21.4）�

乳用牛�
（6.9）�

肉用牛�
（7.5）�

ブロイラー�
（8.2）�果実�

（11.3）�

米�
（11.3）�

野菜�
（12.0）�

その他�
（14.5）�

花き�
（3.1）�

いも類�
（3.8）�

理

事

森

鼎

理
事

原
田

泰

監
事

吉
川

敏
隆

〃

鏡

初
孝

〃

池
田

菊
太

〃

土
井

貞
男

〃

鶴
田

七
郎

〃

富
永

勇
三

〃

糸
山

敬
治

昭
和
二
十
三
年
四
月
六
日

設
立
認
可
登
録
完
了

昭
和
二
十
三
年
四
月
十
七
日

業
務
開
始

昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日

農
業
災
害
補
償
法
第
八
十
五
条
の
四
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
共
済
組
合
の
町
移
譲
の
た
め
解
散
。

昭
和
四
十
年
四
月
一
日

小
長
井
町
役
場
農
業
共
済
事
業
と
な
る
。

昭
和
五
十
一
年
四
月
現
在
、
農
業
共
済
事
業
は
農
作
物
共
済
、
蚕
繭
共
済
、

家
畜
共
済
、
果
樹
共
済
で
あ
る
。

�

事
業
の
概
要

特
に
昭
和
四
十
二
年
夏
に
は
未
曾
有
の
大
干
ば
つ
と
な
り
町
民
こ
ぞ
っ

て
の
応
急
対
策
も
あ
っ
た
が
、
尚
大
災
害
と
な
り
多
額
の
共
済
金
が
支
払

わ
れ
た
。

二
、
畜

産

業

主
穀
農
業
主
体
で
あ
っ
た
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
耕
耘
機
、
テ
ー
ラ
ー
、

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
農
業
機
械
が
少
な
く
田
畑
の
耕
起
や
運
搬
作
業
は
主
に

「
和
牛
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
当
時
ま
で
は
畜
産
と
云
う
よ

り
も
農
耕
用
の
和
牛
（
役
肉
牛
）
が
農
家
一
戸
に
一
頭
は
必
要
と
さ
れ
て

お
り
他
に
山
羊
、
兎
、
鶏
な
ど
の
中
小
家
畜
が
各
戸
に
少
し
づ
つ
飼
育
さ

れ
「
乳
・
肉
・
卵
」
と
し
て
自
給
化
さ
れ
て
い
た
。
一
部
に
よ
う
や
く
自

給
飼
料
養
豚
が
試
み
ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
文
字
ど
お
り
家
畜
と
呼
ば
れ
て
い

た
訳
で
あ
る
。
役
肉
牛
は
家
畜
商
に
よ
っ
て
取
り
引
き
さ
れ
、
馬
屋
入
替

が
ひ
ん
ぱ
ん
に
お
こ
な
わ
れ
農
家
は
使
役
に
使
用
す
る
か
た
わ
ら
年
一
頭

の
仔
牛
の
生
産
と
そ
の
販
売
収
入
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

農業粗生産額部門別構成比（％）

（平成１２年 農林水産統計）

―４３９―

第二節 産業・経済



昭
和
三
十
年
年
代
に
入
っ
て
国
民
生
産
向
上
に
伴
う
畜
産
物
の
消
費
が

高
ま
っ
て
き
た
の
を
機
に
、
農
林
省
な
ど
の
奨
励
も
あ
っ
て
本
町
で
も
農

山
漁
村
振
興
計
画
に
家
畜
の
増
殖
奨
励
を
お
り
込
み
大
家
畜
で
あ
る
乳
牛

の
導
入
、
肉
用
牛
の
改
良
増
殖
、
養
豚
な
ど
有
畜
産
農
業
を
普
及
奨
励
し

て
き
た
。
か
く
し
て
経
営
耕
地
の
少
な
い
本
町
の
農
家
で
は
畜
産
に
よ
る

収
入
増
を
期
待
し
て
漸
次
増
殖
さ
れ

て
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
に
お

い
て
も
町
、
農
協
の
関
係
機
関
は
畜

産
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
各
種
の
振
興

対
策
を
講
じ
続
け
て
き
た
が
列
記
す

れ
ば
、
昭
和
四
十
一
年
に
第
一
次
酪

農
近
代
化
計
画
の
推
進
を
始
め
、
昭

和
四
十
六
年
長
崎
県
地
域
指
標
に
よ

る
肉
豚
生
産
団
地
化
、
昭
和
四
十
七

年
の
肉
用
牛
振
興
地
域
指
定
な
ど
が

あ
り
、
農
家
の
畜
産
に
対
す
る
意
欲

と
相
ま
っ
て
畜
産
の
伸
張
が
め
ざ
ま

し
く
、
農
家
経
済
に
お
お
き
な
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１

肉

用

牛

昭
和
四
十
年
初
め
頃
ま
で
は
牛
肉

の
消
費
も
現
在
ほ
ど
な
く
、
仔
牛
の
価
格
も
変
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
の

で
仔
牛
の
生
産
も
低
調
で
、
一
時
は
繁
殖
用
め
す
牛
が
町
内
で
一
〇
〇
頭

を
割
る
ま
で
減
少
し
た
。
四
十
年
代
中
頃
よ
り
牛
肉
の
高
騰
に
乗
っ
て
、

飼
育
牛
の
多
頭
化
が
急
増
し
乳
用
牡
牛
の
飼
育
も
含
め
て
肉
牛
ブ
ー
ム
を

呼
ん
だ
。

畜
産
の
飼
養
戸
数
及
び
頭
数
（
戸
・
頭
羽
・
ｔ
）

年

度

乳

牛

肉

用

牛

鶏
（
卵
）

戸
数

頭
数

生
産
量

戸
数

頭
数

う
ち
生
産
牛

戸
数

羽

数

う
ち
成
鶏

昭
和
三
五
年

七
〇

二
一
二

四
三
〇

五
八
三

六
六
〇

五
三
〇

七
七
一

二
、
八
三
一

－

昭
和
五
〇
年

三
三

四
三
八

九
七
一

二
〇
九

六
九
八

一
二
七

二
六

一
三
、
四
〇
〇

三
、
六
九
六

平
成
十
二
年

七

一
九
一

六
五

五
五
六

二
八
九

－
－

－

年

度

豚

ブ
ロ
イ
ラ
ー

戸
数

頭

数

う
ち
子
豚

め
す
豚

肉
豚
生
産
量

戸
数

出
荷
数

昭
和
三
五
年

二
五
八

三
八
三

－

五
八
九

－

昭
和
五
〇
年

一
〇
二

九
、
七
〇
九

四
八
〇

一
七
、
八
〇
〇

三

一
六
一
、
一
〇
〇

平
成
十
二
年

六

－
－

一

－

（
農
業
セ
ン
サ
ス
）

戦
後
の
家
畜
頭
数
（
二
五
・
二
・
一
）

名

稱

乳
牛

役
肉
牛

馬

豚

山
羊

緬
羊

兎

あ
ひ
る

鶏

飼
育
者
数

三

六
六
九

七

四
八

一
〇
〇

五

二
五
八

－

七
八
一

飼
育
頭
数

七

七
四
一

七

五
九

一
一
六

八

三
八
五

六
六

二
、
七
八
六
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又
飼
育
牛
は
購
入
飼
料
で
飼
う
よ
う
な
経
営
技
術
と
な
り
、
昔
の
飼
育

法
と
は
一
変
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
仔
牛
の
導
入
も
容
易
で
な
い
た

め
繁
殖
牛
も
増
加
し
つ
つ
あ
り
飼
料
作
物
の
作
付
を
増
し
て
優
良
な
仔
牛

の
生
産
を
基
盤
と
し
て
肉
用
牛
の
生
産
性
の
向
上
に
努
力
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

２

乳

牛

昭
和
三
十
年
代
初
め
よ
り
漸
次
導
入
増
殖
さ
れ
一
時
は
町
全
域
に
飼
育

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
飼
料
畑
の
多
い
立
地
条
件
の
良
い
地
区
に
酪
農
経
営

が
定
着
し
現
在
は
清
水
、広
川
良
の
一
部
に
集
団
化
し
、
一
戸
当
た
り
十

頭
以
上
の
搾
乳
牛
を
持
ち
安
定
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

３

養

豚

昭
和
三
十
年
代
ま
で
の
自
給
飼
料
養
豚
か
ら
四
十
年
代
は
輸
入
品
で
あ

る
購
入
配
合
飼
料
主
体
の
養
豚
経
営
に
変
わ
り
省
力
化
、
多
頭
化
が
容
易

と
な
る
と
と
も
に
肉
需
要
の
順
調
な
伸
び
に
乗
じ
て
年
々
多
頭
経
営
が
増

え
て
き
た
。
豚
は
生
ま
れ
て
か
ら
販
売
す
る
ま
で
の
飼
育
期
間
が
短
く
、

子
豚
の
生
産
も
頭
数
が
多
く
資
金
の
回
転
も
早
い
な
ど
、
又
鉄
骨
ス
レ
ー

ト
に
よ
る
近
代
的
豚
舎
も
普
遍
化
し
て
企
業
的
要
素
が
高
く
専
業
的
農
家

も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
状
態
で
あ
る
。
始
め
は
集
落
内
に
多
く
飼
育
さ
れ
て

い
た
が
規
模
拡
大
に
伴
い
農
場
、
広
川
良
地
区
な
ど
の
用
地
に
恵
ま
れ
た

と
こ
ろ
に
伸
び
て
お
り
、
本
町
の
農
産
物
粗
生
産
額
の
二
十
一
％
を
占
め

て
い
る
。
豚
の
品
種
も
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
種
に
始
ま
っ
た
が
そ
の
後
産
肉
能

力
の
高
い
、
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
そ
れ
か
ら
ハ
ン
プ
シ
ャ
種
の
Ｈ
種
、
そ
し
て

現
在
は
雑
種
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
多
頭
飼
育
の
豚
舎
に
お
い

て
は
、
大
量
に
排
泄
さ
れ
る
糞
尿
処
理
が
容
易
で
な
く
、
養
豚
経
営
の
、

ネ�

ッ�

ク�

と
な
っ
て
い
る
。

浄
化
槽
が
完
全
な
の
は
農
場
の
一
団
地
の
み
で
、
そ
の
ほ
か
耕
地
還
元

が
六
十
％
で
他
は
耕
地
や
山
林
へ
の
た
れ
流
し
で
あ
り
、
地
下
水
の
汚
染

悪
臭
に
よ
る
公
害
な
ど
潜
在
的
苦
情
が
か
な
り
出
て
来
て
い
る
。
こ
の

ま
ゝ
で
は
社
会
問
題
と
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
今
後
根
本
的
な
対
策
処
置

を
早
急
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

国
は
、
平
成
十
一
年
十
一
月
に
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化
及
び

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
を
施
行
し
、
平
成
十
六
年
十
一
月
ま
で
に
整

備
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
牛
、
馬
一
〇
頭
以
上
、
豚
一
〇
〇
頭

以
上
、
鶏
二
、
〇
〇
〇
羽
以
上
の
畜
産
農
家
に
対
し
て
素
堀
、
野
積
が
禁

止
さ
れ
た
。

三
、
林

業

町
の
森
林
総
面
積
は
、
平
成
十
二
年
現
在
一
、
四
五
〇
�
で
、
町
の
総

面
積
の
四
十
七
％
を
占
め
て
お
り
、
森
林
の
所
有
形
態
で
は
、
公
有
林
が

一
四
・
八
八
％
、
私
有
林
八
五
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
ひ
の
き
を
主
と

す
る
人
工
林
の
管
理
・
育
成
は
、
ほ
と
ん
ど
が
森
林
組
合
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
性
能
林
業
機
械
を
使
っ
て
の
間
伐
材
の
搬
出
も
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森林面積（平成１３年度） （単位：�）

その他

８２

６２

１８

１

０

１

（資料：林務水産課）

人工林面積の推移 （単位：�）

１３年

６１０

２７４

（資料：林務水産課）

竹 林

２８

２８

０

０

０

０

８年

６１０

２８４

天 然 林
広葉樹

４４３

４２８

１０

５

０

０

針葉樹

１３

４

６

３

０

０

平成２年

６１５

２８６

人 工 林
広葉樹

２６

２４

１

１

０

０

６０年

６２６

３２２

針葉樹

８５８

５８６

１２０

６９

２４

５９

総 面 積

１００．０％

７８．１

１０．７

５．４

１．７

４．１

５５年

７０８

２８０

１，４５０

１，１３２

１５５

７９

２４

６０

昭和５０年

６９３

２８０

区 分

総 数

個 人 有 林

町 有 林

分 収 林

公団造林

県行造林

民 有 林

公 有 林

公
有
林

保
有
山
林
面
積
（
単
位
：
�
）

区
分

山

林

人
工
林

天
然
林

竹
林

そ
の
他

総
面
積

針
葉
樹

広
葉
樹

針
葉
樹

広
葉
樹

総
数

一
、
五
二
四
・
一

九
二
八
・
〇

－

七
〇
・
四

五
〇
八
・
六

四
・
〇

一
三
・
一

公
有

三
一
四
・
二

三
〇
六
・
五

－

一
・
二

〇
・
九

－

五
・
六

民
有

一
、
二
〇
九
・
九

六
二
一
・
五

－

六
九
・
二

五
〇
七
・
七

四
・
〇

七
・
五

（
森
林
簿
参
照

昭
和
五
十
一
年
三
月
調
）

人
工
造
林
の
推
移
（
単
位
：
�
）

年
次

総
面
積

う

ち

公
有
林

民
有
林

昭
和
二
五
年

一
二
・
六

－

一
二
・
六

昭
和
四
〇
年

五
四
九
・
〇

二
〇
二
・
〇

三
四
七
・
〇

昭
和
四
六
年

七
八
三
・
〇

二
六
七
・
〇

五
一
六
・
〇

昭
和
五
〇
年

九
七
三
・
〇

二
八
〇
・
〇

六
九
三
・
〇

昭
和
五
五
年

九
八
八
・
〇

二
八
〇
・
〇

七
〇
八
・
〇

昭
和
六
〇
年

九
四
八
・
〇

三
二
二
・
〇

六
二
六
・
〇

平
成

二
年

九
〇
一
・
〇

二
八
六
・
〇

六
一
五
・
〇

平
成

八
年

八
九
四
・
〇

二
八
四
・
〇

六
一
〇
・
〇

平
成
一
三
年

八
八
四
・
〇

二
七
四
・
〇

六
一
〇
・
〇

民
有
林
の
保
有
状
態
（
単
位
：
�
）

一
戸
当
り
規
模

一
〜
三

三
〜
五

五
〜
一
〇

一
〇
〜
二
〇

二
〇
〜
三
〇

三
〇
〜
五
〇

五
〇
〜
一
〇
〇

計

戸

数

一
一
八
戸

一
六
戸

八
戸

六
戸

二
戸

二
戸

一
戸

一
五
三
戸

（
平
成
十
二
年

農
林
セ
ン
サ
ス
）
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林
道
の
現
況

路
線
名

位
置
（
起
点
・
終
点
）

設
置
年
度

利
用
面
積
�

幅
員
�

延
長
�

備

考

鳥

越

川
内
名
楓
ノ
木
六
二
八

古
場
名
白
滝
二
四
二－

二

昭
和
二
八
〜
三
四
年

一
八
五

三
・
五

三
、
二
一
九

小
長
井
村

（
県
補
助
三
〇
〜
一
五
％
）

（
国
〃
五
〇
〜
四
〇
％
）

山

の

神

古
場
名
平
新
田
三
〇
八

古
場
名
平
新
田
三
一
一

昭
和
三
七
〜
四
〇
年

平
成
三
年

八
一

三
・
六

一
、
六
三
五

小
長
井
村

（
県
補
助
三
〇
％
）

山
の
神
谷

古
場
名
山
神
谷
三
五
六－

三
二

古
場
名
山
神
谷
三
六
五－

三

昭
和
三
七
年

三
六

三
・
六

八
四
三

小
長
井
村

（
村
単
）

土

溜

古
場
名
広
川
良
三
五
七－
五
〇

高
来
町
黒
新
田
雨
堤
三
九
四－
一
三

昭
和
四
二
年

五
三

四
・
〇

一
、
八
〇
〇

小
長
井
町

（
町
単
）

上

床

田
原
名
折
尾
平
一
、
三
九
〇

田
原
名
上
床
一
、
二
九
〇

昭
和
四
九
年

二
〇

四
・
〇

一
、
〇
七
一

小
長
井
町

（
県
補
助
五
〇
％
）

前

平

遠
竹
名
前
平
一
、
五
三
六

遠
竹
名
長
谷
一
、
四
六
七

昭
和
五
〇
年

一
〇

四
・
〇

一
、
〇
二
〇

小
長
井
町

（
県
補
助
五
〇
％
）

多
良
岳
横
断

古
場
名
広
川
良
三
五
七－

二
五
六

遠
竹
名
山
茶
花
二
八
七
四

昭
和
五
七
〜平

成
二
年

二
〇
二

五
・
〇

二
、
〇
一
五

長
崎
県

（
国
補
助
六
五
％
）

荷

揚

川
内
名
荷
揚
一
二
二
四

川
内
名
荷
揚
一
二
六
九

昭
和
五
二
年

三
〇

三
・
〇

一
、
一
六
五

小
長
井
町

（
県
補
助
五
〇
％
）

黒

新

田

田
原
名
小
次
郎
川
八
五
六－

一

遠
竹
名
大
谷
二
四
五
七－

三

昭
和
六
〇
〜
六
一
年

五
八

四
・
〇

二
、
一
六
八

小
長
井
町

（
国
五
〇
％
、県
一
六
％
補
助
）
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試
み
ら
れ
て
い
る
。

町
有
林
内
は
、
作
業
路
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
。
林
道
は
七
路
線
あ
り
、

そ
の
う
ち
広
域
林
道
の
多
良
岳
横
断
線
は
林
産
物
の
搬
出
や
森
林
管
理
の

ほ
か
、
地
域
振
興
や
観
光
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
。
平
成
十
一
年
度
に
は
、

林
道
級
の
作
業
道
が
開
設
し
、
林
産
道
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
地
球
環
境
問
題
で
森
林
機
能
の
役
割
が
評
価
さ
れ
る
な
か
、
本
町
の

林
業
も
大
き
く
変
化
し
て
行
く
過
程
に
あ
り
、
そ
の
た
め
、
担
い
手
の
育

成
に
努
め
な
が
ら
、
多
様
な
森
林
資
源
の
活
用
を
考
え
る
必
要
に
迫
ら
れ

て
る
。
今
後
、「
水
土
保
全
」「
森
林
と
人
の
共
生
」「
資
源
循
環
利
用
」

を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
水

産

業

有
明
海
は
か
つ
て
「
宝
の
海
」
と
呼
ば
れ
、
ア
サ
リ
や
タ
イ
ラ
ギ
、
魚

の
宝
庫
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
有
明
海
の
環
境
に
対
す
る
負
荷
の

増
大
か
ら
、
漁
獲
高
は
急
速
に
落
ち
込
み
を
み
せ
て
い
る
。
町
特
産
の
タ

イ
ラ
ギ
は
、
平
成
五
年
以
降
は
ほ
と
ん
ど
収
穫
で
き
な
く
な
っ
て
い
て
、

さ
ら
に
平
成
十
二
年
の
赤
潮
の
発
生
は
養
殖
ア
サ
リ
に
多
大
な
被
害
を
及

ぼ
し
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
漁
家
経
営
安
定
の
た
め
に
、
つ
く
り
、
育
て
る
栽

培
漁
業
へ
の
転
換
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
養
殖
さ
れ
る
「
小
長

井
あ
さ
り
」
は
、
砂
を
か
ん
で
い
な
い
、
味
が
濃
く
、
身
が
柔
ら
か
い
と

い
っ
た
特
徴
か
ら
人
気
も
高
く
、
ブ
ラ
ン
ド
品
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
、

合 計

９７戸

（資料：漁業センサス）

漁船使用（動力船・トン）
５～１０トン

２戸

３～５トン

３３戸

１～３トン

４戸

１トン未満

２２戸

漁船非使用

３６戸

漁 船 隻 数
動 力 船

３トン以上
…
７
…
１１
１５
４５
５８
５９
６８
３５

１～３トン
…
１０
…
３７
５３
１０
１
１１
１
６

１トン未満
…
－
…
－
２
１
－
１
－
－

船外機付

…
－
…
－
５１
６９
７３
７８
８６
７１

無動力

…
２
…
１４
１６
７
６
２
１
１

総数

…
１９
…
６２
１３７
１３２
１３８
１５１
１５６
１１３

漁 家 数

漁業従

９
７
６
１６
２６
１８
２７
２１
３１
５０

漁業主

１１
９
１０
２２
３０
２３
４０
５５
５０
３４

専業

６
６
８
７
２２
３５
１９
１９
１７
１３

総数

２６
２２
２４
４５
７６
７６
８６
９５
９８
９７

昭和２９年
３８
４１
４３
４８
５３
５８
６３

平成５年
１０

漁家数、漁船数の推移

（資料：漁業センサス）

漁業経営階層別経営体数
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イ
カ
ダ
式
に
よ
る
カ
キ
養
殖
に
も

取
り
組
み
始
め
、
品
質
の
良
さ
が

証
明
さ
れ
て
い
る
。

販
売
ル
ー
ト
は
、
従
来
の
生
協

や
貝
の
卸
業
者
が
主
で
あ
る
が
、

平
成
九
年
に
は
町
内
に
直
売
所
が

つ
く
ら
れ
、
平
成
十
二
年
に
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
販
売
が
開
始

さ
れ
る
な
ど
徐
々
に
多
様
化
し
始

め
て
い
る
。
ま
た
、
水
産
庁
の
補

助
事
業
を
使
っ
た
水
産
試
験
場
で

の
ア
サ
リ
や
カ
キ
の
冷
凍
試
験
な

ど
も
実
施
さ
れ
、
価
格
の
高
い
時

期
に
出
荷
す
る
な
ど
の
対
策
も
考

え
ら
れ
て
い
る
。

○
諫
早
湾
干
拓
事
業

諫
早
湾
干
拓
事
業
は
、
昭
和
二

十
七
年
（
一
九
五
二
）、「
長
崎
大

干
拓
構
想
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
か
ら
お
よ

そ
五
十
三
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。

戦
後
の
食
糧
難
を
背
景
に
、
食

糧
増
産
の
た
め
に
農
地
を
確
保
す
る
と
い
う
の
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
当

時
、
諫
早
湾
周
辺
沿
岸
で
は
ノ
リ
養
殖
が
発
展
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
漁

業
者
に
は
死
活
問
題
で
あ
り
、
干
拓
事
業
に
強
硬
に
反
対
し
て
い
た
。

昭
和
四
十
年
度
（
一
九
六
五
）
に
な
っ
て
事
業
着
手
が
認
め
ら
れ
、
予

算
に
五
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

ま
で
毎
年
十
億
円
の
予
算
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
国
が
水
田
開
発
の

抑
制
に
方
向
転
換
し
た
こ
と
も
あ
り
、
翌
年
の
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七

〇
）
に
長
崎
大
干
拓
事
業
は
多
目
的
干
拓
に
転
換
さ
れ
た
。

名
称
も
「
長
崎
南
部
地
域
総
合
開
発
」
と
変
更
し
て
、
農
地
造
成
（
水

田
計
画
を
畑
と
酪
農
地
に
転
換
）
及
び
工
業
用
地
を
造
成
し
、
ま
た
、
淡

水
湖
を
造
成
し
て
、
都
市
用
水
と
農
業
用
水
を
確
保
す
る
と
い
う
も
の
で
、

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
事
業
費
五
十
億
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、

漁
業
補
償
問
題
で
農
林
省
と
漁
民
と
の
間
で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、「
長

崎
南
部
地
域
総
合
開
発
事
業
」
は
「
休
止
」
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
、
国
家
予
算
に
よ
り
事
業
の
着
工
が

本
決
ま
り
と
な
っ
た
が
、
佐
賀
・
熊
本
・
福
岡
の
三
県
漁
連
か
ら
、「
有

明
海
の
宝
庫
・
諫
早
湾
が
消
え
る
」
と
し
て
南
総
反
対
の
声
明
が
発
表
さ

れ
た
。

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
長
崎
県
は
諫
早
湾
内
の
十
二
漁
協
に
、

公
有
水
面
埋
立
法
に
基
づ
く
漁
協
総
会
を
開
く
こ
と
を
要
請
し
た
。
漁
業

権
放
棄
に
は
組
合
員
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
必
要
と
し
、
こ
れ
を
条

件
と
し
て
埋
立
に
対
す
る
同
意
を
求
め
、
最
終
的
に
は
十
二
漁
協
か
ら
埋

立
に
対
す
る
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

漁協直売所養殖ガキ
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し
か
し
、
そ
の
後
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
は
南
総
計
画
が

打
ち
切
ら
れ
、
規
模
を
縮
小
し
た
う
え
で
、
諫
早
湾
岸
の
洪
水
高
潮
対
策

と
し
て
の
防
災
事
業
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。

事
業
目
的
が
畑
地
造
成
と
防
災
対
策
に
変
更
さ
れ
、
締
切
り
面
積
も
縮

小
し
て
三
九
〇
〇
�
と
さ
れ
た
が
、
佐
賀
、
福
岡
、
熊
本
の
三
県
漁
連
の

反
対
に
よ
り
三
五
五
〇
�
と
な
っ
た
。

計
画
変
更
と
さ
れ
た
「
諫
早
湾
干
拓
事
業
」
は
昭
和
六
十
一
年
（
一
九

八
六
）
に
着
手
さ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
三
月
に
は
諫
早
湾

内
の
各
漁
協
か
ら
、
諫
早
湾
干
拓
に
か
か
る
公
有
水
面
埋
立
に
対
す
る
同

意
の
決
議
を
得
て
、
長
崎
県
は
、
農
水
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
公
有
水
面
埋

立
出
願
に
対
し
て
免
許
を
与
え
、
翌
年
の
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
十
一

月
に
、
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

当
初
は
、
本
町
の
兎
島
か
ら
南
高
瑞
穂
町
の
西
郷
を
結
ぶ
広
大
な
計
画

で
あ
っ
た
が
、
規
模
が
三
分
の
一
に
縮
小
さ
れ
、
農
用
地
造
成
か
ら
防
災

を
目
的
と
し
た
干
拓
へ
と
変
わ
る
な
ど
の
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
当
初
計
画

か
ら
お
よ
そ
三
十
七
年
目
に
し
て
漸
く
着
工
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
点
で
は
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
を
完
成
予
定
と
し
て
、

全
長
七
〇
五
〇
�
の
潮
受
け
堤
防
で
締
め
切
り
、
干
陸
地
一
六
三
五
�
及

び
調
整
池
一
七
一
〇
�
が
造
成
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
。

潮
受
堤
防
及
び
排
水
門
工
事
は
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
十
月
に
本
格

的
に
始
め
ら
れ
た
が
、
締
め
切
り
堤
防
外
側
に
僅
か
に
残
さ
れ
て
い
る
諫

早
湾
で
は
、
大
型
の
二
枚
貝
タ
イ
ラ
ギ
の
不
漁
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
。

諫
早
湾
で
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
ま
で
は
タ
イ
ラ
ギ
漁
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た
が
、
堤
防
工
事
が
始
め
ら
れ
た
平
成
四
年
か
ら
は
タ
イ
ラ

ギ
が
生
息
し
な
く
な
っ
た
た
め
、
因
果
関
係
の
調
査
を
要
求
す
る
な
ど
の

抗
議
行
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
タ
イ
ラ
ギ
が
生
息
し
な
く
な
っ
た
の
は
、

堤
防
基
礎
へ
の
捨
て
石
投
入
や
工
事
船
の
航
路
の
浚
渫
な
ど
で
、
従
来
か

ら
の
潮
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
干
拓
工
事
が
原
因

し
て
い
る
と
い
う
言
い
分
で
あ
っ
た
。
な
お
、
そ
の
後
は
、
タ
イ
ラ
ギ
の

生
育
調
査
が
毎
年
定
期
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
生
息
し
て
い
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
は
、
自
然
保
護
団
体
ら
が
中
心
と
な
っ
て

干
拓
事
業
の
事
前
差
し
止
め
を
求
め
る
諫
早
湾
自
然
の
権
利
訴
訟
を
長
崎

地
裁
に
提
訴
し
た
が
、
工
事
は
進
み
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
四
月
に

は
、
干
拓
に
反
対
す
る
環
境
保
護
団
体
や
関
係
者
な
ど
が
見
守
る
中
に
、

潮
受
堤
防
の
締
切
り
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
の
報
道
で
は
、
ス

イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
部
厚
い
鉄
板
が
、
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
順
々
に
上
か

ら
滑
り
落
ち
る
の
を
映
し
だ
し
て
い
た
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
八
月
に
は
、
諫
早
湾
に
発
生
し
た
赤
潮
で

小
長
井
沿
岸
の
養
殖
ア
サ
リ
が
全
滅
す
る
被
害
が
発
生
し
た
。
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
以
降
は
タ
イ
ラ
ギ
漁
の
休
漁
が
続
き
、
漁
業
者
に
と
っ
て

は
ア
サ
リ
養
殖
は
タ
イ
ラ
ギ
に
変
わ
る
頼
み
の
綱
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
年
の
十
二
月
に
諫
早
湾
の
外
側
の
有
明
海
で
は
、
養
殖
ノ
リ
の
色

落
ち
被
害
が
お
こ
り
、
佐
賀
県
な
ど
の
ノ
リ
養
殖
漁
業
者
か
ら
、
原
因
究

明
の
た
め
の
排
水
門
の
開
門
調
査
を
行
う
要
求
が
な
さ
れ
、
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
）
二
月
に
短
期
で
の
開
門
調
査
が
行
わ
れ
、
五
年
ぶ
り
に
海

―４４６―
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N

Ｈ１６年度事業費
７０

Ｈ１５年度事業費
７０

Ｈ１５年度までの進捗率
９４％

Ｈ１５年度までの事業費
２，３０４

総事業費
２，４６０

（単位：億円）

諫早湾干拓事業の概要
１ 経 緯
昭和６１年１２月２日 国営土地改良事業計画の決定 ９年４月１４日 潮受堤防の締切り

１１年３月 潮受堤防完成
１１年１２月１４日 第１回変更計画の決定
１３年８月２８日 再評価委員会の意見
１４年６月４日 第２回変更計画の決定

環境影響評価の実施
（水質、潮流、漁業等）

６３年３月１０日 公有水面埋立承認
平成３年 環境影響評価（変更）の実施
４年１０月５日 公有水面埋立変更承認

潮受堤防工事に本格着手

２ 事業目的
◎防災機能の強化
高潮・洪水・常時排水不良等に対する背後低平地域の防災機能の強化

◎優良農地の造成
地形的に平坦な農地に乏しい長崎県において、かんがい用水が確保された大規模で平
坦な生産性の高い優良農地を造成

３ 計画概要 いさはや もりやま たか き あ づま あい の

計画対象地域：長崎県諫早市、森山町、高来町、吾妻町、愛野町
計 画 面 積：干陸面積 約８１６�（うち配分面積 約６９３�）

調整池面積 約２，６００�（調整容量 ７，９００万�）
営 農 計 画：露地野菜、施設野菜、施設花き、酪農、肉用牛
主 要 工 事：潮受堤防堤長：７．０５� 用水路（管水路）：２０．８�

北部排水門：幅２００� 排水機場：１ヵ所
南部排水門：幅５０� 排水路（開水路）：１３．１�
内部堤防堤長：１１．０７� 幹・支線道路：２６．１�
揚水機場：２ヵ所 区画整理：６９３�

４ 事 業 費

諫早湾締切後諫早湾締切前

―４４７―
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水
が
締
切
堤
の
内
側
に
流
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
八
月
に
は
、
ノ
リ
養
殖
漁
業
者
ら
が
提
訴

し
た
工
事
差
し
止
め
に
対
し
、
佐
賀
地
裁
が
「
諫
早
湾
の
潮
受
け
堤
防
の

閉
め
き
り
な
ど
に
よ
っ
て
一
定
程
度
有
明
海
に
環
境
悪
化
を
も
た
ら
し
、

事
前
の
環
境
影
響
評
価
で
予
測
さ
れ
た
範
囲
を
超
え
た
地
域
に
ま
で
深
刻

な
漁
業
被
害
が
及
ん
で
い
る
」
と
指
摘
し
、
諫
早
湾
干
拓
事
業
と
漁
業
被

害
と
の
因
果
関
係
を
認
め
、
今
後
の
著
し
い
漁
業
被
害
を
回
避
す
る
た
め

に
は
「
事
業
の
一
時
的
な
現
状
固
定
」
が
必
要
と
判
断
し
、
工
事
の
差
し

止
め
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

諫
早
湾
干
拓
は
こ
れ
ま
で
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
九
割
以
上
の
事
業
が
進

め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
現
在
、
工
事
差
し
止
め
命
令
以
後
は
事
業
が
停

止
し
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

諫
早
湾
干
拓
事
業
で
は
漁
業
者
を
巻
き
込
ん
で
、
論
争
が
長
い
間
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
を
、
人
々
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
諫
早
大
水

害
の
悲
惨
の
状
況
を
み
て
、
漁
業
者
は
防
災
対
策
の
必
要
性
を
理
解
し
て

干
拓
に
同
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

諫
早
湾
内
の
海
と
し
て
残
っ
て
い
る
海
域
で
、
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ

漁
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
漁
民
は
、
干
拓
事
業
が
早
期
に
完
成
し
、
諫

早
湾
の
海
域
が
安
定
し
、
静
か
な
海
で
漁
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
を

切
望
し
て
い
る
。

五
、
石

材

業

昭
和
五
十
年
代
佐
賀
・
福
岡
両
県
の
海
岸
保
全
導
流
堤
工
事
に
も
小
長

井
の
石
材
が
使
用
さ
れ
、
運
搬
に
は
二
十
ｔ
級
の
動
力
船
（
ダ
ル
マ
船
）

等
で
運
搬
し
て
い
た
が
、
五
十
年
代
終
り
頃
に
は
ダ
ル
マ
船
は
姿
を
消
し
、

ガ
ッ
ト
船
と
し
て
石
材
運
搬
船
は
変
わ
っ
て
き
た
。

昭
和
六
十
一
年
度
に
小
長
井
石
材
工
業
販
売
協
同
組
合
が
地
元
石
材
業

十
三
社
に
て
設
立
さ
れ
、
目
的
は
諫
早
湾
防
災
総
合
干
拓
事
業
に
石
材
・

砕
石
が
多
量
に
使
用
す
る
為
で
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
干
拓
事
業
も
試
験

堤
の
工
事
が
始
ま
り
平
成
六
年
度
に
は
本
格
的
に
潮
受
堤
防
の
工
事
も
始

ま
っ
た
。
石
材
の
運
搬
に
は
、
ガ
ッ
ト
船
で
の
搬
入
で
二
〇
〇
�
〜
一
〇

〇
〇
�
積
込
み
の
船
で
、
多
い
と
き

は
、
一
日
十
二
隻
で
運
搬
し
て
い
た
。

砕
石
は
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料

や
道
路
工
事
等
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

潮
受
堤
防
工
事
も
平
成
十
年
十
月
に

完
成
し
た
が
、
石
材
の
搬
入
量
の
増

加
、
大
型
重
機
の
使
用
に
よ
り
砕
石

場
に
お
け
る
公
害
・
騒
音
・
環
境
等

に
問
題
点
も
残
す
こ
と
に
な
り
、
平

成
十
一
年
七
月
に
は
砕
石
場
の
新

設
・
拡
張
計
画
の
是
非
を
問
う
、
住

民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
干
拓
事
業

―４４８―
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の
内
部
堤
防
工
事
も
ひ
き
つ
づ
き

始
ま
り
、
山
ズ
リ
の
使
用
は
多
量

に
あ
っ
た
が
、
公
共
工
事
等
の
減

少
な
ど
で
石
材
・
砕
石
の
需
要
が

減
り
、
公
害
・
騒
音
・
環
境
等
に

て
付
近
の
住
民
と
の
か
か
わ
り
が

難
し
く
、
石
材
業
の
閉
鎖
や
倒
産

す
る
事
態
と
な
り
、
砕
石
場
の
跡

地
整
理
に
つ
い
て
も
問
題
点
を
残

す
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
十
七
年
度
現
在
は
、
七
事

業
社
が
採
掘
、
販
売
を
行
な
っ
て

い
る
。

六
、
商

工

業

昭
和
三
十
五
年
十
一
月
に
経
済
界
の
急
速
な
進
展
に
お
く
れ
な
い
よ
う

に
町
内
商
工
業
者
の
親
睦
と
融
和
を
は
か
り
、
全
員
の
繁
栄
を
求
め
て
小

長
井
町
商
工
会
が
発
足
し
た
。
こ
れ
が
町
内
商
工
業
者
の
発
展
の
い
し
ず

え
と
な
っ
た
。

今
日
町
民
が
利
用
し
て
い
る
町
内
の
金
融
機
関
は
、
十
八
銀
行
小
長
井

支
店
、
県
央
農
協
小
長
井
支
所
、
小
長
井
郵
便
局
、
長
里
簡
易
郵
便
局
な

ど
が
あ
る
が
、
町
外
の
も
の
と
し
て
は
十
八
銀
行
高
来
支
店
、
た
ち
ば
な

信
用
金
庫
高
来
支
店
が
あ
る
。

昔
の
金
融
機
関
に
は
、
頼
母
子
講
が
あ
っ
た
。
銀
行
や
信
用
組
合
の
利

用
が
で
き
な
か
っ
た
人
々
に
と
っ
て
は
一
番
金
策
の
都
合
が
や
さ
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
特
に
農
家
に
と
っ
て
は
、
米
講
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
年
一

回
の
開
催
で
金
銭
の
代
り
に
米
を
出
す
講
で
あ
る
。
農
家
に
と
っ
て
は
適

切
な
仕
組
み
で
あ
っ
た
が
米
価
の
変
動
に
左
右
さ
れ
る
欠
点
が
あ
っ
た
。

せ
き
と
う
こ
う

そ
の
他
墓
の
石
塔
を
建
て
る
た
め
の
石
塔
講
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
講
は

人
々
の
金
融
を
助
け
て
効
果
が
あ
っ
た
が
後
に
は
大
が
か
り
な
、
千
人
講

と
か
、
寺
講
と
言
っ
て
会
員
数
の
多
い
講
が
流
行
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
終

了
が
何
十
年
も
か
か
る
も
の
で
そ
の
間
に
講
会
員
が
他
町
村
に
転
住
し
た

り
死
亡
し
た
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
不
都
合
が
発
生
し
い
つ
の
ま
に
か
影

を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
た
。

採 石 場採 石 場

―４４９―
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総 生 産 （単位：百万円）

１１

１３，３５４
７５４
１１
６０

１，２８６
８４９
４，２６６
２９６
８６８
９０

１，４９５
９１６
２，４６３
１，２２９
２９
７６７
５０３
５，１２５

１９，７７７
－１６８
１９，６０９

（資料：長崎県の市町村民経済計算）

１０

１４，２３２
８８９
１５
１４８
２，５７２
８８６
３，６８９
２８２
９１３
１３１
１，４２５
８５２
２，４０３
１，３３０
４６
７５４
５３０
５，２０２

２０，７６４
－２１３
２０，５６２

９

１４，１４６
７５８
２１
８１

３，４２４
１，０７１
２，３１０
２８１
１，２２０
２２０
１，４３５
１，０３０
２，２９６
１，２２９
３１
６５８
５４０
５，２６６

２０，６４２
２９２

２０，３５０

８

１６，０２５
８８２
２３
６１

４，０８４
１，２２８
３，１５９
２７７
１，４４４
２８９
１，３８３
９１５
２，２６０
１，２１２
３７
６４０
５３５
５，１１７

２２，３５４
－３１４
２２，０３９

７

１４，３２２
８４５
２０
１１４
２，４６２
１，３８４
３，３２６
２６０
１，３５９
２９１
１，３６９
８６７
２，０２７
１，２１２
２７
６６３
５２３
５，０７９

２０，６１４
－３１９
２０，２９４

６

１４，０３４
９０７
１９
１１４
１，９２０
１，４１４
３，８５３
２４７
１，２９０
２９６
１，２８６
８９７
１，７９１
１，１５７
２６
６３１
５００
４，９４７

２０，１３９
－２８５
１９，８５４

５

１２，２６３
８８４
２１
１８２
１，８７１
１，５３４
２，２４７
２３３
１，２３８
２６８
１，２７０
９２６
１，５８７
１，１６３
２７
６２９
５０７
４，８８７

１８，３１３
－２５３
１８，０６０

４

１１，５４２
９３７
２５
２８１
１，２０８
１，６７０
２，２３７
２３８
１，２２１
３０１
１，１９１
９４０
１，２９４
１，１４０
２４
６４８
４６８
４，７５６

１７，４４８
－２９６
１７，１５２

３

１０，１１９
７５４
２７
２２３
１，０５４
１，３８６
１，８４９
２１９
１，１２４
２８５
１，１２５
１，０１４
１，０５９
１，０８０
２１
６１５
４４４
４，５８９

１５，７８８
－３８８
１５，４４０

２

１０，６０４
１，０６５
２７
３３１
１，０２６
１，３９７
２，３１５
１７７
９５１
２５６
１，０７１
９３８
１，０５１
１，０４１
２０
５３６
４３５
４，９９５

１６，６００
－２４７
１６，３５２

Ｈ元

１０，１５３
９６８
２６
３２２
１，１０３
１，２８１
２，３１４
１７３
８９８
２７９
９９４
７４３
１，０４７
９８９
２１
５５４
４１３
５，１１２

１８，２５４
－２４３
１６，０１１

Ｓ６３

９，１００
１，０６２
２９
３８０
９８０
１，２５０
１，６３９
１５２
８４０
２５９
９４２
５２６
１，０４２
９５２
２５
５３５
３９２
４，７７５

１４，８２７
－１７１
１４，６５６

年次
項目
１ 産 業
� 農 業
� 林 業
� 水 産 業
� 鉱 業
� 製 造 業
� 建 設 業
� 電気・ガス・水道業
� 卸業・小売業
	 金融・保険業

 不 動 産 業
� 運輸・通信業
� サ ー ビ ス 業

２ 政府サービス生産者
� 電気・ガス・水道業
� サ ー ビ ス 業
� 公 務

３ 対家計民間非営利
サービス生産者

４ 小 計
５ 帰 属 利 子 等
総 計

―
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年間商品販売額� 商店数� １

商

業

人
口
約
七
、
〇
〇
〇
人
の
本
町
は
、
諫
早
市
ま
で
車
で
約

二
十
五
分
と
い
う
利
便
性
や
、
河
川
に
よ
る
集
落
の
分
断
と

い
う
地
理
的
な
制
約
な
ど
に
よ
り
、
商
店
街
が
形
成
さ
れ
ず
、

商
業
が
発
展
し
に
く
い
状
況
に
加
え
て
、
近
年
、
周
辺
市
町さら

に
大
型
店
が
出
店
し
、
商
店
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
晒

さ
れ
て
い
る
。

町
内
の
商
店
数
は
、
現
在
、
小
売
業
商
店
と
飲
食
店
を
合

わ
せ
て
約
七
十
店
、
集
落
内
の
ス
ー
パ
ー
や
国
道
２
０
７
号

沿
い
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
は

商店数および商品販売額の推移

飲 食 店
年間販売額

４０５
３，０９７
８，７３０
１８，１３１
１０，９９２
１４，０１５
１７，１４９
７，１４９１
１７，１４９

従業者
５
１９
２７
５４
３７
３７
３８
３８
３８

商店数
３
５
７
１１

（６１年）
（元年）
（４年）
（４年）
（４年）

小 売 業
年間販売額
９６，８０４
１４６，１３４
１９９，７４４
２６３，８７８
２５２，０６３
２７１，７０５
２７４，３７５
３１４，６３５
２９７，２８０

従業者
１６５
１６１
１８９
２０１
１８５
２１９
１８４
１９４
１９５

商店数
７５
７４
８１
７５
７１
７１
６９
６８
５９

卸 売 業
年間販売額
２８，０７５
４０，２２４
８４，０７２
９３．０２２
１２７，０７８
１６７，５０８
２４４，６３４
３５９，３７２
５０８，３３１

従業者
４３
５７
６２
５１
７６
８６
９１
１０７
１６３

商店数
７
８
１２
１０
９
８
１３
９
１２

区分
年次
昭和４９年
５１
５４
５７
６０
６３

平成元年
６
９

年 間 製 造
出 荷 額
２６３，４６９万円
３００，７０３
２６７，２６８
２６９，０７６
３３２，６９５
２０２，１５６
２０２，１５６
１６８，８６３
１５５，４６０

従業者数

３３９人
３４４
３２１
２９１
３２３
１９７
１９７
１８７
１６２

事業所数

１２
１３
１２
１１
１１
８
９
９
８

区分
年次
平成３年

４
５
６
７
８
９
１０
１１

年 間 製 造
出 荷 額
１７９，５００万円
１６４，２００
１７４，６６７
２５０，９００
２５８，７３４
２６８，３９８
２５３，５５２
２８７，０４２
２５９，６１４
２７８，４０７

従業者数

２０７人
１９９
２４２
３６８
４１３
４０２
３９２
３８２
３４５
３３８

事業所数

６
５
９
９
１１
１０
１０
１２
１１
１２

区分
年次
昭和５６年
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３

平成元年
２

商 業 （単位：万円）

（資料：商業統計調査）

工 業

（資料：工業統計著査）

資料）長崎県の商業
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あ
る
も
の
の
、
町
民
の
普
段
の
買
物
は
諫
早
市
や
高
来
町
な
ど
近
隣
の
市

町
に
も
拡
散
し
て
い
る
。

こ
の
厳
し
い
状
況
の
な
か
に
あ
っ
て
、
小
売
業
者
に
限
定
せ
ず
理
容
、

食
堂
な
ど
で
も
、
利
用
で
き
る
ス
タ
ン
プ
事
業
の
拡
大
や
高
齢
者
向
け
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
新
し
い
取
り
組
み
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２

工

業

町
の
工
業
は
、
平
成
十
一
年
現
在
、
十
事
業
所
（
従
業
員
一
六
二
人
）

で
、
縫
製
、
土
石
製
品
、
食
料
品
製
造
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
町

は
採
石
業
が
盛
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
製
造
業
と
い
っ
て
も
骨
材
、
石
工
品

等
の
加
工
に
従
事
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
製
造
品
出
荷
額
は
、
約

一
、
五
五
五
億
円
（
平
成
十
一
年
）
で
平
成
七
年
の
ピ
ー
ク
時
を
境
に
減

少
し
て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
地
価
が
安
い
こ

と
や
水
の
確
保
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
が
魅
力
と
な
っ
て
、
平
成
十
二
年

三
月
に
は
フ
ル
ー
ツ
デ
ザ
ー
ト
を
製
造
す
る
企
業
が
生
産
を
開
始
し
、
雇

用
の
拡
大
、
出
荷
額
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

農
林
水
産
物
な
ど
を
生
か
し
た
新
た
な
地
場
産
業
の
育
成
、
発
展
に
よ

り
、
就
業
の
場
の
確
保
に
努
め
、
さ
ら
に
、
小
長
井
に
適
し
た
企
業
誘
致

を
進
め
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
へ
の
指
導
・
相
談
体
制
の
確
立
を
進
め

て
い
る
。

ま
た
、
本
町
で
採
掘
さ
れ
る
石
は
、
多
良
岳
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
安
山
岩
の
一
種
で
「
帆
崎
石
」
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
江
戸

時
代
か
ら
始
ま
っ
た
伝
統
産
業
で
あ
る
採
石
業
は
、
こ
れ
ま
で
有
明
海
沿

岸
一
体
の
干
拓
地
の
基
礎
栗
石
や
石
垣
用
の
間
知
石
な
ど
、
土
木
工
事
用

と
し
て
採
掘
が
行
わ
れ
き
た
が
、
近
年
は
需
要
が
減
少
し
て
い
る
。
一
方

で
、
現
在
で
は
捨
石
に
加
え
、
砕
石
と
し
て
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、「
帆
崎
石
」
の
持
つ
特
性
を
生
か
し
、
加
工
に
よ
る
特
産
品
の

開
発
な
ど
石
材
業
の
新
た
な
方
向
性
を
見
い
出
す
と
と
も
に
、
採
石
に
よ

る
騒
音
、
振
動
、
粉
塵
発
生
の
抑
制
、
汚
濁
水
の
排
出
の
防
止
、
採
石
場

跡
地
の
保
全
お
よ
び
再
利
用
な
ど
、
自
然
環
境
・
景
観
保
全
へ
の
対
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

七
、『
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
』の

あ
ゆ
み

小
長
井
町
役
場
か
ら
車
で
十
五
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
、
標
高
四
五
〇

ｍ
に
位
置
す
る
山
茶
花
高
原
は
、有
明
海
、雲
仙
、熊
本
、佐
賀
平
野
、諫
早

平
野
な
ど
の
美
し
い
眺
望
が
楽
し
め
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
高
原
で
あ
る
。

当
地
は
多
良
岳
県
立
自
然
公
園
整
備
地
域
に
あ
り
、
県
営
事
業
で
昭
和

六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
三
月
に
公
園
中
央
の
芝
生
広
場
（
五
二
〇
〇
�
）、

公
園
入
口
に
は
帆
崎
石
を
使
っ
た
石
張
り
の
入
口
広
場
（
四
九
〇
〇
�
）

及
び
大
型
バ
ス
四
台
と
普
通
車
三
十
一
台
を
収
容
で
き
る
駐
車
場
が
整
備

さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
に
は
木
製
遊
具
十
一
基
を
備
え
た

あ
ず
ま
や

ト
リ
ム
広
場
や
四
阿
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
管
理
道
路
な
ど
が
自
然
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
た
。
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町
で
は
高
原
周
辺
の
三
番
多
良
や
山
茶
花
た
め
池
及
び
茶
屋
跡
な
ど
の

多
様
な
表
情
を
備
え
る
恵
ま
れ
た
自
然
を
最
大
限
に
生
か
し
、
さ
ら
に
多

く
の
人
び
と
に
親
し
ま
れ
、町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
公
園
と
し
て
の
『
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
』
を
開
発
す

る
よ
う
計
画
し
た
。

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
第
一
期
三
ヶ
年
計
画
に
着
手
し
、
翌
年
の

三
月
末
に
総
合
案
内
セ
ン
タ
ー
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
コ
ー

ス
（
自
転
車
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
）、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
整
備

さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
四
年
三
月
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
平
成
五

年
三
月
に
は
物
産
販
売
所
、
高
原
モ
ノ
レ
ー
ル
、
レ
ー
ザ
ー
ガ
ン
、
光
の

丘
、
駐
車
場
な
ど
が
完
成
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
五
年
か
ら
七
年
ま
で
の
第
二
期
三
ヶ
年
計
画
で
は
、
光

の
丘
の
遊
具
施
設
及
び
ハ
ー
ブ
園
の
香
り
の
庭
園
や
香
り
の
館
な
ど
が
順

次
整
備
さ
れ
た
。
二
期
に
か
け
て
整
備
し
た
全
体
の
総
事
業
費
は
約
三
十

五
億
円
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
然
対
応
型
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
と
し
て
の
公
園
機
能

が
充
実
し
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
基
礎
づ

く
り
が
で
き
あ
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
三
年
四
月
の
開

園
以
来
、
年
間
の
来
園
者
は
平
成
三
年
に
一
五
万
人
、
平
成
四
年
に
三
十

一
万
人
、
平
成
五
年
に
は
三
十
八
万
人
を
数
え
、
年
々
増
加
し
て
ピ
ー
ク

時
の
平
成
八
年
に
は
五
十
四
万
人
と
な
っ
た
。
平
成
六
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
は
、
来
園
者
が
十
万
人
と
非
常
に
多
か
っ
た
た
め
、

人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
の
遊
具
施
設
は
、
一
時

間
か
ら
二
時
間
待
ち
が
出
る
ほ
ど
の
混
雑
で
、
七
〇
〇
台
を
収
容
す
る
駐

車
場
も
満
杯
と
な
っ
て
、
路
側
に
駐
車
す
る
車
が
み
さ
か
え
の
園
付
近
ま

で
つ
な
が
り
、
更
に
駐
車
場
待
ち
の
車
が
農
場
の
森
商
店
の
所
ま
で
つ
な

が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
ハ
ー
ブ
園
の
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、
公
園
全

体
で
一
千
台
を
収
容
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
混
雑
は
緩
和
さ

れ
て
い
る
。

『
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
』
で
は
、
家
族
連
れ
な
ど
の
来
園

者
が
自
然
を
満
喫
で
き
る
よ
う
、
平
成
七
年
に
完
成
し
た
西
日
本
最
大
級

の
ハ
ー
ブ
園
に
二
五
〇
種
の
ハ
ー
ブ
を
栽
培
し
、
四
季
お
り
お
り
の
ハ
ー

ブ
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
は

四
月
二
十
九
日
の
高
原
開
き
を
か
ね
た
、
た
こ
揚
げ
大
会
の
「
あ
ぐ
う
Ｄ

Ａ
Ｙ
」、
五
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
の
「
風
と
光
の
フ
ェ
ス
タ
」
と

し
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
夏
休
み
期
間

中
は
映
画
ま
つ
り
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
れ
に
高

原
の
斜
面
を
利
用
し
た
菜
の
花
や
コ
ス
モ
ス
の
植
栽
は
、
来
園
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。
遊
具
施
設
に
つ
い
て
は
、
毎
年
新
し
い
顔
ぶ
れ
を
登

場
さ
せ
る
な
ど
に
よ
り
、
公
園
機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

市
町
村
合
併
を
間
近
に
控
え
た
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
一
月
に
は
、

光
の
丘
の
観
覧
車
を
始
め
、
コ
イ
ン
式
レ
ー
ル
機
関
車
や
、
休
憩
所
を
兼

ね
た
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
の
施
設
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ち

び
っ
子
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
施
設
の
拡
充
で
、
山
茶
花
高
原
が
い
っ

そ
う
楽
し
く
な
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
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年
度

事

業

名

事
業
主
体

整

備

施

設

事
業
費（
千
円
）

備
考

昭
和
六
一

〜
六
二

多
良
岳
県
立
自
然
公
園
整
備

県

・
駐
車
場
・
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

・
芝
生
広
場

県
費

約
一
億
円

平
成
一

山
茶
花
高
原
総
合
整
備
事
業

基
本
計
画
策
定
・
基
本
設
計

町

一
九
、
二
六
一

二

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク

パ
ー
ク
整
備
事
業

町

・
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

・
Ｂ
Ｍ
Ｘ
コ
ー
ス

・
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

・
総
合
案
内
セ
ン
タ
ー

三
五
五
、
三
〇
〇

第
一
期

整

備

三

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク

パ
ー
ク
整
備
事
業

町

・
ス
ポ
ー
ツ
ス
ラ
イ
ダ
ー

・
駐
車
場

四
一
六
、
〇
五
七

第
一
期

整

備

四

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク

パ
ー
ク
整
備
事
業

町

・
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
・
物
産
販
売
所

・
駐
車
場
・
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
・
ガ
ン
ハ
ウ
ス

六
〇
〇
、
〇
〇
〇

第
一
期

整

備

五

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク

パ
ー
ク
整
備
事
業

町

・
香
り
の
庭
園
造
成
・
香
り
の
庭
園
駐
車
場

・
ア
プ
ロ
ー
チ
庭
園
・
光
の
丘
遊
具

七
〇
〇
、
〇
〇
〇

第
二
期

整
備

六

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク

パ
ー
ク
整
備
事
業

町

・
香
り
の
庭
園
整
備
・
ス
ロ
ー
プ
カ
ー

・
香
り
の
庭
園
植
栽

五
八
五
、
〇
〇
〇

第
二
期

整

備

七

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク

パ
ー
ク
整
備
事
業

町

・
香
り
の
館
建
築

・
香
り
の
館
外
構

四
〇
七
、
〇
〇
〇

第
二
期

整

備

八

航
空
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
展
示

デ
ッ
キ
工
事

町

・
航
空
機
館

一
八
、
六
二
〇

一
二

山
茶
花
高
原

エ
コ
・
ウ
イ
ン
ド
パ
ー
ク
整

備
事
業

町

・
オ
フ
ロ
ー
ド
カ
ー

四
九
、
七
九
七

一
六

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク

パ
ー
ク
遊
具
施
設
等
整
備
事

業

町

・
フ
ラ
ワ
ー
ホ
イ
ー
ル

・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具

・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

・
幼
児
用
遊
具

・
コ
イ
ン
式
レ
ー
ル
機
関
車

八
七
、
六
一
九

『
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
』
年
次
整
備
状
況
一
覧
表
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山
茶
花
高
原
と
風
力
発
電

山
茶
花
高
原
は
標
高
四
五
〇
�
に
位
置
し
、
長
崎
・
佐
賀
・
熊
本
の
三

県
に
ま
た
が
る
展
望
が
楽
し
め
る
景
勝
地
で
あ
る
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施

設
、
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
と
ハ
ー
ブ
園
に
は
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

山
茶
花
高
原
に
吹
く
迷
惑
も

の
の
風
、
こ
の
風
を
効
率
よ
く

と
ら
え
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
し
て
い
る
の
が
、

山
茶
花
高
原
風
力
発
電
所
で
あ

る
。発

電
さ
れ
た
電
力
は
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
と
ハ
ー
ブ
園
の

所
内
電
力
と
し
て
利
用
さ
れ
、

余
っ
た
電
力
は
電
力
会
社
に
売

電
し
て
い
る
。

○
風
力
発
電
導
入
の
経
緯

近
年
、
化
石
燃
料
の
大
量
消
費
に
よ
る
環
境
の
悪
化
は
、
地
球
規
模
の

大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
地
球
環
境

を
保
全
し
、
地
球
の

温
暖
化
を
防
止
す
る

こ
と
は
、
私
た
ち
人

類
の
緊
急
な
課
題
で

あ
る
。

風
力
や
太
陽
光
な

ど
無
限
の
自
然
エ
ネ

中央芝生広場ごしに見る風力発電機

コスモス畑から見る風力発電機

年
度

入

園

者

数
（
人
）

備
考

ピ
ク
ニッ
ク
パ
ー
ク

ハ
ー
ブ
園

計

平
成
三

一
四
九
、
〇
〇
〇

一
四
九
、
〇
〇
〇

四

三
一
四
、
〇
〇
〇

三
一
四
、
〇
〇
〇

五

三
七
九
、
〇
〇
〇

三
七
九
、
〇
〇
〇

六

四
五
九
、
〇
〇
〇

四
五
九
、
〇
〇
〇

七

四
〇
七
、
〇
〇
〇

四
〇
七
、
〇
〇
〇

八

五
四
一
、
二
〇
一

五
四
一
、
二
〇
一

九

四
二
二
、
五
〇
五

四
二
二
、
五
〇
五

一
〇

三
四
八
、
四
九
六

三
四
八
、
四
九
六

一
一

二
八
一
、
三
三
三

二
八
一
、
三
三
三

一
二

二
三
〇
、
八
三
二

四
一
、
九
六
〇

二
七
二
、
七
九
二

一
三

二
〇
七
、
四
四
五

三
六
、
三
〇
三

二
四
三
、
七
四
八

一
四

一
四
七
、
〇
三
〇

三
二
、
〇
七
八

一
七
九
、
一
〇
八

一
五

一
五
五
、
三
一
〇

二
三
、
八
四
五

一
七
九
、
一
五
五

『
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
』
年
次
別
入
場
者
数
一
覧
表
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ル
ギ
ー
開
発
へ
の
取
り
組
み
は
、
化
石
燃
料
の
消
費
節
減
、
二
酸
化
炭
素

排
出
の
削
減
と
な
る
。

本
町
で
は
、
山
茶
花
高
原
に
年
中
吹
い
て
い
る
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
着

目
し
、
風
力
発
電
事
業
に
い
ち
早
く
名
乗
り
を
上
げ
、
平
成
七
年
（
一
九

九
五
）
に
九
州
で
は
唯
一
「
風
力
開
発
フ
ィ
ー
ル
ド
事
業
」
の
採
択
を
受

け
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
年
度
（
一
九
九
八
）
に
三
〇
〇
ｋｗ
、
平
成
十
二
年
度

（
二
〇
〇
〇
）
に
六
〇
〇
ｋｗ
、
そ
し
て
平
成
十
四
年
度
（
二
〇
〇
二
）
に

六
〇
〇
ｋｗ
と
合
計
一
五
〇
〇
ｋｗ
の
風
車
が
建
設
さ
れ
た
。

ク
リ
ー
ン
で
無
尽
蔵
な
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
風
力
発
電
は
、

火
力
発
電
の
よ
う
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
も
な
く
、
地
球
に
や
さ
し
い

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

自
然
の
風
に
立
ち
向
か
う
風
車
は
、
山
茶
花
高
原
の
、
小
長
井
町
の
、

そ
し
て
、
地
球
環
境
保
全
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
と
し
て
、
大
き
な
期
待
の

風
も
受
け
て
い
る
。

八
、
ゴ
ル
フ
場

国
道
二
〇
七
号
線
沿
い
の
足
角
バ
ス
停
か
ら
、
町
道
足
角
線
を
五
〇
〇

�
あ
ま
り
登
っ
た
所
の
眺
望
が
ひ
ら
け
た
高
台
に
、
昭
和
五
十
年
（
一
九

七
五
）
十
月
一
日
、
小
長
井
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

当
初
は
九
ホ
ー
ル
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、平
成
七
年（
一
九
九
五
）に
、

六
、
一
五
五
ヤ
ー
ド
の
十
九
ホ
ー
ル
と
し
て
拡
張
オ
ー
プ
ン
さ
れ
て
い
る
。

―４５８―
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第
三
節

交
通
・
通
信

一
、
道

路

１

昔
の
道
路

小
長
井
に
は
、
昔
か
ら
街
道
と
言
わ
れ
た
も
の
が
二
つ
あ
り
、
高
来
町

坂
元
よ
り
大
越
に
至
り
、
鹿
ノ
塔
、
柳
原
、
二
ノ
坂
上
、
中
古
場
、
井
崎

橋
、
白
滝
を
通
り
、
鳥
越
、
平
新
田
、
今
古
場
を
経
て
、
山
茶
花
溜
池
の

下
方
よ
り
、
佐
賀
県
に
入
る
「
諫
早
街
道
」
と
も
う
一
つ
は
、
高
来
町
山

か
ら
み

道
よ
り
、
西
谷
に
至
り
、
東
谷
、
搦
、
峯
、
権
現
元
よ
り
、
土
井
ノ
内
で
、

長
里
川
を
渡
り
、
石
渕
、
白
石
谷
、
大
辻
、
上
牧
を
経
て
鮒
川
、
長
畑
、

野
梅
、
道
目
木
、
双
二
田
を
通
り
船
津
川
を
渡
っ
て
貝
村
、
長
々
、
鍋
倉
、

鼻
突
坂
を
通
り
、
上
柳
、
柳
谷
、
水
無
川
、
嶽
後
か
ら
川
を
渡
っ
て
、
丸

山
に
入
り
、
佐
賀
県
田
古
里
村
を
経
て
竹
崎
に
通
ず
る
「
竹
崎
街
道
」
が

あ
り
、
諫
早
街
道
は
殿
様
道
で
、
竹
崎
街
道
は
民
間
人
が
お
も
に
利
用
し

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
現
在
山
茶
花
溜
池
の
下
方
、
左
岸
側
に
石
柱
が
あ

り
、
表
に

従
是

北

藤
津
郡

南

高
来
郡

裏
面
に藤

津
郡
之
内
田
古
里
村
、

高
来
郡
之
内
遠
竹
村

と
記
さ
れ
て
あ
り
、
近
く
に
水
茶
屋
跡
の
石
垣
が
残
っ
て
お
り
往
時
の

面
影
が
偲
ば
れ
る
。

２

現
在
の
道
路
状
況

産
業
振
興
に
お
い
て
も
、
通
勤
・
通
学
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、

道
路
交
通
網
の
整
備
は
不
可
欠
で
す
。
町
に
は
、
海
岸
沿
い
に
福
岡
・
佐

賀
方
面
と
長
崎
方
面
と
を
結
ぶ
主
要
道
路
で
あ
る
国
道
２
０
７
号
が
走
り
、

産
業
道
路
で
あ
る
広
域
農
道
と
広
域
林
業
が
中
山
間
部
を
通
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
を
縦
断
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
小
川
原
浦
か
ら
山
茶
花
ま
で

を
結
ぶ
県
道
小
長
井
線
が
町
の
中
央
を
走
り
、

主
要
町
道
と
し
て
釜
線
・
井
崎
田
原
線
・
農
場

線
・
川
内
線
・
大
久
保
線
の
五
本
が
通
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
補
完
す
る
形
で
百
五
十
七
本

の
町
道
が
連
結
し
て
縦
横
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
町
道
の
総
延
長
は
一

三
六
�
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
狭
幅
で
あ
っ
た
り
、
急
傾
斜
の
道
も
多
く
、

自
動
車
通
行
に
は
不
便
な
箇
所
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。

国
、
県
道
の
一
次
改
良
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

時
代
に
即
し
た
歩
道
の
設
置
が
未
整
備
で
あ
る

た
め
、
急
速
な
二
次
改
良
が
必
要
と
な
っ
て
い

一般町道

１３８，２７２．０

９４，８６３．０

１３２，２９４．０

県 道

８，６０６．６

３，６４４．６

８，６０６．６

国 道

７，９５２．３

７，９５２．３

７，９５２．３

地 目

実 延 長

改良済延長

舗装済延長

資料）長崎県道路建設課

単位：�道路整備の状況
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諫早街道と竹崎街道
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ま
す
。
一
方
、
町
道
に
つ
い
て
は
、
簡
易
舗
装
以
下
の
軽
舗
装
が
大
部
分

で
、
今
後
は
、
快
適
性
や
安
全
性
の
面
か
ら
も
一
層
の
拡
幅
、
簡
易
舗
装

な
ど
の
整
備
を
進
め
、
さ
ら
に
改
良
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
の
公
共
交
通
手
段
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
長
崎
本
線
と
長
崎
県
営
バ
ス
の
二

つ
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
九
州
長
崎
本
線
に
つ
い
て
は
、
普
通
列
車
の
み
が

発
着
す
る
小
長
井
駅
、
長
里
駅
が
あ
り
、
諫
早
へ
は
約
二
十
五
分
、
長
崎

へ
は
約
一
時
間
で
連
絡
し
て
い
ま
す
。
上
り
の
佐
賀
・
鳥
栖
方
面
は
一
日

九
本
、
下
り
の
長
崎
方
面
は
一
日
に
十
本
の
運
行
が
あ
り
ま
す
が
、
九
〜

十
三
時
の
昼
の
時
間
帯
に
は
一
本
も
運
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
県
営
バ
ス

は
、
諫
早
方
面
か
ら
国
道
２
０
７
号
か
ら
分
か
れ
て
県
道
小
長
井
と
町
道

田
原
線
に
連
結
し
て
み
さ
か
え
の
園
ま
で
行
く
路
線
と
が
あ
り
、
町
内
か

ら
諫
早
駅
ま
で
の
所
用
時
間
は
約
五
十
分
で
す
。

本
町
は
バ
ス
、
鉄
道
と
も
に
本
数
が
少
な
く
主
要
都
市
ま
で
の
所
要
時

間
が
長
く
、
大
部
分
の
区
域
が
バ
ス
停
や
駅
の
利
用
圏
域
か
ら
は
ず
れ
て

い
る
た
め
、
普
段
の
交
通
手
段
は
自
家
用
車
に
頼
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

二
、
交

通

１

Ｊ

Ｒ

昔
の
小
長
井
は
長
崎
県
の
東
の
果
て
と
云
わ
れ
、
交
通
が
不
便
で
諫
早

ま
で
行
く
の
に
は
、
人
力
車
か
馬
車
し
か
な
く
、
生
活
物
資
の
移
出
入
運

搬
は
船
便
し
か
な
か
っ
た
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
に
諫
早
の
新
橋
か
ら
井
崎
ま
で
、
定
期
バ

ス
が
運
行
を
は
じ
め
た
。

こ
の
バ
ス
が
通
過
す
る
と
き
は
、
小
長
井
小
学
校
の
児
童
は
授
業
中
で

も
校
庭
の
端
ま
で
駆
け
出
し
て
前
の
県
道
を
走
る
バ
ス
を
見
送
っ
た
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
は
諫
早
自
動
車
合
名
会
社
の
経
営
に
よ
る
も
の
で
、
小
型
で
数
名

し
か
乗
れ
ず
当
時
の
諸
物
価
に
く
ら
べ
て
乗
車
賃
が
高
く
、
一
般
大
衆
に

は
縁
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
に
、
長
崎
本
線
開
通
の
機
運
が
お
と
ず
れ
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
年
）
肥
前
山
口
―
肥
前
浜
間
、
諫
早
―
湯
江
間
が
運
転
開
始

と
な
っ
た
。

肥
前
浜
―
湯
江
間
は
難
所
、
難
工
事
の
た
め
や
っ
と
昭
和
九
年
（
一
九

三
四
年
）
十
二
月
一
日
に
郷
土
の
人
々
の
期
待
に
こ
た
え
て
長
崎
本
線
の

全
面
開
通
が
完
了
し
た
。

小
長
井
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は
場
所
の
選
定
に
手
間
取
り
、
現
在
の
目

島
に
お
く
か
、
そ
れ
に
は
海
岸
の
埋
め
立
て
に
手
数
が
か
か
る
、
そ
れ
と

も
井
崎
の
船
津
に
お
く
か
の
二
案
が
検
討
さ
れ
結
局
は
地
域
の
希
望
を
容

れ
て
、
現
在
地
の
小
川
原
浦
名
八
〇
八
番
地
に
確
定
さ
れ
た
。

長
崎
本
線
で
佐
賀
方
面
か
ら
長
崎
方
面
へ
向
か
う
乗
客
た
ち
は
、
小
長

井
駅
か
ら
の
眺
望
に
見
と
れ
て
、
い
ま
一
度
あ
の
景
観
に
接
し
た
い
と
思

い
続
け
る
と
云
う
。

駅
の
裏
手
は
小
川
原
浦
の
小
高
い
丘
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
多
良
岳
の
霊
峰

―４６２―
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国
道
２
０
７
号
線

小長井町入口

高来町・小長井町境界標

小長井町入口（高来町より小長井町へ）

大 川 橋足 角

平 原丸尾附近
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帆崎附近文化ホール附近

小長井駅周辺県 界

漁協直売所付近釜 入 口

土 井 崎築 切
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は
望
む
べ
く
も
な
い
が
前
面
に
は
不
知
火
で
名
高
い
有
明
海
が
、
波
静
か

に
ひ
ら
け
そ
の
波
間
に
時
折
小
魚
が
と
び
は
ね
、
海
の
彼
方
に
雲
仙
岳
が

そ
の
雄
姿
を
ほ
こ
り
、
眺
望
こ
れ
に
越
す
も
の
は
少
な
い
。

い
か
に
も
雲
仙
岳
は
他
の
何
処
か
ら
の
眺
め
よ
り
も
小
長
井
駅
か
ら
の

姿
、
形
が
美
し
く
頂
上
を
な
が
れ
る
雲
の
姿
を
そ
え
て
一
望
の
も
と
に
お

さ
め
ら
れ
た
見
事
な
景
観
で
あ
る
。

長
崎
本
線
の
開
通
は
、
町
民
の
願
望
を
か
な
え
て
文
化
の
導
入
に
貢
献

し
て
く
れ
た
。

交
通
不
便
な
地
域
の
た
め
に
、
昔
か
ら
上
級
学
校
に
進
学
す
る
人
は
稀

で
あ
っ
た
が
長
崎
本
線
開
通
の
お
か
げ
で
多
く
の
若
者
の
通
学
、
ま
た
通

勤
者
が
こ
の
駅
の
利
用
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

小
長
井
駅
も
国
鉄
の
機
構
改
革
の
余
波
を
う
け
て
、昭
和
四
十
八
年（
一

九
七
三
年
）
四
月
一
日
で
駅
業
務
「
営
業
部
門
」
が
廃
止
と
な
り
、
乗
車

券
の
販
売
は
神
尾
商
店
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）
七
月
一
日
長
崎
本
線
、
佐
世
保
線
が

電
化
さ
れ
、
信
号
機
、
ポ
イ
ン
ト
切
り
替
え
も
小
倉
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
「
一
括
制

御
装
置
」
セ
ン
タ
ー
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

駅
員
の
無
人
化
に
と
も
な
い
昭
和
五
十
一
年
八
月
路
線
を
ま
た
ぐ
歩
道

橋
が
完
成
し
た
。

こ
の
駅
を
利
用
す
る
町
民
は
こ
の
景
観
を
大
切
に
、
ま
た
こ
の
駅
舎
の

美
化
に
心
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
で
は
小
長
井
駅
と
湯
江
駅
間
の
距
離
が
長
く
、
上
り
下
り
列
車
の

離
合
に
時
間
が
か
か
る
た
め
列
車
の
離
合
が
出
来
る
よ
う
に
平
成
二
年

中 道泣浜（井崎）

役場付近
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（
一
九
九
〇
年
）
に
長
里
の
足
角
干
拓
の
中
央
に
長
里
駅
を
新
設
し
た
。

こ
の
た
め
長
里
地
区
住
民
の
通
学
、
通
勤
の
不
便
が
解
消
さ
れ
た
。

２

乗
合
自
動
車

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
諫
早
新
橋
、
井
崎
間
に
乗
合
自
動
車
が
運
行

さ
れ
た
。
諫
早
自
動
車
合
名
会
社
の
経
営
に
よ
る
も
の
で
、
諫
早
か
ら
井

崎
ま
で
の
料
金
は
二
円
二
十
銭
で
、
当
時
三
斗
入
り
米
一
俵
の
値
段
が
約

六
円
で
あ
っ
た
。
世
に
い
う
米
騒
動
で
大
正
七
年
四
斗
入
米
一
俵
の
値
段

が
十
二
円
で
、
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
相
当
高
い
乗
車
料
金
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
西
肥
自
動
車
株
式
会
社
が
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
県

境
ま
で
の
運
行
開
始
と
な
っ
た
。

昭
和
十
八
年
西
肥
自
動
車
に
か

わ
っ
て
県
営
バ
ス
運
行
と
な
り

今
日
に
及
ん
で
い
る
。

田
原
地
区
に
バ
ス
が
通
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十

六
年
（
一
九
六
一
）
で
あ
る
。

こ
の
と
き
の
運
行
区
間
は
小
川

原
浦
名
字
出
口
六
五
五
番
地
よ

り
、
田
原
名
字
城
山
五
九
一
番

地
ま
で
の
四
九
〇
〇
�
の
区
間

を
一
日
三
往
復
で
あ
っ
た
が
、

小長井昔ばなしのバス停

小長井昔ばなしのバス停小長井昔ばなしのバス停

フルーツバス停フルーツバス停
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そ
の
後
み
さ
か
え
の
園
の
開
園
な
ど
に
よ
り
利
用
者
の
増
加
に
と
も
な
っ

て
、
現
在
は
み
さ
か
え
の
園
ま
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。

３

海
上
交
通

昔
か
ら
、
明
治
時
代
ま
で
小
長
井
の
人
々
の
交
通
は
陸
上
よ
り
も
む
し

ろ
海
上
交
通
が
便
利
で
重
き
を
お
い
て
い
た
よ
う
だ
。

竹
崎
観
音
の
お
祭
り
に
行
く
に
も
、
島
原
半
島
方
面
へ
行
く
の
も
海
上

交
通
に
た
よ
っ
て
い
た
。

小
長
井
地
区
の
住
民
の
日
常
生
活
必
需
品
の
大
半
は
、
諫
早
の
卸
問
屋

か
ら
地
元
の
商
店
が
買
い
求
め
て
い
た
が
、
そ
の
搬
入
も
す
べ
て
帆
船
に

た
よ
っ
て
い
た
。

当
時
の
船
は
現
在
の
よ
う
に
発
動
機
船
で
も
な
く
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
も
な
く
す
べ
て
風
を
た
よ
り
の
帆
船
で
あ
っ
た
。

諫
早
の
「
ナ
ッ
コ
ラ
」
か
ら
船
が
出
て
、
帆
崎
港
（
小
深
井
）
船
津
港

（
小
長
井
本
港
）
築
切
港
、
釜
港
な
ど
で
荷
揚
げ
を
し
て
、
ま
た
人
々
も

諫
早
方
面
に
行
く
時
は
こ
の
船
便
を
利
用
し
て
い
た
。

昔
か
ら
、
帆
崎
石
の
運
搬
は
海
上
輸
送
の
み
で
佐
賀
、
福
岡
、
熊
本
方

面
へ
干
拓
工
事
用
の
石
材
は
ほ
と
ん
ど
帆
船
、
機
帆
船
で
運
ん
で
い
た
。

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）
よ
り
諫
早
干
拓
工
事
の
潮
受
堤
防
及
び
排

水
工
事
が
は
じ
ま
り
こ
の
工
事
に
使
用
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
石
材
が
船
積

み
さ
れ
搬
出
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
壱
岐
沖
で
採
取
し
た
大
量
の
海
砂
を
大
型
船
で
運
び
築
切
港
に

陸
揚
げ
し
て
こ
れ
を
ト
ラ
ッ
ク
で
各
地
に
搬
送
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
大
量
の
物
資
の
輸
送
は
経
済
的
で
海
上
輸
送
に
変
わ
る

も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

三
、
電
気
・
通
信

１

電

気

人
類
は
生
活
の
中
に
火
の
使
用
を
み
つ
け
て
、
闇
の
中
で
は
照
明
と
し

て
も
か
が
り
火
な
ど
を
焚
い
て
い
た
の
が
、
油
を
使
っ
て
の
小
灯
「
こ
と

ぼ
し
」
ろ
う
そ
く
、
ラ
ン
プ
の
使
用
に
変
わ
り
小
長
井
地
区
で
は
、
大
正

九
年
「
一
九
二
〇
年
」
頃
、
電
灯
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。

戦
前
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
に
二
十
ワ
ッ
ト
の
電
球
が
一
灯
だ
け
で

夕
方
暗
く
な
る
前
に
電
灯
が
と
も
り
、
夜
が
明
け
て
明
る
く
な
る
と
消
え

て
い
た
。

ま
た
、
当
時
で
は
、
ま
だ
め
ず
ら
し
い
ラ
ジ
オ
を
設
置
し
た
家
庭
に
は
、

こ
の
電
気
と
は
別
に
昼
間
、
線
を
引
き
込
ん
で
ラ
ジ
オ
を
聴
く
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

２

通

信

�

郵

便

郵
便
局
設
置
法
に
も
と
づ
い
て
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
四
月
二
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十
日
、
初
め
て
東
京
に
郵
便
局
が
設
置
さ
れ
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四

年
）
十
二
月
十
六
日
、
湯
江
郵
便
局
の
開
設
に
伴
っ
て
同
日
よ
り
、
小
長

井
地
区
に
も
郵
便
物
が
配
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

�

通

信

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
三
月
十
六
日
、
小
長
井
郵
便
局
の
開

設
に
よ
っ
て
、
郵
便
、
為
替
、
貯
金
業
務
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
、
別
記

の
通
り
で
あ
る
が
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
二
月
十
六
日
電
信
業

務
が
追
加
さ
れ
た
の
で
、
小
長
井
か
ら
も
電
報
の
発
信
、
受
信
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。

行
政
無
線
は
、
行
政
事
務
に
関
す
る
通
信
及
び
非
常
災
害
に
際
し
、
県

庁
や
各
町
と
の
緊
密
な
連
絡
を
確
保
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
小
長
井
町
で
は
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）
四
月
一
日
に
町

負
担
金
二
百
二
十
一
万
五
千
円
を
投
じ
て
開
設
運
用
を
開
始
し
通
信
網
の

確
保
に
よ
っ
て
通
信
連
絡
は
著
し
く
改
善
さ
れ
た
。

し
か
し
、
各
地
域
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
情
報
伝
達
が
サ
イ
レ
ン
の
み

の
伝
達
で
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
新
た
に

消
防
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た
。

町
内
三
十
二
箇
所
に
屋
外
拡
声
子
局
設
置
を
す
る
と
と
も
に
、
各
家
庭

内
に
も
個
別
受
信
機
を
設
置
、
役
場
の
無
線
局
（
親
局
）
か
ら
、
町
内
の

す
み
ず
み
ま
で
一
斉
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

役
場
か
ら
の
一
斉
放
送
以
外
に
も
、
各
地
区
の
区
長
宅
に
地
域
通
報
シ
ス

テ
ム
も
設
置
さ
れ
て
、
い
つ
で
も
必
要
な
地
域
だ
け
へ
の
放
送
も
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）
に
新
世
代
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
で
、
町
内
全
域
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
て
、

長
崎
県
は
も
と
よ
り
福
岡
や
熊
本
、
Ｂ
Ｓ
／
Ｃ
Ｓ
衛
星
放
送
な
ど
三
十
四

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用
し
て
、
議
会
中
継
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
町
民
に
身
近
な
番
組
の
放
送
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事
業
で
は
、
役
場
を
は
じ
め
公

共
施
設
や
学
校
、
郵
便
局
、
病
院
な
ど
十
八
箇
所
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な

ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
置
か
れ
た
公
衆
用
端
末
機
で
は
、
行
政
や
福
祉

の
情
報
な
ど
の
閲
覧
、
学
校
間
の
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
も
出
来
る
。

さ
ら
に
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
っ
て
各
種
の
問
い

合
わ
せ
や
申
請
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
こ
の
よ
う
に
通
信
関
係
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
パ
ソ
コ
ン
か

ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
に
よ
る
メ
ー
ル
の
交
換
、
情
報
を
瞬

時
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

�

電

話

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
小
長
井
駐
在
所
に
直
通
電
話
が
架
設
さ
れ

た
。
警
察
用
務
以
外
に
も
、
一
般
住
民
の
急
病
そ
の
他
有
事
の
際
は
、
駐

在
所
の
電
話
を
借
用
で
き
る
条
件
の
も
と
に
有
志
の
寄
付
を
募
っ
て
電
話

開
通
の
運
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
小
長
井
に
お
け
る
電
話
の
は
じ
め
で
あ
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る
。大

正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
二
月
十
六
年
、
小
長
井
郵
便
局
に
電
信
、

電
話
業
務
が
開
始
さ
れ
郵
便
局
ま
で
行
く
と
電
話
が
か
け
ら
れ
る
仕
組
み

と
な
っ
た
。

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）十
二
月
一
日
、
小
長
井
駅
営
業
開
始
に
よ
っ

て
直
通
電
話
が
架
設
さ
れ
た
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
十
二
月
二
十
一
日
、
小
長
井
村
役
場
に
加

入
電
話
官
庁
用
、
小
長
井
局
一
番
と
し
て
新
設
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
六
月
二
十
日
、
小
長
井
局
で
電
話
交

換
業
務
が
開
始
さ
れ
、
当
時
の
加
入
者
は
二
十
五
名
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）
九
月
二
十
日
、
農
村
集
団
自
動
電
話

の
開
通
と
な
り
こ
の
時
の
農
集
電
話
加
入
は
五
百
七
十
六
名
で
、
一
般
加

入
電
話
は
二
百
三
十
六
名
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
年
）
十
月
二
十
五
日
小
川
原
浦
に
小
長
井

電
話
交
換
局
が
設
置
さ
れ
て
自
動
電
話
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）
六
月
末
の
町
内
の
一
般
電
話
は
九
百

二
十
五
の
加
入
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
一
般
電
話
は
す
べ
て
の
家
庭
が
加
入
し
、
携
帯
電
話
の
普
及

が
め
ざ
ま
し
く
、
何
時
で
も
何
処
か
ら
で
も
利
用
が
出
来
て
便
利
な
時
代

と
な
っ
た
。

第
四
節

港

湾

一
、
港

湾

小
長
井
町
に
は
古
く
か
ら
釜
港
、
築
切
港
、
船
津
港
、
帆
崎
港
が
あ
り
、

陸
の
交
通
が
今
日
の
よ
う
に
発
達
す
る
前
は
、
海
路
の
重
要
な
港
と
し
て

利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
石
材
の
積
出
し
港
又
は
魚
介
類
の
水
揚
げ
港
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
年
八
月
八
日
付
長
崎
県
公
示
第
四
百
四

十
七
号
を
も
っ
て
、
港
湾
法
に
よ
り
長
崎
県
が
管
理
す
る
地
方
港
湾
と

な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
指
定
区
域
は
、
小
長
井
村
小
川
原
浦
名
字
南
川
の

小
長
井
水
準
点
（
一
〇
・
二
一
�
）
を
中
心
と
し
て
二
�
の
半
径
を
有
す

る
円
内
海
面
が
指
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
区
域
内
に
釜
港
が
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
十
四
日
付
港
管
第
二
八
五
八
号
を

も
っ
て
指
定
区
域
の
変
更
が
な
さ
れ
、
現
在
は
小
川
原
浦
名
字
葉
山
基
点

（
北
緯
三
十
二
度
五
十
五
分
五
八
秒
、
東
経
一
三
〇
度
十
一
分
〇
秒
）
を

中
心
と
す
る
半
径
二
・
七
�
の
円
内
の
海
面
と
な
っ
た
た
め
、
町
内
の
海

岸
線
の
殆
ん
ど
が
こ
の
区
域
内
に
あ
っ
て
県
の
管
理
下
に
あ
る
。

小
長
井
の
港

�

釜

港

毘
沙
天
岳
の
東
の
麓
、
有
明
海
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
釜
の
港
が
あ
る
。

第四節 港 湾
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今
日
で
は
、
国
道
２
０
７
号
線
が
港
の
沖
を
通
過
し
、
そ
れ
が
完
全
な

防
波
堤
の
役
目
を
つ
と
め
て
い
る
。

�

築

切

港

築
切
港
は
、
柳
新
田
の
井
樋
の
口
に
あ
る
港
で
、
南
東
は
猿
崎
の
岬
が

防
波
堤
と
な
り
、
台
風
時
の
避
難
港
と
な
っ
た
良
港
で
あ
る
。
柳
新
田
の

西
側
の
石
彫
場
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
石
材
は
こ
の
港
か
ら
積
み
だ
さ
れ
て

い
た
。

現
在
で
は
、
船
津
港
改
修
工
事
完
了
後
、
築
切
港
の
改
修
に
と
り
か
か

り
、
国
・
県
・
の
補
助
を
受
け
て
現
在
は
立
派
に
港
湾
の
施
設
が
完
成
し

た
。

�

船
津
港
（
小
長
井
本
港
）

明
治
十
九
年
東
目
県
道
の
着
工
に
伴
い
現
在
の
位
置
に
船
津
橋
が
架
設

さ
れ
た
。
田
原
の
溜
池
を
水
源
と
し
て
、
井
崎
と
小
川
原
浦
の
境
界
の
谷

間
を
流
れ
る
境
川
「
別
名
を
大
川
と
も
船
津
川
と
も
い
う
」
の
川
口
は
東

側
は
井
崎
西
側
は
小
川
原
浦
に
か
こ
ま
れ
た
天
然
の
港
で
あ
る
。
又
川
口

は
奥
深
く
湾
入
し
て
台
風
の
際
は
船
津
橋
の
奥
に
数
十
隻
の
船
は
避
難
し

た
も
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
頃
こ
の
橋
の
沖
合
五
十
米
位
の
と
こ
ろ
に

防
波
堤
が
築
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
に
至
っ
て
も
そ
の
石
垣
の
堅
固
な
様

子
が
し
の
ば
れ
る
。

船
津
港
は
、
小
長
井
第
一
の
良
港
で
、
小
長
井
中
央
部
の
石
材
や
産
物

は
こ
こ
か
ら
積
み
出
さ
れ
、
一
方
日
用
品
等
は
こ
こ
か
ら
陸
あ
げ
さ
れ
、

諫
早
、島
原
方
面
へ
の
人
々
の
行
き
き
も
こ
こ
か
ら
船
便
に
た
よ
っ
て
い
た
。

釜 港築 切 港

帆崎港（小深井）船津港（小長井本港）
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昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
頃
か
ら
、
県
の
港
湾
改
修
事
業
に
よ
っ
て

工
事
に
着
工
し
、
現
在
で
は
広
大
な
港
湾
が
完
成
し
て
い
る
。

�

帆

崎

港

農
場
の
し
も
て
の
谷
間
谷
間
の
水
が
寄
り
あ
い
、
新
田
原
の
西
側
を
経

て
流
れ
て
い
る
川
を
小
深
井
川
と
い
う
。
川
口
は
、
牧
の
小
深
川
で
あ
り
、

東
方
は
、
帆
崎
鼻
が
つ
き
で
て
こ
こ
に
天
然
の
港
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
小
深
井
港
で
あ
る
。

牧
地
区
は
遠
く
藩
政
の
昔
か
ら
石
材
の
産
地
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ

て
い
た
。
良
質
の
石
材
は
、
福
岡
、
佐
賀
、
熊
本
方
面
へ
積
み
出
さ
れ
て

い
た
。
昔
は
陸
上
の
交
通
は
殆
ど
な
く
そ
の
運
搬
は
す
べ
て
海
上
に
た

よ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
小
深
井
港
は
、
石
材
運
搬
船
で
大

い
に
賑
わ
い
常
時
五
、
六
十
艘
の
石
積
船
は
こ
こ
に
集
ま
り
こ
こ
を
根
拠

地
と
し
て
各
地
に
石
材
を
積
み
出
し
て
い
た
。
後
世
に
な
っ
て
、
小
川
原

浦
、
井
崎
、
築
切
方
面
で
も
石
丁
場
が
で
き
た
が
大
昔
か
ら
明
治
に
か
け

て
は
も
っ
ぱ
ら
牧
の
特
産
物
で
、
長
戸
方
面
の
石
材
も
す
べ
て
、
こ
の
小

深
井
か
ら
搬
出
さ
れ
た
と
い
う
。

二
、
船
津
川
ダ
ム

船
津
川
で
は
、
昔
か
ら
洪
水
の
た
び
に
被
害
が
発
生
し
て
い
た
。
昭
和

五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
七
月
の
大
雨
の
と
き
に
は
、
た
く
さ
ん
の
家
が

浸
水
し
、
多
く
の
人
々
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
毎
年

の
よ
う
に
河
岸
の
決
壊
、
氾
濫
を
く
り
か
え
し
て
き
た
た
め
、
根
本
的
な

治
水
対
策
が
つ
よ
く
望
ま
れ
て
い
た
。

船
津
川
下
流
の
市
街
地
周
辺
で
は
、
住
宅
が
密
集
し
て
い
て
、
洪
水
を

流
す
た
め
に
川
幅
を
広
げ
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
ダ
ム
を
建
設
し
て
洪

水
の
水
を
貯
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
船
津
川
は
小
長
井
町
の
田

畑
に
水
を
供
給
し
、
水
道
用
水
の
水
源
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
等
夏
場
に
は
何

回
と
な
く
水
不
足
が
起
き
て
い
ま
す
。
船
津
ダ
ム
を
水
源
に
予
定
し
て
い

る
田
原
地
区
の
簡
易
水
道
施
設
は
古
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
水
源
と
し
て

不
安
定
な
表
流
水
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、
渇
水
の
た
び
に
制
限
給
水
を

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
一
部
の
住
民
は
、
湧
き
水
や
自
家
用
井
戸

長 戸 港

長里荷揚場

第四節 港 湾

―４７１―



水
を
飲
料
水
と
し
て
利
用
し
て
い
て
、
不
安
定
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
船
津
ダ
ム
に
よ
っ
て
新
た
な
水
源
を
確
保
し
、
安
定
し
た

水
道
用
水
を
供
給
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
船
津
生
活
貯

水
池
は
・
洪
水
を
防
ぐ
（
治
水
）・
水
源
を
確
保
す
る
（
利
水
）
の
二
つ

の
目
的
の
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

船
津
川
は
多
良
岳
の
東
南
の
小
山
（
標
高
三
八
二
�
）
に
源
を
発
し
、

山
間
部
を
南
流
し
、
途
中
井
崎
地
区
の
集
落
を
通
っ
て
、
有
明
海
に
注
い

で
い
ま
す
。
船
津
川
の
下
流
沿
川
は
耕
地
が
広
が
り
、
ま
た
市
街
地
周
辺

に
は
住
家
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
流
域
面
積
が
六
・
一
�
で
、
流
路
延
長

が
四
・
二
�
の
二
級
河
川
で
す
。

概

要

水
系
河
川
名

二
級
河
川
船
津
川
水
系
船
津
川

位

置

左
岸
小
長
井
町
井
崎
名
大
平
一
七
四
三

（
ダ
ム
）

右
岸
小
長
井
町
小
川
原
浦
名
仏
石
二
〇
六
九

形

式

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

堤

高

三
〇
・
〇
〇
�

堤
頂
長

一
五
五
・
〇
�

堤
体
積

二
四
・
四
〇
〇
�

天
端
標
高

Ｅ
Ｌ
一
八
八
・
〇
〇
�

堤
体
法
勾
配

上
流
面

直

下
流
面

一
・
〇
七
九

堤
頂
幅

四
・
〇
�
（
道
路
幅
四
・
五
�
）

（
貯
水
池
）

集
水
面
積

三
・
六
〇
�

湛
水
面
積

〇
・
〇
五
�

総
貯
水
容
量

三
七
〇
・
〇
〇
〇
�

有
効
貯
水
容
量

三
五
七
・
〇
〇
〇
�

設
計
洪
水
位

Ｅ
Ｌ
一
八
六
・
五
〇
�

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
水
位

Ｅ
Ｌ
一
八
五
・
五
〇
�

常
時
満
水
位

Ｅ
Ｌ
一
七
九
・
五
〇
�

最
低
水
位

Ｅ
Ｌ
一
六
九
・
八
〇
�

経

緯

昭
和
六
十
二
年
度

予
備
調
査
開
始

平
成
元
年
度

建
設
事
業
着
手

平
成
五
年
度

用
地
買
収
開
始
工
事
用
及
び
付
替
道
路
着
工

平
成
十
年
度

本
体
工
事
着
手

平
成
十
一
年
四
月

本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
開
始

平
成
十
一
年
七
月

定
礎
式

平
成
十
人
年
二
月

本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
完
了

平
成
十
四
年
度

完
成
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第
五
節

防
災
・
災
害

一
、
防
災
行
政
無
線

１

消
防
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
。
町
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
早

く
て
正
確
な
情
報
伝
達
が
で
き
、
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
消
防
防
災
行

政
無
線
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
た
。

瞬
時
に
町
内
す
み
ず
み
ま
で
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
防
災
無
線
の
設

置
で
、
町
民
に
安
心
と
ゆ
と
り
あ
る
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

�

町
内
す
み
ず
み
ま
で
す
ば
や
く
伝
達

今
ま
で
の
町

の
防
災
体
制
で

は
、
情
報
伝
達

の
方
法
と
し
て

役
場
の
サ
イ
レ

ン
や
地
区
の
マ

イ
ク
放
送
、
広

報
車
に
よ
る
連

絡
、
電
話
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
伝
達
方
法
に
頼
っ
て
い
た
。
特
に
火
災
発
生
時
な
ど
の
伝
達

は
、
役
場
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
だ
け
で
、
一
部
の
地
域
ま
で
し
か
届
か

ず
、
連
絡
が
不
十
分
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
は
、
町
内
三
十
二
カ
所
に
屋

外
拡
声
子
局
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
各
家
庭
内
に
も
個
別
受
信
機
を
設

置
し
、
役
場
の
無
線
室
（
親
局
）
か
ら
、
町
内
す
み
ず
み
ま
で
、
一
斉
に

す
ば
や
く
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

�

い
ろ
ん
な
活
用
可
能
行
政
広
報
に
も
一
役

親
局
か
ら
は
一
斉
放
送
以
外
に
、
必
要
な
地
域
だ
け
へ
の
放
送
も
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

各
地
区
の
区
長
さ
ん
の
家
に
は
地
域
通
報
シ
ス
テ
ム
も
設
置
し
て
あ
り
、

区
長
宅
か
ら
電
話
回
線
を
利
用
し
て
、
そ
の
地
区
独
特
の
連
絡
も
で
き
る
。

さ
ら
に
、
屋
外
拡
声
子
局
別
の
放
送
も
直
接
行
う
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
ゆ

る
状
況
に
応
じ
た
連
絡
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

�

各
種
行
政
連
絡
に
も
一
役

緊
急
時
の
情
報
伝
達
以
外
に
も
、
行
政
の
各
種
連
絡
に
も
有
効
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
音
声
に
よ
る
広
報
が
さ
ら
に
充
実
し
、
よ

り
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

�
「
ウ
〜
」
か
ら
「
メ
ロ
デ
ィ
」
へ
時
報
が
変
わ
り
ま
す

「
ウ

ウ

」
と
鳴
り
響
い
て
い
た
役
場
の
時
報
サ
イ
レ
ン
。
二
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十
七
年
間
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
そ
ば
で
聞
く
と
や
や
う
る
さ
か
っ
た

時
報
サ
イ
レ
ン
が
、
耳
に
や
さ
し
い
メ
ロ
デ
ィ
チ
ャ
イ
ム
に
変
わ
っ
た
。

時
報
の
時
間
帯
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
午
前
六
時
、
正
午
、
午
後
五
時
、

午
後
九
時
の
一
日
四
回
で
あ
る
。

火
災
発
生
な
ど
緊
急
時
に
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
い
る
。

２

消
防
緊
急
通
信
シ
ス
テ
ム

（
平
成
九
年
六
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。）

火
災
・
救
急
・
救
助
な
ど
の
災
害
の
受
報
か
ら
消
防
署
隊
及
び
消
防
団

の
出
動
ま
で
が
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

�

通
報
受
け
付
け

�
一
一
九
番
の
通
報
と
同
時
に
、
指
令
台
の
画
面
に
通
報
さ
れ
た
地
域
の

町
名
と
地
図
が
写
し
出
さ
れ
る
。

�

災
害
地
の
決
定

�
通
報
者
の
町
名
と
番
地
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
住
宅
を
中
心

に
半
径
三
〇
〇
�
の
地
図
が
画
面
に
写
し
出
さ
れ
る
。

※
管
内
の
全
住
宅
番
地
と
、
主
な
事
業
所
や
建
物
等
を
目
標
（
九
六
年
版

ゼ
ン
リ
ン
地
図
参
考
）
と
し
て
地
図
検
索
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て
い
る
。

�
通
報
者
が
町
名
や
地
番
が
不
明
の
場
合
で
も
、
電
話
の
局
番
や
目
標
物

等
か
ら
発
生
地
域
の
地
図
が
写
し
出
さ
れ
、
災
害
点
を
確
認
す
る
。

�

出
動
部
隊
の
編
成

�
通
報
内
容
が
火
災
か
救
急
か
救
助
な
ど
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
管
理
さ
れ
て
い
る
出
動
部
隊
を
自
動
的
に
編
成
す
る
。

固定系システムのしくみ
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�

出
動
指
令

◇
消
防
署
・
分
署
等
に
対
す
る
出
動
指
令

�
管
轄
の
消
防
署
・
分
署
等
に
つ
い
て
は
、
音
声
合
成
装
置
に
よ
り
、
自

動
的
に
音
声
と
指
令
書
に
よ
る
出
動
指
令
を
行
う
。

◇
消
防
団
の
出
動

�
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
と
広
報
に
よ
り
出
動
す
る
。

◇
町
役
場
に
対
す
る
情
報
の
提
供

�
消
防
団
を
管
理
す
る
町
の
担
当
課
に
つ
い
て
も
、
自
動
的
に
指
令
端
末

機
よ
り
音
声
で
知
ら
せ
る
。

�
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
災
害
地
点
の
確
認
の
た
め
、

現
場
の
地
図
な
ど
を
送
る
。

�

順
次
指
令

�
消
防
団
幹
部
や
、
町
及
び
関
係
機
関
の
防
災
担
当
者
に
対
し
て
は
、
事

前
に
登
録
し
た
電
話
に
よ
り
、
自
動
的
に
情
報
を
提
供
す
る
。

二
、
水

害

小
長
井
町
は
、
大
昔
か
ら
梅
雨
末
期

に
は
い
つ
も
被
害
を
受
け
て
き
た
。
近

年
で
は
昭
和
三
十
二
年
と
（
一
九
五

七
）
と
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

の
被
害
が
一
番
ひ
ど
か
っ
た
。
特
に
昭

和
三
十
二
年
の
水
害
は
諫
早
市
を
中
心

に
発
生
し
、
こ
の
水
害
に
よ
り
諫
早
市

だ
け
で
死
者
四
九
四
名
、
行
方
不
明
者

四
十
五
名
、
あ
わ
せ
て
五
三
九
名
と
い

う
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
こ
れ
は
、
元
禄

十
二
年
（
一
六
九
九
）
旧
暦
八
月
十
三

で
き
し

日
の
大
雨
に
よ
り
溺
死
者
四
八
七
名
を

上
ま
わ
る
未
曽
有
の
も
の
で
あ
り
諫
早

水
害
と
呼
ば
れ
た
。

新システム
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１

昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
五
日
の
災
害

�

気
象
状
況

こ
の
大
水
害
の
起
る
前
、
七
月
十
五
日
以
降
に
は
一
時
梅
雨
の
気
配
が

薄
ら
ぎ
、
夏
型
の
天
候
に
移
っ
た
感
が
あ
り
、
七
月
中
旬
後
半
に
は
梅
雨

も
あ
が
っ
て
、
夏
に
入
っ
た
と
思
う
日
が
続
い
て
い
た
が
、
七
月
二
十
一

日
以
降
毎
日
の
よ
う
に
雷
雨
が
県
内
各
地
に
続
き
、
七
月
二
十
五
日
に
は
、

東
支
那
海
方
面
の
高
温
多
湿
の
空
気
が
南
西
の
風
に
乗
っ
て
北
九
州
方
面

を
お
お
い
、
南
方
の
暖
気
と
日
本
海
方
面
の
寒
気
の
境
界
と
な
り
、
こ
れ

が
空
気
の
成
層
状
態
の
不
安
定
に
よ
り
対
流
現
象
に
よ
っ
て
上
昇
気
流
と

な
り
、
雷
雨
が
発
生
し
、
年
間
降
雨
量
の
半
分
に
も
匹
敵
す
る
量
の
雨
が
、

僅
か
一
昼
夜
で
降
る
と
い
う

い
ま
だ
か
っ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
未
曽
有
の
も
の
で

あ
っ
た
。
最
も
降
雨
量
の
多

か
っ
た
南
高
来
郡
瑞
穂
村
西

郷
の
日
雨
量
一
、
一
〇
九
ミ

リ
と
い
う
降
雨
は
、
当
時
の

世
界
的
記
録
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
の
バ
ギ
オ
（B

aguro

）
一
、

一
六
八
ミ
リ
に
次
ぐ
二
番
目

の
も
の
で
あ
り
、
同
じ
西
郷

で
記
録
さ
れ
た
一
時
間
雨
量

一
四
四
ミ
リ
（
七
月
二
十
五
日
二
十
三
時
か
ら
二
十
四
時
迄
）
と
い
う
降

雨
記
録
は
、
日
本
の
一
時
間
最
大
雨
量
足
摺
の
一
五
〇
ミ
リ
及
び
箱
根
の

一
四
六
ミ
リ
に
つ
ぐ
第
三
番
目
の
も
の
で
あ
っ
た
。
小
長
井
村
の
当
日
の

記
録
が
な
い
た
め
確
か
で
は
な
い
が
、
日
雨
量
で
四
〇
〇
ミ
リ
か
ら
六
〇

〇
ミ
リ
位
の
降
雨
が
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

降
雨
記
録
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

被
害
状
況

年
間
雨
量
の
半
分
に
相
当
す
る
一
、
一
〇
九
ミ
リ
と
い
う
多
量
の
雨
が

南
高
来
郡
瑞
穂
村
を
中
心
に
降
り
、
小
長
井
で
は
長
里
方
面
に
多
く
の
降

雨
が
あ
り
、
災
害
の
大
半
が
長
里
区
域
内
に
発
生
し
、
山
津
波
に
よ
り

昭和３２年災害の復旧作業

昭和３２年災害の復旧作業

昭和３２年災害 旧小長井小学校に流れ込んだ泥土
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昭和３２年７月２５日発生災害雨量記録

４時間雨量
雨 量

�
２２９．０
３１３．０
２１５．０
２０１．０
２８０．０
２１５．０
３４５．０
３４２．５

時 刻
２５日
２０時～２４時

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

最大時間雨量
雨 量

�
７６．０
１２９．０
７０．０
６４．０
９０．０
７２．０
１１６．０
１０５．０

１４４．０

時 刻
２５日
２２時～２３時
２１時～２２時
２２時～２３時
２０時～２１時
２１時～２２時
１５時～１６時
２２時～２３時
２２時～２３時

２３時～２４時

日雨量

�
５８７．０
７２９．５
５７３．５
４５４．０
６２１．０
７２９．５
９８８．５
８９８．５
６９１．５
１，１０９．２
１，０５７．０

観測所名

諫 早
大 村
多 良 岳
五 ケ 原 岳
片 木
小 ケ 倉
森 山
大 島
小 江
西 郷
守 山

昭和３２年災害雨量分布図
自 昭和３２年７月２５日９時
至 昭和３２年７月２６日９時

―４７７―

第五節 防災・災害



立
木
、
転
石
、
泥
土
が
流
出
し
て
河
川
の
護
岸
は
跡
形
も
な
く
流
失
し
、

河
川
の
両
岸
に
階
段
状
に
拓
け
て
い
た
棚
田
の
殆
ん
ど
が
、
一
夜
に
し
て

石
礫
の
河
原
に
変
貌
し
、
家
屋
の
崩
壊
、
浸
水
に
よ
り
道
路
は
至
る
所
で

寸
断
さ
れ
、
交
通
は
途
絶
し
電
線
、
電
話
線
も
切
断
さ
れ
、
全
く
手
の
施

し
よ
う
も
な
い
状
態
に
な
っ
た
。

ま
た
、
直
接
被
害
を
蒙
ら
な
か
っ
た
水
田
も
、
そ
の
大
半
の
水
源
が
河

川
に
も
と
め
て
い
た
た
め
、
取
水
施
設
（
頭
首
工
）
が
災
害
を
受
け
、
用

水
を
確
保
す
る
事
が
出
来
ず
、
殆
ん
ど
の
水
田
が
大
な
り
小
な
り
の
被
害

を
受
け
た
。

な
お
、
災
害
直
後
、
出
来
る
だ
け
早
く
村
内
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る

た
め
、
各
地
区
よ
り
報
告
さ
れ
た
分
を
基
礎
に
、
大
急
ぎ
で
踏
査
し
取
り

ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
り
、

こ
れ
ら
災
害
を
補
助
対
象
と
し

て
採
択
し
て
も
ら
う
た
め
、
細

部
に
亘
っ
て
調
査
設
計
し
国
の

査
定
を
受
け
、
昭
和
三
十
二
年

災
害
補
助
対
象
事
業
と
し
て
確

定
し
た
、
各
所
管
ご
と
の
査
定

が
表
２
で
あ
る
。

�

救
援
活
動

�
役
場

災
害
の
発
生
と
同
時
に
小
長

井
村
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
や
現
地
の
被
害
状

況
を
調
査
し
、
県
災
害
対
策
本
部
に
報
告
し
、
直
ち
に
激
甚
災
害
と
し
て

災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
る
と
と
も
に
、
罹
災
者
の
収
容
・
救
援
物
資

の
手
配
・
防
疫
薬
品
の
入
手
、
及
び
配
布
・
応
急
用
と
し
て
、
村
有
林
・

か
ま
す
叺
等
資
材
の
払
下
げ
に
、
村
長
以
下
全
職
員
が
各
自
持
場
を
定
め
て
昼

夜
兼
行
で
従
事
し
た
。

�
議
会

緊
急
村
議
会
が
開
催
さ
れ
、
被
災
者
・
被
災
地
の
救
援
・
応
急
対
策
等

が
協
議
さ
れ
、
現
地
の
視
察
・
被
災
者
へ
の
見
舞
な
ど
、
次
々
に
起
る
事

態
へ
の
対
策
協
議
に
お
わ
れ
た
。

�
消
防
団

団
長
以
下
各
団
員
は
、
昼
夜
の
別
な
く
危
険
箇
所
の
警
戒
を
は
じ
め
、

罹
災
者
の
収
容
・
全
壊
・
半
壊
・
家
屋
の
流
入
・
土
砂
及
び
転
石
の
取
除

き
作
業
、
応
急
仮
橋
の
架
設
、
道
路
の
応
急
復
旧
や
漂
流
死
体
の
収
容
・

仮
埋
葬
な
ど
、
不
眠
不
休
の
目
覚
し
い
活
躍
で
あ
っ
た
。

�
そ
の
他

婦
人
会
・
青
年
団
の
方
々
も
一
致
協
力
し
て
、
救
援
物
資
の
配
布
や
、

焚
出
し
作
業
等
に
従
事
し
た
。

こ
の
時
の
大
災
害
に
あ
た
っ
て
は
全
村
民
が
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
、

ま
た
、
一
人
の
病
人
怪
我
人
も
出
さ
ず
に
無
事
救
援
活
動
が
続
け
ら
れ
た
。

�

救
援
物
資
及
び
見
舞
金

国
内
各
地
か
ら
は
勿
論
、
世
界
各
国
か
ら
暖
か
い
救
援
の
手
が
さ
し
の

線路を通路に利用する人々
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表２
査 定 額

金 額
２，０３３，０００円
３２，３８２，０００
４，８８１，０００
３９，２９６，０００
２６，０６５，０００
５５，４４３，０００
３０９，０００
５０７，０００

８２，２９４，０００
１２１，５９０，０００

箇所数
９
１２
５
２６
２２
６２
２
３
８９

事 業 名

道路災害復旧事業
河 川 〃
橋 梁 〃

計
農地災害復旧事業
農業用施設 〃
関 連 〃
林 道 〃

計

所 管 名

建 設 省

農 林 省

総 計

表１ 被害額調書
備 考

小長井中学校

鉄道３ケ所

被 害 額
円

４，４００，０００
１，２００，０００
１，２１４，０００
５１１，０００
４９２，０００
５００，０００
１８０，０００
１００，０００
１５０，０００
１，２００，０００
３５０，０００

３４，０００，０００
４，０００，０００
２，０００，０００
１８，９００，０００
５，０００，０００
１５０，０００
７５０，０００
７４０，０００
１，２００，０００
１，８００，０００
１１０，０００
１，７５０，０００
９００，０００

１８０，０００，０００
６００，０００
６，０００，０００
４０，０００
３０，０００
１００，０００
１，０００，０００
１，１００，０００
７，６００，０００
２，０００，０００
５，０００，０００
１２３，０６７，０００

被害数量
１名
１
２
１１戸
２０
１１
７３
１２３
１０棟
９
１０
１ケ所
４０
３５件
６８町
２０
２００
１，８９０貫
２００，０００
５，０００
２５，０００

８ケ所２７０�
４ １０

２ケ所
牛１ 豚４頭
８ケ所１７５�
３ １１０
３ １２０
２ ３０
３，０００�

１ケ所 ５
１ ５

２隻
３ケ所
３
３８ケ所

３

種 別
１ 死 亡
２ 軽 傷

計
３ 全 壊
４ 半 壊
５ 一 部 破 損
６ 床 上 浸 水
７ 床 下 浸 水
８ 全 壊
９ 半 壊
１０ 一 部 破 損

１１ 公共建物一部破損
１２ 敷 地 崩 壊
１３ 家 財 備 品 そ の 他
１４ 田 流 失 埋 没 崩 壊
１５ 畑 流 失 埋 没 崩 壊
１６ 田 畑 冠 水

１７ 米 麦 菜 種
１８ 甘 藷
１９ 果 樹
２０ 蔬 菜

２１ 農 道
２２ 農 道 橋
２３ 溜池・水路その他施設
２４ 家 畜 死 亡

２５ 県
２６ 市 町 村
２７ 県
２８ 市 町 村

２９ 市 町 村（河 川）
３０ 海 岸（県）
３１ 港 湾（県）
３２ 船 舶 漁 船

３３ 養 殖 場
３４ 漁具燃料その他

３５ 地 辷 す り
３６ 崖 崩 れ
３７ そ の 他

総 計

住

家

非
住
家

農
作
物

道
路
橋
梁

水
産

人

家

屋

農
地
山
林
作
物
畜
産

土

木

水

産
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べ
ら
れ
、
わ
が
町
だ
け
で
、
エ
チ

オ
ピ
ア
皇
帝
よ
り
毛
布
五
十
二
枚
、

台
湾
政
府
よ
り
寄
贈
米
十
八
俵
、

タ
イ
国
政
府
よ
り
タ
イ
米
二
百
キ

ロ
グ
ラ
ム
等
、
救
援
物
資
・
衣

類
・
食
料
品
な
ど
三
万
数
千
点
が

配
給
さ
れ
、
ま
た
日
赤
長
崎
県
支

部
よ
り
三
十
五
万
五
千
三
百
円
、

長
崎
県
よ
り
八
十
七
万
九
千
五
百

円
、
共
同
募
金
・
放
送
局
よ
り
十

万
五
千
九
百
円
、
そ
の
他
の
方
々

よ
り
一
万
三
千
五
百
円
の
見
舞
金

を
い
た
だ
い
た
。

�

応
急
工
事

橋
梁
の
流
失
、
道
路
の
決
壊
な
ど
連
絡
道
路
、
鉄
道
線
路
は
勿
論
の
こ

わ
た

と
全
村
に
亘
っ
て
交
通
が
遮
断
さ
れ
麻
痺
状
態
と
な
り
、
一
日
も
早
く
復

旧
を
図
る
た
め
多
く
の
資
材
と
労
力
を
投
入
し
応
急
復
旧
が
な
さ
れ
た
が
、

特
に
小
長
井
村
消
防
団
は
長
里
川
足
角
新
開
堤
塘
決
壊
の
応
急
潮
止
め
工

事
、
自
衛
隊
の
方
に
小
川
原
浦
と
井
崎
を
結
ぶ
船
津
橋
と
牧
地
区
の
小
深

井
橋
を
応
急
架
設
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
八
月
二
十
日
、
台
風
七
号
の

暴
風
雨
圏
内
に
入
っ
た
た
め
、
応
急
架
設
橋
梁
の
流
失
警
戒
ま
で
し
て
も

ら
っ
た
。

�

復
旧
事
業
の
状
況

災
害
の
救
援
と
応
急
処
置
に
よ
っ
て
治
安
の
安
定
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
本
格
的
災
害
復
旧
工
事
に
着
手
し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
た
が
、
長
崎

県
は
勿
論
の
こ
と
県
外
か
ら
も
、
宮
崎
県
・
香
川
県
・
島
根
県
等
よ
り
技

術
職
員
の
派
遣
応
援
を
得
て
、
次
々
と
工
事
に
着
工
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

ま
た
、
工
事
に
は
必
要
な
費
用
の
国
庫
補
助
を
受
け
る
た
め
、
事
務
的

な
面
、
並
び
に
地
元
負
担
金
の
調
達
の
面
で
、
か
っ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
残
業
に
つ
ぐ
残
業
を
続
け
た
甲
斐
あ
っ

て
、
完
了
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
も
国
、
県
を
始
め
と
し

村
議
会
、
村
役
場
、
地
元
村
民
並
び
に
建
設
業
者
の
方
々
の
ご
協
力
の
賜

で
あ
っ
た
。

２

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
七
月
八
日
の
災
害

�

気
象
状
況

小
長
井
村
全
域
に
多
大
の
被
害
を
受
け
た
こ
の
台
風
の
気
象
状
況
は
、

七
月
一
日
か
ら
波
状
的
に
連
続
し
て
か
な
り
の
降
雨
が
あ
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
七
月
七
日
に
至
り
梅
雨
前
線
の
活
動
が
特
に
活
発
と
な
っ
て
、
大

雨
と
な
り
、
高
来
町
湯
江
で
一
時
間
雨
量
一
四
〇
ミ
リ
の
降
雨
を
記
録
。

こ
の
降
雨
記
録
は
、
昭
和
三
十
二
年
災
害
の
と
き
南
高
来
郡
瑞
穂
村
西
郷

で
記
録
し
た
一
四
四
ミ
リ
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

各
地
の
降
雨
状
況
は
次
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

救援物資の整理、分配に奉仕する婦人会のみなさん
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昭和３７年災害雨量分布図
自昭和３７年７月７日９時
至昭和３７年７月８日９時

７月１日から
の降雨量

７月８日まで

５９０．０�
９７３．１
８５８．０
５５５．０
５８５．０
３６１．０

７月７日の日雨量

３１２．０�
４５１．０
３５０．０
２２５．０
１４８．０
１１４．０

観測所名

北 諫 早
湯 江
小 長 井
島 原
雲仙公園
長 崎

７月１日から
の降雨量

７月８日まで

５８８．０�
６５４．０
６２３．１
５２４．０
８１６．４
４８６．０

７月７日の日雨量

２２０，０�
２２４．０
２５６．８
２０９．０
３００．５
１８９．０

観測所名

川 棚
上波佐見
彼 杵
大 村
萱 瀬
五ケ原岳
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被
害
状
況

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）、
昭
和
三
十
六
年
に
つ
づ
い
て
の
災
害

で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
災
害
は
村
内
全
域
に
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
在
来
の
河
川
及
び
水
路
の
殆
ど
が
現
地
採
取
材
を
使
用
し
、
底
張
り

コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
根
固
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
施
工
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
河
床
が
洗
れ
護
岸
が
崩
壊
流
失
し
、
こ
れ
が
下
流
に
堆
積
し
て

通
水
断
面
を
閉
塞
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
繰
返
し
た
。
そ
れ
に
山
間
部
で

発
生
し
た
山
津
波
の
土
石
が
合
流
し
た
た
め
、
施
設
の
殆
ど
が
埋
没
、
流

出
す
る
と
い
う
災
害
と
な
っ
た
。
特
に
こ
の
時
の
災
害
は
、
文
教
施
設（
学

校
）
及
び
社
会
教
育
施
設
（
公
民
館
）
に
被
害
を
蒙
る
と
い
う
大
災
害
で

あ
り
な
が
ら
、
人
名
に
被
害
の
な
か
っ
た
事
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

被
害
額
の
内
容
な
ら
び
に
補
助
対
象
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
た
査
定
額

は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

三
、
干

害

昭
和
三
十
年
代
（
一
九
五
五
）
は
、
毎
年
の
よ
う
に
十
日
か
ら
十
五
日

間
ぐ
ら
い
の
連
続
干
天
が
繰
返
し
、
特
に
水
田
の
干
ば
つ
常
習
地
に
お
い

て
は
そ
の
度
に
被
害
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
こ
れ
に
対
し
て
は
小
規
模
の

応
急
対
策
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
十
分
な
措
置
に
達
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
夏
の
干
ば
つ
は
三
十
年
ぶ
り
と
い
わ
れ

る
大
干
ば
つ
と
な
り
、
水
稲
を
は
じ
め
農
作
物
に
大
災
害
を
与
え
た
。

連
続
干
天
日
数
は
七
月
十
四
日
か
ら
八
月
十
一
日
ま
で
の
二
十
九
日
間

査 定
金 額

円
１８，２３６，０００
１４３，１７４，０００
２０，１９２，０００

１８１，６０２，０００
３８，５２２，０００
５１８，２１７，０００
６６，５４９，０００
４，４２１，０００

６２７，７０９，０００
２，８２５，０００
１，１７７，０００

４，００２，０００
８１３，３１３，０００

ケ所数

１２
１５
１

２８
３２
９８
１７
３

１５０
２
１

３
１８１

事 業 名

道路災害復旧事業
河川〃
関連〃

計
農地災害復旧事業
農業用施設〃
関連〃
林道〃

計
公立文教施設災害復旧事業
公立社会教育施設〃

計

所 管 名

建 設 省

農 林 省

文 部 省

総 計
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備 考

小長井港

被害金額

３００，０００円

１，５００，０００円

８００，０００円

１，５００，０００円

３，３００，０００円

１，５００，０００円

４，０００，０００円

３５０，０００，０００円

１，０００，０００円

４，０００，０００円

８０，０００，０００円

３００，０００，０００円

１，０００，０００円

２０，０００円

７２０，０００円

８００，０００円

９４３，７８５，０００円

被害数量

５町

５０，０００貫

４０，０００貫

１ケ所７０米

４ケ所３０米

１ケ所３０米

２０ケ所２０町

６０ケ所

豚５、山羊２、

鶏８０

６ケ所

６ケ所

８ケ所

３７ケ所

１ケ所

１隻

５隻

６０ケ所

種 別

２１．果 樹

２２．蔬 菜

２３．その他農作物

２４．農 道

２５．林 道

２６．農 道 橋

２７．山 林 崩 壊

２８．溜池・水路、

そ の 他 施 設

２９．家 畜 死 亡

３０．県

３１．市 町 村

３２．県

３３．市 町 村

３４．港 湾（県）

３５．漁 船 破 損

３６．一般船舶破損

３７．崖 崩 れ

総 計

農
作
物

道
路

河
川

船

舶

農
地
山
林
作
物
畜
産

土

木

水

産

被害額調書

備 考

中央公民館

中学校校舎

〃敷地、運動場

１石＝１５０�

１６貫＝６０�

被害金額

円

１３，９５２，０００円

１０，６３２，０００円

１０，２６０，０００円

４８６，０００円

２，９８９，０００円

３，１７２，０００円

３，８０８，０００円

１８６，０００円

５００，０００円

２００，０００円

２，５００，０００円

８００，０００円

４，０００，０００円

８０，０００，０００円

２０，０００，０００円

－

４０，５６０，０００円

３，０００，０００円

被害数量

１名

１名

１４戸

２０戸

５５戸

１６２戸

１１棟

１３棟

５４棟

１２４棟

１棟

２棟

４ケ所

３００件

５０ヘクタール

３０ヘクタール

２３３ヘクタール

３，３８０石

１２０，０００貫

種 別

１．重 症

２． 計

３．全 壊

４．半 壊

５．床 上 浸 水

６．床 下 浸 水

７．全 壊

８．半 壊

９．床 上 浸 水

１０．床 下 浸 水

１１．市 町 村 立

１２．一 部 破 損

１３．敷 地 崩 壊

１４．家財、備品、その他

１５． 計

１６．田流失埋没崩壊

１７．畑流失埋没崩壊

１８．田 畑 冠 水

１９．米 麦 菜 種

１８．甘 藷

住

家

非

住

家

建

物

農
作
物

人

家

屋

公
共
建
物
そ
の
他

農
地
山
林
作
物
畜
産

―
４８
３
―

第
五
節

防
災
・
災
害



と
、
八
月
二
十
九
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
の
四
十
八
日
間
と
二
回
に
わ

た
り
干
天
が
続
き
、
ま
さ
に
天
地
が
乾
き
き
る
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。

飲
料
水
も
各
地
で
枯
れ
、
湧
水
や
地
下
ボ
ー
リ
ン
グ
水
に
頼
ら
ね
ば
な
ら

な
い
家
庭
が
多
く
続
出
し
た
。

い
ち
ょ
う

水
稲
の
干
害
は
全
作
付
の
七
十
％
、
約
二
〇
〇
ha
に
及
び
、
枯
死
萎
凋

不
出
穂
に
至
る
水
田
も
多
く
、
不
稔
実
と
な
っ
て
平
年
生
産
量
に
対
し
約

四
十
％
減
の
三
九
〇
ｔ
減
収
と
な
り
、
五
、
六
九
〇
万
円
の
被
害
額
と
推

計
さ
れ
た
。
特
に
長
里
地
区
・
小
川
原
浦
・
帆
崎
地
区
・
牧
地
区
・
井
崎

地
区
・
黒
仁
田
地
区
・
柳
谷
地
区
・
釜
地
区
に
お
い
て
被
害
が
大
き
か
っ

た
。そ

の
他
生
産
量
が
伸
び
だ
し
た
温
州
み
か
ん
の
若
木
で
も
、
殆
ど
の
樹

は
萎
凋
が
み
ら
れ
、
果
実
の
肥
大
は
止
り
、
し
ぼ
ん
で
い
く
よ
う
な
状
態

と
な
り
、
そ
の
後
の
雨
で
裂
果
を
激
し
く
起
す
な
ど
、
被
害
は
三
五
〇
ｔ

の
減
収
で
、
被
害
額
三
十
％
減
の
一
、
八
五
〇
万

円
と
な
っ
た
。
そ
の
他
、
農
作
物
の
被
害
を
含
め

総
計
一
億
二
千
万
円
の
被
害
額
（
三
十
三
％
減
）

に
達
し
た
。

各
地
区
井
手
関
係
者
は
個
人
又
は
共
同
事
業
と

し
て
応
急
対
策
に
取
組
み
、
長
里
川
・
小
深
井

川
・
船
津
川
・
今
里
川
・
築
切
川
な
ど
の
川
下
に

は
揚
水
ポ
ン
プ
の
据
付
け
を
行
い
、
揚
水
を
行
っ

て
水
稲
の
干
が
い
補
水
を
実
施
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
当
番
を
配
し
、
昼
夜
を
徹
し
て
ポ
ン
プ
の
管
理

と
水
田
へ
の
配
水
を
懸
命
に
実
施
し
、
被
害
の
防
止
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
応
急
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
二
分
の
一
の
補
助
金
が
交

付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
時
の
小
長
井
農
業
協
同
組
合
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
、
事
務
処
理
、
機
械
の
据
付
に
当
っ
た
。
こ
の
年
の
事
業
内
容
は

次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
水
稲
共
済
の
共
済
金
は
一
千
万
円
に
も
達
し
、

共
済
事
業
始
ま
っ
て
以
来
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
雪

害

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
二
月
十
四
日
の
三
時
頃
、
台
湾
附
近
で

発
生
し
た
低
気
圧
（
台
湾
坊
主
）
は
急
速
に
発
達
し
な
が
ら
北
東
に
進
み
、

十
五
日
九
時
頃
、
屋
久
島
附
近
を
通
過
す
る
こ
ろ
は
中
心
の
気
圧
が
九
八

二
ｍ
ｂ
に
さ
が
り
、
こ
の
台
湾
坊
主
の
接
近
で
、
十
四
日
の
昼
頃
か
ら
小

干
害
応
急
対
策
事
業
一
覧
（
昭
和
四
十
二
年
）（
一
九
六
〇
）

事
業
主
体

受
益
面
積
�

事

業

量

工
事
費（
千
円
）

国
補
助
金

（
千
円
）

尾
ノ
上（
共
同
）

小
長
井
町
農
協

〃〃

〇
、
八

七
、
四

一
〇
七
、
五

さ
く
井
工
一
ヶ
所

（
ボ
ー
リ
ン
グ
）

さ
く
井
工
（
井
戸
）

三
十
六
一
ヶ
所

揚
水
ポ
ン
プ
八
二
台

エ
ン
ジ
ン

九
二
台

モ
ー
ト
ル

一
二
台

ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
一
八
、
一
七
七
�

二
〇
三

一
、
〇
二
三

一
四
、
七
九
六

九
五

五
一
一

七
、
三
九
八

―４８４―

第五章 町 行 政



長
井
町
で
も
北
東
の
風
が
強
ま
り
、
山
間
部
は
雪
と
な
っ
た
。
十
五
日
は

一
日
中
北
東
の
強
風
が
吹
き
荒
れ
、
雲
仙
岳
測
候
所
で
は
最
大
瞬
間
風
速

四
十
八
�
を
記
録
す
る
と
い
う
台
風
な
み
の
強
風
で
気
温
が
低
下
し
、
八

十
歳
に
な
る
老
人
も
こ
ん
な
に
雪
が
積
っ
た
の
は
見
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
く
ら
い
の
積
雪
で
、
田
原
、
清
水
地
域
の
平
坦
部
で
八
十
�
、
広
川
良

の
吹
き
溜
り
で
は
二
�
に
も
達
し
、
軒
先
が
雪
に
埋
ま
る
よ
う
な
豪
雪
と

な
っ
た
。

こ
の
積
雪
で
僅
か
三
�
足
ら
ず
の
電
線
に
雪
が
凍
結
し
、
直
径
十
�
に

も
な
り
、こ
の
重
み
の
た
め
電
柱
が
折
れ
、電
線
が
切
断
さ
れ
停
電
と
な
っ

た
。
ま
た
、
田
原
小
学
校
か
ら
上
は
人
が
往
来
す
る
の
も
困
難
な
状
態
で
、

車
は
も
ち
ろ
ん
の
事
通
行
不
能
で
、
広
川
良
、
清
水
で
は
搾
乳
し
た
牛
乳

を
運
搬
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
投
棄
し
て
い
る
と
の
連
絡
を
受
け
、
通
行

を
確
保
す
る
こ
と
が
先
決
問
題
と
な
り
、
早
速
県
と
連
絡
を
と
り
、
大
動

脈
で
あ
る
県
道
か
ら
、
路
面
に
融
雪
剤
を
搬
布
し
た
が
大
し
た
効
果
が
な

く
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
除
雪
す
る
以
外
方
法
が
な
い
と
の
結
論
に
達
し
、

町
内
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
総
動
員
す
る
と
と
も
に
、
高
来
町
か
ら
も
運
転

手
つ
き
で
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
借
上
げ
、
三
日
間
で
主
要
道
路
の
除
雪
を
完

了
し
、
交
通
の
復
旧
が
は
か
ら
れ
た
。

通
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
み
る
と
、
予
想
以
上
に
被
害
が
大
き
く
、

ミ
カ
ン
の
木
の
枝
折
れ
や
、
ま
た
、
樹
齢
二
十
年
生
の
杉
の
大
木
が
途
中

か
ら
折
れ
た
り
裂
け
た
り
し
て
お
り
、
商
品
価
値
が
零
に
な
る
被
害
を
受

け
た
。

た
だ
こ
の
時
の
積
雪
で
は
、
桧
は
杉
の
よ
う
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

五
、
台

風

災
害
発
生
の
起
因
と
な
る
異
常
気
象
の
台
風
に
つ
い
て
過
去
の
記
録
を

調
べ
て
み
る
と
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
夏
に
台
風
の
被
害
を
受
け
、

諫
早
地
方
で
人
家
の
倒
壊
し
た
も
の
二
七
七
戸
、
屋
根
を
吹
き
飛
ば
さ
れ

た
も
の
一
、
五
六
五
戸
、
喬
木
の
倒
れ
た
も
の
三
〇
〇
本
、
田
は
六
分
作
、

畑
は
五
分
作
で
あ
っ
た
記
録
が
あ
り
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
以
降

の
長
崎
県
下
に
お
け
る
台
風
被
害
に
つ
い
て
、
西
日
本
気
象
協
会
長
崎
支

部
発
行
の『
長
崎
県
気
候
図
誌
』よ
り
、
諫
早
北
高
地
方
に
も
関
係
の
あ
っ

た
主
な
る
も
の
を
抜
粋
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

�

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
二
日
よ
り
三
日
、
台
風
は
西
彼
杵
半

背たけ以上の積雪

除雪作業
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島
に
上
陸
後
、
福
岡
・
下
関
を
経
て
日
本
海
に
入
る
。
南
の
風
、
風
速
毎

秒
二
九
・
三
�
、
雨
量
は
諫
早
地
方
六
八
・
七
ミ
リ
、
死
者
十
六
名
、
負
傷

者
六
十
一
名
、
建
物
流
失
三
、
一
〇
五
戸
、
船
舶
流
失
五
七
隻
、
道
路
損

壊
五
一
件
、
田
畑
流
失
埋
没
一
、
三
四
一
町
以
上
の
外
、
男
女
群
島
附
近

で
サ
ン
ゴ
採
取
船
三
〇
隻
遭
難
六
十
四
名
死
亡
す
。
九
州
地
区
の
人
畜
の

死
傷
、
家
屋
倒
壊
多
く
進
行
中
の
列
車
転
覆
、
船
舶
漁
船
沈
没
遭
難
多
数
。

�

大
正
三
年
八
月
二
十
三
日
よ
り
二
十
六
日
、
台
風
は
五
島
灘
か
ら
県

北
部
上
陸
、
福
岡
を
経
て
対
馬
海
峡
に
入
る
。
南
南
東
の
風
、
風
速
毎
秒

四
四
・
五
�
で
、北
高
来
郡
の
有
明
海
沿
岸
で
は
一
〜
三
�
の
高
潮
が
発
生
。

雨
量
は
諫
早
地
方
一
五
〇
・
八
ミ
リ
で
、
被
害
状
況
は
全
県
で
死
者
一

名
、
負
傷
者
四
名
、
河
川
堤
防
決
壊
約
九
七
〇
�
、
道
路
損
壊
約
四
、
八

〇
〇
�
、
橋
の
流
失
六
八
件
、
海
岸
堤
防
決
壊
一
八
三
件
、
建
物
の
流
失

破
壊
浸
水
四
、
八
一
一
戸
、
船
舶
の
流
失
沈
没
六
〇
隻
。

�

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
八
月
十
五
日
よ
り
十
六
日
、
台
風
は
五
島

附
近
を
経
て
対
馬
海
峡
に
入
る
。
南
西
の
風
、
風
速
毎
秒
三
三
・
五
�
、

雨
量
は
諫
早
地
方
六
三
・
六
ミ
リ
と
な
っ
て
お
り
、
被
害
の
中
に
種
子
島

附
近
で
海
軍
特
務
艦
志
自
岐
が
沈
没
し
百
余
名
が
行
方
不
明
。

�

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
九
月
十
二
日
よ
り
十
三
日
、
台
風
は
長
崎

市
附
近
よ
り
南
高
来
郡
北
部
を
経
て
熊
本
方
面
へ
去
る
。

東
南
東
の
風
、
風
速
毎
秒
三
三
・
八
�
雨
量
は
諫
早
地
方
八
八
・
五
ミ

リ
で
有
明
海
沿
岸
に
高
潮
が
発
生
。
こ
の
台
風
に
よ
る
被
害
は
死
者
五
十

七
名
、
行
方
不
明
三
名
、
負
傷
者
九
十
二
名
、
家
屋
全
壊
一
、
四
七
九
戸
、

同
半
壊
一
、
八
六
六
戸
、
同
流
失
三
一
四
戸
、
そ
の
他
道
路
堤
防
、
橋
梁
、

船
舶
、
農
作
物
、
家
畜
に
多
大
の
被
害
を
受
く
。

�

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
七
月
十
八
日
、
台
風
は
五
島
灘
よ
り
対
馬

海
峡
に
入
る
。
南
南
東
の
風
、
風
速
毎
秒
三
五
�
、
諫
早
地
方
の
雨
量
七

七
・
二
ミ
リ
で
死
者
四
十
七
名
、
行
方
不
明
三
十
三
名
で
家
屋
そ
の
他
に

多
大
の
被
害
を
受
け
て
お
り
、
諫
早
で
は
、
真
崎
、
有
喜
、
小
栗
小
学
校

の
校
舎
倒
壊
。

�

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
七
月
二
十
三
日
、
台
風
は
女
島
附
近
を

通
り
、
対
馬
海
峡
を
経
て
日
本
海
に
入
る
。
南
西
の
風
、
風
速
二
九
・
八

�
で
い
つ
も
の
台
風
と
同
じ
く
人
畜
、
家
屋
、
堤
防
な
ど
に
被
害
を
受
く
。

�

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
八
月
二
十
七
日
、
台
風
は
西
彼
杵
半
島

北
部
に
上
陸
、
佐
世
保
、
唐
津
附
近
を
経
て
対
馬
海
峡
に
入
る
。

長
崎
西
北
西
の
風
、
風
速
毎
秒
三
五
・
〇
�
、
雨
量
一
三
四
ミ
リ
で
死

者
二
十
五
名
、
行
方
不
明
十
名
、
負
傷
者
八
十
七
名
で
、
家
屋
そ
の
他
に

多
大
の
被
害
を
受
く
。（
県
内
）

�

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
十
七
日
よ
り
十
八
日
（
枕
崎
台
風
）

台
風
は
鹿
児
島
県
枕
崎
に
上
陸
後
九
州
を
縦
断
し
、
瀬
戸
内
海
に
入
り
、

四
国
を
か
す
め
、
広
島
を
通
り
中
国
山
脈
を
横
断
し
、
米
子
、
松
江
を
通

過
し
て
日
本
海
に
ぬ
け
て
か
ら
、
能
登
半
島
西
側
を
経
て
新
潟
と
酒
田
の

中
間
か
ら
、
奥
羽
に
上
陸
横
断
し
、
宮
古
、
釜
石
間
よ
り
太
平
洋
に
去
っ

た
も
の
で
、
日
本
全
国
が
大
な
り
小
な
り
の
被
害
を
蒙
っ
た
。
こ
の
台
風

を
「
枕
崎
台
風
」
と
い
う
。
人
命
の
被
害
だ
け
で
も
二
十
六
府
県
に
及
び
、

そ
の
数
死
者
二
、
〇
八
一
名
、
行
方
不
明
者
一
、
〇
四
七
名
、
負
傷
者
二
、

三
三
〇
名
で
あ
り
、
こ
の
と
き
の
長
崎
地
方
で
は
北
西
の
風
、
風
速
毎
秒
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二
〇
・
二
�
、
雨
量
一
二
六
ミ
リ
で
死
者
十
六
名
で
あ
っ
た
。

�

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
六
月
二
十
日
よ
り
二
十
一
日
（
デ
ラ

台
風
）
台
風
は
九
州
中
央
部
を
縦
断
し
日
本
海
に
入
る
。
長
崎
北
西
の
風
、

風
速
二
四
�
、
雨
量
六
六
ミ
リ
。

�

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
七
月
十
七
日
よ
り
十
八
日
（
フ
エ
イ

台
風
）
台
風
は
野
母
半
島
に
上
陸
後
、
大
村
湾
、
唐
津
を
経
て
、
玄
界
灘

に
入
る
全
県
。
長
崎
南
南
東
の
風
、
風
速
二
三
・
八
�
、
雨
量
二
一
〇
ミ
リ
。

�

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
八
月
十
五
日
よ
り
十
八
日
（
ジ
ュ
ウ

デ
イ
ス
台
風
）
台
風
は
鹿
児
島
、
天
草
を
経
て
長
崎
県
を
通
過
し
、
対
馬

海
峡
に
入
る
全
県
。
長
崎
南
南
東
の
風
、
風
速
毎
秒
二
六
・
四
�
。
雨
量

二
八
七
ミ
リ
。

�

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
八
月
十
六
日
よ
り
十
七
日
（
台
風
）

台
風
は
五
島
附
近
を
通
り
対
馬
海
峡
を
経
て
日
本
海
へ
入
る
。
南
西
の
風
、

風
速
二
六
�
、
雨
量
二
五
七
ミ
リ
、
死
者
二
十
一
名
、
行
方
不
明
二
名
、

負
傷
者
百
一
名
で
、
家
屋
そ
の
他
に
多
大
の
被
害
を
受
く
。

�

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
九
月
五
日
よ
り
六
日
（
台
風
十
号
）、

大
隈
半
島
に
上
陸
し
、
九
州
南
東
部
を
通
過
後
四
国
地
方
に
入
る
。
上
陸

時
九
五
八
ｍ
ｂ
、
風
速
五
〇
�
、
暴
風
半
径
二
六
〇
�
の
大
型
台
風
で
あ

り
、
長
崎
で
風
速
二
〇
�
、
雨
量
は
県
南
部
で
二
〇
〇
ミ
リ
で
あ
っ
た
。

�

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
（
台

風
十
五
号
）、
二
十
三
日
宮
崎
市
に
上
陸
後
西
に
進
み
、
島
原
半
島
南
部

か
ら
長
崎
市
の
南
を
通
過
し
、
五
島
灘
に
入
る
。
長
崎
で
南
南
西
の
風
、

風
速
十
一
�
、
雨
量
六
七
ミ
リ
で
あ
っ
た
。

�

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
七
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
一
日
（
台

風
四
号
）、
二
十
八
日
高
知
県
に
上
陸
後
、
山
口
県
を
通
過
し
一
旦
、
玄

界
灘
に
去
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
進
路
を
転
じ
て
、
西
彼
杵
半
島
に

再
上
陸
し
、
熊
本
方
面
に
ぬ
け
る
。
長
崎
で
南
西
の
風
、
風
速
十
五
�
、

雨
量
七
〇
ミ
リ
で
あ
っ
た
。

�

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
九
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七
日
（
台

風
十
六
号
）、
二
十
四
日
二
十
三
時
に
鹿
児
島
県
串
木
野
市
に
上
陸
後
、

九
州
西
岸
を
北
上
し
、
佐
賀
県
か
ら
長
崎
県
東
部
に
入
り
北
緯
三
三
度
東

経
一
三
〇
度
の
、
大
村
市
附
近
で
熱
帯
性
低
気
圧
と
な
り
消
滅
す
る
。
長

崎
で
北
北
東
の
風
、
風
速
一
六
・
三
�
、
雨
量
七
八
ミ
リ
で
あ
る
。

�

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
八
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
（
台
風
九

号
）、
長
崎
市
に
上
陸
後
県
内
を
縦
断
し
、
福
岡
県
北
部
か
ら
、
山
口
県

を
通
過
し
日
本
海
に
入
る
。
上
陸
時
野
母
半
島
で
九
四
五
ｍ
ｂ
、
風
速
四

〇
�
で
、
長
崎
で
北
北
東
の
風
、
風
速
三
〇
・
四
�
、
雨
量
は
一
四
二
ミ

リ
で
あ
り
、
小
長
井
駅
で
二
十
三
時
二
分
風
速
三
七
�
を
記
録
し
た
。
そ

の
他
に
は
、
昭
和
三
十
年
八
月
二
十
日
に
、
諫
早
市
猿
崎
町
で
竜
巻
が
発

生
し
、
高
来
町
の
中
腹
部
を
横
断
し
、
小
長
井
町
の
農
場
付
近
を
通
過
後

消
滅
し
た
。
こ
の
竜
巻
に
よ
る
被
害
は
家
屋
全
壊
七
戸
、
同
破
損
五
十
三

戸
、
学
校
破
損
一
棟
と
な
る
。

台
風
十
七
号
・
十
九
号
記
録

台
風
十
七
号
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
九
月
十
四
日
午
前
四
時
頃
よ
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り
暴
風
域
に
入
っ
た
。
気
象
台

の
予
報
通
り
九
州
に
と
っ
て
最

悪
の
進
路
を
と
り
、
長
崎
市
付

近
に
上
陸
し
て
猛
威
を
振
る
い
、

各
地
に
相
当
の
被
害
を
出
し
た
。

は

ほ
と
ん
ど
の
家
の
屋
根
瓦
が
剥

ぎ
取
ら
れ
、
そ
の
破
片
が
吹
き

飛
ば
さ
れ
て
サ
ッ
シ
窓
を
割
り
、

家
の
中
ま
で
被
害
を
受
け
た
と

こ
ろ
が
か
な
り
の
数
に
及
ん
だ
。

小
長
井
大
橋
の
中
央
部
に
は
通

行
中
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
二
台
が

横
倒
し
と
な
り
、
交
通
を
遮
断
し
、
そ
の
す
さ
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

特
に
海
岸
に
面
し
た
と
こ
ろ
は
ひ
ど
く
、
井
崎
の
割
烹
店
の
屋
根
瓦
が

二
軒
と
も
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
よ
い
程
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。
ま
た
船
津
の

郵
便
局
付
近
で
も
殆
ん
ど
の
住
宅
で
二
〜
三
百
枚
の
屋
根
瓦
が
破
損
す
る

被
害
を
受
け
て
い
た
。

ま
た
農
作
物
に
対
す
る
被
害
も
大
き
く
、
収
穫
前
の
水
稲
を
始
め
、
ハ

ウ
ス
園
芸
か
ら
野
菜
に
至
る
ま
で
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
そ
の
被
害

じ
ん
だ
い

は
甚
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。

自
然
の
猛
威
を
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
た
台
風
十
七
号
の
一
禍
で

あ
っ
た
が
、
人
々
は
気
を
取
り
直
し
て
そ
の
修
復
に
取
り
か
か
り
、
や
っ

と
の
思
い
で
屋
根
瓦
や
そ
の
他
諸
々
の
修
理
を
終
え
、
気
持
ち
も
徐
々
に

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
十
七
号
よ
り
も
更
に
そ
の
規
模

が
大
き
い
台
風
十
九
号
が
、
超
大
型
の
勢
力
を
保
ち
な
が
ら
、
進
路
も
十

七
号
と
全
く
同
じ
コ
ー
ス
で
北
上
し
て
い
る
と
い
う
テ
レ
ビ
の
台
風
情
報

に
人
々
は
お
の
の
い
た
。

十
七
号
台
風
か
ら
二
週
間
経
っ
た
九
月
二
十
七
日
、
午
後
四
時
頃
よ
り

暴
風
圏
内
に
入
っ
た
十
九
号
は
次
第
に
強
烈
な
暴
風
雨
と
な
り
、
今
度
は

佐
世
保
市
付
近
に
上
陸
し
た
。
長
崎
県
は
十
七
号
、
十
九
号
と
た
て
続
け

に
直
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

十
七
号
は
暴
風
域
が
小
型
だ
っ
た
が
、
風
は
非
常
に
強
い
台
風
で
、
進

行
速
度
が
時
速
五
十
�
位
だ
っ
た
た
め
二
時
間
く
ら
い
で
納
ま
っ
た
。
十

九
号
は
速
度
が
五
十
五
�
程
度
で
、
暴
風
域
が
超
大
型
（
半
径
約
六
〇
〇

�
）
で
非
常
に
強
い
台
風
だ
っ
た
た
め
、
暴
風
の
時
間
が
三
時
間
位
つ
づ

い
た
。

井
崎
で
は
納
屋
が
一
棟
倒
壊
し
た
が
、
住
宅
の
倒
壊
が
な
か
っ
た
の
は

不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。
今
回
の
よ
う
な
大
被
害
を
受
け
た
台
風
は
初

め
て
の
経
験
だ
っ
た
と
、
異
口
同
音
に
話
す
老
人
の
会
話
が
印
象
的
だ
っ

た
。道

路
や
路
地
裏
に
は
、
瓦
の
か
け
ら
、
板
き
れ
、
ト
タ
ン
き
れ
な
ど
が

足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
飛
散
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
電
柱
が
折
れ
て

倒
れ
、
電
線
は
切
れ
て
垂
れ
下
が
り
、
復
旧
の
見
通
し
す
ら
立
た
ぬ
状
況

で
あ
っ
た
。

鹿
児
島
こ
し
き
島
（
天
草
南
端
の
沖
合
に
あ
る
島
）
で
は
、
風
速
八
十

八
�
を
記
録
し
、
言
語
に
絶
す
る
強
風
と
な
り
、
倒
壊
家
屋
や
そ
の
被
害

剥ぎ取られた屋根瓦
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ぶ
り
は
観
測
史
上
最
悪
の
記
録
だ
っ
た
と
報
道
し
て
い
た
。

ま
た
、
長
崎
市
内
三
ヶ
所
の
観
測
所
で
は
、
風
速
計
の
針
が
六
十
�
で

振
り
切
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
そ
れ
以
上
の
風
速
で
あ
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も

な
い
事
実
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

特
に
十
九
号
は
、
日
本
海
沿
い
に
日
本
列
島
縦
断
の
コ
ー
ス
を
取
っ
た

た
め
、
過
去
の
日
本
台
風
史
上
に
残
る
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

九
月
二
十
六
日
に
太
平
洋
岸
を
北
上
し
、
名
古
屋
地
方
に
上
陸
し
て
死
傷

者
六
千
人
以
上
の
人
的
並
び
に
物
的
被
害
を
出
し
た
伊
勢
湾
台
風
。
さ
ら

に
は
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
九
月
二
十
六
日
、
今
回
の
十
九
号
と

ま
っ
た
く
同
じ
コ
ー
ス
で
日
本
海
側
を
北
上
し
、
乗
客
二
千
人
余
り
を
乗

せ
た
青
函
連
絡
船
の
『
洞
爺
丸
』
を
沈
没
さ
せ
、
東
北
、
青
森
、
北
海
道

地
方
に
相
当
の
被
害
を
続
出
さ
せ
た
、
洞
爺
丸
台
風
に
匹
敵
、
い
や
そ
れ

を
上
廻
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
回
も
青
森
県
な
ど
の
東
北
地
方
で
、
出
荷
寸
前
の
リ
ン
ゴ
が
総
て
落

と
う
ふ
く

果
し
、
樹
木
は
根
元
か
ら
倒
伏
し
て
収
穫
が
皆
無
の
状
態
で
、
再
生
に
は

数
年
か
か
る
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
九
州
で
は
最
大
の
森
林
地
帯
で
あ
る
日

田
地
方
で
は
、
半
世
紀
に
亘
り
丹
精
込
め
て
育
て
た
見
事
な
森
林
が
中
程

か
ら
吹
き
ち
ぎ
ら
れ
た
り
、
根
元
か
ら
な
ぎ
倒
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
日
が
経
つ
に
連
れ
、
被
害
の
範
囲
が
全
国
的
に
拡
大
し
、

未
曾
有
の
台
風
惨
禍
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
我
が
小
長
井
も
例
外
で
は
な

く
、
町
内
全
域
が
生
々
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
数
点
記

録
し
て
み
る
と
、
二
〜
三
百
枚
の
屋
根
瓦
被
害
が
あ
っ
た
の
は
軒
並
み
と

言
っ
て
よ
く
、
山
林
の
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
。

井
崎
坂
の
上
の
坊
が
屋
敷
で
は
、
立
派
に
成
長
し
た
杉
の
美
林
（
三
十

年
生
位
）
の
う
ち
約
十
ａ
位
が
、
地
上
か
ら
約
二
〜
三
�
位
の
と
こ
ろ
か

ら
吹
き
ち
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
同
じ
く
聖
母
の
騎
士
園
か
ら
三
〇
〇
�
ほ
ど

下
っ
た
道
路
沿
い
の
杉
林
（
二
十
年
生
位
）
は
、
幅
五
十
�
、
延
長
三
百

�
位
の
範
囲
で
、
こ
れ
も
中
ほ
ど
一
定
の
高
さ
で
吹
き
ち
ぎ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
割
に
檜
は
堅
い
木
質
か
ら
か
、
中
間
か
ら
の
切
断
は
な
か
っ
た
が
、

そ
こ
か
し
こ
の
山
林
で
根
こ
そ
ぎ
倒
伏
の
状
態
で
あ
っ
た
。
竹
林
の
笹
の

葉
は
殆
ど
落
葉
し
て
白
く
な
り
、
ま
る
で
竹
ぼ
う
き
を
逆
さ
に
立
て
た
よ

う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

水
稲
は
穂
先
が
白
く
な
っ
て
し
ま
い
、
収
穫
が
皆
無
の
状
態
で
あ
っ
た
。

田
原
神
社
の
鳥
居
は
双
方
の
柱
の
中
間
か
ら
上
部
が
倒
壊
し
、
社
も
か
な

り
の
被
害
を
受
け
て
い
た
。

農
場
地
区
で
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー

鶏
舎
（
鉄
骨
建
）
が
完
全
に
倒

壊
し
、
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
は
新

築
し
て
間
も
な
い
住
宅
の
屋
根

部
分
の
約
半
分
位
が
タ
ル
キ
ご

と
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
家
主
た
ち

は
必
死
で
逃
げ
出
す
の
に
無
我

夢
中
で
、
生
き
た
心
地
が
し
な

か
っ
た
と
い
う
。

小
川
原
浦
で
は
、
藤
原
神
社

の
本
殿
が
斜
め
に
傾
い
て
い
た

小長井大橋で転倒した大型トラック

―４８９―

第五節 防災・災害



が
倒
壊
は
免
れ
て
い
た
。
ま
た
役
場
庁
舎
は
南
側
の
サ
ッ
シ
窓
が
前
回
の

十
七
号
に
続
い
て
全
損
状
態
で
、
事
務
所
の
内
部
が
目
茶
苦
茶
の
状
況
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
町
内
各
所
で
公
共
施
設
か
ら
一
般
住
宅
、
さ
ら
に
は
収
穫

寸
前
の
水
稲
を
始
め
、
み
か
ん
の
落
果
、
木
々
は
落
葉
し
て
冬
の
雑
木
林

を
思
わ
せ
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
殊
に
ハ
ウ
ス
園
芸
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
支
柱
が
折
れ
曲
が
り
、
出
荷
寸
前
ま
で
育
っ
て

い
た
メ
ロ
ン
は
す
べ
て
全
滅
状
態
で
あ
っ
た
。

井
崎
の
海
岸
沿
い
で
は
、
前
述
し
た
二
軒
の
割
烹
店
の
う
ち
、
一
方
の

割
烹
店
の
二
階
部
分
の
屋
根
全
体
が
桁
ご
と
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
隣
の
割
烹

も
ち
ろ
ん

店
の
駐
車
場
の
真
ん
中
に
落
下
し
て
い
た
。
勿
論
も
う
一
方
の
割
烹
店
で

も
南
側
の
サ
ッ
シ
窓
が
全
損
し
、
屋
根
瓦
が
総
て
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
雨
も

り
で
天
井
か
ら
畳
、
そ
の
他
の
調
度
品
に
至
る
ま
で
目
茶
苦
茶
で
あ
っ
た
。

平
成
三
年
七
月
に
落
成
し
、
業
務
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
多
目
的
福
祉

セ
ン
タ
ー
『
さ
ざ
ん
か
会
館
』
の
屋
根
は
、
風
に
も
強
い
と
言
わ
れ
て
い

た
最
新
素
材
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
風
に
は
耐
え
ら
れ
ず
、
南
側
と
東
側
の

一
部
が
は
ぎ
取
ら
れ
て
散
乱
し
た
。
そ
の
散
乱
物
が
町
営
住
宅
を
直
撃
し

た
。
ま
た
某
氏
の
住
宅
で
は
、
屋
敷
の
隅
に
あ
っ
た
二
本
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
電
柱
が
住
宅
に
倒
れ
か
か
り
、
そ
の
衝
撃
に
肝
を
つ
ぶ
し
た
と
某
氏
は

述
懐
し
て
い
た
。

普
段
か
ら
南
か
ら
の
風
あ
た
り
が
強
い
田
尻
方
面
で
も
、
家
屋
の
被
害

が
ひ
ど
く
新
築
し
た
て
の
棟
瓦
が
か
な
り
飛
ば
さ
れ
て
い
た
。
船
津
の
郵

便
局
付
近
で
は
屋
根
瓦
の
半
分
が
吹
き
飛
ん
だ
住
宅
も
あ
っ
た
。

今
回
の
台
風
被
害
を
受
け
た
屋
根
瓦
の
補
修
に
つ
い
て
は
、
被
害
が
広

範
囲
で
、
し
か
も
前
回
の
十
七
号
で
殆
ど
の
瓦
が
使
い
果
た
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
瓦
の
入
手
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
。
十
九
号
の
追
い
打

ち
で
製
造
が
追
い
つ
か
ず
、
あ
の
手
こ
の
手
に
よ
る
入
手
合
戦
と
言
え
ば

少
し
大
袈
裟
だ
が
、
そ
れ
程
瓦
探
し
に
真
剣
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
雨
も
り
を
防
ぐ
一
時
凌
ぎ
に
青
や
黄
色
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
屋
根

に
被
せ
て
い
る
光
景
が
あ
ち
こ
ち
に
目
立
っ
て
い
た
。

こ
の
様
に
公
共
施
設
を
始
め
、
各
家
庭
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
修
復

作
業
が
施
さ
れ
た
が
、
被
害
が
広
範
囲
で
資
材
不
足
や
職
人
不
足
と
言
う

事
も
あ
り
、
修
復
も
思
い
に
任
せ
ず
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
雨
も
り
を
防
ぐ

程
度
の
措
置
で
台
風
の
後
遺
症
が
長
い
間
続
い
た
。

な
お
、
電
柱
の
倒
壊
な
ど
に

よ
っ
て
停
電
が
続
き
、
ニ
ュ
ー

ス
や
テ
レ
ビ
情
報
の
入
手
も
出

来
ず
、
水
道
も
出
な
い
不
自
由

な
生
活
が
続
い
た
が
、
九
州
電

力
の
昼
夜
兼
行
の
突
貫
作
業
に

依
り
、
台
風
か
ら
三
日
後
に
し

て
よ
う
や
く
不
自
由
な
生
活
か

ら
解
放
さ
れ
る
事
が
出
来
た
。

今
回
の
二
つ
の
台
風
は
人
々

に
幾
多
の
反
省
と
教
訓
を
強
く

教
え
て
く
れ
た
台
風
で
も
あ
っ

台風で折れた電柱
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た
。
こ
の
よ
う
に
強
烈
な
台
風
の
直
撃
を
受
け
た
事
が
な
く
、
テ
レ
ビ
の

台
風
情
報
を
聞
き
な
が
ら
真
剣
に
受
け
止
め
て
い
な
か
っ
た
。
一
週
間
も

二
週
間
も
前
か
ら
報
じ
て
い
た
の
を
、
安
易
に
考
え
予
防
対
策
が
十
分
で

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
未
曾
有
の
台
風
被
害
の
現
実
は
、
誰
し
も
が
忘
れ
る
こ
と
な
く

と
ど

記
憶
に
畄
め
、
時
間
の
経
過
と
共
に
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
教
訓
と
し

て
生
か
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
止
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。
被
害
状
況
に
つ
い

て
は
、
目
に
見
え
る
一
部
の
記
録
に
過
ぎ
ず
、
細
部
ま
で
は
ゆ
き
と
ど
い

て
い
な
い
が
、
ほ
ぼ
事
実
の
通
り
記
録
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

記
録

平
成
三
年
十
月
下
旬

小
長
井
町
井
崎
名

林

正

晴

著

第
六
節

保
健
行
政

一
、
保
健
衛
生

健
康
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
上

で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
医
療
技
術
は
目
覚
し
い
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
が
、
病
気
の
種
類

や
症
状
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
痴
呆
や
寝
た
き
り
は
食
生
活
・
運

動
・
飲
酒
・
喫
煙
と
い
っ
た
生
活
習
慣
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
、
町
民
が
健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
定
期
的
な
健
康
診
査
や
、
家

庭
に
お
け
る
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
が
重
要
で
あ
る
。

本
町
で
は
、
毎
年
、
全
町
民
を
対
象
に
基
本
健
診
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
他
の
保
健
予
防
活
動
と
し
て
は
、
妊
産
婦
教
室
・
乳
幼
児
健
診
・
育

児
健
診
・
育
児
サ
ー
ク
ル
・
各
種
ガ
ン
健
診
・
骨
粗
鬆
症
健
診
な
ど
の
ほ

か
、
健
康
相
談
・
健
康
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
後
指
導

や
機
能
訓
練
の
場
と
し
て
、
小
長
井
文
化
ホ
ー
ル
の
一
室
に
保
健
セ
ン

タ
ー
機
能
を
持
た
せ
、
保
健
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

１

予
防
接
種

現
在
、本
町
で
実
施
し
て
い
る
予
防
接
種
は「
ポ
リ
オ
」（
小
児
マ
ヒ
）・

「
ツ
反
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
」（
結
核
）・「
三
種
混
合
」（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・

百
日
せ
き
）・「
日
本
脳
炎
」・「
麻
し
ん
」・「
風
し
ん
」
な
ど
で
あ
る
。

２

母
子
保
健

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
児
童
福
祉
法
が
施
行
さ
れ
、
昭
和
二
十

五
年
七
月
よ
り
、
母
子
手
帳
が
厚
生
省
令
に
よ
り
妊
婦
に
交
付
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
配
給
米
な
ど
の
加
算
が
な
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
七
年
頃
よ
り
、
妊
婦
の
性
病
に
関
す
る
検
診
と
、
保
健
指
導

第六節 保健行政
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年
度

平
成
五
平
成
六
平
成
七
平
成
八
平
成
九
平
成
十
平
成
十
一

平
成
十
二

平
成
十
三

平
成
十
四

平
成
十
五

届
出
数

七
五

五
九

六
一

六
八

六
三

五
二

四
五

四
〇

四
七

三
九

四
七

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、小
長
井
村
で
も
昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）

に
、
村
に
保
健
婦
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
頃
よ
り
、
母
性
保
護
と
乳
児
健

全
育
成
を
基
本
と
し
、
家
族
計
画
・
指
導
も
併
せ
て
行
い
、
月
一
回
妊
婦

の
検
診
と
保
健
指
導
を
実
施
し
、
乳
児
に
対
し
て
は
、
諫
早
保
健
所
よ
り

小
児
科
医
が
派
遣
さ
れ
、
乳
児
の
健
康
診
断
が
行
わ
れ
た
。

一
般
住
民
の
育
児
に
対
す
る
知
識
も
向
上
し
、
ま
た
、
医
療
施
設
の
充

実
と
医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
乳
児
死
亡
が
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
よ
り
母
子
保
健
事
業
が
、
県
よ
り
町
村
に

一
部
移
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
長
井
町
で
は
昭
和
四
十
七
年
に
、
母

子
保
健
推
進
員
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。

�

乳
幼
児
健
診

乳
幼
児
健
診
は
、
運
動
機
能
・
視
聴
覚
・
精
神
の
発
達
な
ど
を
み
な
が

ら
、
病
気
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
手
立
て
が
と
れ
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

妊
婦
教
室

第
一
回
・
母
親
に
な
る
こ
と
。

第
二
回
・
お
っ
ぱ
い
で
育
て
よ
う
。

第
三
回
・
楽
な
お
産
を
め
ざ
し
て
（
調
理
実
習
）

第
四
回
・
産
後
の
生
活

乳
児
健
診

身
体
測
定
・
小
児
科
医
診
察
・
育
児
相
談
・
栄
養

相
談
・
絵
本
読
み
聞
か
せ

育
児
学
級

誕
生
証
書
授
与

（
講
話
）�
「
母
子
相
互
・
親
と
子
の
育
ち
あ
い
」

�
「
乳
幼
児
健
診
・
相
談
や
予
防
接
種
な
ど
」

育
児
サ
ー
ク
ル

「
育
児
に
奮
闘
し
て
い
る
お
母
さ
ん
！

子
育
て

の
楽
し
さ
や
育
児
の
悩
み
を
語
り
ま
し
ょ
う
」

一
歳
半
健
診

内
科
・
歯
科
診
察
・
保
健
栄
養
相
談
・
健
康
教
育

（
口
腔
衛
生
・
間
食
）・
間
食
試
食

二
歳
児
歯
科
健
診

歯
科
診
察
・
保
健
栄
養
指
導
・
健
康
教
育
（
口
腔

衛
生
・
間
食
）・
歯
磨
き
個
別
指
導

三
歳
児
健
診

内
科
・
歯
科
診
察
・
保
健
栄
養
相
談
・
健
康
教
育

（
口
腔
衛
生
・
間
食
）・
母
子
分
離
観
察
・
間
食

試
食

�

助
産
婦
等
に
よ
る
訪
問
指
導

新
生
児
や
未
熟
児
は
、
外
界
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
く
、
そ
の
た
め
、

特
に
栄
養
・
環
境
・
病
気
予
防
な
ど
に
つ
い
て
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
妊
産
婦
・
新
生
児
に
対
し
、
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
母
子
保
健
推
進
員
、
助
産
婦
が
訪
問
す
る
。

�

妊
婦
届
出
数

―４９２―
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年

度

平
成
六
平
成
七
平
成
八
平
成
九
平
成
十
平
成
十
一

平
成
十
二

平
成
十
三

平
成
十
四

平
成
十
五

受
診
者

延
べ
人
数

三
一
一
二
八
六
二
七
六
三
三
四
二
八
四
二
七
九
二
六
一
二
四
三
三
〇
九
二
八
五

年

度

平
成
八

平
成
九

平
成
十

平
成
十
一

平
成
十
二

平
成
十
三

平
成
十
四

平
成
十
五

対
象
数

六
〇

六
二

七
一

六
六

五
八

五
二

四
五

五
四

受
診
数

五
三

五
八

六
六

六
三

五
一

四
八

四
二

五
一

受
診
率

八
八
・
三
九
三
・
五
九
三
・
〇
九
五
・
五
八
七
・
九
九
二
・
三
九
三
・
三
九
四
・
四

年

度

平
成
八

平
成
九

平
成
十

平
成
十
一

平
成
十
二

平
成
十
三

平
成
十
四

平
成
十
五

対
象
数

七
二

六
四

七
六

六
五

八
一

七
九

五
七

五
四

受
診
数

七
〇

六
〇

七
四

六
〇

七
九

七
三

五
五

五
四

受
診
率

九
七
・
二
九
三
・
八
九
七
・
四
九
二
・
三
九
七
・
五
九
二
・
四
九
六
・
五

一
〇
〇

�

乳
児
検
診
受
診
数

�

一
歳
半
健
診
受
診
者
数

�

三
歳
時
健
診
受
診
者
数

�

母
子
寡
婦
福
祉
資
金

小
長
井
村
で
は
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
母
子
福
祉
会
を
結

成
し
、
母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
の
福
祉
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業
と
し
て
、
修
学
資
金
・
技
能
習
得
資

金
・
修
学
資
金
等
の
資
金
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

３

国
民
健
康
保
険

小
長
井
村
で
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
頃
国
民
健
康
保
険
制
度

を
も
う
け
実
施
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
こ
の
制
度

を
中
止
し
た
。

そ
の
後
、
国
民
皆
保
険
の
時
代
と
な
り
、
村
が
国
民
健
康
保
険
事
業
を

開
始
し
た
の
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
四
月
一
日
で
あ
る
。

発
足
当
時
は
、
五
割
給
付
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）

十
月
一
日
か
ら
世
帯
主
に
は
七
割
給
付
に
改
め
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六

九
）
一
月
一
日
か
ら
は
全
被
保
険
者
七
割
給
付
に
改
善
さ
れ
た
。

�

健
康
づ
く
り
対
策
の
流
れ

第
一
次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
・
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
〜

�
健
康
診
査
の
充
実

�
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備

�
保
健
婦
、
栄
養
士
等
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保

第
二
次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
・
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
〜

�
運
動
習
慣
の
普
及
に
重
点
を
置
い
た
対
策
（
運
動
指
針
の
策
定
、
健

康
増
進
施
設
の
推
進
等
）

第
三
次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
「
健
康
日
本
一
・
二
十
一
世
紀
」
平
成
十

二
年
（
二
〇
〇
〇
）
〜
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�
一
次
予
防
重
視

�
健
康
づ
く
り
支
援
の
た
め
の
環
境
整
備

�
目
標
等
の
設
定
と
評
価

�
多
様
な
実
施
主
体
に
よ
る
連
携
の
と
れ
た
効
果
的
な
運
動
の
推
進

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）

�
健
康
寿
命
の
延
伸
、
生
活
の
質
の
向
上
を
実
施
す
る
た
め
、
健
康
づ

く
り
や
疾
病
予
防
を
積
極
的
に
推
進
す
る

�
こ
れ
に
基
づ
き
、
医
療
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
健
康
増
進
法
が
平

成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
五
月
に
施
行
さ
れ
た
。

国
民
健
康
保
険
法
及
び
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
健
事
業
の
実
施

健
康
増
進
法
の
実
施
を
踏
ま
え
、
保
険
者
に
お
い
て
、
生
活
習
慣
病

対
策
を
中
心
と
し
た
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
保
険
事
業
を
実
施
す
る
。

保
険
事
業
の
内
容

一

健
康
教
育

二

健
康
相
談

三

健
康
診
査

四

健
康
診
査
後
の
通
知
、
指
導

五

訪
問
指
導

�

現
状
と
課
題

国
民
健
康
保
険
は
、
被
用
者
保
険
の
適
用
者
以
外
の
農
業
者
、
漁
業
者

と
い
っ
た
自
営
業
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
医
療
保
険
制
度
で
あ
り
、
住
民

の
健
康
を
守
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
加
入
者
に
高
齢
者
や
低
所
得
者
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
近
年

は
悪
性
新
生
物
な
ど
の
難
病
増
に
伴
う
、
高
度
先
進
医
療
技
術
に
よ
る
高

額
医
療
費
の
増
加
な
ど
が
、
財
政
状
況
を
圧
迫
し
て
い
る
。

ま
た
、
老
人
医
療
費
の
負
担
増
や
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
る
被
保
険
者

の
負
担
能
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
収
納
率
の
低
下
、
滞
納
者
数
、
滞
納

額
の
増
加
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

平
成
十
二
年
度
（
二
〇
〇
〇
）
の
給
付
額
の
合
計
は
約
五
億
九
千
百
万

円
、
給
付
一
件
あ
た
り
二
万
九
千
円
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り
三
十
一
万

三
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
収
納
率
向
上
に
向
け
た
住
民
へ
の
広
報
、
啓
発
活
動
、
多
受

診
、
重
複
受
診
者
へ
の
指
導
や
健
康
づ
く
り
を
念
頭
に
お
い
た
保
健
予
防

活
動
な
ど
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
た
。

４

小
長
井
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

�

趣

旨

会
員
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
町
内
地
域
に
お
け
る
食
生
活
推
進
活

動
を
組
織
的
に
推
進
し
、
住
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
活
動
を
目
的
と

す
る
。

�

事

業

こ
の
協
議
会
は
、
前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

―４９４―
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地

区

別

会

員

遠

竹

一
八
名

田

原

九
名

長
里
東

一
二
名

築

切

六
名

農

場

六
名

長
里
西

二
一
名

井

崎

一
六
名

清

水

五
名

合

計

一
三
七
名

小
川
原
浦

二
〇
名

広
川
良

三
名

新
田
原

五
名

牧

一
六
名

役
職

氏

名

会

長

増
山

暁
子

副
会
長

山
口

智
子

山
口

和
子

一

栄
養
及
び
食
生
活
改
善
に
関
す
る
調
査
、
研
究

二

栄
養
及
び
食
生
活
改
善
に
関
す
る
講
習
会
、
研
修
会
の
開
催

三

健
康
増
進
の
た
め
の
実
践
活
動
の
推
進

四

そ
の
他
、前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
た
事
業

�

会

員

こ
の
協
議
会
の
会
員
は
、
小
長
井
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員
設
置
要
綱

に
基
づ
く
推
進
委
員
と
す
る
。

�

役

員

こ
の
協
議
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

一

会

長

一
名

二

副

会

長

二
名

三

会

計

一
名

５

介
護
保
険
事
業

�

介
護
保
険
制
度
の
成
立
の
背
景

わ
が
国
で
は
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
特
に
七
十
五
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
の
増
加
に
よ
っ
て
介
護
を
必
要
と
す
る
、
寝
た
き
り
や
痴

呆
の
高
齢
者
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
急
速
に
増
大
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
。

ま
た
、
介
護
す
る
人
も
高
齢
と
な
り
就
労
の
女
性
も
増
え
て
家
族
だ
け

で
の
介
護
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
よ
う
な
背
景
か
ら
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
、
出
来
る
限
り

自
宅
で
自
立
し
た
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
る
新
し
い
仕
組
み
「
介
護
保
険
制
度
」
が
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）

四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

�

介
護
保
険
制
度
の
目
指
す
も
の

介
護
保
険
と
は

一

利
用
者
本
位
の
制
度
と
し
て
、
自
ら
の
選
択
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス

の
利
用

二

高
齢
者
介
護
に
関
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
総
合

的
・
一
体
的
な
提
供

三

公
的
機
関
の
ほ
か
、
多
様
な
民
間
事
業
者
の
参
入
促
進
に
よ
る
効
率

的
で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

四

入
院
等
の
医
療
費
の
非
効
率
的
な
使
用
を
是
正
す
る
条
件
の
整
備
な

ど
、
こ
れ
ま
で
老
人
福
祉
と
老
人
医
療
に
分
か
れ
て
い
た
高
齢
者
の

介
護
に
関
す
る
制
度
を
再
編
し
、
利
用
し
や
す
く
公
平
で
効
率
的
な

社
会
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
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�

介
護
保
険
の
加
入

�
介
護
保
険
に
加
入
す
る
人
は
四
十
歳
以
上
の
人
全
員
で
、
介
護
保
険
加

入
者
は
年
齢
に
よ
っ
て
二
種
類
に
分
け
ら
れ
、
給
付
条
件
な
ど
に
区
分

が
設
け
ら
れ
る
。

�
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
（
第
一
号
被
保
険
者
）

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

�
四
十
歳
〜
六
十
四
歳
の
人
（
第
二
号
被
保
険
者
）

老
化
に
起
因
す
る
特
定
の
疾
病
に
よ
っ
て
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は

�
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
町
の
窓
口
に
「
要

介
護
認
定
」
を
受
け
る
た
め
の
申
請
を
行
う
。

�
申
請
は
、
本
人
や
家
族
だ
け
で
な
く
身
近
な
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
機
関
に
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
も
出
来
る
。

�
申
請
後
に
、
町
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
家
庭
に
調
査
員
を
派
遣
し
て
本
人

の
状
態
を
調
査
す
る
。

そ
の
結
果
、
介
護
の
必
要
の
有
無
と
、
ど
の
程
度
必
要
か
を
全
国
共
通

の
基
準
で
認
定
す
る
。

こ
の
認
定
は
、
一
定
期
間
ご
と
に
繰
り
返
し
行
う
。

�

介
護
認
定
の
な
が
れ

�
要
介
護
認
定
の
な
が
れ
は
左
記
の
通
り

高
齢
者
の
介
護
の
必
要
性
は
一
人
ひ
と
り
違
う
。
介
護
保
険
で
は
六
段

階
程
度
に
ラ
ン
ク
分
け
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
ラ
ン
ク
に

よ
っ
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
決
ま
っ
て
い
る
。

大
き
く
要
支
援
と
要
介
護
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

要
支
援
と
い
う
の
は
、
一
定
期
間
継
続
し
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

障
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
残
っ
て
い
る
能
力
を
維

持
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
能
力
を
取
り
戻
す
よ
う
に
、
予
防

と
い
う
観
点
か
ら
導
入
さ
れ
た
ラ
ン
ク
で
す
か
ら
、
こ
の
ラ
ン
ク
に
認
定

さ
れ
た
場
合
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
入
居
施
設
の
利
用
は
除
か
れ

る
こ
と
に
な
る
。

要
介
護
と
い
う
の
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
常
に
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。

く
わ
し
く
は
、
次
頁
の
図
の
と
お
り
。

�

介
護
保
険
の
認
定
結
果
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
ま
る

�
高
齢
者
の
介
護
の
必
要
性
は
一
人
ひ
と
り
違
い
、
介
護
保
険
で
は
六
段

階
程
度
に
ラ
ン
ク
分
け
し
て
、
こ
の
、
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る

内
容
が
決
ま
る
。

�
大
き
く
要
支
援
と
要
介
護
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

�
要
支
援
と
い
う
の
は
、
一
定
期
間
継
続
し
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

障
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
状
態
の
こ
と
で
、
残
っ
て
い
る
能
力
を
維
持

し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
能
力
を
取
り
戻
す
よ
う
に
、
予
防

と
い
う
観
点
か
ら
導
入
さ
れ
た
ラ
ン
ク
で
あ
る
。

こ
の
ラ
ン
ク
に
認
定
さ
れ
た
場
合
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
入
居

―４９６―
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在宅の人� 心身の状況�
（73項目）�

訪問調査� コンピュータに�
より個別項目か�
ら介護の必要時�
間を推計�

一次判定�

自　立�

要支援�

要介護Ⅰ�

要介護Ⅱ�

要介護Ⅲ�

要介護Ⅳ�

要介護Ⅴ�

かかりつけ医の意見書�

＋�
透析など特別な�
医療処置の必要度�
（12項目）�

現に施設に�
入居している人�

被保険者�

申
請�

二次判定�

認定審査によ�
る審査�

要介護状態の区分�

施
設
の
利
用
は
除
か
れ
る
。

�
要
介
護
と
い
う
の
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
常
に
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
の
、
要
介
護
一
か
ら
要
介
護
五
ま
で
の
ラ
ン
ク
で
あ
る
。

介
護
保
険
で
は
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か

�
介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
大
き
く
在
宅
サ
ー
ビ

ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
分
か
れ
て
い
る
。

�
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
訪
問
系
、
通
所
系
そ
の

他
に
分
類
さ
れ
る
。

�
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
三
種
類
の
施
設
に
分
類
さ
れ
る
。

介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
か
か
っ
た
費
用
の
一
割
は

自
己
負
担
で
、
施
設
入
所
の
場
合
の
食
費
は
、
医
療
保
険
と
同
様
、
利

用
者
負
担
と
な
る
。

な
お
、
一
割
負
担
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、「
高
額
医
療
サ
ー
ビ
ス
費
」

に
よ
っ
て
自
己
負
担
の
上
限
を
設
定
す
る
。

詳
し
く
は
、
左
記
の
通
り
、

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
大
き
く
在
宅
サ
ー
ビ

ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
訪
問
系
、
通
所
系
、
そ

の
他
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
三
種
類
の
施
設
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
要
介
護
度
に
応
じ
た
給
付
限
度

額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
認

要介護認定の流れ
平成１１年１０月から介護保険の
要介護認定申請受付開始。
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定
さ
れ
た
要
介
護
度
と

要
介
護
者
の
状
態
に
応

じ
て
、
要
介
護
状
態
の

維
持
・
改
善
の
た
め
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

介
護
保
険
で
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
場
合
、

か
か
っ
た
費
用
の
一
割

は
自
己
負
担
と
な
る
。

施
設
入
所
の
場
合
の
食

費
は
、
医
療
保
険
と
同

様
に
利
用
者
負
担
に
な

る
。
な
お
一
割
負
担
が

高
額
に
な
る
場
合
は
、

「
高
額
医
療
サ
ー
ビ
ス

費
」
に
よ
っ
て
自
己
負

担
の
上
限
を
設
定
し
て

い
る
。

く
わ
し
く
は
、
下
の

図
の
と
お
り
。

【在宅サービス】…１割は自己負担

ホームヘルパーによる身の回りの世話や家事援助。

移動可能な風呂や巡回入浴車で家庭を訪問。

看護婦や保健婦が家庭を訪問して診療補助。

家庭を訪問してのリハビリ指導。

医師、歯科医師、薬剤師が家庭を訪問して療養指導。

デイサービスセンター等の施設に通っての入浴・食事サービス、ある
いは機能訓練を受ける。

老人保健施設や病院等に通って機能訓練を受ける。

特殊ベッドや車椅子等の日常生活の自立を助けるための福祉用具の借
り出し。

特別養護老人ホーム等に短期間入所し、日常生活上の世話を受け、あ
るいは機能訓練を受ける。

老人保健施設等に短期間入所し、医学的な管理のもとに介護、機能訓
練、あるいは治療を受ける。

痴呆性高齢者が数人で共同生活を送りながら介護、あるいは機能訓練
を受ける。

有料老人ホーム等の施設に入所している人が、施設が提供する入浴、
排泄、食事等に係る介護や機能訓練を受ける。

レンタルになじまない特殊尿器やシャワーチェア等の排泄や入浴のた
めの福祉用具の購入費支給。

手すり取付け、段差解消等の小規模な住宅改修に限度枠内で実費支給。

ケアプラン作成費用は自己負担なしの全額支給。

【施設サービス】…１割と食費標準負担額を自己負担

常時介護が必要で自宅での生活が困難な人に介護、機能訓練、療養上
の世話を行う施設。

病状が安定した人に看護や介護、リハビリを中心とした医療ケアと生
活サービスを提供する施殼。

急性期の治療を終え、長期にわたり療養を必要とする人のための医療
施設。

�訪問介護（ホームヘルプ）

�訪問入浴介護

�訪問看護

�訪問リハビリテーション

�居宅療養管理指導

�通所介護（デイサービス）

�通所リハビリテーション

�福祉用具貸与（レンタル）

	短期入所生活介護
（福祉施設のショートステイ）


短期入所療養介護
（医療施設のショートステイ）

�痴呆対応型共同生活介護
（グループホーム）

�特定施設入所者生活介護

居宅介護福祉用具購入費

�居宅介護住宅改修費

�居宅介護サービス計画費

�特別養護老人ホーム

�介護老人保健施設

�療養型病床群
�老人性痴呆疾患療養病棟
�介護力強化病院

―４９８―

第五章 町 行 政



�

居
宅
介
護
支
援
事
業

県
の
指
定
を
受
け
て
い
る
事
業
所
で
、
介
護
支
援
専
門
委
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ァ
ー
）
は
要
介
護
認
定
の
申
請
の
代
行
や
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と

の
連
絡
な
ど
を
行
い
、
利
用
者
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護

共
同
生
活
を
営
む
住
居
で
、
痴
呆
の
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
世
話
を
す

る
。（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

痴
呆
の
状
態
に
あ
る
人
が
少
人
数
で
共
同
生
活
を
し
、
家
庭
的
な
環
境

で
介
護
職
員
に
よ
る
入
浴
・
排
せ
つ
・
食
事
な
ど
の
日
常
生
活
の
支
援
や

専
門
的
な
ケ
ア
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
。

�

居
宅
療
養
管
理
指
導

通
院
が
困
難
な
高
齢
者
の
療
養
上
の
管
理
・
指
導
を
行
う
。

通
院
が
困
難
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤

師
、
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養
士
な
ど
が
、
居
宅
を
訪
問
し
て
、
心
身
の

状
況
、
お
か
れ
て
い
る
環
境
な
ど
を
把
握
し
て
療
養
上
の
管
理
や
指
導
を

行
う
。

介
護
療
養
型
医
療
施
設

療
養
上
の
管
理
・
看
護
・
医
学
的
管
理
下
に
お
け
る
世
話
な
ど
を
行
う

施
設
。

電話番号
３４－２９６６

２７－６１１０

３４－２０６２

３４－２００７

３４－３５５２

電話番号
３４－３５５５

３４－２００７

住 所
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名１２７番地
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名１４０６番地
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名９８番地
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名６５６番地
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名８９３番地１９

住 所
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名６５４番地
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名６５６番地

居宅介護支援事業

事 業 所 名
小長井町社会福祉協議会

善友会 居宅介護支援事業

医療法人 二輝会 佐藤病院

医療法人 山崎医院

社会法人長崎看護会 訪問看護
ステーションいさはや（小長井分室）

痴呆対応型共同生活介護

事 業 所 名
グループホーム さざんか

グループホーム おこんご

第六節 保健行政
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介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
療
養
病
床
な
ど
を
有
す
る
病
院
ま
た
は
診

療
所
で
、長
期
に
わ
た
る
療
養
を
必
要
と
す
る
入
所
者
に
対
し
、施
設
サ
ー

ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
、
療
養
上
の
管
理
・
看
護
・
医
学
的
管
理
の
下
に

お
け
る
介
護
そ
の
他
の
お
世
話
、
機
能
訓
練
、
そ
の
他
必
要
な
医
療
を
行

う
。

�

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

居
宅
を
訪
問
し
、
自
立
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
対
し
て
、
心
身
の
機
能
の
維
持
回
復
を
は
か
り
、

日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
の
理
学
療
法
、
作
業
療
法
そ
の
他
必
要

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

�
通
所
介
護

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
食
事
・
入
浴
な
ど
を
提
供
す
る
。

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
通
い
、
入

浴
、
食
事
の
提
供
、
日
常
動
作
の
訓
練
、
健
康
状
態
の
確
認
、
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、
利
用
者
の
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
、
心
身
の
機
能

の
維
持
、
利
用
者
の
家
族
の
身
体
的
及
び
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
。

�
訪
問
介
護

訪
問
介
護
員
（
ヘ
ル
パ
ー
）・
介
護
福
祉
士
が
居
宅
を
訪
問
し
て
身
の

回
り
の
お
世
話
を
す
る
。

訪
問
介
護
員
・
介
護
福
祉
士
は
、
居
宅
を
訪
問
し
て
、「
身
体
介
護
」・

「
家
事
援
助
」
を
行
う
。

電話番号
３４－２０６２

３４－２００７

３４－２８８８

３４－３１１５

２７－６０１１

３４－２３５１

３４－３３１８

電話番号
３４－２００７

３４－２８８８

住 所
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名９８番地
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名６５６番地
〒８５９－０１５１
小長井町打越名８０５番地１３
〒８５９－０１６７
小長井町遠竹名２７２７番地３
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名１００番地６
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名４９２番地４
〒８５９－０１６４
小長井町牧名２７４番地

住 所
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名６５６番地
〒８５９－０１５１
小長井町打越名８０５番地１３

居宅療養管理指導

事 業 所 名
医療法人 二輝会 佐藤病院

医療法人 山崎医院

森内科医院

重症心身障害児施設
みさかえの園 あゆみの家
そうごう薬局 小長井店

森 歯科医院

植松歯科医院

介護療養型医療施設

事 業 所 名
医療法人 山崎医院

森内科医院
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電話番号
３４－２０６２

３４－２００７

３４－２８８８

３４－３１１５

電話番号
３４－２９６６

２７－６１１０

３４－２７５３

住 所
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名９８番地
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名６５６番地
〒８５９－０１５１
小長井町打越名８０５番地１３
〒８５９－０１６７
小長井町遠竹名２７２７番地３

住 所
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名１２７番地
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名１４０６番地
〒８５９－０１５３
小長井町大峰名５７５番地

訪問リハビリテーション

事 業 所 名
医療法人 二輝会 佐藤病院

医療法人 山崎医院

森内科医院

重症心身障害児施設
みさかえの園 あゆみの家

通所介護

事 業 所 名
小長井町社会福祉協議会

サービスセンター
小長井希望園
ありあけ会
殿崎友悠館

電話番号
３４－２９６６

２７－６１１０

電話番号
２７－６１１０

電話番号
３４－２０６２

３４－２００７

電話番号
３４－２００７

３４－２８８８

住 所
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名１２７番地
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名１４０６番地

住 所
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名１４０６番地

住 所
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名９８番地
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名６５６番地

住 所
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名６５６番地
〒８５９－０１５１
小長井町打越名８０５番地１３

訪問介護

事 業 所 名
小長井町社会福祉協議会

ヘルパーステイション
小長井希望園

訪問入浴介護

事 業 所 名
社会福祉法人 善友会
訪問入浴介護事業

通所リハビリテーション

事 業 所 名
医療法人 二輝会 佐藤病院

医療法人 山崎医院

短期入所療養介護

事 業 所 名
医療法人 山崎医院

森内科医院
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�
訪
問
入
浴
介
護

特
殊
浴
槽
を
持
ち
込
み
家
庭
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
、
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
浴
槽
を
積
ん
だ
特
殊
車
両
で
、
ご
家
庭
を
訪
問

し
て
看
護
職
員
・
介
護
職
員
が
入
浴
の
介
護
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
利

用
者
の
身
体
の
清
潔
保
持
、
心
身
機
能
の
維
持
を
は
か
る
。

�

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

老
人
保
健
施
設
・
病
院
・
診
療
所
に
通
所
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
。

心
身
の
機
能
の
回
復
を
は
か
る
た
め
に
、
医
師
の
指
示
で
個
々
の
利
用

者
に
応
じ
て
作
成
さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
も
と
づ
い
て
、

理
学
療
法
・
作
業
療
法
そ
の
他
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ

れ
る
。

�
短
期
入
所
療
養
介
護

施
設
に
短
期
間
入
所
を
し
て
医
療
な
ら
び
に
日
常
生
活
上
の
お
世
話
を

行
う
。

一
時
的
に
居
宅
に
お
い
て
介
護
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
、
介
護
老

人
保
健
施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
・
療
養
病
床
な
ど
を
有
す
る
病

院
・
診
療
所
な
ど
に
短
期
間
入
所
し
て
看
護
、
医
学
的
管
理
下
に
お
け
る

介
護
・
機
能
訓
練
・
医
療
並
び
に
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
お
世
話
を
行
う
。

�
訪
問
看
護

看
護
師
な
ど
が
、
居
宅
を
訪
問
し
て
療
養
上
の
お
世
話
や
診
療
の
補
助

電話番号
３４－２０６２

３４－２００７

３４－２８８８

３４－３１１５

電話番号
２７－６１１０

住 所
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名９８番地
〒８５９－０１６５
小長井町小川原浦名６５６番地
〒８５９－０１５１
小長井町打越名８０５番地１３
〒８５９－０１６７
小長井町遠竹名２７２７番地３

住 所
〒８５９－０１６６
小長井町井崎名１４０６番地

訪問看護

事 業 所 名
医療法人 二輝会 佐藤病院

医療法人 山崎医院

森内科医院

重症心身障害児施設
みさかえの園 あゆみの家

介護老人福祉施設

事 業 所 名
社会福祉法人
善友会 小長井希望園
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種

別

所

在

代

表

病
床

専

科

医
療
法
人
二
輝
会

佐
藤
病
院

小
長
井
町
井
崎

九
八

（
理
）

佐
藤

光
治

四
〇

内
、
消
、
循
、

外
、
皮
、
泌
、

眼
、
リ
ハ
ビ

リ

み
さ
か
え
の
園

あ
ゆ
み
の
家

小
長
井
町
遠
竹

二
七
二
七
－
三

（
理
）

中
山

和
子

一
〇
〇

内
、
小
、
歯
、

眼
、
婦

み
さ
か
え
の
園

む
つ
み
の
家

小
長
井
町
遠
竹

二
七
二
七
－
九

（
理
）

中
山

和
子

一
七
〇

内
、
小

を
行
う
。

医
療
機
関
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
な
ど
が
家
庭
を
訪
問

し
て
、
主
治
医
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
療
養
上
の
お
世
話
ま
た
は
必

要
な
診
療
の
補
助
を
行
う
。

�
介
護
老
人
福
祉
施
設

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
、
入
所
で
き
る
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）

施
設
に
入
所
し
て
い
る
要
介
護
者
に
対
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基

づ
い
て
入
浴
・
排
せ
つ
・
食
事
の
介
護
、
相
談
及
び
援
助
、
そ
の
他
日
常

生
活
上
の
世
話
を
す
る
。

�
短
期
入
所
生
活
介
護

施
設
で
短
期
間
、
入
所
者
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を
す
る
。

一
時
的
に
居
宅
に
お
い
て
介
護
す
る
事
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
に
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
短
期
入
所
施
設
な
ど
に

短
期
間
入
所
し
て
、
入
浴
・
機
能
訓
練
・
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生

活
の
世
話
を
す
る
。

６

医
療
施
設

第
二
次
世
界
大
戦
前
後
を
通
し
て
、
赤
痢
が
し
ば
し
ば
流
行
し
た
が
特

に
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
は
爆
発
的
に
流
行
し
た
。
小
長
井
村

は
急
遽
、
牧
、
小
川
原
浦
、
農
場
地
区
に
仮
避
病
舎
を
設
け
患
者
を
隔
離

し
治
療
に
務
め
た
が
、
そ
の
甲
斐
な
く
三
十
四
名
も
の
多
数
の
死
亡
者
を

出
し
た
こ
と
は
誠
に
悼
む
べ
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
毎
年
の
よ
う

に
僅
か
で
は
あ
る
が
、
赤
痢
の
発
生
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
赤
痢
の
発

生
は
他
市
町
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）
に
は
諫
早
市
、
小
長
井
町
、
高
来
町
、
飯
盛
町
、
森
山
町
、

愛
野
町
、
吾
妻
町
、
多
良
見
町
、
の
七
ケ
市
町
で
衛
生
管
理
一
部
事
務
組

合
を
設
置
し
諫
早
市
に
あ
る
、
健
康
保
険
諫
早
総
合
病
院
に
隣
接
し
て
、

伝
染
病
隔
離
病
舎
を
建
て
健
康
保
険
諫
早
総
合
病
院
に
委
託
し
て
入
院
患

者
を
措
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
町
の
医
療
施
設

�

病

院
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特
老
小
長
希
望
園

医
務
室

小
長
井
町
井
崎

一
四
〇
六

（
理
）

山
崎

善
人

内
、
小
、
婦
、

リ
ハ

医
療
法
人
山
崎
医

院

小
長
井
町
小
川

原
浦
六
五
六

（
理
）

山
崎

善
久

一
九

内
、
外
、
産
、

婦

森
内
科
医
院

小
長
井
町
長
里

森

清
文

一
六

内
、
小
、
胃

森
歯
科
医
院

小
長
井
町
小
川
原

浦
四
九
二－

四

森

健
哉

植
松
歯
科
医
院

小
長
井
町
牧
二

七
四

（
理
）

植
松

竜
治

�

一
般
診
療
所

�

歯
科
診
療

（
理
）
理
事
長

重
症
心
身
障
害
施
設
（
特
老
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

二
、
環
境
衛
生

１

食
品
環
境
衛
生

食
中
毒
、
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
等
は
消
化
器
系
伝
染
病
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
伝
染
病
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
と
、
適
切
な
処
置
を
お

こ
た
っ
た
こ
と
に
よ
り
急
速
に
ま
ん
延
す
る
。
一
旦
ま
ん
延
す
る
と
地
域

住
民
に
大
き
な
精
神
的
不
安
と
経
済
的
損
失
を
お
よ
ぼ
す
。

本
町
で
は
、
毎
年
梅
雨
期
前
に
、
保
育
所
・
み
さ
か
え
の
園
・
聖
母
の

騎
士
園
等
施
設
の
調
理
士
、
及
び
小
中
学
校
の
養
護
教
諭
の
人
た
ち
を
一

同
に
集
め
、諫
早
保
健
所
の
指
導
の
も
と
に
講
習
会
を
実
施
し
、食
中
毒
・

赤
痢
等
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

尚
外
部
団
体
と
し
て
、
町
内
の
飲
食
店
・
旅
館
・
理
容
所
・
美
容
所
・

各
種
食
品
卸
小
売
業
者
か
ら
な
る
人
た
ち
が
、
自
発
的
に
。
昭
和
四
十
二

年
七
月
十
九
日
、
食
品
環
境
衛
生
協
会
小
長
井
分
会
を
結
成
。
現
在
、
名

称
を
諫
早
地
区
食
品
環
境
衛
生
協
会
小
長
井
地
区
会
と
改
め
、
毎
月
二
十

日
を
衛
生
の
日
と
定
め
、
指
導
員
、
役
員
が
一
体
と
な
り
各
店
舗
の
環
境

衛
生
の
普
及
と
巡
回
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
町
は
こ
の
団
体
の
活
動
費
と

し
て
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

２

ご
み
処
理
施
設

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
戦
前
は
廃
棄
物
が
少
な
く
各
家
庭
で
殆
ん

ど
処
理
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
よ
り
高
度
経
済
成
長

に
伴
い
、
国
民
生
活
は
豊
か
に
な
り
生
活
様
式
は
急
速
に
向
上
し
て
い
っ

た
。
戦
前
の
節
約
の
心
は
薄
れ
、
〝
消
費
は
美
徳
な
り
〞
と
い
う
言
葉
さ

え
流
行
し
、
使
い
捨
て
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
商
社
の
宣
伝
合
戦
も
激
し
く
な
り
、
商
品
は
過
剰
包
装
と
な

り
、
ま
す
ま
す
ご
み
の
量
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
処
理
に
困
っ
た
住
民
は
、

海
岸
、
河
川
、
道
路
側
等
の
空
地
に
捨
て
る
よ
う
に
な
り
、
病
原
菌
の
巣

窟
や
美
化
上
も
好
ま
し
く
な
い
状
況
と
な
っ
て
、
防
疫
・
保
健
衛
生
面
か

ら
だ
け
で
な
く
環
境
面
か
ら
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
北
高
地
区
環
境
衛
生
管
理
組

合
（
小
長
井
町
・
高
来
町
で
結
成
）
事
業
と
し
て
、
高
来
町
湯
江
小
峰
名
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に
ご
み
焼
却
場
が
設
置
さ
れ
た
。
現
在
は
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に

高
来
町
黒
新
田
名
二
六
〇
番
地
三
に
設
置
さ
れ
た
環
境
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
不
燃
物
（
も
え
な
い
ご
み
）
に
つ
い
て
は

二
市
十
町
・
諫
早
市
・
大
村
市
・
小
長
井
町
・
高
来
町
・
森
山
町
・
飯
盛

町
・
多
良
見
町
・
愛
野
町
・
千
々
石
町
・
小
浜
町
・
南
串
山
町
・
吾
妻
町

で
組
織
し
て
い
る
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
、
諫
早
市
小
豆
崎
町

の
本
明
川
沿
い
に
昭
和
四
十
九
年
、
不
燃
物
処
理
施
設
を
設
置
し
た
。
現

在
は
年
二
回
、
春
秋
に
町
内
清
掃
日
を
定
め
、
清
潔
で
美
し
い
町
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

３

し
尿
処
理
施
設

昭
和
四
十
年
頃
ま
で
し
尿
処
理
は
田
畑
の
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
が
、
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
い
産
業
形
態
が
多
様
化
し
、
労
働
力
が
高

く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
出
稼
ぎ
や
近
郊
の
会
社
勤
め
の
農
家
が

多
く
な
り
、
農
業
生
産
の
労
働
力
が
減
少
し
、
化
学
肥
料
の
依
存
度
が
高

く
な
り
、
農
家
に
お
い
て
も
し
尿
処
理
に
困
難
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

し
尿
処
理
施
設
は
膨
大
な
建
設
費
が
か
か
り
、
市
町
村
単
独
施
設
は
財

政
上
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
四
十
九
年（
一
九
七
四
）、
諫
早
市
・

小
長
井
町
・
森
山
町
・
飯
盛
町
・
高
来
町
・
多
良
見
町
で
衛
生
セ
ン
タ
ー

組
合
を
組
織
し
、
諫
早
市
小
豆
崎
町
の
本
明
川
堤
防
沿
い
に
し
尿
処
理
場

を
建
設
し
、
完
全
処
理
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

４

火
葬
施
設

昔
は
、
人
の
死
亡
し
た
時
は
殆
ん
ど
、
土
葬
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

時
代
の
変
遷
に
伴
い
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
頃
よ
り
火
葬
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
頃
、
小
長
井
町
に
は
、
火
葬
場
施
設
が
な
く
、
高
来
町
三
部
一
名

字
平
切
六
ノ
一
番
地
に
あ
っ
た
火
葬
場
を
利
用
し
て
い
た
。
こ
の
火
葬
場

は
焼
却
炉
が
一
基
し
か
な
く
、
死
亡
者
の
多
い
時
は
、
諫
早
市
の
火
葬
場

を
利
用
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

こ
の
火
葬
場
の
敷
地
面
積
は
狭
く
、
し
か
も
老
朽
化
の
た
め
使
用
困
難

と
な
り
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）、
小
長
井
町
・
高
来
町
の
両
町

で
北
高
地
区
環
境
衛
生
管
理
組
合
を
結
成
し
、
同
年
、
小
長
井
町
大
搦
名

鹿
ノ
塔
に
周
囲
を
公
園
化
し
、
燦
却
炉
二
基
を
備
え
る
近
代
的
な
火
葬
場

が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
近
代
的
な
施
設
が
、
平
成
五
年
（
一

九
九
三
）
高
来
町
黒
新
田
名
二
七
五
番
地
二
八
設
置
さ
れ
、
そ
の
名
も
鹿

ノ
塔
斎
場
と
し
現
在
に
至
る
。

５

墓

地

小
長
井
町
内
に
は
、
現
在
五
十
九
ケ
所
の
墓
地
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
荒

廃
し
た
無
縁
基
地
が
数
多
く
見
ら
れ
、
大
方
の
墓
地
は
地
域
近
く
の
高
台

で
、
見
は
ら
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
が
火
葬
で
あ
る
が
、
土
葬
の
頃
に
は
墓
標
で
十
三

年
忌
か
十
七
年
忌
の
法
事
の
頃
、
墓
標
か
ら
墓
碑
へ
建
て
か
え
ら
れ
て
い

た
。
火
葬
時
代
に
な
り
納
骨
式
墓
碑
の
建
立
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
。
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墓地等台帳

備 考

登記
小長井町

平成１４年
１月
累計
１，２８８�

経 営 者
住 所 氏 名

遠竹名

井崎村

井崎村

遠竹名

井崎村

遠竹名

遠竹名

遠竹名

遠竹名

遠竹名

遠竹名

遠竹名

井崎名

井崎村

井崎村

小川原浦名

小川原浦名

田原名

田原名

田原名

田原名

田原名

田原名

許 可 番 号

許 可 年 月 日

２５環衛第２１９８号
昭和２５年７月１２日

小長井町指令１３環水第４７４号
平成１４年１月

面 積
�

１，３４５

１，２９２

４９２

３６６

３，０６３

１，０７０

７８２

１３１

８６９

６３３

３６９

６７１

２８９

２，５５０

６１３

３，６１２

１，２３６

５２

６３６

４６７

３，２６１

１，１０６

６４

１，８７１

所 在 地

小長井町遠竹名
字釜５５４
小長井町遠竹名
字岩宗１２１７
小長井町遠竹名
字権現平１３０２－２
小長井町遠竹名
字嶽後１３１１
小長井町遠竹名
字山中１３６７
小長井町遠竹名
字多良原１３９５
小長井町遠竹名
字柳谷１６４１－１
小長井町遠竹名
字船倉１７５４
小長井町遠竹名
字下南平２００２
小長井町遠竹名
字黒仁田２４０５
小長井町遠竹名
字黒仁田２４５４
小長井町遠竹名
字埋炭２７６６
小長井町井崎名
字竹崎１７９－２
小長井町井崎名
字上揚８８５
小長井町井崎名
字徳ケ頭２３０８－１
小長井町小川原浦名
字犬太郎１０８－１
小長井町小川原浦名
字鬼塚１０５９－２
小長井町小川原浦名
１０６５－２
小長井町新田原名
字野田２６６
小長井町田原名
字向平６１
小長井町田原名
字向平１１５－１６
小長井町田原名
字城山５７３
小長井町田原名
字小次郎川８１１
小長井町田原名
字小次郎川９１１

種 別

公営墓地

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

番
号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３
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備 考

平成３年
４月３０日
計９２８�

平成１７年
３月
累計
１，５３６�

平成７年
６月３日
計
４，５６２．８９

経 営 者
住 所 氏 名

田原名

牧名

牧名

牧名

打越名

長里村

山村和平

川内名・打越
名

古場名

大峰名

大搦名

古場名

許 可 番 号

許 可 年 月 日

３環第３０５号
平成３年４月３０日

１６環第４１０号
平成１７年２月９日

面 積
�

３４９

７９７

４１

５８４

８７

１４８

１０９

１，０３１

４３７

６８

３９６

１４

３，０８７

１，０１２

４，５０３

５９．８９

１，７１７

３，９７９

所 在 地

小長井町田原名
字双木林１１０３
小長井町牧名
字下牧１０９
小長井町牧名
字下牧１１１－２
小長井町牧名
字堤ノ上４７７－１
小長井町牧名
字堤ノ上４７７－２
小長井町牧名
字堤ノ上４８１
小長井町牧名
字堤ノ上４８２
小長井町打越名
字姥ケ下２７０
小長井町打越名
２６８番地、４，２６８番地５
小長井町川内名
３２７番３
小長井町打越名
字姥ケ上３９９－第２
小長井町打越名
字足角７６４
小長井町川内名
字平３３０－１
小長井町川内名
字荷揚１２６７
小長井町大峰名
字西峰３５８
小長井町大峰名
字西峰３１９－２
小長井町大搦名
字西谷２
小長井町古場名
字広川良３６５－５３

種 別

公営墓地

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

番
号

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５
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共
同
納
骨
堂

所

在

地

開
設
年

月

日

築

切

昭
和
４５
・
９
・
５

田

原
（
西
円
寺
）

〃
４７
・
３
・
５

新
田
原

〃
４７
・
８
・
１０

川

内
（
稱
念
寺
）

〃
４７
・
９
・
１５

小
川
原
浦
（
淨
真
寺
）

〃
４８
・
１２
・
１６

遠

竹

〃
４８
・
１２
・
１３

農

場

〃
５１
・
２
・
１１

み
さ
か
え

平
成
１２
・
７
・
１９

丁
度
そ
の
頃
、
西
円
寺
・
稱
念
寺
・
浄
真
寺
の
門
徒
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
御
堂
近
く
に
共
同
納
骨
堂
の
建
立
が
完
成
し
た
。
こ
の
外
に
も
遠

竹
・
築
切
・
新
田
原
・
農
場
の
一
部
の
人
た
ち
に
よ
り
、
共
同
納
骨
堂
も

建
立
さ
れ
た
。

共
同
墓
地

外
に
個
人
墓
地
が
約
二
十
カ
所
ぐ
ら
い
あ
る
。

三
、
簡
易
水
道

１

水
道
事
業
の
沿
革

本
町
の
水
道
の
ス
タ
ー
ト
は
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
、
小
川
原
浦
名
と

田
原
地
区
及
び
柳
谷
地
区
を
簡
易
水
道
と
し
て
、
地
区
営
で
開
始
し
た
。

町
営
水
道
と
し
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
の
小
川
原
浦
簡
易
水
道
が
始

ま
り
で
、
そ
の
後
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
牧
、
新
田
原
地
区
簡
易
水
道

施
設
、
昭
和
五
十
四
年
度

か
ら
清
水
、
農
場
地
区
飲

雑
用
水
施
設
、
昭
和
五
十

五
年
度
か
ら
遠
竹
地
区
簡

易
水
道
施
設
、
昭
和
五
十

八
年
度
か
ら
長
里
地
区
簡

易
水
道
施
設
、
昭
和
六
十

二
年
度
に
長
々
坂
下
飲
料

水
供
給
施
設
な
ど
の
整
備

を
図
り
、
そ
の
後
も
施
設

ご
と
に
、
増
補
、
改
良
、

統
合
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
総
人
口
の
九
十
六
％
を
カ
バ
ー

し
、
町
営
簡
易
水
道
４
地
区
（
七
施
設
）
、
飲
料
水
供
給
施
設
（
一
施
設
）

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
地
下
水
（
深
井
戸
）
水
源
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

田
原
地
区
簡
易
水
道
は
地
下
水
の
他
に
船
津
ダ
ム
、
伏
流
水
か
ら
も
一
部

水
源
と
す
る
最
新
の
浄
化
技
術
を
採
用
し
た
施
設
を
整
備
し
た
。

２

簡
易
水
道

従
来
小
長
井
町
の
飲
料
水
は
、
河
川
、
自
然
湧
水
、
井
戸
水
等
を
日
常

生
活
に
使
用
し
て
い
た
が
、
悪
水
と
水
量
不
足
の
原
因
で
赤
痢
の
発
生
が

た
ゆ
る
こ
と
な
く
、
お
よ
そ
文
化
生
活
に
は
程
遠
い
状
態
で
あ
っ
た
。
昭

和
二
十
八
年
、
柳
谷
、
田
原
、
小
川
原
浦
地
区
（
長
戸
を
除
く
）
に
総
工 田原浄水場の貯留池
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事
費
三
一
七
万
八
、
九
八
二
円
で
水
道
を
布
設
し
た
。
こ
れ
ら
の
水
道
布

設
は
小
長
井
村
で
の
水
道
事
業
の
草
分
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
こ
の
三

地
区
の
施
設
を
町
営
水
道
と
し
て
管
理
を
移
管
さ
れ
た
が
、
年
月
を
経
る

に
従
い
施
設
の
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
尚
生
活
水
準
の
向
上
に
伴
い
水
需
要

が
増
大
し
改
善
を
急
が
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
田
原
水
道
施
設
の
老
朽
化
と
、
水
源
の
汚
染
に
よ
り
新

た
に
湧
水
の
水
源
地
を
求
め
て
全
施
設
の
改
良
工
事
を
行
っ
た
。

昭
和
四
十
年
に
は
柳
谷
水
道
施
設
の
改
良
工
事
、
昭
和
四
十
二
年
に
は

小
川
原
浦
地
区
の
水
量
不
足
に
伴
い
水
源
探
査
の
結
果
、
目
島
海
岸
の
海

中
の
湧
水
よ
り
取
水
し
同
地
区
の
金
比
羅
山
の
高
台
に
配
水
池
を
設
け
、

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
送
水
し
自
然
流
下
に
よ
る
配
水
を
行
い
水
量
不
足
は
一

応
解
消
さ
れ
た
が
、
潮
の
干
満
に
よ
る
取
水
時
間
の
制
約
、
大
潮
時
の
海

水
の
混
入
、
水
道
管
を
海
底
に
布
設
し
て
あ
っ
た
た
め
故
障
な
ど
が
多
く
、

抜
本
的
な
対
策
を
こ
う
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
小
川
原
浦
、
山
茶
花
、
牧
、
黒
仁
田
地
区
等
に
地
下
水
源
を

求
め
て
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
が
、
目
的
と
す
る
水
量
を
得
ら
れ
ず
同
地

区
の
改
善
並
び
に
町
内
の
水
道
普
及
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

た
ま
た
ま
役
場
敷
地
内
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
豊
富
で
良

質
の
水
源
に
つ
き
当
り
、
か
ね
て
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
、
井
崎
、
築
切
、

長
戸
地
区
の
水
道
事
業
を
こ
の
水
源
に
よ
り
小
川
原
浦
簡
易
水
道
拡
張
事

業
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
着
工
総
工
費
四
七
、
五
九
四
、
〇
〇
〇
円
で

昭
和
四
十
八
年
に
完
成
し
た
。

３

現
状
と
課
題

町
の
主
要
な
水
源
は
、
二
級
河
川
の
四
水
系
（
長
里
川
、
小
深
井
川
、

船
津
川
、
今
里
川
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ど
の
水
系
も
流
域
が
狭

い
た
め
水
量
が
乏
し
く
、
渇
水
期
に
な
る
と
農
業
用
水
の
不
足
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
町
で
は
、
水
量
が
比
較
的
安
定
し
、

水
質
に
つ
い
て
も
良
好
な
検
査
結
果
が
出
て
い
る
地
下
水
を
飲
料
水
と
し

て
利
用
し
て
お
り
、
町
内
八
か
所
の
深
井
戸
か
ら
一
日
平
均
一
、
五
三
〇

�
を
取
水
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
用
水
に
つ
い
て
は
、
各
河
川
の
水
系

が
短
い
た
め
、
河
川
を
中
心
に
溜
池
を
造
り
、
灌
漑
用
水
と
し
て
利
用
し

て
い
る
。平
成
十
二
年
度
よ
り
貯
水
を
始
め
た
船
津
ダ
ム（
生
活
貯
水
池
）

は
治
水
、利
水
だ
け
で
な
く
、多
目
的
利
用
を
念
頭
に
お
い
て
計
画
さ
れ
て
お

り
、今
後
、渇
水
対
策
上
、重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
水
道
施
設
は
、
平
成
十
二
年
末
で
総
人
口
の
九
十
六
％
を
カ

バ
ー
し
、
現
在
、
町
営
簡
易
水
道
五
地
区
（
七
施
設
）、
飲
料
水
供
給
施

第六節 保健行政
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8,000
（人、戸）�

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
H元�2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12（年）�

給水戸数（人）� 行政区域内人口（人）�

給水区域内人口（人）� 給水人口（人）�

600,000

500,000

400,000

300,000

2,000

1,000

3,000

H元�2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12（年）�

年間総配水量（m3）�
計画日最大吸水量（m3）�

年間有収水量（m3）�
実績日最大給水量（m3）�

実績日平均給水量（m3）�

設
（
一
施
設
）、
民
営
の
専
用
水
道
（
み
さ
か
え
の
園
）
な
ど
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
地
下
水
（
深
井
戸
）
を
水
源
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
四
年
度
よ

り
田
原
地
区
簡
易
水
道
と
隣
接
す
る
清
水
、
農
場
地
区
簡
易
水
道
を
統
合

し
、
老
朽
化
し
た
田
原
地
区
の
配
水
管
の
布
設
替
を
行
い
、
新
た
に
船
津

ダ
ム
を
水
源
と
し
て
、
最
新
の
浄
化
技
術
を
採
用
し
た
施
設
整
備
が
平
成

十
四
年
度
に
完
成
し
、
田
原
、
農
場
地
区
に
給
水
し
て
い
る
。

四
、
下
水
道
事
業
の
取
り
組
み

美
し
い
自
然
と
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
る

本
町
に
お
い
て
も
、
生
活
様
式
の
変
化
に

伴
い
、
河
川
等
の
公
共
用
水
域
の
水
質
悪

化
が
進
行
し
て
お
り
、
住
民
の
生
活
環
境

改
善
や
有
明
海
の
水
質
改
善
の
た
め
、
汚

水
処
理
の
問
題
は
重
要
か
つ
緊
急
な
課
題

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集

落
排
水
事
業
等
で
下
水
道
整
備
を
進
め
て

い
る
。

下
水
道
事
業
は
平
成
九
年
（
一
九
九

七
）
一
月
六
日
に
事
業
認
可
を
受
け
、
平

成
十
年
度
か
ら
管
渠
工
事
を
計
画
的
に
進

め
る
と
と
も
に
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
平

行政区域・給水区域・給水人口

下水道処理場

給水量等の推移

―５１０―
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P

汚水流入�

放　流�

脱水ケーキ�

汚泥処理棟�

スクリーンユニット�

エアレーター�

空気�

攪拌装置�

下水と活性汚泥の混合物�

ポンプ室�

沈澱した汚泥�

余分な汚泥�

沈澱�
↓�

沈澱�
↓�

脱水機�

ケーキホッパ�

消毒装置�

放流ポンプ井�

オキシデーションディッチ�

エアレーター室�

最終沈澱池� 機　械　棟�

①スクリーンユニット（機械棟内）�
処理場に流れてきた下水は、この装置で大きな�
ゴミを取り除きます。�

②オキシデーションディッチ�
この槽では、下水に活性汚泥（好気性微生物を多量に含んだドロ）�
を加え、空気を吹き込んでばっ気すると、繁殖した微生物の働き�
で、下水中の有機物が分解、凝集して沈みやすくします。�
（活性汚泥法）�

③最終沈澱池�
沈みやすくなった活性汚泥は、この池で沈澱し、�
きれいな上ずみの水が消毒施設に流れます。�
沈んだドロは全てオキシデーションディッチへ�
返送します。�

④消毒施設�
きれいになった上ずみの水を、�
紫外線消毒します。�

⑤放流ポンプ�
消毒した水をポンプで送り、�
長里川河口に放流します。�

⑥脱水機�
余剰汚泥に薬品を加え、凝集させ�
脱水を行います。�
脱水された固形物（脱水ケーキ）�
はケーキホッパに送ります。�
また、脱水によって分離した水は�
オキシデーションディッチに返送�
します。　�

⑦ケーキホッパ�
脱水されたケーキを貯留します。�
一定量を貯留した後、トラックで�
搬出し、処分を行います。�

第
六
節

保
健
行
政

浄化センターのしくみ

�スクリーンユニット
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計
画
目
標
年
次

平
成
二
十
二
年
度
（
二
〇
一
〇
）

処
理
区
域
面
積

一
六
九
ha

処

理

人

口

五
〇
〇
〇
人

処

理

方

式

オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
法

消

毒

方

式

紫
外
線
消
毒

計
画
汚
水
量

日
平
均
２
、１
６
６
�

日
最
大
２
、９
０
７
�

流

入

水

質

Ｂ
Ｏ
Ｄ
１
８
０
�
／
�

Ｓ
Ｓ
１
３
０
�
／
�

放

流

水

質

Ｂ
Ｏ
Ｄ
１
８
�
／
�

Ｓ
Ｓ
１
３
�
／
�

処
理
場
敷
地
面
積

一
三
六
�

総
事
業
費（
概
算
）
約
六
十
七
億
円

年
度（
平
成
）

事

業

内

容

八

（
一
九
九
六
）

事
業
認
可
設
計
業
務

管
渠
基
本
設
計
業
務

九

管
渠
詳
細
設
計
業
務

環
境
調
査
業
務（
放
流
先
周
辺
海
域
及
び
河
川
の
現
況
水
質
等
）

十

幹
線
管
渠
工
事
（
下
水
本
管
の
国
道
埋
設
三
地
区
）

管
渠
工
事
（
地
区
内
下
水
枝
管
の
埋
設
一
地
区
）

管
渠
詳
細
設
計
業
務

地
形
測
量
業
務

環
境
調
査
業
務（
放
流
先
周
辺
海
域
及
び
河
川
の
現
況
水
質
等
）

成
十
五
年
度
に
か
け
て
下
水
処
理
場
の
建
設
に
取
り
組
ん
だ
。
平
成
十
五

年
（
二
〇
〇
三
）
四
月
に
長
里
地
区
の
一
部
で
供
用
開
始
し
、
年
次
計
画

に
よ
り
処
理
区
域
の
拡
大
を
図
り
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
、

公
共
下
水
道
全
域
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
計
画
し
て
い
る
遠
竹
地
区
は
平
成
一
四

年
（
二
〇
〇
二
）
に
、
田
原
地
区
は
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
そ
れ

ぞ
れ
事
業
を
開
始
し
て
お
り
、
双
方
と
も
平
成
二
〇
年
三
月
末
に
は
供
用

開
始
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
区
域
及
び
農
業
集
落
排
水
区
域
以
外
の
住
宅
に
は
、
合
併

浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
設
け
て
水
質
改
善
を
図
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
て
の
生
活
排
水
が
き
れ
い
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
地
区
内
の
住
環
境
は
も
と
よ
り
河
川
等
の
公
共
用
水
域
も
美
し
く

よ
み
が
え
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
概
要
（
計
画
）

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
経
過

―５１２―
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年
度
別
事
業
内
訳

（
平
成
十
五
年
度
末
ま
で
の
事
業
費

三
六
億
五
四
五
四
万
円
）

十
四

幹
線
管
渠
工
事
（
下
水
本
管
の
国
道
埋
設
二
地
区
）

管
渠
工
事
（
地
区
内
下
水
枝
管
の
埋
設
十
二
地
区
）

管
渠
詳
細
設
計
業
務

処
理
場
場
内
整
備
工
事
（
三
件
）

処
理
場
場
内
植
栽
工
事

処
理
場
機
械
・
電
気
設
備
重
点
施
工
管
理
業
務

処
理
場
汚
泥
処
理
棟
詳
細
設
計
業
務

処
理
場
周
辺
環
境
整
備
工
事

処
理
水
吐
口
工
事

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
（
六
基
）

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
重
点
施
工
管
理
業
務

環
境
調
査
業
務（
放
流
先
周
辺
海
域
及
び
河
川
の
現
況
水
質
等
）

十
五

長
里
地
区
の
一
部
供
用
開
始

幹
線
管
渠
工
事
（
下
水
本
管
の
国
道
埋
設
三
地
区
）

管
渠
工
事
（
地
区
内
下
水
枝
管
の
埋
設
十
五
地
区
）

管
渠
基
本
設
計
及
び
詳
細
設
計
業
務

地
形
測
量
業
務

処
理
場
汚
泥
処
理
棟
建
設
工
事
及
び
重
点
施
工
管
理
業
務

処
理
場
機
械
・
電
気
設
備
工
事

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
（
七
基
）

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
重
点
施
工
管
理
業
務

環
境
調
査
業
務（
放
流
先
周
辺
海
域
及
び
河
川
の
現
況
水
質
等
）

十
六

牧
地
区
の
一
部
及
び
長
里
地
区
一
部
供
用
開
始

十
一

推
進
工
事
（
尾
ノ
上
踏
切
及
び
足
角
踏
切
な
ど
の
四
ヶ
所
）

幹
線
管
渠
工
事
（
下
水
本
管
の
国
道
埋
設
一
地
区
）

管
渠
工
事
（
地
区
内
下
水
道
枝
管
の
埋
設
一
地
区
）

管
渠
詳
細
埋
設
業
務

処
理
場
基
本
設
計
業
務

処
理
場
土
地
鑑
定
評
価
業
務

処
理
場
用
地
取
得（

面
積
：
一
三
六
二
二
�
・
関
係
者
十
二
名
）

環
境
調
査
業
務（
放
流
先
周
辺
海
域
及
び
河
川
の
現
況
水
質
等
）

十
二

幹
線
管
渠
工
事
（
下
水
本
管
の
国
道
埋
設
三
地
区
）

管
渠
工
事
（
地
区
内
下
水
枝
管
の
埋
設
八
地
区
）

管
渠
詳
細
設
計
業
務

地
形
測
量
業
務

処
理
場
造
成
工
事
（
二
件
）

処
理
場
水
処
理
施
設（
Ｏ
Ｄ
槽
）建
設
及
び
重
点
施
工
管
理
業
務

処
理
場
場
内
植
栽
工
事

処
理
場
機
械
・
電
気
設
備
及
び
詳
細
設
計
業
務

環
境
調
査
業
務（
放
流
先
周
辺
海
域
及
び
河
川
の
現
況
水
質
等
）

十
三

管
渠
工
事
（
地
区
内
下
水
枝
管
の
埋
設
二
十
一
地
区
）

管
渠
詳
細
設
計
業
務

処
理
場
管
理
棟
・
機
械
棟
建
設
工
事

処
理
場
機
械
・
電
気
設
備
工
事
及
び
重
点
施
工
管
理
業
務

環
境
調
査
業
務（
放
流
先
周
辺
海
域
及
び
河
川
の
現
況
水
質
等
）

第六節 保健行政
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処理場建設費（施設別・年度別実績）

備 考

９７，３３４，１００

３３１，８０８，４００

９９１，６８５，１００

５９，８２９，０００

１９５，８４２，８５０

以下は計画

２６０，０００，０００

３９３，０００，０００

建 設 費

６９，６３５，１００
２７，３００，０００
３９９，０００

４２，１０５，０００
４９，８９６，０００
１６４，９０２，５００
７，７０４，９００
３，５７０，０００
３２，５５０，０００
２６，７７５，０００
４，３０５，０００

３６１，３４９，１００
３２９，８２６，０００
２９０，８５０，０００
９，６６０，０００

３３，５７９，０００
１３，６５０，０００
１２，６００，０００

４９，２６２，８５０
１０２，７９５，０００
３３，６００，０００

１７６，０００，０００
８４，０００，０００

１５５，０００，０００

２４２，０００，０００
１５１，０００，０００

２，４８４，４９９，４５０

施 設 名 等

処理場用地取得 １３，６２２�
処理場基本設計
土地鑑定評価委託

造成工事（１工区）
造成工事（２工区）
水処理施設工事（ＯＤ槽・終沈）
場内植栽工事
場内整備費
処理場詳細設計（水処理施設）
処理場詳細設計（機械・電気設備）
処理場施工監理（水処理施設）

管理棟・機械棟建築工事（場内管路工含）
機械設備工事
電気設備工事
処理場施工監理（建築）

処理場場内整備工事
処理場詳細設計（汚泥施設）
処理場施工監理（機械・電気設備）

汚泥施設（地盤改良含む建築工事）
汚泥施設（機械設備）
汚泥施設（電気設備）

水処理２池目の機械設備工事
水処理２池目の電気設備工事

水処理３池目の水処理施設
（ＯＤ槽・終沈建設）

水処理３池目の機械設備工事
水処理３池目の電気設備工事

合 計

建設
年度

１１

１２

１３

１４

１５

１８

２０

２１

―５１４―
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田原地区

平成１９年度

６６０人

１５０戸

日最大 ２１８�
９７，９００千円

公共下水道施設に接続

計画目標年次

計 画 人 口

計 画 戸 数

計 画 汚 水 量

総 事 業 費

遠竹地区

平成１９年度

８２０人

２１５戸

Ｊ－Ｘ�Ｇ型

日最大 ２４９�
ＢＯＤ２００�／�
ＳＳ２００�／�
ＢＯＤ２０�／�
ＳＳ５０�／�
１３６，７１０千円

計画目標年次

計 画 人 口

計 画 戸 数

処 理 方 式

計 画 汚 水 量

流 入 水 質

放 流 水 質

総 事 業 費

第六節 保健行政

農業集落排水事業の概要（計画）

遠竹地区処理場パース
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第
七
節

社
会
福
祉

一
、
福
祉
の
現
状

１

民
生
委
員

民
生
委
員
制
度
の
創
設
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
五
月
で
あ
っ
た
。

岡
山
県
の
済
世
顧
問
制
度
と
大
正
七
年
十
月
に
設
置
さ
れ
た
大
阪
府
の
方

面
委
員
制
度
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
各
県
に
方
面
委
員
制

度
が
普
及
し
、
長
崎
県
は
大
正
十
五
年
八
月
十
三
日
に
方
面
委
員
が
設
置

さ
れ
た
。
其
の
頃
小
長
井
町
の
方
面
委
員
は
七
名
置
か
れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
七
月
二
十
九
日
民
生
委
員
法
が
施
行
さ

れ
、
小
長
井
町
で
は
十
名
設
置
さ
れ
た
が
現
在
は
十
四
名
で
あ
る
。
以
前

の
民
生
委
員
活
動
は
貧
民
救
済
を
主
と
し
て
取
扱
っ
て
い
た
が
、
高
度
経

済
成
長
に
伴
い
住
民
の
生
活
が
多
様
化
す
る
と
共
に
、
各
種
福
祉
施
策
の

拡
大
充
実
に
伴
い
防
貧
指
導
に
力
を
注
ぎ
生
活
保
護
は
最
終
的
措
置
と
な

り
つ
つ
あ
る
。

民
生
委
員
の
活
動
す
る
内
容
は
、
貧
し
い
家
庭
の
家
族
関
係
、
就
業
、

住
居
、
健
康
な
ど
の
問
題
、
世
帯
更
生
資
金
、
生
活
保
護
、
母
子
世
帯
、

老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
、
そ
の
他
住
民
の
相
談
を
受
け
積
極
的
に
指
導
育

成
に
努
め
、
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
て
福
祉
の
向
上
に
活
躍
す
る
こ
と

で
あ
る
。

民
生
委
員
は
厚
生
大
臣
が
委
嘱
す
る
。
委
員
の
任
期
は
三
年
で
あ
る
。

民生・児童委員名簿

担 当 地 区

遠竹 柳南 黒仁田

釜１、２

築切、井崎１、２

井崎３、４

小川原浦１、２、３

小川原浦４、５、新田原

田原１、２、みさかえ

田原３ 広川良、古場

牧１、２、３

足角、打越、川内

舟津、田代

尾ノ上、大久保

主任児童、町内全域

主任児童、町内全域

任期：平成１６年１２月１日～平成１９年１１月３０日

電話番号

３４‐３９９２

３４‐３４６８

３４‐３１４０

３４‐２２１１

３４‐２０２６

３４‐２０１９

３４‐２６６５

３４‐２７０２

３４‐３２４６

３４‐３０５１

３４‐３２０１

３４‐３６５１

３４‐３２３８

３４‐２７５７

委嘱年

Ｈ７年

Ｈ１６年

Ｈ１３年

Ｈ１０年

Ｈ１０年

Ｈ４年

Ｈ４年

Ｈ１年

Ｈ１６年

Ｓ５８年

Ｈ１３年

Ｈ１０年

Ｈ１３年

Ｈ１３年

年数

９年

－

３年

６年

６年

１２年

１２年

１５年

－

２１年

３年

６年

３年

３年

住 所

遠竹名１０１９

遠竹名６６１

井崎名２２７１‐７

井崎名６８９‐２

小川原浦名４３３

小川原浦名８１０‐３

田原名５４６

川内名８９８‐４３

牧名４４６

打越名乙２１

大峰名１５０

大搦名７８０

小川原浦名３５４‐２

田原名３０２‐１

齢

６５

６０

５６

６６

６８

７０

５４

６６

５９

６８

５４

６５

５０

４５

生年月日

Ｓ１４．１．１

Ｓ１９．１０．２８

Ｓ２３．１１．２８

Ｓ１３．１．２

Ｓ１１．８．３０

Ｓ９．８．２

Ｓ２５．５．３０

Ｓ１３．１１．２０

Ｓ２０．１１．２１

Ｓ１１．９．４

Ｓ２５．６．２８

Ｓ１４．８．１０

Ｓ２９．９．１４

Ｓ３３．１２．２１

氏 名

江 頭 敏 雄

中 村 忠 司

中 村 満 子

藤 山 晴 子

竹 口 忠 雄

中 尾 信 子

山 口 文 雄

田 崎 大 作

小 柳 忍

浦 田 妙 子

田 島 正 仁

田 川 康 英

松 本 冨士子

永 渕 ひとみ
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２

児
童
福
祉

（
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
）

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
は
、
核
家
族
化
、
共
働
き
夫
婦
の
増
加
な
ど
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が

児
童
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
影
響
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
児
童
虐
待
の
件
数
は
急
増
し
て
お
り
、
家
庭
が
児
童

に
と
っ
て
必
ず
し
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
は
二
十

一
世
紀
の
担
い
手
で
あ
り
、

家
庭
だ
け
で
な
く
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を

守
り
、
育
て
て
い
こ
う
と

す
る
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。

町
に
は
現
在
、
遠
竹
保

育
園
、
井
崎
保
育
園
、
ふ

た
ば
保
育
園
、
清
和
保
育

園
の
四
つ
の
私
立
保
育
園

が
あ
り
、
二
園
が
定
員
超

過
、
二
園
が
定
員
割
れ
と

な
っ
て
い
る
。
定
員
超
過

の
状
況
下
で
の
健
全
な
保

育
環
境
の
整
備
が
求
め
ら

れ
る
ほ
か
、
定
員
割
れ
に
対
応
し
た

保
育
機
能
の
改
善
、
保
育
所
運
営
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
町
に
は
児
童
福
祉
施
設
で
あ

る
聖
母
の
騎
士
園
（
社
会
福
祉
法

人
）
が
あ
り
、
保
護
が
必
要
な
児
童

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
聖
母
の
騎
士

小
学
校
、
椿
原
中
学
校
で
は
、
同
園

に
入
園
し
て
い
る
児
童
生
徒
に
対
し

て
、
日
常
生
活
お
よ
び
学
校
教
育
の

指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

３

母
子
福
祉

（
母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の
安
定
し
た
生
活
を
支
援
）

社
会
全
体
に
お
い
て
、
離
婚
、
死
別
、
未
婚
に
よ
る
母
子
、
父
子
家
庭

は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
生
活
の
安
定
、
子
ど
も
の
発
育
環
境
の
改
善
、

健
全
な
家
庭
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

本
町
で
は
、
現
在
「
母
子
寡
婦
福
祉
会
」
が
活
動
を
続
け
て
い
る
が
、

今
後
、
更
な
る
経
済
的
支
援
、
就
業
支
援
、
児
童
保
育
支
援
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
、
母
子
、
父
子
家
庭
に
対
す
る
周
囲
の
意
識
の
啓
発
に
努
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

生活保護状況調べ

医 療 扶 助

金 額

円
１，２０４，０２０

１，４５５，６１９

１，９８３，８８８

２，３１７，１００

２，４０７，１５０

３，５１５，６５３

件数

６５

７６

８６

８０

７１

７３

保護費支給額
（医療費を除く）

円
６４６，２４１

７８２，５９０

１，０４８，７９７

１，２４３，９４７

１，１４６，４２５

１，６３５，１８７

被 保 護

人員

１３５

１６３

１５１

１５０

９５

１１４

世帯数

７１．６６

７２

８６

８１

６４

７３

年度

昭和
４５

４６

４７

４８

４９

５０

保育園の慰問活動（ふたば保育園）

―５１７―

第七節 社会福祉



４

老
人
福
祉

（
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
）

高
齢
化
は
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、
本
町
で
も
高
齢
化
は
着
実
に
進
行

し
て
い
る
。
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
は
、
平

成
二
年
に
は
一
、
〇
四
四
人
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
二
年
に
は
一
、
五
〇

四
人
と
、
わ
ず
か
一
〇
年
間
で
四
四
・
一
％
増
加
し
て
い
る
。
全
人
口
に

占
め
る
老
年
人
口
の
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
、
一
五
・
一
％
か
ら
二
二
・

五
％
に
上
昇
し
、
男
女
別
で
は
男
性
が
一
二
・
九
％
か
ら
一
八
・
七
％
、

女
性
が
一
六
・
八
％
か
ら
二
五
・
六
％
と
、
高
齢
化
は
急
激
に
進
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
高
齢
者
福
祉
が
担
う
役
割
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
、

今
後
は
、
寝
た
き
り
老
人
や
痴

呆
症
老
人
な
ど
介
護
を
要
す
る

高
齢
者
が
増
加
す
る
一
方
で
、

核
家
族
化
の
進
行
、
共
働
き
家

庭
の
増
加
な
ど
、
家
庭
に
お
け

る
介
護
能
力
は
低
下
し
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
量
的
拡
大
、
質
的
向
上

が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
状
況
で

あ
る
。

ま
た
、
介
護
を
必
要
と
し
な

い
高
齢
者
も
増
加
す
る
こ
と
か

小長井町単位老人クラブ・一覧表
平成１６年４月２７日現在

任期；平成１５年４月１日～平成１７年３月３１日

備考

※１「老連未加入」欄は、市町村老人クラブ連合会に未加入の場合○印をつけること。
２「Ｈ１５助成有」欄は、平成１４年度在宅福祉事業費補助金（老人クラブ活動等社会活動促進事業のうち、老人
クラブ助成事業分）の助成を受けた場合○印をつけること。

Ｈ１５

助成有

○

○

○

○

○

○

○

○

○

老連

未加入

会員数

計

１３７

５７

１５９

１６２

６５

５６

１２２

６８

１５４

９８０

女

９０

３３

９３

９６

３８

３７

８８

４０

１０２

６１７

男

４７

２４

６６

６６

２７

１９

３４

２８

５２

３６３

会 長

電話番号

３４‐２２４７

３４‐３０４４

３４‐４５７１

３４‐４１５７

３４‐２４９８

３４‐３８９６

３４‐３９３６

３４‐２２９１

３４‐２１３７

合 計

住 所

遠竹名４２８

井崎名９９６‐２

井崎名７１

小川原浦名６３２

川内名８９８‐７２

田原名５３０

牧名１９９‐５

打越名５８１

大峰名６００

氏 名

新宮 富男

光武 明

小溝 太

田川袈裟六

石丸鹿太郎

富永 守

原田 典人

小柳 直樹

竹田 寅雄

老人

クラブ名

遠竹

築切

井崎

小川原浦

農場

田原

牧

長里東

長里西

承認年月日

Ｓ４０．９．１５

Ｓ４７．５．２６

Ｓ４０．４．１

Ｓ４０．５．１

Ｓ４７．５．１

Ｓ４１．９．１

Ｓ４０．１０．１６

Ｓ４７．４．１

Ｓ４７．４．１

市町村の

承認番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

屋内ゲートボール場
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ら
、
元
気
な
高
齢
者
を
対
象
に
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
促
進
の

た
め
の
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
は
、
平
成
九
年
に
完
成
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
小
長
井
希

望
園
」を
中
心
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心

に
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
生
涯
学
習
講
座
な
ど
の
開
催
、
健
康

増
進
活
動
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
も
多
く
、
本
町
で
は
平
成
十
三
年
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
高
齢
者
に
雇
用
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

５

自
立
へ
の
援
助

（
自
立
へ
の
援
助
・
相
談
体
制
を
確
立
）

高
齢
・
病
気
・
障
害
、
ま
た
最
近
は
長
引
く
不
況
な
ど
も
影
響
し
て
、

就
業
機
会
を
奪
わ
れ
、
低
い
所
得
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人

が
い
る
。
本
町
の
人
口
一
、
〇
〇
〇
人
あ
た
り
の
生
活
保
護
人
員
（
生
活

保
護
率
）
は
四
・
六
〇
人
で
、
長
崎
県
の
平
均
一
一
・
四
七
人
と
比
較
す

る
と
半
数
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
も
九
番
目
に
生
活
保
護
率
が
低

く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
近
年
は
生
活
保
護
の
件
数
、
金
額
と

も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
生
活
保
護
費
の
内
訳
と
し
て
は
、
医
療
扶
助

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
て
、
今
後
も
生
活
保
護
費
の
適
正
給
付
に
努
め
、

被
保
護
者
に
対
し
て
は
、
職
業
の
紹
介
な
ど
に
よ
る
経
済
的
自
立
の
支
援

を
行
う
と
同
時
に
、
生
活
相
談
や
指
導
体
制
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必

福祉金庫貸付事業 （単位 円）

生活福祉資金・高齢者住宅整備資金・障害者住宅整備資金貸付事業 （単位 円）

１４年度残高
貸付資金

１，３９８，９３５

２５２，８００

３１５，９２２

６１４，４８０

４７０，９００

３，０５３，０３７

件数

１

１

１

１

１

５

償還残高
償還残額

４８１，５００

１４年度償還
貸付資金

１０６，８４９

３７９，２００

３６８，３５０

１６６，２００

１，０２０，５９９

件数

４

件数

２

１

３

１

７

１４年度償還
償還金額

３７，５００

１４年度貸付
貸付資金

１，４１８，６２５

１，４１８，６２５

件数

３

件数

１

１

１４年度貸付
貸付金額

４５０，０００

前年度までの貸付
貸付資金

８７，１５９

６３２，０００

２９３，６６９

９８２，８３０

６３７，１００

２，６３２，７５８

件数

３

件数

１

１

１

３

１

７

前年度貸付
残高金額

６９，０００

区分

種別

更 生 資 金

身体障害者更生資金

生 活 資 金

福 祉 資 金

住 宅 資 金

修 学 資 金

療 養 資 金

災 害 援 護 資 金

高齢者住宅整備資金

障害者住宅整備資金

合 計

件数

３

生
活
福
祉
資
金

―５１９―
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要
と
な
っ
て
い
る
。

６

身
体
障
害
福
祉
（
遠
竹
小
）

（
障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
り
）

社
会
生
活
に
お
け
る
様
々
な
ス
ト
レ
ス
、
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
心
や
体

に
障
害
を
持
つ
人
は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
障
害

者
と
健
常
者
が
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
共
存
で
き
る
社
会
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

本
町
に
は
、
西
日
本
で
最
大
規
模
と
い
わ
れ
る
心
身
障
害
者
（
児
）
総

合
福
祉
施
設
「
み
さ
か
え
の
園
」（
社
会
福
祉
法
人
聖
家
族
会
経
営
）
が

あ
る
。
知
的
障
害
者
施
設
、
重
症

心
身
障
害
児
施
設
、
知
的
障
害
者

更
生
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

る
施
設
内
で
は
、
平
成
十
二
年
十

二
月
現
在
、
四
七
〇
名
が
生
活
し

て
お
り
、
医
療
、
看
護
、
介
護
、

学
習
、
作
業
な
ど
の
指
導
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
園
生
と
地
域
住
民

と
の
交
流
に
よ
る
相
互
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
町
の
行
事
へ
の
園

生
の
参
加
、
園
生
に
よ
る
清
掃
活

ヘルプサービス

Ｖｏ養成講座状況

歳末たすけ合い募金活動（小長井中）社協

身障家庭Ｖｏ活動
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動
、
婦
人
会
と
園
生
と
の
交
流
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
を
も
と
に
、
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
歩
道
の
拡
幅
な
ど
、
障
害
者
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

７

精
神
障
害
者
福
祉

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
改
正
さ
れ
た
「
精
神
保
健
及
び
精
神
障

害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
で
は
精
神

保
健
福
祉
施
策
に
お
け
る
市
町
村
の
役
割
強
化
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
な
内
容
は
下
記
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
通
院
医
療
費
公
費
負
担
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
の

窓
口
業
務

二
、
施
設
及
び
事
業
の
利
用
の
調
整

�
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設

�
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
援
助
事
業

�
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業
の
利
用
に
関
し
て
、
相
談
に

応
じ
、
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と

三
、
そ
の
他
の
精
神
保
健
福
祉
業
務

上
記
法
定
業
務
の
他
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
対
策
や
住
民
の

精
神
保
健
の
増
進
の
た
め
、
各
市
町
村
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

様
々
な
施
策
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
普
及
啓
発
活
動

�
昼
間
の
活
動
の
場
所
の
確
保
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
り
あ
け
会
地
域

活
動
所
）

�
精
神
障
害
者
の
疾
病
管
理
へ
の
支
援

８

地
域
づ
く
り

（
地
域
住
民
が
支
え
合
う
社
会
を
つ
く
り
ま
す
）

高
齢
、
病
気
や
障
害
な
ど
に
よ
り
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な

人
々
も
、
地
域
社
会
の
中
で
は
安
心
し
て
明
る
く
楽
し
く
生
活
を
送
る
権

利
を
有
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
介
護

や
支
援
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

体
制
の
整
備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
推
進
、
そ
し
て
人
々
の
思
い

や
り
の
心
が
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
本
町
で
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
希
望
園
に
よ
る
在

宅
老
人
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
に
よ

る
、
独
居
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

さ
ざ
ん
か
会
館
、
希
望
園
、
Ｊ

Ａ
長
里
、
悠
々
館
で
の
老
人
の

デイサービス（誕生会）
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平成１５年度 ボランティア一覧表 平成１５年６月３０日現在

活動内容

食事サービス調理

友愛訪問

友愛訪問
施設訪問

清掃活動

清掃活動

施設訪問

清掃活動

児童との交流

施設訪問

清掃活動

自立支援活動

講演

施設慰問散髪奉仕

バス停清掃活動

着物着付

結成年月日

平成６年３月２２日

平成１０年４月１日

平成１０年４月１日

平成１０年６月１日

平成１０年７月１日

平成１０年８月１日

平成１０年９月１日

平成１０年９月１日

平成１０年９月１日

平成１４年４月１８日

平成１５年４月１日

平成１４年４月１日

平成１４年４月１日

平成１５年４月１日

平成１５年７月１日

住 所

小川原浦名１２９８
３４‐２６２３

牧名１８７
３４‐２６８７

小川原浦名８１０
３４‐２０１９

井崎名２３１８‐１
３４‐２８５４

牧名７７
３４‐２６３５

小川原浦名８１５
３４‐２４３７

新田原３０‐１
３４‐２４３２

打越名１００７
３４‐２０６６

小川原浦名８１１
３４‐３２２２

井崎名７８５
３４‐３４０９

井崎名２２３８‐２
３４‐３４９１

大峰名４
３４‐２１０８

井崎名５６２
３４‐４１０５

井崎名２２７１‐７
３４‐３１４０

小川原浦名１８９３‐４５
３４‐３４３８

グループ名／代表者

Voさざんか １５名
大迫カツエ

民生委員 男性部 ８名
森 春義

民協女性部（三鶴会）６名
中尾信子

さざなみ会 ５名
石井民也

ひまわり １５名
森 セツ

たんぽぽ１ ９名
平田富美子

白梅会 ６名
森 アサノ

ラベンダー ７名
森 郁子

たんぽぽ２ ８名
藤谷澄子

ことぶき会 １８名
中尾賀子

和気あいあいクラブ ６名
福田富枝

語り部 １名
島崎秋芳

ふれあい倶楽部 ５名
原田秀信

ちょ・ボラ。バス停 ２０名
中村満子

花みずき ３名
林 清子

計 １５団体 １３２名

No.

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

―５２２―

第五章 町 行 政



小長井町ボランティア連絡協議会（経過）

行 事

連絡協議会 設立準備委員会 さざんか会館 １０：３０～
連絡協議会発足 会則施行 三役選出
任期 平成１０年４月１日～平成１２年３月３１日 （１３団体／１１８名）
役員会 もちつき準備検討等

午後４：００～準備
午前７：００～蒸し上げ

役員会 改 名母子草～ひまわり
加盟２団体 さんまる ３０名

ふれあい ８名 （１５団体／１５６名）
役員会 もちつき準備検討等
視察研修（佐賀・鹿島）

午後４：００～準備
もちつき 午前７：００～蒸し上げ

役員会三役選出 任期 平成１２年４月１日～平成１４年３月３１日
改 田代～あざみ会
改 すみれ～つくし会
脱会２団体 さんまる ３０名

手話 ９名 （１３団体／１１７名）
役員会 命名 みつばちの会

加盟２団体 よんまる １５名
手話 １名 （１５団体／１３３名）

視察研修（長与町）
役員会 副会長選出 竹川新吾

加盟１団体 さんまる築切 ６名
脱会２団体 あじさい ７名

あざみ会 ２名 （１４団体／１３０名）
役員会 もち宅配・活動費補助の件

脱会２団体 よんまる １５名
手話 １名 （１２団体／１１４名）

役員会 独居老人鏡もち宅配

（１３団体／１１５名）
加盟１団体 語り部 １名
役員会三役選出 任期 平成１４年４月１日～平成１６年３月３１日

副会長 原田秀信氏
改 つくし～ことぶき会

各団体増減 （１３団体／１３８名）

役員会
ちょ・ボラ。バス停２０名 １４団体
役員会
花みずき ３名 １５団体 １３２名

年 月 日

１０年３月３１日�
１０月４月１日�

１２月２１日�
１２月２５日�
１２月２６日�

１１年５月１９日�

１１月１６日�
１２月１０日�
１２月２４日�
１２月２５日�

１２年６月２０日�

９月１９日�

１３年１月２３日�
４月１７日�

１１月１２日�

１２月１６日�

１４年４月１日�

６月２６日�

１５年２月７日�
４月１日�
６月３０日�
７月１日�
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
心
身
障
害
者
施
設
み
さ
か
え
の
園

の
園
生
と
地
元
住
民
が
共
同
で
町
の
祭
り
や
清
掃
作
業
に
参
加
し
た
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
介
護
保
険
事
業
へ
の
参
入
な
ど
、
様
々
な
形
で
の
福

祉
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
一
連
の
活
動
を
持
続
す
る
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
を
推
進
し
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
福
祉
活
動
体
制
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。二

、
国
民
年
金
事
業

国
民
年
金
制
度
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）

で
、
平
成
十
四
年
三
月
現
在
で
、
加
入
者
数
は
、
被
保
険
者
（
第
二
号
被

保
険
者
を
除
く
）
三
、
三
四
一
万
人
。
受
給
者
二
、
〇
二
四
万
人
を
擁
す

る
制
度
と
し
て
国
民
の
中
に
広
く
定
着
し
て
い
る
。
昭
和
六
十
一
年
（
一

九
八
六
）
四
月
一
日
実
施
さ
れ
た
年
金
制
度
の
改
正
、
目
前
に
迫
っ
た
高

齢
化
社
会
の
到
来
に
対
処
し
て
、
被
用
者
年
金
制
度
（
厚
生
年
金
保
険
、

国
家
公
務
員
共
済
組
合
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
、
日
本
私
立
学
校
振

興
、
共
済
事
業
団
、
農
林
漁
業
団
体
共
済
組
合
）
の
加
入
者
と
そ
の
被
扶

養
配
偶
者
も
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
「
第
一
号
被
保
険
者
」
二
十
歳
以
上
六
十
歳
の
自
営
業
者
な

ど
（
農
林
漁
業
、
自
営
業
、
学
生
等
）

「
第
二
号
被
保
険
者
」
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
及
び
共
済
組
合
等

の
組
合
員
ま
た
は
加
入
者

「
第
三
号
被
保
険
者
」
第
二
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
で
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
人
の
三
種
に
分
類
さ
れ
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
二
十

歳
以
上
で
六
十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
国
民
が
加
入
す
る
事
を
原
則
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
す
べ
て
の
国
民
を
対
象
と
し
て
老
齢
、
障
害
、
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
健
全
な
国
民
生
活
の
維
持
、
向
上
に
寄

与
し
て
い
る
。

三
、
福
祉
施
設

１

さ
ざ
ん
か
会
館

二
十
一
世
紀
に

向
け
、
潤
い
と
安

ら
ぎ
の
あ
る
福
祉

の
町
づ
く
り
を
目

ざ
し
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
福
祉
を

は
じ
め
、
各
種
の

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
推
進
す
る
た

め
の
拠
点
と
し
て
、

多
目
的
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
さ
ざ
ん
か

全面（航空写真）
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平成１４年度心配ごと相談所利用状況

件数
１

１
１

１
１

１
５
１

１

５
７
２５

相 談 事 項
生 計
年 金
職 業 ・ 生 業
住 宅
家 族
結 婚
離 婚
健康・保健・衛生
医 療
人 件 ・ 法 律
財 産
事 故
児童福祉・母子保健
教 育・青 少 年
障害者（児）福祉
母子福祉・父子福祉
老 人 福 祉
苦 情
そ の 他
合 計

会
館
」
が
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
三

月
、
鉄
骨
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
一

階
建
で
完
成
し
た
。

こ
の
館
内
に
小
長
井
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
設
置
し
、
住
民
が
主
体
と
な
り
、
社

会
福
祉
・
保
健
衛
生
・
そ
の
他
、
生
活
の

改
善
向
上
に
関
連
あ
る
関
係
者
の
参
加
、

協
力
を
得
て
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
福

祉
増
進
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

�

地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
活
動
の
推
進

・
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス

・
寝
た
き
り
・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

へ
の
訪
問
・
相
談
活
動

・
実
態
に
即
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス

・
障
害
者
の
援
助
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
の
推
進

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
拠
点
と
し
て
運
営
強
化

・
地
域
で
の
援
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
福
祉
協
力
員
の
活
動
推
進

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
人
材
の
発
掘
、
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
研
修
活
動
の
推
進

・
福
祉
教
育
の
推
進

・
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

推
進

・
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
促
進

�

心
配
ご
と
相
談
所
運
営
の
充
実

・
相
談
員
の
資
質
の
向
上
と
信
頼

さ
れ
る
相
談
事
業

・
相
談
の
常
時
受
け
入
れ
体
制
の

確
立

・
専
門
員
の
派
遣
に
よ
る
相
談
活

動
の
充
実

・
県
福
祉
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

の
支
援

大広間

老人憩い室

―５２５―
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�

各
種
資
金
貸
付
事
業
の
促
進

・
生
活
福
祉
資
金
・
高
齢
者
・
障

害
者
住
宅
整
備
資
金
、
町
福
祉

資
金
の
適
正
な
活
用
な
ど

�

地
域
活
動
の
推
進
と
福
祉
団
体

の
援
護
育
成

・
青
少
年
の
健
全
育
成

・
児
童
福
祉
活
動

・
老
人
ク
ラ
ブ
・
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
・
母
子
寡
婦
福
祉
会
・

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
・
精
神
障

害
者
家
族
会
・
保
育
会
等
へ
の
援
助
育
成

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
へ
の
協
力

�

小
長
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
な
沿
革

昭
和
三
六
年

四
月

一
日

小
長
井
社
会
福
祉
協
議
会
結
成
（
住
民

課
兼
務
）

昭
和
四
五
年

四
月
一
〇
日

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
家
庭

奉
仕
員
）
受
託
運
営

昭
和
四
六
年

四
月

一
日

心
配
ご
と
相
談
所
運
営

昭
和
五
〇
年

四
月

一
日

専
門
事
務
員
採
用

〃

四
月

一
日

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
『
め
し
ま
荘
』
受

託
運
営

〃

六
月

一
日

専
任
事
務
職
人
採
用

〃

七
月

八
日

社
会
福
祉
法
人
設
立
許
可
（
事
務
所
を

『
め
し
ま
荘
』
内
に
置
く
）

〃

八
月
一
二
日

社
会
福
祉
法
人
設
立
登
記

昭
和
五
二
年

一
月
一
一
日

専
任
事
務
局
長
採
用

昭
和
六
三
年

六
月

一
日

小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
受
託
運
営

平
成
一
年

七
月

一
日

軽
介
護
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
受
託
運
営

平
成
二
年

四
月

独
居
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
開
始

平
成
三
年

四
月

一
日

多
目
的
福
祉
セ
ン
タ
ー
『
さ
ざ
ん
か
会

館
』
受
託
運
営
（
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
所
『
さ
ざ
ん
か
会
館
』
内
へ

〃

四
月

一
日

Ｃ
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
受
託
運
営

平
成
四
年

四
月

一
日

全
天
候
型
屋
根
付
き
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

完
成

平
成
四
年

四
月

一
日

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ル

バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
事
業
受
託
運

営

平
成
八
年

三
月
三
一
日

さ
ざ
ん
か
会
館
植
樹
（
さ
ざ
ん
か
他
）

�

小
長
井
健
康
セ
ン
タ
ー（
さ
ざ
ん
か
会
館
横
）電
話
三
四
―
三
一
三
八

事
業
概
要

一
、
事
業
目
的
・
本
町
の
保
健
・
健
康
増
進
の
拠
点
と
し
て
、
温
泉
浴
と

展望浴室

―５２６―
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
で
健
康
づ
く
り
に
努
め
、
町
民
の
健
康
増
進
、

体
力
の
保
持
向
上
及
び
町
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
図
り
、
町
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
施
設
概
要
・
建
築
面
積

二
九
七
・
九
〇
平
方
�

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
一
階
建

男
性
浴
室

五
二
・
五
〇
平
方
�

女
性
浴
室

五
四
・
六
五
平
方
�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

三
八
・
二
五
平
方
�

休
息
室

三
九
・
〇
〇
平
方
�

三
、
設
備
内
容
・
人
工
温
泉

（
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
温
泉
）

サ
ウ
ナ

心
肺
持
久
力
ゾ
ー
ン

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ゾ
ー
ン

ス
ト
レ
ッ
チ
ゾ
ー
ン

休
息
室
（
和
室
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
）

四
、
開
館
時
間
・
午
前
十
時

〜
午
後
九
時

五
、
休
館
日

毎
週
水
曜
日

（
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

年
末
・
年
始

（
十
二
月
二
十
九
日

〜
一
月
三
日
）

２

あ
り
あ
け
会
共
同
作
業
所
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

所
在
地

長
崎
県
北
高
来
郡
小
長
井
町
大
峰
名
九
八
〇－

一
六
六

小長井健康センター

トレーニングルーム

作 業 所

作業風景

―５２７―

第七節 社会福祉



Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
五
七
）
三
四－

三
六
三
八

開

設

平
成
六
年
五
月
七
日

運

営

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
り
あ
け
会

（
小
長
井
町
精
神
障
害
者
家
族
会
）

職
員
体
制
、
作
業
所
代
表
一
名

指
導
員
二
名

通
所
定
員

十
五
名

・
活
動
内
容
、
開
所
日

月
〜
金
（
週
五
日
）
九
時
〜
一
六
時
三
〇
分

開
所
時
間
内
の
利
用
は
各
自
の
都
合
に
よ
っ
て
自
由
に
で
き
る
。
特
に

規
制
は
し
な
い
が
弁
当
持
参
の
通
所
が
多
い
。

町
ふ
る
さ
と
祭
り
、
県
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
県
障
害
者
の
日
イ
ベ

ン
ト
等
に
作
品
展
示
販
売
で
参
加
す
る
。
又
県
精
連
主
催
の
運
動
会
や

長
家
連
主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
等
に
は
県
央
チ
ー
ム
に
合

流
す
る
。

・
作
業
内
容

町
内
縫
製
工
場
の
下
請
内
職

（
ス
ポ
ー
ツ
用
下
着
の
箱
入
れ

出
荷
準
備
）

名
刺
印
刷

和
紙
工
芸
品
の
加

工
、
物
品
販
売
等
。

沿
革

年

月

日

沿

革

平
成

六
年

五
月

七
日

六
月
三
〇
日

一
〇
月

七
日

一
一
月
一
七
日

小
長
井
町
小
川
原
浦
名
八
三
六
番
地
（
小
長
井
町
民
セ

ン
タ
ー
内
の
旧
社
協
の
男
子
浴
室
を
借
用
）
に
あ
り
あ

け
会
共
同
作
業
所
を
開
設

小
長
井
町
よ
り
運
営
補
助
金
四
六
六
、
〇
〇
〇
円
を
受

け
る

開
所
披
露
式
を
行
う

朝
日
福
祉
助
成
金
三
九
七
、
〇
〇
〇
円
を
受
け
ロ
ッ

カ
ー
、
書
庫
な
ど
初
期
備
品
を
購
入

七
年

五
月

一
日

六
月

小
長
井
町
小
川
原
浦
名
四
九
四
番
地
四
（
小
長
井
警
察

官
駐
在
所
新
築
移
転
に
伴
い
そ
の
跡
地
）
に
移
転
定
員

を
一
〇
名
と
す
る

国
補
助
金
一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
決
定
総
額
三
〇
〇

万
円
と
な
る

専
任
指
導
員
を
雇
用
二
名
体
制
と
す
る

八
年

九
月
一
六
日

補
助
金
総
額
三
三
〇
万
円
と
な
る
（
国
県
町
各
一
一
〇

万
円
）

ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
よ
り
一
〇
〇
万
円
補
助
（
屋
根
補

修
・
作
業
室
拡
張
・
シ
ロ
ア
リ
被
害
の
床
材
交
換
・
ト

イ
レ
の
改
修
・
事
務
室
の
床
張
り
）

九
年

九
月
二
五
日

補
助
金
改
定
五
〇
〇
万
円
（
県
町
各
一
九
五
万
円
）
に

増
額

一
一
年

三
月
二
五
日

五
月
一
三
日

景
気
対
策
緊
急
特
別
枠
七
一
二
、
〇
〇
〇
円
受
領
（
カ

ラ
ー
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
購
入
七
八
五
、
八
二
〇
円
）

松
浦
和
子
講
演
会
（
お
が
た
ま
会
館
）

一
二
年

六
月
二
〇
日

六
月
二
七
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
り
あ
け
会
設
立
認
証

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
り
あ
け
会
設
立
登
記

バザー販売
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九
月

一
一
月

一
日

一
二
月
二
五
日

町
と
有
明
商
事
で
用
地
交
換
の
結
果
移
転
立
ち
退
き
を

迫
ら
れ
る

移
転
の
為
の
費
用
を
補
う
た
め
市
民
債
券
を
募
集
（
一

口
五
万
円
期
間
五
年
無
利
息
）
し
て
、
会
員
二
五
口
一

二
五
万
円
会
員
外
二
〇
口
一
〇
〇
万
円
合
計
二
五
〇
万

円
の
応
募
が
あ
っ
た＝

市
民
債
券
特
別
会
計
を
起
こ
す

（
平
成
一
七
年
ま
で
の
五
年
間
予
定
）

小
長
井
町
大
峰
名
九
八
〇
番
地
一
六
六
の
町
有
地
を
無

償
貸
与
を
受
け
プ
レ
ハ
ブ
家
屋
を
新
築

有
明
商
事
よ
り
町
に
寄
付
さ
れ
た
三
〇
〇
万
円
を
町
の

補
助
金
と
し
て
受
領
、
翌
日
業
者
支
払
い
（
総
工
費
五
、

二
一
一
、
五
六
五
円
）

一
二
月
二
九
日

移
転
完
了

通
所
定
員
を
一
五
名
に
改
正

一
三
年

二
月
二
六
日

一
二
月

五
日

移
転
開
所
披
露
式
（
お
が
た
ま
会
館
）

第
一
回
債
券
償
還
（
一
〇
口
五
〇
万
円＝

残
額
一
七
五

万
円
）

一
四
年

六
月
一
八
日

一
二
月
二
五
日

第
二
回
債
券
償
還
（
一
〇
口
五
〇
万
円＝

残
額
一
二
五

万
円
）

第
三
回
債
券
償
還
（
六
口
三
〇
万
円＝
残
額
九
五
万

円
）

一
五
年
一
二
月
一
七
日

第
四
回
債
券
償
還
（
一
〇
口
五
〇
万
円＝

残
額
四
五
万

円
）
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３ み さ か え の 園

多良岳

厚生研修会館

職員宿舎

みさかえの園遊園地

修道女会本部

第１駐車場

第２駐車場

職員家族宿舎

汚水浄化槽施設 梅林

茶畑

桑園

重重症症心心身身障障害害児児施施設設ああゆゆみみのの家家

製茶訓練棟

重重症症心心身身障障害害児児施施設設むむつつみみのの家家

知知的的障障害害児児施施設設めめぐぐみみのの家家

知知的的障障害害者者更更生生施施設設ののぞぞみみのの家家

知知的的障障害害者者更更生生施施設設
第第２２めめぐぐみみのの家家

長長崎崎県県立立久久原原養養護護学学校校
みみささかかええ分分校校

椎茸栽培林

―
５３
０
―
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設立の目的

事業の種別

沿 革

社会福祉法人 聖 家 族 会

みさかえの園
昭和２４年創立された聖母の騎士修道女会の１０周年記念事業として始められた社会

福祉事業は現在五つの施設に広げられ、入所者約４７０名、職員５００名が小長井駅より
約８キロの小高い丘の上に生活している。

みさかえの園は、キリスト教の理念に基づき、すべての人の幸福を願い、特に人々
から忘れられ、顧みられることの少ない重い障害者の方たちの幸せを願って設立さ
れた心身障害児・者総合福祉施設です。
現在この目的のために五つの施設を設置し、入所者それぞれの状態に応じた医

療・看護・育成・学習・作業などの指導訓練を行っています。ここで重い障害者の
かたたちがハンディキャップと戦い、残された力を精一杯開花させて共に生きる喜
びをもつことができるよう力になりたいと思います。

� 知的障害児施設みさかえの園めぐみの家
� 知的障害者更正施設みさかえの園第二めぐみの家
� 重症心身障害児施設みさかえの園むつみの家
� 知的障害者更正施設みさかえの園のぞみの家
� 重症心身障害児施設みさかえの園あゆみの家

昭和２４年１２月 聖母の騎士修道女会創立
昭和３６年４月 知的障害児施設めぐみの家開園
昭和３６年１１月 社会福祉法人聖家族会設立

初代理事長にミエチスラオ・ミロハナ師就任
昭和４０年１１月 秩父宮妃殿下ご来園
昭和４１年２月 重症心身障害児施設むつみの家開園
昭和４２年５月 知的障害者更正施設のぞみの家開園
昭和４４年１１月 皇太子殿下ご来園
昭和５３年５月 常陸宮殿下、妃殿下ご来園
昭和５６年４月 学校法人コルベ学園みさかえの園養護学校開校
昭和６２年１０月 知的障害者更正施設第二めぐみの家開園
平成元年２月 第二代理事長に中山和子就任
平成６年６月 三笠宮寛仁殿下ご来園
平成１０年４月 学校法人コルベ学園みさかえ養護学校解散廃止（長崎県へ移管）

―５３１―
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�
日
帰
り
旅
行
（
バ
イ
オ
パ
ー
ク
）

知的障害児施設

みさかえの園めぐみの家

�家庭的な明るい雰囲気の中で互いに助け合い素直にのびのびと生きる喜びを育て
る。

�園児と共に生き、発達の可能性を信じて身辺の自立、基本的生活習慣の確立、集
団生活への適応能力をたかめる訓練指導をする。

�学齢児－中、軽度児－小長井小、中学校の特殊学校へ通学する。
重度、最重度児－長崎県立虹の原養護学校みさかえ分校へ通学する。

�義務教育終了した児童は、日常生活指導とともに働く喜びを体験するため作業指
導を行う。

生活指導

学校教育

定 員 ３０名
現員数 ２８名
職員数 １９名

（平成１７．２．１現在）

年齢別在所者数

女

０

１

６

５

４

３

９

３０

（平成１７．２．１現在）

年齢

１～５

６～９

１０～１４

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０以上

計

療育手帳程度別

１９

１

５

３

２８

（平成１７．２．１現在）

Ａ１（最重度）

Ａ２（重 度）

Ｂ１（中 度）

Ｂ２（軽 度）

計
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３施設合同運動会

定 員 ７０名
現員数 ７０名
職員数 ３２名

（平成１７．２．１現在）

年齢別在所者数

女

１

２

２

７

２６

３２

７０

（平成１７．２．１現在）

年齢

１５～１９

２０～２４

２５～２９

３０～３４

３５～３９

４０以上

計

療育手帳程度別

４３

１５

８

４

７０

（平成１７．２．１現在）

Ａ１（最重度）

Ａ２（重 度）

Ｂ１（中 度）

Ｂ２（軽 度）

計

知的障害者更正施設

みさかえの園第二めぐみの家

�家庭的な明るい楽しい雰囲気の中できまりを守り、互いに助け合い素直にのびの
びと生きる喜びを育成する。

�利用者と共に生き、能力の開発につとめ、基本的生活習慣の確立、身辺自立し、
集団生活へ適応するよう指導訓練を行い、自立、更正をめざす。

�作業指導
〈室内作業〉手工芸として、スウェーデン・クロスししゅう等をとおし、手指の

訓練とともに製品を作成する。

〈室外作業〉農耕、園芸に従事し、働く楽しさを味わい、生産意欲をたかめる。

�クラブ活動
クラブ活動を通して体力の強化と情緒安定をはかる。

生活内容

指導内容

―５３３―
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定 員１７０名
職員数２４８名

（平成１７．２．１現在）

主要病因の分類

周生期以降の原因

外因性障害

症候性障害

そ の 他

３８．８％

出生時・新生児期の原因

分 娩 異 常

新生児期の異常

そ の 他

３８．８％

出生前の原因

感染・中毒
代 謝 障 害
母体の疾患
染色体異常
特 殊 型
不明の原因
そ の 他

２２．４％

原

因

比
率

日常生活状況

施設内自立

７．１％

０％

５．３％

０％

７％

部分介助

１３．５％

１７．６％

３２．３％

１３．６％

１５．９％

全面介助

７９．４％

８２．４％

６２．４％

８６．４％

７７．１％

項 目

排 尿

排 便

食 事

入 浴

着 脱

重症心身障害児（者）施設

むつみの家

身体障害、知的障害が重複し、かつ重症であって施設入所を必要とされた方たち
を対象とした児童福祉法による重症心身障害児施設であり、病院法に基づく病院の
機能を備えた施設です。
ここでは利用者とほぼ同数の職員によって日常生活を援助する中で医療的なケア、

機能回復訓練、コミュニケーション指導、育成指導などによって身体機能の維持に
努めると共に、快適で生き甲斐のある生活を送れるように援助している。

～在宅サービス～
○短期入所
在宅で暮らす障害のある方で、家族の病気や家族の都合などで、一時的に介護で
きない時に、日帰りや短期間の入所ができます。

○通園
在宅の重度の障害者の方で、希望される方は通園で療育を受けることができます。

（送迎が可能です）
○訪問・外来
地域療育等支援事業の一部再委託として、外来や訪問による療育を行っている。

療育内容

―５３４―
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（昭和４８年５月開園）

歯の衛生管理診 療

リハビリテーション看 護

地域交流グループ活動～茶道より

安心・信頼

定 員１００名
（措置入所）
職員数１５７名

（平成１７．２．１現在）

重症心身障害児施設

みさかえの園あゆみの家

重症心身障害児施設とは
児童福祉法に基づく児童福祉施設であると
同時に、医療法に基づく病院としての機能
を備えてます。

あゆみの家の特徴は
本来の重症心身障害児（者）に加えて…
（重度の知的障害かつ重度の肢体不自由の重複障害）
○重度の知的障害を有し、強度の行動障害や
自閉症のために常時介護が必要とされるた
り、常に医療ケアが必要で他の福祉施設や
病院では、その支援が難しいとされた
障害児（者）を受け入れる施設「動く
重症心身障害児（者）施設」です。

○診 療（医師の他、各診療スタッフ）
小児科・内科・整形外科・眼科・歯

科の専門医による診療の他、２４時間体
制で入所者の状態に応じ適切な診療・
健康管理を行っています。
歯科では障害児者の治療を中心に、

入所者の他、在宅の障害児者にも専属
の医師と歯科衛生士によって外来治
療・衛生指導を行っています。

○看 護（看護師・准看護師）
入所者ひとり一人の生命を尊重し、

日々の生活が安全・安楽・安心して過
ごせるよう、きめ細やかな観察と健康
管理及び日常生活援助の充実に努めて
います。

○リハビリテーション（理学・作業療法士）
心と体にハンディがあっても、自分らしく生きる力を見いだし、豊かな生活を

おくられるようはたらきかけています。
○育 成（児童指導員・保育士・介護福祉士）

ひとり一人の希望を大切にした支援を個別支援計画に基づいて行っています。
くらしの基本となる日常生活支援の他、日中活動（グループ活動・個別指導・行
事）を通して、どんなに障害が重くとも情緒・文化・コミュニケーションといっ
た分野のエンパワーメントを目指します。

【在宅サービス】；短期入所事業（ショートステイ）
利用契約によるもの；定員４名〈宿泊・日中預かり〉

在宅の障害児者の家族の病気・休養、冠婚葬祭、学校地
域行事への参加等の理由で介護が難しくなった場合、契約
に基づいて障害児者の一時的な入所サービスを提供します。

主な療育内容

概 要

―５３５―
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定 員１０６名
職員数 ４９名

（平成１７．２．１現在）

知的障害者更生施設

みさかえの園のぞみの家

�施設の中心は利用者であるこ
とを心し、人権擁護に留意し
ながら、愛と尊敬をもって接
し、利用者へのサービス提供
に努める。

�生活や就労支援の充実を図り、
家庭的な雰囲気の中で生きる
喜び、働く喜びを感じながら、
自立に向けた個人のニーズに
応える支援を行う。

�健康管理に特段の注意を払う
�地域との交流を図るために各
種行事に参加するとともに積
極的な活動を展開する。

障害のある人が、家族の病気
や家庭の都合などで、一時的に
入所していただくと、生活支援
等のサービス提供を行います。

【施設生活支援】
食事・排泄・入浴・睡眠・整
容・移動・相談
【日中活動支援】
就労・余暇活動・社会上の便宜
【住居環境整備支援】
居室清掃・整理整頓・洗濯・寝
具の衛生管理
【保険医療支援】
健康管理・入院中のサポート
【社会生活支援】
コミュニケーション・金銭管
理・情報提供
【苦情解決支援】
解決委員会と受付の窓口設置

施設サービスの内容

運営方針

短期入所

園舎全景

利用者居室（洋室）

浴 室

園舎から見える風景
（大牟田市・荒尾市・天草・平成新山・有明海）

利用者居室（和室）

食 堂

―５３６―
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第
八
節

官
公
署
と
団
体

一
、
町

役

場

旧
藩
時
代
は
、
遠
竹
村
、
井
崎
村
、
田
原
村
、
小
川
原
浦
村
、
長
里
村

の
五
ケ
村
で
あ
っ
た
。

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
遠
竹
村
は
、
井
崎
村
と
合
併
し
て
井
崎
村

と
な
り
、
田
原
村
は
小
川
原
浦
村
と
合
併
し
て
小
川
原
浦
村
と
な
り
、
明

治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
井
崎
、
小
川
原
浦
の
両
村
が
合
併
し
て
戸
長
並

に
戸
長
役
場
を
置
い
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
町
村
制
実
施
に

あ
た
っ
て
小
川
原
浦
村
、
長
里

村
、
井
崎
村
が
合
併
し
こ
こ
に

小
長
井
村
が
確
立
し
た
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八

九
）
か
ら
同
二
十
五
年
（
一
八

九
二
）
ま
で
村
役
場
は
井
崎
に

設
置
さ
れ
明
治
二
十
六
年
（
一

八
九
三
）
以
降
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
八
月
ま
で
は
小

川
原
浦
名
五
八
七
番
地
に
村
役

場
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
従
っ

て
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）

よ
り
明
治
二
十
二
年
四
月
に
至
る
期
間
は
戸
長
役
場
に
戸
長
を
お
い
た
の

で
あ
る
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
九
月
村
の
中
央
の
地
小
川
原
浦
名
四
六

四
番
地
に
敷
地
を
定
め
役
場
庁
舎
を
新
築
移
転
し
た
。
昭
和
十
年
（
一
九

三
五
）
庁
舎
の
老
朽
と
狭
小
を
来
し
同
名
四
六
九
番
地
に
庁
舎
を
新
築
移

転
し
た
。
時
世
の
流
れ
に
応
じ
て
機
構
の
改
革
、
職
員
の
増
加
、
交
通
の

便
、
駐
車
場
の
設
置
に
迫
ら
れ
再
度
敷
地
の
移
転
庁
舎
新
築
を
み
た
。

庁
舎
敷
地
の
南
は
国
道
二
〇
七
号
線
に
面
し
町
民
の
寄
贈
に
よ
る
小
長

井
町
特
産
の
名
石
の
「
み
だ
れ
づ
き
」
で
築
き
あ
げ
、
前
庭
の
広
場
は
約

百
五
十
台
を
収
容
す
る
駐
車
場
と
な
り
玄
関
口
に
は
皇
太
子
殿
下
ご
奉
迎

を
祝
っ
て
町
制
十
周
年
記
念
公
園
が
あ
る
。
尚
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六

六
）
十
一
月
三
日
新
庁
舎
を
記
念
し
て
当
時
の
町
議
会
議
員
の
篤
志
に
よ

る
記
念
公
園
が
庁
舎
の
東
側
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
歴
代
村
長
・
町
長
の
頌

徳
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

庁
舎
は
合
併
後
は
、
諫
早
市
役
所
の
小
長
井
支
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

二
、
小
長
井
警
察
官
駐
在
所

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
大
村
警
察
署
が
創
設
さ
れ
諫
早
に
分
署
が

お
か
れ
た
。
明
治
十
九
年
諫
早
警
察
署
に
昇
格
し
、
そ
の
後
十
年
を
経
て

小
長
井
巡
査
派
出
所
が
小
川
原
浦
名
（
現
在
の
船
津
橋
近
く
）
に
設
置
さ

れ
た
。

明
治
四
十
三
年
役
場
と
隣
接
し
て
小
川
原
浦
名
四
六
四
番
地
に
新
築
移

小長井町役場

第八節 官公署と団体
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転
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
国

道
に
面
し
た
役
場
庁
舎
前
の
小
川
原

浦
名
四
九
四
番
地
に
移
転
、
小
長
井

警
察
官
駐
在
所
と
改
め
た
。

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
小
川
原

浦
名
四
六
八
番
地
一
〇
に
移
転
し
現

在
に
至
る
。

三
、
長
里
警
察
官
駐
在
所

小
長
井
町
の
人
口
増
加
の
た
め
、
長
里
全
域
と
牧
を
管
轄
す
る
長
里
駐

在
所
が
大
峰
名
五
四
〇
番
地
七
の
旧
県
道
沿
い
に
大
正
十
五
年
四
月
に
設

置
さ
れ
て
い
た
が
、
国
道
２
０
７
号
線
が
開
通
し
た
た
め
大
峰
名
九
八
〇

番
地
に
、
昭
和
四
十
二
年
五
月
十
六
日
新
国
道
沿
い
に
新
築
移
転
し
た
。

平
成
四
年
二
月
二
十
二
日
道
路
拡
張
工
事
に
伴
う
た
め
新
築
移
転
し
、

小
長
井
町
大
峰
名
九
八
〇
番
地
七
六
に
在
る
。

四
、
小
長
井
郵
便
局

明
治
四
十
二
年
三
月
十
六
日
、
永
尾
謙
六
氏
の
一
室
を
貸
与
し
井
崎
名

六
八
一
番
地
に
開
局
し
初
代
局
長
と
な
り
、
郵
便
、
為
替
、
貯
金
業
務
を

開
始
し
時
の
流
れ
に
沿
い
次
の
よ
う
に
業
務
を
拡
張
し
た
。

大
正
五
年
十
月
一
日

簡
易
生
命
保
険
業
開
始

大
正
十
三
年
二
月
十
六
日

電
信
電
話
業
務
開
始

昭
和
九
年
十
二
月
二
十
一
日

加
入
電
話
官
庁
用
一
番
と
し
て
役
場
に

新
設

昭
和
二
十
一
年
四
月

一
日

官
制
改
革
に
よ
り
三
等
郵
便
局
の
特
定

郵
便
局
に
昇
格

―５３８―
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昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日

二
省

分
離
に
伴
い
電
信
電
話
業
は
委

託
と
な
る
。

昭
和
二
十
五
年
六
月
二
十
日

電

話
交
換
業
務
開
始
当
時
の
加
入

者
二
十
五
名

昭
和
三
十
七
年
二
月
二
十
一
日

庁
舎
狭
小
の
た
め
井
崎
名
六
八

二
番
地
に
独
立
新
局
舎
落
成
移

転
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
五
日

電
通
合
理
化
に
よ
り
小
川
原
浦

名
に
小
長
井
電
話
交
換
局
（
無

人
ボ
ッ
ク
ス
）
設
置
電
話
交
換

業
務
は
諫
早
電
報
電
話
局
へ
統

合
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
一
年
十
月
十
三
日

料

金
後
納
郵
便
引
受
開
始

昭
和
六
十
二
年
五
月
一
日

料
金

別
納
郵
便
制
度
開
始

平
成
二
年
十
月
十
五
日

新
庁
舎

落
成
移
転

平
成
二
年
十
一
月
五
日

現
金
自

動
支
払
機
（
Ｃ
Ｄ
）
運
用
開
始

平
成
八
年
八
月
二
十
日

内
容
証
明
郵
便
物
引
受
開
始

平
成
十
一
年
三
月
五
日

現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
運
用
開
始

平
成
十
一
年
十
一
月
二
十
九
日

全
国
宝
く
じ
取
扱
い
開
始

五
、
長
里
簡
易
郵
便
局

昭
和
五
十
二
年
開
局
、
長
里
、
牧
地
区
の
金
融
機
関
へ
の
利
便
を
図
る

た
め
に
郵
政
省
へ
簡
易
郵
便
局
の
設
置
を
申
請
し
、
牧
名
石
丸
博
子
氏
が

受
託
者
と
な
る
。
現
在
貯
金
、
保
険
、
郵
便
の
一
部
の
取
扱
い
業
務
を
行
っ

て
い
る
。

歴
代
局
長

初
代

永
尾
謙
六

二
代

藤
山

伝

三
代

藤
山
達
祥

四
代

神
宮
幸
男

五
代

藤
山
洋
敏
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六
、
Ｊ
Ｒ
小
長
井
駅
・
長
里
駅

昔
の
小
長
井
は
、
長
崎
県
の
東
の
果
て
と
い
わ
れ
、
交
通
が
不
便
で
諫

早
ま
で
行
く
に
は
人
力
車
か
馬
車
し
か
な
く
、
生
活
物
資
の
移
出
入
運
搬

は
船
便
し
か
な
か
っ
た
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
諫
早
の
新
橋
か
ら

井
崎
ま
で
、
定
期
バ
ス
が
運
行
を
は
じ
め
た
。
こ
の
バ
ス
が
通
過
す
る
と

き
は
、
小
長
井
小
学
校
の
児
童
は
授
業
中
で
も
校
庭
の
端
ま
で
駆
け
出
し

て
、
前
の
県
道
を
走
る
バ
ス
を
見
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
諫
早
自

動
車
合
名
会
社
の
経
営
に
よ
る
も
の
で
、
小
型
で
数
名
し
か
乗
れ
ず
、
当

時
の
諸
物
価
に
く
ら
べ
て
乗
車
賃
が
高
く
、
一
般
大
衆
に
は
縁
遠
い
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
に
、
長
崎
本
線
開
通
の
機
運
が
お
と
ず
れ
、

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
肥
前
山
口
―
肥
前
浜
間
、
諫
早
―
肥
前
浜
―
湯

江
間
が
運
転
開
始
と
な
っ
た
。
肥
前
浜
―
湯
江
間
は
難
所
、
難
工
事
の
た

め
、
や
っ
と
昭
和
九
年
十
二
月
一
日
に
郷
土
の
人
々
の
期
待
に
こ
た
え
て
、

長
崎
本
線
の
全
面
開
通
が
完
了
し
た
。

小
長
井
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は
場
所
の
選
定
に
手
間
取
り
、
現
在
の
目

島
に
お
く
か
、
そ
れ
に
は
海
岸
の
埋
め
立
て
に
手
数
が
か
か
る
。
そ
れ
と

も
井
崎
の
船
津
に
お
く
か
の
二
案
が
検
討
さ
れ
、
結
局
は
地
域
の
希
望
を

容
れ
て
、
現
在
地
の
小
川
原
浦
名
八
〇
八
番
地
に
確
定
さ
れ
た
。
長
崎
本

線
で
佐
賀
方
面
か
ら
長
崎
方
面
へ
向
か
う
乗
客
た
ち
は
、
小
長
井
駅
か
ら

の
眺
望
に
見
と
れ
て
、
い
ま
一
度
あ
の
景
観
に
接
し
た
い
と
思
い
続
け
る

と
い
う
。

駅
の
裏
手
は
小
川
原
浦
の
小
高
い
丘
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
多
良
岳
の
霊
峰

は
望
む
べ
く
も
な
い
が
、
前
面
に
は
不
知
火
で
名
高
い
有
明
海
が
波
静
か

に
ひ
ら
け
、
そ
の
波
間
に
時
折
小
魚
が
と
び
は
ね
、
海
の
彼
方
に
雲
仙
岳

が
そ
の
雄
姿
を
ほ
こ
り
、
眺
望
こ
れ
に
越
す
も
の
は
少
な
い
。
い
か
も
雲

仙
岳
は
他
の
何
処
か
ら
の
眺
め
よ
り
も
小
長
井
駅
か
ら
の
姿
、
形
が
美
し

く
、
頂
上
を
な
が
れ
る
雲
の
姿
を
そ
え
て
、
一
望
の
も
と
に
お
さ
め
ら
れ

た
見
事
な
景
観
で
あ
る
。
長
崎
本
線
の
開
通
は
、
町
民
の
願
望
を
か
な
え

て
文
化
の
導
入
に
貢
献
し
て
く
れ
た
。
交
通
不
便
な
地
域
の
た
め
に
、
昔

か
ら
上
級
学
校
に
進
学
す
る
人
は
稀
で
あ
っ
た
が
長
崎
本
線
開
通
の
お
か

げ
で
多
く
の
若
者
が
通
学
、
ま
た
通
勤
者
が
こ
の
駅
の
利
用
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。
小
長
井
駅
も
国
鉄
の
機
構
改
革
の
余
波
を
う
け
て
、
昭
和

四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
一
日
で
駅
業
務
「
営
業
部
門
」
が
廃
止
と

な
り
、
乗
車
券
の
販
売
は
神
尾
商
店
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和

五
十
一
年
七
月
一
日
長
崎
本
線
、
佐
世
保
線
が
電
化
さ
れ
、
信
号
機
、
ポ

イ
ン
ト
切
り
替
え
も
小
倉
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
「
一
括
制
御
装
置
」
セ
ン
タ
ー
で
行

う
よ
う
に
な
っ
た
。
駅
員
の
無
人
化
に
と
も
な
い
昭
和
五
十
八
年
八
月
線

路
を
ま
た
ぐ
歩
道
橋
が
完
成
し
た
。
こ
の
駅
を
利
用
す
る
町
民
は
こ
の
景

観
を
大
切
に
、
ま
た
こ
の
駅
舎
の
美
化
に
心
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ

で
は
小
長
井
―
湯
江
駅
間
の
距
離
が
長
く
、
上
り
下
り
列
車
の
離
合
に
時

間
が
か
か
る
た
め
、
列
車
の
離
合
が
出
来
る
よ
う
に
平
成
二
年
に
長
里
の

足
角
開
拓
の
中
央
に
長
里
駅
を
新
設
し
た
。
こ
の
た
め
長
里
地
区
住
民
の

通
学
、
通
勤
の
不
便
が
解
消
さ
れ
た
。
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七
、
県
央
農
業
協
同
組
合
小
長
井
支
店

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
三
月
、
小
川
原
浦
に
小
長
井
町
信
用
購
買
販

売
利
用
組
合
が
創
設
さ
れ
、
発
足
当
初
は
村
長
が
組
合
長
を
兼
任
し
、
長

里
・
遠
竹
に
そ
れ
ぞ
れ
支
所
を
設
置
し
た
。

そ
の
後
、
産
業
組
合
、
農
業
会
と
改
称
さ
れ
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九

四
八
）八
月
、
小
長
井
村
農
業
協
同
組
合
と
改
め
ら
れ
、
長
里
・
遠
竹
も
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
長
里
農
業
協
同
組
合
・
遠
竹
農
業
協
同
組
合
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
頃
に
は
、
全
国
的
に
農
業
協
同
組
合
の
経

営
が
不
振
と
な
り
、
全
国
の
農
業
再
建
整
備
法
が
制
定
さ
れ
た
。

小
長
井
村
も
こ
の
適
用
を
受
け
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
三
月
、

よ
う
や
く
再
建
整
備
が
完
了
し
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
四
月
、
小

長
井
・
長
里
・
遠
竹
の
三
組
合
が
合
併
し
て
、
再
度
、
長
里
支
所
・
遠
竹

支
所
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
七（
一
九
七
二
）年
六
月
、
深
海
・
小
江
・
湯
江
・

宇
良
・
小
長
井
の
五
組
合
が
合
併
し
、
北
高
農
業
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
、

小
長
井
事
務
所
・
長
里
事
務
所
・
遠
竹
事
務
所
が
、
再
度
、
支
所
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
平
成
十
四
年
に
は
、
長
崎
県
央
農
業
協
同
組

合
と
合
併
し
、
名
称
も
小
長
井
支
店
と
改
称
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、

遠
竹
出
張
所
と
長
里
取
次
店
が
廃
止
さ
れ
た
。

�

北
高
農
協
の
主
な
あ
ゆ
み
（
小
長
井
町
関
係
）

昭
和
四
十
八
年
度

遠
竹
支
所
事
業
所
建
設

長里駅構内小長井駅

長 里 駅小長井駅構内
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選
果
場
施
設
の
概
要
（
昭
和
四
十
四
年
設
置
）

施

設

内

容

事

業

金

額

建

物

鉄
骨
一
部
中
二
階

二
、
四
五
五
平
方
�
一
棟

計
量
室

二
五
平
方
�
一
棟

電
気

給
排
水
一
式

六
二
、九
九
九
、〇
〇
〇
円

内
国
庫
補
助
金

三
〇
、九
四
五
、〇
〇
〇
円

機

械

白
柳
式
選
果
機

一
二
〇
ｔ（
日
能
力
）一
台

予

措

追

熟

施

設

（
昭
和
四
十
九
年
）

建
物

四
八
五
平
方
�（
四
室
）

一
棟
一
五
三
ｔ
収
容

通
風
予
措
機
械
一
式

三
一
、七
九
一
、〇
〇
〇
円

内
国
庫
補
助
金

八
、六
二
一
、〇
〇
〇
円

昭
和
四
十
九
年
度

み
か
ん
予
措
施
設
新
設

〃
五
十
年
度

長
里
支
所
事
業
所
改
築

〃

小
長
井
支
所
事
業
所
建
設

〃
五
十
一
年
度

み
か
ん
選
果
機
設
置

〃
五
十
五
年
度

葬
儀
事
業
開
始

祭
壇
三
基
購
入

〃
六
十
年
度

現
金
自
動
支
払
機
（
小
長
井
）
の
設
置

平
成
二
年
度

長
里
支
所
事
業
所
建
設
及
び
集
約
購
買
倉
庫
建
設

〃

長
里
農
業
倉
庫
低
温
設
備
設
置

〃
四
年
度

Ａ
コ
ー
プ
ほ
っ
こ
う
店
オ
ー
プ
ン

〃
十
一
年
度

小
長
井
支
所
資
材
倉
庫
改
築

〃
十
二
年
度

支
店
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、
小
長
井
支
所
が
東
部
支

店
へ
、
遠
竹
支
所
が
遠
竹
出
張
所
へ
、
長
里
支
所
が

東
部
支
店
長
里
取
次
店
と
な
る
。

〃

み
か
ん
選
果
機
の
更
新

画
像
処
理
選
果
機

四
条

糖
・
酸
度
セ
ン
サ
ー

四
台

オ
ー
ト
ダ
ン
バ
ー

一
台

自
動
秤
量
機

二
十
台

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

一
基

デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム＝

選
果
デ
ー
タ
管
理
・
製

品
管
理
・
営
農
指
導
デ
ー
タ

平
成
十
四
年
度

長
崎
県
央
農
業
協
同
組
合
と
合
併

東
部
支
店
よ
り
小
長
井
支
店
に
改
称

〃
十
五
年
度

支
店
統
合
に
よ
り
遠
竹
出
張
所
・
長
里
取
次
店
廃
止

�

み
か
ん
選
果
場

小長井支店

みかん選果場
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選
果
実
績
の
推
移
（
青
果
）

年

度

選
果
出
荷
量

内
小
長
井
町
分

昭
和
四
四
年
産

一
、
八
一
六
ｔ

一
、
一
四
八
ｔ

昭
和
四
五
年
産

二
、
七
二
八
ｔ

一
、
六
四
一
ｔ

昭
和
四
六
年
産

二
、
七
七
七
ｔ

一
、
六
七
八
ｔ

昭
和
四
七
年
産

四
、
二
一
八
ｔ

二
、
六
一
五
ｔ

昭
和
四
八
年
産

四
、
六
〇
三
ｔ

二
、
七
四
八
ｔ

昭
和
四
九
年
産

五
、
〇
〇
三
ｔ

二
、
三
七
二
ｔ

昭
和
五
年
産

五
、
三
六
八
ｔ

三
、
一
〇
二
ｔ

平
成
二
年
産

一
、
四
七
二
ｔ

平
成
五
年
産

一
、
一
七
三
ｔ

平
成
一
〇
年
産

一
、
一
〇
九
ｔ

平
成
一
五
年
産

二
、
六
七
二
ｔ

八
、
商

工

会

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
二
月
に
小
長
井
駅
が
開
業
す
る
ま
で
は
、

生
活
物
資
の
搬
入
は
船
便
だ
け
で
あ
っ
た
。

当
時
の
港
は
、
石
材
運
搬
船
を
は
じ
め
、
物
資
輸
送
の
た
め
多
く
の
船

舶
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
が
、
鉄
道
の
開
業
に
よ
り
、
物
資
等
の
取
引

の
中
心
は
駅
前
と
変
っ
た
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
生
活
物
資
が

乏
し
く
な
り
、
配
給
制
度
と
な
っ
て
、
小
長
井
商
業
組
合
が
設
立
さ
れ
て

物
資
は
一
括
し
て
組
合
に
納
入
さ
れ
、
町
内
の
商
店
が
受
取
り
に
来
る
状

態
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の
復
興
が
進
み
、
物
資
が
だ
ん
だ
ん
と
入
手
し
易

く
な
っ
て
組
合
は
解
散
し
、
昭
和
三
十
三
年
に
は
任
意
の
商
工
会
が
結
成

さ
れ
た
が
、
商
工
会
の
法
制
化
に
よ
り
、
そ
れ
は
解
散
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
商
工
法
が
施
行
さ
れ
た
の
に
伴
い
、

小
長
井
に
お
い
て
も
、
い
ち
は
や
く
商
工
業
の
指
導
機
関
と
し
て
、
郷
土

の
産
業
経
済
振
興
の
た
め
、
同
年
十
一
月
六
日
に
、
商
工
会
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
青
年
部
の
設
立
。
昭
和
四
十
二
年
に
は

商
工
漁
協
会
館
も
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
七
年
に
は
婦
人
部
が
設
立
。

昭
和
六
十
三
年
に
は
現
在
の
商
工
会
館
が
建
設
さ
れ
た
が
、
小
長
井
町
商

工
会
は
設
立
以
来
、
町
内
の
商
工
業
者
の
経
営
改
善
普
及
事
業
を
は
じ
め
、

む
ら
お
こ
し
事
業
実
行
委
員
会
の
中
核
を
荷
っ
て
、
ふ
る
さ
と
祭
り
の
実

施
や
む
ら
お
こ
し
事
業
の
積
極
的
推
進
な
ど
、
地
域
商
工
業
者
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

九
、
小
長
井
町
漁
業
協
同
組
合

１

漁
業
の
現
況

当
地
区
に
お
け
る
漁
業
は
、
諫
早
湾
干
拓
事
業
が
着
工
さ
れ
た
頃
よ
り

漁
場
環
境
の
悪
化
が
進
み
、
水
産
資
源
の
減
少
に
よ
り
漁
獲
高
が
激
減
し

て
い
る
。近
年
は
、タ
イ
ラ
ギ
潜
水
器
漁
業
が
平
成
五
年
よ
り
休
業
と
な
っ

第八節 官公署と団体
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て
お
り
、
ま
た
ア
サ
リ
、
魚
類
等
に
つ
い
て
も
赤
潮
の
発
生
等
漁
場
環
境

の
変
化
で
漁
獲
高
が
減
少
し
、
漁
業
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
新
た
な
漁
業
と
し
て
平
成
十
一
年
か
ら
筏
垂
下

式
カ
キ
養
殖
業
に
着
手
し
た
。
当
初
は
二
経
営
体
で
あ
っ
た
が
、
年
々
経

営
体
数
、
筏
数
が
増
加
し
平
成
十
六
年
は
三
十
六
経
営
体
、
六
十
一
基
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
十
五
年
は
百
九
ｔ
、
四
千
八
百
万
円
の
生
産
と
な
り
、

平
成
十
五
年
の
漁
協
水
揚
げ
全
体
の
十
二
・
三
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
り
、

漁
業
経
営
に
大
き
く
貢
献
す
る
漁
業
に
成
長
し
て
い
る
。

今
後
は
、
漁
場
環
境
の
早
期
再
生
が
図
ら
れ
、
ア
サ
リ
、
カ
キ
を
主
に

漁
獲
高
の
増
大
が
望
ま
れ
て
い
る
。

住

所

長
崎
県
北
高
来
郡
小
長
井
町
小
川
原
浦
名
四
九
九
番
地

設
立
年
月
日

昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
日

組
合
員

正
組
合
員

九
十
九
名

准
組
合
員

九
名

計

百
八
名
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

役

員

理
事

八
名

監
事

三
名

職

員

三
名

施

設
事
務
所
（
木
造
平
屋
建

二
六
四
�
）
平
成
十
二
年
五
月
十
四
日
竣
工

直
売
店
（
店
舗
、
カ
キ
小
屋
、
蓄
養
施
設
）
平
成
十
年
三
月
十
八
開
設

事

業
信
用
事
業
、
共
済
事
業
、
購
買
事
業
、
販
売
事
業
、
直
売
店
事
業

漁
業
自
営
事
業
、
指
導
事
業

漁
業
権
及
び
許
可
漁
業

共
同
漁
業
権
（
第
一
種
、
第
二
種
）

区
画
漁
業
権

藻
類
養
殖
業
（
ヒ
ト
エ
グ
サ
）

介
類
垂
下
式
養
殖
業
（
カ
キ
）

貝
類
養
殖
業
（
ア
サ
リ
）

許
可
漁
業

流
し
網
漁
業
（
す
ず
き
、
え
び
、
ひ
ら
・
こ
の
し
ろ
）

小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
（
貝
け
た
網
）

機
船
船
び
き
網
漁
業
（
二
そ
う
船
び
き
網
）

潜
水
器
漁
業
（
タ
イ
ラ
ギ
）

２

沿

革

昭
和
二
十
四
年

十
月

二
十
日

設
立

昭
和
三
十
六
年
〜

潜
水
器
組
合
が
設
立
さ
れ
タ
イ
ラ
ギ

潜
水
器
漁
業
が
始
ま
る

昭
和
五
十
二
年
〜

区
画
漁
業
権
で
の
ア
サ
リ
養
殖
業
が

始
ま
る

昭
和
六
十
一
年
十
二
月

諫
早
湾
干
拓
事
業
着
工

平

成

元

年

十
月

二
日

為
替
業
務
取
り
扱
い
開
始

平

成

三

年

四
月
二
十
四
日

長
崎
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
の
指
定

金
融
機
関
に
指
定
さ
れ
る

平

成

四

年

十
月

十
二
日

漁
協
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
稼
動

平

成

五

年
十
二
月

潜
水
器
漁
業
休
業

―５４４―
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平

成

九

年

四
月

潮
受
堤
防
締
切

平
成
十
一
年

三
月

潮
受
堤
防
完
成

平
成
十
一
年
〜

カ
キ
筏
垂
下
式
養
殖
業
が
始
ま
る

平
成
十
四
年

六
月

諫
早
湾
干
拓
事
業
計
画
の
変
更

平
成
十
六
年

八
月

諫
早
湾
干
拓
事
業
工
事
差
し
止
め
仮

処
分
決
定

�

漁
業
経
営
体
数

あ
さ
り
養
殖
業

九
十
九
名

刺
し
網

二
十
六
名

小
型
定
置
網

五
名

カ
キ
養
殖
業

三
十
六
名

�

動
力
漁
船
（
平
成
十
六
年
三

月
三
十
一
日
現
在
）

１
ト
ン
未
満

五
十
一
隻

一
〜
三
ト
ン

四
十
一
隻

三
〜
五
ト
ン

四
十
九
隻

五
〜
十
ト
ン

一
隻

合
計

一
四
二
隻

�

漁

獲

高
（
平
成
十
六
年
）

あ
さ
り
一
三
二
、
二
一
一
千
円

カ
キ

二
二
、
三
六
〇
千
円

魚
類
等

一
三
、
九
五
五
千
円

合
計

一
六
八
、
五
二
六
千
円

小長井町漁業協同組合事務所

第八節 官公署と団体
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公
営
住
宅
一
覧
表
（
建
設
年
度
別
順
）

団
地
名

建
設
年
度

構
造

棟
数

戸
数

井

崎

団

地

昭
和
五
六
〜
五
九

簡
２

四
棟

一
八
戸

西
久
保

団

地

昭
和
六
〇
〜
六
二

簡
２

五
棟

二
〇
戸

長

里

団

地

平
成
元

耐
２

五
棟

一
〇
戸

遠

竹

団

地

平
成
三
〜
八

耐
２

九
棟

一
八
戸

牧

団

地

平
成
六

木
平

三
棟

三
戸

木
２

三
棟

三
戸

田

原

団

地

平
成
九

木
平

六
棟

六
戸

木
２

四
棟

四
戸

田

代

団

地

平
成
一
五
〜
一
六

木
平

六
棟

六
戸

合
計

四
八
棟

八
八
戸

第
九
節

公
営
住
宅

町
営
住
宅
の
役
割
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
に
足
り
る
住
宅

を
整
備
し
、
こ
れ
を
住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者
に
対
し
て
、
低
廉
な
家

賃
で
賃
貸
し
、
町
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
昭
和
五
十
八
年
度
よ
り
住
宅
事
情
や

地
域
性
を
ふ
ま
え
町
営
住
宅
の
整
備
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
町
の
町
営
住
宅
は
、
平
成
十
六
年
三
月
末
現
在
で
各
地
域
に
七
団

地
・
八
十
四
戸
と
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
田
代
団
地
に
新
た
に
四

戸
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
急
速
な
高
齢
化
社
会
、
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、

町
営
住
宅
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
住
宅
建
設
を
図
る
た
め
に
、
地
域

の
自
然
的
、
社
会
的
特
性
、
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
に
配
慮
し
た
住
宅
等
、
良

好
な
住
環
境
を
備
え
た
公
営
住
宅
の
的
確
な
供
給
を
図
る
こ
と
が
、
一
層

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

公
営
住
宅
は
、
若
年
層
の
町
外
流
出
の
抑
止
と
地
域
へ
定
着
さ
せ
る
な

ど
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
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遠竹住宅西久保住宅

井崎住宅田原住宅

牧 住 宅長里住宅

田代住宅

第九節 公営住宅
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第
六
章

教

育

第
一
節

藩
政
時
代
の
教
育

は
ん
が
く

き
ょ
う
が
く

し
じ
ゅ
く

徳
川
時
代
の
教
育
機
関
と
し
て
は
、
官
学
、
藩
学
、
郷
学
、
私
塾
、

寺
子
屋
の
五
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
官
学
と
は
幕
府
直
轄
の
学
校

で
、
江
戸
、
又
は
奉
行
、
代
官
の
所
在
地
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

藩
学
と
は
、
藩
主
領
主
の
設
立
に
か
か
る
も
の
で
、
主
と
し
て
漢
学
と
武

術
を
授
け
た
。

郷
学
は
藩
学
と
寺
子
屋
の
中
間
に
介
在
す
る
教
育
機
関
で
あ
っ
て
、
そ

の
設
備
も
多
く
は
藩
学
に
準
じ
た
。
普
通
、
郷
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
二

種
類
あ
っ
て
、
そ
の
一
は
藩
主
の
士
族
や
家
老
達
が
、
そ
の
知
行
地
に
設

け
て
、
子
弟
の
教
育
を
は
か
り
、
他
の
一
は
、
庶
民
教
育
の
道
場
と
し
て

郷
村
に
設
け
た
も
の
で
、
大
人
を
教
育
す
る
も
の
と
、
子
ど
も
を
教
育
す

る
も
の
が
あ
っ
た
。

私
塾
と
は
、
学
者
個
人
の
教
授
所
で
、
自
分
の
得
意
と
す
る
学
問
を
講

じ
、
官
学
、
藩
学
に
比
べ
て
、
自
由
な
立
場
に
あ
っ
た
。
寺
子
屋
と
い
う

の
は
、
私
人
経
営
に
よ
っ
て
、
庶
民
教
育
の
要
求
を
み
た
す
教
育
機
関
で

あ
っ
た
。

諫
早
領
に
お
い
て
は
、
十
一
代
藩
主
が
時
勢
の
進
展
上
、
士
分
の
子
弟

が
学
ぶ
べ
き
場
所
が
な
い
の
を
遺
憾
と
し
て
、
執
行
一
介
の
家
塾
を
最
適

地
と
し
て
、
交
渉
の
結
果
そ
の
快
諾
を
得
た
の
で
、
古
賀
精
里
氏
に
そ
の

学
則
を
依
頼
し
て
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
開
校
し
て
好
古
館
と
名

づ
け
た
。
同
四
年
文
武
の
規
則
を
改
正
し
、
教
頭
教
官
を
特
命
し
興
学
の

基
礎
を
確
立
し
た
。
天
保
の
初
め
に
な
っ
て
、
本
多
、
牟
田
の
両
氏
が
教

授
と
な
り
、
佐
賀
の
草
場
佩
川
も
出
講
し
て
盛
況
を
添
え
、
さ
ら
に
、
福

田
渭
水
が
教
職
に
つ
い
て
、
文
武
両
道
を
励
ま
し
そ
の
振
興
に
つ
と
め
た
。

ほ
う
し
ょ
う

そ
の
頃
、
領
主
は
ま
た
功
労
あ
る
も
の
を
選
ん
で
褒
賞
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
人
心
は
武
に
対
し
て
の
意
識
は
高
揚
し
た
が
、
文
に
対
し
て
は

軽
視
す
る
風
習
が
み
ら
れ
た
。

嘉
永
（
一
八
四
八
）
の
頃
、
土
橋
貞
恵
は
貧
困
の
子
弟
に
、
飯
米
と
し

て
学
田
十
町
歩
（
十
�
）
余
り
を
寄
贈
し
て
、
斯
道
の
奨
励
を
は
か
っ
た
。

第
十
六
代
一
学
の
時
、
才
能
あ
る
も
の
に
は
学
資
を
給
し
、
各
地
に
遊

学
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
明
治
維
新
と
同
時
に
学
事
は
郡
令
の
手
に

移
り
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
本
学
館
は
廃
止
と
な
っ
た
。
ま
た
、

領
内
各
地
に
私
塾
や
寺
子
屋
が
普
及
し
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

寺
子
屋
と
い
え
な
い
ま
で
も
、
各
村
に
は
何
人
か
手
習
い
師
匠
が
い
て
、

一
般
庶
民
に
対
し
て
、
初
歩
的
な
読
み
書
き
の
指
導
を
し
て
い
た
。

―５４９―



第
二
節

学
制
発
布
以
後
の
教
育

一
、
制
度
の
変
遷

明
治
維
新
の
は
じ
め
、
政
府
は
学
制
の
調
査
に
取
組
み
、
多
く
の
人
た

ち
を
欧
米
に
派
遣
し
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
八
月
、
国
民
教
育
の

理
念
を
明
ら
か
に
し
た
学
則
を
領
布
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
一
般
の

む
ら

人
民
、
必
ず
邑
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と

を
期
す
」「
幼
童
の
子
弟
は
、
そ
の
男
女
の
別
な
く
、
小
学
校
以
下
に
従

事
せ
し
め
ざ
る
も
の
は
、
そ
の
父
兄
の
落
度
た
る
べ
き
事
」
と
規
定
し
、

四
民
平
等
と
我
が
国
教
育
制
度
の
根
幹
を
な
し
た
最
初
の
法
令
で
あ
る
。

修
業
年
限
は
、
下
等
科
四
年
、
上
等
小
学
四
年
の
八
年
制
で
あ
っ
た
が
、

事
情
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
に
よ
ら
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
定
め
た
。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
四
月
、
師
範
学
校
令
、
中
学
校
令
、
小
学

校
令
を
総
称
す
る
学
校
教
育
令
が
公
布
さ
れ
た
。
小
学
校
令
で
は
尋
常
科

四
年
、
高
等
科
四
年
の
二
段
階
と
な
り
、
学
校
の
設
置
区
域
及
び
位
置
等
、

府
県
知
事
の
指
定
に
よ
る
こ
と
と
し
、
尋
常
小
学
四
ヶ
年
を
就
学
義
務
年

限
と
定
め
た
。

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
月
、
さ
き
の
小
学
校
令
に
、
そ
の
後

制
定
さ
れ
た
諸
規
定
を
加
え
、
さ
ら
に
地
方
自
治
体
と
の
関
係
を
明
確
に

し
た
、
新
し
い
小
学
校
令
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
小
学
校

は
児
童
身
体
の
発
達
に
留
意
し
て
、
道
徳
教
育
の
基
礎
並
び
に
そ
の
生
活

に
必
須
な
普
通
の
知
識
技
能
を
授
け
る
を
も
っ
て
本
旨
と
す
」
と
規
定
さ

れ
た
。

明
治
二
十
三
年
八
月
、
時
勢
の
進
歩
と
実
施
上
の
経
験
か
ら
、
小
学
校

令
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
点
は
、
尋
常
科
の
修
業
年
限
及
び
義
務
教

育
年
限
を
従
来
通
り
四
ヶ
年
と
し
、
将
来
の
義
務
教
育
年
限
の
延
長
に
備

え
、
二
年
制
の
高
等
小
学
校
を
な
る
べ
く
尋
常
小
学
校
に
併
設
さ
せ
る
こ

と
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

政
府
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
三
月
、
小
学
校
令
を
改
正
し
て

尋
常
小
学
校
を
六
ヶ
年
に
延
長
し
て
、
こ
れ
を
義
務
教
育
と
し
、
高
等
小

学
校
の
修
業
年
限
を
、
二
ヶ
年
（
三
年
制
と
す
る
こ
と
も
で
き
た
）
と
し
、

翌
年
四
月
か
ら
実
施
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
我
が
国
の
小
学
校
制
度

は
、
内
容
形
式
と
も
整
備
さ
れ
た
。

当
時
の
就
学
状
況
は
、
当
局
の
斡
旋
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
か
な
か
浸
透

せ
ず
、
就
業
児
童
の
数
も
少
な
く
、
就
学
児
の
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ

た
。
特
に
、
女
児
の
就
学
は
明
治
の
中
期
頃
ま
で
低
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
頃
か
ら
男
女
を
併
せ
就
学
率
の
向
上
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

欧
米
か
ら
の
文
物
の
輸
入
に
よ
っ
て
、
極
端
な
欧
米
心
酔
の
風
潮
が
教

育
に
も
影
響
を
与
え
、
教
育
の
基
本
を
ど
こ
に
お
く
べ
き
か
、
そ
の
必
要

性
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
、
教
育
に
関

す
る
勅
語
が
発
布
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
教
育
の
基
本
が
示
さ
れ
、
皇
室
中
心
の
国

家
主
義
教
育
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
の
た
め
に
は
自
己
を
か

―５５０―
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え
り
み
ず
、
尽
忠
報
国
の
誠
を
捧
げ
る
こ
と
が
、
国
民
道
徳
の
基
本
で
あ

る
と
し
て
、
徹
底
し
た
教
育
が
行
わ
れ
た
。
日
清
、
日
露
、
日
独
の
戦
争

を
経
て
、
太
平
洋
戦
争
で
は
そ
の
極
に
達
し
た
。

あ
ん
し
ょ
う

学
童
は
教
師
と
共
に
こ
の
勅
語
を
日
夜
奉
読
暗
誦
し
、
そ
の
趣
旨
に

添
う
こ
と
を
誓
っ
た
。

チ
ン
オ
モ
ウ

ワ

ガ
コ
ウ
ソ
コ
ウ
ソ
ウ

ク
ニ

ハ
ジ

コ
ウ
エ
ン

朕
惟
フ
ニ
、
我
カ
皇
祖
皇
宗
、
国
ヲ
肇
ム
ル
コ
ト
宏
遠
ニ
、

ト
ク

タ

シ
ン
コ
ウ

徳
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
深
厚
ナ
リ
。

ワ

ガ
シ
ン
ミ
ン

ヨ

チ
ュ
ウ

ヨ

コ
ウ

オ
ク
チ
ョ
ウ
コ
コ
ロ

イ
ツ

我
カ
臣
民
、
克
ク
忠
ニ
、
克
ク
孝
ニ
、
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ

ヨ

ヨ

ソ

ビ

ナ

コ

ワ

ガ
コ
ク
タ
イ

セ
イ
カ

テ
、
世
々

ノ
美
ヲ
済
セ
ル
ハ
、
此
レ
我
カ
国
体
ノ
精
華
ニ

キ
ョ
ウ
イ
ク

エ
ン
ゲ
ン
マ
タ
ジ
ツ

コ
コ

ソ
ン

シ
テ
、
教
育
ノ
淵
源
亦
実
ニ
此
ニ
存
ス
。

ナ
ン
ジ
シ
ン
ミ
ン

フ

ボ

コ
ウ

ケ
イ
テ
イ

ユ
ウ

フ
ウ
フ
ア
イ
ワ

爾
臣
民
、
父
母
ニ
孝
ニ
、
兄
弟
ニ
友
ニ
、
夫
婦
相
和
シ
、

ホ
ウ
ユ
ウ
ア
イ
シ
ン

キ
ョ
ウ
ケ
ン
オ
ノ

ジ

ハ
ク
ア
イ
シ
ュ
ウ

オ
ヨ
ボ

朋
友
相
信
ジ
、
恭
検
己
レ
ヲ
持
シ
、
博
愛
衆
ニ
及
ホ
シ
、

ガ
ク

オ
サ

ギ
ョ
ウ

ナ
ラ
イ

モ
ッ

チ
ノ
ウ

ケ
イ
ハ
ツ

ト
ク
キ

学
ヲ
修
メ
、
業
ヲ
習
ヒ
、
以
テ
智
能
ヲ
啓
発
シ
、
徳
器
ヲ

ジ
ョ
ウ
ジ
ュ

ス
ス
ン
デ
コ
ウ
エ
キ

ヒ
ロ

セ
イ
ム

ヒ
ラ

ツ
ネ

コ
ク
ケ
ン

成
就
シ
、
進
テ
公
益
ヲ
広
メ
、
世
務
ヲ
開
キ
、
常
ニ
国
憲

オ
モ
ン
ジ

コ
ク
ホ
ウ

シ
タ
ガ
イ

イ
ッ
タ
ン
カ
ン
キ
ュ
ウ

バ

ギ
ユ
ウ
コ
ウ

ヲ
重
シ
、
国
法
ニ
遵
ヒ
、
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
、
義
勇
公
ニ

ホ
ウ
ジ

モ
ッ

テ
ン
ジ
ョ
ウ
ム
キ
ュ
ウ

コ
ウ
ウ
ン

フ
ヨ
ク

ベ

カ
ク

ゴ
ト

奉
シ
、
以
テ
天
壤
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
、
是
ノ
如

ヒ
ト

チ
ン
ガ
チ
ュ
ウ
リ
ョ
ウ

シ
ン
ミ
ン

ズ

マ
タ
モ
ッ

キ
ハ
、
独
リ
朕
カ
忠
良
ノ
臣
民
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
又
以

ナ
ン
ジ
ソ
セ
ン

イ
フ
ウ

ケ
ン
シ
ョ
ウ

タ

テ
爾
祖
先
ノ
遺
風
ヲ
顕
彰
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
。

コ

ミ
チ

ジ
ツ

ワ

ガ
コ
ウ
ソ
コ
ウ
ソ
ウ

イ
ク
ン

シ
ソ
ン
シ
ン
ミ
ン

斯
ノ
道
ハ
実
ニ
我
カ
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
ニ
シ
テ
、
子
孫
臣
民

ト
モ

ジ
ュ
ン
シ
ュ

ベ

ト
コ
ロ

コ
レ

コ
コ
ン

ツ
ウ
ジ

ア
ヤ
マ

ズ

ノ
倶
ニ
遵
守
ス
ヘ
キ
所
、
之
ヲ
古
今
ニ
通
シ
テ
謬
ラ
ス
、

コ
レ

チ
ュ
ウ
ガ
イ

ホ
ド
コ

モ
ト

ズ

チ
ン
ナ
ン
ジ
シ
ン
ミ
ン

ト
モ

ケ
ン
ケ
ン

之
ヲ
中
外
ニ
施
シ
テ
悖
ラ
ス
、
朕
爾
臣
民
ト
倶
ニ
、
拳
々

フ
ク
ヨ
ウ

ミ
ナ
ソ
ノ
ト
ク

イ
ツ

コ
イ
ネ
ガ
ウ

服
膺
シ
テ
、
咸
其
徳
ヲ
一
ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ
庶
幾
フ
。

明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日

ギ
ョ

メ
イ

ギ
ョ

ジ

御
名
御
璽

教育勅語の正文（句とう、ふり仮名付）

こ
う

ご

ぶ
ん

教
育
勅
語
の
口
語
文
訳

わ
た
く
し
た
ち

そ
せ
ん

え
ん
だ
い

り
そ
う

ど
う
ぎ
こ
っ
か

じ
つ
げ
ん

私
は
、
私
達
の
祖
先
が
、
遠
大
な
理
想
の
も
と
に
、
道
義
国
家
の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
日
本
の
国
を
お
は
じ
め
に
な
っ
た
も
の
と
信
じ
ま
す
。
そ
し
て
、

ち
ゅ
う
こ
う
り
ょ
う
ぜ
ん

ま
っ
と

ど
り
ょ
く

け
っ

国
民
は
忠
孝
両
全
の
道
を
完
う
し
て
、
全
国
民
が
心
を
合
せ
て
努
力
し
た
結

か

せ
い
か

ま
い

果
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
美
事
な
成
果
を
あ
げ
て
参
り
ま
し
た
こ
と
は
、
も
と

く
に
が
ら

た
ま
も
の

よ
り
日
本
の
す
ぐ
れ
た
国
柄
の
贈
物
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
教
育

ど
う
ぎ
り
っ
こ
く

た
っ
せ
い

の
根
本
も
ま
た
、
道
義
立
国
の
達
成
に
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

こ
う
よ
う

き
ょ
う
だ
い

国
民
の
皆
さ
ん
は
、
子
は
親
に
孝
養
を
つ
く
し
、
兄
弟
姉
妹
は
た
が
い
に

ふ
う
ふ

と

き
ょ
う

力
を
合
わ
せ
て
助
け
合
い
、
夫
婦
は
仲
む
つ
ま
じ
く
解
け
合
い
、
友
人
は
胸

き
ん

げ
ん
ど
う

襟
を
開
い
て
信
じ
あ
い
、
そ
し
て
自
分
の
言
動
を
つ
つ
し
み
、
す
べ
て
の
人
々

お
こ
た

し
ょ
く
ぎ
ょ
う

せ
ん
ね
ん

ち
し
き

や
し
な

に
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
、
学
問
を
怠
ら
ず
、
職
業
に
専
念
し
、
知
識
を
養
い
、

じ
ん
か
く

し
ゃ
か
い
こ
う
き
ょ
う

こ
う
け
ん

ほ
う

人
格
を
み
が
き
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
社
会
公
共
の
た
め
に
貢
献
し
、
ま
た
法

り
つ

ち
つ
じ
ょ

も
ち
ろ
ん

ひ
じ
ょ
う
じ
た
い

は
っ
せ
い

律
や
、
秩
序
を
守
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
非
常
事
態
の
発
生
の
場
合
は
、

ま
ご
こ
ろ

さ
さ

あ
ん
ぜ
ん

ほ
う
し

真
心
を
捧
げ
て
、
国
の
平
和
と
、
安
全
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
う
ぜ
ん

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
善
良
な
国
民
と
し
て
の
当
然
の
つ
と
め
で
あ
る

そ
せ
ん

ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
、
私
達
の
祖
先
が
、
今
日
ま
で
身
を
も
っ
て
示
し
残
さ

で
ん
と
う
て
き
び
ふ
う

れ
た
伝
統
的
美
風
を
、更
に
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

あ
ゆ

そ
せ
ん

き
ょ
う
く
ん

こ
の
よ
う
な
国
民
の
歩
む
べ
き
道
は
、
祖
先
の
教
訓
と
し
て
、
私
達
子
孫

の
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
共
に
、
こ
の
お
し
え
は
、
昔
も

が
い
こ
く

お
こ
な

今
も
変
ら
ぬ
正
し
い
道
で
あ
り
、
ま
た
日
本
ば
か
り
で
な
く
、
外
国
で
行
っ
て

こ
く
み
ん

も
、
ま
ち
が
い
の
な
い
道
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
も
ま
た
国
民
の
皆
さ
ん
と
と

ふ

そ

だ

り
っ
ぱ

も
に
、
父
祖
の
教
え
を
胸
に
抱
い
て
、
立
派
な
日
本
人
と
な
る
よ
う
に
、
心
か

ら
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

―
国
民
道
徳
協
会
訳
文
に
よ
る
―

第二節 学制発布以後の教育
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二
、
自
由
主
義
教
育

大
正
時
代
の
特
色
の
一
つ
に
、
自
由
主
義
教
育
の
台
頭
が
あ
る
。
こ
れ

は
従
来
の
教
育
が
、
あ
ま
り
に
も
画
一
主
義
で
あ
り
、
受
動
的
注
入
的
で

あ
る
と
し
て
児
童
の
自
発
性
を
重
ん
じ
、
自
学
自
習
の
学
習
を
重
視
す
る

立
場
か
ら
の
提
唱
で
あ
っ
た
。

教
師
は
常
に
ど
の
よ
う
に
教
え
る
べ
き
か
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
に
学
ば

せ
る
か
を
工
夫
す
る
。
ま
た
、
一
歩
進
め
て
、
ど
の
よ
う
に
学
ば
せ
る
べ

き
か
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
を
指
導
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
受
身
の
児
童
の
地
位
を
解
放
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。

自
習
時
間
を
設
け
た
り
、
自
由
発
表
の
時
間
を
つ
く
っ
た
り
、
児
童
自
体

の
集
会
活
動
を
助
成
し
た
り
し
て
、
児
童
の
自
発
活
動
を
第
一
に
お
い
て
、

学
習
活
動
が
児
童
を
主
体
に
し
て
い
た
。
し
か
し
時
代
の
制
約
も
あ
っ
て

深
く
根
を
下
す
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

第
三
節

戦
時
中
の
教
育

一
、
制
度
の
う
つ
り
か
わ
り

大
正
末
期
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
は
、
国
内
で
は
極
度
の
経
済
不

況
に
加
え
、
思
想
的
に
も
混
乱
の
時
期
に
あ
っ
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）、
国
家
の
た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
し
て
尽

す
国
民
と
な
る
こ
と
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
の
証
書
が
発
布
さ
れ
、
国

こ
う
り
ゅ
う

家
の
興
隆
は
国
民
精
神
に
か
か
っ
て
い
る
と
導
び
か
れ
た
。
大
正
の
末

期
、
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
に
よ
る
一
時
的
好
況

の
反
動
と
し
て
、
経
済
不
況
に
お
そ
わ
れ
た
。
特
に
農
村
地
域
に
お
い
て

著
し
い
結
果
を
ま
ね
い
た
。
そ
れ
ら
を
背
景
に
左
翼
思
想
が
台
頭
し
、
学

校
の
教
職
員
や
学
生
等
の
一
部
に
浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。�
政
党
の

腐
敗
と
無
気
力
�
�
こ
の
危
機
の
克
服
は
期
待
し
難
い
と
見
た
一
部
若
手

軍
人
は
、
直
接
行
動
に
よ
っ
て
政
界
・
財
界
の
要
人
を
倒
し
、
諸
政
を
一

き

と

新
し
て
国
策
の
強
力
な
遂
行
を
企
図
し
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
満

州
事
変
の
勃
発
を
契
機
に
、
精
神
文
化
の
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
国
体
の

め
い
ち
ょ
う

明
徴
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
七
年
の
五
・
一
五
事
件
、

昭
和
十
年
の
二
・
二
六
事
件
も
、
こ
う
し
た
危
機
感
に
立
っ
た
青
年
将
校

に
よ
っ
て
企
図
さ
れ
た
ク
ー
デ
タ
ー
革
命
と
い
え
よ
う
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
支
那
事
変
に
よ
っ
て
、
国
民
生
活
の
中

に
戦
時
体
制
が
取
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
民
精
神
総
動
員
運
動

―５５２―
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こ
う
よ
う

が
展
開
さ
れ
、
国
民
精
神
の
昂
揚
、
科
学
教
育
の
振
興
、
勤
労
作
業
、
団

体
訓
練
の
重
視
が
叫
ば
れ
た
。

昭
和
十
四
年
、
男
子
青
年
学
校
の
義
務
制
実
施
や
青
少
年
学
徒
に
対
す

か

し

る
勅
語
の
下
賜
、
大
日
本
青
少
年
団
の
結
成
等
、
青
少
年
の
国
家
に
対
す

る
責
任
が
重
大
に
な
る
と
共
に
、
国
家
の
施
策
も
青
少
年
を
対
象
と
す
る

も
の
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

二
、
国
民
学
校
令
の
発
布
と
学
徒
動
員

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
、
国
民
学
校
令
が
発
布
さ
れ
、
小
学

こ
う
こ
く

校
を
国
民
学
校
と
改
称
し
た
。
国
民
学
校
は
、
皇
国
（
天
皇
が
統
治
す
る

国
）
の
道
に
の
っ
と
り
、
初
等
普
通
教
育
で
国
民
の
基
礎
的
練
成
を
す
る

の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
教
育
勅
語
の
趣
旨
を
奉
体
し
、
教
育
全
般
に
亘
っ

て
皇
国
の
道
を
修
練
さ
せ
、
特
に
国
家
に
対
す
る
信
念
を
深
め
、
挙
国
一

致
の
戦
時
体
制
に
即
応
さ
せ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

義
務
教
育
年
限
を
八
ヶ
年
に
延
長
し
、
初
等
科
六
年
、
高
等
科
を
二
年

と
し
た
が
、
高
等
科
を
修
了
し
た
者
に
特
修
科
を
お
く
こ
と
に
し
た
。
ま

た
、
教
職
員
の
名
称
を
教
官
と
改
め
た
。

昭
和
十
二
年
勃
発
し
た
支
那
事
変
（
日
中
戦
争
）
は
大
陸
の
各
地
に
拡

が
り
、
終
戦
の
見
込
み
も
た
た
な
い
ま
ま
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
に
は
太

平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
。
緒
戦
の
戦
果
に
か
か
わ
ら
ず
戦
局
は
い
よ
い
よ

か
げ
き
化
、
重
大
な
場
面
を
迎
え
る
に
い
た
り
、
学
生
生
徒
も
学
業
に
専

念
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

大
学
、
高
専
の
学
生
は
学
徒
動
員
令
に
よ
っ
て
兵
役
に
服
し
、
中
等
学

校
の
生
徒
も
学
徒
勤
労
動
員
令
に
よ
っ
て
軍
需
工
場
等
に
配
置
さ
れ
、
女

て
い
し
ん
た
い

子
学
徒
も
挺
身
隊
と
し
て
工
場
や
施
設
に
動
員
さ
れ
た
。
国
民
学
校
に
お

い
て
も
、
出
征
軍
人
の
留
守
家
族
へ
の
生
産
協
力
・
廃
品
回
収
・
開
墾
作

業
に
よ
る
増
産
に
従
事
す
る
等
の
ほ
か
、
松
根
油
・
ど
ん
ぐ
り
・
桑
の

皮
・
ラ
ミ
ー
の
皮
・
彼
岸
花
の
根
・
茶
の
実
・
ヒ
マ
栽
培
等
資
源
の
確
保

利
用
の
た
め
の
役
割
り
を
果
し
た
。
ま
た
、
本
土
空
襲
に
備
え
て
防
空
待

避
の
訓
練
が
繰
返
さ
れ
、
教
職
員
に
よ
る
学
校
防
護
班
が
組
織
さ
れ
、
夜

中
で
も
空
襲
発
令
と
同
時
に
防
衛
の
任
に
あ
た
っ
た
。

宣
戦
の
証
書
を
下
さ
れ
た
八
日
を
定
日
と
し
て
、
学
校
に
お
い
て
は
証

書
を
奉
読
し
、
戦
争
を
勝
ち
抜
く
決
意
を
新
に
し
、
神
社
参
拝
・
団
体
訓

練
・
出
征
軍
人
家
族
慰
問
等
が
行
わ
れ
た
。

第
四
節

戦
後
教
育
の
あ
ゆ
み

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
、
無
条
件
降
伏
に
よ
っ
て
終

戦
を
迎
え
た
。
戦
前
の
国
家
主
義
、
軍
国
主
義
教
育
の
一
掃
は
、
占
領
政

策
の
基
本
方
針
で
あ
り
、
民
主
主
義
に
立
脚
し
た
平
和
文
化
国
家
の
建
設

に
向
っ
て
、
教
育
も
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
学
校
で
は
、

軍
国
主
義
、
極
端
な
国
家
主
義
に
よ
る
教
育
は
排
除
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
教

育
に
使
用
さ
れ
た
図
書
・
掛
図
・
施
設
・
備
品
等
は
破
棄
焼
却
さ
れ
た
。

第四節 戦後教育のあゆみ
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教
師
、
児
童
用
教
科
書
等
も
不
適
な
箇
所
は
墨
汁
等
で
抹
消
し
た
。
教
練

や
武
道
の
指
導
も
禁
止
し
、
各
学
校
に
飾
ら
れ
て
い
た
天
皇
陛
下
の
写
真

は
一
括
し
て
知
事
に
奉
還
さ
れ
た
。

敗
戦
の
き
び
し
い
現
実
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
大
き
な
試
練

こ
か
つ

で
あ
っ
た
。
荒
廃
し
た
国
土
、
涸
渇
し
た
資
源
と
施
設
、
着
の
み
着
の
ま

ま
の
戦
災
者
、
幾
十
万
の
引
揚
者
、
幾
百
万
の
復
員
軍
人
、
衣
食
と
住
家

き
ょ
だ
つ

を
求
め
る
の
に
必
死
の
人
々
が
あ
ふ
れ
、
半
ば
虚
脱
の
状
態
の
中
で
混
乱

が
続
い
た
。
そ
の
中
で
、
教
育
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
占
領
軍
の

指
示
に
よ
っ
て
、
制
度
的
に
も
内
容
的
に
も
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
、
現
行
の
六
・
三
・
三
制
が
施
行

さ
れ
た
。
国
民
学
校
を
改
め
て
、
修
業
年
限
を
六
ヶ
年
の
小
学
校
と
し
た
。

旧
国
民
学
校
の
高
等
科
は
廃
止
さ
れ
、
新
に
三
ヶ
年
の
中
学
校
を
お
く
こ

と
と
さ
れ
、
小
学
校
と
併
せ
て
、
義
務
教
育
と
し
た
。
新
制
の
中
学
校
を

設
立
す
る
こ
と
は
、
資
材
・
財
源
の
上
で
極
め
て
困
難
な
事
業
で
あ
っ
た

が
、
小
長
井
で
は
現
在
の
位
置
に
校
地
を
選
定
し
て
、
新
校
舎
を
設
立
し

た
。昭

和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
、
教
育
基
本
法
と
学
校
教
育
法
が
制
定

さ
れ
た
。�
教
育
は
人
格
の
形
成
を
目
ざ
し
、
平
和
的
な
国
家
及
び
社
会

の
形
成
者
と
し
て
、
真
理
と
正
義
を
愛
し
、
個
人
の
価
値
を
尊
び
、
勤
労

と
責
任
を
重
ん
じ
、
自
主
的
責
任
に
満
ち
た
、
心
身
共
に
健
康
な
国
民
の

育
成
を
期
し
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
�
と
定
め
ら
れ
た
。

第
五
節

教
育
委
員
会

一
、
教
育
行
政
の
改
革
員

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
、
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
地
方
教

育
行
政
は
、
各
藩
主
の
権
限
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
廃
藩
置
県
後
、

政
府
は
全
国
の
教
育
行
政
を
中
央
に
総
括
す
る
意
味
で
、
文
部
省
を
創
設

し
た
。
ま
た
、
地
方
長
官
は
小
学
校
区
に
適
当
な
学
区
取
締
り
を
任
命
し

た
。
学
区
取
締
り
は
、
毎
年
二
月
に
担
当
区
に
お
け
る
就
学
児
童
の
調
査

を
行
い
、
地
方
長
官
に
報
告
し
た
り
、
そ
の
学
区
の
人
民
を
勧
誘
し
て
、

不
就
学
児
童
が
な
い
よ
う
に
努
め
た
。
ま
た
、
学
校
の
設
置
や
管
理
に
つ

い
て
の
こ
と
も
管
理
し
た
が
、
各
町
村
に
機
関
が
な
か
っ
た
の
で
、
下
部

浸
透
の
不
便
は
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七

九
）
九
月
、
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
、
学
制
が
廃
止
さ
れ
る
と
同
時
に
教

育
令
を
新
に
制
定
し
、
各
町
村
に
学
務
委
員
を
お
く
こ
と
に
し
た
。
学
務

委
員
は
、
各
町
村
の
学
務
を
管
理
し
、
小
学
校
を
設
置
し
た
区
域
に
設
け

ら
れ
、
府
県
知
事
の
監
督
に
属
し
、
児
童
の
就
学
・
学
校
の
設
置
・
保
護

の
こ
と
を
担
当
し
た
。
こ
の
制
度
は
戦
前
ま
で
長
く
続
い
た
が
、
実
際
の

成
果
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。

教
育
行
政
・
財
政
・
及
び
人
事
は
、
県
の
学
務
部
、
町
村
段
階
で
は
町

村
長
の
管
理
の
下
に
学
事
係
が
い
て
事
務
の
処
理
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、

県
郡
に
視
学
制
度
が
設
け
ら
れ
て
、
現
場
・
学
校
の
監
督
指
導
に
あ
た
り
、
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実
質
的
に
人
事
を
管
理
し
た
。

二
、
委
員
会
制
度

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
七
月
に
教
育
委
員
会
法
が
公
布
さ
れ
て
、

十
一
月
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
我
が
国
の
地
方
教
育
行

政
上
画
期
的
な
こ
と
と
い
え
る
。
こ
の
制
度
は
、
戦
前
の
地
方
行
政
を
抜

本
的
に
改
正
し
て
、
こ
れ
を
民
主
化
す
る
目
的
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
た
も

の
で
、
従
来
の
我
が
国
の
行
政
制
度
と
は
、
全
く
性
質
を
異
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
要
旨
は
、
教
育
が
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な
く
、
国

民
全
体
に
対
し
て
直
接
に
責
任
を
負
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

自
覚
の
も
と
に
、
公
正
な
意
見
に
よ
っ
て
、
地
方
の
実
情
に
即
し
た
教
育

行
政
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

公
職
選
挙
法
に
よ
る
半
数
改
選
制
で
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
会
選
出
委
員

一
名
の
外
に
、
四
人
の
委
員
が
選
出
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）

十
一
月
一
日
か
ら
発
足
し
た
。（
都
道
府
県
及
び
五
大
都
市
は
昭
和
二
十

三
年
十
一
月
一
日
か
ら
実
施
し
た
）

全
国
市
町
村
に
対
す
る
義
務
設
置
は
四
ヶ
年
猶
予
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
小
長
井
村
で
は
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
一
日
に
発
足
し
た
。
合
議

体
の
教
育
委
員
会
が
、
執
行
機
関
と
し
て
の
機
能
を
果
す
た
め
に
、
一
般

民
意
の
代
弁
者
と
し
て
の
委
員
に
、
教
育
行
政
の
専
門
家
と
し
て
の
教
育

長
を
お
く
よ
う
に
し
た
事
は
本
制
度
の
特
色
で
あ
っ
た
。
し
か
し
全
国
の

町
村
が
、
一
時
に
適
材
を
選
出
す
る
事
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
文

部
省
は
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
助
役
の
教
育
長
兼
任
の
道
を
開

い
た
た
め
、
大
部
分
の
町
村
は
、
当
初
の
間
は
そ
の
方
式
に
し
た
が
っ
た
。

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
六
月
、
文
部
省
は
教
育
委
員
会
を
廃
止

し
、
新
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
を
公
布
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
教
育
委
員
の
選
出
は
公
選
制
が
廃
止
さ
れ
、
地
方
公
共

団
体
の
長
が
、
議
会
の
承
認
を
得
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
教
育
長

は
委
員
の
中
か
ら
互
選
し
、
県
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
市
町
村
教

育
委
員
会
が
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

旧
法
中
、
問
題
と
な
っ
た
教
育
予
算
の
編
成
権
、
執
行
権
に
つ
い
て
も

削
除
さ
れ
、
改
正
さ
れ
た
。

第五節 教育委員会
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山崎 哲次
自 昭和２８年４月１日
至 昭和３１年３月３１日

吉川 敏隆
自 昭和２７年１１月１日
至 昭和２８年３月３１日

近藤武良人
自 昭和３３年９月１日
至 昭和４３年９月３０日

吉次 邦雄
自 昭和３１年１０月１日
至 昭和３３年５月３０日

池田 国彦
自 昭和３１年４月１日
至 昭和３１年９月３０日

辻田 弘輔
自 昭和５５年１０月１日
至 平成２年６月３０日

中島 覚
自 昭和５１年１０月１日
至 昭和５５年９月３０日

黒木 馨
自 昭和４３年１０月１日
至 昭和５１年９月３０日

歴
代
教
育
長
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歴
代
教
育
委
員
長

土井 勝義
自 平成７年６月２３日
至 平成１１年６月２２日

中尾 利治
自 平成４年１０月１日
至 平成７年６月２２日

増山 綱英
自 平成２年７月１日
至 平成４年９月３０日

岩崎 稔
自 平成１５年６月２３日
至 現在

竹田喜八郎
自 平成１１年６月２３日
至 平成１５年６月２２日

退 任

昭和３１年９月３０日

昭和３３年５月３０日

昭和３６年９月３０日

昭和４１年９月３０日

昭和４２年４月１日

昭和４２年９月３０日

昭和５４年９月３０日

昭和５９年９月３０日

平成元年１０月１４日

平成８年７月２９日

平成１７年２月２８日

就 任

昭和２７年１１月１日

昭和３１年１０月１日

昭和３３年９月１日

昭和３６年１０月１日

昭和４１年１０月１日

昭和４２年４月１日

昭和４２年１０月１日

昭和５４年１０月１日

昭和５９年１０月１日

平成元年１２月２１日

平成８年９月２０日

氏 名

田 川 道 英

吉 次 邦 雄

近 藤 武良人

陣 内 福 市

馬 渡 � 雄

木 下 繁

池 田 国 彦

徳 永 卓 一

村 松 寅 喜

松 井 勝 美

西 山 敏 勝

第五節 教育委員会
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第
六
節

町町
内内
のの
小小
・・
中中
学学
校校
なな
どど

一
、
遠遠
竹竹
小小
学学
校校

昭和５０年２月撮影

平成１０年３月撮影
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遠竹小学校校歌�
作詞　西川　武治�
作曲　野中　寅雄�

一
、
有
明
海
に

の
ぼ
る
日
が

望
み
と
元
気
に

満
ち
満
ち
た

み
ん
な
の
胸
に

よ
び
か
け
る

お
か
の
学
校

楽
し
い
な

二
、
遠
く
か
す
ん
だ

た
ら
だ
け
も

強
く

正
し
く

ほ
が
ら
か
に

そ
だ
つ
み
ん
な
を

ま
も
っ
て
る

お
か
の
学
校

楽
し
い
な

三
、
光
り
を
あ
び
た

わ
か
竹
が

み
ん
な

な
か
よ
く

む
つ
ま
じ
く

力
い
っ
ぱ
い

の
び
て
行
く

お
か
の
学
校

楽
し
い
な

歴
代
校
長

氏

名

在
任
期
間

氏

名

在
任
期
間

小

溝

政

夫

明
治
３２
年

堀

川

喜
次
男

昭
和
３９
年

池

田

重

一

明
治
４１
年

中

島

覚

昭
和
４２
年

古

賀

昇

大
正
８
年

田

中

長

昭
和
４４
年

江

頭

純

治

大
正
１１
年

公

文

信

義

昭
和
４６
年

横

田

吾

七

昭
和
５
年

高

田

孝

穂

昭
和
４９
年

北

村

純

三

昭
和
８
年

江

崎

勝

利

昭
和
５２
年

大

島

巌

根

昭
和
１９
年

北

島

大

和

昭
和
５７
年

田

川

音
四
郎

昭
和
２１
年

松

井

勝

美

昭
和
６２
年

原

田

精

助

昭
和
２５
年

酒

井

和

幸

平
成
１
年

今

泉

志
農
夫

昭
和
２７
年

池

田

泰

彦

平
成
３
年

陣

野

勇

昭
和
２９
年

松

尾

隆
二
郎

平
成
５
年

藤

井

貢

昭
和
３２
年

山

口

公

徳

平
成
８
年

中

山

衛

昭
和
３５
年

宮

�

洋

子

平
成
１２
年

―５５９―

第六節 町内の小・中学校など



沿

革

・
創
立

明
治
六
年

学
区

遠
竹
村
全
域

学
制

下
等
科
四
年

・
明
治
十
一
年

崎
原
小
学
校
に
統
合

・
明
治
三
十
二
年

小
長
井
尋
常
高
等
小
学
校
設
置
に
伴
い
、
遠
竹
分
校
と
な
る
。

・
明
治
三
十
四
年
四
月

独
立
校
と
な
り
、
遠
竹
尋
常
小
学
校
と
改
称

・
明
治
四
十
一
年
四
月

小
学
校
令
改
正
に
伴
い
、
修
業
年
限
六
年
と
な
る
。

・
大
正
十
三
年

現
在
地
に
移
転
改
築

・
昭
和
十
六
年
四
月

国
民
学
校
令
施
行
に
よ
り
、
遠
竹
国
民
学
校
と
改
称

・
昭
和
二
十
二
年
四
月

学
制
改
革
に
よ
り
、
小
長
井
村
立
遠
竹
小
学
校
と
改
称

・
昭
和
二
十
九
年
三
月

校
舎
新
築
落
成
（
現
在
地
）

・
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
一
日

町
制
施
行
に
よ
り
、
小
長
井
町
立
遠
竹
小
学
校
と
改
称

・
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日

体
育
館
落
成

総
工
費

一
二
、
四
五
〇
、
〇
〇
〇
円

校
歌
制
定

・
昭
和
五
十
年

水
道
ボ
ー
リ
ン
グ
完
成

・
昭
和
五
十
一
年

池
田
重
彦
氏
頌
徳
記
念
碑
建
立

校
章
制
定

・
昭
和
五
十
九
年

文
部
省
指
定
「
虫
歯
予
防
」
研
究
発
表

・
昭
和
六
十
年

長
崎
県
学
校
保
健
会
よ
り
「
よ
い
歯
の
学
校
」
賞
を
受
賞

・
平
成
四
年

校
訓
碑
建
立

・
平
成
九
年

体
育
館
新
築

・
平
成
十
一
年

視
聴
覚
室
を
パ
ソ
コ
ン
室
に
改
修
、
パ
ソ
コ
ン
十
台
設
置

・
平
成
十
四
年

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
、
小
長
井
町
教
育
委
員
会
指
定
「
生
活
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
研
究
発
表

・
平
成
十
五
年

創
立
一
三
〇
周
年
記
念
誌
発
行

―５６０―

第六章 教 育



交通教室（平成１６年６月）

遠竹地区史跡めぐり（平成１６年７月）

秋さがし（平成１６年１０月）

魚釣り（平成１６年１０月）

秋季大運動会（平成１６年９月）

みかん狩り（平成１６年１０月）

多良岳登山（平成１６年１１月）

―５６１―

第六節 町内の小・中学校など



二
、
小小
長長
井井
小小
学学
校校

小長井小（昭和４８年１０月）

小長井小周辺

―５６２―

第六章 教 育



小長井小学校校歌�
作詞　原　光枝�
作曲　深町一郎�（昭和43年10月2日制定）�

一
、
は
る
か
な
多
良
の

山
な
み
が

明
る
く
伸
び
よ
と

呼
ん
で
い
る

よ
い
子
つ
よ
い
子

元
気
な
子

若
木
の
よ
う
に

は
つ
ら
つ
と

伸
び
る
小
長
井

小
学
校

二
、
青
波
よ
す
る

有
明
が

仲
よ
く
学
べ
と

呼
ん
で
い
る

よ
い
子
つ
よ
い
子

明
る
い
子

汐
の
よ
う
に

清
ら
か
に

学
ぶ
小
長
井

小
学
校

三
、
み
ど
り
の
風
が

大
空
が

元
気
で
は
げ
め
と

呼
ん
で
い
る

よ
い
子
つ
よ
い
子

正
し
い
子

ひ
と
み
明
る
く

は
れ
ば
れ
と

進
む
小
長
井

小
学
校

歴
代
校
長

氏

名

在
任
期
間

氏

名

在
任
期
間

前

田

又

吉

明
治
３２
年

池

田

国

彦

昭
和
３１
年

片

山

三

郎

明
治
３４
年

才

木

敏

雄

昭
和
３６
年

西

村

理

一

明
治
３９
年

古

川

義

人

昭
和
４３
年

中

島

献
次
郎

明
治
４１
年

徳

永

卓

一

昭
和
４４
年

土

肥

多
久
馬

大
正
２
年

中

島

覚

昭
和
４６
年

平

尾

勇

吉

大
正
１１
年

山

田

盛

祥

昭
和
４９
年

北

島

繁

一

昭
和
４
年

山

田

伸

弘

昭
和
５０
年

中

原

筆

一

昭
和
５
年

田

中

長

昭
和
５２
年

古

賀

�

昭
和
８
年

池

原

義

晴

昭
和
５６
年

池

田

郡

八

昭
和
１２
年

黒

木

武

人

昭
和
６１
年

横

田

吾

七

昭
和
１５
年

吉

野

五

郎

昭
和
６３
年

山

崎

諭

昭
和
１６
年

馬

場

孝

弘

平
成
４
年

吉

次

邦

雄

昭
和
２１
年

山

口

光

正

平
成
９
年

米

倉

憲

次

昭
和
２２
年

川

野

貫

平
成
１２
年

山

崎

哲

次

昭
和
２４
年

壽

�

喜

行

平
成
１５
年

―５６３―

第六節 町内の小・中学校など



沿

革

遠
竹
村
と
井
崎
村
が
合
併
し
て
井
崎
村
と
な
り
、
小
川
原
浦
村
と
田
原

村
が
合
併
し
て
小
川
原
浦
村
と
な
っ
た
。
従
っ
て
崎
原
小
学
校
の
学
区
は
、

井
崎
村
と
小
川
原
浦
村
と
な
っ
た
。
遠
竹
小
学
校
、
井
崎
小
学
校
、
小
川

原
浦
小
学
校
、
田
原
小
学
校
を
統
廃
合
し
て
、
崎
原
小
学
校
を
井
崎
村
に

設
置
し
た
。
こ
れ
が
小
長
井
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
。

�
井
崎
小
学
校

・
創
立

明
治
六
年

・
学
区

井
崎
村

・
学
制

下
等
科
四
年

・
統
合

明
治
十
一
年

崎
原
小
学
校
に
統
合

�
小
川
原
浦
小
学
校

・
創
立

明
治
六
年

・
学
区

小
川
原
浦
村

・
学
制

下
等
科
四
年

・
統
合

明
治
十
一
年

崎
原
小
学
校
に
統
合

�
田
原
小
学
校

・
創
立

明
治
六
年

・
学
区

田
原
村

・
学
制

下
等
科
四
年

・
統
合

明
治
十
一
年

崎
原
小
学
校
に
統
合

�
崎
原
小
学
校

・
創
立

明
治
十
一
年

・
学
区

井
崎
村

小
川
原
浦
村

・
学
制

中
等
科
小
学
校

・
明
治
二
十
二
年
六
月

崎
原
小
学
校
と
長
里
小
学
校
を
統
合
し
て
、
本
村
中
央
の
目
島
に
校
地

を
求
め
、
校
舎
を
新
築
し
た
。

・
明
治
三
十
二
年
七
月

尋
常
科
四
年
、
高
等
科
四
年
の
学
制
を
し
き
、
小
長
井
尋
常
高
等
小
学

校
と
改
称

・
明
治
三
十
二
年
六
月

長
里
小
学
校
、
遠
竹
小
学
校
を
分
校
と
し
た
。

・
明
治
四
十
一
年

小
学
校
令
改
正
に
よ
り
、
尋
常
科
六
年
、
高
等
科
二
年
と
な
る
。

・
昭
和
十
六
年
四
月

国
民
学
校
令
施
行
に
よ
り
、
小
長
井
国
民
学
校
と
改
称

・
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日

学
制
改
革
六
・
三
制
の
実
施
に
よ
り
、
小
長
井
村
立
小
長
井
小
学
校
と

改
称

・
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日

田
原
分
校
開
設

・
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日

田
原
小
学
校
独
立

・
昭
和
三
十
八
年
・
昭
和
三
十
九
年

長
崎
県
教
育
委
員
会
指
定
「
体
育
」
の
研
究
校
と
な
り
研
究
発
表

・
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
一
日

―５６４―

第六章 教 育



町
制
施
行
に
よ
り
、
小
長
井
町
立
小
長
井
小
学
校
と
改
称

・
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
十
七
日

保
健
体
育
優
秀
校
と
し
て
文
部
省
よ
り
表
彰
を
受
け
る
。

・
昭
和
四
十
三
年
三
月
十
一
日

校
章
・
校
歌
を
制
定

・
昭
和
四
十
五
年
一
月
三
十
一
日

田
原
小
学
校
と
小
長
井
小
学
校
を
統
合
し
、
小
長
井
小
学
校
と
称
し
た
。

・
昭
和
四
十
六
年
六
月
三
十
日

小
長
井
小
学
校
新
築
落
成
、
校
舎
移
転
作
業
（
現
在
地
へ
）

総
工
費

一
三
八
、
四
三
一
、
〇
〇
〇
円

・
昭
和
四
十
六
年
九
月
一
日

新
校
舎
開
校
す
る

・
昭
和
四
十
八
年
五
月
十
五
日

体
育
館
落
成

総
工
費

二
八
、
四
六
〇
、
〇
〇
〇
円

・
昭
和
五
十
二
年
十
一
月

学
校
安
全
優
良
校
と
し
て
県
表
彰
を
う
け
る
。

・
昭
和
五
十
四
年
一
月

交
通
安
全
優
良
学
校
と
し
て
全
国
表
彰
を
う
け
る
。

長
崎
県
教
育
委
員
会
指
定
の
「
特
別
活
動
」
の
研
究
発
表

・
昭
和
五
十
八
年
五
月

学
校
給
食
開
始

・
昭
和
六
十
三
年
九
月

校
門
完
成

・
平
成
元
年
七
月

第
十
六
回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会
で
三
位
に

・
平
成
二
年
一
月

小
長
井
町
教
育
委
員
会
指
定
「
図
画
工
作
科
」
の
研
究
発
表

・
平
成
二
年
八
月

日
本
水
泳
連
盟
よ
り
、
水
泳
優
良
校
と
し
て
表
彰
を
う
け
る
。

・
平
成
三
年
四
月

小
長
井
町
五
小
中
学
校
合
同
潮
干
狩
実
施

・
平
成
三
年
九
月

小
長
井
小
学
校
創
立
三
十
周
年

・
平
成
六
年
三
月

校
内
中
庭
に
理
科
・
生
活
科
園
整
備

・
平
成
六
年
十
月

校
舎
大
規
模
改
修
工
事
竣
工

・
平
成
九
年
四
月

交
通
安
全
優
良
校
と
し
て
表
彰
を
う
け
る
。

・
平
成
十
一
年
十
月

パ
ソ
コ
ン
二
十
台
、
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
（
視
聴
覚
室
）
に
入
る
。

・
平
成
十
五
年
三
月

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
町
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
工
事
完
成

・
平
成
十
五
年
八
月

小
長
井
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
校
内
ま
で
配
信
完
了

・
平
成
十
五
年
十
一
月

小
長
井
町
教
育
委
員
会
指
定
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
研
究
発
表

―５６５―

第六節 町内の小・中学校など



プール納め会

山茶花高原キャンプ

研究授業

校内持久走大会

潮干狩り

入学式

運動会

―５６６―

第六章 教 育



赤米の稲刈り

修学旅行（ホテルの夕食）

校歌斉唱

総合学習（発表会）
キャンプファイヤー点火式

楽しい給食

音読タイム

長崎への社会科見学

―５６７―

第六節 町内の小・中学校など



三
、
長長
里里
小小
学学
校校

昭和４８年～昭和後半の校舎航空写真

平成７年～現在の校舎航空写真

―５６８―
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長里小学校校歌�
（昭和43年3月制定）�

作詞　西川　武治�
作曲　深町　一郎�

た
か

た

ら
だ
け

一
、
高
く
そ
び
え
る
多
良
岳
の

め
ぐ恵
み
を
う
け
て
日
を
う
け
て

つ
よ強
く
正
し
く
ほ
が
ら
か
に

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
学
び
ゆ
く

ぼ
こ
う
な
が
さ
と
し
ょ
う
が
っ
こ
う

母
校
長
里
小
学
校

ひ
ろ

あ
り
あ
け

二
、
広
く
ひ
ろ
が
る
有
明
に

の
ぞ
み

大
き
な
希
望
え
が
き
つ
つ

力
あ
わ
せ
て
ひ
と
す
じ
に

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
伸
び
て
い
く

ぼ
こ
う
な
が
さ
と
し
ょ
う
が
っ
こ
う

母
校
長
里
小
学
校

あ
お

う
ん
ぜ
ん

三
、
青
く
か
す
ん
だ
雲
仙
も

よ
べ
ば
こ
た
え
る
ま
な
び
や
に

た
の

げ
ん
き

い
つ
も
楽
し
く
元
気
よ
く

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
進
み
ゆ
く

ぼ
こ
う
な
が
さ
と
し
ょ
う
が
っ
こ
う

母
校
長
里
小
学
校

歴
代
校
長

氏

名

在
任
期
間

氏

名

在
任
期
間

古

賀

伝

一

明
治
３２
年

広

津

弘

昭
和
３２
年

古

賀

正

衛

明
治
３４
年

田

平

隆

昭
和
３４
年

宮

田

咲

明
治
３９
年

古

川

義

人

昭
和
４０
年

川

浪

猶

三

明
治
４５
年

前

田

隆

志

昭
和
４３
年

中

山

直

記

大
正
３
年

東

悦

男

昭
和
４５
年

馬

渡

秀

雄

大
正
５
年

森

久

雄

昭
和
５０
年

荒
木

有
右
衛
門

大
正
７
年

大

橋

賢

造

昭
和
５４
年

古

賀

昇

大
正
１１
年

島

�

秋

芳

昭
和
５６
年

元

永

重

八

大
正
１５
年

森

久

雄

昭
和
６０
年

北

村

純

三

昭
和
５
年

諫

見

豊

昭
和
６２
年

福

田

折

枝

昭
和
８
年

木

下

和

郎

平
成
２
年

酒

井

磯

衛

昭
和
１３
年

松

村

郁

夫

平
成
２
年
８
月

井

原

繁

喜

昭
和
１７
年

橋

口

正

男

平
成
５
年

山

崎

哲

次

昭
和
２１
年

寺

側

吉

國

平
成
９
年

池

田

国

彦

昭
和
２４
年

野

中

光

祥

平
成
１３
年

内

田

清

昭
和
２６
年
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沿

革

・
創
立

明
治
六
年

民
家
を
借
り
て
長
里
小
学
校
を
設
立
し
、
下
等
科
を
お
く

・
学
区

長
里
村

・
学
制

下
等
科
四
年

・
明
治
十
年

長
里
村
権
現
に
校
舎
新
設

・
明
治
十
一
年

湯
江

宇
良

長
里
の
三
校
を
組
合
立
と
し
て
、
本
校
を
宇
良
小
学
校

に
お
い
て
、
湯
江
小
、
長
里
小
を
分
校
と
し
た
。

・
明
治
十
五
年

学
制
改
革
に
よ
り
、
初
等
科
小
学
校
と
な
る
。

・
明
治
十
九
年

三
ヶ
村
組
合
学
校
を
解
消
し
長
里
村
大
峰
名
川
良
に
校
舎
を
新
築
移
転

し
て
、
簡
易
長
里
小
学
校
と
称
し
た
。

・
明
治
二
十
三
年

長
里
尋
常
小
学
校
と
改
称

・
明
治
三
十
二
年
六
月

崎
原
小
学
校
と
長
里
小
学
校
を
統
合
し
て
、
一
村
一
校
制
と
な
し
、
小

長
井
尋
常
高
等
小
学
校
設
置
に
伴
い
、
長
里
分
校
と
な
る
。

・
明
治
三
十
四
年
四
月

独
立
校
と
な
り
、
長
里
尋
常
小
学
校
と
改
称
。
修
業
年
限
四
年
と
な
る
。

・
明
治
四
十
一
年
四
月

小
学
校
令
改
正
に
よ
り
、
修
業
年
限
六
年
と
な
る
。

・
大
正
八
年
八
月

大
峰
名
三
一
番
地
に
新
校
舎
竣
工
移
転
（
現
在
地
）

同
年
十
月
十
五
日
開
校
式
を
行
う

・
昭
和
十
六
年
四
月

国
民
学
校
令
施
行
に
よ
り
、
長
里
国
民
学
校
と
改
称

・
昭
和
二
十
二
年
四
月

学
制
改
革
に
よ
り
、
小
長
井
村
立
長
里
小
学
校
と
改
称

・
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
一
日

町
制
施
行
に
よ
り
、
小
長
井
町
立
長
里
小
学
校
と
改
称

・
昭
和
四
十
三
年
三
月

校
歌
制
定

・
昭
和
四
十
三
年
十
二
月

飲
料
水
確
保
の
た
め
ボ
ー
リ
ン
グ
竣
工

・
昭
和
四
十
八
年
二
月

校
章
制
定

・
昭
和
四
十
八
年
五
月

新
校
舎
落
成

総
工
費

五
千
六
百
七
十
三
万
六
千
円
也

・
昭
和
五
十
一
年
十
二
月

体
育
館
落
成

総
工
費

五
千
四
百
万
円
也

・
昭
和
五
十
四
年
十
一
月

長
崎
県
教
育
委
員
会
指
定
「
特
別
活
動
」
研
究
発
表

―５７０―
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・
昭
和
五
十
五
年
十
一
月

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
九
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
よ
り
表
彰

・
昭
和
五
十
六
年
九
月

体
育
館
外
便
所
完
成

・
昭
和
五
十
七
年
三
月

国
旗
掲
揚
台
完
成

・
昭
和
五
十
八
年
三
月

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
表
彰

記
念
碑
建
立

・
昭
和
六
十
年
八
月

プ
ー
ル
完
成

・
昭
和
六
十
三
年
二
月

校
訓
碑
建
立
、
二
宮
金
次
郎
像
移
転

・
平
成
一
年
三
月

体
育
館
横
造
園
完
成

・
平
成
三
年
十
月

陶
芸
用
窯
場
新
設

・
平
成
六
年
三
月

飼
育
舎
完
成

・
平
成
八
年
三
月

特
別
校
舎
新
築
落
成
（
多
目
的
ホ
ー
ル
他
）

・
平
成
九
年
三
月

学
校
給
食
優
良
学
校
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰

・
平
成
十
年
二
月

パ
ソ
コ
ン
室
に
パ
ソ
コ
ン
設
置

・
平
成
十
年
五
月

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
地
域
指
定
研
究
協
力
校
に
指
定
（
文
部
省
指
定
）

・
平
成
十
二
年
十
月

校
舎
及
び
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事

・
平
成
十
四
年
四
月

小
長
井
町
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
始
動

・
平
成
十
六
年

パ
ソ
コ
ン
再
整
備
事
業
完
了

―５７１―
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総合的な学習（ハーブ）（３年生）

PTA全国表彰記念碑（昭和５８年）

縄文式縦穴式住居（卒業記念）

秋季大運動会

長里ふれあいデー交流（全学年）（３年生）

総合的な学習 もち米田植え（５年生）

長里小ふれあいデー（１年生、保育園）

山茶花高原ピクニックパーク遠足（４年生）

―５７２―
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芋掘り作業

長里小ふれあいデー（４年生）

ＡＬＴ交流（６年生）調理実習（６年生）

総合的な学習
もちつき（田植え→稲かり→もちつき）

総合的な学習（長里の名人探し）（５年生）

―５７３―
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四
、
田
原
小
学
校

当時の田原小学校

―５７４―
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田原小学校の歌� 作詞　野中　寅雄�
作曲　野中　寅雄�
�

や
ま

一
、
お
山
は

み
ど
り

く
も雲
は

と
ぶ

ひ
か
り光
み
な
ぎ
るお
か

こ
の
高
原
に

の伸
び
よ

の
び
よ
と

手
を
そ
え
て

わ
れ
ら

は
ぐ
く

僕
等

育
む

た
ば
る
こ
う

田
原
校

は
る

わ
か
く
さ

二
、
春
は

若
草

の野
に
も
え
て

あ
き

も
み
じ

秋
は

紅
葉
のそ

あ
や
を
染
む

た

ら

や
ま

多
良
の

お
山
を

せ背
に
う
け
て

の
ぞ

は

望
み

果
て
な
い

た
ば
る
こ
う

田
原
校

沿

革

・
創
立

明
治
六
年

・
学
区

田
原
村
全
域

・
学
制

下
等
科
四
年

・
明
治
十
一
年
十
月

遠
竹
小
学
校
・
井
崎
小
学
校
・
小
川
原
浦
小
学
校
・
田
原
小
学
校
の
四

校
を
統
合
し
て
、
崎
原
小
学
校
を
設
立
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
田
原
小
学

校
を
廃
校
し
た
。

・
昭
和
二
十
四
年
九
月
十
九
日

小
長
井
小
学
校
の
分
校
と
し
て
田
原
小
学
校
を
開
校
し
た
。

・
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日

独
立
し
て
小
長
井
村
立
田
原
小
学
校
と
改
称
し
た

・
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
一
日

町
制
施
行
に
よ
り
、
小
長
井
町
立
田
原
小
学
校
と
改
称
し
た

・
昭
和
四
十
五
年
一
月
三
十
一
日

田
原
小
学
校
と
小
長
井
小
学
校
と
統
合
、
小
長
井
小
学
校
と
改
称
し
、

校
舎
は
現
状
の
ま
ま
小
長
井
小
学
校
田
原
校
舎
と
な
る
。

・
昭
和
四
十
六
年
三
月
十
九
日
閉
校
し
た
。

歴
代
校
長

氏

名

在
任
期
間

氏

名

在
任
期
間

才

木

敏

雄

昭
和
３４
年

徳

永

卓

一

昭
和
４０
年

小

山

実

昭
和
３６
年

東

悦

男

昭
和
４４
年

古

田

定

昭
和
３８
年

―５７５―
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五五
、、
小小
長長
井井
中中
学学
校校

祝
５０
周
年
（
平
成
９
年
）

昭
和
５０
年
当
時
の
旧
校
舎

―５７６―
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小長井中学校校歌�作詞　原田　精助�
作曲　野中　寅雄�

一
、
朝
日
た
だ
さ
す
筑
紫
の
海
の

平
和
の
調
べ
寄
せ
く
る
浦
に

嵩
高
く
立
て
り
わ
れ
ら
が
学
舎

あ
ゝ
清
し
若
き
命
の
集
い

い
で
や
学
ば
ん
ま
こ
と
の
書
を

二
、
多
良
の
霊
の
清
ら
に
澄
め
る

自
由
の
泉
わ
き
ず
る
巌
に

豊
か
に
立
て
り
我
等
が
学
舎

あ
ゝ
聖
し
若
き
生
命
の
誓
い

い
で
や
磨
か
ん
学
問
の
技
を

三
、
天
つ
雲
上
に
普
賢
を
仰
ぐ

慈
愛
の
花
の
咲
き
そ
う
丘
に

雄
々
し
く
立
て
り
我
等
が
学
舎

あ
ゝ
高
し
若
き
生
命
の
理
想

い
で
や
究
め
ん
真
理
を
道
を

沿

革

・
創
立

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
年
）

・
学
区

小
長
井
村
全
域

・
学
制

修
業
年
限
三
ヶ
年

・
昭
和
二
十
四
年

第
一
校
舎
六
教
室
完
成

運
動
場
工
事
着
工

・
昭
和
二
十
五
年
十
月

運
動
場

千
五
百
坪
（
約
五
千
�
）
完
成

・
昭
和
二
十
六
年
十
月

第
二
・
第
三
校
舎
竣
工

宿
直
室
竣
工

電
話
架
設

サ
イ
レ
ン
台
設
置

・
昭
和
二
十
八
年
十
二
月

学
校
用
水
道
設
置

第
一
茶
園
造
成

・
昭
和
三
十
年
五
月

歴
代
校
長

氏

名

在
任
期
間

氏

名

在
任
期
間

吉

次

邦

雄

昭
和
２２
年

立

山

司

昭
和
５６
年

水

上

直

昭
和
２５
年

吉
牟
田

隆

昭
和
５８
年

菅

野

好

郎

昭
和
３１
年

原

田

恒

之

昭
和
６０
年

池

田

国

彦

昭
和
３６
年

後

田

達

郎

平
成
３
年

相

庭

久

栄

昭
和
４０
年

中

村

徹

昭
和
５
年

古

川

義

人

昭
和
４４
年

尾

崎

寛

臣

平
成
７
年

山

田

盛

祥

昭
和
４６
年

杉

田

義

生

平
成
９
年

公

文

信

義

昭
和
４９
年

上

田

義

之

平
成
１１
年

吉

野

繁

昭
和
５２
年

羽

淵

信

之

平
成
１６
年

―５７７―
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第
二
茶
園
造
成

特
別
教
室
第
三
教
室
竣
工
（
家
庭
科
）

・
昭
和
三
十
一
年
五
月

保
健
室
竣
工

創
立
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
百
万
円
で
、
ピ
ア
ノ
そ

の
他
備
品
購
入
、
運
動
場
拡
張
工
事
着
工

・
昭
和
三
十
二
年
五
月

国
旗
掲
揚
台
完
工

諫
早
水
害
に
よ
り
第
一
校
舎
裏
の
石
垣
崩
壊

・
昭
和
三
十
三
年
二
月

つ
つ
じ
園
造
成

・
昭
和
四
十
一
年
十
一
月

町
制
施
行
に
よ
り
、
小
長
井
町
立
小
長
井
中
学
校
と
改
称

自
転
車
置

場
完
工

・
昭
和
四
十
二
年
十
二
月

体
育
倉
庫
竣
工

理
科
教
室
完
工

・
昭
和
四
十
三
年
四
月

牧
の
通
学
道
路
舗
装

・
昭
和
四
十
四
年
三
月

体
育
館
竣
工

総
工
費

三
千
三
百
五
十
万
円

・
昭
和
四
十
六
年
十
一
月

旧
小
長
井
小
学
校
教
室
を
改
造
し
て
、
技
術
室
・
美
術
室
完
成

体
育

館
地
下
室
に
武
道
場
を
設
置

・
昭
和
四
十
七
年
七
月

特
殊
学
級
新
設

・
昭
和
五
十
年

体
育
館
便
所
設
置

・
昭
和
五
十
三
年

新
校
舎
竣
工

・
昭
和
五
十
四
年

体
育
倉
庫
竣
工

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
完
成

・
昭
和
五
十
五
年

県
教
育
委
員
会
指
定
「
英
語
」
研
究
発
表

・
昭
和
五
十
八
年

運
動
場
改
修
整
備

校
内
東
西
設
置

・
昭
和
五
十
九
年

窯
業
室
完
成

・
昭
和
六
十
年

校
訓
碑
建
立

案
内
塔
建
立

・
昭
和
六
十
三
年

武
道
場
完
成

・
平
成
三
年

パ
ソ
コ
ン
教
室
新
設

・
平
成
七
年

野
球
部
・
柔
道
部
（
個
人
男
女
）
九
州
大
会
出
場

・
平
成
八
年

校
舎
大
規
模
改
築
改
修
工
事

柔
道
部
（
個
人
女
）
九
州
大
会
出
場

・
平
成
九
年

創
立
五
十
周
年

・
平
成
十
年

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
推
進
地
域
指
定

心
の
教
室
開
設

・
平
成
十
一
年

パ
ソ
コ
ン
四
十
台
設
置

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
推
進
協
力
校

・
平
成
十
三
年

グ
ラ
ン
ド
大
規
模
改
修

体
育
館
前
ト
イ
レ
新
設

・
平
成
十
五
年

校
舎
周
辺
防
犯
灯
設
置

・
平
成
十
六
年

町
教
育
委
員
会
指
定
「
総
合
学
習
」
発
表
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生徒総会

文化祭（掲示）

文化祭（３年演劇）３年授業風景

文化祭（３年合奏）

３年授業風景

―５７９―
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郡中総体

学校給食

中総体推戴式

学校給食

体育祭（応援合戦）

クリーン作戦

―５８０―
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虹
の
原�

六六
、、
県県
立立
虹虹
のの
原原
養養
護護
学学
校校

みみ
ささ
かか
ええ
分分
校校

沿

革

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日

学
校
法
人
コ
ル
ベ
学
園
み
さ
か
え
養
護
学

校
廃
止
に
伴
い
、
四
月
一
日

長
崎
県
立
久
原
養
護
学
校
み
さ
か
え
分
校

と
し
て
開
校
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
本
校
新
設
移
転
に
伴
い
校
名
を
長
崎
県

立
虹
の
原
養
護
学
校
み
さ
か
え
分
校
に
変
更
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
隣
接
の
施
設
や
小
長
井
町
・
高
来
町
の
自
宅
か
ら

通
っ
て
お
り
、
そ
の
障
害
の
程
度
は
、
知
的
障
害
だ
け
の
子
か
ら
重
度
重

複
の
障
害
の
あ
る
子
ま
で
様
々
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
個
別
の
指
導
計
画

を
作
成
し
、
一
人
一
人
を
み
つ
め
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
少
人

数
で
あ
る
た
め
、
全
職
員
が
ほ
と
ん
ど
全
部
の
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、
家
庭
的
雰
囲
気
の
中
で
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
重
度

重
複
の
子
ど
も
に
は
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
も
お
り
、
看

護
師
が
配
置
さ
れ
、
関
係
の
施
設
と
の
連
携
も
行
っ
て
い
る
。

本
分
校
は
、
小
長
井
町
の
高
地
に
あ
り
、
遥
か
に
有
明
海
、
島
原
半
島

を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
山
茶
花
高
原
ま
で
車
で
十
分
で
い
け
る
距
離
に

あ
る
。
自
然
に
恵
ま
れ
、
山
道
を
利
用
し
た
歩
行
の
練
習
が
で
き
る
な
ど

そ
の
自
然
を
活
用
し
て
い
る
。

小
長
井
町
の
各
小
学
校
・
中
学
校
と
は
、
年
二
回
交
流
を
行
い
、
学
校

行
事
や
学
校
公
開
を
通
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
図
っ
て
き
た
。

地
域
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
担
う
べ
く
、
町

内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
か
ら
の
教
育
相
談
を
受
け
る

と
と
も
に
、
十
六
年
度
か
ら
は
、
各
小
学
校
・
中
学
校
へ
の
巡
回
教
育
相

談
を
開
始
し
、
地
域
の
中
の
養
護
学
校
を
目
指
し
て
い
る
。

―５８１―
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児童生徒数の推移（平成１０年度～１６年度）

１６年度

男子５名
女子２名
計 ７名

男子３名
女子３名
計 ６名

男子８名
女子５名
計１３名

１５年度

男子７名
女子３名
計１０名

男子１名
女子２名
計 ３名

男子８名
女子５名
計１３名

１４年度

男子６名
女子４名
計１０名

男子１名
女子３名
計 ４名

男子７名
女子７名
計１４名

１３年度

男子２名
女子４名
計 ６名

男子２名
女子４名
計 ６名

男子４名
女子８名
計１２名

１２年度

男子３名
女子３名
計 ６名

男子２名
女子４名
計 ６名

男子５名
女子７名
計１２名

１１年度

男子３名
女子４名
計 ７名

男子２名
女子１名
計 ３名

男子５名
女子５名
計１０名

１０年度

男子５名
女子４名
計 ９名

男子１名
女子１名
計 ２名

男子６名
女子５名
計１１名

年度
学部

小
学
部

中
学
部

全
体
総
数

長里小との交流

運動会

わくわくふれあいフェスタ

遠竹小との交流

潮干がり

小長井中との交流

―５８２―
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聖母の騎士小学校�
椿 原 中 学 校 �学園歌�作詞　轟　　龍造�作曲　境田　昭則�

七
、
聖聖
母母
のの
騎騎
士士
学学
園園

は
な

一
、
み
ど
り
と
花
の

に
お
い
た
つ

た

ら

つ
ば
き
は
ら

多
良
の
や
ま
な
み

椿
原

ま
な

わ
が
学
び
や
よ

わ
が
と
も
よ

に
じ

は
し

手
を
む
す
び
あ
い

虹
の
橋

せ
い
ぼ

き

し

聖
母
の
騎
士
に

ひ
か
り
み
ち

あ
い

む
ね

二
、
愛
と
き
ぼ
う
の

胸
に
わ
く

あ
り
あ
け

う
み

つ
く
し
ふ
じ

有
明
の
海

雲
仙
岳

わ
が
ふ
る
さ
と
よ

わ
が
と
も
よ

た
の楽
し
き
つ
ど
い

マ
リ
ア
さ
ま

せ
い
ぼ

そ
の

聖
母
の
園
に

さ
か
え
あ
れ

―５８３―
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沿

革

昭
和
二
十
一
年

一
月

長
崎
市
聖
母
の
騎
士
修
道
院
に
て
事
業
開
始

高
松
宮
殿
下
来
園

〃

十
月

生
活
保
護
に
よ
る
収
容
施
設
と
し
て
の
認
可
を

受
け
る
（
定
員
三
十
名
）

昭
和
二
十
二
年

一
月

長
崎
市
戸
町
三
菱
工
員
寮
跡
に
移
転

〃

九
月

ア
メ
リ
カ
少
年
の
町
の
創
設
者
プ
ラ
ナ
ガ
ン
神

父
来
園

〃

九
月

認
可
に
よ
り
小
・
中
学
校
開
校

昭
和
二
十
三
年

小
長
井
町
に
移
転
決
定

〃

四
月

児
童
福
祉
法
に
よ
り
養
護
施
設
に
認
可
さ
れ
る

（
定
員
百
名
）

昭
和
二
十
四
年

一
月

出
火

事
業
開
始
の
所
へ
引
上
げ
る

〃

二
月

大
村
市
・
海
軍
空
廠
跡
に
移
転

〃

五
月

天
皇
陛
下
御
来
園

昭
和
二
十
五
年

七
月

養
護
施
設
の
敷
地
開
き
始
め
る

〃

八
月

聖
母
の
騎
士
園
設
立

〃

十
一
月

大
村
市
・
空
廠
工
員
寮
跡
に
移
転

昭
和
二
十
八
年

五
月

現
在
地
の
移
設
に
移
転

昭
和
三
十
二
年
十
二
月

定
員
百
四
十
名
に
変
更

昭
和
三
十
五
年
十
二
月

社
会
福
祉
法
人
聖
ヨ
ゼ
フ
会
設
立

経
営
主
体

と
な
る

昭
和
四
十
年

五
月

第
一
次
新
築
の
施
設
家
屋
（
宿
舎
）
竣
工

〃

十
月

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
（
長
崎
）
北
高
来
第
一

団
少
年
隊
結
成

〃

十
一
月

秩
父
宮
妃
殿
下
御
来
園

昭
和
四
十
一
年

三
月

第
二
次
新
築
の
施
設
舎
屋
（
本
館
）
竣
工

昭
和
四
十
二
年

五
月

第
三
次
新
築
の
施
設
舎
屋
（
別
館
）
竣
工

昭
和
四
十
六
年

九
月

学
校
法
人
聖
母
の
騎
士
学
園
・
聖
母
の
騎
士
小

学
校
・
椿
原
中
学
校
校
舎
竣
工

昭
和
五
十
三
年

四
月

職
員
寮
竣
工

昭
和
五
十
四
年

五
月

国
際
児
童
年
記
念
公
園
完
成

昭
和
六
十
一
年

一
月

聖
母
の
騎
士
園
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
る

〃

五
月
「
子
供
の
日
」
高
田
知
事
来
園

平
成
一
年

四
月

定
員
の
変
更

百
四
十
名
か
ら
七
十
名
（
暫
定

定
員
六
十
三
名
）

平
成
六
年

三
月

中
央
競
馬
社
会
福
祉
財
団
の
助
成
に
よ
り
全
国

平
成
七
年

四
月
「
み
ど
り
の
日
」
高
田
知
事
来
園

〃

十
一
月

ヨ
ゼ
フ
ホ
ー
ム
の
食
堂
・
便
所
二
ヶ
所
・
屋
根

防
水
工
事
を
完
了

平
成
八
年

十
一
月

卒
園
生
有
志
と
石
田
様
の
寄
付
に
よ
り
聖
母
像

を
建
立

〃

十
一
月

聖
母
の
騎
士
園
創
立
五
十
周
年
記
念
行
事
（
外

部
者
の
た
め
）

〃

十
二
月

聖
母
の
騎
士
園
創
立
五
十
周
年
記
念
行
事

（
卒
・
在
園
者
の
た
め
）

平
成
九
年

八
月

第
四
十
三
回
九
州
地
区
児
童
福
祉
施
設
球
技
大

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
優
勝

〃

十
二
月

天
皇
陛
下
よ
り
御
下
賜
金
拝
受

平
成
十
六
年

四
月

定
員
七
十
名

―５８４―
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八
、
ふふ
たた
ばば
保保
育育
園園

所

在

地

北
高
来
郡
小
長
井
町
小
川
原
浦
名

沿

革

・
昭
和
三
十
三
年
七
月
一
日

浄
真
寺
の
本
堂
を
利
用
し
て
農
繁
期
の
託
児
所
を
開
設

・
昭
和
三
十
四
年
三
月
三
十
日

園
舎
新
築

・
昭
和
三
十
四
年
十
月
一
日

宗
教
法
人
浄
真
寺
ふ
た
ば
園
保
育
所
と
し
て
認
可

・
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日

園
舎
を
増
築
し
、
定
員
を
六
十
名
か
ら
九
十
名
に

・
平
成
二
年
二
月
二
十
日

園
舎
現
在
地
へ
移
転
改
築
完
成

定

員

九
十
名

職
員
数

二
十
名

―５８５―
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園 庭

絵画教室

もちつきお楽しみ会

クッキング実習おやつ作り

お釈迦さま花まつり

中学生との交流会

給食試食会

―５８６―
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九
、
清清
和和
保保
育育
園園

所

在

地

北
高
来
郡
小
長
井
町
打
越
名
一－

三

沿

革

・
昭
和
三
十
六
年
五
月

清
和
保
育
園
設
置
認
可

定
員
六
十
名

・
昭
和
三
十
九
年
四
月

清
和
保
育
園
増
員

定
員
九
十
名

・
昭
和
四
十
七
年
十
月

社
会
福
祉
法
人
清
和
福
祉
会
と
し
て
法
人
化

・
昭
和
五
十
九
年
三
月

清
和
保
育
園
老
朽
化
建
替

・
平
成
十
一
年
六
月

清
和
保
育
園
乳
児
室
増
築

・
平
成
十
四
年
二
月

清
和
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
室
・
一
時
保
育
室
の
増
築

・
平
成
十
四
年
四
月

学
童
保
育
ク
レ
ヨ
ン
ク
ラ
ブ
開
設

定

員

九
十
名

職
員
数

二
十
五
名

―５８７―

第六節 町内の小・中学校など



おゆうぎ会

クリスマス会

清和保育園夜祭り 阿蘇宮神社浮立奉納

運動会浮立

―５８８―
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小長井町ふるさとまつり

リズム遊び

じゃがいもほり

夜まつり

―５８９―
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十
、
遠遠
竹竹
保保
育育
園園

所

在

地

北
高
来
郡
小
長
井
町
遠
竹
名

沿

革

・
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日

認
可

・
平
成
元
年
三
月

新
築
移
転
（
現
在
地
）

・
平
成
十
一
年
三
月

乳
児
室
増
築

歴
代
園
長

中
村

徳
一
・
池
田
重
太
郎
・
渡
部

正
博
・
新
宮

富
雄

土
井

正
敬
・
池
田

文
英
・
池
田

芳
信

現
在
園
児

二
十
六
名

職
員
数

五
名

―５９０―
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わらべ太鼓

カレー作り

農業まつり参加

小長井町ふるさとまつり

お遊戯会

もちつき

―５９１―
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十
一
、、
井井
崎崎
保保
育育
園園

所

在

地

北
高
来
郡
小
長
井
町
井
崎
名
五
八
八

沿

革

・
昭
和
四
十
二
年
十
月
一
日

認
可

・
平
成
六
年
四
月
一
日

井
崎
名
よ
り
引
継

理
事
長

中
村
一
喜

・
平
成
六
年
十
一
月

新
築

現
在
園
児

定
員
六
十
名

職
員
数

十
名

―５９２―
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お作法教室

干し柿作り

井崎巻込浮立のカケ打ち

淀姫太鼓

サッカー大会

クッキン
グ教室

―５９３―
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小・中学校生徒数の推移
小長井小学校

合 計
７１６
４５５
３６７
３８１
３５７
３５５
３５４
３５２
３３２
３３５
３３１
３１６
３２４
３０７
３０２
２９２
２９４
２８９
２８５
２７９

長里小学校

合 計
２９０
２０５
１９３
１６２
１３６
１１５
１０７
９４
８５
８９
９４
９４
９１
８４
８７
９１
９３
９８
１００
１０７

ひまわり

６
４
２
２
３
３
３
２
５
３
３
３
２
３
２
２
２
３
３

６年生
５３
４９
３１
３３
３０
２４
２５
２１
１７
１６
１２
１４
１７
１３
１５
１６
１３
１４
１３
１８

６年生
１３５
９３
５９
７３
５７
５４
５５
６９
６０
５９
５７
５４
５５
６１
５２
５５
４０
５７
４６
５３

５年生
４８
３４
２９
２９
２４
２７
２２
１７
１４
１２
１５
１７
１３
１６
１６
１４
１４
１３
１８
１６

５年生
１３４
８６
５４
６９
５４
５５
６９
５８
５９
５７
５３
５４
６０
５１
５４
４０
５８
４６
５４
３８

４年生
５７
３４
３６
２７
２８
２１
１７
１４
１２
１６
１７
１３
１７
１６
１３
１４
１３
１９
１６
２３

４年生
１２３
７３
６３
６９
５５
６９
５７
６２
５５
５５
５２
５８
５２
５３
４０
５６
４９
５４
３８
５０

３年生
４５
２４
３１
２３
２１
１６
１３
１２
１５
１６
１３
１７
１７
１３
１４
１３
１９
１６
２０
１４

３年生
１２８
６５
５８
５９
６８
５８
６３
５４
５２
５２
５８
５３
５４
３９
５５
４８
５４
３７
５１
４４

２年生
３７
３２
３３
２９
１７
１５
１３
１５
１５
１３
１９
１８
１４
１４
１２
１７
１６
１９
１５
１８

２年生
９７
７６
５７
５７
５９
６３
５４
５４
５１
５６
５４
５２
４４
５４
４７
５３
３９
５０
４４
４８

１年生
５０
３２
３３
２１
１６
１２
１７
１５
１２
１６
１８
１５
１３
１２
１７
１７
１８
１７
１８
１８

１年生
９９
５６
７２
５２
６２
５３
５３
５２
５３
５１
５４
４２
５６
４７
５１
３８
５２
４３
４９
４３

昭和４５年
５０年
５５年
６０年

平成元年
２年
３年
４年
５年
６年
７年
８年
９年
１０年
１１年
１２年
１３年
１４年
１５年
１６年

昭和４５年
５０年
５５年
６０年

平成元年
２年
３年
４年
５年
６年
７年
８年
９年
１０年
１１年
１２年
１３年
１４年
１５年
１６年
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遠竹小学校

合 計
１４１
９１
６５
６９
７７
７５
８１
７８
６９
６８
６３
６２
６６
７７
７４
７２
６９
７３
６８
５９

６年生
２５
１５
８
１１
１３
８
１６
１９
９
１４
１０
１２
８
１３
１０
９
８
１４
１７
１０

５年生
２３
２３
８
１５
８
１５
１９
１０
１４
１０
１２
８
１３
１２
９
９
１３
１８
１０
１１

４年生
３０
１７
１２
１２
１５
１９
１０
１４
１１
１３
９
１３
１２
９
９
１３
１８
１０
１１
９

３年生
２７
１３
１０
１０
１９
１０
１２
１１
１３
９
１３
１１
９
８
１５
１９
１０
１１
９
１０

２年生
２０
１５
１５
１３
１０
１２
１０
１４
９
１３
１０
９
８
１６
２０
１１
１１
９
１０
１１

１年生
１６
８
１２
８
１２
１１
１４
１０
１３
９
９
９
１６
１９
１１
１１
９
１１
９
８

昭和４５年
５０年
５５年
６０年

平成元年
２年
３年
４年
５年
６年
７年
８年
９年
１０年
１１年
１２年
１３年
１４年
１５年
１６年

小長井中学校

合 計
６４７
５３３
３５１
３１８
３２７
３０８
２７８
２８８
２９０
３０２
２８９
２５６
２５３
２４１
２５３
２４７
２５０
２２８
２２８
２２４

３年生
２１７
１９４
１２６
１０８
１２０
１１２
９４
１０４
８４
１０１
１０８
９０
９２
７７
８７
７８
８８
８２
８３
６１

２年生
２２６
１８８
１０３
１０５
１１２
９４
１０２
８３
９８
１０８
９１
９０
７５
８６
７８
８７
８１
８３
６０
８６

１年生
２０４
１５１
１２２
１０５
９５
１０２
８２
９９
１０８
９０
９０
７６
８６
７８
８８
８２
８１
６３
８５
７７

昭和４５年
５０年
５５年
６０年

平成元年
２年
３年
４年
５年
６年
７年
８年
９年
１０年
１１年
１２年
１３年
１４年
１５年
１６年

聖母の騎士学園（平成１６年１２月１日現在）

計

１１

５

６

２２

７

３

４

５

４

３

２６

４

１

１７

７０

女

５

０

４

９

２

１

３

２

１

０

９

１

０

８

２７

男

６

５

２

１３

５

２

１

３

３

３

１７

３

１

９

４３

学 年

中学校３年生

２

１

計

小学校６年生

５

４

３

２

１

計

年少児

３歳未満児

高校生（その他）

合 計

―５９５―

第六節 町内の小・中学校など



十
二
、
教
育
関
係
年
表

西

暦

年
号
・
月

関

連

事

項

一
八
七
三

明
治

六
年

二
月

遠
竹
小
学
校
創
設

井
崎
小
学
校
創
設

小
川
原
浦
小
学
校
創
設

二
月

田
原
小
学
校
創
設

二
月

各
小
学
校
は
四
年
制

こ
の
年
代
は
長
里
村
は
宇
良
村
と
連
合
戸
長
役
場
を
つ
く
り
宇
良
の
馬
場
名
に
戸
長
役
場
を
お
い
た

一
八
七
八

明
治
一
一
年

長
里
小
学
校
、
湯
江
小
学
校
、
宇
良
小
学
校
を
組
合
立
と
す
る

遠
竹
小
学
校
、
井
崎
小
学
校
、
小
川
原
浦
小
学
校
、
田
原
小
学
校
を
統
合
し
崎
原
小
学
校
と
称
す

一
八
八
二

明
治
一
五
年

学
制
改
革
に
よ
り
、
初
等
科
小
学
校
と
改
称

一
八
八
九

明
治
二
二
年

小
学
校
令
制
定
・
義
務
制
実
施

一
八
九
九

明
治
三
二
年

六
月

崎
原
小
学
校
、
長
里
小
学
校
の
二
校
が
統
廃
合
し
、
小
長
井
尋
常
高
等
小
学
校
創
立

六
月

長
里
小
学
校
、
遠
竹
小
学
校
分
校
と
な
る

学
制
改
革

尋
常
科
四
年
・
高
等
科
四
年

田
川
九
郎
助
翁
校
舎
建
築
費
と
し
て
壱
千
円
寄
贈

一
九
〇
八

明
治
四
一
年
一
二
月

小
学
校
令
改
正
、
義
務
制
実
施

尋
常
科
六
年
・
高
等
科
二
年

一
九
一
一

昭
和
四
四
年
一
二
月

田
川
九
郎
助
翁
頌
徳
碑
建
立

一
九
四
一

明
治
一
六
年

一
月

国
民
学
校
令
施
行
、
各
小
学
校
校
名
変
更

一
九
四
七

昭
和
二
二
年

四
月

学
制
改
革

六
・
三
制
実
施

新
制
小
長
井
中
学
校
発
足

各
国
民
学
校
は
校
名
変
更
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
と
改
称

一
九
五
〇

昭
和
二
五
年

四
月

青
年
学
級
開
設
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一
〇
月

小
長
井
村
中
央
公
民
館
発
足

役
場
二
階
に
併
置

一
九
五
二

昭
和
二
七
年

四
月

婦
人
学
級
開
設

一
一
月

小
長
井
村
教
育
委
員
会
発
足

一
九
五
五

昭
和
三
〇
年

四
月

小
長
井
村
体
育
協
会
発
足

一
九
五
六

昭
和
三
一
年

六
月

教
育
委
員
会
令
改
正

一
九
五
八

昭
和
三
三
年
一
一
月

小
長
井
村
公
民
館
報
第
一
号
発
行

一
九
五
九

昭
和
三
四
年
一
一
月

ふ
た
ば
保
育
園
認
可

一
九
六
一

昭
和
三
六
年

五
月

清
和
保
育
園
認
可

一
二
月

中
央
公
民
館
竣
工
（
小
長
井
小
学
校
校
舎
を
移
転
・
改
築
）

一
九
六
三

昭
和
三
八
年

四
月

交
通
安
全
母
の
会
発
足

一
九
六
四

昭
和
三
九
年

四
月

遠
竹
保
育
園
認
可

七
月

子
ど
も
会
発
足

一
九
六
五

昭
和
四
〇
年

四
月

家
庭
教
育
学
級
発
足

一
九
六
六

昭
和
四
一
年
一
一
月

十
一
月
一
日
町
制
施
行
に
伴
い
町
内
各
学
校
校
名
変
更

一
二
月

中
央
公
民
館
移
転
、
旧
役
場
庁
舎
へ

一
九
六
七

昭
和
四
二
年
一
〇
月

井
崎
保
育
園
認
可

一
九
六
九

昭
和
四
四
年

四
月

交
通
安
全
対
策
協
議
会
発
足

一
九
七
〇

昭
和
四
五
年

四
月

田
原
小
学
校
と
小
長
井
小
学
校
を
統
合
し
て
小
長
井
小
学
校
と
な
る

一
九
七
一

昭
和
四
六
年

四
月

町
営
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始
（
田
原
小
学
校
区
児
童
対
象
）

一
九
七
二

昭
和
四
七
年

四
月

青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
発
足

一
九
七
三

昭
和
四
八
年

三
月

町
民
グ
ラ
ン
ド
竣
工

七
月

町
民
プ
ー
ル
竣
工

一
九
七
五

昭
和
五
〇
年

五
月

町
民
セ
ン
タ
ー
新
築
落
成

一
九
七
九

昭
和
五
四
年

一
月

第
一
回
小
長
井
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催
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一
九
八
一

昭
和
五
六
年
一
二
月

文
化
協
会
設
立

一
九
八
三

昭
和
五
八
年

五
月

高
来
・
小
長
井
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
完
全
給
食
開
始

一
九
八
五

昭
和
六
〇
年

三
月

田
原
体
育
館
完
成

一
九
八
八

昭
和
六
三
年

四
月

長
里
地
区
町
民
グ
ラ
ン
ド
落
成
記
念
。
第
三
回
シ
ニ
ア
Ｓ
Ｐ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

五
月

郡
高
校
生
保
護
者
会
議

五
月

町
民
相
撲
大
会

五
月

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

六
月

第
四
回
小
長
井
町
民
卓
球
大
会

六
月

子
供
会
宿
泊
研
修
会
（
千
々
石
少
年
自
然
の
家
）

六
月

第
二
回
高
齢
者
教
室

七
月

親
と
子
の
つ
ど
い

八
月

郡
高
校
生
球
技
大
会

一
〇
月

第
三
十
回
町
民
体
育
祭

一
〇
月

町
民
歩
こ
う
会
（
多
良
岳
）

一
二
月

第
十
四
回
青
少
年
健
全
育
成
柔
道
大
会

一
九
八
九

平
成

元
年

一
月

町
内
一
周
駅
伝
大
会

一
月

北
高
・
諫
早
駅
伝
大
会

二
月

小
長
井
百
周
年
記
念
教
育
講
演
会

二
月

青
年
祭
、
町
展

三
月

第
十
三
回
町
民
文
化
展

三
月

第
一
回
社
会
教
育
研
究
大
会
（
第
四
回
よ
り
生
涯
学
習
研
究
大
会
に
改
称
）

四
月

庭
球
場
開
き
町
民
庭
球
大
会

四
月

相
撲
場
落
成
式
お
よ
び
記
念
相
撲
大
会

五
月

第
十
五
回
町
民
相
撲
大
会

五
月

第
五
回
町
少
林
寺
拳
法
大
会
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六
月

婦
人
大
学
開
講
式

七
月

婦
人
会
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
大
会

七
月

第
五
回
町
民
卓
球
大
会

七
月

諫
早
署
管
内
の
第
十
六
回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会
で
、
小
長
井
小
学
校
が
三
位
に

八
月

町
高
校
生
卓
球
大
会
、
郡
高
校
生
球
技
大
会

八
月

郡
民
体
育
大
会

九
月

第
一
回
諫
早
・
大
村
・
北
高
チ
ビ
ッ
コ
相
撲
大
会

一
〇
月

第
三
十
一
回
町
民
体
育
大
会

一
〇
月

地
区
対
抗
野
球
大
会

一
〇
月

第
三
十
一
回
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
で
、
長
崎
県
代
表
と
し
て
井
崎
浮
立
を
披
露

一
〇
月

第
十
五
回
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
男
子
五
チ
ー
ム
、
女
子
六
チ
ー
ム
参
加

一
一
月

第
七
回
小
長
井
町
少
年
防
犯
剣
道
大
会
に
四
百
二
十
名
が
参
加

一
一
月

第
十
一
回
小
長
井
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
六
百
五
十
人
が
力
走

一
二
月

第
十
五
回
青
少
年
健
全
育
成
書
道
大
会
で
小
長
井
が
二
連
覇
達
成

一
九
九
〇

平
成

二
年

三
月

ふ
た
ば
保
育
園
新
園
舎
完
成

三
月

第
十
八
回
青
年
祭
、
第
十
四
回
町
民
文
化
展

一
九
九
一

平
成

三
年

四
月

山
茶
花
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
第
一
回
開
催

一
九
九
二

平
成

四
年

九
月

学
校
週
五
日
制
試
行
ス
タ
ー
ト

一
〇
月

長
里
浮
立
が
復
活
、
総
勢
三
百
人
で

一
九
九
四

平
成

六
年

田
原
町
民
グ
ラ
ン
ド
完
成

一
九
九
七

平
成

九
年

四
月

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
体
験
見
学
習
「
合
同
潮
干
狩
り
」
実
施

一
九
九
九

平
成
一
一
年
一
一
月

小
長
井
文
化
ホ
ー
ル
竣
工
落
成

二
〇
〇
〇

平
成
一
二
年

六
月

古
代
米
の
田
植
え
。
畔
に
ハ
ー
ブ
の
植
付
け
…
柳
新
田
で
町
内
小
学
生
が
体
験

二
〇
〇
一

平
成
一
三
年

一
月
「
多
良
街
道
」
道
標
の
碑
建
立
記
念
式
典

二
〇
〇
二

平
成
一
四
年

三
月

新
し
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
「
さ
ざ
ん
か
号
」
納
車
さ
れ
る
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二
〇
〇
二

平
成
一
四
年

四
月

完
全
学
校
週
五
日
制
ス
タ
ー
ト
、
総
合
的
学
習
の
時
間
の
新
設

九
月

県
婦
人
団
体
研
究
大
会
が
本
町
で
開
催

二
〇
〇
三

平
成
一
五
年

二
月

長
里
小
学
校
創
立
百
三
十
周
年
記
念
式
典

二
〇
〇
四

平
成
一
六
年

一
月

古
賀
町
長
、
五
期
十
七
年
間
の
大
役
を
終
え
辞
任

二
月

第
十
二
代
町
長
に
山
下
勝
紀
氏
が
当
選

三
月

大
久
保
地
区
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成

三
月

合
併
協
議
会
へ
の
復
帰
を
議
決

四
月

経
塚
の
地
上
標
識
発
見
。
川
内
の
称
念
寺
に
保
存

八
月

最
後
の
北
高
来
郡
民
体
育
大
会
、
惜
し
く
も
二
位

九
月

第
五
十
三
回
県
青
年
大
会
で
、
軟
式
野
球
優
勝
、
全
国
大
会
に
出
場

一
〇
月

合
併
前
最
後
の
町
民
体
育
祭
は
、
雨
天
の
た
め
中
止
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成人式（１９５４年１月１５日）

成人式（２００５年１月４日）
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第
七
節

青
年
教
育
の
お
も
か
げ

一
、
実
業
補
習
学
校

実
業
補
習
学
校
規
則
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九

三
）
十
月
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
は
実
業
学

校
令
が
公
布
さ
れ
、
実
業
補
習
学
校
は
小
学
校
に
付
設
さ
れ
、
季
節
及
び

土
地
の
状
況
・
職
業
種
別
・
そ
の
繁
閑
期
に
応
じ
て
、
授
業
時
間
を
定
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

小
長
井
村
で
は
、
小
長
井
第
一
実
業
補
習
学
校
が
、
小
長
井
尋
常
高
等

小
学
校
に

・
小
長
井
第
二
実
業
補
習
学
校
が
、
長
里
小
学
校
に

・
小
長
井
第
三
補
習
学
校
が
、
遠
竹
小
学
校
に

い
ず
れ
も
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
付
設
さ
れ
、
補
習
学
校

長
は
小
学
校
長
が
兼
任
し
、
小
学
校
教
員
が
委
嘱
を
受
け
て
指
導
に
あ

た
っ
た
。
専
任
教
員
が
一
般
的
に
置
か
れ
た
の
は
、
大
正
の
末
期
か
ら
、

昭
和
の
初
期
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。

小
長
井
第
四
実
業
補
習
学
校
が
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
七
月
、
田

原
名
の
西
円
寺
に
開
設
さ
れ
、
大
正
七
年
一
月
に
、
田
原
名
で
校
舎
を
新

築
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

大
正
九
年
十
二
月
、
実
業
補
習
学
校
の
規
程
が
改
正
さ
れ
て
、
前
期
・

後
期
に
分
け
ら
れ
た
。
前
期
は
尋
常
小
学
校
卒
業
、
後
期
は
高
等
小
学
校

卒
業
を
入
学
資
格
と
し
た
。
勿
論
前
期
を
修
了
す
れ
ば
、
後
期
入
学
の
資

格
が
付
与
さ
れ
た
。

二
、
青
年
訓
練
所

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
四
月
、
青
年
訓
練
所
令
が
公
布
さ
れ
、
各

市
町
村
に
青
年
訓
練
所
設
置
の
義
務
が
負
わ
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
従

来
の
実
業
補
習
学
校
は
、
青
年
訓
練
所
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
長
井
村
で
は
、
青
年
訓
練
所
認
定
小
長
井
実
業
補
習
学
校
と
称
し
た
。

「
青
年
の
心
身
を
鍛
錬
し
、
健
全
な
る
国
民
、
善
良
な
る
公
民
た
る
資
質

の
向
上
を
は
か
る
」
と
い
う
目
的
で
各
教
科
の
外
、
軍
事
教
練
が
こ
の
時

か
ら
実
施
さ
れ
、
軍
国
主
義
教
育
の
浸
透
を
目
ざ
す
第
一
歩
と
な
っ
た
。

上
級
校
に
進
ま
な
い
十
六
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
青
年
は
こ
れ
に
入
所
し
、

軍
籍
を
持
っ
た
在
郷
軍
人
の
中
か
ら
教
練
指
導
員
が
採
用
さ
れ
、
訓
練
銃

や
模
擬
兵
器
が
整
備
さ
れ
た
。
年
に
一
度
、
軍
に
よ
る
査
閲
が
行
わ
れ
、

生
徒
の
緊
張
を
た
か
め
た
。

上
級
校
に
は
現
役
将
校
が
配
属
さ
れ
、
軍
事
教
練
が
正
課
に
編
入
さ
れ

た
の
で
、
日
本
の
す
べ
て
の
青
年
が
等
し
く
軍
事
教
練
を
受
け
た
の
で
あ

る
。三

、
青
年
学
校

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
勅
令
に
よ
っ
て
青
年
学
校
令
が
公
布
さ
れ

―６０２―

第六章 教 育



た
。
教
科
内
容
は
殆
ん
ど
変
ら
な
か
っ
た
が
、
軍
事
教
練
は
一
層
強
化
さ

れ
た
。
従
来
、
補
習
学
校
の
多
く
は
小
学
校
に
併
設
さ
れ
、
独
立
校
は
県

下
で
も
少
数
で
あ
っ
た
が
、
当
局
の
指
導
も
あ
っ
て
、
青
年
学
校
発
足
後

は
専
任
教
諭
も
充
実
さ
れ
、
そ
の
後
、
年
と
と
も
に
独
立
青
年
学
校
も
増

加
し
た
。小
長
井
村
で
は
併
設
の
ま
ま
、そ
の
実
績
の
向
上
を
み
つ
つ
あ
っ

た
が
、
学
制
改
革
と
と
も
に
全
国
一
斉
に
廃
止
さ
れ
た
。

第
八
節

社
会
教
育

一
、
社
会
教
育
の
変
遷

学
校
と
い
う
施
設
が
な
く
、
教
師
と
い
う
職
業
が
な
か
っ
た
大
昔
か
ら

教
育
は
行
わ
れ
て
い
た
。

親
や
、
僧
侶
、
ま
た
親
方
や
先
輩
達
が
、
家
庭
や
仕
事
場
、
地
域
で
、

新
し
い
世
代
を
既
存
の
社
会
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
、
教
育
や
訓
練
を

行
っ
て
き
た
。

教
育
が
な
け
れ
ば
、
個
人
は
そ
の
社
会
に
適
応
し
て
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
社
会
も
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
ん
な

教
育
の
大
部
分
を
社
会
教
育
と
名
づ
け
る
な
ら
、
社
会
教
育
は
学
校
教
育

よ
り
は
る
か
に
以
前
か
ら
、
人
類
の
歴
史
と
共
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
よ
う
な
教
育
の
営
み
の
中
で
、
も
っ
と
も
自
然
な
形
で
行
わ
れ
て

き
た
も
の
は
、
親
が
そ
の
師
弟
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
家
庭
教
育
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
社
会
は
次
代
の
形
成
者
た
る
青
少
年
の
教
育
を
、
単
に
家

庭
に
任
せ
て
お
く
だ
け
で
な
く
、
組
織
的
に
教
育
を
行
う
た
め
に
学
校
を

設
立
し
た
。
だ
が
、
そ
の
学
校
も
、
長
い
間
、
貴
族
、
武
士
な
ど
一
部
の

特
権
階
級
の
も
の
で
あ
り
、
一
般
大
衆
の
殆
ど
は
、
そ
れ
に
参
加
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。

明
治
維
新
以
後
、
政
府
は
諸
外
国
と
肩
を
並
べ
て
い
く
た
め
に
、
富
国

強
兵
策
は
勿
論
、
幕
藩
体
制
に
代
る
天
皇
中
心
の
中
央
集
権
思
想
で
国
内

を
統
一
す
る
必
要
を
感
じ
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
文
部
省
に
博

物
局
を
お
き
、
翌
五
年
に
書
籍
局
を
お
い
た
。
こ
れ
が
わ
が
国
の
公
的
社

会
教
育
の
は
じ
ま
り
と
い
え
よ
う
。
明
治
五
年
に
学
生
が
制
定
さ
れ
、
官

僚
養
成
を
ね
ら
う
帝
国
大
学
も
設
置
さ
れ
た
。
一
方
、
こ
の
政
治
目
的
を

民
衆
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
民
衆
強
化
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
ま
で
の
社
会
教
育
は
、
都
市
の
労
働
者
よ
り
も

農
村
の
民
衆
教
育
に
重
点
を
お
き
、
そ
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
把
握
し
や

す
い
青
年
団
体
の
育
成
に
、
ね
ら
い
が
お
か
れ
た
。
大
同
小
異
は
あ
る
に

せ
よ
、
長
崎
県
に
お
い
て
も
大
正
末
期
に
は
、
県
下
の
各
地
域
に
地
域
の

く

ら

ぶ

集
会
場
を
兼
ね
た
青
年
倶
楽
部
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
倶
楽
部
は
、

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
六
月
十
日
に
社
会
教
育
法
が
制
定
さ
れ
る

と
、
改
築
し
た
り
新
築
し
た
り
し
て
、
地
域
の
社
会
教
育
の
中
心
た
ら
ん

こ
と
を
目
ざ
し
た
。

地
区
公
民
館
は
、
地
区
の
人
達
の
話
し
合
い
の
場
で
あ
り
、
ま
た
、
中
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央
公
民
館
や
役
場
な
ど
の
連
絡
の
場
で
も
あ
る
。
青
年
団
・
婦
人
会
・
地

区
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
供
会
な
ど
、
団
体
の
地
域
単
位
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

青
年
学
級
・
婦
人
学
級
な
ど
が
開
か
れ
、
学
習
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

公
民
館
活
動
と
称
す
る
以
前
か
ら
、
青
年
倶
楽
部
は
青
年
団
活
動
の
拠
点

と
な
っ
て
い
た
。

二
、
中
央
公
民
館

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
六
月
十
五
日
、
社
会
教
育
法
制
定
に
伴

い
、
我
が
町
（
当
時
は
村
制
）
で
は
昭
和
二
十
五
年
十
月
一
日
、
小
長
井

村
公
民
館
が
役
場
二
階
に
設
置
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
十
二
月
一
日
、
小
長
井
小
学
校
校
舎
の

一
部
を
改
築
し
、
独
立
の
公
民
館
と
し
た
。
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
十
九

日
、
公
民
館
設
置
条
例
を
可
決
し
て
、
公
民
館
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
。
こ
の
公
民
館
は
、
昭
和
三
十
七
年
七
月
八
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
土

砂
埋
没
の
被
害
を
受
け
、
昭
和
三
十
八
年
九
月
一
日
公
民
館
災
害
復
旧
工

事
が
完
成
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
十
一
月
一
日
町
制
を
施
行
し
、
町
役
場

庁
舎
の
新
築
移
転
の
跡
を
改
造
し
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
一
日
、
中
央

公
民
館
を
こ
こ
に
移
し
た
。

社
会
教
育
の
振
興
と
老
人
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
昭
和
五
十
年
（
一

九
七
五
）
六
月
一
日
、
旧
小
長
井
小
学
校
敷
地
跡
に
町
民
セ
ン
タ
ー
が
建

て
ら
れ
た
。

中
央
公
民
館
は
各
種
の
施
設
が
完
備
さ
れ
、
平
成
十
一
年
に
文
化
ホ
ー

ル
が
完
成
す
る
ま
で
、
町
民
の
教
育
の
場
、
研
修
の
場
、
憩
い
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
た
。

三
、
小
長
井
文
化
ホ
ー
ル

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
建
て
ら
れ
た
町
民
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公

民
館
）
は
、
長
い
間
、
町
民
に
親
し
ま
れ
活
用
さ
れ
た
が
、
老
朽
化
も
あ

り
、
ま
た
時
代
の
流
れ
に
応
じ
た
多
目
的
ホ
ー
ル
の
建
設
が
求
め
ら
れ
、

小
長
井
文
化
ホ
ー
ル
が
町
民
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
に
建
設
と
な
り
、
平
成
十

一
年
（
一
九
九
九
）
十
一
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
。

こ
の
小
長
井
文
化
ホ
ー
ル
は
、
ハ
ー
ト
フ
ル
ホ
ー
ル
（
五
一
一
席
）、

ゆ
め
ホ
ー
ル
（
固
定
椅
子
二
三
〇
席
）
の
集
会
室
、
図
書
室
、
郷
土
資
料

室
、
展
示
室
、
研
修
室
な
ど
を
備
え
た
複
合
施
設
で
、
地
域
住
民
の
文
化
・

芸
術
の
創
造
と
生
涯
学
習
の
振
興
や
交
流
の
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
運
営
に
つ
い
て
は
、
広
く
町
民
か
ら
意
見
を
頂
き
、
よ
り
活
用

し
や
す
い
文
化
ホ
ー
ル
と
す
る
た
め
に
『
小
長
井
文
化
ホ
ー
ル
運
営
委

員
』
を
公
募
し
て
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

文
化
ホ
ー
ル
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
集
会
室
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ホ
ー
ル

は
生
涯
学
習
研
究
大
会
、
町
民
文
化
展
、
小
長
井
中
学
校
の
文
化
祭
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
固
定
椅
子
が
備
え
て
あ
る
ゆ
め
ホ
ー
ル
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
成
人
式
や
文
化
協
会
に
加
入
し
て

い
る
各
種
団
体
の
発
表
会
及
び
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
教
育
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◎建物の概要
名 称 小長井文化ホール

（小長井町図書室・小長井町郷土資料室併設）
所在地 長崎県北高来郡小長井町小川原浦名８２５番地
着 工 平成１０年７月１日
竣 工 平成１１年１０月２０日
敷地面積 ７，５００�
建築面積 １，８８９．６４�
延 面 積 ４，０６３．７８�
構 造 鉄筋コンクリート造、

地上３階（一部４階）建
総事業費 １８億５千万円

◎施設の概要
小長井文化ホール
《１階》事務室 １１４．８８�、管理人室 ２９．１８�、

エントランス等 １５１．５８�
《２階》実習室 ６３．２１�、展示室 １９９．９５�、

研修室１ １０４．３０�（和室３５畳）、研修
室２ ３０．５５�、会議室 ６５．９８�、ロビー
等 １８２．５７�、図書室 ２５９．２０�、書庫
１７．０９�、郷土資料室 １３８．３２�、収
蔵庫 １８．６９�

《３階》ゆめホール ３１６．８６�（個定席２３０席）、
親子室 １１．１０�、ハートフルホール
４１６．８０�（移動席５１１席）、親子室 ６．８４
�、楽屋１・２ ４１．６０�、ピアノ庫
１２．６０�、ロビー・ホワイエ ３３５．３０�、
倉庫等 １２９．０１�

《４階》調整室１ ４３．７９�、調整室２ ３３．００�、
機械・電気室 ３１４．６０�

設計監理 �安井建設設計事務所
工事施工業者 三井建設�九州支店
開 館 平成１１年１１月１日

◎図書室蔵書数
一般図書 １６，０８０冊
児童図書 １０，７６９冊
図書合計 ２６，８４９冊
ＡＶ １，２４４本

小長井文化ホール運営委員名簿 任期：平成１６年７月１日～平成１７年２月２８日

備 考
社会教育委員
社会教育委員
社会教育委員
社会教育委員
社会教育委員
社会教育委員
社会教育委員
社会教育委員
文化協会会長
公民館連絡協議会理事
公民館連絡協議会理事
公民館連絡協議会理事
公民館連絡協議会理事
公民館連絡協議会理事
公民館連絡協議会理事
公民館連絡協議会理事
青年団長
一般公募

住 所
小長井町大峰名４
小長井中学校
小長井町打越名１００７
小長井町井崎名１１５３－３
小長井小学校
小長井町遠竹名４９１
小長井町川内名４４２
小長井町小川原浦名５８０
小長井町新田原名３１
小長井町大峰名４３４
小長井町小川原浦名９８０
小長井町小川原浦名１８９３－６
小長井町遠竹名５５６－２
小長井町井崎名９６２－２
小長井町牧名３３８
小長井町井崎名６５３
小長井町井崎名６６４
小長井町小川原浦名７３８－１

氏 名
島 崎 秋 芳
羽 淵 信 之
森 郁 子
中 村 和 弥
壽 柳 喜 行
森 光 徳
増 山 増 子
原 口 輝 義
森 アサノ
大 江 勝 利
立 山 貢
高 畑 満
土 井 信 幸
陣 内 勉
原 田 利 成
井 関 修一郎
池 田 敏 隆
三 丸 求

番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８

図書利用状況の推移
貸 出 数

利用者数
３，１６４人
１０，５８９人
１４，８４０人
１３，０８４人
１２，１２９人
１０，６２５人

ＡＶ
２０９本
４，０１５本
５，６１２本
４，６９９本
４，２５９本
３，５４５本

図書合計
６，７８９冊
１６，４４２冊
２３，３９１冊
２１，３４９冊
１９，５９７冊
１８，４７７冊

児童図書
４，３４８冊
８，４７３冊
１３，３１５冊
１１，５６９冊
１０，８９２冊
１０，４１５冊

一般図書
２，４４１冊
７，９６９冊
１０，０７６冊
９，８２５冊
８，７０５冊
８，０６２冊

年 度

平成１１年度（Ｈ．１１年１２月１日～Ｈ．１２年３月３１日）
平成１２年度（Ｈ．１２年４月１日～Ｈ．１３年３月３１日）
平成１３年度（Ｈ．１３年４月１日～Ｈ．１４年３月３１日）
平成１４年度（Ｈ．１４年４月１日～Ｈ．１５年３月３１日）
平成１５年度（Ｈ．１５年４月１日～Ｈ．１６年３月３１日）
平成１６年度（Ｈ．１６年４月１日～Ｈ．１７年１月３１日）
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文化ホール全景

ホワイエ２

ロビー１

ハートフルホール緞帳

図書室
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郷土資料室

ハートフルホール

ゆめホール

研修室１

小会議室
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委
員
会
が
定
期
的
に
主
催
し
て
い
る
、
各
種
講
演
会
、
シ
ル
バ
ー
大
学
、

町
民
映
画
ま
つ
り
な
ど
に
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
小
長
井
図
書
室
は
、
文
化
ホ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
、
毎
月
、

図
書
購
入
を
続
け
て
お
り
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
五
）
一
月
末
現
在
で

約
二
七
、〇
〇
〇
冊
と
な
り
、利
用
者
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
市
町
村
合

併
後
は
、
諫
早
市
図
書
館
の
分
館
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

小
長
井
文
化
ホ
ー
ル
は
こ
れ
ま
で
、
町
民
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の

共
通
テ
ー
マ
の
も
と
、
豊
か
な
個
性
あ
る
文
化
を
創
造
し
、
安
ら
ぎ
と
潤

い
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
市
町
村
合
併
後
も

文
化
の
交
流
を
行
う
拠
点
施
設
と
し
て
町
民
に
愛
さ
れ
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
願
う
も
の
で
あ
る
。

四
、
青
少
年
教
育

青
少
年
教
育
、
な
か
で
も
少
年
教
育
は
、
学
校
教
育
の
範
囲
で
と
ら
え

ら
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
社
会
教
育
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
公
民
館
は
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
ど
ん
な
事
業
を
計

画
し
た
ら
よ
い
か
、
又
地
域
の
社
会
教
育
関
係
団
体
と
連
携
す
る
な
か
で
、

有
志
指
導
者
の
発
掘
と
そ
の
活
用
や
学
校
施
設
の
利
用
を
ど
ん
な
に
す
れ

ば
よ
い
か
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

我
が
小
長
井
町
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
で
結
成
し
て
い
る
子
ど
も
会
の

数
は
、
三
十
あ
る
が
少
子
化
に
伴
い
会
員
数
は
激
減
し
て
い
る
。

個
人
の
公
的
存
在
性
の
把
握
と
い
う
観
点
か
ら
「
一
人
は
み
ん
な
の
た

め
に
！
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
！
」「
私
の
子
ど
も
か
ら
私
た
ち
の
子

ど
も
へ
」
と
言
う
基
本
的
な
考
え
方
を
増
進
す
る
の
が
何
よ
り
も
、
子
ど

も
会
、
親
子
会
の
場
で
あ
ろ
う
。

我
が
町
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
が
組

織
さ
れ
、
年
を
追
う
て
そ
の
活
動
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
全
町

民
こ
ぞ
っ
て
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
ね
が
い
、
子
ど
も
会
の
横
の
連

絡
を
密
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

・
子
ど
も
会
活
動

・
青
少
年
の
組
織
活
動
の
充
実

・
社
会
体
育
活
動
の
充
実

等
を
基
本
方
針
と
し
て
、
生
涯
教
育
と
の
連
携
の
中
で
、
各
種
の
学
級
、

講
座
、
な
ど
が
開
設
運
営
さ
れ
て
い
る
。

青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
を
ね
ら
い
と
し
た
社
会
体
育
部
門
の

ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て
次
の
大
会
を
行
っ
て
い
る
。

・
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
柔
道
大
会

・
少
林
寺
拳
法
大
会

・
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

・
子
ど
も
会
寒
げ
い
こ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

・
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
剣
道
大
会

�
子
ど
も
会

子
ど
も
に
と
っ
て
、
子
ど
も
会
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
子
ど
も
会
は
子

ど
も
の
要
求
と
そ
の
必
要
性
を
重
視
す
る
大
人
の
配
慮
と
合
致
し
て
、
で
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き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

お
と
な
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
子
ど
も
会
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

理
由
は
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
環
境
、
子
ど
も

が
し
い
ら
れ
て
い
る
生
活
問
題
と
、
も
う
一
つ
は
、
子
ど
も
の
た
く
ま
し

い
成
長
に
不
可
欠
だ
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

前
者
が
家
庭
や
学
校
や
社
会
に
問
題
が
あ
り
、
子
ど
も
の
生
活
の
場
と

し
て
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
不
十
分
性
を
補
う
も
の
と
し
て
子
ど
も
会
に

期
待
す
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
立
場
は
、
欠
け
た
も
の
を
補
う
も
の
と
し

て
子
ど
も
会
を
見
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
た
く
ま
し
い
成
長
の
た
め

に
は
遊
び
、
仲
間
集
団
は
不
可
欠
な
も
の
で
、
子
ど
も
会
の
役
割
機
能
を

積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

合同潮干狩り

古代赤米稲刈り

通学合宿
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子
ど
も
会

地
区

子
ど
も
会

地
区

釜

一

子
ど
も
会

遠

竹

田

原

子
ど
も
会

田

原

釜

二

子
ど
も
会

農
場
清
水

子
ど
も
会

農
場
清
水

遠

竹

子
ど
も
会

朝

顔

子
ど
も
会

牧

柳

南

子
ど
も
会

仲
よ
し

子
ど
も
会

黒
仁
田

子
ど
も
会

不
知
火

子
ど
も
会

つ
く
し

子
ど
も
会

井

崎

足

角

子
ど
も
会

足

角

淀

姫

子
ど
も
会

打

越

子
ど
も
会

打

越

友

情

子
ど
も
会

川

内

子
ど
も
会

川

内

海
の
子

子
ど
も
会

舟

津

子
ど
も
会

舟

津

青

空

子
ど
も
会

田
代
一

子
ど
も
会

田
代
一

天

神

子
ど
も
会

小
川
原
浦

田
代
二

子
ど
も
会

田
代
二

新
生
会

子
ど
も
会

尾
ノ
上

子
ど
も
会

尾
ノ
上

小
川
原
浦
三

子
ど
も
会

大
久
保

子
ど
も
会

大
久
保

目

島

子
ど
も
会

西
久
保

子
ど
も
会

日
の
出

子
ど
も
会

新
田
原

子
ど
も
会

ドッジボール大会

子どもリーダー研修

第２回少年の主張大会

中学校お茶摘み
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小長井町小学校連合体育大会

親子ふれあい講演

相撲大会山茶花高原ロードレース

町民ナイターウォーク
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子
ど
も
会
は
子
ど
も
本
来
の
特
性
が
大
切
に
さ
れ
、
か
け
が
え
の
な
い

存
在
と
し
て
の
一
人
一
人
が
生
か
さ
れ
、
共
に
成
長
す
る
こ
と
の
喜
び
を

仲
間
と
分
か
ち
合
う
場
、
個
人
と
集
団
の
調
和
が
図
ら
れ
る
場
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
う
云
う
観
点
に
立
っ
て
、
町
内
各
地
区
に
子
ど
も
会
が
結
成
さ
れ
、

そ
の
目
的
に
向
か
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
の
特
性
に
合
致
し
た
運
営
が

な
さ
れ
て
い
る
。

�
青
年
学
級

青
年
学
級
の
名
称
は
昭
和
二
十
三
年
青
年
の
自
発
的
学
習
集
団
が
生
ま

れ
た
の
に
目
を
付
け
た
山
形
県
当
局
が
、
青
年
学
級
と
名
づ
け
て
、
市
町

村
開
設
の
学
級
に
補
助
金
を
交
付
し
た
の
が
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

青
年
学
級
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
全
国
で
三
十
道
府
県
に
開
設
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
る
に
学
習
内
容
や
財
政
な
ど
が
貧
困
で
、
運
営

に
苦
労
が
多
か
っ
た
の
で
、
政
府
は
昭
和
二
十
八
年
青
年
学
級
振
興
法
を

制
定
し
て
、
こ
れ
よ
り
公
的
な
社
会
事
業
と
し
て
発
展
し
た
。

我
が
小
長
井
町
で
は
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
青
年
学
級
を
創
立
し
て
、

各
地
域
の
公
民
館
を
教
室
と
し
て
、
青
年
団
支
部
単
位
に
七
学
級
が
開
設

さ
れ
、
昭
和
五
十
年
代
ま
で
は
そ
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
社
会
環

境
の
変
化
、
少
子
化
等
の
影
響
で
団
員
数
も
激
減
し
、
現
在
（
平
成
十
六

年
）
は
本
部
団
員
数
三
十
名
と
な
っ
た
。
支
部
で
存
在
し
て
い
る
の
も
遠

竹
支
部
の
み
で
あ
る
が
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
（
成
人
式
、
タ
コ
揚
げ
大
会
、

文
化
協
会
発
表
会
等
）
に
積
極
的
に
参
加
し
、
ま
た
県
青
年
大
会
出
席
や

青
年
団
主
催
に
よ
る
町
内
一
周
駅
伝
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。

五
、
婦

人

会

社
会
構
造
、
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
、
婦
人
の
生
活
実
態
も
大
き

く
変
化
し
、
核
家
族
化
と
平
均
出
生
児
の
数
の
減
少
に
よ
る
育
児
期
間
の

短
縮
に
よ
っ
て
、
ど
こ
の
地
方
で
も
働
く
婦
人
が
多
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
婦
人
会
加
入
者
も
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

他
町
で
は
婦
人
会
そ
の
も
の
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
小
長
井
町
婦

人
会
は
本
部
の
下
に
八
支
部
が
存
在
し
、
婦
人
会
員
数
四
三
〇
名
を
数
え

て
い
る
。
年
間
を
通
し
て
婦
人
会
の
研
修
、
生
活
上
の
諸
問
題
の
改
善
、

町
や
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
、
多
岐
に
わ
た
り
活
動
し
て
い
る
。

然
し
な
が
ら
、
今
後
婦
人
会
を
運
営
し
て
い
く
に
は
会
員
の
減
少
を
は

じ
め
、
多
く
の
問
題
が
山
積
み
し
て
お
り
厳
し
い
現
状
で
あ
る
。

�
支
部
婦
人
学
級

し
か

生
活
学
校
や
総
合
婦
人
学
級
は
、
役
場
会
議
室
で
、
而
も
昼
間
に
開
校

さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
就
労
夫
人
の
多
く
は
時
間
的
、
距
離
的
に
出
席
が

困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
支
部
婦
人
学
級
の
開
設
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。学

級
は
各
地
域
の
公
民
館
を
教
室
と
し
て
使
用
し
、
学
級
生
の
参
集
を

容
易
に
し
た
の
で
あ
る
。
学
級
の
開
講
時
間
も
農
繁
期
な
ど
を
考
慮
し
て
、

時
に
は
昼
間
に
、
時
に
は
夜
間
に
と
各
地
域
学
級
の
自
主
性
に
任
せ
た
。
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学
級
運
営
の
責
任
者
は
各
地
域
の
婦
人
会
支
部
長
で
あ
り
、
教
育
委
員
会

と
の
連
絡
を
密
に
し
て
、
講
座
に
支
障
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、

講
師
は
そ
の
都
度
年
間
計
画
に
基
づ
い
て
教
育
委
員
会
が
斡
旋
す
る
。
開

講
日
数
は
年
間
に
十
日
と
規
定
し
て
あ
る
。

年
間
計
画
作
成
に
当
っ
て
は
、
運
営
委
員
会
並
び
に
学
級
生
全
員
の
協

議
に
よ
っ
て
、
開
講
日
時
や
テ
ー
マ
を
作
成
し
、
開
講
日
数
は
年
間
十
日
、

受
講
時
間
一
回
、
二
時
間
三
十
分
位
を
限
度
と
し
て
あ
る
。

各
学
級
に
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
配
布
し
た
一
定
の
学
級
日
誌
が
あ
り
、

出
席
の
状
況
、
講
師
名
、
受
講
時
間
、
及
び
そ
の
日
の
内
容
を
記
載
す
る

よ
う
に
し
て
あ
り
、
そ
れ
ら
の
帳
簿
提
出
に
よ
っ
て
、
講
師
謝
金
は
教
育

委
員
会
よ
り
支
出
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

�
若
妻
学
級

婦
人
会
員
の
年
齢
を
見
れ
ば
、
二
十
歳
以
下
の
若
妻
か
ら
七
十
歳
を
越

し
た
方
ま
で
お
ら
れ
、
そ
こ
に
は
物
の
見
方
、
考
え
方
又
は
趣
味
、
娯
楽

等
の
面
で
、
相
異
が
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
最
寄
り
の
若
妻
た
ち
が
、
自
主
的
に
話
し
合
っ
て
、
月
に
一

度
の
会
合
を
も
ち
、
身
近
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
研
修
の
は
げ
み
、
或
い

は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
う
ち
興
ず
る
こ
と
は
、
的
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。

町
内
に
、
こ
ん
な
若
妻
学
級
が
結
成
さ
れ
て
未
だ
年
月
が
浅
い
た
め
、

現
在
数
学
級
に
す
ぎ
な
い
が
、
各
学
級
の
ね
ら
い
は
達
成
し
つ
つ
あ
り
、

そ
の
効
果
を
高
く
評
価
し
期
待
し
た
い
。

学
級
生
の
家
を
順
々
に
ま
わ
っ
て
、
そ
こ
で
講
座
を
開
く
の
で
あ
る
が
、

研
修
、
融
和
、
親
睦
を
旨
と
す
る
こ
の
学
級
は
、
誠
に
ほ
ほ
え
ま
し
く
、

意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
一
年
度

支
部
婦
人
学
級

学
級
名
称

支
部
名

釜
婦
人
学
級

遠
竹
支
部

牧
婦
人
学
級

牧
支
部

ほ
ん
む
ら

本
村
婦
人
学
級

遠
竹
支
部

足
角
婦
人
学
級

長
里
支
部

柳
南
婦
人
学
級

遠
竹
支
部

打
越
婦
人
学
級

長
里
支
部

築
切
婦
人
学
級

築
切
支
部

川
内
婦
人
学
級

長
里
支
部

井
崎
婦
人
学
級

井
崎
支
部

船
津
婦
人
学
級

長
里
支
部

小
川
原
浦
婦
人
学
級

小
川
原
浦
支
部

田
代
婦
人
学
級

長
里
支
部

田
原
婦
人
学
級

田
原
支
部

尾
ノ
上
婦
人
学
級

長
里
支
部

農
場
婦
人
学
級

農
場
支
部

大
久
保
婦
人
学
級

長
里
支
部

広
川
良
婦
人
学
級

広
川
良
支
部
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六
、
視
聴
覚
教
育

視
聴
覚
教
育
は
、
多
く
の
特
性
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社

会
教
育
の
一
面
に
お
い
て
は
整
備
や
活
用
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
嫌

い
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
町
で
は
、
公
民
館
に
視
聴
覚
室
及
び
視
聴
覚
機
材
を
完
備
し

て
、
一
般
町
民
や
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
施
設
利
用
そ
の
他
、
類
似
の
学

習
展
開
に
努
力
し
て
い
る
。

青
年
学
級
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
な
ど
で
適
当
な
映
画
を
上
映
し
て
、

そ
れ
を
素
材
に
講
話
を
す
す
め
た
り
、
座
談
会
を
実
施
し
た
り
し
て
い
る
。

し
か
し
、
テ
レ
ビ
放
送
時
間
帯
の
関
係
か
ら
、
そ
の
日
、
そ
の
時
間
に
適

切
な
映
画
の
上
映
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

七
、
生
涯
学
習

平
成
十
六
年
度

生
涯
学
習
研
究
大
会
の
記
録

生
涯
学
習
研
究
大
会

今
日
の
社
会
が
変
化
と
激
動
を
ま
す
ま
す
加
速
さ
せ
、
科
学
技
術
の
発

展
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か
で
便
利
な
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
私
た
ち
の
生
活
も
考
え
方
や
価
値
観
が
多
様
化
し
、
日
々

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
私
た
ち
は
こ
の
時
代
の
急
速
な
流
れ
と
変

化
に
立
ち
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
生
き
が
い

の
あ
る
よ
り
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
、
絶
え
ず
学
び
続
け
る
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
日
よ
く
言
わ
れ
る
、「
生
涯
学
習
社
会
」
と
は
、
こ
う
い
っ
た
時
代

背
景
の
中
で
私
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
社
会
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
一
方
で
は
こ
う
い
っ
た
私
た
ち
の
学
習
意
欲
と
学
習
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
い
つ
で
も
・
誰
で
も
・
ど
こ
で
で
も
学
習
で
き
る
た
め
の
、
学
習

環
境
の
整
備
も
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
生
涯
学
習
者
と
し
て
の
私
た
ち
一
人
一
人
に
求
め
ら
れ
ま

す
こ
と
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
で
す
が
、
よ

り
重
要
な
こ
と
は
私
た
ち
が
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
学
習
の
成
果
を
自
分

だ
け
の
も
の
と
せ
ず
、
そ
の
成
果
を
積
極
的
に
町
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
誰
し
も
、
自
分
の
人
生
を
よ
り
生
き
が
い
の
あ
る
、
豊
か
で

充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
の
人
生
の
舞
台
で
あ
る
自
分
の
町
が

よ
り
立
派
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、「
生
涯
学
習
は
町
づ
く
り
で
あ
る
」
と
云
わ
れ
ま
す
の

は
、
自
分
の
一
生
の
人
生
舞
台
で
あ
る
、
自
分
の
町
そ
の
も
の
を
立
派
に

し
て
い
く
こ
と
と
、
そ
の
過
程
で
自
ら
の
人
生
も
よ
り
充
実
し
た
、
生
き

が
い
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
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本
県
生
涯
学
習
審
議
会
は
、
平
成
九
年
の
答
申
で
「
長
崎
県
は
希
望
と

夢
の
あ
る
、
二
十
一
世
紀
づ
く
り
の
中
で
、
県
民
一
人
一
人
が
心
豊
か
で

生
き
が
い
を
深
め
る
た
め
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
多
様
な
学
習
機
会

を
選
択
し
、
楽
し
く
学
び
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
合
う
生
涯
学
習
社
会
を

創
造
す
る
こ
と
」
を
、
本
県
の
生
涯
学
習
推
進
の
基
本
的
目
標
と
し
て
掲

げ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
方
が
、
自
ら
の
学
習
の
成
果
を
本
町
の
人
づ
く
り
・
町
づ

く
り
に
積
極
的
に
生
か
さ
れ
、
活
力
あ
る
人
材
の
育
成
と
活
気
あ
ふ
れ
る

地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、
子
供
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
ま
で
、
老
い
も
若
き
も
、
町
民
こ
ぞ
っ
て
共
に
学
び
合
い
・
助
け
合
い

な
が
ら
「
明
日
に
翔
く
希
望
の
町
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
に
、
昭
和
六

十
三
年
（
一
九
八
八
）
か
ら
始

め
ら
れ
、
一
市
五
町
の
合
併
直

前
の
平
成
十
七
年
二
月
六
日
で

十
七
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
小

長
井
町
と
し
て
開
催
さ
れ
る
最

後
の
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
何
ら
か
の
形
で
続
け
ら
れ
る

こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
学
ん
だ
こ
と

長
里
小
学
校

六
年

野
副

美
咲

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
覚
え
て
い
ま
す
か
？
日

本
人
選
手
が
、
大
活
躍
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
思
い

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
金
メ
ダ
ル
を
、
二
つ
も
と
っ
た
北
島

選
手
の
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
は
、
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
し
、「
チ
ョ
ー

気
持
ち
い
い
」
は
流
行
語
に
も
な
り
ま
し
た
。

日
本
中
が
沸
い
た
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
み
な
さ
ん
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
選
手
は
い
ま
す
か
？
わ
た
し
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
野
口
み
ず
き
選
手
で
す
。

昨
年
の
六
月
、
長
里
マ
イ
ペ
ー
ス
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
い
う
の
が
で

き
ま
し
た
。
走
る
こ
と
が
苦
手
な
わ
た
し
に
と
っ
て
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ

ブ
に
入
る
の
に
は
、
と
て
も
勇
気
が
い
る
と
こ
で
し
た
。
そ
ん
な
わ
た
し

を
後
押
し
し
て
く
れ
た
の
は
、「
人
に
や
さ
し
く
、
自
分
に
き
び
し
く
」

と
い
う
こ
と
ば
で
し
た
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
わ
た
し
た
ち
長
里
小
学
校
の

児
童
会
目
標
で
す
。「
よ
し
、
自
分
に
き
び
し
く
が
ん
ば
ろ
う
」
と
、
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

走
る
こ
と
は
と
て
も
辛
い
こ
と
で
す
。「
自
分
に
き
び
し
く
が
ん
ば
ろ

う
」
と
張
り
切
っ
て
い
た
気
持
ち
は
、
い
つ
の
間
に
か
消
え
て
し
ま
い
、

ど
ん
ど
ん
消
極
的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
状
態
で
の
練
習
は
、

苦
痛
で
苦
痛
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
時
、
ア
テ
ネ
の
猛
暑
の
中
、
小
さ
な
体
で
頑
張
っ
て
走
っ
て
い
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る
野
口
選
手
を
見
た
の
で
す
。
野
口
選
手
は
、
ど
ん
な
思
い
で
走
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
？
何
の
た
め
に
走
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
な
が
ら
、
ず
っ
と
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
後
半
に
な

る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
る
の
も
忘
れ
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
野
口

選
手
の
走
る
姿
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
遠
く
離
れ
た
ア
テ
ネ
の
街
を
力

走
し
て
い
る
、
野
口
選
手
の
足
音
や
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で

し
た
。
野
口
選
手
が
ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
、
わ
た
し
の
中
に
熱
い
も
の
が
こ

み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
鳥
肌
が
立
ち
、
こ
と
ば
で
は
言
い
表
せ
な
い
感
動

が
わ
た
し
を
包
ん
で
い
ま
し
た
。
走
る
っ
て
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
な

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

ま
る
で
、
野
口
選
手
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
気
持
ち
で
練
習
し
ま
し
た
。

今
で
は
練
習
が
待
ち
遠
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ご
ろ
、
走
り
な
が
ら
よ
く
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自

分
の
中
に
、「
弱
い
自
分
」
と
「
強
い
自
分
」
が
い
る
こ
と
で
す
。
走
り

始
め
た
こ
ろ
の
わ
た
し
に
は
、「
弱
い
自
分
」
し
か
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
野
口
選
手
の
頑
張
り
を
見
た
今
で
は
、
弱
い
自
分
が
心

の
中
で
出
て
き
そ
う
に
な
る
と
、
ま
だ
が
ん
ば
れ
る
、
あ
き
ら
め
る
な
と

い
う
「
強
い
自
分
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
強
い
自
分
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
わ
た
し
は
、
走
る
こ
と
が
好

き
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
野
口
選
手
に
近
づ
け
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

走
る
こ
と
を
通
し
て
、
わ
た
し
は
、
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
弱
い
自
分
」も
自
分
だ
し
、「
強
い
自
分
」

も
自
分
で
す
。
そ
の
二
つ
の
自
分
を
、
心
の
中
で
上
手
に
住
ま
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
決
し
て
「
弱
い
自
分
」
が
嫌

い
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
強
い
自
分
」
だ
け
の
人
間
に
は
な
り
た

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
弱
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
自
分

を
励
ま
し
て
い
け
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
さ

な
体
で
頑
張
っ
た
野
口
選
手
は
、
き
っ
と
そ
ん
な
人
だ
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
一
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
と
き
も
高
ぶ
ら
ず
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
、
感
謝
の
気
持
ち
が
言
え
る
人
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

走
る
こ
と
を
通
し
て
、
野
口
み
ず
き
選
手
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

走
る
楽
し
さ
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
知
ら
な
い

自
分
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と
走
り
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
無
心
に
な
っ
て
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

き
っ
と
ス
テ
キ
な
自
分
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
。

通
学
合
宿
で
学
ん
だ
こ
と

遠
竹
小
学
校

六
年

久
米

文
弥

「
行
っ
て
き
ま
す
。」

「
た
だ
い
ま
。」

こ
れ
は
家
で
の
あ
い
さ
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
竹
小
学
校
で
行
わ
れ

た
通
学
合
宿
の
こ
と
で
す
。
朝
、
公
民
館
か
ら
学
校
へ
行
く
と
き
、
そ
し

て
、
学
校
が
終
わ
っ
て
夕
方
、
公
民
館
に
帰
っ
た
と
き
の
あ
い
さ
つ
の
言
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葉
で
す
。

通
学
合
宿
と
い
う
の
は
、
遠
竹
名
の
公
民
館
に
寝
泊
ま
り
し
、
そ
こ
か

ら
学
校
に
通
う
と
い
う
も
の
で
す
。
名
前
は
、「
遠
竹
あ
い
愛
塾
」
と
い

い
ま
す
。
去
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
は
十
月
四
日
か
ら
九
日
ま
で
の
五
泊

六
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
四
年
生
以
上
で
自
由
参
加
。

今
年
は
、
二
十
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
合
宿
で
は
、
四
つ
の
班
を
つ
く

り
、「
す
い
事
」「
洗
た
く
」「
そ
う
じ
」「
片
づ
け
」
の
仕
事
を
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
分
担
し
、
全
て
自
分
た
ち
だ
け
で
行
い
ま
す
。
毎
日
役
割
を
交
た

い
し
な
が
ら
の
共
同
生
活
で
す
。

去
年
参
加
し
て
、
み
ん
な
と
過
ご
し
た
自
由
時
間
や
「
も
ら
い
湯
」
が

楽
し
く
て
、
今
年
も
ぼ
く
は
、
こ
の
合
宿
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

去
年
と
は
違
い
、
今
年
は
六
年
生
。
つ
ま
り
、
み
ん
な
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、「
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
る
か

な
あ
。」
と
、
ち
ょ
っ
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
合
宿
が
始
ま
る
と
、

そ
ん
な
不
安
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

通
学
合
宿
の
一
日
は
、
ま
ず
、
朝
起
き
て
ふ
と
ん
を
た
た
み
、
着
が
え

を
し
て
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
す
い
事
班
は
朝
食
作
り
、
洗
た
く
班
は
前
の

日
の
洗
た
く
物
を
洗
い
、
そ
う
じ
班
は
ろ
う
か
や
部
屋
の
そ
う
じ
、
片
づ

け
班
は
朝
食
後
の
茶
わ
ん
や
は
し
洗
い
な
ど
の
片
づ
け
を
し
ま
す
。
自
分

た
ち
の
仕
事
が
終
わ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
に
行
き
ま
す
。
学
校
の
中
で

は
普
通
と
か
わ
り
ま
せ
ん
。
学
校
が
終
わ
っ
て
公
民
館
に
帰
っ
て
か
ら
は
、

夕
食
が
で
き
る
ま
で
、
宿
題
を
し
た
り
、
部
活
の
あ
る
人
は
部
活
に
行
っ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
で
す
。
夕
食
を
食
べ
終
わ
り
、
片
づ
け
を
し
て
か
ら
は

お
ふ
ろ
で
す
。
公
民
館
に
は
お
ふ
ろ
が
な
い
の
で
、「
も
ら
い
湯
」と
い
っ

て
学
校
の
近
く
の
お
う
ち
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
ふ
ろ
が
終
わ
っ

て
か
ら
は
自
由
時
間
で
、
寝
る
の
は
十
時
の
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
ぼ

く
は
、
み
ん
な
と
し
ゃ
べ
っ
た
り
し
て
な
か
な
か
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ぼ
く
が
こ
の
合
宿
生
活
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
今
年
も
や
は
り
自
由

時
間
と
「
も
ら
い
湯
」
で
し
た
。
自
由
時
間
で
は
、
み
ん
な
と
ト
ラ
ン
プ

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、「
も
ら
い
湯
」
で
は
、
ぼ
く
た
ち
の
班

は
、
公
民
館
か
ら
一
番
近
い
中
村
さ
ん
の
お
宅
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
ん
ば
ん
は
。
一
週
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。」

と
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、

「
は
ー
い
。
い
ら
っ
し
ゃ
い
。」

と
、
と
て
も
あ
た
た
か
く
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。「
も
ら
い
湯
」
で
は
、

お
ふ
ろ
に
入
る
だ
け
で
な
く
、
合
宿
で
は
見
ら
れ
な
い
テ
レ
ビ
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
お
か
し
を
食
べ
な
が
ら
、
学
校
の
様
子
な
ど
を
お
し
ゃ

べ
り
す
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。
中
村
さ
ん
の
お
じ
さ
ん
と
お

ば
さ
ん
は
、
ま
る
で
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に
接
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
通
学
合
宿
で
は
、「
も
ら
い
湯
」
の
時
の
送
り
迎
え
や
ぼ
く
た
ち

が
寝
る
ま
で
そ
ば
に
い
て
く
だ
さ
っ
た
消
防
団
や
青
年
団
の
方
々
、
食
事

作
り
の
時
、
料
理
の
し
か
た
を
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
食
改
の
方
々
、

夕
方
、
公
民
館
に
帰
っ
た
時
に
、「
お
帰
り
。」
と
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た

老
人
会
の
方
々
、
そ
れ
か
ら
、
こ
の
通
学
合
宿
を
計
画
・
準
備
、
お
世
話

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
校
長
先
生
や
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
、
た
く
さ
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ん
の
人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

五
泊
六
日
。
ぼ
く
は
、
家
族
と
離
れ
て
生
活
し
て
み
て
、
自
分
が
ど
う

変
わ
っ
た
の
か
、
何
か
成
長
し
た
の
か
、
ま
だ
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で

も
、
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
家
で
は
ほ
と

ん
ど
母
が
し
て
い
る
「
す
い
事
」「
洗
た
く
」「
そ
う
じ
」「
か
た
づ
け
」

の
仕
事
が
、
ど
れ
だ
け
た
い
へ
ん
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。

最
後
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の
人
に
お
礼
を
言
っ
て
終
わ
り
ま
す
。

「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

小
長
井
小
学
校

六
年

森
本

純
莉
・
富
永

生
穂
・
水
口
奈
緒
子

田
�

秀
寿
・
黒
田
真
璃
亜

私
た
ち
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
、
自
分
た
ち
で
ポ
ス
タ
ー
を
か
い
て

「
市
町
村
合
併
」
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
日
先

生
か
ら
「
合
併
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
か
」
と
聞
か
れ
た
時
、

ほ
と
ん
ど
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
私
た
ち
六

年
生
の
み
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
疑
問
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。「
合

併
で
私
た
ち
の
く
ら
し
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の

学
習
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

私
た
ち
六
年
生
は
、
調
べ
た
い
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

調
べ
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
図
書
室
に
あ
る

本
で
調
べ
た
り
、
役
場
に
行
っ
て
総
務
課
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
き
く
分
け
る
と
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
三
つ
と

は
、
�
な
ぜ
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
合
併
の
流
れ

�
新
諫
早
市

に
つ
い
て

�
身
近
な
く
ら
し
と
ふ
る
さ
と
小
長
井
町
に
つ
い
て
で
す
。

で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
て
わ
か
っ
た
こ
と
の
一
部
を
発
表
し
ま
す
。

一
つ
目
の
な
ぜ
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
合
併
の
流
れ
に
つ
い
て

で
す
。

合
併
の
理
由
は
、
今
、
日
本
全
体
が
不
景
気
と
い
う
こ
と
と
、
少
子
高

齢
化
な
ど
の
影
響
で
国
の
借
金
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
中
、

小
長
井
町
の
よ
う
に
小
さ
な
町
へ
の
補
助
金
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

か
ら
、
合
併
を
進
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
全
体
で
も

行
わ
れ
て
い
て
、
全
国
に
三
、
二
三
二
あ
っ
た
市
町
村
が
昨
年
十
二
月
現

在
で
は
、
二
、
九
二
七
に
な
り
、
三
〇
〇
ほ
ど
の
市
町
村
が
減
り
ま
し
た
。

ま
た
、
小
長
井
町
の
よ
う
に
今
年
三
月
ま
で
に
合
併
す
る
予
定
の
市
町
村

が
一
一
一
カ
所
あ
る
そ
う
で
す
。
長
崎
県
内
で
も
合
併
が
進
ん
で
い
て
、

離
島
の
方
で
す
で
に
二
十
一
の
市
町
村
が
合
併
し
四
つ
の
新
し
い
市
町
村

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
県
全
体
で
合
併
の
話
が
な
い
の
は
大
村
市
だ
け
だ

そ
う
で
す
。

二
つ
目
の
新
諫
早
市
の
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。

ま
ず
、
仲
間
に
な
る
市
町
村
は
、
諫
早
市
、
高
来
町
、
森
山
町
、
飯
盛

町
、
多
良
見
町
そ
し
て
小
長
井
町
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
良
い
と
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こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
心
強
い
仲
間
達
で
す
。
合
併
す
る
と
約
一
四
四
、

五
〇
〇
人
と
な
り
長
崎
市
、
佐
世
保
市
に
次
い
で
、
県
内
で
も
三
番
目
に

人
口
の
多
い
市
に
な
り
ま
す
。

三
つ
目
の
身
近
な
く
ら
し
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
小
長
井
町
に
つ
い
て
で
す
。

身
近
な
く
ら
し
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
た
ち
の
疑
問
で
一
番
多
か
っ
た

の
が
こ
の
こ
と
で
す
。
最
初
、
何
も
知
ら
な
い
私
た
ち
は
、
合
併
で
、
役

場
が
な
く
な
っ
た
り
、
フ
ル
ー
ツ
の
バ
ス
停
が
な
く
な
っ
た
り
、
文
化
祭

な
ど
町
の
行
事
も
な
く
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
役

場
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
行
く
と
、
ま
ず
、
急
に
何
も
か
も
か
わ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
合
併
後
も
安
心
し
て
生
活
し
て
下
さ
い
。
と
、
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
い
く
つ
か
わ
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
と
、

税
金
や
水
道
代
な
ど
は
、
今
の

と
こ
ろ
は
、
今
ま
で
ど
お
り
。

役
場
や
バ
ス
停
、
山
茶
花
高
原

な
ど
町
の
施
設
も
そ
の
ま
ま
残

る
そ
う
で
す
。
た
だ
、
ゴ
ミ
の

出
し
方
は
、
諫
早
に
新
し
い
ゴ

ミ
処
理
施
設
が
で
き
た
の
で
、

今
ま
で
分
別
し
て
い
た
プ
ラ
も

燃
え
る
ゴ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に
出

す
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。
町

内
の
大
き
な
行
事
を
ど
う
す
る

か
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
も
話

し
合
い
を
続
け
て
決
め
る
そ
う
で
す
。

あ
と
一
ヶ
月
で
小
長
井
町
は
閉
町
し
諫
早
市
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ふ
る
さ
と
小
長
井
町
の
歴
史
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
し
た
。
も
と
も
と
小
長

井
と
い
う
地
名
は
な
く
、
明
治
二
十
二
年
に
小
川
原
浦
村
・
長
里
村
・
井

崎
村
が
合
併
し
た
と
き
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
小
長
井
村
と
い
う

の
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
に
町
制
が
し
か
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
小
長
井
町
に
は
国
指
定
天
然
記
念
物

で
あ
る
「
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
文
化
財
や
山
茶
花
高
原

や
フ
ル
ー
ツ
の
バ
ス
停
な
ど
の
施
設
、
そ
し
て
な
に
よ
り
美
し
い
海
や
山

が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
小
長
井
町
の
歴
史
が
か
わ
る
こ
の
時
期
に
、
小
長
井
小
学
校

の
六
年
生
と
し
て
「
市
町
村
合
併
」
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
学
習
で
ふ
る
さ
と
小
長
井
町
の
す
ば

ら
し
さ
を
感
じ
、
新
「
諫
早
市
」
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た

ち
が
六
年
生
の
時
に
「
諫
早
市
」
に
な
っ
た
こ
と
は
、
絶
対
忘
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
小
長
井
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
生
か
し
て
、
新
し
い

諫
早
市
が
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
挑
戦

〜
新
生
徒
会
長
に
な
っ
て
〜

小
長
井
中
学
校

２
年

山
�

卓

僕
は
昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
生
徒
会
役
員
改
選
選
挙
に
お
い
て
、
新

し
く
生
徒
会
長
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小長井小学校の発表
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な
ぜ
僕
が
生
徒
会
長
に
立
候
補
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
一
つ
に
、
人

前
に
立
て
な
い
自
分
を
変
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
仲

の
よ
い
友
達
と
い
る
時
は
、
活
発
に
話
し
た
り
、
ま
と
め
役
に
な
っ
て
い

る
僕
で
す
が
、
集
会
な
ど
大
勢
の
人
が
い
る
前
に
な
る
と
、
緊
張
し
て
話

せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
作
文
を
読
ん
で
い

る
と
声
が
震
え
て
、
言
葉
も
言
い
間
違
え
た
り
し
ま
す
。
僕
は
こ
ん
な
自

分
を
変
え
、
人
前
で
も
堂
々
と
立
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
慣
れ
る
こ
と
と
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て
や
り
遂
げ
、

自
分
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
実
は
、
僕

の
父
も
中
学
生
の
時
に
生
徒
会
長
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
父
は
会
長
に

な
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
仕
事
が
大
変
で
、「
も
う
、
止
め
た
い
」
と
何

度
も
思
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん

や
り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
最
後
に
は
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
、

笑
顔
で
卒
業
で
き
た
そ
う
で
す
。
こ
の
話
を
聞
き
、
僕
も
そ
ん
な
達
成
感

を
味
わ
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
中
学
校
最
後
の
１
年
間

を
人
の
役
に
立
つ
こ
と
で
自
分
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
こ
こ
で
、
新
生
徒
会
長
と
胸
を
張
っ
て
言
っ
て
い
る
僕
で

す
が
、
生
徒
会
長
に
な
る
ま
で
に
は
沢
山
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
本
当

に
僕
が
人
の
役
に
立
て
る
の
か
と
言
う
こ
と
が
心
配
だ
っ
た
の
で
す
。「
も

し
生
徒
会
長
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
が
変
わ
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
。」「
人
前
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
な
ら
、
み
ん
な
の
役

に
は
立
て
な
い
。
そ
れ
な
ら
他
の
人
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
方
が
い
い
の
か

も
し
れ
な
い
。」
と
思
い
、
立
候
補
を
取
り
消
し
に
し
て
も
ら
お
う
か
と

も
考
え
、
悩
み
ま
し
た
。

で
も
、
そ
ん
な
時
に
励
ま
し
、
支
え
て
く
れ
た
の
が
友
達
で
し
た
。「
一

度
や
る
と
決
め
た
こ
と
は
、
最
後
ま
で
や
っ
た
方
が
気
持
ち
い
い
よ
。」

「
生
徒
会
長
に
な
る
の
は
、
お
前
し
か
い
な
い
よ
。
が
ん
ば
れ
。」
な
ど
、

た
く
さ
ん
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
友
達
の
期
待
を
裏
切
る
の

は
絶
対
に
だ
め
だ
と
思
い
、
や
っ
ぱ
り
生
徒
会
長
に
立
候
補
し
て
が
ん

ば
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
温
か
い
友
達
の
支
え
の
お
か
げ
で
、
僕
は
選
挙
活
動
も
積
極
的

に
行
い
、
な
ん
と
生
徒
会
長
に
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。
こ

ん
な
僕
に
投
票
し
て
く
れ
た
人
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
生
徒
会

長
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
み
ん
な
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
に
精
一
杯
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
僕
は
み
ん
な
に
信
用
さ
れ
、
思
い
や
り
の
あ
る
会
長
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ど
ん
な
困
難
な
問
題
も
全
校
生
徒
一
致
団
結
し
て

解
決
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

今
、
小
長
井
中
学
校
で
は
頭
髪
の
自
由
化
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
頭
髪
の
自
由
化
は
数
年
来
続
い
て
い
る
問
題
で
す
。
生
徒
の
み

ん
な
は
一
日
で
も
早
く
頭
髪
の
自
由
化
を
認
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
は
そ
う
簡
単
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
長
井
中
学

校
に
は
生
活
の
き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
現
在
そ
の
き
ま
り
を
守
れ

て
い
な
い
人
が
い
ま
す
。
シ
ャ
ツ
を
出
し
て
い
た
り
服
装
が
だ
ら
し
な
い

人
、
校
内
に
お
菓
子
の
包
み
紙
が
落
ち
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
僕
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は
こ
の
よ
う
な
現
状
で
頭
髪
を
自
由
化
す
る
こ
と
に
と
て
も
不
安
を
感
じ

て
い
ま
す
。
今
の
ま
ま
自
由
化
を
し
た
ら
、
小
長
井
中
学
校
は
き
ま
り
の

守
れ
な
い
、
だ
ら
し
の
な
い
学
校
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
ま
ず
生
徒
一
人
一
人
の
生
活
に
対
す
る
意

識
を
も
っ
と
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

僕
達
は
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
そ
れ
を
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
た
だ
要
求
す
る
だ
け
で
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
た
め
の
努
力
が
必
要
な
の
で
す
。
こ
れ
が
今
、
小
長
井
中
学
校
に

求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
は
精
一
杯
力
を
尽
く
し
、
よ
り
良
い
学
校
を
作
り
上
げ
、
一
年
後
に

は
自
信
を
持
っ
て
「
僕
が
小
長
井
中
学
校
生
徒
会
長
で
す
。」
と
言
え
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

県
立
諫
早
商
業
高
等
学
校

古
賀

貴
子

私
は
諫
早
商
業
に
入
学
し
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と
い
う
競
技
を
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
聞

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、「
や
っ
て
み
た
い
。」
と
い
う

軽
い
気
持
ち
だ
け
で
入
部
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と
一
言
に
言
っ
て
も
、
フ
ル
ー
レ
、
エ
ペ
、
サ
ー
ブ
ル

と
い
う
三
つ
の
種
類
に
分
か
れ
て
い
て
、
私
は
主
に
フ
ル
ー
レ
を
練
習
し

て
い
ま
し
た
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と
聞
く
と
、「
体
に
剣
が
刺
さ
ら
な
い

の
？
」と
思
う
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
剣
は
先
が
尖
っ

て
お
ら
ず
、
ポ
イ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
ス
イ
ッ
チ
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て

い
て
、
フ
ル
ー
レ
で
は
五
〇
〇
�
以
上
、
エ
ペ
で
は
七
五
〇
�
以
上
の
力

で
つ
く
と
審
判
の
色
ラ
ン
プ
が
点
灯
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
体
の

弱
い
部
分
を
突
か
れ
て
も
、
軽
い
内
出
血
や
少
し
血
が
出
る
程
度
で
す
。

フ
ル
ー
レ
で
は
、「
攻
撃
を
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
腕
を
伸
ば
す
」
こ

と
か
ら
始
ま
り
、「
攻
撃
さ
れ
れ
ば
相
手
の
剣
を
完
全
に
払
い
の
け
て
か

ら
攻
撃
」
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
攻
撃
と
反
撃
の
剣
と
剣
の
渡

り
合
い
が
フ
ル
ー
レ
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
相
手
の
裏
を
読
み
、
騙

し
、
相
手
と
の
駆
け
引
き
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

今
ま
で
三
年
間
で
最
も
嬉
し
か
っ
た
事
は
、
県
高
総
体
で
団
体
・
個
人

と
も
に
優
勝
し
、
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
た
「
中
国
０４
総
体
」
に
出
場
が
決

ま
っ
た
と
き
で
し
た
。
と
く
に
団
体
戦
で
は
九
連
覇
が
か
か
っ
て
お
り
、

こ
こ
何
年
間
か
諫
早
高
校
に
５－

０
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
の
優
勝
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
団
体
戦
の
前
に
先
生
と
レ
ッ
ス
ン

と
呼
ば
れ
る
二
人
組
で
の
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
団
体
戦
は
各
校
五
人

一
チ
ー
ム
で
そ
の
う
ち
の
三
人
が
総
当
た
り
戦
を
し
、
五
勝
先
取
し
た
方

が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。
私
は
三
・
五
・
七
巡
目
の
出
場
で
し
た
。
三
巡
目

は
あ
ま
り
緊
張
す
る
こ
と
な
く
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
よ

い
よ
五
巡
目
で
チ
ー
ム
ス
コ
ア
４－

０
で
私
の
番
が
来
ま
し
た
。
試
合
に

入
る
前
、
先
生
か
ら
「
一
本
も
取
ら
れ
る
な
」
と
い
わ
れ
、
絶
対
に
取
ら

せ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
で
す
が
、
緊
張
と
焦
り

の
せ
い
で
ミ
ス
を
し
て
し
ま
い
相
手
に
３
点
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
け
ど
勝
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つ
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
ス
コ
ア
５－

０
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
嬉
し
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
け
ど
、
相
手
に
点
を
取

ら
れ
た
と
い
う
悔
し
い
気
持
ち
の
ほ
う
が
大
き
く
、
先
生
に
「
何
で
勝
っ

た
の
に
悔
し
そ
う
な
顔
し
て
る
の
？
」
と
聞
か
れ
、「
相
手
に
点
を
取
ら

れ
た
か
ら
で
す
。」
と
い
う
と
先
生
は
、「
成
長
し
た
な
」
と
言
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
私
は
先
生
の
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
嬉
し
く
て
涙
が
出

て
き
て
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。い
つ
も
厳
し
く
、怒
ら
れ
て
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

わ
た
し
は
こ
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と
い
う
競
技
を
通
し
て
数
々
の
事
を
学

び
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、「
人
か
ら
物
事
を
教
わ
る
と
き
は
素
直
な
気
持

ち
で
教
わ
ら
な
く
て
は
全
く
自
分
の
身
に
つ
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

先
生
や
先
輩
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
自
分
の
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
る
の
だ
か
ら
、
あ
り
が
た
い
事
と
思
い
、
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
二
つ
目
は
「
物
事
か
ら
逃
げ
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
毎
日
の
練
習
が
き
つ
く
て
嫌
に
な
っ
た
り
、
先
生
か
ら
ひ
ど
く
怒

ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
も
う
辞
め
た
い
と
何
度
も
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

逃
げ
て
い
て
も
い
つ
か
は
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
、「
こ

こ
を
乗
り
切
れ
ば
自
分
は
今
よ
り
必
ず
強
く
な
れ
る
ん
だ
」
と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
て
三
年
間
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
つ
目
は
「
継
続
は

力
な
り
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
は
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
三
年
間
始
発
の
電
車
で
学
校
へ
行
き
朝
練
を
し
て
い
ま
し
た
。

始
発
で
行
か
な
く
て
も
充
分
朝
練
に
は
間
に
合
う
の
で
す
が
、
友
達
と
早

く
行
っ
て
み
ん
な
よ
り
先
に
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
先
生
か
ら
「
毎
日

続
け
る
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
ぞ
」
と

言
わ
れ
、
そ
の
言
葉
を
信
じ
、
毎
日

続
け
た
結
果
、
県
大
会
で
二
度
の
優

勝
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
つ
目
は
「
仲
間
の
大
切
さ
」
で
す
。

団
体
戦
の
時
は
同
じ
諫
早
商
業
と
い

う
チ
ー
ム
で
戦
い
ま
す
が
、
個
人
戦

に
な
る
と
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
わ
け
で

す
。
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

毎
日
の
練
習
を
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
い
た
か
ら
こ

そ
頑
張
っ
て
こ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。最

後
に
、
私
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と
言
う
競
技
に
出
会
え
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
は
私
を
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も

強
く
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
し
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く

う
え
で
必
ず
私
を
支
え
て
く
れ
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
ん

な
県
に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
通
し
て
友
達
も
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

に
も
お
勧
め
し
ま
す
。
高
校
か
ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始
め
ら
れ
夏
に
行
わ

れ
た
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
た
選
手
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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『
福
祉
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
と
現
場
で
の
経
験
』

み
さ
か
え
の
園
あ
ゆ
み
の
家
児
童
指
導
員

奥
平

伸
理

何
か
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
き
必
ず
き
っ
か
け
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
重
症
心
身
障
害
児
者
入
所
施
設
み
さ
か
え
の
園
あ
ゆ
み
の
家

で
働
い
て
い
ま
す
。
私
が
、
こ
の
様
な
福
祉
の
現
場
で
働
き
た
い
と
思
っ

た
の
に
も
き
っ
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
、私
が
福
祉
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
と
、
実
際
に
福
祉
の
現
場
で
働
き
、
様
々
の
こ
と
を
経
験
し
て
か
ら

感
じ
た
こ
と
や
福
祉
の
仕
事
を
行
う
上
で
必
要
だ
と
思
っ
た
こ
と
を
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
に
は
、
障
害
を
持
っ
た
幼
な
じ
み
が
い
ま
す
。
私
が
福
祉
の
仕
事
に

興
味
を
持
ち
、
現
在
の
よ
う
に
現
場
で
働
い
て
い
る
の
は
そ
の
友
人
と
の

出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
彼
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
彼
と
過
ご
す
う

ち
に
自
分
で
も
知
ら
な
い
間
に
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
始
め
て
い
ま

し
た
。
彼
と
過
ご
す
と
言
っ
て
も
、
介
護
を
し
た
り
、
身
の
回
り
の
お
世

話
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
緒
に
部
屋
の
中
で
遊
ん
だ
り
、
一
緒
に

本
を
見
た
り
と
他
の
友
達
と
同
じ
よ
う
に
遊
ん
で
い
る
だ
け
で
し
た
。
彼

が
障
害
を
持
っ
て
い
る
と
知
っ
て
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
友
人
の
関
係
は
変

わ
ら
ず
、
特
に
お
世
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、『
一
緒
に
遊
ぶ
、

一
緒
に
過
ご
す
』
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
時
は
福
祉
に
つ
い
て
も
全
く
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
、
福
祉
の
現
場
が
見
て
み
た
い
、
施
設

見
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
始
め
た
の
は
、
中
学
校

に
上
が
っ
て
か
ら
で
し
た
。
彼
の
障
害
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
自
分
の
中
で

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
て
き
て
、
彼
と
過
ご
し
て
い
る
間
も
、
い
つ
の
間

に
か
、
彼
の
両
親
と
一
緒
に
介
護
や
身
の
回
り
の
お
世
話
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
両
親
が
調
べ
た
り
勉
強
し
た
り
し
た
福
祉
や
施
設
の
こ
と
な
ど
を

聞
い
た
り
し
始
め
て
か
ら
で
し
た
。
彼
と
長
い
間
過
ご
し
て
き
た
か
ら
な

の
か
、
そ
の
よ
う
な
話
に
ど
ん
ど
ん
興
味
・
関
心
が
湧
い
て
き
て
、
そ
れ

か
ら
中
学
・
高
校
の
間
に
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
施
設
、
養
護
施
設
等
の

様
々
な
分
野
の
施
設
に
見
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
施
設
見
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
非
常
に
得
る
物
が
多
く
、
福

祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
関
わ
る
上
で
何
が
大
切

な
の
か
、
施
設
で
暮
ら
す
中
で
、
日
々
の
生
活
を
楽
し
く
、
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
入
所
さ
れ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
そ
の
様
な
き
っ
か
け
か
ら
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
実
際

に
現
場
で
約
二
年
間
働
い
て
か
ら
経
験
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
幾
つ

か
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
あ
ゆ
み
の
家
で
働
い
て
、
ま
ず
最
初
に
感
じ
た
こ
と
は
、
広
い

視
野
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
ま
で
の
自
分

は
、
一
つ
の
物
事
に
対
し
て
視
野
が
狭
く
、
幾
つ
も
の
角
度
か
ら
物
事
を

見
て
様
々
な
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
職
場
の
先

輩
と
比
べ
て
自
分
の
視
野
の
狭
さ
は
あ
き
ら
か
で
し
た
。
入
所
者
の
方
の

様
々
な
行
動
や
サ
イ
ン
に
対
し
て
広
い
視
野
を
持
ち
、
様
々
な
角
度
か
ら

い
ろ
ん
な
可
能
性
を
考
え
て
い
る
先
輩
に
対
し
、
自
分
の
考
え
は
非
常
に

浅
い
物
で
し
た
。
福
祉
の
現
場
で
プ
ロ
と
し
て
働
く
に
は
、
様
々
な
角
度
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か
ら
物
事
を
観
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
良
い
援
助
は
行
う
こ
と
が
出
来
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
広
い
視
野
を
持
て
る
よ
う
に
、
様
々

な
角
度
か
ら
物
事
を
観
察
す
る
『
観
察
力
』
を
養
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、人
と
関
わ
る
事
の
難
し
さ
と
楽
し
さ
で
す
。入
所
者
の
方
々

と
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
、
日
々
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
ゆ
み
の
家
で
は
、
会
話
が
困
難
な
方
も
多
く
、
会
話
だ
け
で
は

な
く
様
々
な
方
法
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
握
手
や

肌
と
肌
と
の
触
れ
あ
い
も
そ
の
一
つ
で
す
。
入
所
者
の
方
々
に
、
私
た
ち

職
員
に
、
一
緒
に
い
て
『
安
心
感
・
信
頼
感
』
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
所
者
の
方
々
に
合
っ
た
方
法
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
い
く
と
共
に
、
自
分
自
身
の
人
間
性
も
高
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。『
安
心
感
・
信
頼
感
』
を
持
っ
て
頂
く
に
は
時

間
も
か
か
り
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
、
入
所
者

の
方
々
か
ら
関
わ
り
を
求
め
て
き
た
時
に
は
非
常
に
嬉
し
く
、
仕
事
を
し

て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
す
。

ま
た
、
あ
ゆ
み
の
家
で
は
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
屋
外
で

の
活
動
と
し
て
は
、
あ
ゆ
み
の
家
の
周
辺
を
散
歩
し
た
り
、
山
茶
花
高
原

ま
で
の
長
距
離
歩
行
や
バ
ス
ド
ラ
イ
ブ
。
バ
ス
や
公
共
の
交
通
機
関
を
使

い
園
外
活
動
に
も
行
き
ま
す
。園
内
で
も
各
部
屋
ご
と
に
、入
所
者
の
方
々

に
合
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
音
楽
ク
ラ
ブ
や
体
育

グ
ル
ー
プ
、
造
形
・
絵
画
グ
ル
ー
プ
、
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
グ

ル
ー
プ
活
動
も
あ
り
ま
す
。
季
節
に
あ
っ
た
行
事
も
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

様
な
活
動
や
行
事
は
、
入
所
者
の
方
々
の
生
活
に
お
い
て
非
常
に
大
切
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
普
段
、
施
設
内
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
私
た
ち

の
よ
う
に
自
由
に
外
出
す
る
事
が
出
来
な
い
入
所
者
の
方
々
に
と
っ
て
、

バ
ス
ド
ラ
イ
ブ
や
屋
外
で
の
活
動
は
楽
し
み
で
も
あ
り
、
そ
の
様
な
活
動

が
あ
る
こ
と
で
生
活
に
張
り
が
出
て
、
充
実
し
た
日
常
生
活
を
送
る
事
に

も
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
園
内
で
の
活
動
や
グ
ル
ー
プ
活
動
も
、
私
た

ち
が
家
で
自
分
の
趣
味
の
こ
と
を
楽
し
む
の
と
同
じ
よ
う
に
、
日
々
を
楽

し
く
過
ご
す
上
で
大
切
な
物
で
す
。
私
た
ち
職
員
は
、
こ
の
様
な
活
動
や

行
事
の
時
に
、
そ
の
時
間
を
入
所
者
の
方
々
が
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う

計
画
し
準
備
を
行
い
ま
す
。
こ
の
計
画
や
準
備
も
福
祉
職
に
は
欠
か
せ
な

い
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
い
か
に
楽
し
い
活
動
に
な
る
か

は
私
た
ち
職
員
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
知
識
を
持
ち
、
ア
イ
デ
ア
を

た
く
さ
ん
出
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
参
考
書
な
ど
に
載
っ

て
い
る
よ
う
な
事
を
や
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
く
『
発

想
力
・
創
造
力
』
も
福
祉
の
現
場
で
働
く
上
で
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
活
動
や
行
事
を
職
員
自
身
が
楽
し
む
こ
と
も

大
切
で
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
入
所
者
の
方
々
は
職
員
の
こ
と
を
よ
く

見
て
い
ま
す
。
楽
し
く
な
い
態
度
を
と
る
と
入
所
者
の
方
々
も
そ
れ
を
感

じ
取
り
、
楽
し
く
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
一
緒
に

楽
し
む
事
が
よ
り
活
動
を
楽
し
く
、
良
い
も
の
に
す
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。以

上
、
私
が
あ
ゆ
み
の
家
で
働
い
て
経
験
、
感
じ
た
こ
と
を
幾
つ
か
上

げ
ま
し
た
が
、
上
記
の
事
以
外
に
も
、
福
祉
の
基
本
的
な
事
で
も
あ
る
、
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正
し
い
言
葉
遣
い
や
入
所
者
の
方
々
に
対
す
る
態
度
を
改
め
て
見
直
す
と

共
に
、
福
祉
・
介
護
の
専
門
的
知
識
等
、
福
祉
の
プ
ロ
に
な
る
に
あ
た
っ

て
重
要
な
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
、
入
所
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
は
も
っ
と
色
々
な
事
を
吸
収
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
入
所
者
の
方
々
が
、
日
々
楽
し
く
、
充
実
し
た

生
活
を
送
れ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
援
助
し
、
信
頼
さ

れ
る
福
祉
職
員
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
ひ
と
り
ひ

と
り
を
活
か
す
個
別
的
援
助
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険

や
支
援
費
制
度
な
ど
の
制
度
の
面
で
も
様
々
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
、
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
る
現
在
の
福
祉
の
動
向
に
も
し
っ
か

り
と
目
を
向
け
、
対
応
で
き
る
よ
う
知
識
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
そ
れ
と
共
に
、『
福
祉
は
人
と
関
わ
る
仕
事
で
あ
る
』
と
い
う
事
を

忘
れ
ず
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
な
か
な
か
会
え
ま
せ
ん
が
、
友
人
で

あ
り
、
私
が
福
祉
の
道
に
進
む
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
恩
人
で
も
あ

る
幼
な
じ
み
の
彼
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
そ
の
彼
に
怒
ら
れ
な
い
よ
う
に

精
一
杯
努
力
を
惜
し
ま
ず
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

友
達
で
い
ま
し
ょ
う
。

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
諫
早
湾
に
お
け
る
カ
キ
養
殖
業
の
導
入
に
つ
い
て
』

小
長
井
町
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部

松
永

貴
行

私
は
、
小
長
井
町
漁
協
青
壮
年
部
の
松
永
貴
行
で
ご
ざ
い
ま
す
。
定
置

網
や
タ
イ
ラ
ギ
漁
業
等
を
営
む
家
の
長
男
と
し
て
昭
和
五
十
三
年
に
生
ま

れ
、
小
さ
い
頃
か
ら
い
つ
も
海
で
遊
び
、
ま
た
時
に
は
親
の
仕
事
の
手
伝

い
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
九
年
に
高
校
を
卒
業
し
た
あ
と
、
す

ぐ
に
後
継
者
と
し
て
漁
業
に
従
事
し
同
時
に
漁
協
青
壮
年
部
に
加
入
し
ま

し
た
。

今
日
は
、「
諫
早
湾
に
お
け
る
カ
キ
養
殖
業
の
導
入
に
つ
い
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
漁
協
青
壮
年
部
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。小

長
井
町
漁
協
青
壮
年
部
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
結
成
さ
れ
た
歴
史
の

古
い
グ
ル
ー
プ
で
、
現
在
の
部
員
数
は
三
十
四
名
で
す
。
漁
業
生
産
の
向

上
や
経
営
改
善
を
図
る
た
め
の
試
験
研
究
や
技
術
研
修
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
部
員
の
親
睦
と
地
域
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
産
業
祭
等
の
各
種
行

事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
東
京
で
漁
協
青
壮
年
部
の
活

動
実
績
を
発
表
す
る
全
国
大
会
が
あ
り
ま
す
。
小
長
井
町
漁
協
青
壮
年
部

は
、
長
崎
県
代
表
と
し
て
こ
れ
ま
で
数
回
出
場
し
て
い
ま
す
が
、
来
月
行

わ
れ
る
今
年
度
の
大
会
に
も
、
今
日
お
話
し
す
る
カ
キ
養
殖
の
導
入
に
つ

い
て
の
テ
ー
マ
で
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
に
カ
キ
養
殖
業
の
導
入
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
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か
つ
て
諫
早
湾
で
は
、

潜
水
器
に
よ
る
タ
イ
ラ
ギ

漁
業
が
非
常
に
盛
ん
で
し

た
が
、
資
源
の
激
減
に
よ

り
平
成
五
年
以
降
十
二
年

連
続
で
休
漁
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
も
う

一
つ
の
基
幹
漁
業
で
あ
る

ア
サ
リ
養
殖
業
は
、
近
年

夏
季
に
大
量
斃
死
が
頻
発

し
、
生
産
が
不
安
定
な
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図

１
）。

こ
れ
ら
の
原
因
か
ら
、
漁
業
経
営
は
不
振
を
極
め
、
青
壮
年
部
員
の
多

く
は
諫
早
湾
干
拓
等
の
土
木
工
事
に
従
事
し
生
活
に
必
要
な
収
入
を
得
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
本
業
で
あ
る
漁
業
で
生
活
し
た
い
」

と
い
う
声
が
非
常
に
多
く
、
青
壮
年
部
で
は
新
た
な
漁
業
を
導
入
す
る
た

め
、
県
の
水
産
試
験
場
や
水
産
普
及
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

か
つ
て
諫
早
湾
湾
奥
部
の
干
潟
域
に
は
カ
キ
床
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
カ
キ
養
殖
業
の
導
入
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
般
に
カ
キ
の
養
殖
適
地
は
、
島
や
岬
に
囲
ま
れ
、
波
が
静
か
で
、
潮

の
流
れ
も
適
度
な
海
域
、
つ
ま
り
養
殖
筏
が
安
全
に
設
置
で
き
る
場
所
で

あ
り
、
か
つ
餌
料
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
瀬
戸
内
海
の
広
島
県
や
長
崎
県
内
で
は
九
十
九

島
が
代
表
的
な
例
で
す
。

有
明
海
、
特
に
諫
早
湾
は
、
餌
料
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
豊
富

に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
�
潮
流
が
非
常
に
速
い
こ
と
、
�
湾
内
に
島
や
岬
等
の
隠
れ

場
が
な
い
た
め
風
波
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
る
こ
と
、
�
干
満
の
差
が

日
本
一
大
き
い
こ
と
、
�
水
深
が
浅
い
こ
と
、
等
か
ら
効
率
的
な
筏
式
や

延
縄
式
の
カ
キ
垂
下
式
養
殖
の
導
入
は
困
難
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
八
年
か
ら
十
年
ま
で
の
試
験
で
は
、
鋼
管
と
タ
フ
ポ
ー

ル
で
製
作
し
た
枠
に
カ
キ
種
苗
の
付
着
し
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
貝
殻
（
コ
レ
ク

タ
ー
）
を
垂
下
し
、
こ
の

枠
を
ク
レ
ー
ン
付
台
船
に

よ
っ
て
諫
早
湾
湾
口
部
の

水
深
十
二
�
付
近
の
海
底

に
沈
下
す
る
方
法
で
行
い

ま
し
た
（
図
２
）。

こ
の
試
験
の
結
果
、
種

苗
の
垂
下
方
法
、
成
長
、

生
産
さ
れ
た
カ
キ
の
味
等

に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の

克
服
す
べ
き
課
題
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
そ
の
課
題

図１．小長井町漁協におけるタイラギ
およびアサリ水揚高の推移

図２．養殖試験方法の概要
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を
克
服
す
る
た
め
、
先
進
地
で
あ
る
福
岡
県
豊
前
海
の
恒
見
漁
協
や
宮
城

県
等
で
技
術
研
修
を
繰
り
返
し
行
い
、
解
決
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
を
行
っ
た
豊
前
海
の
恒
見
漁
協
は
、
島
陰
が
ほ
と
ん
ど
な
い

外
洋
に
面
し
た
波
の
激
し
い
海
域
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
海
域
で
も
筏
垂

下
式
養
殖
を
行
い
、
十
分
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
の
で
、「
諫
早
湾

で
も
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
」
と
思
い
、
平
成
十
一
年
に
は
小
長
井
町
地

先
に
カ
キ
養
殖
免
許
を
取
得
し
、
二
名
の
部
員
が
竹
製
の
い
か
だ
を
使
用

し
た
筏
垂
下
式
養
殖
を
開
始
し
ま
し
た
。
カ
キ
養
殖
業
を
導
入
し
て
六
年

目
の
現
時
点
で
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
養
殖
施
設
の
構
造
と

養
殖
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
施
設
は
孟

宗
竹
を
使
用
し
た
竹
製
の
い
か

だ
で
す
。
い
か
だ
の
大
き
さ
は

十
�
×
二
十
�
で
、
こ
の
い
か

だ
に
約
七
〇
〇
本
の
垂
下
連
を

垂
下
し
て
い
ま
す
。
漁
場
の
水

深
が
、
大
潮
の
干
潮
時
で
三
〜

四
�
と
浅
い
の
で
、
垂
下
す
る

ロ
ー
プ
の
長
さ
は
約
二
・
五
�

と
し
、
一
垂
下
連
あ
た
り
十
枚

程
度
の
コ
レ
ク
タ
ー
を
挟
み
込
み

ま
す
（
図
３
）。

種
苗
は
、
成
長
の
良
い
宮
城
県

産
種
苗
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
二

〜
三
月
ご
ろ
に
種
苗
を
購
入
し
、

四
〜
六
月
ご
ろ
に
ロ
ー
プ
に
コ
レ

ク
タ
ー
を
挟
み
込
み
養
殖
筏
に
垂

下
す
る
ま
で
の
間
は
ア
サ
リ
漁
場

の
抑
制
棚
で
成
長
を
抑
制
し
ま
す
。

そ
の
後
、
本
垂
下
か
ら
収
穫
開
始

の
十
一
月
ま
で
養
殖
筏
で
育
成
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際

フ
ジ
ツ
ボ
等
の
害
敵
を
駆
除
す
る

た
め
に
日
干
し
を
行
っ
た
り
、
成

長
や
身
入
り
を
良
く
す
る
た
め
に

筏
の
移
動
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
収
穫
時
期
は
例
年

十
一
月
か
ら
始
ま
り
三
月
ま
で
継

続
し
ま
す
（
表
１
）。

平
成
十
一
年
に
二
名
で
始
め
た

筏
垂
下
式
養
殖
は
、
急
激
に
生
産

増
加
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

経
営
体
数
は
平
成
十
三
年
以
降

表１．小長井町漁協におけるカキ養殖の基本スケジュールと作業内容

３２１１２１１１０９８７６５４３２

�
種
苗
購
入

月

作
業
内
容

�収穫

�育成

図３．竹製養殖筏構造図

�本垂下

�抑制
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急
激
に
増
加
し
、
平
成
十
四
年
か

ら
は
諫
早
湾
を
挟
ん
だ
対
岸
の
瑞

穂
漁
協
に
波
及
効
果
を
及
ぼ
し
、

平
成
十
六
年
は
二
漁
協
あ
わ
せ
て

三
十
六
経
営
体
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
養
殖
筏
の
数
は
、
当
初
小

型
の
五
�
×
十
�
の
竹
製
筏
二
基

で
あ
っ
た
も
の
が
今
で
は
十
�
×

二
十
�
筏
六
十
一
台
ま
で
増
加
し

ま
し
た
（
図
４
）。

生
産
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

一
年
が
一
・
四
ｔ
、
十
二
年
が
十

一
・
九
ｔ
、
十
三
年
が
二
十
九
・

〇
ｔ
、
十
四
年
が
、
五
十
九
・
〇

ｔ
、
五
年
目
の
十
五
年
は
一
〇
九

ｔ
と
五
年
間
で
八
十
倍
ま
で
増
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
額
は
十

一
年
が
六
十
四
万
円
、
十
二
年
五

五
七
万
円
、
十
三
年
一
、
一
六
〇

万
円
、
十
四
年
二
、
三
五
五
万
円
、

五
年
目
の
十
五
年
に
は
四
、
八
〇

〇
万
円
と
生
産
量
同
様
約
八
十
倍

に
増
加
し
ま
し
た
（
図
５
）。

有
明
海
、
特
に
諫
早
湾
の

よ
う
な
環
境
で
、
こ
の
よ
う

に
カ
キ
養
殖
業
が
成
り
立
つ

と
は
、
自
分
た
ち
で
も
信
じ

ら
れ
な
く
感
じ
る
時
も
あ
り

ま
す
が
、
順
調
に
規
模
を
拡

大
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

小
長
井
町
の
隣
に
位
置
す
る

佐
賀
県
の
大
浦
漁
協
で
も
２

年
ほ
ど
前
か
ら
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

生
産
さ
れ
た
養
殖
カ
キ
は

主
と
し
て
漁
協
直
売
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
エ
サ
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
豊
富
な
諫
早
湾
の
環
境
に
育
ま
れ
た
カ
キ
は
「
潮
の
香
り
が

い
っ
ぱ
い
で
、
身
が
大
き
く
、
焼
い
て
も
小
さ
く
縮
ま
な
い
」
と
消
費
者

か
ら
非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
焼
き
ガ
キ
の
写
真
（
図
６
）
は
昨
年
十
二
月
に
撮
影
し
た
も
の
で

す
が
、
こ
の
時
期
に
こ
こ
ま
で
身
入
り
す
る
カ
キ
は
他
地
区
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。

今
後
、
諫
早
湾
に
お
け
る
カ
キ
養
殖
業
を
さ
ら
に
拡
大
し
漁
業
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
に
は
、
安
定
生
産
技
術
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
一
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の
五
カ
年
間
に
、
生
産
量
、
生
産
額
と

も
に
約
八
十
倍
に
増
加
し
た
こ
と
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
で
す
が
、

図６．焼きガキの身入り比較（１２月）

図４．諫早湾におけるカキ養殖経営体数と
養殖筏数の推移

小長井他産地

図５．諫早湾におけるカキ生産量と生産額
の推移
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年
に
よ
っ
て
豊
凶
の
差
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
五
カ
年
間
の
統

計
を
整
理
し
て
求
め
た
年
別
の
一

筏
あ
た
り
の
平
均
生
産
量
が
、
最

も
良
い
年
は
平
成
十
三
年
四
・
五

ｔ
で
、
最
も
悪
い
年
が
十
四
年

二
・
三
ｔ
と
な
り
そ
の
差
は
約
二

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
７
）。

最
も
低
い
年
と
な
っ
た
平
成
十

四
年
に
は
、
八
〜
九
月
の
夏
季
に

大
量
斃
死
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
時
は
、
水
産
試
験
場
や
国
の
水

産
研
究
所
の
専
門
家
に
原
因
調
査
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
原
因
を

特
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

カ
キ
養
殖
は
、
自
然
現
象
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
安
定
生
産
技

術
と
い
う
も
の
は
一
朝
一
夕
に
確
立
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

カ
キ
養
殖
業
を
諫
早
湾
に
お
け
る
一
大
産
業
に
し
、
漁
業
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
に
は
、
年
に
よ
る
豊
凶
の
差
を
で
き
る
限
り
小
さ
く
し
、
高
い

水
準
で
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
諫
早
湾
で
生
産
さ
れ
た
養
殖
ガ

キ
に
対
す
る
直
売
所
で
の
消
費
者
の
評
価
は
高
く
、
国
内
の
他
産
地
の
も

の
よ
り
も
非
常
に
優
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
点

に
着
目
し
、
カ
キ
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
量
や
ア
ミ
ノ
酸
量
等
栄
養
成
分
の
分

析
を
行
い
、
科
学
的
な
裏
付
け
を
も
と
に
他
産
地
と
差
別
化
し
、
併
せ
て

宣
伝
活
動
等
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

図７．養殖筏１筏あたりの平均生産量
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生涯学習研究大会のあゆみ

内 容

町の活性化・町づくりにつながる生涯学習のあり方を求めて

岩� 稔・山口 文雄・森 郁子・林 清子
中村 一・西山 敏勝

「生きることは学ぶこと」
元長崎教育事務所長 松島 槇男氏

町の活性化・町づくりにつながる生涯学習のあり方を求めて

青少年健全育成・成人教育・地区公民館

「町づくりは、生涯学習から」
元県社会教育課長 池田 実氏

町の活性化・町づくりにつながる生涯学習のあり方を求めて

松本 秀喜・富田 正人・徳永 豊子・中村 守
田川袈裟六・永渕 勝巳

「現代を生きる心」
県社会教育委員連絡協議会 竹下 哲氏

町の活性化・町づくりにつながる生涯学習のあり方を求めて

新宮 長光・井上 金次・池田 武弘・坂上ミチ子
嵩下 進・森 春義

「人生のターミナル」 多良見町教育長 長野 崇氏

町の活性化・町づくりにつながる生涯学習のあり方を求めて

池田 明美・田中 義則・池田袈裟六・村崎 隆
森 春義・浜崎 秀夫

「思いやりのある暮らし方をもとめて」
伊万里コスモス村園長 池田 克輔氏

町の活性化・町づくりにつながる生涯学習のあり方を求めて

毎熊 忠夫・青木 和信・池田 政次・大木 祐一・嵩下 進

「暮らしの中のエネルギーと環境問題」
佐賀大学理工学部教授 上原 春男氏

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

年度

昭和
６３

平成
元

平成
２

平成
３

平成
４

平成
５

回数

１

２

３

４

５

６
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内 容

町の活性化・町づくりにつながる生涯学習のあり方を求めて

田島 泰子・土井 静子・土井 信幸

「ふたこぶラクダの教育体制」
佐賀短期大学教授 西川 黎明氏

町の活性化・町づくりにつながる生涯学習のあり方を求めて

鶴田 謙吾・矢竹亜由美・野田 祥子・坂口 昭子・石丸 雪江

「人生は 心ひとつのおきどころ」
健康道場「コスモスボード」 吉丸 房江氏

町の活性化・町づくりにつながる地域の特性を生かし、文化の創
造を目指す町づくりを求めて

松本 力也・小松美由紀・野田 清一・浜崎 英夫

「町づくり・夢づくり」 作家・脚本家 市川 森一氏

町の活性化・町づくりにつながる地域の特性を生かし、文化の創
造を目指す町づくりを求めて

新宮 正弘・山口 淳志・鶴田 凌子・牧本 幸男

「明日からの自分のために」 アナウンサー 小林 完吾氏

町の活性化・町づくりにつながる地域の特性を生かし、文化の創
造を目指す町づくりを求めて

山本 秋則・今川 洋子・雨宮 真生・村永 孝一

「地方政治は新しい世紀へ」
地域活性化研究所代表 川島 正英氏

地域の特性を生かし豊かな個性の花咲く、文化の創造と明日につ
ながる住みよい町づくりをめざして

江頭真理恵・黒木 諒太・川野 陽介・竹原 哲郎
吉岡浩太郎・野田トモ子・石井民也

「心の時代」 俳 優 東野 英心氏

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

年度

平成
６

平成
７

平成
８

平成
９

平成
１０

平成
１１

回数

７

８

９

１０

１１

１２
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内 容

地域の特性を生かし豊かな個性の花咲く、文化の創造と明日につ
ながる住みよい町づくりをめざして

馬場 貴之・野副 祐加・山田 玲奈・堤 朱香
新宮 正憲・中尾 信子

「健康は笑いから」 落語家 三笑亭夢乃助氏

地域の特性を生かし豊かな個性の花咲く、文化の創造と明日につ
ながる住みよい町づくりをめざして

森 麻衣子・吉次 美里・土井信太郎・黒木 知佳
崇下 正宗・鶴田 光徳・佐々木健馬

「今、社会に望まれること」 弁護士 伊藤 芳郎氏

豊かな個性の花咲く文化の創造と地域の特性を生かした、明日に
つながる住みよい町づくりを目指して

永渕ゆかり・中村 有希・山口 静香・渡部あゆみ
石橋 栄孝・永尾 梓・尾崎さとみ・花木 浩二

「自分流横綱をめざせ」
東海大学教育開発研究所 次長・教授 秋山 仁氏

豊かな心で学び合う、住みよい町づくりを目指して

坂口 秀平・野田 夏生・江口 航・石橋 薫
徳山 健太・中島 春樹・山�美和子・黒木 知佳
古賀 清隆・中尾奈保美・矢竹 智雄

「爆笑人生論」 脚本家 ジェームス三木氏

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

大会テーマ

問題提起者

記 念 講 演

年度

平成
１２

平成
１３

平成
１４

平成
１５

回数

１３

１４

１５

１６
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八
、
文
化
協
会
活
動

小
長
井
町
は
六
つ
の
大
き
な
集
落
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
県

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
井
崎
浮
立
な
ど
の
郷
土
芸
能
を
は
じ
め
、

後
世
に
継
承
し
た
い
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
う
し
た
文
化
を
通
じ
て
地
域
が
一
体
と
な
り
、
融
合
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
十
二
月
十
三
日
、
小
長
井
文
化

協
会
が
発
足
し
た
。

発
足
当
時
、
黒
木
馨
会
長
、
池
田
袈
裟
六
・
森
ア
サ
ノ
副
会
長
の
も
と
、

六
地
域
の
婦
人
会
・
町
老
連
・
青
年
団
、
そ
れ
に
十
の
趣
味
ク
ラ
ブ
が
加

わ
っ
た
合
計
十
九
の
加
盟
団
体
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
八
年
三
月
に
は
、
会
の
活
動
状
況
等
を
掲
載
し
た
「
文
化
協

会
こ
な
が
い
」
を
創
刊
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
三
月
、
黒
木
初
代
会
長
が
体
調
を
崩
さ
れ
、
副
会
長
で

あ
っ
た
森
ア
サ
ノ
氏
が
会
長
と
な
り
、
発
足
以
来
二
十
三
年
間
、
小
長
井

の
文
化
継
承
に
努
め
て
来
ら
れ
、
現
在
、
加
盟
ク
ラ
ブ
が
四
十
三
団
体
と

い
う
大
き
な
会
に
成
長
し
た
。

平
成
十
七
年
の
合
併
を
前
に
、
諫
早
市
・
多
良
見
町
・
飯
盛
町
・
森
山

町
・
高
来
町
・
小
長
井
町
の
各
文
化
協
会
で
は
三
年
前
か
ら
協
議
が
進
め

ら
れ
、
一
市
五
町
の
文
化
協
会
を
統
括
し
、『
諫
早
市
芸
術
文
化
連
盟
』

を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
十
六
年
十
一
月
三
日
、
諫
早
文
化
会

館
に
お
い
て
、
発
足
記
念
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
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小長井町文化協会加盟団体名簿

電話番号
３４－２０６６
３４－３７３５
３４－２０１０
３４－４０６０
３４－２４３２
３４－３２９４
３４－２０２３
３４－３５２９
３４－４１３９
３４－２１７３
３４－２０３８
３４－３４８３
３４－２４３５
８－３３５０
３４－４０４９
３４－２２１８
３４－３２６０
３４－３４３８
３４－２２０３
３４－２５０２
３４－２６４１
３４－２８１９
３４－２５７１
３４－３６６１
３４－２７８４
３４－２０１９
３４－２６２３
３４－３４５７
３４－３９７４
３４－２６９７
３４－３０６１
３４－３９３１
３４－３９１０
３４－４００６
３４－３０２５
３４－２０７９
３４－３３６６
３４－２４３３
３４－２１５９
３４－４５７１
３４－２０６６
３４－４０７５
３４－４１７５

所在地
足 角
田 代 ２
小川原浦
井 崎
新 田 原
小川原浦
小川原浦
小川原浦
新 田 原
小川原浦
牧

田 原
井 崎
太 良 町
黒 仁 田
川 内
清 水
農 場
小川原浦
農 場
牧
牧

小川原浦
遠 竹
遠 竹
小川原浦
小川原浦
遠 竹
小川原浦
小川原浦
田 代 二
小川原浦
農 場
遠 竹
井 崎
小川原浦
田 原
牧

田 代 ２
井 崎
足 角
井 崎
小川原浦

代表者名
森 郁 子
梅 林 ミツヨ
森 多 恵 子
中 村 テルノ
森 ア サ ノ
竹 川 新 吾
本 田 アヤ子
原 田 豊
土 井 冨美子
中 尾 房 子
村 山 和 代
田 川 輝 司
種 河 与曽吉
瀧 川 博 江
小 松 英 子
森 洋 子
田 島 宏
林 清 子
西 山 敏 勝
早稲田 春 美
山 口 トミエ
川 畑 セイ子
山 崎 節 子
鶴 田 凌 子
新 宮 すみ子
中 尾 信 子
大 迫 和 夫
福 田 マツヨ
神 尾 重 信
原 口 隆
藤 原 みゆき
八重尾 真貴子
田 中 美英子
渡 部 精
井 関 修一郎
立 山 貢
高 畑 満
原 田 利 成
大 江 勝 利
小 溝 太
森 郁 子
池 田 敏 隆
松 本 晴 美

種 別
詩 吟
民 踊
舞 踊
手 芸
華 道
囲 碁
詩 舞
盆 栽
民 踊
文 芸
声 楽
舞 踊
詩 吟
舞 踊
舞 踊
民 踊
陶 芸
民 踊

舞 踊
押 花
日 舞
カラオケ
舞 踊
日 舞
邦 楽
カラオケ
日 舞
カラオケ
器 楽
日 舞
民 謡
カラオケ
団 体
団 体
団 体
団 体
団 体
団 体
団 体
団 体
団 体
民 踊

団 体 名
錦 城 会
小 幸 民 舞 会
寿 美 栄 会
菅 生 会
千 草 会
囲 碁 愛 好 会
彗 星 流 剣 詩 舞 会
盆 栽 愛 好 会
な で し こ 会
文 芸 ク ラ ブ
さざん歌コーラス
親 月 会
佐 賀 岳 翠 会
藤 博 会
若 菜 会
秋 桜 会
陶 芸 ク ラ ブ
友 扇 会
史 談 会
喜 勇 会
押 花 ク ラ ブ
藤 志 延 会
あじさいカラオケ
幸 若 会
幸 喜 鳳 会
大 正 琴 愛 好 会
有 明 歌 謡 愛 好 会
藤 寿 会
神 尾 カ ラ オ ケ
明 星 会
延 栄 会
花 み ず き 会
や よ い 会
遠 竹 部 落
井 崎 部 落
小 川 原 浦 部 落
田 原 部 落
牧 部 落
長 里 部 落
老 人 会 連 合 会
婦 人 会
青 年 団
さ つ き 会

番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３

平成１６年度
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文化協会発表会

史跡めぐり

囲碁愛好会

作 品 展

文化協会総会
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九
、
公

民

館

遠竹名公民館

遠竹本村公民館

釜公民館
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柳南公民館

黒仁田公民館

築切公民館
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井崎公民館
（構造改善センター）

小川原浦公民館

長戸公民館
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新田原公民館

田原公民館

農場公民館
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広川良公民館

清水公民館

牧公民館

―６４０―
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足角公民館

打越公民館

川内公民館
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船津公民館

田代二公民館

田代一公民館

―６４２―

第六章 教 育



大久保公民館

尾ノ上公民館
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十
、
青

年

団

１

藩
政
時
代
の
青
年
団

自
給
自
足
を
た
て
ま
え
と
し
た
わ
が
国
の
農
村
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
行
事

に
際
し
て
、
近
隣
の
人
々
が
、
労
力
や
品
物
を
出
し
あ
っ
て
協
同
生
活
を

営
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
村
落
協
同
体
で
は
、
社
会
の
秩
序
を
保
つ
上
か
ら

も
、
性
別
・
年
齢
別
の
集
団
が
自
然
に
発
生
し
た
。
若
者
組
、
ワ
ッ
カ
モ

ン
仲
間
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
若
者
組
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
あ
っ
た
の

か
と
い
う
の
を
物
語
る
資
料
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

鹿
児
島
県
指
宿
郡
喜
入
村
瀬
々
口
青
年
団
に
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
「
ロ

ウ
ソ
ク
箱
」
を
、
昭
和
の
初
期
に
洗
っ
て
見
た
ら
、
文
永
元
年
（
一
二
六

四
）
の
文
字
が
出
て
来
た
と
い
う
。
そ
れ
は
鎌
倉
時
代
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
以
前
か
ら
若
者
の
集
団
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
地
域
に
住

む
若
者
が
、
若
者
組
に
加
入
す
る
こ
と
は
、
成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味

し
、
こ
こ
で
は
十
五
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。
若
者
組
入
り
に
は
、
か
な
り
重
々
し
い
儀
礼
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い

う
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

正
月
、
盆
、
村
祭
り
な
ど
、
一
定
の
寄
合
い
日
に
該
当
年
齢
者
が
集
っ

て
、
一
定
の
保
証
人
あ
る
い
は
紹
介
人
に
伴
わ
れ
、
酒
そ
の
他
の
祝
儀
を

た
ず
さ
え
、
集
会
所
や
若
者
宿
に
参
集
す
る
。
加
入
披
露
の
方
式
は
、
ほ

ぼ
一
定
し
て
お
り
、
若
者
仲
間
列
席
の
も
と
で
、
紹
介
と
加
入
の
挨
拶
が

あ
り
、
若
者
頭
や
小
頭
が
仲
間
の
規
約
を
読
み
き
か
せ
、
今
後
の
心
得
を

言
い
き
か
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
加
入
者
は
宣
誓
し
て
酒
宴
に
う
つ
る

と
い
う
形
式
は
、
全
国
に
共
通
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

若
者
組
に
加
入
す
る
と
、
一
定
期
間
、
若
者
宿
に
合
宿
し
て
、
漁
業
、

農
業
に
関
す
る
技
術
・
慣
習
の
習
得
、
警
防
・
防
災
な
ど
に
あ
た
っ
た
。

若
者
組
の
寝
宿
は
、
初
期
に
は
個
人
の
住
宅
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
家
の
主
人
夫
婦
を
宿
親
と
し
て
か
な
り
行
届
い
た
監
督
が
行
わ
れ
、

仲
間
の
統
制
も
き
び
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
時
代
が
下
る
に

従
っ
て
、
若
者
組
は
集
会
所
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
近
代
に
な
っ
て
青
年

倶
楽
部
な
ど
の
公
共
施
設
も
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に

は
、
全
国
的
に
、
五
人
組
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
こ
の
影
響
を
う
け
て
、

上
か
ら
強
制
さ
れ
た
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
青
年
集
団
は
津
々
浦
々
に

至
る
ま
で
組
織
さ
れ
て
い
た
。
若
者
集
団
の
地
域
社
会
で
の
役
割
り
は
、

自
主
教
育
を
旨
と
し
て
、
軍
事
・
警
察
・
消
防
等
が
あ
っ
た
。

２

明
治
以
後
の
青
年
団

鎖
国
の
と
び
ら
が
ひ
ら
か
れ
、
明
治
（
一
八
六
八
）
に
な
る
と
、
我
が

国
は
西
欧
先
進
諸
国
に
追
い
つ
く
こ
と
を
急
務
と
し
た
。
こ
の
た
め
に
国

民
の
教
育
も
強
調
さ
れ
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
学
制
が
発
布
さ

れ
、
我
が
国
初
の
統
一
さ
れ
た
教
育
制
度
が
う
ち
立
て
ら
れ
た
。

こ
う
な
る
と
、
従
来
若
者
た
ち
が
も
っ
て
い
た
役
割
の
殆
ど
が
う
ば
わ

れ
、
残
る
も
の
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
と
な
り
、
若
者
組
も
昔
と
比

べ
て
堕
落
の
道
を
た
ど
っ
た
。
こ
こ
で
、
町
村
長
・
校
長
・
僧
侶
・
警
察

―６４４―
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官
な
ど
の
間
か
ら
若
者
組
改
革
の
叫
び
が
あ
げ
ら
れ
た
。明
治
二
十
年（
一

八
八
七
）
に
は
、
若
者
組
に
対
し
て
新
し
く
青
年
会
が
生
れ
た
が
、
や
が

て
退
潮
し
て
し
ま
っ
た
。

明
治
二
十
二
年
に
は
、
市
町
村
制
が
し
か
れ
、
新
市
町
村
長
を
中
心
と

す
る
若
者
組
の
統
合
が
は
か
ら
れ
た
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

日
清
・
日
露
の
両
戦
を
通
し
て
、
多
く
の
青
年
が
軍
隊
生
活
を
経
験
し
て

来
る
と
、
封
鎖
的
な
地
区
意
識
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と

は
町
村
単
位
で
の
青
年
団
成
立
に
か
な
り
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ

た
。明

治
二
十
八
年
、
政
府
は
、
青
年
団
体
の
向
上
発
達
に
関
す
る
通
達
を

出
し
た
。
こ
れ
は
、
政
府
が
農
業
改
良
・
自
治
体
事
業
へ
の
協
力
・
国
民

教
育
の
補
習
の
た
め
に
、
青
年
団
体
に
目
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
明
治

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
政
府
は
地
方
長
官
会
議
で
青
年
団
指
導
に
つ

い
て
指
示
し
た
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）、
政
府
は
青
年
団
に
対
す
る
最
初
の
訓
令
を

出
し
た
。
団
員
の
年
齢
を
二
十
歳
以
下
に
し
、
組
織
を
市
町
村
単
位
と
し

て
小
学
校
長
や
市
町
村
長
を
指
導
者
に
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
全
国
青
年
団
連
合
会
が
組
織
さ
れ
、
大
正
十
三

年
大
日
本
連
合
青
年
団
が
結
成
さ
れ
た
が
、
政
府
の
全
国
統
制
の
機
関
と

し
て
の
趣
き
が
強
か
っ
た
。

大
正
十
年
前
後
に
は
、
各
地
区
に
青
年
倶
楽
部
が
た
て
ら
れ
た
。
団
員

は
農
事
改
良
・
納
税
完
遂
・
道
路
補
修
・
植
林
な
ど
の
事
業
に
参
加
し
、

そ
の
よ
う
な
社
会
的
実
践
を
通
し
て
社
会
人
と
な
る
学
習
を
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

３

女
子
青
年
団

女
子
青
年
は
、
明
治
に
な
っ
て
、「
処
女
会
」
と
し
て
結
成
さ
れ
た
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
本
県
に
お
い
て
は
そ
の
殆
ど
が
大
正
期
に
な
っ
て
か

ら
「
処
女
団
」
と
改
称
さ
れ
た
。
青
年
団
と
同
じ
く
、
団
長
に
は
小
学
校

長
又
は
訓
導
が
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
処
女
団
は
女
子
青
年
団
と
改
称

し
、
修
養
会
・
講
習
会
・
敬
老
会
・
礼
儀
作
法
・
裁
縫
・
共
同
作
業
な
ど

を
行
っ
て
い
た
。

女
子
青
年
団
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
大
日
本
青
少
年
団
に

統
合
さ
れ
る
ま
で
存
在
し
た
が
、
青
年
倶
楽
部
が
地
域
に
建
て
ら
れ
る
と
、

そ
こ
を
集
会
の
場
所
と
し
て
活
動
し
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
十
六
年
一
月
、
軍
国
主
義
が
濃
厚
に
な
る
と
、
政
府
は
大
日
本
青

年
団
・
大
日
本
連
合
女
子
青
年
団
・
大
日
本
少
年
団
連
盟
・
帝
国
少
年
協

議
会
の
諸
団
体
を
解
散
さ
せ
、
大
日
本
青
少
年
団
を
結
成
さ
せ
た
。
こ
の

団
体
は
、
青
年
学
校
長
ま
た
は
小
学
校
長
が
団
長
と
な
り
、
戦
時
体
制
に

即
応
す
る
天
下
り
式
の
団
体
で
あ
っ
た
。

４

戦
後
の
青
年
団

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
九
日
、
天
地
を
貫
く
尖
光
と
と
も
に
、

原
爆
が
長
崎
の
空
で
さ
く
裂
し
た
。
八
月
十
五
日
、
天
皇
の
詔
勅
で
大
戦
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が
終
結
す
る
と
、
あ
ち
こ
ち
の
兵
器
工
場
や
関
連
産
業
に
徴
用
さ
れ
て
い

た
若
者
や
、
肩
章
の
な
い
軍
服
姿
の
復
員
軍
人
な
ど
、
村
々
に
は
大
勢
の

若
者
が
帰
り
集
っ
た
。
古
い
道
徳
観
の
崩
か
い
、
民
主
主
義
・
文
化
な
ど

の
新
語
が
流
行
し
た
。
青
年
た
ち
は
、
街
の
文
化
人
や
芸
能
人
を
農
村
に

招
い
た
が
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、
自
ら
も
各
種
研
究
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー

ク
ル
を
つ
く
っ
た
。
運
動
会
と
も
な
る
と
、
股
旅
も
の
三
度
笠
の
や
く
ざ

踊
り
が
会
場
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
か
ら
時
を
経

て
、
や
や
落
着
き
を
と
り
も
ど
す
と
、
青
年
た
ち
の
間
に
教
育
の
空
白
・

知
識
の
不
足
に
対
し
て
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
運
が

生
れ
た
。
こ
ん
な
青
年
の
願
い
は
、
夜
学
会
・
各
種
講
座
な
ど
の
形
で
実

現
さ
れ
た
。
や
が
て
、
青
年
の
自
主
活
動
と
自
治
体
の
行
政
的
努
力
は
、

「
青
年
学
級
」
と
称
す
る
集
い
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

５

わ
が
町
の
青
年
団

�

本
団
の
あ
ゆ
み

わ
が
小
長
井
町
は
も
と
、
遠
竹
村
、
井
崎
村
、
小
川
原
浦
村
、
田
原
村
、

長
里
村
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
行
政
区
域
で
あ
っ
た
。

古
老
の
話
で
は
そ
れ
ら
の
各
村
に
は
独
立
し
た
、「
ワ
ッ
カ
モ
ン
仲
間
」

「
ワ
ッ
カ
モ
ン
組
」
が
、
明
治
以
前
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
た
。
後
に
若
者

組
と
改
称
し
て
、
村
々
の
諸
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
て
、
相
応
の
効
果
を

あ
げ
て
い
た
が
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
五
月
十
七
日
に
統
合
し
て
、

小
長
井
村
青
年
団
が
結
成
さ
れ
た
。
従
っ
て
従
来
の
青
年
団
は
、
小
長
井

村
青
年
団
の
支
部
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
遠
竹
支
部
、
井
崎
支
部
、
小
川

原
浦
支
部
、
田
原
支
部
、
牧
支
部
、
長
里
支
部
の
六
支
部
が
あ
る
。

�

支
部
組
織
と
活
動

小
長
井
町
青
年
団
に
は
左
記
の
六
支
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

長
里
支
部

牧
支
部

田
原
支
部

小
川
原
浦
支
部

井
崎
支
部

遠
竹
支
部

各
支
部
は
、
本
団
の
組
織
に
則
っ
て
各
部
が
編
成
さ
れ
、
地
域
に
即
し

て
細
か
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
各
支
部
と
も
、
年
間
計
画
に
も

と
づ
い
て
青
年
学
級
を
開
設
し
、
各
種
の
研
修
を
続
け
て
い
る
。

＜

記
録＞

設
立
の
目
的

青
年
団
ノ
成
立
ハ
偶
然
デ
ハ
ナ
イ
。
国
家
ノ
発
達
ハ
、
戦
争
上
手
ニ
テ

占
ム
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
。
産
業
ノ
発
達
ヲ
旨
ト
シ
テ
、
国
ノ
富
裕
ヲ
図

ル
ベ
キ
デ
ア
ル
。

外
国
ニ
比
シ
、
知
識
ニ
乏
シ
イ
欠
陥
ヲ
補
ナ
ハ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
。

依
ッ
テ
青
年
団
ノ
必
要
ガ
起
ル
。
青
年
ハ
社
会
ヨ
リ
ソ
ノ
存
在
ヲ
認
ラ
レ

テ
イ
ナ
イ
。
如
何
ト
ナ
レ
バ
、
旧
弊
所
謂
悪
習
慣
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
ノ
ト
、

自
正
ノ
ナ
ス
ベ
キ
ヲ
知
ラ
ヌ
故
デ
ア
ル
。
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実
際
青
年
ニ
ハ
、
産
業
ノ
発
達
ヲ
妨
ゲ
ル
悪
弊
ガ
ア
ル
。
之
ヲ
打
破
ス

ベ
キ
必
要
ヨ
リ
シ
テ
、
社
会
ハ
斯
カ
ル
有
力
ナ
ル
団
体
ノ
成
立
ヲ
促
ス
ノ

デ
ア
ル
。
余
輩
ノ
ト
ッ
テ
モ
ツ
テ
理
想
ト
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
。

一

発
会
式

明
治
四
十
三
年
九
月
十
七
日

一

参
集
者

約

七
十
名

一

開
会

午
前
八
時
二
十
分

一

発
会
の
辞

馬
渡
秀
雄
氏

一

会
則
の
制
定

一

役
員
の
選
出

一

委
員
の
決
定

田
代
部

大
江
千
兵
衛

横
田
順
太
郎

川
内
部

森

寅
雄

増
山

初
一

打
越
部

北
村

三
作

北
村
金
四
郎

足
角

船
津
部糸

山

驥
郎

木
下
林
四
郎

尾
ノ
上
部

木
下

嘉
蔵

野
副

元
一

大
久
保
部

吉
次

富
太

吉
次

嘉
六

牧
部

武
富

雄
三

一

理
事
の
決
定

吉
次

彦
一

沢
村

善
内

武
富

雄
三

一

団
長

馬
渡

秀
雄

一

副
団
長

土
橋

徳
家

一

談
話

一

討
論

右
記
の
項
に
つ
い
て
は
、

く
わ
し
く
各
人
の
発
言
内

容
を
記
録
し
て
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
省
略
し
た
い
。

長里青年団記録抜すい

長里青年団記録（明治４３年以降）
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歴
代
青
年
団
長

副
団
長

団
長
氏
名

副
団
長
氏
名

在
任
期
間

団
長
氏
名

副
団
長
氏
名

在
任
期
間

田

川

嘉

厚

石

井

民

也

昭
和
２２
年

大

江

勝

利

池

田

輝

義

川

野

満

江

昭
和
３７
年

江

口

健

彦

江

口

増

市

橋

本

寅

松

昭
和
２３
年

池

田

文

英

池

田

輝

義

鶴

田

公

子

昭
和
３８
年

江

口

健

彦

江

口

増

市

橋

本

寅

松

昭
和
２４
年

池

田

文

英

池

田

輝

義

安

永

美
智
代

昭
和
３９
年

江

口

健

彦

江

口

増

市

橋

本

寅

松

昭
和
２５
年

山

下

勝

紀

馬

場

今
朝
夫

水

口

睦

子

昭
和
４０
年

江

口

増

市

小

柳

一

典

中

島

徳

三

昭
和
２６
年

小

柳

栄

村

山

嘉

彦

藤

川

澄

子

昭
和
４１
年

江

口

増

市

小

柳

一

典

中

島

徳

三

昭
和
２７
年

村

山

嘉

彦

山

口

征

喜

藤

川

澄

子

昭
和
４２
年

松

井

勝

美

辻

房
次
郎

久

米

美
代
子

昭
和
２８
年

弥

永

博

臣

池

田

利

行

音

山

あ
や
子

昭
和
４３
年

松

井

勝

美

土

井

袈
裟
己

久

米

美
代
子

昭
和
２９
年

野

中

春

彦

島

田

勝

治

野

田

早
智
子

昭
和
４４
年

土

井

袈
裟
己

林

田

和

男

池

原

幸

子

昭
和
３０
年

小

柳

忍

吉

岡

達

郎

前

田

ミ
ド
リ

昭
和
４５
年

土

井

袈
裟
己

林

田

和

男

池

原

幸

子

昭
和
３１
年

吉

岡

達

郎

田

川

正

利

藤

本

秋

子

昭
和
４６
年

牧

本

一

鶴

田

政

美

渡

部

タ
ヱ
子

昭
和
３２
年

赤

崎

光

善

森

文

義

野

中

幼

子

昭
和
４７
年

土

井

正

敬

木

下

勝

昭

松

本

好

子

昭
和
３３
年

池

田

政

次

松

山

繁

孝

木

村

暁

子

昭
和
４８
年

土

井

正

敬

木

下

勝

昭

牧

本

マ
ス
子

昭
和
３４
年

小

畑

治

喜

松

田

昭

藤

川

美
保
子

昭
和
４９
年

土

井

正

敬

大

江

勝

利

赤

崎

文

代

昭
和
３５
年

山

口

一

輝

江

口

正

英

田

川

綾

子

昭
和
５０
年

大

江

勝

利

池

田

輝

義

川

野

満

江

昭
和
３６
年

久

保

敏

昭

山

口

一

成

中

村

あ
や
子

昭
和
５１
年
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平成５年度役員名簿

支部名
牧

小川原浦
田 原
長 里
遠 竹
井 崎
長 里
長 里
長 里
長 里
遠 竹
遠 竹
井 崎
長 里
遠 竹

支部長

氏 名
大 木 祐 一
原 勝 信
田 川 睦 恵
増 山 義 洋
中 村 恵 三
土 井 道 昭
田 中 正 和
山 口 敏 郎
田 島 由里子
黒 木 芳 美
池 田 茂 洋
川 嶋 章 裕
中 村 里 美
木 下 孝 志
鶴 田 祐 子

支 部 長
川 嶋 章 裕
土 井 道 昭
原 勝 信
田 川 猛 憲
古 賀 丈 晴
田 中 正 和

役員名簿
団 長
副 団 長
副 団 長
事務局長
事務局次長
記 録
会 計
総務部長
副総務部長
社会部長
副社会部長
体育部長
副体育部長
監 査 役
監 査 役

支部名
遠 竹
井 崎
小川原浦
田 原
牧

長 里

平成６年度役員名簿

支部名
長 里
遠 竹
井 崎
遠 竹
長 里
牧

長 里
牧

遠 竹
長 里
遠 竹
遠 竹
長 里
井 崎
遠 竹

支部長

氏 名
山 口 敏 郎
川 嶋 章 裕
中 村 里 美
中 村 恵 三
田 中 正 和
小 柳 由 紀
増 山 義 洋
古 賀 丈 晴
鶴 田 誠
田 島 由里子
池 田 茂 洋
安 永 淳 二
谷 口 武 晴
音 山 光 樹
池 田 武 弘

支 部 長
池 田 茂 洋
原 勝 信
古 賀 丈 晴
大 江 孝 博

役員名簿
団 長
副 団 長
副 団 長
事務局長
事務局次長
記 録
会 計
総務部長
副総務部長
社会部長
副社会部長
体育部長
副体育部長
監 査 役
監 査 役

支部名
遠 竹
小川原浦
牧

長 里

平成７～８年度役員名簿

氏 名
川 嶋 章 裕
中 村 恵 三
小 松 美由紀
谷 口 武 晴
古 賀 丈 晴
小 柳 由 紀
増 山 義 洋
安 永 淳 二
新 宮 美 貴
田 島 俊 彦
田 川 睦 恵

役員名簿
団 長
副 団 長
副 団 長
事務局長
事務局次長
記 録
会 計
総務部長
副総務部長
監 査 役
監 査 役

平成９年度役員名簿

氏 名
中 村 恵 三
谷 口 武 晴
小 松 美由紀
馬 場 賢 吾
安 永 淳 二
池 田 和 世
新 宮 美 貴
鶴 田 誠
池 田 茂 洋

役員名簿
団 長
副 団 長
副 団 長
事務局長
事務局次長
記 録
会 計
総務部長
副総務部長
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事
務
局�

記
録

（２）
�

会
　
計�

生
活
部�

産
業
部�

体
育
部�

広
報
部�

文
化
部�

総
務
部�

青
年
学
級�

各
支
部

（６）
�

事
務
局
長�

団　　　　長�

副団長（２名）� 小
長
井
村
青
年
団
は
、
大
正
五
年
五
月
十
七
日
、
結
成
さ
れ
、
大
正
十

二
年
三
月
現
在
で
、
会
員
数
三
百
七
十
八
名
で
あ
っ
た
。

�

組
織
と
活
動

組
織
は
次
の
通
り
。

構
成
年
齢

学
校
教
育
終
了
よ
り
二
十
八
歳
位
迄
〔
昭
和
五
十
年
度
よ

り
県
青
に
準
じ
た
〕

資

格

小
長
井
町
内
に
居
住
す
る
男
女
青
年
で
二
十
八
歳
以
下
の

者
。

総
務
部

本
団
運
営
上
必
要
な
業

務
を
行
う
。

自
己
財
源
確
保
の
為
の

基
本
金
作
業
等
を
行
っ

て
い
る
。

文
化
部

政
治
経
済
文
化
宗
教
等

の
関
す
る
教
養
識
見
を

高
め
る
た
め
。

講
習
会
弁
論
大
会
講
演

会
等
の
開
催
及
び
刊
行

物
の
発
刊
を
行
う
。

広
報
部

青
年
団
活
動
に
必
要
な

情
報
資
料
の
収
集
記
録

の
保
存
及
び
、
広
報
宣

平成１０～１３年度役員名簿

氏 名
谷 口 武 晴
安 永 淳 二
馬 場 賢 吾
中 村 剛
田 中 正 和
中 村 里 美

役員名簿
団 長
副 団 長
事務局長
会 計
監 査 役
監 査 役

平成１４年度役員名簿

氏 名
池 田 敏 隆
田 島 力
黒 木 敬 治
中 村 剛
中 川 智恵乃

役員名簿
団 長
副 団 長
副 団 長
事務局長
会 計

平成１５年度役員名簿

氏 名
池 田 敏 隆
田 島 力
黒 木 敬 治
中 村 剛
小 山 かおり

役員名簿
団 長
副 団 長
副 団 長
事務局長
会 計

平成１６年度役員名簿

現在団員３０名

氏 名
池 田 敏 隆
田 島 力
黒 木 敬 治
中 村 剛
原 田 政 和

役員名簿
団 長
副 団 長
副 団 長
事務局長
会 計
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伝
を
行
う
。

体
育
部

団
員
の
体
育
向
上
の
為
、
各
種
競
技
会
、
講
習
会
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
、
保
健
衛
生
思
想
の
普

及
を
は
か
る
。

生
活
部

家
庭
生
活
合
理
化
の
為
必
要
な
研
究
会
、
講
演
会
を

開
催
す
る
。

産
業
部

生
産
並
び
に
販
売
知
識
の
向
上
の
た
め
、
研
究
会
・

講
習
会
・
品
評
会
・
競
作
会
等
を
開
催
す
る
。

十
一
、
婦
人
会
の
あ
ゆ
み

明
治
維
新
以
後
、
わ
が
国
の
近
代
化
は
、
日
清
・
日
露
の
戦
争
を

経
て
進
ん
だ
が
、
富
国
強
兵
策
を
す
す
め
る
た
め
の
、
婦
人
会
を
含

め
た
義
務
教
育
制
度
が
地
方
に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、

青
年
団
が
社
会
教
育
団
体
と
し
て
発
展
し
は
じ
め
た
時
で
あ
っ
た
。

同
時
に
成
人
を
対
象
と
す
る
諸
団
体
が
発
展
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
は
愛
国
婦
人
会
が
設
立
さ
れ
、

そ
の
後
、
修
養
団
・
中
央
報
徳
会
・
在
郷
軍
人
会
が
続
い
て
設
立
さ

れ
た
。
そ
れ
以
前
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
、
文
部
省
は
国
政

を
伸
張
さ
せ
る
た
め
、
や
や
も
す
れ
ば
放
縦
に
流
れ
て
い
る
国
民
に

活
を
入
れ
、
家
庭
教
育
の
あ
り
方
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
、「
家

庭
教
育
に
関
す
る
訓
令
」
を
出
し
た
。
家
庭
教
育
は
、
両
親
が
責
任

を
も
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
婦
女
の
責
任
は
重
大
な
る
も

平成１５年度 活動状況

備 考
大だこ作成打ち合わせ

遠竹青年団

【長崎県青年大会】
野球（準優勝） 相撲 出場

場 所
役 場 会 議 室
田 原 体 育 館
さざんか高原
文 化 ホ ー ル
町 内 一 円
文 化 ホ ー ル
文 化 ホ ー ル
役 場 会 議 室

大 村 市

文 化 ホ ー ル
町民グラウンド
商 工 会 館
文 化 ホ ー ル
文 化 ホ ー ル
町 内 一 円
文 化 ホ ー ル
文 化 ホ ー ル

事 業 名
役員会
大だこ作成
あぐうＤＡＹ
文化協会総会
そうめん販売
「社明運動」実施委員会
青少年健全育成連絡協議会
文化協会評議委員会

長崎県青年大会

小長井町青年団総会
町民体育祭
ふるさとまつり実行委員会
ふるさとまつり
文化協会発表会
町内一周駅伝大会
成人式
生涯学習研究大会

期 日
４月１９日
４月中旬
４月２９日
５月２４日
５月下旬～
６月２５日
７月２２日
７月１０日
８月３０日から
８月３１日
９月１２日
１０月１２日
１０月１３日
１１月３日
１１月３日
１２月２１日
１月４日
２月１日
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の
が
あ
り
、
一
般
婦
人
の
自
覚
と
喚
起
を
促
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
婦

人
団
体
の
育
成
助
長
を
は
か
っ
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
長
崎
県

学
務
部
長
は
通
達
を
発
し
、
婦
人
団
体
の
結
成
を
奨
励
し
、
婦
人
団
体
設

置
要
項
を
示
し
た
。
わ
が
小
長
井
村
に
も
愛
国
婦
人
会
が
結
成
さ
れ
た
。

昭
和
九
年
に
な
る
と
中
国
大
陸
で
風
雲
急
を
告
げ
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
の

後
援
で
、
大
日
本
国
防
婦
人
会
の
支
部
が
設
置
さ
れ
、
愛
国
婦
人
会
と
国

防
婦
人
会
の
二
本
立
と
な
っ
た
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
頃
に
は
、
日
華
戦
争
も
激
し
く
な
り
、
愛

じ
ゅ
っ
ぺ
い

国
・
国
防
の
両
婦
人
会
・
恤
兵
委
員
会
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
慰
問
品

を
募
集
し
た
り
、
病
院
に
傷
病
兵
を
慰
問
し
た
り
し
た
。
出
征
兵
士
の
た

め
の
千
人
針
奉
仕
、
駅
頭
で
の
見
送
り
、
戦
地
へ
の
慰
問
袋
作
製
な
ど
も
、

こ
の
頃
の
婦
人
会
の
大
き
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
日
華
戦
争
の
長
期
化
に
対

処
し
、
国
の
全
力
を
最
も
有
効
に
発
揮
で
き
る
よ
う
人
的
・
物
的
資
源
を

統
制
運
用
す
る
目
的
で
、
昭
和
十
三
年
五
月
に
国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ

れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
各
種
の
婦
人
会
を
解
散
・
統
合
し
て
、
大
日
本
婦

人
会
が
結
成
さ
れ
た
。

戦
局
は
日
増
し
に
拡
大
し
、
日
に
日
に
若
者
に
は
召
集
令
状
が
送
ら
れ
、

相
当
年
配
の
男
子
ま
で
も
が
軍
隊
に
、
工
場
に
と
動
員
さ
れ
た
。「
一
億

一
心
」「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」「
銃
後
の
守
り
は
吾
等
の
手

で
」
と
、
防
空
頭
巾
、
モ
ン
ペ
に
身
を
か
た
め
て
、
婦
人
会
は
地
域
の
第

一
線
に
た
っ
て
活
躍
し
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
、
国
土
を
廃
墟
廃
虚
と
化
し
て
戦
争

は
終
っ
た
。
同
年
九
月
、
終
戦
の
悲
壮
な
思
い
の
中
に
、
婦
人
会
を
解
散

し
、
思
い
出
多
い
集
い
は
終
っ
た
。
し
か
し
わ
が
小
長
井
村
に
お
い
て
は
、

大
日
本
婦
人
会
と
し
て
の
諸
活
動
は
な
お
続
け
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
、
文
部
省
は
ア
メ
リ
カ
軍
政
府
の
指
示
も
あ
っ
て
、

自
主
的
な
婦
人
団
体
の
育
成
を
促
す
通
達
を
出
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
四

月
、
小
長
井
村
で
は
地
域
婦
人
会
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
頃
の
婦
人
会
活

動
で
は
、
ア
メ
リ
カ
直
輸
入
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
幅
を
き
か
せ
た
。
戦
後
の
食
糧
難
や
物
資
不
足
に
対
応

し
て
、
衣
食
住
生
活
の
改
善
、
民
主
主
義
の
学
習
な
ど
が
、
婦
人
会
活
動

の
主
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
力
を
あ
わ
せ
て
、
婦
人
会
支
部
で
は
母
親
学
級
を
開

催
し
、
混
乱
錯
倒
し
た
中
か
ら
、
何
と
か
家
庭
教
育
の
方
向
を
見
い
出
そ

う
と
努
力
し
た
。
婦
人
会
の
総
会
等
で
は
必
ず
各
部
落
か
ら
余
興
が
出
さ

れ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
婦
人
た
ち
は
生
活
に
明
る
さ
を
と
り

も
ど
そ
う
と
努
め
た
。

昭
和
二
十
七
年
頃
か
ら
、
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
を
中
心
に
、
婦
人

会
が
敬
老
会
の
実
施
を
受
け
持
ち
、
唄
や
踊
り
の
催
し
も
の
で
老
人
た
ち

を
な
ぐ
さ
め
、
は
げ
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
、
昭
和
三
十
年
に
至
る
約
十
年
の
期
間
は
、
婦
人
に
参
政
権

が
与
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
婦
人
会
活
動
が
大
き
く
生
ま
れ
変
ろ
う

と
し
た
期
間
で
あ
っ
た
。
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歴
代
婦
人
会
長

副
会
長

婦
人
会
名
称

会
長
氏
名

副
会
長
氏
名

副
会
長
氏
名

在

職

期

間

愛

国

婦

人

会

田
川

レ
ツ

昭
和
六
年

国

防

婦

人

会

田
川

レ
ツ

昭
和
九
年

大
日
本
婦
人
会

田
川

レ
ツ

昭
和
十
三
年
五
月

大
日
本
婦
人
会

佐
藤
レ
ス
子

昭
和
十
三
年
九
月

大
日
本
婦
人
会

古
賀

ト
ヱ

昭
和
十
六
年
一
月

大
日
本
婦
人
会

田
川

レ
ツ

昭
和
二
十
年
十
一
月

小
長
井
村
婦
人
会

木
下

ナ
ミ

山
下

イ
テ

永
井

益
枝

鶴
田

ス
ヱ

昭
和
二
十
一
年
四
月
〜
二
十
六
年
三
月

小
長
井
村
婦
人
会

木
下

ナ
ミ

山
下

イ
テ

副
会
長
一
人

制
に
な
る

昭
和
二
十
六
年
四
月
〜
三
十
二
年
三
月

小
長
井
村
婦
人
会

木
下

ナ
ミ

山
下

イ
テ

昭
和
三
十
二
年
四
月
〜
三
十
四
年
三
月

小
長
井
村
婦
人
会

木
下

ナ
ミ

吉
川

子

昭
和
三
十
四
年
四
月
〜
三
十
六
年
三
月

小
長
井
村
婦
人
会

木
下

ナ
ミ

中
島

静
子

昭
和
三
十
六
年
四
月
〜
三
十
八
年
三
月

小
長
井
村
婦
人
会

木
下

ナ
ミ

原
田
シ
ゲ
ノ

昭
和
三
十
八
年
四
月
〜
四
十
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

吉
川

子

木
下

浪
江

昭
和
四
十
年
四
月
〜
四
十
二
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

木
下

浪
江

石
丸

博
子

昭
和
四
十
二
年
四
月
〜
四
十
八
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

木
下

浪
江

石
丸

博
子

副
会
長
二
名

制
に
な
る

古
賀
富
美
子

昭
和
四
十
八
年
四
月
〜
五
十
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

木
下

浪
江

石
丸

博
子

副
会
長
一
人

制
に
な
る

昭
和
五
十
年
四
月
〜
五
十
二
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

木
下

浪
江

石
丸

博
子

昭
和
五
十
二
年
四
月
〜
五
十
二
年
八
月
三
十
一
日
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１

組
織
と
活
動

・
役
員
の
任
期
は
二
か
年
と
し
、
新
旧
総
合
役
員
会
に
お
い
て
、
会
長
、

副
会
長
を
選
任
す
る
。

書
記
、
会
計
、
監
査
は
、
総
合
役
員
会
に
て
選
出
す
る
。

・
各
支
部
長
、
副
支
部
長
の
任
期
も
二
か
年
、
各
支
部
の
総
会
に
於
て
、

選
任
し
、
各
支
部
の
班
長
は
班
会
で
選
任
す
る
。

総
会
は
、
通
常
年
一
回
開
催
し
、
事
業
計
画
、
予
算
、
決
算
を
審
議
す

る
と
共
に
講
師
を
招
い
て
研
修
に
は
げ
む
。

各
支
部
に
於
て
も
、
総
会
は
年
一
回
開
催
し
お
お
む
ね
毎
月
支
部
婦
人

学
級
を
開
催
し
て
い
る
。

・
ク
ラ
ブ
活
動

婦
人
会
名
称

会
長
氏
名

副
会
長
氏
名

副
会
長
氏
名

在

職

期

間

小
長
井
町
婦
人
会

木
下

浪
江

中
島
美
代
子

昭
和
五
十
二
年
九
月
〜
五
十
四
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

中
島
美
代
子

森

郁
子

昭
和
五
十
四
年
四
月
〜
五
十
六
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

中
島
美
代
子

森

郁
子

昭
和
五
十
六
年
四
月
〜
五
十
八
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

中
島
美
代
子

森

郁
子

昭
和
五
十
八
年
四
月
〜
六
十
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

中
島
美
代
子

森

郁
子

昭
和
六
十
年
四
月
〜
六
十
二
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

森

郁
子

秋
葉

幸
代

昭
和
六
十
二
年
四
月
〜
平
成
元
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

森

郁
子

秋
葉

幸
代

平
成
元
年
四
月
〜
三
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

森

郁
子

野
口
マ
ス
ヤ

平
成
三
年
四
月
〜
五
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

森

郁
子

野
口
マ
ス
ヤ

平
成
五
年
四
月
〜
七
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

森

郁
子

野
口
マ
ス
ヤ

平
成
七
年
四
月
〜
九
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

森

郁
子

野
口
マ
ス
ヤ

平
成
九
年
四
月
〜
十
一
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

森

郁
子

山
口
ト
ミ
エ

平
成
十
一
年
四
月
〜
十
三
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

森

郁
子

山
口
ト
ミ
エ

平
成
十
三
年
四
月
〜
十
五
年
三
月

小
長
井
町
婦
人
会

森

郁
子

中
尾
奈
保
美

昭
和
十
五
年
四
月
〜
十
七
年
三
月

平
成
十
七
年
二
月
十
三
日

小
長
井
町
婦
人
会
解
散
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遠

竹

支

部

�

築

切

支

部

�

井

崎

支

部
�

小
川
原
浦
支
部�

田

原

支

部

�

農

場

支

部

�

広
川
良
支
部�

牧

　

支

部

�

長

里

支

部

�

会　長�

副会長�

事
務
局�

書
　
記�

会
　
計�

監
　
査�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
、

毎
月
四
日
中
学
校
体
育
館
で

練
習
に
励
み
、
県
婦
人
大
会

に
出
場
し
て
い
る
。

・
研
修
活
動
、
民
踊
、
茶
道
、

料
理
、
編
物
等
、
の
講
習
を

愛
好
者
を
も
っ
て
開
催
し
て

い
る
。

・
社
会
活
動

建
物
共
済
保
険
（
火
災
）
勧

誘
と
集
金
。

自
家
用
車
組
合

会
費

集

金
・
交
通
安
全
母
の
会
結
成
。
町

内
小
中
学
校
児
童
生
徒
及
び

保
育
園
児
の
交
通
安
全
指
導
。

春
秋
の
全
国
交
通
安
全
旬
間
中
は
連
日
、
又
、
別
に
毎
月
一
日
、
十
日
、

二
十
日
は
全
町
婦
人
会
員
交
替
で
街
頭
安
全
指
導
。

・
み
さ
か
え
の
園
奉
仕
活
動

ク
リ
ス
マ
ス
に
、
み
か
ん
を
贈
る
。

・
歳
末
助
け
合
い
運
動

各
学
校
、
保
育
所
、
公
民
館
等
に
ぞ
う
き
ん
配
布
。

・
聖
母
の
騎
士
園
に
餅
を
贈
っ
て
慰
問
す
る
。

２

佛
教
婦
人
会

小
長
井
町
で
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）、
町
内
各
地
域
単
位
に
、

佛
教
婦
人
会
が
結
成
さ
れ
た
。
会
員
は
、
ほ
と
ん
ど
支
部
婦
人
会
員
で
あ

る
が
、
一
部
に
は
支
部
婦
人
会
員
を
含
め
て
、
そ
れ
を
卒
え
た
老
婦
人
た

ち
の
修
養
団
体
な
ど
も
あ
る
。

町
内
三
か
寺
の
住
職
方
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
を
区
分
け
し
て
、
佛
教
婦
人

会
の
指
導
を
受
け
も
ち
、
指
導
の
主
役
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
各
地
域
と

も
、
毎
月
の
定
例
日
に
は
必
ず
開
会
し
、
戦
時
中
で
も
欠
か
す
こ
と
な
く

継
続
さ
れ
た
と
い
う
。
弥
陀
の
教
え
を
旨
と
し
た
研
修
と
親
睦
融
和
の
団

体
で
あ
る
。

３

婦
人
会
の
解
散

わ
が
国
の
婦
人
会
の
歴
史
は
、
明
治
維
新
後
の
富
国
強
兵
策
を
す
す
め

る
た
め
に
、
青
年
団
が
社
会
教
育
団
体
と
し
て
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
義
務

教
育
制
度
が
地
方
に
浸
透
さ
れ
る
な
か
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

に
愛
国
婦
人
会
と
し
て
設
立
さ
れ
、小
長
井
町
に
お
い
て
も
昭
和
六
年（
一

九
三
一
）
に
婦
人
会
が
結
成
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
国
防
婦
人
会
な
ど
も
設
置
さ
れ
た
が
、
戦
争
の
激
化
に
よ
り
、

多
く
の
男
子
が
軍
隊
や
軍
需
工
場
に
と
動
員
さ
れ
、
昭
和
十
三
年
（
一
九

三
八
）
に
「
国
家
総
動
員
法
令
」
が
発
布
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
各
種
の
婦

人
会
は
解
散
・
統
合
し
て
、
大
日
本
婦
人
会
と
な
り
、「
銃
後
の
守
り
は

―６５５―
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吾
等
の
手
で
」
と
、
婦
人
会
は
地
域
に
お
い
て
大
い
に
活
動
し
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
に
終
戦
を
迎
え
、
文
部
省
か
ら
の
、

自
主
的
な
婦
人
団
体
の
育
成
を
促
す
通
達
が
あ
り
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
、

小
長
井
町
で
は
地
域
婦
人
会
が
発
足
し
た
。

以
後
、
初
代
木
下
ナ
ミ
会
長
か
ら
吉
川

子
会
長
・
木
下
浪
江
会
長
・

中
島
美
代
子
会
長
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
か
ら
は
、
現
在
の
森

郁
子
会
長
へ
と
引
き
継
が
れ
、
地
域
婦
人
の
研
修
・
研
究
・
娯
楽
・
向

上
・
社
会
奉
仕
と
活
動
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
度
の
一
市
五
町
の

合
併
に
と
も
な
い
、
五
十
九
年
間
の
地
域
婦
人
会
活
動
の
幕
を
お
ろ
す
こ

と
と
な
っ
た
。

永
い
活
動
の
中
で
も
、
平
成
十
四
年
に
は
「
生
き
が
い
と
希
望
の
も
て

る
地
域
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
婦
人
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
五
十
二

回
長
崎
県
地
域
婦
人
団
体
研
究
大
会
北
高
大
会
が
、
多
く
の
人
々
の
協
力

を
得
て
、
小
長
井
町
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

合
併
に
と
も
な
う
解
散
に
際
し
、
平
成
十
六
年
十
一
月
に
、
各
班
長
を

対
象
に
、
今
後
の
地
域
婦
人
会
活
動
に
関
す
る
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
結
果
、
八
二
％
の
回
答
が
あ
り
、

・
地
域
行
事
に
対
し
て

参
加
す
る
だ
け
で
良
い

七
六
％

参
加
し
た
く
な
い

二
四
％

・
諫
早
市
婦
人
会
へ
の
加
入
に
つ
い
て

入
り
た
い
人

二
・
七
％

入
り
た
く
な
い
人

八
七
・
四
％

回
答
な
し

一
〇
・
〇
％

と
い
う
結
果
が
出
た
。

一
応
け
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
婦
人
会
は
解
散
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
組
織
の
必
要
性
を
感
じ
、「
新
し
い
酒
は
、
新
し
い
革
袋
に

こ
と
わ
ざ

盛
れ
」
と
い
う
諺
も
あ
る
よ
う
に
、
新
市
に
な
っ
て
、
新
し
く
婦
人
会
を

立
ち
上
げ
る
と
い
う
、
元
気
な
人
た
ち
の
現
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

平
成
十
六
年
度
の
主
な
活
動
経
過

平
成
十
六
年
四
月

春
の
交
通
安
全
祈
願
及
び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
婦
連
と
の
話
合
い

婦
人
会
総
会

山
茶
花
高
原
開
き

五
月

郡
社
会
教
育
連
絡
協
議
会
監
査
・
理
事
会
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郡
理
事
会

県
社
教
連
総
会

六
月

県
交
通
母
の
会
総
会

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

七
月

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
研
修

北
高
社
教
連
総
会

八
月

社
協
一
市
五
町
合
併
調
印
式

九
月

県
大
会

連
婦
市
と
の
話
合
い

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

秋
の
交
通
安
全
祈
願
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

九
州
大
会

十
月

県
バ
レ
ー
大
会

十
一
月

文
化
展
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育
研
究
大
会

子
育
て
講
演
会

二
月

生
涯
学
習
研
究
大
会

婦
人
会
総
会

第
九
節

社
会
体
育

高
齢
化
の
急
激
な
進
展
や
、
生
活
環
境
の
利
便
性
に
よ
り
体
を
動
か
す

機
会
が
減
少
し
て
い
る
今
日
、
体
力
の
向
上
や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
発
散
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
心
身
両
面
の
健
康
増
進
の
た
め
に
は
ス
ポ
ー

ツ
が
最
適
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
や
、
自

己
責
任
感
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
精
神
を
養
う
な
ど
青
少
年
の
健
全
育
成
に
は

欠
か
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
誰
で
も
、
何
時
で
も
、
何
処
で
も
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

競
う
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
、
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
づ
く
り
の
ス
ポ
ー
ツ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
多
様

な
意
義
を
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
自
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
心
身
共
に
健
康

で
活
力
あ
る
生
活
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

日
本
体
育
協
会
は
、
昭
和
二
十
一
年
第
一
回
国
民
体
育
大
会
を
京
阪
神

で
開
催
、
翌
二
十
二
年
石
川
県
で
第
二
回
国
体
を
開
催
し
た
。
我
が
長
崎

県
は
、
昭
和
四
十
四
年
第
二
十
四
回
「
あ
す
を
ひ
ら
く
創
造
国
体
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
開
催
し
た
の
で
あ
る
。

北
高
来
郡
体
育
協
会
は
、
昭
和
二
十
九
年
第
一
回
郡
民
体
育
大
会
開
催

に
こ
ぎ
つ
け
そ
れ
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
、
郡
内
各
町
民
の
競
技
力
向
上
と

親
睦
融
和
、
体
力
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

我
が
小
長
井
町
も
、
昭
和
三
十
年
に
第
一
回
目
村
民
体
育
大
会
開
催
に

第九節 社会体育
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ふ
み
き
り
そ
れ
以
来
町
の
年
中
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
、
町
民
の
親
睦
、

融
和
、協
調
と
体
力
づ
く
り
を
目
標
に
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。戦
前
・

戦
後
は
田
原
高
原
の
運
動
場
で
、
村
内
五
校
連
合
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ

全
村
民
が
つ
ど
っ
て
一
大
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

は
今
日
の
町
民
体
育
祭
の
前
身
と
も
い
え
る
。

一
、
社
会
体
育
施
設

１

小
長
井
町
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

全
町
民
の
体
力
づ
く
り
と
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
青
少
年
の
健
全
育

成
を
基
盤
に
し
て
、
明
る
い
町
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
標
に
町
民
が
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

め
る
憩
い
の
場
と
し
て
、
昭
和
四
十

七
年
七
月
一
日
に
着
工
約
八
千
二
百

万
円
の
巨
費
を
投
じ
て
小
長
井
小
学

校
横
の
海
岸
を
埋
め
立
て
て
、
昭
和

四
十
八
年
三
月
三
十
日
に
完
成
し
た
。

そ
の
面
積
は
一
七
、
〇
〇
〇
�
（
五
、

一
四
〇
坪
）
で
あ
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

も
埋
め
立
て
ら
れ
た
ま
ま
で
石
こ
ろ

が
散
在
し
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
状
態
で
な
く
、

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
、
各
種

団
体
か
ら
授
業
及
び
仕
事
の
合
間
に
石
拾
い
、
土
砂
入
れ
等
協
力
を
仰
ぎ
、

四
十
八
年
七
月
二
十
三
日
第
十
五
回
町
民
体
育
祭
を
兼
ね
て
開
場
式
を
行

い
全
町
民
で
完
成
を
祝
っ
た
。

場
内
に
は
二
〇
〇
�
ト
ラ
ッ
ク
（
八
コ
ー
ス
セ
パ
レ
ー
ト
）
一
面
、
野

球
コ
ー
ト
一
面
、
相
撲
場
一
面
、
庭
球
コ
ー
ト
一
面
、
四
面
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
町
民
体
育
祭
を
始
め
、
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
各
種
競
技

の
大
会
や
練
習
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
年
に
は
夜
間
照
明
施
設
も

完
備
し
そ
の
利
用
度
も
多
く
、
ま
さ
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
で
あ
る
。

２

町
立
田
原
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
増
進
及
び

地
区
民
の
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、

昭
和
六
十
年
三
月
田
原
体
育
館
が
設
置

さ
れ
た
。
建
築
面
積
八
三
二
平
方
メ
ー

ト
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一
面
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
一
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
二

面
、
そ
の
他
ス
テ
ー
ジ
、
事
務
室
、
更

衣
室
な
ど
を
完
備
し
て
い
る
。

椿
原
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
や
、

町
内
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
若
者
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
を
始
め
、
地
区
の

各
種
行
事
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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開

放

期

間

使

用

時

間

七
月
二
十
一
日
〜
八
月
三
十
一
日

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

３

長
里
地
区

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

長
里
地
区
民
の
体
力
・
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
昭
和
六
十
二
年
長
里

地
区
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
た
。

平
成
十
二
年
八
月
に
は
夜
間
照
明

施
設
も
完
備
し
、
町
民
体
育
祭
の
練

習
や
、
消
防
訓
練
、
長
里
小
学
校
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
や
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
練
習
な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ
て

い
る
。

４

町
民
プ
ー
ル

町
民
プ
ー
ル
は
約
三
千
万
円
の
経

費
を
投
じ
て
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
西

側
に
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
二

日
着
工
、
同
年
七
月
三
十
日
に
完
成

し
た
。

総
面
積
は
二
、
五
〇
〇
�
で
そ
の

中
に
は
、
床
面
積
一
四
〇
�
の
管
理

棟
が
一
棟
、
長
さ
二
十
五
�
八
コ
ー

ス
の
プ
ー
ル
一
面
、
長
さ
十
五
�
七

コ
ー
ス
の
プ
ー
ル
一
面
と
ハ
ー
ト
プ
ー
ル
一
面
が
設
置
さ
れ
管
理
棟
に
は

更
衣
室
、
便
所
、
管
理
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
八
年
八
月
一
日
、
町
内
有
志
、
体
育
部
、
婦
人
会
、
青
年
団
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
育
所
関
係
者
、
小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
等
の
参
加
を
得

て
、
町
長
、
議
長
が
「
ハ
サ
ミ
」
を
入
れ
て
、
紅
白
の
テ
ー
プ
が
切
ら
れ

晴
れ
や
か
に
開
場
し
た
。

そ
の
あ
と
諫
早
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
選
手
七
名
が
模
範
演
技
を
披
露
、

小
長
井
中
学
校
三
年
生
の
泳
ぎ
初
め
で
、
プ
ー
ル
開
き
を
す
ま
し
、
八
月

三
日
か
ら
一
般
町
民
に
開
放
し
た
。
毎
年
夏
期
に
は
近
隣
の
児
童
生
徒
や
、

家
族
連
れ
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

二
、
町
体
育
協
会
の
組
織
及
び
行
事

小
長
井
村
体
育
の
振
興
と
体
育
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昭
和
三
十
年
小

長
井
村
体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

１

役

員

会
長
（
一
名
）
村
長
、
副
会
長
（
二
名
）
助
役
及
び
教
育
長
、
理
事
長

（
一
名
）
理
事
（
若
干
名
）
各
部
の
代
表
者
、
学
校
各
種
団
体
の
代
表
者

で
組
織
。
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２

各
部
の
構
成

相
撲
部
、
陸
上
部
、
庭
球
部
、
卓
球
部
、
柔
道
部
、
剣
道
部
。

３

協
会
の
目
的

小
長
井
町
民
の
体
育
を
振
興
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
認
識
と
親
睦
を

深
め
、
も
っ
て
体
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

４

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業

・
各
種
大
会
、
講
演
会
の
開
催
、
並
び
に
各
種
行
事
に
対
す
る
協
力

・
体
育
の
指
導
、
奨
励

・
体
育
と
体
位
向
上
に
関
す
る
調
査
、
研
究

・
住
民
に
対
す
る
体
育
思
想
の
啓
発
、
向
上

・
各
種
体
育
団
体
並
び
に
体
育
行
事
の
連
絡
事
項

・
そ
の
他
、
本
協
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

５

協
会
の
変
遷

昭
和
三
十
年
九
月
四
日
、
体
育
協
会
、
青
年
団
主
催
で
第
一
回
小
長
井

村
陸
上
競
技
大
会
を
開
催
、
翌
年
九
月
十
六
日
、
第
二
回
か
ら
小
長
井
村

民
体
育
祭
に
改
名
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
、
町
制
施
行
に
と
も
な
い
翌
年

か
ら
小
長
井
町
体
育
協
会
と
改
名
し
た
。

陸
上
部
、
卓
球
部
、
排
球
部
、
庭
球
部
、
野
球
部
、
相
撲
部
、
柔
道
部
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
剣
道
部
、
少
林
寺
拳
法
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
置

か
れ
た
。

町民相撲場

牧地区グラウンド

田原地区運動公園

テニスコート

―６６０―
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６

体
育
の
活
動
内
容

行
事
の
企
画
、
運
営
を
理
事
会
で
審
議
し
体
育
行
事
を
開
催
し
て
い
る
。

◎
子
ど
も
会
体
育
行
事

・
寒
げ
い
こ

・
寒
げ
い
こ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

◎
青
年
団
の
体
育
行
事

・
県
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加

・
県
下
青
年
大
会
参
加

・
町
内
一
周
駅
伝
大
会

◎
婦
人
会
の
体
育
行
事

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◎
そ
の
他
の
体
育
行
事

・
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
春
季
野
球
大
会

・
相
撲
大
会

・
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
夏
季
野
球
大
会

・
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
郡
民
体
育
大
会

・
秋
季
野
球
大
会

・
町
民
体
育
祭

・
山
茶
花
高
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

・
青
少
年
健
全
育
成
柔
道
大
会

・
青
少
年
健
全
育
成
剣
道
大
会

・
卓
球
大
会

・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

町
民
体
育
祭

第九節 社会体育
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我
が
町
で
は
昭
和
三
十
年
に
第
一
回
目
の
村
民
体
育
祭
が
挙
行
さ
れ
そ

れ
以
来
、
町
の
年
中
行
事
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
、
町
民
の
親
睦
、
融
和
、

協
調
と
体
力
づ
く
り
が
図
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
田
原
の

運
動
場
で
、
村
内
五
校
連
合
運
動
会
が
開
催
さ
れ
全
村
民
が
つ
ど
っ
て
一

大
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
今
日
の
町
民
体
育
祭

の
前
身
と
も
い
え
る
。

今
日
の
町
民
体
育
祭
は
、
各
種
目
を
地
区
対
抗
で
行
っ
て
お
り
、
各
選

手
は
地
区
の
誇
り
と
名
誉
を
か
け
白
熱
し
た
得
点
争
い
が
展
開
さ
れ
る
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
相
集
い
一
日
が
興
奮
に
包
ま
れ
る
小
長
井
町
の

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

郡
民
体
育
祭

―６６２―

第六章 教 育



北
高
来
郡
体
育
協
会
は
昭
和
二
十
九
年
第
一
回
郡
民
体
育
大
会
を
開
催

し
、
そ
れ
以
来
災
害
発
生
時
を
の
ぞ
き
毎
年
実
施
さ
れ
本
年（
平
成
十
六

年
）で
四
十
九
回
目
を
数
え
る
。
競
技
力
向
上
や
郡
内
各
町
民
の
親
睦
融

和
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
が
、
半
世
紀
に
渡
り
実
施
さ
れ
て
き
た
大
会

も
市
町
村
合
併
に
よ
り
四
十
九
回
で
最
後
の
大
会
と
な
る
。

山
茶
花
高
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
開
園
を
記
念
し
、
平
成
三
年
に
第

一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
後
さ
ざ
ん
か
高
原
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
親
睦
融
和
、
体
力
増
強
を

目
的
と
し
て
毎
年
十
一
月
に
開
催
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
近
隣
の
市
町
村

や
県
内
外
か
ら
毎
年
一
、
二
〇
〇
名
前
後
の
参
加
者
を
得
る
ま
で
に
な
り
、

今
で
は
長
崎
県
を
代
表
す
る
大
衆
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
と
し
て
定
着
し
て

い
る
。

第九節 社会体育
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北高来郡郡民体育大会陸上競技記録

会場・回

小長井４６

飯 盛３７

〃

〃

高 来２７

〃 ３９

森 山２０

飯 盛３３

高 来４３

森 山２４

高 来３９

〃 ４７

森 山４４

小長井４６

高 来１９

森 山 ８

小長井４２

飯 盛３７

小長井３８

〃

〃 ４６

〃 ３８

森 山２８

高 来３９

森 山４４

飯 盛２９

高 来４３

〃

〃 ３１

〃 ４３

〃

年度

Ｈ１３

Ｈ４

Ｈ４

Ｈ４

Ｓ５７

Ｈ６

Ｓ５０

Ｓ６３

Ｈ１０

Ｓ５４

Ｈ６

Ｈ１４

Ｈ１１

Ｈ１３

Ｓ４９

Ｓ３８

Ｈ９

Ｈ４

Ｈ５

Ｈ５

Ｈ１３

Ｈ５

Ｓ５８

Ｈ６

Ｈ１１

Ｓ５９

Ｈ１０

Ｈ１０

Ｓ６１

Ｈ１０

Ｈ１０

所属

飯 盛

小長井

飯 盛

小長井

飯 盛

〃

高 来

森 山

〃

小長井

〃

森 山

小長井

高 来

〃

飯 盛

小長井

〃

〃

〃

森 山

小長井

高 来

小長井

高 来

森 山

高 来

〃

〃

〃

〃

氏 名

古場 和久

川野 英和

川下 広修

川野 英和

馬場 靖

後田 英幸

江口 修

馬場 靖

前田 祥紀

久田 敏幸

山口 護

城下 和美

中村 信美

辻 徹誠

江口 修

佐田 脩

板見 剛

岩元憲一郎

鶴田 敏幸

久田 貴幸

釜元 佳友

川野・川野
緒方・山本

二ノ宮・水口
土井・村上

新宮・山口喜
荒木・山口護

松上 朋子

貝田 祥子

平高菜穂子

澤久 幸

砂崎 信子

米満 梓

山口・松上
澤久・荒木

記 録

１１秒６

２分０１秒０

１１秒２

２分０１秒０

１０秒８

５３秒７

２分０３秒８

１１秒５

５４秒３

４分２４秒９

１２秒２

４分４３秒１

１２秒５

４分５４秒７

４分１０秒９

６�７５
６�３５
２�０５
１２�６０

１５分３６秒７

９分３７秒３

３分３５秒０

１分３７秒１

４６秒７

１３秒６

１２秒８

５分０８秒５

５�０４
１�５３
１１�９０

５４秒５

種 目

１００�
８００�
１００�
８００�
１００�
４００�
８００�
１００�
４００�

１，５００�
１００�
１，５００�
１００�
１，５００�
１，５００�
走幅跳

走幅跳

走高跳

砲丸投

５，０００�
３，０００�

１，６００�Ｒ

８００ｍＲ

４００ｍＲ

１００�
１００�
１，５００�
走幅跳

走高跳

砲丸投

４００ｍＲ

種 別

高 校 生

１９歳 以 下

２９歳 以 下

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳 以 上

２９歳 以 下

３０歳 以 上

共 通 男 子

一 般 男 子

共 通 男 子

一 般

年 齢 別

高 校 生

共 通

男

子

女

子

―６６４―

第六章 教 育



北高来郡郡民体育大会成績表

４８

飯

飯

飯

飯

小

小

小

高

小

飯

高

小

高

高

高

高

４７

飯

飯

小

高

飯

高

小

森

小

飯

高

小

高

小

森

小

４６

飯

高

小

飯

飯

高

小

高

小

飯

高

小

高

小

高

小

４５

飯

高

小

高

飯

高

森

森

高

飯

飯

小

飯

小

森

飯

４４

森

高

小

高

飯

小

森

森

高

高

高

小

小

高

高

高

４３

飯

高

小

高

小

高

森

飯

森

高

高

飯

高

森

高

高

４２

小

高

小

飯

飯

高

森

森

小

飯

高

飯

高

高

高

高

４１

小

高

小

高

高

高

小

森

小

森

高

飯

飯

高

高

高

４０

小

高

小

／

高

小

森

高

高

森

高

高

／

小

森

高

３９

小

高

小

小

高

高

森

小

飯

高

小

高

小

３８

小

高

小

小

高

高

森

小

高

高

小

高

高

３７

飯

高

小

高

高

高

小

高

飯

飯

高

高

高

３６

飯

高

小

高

高

飯

森

高

高

高

森

高

高

３５

飯

飯

小

小

高

高

小

高

高

飯

高

飯

高

３４

飯

高

小

高

高

飯

小

小

飯

飯

高

飯

飯

３３

飯

飯

小

小

高

森

森

小

高

高

高

飯

高

３２

飯

高

小

小

高

高

小

高

高

飯

高

３１

飯

飯

小

小

高

森

小

高

高

小

高

高

高

３０

飯

高

小

小

高

飯

森

小

高

飯

高

高

高

２９

飯

小

森

高

高

飯

森

高

高

小

飯

高

小

２８

飯

小

高

高

森

森

高

高

小

高

高

高

２７

飯

小

小

高

小

森

高

高

小

飯

小

小

２６

小

小

高

高

飯

高

小

高

小

高

小

２５

小

小

高

高

飯

高

高

小

小

高

小

２４

小

飯

小

森

飯

高

高

飯

高

小

２３

小

飯

高

高

飯

高

高

飯

高

高

２２

高

高

高

高

小

高

高

高

飯

高

２１

小

高

高

高

飯

小

飯

高

高

２０

小

高

高

高

飯

小

飯

高

高

１９

小

小

高

高

飯

小

飯

高

小

１８

森

高

高

高

小

小

小

小

小

１７

飯

飯

高

飯

飯

高

飯

森

飯

１６

小

飯

高

飯

飯

高

飯

高

飯

１５

飯

飯

高

飯

飯

高

小

高

飯

１４

小

飯

高

高

森

飯

小

高

小

１３

高

森

飯

高

飯

森

飯

飯

飯

１２

飯

飯

高

高

飯

飯

小

飯

飯

１１

小

飯

高

高

飯

飯

飯

高

飯

１０

森

飯

高

高

小

飯

小

飯

飯

９

森

飯

高

高

飯

飯

飯

高

飯

８

小

飯

高

高

飯

森

高

小

７

森

飯

高

高

飯

小

小

小

６

森

森

高

高

飯

小

森

森

５

飯

飯

高

森

小

飯

４

森

高

高

森

高

高

３

森

湯

湯

森

湯

湯

２

森

小

湯

小

湯

湯

１

森

飯

湯

森

湯

回数
種目

バレーボール（男）

〃 （女）

〃 （壮）

〃 （婦）

ソフトテ ニ ス

卓 球

相 撲

剣 道

軟 式 野 球

ＦＰソフトボール

壮年ＳＰソフトボール

女子ＳＰソフトボール

実年ＳＰソフトボール

陸 上 ・ 男 子

陸 上 ・ 女 子

総 合

第
九
節

社
会
体
育

小＝小長井町 高＝高来町 森＝森山町 飯＝飯盛町 湯＝高来町湯江

―
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第
七
章

祖
国
に
殉
じ
た
人
々

第
一
節

殉
国
慰
霊
碑

目
島
神
社
境
内
に
建
立
さ
れ
た
殉
国
慰
霊
碑
は
、
村
民
の
浄
財
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
村
内
有
志
に
よ
っ
て
建
設
委
員
会
を
設
け
、

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
十
月
に
着
工
、
昭
和
三
十
六
年
五
月
に
完

工
し
た
。
村
内
各
部
落
よ
り
境
内
に
思
い
思
い
の
樹
木
の
献
木
が
あ
り
、

聖
域
の
緑
化
も
出
来
上
り
、
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日
「
勤
労
感

謝
の
日
」
に
盛
大
な
る
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
碑
に
合
祀
さ
れ
た
戦
没
者
は

日
清

日
露

日
独
戦

九
柱

大
東
亜
戦
（
満
州
支
那
事
変
を
含
む
）

二
九
九
柱

国
家
総
動
員
関
係

二
七
柱

計

三
三
五
柱

と
な
っ
て
い
る
。

建
設
資
金
は
全
村
民
の
浄
財
で
賄
わ
れ
た
も
の
で
総
工
費

二
、
三
八

二
、
二
八
九
円
と
な
っ
て
い
る
。

内
訳

本
体
建
立
費

一
、
七
八
二
、
四
九
九
円

敷
地
造
成
費

二
九
三
、
四
九
六
円

そ
の
他
の
経
費
（
記
念
品
代
含
む
）
三
〇
七
、
二
九
四
円

合
計

二
、
三
八
三
、
二
八
九
円

殉国者慰霊祭
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第
二
節

戦
没
者
名
簿

日
清
戦
役
（
一
八
九
四
）
以
来
、
日
露
（
一
九
〇
四
）、
日
独
（
一
九

一
四
）、
満
州
事
変
（
一
九
三
一
）、
支
那
事
変
（
一
九
三
七
）
及
び
大
東

亜
戦
争
（
一
九
四
一
）
に
至
る
間
、
本
町
出
身
勇
士
は
国
難
に
お
も
む
き
、

わ
が
国
の
た
め
尊
い
犠
牲
と
な
ら
れ
た
。

戦
没
場
所
も
北
満
の
地
か
ら
南
は
太
平
洋
の
島
々
、
ビ
ル
マ
の
果
て
ま

で
で
、
祖
国
の
繁
栄
を
ひ
た
す
ら
に
念
じ
な
が
ら
散
華
さ
れ
た
殉
国
の
諸

英
霊
に
対
し
て
深
甚
の
誠
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

日
清
戦
争

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
〜戦

死
・
戦
傷
・
戦
病
死
者
名

遺

族

階

級

氏

名

戦
没
年
月
日

戦

没

場

所

続
柄

氏

名

住

所

故
陸
軍
工
兵
一
等
卒

内
川

藤
八

明
治
２９
・
１１
・
１

台
湾
に
於
て
戦
死

甥

内
川

正
弘

小
川
原
浦

日
露
戦
争

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
〜

故
陸
軍
歩
兵
一
等
卒

池
田

幸
三

明
治
３７
・
７
・
１９

満
州
に
於
て
戦
死

甥

池
田

照
巳

黒

仁

田

故
陸
軍
輜
重
兵
上
等
兵

武
富

茂

明
治
３９
・
２
・
１６

満
州
大
石
橋
に
於
て
戦
死

甥

故
武
富

典
三

牧

三

故
陸
軍
歩
兵
上
等
兵

田
島

重
松

明
治
３７
・
７
・
３１

満
州
楡
樹
林
子
枕
山
に
於
て
戦
死

甥
の
子

田
島

梅
芳

尾

ノ

上

故
陸
軍
輜
重
輸
卒

矢
竹

十
助

明
治
３８
・
８
・
１４

満
州
許
家
台
に
於
て
戦
病
死

甥

矢
竹

福
喜

田

代

一

日
独
戦
争

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
〜

故
陸
軍
輜
重
輸
卒

本
村
次
郎
右
ェ
門

大
正
３
・
１１
・
２１

支
那
山
東
省
に
於
て
戦
死

姉

故
山
田

ツ
シ

牧

二

故
陸
軍
歩
兵
上
等
兵

黒
木

祐
一

大
正
９
・
４
・
２４

佐
賀
衛
戍
病
院
に
於
て
戦
病
死

妻

故
黒
木

ヨ
シ

舟

津

故
海
軍
四
等
水
兵

神
尾

蔵
喜

大
正
８
・
１２
・
２２

佐
世
保
海
軍
病
院
に
於
て
戦
病
死

甥

神
尾

正
幸

小
川
原
浦
四

故
陸
軍
上
等
兵

川
本
市
五
郎

昭
和
９
・
１１
・
１５

本
籍
地
に
於
て
戦
傷
病
死

妻

故
川
本

ハ
ル

田

代

一
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大
東
亜
戦
（
含
満
州
事
変
・
支
那
事
変
）

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
〜

遠
竹
地
区

故
陸
軍
軍
曹

西

重
吉

昭
和
１９
・
３
・
１９

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

妻

中
川
ミ
エ
子

遠

竹

故
陸
軍
兵
長

中
村

作
蔵

昭
和
１９
・
８
・
１９

比
島
に
於
て
戦
死

長
男

中
村

賢
治

遠

竹

故
陸
軍
兵
長

山
田
喜
多
六

昭
和
１９
・
８
・
１０

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

兄

故
山
田

実
馬

遠

竹

故
陸
軍
兵
長

安
永

勝

昭
和
２１
・
１０
・
２５

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

兄

故
安
永
八
百
一

遠

竹

故
陸
軍
兵
長

前
田

家
忠

昭
和
２２
・
１
・
１６

国
立
大
村
病
院
に
於
て
戦
病
死

母

故
前
田

千
豊

遠

竹

故
陸
軍
上
等
兵

青
木
身
代
蔵

昭
和
１２
・
１０
・
１８

中
華
民
国
に
於
て
戦
死

弟

青
木

和
信

遠

竹

故
陸
軍
兵
長

貞
包

富
蔵

昭
和
１９
・
６
・
２６

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

母

故
貞
包

ソ
ノ

遠

竹

故
陸
軍
伍
長

北
島

国
弘

昭
和
１７
・
２
・
１４

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
於
て
戦
死

兄

北
島

帝
治

遠

竹

故
陸
軍
伍
長

竹
中

繁

昭
和
２０
・
６
・
１３

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

父

竹
中

繁
重

遠

竹

黒
仁
田
・
柳
南
地
区

故
陸
軍
兵
長

池
田

為
雄

昭
和
２０
・
３
・
２３

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

甥

故
池
田

正
清

黒

仁

田

故
陸
軍
兵
長

池
田

種
一

昭
和
２０
・
１
・
１２

南
支
雲
南
省
に
於
て
戦
死

兄

故
池
田
重
太
郎

黒

仁

田

故
二
等
飛
行
兵
曹

池
田

信
美

昭
和
２０
・
４
・
２７

島
根
県
上
空
に
於
て
公
務
殉
職

兄

故
池
田
重
太
郎

黒

仁

田

故
陸
軍
准
尉

池
田

義
幸

昭
和
１９
・
１１
・
１６

シ
ャ
ム
磐
石
南
方
に
於
て
戦
死

弟

池
田

照
己

黒

仁

田

故
陸
軍
伍
長

井
上
文
次
郎

昭
和
２０
・
３
・
１９

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

妻

故
井
上

チ
サ

黒

仁

田

故
陸
軍
軍
曹

副
島

松
雄

昭
和
２０
・
１
・
２５

鹿
児
島
沖
に
於
て
戦
死

弟

副
島

末
雄

黒

仁

田

故
海
軍
一
等
整
備
兵
曹

土
井

善
一

昭
和
１９
・
１２
・
２９

韮
島
に
於
て
戦
死

母

故
土
井

ツ
サ

柳

南

故
陸
軍
伍
長

土
井

行
雄

昭
和
２０
・
２
・
７

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

父

故
土
井
敬
四
郎

柳

南

故
陸
軍
上
等
兵

土
井

義
隆

昭
和
２０
・
８
・
１０

本
籍
地
で
戦
病
死

母

故
土
井
ハ
ツ
ネ

柳

南

故
海
軍
一
等
兵
曹

山
口

大
造

昭
和
１９
・
３
・
１８

南
支
那
海
に
於
て
戦
死

弟

山
口

清
朗

柳

南
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戦
死
・
戦
傷
・
戦
病
死
者
名

遺

族

階

級

氏

名

戦
没
年
月
日

戦

没

場

所

続
柄

氏

名

住

所

故
陸
軍
伍
長

松
本

境

昭
和
１８
・
４
・
２３

南
太
平
洋
に
於
て
戦
死

長
女

松
本

好
子

柳

南

故
海
軍
整
備
兵
長

荒
川

広
行

昭
和
１９
・
７
・
８

南
洋
群
島
に
於
て
戦
死

義
妹

故
荒
川

ト
ラ

柳

南

故
陸
軍
兵
長

酒
井

広
司

昭
和
１９
・
２
・
１５

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

義
妹

故
酒
井

キ
ワ

柳

南

故
陸
軍
兵
長

渡
辺

勝
一

昭
和
１９
・
１２
・
１５

緬
甸
国
バ
ー
モ
県
に
於
て
戦
死

兄

渡
辺

馨

柳

南

釜

地

区

故
陸
軍
曹
長

土
井

秀
雄

昭
和
２０
・
９
・
１４

シ
ャ
ム
に
於
て
戦
病
死

弟

土
井

政
喜

釜

一

故
陸
軍
少
尉

吉
原

早
苗

昭
和
２０
・
１
・
２９

台
湾
海
峡
に
於
て
戦
死

伯
父

故
鶴
田

七
郎

釜

一

故
陸
軍
主
計
曹
長

鶴
田

作
松

昭
和
２１
・
７
・
３

マ
リ
ア
ナ
島
に
於
て
戦
死

兄

故
鶴
田

政
市

釜

一

故
陸
軍
軍
曹

鶴
田
文
四
郎

昭
和
１９
・
８
・
３

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

母

故
鶴
田

フ
サ

釜

一

故
陸
軍
軍
属

鶴
田

嘉
一

昭
和
１９
・
１２
・
３１

中
華
民
国
青
島
に
於
て
戦
死

長
男

鶴
田

忠
徳

釜

一

故
陸
軍
兵
長

中
村

文
一

昭
和
１９
・
６
・
２６

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

弟

故
中
村

米
作

釜

一

故
陸
軍
兵
長

中
村
留
四
郎

昭
和
２０
・
２
・
２０

広
東
省
に
於
て
戦
死

兄

中
村

次
夫

釜

一

故
陸
軍
伍
長

安
永

鶴
松

昭
和
１９
・
８
・
３

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

妻

安
永
ハ
ル
ヱ

釜

一

故
陸
軍
兵
曹
長

山
口

秀
雄

昭
和
１８
・
１２
・
４

東
邦
南
東
海
面
に
於
て
戦
死

兄

故
山
口
袈
裟
太
郎

釜

一

故
陸
軍
兵
長

山
田
市
太
夫

昭
和
１９
・
８
・
９

中
華
民
国
湖
南
省
に
於
て
戦
死

母

故
鶴
田

タ
メ

釜

一

故
海
軍
軍
属

新
宮

考
助

昭
和
１７
・
７
・
３０

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

兄

故
新
宮

卯
作

釜

一

故
陸
軍
一
等
兵

森

�

昭
和
２０
・
１
・
８

中
華
民
国
に
於
て
戦
死

母

故
森

サ
メ

釜

一

故
陸
軍
兵
長

竹
原

直

昭
和
１９
・
６
・
１３

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

長
男

竹
原

敬
治

釜

一

故
海
軍
一
等
水
兵

竹
原

逸
雄

昭
和
２０
・
５
・
４

佐
世
保
海
軍
病
院
に
於
て
戦
傷
死

妻

故
竹
原

イ
キ

釜

二

故
陸
軍
伍
長

中
村
宇
太
郎

昭
和
１４
・
８
・
１９

小
倉
陸
軍
病
院
に
於
て
戦
病
死

義
妹

中
村
ミ
ツ
子

釜

二
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故
海
軍
上
等
兵
曹

荒
平
幸
一
郎

昭
和
１９
・
１１
・
５

韮
島
に
於
て
戦
死

甥

故
荒
平
常
三
郎

釜

二

故
海
軍
整
備
二
等
兵
曹

新
宮

豊

昭
和
１９
・
２
・
２１

ビ
ス
マ
ー
ク
に
於
て
戦
死

母

故
新
宮

ム
メ

釜

二

故
陸
軍
一
等
兵

新
宮

素

昭
和
１７
・
６
・
２７

東
京
中
島
飛
行
機
付
属
病
院
戦
病
死

母

故
新
宮

ム
メ

釜

二

故
海
軍
二
等
兵
曹

新
宮

磨

昭
和
２０
・
５
・
２７

ソ
ロ
モ
ン
島
に
於
て
戦
死

母

故
新
宮

ム
メ

釜

二

築
切
地
区

故
陸
軍
曹
長

中
村

清
治

昭
和
１９
・
２
・
３

ビ
ル
マ
・
ミ
ッ
チ
ナ
ー
県
に
於
て
戦
死

弟

故
中
村

増
雄

築

切

故
海
軍
二
等
機
関
兵
曹

中
村

新

昭
和
１９
・
６
・
１５

西
南
太
平
洋
に
於
て
戦
死

母

故
中
村
ミ
サ
ヲ

築

切

故
海
軍
一
等
兵
曹

安
永

善
治

昭
和
１９
・
７
・
４

本
州
南
方
海
面
に
於
て
戦
死

母

故
安
永

ト
ノ

築

切

故
海
軍
軍
属

安
永
袈
裟
男

昭
和
１９
・
１
・
７

南
洋
群
島
に
於
て
戦
死

母

故
安
永

ト
ノ

築

切

故
陸
軍
伍
長

陣
内

喜
八

昭
和
２６
・
７
・
６

本
籍
地
に
於
て
戦
病
死

妻

陣
内

マ
チ

築

切

井
崎
地
区

故
陸
軍
伍
長

岩
永

重
雄

昭
和
２０
・
２
・
１０

ビ
ル
マ
・
ナ
ム
オ
ン
に
於
て
戦
病
死

妻

岩
永
フ
サ
エ

井

崎

一

故
陸
軍
曹
長

井
出

猶
助

昭
和
１５
・
５
・
１３

中
華
民
国
湖
北
省
に
於
て
戦
死

兄

故
井
手

基

井

崎

一

故
陸
軍
曹
長

馬
場

司

昭
和
１９
・
８
・
１

ビ
ル
マ
・
ミ
ッ
チ
ナ
ー
県
に
於
て
戦
死

兄

故
馬
場

勝
彦

井

崎

一

故
陸
軍
兵
長

布
川

吉
隆

昭
和
１８
・
９
・
２０

南
支
戦
線
に
於
て
戦
死

母

故
布
川

オ
レ

井

崎

一

故
陸
軍
兵
長

�
田

均

昭
和
１９
・
９
・
１７

中
華
民
国
に
於
て
戦
死

母

故
�
田

ト
ワ

井

崎

一

故
陸
軍
上
等
兵

�
田

賢

昭
和
２０
・
１
・
２５

鹿
児
島
沖
に
於
て
戦
死

母

故
�
田

ト
ワ

井

崎

一

故
陸
軍
一
等
兵

堤

猛
六

昭
和
１９
・
２
・
８

西
太
平
洋
に
於
て
戦
死

兄

堤

不
二
雄

井

崎

一

故
陸
軍
兵
技
上
等
兵

�

八
百
一

昭
和
１７
・
９
・
１８

久
留
米
陸
軍
病
院
に
於
て
戦
病
死

妻

故
�

ミ
ス

井

崎

一

故
陸
軍
兵
長

中
道

益
羅

昭
和
１９
・
９
・
１４

雲
南
省
に
於
て
戦
死

妻

故
栗
本

フ
ニ

井

崎

一

故
陸
軍
一
等
兵

又
野

鈴
一

昭
和
１９
・
９
・
２１

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

母

故
又
野

キ
テ

井

崎

一

故
陸
軍
曹
長

増
山

安
雄

昭
和
１９
・
１２
・
１０

ビ
ル
マ
国
バ
ー
モ
県
に
於
て
戦
死

叔
母

井
上

ハ
ル

井

崎

一
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戦
死
・
戦
傷
・
戦
病
死
者
名

遺

族

階

級

氏

名

戦
没
年
月
日

戦

没

場

所

続
柄

氏

名

住

所

故
陸
軍
上
等
兵

山
田
重
次
郎

昭
和
１４
・
８
・
１１

中
華
民
国
山
西
省
に
於
て
戦
死

母

故
山
田

テ
イ

井

崎

一

故
陸
軍
兵
長

池
原

敏
治

昭
和
２０
・
４
・
１５

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

妹

池
原

幸
子

井

崎

二

故
陸
軍
一
等
兵

池
田

重
徳

昭
和
２２
・
１
・
９

本
籍
地
に
於
て
戦
病
死

父

故
池
田
梅
次
郎

井

崎

二

故
陸
軍
兵
技
軍
曹

馬
場
末
次
郎

昭
和
１８
・
１１
・
２８

東
京
第
二
陸
軍
病
院
に
於
て
戦
病
死

兄

故
馬
場
福
次
郎

井

崎

二

故
陸
軍
伍
長

堤

久
三

昭
和
２２
・
１
・
２

ソ
連
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
於
て
戦
病
死

長
男

堤

憲
三
郎

井

崎

二

故
陸
軍
一
等
兵

中
尾

泉

昭
和
２２
・
７
・
２

本
籍
地
に
於
て
戦
病
死

母

中
尾

シ
ゲ

井

崎

二

故
陸
軍
上
等
兵

光
田

福
男

昭
和
１９
・
６
・
３０

比
島
方
面
に
於
て
戦
死

母

光
田

イ
ワ

井

崎

二

故
陸
軍
伍
長

小
畑

慈
己

昭
和
１５
・
１２
・
２

中
華
民
国
山
西
省
に
於
て
戦
病
死

母

故
小
畑

セ
ト

井

崎

二

故
海
軍
上
等
整
備
兵

脇
山

檻
男

昭
和
２１
・
３
・
１０

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
病
死

母

脇
山
ミ
サ
ヱ

井

崎

三

故
陸
軍
伍
長

灘
波

猛

昭
和
２０
・
３
・
２５

比
島
サ
マ
ー
ル
島
に
於
て
戦
死

父

故
灘
波

一
仲

井

崎

三

故
陸
軍
伍
長

光
武

萬
次

昭
和
１９
・
２
・
６

北
支
に
於
て
戦
死

母

故
光
武

シ
チ

井

崎

三

故
海
軍
船
員

平
井
豊
次
郎

昭
和
２０
・
２
・
６

南
支
那
海
に
於
て
殉
職

長
女

平
井

豊
子

井

崎

三

故
海
軍
水
兵
長

松
永

彪

昭
和
２０
・
６
・
８

韮
島
に
於
て
戦
死

妻

光
田
シ
ズ
エ

井

崎

三

故
陸
軍
伍
長

音
山

晴
雄

昭
和
１９
・
９
・
７

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

兄

故
音
山

勝
樹

井

崎

四

故
海
軍
整
備
兵
長

田
崎

勇
喜

昭
和
２０
・
８
・
７

南
台
空
方
面
に
於
て
戦
死

兄

故
田
崎

源
蔵

井

崎

四

故
海
軍
二
等
兵
曹

中
村

光
義

昭
和
２０
・
７
・
３０

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

兄

故
中
村

信
義

井

崎

四

故
陸
軍
少
尉

枳
原

利
明

昭
和
２０
・
７
・
２９

ビ
ル
マ
・
ト
ン
グ
ー
に
於
て
戦
死

父

故
枳
原

芳
雄

井

崎

四

故
陸
軍
曹
長

古
賀

貞
義

昭
和
２０
・
５
・
２５

沖
縄
本
島
宮
城
に
於
て
戦
死

兄

故
古
賀

徳
郎

井

崎

四

故
海
軍
水
兵
長

佐
藤

政
枝

昭
和
２１
・
１
・
６

満
州
国
延
吉
に
於
て
戦
病
死

妻

故
佐
藤
サ
ツ
キ

井

崎

四

故
陸
軍
伍
長

石
橋

金
三

昭
和
２０
・
７
・
２０

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

長
男

石
橋

義
春

井

崎

四

故
陸
軍
軍
曹

土
井

綾
次

昭
和
１９
・
１１
・
６

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

妹

故
土
井

ハ
ス

井

崎

四
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小
川
原
浦
地
区

故
陸
軍
伍
長

岩
元

初
次

昭
和
１９
・
１２
・
２２

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

母

故
岩
元

シ
ゲ

小
川
原
浦
一

故
陸
軍
兵
長

岩
元

干
城

昭
和
２０
・
６
・
２２

ビ
ル
マ
・
ミ
ッ
チ
ナ
ー
県
に
於
て
戦
死

母

故
岩
元

シ
ゲ

小
川
原
浦
一

故
陸
軍
兵
技
曹
長

原
田

金
六

昭
和
１９
・
８
・
２７

中
華
民
国
龍
陵
県
に
於
て
戦
死

妻

原
田

テ
ツ

小
川
原
浦
一

故
陸
軍
伍
長

牧
山
栄
四
郎

昭
和
２０
・
７
・
１０

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
於
て
戦
死

兄

故
牧
山
吉
次
郎

小
川
原
浦
一

故
海
軍
軍
属

新
北

金
蔵

昭
和
２０
・
７
・
１５

青
森
県
方
面
に
於
て
戦
死

弟

新
北

忠
義

小
川
原
浦
一

故
陸
軍
伍
長

小
柳

束

昭
和
１９
・
６
・
６

ビ
ル
マ
・
ミ
ッ
チ
ナ
ー
県
に
於
て
戦
死

従
弟

小
柳

栄

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
伍
長

原
口

一
雄

昭
和
１９
・
９
・
１９

ビ
ル
マ
・
カ
タ
ン
ガ
ン
に
於
て
戦
死

甥

原
口

輝
義

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
一
等
兵

林
田

末
雄

昭
和
１６
・
８
・
２８

久
留
米
陸
軍
病
院
に
於
て
戦
病
死

母

故
林
田

レ
イ

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
上
等
兵

江
口

占
雄

昭
和
１２
・
１１
・
７

中
華
民
国
に
於
て
戦
死

従
弟

田
川

清
和

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
兵
長

中
村

辰
一

昭
和
１９
・
６
・
１

ビ
ル
マ
・
ミ
ッ
チ
ナ
ー
県
に
於
て
戦
死

長
男

中
村

弘
之

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
軍
曹

村
山

豊
記

昭
和
２０
・
７
・
２０

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

養
子

故
村
山

逸
郎

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
伍
長

山
口

豊
三

昭
和
１５
・
２
・
１

蒙
古
連
合
国
に
於
て
戦
死

母

山
口

イ
ワ

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
上
等
兵

山
本

清
次

昭
和
１６
・
６
・
２

大
村
陸
軍
病
院
に
於
て
戦
病
死

母

山
本

シ
ク

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
兵
長

松
永

儀
八

昭
和
１６
・
１２
・
１４

比
島
パ
ン
ガ
ス
イ
ナ
ン
州
に
於
て
戦
死

弟

松
永

友
一

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
兵
長

前
田

務

昭
和
２０
・
３
・
１６

ビ
ル
マ
国
ペ
イ
グ
ン
北
方
に
於
て
戦
死

父

前
田

辰
男

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
兵
長

西
崎

芳
雄

昭
和
２０
・
３
・
１７

硫
黄
島
に
於
て
戦
死

弟

西
崎

助
雄

小
川
原
浦
二

故
海
軍
二
等
兵
曹

西
崎

三
八

昭
和
２０
・
３
・
１３

南
西
諸
島
に
於
て
戦
死

兄

故
西
崎
与
四
郎

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
伍
長

田
川

金
市

昭
和
２０
・
３
・
１７

硫
黄
島
に
於
て
戦
死

母

田
川

シ
エ

小
川
原
浦
二

故
陸
軍
兵
長

原
田
五
郎
左
ェ
門

昭
和
１８
・
７
・
２９

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

父

故
原
田

一
郎

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
兵
長

原
田

勝
二

昭
和
２０
・
１
・
２５

鹿
児
島
沖
に
於
て
戦
死

兄

故
原
田

勝
利

小
川
原
浦
三

故
海
軍
上
等
水
兵

西
崎
甚
四
郎

昭
和
２０
・
４
・
１

沖
縄
方
面
に
於
て
戦
死

妻

故
西
崎

エ
ン

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
伍
長

西
村

末
春

昭
和
２０
・
５
・
１７

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

妻

西
村
ミ
シ
エ

小
川
原
浦
三
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戦
死
・
戦
傷
・
戦
病
死
者
名

遺

族

階

級

氏

名

戦
没
年
月
日

戦

没

場

所

続
柄

氏

名

住

所

故
陸
軍
伍
長

岡

繁
友

昭
和
１８
・
１２
・
７

ビ
ル
マ
・
フ
ー
コ
ン
に
於
て
戦
死

弟

岡

秀
雄

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
伍
長

甲
斐

武
雄

昭
和
１９
・
５
・
６

中
支
河
北
省
に
於
て
戦
死

妻

甲
斐

タ
マ

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
軍
曹

金
谷

貞
義

昭
和
１９
・
１２
・
２

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

妻

金
谷
ミ
ス
イ

小
川
原
浦
三

故
海
軍
一
等
機
関
兵
曹

竹
口

新

昭
和
１９
・
２
・
２２

南
洋
群
島
に
於
て
戦
死

兄

故
竹
口

留
男

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
伍
長

田
川

知
市

昭
和
１３
・
４
・
２６

中
華
民
国
余

県
に
於
て
戦
死

長
男

田
川

正
勝

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
兵
長

田
川

九
一

昭
和
１９
・
５
・
１０

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

甥

田
川

正
勝

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
伍
長

田
中

正
治

昭
和
１９
・
１２
・
１０

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
・
ブ
ー
ツ
に
於
て
戦
死

長
男

田
中

正
則

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
兵
長

立
石

幸
也

昭
和
１９
・
５
・
２８

ビ
ル
マ
・
ミ
ッ
チ
ナ
ー
県
に
於
て
戦
死

弟

立
石

正
之

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
伍
長

中
尾

勝
己

昭
和
１９
・
３
・
４

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

弟

中
尾

敏
則

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
上
等
兵

中
尾

治
喜

昭
和
２１
・
２
・
８

北
支
一
五
三
兵
站
病
院
に
於
て
戦
傷
死

弟

中
尾

敏
則

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
伍
長

内
田

恒
夫

昭
和
２０
・
３
・
１７

ビ
ル
マ
・
イ
ン
ペ
レ
ッ
ト
に
於
て
戦
死

長
男

内
田

恒
美

小
川
原
浦
三

故
海
軍
軍
属

松
山

儀
市

昭
和
１７
・
１２
・
２８

西
南
太
平
洋
に
於
て
戦
死

甥

故
松
山
留
次
郎

小
川
原
浦
三

故
陸
軍
伍
長

酒
井

清

昭
和
１７
・
２
・
９

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
於
て
戦
死

母

故
酒
井

ツ
タ

小
川
原
浦
四

故
陸
軍
兵
長

宮
田

清
充

昭
和
１９
・
８
・
３

ビ
ル
マ
・
ミ
ッ
チ
ナ
ー
県
に
於
て
戦
死

弟

宮
田

義
朗

小
川
原
浦
四

故
陸
軍
大
尉

溝
田

文
雄

昭
和
１９
・
１
・
１８

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

父

故
溝
口

嘉
作

小
川
原
浦
四

故
陸
軍
軍
曹

杉
本

松
雄

昭
和
２０
・
７
・
２８

長
崎
県
島
原
方
面
に
於
て
戦
死

妻

杉
本

ユ
ス

小
川
原
浦
四

故
陸
軍
曹
長

石
田

勝
太

昭
和
１８
・
３
・
６

ビ
ル
マ
・
マ
カ
サ
ー
県
に
於
て
戦
死

母

石
田

ツ
ヨ

小
川
原
浦
四

故
陸
軍
兵
長

今
村

辰
夫

昭
和
２０
・
６
・
１３

比
島
に
於
て
戦
死

妻

今
村

ト
メ

小
川
原
浦
四

故
陸
軍
軍
曹

原
口

敏
雄

昭
和
１９
・
７
・
１９

マ
リ
ア
ナ
島
に
於
て
戦
死

妻

原
口
ユ
キ
エ

小
川
原
浦
四

故
陸
軍
兵
長

大
瀬
徳
次
郎

昭
和
２０
・
５
・
９

北
ボ
ル
ネ
オ
に
於
て
戦
死

叔
母

故
大
瀬

タ
イ

小
川
原
浦
四

故
海
軍
技
手

大
串

登

昭
和
２０
・
６
・
９

名
古
屋
市
に
於
て
空
襲
に
よ
り
死
亡

父

故
大
串

清
太

（
佐
世
保
）
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故
海
軍
二
等
兵
曹

河
村

軍
二

昭
和
１９
・
１０
・
２９

韮
島
に
於
て
戦
死

兄

河
村
健
次
郎

小
川
原
浦
四

故
海
軍
中
尉

川
野

鶴
蔵

昭
和
２０
・
５
・
２０

韮
島
に
於
て
戦
死

妻

川
野

ハ
ル

（
諫
早
）

故
陸
軍
兵
長

田
島

清

昭
和
２０
・
１
・
２３

比
島
ル
ソ
ン
に
於
て
戦
死

兄

田
島

初
雄

小
川
原
浦
五

故
陸
軍
一
等
兵

長
堂

安
雄

昭
和
２０
・
７
・
１６

宮
崎
県
都
農
駅
に
於
て
戦
死

母

故
田
島

チ
ノ

小
川
原
浦
五

故
陸
軍
伍
長

山
中

重
行

昭
和
１９
・
１１
・
４

中
国
雲
南
省
に
於
て
戦
死

母

故
山
中

セ
ン

小
川
原
浦
五

故
陸
軍
上
等
兵

矢
崎

好
之

昭
和
１８
・
９
・
１２

中
華
民
国
に
於
て
戦
死

長
男

矢
崎

好
美

小
川
原
浦
五

故
海
軍
軍
属

松
永

嘉
作

昭
和
１９
・
３
・
２

北
太
平
洋
に
於
て
戦
死

母

松
永

ツ
子

小
川
原
浦
五

故
陸
軍
兵
長

作
田

多
策

昭
和
１７
・
１
・
２７

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
於
て
戦
死

義
母

故
作
田

サ
ト

小
川
原
浦
五

故
陸
軍
伍
長

松
永

重
隆

昭
和
２０
・
２
・
２６

比
島
ポ
ロ
島
に
於
て
戦
死

母

松
永

ミ
ス

小
川
原
浦
五

新
田
原
地
区

故
陸
軍
二
等
兵

岩
崎

武
雄

昭
和
１８
・
７
・
１４

諫
早
市
に
於
て
戦
病
死

母

岩
崎

キ
ツ

新

田

原

故
陸
軍
上
等
兵

田
川

孝
二

昭
和
１７
・
１０
・
２８

中
華
民
国
雲
南
省
に
於
て
戦
死

義
兄

故
田
川
三
四
郎

新

田

原

故
陸
軍
兵
長

田
崎
要
四
郎

昭
和
２０
・
３
・
３

ビ
ル
マ
・
ウ
ン
ド
ラ
イ
ン
に
於
て
戦
死

兄

故
田
崎
愛
四
郎

新

田

原

故
陸
軍
伍
長

中
島

経
雄

昭
和
１９
・
１１
・
２

比
島
レ
イ
テ
島
に
於
て
戦
死

兄

故
中
島

三
栄

新

田

原

故
海
軍
軍
属

平
田

利
夫

昭
和
１９
・
１０
・
２２

南
西
諸
島
に
於
て
戦
死

弟

平
田

勝
次

新

田

原

故
陸
軍
一
等
兵

本
村

清

昭
和
１８
・
１１
・
１０

諫
早
市
に
於
て
戦
病
死

弟

故
本
村

久
栄

新

田

原

田
原
地
区

故
海
軍
上
等
水
兵

富
永

博

昭
和
２０
・
１２
・
１

広
島
療
養
所
に
於
て
戦
病
死

母

富
永

キ
ヤ

田

原

故
陸
軍
兵
長

横
田

玉
雄

昭
和
１９
・
７
・
３０

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

妹

横
田
多
鶴
子

田

原

故
陸
軍
伍
長

田
川
嘉
多
次
郎

昭
和
１９
・
１２
・
３１

ビ
ル
マ
・
ナ
ン
カ
ン
県
に
於
て
戦
死

妻

田
川

ニ
ヲ

田

原

故
陸
軍
伍
長

高
畑

薫

昭
和
２０
・
７
・
２０

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

妻

故
高
畑

ヨ
シ

田

原

故
海
軍
一
等
工
作
兵

田
川

辰
夫

昭
和
２０
・
３
・
１９

東
支
那
海
に
於
て
戦
死

妻

田
川
ハ
ル
エ

田

原
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戦
死
・
戦
傷
・
戦
病
死
者
名

遺

族

階

級

氏

名

戦
没
年
月
日

戦

没

場

所

続
柄

氏

名

住

所

故
陸
軍
兵
長

田
中

芳
雄

昭
和
２０
・
６
・
１４

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

義
姉

田
中

モ
ト

田

原

故
陸
軍
上
等
兵

永
渕

尚
司

昭
和
１２
・
１１
・
１８

中
華
民
国
に
於
て
戦
死

妹

永
渕
ク
ミ
子

田

原

故
陸
軍
伍
長

永
渕

久
夫

昭
和
１９
・
４
・
５

ビ
ル
マ
・
ミ
ッ
チ
ナ
ー
県
に
於
て
戦
死

妹

永
渕
ク
ミ
子

田

原

故
陸
軍
上
等
兵

山
口
次
郎
市

昭
和
１９
・
６
・
３０

朝
鮮
木
浦
沖
に
於
て
戦
死

父

故
山
口
寅
次
郎

田

原

故
陸
軍
伍
長

山
口

信
暁

昭
和
２１
・
３
・
２６

ソ
連
チ
タ
収
容
所
に
於
て
戦
死

妻

山
口

ユ
ミ

田

原

故
陸
軍
伍
長

松
尾

豊
七

昭
和
２０
・
３
・
２６

ビ
ル
マ
・
メ
イ
ク
テ
ー
ラ
に
於
て
戦
死

義
姉

松
尾

ケ
サ

田

原

故
陸
軍
伍
長

松
尾

秀
馬

昭
和
２０
・
７
・
２２

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

長
男

松
尾

賢
治

田

原

故
陸
軍
伍
長

松
尾

直
人

昭
和
２０
・
６
・
２６

ビ
ル
マ
・
ベ
ー
ク
ケ
ー
ン
に
於
て
戦
死

兄

入
江

光
治

田

原

故
陸
軍
伍
長

有
富

善
明

昭
和
２０
・
１
・
２９

台
湾
沖
に
於
て
戦
死

長
男

有
富

俊
文

田

原

故
海
軍
二
等
機
関
兵
曹

宮
崎

佐
市

昭
和
１８
・
３
・
３

ソ
ロ
モ
ン
群
島
に
於
て
戦
死

長
女

宮
崎

和
子

田

原

故
陸
軍
上
等
兵

島
田
丑
之
助

昭
和
１９
・
８
・
２１

仏
印
カ
ム
ラ
ン
湾
に
於
て
戦
死

妻

島
田

シ
ズ

田

原

故
陸
軍
伍
長

一
丸
吉
太
郎

昭
和
２０
・
７
・
２２

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

弟

一
丸

虎
男

田

原

故
陸
軍
伍
長

島
田

信
吉

昭
和
２０
・
７
・
１０

比
島
ル
ソ
ン
島
イ
サ
ベ
ラ
州
に
於
て
戦
死

妻

島
田

栄
子

田

原

牧

地

区

故
陸
軍
伍
長

原
田

清
人

昭
和
２０
・
５
・
２６

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

長
女

原
田
キ
ミ
子

牧

一

故
陸
軍
兵
長

原
田

康
見

昭
和
１９
・
７
・
１８

ビ
ル
マ
国
キ
ン
ダ
ン
に
於
て
戦
死

長
男

原
田

国
義

牧

一

故
陸
軍
一
等
兵

田
島

友
作

昭
和
１９
・
２
・
８

鹿
児
島
沖
に
於
て
戦
死

兄

故
田
島

桃
一

牧

一

故
海
軍
上
等
工
作
兵

山
本

国
雄

昭
和
２０
・
２
・
２３

韮
島
に
於
て
戦
死

妹

山
本
キ
ミ
ノ

牧

一

故
陸
軍
軍
曹

山
本

広
美

昭
和
１５
・
３
・
２２

蒙
古
五
原
県
に
於
て
戦
死

妹

山
本
キ
ミ
ノ

牧

一

故
陸
軍
一
等
兵

山
田
市
太
郎

昭
和
１９
・
５
・
６

ビ
ル
マ
方
面
に
於
て
戦
死

長
男

山
田

宣
昭

牧

一
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故
陸
軍
伍
長

牧
野

節
夫

昭
和
１７
・
３
・
１０

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
於
て
戦
死

長
女

岡
村

ケ
イ

牧

一

故
陸
軍
兵
長

牧
野

清

昭
和
２０
・
４
・
６

サ
ペ
海
サ
ペ
カ
島
に
於
て
戦
死

母

故
牧
野

ツ
ル

牧

一

故
陸
軍
兵
長

牧
本

三
次

昭
和
１９
・
７
・
４

南
洋
群
島
に
於
て
戦
死

母

故
牧
本

タ
ヨ

牧

一

故
陸
軍
軍
属

牧
本
又
次
郎

昭
和
１９
・
１１
・
１７

東
支
那
海
に
於
て
戦
死

母

牧
本

タ
ヨ

牧

一

故
陸
軍
伍
長

小
柳

春
喜

昭
和
１５
・
３
・
２４

蒙
古
に
於
て
戦
死

母

故
小
柳

ウ
キ

牧

一

故
陸
軍
整
備
兵
長

小
柳

満
喜

昭
和
１９
・
８
・
１０

南
洋
群
島
に
於
て
戦
死

母

故
小
柳

ウ
キ

牧

一

故
海
軍
軍
属

岸
川
敬
之
助

昭
和
１９
・
９
・
３０

ブ
カ
島
に
於
て
戦
死

義
姉

故
岸
川

ソ
チ

牧

一

故
陸
軍
上
等
兵

森

秀
雄

昭
和
１４
・
２
・
１２

中
華
民
国
信
陽
野
戦
病
院
に
於
て
戦
病
死

妻

森

ケ
シ
ミ

牧

一

故
陸
軍
一
等
兵

森

雅
喜

昭
和
１８
・
４
・
６

本
籍
地
に
於
て
戦
病
死

妹

故
森

キ
ミ
子

牧

一

故
陸
軍
伍
長

野
田
治
三
郎

昭
和
２０
・
５
・
７

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

妻

故
野
田

シ
メ

牧

一

故
海
軍
軍
属

原
田

勝
一

昭
和
１９
・
３
・
２

北
太
平
洋
上
に
於
て
戦
死

父

故
原
田
参
四
郎

牧

二

故
海
軍
二
等
機
関
兵
曹

原
田

政
記

昭
和
１８
・
１１
・
２５

南
太
平
洋
に
於
て
戦
死

父

故
原
田
参
四
郎

牧

二

故
海
軍
上
等
機
関
兵
曹

馬
場

徳
見

昭
和
２２
・
２
・
２６

マ
ニ
ラ
方
面
に
於
て
戦
死

母

馬
場

ソ
子

牧

二

故
陸
軍
兵
長

江
越

正
義

昭
和
１９
・
８
・
３

ビ
ル
マ
・
ミ
ッ
チ
ナ
ー
県
に
於
て
戦
死

長
男

江
越

義
昭

牧

二

故
海
軍
一
等
水
兵

田
川

豊
太

昭
和
１９
・
１０
・
６

南
支
那
海
に
於
て
戦
死

兄

故
田
川

徳
男

牧

二

故
陸
軍
兵
長

山
本
虎
三
郎

昭
和
１９
・
６
・
２３

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
ビ
ア
ク
島
に
於
て
戦
死

兄

故
山
本
悌
一
郎

牧

二

故
陸
軍
兵
長

山
田

実
雄

昭
和
２１
・
２
・
６

本
籍
地
に
於
て
戦
病
死

養
母

故
山
田

ツ
シ

牧

二

故
陸
軍
軍
曹

牧
本

保

昭
和
１９
・
７
・
３１

ビ
ル
マ
に
於
て
戦
死

母

故
牧
本

キ
モ

牧

二

故
海
軍
上
等
水
兵

松
永

房
雄

昭
和
２０
・
４
・
３０

東
支
那
海
に
於
て
戦
死

弟

松
永

政
幸

牧

二

故
陸
軍
伍
長

増
山

光
雄

昭
和
２０
・
６
・
１９

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

叔
母

故
朝
本

テ
イ

牧

二

故
陸
軍
伍
長

牧
野

勝

昭
和
２０
・
５
・
３

比
島
セ
ブ
島
に
於
て
戦
死

父

故
牧
野

長
作

牧

二

故
陸
軍
一
等
兵

牧
本

偉
俊

昭
和
２０
・
９
・
４

中
華
民
国
湖
南
省
に
於
て
戦
死

母

故
牧
本

ツ
テ

牧

三
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戦
死
・
戦
傷
・
戦
病
死
者
名

遺

族

階

級

氏

名

戦
没
年
月
日

戦

没

場

所

続
柄

氏

名

住

所

故
海
軍
中
尉

池
田

作
市

昭
和
２０
・
４
・
２４

韮
島
に
於
て
戦
死

妻

故
池
田

富
枝

牧

三

故
海
軍
軍
属

原
田

谷
雄

昭
和
１９
・
９
・
２３

ブ
カ
島
に
於
て
戦
死

弟

故
早
田

喜
八

牧

三

故
海
軍
一
等
水
兵

賀
村

充

昭
和
１９
・
１１
・
２０

印
度
洋
に
於
て
戦
死

妻

故
賀
村

ソ
エ

牧

三

故
陸
軍
兵
長

蒲
池
弥
太
郎

昭
和
２０
・
４
・
２

比
島
ロ
ン
ブ
ロ
ン
島
に
於
て
戦
死

妻

故
蒲
池

リ
エ

牧

三

故
海
軍
二
等
航
空
兵
曹

蒲
池

梅
雄

昭
和
１２
・
８
・
１８

支
那
江
陰
に
於
て
戦
死

母

故
蒲
池

イ
ネ

牧

三

故
陸
軍
少
佐

吉
岡

龍
水

昭
和
２０
・
６
・
２１

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

父

故
吉
岡

新

牧

三

故
陸
軍
曹
長

吉
岡

家
敏

昭
和
２０
・
６
・
１３

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

父

故
吉
岡

新

牧

三

故
陸
軍
伍
長

武
富

正
二

昭
和
１９
・
６
・
２８

中
華
民
国
雲
南
省
に
於
て
戦
死

弟

故
武
富

典
三

牧

三

故
海
軍
軍
属

田
島

常
秋

昭
和
１９
・
５
・
２９

南
洋
群
島
に
於
て
戦
死

父

故
田
島

久
六

牧

三

故
陸
軍
伍
長

�

朔
男

昭
和
２０
・
４
・
８

ビ
ル
マ
国
ピ
オ
ベ
県
に
於
て
戦
死

母

故
�

イ
ソ

牧

三

故
陸
軍
伍
長

�

増
雄

昭
和
２０
・
４
・
１０

ビ
ル
マ
国
ピ
ン
マ
ナ
ー
に
於
て
戦
死

母

故
�

イ
ソ

牧

三

故
陸
軍
伍
長

黒
木

岩
蔵

昭
和
１９
・
４
・
１３

北
部
ビ
ル
マ
・
ミ
ッ
チ
ナ
ー
県
に
於
て
戦
死

義
姉

故
黒
木
マ
ツ
エ

牧

三

故
海
軍
二
等
兵
曹

山
口

秋
雄

昭
和
１９
・
５
・
１０

北
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

弟

山
口

久

牧

三

故
陸
軍
上
等
兵

牧
本

正
刺

昭
和
１５
・
５
・
７

中
華
民
国
山
西
省
に
於
て
戦
傷
死

長
女

牧
本

繁
子

牧

三

故
陸
軍
軍
属

松
野

末
一

昭
和
２０
・
１
・
１９

台
湾
安
平
沖
に
於
て
戦
死

長
女

牧
野

初
子

牧

三

故
海
軍
一
等
兵
曹

松
本

治
利

昭
和
１８
・
１１
・
２

ソ
ロ
モ
ン
島
に
於
て
戦
死

妻

松
本

タ
ミ

牧

三

故
陸
軍
上
等
兵

古
賀

進

昭
和
１４
・
４
・
１２

中
華
民
国
山
西
省
第
四
野
戦
病
院
に
於
て
戦
傷
死

兄

古
賀

鐘
男

牧

三

故
海
軍
軍
属

古
賀

春
三

昭
和
１８
・
４
・
２８

南
太
平
洋
に
於
て
戦
死

兄

古
賀

鐘
男

牧

三

故
海
軍
軍
属

古
賀

留
司

昭
和
１９
・
１１
・
２１

佐
世
保
海
軍
病
院
に
於
て
公
務
死
亡

兄

古
賀

鐘
男

牧

三

故
陸
軍
上
等
兵

小
柳

勝

昭
和
２０
・
８
・
２９

本
籍
地
に
於
て
戦
病
死

母

故
小
柳

シ
ゲ

牧

三
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陸
軍
一
等
兵

原
田

薫

昭
和
１９
・
９
・
１２

本
籍
に
於
て
、
戦
病
死

兄

故
原
田

実
男

牧

二

故
海
軍
軍
属

水
口

留
男

昭
和
２０
・
３
・
５

セ
ン
ペ
ス
海
に
於
て
戦
死

妻

入
江
ミ
ツ
ヨ

牧

三

故
海
軍
水
兵
長

宮
副
今
朝
登

昭
和
１９
・
８
・
２２

比
島
に
於
て
戦
死

兄

故
宮
副

連
一

牧

三

故
海
軍
上
等
整
備
兵
曹

日
出

正
行

昭
和
２０
・
４
・
２４

韮
島
に
於
て
戦
死

弟

日
出

忠
行

牧

三

足
角
地
区

故
海
軍
水
兵
長

横
田

勇
吉

昭
和
２０
・
１２
・
１４

大
村
国
立
病
院
に
於
て
戦
病
死

兄

故
横
田
鶴
之
助

足

角

故
陸
軍
兵
長

竹
下

恒
雄

昭
和
２０
・
４
・
１０

緬
甸
国
ピ
ン
マ
ナ
県
に
於
て
戦
死

父

竹
下
惣
太
夫

足

角

故
陸
軍
兵
長

竹
下

辰
己

昭
和
２０
・
４
・
２４

比
島
セ
ブ
島
に
於
て
戦
死

父

竹
下
惣
太
夫

足

角

故
陸
軍
兵
長

村
松

安
男

昭
和
１８
・
１
・
２

ソ
ロ
モ
ン
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
に
於
て
戦
死

母

村
松

ミ
サ

足

角

故
陸
軍
兵
長

山
下

保

昭
和
１９
・
１１
・
１５

五
島
列
島
方
面
に
於
て
戦
死

妹

中
島
キ
ヌ
エ

（
京
都
）

故
陸
軍
伍
長

矢
竹

光
蔵

昭
和
１９
・
１０
・
１８

比
島
マ
ニ
ラ
西
南
に
於
て
戦
死

妻

矢
竹

好
野

足

角

故
陸
軍
上
等
兵

松
本

幸
作

昭
和
１３
・
１１
・
１４

久
留
米
陸
軍
病
院
に
て
戦
病
死

弟

故
松
本

与
八

足

角

故
陸
軍
上
等
兵

北
村
今
朝
雄

昭
和
１８
・
９
・
１２

中
華
民
国
広
東
省
に
於
て
戦
死

母

北
村

ク
マ

足

角

故
陸
軍
軍
属

森

清

昭
和
２０
・
７
・
５

外
南
洋
群
島
方
面
に
於
て
戦
死

弟

森

秀
喜

足

角

故
海
軍
上
等
水
兵

徳
永

辰
男

昭
和
１９
・
４
・
２４

琉
球
列
島
に
於
て
戦
死

弟

故
徳
永

末
七

足

角

打
越
地
区

故
陸
軍
曹
長

大
木
美
佐
美

昭
和
１７
・
１０
・
１９

ビ
ス
マ
ル
ク
・
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
に
於
て
戦
死

兄

故
大
木
大
四
郎

打

越

故
陸
軍
伍
長

吉
岡

千
年

昭
和
２１
・
７
・
２１

奉
天
省
本
溪
県
連
山
関
に
於
て
戦
死

兄

故
吉
岡

政
六

打

越

故
陸
軍
一
等
兵

吉
田

茂
樹

昭
和
１９
・
２
・
１９

内
太
平
洋
に
於
て
魚
雷
を
受
け
戦
死

父

故
吉
田

賢

打

越

故
海
軍
軍
属

中
原

金
六

昭
和
１７
・
１１
・
１４

外
南
洋
方
面
に
於
て
戦
死

二
男

中
原

繁
孝

打

越

故
陸
軍
伍
長

中
原

正
人

昭
和
２０
・
１
・
１３

ビ
ル
マ
・
北
セ
ン
ウ
イ
州
に
於
て
戦
死

父

中
原

藤
蔵

打

越

故
陸
軍
兵
長

村
松

繁
見

昭
和
２０
・
４
・
４

ビ
ル
マ
国
パ
ニ
フ
ク
チ
ン
に
於
て
戦
死

母

故
村
松

テ
キ

打

越
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戦
死
・
戦
傷
・
戦
病
死
者
名

遺

族

階

級

氏

名

戦
没
年
月
日

戦

没

場

所

続
柄

氏

名

住

所

故
陸
軍
兵
長

山
口

益
栄

昭
和
１９
・
２
・
３

ビ
ル
マ
国
フ
ロ
ン
地
区
に
於
て
戦
死

兄

故
山
口

富
蔵

打

越

故
陸
軍
軍
曹

山
口

源
三

昭
和
２０
・
１
・
２５

鹿
児
島
沖
に
於
て
戦
死

弟

故
山
口

重
三

打

越

故
海
軍
兵
曹
長

福
本

東

昭
和
１８
・
１２
・
４

海
南
島
に
於
て
戦
死

妻

福
本

ワ
サ

打

越

故
陸
軍
伍
長

小
柳

繁
一

昭
和
２０
・
３
・
１６

ビ
ル
マ
国
・
メ
イ
ク
テ
ー
ラ
県
に
於
て
戦
死

弟

小
柳

直
樹

打

越

故
陸
軍
兵
長

新
宮

繁
治

昭
和
１９
・
１１
・
２０

中
華
民
国
雲
南
省
に
於
て
戦
死

兄

故
新
宮

鹿
夫

打

越

川
内
地
区

故
陸
軍
伍
長

田
島

正
雄

昭
和
１９
・
８
・
２０

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
マ
ル
ジ
フ
プ
に
於
て
戦
死

母

故
田
島

ハ
ル

川

内

故
陸
軍
曹
長

梅
林

秋
雄

昭
和
２０
・
７
・
２５

ビ
ル
マ
国
ト
ン
グ
ー
南
方
に
於
て
戦
死

母

故
梅
林
サ
ツ
ツ

川

内

故
陸
軍
兵
長

梅
林

一
郎

昭
和
２０
・
２
・
１０

鹿
児
島
県
に
於
て
戦
死

父

故
梅
林
喜
之
充

川

内

故
陸
軍
兵
長

増
山

覚
栄

昭
和
１９
・
７
・
３１

バ
シ
ー
海
峡
に
於
て
戦
死

妻

増
山

シ
ト

川

内

故
陸
軍
上
等
兵

増
山

多
一

昭
和
２０
・
１
・
２５

鹿
児
島
沖
に
於
て
戦
死

兄

故
増
山

金
蔵

川

内

故
陸
軍
軍
曹

川
内

三
夫

昭
和
２０
・
９
・
２５

シ
ャ
ム
・
ア
ン
ポ
パ
イ
に
於
て
戦
死

妻

川
内
テ
ツ
代

（
福
岡
県
）

故
陸
軍
軍
曹

北
村
憲
三
郎

昭
和
２０
・
３
・
２２

ビ
ル
マ
国
に
於
て
戦
死

長
女

熊
崎

憲
子

船

津

故
陸
軍
伍
長

森

栄
三
郎

昭
和
２０
・
４
・
１８

ビ
ル
マ
国
ヤ
ソ
テ
イ
ン
県
に
於
て
戦
死

妻

森

セ
ツ
子
（
大
牟
田
市
）

故
陸
軍
伍
長

森

沢
一

昭
和
１９
・
８
・
１１

北
部
ビ
ル
マ
カ
ー
サ
県
に
於
て
戦
死

父

森

猪
之
充

川
内（
福
岡
県
）

舟
津
地
区

故
陸
軍
伍
長

富
永

晴
次

昭
和
２２
・
１２
・
３０

本
籍
地
に
於
て
戦
病
死

兄

故
富
永

頼
三

舟

津

故
海
軍
軍
属

大
木

三
市

昭
和
２０
・
８
・
１０

ダ
バ
オ
に
於
て
戦
死

母

故
大
木

チ
ヨ

舟

津

故
海
軍
軍
属

鶴
田

幸
吉

昭
和
２０
・
４
・
２５

比
島
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
於
て
戦
死

母

鶴
田

エ
ツ

舟

津

故
陸
軍
中
尉

黒
木

道
雄

昭
和
１９
・
１１
・
２７

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

母

故
黒
木

ヨ
シ

舟

津
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故
陸
軍
伍
長

山
崎

達

昭
和
２０
・
８
・
１

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
於
て
戦
死

妻

故
山
崎
キ
ク
エ

舟

津

故
陸
軍
一
等
兵

藤
原
政
次
郎

昭
和
１９
・
２
・
８

鹿
児
島
沖
に
於
て
戦
死

母

故
藤
原

イ
ト

舟

津

故
陸
軍
伍
長

藤
原

新

昭
和
２０
・
４
・
６

サ
ベ
海
サ
ペ
カ
島
に
於
て
戦
死

母

故
藤
原

イ
ト

舟

津

故
海
軍
上
等
兵
曹

古
賀

健
吾

昭
和
２０
・
７
・
２４

広
島
県
方
面
戦
闘
に
於
て
戦
死

妹

毎
原
ア
ヤ
子

舟

津

故
陸
軍
軍
属

古
賀

勝
秋

昭
和
１９
・
７
・
１３

蘭
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
に
於
て
戦
死

母

故
古
賀

サ
イ

舟

津

故
陸
軍
伍
長

木
下

初
蔵

昭
和
２０
・
４
・
３

ビ
ル
マ
・
メ
ー
ク
テ
ー
ラ
県
に
於
て
戦
死

義
妹

故
木
下

サ
ダ

舟

津

故
陸
軍
一
等
兵

島
崎

隼
人

昭
和
１６
・
６
・
３

傷
痍
軍
人
佐
賀
療
養
所
に
於
て
戦
病
死

妹

島
崎
ハ
ル
エ

舟

津

田
代
地
区

故
海
軍
上
等
水
兵

横
田

茂

昭
和
１９
・
７
・
８

南
洋
群
島
に
於
て
戦
死

兄

故
横
田

諫
夫

田

代

一

故
陸
軍
兵
長

横
田
今
朝
雄

昭
和
１９
・
６
・
２３

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
・
ピ
ア
ク
島
に
於
て
戦
死

長
男

横
田

政
昭

田

代

一

故
陸
軍
伍
長

横
田

勇
六

昭
和
１８
・
６
・
２１

中
華
民
国
湖
北
省
に
於
て
戦
死

母

横
田

ヤ
ス

田

代

一

故
陸
軍
伍
長

田
島

寅
男

昭
和
２０
・
７
・
２３

比
島
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

妹

土
井

ス
マ

田

代

一

故
陸
軍
上
等
兵

馬
渡
判
之
助

昭
和
１２
・
１２
・
２１

中
華
民
国
に
於
て
戦
死

母

馬
渡

ミ
サ

田

代

一

故
陸
軍
軍
曹

松
尾

勤

昭
和
１９
・
１０
・
１

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
島
オ
ク
ナ
ー
ル
島
に
於
て
戦
死

兄

故
松
尾

宏

田

代

一

故
陸
軍
軍
曹

小
森

栄
一

昭
和
１９
・
１１
・
１８

比
島
レ
イ
テ
島
に
於
て
戦
死

妹

小
森
ト
ミ
エ

田

代

一

故
陸
軍
兵
長

樋
口

繁
夫

昭
和
２１
・
４
・
２８

中
華
民
国
通
化
省
に
於
て
戦
死

妻

樋
口

マ
サ

田

代

一

故
海
軍
二
等
兵
曹

本
村
牧
三
郎

昭
和
２０
・
２
・
２６

韮
島
に
於
て
戦
死

兄

本
村

政
次

田

代

一

故
陸
軍
伍
長

河
野

松
久

昭
和
２０
・
７
・
２７

ビ
ル
マ
国
に
於
て
戦
死

二
男

河
野

昭
福

（
高
来
町
）

故
海
軍
軍
属

石
井

貞
雄

昭
和
２０
・
６
・
１３

沖
縄
に
於
て
戦
死

妻

石
井

八
重

田

代

二

故
陸
軍
兵
長

原
口

吉
正

昭
和
１７
・
２
・
１０

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
フ
キ
テ
マ
に
於
て
戦
死

兄

故
原
口
善
九
郎

田

代

二

故
海
軍
軍
属

榎
並
九
州
男

昭
和
１９
・
１１
・
２３

朝
鮮
海
峡
に
於
て
戦
死

母

榎
並

シ
イ

田

代

二

故
陸
軍
兵
長

川
野

晴
記

昭
和
２０
・
６
・
１０

ビ
ル
マ
国
ペ
ー
グ
県
に
於
て
戦
死

父

故
川
野

善
平

田

代

二
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戦
死
・
戦
傷
・
戦
病
死
者
名

遺

族

階

級

氏

名

戦
没
年
月
日

戦

没

場

所

続
柄

氏

名

住

所

故
陸
軍
兵
長

川
良

正

昭
和
２０
・
１０
・
６

南
方
方
面
に
於
て
戦
死

母

故
川
良

リ
ン

田

代

二

故
陸
軍
伍
長

川
良

繁
見

昭
和
２０
・
３
・
２４

東
支
那
海
に
於
て
戦
死

母

故
川
良

リ
ン

田

代

二

故
陸
軍
兵
長

田
中

康
雄

昭
和
１９
・
１１
・
４

中
国
雲
南
省
に
於
て
戦
死

父

故
田
中

善
三

田

代

二

故
陸
軍
軍
曹

野
副

卯
一

昭
和
２０
・
６
・
２

中
部
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

妻

野
副
ア
キ
ノ

田

代

二

故
陸
軍
軍
曹

佐
藤

広
喜

昭
和
１９
・
６
・
３０

ビ
ル
マ
国
ミ
ッ
チ
ー
ナ
県
に
於
て
戦
死

弟

佐
藤

広
幸

田

代

二

尾
ノ
上
地
区

故
陸
軍
伍
長

榎
並

吉
郎

昭
和
１７
・
１１
・
２９

ソ
ロ
モ
ン
群
島
ガ
タ
ル
カ
ナ
ル
島
に
於
て
戦
死

甥

榎
並

信
男

尾

ノ

上

故
海
軍
一
等
兵
曹

川
野
辰
五
郎

昭
和
１９
・
１１
・
２１

台
湾
方
面
に
於
て
戦
死

妹

川
野

ト
ク

尾

ノ

上

故
陸
軍
上
等
兵

田
島

国
治

昭
和
１９
・
１２
・
７

比
島
海
域
に
於
て
戦
死

父

故
田
島

為
一

尾

ノ

上

故
海
軍
軍
属

高
橋

馨

昭
和
１９
・
１０
・
２５

西
九
州
方
面
に
於
て
戦
死

妻

高
橋
ハ
ツ
エ

（
諫
早
）

故
陸
軍
上
等
兵

田
島
慶
太
郎

昭
和
１９
・
７
・
３１

バ
シ
ー
海
峡
に
於
て
戦
死

妻

田
島

ア
キ

（
佐
賀
県
）

故
海
軍
軍
属

田
島

友
蔵

昭
和
１９
・
４
・
２３

本
州
南
方
海
面
に
於
て
戦
死

弟

田
島

八
蔵

尾

ノ

上

故
陸
軍
兵
長

中
尾

一
郎

昭
和
１９
・
７
・
１８

マ
リ
ア
ナ
島
に
於
て
戦
死

妹

中
尾

ノ
ブ

尾

ノ

上

故
陸
軍
曹
長

中
尾
大
四
郎

昭
和
２０
・
４
・
２６

ビ
ル
マ
国
一
二
四
兵
站
病
院
に
於
て
戦
傷
死

妹

中
尾

ノ
ブ

尾

ノ

上

故
陸
軍
兵
長

丸
橋
勝
之
進

昭
和
１９
・
６
・
２５

ビ
ル
マ
国
に
於
て
戦
死

母

中
尾
タ
ケ
ノ

尾

ノ

上

故
陸
軍
兵
長

坂
本
喜
知
雄

昭
和
２１
・
２
・
１６

シ
ベ
リ
ヤ
ア
ル
タ
イ
州
ビ
ー
ス
ク
収
容
所
戦
病
死

父

故
坂
本

次
六

尾

ノ

上

故
陸
軍
軍
曹

木
下

政
雄

昭
和
１３
・
７
・
３１

支
那
浙
江
省
に
於
て
戦
死

長
女

木
下

政
子

尾

ノ

上

故
陸
軍
准
尉

木
下
義
三
郎

昭
和
１９
・
９
・
１

中
国
雲
南
省
竜
陵
に
於
て
戦
死

母

木
下
シ
ュ
ン

尾

ノ

上

故
陸
軍
一
等
兵

木
下

沖
男

昭
和
１５
・
８
・
１４

佐
賀
療
養
所
に
於
て
戦
病
死

母

木
下

モ
ヨ

尾

ノ

上

故
陸
軍
上
等
兵

木
下
謙
次
郎

昭
和
２５
・
３
・
３１

大
村
国
立
病
院
に
於
て
戦
病
死

母

木
下

モ
ヨ

尾

ノ

上
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故
海
軍
二
等
兵
曹

木
下

実

昭
和
１７
・
６
・
２３

佐
世
保
海
軍
病
院
に
於
て
戦
病
死

弟

木
下

武
行

尾
ノ
上（
佐
賀
県
）

故
海
軍
軍
属

木
下

政
雄

昭
和
２０
・
７
・
２８

ル
ソ
ン
島
マ
ウ
ン
テ
ン
州
に
於
て
戦
死

妻

木
下

雪
子

尾

ノ

上

故
陸
軍
兵
長

三
谷

勝

昭
和
２０
・
６
・
１９

沖
縄
本
島
真
栄
平
に
於
て
戦
死

弟

三
谷

昇

尾

ノ

上

故
海
軍
軍
属

木
下

安
好

昭
和
１９
・
７
・
９

サ
イ
パ
ン
島
に
於
て
戦
死

弟

大
木

典
男

尾

ノ

上

大
久
保
地
区

故
陸
軍
中
尉

岩
永
内
蔵
雄

昭
和
２０
・
３
・
１５

比
島
呂
栄
島
に
於
て
戦
死

母

岩
永

チ
モ

大

久

保

故
陸
軍
伍
長

花
房

勤
一

昭
和
１９
・
６
・
３０

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
ピ
ア
ク
島
に
於
て
戦
死

母

花
房

ト
ヨ

大

久

保

故
陸
軍
兵
長

本
田

貢

昭
和
２０
・
７
・
２５

北
部
ル
ソ
ン
島
に
於
て
戦
死

妻

故
本
田

市
子

（
高
来
町
）

故
海
軍
三
等
整
備
兵
曹

吉
次
松
次
郎

昭
和
１８
・
２
・
１１

佐
世
保
海
軍
病
院
に
於
て
戦
病
死

母

故
吉
次

サ
ク

大

久

保

故
海
軍
兵
曹

吉
次
松
太
郎

昭
和
１９
・
２
・
６

南
洋
群
島
に
於
て
戦
死

母

故
吉
次

サ
ク

大

久

保

故
陸
軍
上
等
兵

吉
次

吉
松

昭
和
２１
・
９
・
５

本
籍
地
に
於
て
戦
病
死

母

故
吉
次

サ
ク

大

久

保

故
陸
軍
上
等
兵

梅
林

鹿
雄

昭
和
１５
・
１２
・
２５

中
華
民
国
山
西
省
に
於
て
戦
死

母

梅
林

リ
ヲ

大

久

保

故
陸
軍
上
等
兵

野
副
今
朝
喜

昭
和
１７
・
３
・
５

ジ
ャ
バ
・
ボ
ジ
ョ
ウ
リ
方
面
に
於
て
戦
死

母

故
野
副

ヒ
ロ

大

久

保

故
陸
軍
伍
長

山
口

喜
一

昭
和
２０
・
７
・
２０

ビ
ル
マ
国
に
於
て
戦
死

弟

山
口
久
四
郎

大

久

保

故
陸
軍
准
尉

山
口

光
雄

昭
和
２０
・
３
・
７

比
島
バ
ウ
ワ
ン
島
に
於
て
戦
死

弟

山
口
久
四
郎

大

久

保

故
海
軍
二
等
機
関
兵

山
口

繁
雄

昭
和
１７
・
７
・
５

北
太
平
洋
に
於
て
戦
死

兄

山
口

繁
一

大

久

保

故
陸
軍
上
等
兵

松
崎

三
平

昭
和
１５
・
５
・
２７

中
華
民
国
広
東
省
に
於
て
戦
死

兄

故
松
崎

一
助

大

久

保

故
陸
軍
中
尉

馬
渡

敏
行

昭
和
１９
・
１２
・
３０

ビ
ル
マ
国
北
シ
ャ
ン
州
に
於
て
戦
死

母

馬
渡
ム
ツ
メ

（
諫
早
市
）

故
陸
軍
曹
長

赤
崎

吾
八

昭
和
２０
・
７
・
２６

ビ
ル
マ
国
ニ
ユ
ア
レ
ヒ
ン
郡
に
於
て
戦
死

妻

赤
崎

キ
ミ

大

久

保

古
場
地
区

故
陸
軍
兵
長

浜
下

良
三

昭
和
１９
・
９
・
１

中
国
雲
南
省
龍
陵
に
於
て
戦
死

母

故
山
崎

マ
セ

古

場

故
陸
軍
兵
長

小
柳
今
朝
雄

昭
和
１９
・
４
・
１

ビ
ル
マ
国
ミ
ッ
チ
ナ
県
ラ
バ
ン
に
於
て
戦
死

母

故
小
柳

イ
ト

古

場

◎
注

韮
島
（
に
ら
じ
ま
）
は
豪
州
と
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ
島
と
の
中
間
に
あ
る
小
島
で
あ
る

第二節 戦没者名簿
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国
家
総
動
員
関
係

戦
死
・
戦
傷
・
戦
病
死
者
名

遺

族

階

級

氏

名

戦
没
年
月
日

戦

没

場

所

続
柄

氏

名

住

所

故
女
子
挺
身
隊
員

山
田

マ
セ

昭
和
２０
・
８
・
６

長
崎
電
軌
に
勤
務
中
原
爆
に
よ
り
死
亡

父

故
山
田

実
馬

遠

竹

故
徴
用
工
員

本
田
寿
美
子

昭
和
２０
・
８
・
２６

長
崎
市
原
爆
に
よ
り
死
亡

兄

故
本
多

寿

築

切

故
徴
用
工
員

中
村

義
弘

昭
和
２０
・
８
・
３１

長
崎
兵
器
製
作
所
に
於
て
原
爆
に
よ
る
死
亡

父

故
中
村

徳
一

井

崎

一

故
学
徒
動
員

中
尾

義
己

昭
和
２０
・
８
・
９

長
崎
市
浦
上
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

母

中
尾
ミ
ス
エ

井

崎

二

故
徴
用
軍
属
（
製
鋼
）

池
田
久
米
雄

昭
和
２０
・
８
・
１８

長
崎
市
三
菱
製
鋼
所
に
於
て
原
爆
死
亡

妻

故
池
田
マ
サ
ノ

井

崎

三

故
青
年
学
校
教
諭

中
山

明
治

昭
和
２０
・
８
・
１８

長
崎
三
菱
青
年
学
校
に
於
て
原
爆
死
亡

養
子

中
山

栄
六

井

崎

三

故
徴
用
工
員

原
田

キ
エ

昭
和
２０
・
４
・
２６

長
崎
駅
構
内
に
於
て
空
襲
に
よ
り
死
亡

兄

故
原
田

留
雄

井

崎

三

故
学
徒
動
員

木
下

茂
人

昭
和
２０
・
８
・
１７

長
崎
市
電
器
製
作
所
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

母

山
口

キ
ヲ

小
川
原
浦
三

故
徴
用
軍
属
（
製
鋼
）

一
ノ
間
富
枝

昭
和
２０
・
８
・
２９

長
崎
市
に
於
て
原
爆
に
よ
る
死
亡

妻

故
小
柳
ハ
ル
エ

小
川
原
浦
西

故
徴
用
軍
属
（
兵
器
）

南
里

助
一

昭
和
２０
・
８
・
９

長
崎
原
爆
に
よ
り
死
亡

妻

南
里

ワ
カ

小
川
原
浦
四

故
徴
用
工
員
（
製
鋼
）

光
石
龍
四
郎

昭
和
２０
・
８
・
９

長
崎
製
鋼
所
に
勤
務
中
原
爆
に
よ
り
死
亡

妻

光
石

テ
ル

小
川
原
浦
西

故
女
子
挺
身
隊
員

光
石

路
子

昭
和
２０
・
８
・
９

長
崎
兵
器
製
作
所
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

母

光
石

テ
ル

小
川
原
浦
四

故
学
徒
動
員

光
石

伸
子

昭
和
２０
・
８
・
９

長
崎
市
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

母

光
石

テ
ル

小
川
原
浦
四

故
学
徒
動
員

光
石

和
弘

昭
和
２０
・
８
・
９

長
崎
市
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

母

光
石

テ
ル

小
川
原
浦
四

故
徴
用
工
員
（
製
鋼
）

田
川
今
朝
雄

昭
和
２０
・
８
・
１９

長
崎
市
製
鋼
所
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

甥

故
土
井

初
人

新

田

原

故
学
徒
動
員

石
橋

真

昭
和
２０
・
８
・
９

長
崎
造
船
所
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

父

石
橋

孟

騎

士

園

故
徴
用
軍
属
（
製
鋼
）

山
本

貞
良

昭
和
２０
・
８
・
１８

長
崎
製
鋼
所
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

兄

故
山
本

政
良

牧

一

故
徴
用
工
員

牧
本

タ
ネ

昭
和
１９
・
４
・
２１

佐
世
保
海
軍
病
院
に
於
て
死
亡

母

故
牧
本

タ
ヨ

牧

一

故
徴
用
工
員
（
製
鋼
）

本
村

増
雄

昭
和
２０
・
８
・
２２

長
崎
市
原
爆
に
よ
り
死
亡

母

故
本
村

ツ
ル

牧

二

故
徴
用
工
員
（
兵
器
）

酒
村

秀
治

昭
和
２０
・
８
・
１２

長
崎
市
原
爆
に
よ
り
死
亡

母

故
酒
村

シ
ズ

牧

二
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こ
の
戦
死
者
名
簿
は
、
遺
族
が
転
出
さ
れ
て
そ
の
住
所
が
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
分
に
つ
い
て
は
戦
死
公
報
当
時
の
住
所
を
記
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

尚
合
祀
英
霊
数
と
遺
族
数
と
が
合
致
し
な
い
の
は
、
慰
霊
碑
建
立
後
に
、

公
務
死
認
定
者
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

�
小
長
井
町
遺
族
会

第
二
次
大
戦
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が
あ
っ
た
。
幸
に
し
て
各
地
戦
線

か
ら
続
々
と
復
員
さ
れ
た
戦
友
有
志
が
発
起
人
と
な
っ
て
資
金
を
集
め
、

戦
友
の
霊
を
弔
う
た
め
の
組
織
と
し
て
昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
、
小
長

井
村
遺
族
会
が
発
足
し
た
。

終
戦
当
初
は
占
領
軍
の
命
で
、
英
霊
は
も
ち
ろ
ん
遺
族
の
世
話
も
で
き

な
か
っ
た
時
に
、
こ
の
会
は
遺
族
の
心
の
支
え
と
し
て
融
和
協
力
を
保
ち
、

村
内
三
ヶ
寺
の
協
力
を
得
て
毎
年
一
回
各
寺
を
順
番
に
慰
霊
祭
を
開
催
し

て
英
霊
の
供
養
を
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
九
月
、
講
和
条
約
が
成
立
し
て
か
ら
、
村
主
催
の
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
政
教
分
離
の
原
則
に
従
っ
て

昭
和
四
十
六
年
十
月
十
日
、
小
長
井
町
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
が
組
織
さ
れ
、

慰
霊
行
事
は
こ
の
会
の
主
催
に
よ
っ
て
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。

今
日
こ
の
遺
族
会
は
、
会
員
の
親
睦
融
和
、
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
た

遺
族
の
待
遇
改
善
な
ど
に
つ
い
て
努
力
し
、
慰
霊
碑
へ
の
献
花
、
清
掃
な

ど
に
尽
力
し
て
い
る
。
組
織
と
し
て
も
会
長
、
副
会
長
、
婦
人
部
長
、
青

年
部
長
な
ど
が
あ
る
。
な
お
こ
の
会
は
北
高
来
郡
遺
族
連
合
会
、
長
崎
県

連
合
遺
族
会
に
加
盟
し
て
い
る
。

故
徴
用
軍
属
（
造
船
）

森

鉄
男

昭
和
２０
・
８
・
１

長
崎
三
菱
工
場
内
に
於
て
爆
死

長
女

田
和

祥
子

牧

三

故
徴
用
工
員

横
田
亀
之
助

昭
和
２０
・
８
・
３１

長
崎
市
大
浦
日
出
町
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

兄

故
横
田
鶴
之
助

足

角

故
学
徒
動
員

横
田

忠
雄

昭
和
２０
・
８
・
９

長
崎
市
浦
上
駅
に
勤
務
中
原
爆
死
亡

母

故
横
田

チ
モ

足

角

故
徴
用
工
員

田
中
ア
イ
子

昭
和
２０
・
８
・
９

長
崎
兵
器
製
作
所
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

母

川
口
マ
ツ
ヨ

川

内

故
徴
用
軍
属
（
製
鋼
）

石
丸

政
雄

昭
和
２０
・
８
・
９

長
崎
市
原
爆
に
よ
り
死
亡

長
男

石
丸

猛

尾

ノ

上

故
徴
用
軍
属

中
尾

豊
重

昭
和
２０
・
３
・
４

本
籍
地
に
於
て
公
務
死
亡

弟

中
尾
庄
三
郎

尾

ノ

上

故
徴
用
軍
属

野
副

茂
幸

昭
和
２０
・
８
・
１９

長
崎
市
原
爆
に
よ
り
死
亡

兄

野
副

茂
雄

尾

ノ

上

故
徴
用
工
員
（
製
鋼
）

田
代

菊
蔵

昭
和
２０
・
８
・
１８

長
崎
市
製
鋼
所
に
於
て
原
爆
に
よ
り
死
亡

長
女

横
田

利
子

大

久

保

故
満
州
義
勇
隊
員

横
田
和
四
郎

昭
和
２０
・
５
・
１４

満
州
国
鞍
山
市
大
同
区
初
音
街
六
段
義
勇
隊
宿
舎
に
於
て
死
亡

兄

故
横
田

光
雄

田

代

二

第二節 戦没者名簿
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第
三
節

小
長
井
港
沖
に
米
軍
機
Ｂ
２９
墜
落

広
島
・
長
崎
に
人
類
史
上
初
の
忌
ま
わ
し
い
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、

辛
く
、
悲
惨
な
太
平
洋
戦
争
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五

日
、
昭
和
天
皇
の
敗
戦
を
伝
え
る
ラ
ジ
オ
放
送
で
終
戦
を
迎
た
。
そ
れ
か

ら
六
十
余
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
小
長
井
に
と
っ
て
も
忘
れ

が
た
い
出
来
事
が
あ
っ
た
。

戦
時
中
の
大
村
に
は
、
当
時
で
は
東
洋
一
と
い
わ
れ
た
第
２１
海
軍
航
空

し
ょ
う
廠
、
こ
れ
に
隣
接
し
て
大
村
海
軍
航
空
隊
、
陸
軍
の
大
村
第
４６
連
隊
と
多

く
の
軍
事
施
設
等
が
あ
っ
た
た
め
、
毎
日
の
よ
う
に
中
国
大
陸
か
ら
飛
来

す
る
米
軍
機
の
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ

２９
に
よ
り
攻
撃
を
受
け
る
状
況

下
に
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
一

日
、
こ
の
日
も
大
村
で
は
午
前

十
時
頃
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
、

飛
来
す
る
Ｂ
２９
を
迎
撃
す
る
た

め
、
大
村
海
軍
航
空
隊
か
ら
飛

び
立
っ
た
坂
本
中
尉
（
佐
賀
県

出
身
）
の
操
縦
す
る
零
戦
が
、

多
良
岳
上
空
で
敵
機
に
体
当
た

り
し
て
こ
れ
を
撃
墜
し
た
。

の
ど
か

体
当
た
り
を
受
け
た
Ｂ
２９
は
、
戦
時
中
と
は
い
え
、
長
閑
な
小
長
井
の

上
空
を
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
な
が
ら
墜
落
し
、
波
静
か
な
小
長
井
港
沖
五
〇

〇
�
の
所
に
、
垂
直
尾
翼
だ
け
を
海
面
か
ら
覗
か
せ
て
沈
没
し
た
。

墜
落
し
た
Ｂ
２９
の
機
体
は
損
傷
が
少
な
く
、
ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
着
水

し
沈
没
し
て
い
た
た
め
、
引
き
揚
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

憲
兵
及
び
海
軍
将
校
等
の
立
会
の
も
と
に
行
わ
れ
た
引
き
揚
げ
作
業
は
、

二
〇
〇
ｔ
級
位
の
大
型
ク
レ
ー
ン
船
と
、
そ
の
ま
わ
り
に
は
軍
の
命
令
で

徴
発
さ
れ
た
太
良
町
竹
崎
か
ら
の
潜
り
船
の
十
隻
位
と
、
海
底
か
ら
引
き

け
ん
け
ん
ご
う
ご
う

揚
げ
ら
れ
た
も
の
を
運
搬
す
る
た
め
の
漁
船
や
石
積
み
船
が
、
喧
喧
囂
囂

と
し
た
中
で
、
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

当
時
、�
鬼
畜
米
英
�
と
日
本
国
民
が
憎
ん
で
い
た
ア
メ
リ
カ
兵
や
墜

落
し
た
飛
行
機
を
一
目
見
よ
う
と
、
現
在
の
役
場
付
近
か
ら
井
崎
の
野
中

製
材
所
に
か
け
て
は
、
東
は
鹿
島
、
西
は
諫
早
辺
り
か
ら
も
人
が
集
ま
り
、

道
路
も
空
き
地
も
連
日
黒
山
の
人
だ
か
り
で
あ
っ
た
。

墜
落
し
た
の
が
隊
長
機
で
あ
っ
た
の
か
、
機
体
か
ら
は
白
髪
混
じ
り
の

四
十
歳
位
の
大
尉
か
ら
、
最
年
少
は
十
九
歳
の
少
年
兵
ま
で
、
全
部
で
十

一
名
の
搭
乗
員
の
遺
体
が
引
き
揚
げ
ら
れ
た
。（
長
里
の
海
岸
に
漂
着
し

た
遺
体
も
あ
っ
た
）

遺
体
と
と
も
に
機
内
か
ら
は
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
野
営
用
の
テ
ン
ト
、
釣

り
竿
な
ど
の
ほ
か
、
遭
難
し
た
と
し
て
も
救
助
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
十
分

生
活
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思
え
る
ほ
ど
大
量
の
食
料
品
を
は
じ
め
、
当

時
の
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
品
物
も
多
く
引
き
揚
げ
ら
れ
た
。

飛
行
機
は
主
翼
が
四
十
三
・
一
�
、
機
体
が
三
十
・
二
�
も
あ
っ
た
。

鎮 魂 碑
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ガ
ス
で
三
個
に
切
断
さ
れ
、
海
上
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
て
ダ
ン
ベ
ー
船

に
積
み
込
み
、
天
草
灘
↓
野
母
崎
↓
五
島
灘
↓
西
海
橋
下
を
経
て
、
大
村

航
空
廠
の
格
納
庫
ま
で
曳
航
船
で
運
ば
れ
、
復
元
状
態
に
並
べ
て
専
門
的

な
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
あ
と
し
ば
ら
く
は
展
示
さ
れ
た
。

検
死
が
終
わ
っ
た
遺
体
は
警
防
団
（
今
の
消
防
団
）
が
受
け
取
り
、
小

川
原
浦
の
墓
地
で
火
葬
し
、
白
木
の
箱
に
分
骨
し
て
納
め
、
し
ば
ら
く
は

農
協
の
倉
庫
に
保
管
し
て
い
た
が
、
後
日
、
大
村
の
憲
兵
隊
に
持
っ
て
行

か
れ
た
。
ま
た
、
小
川
原
浦
の
墓
地
に
仮
埋
葬
さ
れ
て
い
た
残
り
の
遺
骨

は
、
戦
後
、
米
軍
が
引
き
取
り
に
来
て
、
丁
重
な
埋
葬
に
感
謝
し
て
本
国

へ
持
ち
帰
っ
た
。

大
村
を
飛
び
立
っ
た
坂
本
中
尉
が
操
縦
し
て
い
た
零
戦
の
機
体
は
、
諫

早
市
長
田
町
か
ら
高
来
町
に
か
け
て
の
山
中
に
飛
散
し
て
い
た
。
ま
た
、

坂
本
中
尉
の
遺
体
は
、
深
海
の
割
石
地
区
の
山
中
に
落
下
し
て
戦
死
さ
れ

て
い
る
の
を
、
深
海
に
住
む
当
時
十
五
歳
に
な
る
山
崎
マ
サ
ノ
さ
ん
他
二

名
が
、
薪
を
採
り
に
行
っ
て
発
見
し
た
。

警
防
団
に
よ
り
収
容
さ
れ
た
こ
の
遺
体
は
、
深
海
の
蓮
行
寺
で
通
夜
が

行
わ
れ
、
丁
度
、
四
十
九
日
の
法
要
が
な
さ
れ
て
い
た
坂
本
家
の
遺
族
の

も
と
へ
と
知
ら
さ
れ
た
。

敵
機
へ
の
体
当
た
り
に
よ
り
壮
烈
な
最
期
を
遂
げ
、
二
階
級
特
進
し
た

坂
本
少
佐
と
、
異
国
の
小
長
井
港
沖
の
海
中
で
戦
死
し
た
米
軍
の
十
一
名

の
英
霊
を
慰
め
る
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
一
月
二
十
七
日

に
は
、
高
来
町
深
海
の
天
初
院
で
、
坂
本
少
佐
の
遺
族
と
米
軍
佐
世
保
基

地
司
令
官
等
が
出
席
し
て
、
日
米
合
同
に
よ
る
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。

平
和
な
平
成
の
時
代
と
な
り
、
あ
の
悲
惨
で
忌
ま
わ
し
い
大
戦
の
傷
跡

も
、
歳
月
が
流
れ
、
風
雪
と
共
に
薄
れ
、
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
平

和
で
幸
せ
な
日
々
を
私
た
ち
は
過
ご
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
長
井
に
も

こ
の
よ
う
な
過
去
が
あ
っ
た
こ
と
を
後
世
に
伝
え
、
こ
の
平
和
が
い
つ
ま

で
も
続
く
こ
と
を
願
う
。

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
七
日
、
米
軍
の
機
銃
掃
射
に
よ
り
、
小
長

井
駅
構
内
に
お
い
て
、
小
学
六
年
で
あ
っ
た
神
尾
多
恵
子
、
菖
蒲
、

馬
場
の
三
名
の
女
の
子
が
亡
く
な
っ
た
。
合
掌
。

第三節 小長井港沖に米軍機Ｂ２９墜落
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目島神社境内殉国者慰霊碑前で１０月９日、
戦没者慰霊祭がおごそかにとり行われました。
これは毎年、祖国日本の繁栄と平和のため、
尊い生命を国家に捧げられた本町関係者殉国
勇士３３５柱の御霊に対し，追悼の誠を捧げる
もので、戦後５０年の節目をむかえた今年、多
数のご来賓を賜り、式典は厳粛の中に終了し
ました。 （平成７年）

平成１１年度戦没者慰霊祭が、１０月９
日おがたま会館で行われ、関係者の
方々が多数出席される中、厳粛に式典
が執り行われました。戦後５４年が経過
し、今日の平和で繁栄があるのも、そ
の戦没者３３５柱の尊い犠牲によるもの
です。このことを忘れずに私たちも、
子孫へと受け継いでいき、永遠に平和
な日本であるよう、努力していかなけ
ればなりません。式典では、出席者全
員で尊い御霊に対し、追悼の誠を捧げ、
ご冥福を祈りました。

（平成１１年）

１０月９日、平成１０年度戦没者慰霊祭がおが

たま会館で多数の出席者のもと厳粛に執り行

われました。式典では本町戦没者３３５柱の尊

い御霊に対し、追悼の誠を捧げました。戦後

５３年を経過し、その当時の尊い犠牲により今

日の繁栄もあるのです。そのことを忘れずに

私たちもこの平和な日本を子孫へと受け継い

でいきたいものです。 （平成１０年）

例年１０月に行われていた戦没者追悼式が５

月１５日関係者多数出席のもと厳粛に文化ホー

ルで行われました。

戦後５５年が経過し、尊い命の犠牲で繁栄し

たことへの感謝と、子孫へ受け継ぐべき永遠

の平和を願い、御霊に対しご冥福を祈りまし

た。 （平成１２年）

お
ご
そ
か
に

戦
没
者
慰
霊
祭

戦
後
五
十
四
年
が
経
過
、
三
三
五
柱
の
御
霊
に
追
悼
！

追悼の誠を捧げ
戦没者慰霊祭

三三五柱の尊い犠牲に
追悼の誠を奉謝

―６８８―
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第
八
章

人
々
の
暮
ら
し

第
一
節

暮
ら
し

一
、
衣

食

住

１

衣

服

明
治
に
入
り
、
そ
れ
ま
で
と
違
っ
た
衣
服
、
洋
服
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、

徐
々
に
人
々
の
間
に
も
洋
装
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
の

衣
服
は
着
物
で
あ
っ
た
。

そ
の
着
物
が
衣
服
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
暮
ら
し
は
自
給
自
足
が
基
本
で
、

着
物
も
自
前
で
作
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
も
糸
か
ら
紡
ぎ
、
布
に
織
り
、
着
物
に
仕
立
て
る
。
仕
立
て
る
の

は
女
性
で
あ
っ
た
。
厳
し
い
農
作
業
に
追
わ
れ
る
な
か
で
、
女
性
は
働
き

手
の
一
人
で
、
昼
間
は
農
作
業
を
こ
な
し
、
家
に
帰
る
と
食
事
の
支
度
が

あ
る
。
着
物
作
り
は
そ
れ
に
加
え
て
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

着
物
を
作
る
の
が
い
か
に
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
一
人
が
持

つ
着
物
の
枚
数
か
ら
も
推
し
量
る
事
が
出
来
る
。

着
物
に
は
単
衣
と
袷
と
あ
る
が
、
普
段
着
に
し
ろ
仕
事
着
に
し
ろ
持
っ

て
い
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
二
枚
か
ら
三
枚
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

衣
服
は
そ
れ
を
着
る
時
、
場
所
が
あ
る
。
仕
事
の
と
き
に
は
仕
事
着
を
、

祝
い
事
な
ど
に
は
は
れ
着
を
い
う
ふ
う
で
あ
る
。

�

仕

事

着

着
物
の
な
か
で
最
も
馴
染
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
仕
事
着
に
は
上
衣
と
下

衣
と
で
装
う
所
と
、
長
着
物
の
よ
う
に
一
枚
で
装
う
所
と
あ
る
。

小
長
井
は
長
着
物
を
着
用
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
女
性
は
膝
下
く
ら

い
ま
で
の
丈
で
、
袖
が
筒
袖
の
作
り
で
あ
る
。

筒
袖
は
袖
付
け
を
ゆ
っ
た
り
と
、
袖
口
を
や
や
細
く
し
た
作
り
で
、
腕

が
動
か
し
や
す
い
、
仕
事
に
適
し
た
作
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
袖
を
ト
ッ
ポ
袖
と
も
言
い
、
着
物
の
名
前
と
も
し
て
い
た
。

ト
ッ
ポ
袖
の
着
物
は
単
衣
と
袷
と
あ
っ
た
。
と
も
に
膝
下
く
ら
い
ま
で

の
丈
で
、
衿
は
通
し
衿
の
作
り
の
も
あ
り
、
い
か
に
も
仕
事
着
の
作
り
で

あ
る
。

ト
ッ
ポ
袖
は
い
っ
た
い
に
農
家
で
着
用
さ
れ
た
が
、
漁
村
で
は
ド
ン
ザ

の
着
用
も
あ
っ
た
。

ド
ン
ザ
は
刺
し
子
着
物
の
こ
と
で
、
袷
を
刺
し
て
仕
立
て
る
。
こ
の
刺

し
子
の
ド
ン
ザ
は
漁
師
特
有
の
着
物
で
あ
っ
た
。
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仕
事
着
は
縞
柄
が
通
常
で
、
ド
ン
ザ
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
。
刺
し
目

は
こ
の
縞
柄
に
沿
っ
て
つ
け
て
あ
る
。
二
本
の
糸
で
刺
し
て
い
く
が
、
実

に
細
か
な
作
業
だ
っ
た
。

ド
ン
ザ
の
こ
う
し
た
作
り
は
、
布
そ
の
も
の
を
丈
夫
に
す
る
効
果
が

あ
っ
た
。
織
り
糸
に
糸
を
重
ね
る
た
め
、
布
に
厚
み
が
ま
す
の
で
あ
る
。

ま
た
、
左
右
の
刺
し
目
は
並
ば
な
い
よ
う
な
刺
し
方
を
す
る
が
、
こ
れ
は
、

厚
み
を
均
等
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
刺
し
目
は
布
目
を

も
詰
ま
っ
た
も
の
と
す
る
。

海
で
の
作
業
は
一
年
中
、
陽
ざ
し
や
海
風
、
波
し
ぶ
き
を
ま
と
も
に
受

け
る
。

刺
し
子
の
ド
ン
ザ
は
、
漁
師
の
身
体
を
こ
れ
ら
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
か

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
着
物
で
あ
っ
た
。

�

は

れ

着

一
生
に
何
度
か
着
る
と
い
っ
た
着
物
で
、
イ
ッ
チ
ョ
ラ
と
呼
ぶ
着
物
で

あ
る
。

男
女
と
も
紋
付
き
を
、
そ
う
し
た
は
れ
着
と
し
て
い
た
。

男
子
の
場
合
、
よ
く
こ
れ
に
羽
織
を
重
ね
る
が
、
羽
織
も
ま
た
は
れ
着

を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

�

防

寒

着

寒
い
季
節
に
な
る
と
袷
の
着
物
を
着
用
す
る
よ
う
に
な
る
、
し
か
し
、

そ
れ
と
て
一
枚
で
は
寒
さ
を
な
か
な
か
し
の
げ
な
い
、
と
な
る
と
重
ね
着

す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
で
は
動
き
づ
ら
か
っ
た
。
ま
た
寒
さ
に
対
す

る
着
物
が
と
り
た
て
て
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
よ

く
利
用
し
た
の
が
ポ
イ
シ
ン
で
あ
っ
た
。

袖
無
し
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
に
似
た
作
り
で
、
綿
入
れ
と
袷
が
あ
っ
た
。

ポ
イ
シ
ン
は
着
古
し
た
普
段
着
の
ま
だ
使
え
そ
う
な
部
分
を
切
り
取
り
、

そ
れ
を
継
ぎ
接
ぎ
し
て
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
後
ろ
と
前
の
身
頃
が
別
布
で
あ
っ
た
り
、
脇
の
は
す
わ
が
別

布
で
あ
っ
た
り
し
て
い
た
。

え
ぐ

大
き
く
抉
っ
た
袖
無
し
の
作
り
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
袖
付
け
の
大
き

な
着
物
に
も
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
か
っ
た
。

ポ
イ
シ
ン
は
仕
事
着
の
上
か
ら
着
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た

着
装
は
作
業
時
な
ど
で
の
体
温
調
節
に
重
宝
で
あ
っ
た
。

身
体
の
暖
ま
り
具
合
で
着
た
り
脱
い
だ
り
す
る
の
が
容
易
な
着
物
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
も
に
年
配
の
者
が
着
用
し
、
若
者
が
ポ
イ
シ
ン
を
着
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。

�

子
ど
も
着

産
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ど
も
に
は
産
着
を
着
せ
る
が
、
こ
れ
も
す
ぐ
に
と

い
う
の
で
は
な
く
、
二
十
日
、
三
十
日
と
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
で
、
そ
れ

ま
で
は
母
親
の
洗
っ
た
腰
巻
な
ど
に
く
る
ん
で
お
い
た
。

一
つ
身
を
着
せ
る
の
は
そ
の
あ
と
か
ら
で
あ
っ
た
。
子
供
の
着
物
に
は

一
つ
身
か
ら
、
三
つ
身
、
四
つ
身
と
あ
る
。
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一
つ
身
は
身
頃
を
一
枚
で
の
仕
立
て
で
付
け
紐
を
衿
に
縫
い
つ
け
る
。

こ
の
紐
は
ま
だ
動
き
回
ら
な
い
あ
い
だ
は
前
で
結
び
、
動
き
回
る
よ
う
に

な
る
と
後
ろ
で
結
ぶ
。
こ
れ
は
三
歳
く
ら
い
ま
で
着
せ
て
い
た
。

そ
れ
よ
り
大
き
く
な
る
と
三
つ
身
で
の
着
物
と
な
る
が
、
こ
れ
は
着
る

期
間
が
短
い
た
め
、
あ
ま
り
仕
立
て
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
四
つ
身
着

物
を
着
せ
て
い
た
。
本
裁
ち
前
に
着
る
着
物
で
、
大
き
め
に
仕
立
て
て
肩

あ
げ
や
腰
あ
げ
を
と
っ
て
着
せ
、
成
長
に
合
わ
せ
て
調
節
し
て
い
た
。

子
ど
も
の
着
物
に
は
、
麻
柄
や
井
桁
の
模
様
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
魔

除
け
の
模
様
で
大
人
に
く
ら
べ
て
精
神
的
、
身
体
的
に
弱
い
子
ど
も
を
病

や
魔
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
親
の
意
識
、
気
持
ち
の
現
れ
で
あ
る
。

�

下

衣

男
性
が
着
用
す
る
下
衣
に
モ
モ
ヒ
キ
が
あ
る
。
こ
れ
は
寒
い
時
期
の
農

作
業
や
山
仕
事
で
着
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

厚
手
の
布
で
仕
立
て
た
単
衣
で
、
後
ろ
で
打
ち
合
わ
せ
、
紐
を
廻
し
て

く
く

前
で
括
り
止
め
る
。
足
首
の
と
こ
ろ
も
紐
で
括
る
。

特
に
山
の
中
で
は
、
枝
葉
か
ら
身
体
全
部
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
こ
う
し
た
モ
モ
ヒ
キ
を
着
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

�

下

着

男
性
の
下
着
を
ヘ
コ
と
呼
ん
だ
。
三
尺
の
エ
ッ
チ
ュ
ベ
コ
（
越
中
褌
）

は
、
前
と
後
ろ
を
覆
う
だ
け
の
、
丁
度
手
拭
い
の
短
辺
に
紐
を
付
け
た
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。一
枚
布
で
極
め
て
薄
手
で
あ
っ
た
。こ
の
エ
ッ
チ
ュ

ベ
コ
に
な
る
前
は
六
尺
ベ
コ
を
着
け
て
い
た
。

六
尺
ベ
コ
は
そ
の
呼
び
名
の
通
り
、
木
綿
の
六
尺
ほ
ど
の
長
さ
の
一
枚

布
で
、相
撲
取
り
の
マ
ワ
シ
の
よ
う
に
腹
に
巻
い
て
着
け
る
。三
尺
の
エ
ッ

チ
ュ
ベ
コ
の
ゆ
っ
た
り
し
た
着
け
方
に
く
ら
べ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
着

け
方
で
あ
っ
た
。

六
尺
ベ
コ
は
腹
に
力
を
入
れ
る
と
き
の
仕
事
に
適
し
、
十
分
に
力
を
出

す
こ
と
が
出
来
た
。

女
性
の
下
着
と
い
う
と
腰
巻
き
で
、
キ
ャ
ー
フ
と
も
言
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
仕
事
用
、
家
に
居
る
と
き
用
、
よ
そ
行
き
用
に
区
別
し
て
い
た
。
と

く
に
仕
事
時
用
以
外
は
裾
周
り
は
破
れ
な
ど
な
い
部
分
を
あ
て
、
よ
そ
行

き
に
は
色
や
柄
の
き
れ
い
な
も
の
を
と
心
配
り
が
あ
っ
た
。

�

被
り
も
の

毎
日
が
田
畑
や
海
と
い
っ
た
戸
外
で
の
仕
事
に
、
頭
の
被
り
も
の
は
欠

か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
被
り
も
の
に
よ
く
利

用
し
た
の
が
手
拭
い
で
、
細

長
い
一
枚
の
布
で
あ
る
が
、

実
に
重
宝
な
も
の
だ
っ
た
。

鉢
巻
き
は
こ
の
手
拭
い
を

細
長
く
、
軽
く
ひ
ね
っ
て
頭

に
巻
く
着
け
方
で
、
男
性
の

い
つ
も
の
被
り
方
で
あ
っ
た
。

鉢 巻 き

第一節 暮 ら し
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女
性
は
頭
を
覆
う
よ
う
な
姉

さ
ん
被
り
で
あ
っ
た
。

風
が
冷
た
く
な
る
と
、
こ

れ
で
頭
全
体
を
顔
も
包
み
込

む
よ
う
な
被
り
方
を
す
る
。

ト
ッ
ク
イ
カ
ブ
イ
と
言
い
、

顎
の
と
こ
ろ
で
と
め
る
。

と
っ
く
り

被
っ
た
恰
好
が
徳
利
に
似
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
う
し
た

呼
び
方
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
手
拭
い
を
結
び
と
め

る
と
い
う
の
は
、
姉
さ
ん
被

り
以
外
で
は
す
く
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
鉢
巻
き
に
し

ろ
顔
の
ほ
と
ん
ど
を
包
む
よ

う
な
フ
ィ
ー
カ
ブ
リ
に
し
ろ

ね
じ

両
端
を
あ
わ
せ
、
捻
っ
て
挟

み
と
め
る
と
い
っ
た
具
合
で

あ
っ
た
。

な
お
、
手
拭
を
利
用
し
た

被
り
方
に
は
祭
り
や
踊
り
、

座
興
で
の
も
の
も
あ
り
、
浮

立
に
は
各
地
区
ご
と
に
幅
広

く
活
用
し
て
い
る
。

�

履

物

わ
ら
草
履
が
日
常
の
履
物
で
、
や
は
り
仕
事
用
や
田
畑
に
出
な
い
と
き
、

よ
そ
行
き
と
区
別
し
て
履
い
て
い
た
。

あ
し
な
か

田
畑
な
ど
の
仕
事
に
は
足
半
が
履
物
だ
っ
た
。
踵
部
分
を
作
ら
な
い
履

物
で
、
足
の
三
分
の
二
が
は
い
る
大
き
さ
に
作
っ
て
あ
る
。

か
か
と踵
を
つ
け
な
い
だ
け
足
の
運
び
が
早
く
な
り
、
ま
た
雨
天
な
ど
に
水
を

跳
ね
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

足
半
は
男
物
、
女
物
の
区
別
は
な
く
、
仕
事
時
の
履
物
で
は
あ
る
が
、

仕
事
そ
の
も
の
の
時
に
履
い
て
い
た
の
で
は
な
く
、
田
畑
へ
足
を
踏
み
い

れ
る
と
き
は
脱
ぎ
、
は
だ
し
で
入
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

仕
事
が
す
く
な
い
農
閑
期

な
ど
家
で
履
く
の
は
藁

ジ
ョ
ー
イ
（
藁
草
履
）
だ
っ

た
。家

の
庭
で
の
履
物
で
、
鼻

緒
に
布
を
ま
い
た
も
の
も

あ
っ
た
。

雨
天
に
は
よ
く
下
駄
を
は

い
た
。
下
駄
は
藁
ジ
ョ
ー
イ

に
く
ら
べ
て
雨
に
も
そ
う
傷

ま
な
い
。
ま
た
、
雨
水
や
泥

あねさんかぶり

足 半

とっくいかぶい

―６９２―

第八章 人々の暮らし



水
で
足
先
が
汚
れ
る
の
も
少
し
で
す
む
た
め
こ
う
し
た
履
き
方
を
し
て
い

た
。よ

そ
行
き
に
は
フ
シ
ク
ラ
の
ジ
ョ
ウ
リ
や
、
カ
ネ
が
裏
に
つ
い
た
セ
キ

ダ
を
履
い
た
。

大
人
の
こ
う
し
た
履
物
の
ほ
か
に
、
子
ど
も
も
、
足
に
合
わ
せ
た
大
き

さ
の
藁
の
ジ
ョ
ウ
イ
を
履
い
て
い
た
。
下
駄
は
カ
ッ
ポ
リ
が
子
ど
も
用
の

だ
っ
た
。

�

雨

具

し
ゅ
ろ

雨
の
日
の
作
業
に
は
仕
事
着
の
上
に
棕
櫚
ミ
ノ
を
ま
と
い
、
ジ
ン
パ
チ

笠
を
被
る
。

棕
櫚
ミ
ノ
は
背
を
覆
う
と
い
っ
た
作
り
で
、
棕
櫚
の
皮
を
接
ぎ
合
わ
せ

て
作
っ
た
も
の
だ
っ
た
。雨
水
を
は
じ
い
て
、雨
具
と
し
て
は
十
分
で
あ
っ

た
が
、
と
き
に
身
体
に
当
た
っ
て
痛
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

ジ
ン
パ
チ
笠

は
竹
の
子
の
皮

を
接
ぎ
合
わ
せ

た
作
り
で
、
油

分
が
あ
る
た
め

雨
水
を
よ
く
は

じ
く
が
、
耳
元

で
の
雨
音
は
と

き
に
う
る
さ
い

も
の
だ
っ
た
。

ジ
ン
パ
チ
笠
は
棕
櫚
ミ
ノ
と
と
も
に
雨
の
日
に
着
用
し
て
い
た
が
、
晴

の
日
に
は
日
よ
け
用
と
し
て
も
被
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
形
が
し
っ
か

り
と
固
い
た
め
風
通
し
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

仕
事
時
の
笠
は
こ
の
ジ
ン
パ
チ
笠
の
よ
う
に
作
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
幅
が
狭
い
作
り
の
を
利
用
し
た
。
逆
に
幅
が
広
い
作
り
の
バ
バ
セ

キ
と
呼
ぶ
笠
も
あ
っ
た
が
、
肩
あ
た
り
ま
で
覆
う
よ
う
な
笠
で
、
外
出
時

の
も
の
だ
っ
た
。
き
れ
い
な
よ
そ
い
着
に
は
こ
う
し
た
笠
が
入
り
用
だ
っ

た
。

�

洗

濯

子
ど
も
の
シ
メ
シ
の
ほ
か
は
、
今
日
の
よ
う
に
、
着
物
を
毎
日
洗
う
こ

と
は
な
く
、
ひ
ど
く
汚
れ
が
目
立
っ
た
と
き
や
仕
舞
う
と
い
っ
た
と
き
に

洗
っ
て
い
た
。

油
か
す
を
よ
ご
れ
落
と
し
に
使
い
、
川
で
洗
う
。
岩
に
軽
く
叩
き
つ
け

る
よ
う
に
し
て
洗
っ
た
。
家
族
の
分
を
手
作
業
で
洗
う
の
は
た
い
そ
う
き

つ
い
も
の
だ
っ
た
。

洗
濯
で
は
男
物
と
女
物
と
は
分
け
て
洗
い
、
干
す
の
も
い
っ
し
ょ
に
す

る
と
若
い
嫁
は
姑
か
ら
、
別
々
に
干
す
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

２

食

べ

物

普
段
、
ご
飯
と
い
う
と
、
米
の
飯
を
指
す
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

雨天時の装い

第一節 暮 ら し
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昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
米
だ
け
の
飯
を
、
日
常
的
に
食
べ
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
。

�

主

食

�
米

米
は
い
ち
ば
ん
大
切
な
食
料
で
、
年
間
を
通
し
て
食
用
に
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
米
は
換
金
作
物
で
あ
っ
た
。
現
金
を
そ
う
手
に
し
な
い

暮
ら
し
の
な
か
で
、
米
と
替
え
た
現
金
は
生
活
に
必
要
な
物
の
購
入
や
支

払
い
な
ど
に
あ
て
た
。
米
は
食
べ
る
だ
け
で
な
く
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
支

え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
の
米
の
食
用
は
、
米
だ
け
で
の
飯
で
は
な
く
、
ほ
か
の
食

料
と
炊
い
た
飯
で
あ
っ
た
。
米
だ
け
の
飯
は
白
飯
と
言
い
、
正
月
や
盆
、

婚
礼
や
葬
式
と
い
っ
た
と
き
の
食
べ
物
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
米
の
飯
が
食

べ
ら
れ
る
と
き
は
ひ
と
り
で
五
合
く
ら
い
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

�
麦

麦
も
ま
た
年
間
を
通
し
て
食
べ
て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
の
量
は
米
よ
り

も
多
か
っ
た
。
麦
と
米
と
で
炊
い
た
飯
が
麦
飯
で
、
そ
の
割
合
は
家
に
よ

り
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
。
米
と
麦
と
が
半
々
と
い
う
の
は
米
を
た
く
さ
ん

持
っ
て
い
る
家
で
、
よ
い
暮
ら
し
ぶ
り
の
と
こ
ろ
で
あ
る
、
た
い
て
い
の

と
こ
ろ
は
米
一
に
麦
二
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

麦
飯
は
長
い
間
、
丸
麦
と
炊
い
た
飯
で
、
炊
く
の
に
手
間
が
か
か
っ
て

い
た
。

ま
ず
米
と
炊
く
ま
え
に
丸
麦
だ
け
を
茹
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
い
ち
ど
茹
で
た
麦
を
イ
デ
麦
や
ウ
デ
麦
と
言
い
、
水
で
洗
っ
て
ぬ

め
り
を
と
り
、
朝
、
米
と
炊
く
。
主
婦
は
毎
日
こ
の
作
業
を
繰
り
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
あ
と
麦
飯
に
は
押
し
麦
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
丸
麦
が
広
く

押
し
麦
に
か
わ
っ
た
の
は
、こ
こ
小
長
井
で
は
戦
後（
昭
和
二
十
二
年
頃
）

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
米
の
と
こ
ろ
は
と
り
飯
な
ど
と
言
っ
て
、
お
仏

飯
や
弁
当
に
と
り
分
け
、
そ
の
残
り
を
混
ぜ
て
食
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

押
し
麦
は
水
気
を
含
ま
せ
た
丸
麦
を
押
し
麦
機
で
平
た
く
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
押
し
麦
機
は
値
が
は
る
し
、
す
ぐ
さ
ま
ど
こ
の
家
に
も
取
り
入

れ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

�
ハ
ッ
チ
ャ
ン

か
ん
し
ょ

甘
藷
を
ハ
ッ
チ
ャ
ン
と
言
う
。
五
穀
に
は
数
え
ら
れ
な
い
が
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
食
料
だ
っ
た
。

米
や
麦
と
炊
い
た
も
の
を
ハ
ッ
チ
ャ
ン
飯
と
言
い
、
ハ
ッ
チ
ャ
ン
は
飯

の
量
を
増
や
す
た
め
に
入
れ
て
い
た
。
田
原
あ
た
り
で
も
子
ど
も
が
多
い

と
こ
ろ
で
よ
く
ハ
ッ
チ
ャ
ン
飯
を
炊
い
て
い
た
。
夜
の
間
に
ハ
ッ
チ
ャ
ン

む

の
皮
を
剥
き
、
コ
ギ
ッ
て
（
小
さ
く
切
り
分
け
る
）
お
い
て
、
そ
れ
を
朝

か
ら
米
や
麦
と
炊
い
て
食
べ
て
い
た
。
な
か
に
は
朝
・
昼
・
夕
の
三
食
が

ハ
ッ
チ
ャ
ン
飯
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

ど
こ
の
家
の
床
下
に
も
ハ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
マ
と
呼
ぶ
大
き
な
カ
マ
を
掘
っ

て
お
い
て
、
そ
こ
に
ハ
ッ
チ
ャ
ン
を
大
量
に
収
納
し
て
い
た
。

も
み
が
ら

ハ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
マ
に
は
籾
殻
を
敷
き
、
そ
こ
に
ハ
ッ
チ
ャ
ン
を
入
れ
て
、
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そ
の
上
か
ら
ム
シ
ロ
を
掛
け
た
り
し
て
、
腐
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。

な
に
し
ろ
長
い
期
間
こ
れ
で
食
い
つ
な
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
ハ
ッ
チ
ャ
ン
飯
は
寒
い
時
期
の
も
の
で
、
秋
か
ら
春
に
か
け
て
よ

く
食
べ
て
い
た
。

ハ
ッ
チ
ャ
ン
は
こ
う
し
た
生
で
の
食
用
の
ほ
か
に
、
干
し
て
保
存
食
に

も
し
て
い
た
も
の
で
、
切
っ
て
干
し
た
も
の
を
カ
ン
コ
ロ
と
呼
ん
で
い
た
。

カ
ン
コ
ロ
も
ハ
ッ
チ
ャ
ン
同
様
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
に
利
用
し
て
い
た

が
、
ハ
ッ
チ
ャ
ン
が
少
な
く
な
っ
た
あ
と
食
べ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
干

し
た
カ
ン
コ
ロ
は
搗
い
て
粉
に
も
挽
き
、
カ
ン
コ
ロ
ダ
ゴ
な
ど
に
し
て
食

も
ち
ご
め

べ
て
い
た
。
カ
ン
コ
ロ
は
茹
で
て
干
し
た
も
の
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
糯
米

と
一
緒
に
蒸
し
て
搗
き
、
餅
の
よ
う
に
し
て
食
べ
て
い
た
。

�
粟
と
黍

あ
わ

き
び

麦
や
ハ
ッ
チ
ャ
ン
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
粟
や
黍
も
食
卓
に
の
ぼ
っ
て
い

た
食
料
で
あ
っ
た
。
粟
も
黍
も
米
と
麦
と
に
加
え
た
飯
で
、
黍
飯
よ
り
も

粟
飯
の
方
を
よ
く
食
べ
て
い
た
。
黍
は
粉
に
も
挽
き
、
団
子
の
よ
う
に
丸

め
た
も
の
を
茹
で
、
砂
糖
を
つ
け
て
食
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
お
や
つ
に

よ
く
食
べ
て
い
た
。

�

副

食

小
長
井
で
は
お
か
ず
の
こ
と
を
し
ゃ
ー
と
言
う
。
畑
で
取
れ
る
季
節
の

野
菜
が
ほ
と
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
根
が
取
れ
る
時
期
は
大
根
ば
か

り
、
イ
モ
ン
コ
が
と
れ
る
と
き
は
イ
モ
ン
コ
ば
か
り
の
し
ゃ
ー
だ
っ
た
。

そ
れ
を
煮
染
め
に
炊
い
た
も
の
だ
っ
た
が
、
一
種
類
の
野
菜
で
の
煮
染

め
ば
か
り
で
、
材
料
を
い
ろ
い
ろ
入
れ
て
の
煮
染
め
と
も
な
る
と
ご
馳
走

だ
っ
た
。

魚
は
、
田
原
な
ど
の
山
間
部
に
な
る
と
、
食
べ
る
回
数
が
少
な
か
っ
た

が
、
鰯
は
そ
の
な
か
で
よ
く
食
べ
た
ほ
う
だ
っ
た
。

ア
ミ
漬
も
よ
く
魚
売
り
が
持
っ
て
来
て
い
た
も
の
で
塩
漬
け
で
長
持
ち

し
た
た
め
、
よ
く
買
い
求
め
て
食
べ
て
い
た
。

魚
の
ほ
か
に
肉
は
鶏
肉
ば
か
り
で
、
ど
こ
の
家
に
も
鶏
を
飼
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
を
日
常
、
家
族
が
口
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
祝
い
事

の
席
や
客
に
こ
し
ら
え
て
出
し
て
い
た
。

�

ず

ー

し

食
事
で
は
主
食
と
副
食
を
分
け
て
食
べ
る
以
外
に
、
い
っ
し
ょ
に
し
て

食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ず
ー
し
は
そ
う
し
た
食
べ
物
で
、
飯
の
量
が
足
り
な
い
と
き
や
人
数
が

多
い
と
い
っ
た
と
き
に
作
っ
て
い
た
。
残
っ
た
冷
や
飯
に
カ
ボ
チ
ャ
や
野

菜
を
い
れ
て
炊
い
た
も
の
で
、
醤
油
で
味
を
付
け
る
。

ず
ー
し
は
量
が
ふ
え
、
冬
の
寒
い
時
期
に
食
べ
る
と
身
体
が
暖
ま
っ
た
。

�

漬

物

食
事
の
た
び
に
食
卓
に
見
掛
け
た
も
の
に
漬
物
が
あ
る
が
、
現
在
も
同

じ
よ
う
に
、
見
掛
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
漬
物
の
内
容
を
見

る
と
、
現
在
は
塩
漬
け
や
味
噌
漬
け
、
粕
漬
け
の
ほ
か
、
ビ
ー
ル
で
漬
け

第一節 暮 ら し
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た
も
の
や
、
即
席
の
一
夜
漬
け
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
の
に
対
し
、
以
前

は
塩
で
漬
け
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
大
根
漬
け
は
毎
日
、
口
に
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

大
根
は
葉
が
つ
い
た
ま
ま
で
天
日
に
干
す
。
四
本
く
ら
い
を
葉
の
と
こ

く
く

ろ
で
束
ね
て
括
り
、
左
右
に
分
け
、
丸
太
に
か
け
て
干
す
。
や
や
し
な
び

て
き
た
頃
に
降
し
て
葉
を
と
る
と
揉
み
、
つ
い
て
い
る
泥
を
お
と
す
。
そ

こ
め
ぬ
か

の
あ
と
サ
ク
ズ
（
米
糠
）
と
塩
を
混
ぜ
た
も
の
を
振
り
か
け
な
が
ら
重
ね

て
漬
け
込
む
。
ひ
と
ひ
ら
ず
つ
漬
け
て
は
塩
を
ふ
る
が
、
塩
加
減
は
家
ご

と
で
違
い
、
ま
た
、
長
く
持
た
せ
る
分
に
は
塩
を
多
め
に
ふ
っ
て
い
た
。

漬
物
に
は
、
ほ
か
に
味
噌
漬
け
が
あ
っ
た
が
、
塩
漬
け
が
家
族
で
普
段

に
食
べ
る
の
に
対
し
、
味
噌
漬
け
は
祝
い
事
の
と
き
や
客
が
あ
る
と
き
に

出
し
て
い
た
ほ
か
は
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
食
べ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

そ
の
味
噌
漬
け
に
は
生
姜
や
茄
子
を
種
類
ご
と
に
重
ね
、
味
噌
―
生
姜

―
味
噌
―
茄
子
―
味
噌
と
い
う
よ
う
な
順
序
で
漬
け
て
い
た
。

田
原
で
は
こ
う
し
た
味
噌
漬
け
に
ゴ
イ
（
ニ
ガ
ウ
リ
）
を
入
れ
る
と
風

邪
の
予
防
に
な
る
と
し
て
い
る
。

�

調

味

料

�
味
噌

小
長
井
で
は
丸
麦
と
大
豆
で
の
麦
味
噌
を
よ
く
作
っ
て
い
た
。
ま
ず
、

ご

ざ

丸
麦
を
蒸
し
、
こ
れ
を
モ
ロ
ブ
タ
に
ひ
ろ
げ
、
冷
め
な
い
よ
う
に
茣
蓙
な

ど
を
掛
け
て
お
く
が
、
な
か
に
は
毛
布
な
ど
も
被
せ
て
お
い
た
。
こ
の
状

こ
う
じ

態
で
一
週
間
ほ
ど
お
く
と
麹
と
な
っ
た
。

き
ね

つ

麹
と
な
る
こ
ろ
を
見
計
ら
っ
て
豆
を
炊
く
。
炊
い
た
大
豆
は
杵
で
搗
く

が
、
炊
い
た
汁
は
捨
て
な
い
で
別
に
と
っ
て
お
く
。
搗
い
た
大
豆
に
麹
を

加
え
て
再
度
搗
き
、
さ
ら
に
塩
を
入
れ
て
搗
く
が
、
こ
の
と
き
の
手
に
伝

わ
る
感
触
で
、
固
い
と
き
に
は
先
に
分
け
て
お
い
た
大
豆
の
汁
を
加
え
る
。

か
め

こ
う
し
て
搗
き
あ
が
っ
た
も
の
を
瓶
に
詰
め
る
が
、
こ
の
と
き
空
気
が
は

あ
な

か
び

い
ら
な
い
よ
う
に
押
し
つ
け
て
詰
め
る
。
孔
が
あ
い
て
い
る
と
そ
こ
に
黴

が
生
え
る
た
め
、
隙
間
無
く
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

�
醤
油

味
噌
と
と
も
に
家
庭
で
作
っ
て
い
た
調
味
料
が
醤
油
だ
っ
た
。
や
は
り
、

麦
と
大
豆
か
ら
作
っ
て
い
た
。
炊
い
た
麦
を
モ
ロ
ブ
タ
に
ひ
ろ
げ
、
麹
に

か
め

す
る
。
そ
の
麹
に
炊
い
た
大
豆
と
塩
水
を
加
え
て
搗
き
、
瓶
に
入
れ
る
。

瓶
の
中
を
エ
ブ
リ
と
呼
ぶ
小
さ
な
板
を
つ
け
た
棒
で
、
毎
日
か
き
混
ぜ

る
。
エ
ブ
リ
は
Ｔ
の
字
の
よ
う
な
形
の
道
具
で
あ
る
。

醤
油
が
で
き
あ
が
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
瓶
と
同
じ
く
ら
い
の
高
さ
の
筒

様
の
目
の
詰
ま
っ
た
籠
（
醤
油
漉
）
を
瓶
の
中
に
入
れ
る
。
こ
う
し
て
お

く
と
目
を
通
し
て
醤
油
が
籠
の
な
か
に
は
い
っ
て
く
る
。
麦
や
大
豆
は
籠

ひ
し
ゃ
く

の
中
に
は
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
籠
の
な
か
に
し
み
込
ん
だ
汁
を
柄
杓

な
ど
で
汲
み
取
り
、
い
ち
ど
炊
い
た
も
の
を
樽
に
詰
め
て
使
っ
て
い
た
。

醤
油
は
、
最
初
汲
み
出
し
た
の
と
、
更
に
塩
な
ど
加
え
て
二
番
醤
油
な
ど

と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

�

は
れ
の
食
べ
物

正
月
、
一
年
の
最
初
に
食
べ
る
餅
は
は
れ
の
食
品
の
な
か
で
も
最
も
大
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切
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
年
の
真
新
し
い
力
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
ま
ず

雑
煮
と
し
て
い
た
だ
く
。
釜
で
は
年
の
晩
に
床
の
間
に
餅
を
飾
り
、
そ
れ

を
切
り
分
け
た
も
の
で
雑
煮
を
作
っ
て
い
た
。
川
内
名
で
は
ひ
と
臼
の
餅

を
モ
ロ
ブ
タ
に
流
し
て
広
げ
て
お
き
、
そ
れ
を
切
り
分
け
て
雑
煮
の
餅
と

し
て
い
た
。

遠
竹
で
も
元
日
に
刃
物
を
使
う
の
を
嫌
い
、
前
日
に
切
り
分
け
て
お
い

た
餅
を
雑
煮
に
使
っ
た
。

か
め

正
月
が
過
ぎ
、
残
っ
た
餅
は
つ
け
餅
と
言
っ
て
、
瓶
に
入
れ
て
水
に
浸

け
る
。
こ
の
水
を
毎
日
か
え
る
と
三
月
ご
ろ
ま
で
も
っ
た
。

川
内
名
で
は
ヤ
マ
モ
モ
の
葉
で
蓋
を
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
長
く
持
た

せ
る
た
め
の
工
夫
だ
っ
た
。

�

食

事

現
在
で
は
一
日
三
食
の
食
事
で
あ
る
が
、
物
を
食
べ
る
こ
と
は
作
業
に

関
わ
る
こ
と
で
、
食
事
は
作
業
に
あ
わ
せ
て
摂
っ
て
い
た
。

農
家
で
は
、
機
械
の
利
用
が
ま
だ
十
分
で
な
か
っ
た
こ
ろ
、
田
植
え
時

は
朝
ま
だ
暗
い
内
か
ら
の
作
業
と
な
り
、
通
常
は
一
日
三
回
の
食
事
も
、

そ
れ
で
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
合
間
に
も
う
一
回
の
食
事
を
摂
る
こ
と

に
な
る
。
小
長
井
で
の
田
植
え
時
の
食
事
は
、

６
：３０

１０：００
１２：３０

１５：３０
２１：
０

朝
飯

煙
草
飲
み

ヒ
ラ
ガ
イ

煙
草
飲
み

晩
飯

と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
。

煙
草
飲
み
は
饅
頭
や
お
は
ぎ
で
、
甘
い
物
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

途
中
で
こ
う
し
た
食
事
を
と
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
作
業
が
き
つ
い
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

田
植
え
作
業
に
は
家
族
だ
け
で
な
く
、
人
の
加
勢
を
受
け
て
い
た
た
め
、

そ
の
分
の
食
べ
物
も
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
農
繁

期
の
食
事
を
準
備
す
る
の
は
主
婦
の
大
き
な
仕
事
だ
っ
た
。

３

住

ま

い

�

間

取

り

�
内
庭
と
外
庭

戸
口
を
入
っ
た
と
こ
ろ
が
庭
、
内
庭
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

土
間
で
、
岩
泥
を
入
れ
、
叩
き
締
め
て
つ
く
る
。
岩
泥
は
岩
の
よ
う
な

見
か
け
で
あ
る
が
、
崩
れ
や
す
く
、
叩
く
と
粉
々
の
泥
の
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
を
板
状
の
叩
き
棒
で
叩
い
て
締
め
る
。
水
を
か
け
な
が
ら
隙
間
無
く
、

ヒ
ビ
な
ど
入
ら
な
い
よ
う
に
締
め
る
。
表
面
は
つ
る
つ
る
し
、
掃
い
て
も

泥
が
毛
羽
立
つ
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
剥
げ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
締
め

た
泥
の
と
こ
ろ
だ
け
に
汚
れ
も
つ
か
な
か
っ
た
。

お

わ
ら

こ
う
し
た
内
庭
は
む
し
ろ
織
り
や
藁
打
ち
な
ど
の
作
業
の
場
と
し
て
い

た
も
の
で
、
雨
の
日
は
、
ど
こ
の
農
家
で
も
そ
う
し
た
作
業
光
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。

内
庭
は
と
き
に
泥
が
欠
け
て
、
状
態
が
悪
く
な
る
。
そ
う
し
た
と
き
に

は
親
戚
の
手
助
け
な
ど
受
け
て
作
り
直
し
て
い
た
。

内
庭
と
と
も
に
農
家
に
は
必
ず
外
庭
が
あ
る
。
ホ
カ
ニ
ワ
と
言
い
、
こ
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こ
は
穀
物
を
干
す
、
脱
穀
す
る
な
ど
内
庭

と
は
ま
た
違
っ
た
農
作
業
の
場
で
あ
っ
た
。

こ
こ
は
均
一
な
乾
燥
や
脱
穀
の
た
め
石
な

ど
取
り
除
い
て
、
平
な
面
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

外
庭
は
内
庭
の
よ
う
に
岩
泥
を
い
れ
る

こ
と
は
な
い
が
、
内
庭
と
と
も
に
農
家
に

と
っ
て
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
た
。

�
床

す

板
床
と
す
る
以
前
は
竹
床
で
、
竹
を
簀
の
子
の
よ
う
に
組
ん
だ
も
の
を

敷
い
た
床
だ
っ
た
。
ハ
チ
ク
を
使
い
、
竹
の
先
を
な
か
ほ
ど
で
合
わ
せ
る

よ
う
に
両
側
か
ら
並
べ
て
置
く
。
こ
う
す
る
と
左
右
の
端
と
な
か
ほ
ど
が

同
じ
太
さ
に
揃
う
よ
う
に
な
る
。
平
な
床
を
作
る
た
め
こ
う
し
た
組
み
方

を
す
る
。

こ
う
し
た
簀
の
子
の
床
は
風
通
り
が
よ
く
、
上
に
敷
い
た
畳
も
よ
く
さ

え
た
（
乾
燥
し
た
）。

ま
た
、
と
き
に
は
く
る
く
る
と
巻
い
て
、
戸
外
へ
持
ち
出
し
天
日
に
干

し
て
い
た
。

�
床
下

蚕
を
飼
っ
て
い
た
こ
ろ
、
こ
こ
に
は
桑
の
葉
を
い
れ
て
お
い
た
。
ひ
ん

や
り
し
て
保
存
に
よ
か
っ
た
。

床
下
は
ノ
リ
ガ
マ
や
ハ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
マ
に
も
し
て
い
た
。
床
下
に
掘
り

下
げ
た
大
き
な
穴
で
、
ノ
リ
ガ
マ
に
は
土
を
い
れ
、
と
き
に
は
小
便
な
ど

か
け
て
い
た
。
ノ
リ
は
肥
や
し
の
こ
と
で
、
金
肥
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た

こ
ろ
、
か
わ
り
に
こ
う
し
た
ノ
リ
を
田
畑
に
入
れ
て
い
た
。

夜
中
、
小
便
に
行
く
の
が
恐
い
幼
い
子
供
な
ど
は
、
ユ
カ
ダ
ケ
の
端
を

巻
い
て
、
そ
こ
か
ら
ノ
リ
に
小
便
を
か
け
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

ノ
リ
に
は
稲
の
切
り
株
や
木
の
芽
な
ど
も
加
え
て
い
た
。

ハ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
マ
に
は
ハ
ッ
チ
ャ
ン
を
貯
蔵
し
て
い
た
。
腹
を
す
か
せ

た
子
供
は
、
と
き
に
ハ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
マ
へ
入
り
、
生
の
ハ
ッ
チ
ャ
ン
を
か

じ
っ
て
い
た
と
き
も
あ
っ
た
。もみ

が
ら

わ
ら

ハ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
マ
は
底
に
籾
殻
を
敷
き
、
壁
面
は
藁
で
囲
ん
で
い
た
。

�
畳

現
代
の
和
室
に
は
、
固
い
畳
床
に

藺
の
茎
で
編
ん
だ
畳
表
を
使
っ
た
畳

を
敷
き
詰
め
て
あ
る
が
、
こ
う
し
た

仕
様
が
日
常
的
に
な
っ
た
の
は
昭
和

に
は
い
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
こ
う
し
た
畳
床
の
し
っ

か
り
し
た
畳
は
部
屋
の
隅
あ
た
り
に

重
ね
て
置
き
来
客
の
と
き
や
何
事
か

あ
っ
た
と
き
、そ
の
都
度
、部
屋
い
っ

ぱ
い
に
敷
き
並
べ
て
い
た
。
か
わ
り

に
、
日
常
的
に
使
っ
て
い
た
の
が

し
っ
と
畳
で
あ
っ
た
。
し
っ
と
で
編

ん
だ
茣
蓙
を
畳
表
に
使
い
、
踏
む
と

床竹の組み方
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柔
ら
か
い
畳
だ
っ
た
。

し
っ
と
は
稲
と
同
じ
よ
う
に
田
ん
ぼ
で
作
り
、
秋
に
刈
り
取
る
。
こ
れ

を
三
つ
に
割
り
、
よ
く
干
す
。
天
候
が
よ
い
日
に
一
週
間
く
ら
い
干
し
て

い
た
。

こ
れ
を
む
し
ろ
編
の
道
具
を
使
い
、
畳
表
に
編
む
（
し
っ
と
茣
蓙
）。

し
っ
と
畳
の
作
り
方
は
次
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

�
す
す
き
茅
を
畳
の
縦
方
向
に
敷
く
。
根
を
両
端
に
し
た
置
き
方
で

あ
っ
た
。

�
次
ぎ
に
す
す
き
茅
と
直
角
に
交
差
す
る
よ
う
に
上
に
藁
を
敷
く
。
同

じ
厚
み
と
す
る
た
め
に
根
と
先
を
交
互
に
置
く
。

最
後
は
、
上
に
し
っ
と
茣
蓙
を
か
け
、
茅
ま
で
糸
を
通
し
て
縫
い
、
固

定
す
る
。

シ
ッ
ト
畳
は
新
し
い
う
ち
は
座
敷
に
、
古
く
な
る
に
し
た
が
い
茶
の
間

や
納
戸
へ
と
回
し
て
使
っ
た
。

�
い
ろ
り

か
ぎ

囲
炉
裏
に
は
ジ
ジ
ャ
ー
と
呼
ぶ
自
在
鉤
を
下
げ
て
い
た
。
か
ま
ち
の
内

た

側
は
土
で
か
た
め
る
。
焚
き
物
を
入
れ
る
の
は
こ
の
土
の
あ
た
り
ま
で
で
、

か
ま
ち
の
外
へ
出
な
い
よ
う
な
長
さ
に
切
り
分
け
た
生
の
木
を
使
っ
て
い

た
。�

か
ま
ど

ジ
ロ
と
よ
ん
で
い
た
。
赤
土
と
藁
を
混
ぜ
て
築
い
た
か
ま
ど
で
一
升
焚

は
か
ま

き
や
三
升
焚
き
な
ど
羽
釜
の
大
き
さ
に
あ
わ
せ
た
三
つ
く
ら
い
を
作
っ
て

い
た
。
か
ま
ど
の
火
は
先
端
に
硫
黄
を
塗
っ
た
薄
板
様
の
付
け
木
を
約
一

�
幅
に
裂
き
、
そ
れ
に
マ
ッ
チ
の
火
を
移
し
て
、
さ
ら
に
茅
な
ど
の
焚
き

付
け
に
移
し
て
火
を
お
こ
し
て
い
た
。

は
み

牛
の
食
を
炊
く
よ
う
な
と
き
は
大
釜
を
使
う
が
、
こ
の
と
き
は
、
ホ
カ

か
が
り
び

ニ
ワ
に
木
を
三
脚
に
組
む
。
ち
ょ
う
ど
篝
火
を
炊
く
よ
う
に
で
あ
る
。

は
み

そ
れ
で
大
釜
を
支
え
て
食
を
炊
い
て
い
た
。

�
便
所

屋
内
の
便
所
は
、
日
常
あ
ま
り
使
う
こ
と
は
な
く
、
何
事
か
の
と
き
の

客
用
だ
っ
た
。
普
段
は
外
便
所
を
使
い
、
小
便
用
の
は
母
屋
の
戸
口
の

付
近
に
作
っ
て
い
た
。
こ
こ
は
人
が
い
ち
ば
ん
頻
繁
に
通
る
と
こ
ろ
で
、

小
便
を
集
め
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

金
肥
な
ど
の
肥
料
が
手
に
入
り
に
く
い
こ
ろ
、
小
便
は
大
切
な
肥
や
し

で
、
家
族
や
訪
ね
て
来
た
人
た
ち
の
出
入
り
の
た
び
に
入
る
よ
う
に
と
、

戸
口
付
近
に
作
っ
て
い
た
。

便
所
に
は
尻
拭
き
の
紙
が
つ
き
も
の
だ
が
、
紙
は
そ
う
そ
う
身
近
に
は

な
く
、
尻
拭
き
に
紙
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
新
聞
を
と
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
藁
の
は
か
ま
や
木
の
葉
、
つ
わ
の

葉
な
ど
を
使
っ
て
済
ま
せ
て
い
た
。
そ
の
藁
も
使
っ
た
あ
と
便
壺
に
落
と

す
の
で
は
な
く
、
田
原
な
ど
で
は
、
脇
に
用
意
し
た
籠
に
入
れ
、
た
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
畑
の
肥
や
し
に
し
て
い
た
。

�

調

度

品

�
灯
り

電
灯
と
な
っ
た
の
は
大
正
十
年
く
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
ラ
ン
プ
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の
ほ
か
コ
ト
ボ
シ
を
よ
く
利
用
し
て
い
た
。
板
硝
子
が
国
内
生
産
と
な
り
、

普
及
し
だ
す
と
、
そ
れ
を
使
っ
た
コ
ト
ボ
シ
を
家
庭
で
も
用
い
る
よ
う
に

な
る
。
一
面
を
硝
子
と
し
、
ほ
か
の
三
面
と
上
下
面
を
板
で
作
っ
た
箱
型

の
も
の
で
、
上
面
に
提
げ
る
た
め
の
紐
を
付
け
、
行
灯
の
よ
う
な
持
ち
運

び
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ト
ボ
シ
に
は
周
囲
の
四
面
を
硝
子
と
し

た
も
の
も
あ
っ
た
。

げ
い
ゆ

な
か
に
鯨
油
や
菜
種
油
に
ジ
ミ
の
芯
を
つ
け
て
、
灯
り
を
と
も
す
が
、

そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
周
囲
を
和
紙
で
張
っ
た
行
灯
よ
り
は
明
る
い
照

明
で
あ
っ
た
。

コ
ト
ボ
シ
は
小
型
で
、
ど
こ
へ
で
も
持
ち
運
び
が
で
き
た
た
め
、
夜
間

の
室
内
作
業
や
外
出
に
重
宝
し
て
い
た
。

二
、
社
会
生
活

ど
こ
の
地
域
に
も
そ
こ
で
の
慣
行
と
い
う
も
の
が
あ
る
、
付
き
合
い
や

作
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

１

い

い

結
い
の
こ
と
で
、
お
互
い
が
労
力
を
提
供
し
あ
う
慣
行
で
あ
る
。
田
植

え
な
ど
人
手
が
必
要
な
と
き
に
行
っ
て
い
た
。

い
い
は
懇
意
に
し
て
い
る
者
数
人
で
組
ん
で
す
る
が
、
仕
事
の
内
容
に

よ
り
、
い
い
を
組
む
相
手
が
違
っ
て
い
た
。
な
か
な
か
さ
ば
け
な
い
相
手

と
組
む
と
よ
け
い
な
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
、
で
き
る
だ
け
手
際
の

よ
い
人
、
上
手
な
人
と
組
ん
で
い
た
。
い
い
仲
間
は
田
の
広
さ
や
仕
事
量

を
計
算
し
て
相
手
を
決
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

い
い
で
は
お
互
い
の
話
し
合
い
で
、
同
じ
く
ら
い
の
反
別
の
場
合
は
弁

当
を
持
参
な
ど
と
し
て
い
た
。

い
い
は
�
取
り
決
め
�
で
、
同
じ
労
力
を
出
し
合
う
も
の
だ
っ
た
。

２

加

勢

い
い
と
違
い
、
加
勢
は
労
力
の
一
方
的
な
提
供
で
、
こ
の
場
合
、
お
返

し
は
し
な
か
っ
た
。
親
類
が
病
気
し
た
時
に
加
勢
に
行
く
、
婿
が
嫁
の
里

へ
加
勢
に
行
く
、
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
加
勢
は
付
き
合
い
の
う
え
の

こ
と
だ
っ
た
。

３

雇

い

こ
れ
は
賃
金
を
支
払
う
も
の
だ
っ
た
。
田
原
で
は
田
植
え
に
よ
く
雇
い
、

田
植
賃
を
支
払
い
、
昼
飯
も
出
し
て
い
た
。
田
植
え
を
早
く
済
ま
せ
た
と

こ
ろ
か
ら
雇
っ
て
い
た
。

４

出

夫

デ
ブ
も
し
く
は
デ
ビ
と
も
言
う
。
共
同
作
業
の
こ
と
で
、
道
の
草
払
い
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に
は
一
軒
か
ら
男
一
人
が
出
る
の
が
通
常
だ
っ
た
。
こ
の
男
一
人
が
一
人

前
で
、
女
は
八
合
と
い
っ
て
男
の
八
分
の
作
業
量
と
勘
定
さ
れ
、
女
が
出

る
と
不
足
の
二
分
は
金
銭
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

出
夫
は
地
区
で
の
ほ
か
に
、
関
わ
り
の
あ
る
範
囲
で
す
る
こ
と
も
あ
る
。

さ
ら

遠
竹
な
ど
で
は
井
手
浚
え
に
は
、
そ
こ
に
水
掛
か
り
を
持
つ
者
は
弁
当

持
参
で
出
夫
と
し
て
そ
の
仕
事
に
出
て
い
る
。

５

若

者

組

大
正
中
ご
ろ
ま
で
ど
こ
の
地
区
に
も
若
者
宿
が
あ
っ
た
。
子
供
組
を
出

た
十
五
歳
く
ら
い
の
若
者
数
人
が
宿
を
借
り
、
そ
こ
に
寝
泊
ま
り
す
る
。

の
ち
に
青
年
宿
と
も
言
っ
た
。
そ
こ
で
若
者
は
年
長
の
者
か
ら
地
区
の
由

来
や
し
き
た
り
、
ま
た
、
目
上
の
者
へ
の
礼
儀
な
ど
を
教
え
込
ま
れ
る
。

若
者
に
と
っ
て
宿
は
、
一
人
前
の
大
人
と
な
る
た
め
の
教
育
の
場
で
も

ふ

あ
っ
た
。
宿
で
は
共
同
で
の
作
業
も
し
て
い
た
も
の
で
、
屋
根
の
葺
き
替

な

え
に
使
う
手
縄
を
よ
く
綯
っ
て
い
た
。
田
原
で
は
そ
う
し
た
縄
は
寺
へ

持
っ
て
い
き
、
そ
こ
に
貯
め
て
お
き
、
近
所
の
家
が
屋
根
の
葺
き
替
え
す

る
と
き
は
寺
へ
縄
を
注
文
に
き
て
い
た
。

若
者
は
働
き
手
で
、
急
病
人
を
医
者
へ
運
ん
だ
り
、
産
婆
迎
え
な
ど
急

を
要
す
る
こ
と
に
は
よ
く
奔
走
し
て
い
た
。
川
内
名
で
は
正
月
近
く
に
な

る
と
夜
周
り
も
若
者
の
仕
事
だ
っ
た
。

若
者
は
仕
事
の
大
切
な
担
い
手
だ
っ
た
が
、
若
者
ら
し
い
い
た
ず
ら
な

き

ど
も
よ
く
や
っ
て
い
た
。
山
伐
り
と
い
っ
て
焚
き
物
を
と
り
に
行
く
と
、

そ
の
焚
き
物
を
年
下
の
若
者
に
担
が
せ
て
い
た
。
前
に
小
さ
め
に
ま
と
め

た
束
を
、
後
ろ
に
大
き
め
に
ま
と
め
た
束
を
オ
ウ
コ
で
担
ぐ
の
だ
が
、
経

験
の
な
い
者
は
、
そ
れ
を
知
ら
さ
れ
ず
、
前
に
大
き
め
の
を
担
い
で
よ
ろ

よ
ろ
と
歩
い
た
。
と
き
に
は
小
さ
く
ま
と
め
た
束
の
中
に
太
い
の
を
わ
ざ

と
隠
し
入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

６

消

防

組

小
長
井
で
は
昭
和
三
年
に
牧
名
に
消
防
組
が
組
織
さ
れ
た
が
、
ほ
か
の

地
区
に
消
防
組
が
で
き
た
の
は
昭
和
七
年
の
小
長
井
村
消
防
組
設
立
以
降
、

だ
い
た
い
昭
和
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
田
原
で
は
昭
和
十
四

年
（
一
九
三
九
年
）
の
消
防
組
結
成
と
い
う
。
各
地
区
で
も
お
お
よ
そ
の

か
し
ら

こ
が
し
ら

こ
ろ
で
、
川
内
名
で
は
各
集
落
で
組
を
つ
く
り
、
頭
一
人
、
小
頭
三
人
、

班
長
三
人
を
お
い
た
。
ど
こ
の
消
防
組
も
手
押
し
ポ
ン
プ
や
鎌
、
カ
ケ
ヤ

と
い
っ
た
道
具
を
そ
れ
ぞ
れ
が
受
け
持
ち
、
火
事
の
際
に
駆
け
つ
け
て
い

た
。

ま
と
い

こ
の
頃
、
纏
を
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
、

は
っ
ぴ

か
わ
り
に
各
名
ご
と
に
地
区
名
を
入
れ
た
揃
い
の
法
被
を
ま
と
っ
て
い
た
。

こ
れ
で
火
事
場
に
ど
こ
の
消
防
組
が
来
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
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三
、
年
中
行
事

年
中
行
事
は
毎
年
繰
り
返
し
行
う
も
の
で
、
家
族
で
、
あ
る
い
は
地
区

で
執
り
行
う
。そ
う
し
た
行
事
は
、期
日
す
な
わ
ち
行
う
日
や
時
が
決
ま
っ

て
い
た
が
、
近
年
は
そ
の
変
更
が
多
く
、
本
来
の
意
義
か
ら
離
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
一
因
と
も
な
っ
た
。
小
長
井
町
で
の
年
間
で
の
お
も
な
行
事
を

記
す
と
だ
い
た
い
次
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
て
の
地
区

に
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
行
事
、
習
慣
の
な
い
（
古
く

は
あ
っ
た
が
、
消
滅
し
た
）
と
こ
ろ
も
あ
る
。

な
お
、
期
日
は
新
暦
に
よ
る
。

春

一
月

元
日

若
水

二
日

仕
事
始
め

四
日

初
祈
祷

川
ま
つ
り

六
日

鬼
火

七
日

鬼
火
、
七
草

餅
開
き

初
入
り

一
四
日

餅
柱

も
ぐ
ら
打
ち

の
う
り
ゃ
振
る
舞
い

二
○
日

二
十
日
正
月

え
び
す
ま
つ
り

二
月

二
日

二
日
灸

一
五
日

花
炒
り

三
月

二
十
日

彼
岸

社
日
さ
ん

四
月

三
日

女
ご
節
句

八
日

花
ま
つ
り

二
十
一
日

お
弘
法
さ
ん

夏

五
月

仕
切
り

五
日

五
月
五
日

六
月

十
五
日

祇
園
さ
ん

七
月

七
日

七
夕

さ
な
ぼ
い

田
祈
祷

願
成
就

雨
乞
い

虫
追
い

せ
ん
と
ろ
（
千
燈
籠
）

願
立
て

八
月

二
日

二
日
灸

十
三
〜
十
五
日

盆
（
墓
ま
い
り
、
精
霊
流
し
）

十
六
日

藪
入
り

秋

九
月

十
五
日

い
も
名
月

二
三
日

彼
岸

社
日
さ
ん

三
十
日

神
な
ご
い

十
月

く
ん
ち

に
わ
あ
げ

三
十
日

神
待
ち

冬

十
一
月

亥
の
日

亥
の
こ
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二
十
日

二
十
日
え
び
す

十
二
月

末
頃

餅
つ
き

三
十
一
日

年
越
し

大
体
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
地
区
に
よ
り
い
ろ

い
ろ
な
行
事
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
行
事
に
は
す
で
に
記
憶
が
薄
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
な
か
、

主
な
も
の
を
つ
ぎ
に
取
り
上
げ
る
。

１

春
の
行
事

�
元
日

春
は
正
月
か
ら
始
ま
る
。
元
日
は
朝
早
く
起
き
る
も
の
で
は
な
く
、
お

そ
く
ま
で
寝
床
を
離
れ
な
か
っ
た
。
正
月
様
を
お
迎
え
し
た
こ
の
日
は
神

聖
な
日
で
、
戸
を
早
く
開
け
る
こ
と
は
な
く
、
開
け
て
か
ら
も
女
が
先
に

家
の
な
か
に
入
っ
て
来
る
の
を
嫌
っ
た
。

元
日
の
膳
に
は
雑
煮
が
つ
き
も
の
だ
が
、
雑
煮
を
い
た
だ
く
前
に
必
ず

と

そ

ヒ
ャ
ン
ノ
ー
レ
ー
を
い
た
だ
い
た
。
屠
蘇
に
す
る
め
、
昆
布
、
干
し
柿
で
、

昆
布
や
す
る
め
に
は
塩
を
つ
け
て
あ
る
。

す
る
め
や
昆
布
は
、
前
の
晩
に
一
セ
ン
チ
ほ
ど
の
幅
に
切
り
、
そ
れ
に

切
り
込
み
を
い
れ
て
お
い
た
も
の
で
、
こ
れ
を
元
日
に
年
長
の
者
が
家
族

に
ひ
と
き
れ
ず
つ
配
る
。

元
日
に
は
ま
た
、
初
詣
で
の
あ
と
に
墓
参
り
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

�
若
水

こ
れ
は
元
日
の
朝
早
く
井
戸
か
ら
汲
ん
で
き
た
水
を
い
い
、
一
年
の
最

初
の
水
で
あ
る
。
神
仏
に
そ
な
え
、
顔
も
こ
の
若
水
で
洗
う
。
手
拭
い
も

新
し
い
も
の
を
使
う
も
の
だ
っ
た
。

�
仕
事
始
め

ど
こ
の
集
落
、
家
々
で
も
二
日
に
は
早
朝
に
起
き
て
仕
事
始
め
を
す
る
。

な

早
い
人
は
午
前
二
時
ご
ろ
か
ら
男
性
は
牛
の
引
き
綱
を
綯
い
、
女
性
は
洗

濯
な
ど
を
し
て
い
た
。

�
川
ま
つ
り

こ
れ
は
女
性
の
行
事
で
、
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
川
に
ご
っ
く
さ
ん
を
供

か
に

な
ま
ず

え
て
祭
る
。
遠
竹
で
は
和
紙
に
蟹
や
鯰
、
な
す
び
の
絵
を
描
い
た
も
の
と
、

酒
、
ゴ
ッ
ク
サ
ン
を
供
え
る
。

川
ま
つ
り
の
あ
る
こ
の
日
は
氏
神
で
初
祈
祷
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
遠

竹
で
は
集
落
で
寄
り
ご
馳
走
を
い
た
だ
い
た
。

さ
ら

ま
た
、
田
原
で
は
こ
の
日
、
田
苗
浚
い
で
、
種
籾
を
浸
け
る
川
を
浚
え

て
い
た
。

川
祭
り
は
盆
の
十
六
日
に
も
お
な
じ
よ
う
に
行
っ
て
い
る
。

�
鬼
火

七
日
早
朝
に
鬼
火
を
焚
く
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
古
く
は
六
日
の
晩
と
七

日
早
朝
の
二
回
、
焚
く
も
の
だ
っ
た
。

く
ぼ

川
内
名
で
は
六
日
の
晩
に
焚
く
ほ
う
が
主
で
、
地
面
を
窪
め
、
そ
こ
に

わ
ら
な
わ

シ
ン
ギ
の
木
を
た
て
る
。
周
り
に
笹
を
立
て
掛
け
、
そ
れ
を
藁
縄
で
粗
く

巻
い
た
。
で
き
あ
が
っ
た
形
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
似
て
い
る
。
こ
れ

を
六
日
の
晩
に
焚
き
、
さ
ら
に
七
日
の
早
朝
に
も
焚
い
た
。
こ
こ
で
は
七

日
の
鬼
火
で
餅
を
焼
い
て
食
べ
る
習
わ
し
だ
っ
た
。

さ
ら
に
鬼
火
の
火
は
家
に
持
ち
帰
り
、
こ
の
火
で
七
日
正
月
の
雑
煮
を
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炊
い
た
。

ま
た
、
竹
を
鬼
火
で
Ｐ
の
字
の
よ
う
に
曲
げ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
木
戸

口
あ
た
り
に
魔
除
け
と
し
て
立
て
て
い
た
。

鬼
火
を
焚
く
と
竹
が
は
じ
け
て
大
き
な
音
が
す
る
。
田
原
で
は
、
こ
の

大
き
な
音
に
合
わ
せ
て
子
供
た
ち
が
オ
ン
ノ
ホ
ネ
ー
と
大
声
で
言
っ
て
い

た
。
鬼
の
骨
が
は
じ
け
た
音
と
考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
掛

け
声
は
近
隣
に
も
広
く
聞
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
火
で
焼
い
た
餅
の
一
部
は
食
べ
ず
に
、
紙
に
包
ん
で
大
神
宮
さ
ん

に
供
え
て
、
そ
の
ま
ま
と
っ
て
お
き
、
六
月
一
日
に
食
べ
て
い
た
。

�
七
草

か
ゆ粥
に
い
れ
て
食
べ
て
い
た
と
こ
ろ
の
ほ
か
に
、
遠
竹
で
は
「
ダ
ー
ス
コ

タ
ノ
ウ
シ
テ
、
ト
ッ
コ
ト
バ
ッ
カ
イ
」
と
唱
え
な
が
ら
春
の
七
草
を
叩
い

て
、
雑
煮
に
入
れ
て
食
べ
て
い
た
。

�
餅
開
き

正
月
の
あ
い
だ
、
七
日
は
仏
さ
ん
、
十
一
日
は
大
神
宮
さ
ん
、
十
九
日

は
荒
神
さ
ん
と
そ
れ
ぞ
れ
に
餅
引
き
が
あ
っ
た
。
飾
っ
て
お
い
た
餅
の
餅

開
き
で
、
遠
竹
で
は
七
日
は
佐
賀
の
太
良
町
に
あ
る
誓
願
寺
へ
出
向
い
て
、

お
寺
で
餅
開
き
を
す
る
慣
わ
し
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
む
か
し
、
釜
に
阿
弥
陀
さ
ん
の
仏
像
が
流
れ
着
い
た
。

そ
の
流
れ
着
い
た
と
こ
ろ
を
阿
弥
陀
崎
と
言
う
。
そ
の
阿
弥
陀
さ
ん
を
遠

竹
に
庵
を
作
っ
て
、
し
ば
ら
く
お
祀
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
夢
枕
に
現
れ
、

糸
岐
の
ハ
レ
ン
タ
ま
で
行
き
た
い
と
告
げ
た
。
地
元
の
者
は
ど
こ
が
ハ
レ

ン
タ
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
阿
弥
陀
さ
ん
を
背
負
い
、
糸
岐
の
方
へ
と
向

か
っ
た
。
途
中
、
阿
弥
陀
さ
ん
を
お
ろ
し
て
一
休
み
し
た
あ
と
、
さ
あ
出

掛
け
よ
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
動
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
が

ハ
レ
ン
タ
な
の
だ
ろ
う
と
寺
を
建
て
た
の
が
誓
願
寺
で
あ
る
。

そ
う
し
た
由
来
か
ら
、
誓
願
寺
で
は
こ
の
日
に
遠
竹
の
人
が
阿
弥
陀
さ

ん
の
餅
の
鏡
開
き
を
す
る
し
き
た
り
と
し
て
い
る
。

�
初
入
り

こ
れ
は
日
時
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
正
月
の
間
に
す
ま

せ
る
も
の
だ
っ
た
。
親
類
で
お
互
い
に
訪
ね
合
う
習
慣
で
、
今
日
は
だ
れ

そ
れ
の
と
こ
ろ
、
明
日
は
何
処
に
と
い
う
よ
う
に
親
戚
の
家
を
訪
ね
て
回

る
。
嫁
の
里
を
訪
ね
る
と
き
は
餅
の
二
重
ね
と
魚
を
持
っ
て
行
っ
た
。

�
餅
柱

十
四
日
の
朝
、
ご
飯
が
炊
き
上
が
る
く
ら
い
の
と
こ
ろ
を
見
計
ら
い
、

細
か
く
切
っ
た
餅
を
の
せ
て
蒸
ら
し
て
お
く
。
し
ば
ら
く
す
る
と
餅
が
や

わ
ら
か
く
な
り
、
ご
飯
の
上
に
広
が
っ
た
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
仏
さ
ん

に
供
え
た
あ
と
下
げ
て
食
べ
る
。
そ
の
年
の
豊
作
を
願
っ
て
の
行
事
で
あ

る
。�

も
ぐ
ら
打
ち

十
四
日
の
晩
に
子
ど
も
た
ち
が
集
落
の
全
戸
を
ま
わ
り
、
庭
先
の
地
面

を
叩
い
て
ま
わ
っ
た
。
遠
竹
で
は
「
も
ぐ
ら
持
つ
な
子
持
つ
な

こ
か
お

い
げ
ん
屋
敷
ぞ
う
」
と
唱
え
な
が
ら
打
っ
て
い
た
。

�
二
十
日
正
月

こ
の
日
は
正
月
の
し
ま
い
の
日
で
、
エ
ビ
ス
ま
つ
り
の
日
で
あ
る
。
各

家
で
は
朝
早
く
か
ら
ご
馳
走
を
作
り
、
餅
や
鯛
の
煮
付
け
を
並
べ
た
膳
を

二
つ
用
意
す
る
。
エ
ビ
ス
さ
ん
と
大
黒
さ
ん
の
分
で
あ
る
。

床
の
間
に
飾
り
、
後
で
親
戚
に
食
べ
て
も
ら
う
所
の
ほ
か
、
川
内
名
で
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は
座
敷
に
並
べ
て
お
く
と
、
そ

こ
へ
学
校
へ
行
く
途
中
の
子
ど

も
た
ち
が
縁
側
か
ら
あ
が
り
こ

ん
で
膳
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の

日
、
子
ど
も
た
ち
は
朝
飯
は
食

べ
ず
に
隣
近
所
を
ま
わ
っ
て
い

た
が
、
こ
の
朝
ば
か
り
は
何
処

の
家
を
ま
わ
っ
て
も
よ
か
っ
た
。

ま
た
初
め
て
嫁
取
り
を
し
た

家
で
は
、
嫁
の
両
親
を
招
い
て

食
べ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。遠

竹
で
は
エ
ビ
ス
さ
ん
と
大

黒
さ
ん
が
家
を
出
て
い
く
日
と
し
て
、
膳
に
は
必
ず
サ
ン
ト
ク
（
財
布
）

を
お
き
、
出
て
い
く
エ
ビ
ス
さ
ん
に
持
た
せ
て
い
た
。

漁
師
の
と
こ
ろ
で
も
こ
の
日
に
エ
ビ
ス
祭
り
を
し
て
い
る
が
、
釜
で
は

農
家
と
違
い
、
御
神
酒
と
皿
に
盛
っ
た
米
と
塩
、
そ
れ
に
魚
の
煮
付
け
を

供
え
る
。
餅
も
一
重
ね
膳
に
供
え
た
。

エ
ビ
ス
ま
つ
り
は
十
一
月
二
十
日
に
も
行
う
。

�
二
日
灸

二
月
二
日
は
、
や
い
と
（
灸
）
を
す
え
る
日
。
こ
れ
か
ら
の
農
作
業
に

備
え
て
、
身
体
を
整
え
、
養
生
す
る
日
だ
っ
た
。

は
な
い

�
花
炒
り

も
ち
ご
め

花
炒
り
十
五
日
と
言
う
。
糯
米
を
炒
り
、
ほ
し
け
た
の
を
飾
っ
て
祝
う
。

女
性
の
行
事
で
、
前
の
年
に
嫁
が
来
た
家
や
新
築
し
た
家
に
寄
っ
て
糯

米
を
炒
る
が
、
あ
と
で
は
家
ま
わ
り
と
し
た
。

炒
っ
た
糯
米
は
ほ
し
け
て
、
ち
ょ
う
ど
梅
の
花
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

を
ス
ス
キ
に
つ
け
て
家
の
柱
な
ど
に
飾
っ
た
。
ま
た
、
粉
に
挽
い
た
の
を

「
女
は
よ
ん
に
ゅ
言
わ
ん
ご
と
」
と
食
べ
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
日
は
女
の
無
礼
講
の
日
で
、
ど
ん
な
に
飲
み
食
い
し
て
も
男
は
文

句
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
し
き
た
り
だ
っ
た
。
女
だ
け
で
行
う
こ
の
行
事

は
豊
作
と
女
の
ち
か
ら
を
結
び
つ
け
た
大
事
な
行
事
で
あ
る
。

�
彼
岸

ち
ゅ
う
に
ち

春
の
彼
岸
で
、
中
日
に
は
お
寺
へ
参
る
。
こ
の
と
き
、
彼
岸
団
子
や

ぼ
た
餅
を
作
っ
て
神
仏
に
供
え
た
。
お
寺
参
り
の
日
に
仕
事
を
す
る
と
怪

我
を
す
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
だ
い
た
い
こ
う
し
た
節
目
の
日
は
仕
事
を

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
ゃ
に
ち

彼
岸
の
期
間
の
な
か
に
社
日
が
あ
る
。
シ
ャ
ー
ニ
チ
サ
ン
と
言
っ
て
い

た
。
シ
ャ
ー
ニ
チ
サ
ン
は
春
の
社
日
に
里
へ
や
っ
て
来
て
、
秋
の
社
日
に

山
に
帰
る
。
帰
る
と
き
に
は
大
き
な
ぼ
た
餅
を
作
っ
て
供
え
た
。

�
女
ご
節
句

桃
の
節
句
と
も
言
っ
た
。
桃
酒
や
ご
馳
走
を
作
っ
て
祝
う
。
こ
の
日
は

フ
ツ
餅
を
つ
く
っ
た
。
川
内
名
で
は
嫁
が
里
へ
帰
る
日
で
も
あ
っ
た
。
紅

白
の
餅
や
フ
ツ
餅
を
作
り
、
煮
染
め
や
蒲
鉾
な
ど
の
土
産
を
手
に
里
へ

帰
っ
て
い
た
。
持
ち
帰
っ
た
土
産
は
親
戚
に
配
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

�
花
ま
つ
り

お
釈
迦
さ
ん
が
生
ま
れ
た
日
で
、
お
寺
で
甘
茶
を
い
た
だ
い
た
。

えびす大黒
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２

夏
の
行
事

�
仕
切
り

こ
れ
は
決
ま
っ
た
日
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
前
に
、
そ
の
仕
事

に
と
り
か
か
る
準
備
が
整
っ
た
、
そ
の
仕
事
の
前
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

済
ま
せ
て
お
い
た
、
と
い
う
仕
切
り
で
あ
っ
た
。
田
前
の
仕
切
り
と
言
っ

て
、
田
仕
事
に
入
る
前
の
仕
事
を
済
ま
せ
ご
馳
走
を
食
べ
る
。
そ
の
あ
と

田
仕
事
に
入
る
。
茶
前
の
仕
切
り
で
は
下
準
備
を
お
え
仕
切
り
を
し
て
茶

摘
み
と
な
る
。
仕
切
り
は
い
わ
ば
内
輪
の
け
じ
め
、
区
切
り
つ
け
で
あ
っ

た
。�

五
月
五
日

端
午
の
節
句
と
は
ご
く
最
近
か
ら
の
言
い
回
し
で
、
以
前
は
ゴ
ガ
ツ
ゴ

ン
チ
、
男
節
句
と
言
っ
て
い
た
。
菖
蒲
と
フ
ツ
を
家
の
軒
先
に
さ
す
。

菖
蒲
は
刀
の
代
わ
り
と
い
い
、
こ
れ
で
魔
を
払
う
。
ま
た
、
風
呂
に
入

れ
た
り
頭
に
鉢
巻
き
の
よ
う
に
巻
い
た
。
酒
に
も
さ
し
て
神
仏
に
あ
げ
た

の
を
飲
ん
だ
。

女
は
魔
が
寄
り
付
か
な
い
よ
う
に
こ
の
菖
蒲
酒
と
三
月
三
日
の
桃
酒
を

飲
む
も
の
だ
っ
た
。

以
前
は
五
月
と
い
う
と
田
植
月
で
、
稲
作
の
過
程
の
な
か
で
も
大
事
な

時
で
あ
る
。
ゴ
ガ
ツ
ゴ
ン
チ
は
そ
う
し
た
田
植
え
に
先
立
っ
て
、
菖
蒲
や

フ
ツ
で
魔
を
は
ら
い
、
さ
ら
に
菖
蒲
酒
を
い
た
だ
い
て
、
豊
作
を
願
う
行

事
で
あ
っ
た
。
現
在
は
男
の
節
句
と
し
て
、
生
ま
れ
た
男
の
子
の
祝
い
日

と
し
て
い
る
。

�
祇
園
さ
ん

七
月
十
五
日
（
旧
六
月
十
五
日
）
は
祇
園
さ
ん
、
八
坂
神
社
の
祭
り
で
、

こ
の
日
ま
で
は
、
胡
瓜
の
輪
切
り
は
祇
園
さ
ん
の
紋
ど
こ
ろ
だ
と
い
う
こ

と
で
食
べ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

遠
竹
で
は
八
坂
神
社
へ
胡
瓜
を
持
っ
て
お
ま
い
り
し
、
か
わ
り
に
素
麺

は
や
り
や
ま
い

と
ご
っ
く
さ
ん
を
も
ら
っ
て
食
べ
た
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
流
行
病
に
掛

か
ら
な
い
と
い
う
。

暑
い
夏
は
病
が
流
行
や
す
い
の
で
、
そ
れ
を
防
ぐ
の
が
祇
園
祭
り
で
あ

る
。�

七
夕

家
ご
と
で
の
行
事
で
、
笹
竹
を
庭
先
に
立
て
、
七
夕
紙
で
吹
き
流
し
や
、

輪
飾
り
、
短
冊
を
作
り
笹
竹
に
飾
り
つ
け
る
。
短
冊
に
は
胡
瓜
や
西
瓜
の

絵
を
か
い
た
り
願
い
事
を
か
い
て
吊
し
て
い
た
。

イ
ン
カ
イ
サ
ン
と
七
夕
さ
ん
の
人
形
も
紙
で
つ
く
り
、
七
夕
竹
に
下
げ

て
い
た
。

七
夕
飾
り
は
、
一
月
く
ら
い
立
て
て
お
き
、
八
月
に
入
っ
て
か
ら
笹
が

付
い
た
先
の
と
こ
ろ
を
川
へ
流
す
。
残
り
部
分
は
物
干
し
竿
に
使
っ
た
。

こ
の
竿
に
は
洗
濯
物
を
ど
ち
ら
か
ら
通
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

�
さ
な
ぼ
い

田
植
え
終
い
の
祝
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
ご
と
に
祝
う
。
加
勢
人
を
招

い
て
ご
馳
走
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
残
し
て
お
い
た
苗
を
三
束
、
荒
神

さ
ん
へ
供
え
た
。

�
田
祈
祷

地
区
の
全
戸
の
田
植
え
を
終
え
る
の
を
待
っ
て
行
う
、
地
区
の
田
植
え
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終
い
の
祝
い
。
こ
の
と
き
は
氏
神
さ
ん
の
境
内
で
浮
立
を
奉
納
す
る
。

�
虫
追
い

稲
に
つ
く
害
虫
を
追
い
払
う
行
事
で
、
実
盛
さ
ん
と
呼
ぶ
藁
人
形
を
作

り
、
た
く
さ
ん
の
松
明
と
い
っ
し
ょ
に
田
の
畦
を
ま
わ
っ
て
い
た
。

害
虫
は
こ
の
松
明
に
引
か
れ
て
寄
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
火
に
焼
か
れ
る
。

笛
や
太
鼓
で
浮
立
を
し
な
が
ら
害
虫
を
追
い
、
火
へ
と
誘
う
。

田
の
畦
を
ま
わ
り
な
が
ら
害
虫
を
誘
う
と
、
最
後
は
海
岸
へ
と
出
る
。

そ
こ
で
実
盛
さ
ん
を
切
っ
て
海
に
流
し
、
浮
立
を
あ
げ
た
。

�
せ
ん
と
ろ
（
千
燈
籠
）

せ
ん
と
ろ
は
遠
竹
で
は
七
月
十
四
日
に
、
釜
で
は
九
月
一
日
に
と
所
々

で
あ
っ
た
。

�
盆

八
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
が
盆
と
呼
ぶ
あ
い
だ
で
、
十
三
日
の
晩

に
精
霊
さ
ん
を
迎
え
る
。
縁
側
の
軒
先
と
仏
壇
の
と
こ
ろ
に
灯
籠
を
さ
げ

て
迎
え
る
。
仏
壇
に
は
盆
饅
頭
な
ど
供
え
、
精
霊
さ
ん
を
ね
ぎ
ら
う
。

盆
参
り
と
い
っ
て
、
こ
の
期
間
に
親
戚
や
親
し
い
家
を
お
参
り
に
訪
ね

る
が
、
こ
の
と
き
は
線
香
と
蝋
燭
を
あ
げ
て
い
た
。
初
盆
を
迎
え
た
と
こ

ろ
の
親
戚
は
灯
籠
を
あ
げ
る
。

宗
旨
に
よ
り
違
い
が
あ
る
が
、
家
の
主
婦
は
こ
の
間
、
精
霊
さ
ん
と
盆

客
さ
ん
の
接
待
に
お
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
精
霊
さ
ん
に
は

十
三
日

晩

お
茶
と
菓
子

十
四
日

朝

お
粥
、
煮
染
め
、
お
つ
ゆ
、
梅
干
し

昼

そ
う
め
ん

晩

ぼ
た
も
ち

十
五
日

晩

粟
飯
、
煮
染
め
な
ど
を
あ
げ
て
い
た
。

十
五
日
の
晩
は
精
霊
流
し
で
、
精
霊
さ
ん
は
竹
の
先
を
少
し
し
ゃ
い
だ

松
明
を
灯
し
て
案
内
す
る
。
線
香
と
蝋
燭
を
と
ぼ
し
、
川
ま
で
案
内
す
る

と
仏
さ
ん
に
あ
げ
た
も
の
は
全
て
川
に
流
し
た
。
そ
の
あ
と
、
振
り
返
ら

ず
に
帰
っ
て
き
た
。

３

秋
の
行
事

�
神
な
ご
い

九
月
三
十
日
は
カ
ン
ナ
ゴ
イ
と
も
言
い
、
神
さ
ま
が
出
雲
へ
出
掛
け
る

日
で
あ
っ
た
。
各
神
社
に
青
年
が
寄
り
、
火
を
焚
い
て
、
送
り
出
す
。

�
く
ん
ち

各
地
区
ご
と
に
く
ん
ち
が
あ
り
、
そ
の
日
に
は
友
人
や
親
戚
を
互
い
に

み
や
ず
も
う

訪
ね
あ
っ
て
い
た
。
く
ん
ち
に
は
宮
角
力
な
ど
の
催
し
が
あ
っ
た
。

�
に
わ
あ
げ

こ

も
み

稲
を
扱
い
で
籾
に
し
て
し
ま
い
、
ニ
ワ
を
空
け
た
時
の
祝
い
で
、
農
作

業
の
大
き
な
区
切
り
で
あ
る
。
遠
竹
で
は
一
升
枡
に
五
目
飯
を
盛
り
、
横

に
倒
し
た
臼
の
窪
み
に
供
え
る
。
こ
れ
を
臼
休
め
の
飯
と
い
っ
て
い
た
。

�
神
待
ち

カ
ン
マ
チ
、
待
ち
も
う
け
と
も
言
う
。
十
月
三
十
日
は
出
雲
へ
で
か
け

て
い
た
神
さ
ん
が
帰
っ
て
く
る
日
。
青
年
が
神
社
に
寄
り
、
帰
り
を
待
ち

う
け
る
。
各
戸
か
ら
米
一
合
ず
つ
を
も
ら
い
、
そ
れ
で
ゴ
ッ
ク
サ
ン
を
作

り
、
各
戸
に
配
っ
た
。
ゴ
ッ
ク
サ
ン
は
男
が
握
る
も
の
で
、
女
が
握
る
も

の
で
は
か
っ
た
。
青
年
は
神
社
で
一
晩
中
過
ご
し
、
明
け
方
に
な
る
と
藁

第一節 暮 ら し
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を
燃
や
し
、
そ
れ
で
握
り
飯
を
焼
い
て
食
べ
て
い
た
。

な
お
、
地
区
に
よ
っ
て
は
神
な
ご
い
を
十
月
末
日
、
神
待
を
十
一
月
末

日
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

４

冬
の
行
事

�
二
十
日
え
び
す

十
一
月
二
十
日
は
え
び
す
ま
つ
り
で
、
一
月
に
家
を
出
た
え
び
す
さ
ん

が
家
に
帰
っ
て
く
る
日
。
釜
で
は
十
七
軒
の
漁
師
が
家
ま
わ
り
で
元
方
に

な
り
、
寄
っ
て
祝
う
。
家
で
は
御
神
酒
や
米
、
塩
、
そ
れ
に
魚
や
な
ま
す
、

煮
染
め
を
な
ら
べ
た
膳
を
床
の
間
に
供
え
た
。
農
家
で
は
こ
の
日
の
晩
、

え
び
す
さ
ん
が
帰
っ
て
来
る
と
し
て
、
二
人
前
の
膳
を
座
敷
に
な
ら
べ
る

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

�
餅
搗
き

五
日
六
日
は
お
寺
の
餅
つ
き
、
七
日
八
日
は
そ
う
べ
っ
た
い
、
と
言
う

よ
う
に
、
十
二
月
二
十
五
、
二
十
六
日
は
寺
で
餅
を
搗
く
。
こ
れ
に
は
檀

家
も
手
伝
っ
た
。
そ
の
あ
と
が
家
で
の
餅
つ
き
。
一
軒
で
二
斗
か
ら
三
斗

く
ら
い
搗
い
て
い
た
。
一
臼
目
は
神
さ
ん
の
餅
で
神
仏
へ
の
供
え
餅
と
し

た
。

あ
わ

き
び

餅
は
米
の
餅
ば
か
り
で
な
く
、
粟
餅
や
黍
餅
も
作
っ
た
。
家
族
が
食
べ

る
の
は
粟
や
黍
の
餅
で
、
米
の
餅
（
白
餅
）
は
元
日
に
食
べ
る
ほ
か
は
、

ほ
と
ん
ど
客
に
出
す
も
の
だ
っ
た
。

餅
つ
き
は
若
者
が
数
人
で
各
家
を
ま
わ
っ
て
搗
い
た
り
、
い�

い�

し
て
搗

い
て
い
た
。

�
年
越
し

年
の
晩
は
輪
切
り
に
し
た
大
根
に
蝋
燭
を
立
て
た
灯
明
を
大
神
宮
さ
ん

や
荒
神
さ
ん
、
便
所
、
井
戸
に
あ
げ
る
。

餅
取
り
粉
を
ま
ぶ
し
た
松
の
小
枝
を
ユ
キ
マ
ツ
と
言
い
、
墓
や
仏
さ
ん
、

神
さ
ん
に
あ
げ
る
。
い
ず
れ
も
神
、
仏
を
迎
え
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
節

人
の
一
生

人
は
生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
、
一
生
の
間
、
そ
の
所
の
一
員
と

し
て
過
ご
す
。そ
の
間
に
は
様
々
な
折
り
目
が
あ
り
、そ
う
し
た
際
に
行
っ

て
い
た
の
が
、
儀
礼
で
あ
る
。

儀
礼
は
そ
の
所
に
よ
る
た
め
、
所
の
風
習
、
し
き
た
り
と
い
っ
た
言
い

方
も
す
る
。

一
生
の
折
り
目
に
行
う
儀
礼
は
、
実
は
う
ま
れ
る
前
か
ら
、
そ
し
て
亡

く
な
っ
た
後
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
儀
礼
が
魂
に
深
く
関
わ
る

か
ら
で
あ
る
。

一
、
婚

姻

１

嫁
の
選
択

嫁
を
選
ぶ
の
は
婿
本
人
で
は
な
く
、
家
長
や
親
類
の
役
割
だ
っ
た
。
そ
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こ
に
は
、
嫁
は
そ
の
家
を
き
り
も
り
し
、
親
戚
の
和
を
保
つ
人
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
嫁
は
家
に
も
ら
う
も
の
、
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
と
き
に
は
家
長
も
知
ら
な
い
う
ち
に
親
戚
で
決
め
て
い
た
こ

と
さ
え
あ
っ
た
。

そ
の
嫁
に
は
、
だ
い
た
い
同
じ
く
ら
い
の
暮
し
む
き
の
家
や
財
産
を
持

つ
と
こ
ろ
か
ら
選
ん
で
い
た
。

ま
た
、
全
く
知
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
で
は
な
く
、
知
り
合
い
が
い
る
と

こ
ろ
か
ら
も
ら
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

嫁
に
と
見
当
を
つ
け
る
と
、
婿
と
な
る
若
者
は
、
親
戚
の
年
長
の
者
や

友
人
た
ち
と
娘
の
と
こ
ろ
へ
出
掛
け
、
相
手
の
様
子
な
ど
を
う
か
が
っ
た

も
の
だ
っ
た
。

２

申
し
込
み

�
口
聞
き

嫁
に
選
ん
だ
娘
の
家
へ
、
そ
れ
と
な
く
気
持
ち
を
は
か
る
こ
と
を
口
聞

き
と
言
っ
た
。
申
し
込
み
前
の
段
階
で
、
こ
れ
に
は
娘
の
親
戚
や
近
所
に

た
の
ん
で
打
診
し
て
い
た
。

口
聞
き
は
上
手
下
手
が
あ
り
、
口
聞
き
な
ら
あ
の
人
に
頼
む
と
言
わ
れ

る
者
が
地
区
に
は
一
人
く
ら
い
は
居
て
、
そ
の
人
に
頼
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

�
申
し
込
み

口
聞
き
で
娘
側
の
対
応
が
好
ま
し
い
と
、
仲
人
を
立
て
て
正
式
に
申
し

込
む
。
仲
人
は
婿
側
が
た
て
、
経
験
が
あ
る
、
地
区
の
主
立
っ
た
人
に
頼

ん
で
い
た
。

仲
人
は
徳
利
さ
げ
と
娘
の
家
へ
酒
や
魚
を
さ
げ
て
行
く
。
一
回
で
返
事

が
も
ら
え
る
こ
と
は
な
く
、
た
い
て
い
二
、
三
回
と
足
を
運
ん
で
い
た
。

三
回
目
と
も
な
る
と
仲
人
は
娘
の
親
に
親
戚
寄
り
を
頼
み
込
む
。
こ
れ

は
娘
の
親
類
に
寄
っ
て
も
ら
い
、
返
事
を
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
親
戚
寄
り
の
と
き
に
は
、
そ
の
席
を
賄
う
だ
け
の
酒
と
魚
、
菓
子
な

ど
準
備
し
て
行
く
。
娘
の
家
の
近
く
に
宿
を
借
り
、
そ
こ
で
仲
人
は
待
つ

こ
と
と
な
る
。
親
戚
寄
り
で
の
話
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
を
、
使
い
の
者
が

知
ら
せ
に
く
る
と
、
仲
人
は
す
ぐ
さ
ま
、
そ
の
席
に
出
て
返
事
を
も
ら
う
。

話
が
ま
と
ま
る
と
ス
ミ
ザ
ケ
を
入
れ
る
。

ス
ミ
ザ
ケ
は
家
と
家
と
の
約
束
が
な
っ
た
こ
と
を
示
す
酒
で
あ
る
。

田
原
名
で
は
こ
の
あ
と
娘
の
側
に
も
、
仲
人
を
た
て
た
が
地
区
の
議
員

な
ど
を
頼
ん
で
い
た
。

川
内
名
で
は
仲
人
と
娘
の
側
に
ミ
チ
ビ
キ
を
た
て
る
。
仲
人
は
こ
の
ミ

チ
ビ
キ
と
徳
利
下
げ
を
伴
っ
て
申
し
込
み
に
出
向
く
。
親
戚
寄
り
は
男
の

側
で
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
主
立
っ
た
者
が
仲
人
や
徳
利
さ
げ
と
い
っ
し
ょ

に
娘
の
親
戚
寄
り
の
席
に
出
る
の
で
あ
る
。
ミ
チ
ビ
キ
の
家
を
宿
に
し
て

待
ち
、
返
答
を
受
け
て
娘
の
親
戚
寄
り
の
席
へ
ス
ミ
ザ
ケ
を
入
れ
た
。
こ

こ
に
は
婿
を
連
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
。
と
き
に
は
歩
み
初
め
と
い
っ
て

こ
の
と
き
に
婿
と
娘
の
両
親
と
で
親
子
盃
や
、
娘
と
夫
婦
盃
を
交
わ
す
こ

と
も
あ
っ
た
。
歩
み
初
め
を
す
ま
せ
る
と
付
き
合
い
が
許
さ
れ
る
が
、
な

か
に
は
そ
の
ま
ま
娘
を
連
れ
て
帰
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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３

日
取
り
決
め

婚
礼
の
日
は
娘
側
の
意
向
に
そ
う
の
が
通
常
で
あ
っ
た
。
農
作
業
な
ど

を
始
め
る
前
あ
た
り
の
春
が
そ
う
し
た
時
期
だ
っ
た
。

田
原
名
で
は
仲
人
夫
婦
や
婿
、
叔
父
や
叔
母
、
そ
れ
に
徳
利
下
げ
と
で

娘
の
家
へ
行
き
、
日
取
り
を
決
め
る
。
午
前
中
に
決
め
る
と
、
こ
の
あ
と

嫁
の
側
の
長
老
や
嫁
方
の
仲
人
を
連
れ
て
帰
り
、
昼
は
婿
の
家
で
ご
馳
走

を
い
た
だ
い
て
い
た
。

４

結

納

結
納
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
近
年
か
ら
の
こ
と
で
、
以
前

は
な
か
っ
た
。
ど
こ
で
も
こ
れ
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
遠
竹
名
で
は
祝

儀
の
よ
う
に
盛
大
に
し
て
い
る
。
結
納
品
に
は
足
袋
や
草
履
、
傘
、
バ
ッ

グ
、
着
物
な
ど
が
あ
っ
た
。

５

祝

儀

大
勢
の
客
を
む
か
え
て
の
祝
儀
は
、
準
備
を
す
る
の
も
一
仕
事
で
あ
っ

た
。
近
年
の
会
場
を
借
り
て
行
う
こ
と
は
な
く
、
家
で
す
る
も
の
で
、
親

戚
や
近
所
の
手
伝
い
を
受
け
て
準
備
を
整
え
る
。
手
伝
い
の
者
は
材
料
の

買
い
出
し
や
引
き
出
物
の
世
話
、
そ
し
て
料
理
と
手
分
け
す
る
。
食
器
も

足
り
な
い
分
は
親
戚
や
近
所
あ
た
り
か
ら
借
り
て
間
に
合
わ
せ
て
い
た
。

祝
儀
の
宴
席
に
出
す
料
理
は
膳
夫
人
が
い
て
内
容
や
、
あ
し
ら
い
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
料
理
全
般
を
指
図
す
る
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
膳
を
つ

く
っ
て
い
た
。
買
い
物
の
品
物
や
数
量
も
膳
夫
人
が
計
算
し
た
も
の
を
求

め
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

婚
姻
で
の
祝
儀
に
は
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
れ
を
身
内
は
分
担
す
る
。
婿

方
、
嫁
方
ど
ち
ら
も
、
こ
う
し
た
と
き
の
各
々
の
役
割
、
分
担
は
長
老
の

指
図
に
よ
っ
て
い
た
も
の
で
、
嫁
側
で
は
道
具
運
び
に
行
く
者
、
本
客
に

行
く
者
、
残
っ
て
客
の
接
待
に
あ
た
る
者
と
分
け
合
う
。
婿
の
側
で
も
同

様
で
嫁
迎
え
に
行
く
者
、
本
客
の
座
に
出
る
者
、
勝
手
客
と
な
る
者
、
接

待
に
あ
た
る
者
と
振
り
当
て
て
い
た
。
ま
さ
に
身
内
全
員
で
行
っ
て
い
た

祝
儀
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

�
一
日
目－

道
具
入
れ

嫁
入
り
道
具
に
は
箪
笥
や
三
つ
組
の
た
ら
い
、
針
箱
な
ど
が
あ
っ
た
。

大
き
な
も
の
は
サ
シ
ア
ワ
セ
と
い
っ
て
、
親
戚
が
金
を
出
し
合
っ
て
買
っ

て
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
道
具
は
祝
儀
の
宴
席
の
前
に
運
び
込
ん
で
い
た
。
箪
笥
は
三

段
に
分
か
れ
て
い
た
の
で
、
各
段
を
二
人
で
担
い
だ
も
の
だ
っ
た
。

婿
の
家
で
は
座
敷
に
並
べ
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
贈
り
主
の
名
前
を
記
し

た
紙
を
貼
っ
て
置
い
た
。
道
具
を
運
ん
で
来
た
者
は
座
敷
に
あ
げ
、
席
を

設
け
、
さ
ら
に
は
祝
い
の
金
も
包
ん
で
い
た
。

�
一
日
目－

嫁
迎
え

婿
に
ツ
ン
ナ
ミ
婿
、
仲
人
、
主
な
叔
父
や
叔
母
、
徳
利
さ
げ
と
で
出
掛

け
る
が
、
嫁
迎
え
は
た
い
て
い
夕
方
か
ら
で
、
川
内
名
で
は
夕
方
ち
か
く

に
提
灯
を
さ
げ
、
親
戚
二
十
人
く
ら
い
に
仲
人
、
徳
利
さ
げ
と
で
行
っ
た
。

こ
こ
で
婿
は
嫁
の
親
と
親
子
盃
を
か
わ
し
婿
入
り
し
て
い
た
。
こ
の
座
に
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は
嫁
方
の
膳
夫
人
の
指
図
で
料
理
が
饗
さ
れ
た
。
嫁
の
家
で
の
こ
う
し
た

宴
席
の
あ
と
婿
た
ち
一
行
は
嫁
を
つ
れ
て
出
る
が
、
婿
の
家
に
帰
り
着
く

の
は
夜
中
と
い
う
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
な
か
っ
た
。
嫁
は
仲
人
の
妻
が
手

を
引
い
て
来
る
が
そ
ば
に
は
必
ず
ツ
ン
ナ
ミ
嫁
御
が
い
た
。

小
長
井
の
嫁
迎
え
で
特
筆
す
べ
き
は
庭
先
で
の
儀
礼
で
あ
る
。
嫁
入
り

の
道
中
、
携
え
て
き
た
紋
入
提
灯
を
こ
こ
で
婿
方
の
紋
入
り
提
灯
と
取
り

替
え
る
。
ま
た
、
木
戸
口
で
は
迎
え
火
の
習
慣
が
あ
る
。
嫁
が
家
の
近
く

ま
で
来
る
と
火
を
焚
き
、
木
戸
口
を
通
る
と
消
す
の
で
あ
る
。

全
国
に
は
こ
こ
と
同
様
に
、
婚
姻
儀
礼
の
な
か
で
火
を
焚
く
な
ど
の
伝

統
を
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
は
多
い
。
こ
こ
で
の
提
灯
の
取
り
替
え
や
迎
え

火
に
も
そ
う
し
た
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

�
一
日
目－

祝
儀

婿
の
家
で
は
ま
ず
、
入
口
の
敷
居
の
と
こ
ろ
で
釜
蓋
被
せ
が
あ
り
、
そ

れ
を
経
て
な
か
へ
入
る
。
釜
蓋
被
せ
は
近
隣
に
も
広
く
行
わ
れ
て
い
た
風

習
で
あ
る
。
敷
居
の
と
こ
ろ
に
口
上
の
上
手
い
者
が
ひ
か
え
、
嫁
が
来
る

と
、
止
ま
ら
せ
て
釜
蓋
を
嫁
の
頭
上
に
被
せ
る
。
竹
で
編
ん
だ
大
き
な
蓋

で
あ
る
。

こ
こ
で

「
ち
ょ
っ
と
ま
っ
た
い
嫁
く
さ
ん

遠
い
と
こ
ろ

お
ん
ち
ょ
こ
ち
ょ
い

と
お
き
つ
ご
ざ
ん
し
た
ろ

私
は
大
阪
道
頓
堀

相
撲
取
り
流
れ
の
い
や

し
き
身
分
で
あ
り
な
が
ら

こ
な
た
の
お
ん
前
を
通
り
見
ま
す
れ
ば
こ
つ

こ
つ
こ
つ
と
ま
な
板
の
音

な
に
ご
と
な
ら
ず
と
立
ち
寄
り
見
ま
す
れ
ば

ご
祝
儀
な
か
ば
の
お
ん
こ
と

あ
ま
だ
ら
越
え
て
敷
き
越
え
て
な
か
に
入

れ
ば
釜
の
前

向
こ
う
三
宝
荒
神
様
よ
り

釜
蓋
被
せ
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た

ち
ょ
っ
と

お
被
せ
致
し
ま
す

親
に
孝
行

子
に
孝
行

近
所
近
辺
仲
む
つ
ま
じ
く

夫
婦
の
中
は
い

う
ま
で
も
な
く

こ
こ
で
花
嫁
さ
ん
を
ち
ょ
っ
と
誉
め
た
た
え
て
あ
げ
ま

し
ょ
う

目
元
ぱ
っ
ち
り
色
白
で

鼻
筋
通
っ
て

口
元
締
ま
り

眉
は

三
夜
の
三
日
月
か

髪
は
烏
の
濡
れ
羽
色

背
は
高
か
ら
ず
低
か
ら
ず

歩
く
姿
は
百
合
の
花

後
の
か
た
を
見
ま
す
れ
ば

ど
こ
に
一
点
の
曇
り

な
く

月
は
ま
ん
丸
十
五
夜
の
月

鶴
は
千
年
亀
万
年

こ
な
た
の
嫁
御

は
万
々
年

釜
蓋
被
せ
て
長
久
長
久
」（
川
内
名
）

な
ど
と
口
上
を
述
べ
て
祝
福
す
る
。
こ
れ
を
す
ま
せ
て
、
嫁
は
新
し
く
、

婿
の
家
の
者
と
な
る
の
で
あ
る
。

嫁
は
ニ
ワ
を
通
り
納
戸
へ
と
入
る
。
そ
こ
で
仲
人
が
立
ち
会
い
、
嫁
と

婿
の
両
親
と
で
親
子
盃
を
交
わ
す
。

宴
席
に
は
仲
人
の
妻
が
嫁
の
手
を
引
い
て
出
る
。
三
三
九
度
は
こ
の
座

で
交
わ
し
、そ
の
あ
と
間
も
な
く
し
て
、嫁
は
座
を
酌
を
し
な
が
ら
ま
わ
っ

た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
宴
席
は
本
客
の
座
で
嫁
方
の
親
戚
な
ど
主
だ
っ
た
客
で
祝
い
、
嫁

方
の
本
客
は
縁
側
、
婿
方
は
壁
側
と
席
順
に
と
こ
ろ
で
の
決
ま
り
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
仲
人
や
ミ
チ
ビ
キ
が
床
の
間
の
席
で
、
嫁
と
婿
は
下
座
に
座

る
も
の
だ
っ
た
。

宴
席
が
始
ま
る
と
膳
夫
人
は
食
べ
具
合
な
ど
か
ら
頃
合
い
を
は
か
り
次

ぎ
の
料
理
を
指
示
す
る
。

こ
う
し
た
席
に
つ
き
も
の
が
お
謡
い
で
、
こ
れ
に
も
と
こ
ろ
で
の
順
序

が
あ
っ
た
。
た
い
て
い
の
と
こ
ろ
で
は
ま
ず
仲
人
が
高
砂
を
あ
げ
、
そ
の

あ
と
嫁
方
親
戚
の
一
人
が
四
海
波
、
そ
の
あ
と
婿
方
親
戚
の
一
人
が
池
の
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汀
を
あ
げ
る
。
さ
ら
に
あ
ん
ぱ
節
は
必
ず
あ
げ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
女
性

が
謡
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
宴
席
の
間
、
勝
手
客
に
な
っ
た
者
は
囲
炉
裏
の
近
く
に
い
た
り
、

本
客
の
接
待
に
当
た
っ
た
。
若
者
仲
間
も
こ
の
勝
手
客
の
な
か
に
い
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

本
客
で
の
宴
席
が
お
わ
る
と
次
ぎ
は
勝
手
客
の
宴
席
と
な
る
。

こ
の
本
客
で
の
宴
席
は
夜
中
に
始
め
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
な
る
と
勝

手
客
の
座
が
明
け
方
か
ら
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
本
座
の
前
に
勝
手

客
の
座
を
す
ま
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
嫁
と
婿
の
姿
は
当
然
な

か
っ
た
。

田
原
名
で
は
本
客
の
宴
席
に
嫁
の
両
親
の
姿
は
な
く
、
こ
れ
が
お
わ
っ

た
あ
と
、
身
内
で
の
し
ま
い
祝
い
を
し
、
そ
の
あ
と
再
び
嫁
方
の
主
な
親

戚
を
招
い
た
が
、
こ
こ
に
は
嫁
の
両
親
も
席
に
着
い
た
。
嫁
の
親
に
つ
い

て
は
父
親
は
本
客
と
し
て
来
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

本
客
は
宴
が
お
わ
る
と
土
産
を
持
っ
て
帰
る
が
、
藁
ツ
ト
に
魚
や
蒲
鉾

を
入
れ
て
両
端
を
括
り
、
縄
を
渡
し
て
も
の
を
背
に
か
ら
っ
て
持
ち
帰
っ

て
い
た
。

嫁
の
家
で
は
嫁
を
送
り
出
し
た
あ
と
、
本
客
と
し
て
婿
の
家
へ
行
か
な

か
っ
た
勝
手
客
で
祝
宴
を
は
っ
て
い
た
。

�
二
日
目－

茶
講

近
所
の
婦
人
を
招
い
て
の
嫁
の
仲
間
入
り
の
祝
い
だ
っ
た
。
組
み
入
り

な
ど
と
言
っ
た
。
川
内
名
で
は
嫁
は
よ
か
着
物
に
着
が
え
て
座
に
出
る
が
、

こ
の
と
き
ま
で
髪
は
島
田
を
結
っ
て
い
た
。

�
二
日
目－

若
者
座

二
日
目
の
晩
に
は
若
者
座
と
し
て
婿
の
若
者
仲
間
を
招
き
、
酒
や
魚
を

ふ
る
ま
っ
た
。
こ
こ
で
の
嫁
は
酌
を
し
て
ま
わ
る
も
の
だ
っ
た
。
な
お
若

者
客
を
茶
講
に
い
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

�
二
日
目－

し
ま
い
祝
い

近
所
の
仲
間
入
り
も
す
ま
せ
た
あ
と
終
い
祝
い
を
す
る
こ
と
が
多
く
、

骨
酒
を
飲
ん
で
祝
っ
た
。
そ
の
あ
と
茶
碗
洗
い
で
、
後
片
付
け
を
す
ま
せ

て
い
た
。

�
三
日
目－

里
帰
り

さ
ん
に
ち

さ
か
え

嫁
と
な
っ
て
最
初
の
里
帰
り
で
、
三
日
戻
り
と
も
言
っ
た
。
饅
頭
を
栄

じ
ゅ
う
重
に
詰
め
、
土
産
に
し
た
。
姑
と
嫁
と
で
行
く
ほ
か
、
婿
も
行
く
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。

６

嫁

明
治
以
前
は
女
性
は
嫁
に
な
る
と
眉
を
剃
り
カ
ネ
を
つ
け
る
。
カ
ネ
は

ふ

し

お
歯
黒
の
こ
と
で
、
錆
び
た
釘
を
お
茶
に
浸
け
て
つ
く
る
。
五
倍
子
を
い

れ
る
と
真
っ
黒
な
色
艶
が
出
た
。

し
ゅ
う
と

嫁
は
婚
家
に
は
い
る
と
舅
や
姑
、
小
舅
た
ち
と
の
暮
ら
し
と
な
る
、
そ

れ
を
切
り
盛
り
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
辛
抱
は
肝
心
な
こ
と
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
肝
心
だ
っ
た
の
が
働
き
者
で
身
体
が
頑
丈
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
嫁
が
貴
重
な
働
き
手
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
嫁
は
裁
縫
が
出
来
る
、
料
理
が
上
手
と
い
う
こ
と

よ
り
も
こ
う
し
た
事
が
重
要
と
さ
れ
て
い
た
。
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二
、
産

育

１

出
産
ま
で

�
妊
娠
祈
願

妊
娠
し
た
こ
と
を「
は
ら
ん
ふ
と
う
な
っ
た
」と
言
う
。
見
た
目
に
は
っ

き
り
と
わ
か
る
様
子
で
あ
る
。

身
ご
も
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
子

を
産
む
、
子
を
な
す
と
い
う
こ
と
は
嫁
を
は
じ
め
家
族
に
と
っ
て
も
大
事

な
こ
と
で
、
な
か
な
か
妊
娠
し
な
い
と
、
神
社
や
お
寺
へ
妊
娠
祈
願
に
行

ツ
ジ
ド
ン

く
。
川
内
名
の
辻
堂
の
観
音
さ
ん
（
辻
殿
さ
ん
）
に
は
子
安
観
音
さ
ん
を

祀
っ
て
あ
り
、
祈
願
に
訪
れ
る
人
が
多
い
。
そ
れ
が
叶
い
、
子
を
授
か
る

と
お
礼
参
り
に
行
く
。
願
解
き
の
お
参
り
で
、
こ
の
と
き
は
お
は
ぎ
や
菓

子
を
持
っ
て
ま
い
る
。
お
供
え
の
残
り
は
持
ち
帰
り
、
道
で
出
会
っ
た
人

に
わ
け
て
い
た
。

�
帯
あ
て

妊
娠
五
ヶ
月
目
の

戌
の
日
、
帯
当
て
の

祝
い
を
す
る
。
そ
れ

ま
で
母
親
だ
け
が
認

め
て
い
た
子
を
、
家

族
で
認
め
る
祝
い
で

あ
る
。

さ
ら

八
尺
長
さ
の
白
の
晒
し
で
、
コ
ゼ
ン
ボ
さ
ん
が
着
け
て
く
れ
た
。
こ
の

と
き
の
帯
を
腹
帯
と
言
い
、
嫁
の
里
か
ら
贈
る
も
の
だ
っ
た
。

近
い
親
戚
を
招
い
て
祝
う
が
、
な
か
に
は
仲
人
を
招
く
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。も

と
も
と
帯
あ
て
は
初
子
の
と
き
だ
け
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
腹
帯
も
初
子
の
を
と
っ
て
お
い
て
、
次
か
ら
の
子
に
も
着
け
て
い
た
。

な
か
に
は
腹
帯
を
子
供
を
背
負
う
と
き
の
か
ら
い
帯
に
も
使
っ
て
い
た
。

�
コ
ゼ
ン
ボ
（
バ
）

病
院
で
の
出
産
が
当
た
り
ま
え
と
な
る
前
、
子
を
取
り
上
げ
る
の
は
産

婆
さ
ん
だ
っ
た
。
出
産
に
関
し
て
の
教
育
を
受
け
、
免
許
を
持
っ
た
職
業

婦
人
で
あ
る
。
そ
の
産
婆
さ
ん
よ
り
以
前
に
お
産
に
関
わ
っ
た
の
が
コ
ゼ

ン
ボ
さ
ん
だ
っ
た
。
子
を
取
り
上
げ
る
女
性
で
コ
ゼ
ン
バ
さ
ん
と
も
呼
ん

で
い
た
。
産
婆
さ
ん
や
医
師
と
ち
が
い
、
免
許
な
ど
持
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。
そ
の
か
わ
り
、
子
ど
も
を
何
回
も
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
が
あ
り
、
子
を
取
り
上
げ
て
く
れ
る
の
が
上
手
い
、
と
い
っ

た
人
で
、
地
域
の
人
の
信
頼
は
厚
か
っ
た
。

取
り
上
げ
婆
を
コ
ゼ
ン
バ
さ
ん
と
呼
ぶ
の
は
全
国
に
分
布
し
、
取
り
上

げ
た
子
と
の
付
き
合
い
は
長
く
続
く
。

小
長
井
で
も
帯
あ
て
か
ら
の
付
き
合
い
で
、
そ
の
後
も
名
付
け
や
、
ム

カ
ワ
リ
（
一
歳
の
誕
生
祝
い
）、
な
ど
子
供
の
成
長
の
折
り
目
に
は
必
ず

立
ち
会
っ
て
い
た
。

�
つ
わ
り

妊
娠
し
た
事
に
よ
る
体
調
な
ど
の
変
化
を
ミ
ダ
シ
と
言
っ
た
。
食
べ
物

第二節 人の一生
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の
嗜
好
が
か
わ
り
、
今
ま
で
嫌
い
だ
っ
た
も
の
を
好
ん
だ
り
、
酸
っ
ぱ
い

も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
な
る
。
な
か
に
は
炭
を
か
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ミ
ダ
シ
は
女
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
ご
く
希
に
夫
で
あ
る
男
性
に
も
あ

る
も
の
だ
っ
た
。
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
、
食
べ
物
の
好
み
が
変
わ
る
な
ど
、

女
性
と
同
じ
様
な
状
態
に
な
る
。

ミ
ダ
シ
は
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
な
り
、
男
性
が
ミ
ダ
ス
と
女
性
は
し
な

く
な
る
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

２

お

産

�
産
所

現
在
で
は
病
院
で
の
出
産
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
四
十

年
代
く
ら
い
ま
で
は
、
い
よ
い
よ
お
産
と
な
る
と
納
戸
に
入
っ
た
も
の

だ
っ
た
。
そ
こ
が
お
産
の
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
畳
の
上
に
蒲
団
を
敷

き
、
横
に
な
っ
て
産
む
が
、
こ
れ
は
産
婆
さ
ん
を
た
の
む
よ
う
に
な
っ
て

は

ご

ざ

か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
畳
を
剥
ぎ
、
竹
床
に
茣
蓙
を
敷
い
た

と
こ
ろ
で
の
出
産
だ
っ
た
。

着
物
は
汚
れ
て
も
よ
い
よ
う
な
も
の
、
着
古
し
た
も
の
な
ど
に
着
替
え

て
い
た
。
出
産
間
近
に
な
る
と
陣
痛
が
く
る
が
こ
れ
を
セ
ク
と
言
う
。

セ
キ
だ
す
前
に
コ
ゼ
ン
バ
さ
ん
を
迎
え
に
行
く
が
、
ひ
と
り
だ
と
狸
に

連
れ
て
い
か
れ
る
か
ら
と
、
二
人
で
行
く
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
コ
ゼ
ン
バ
さ
ん
は
と
き
に
、
間
に
合
わ
な
い
と
き
も
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
と
き
は
、
こ
っ
た
て
て
（
な
に
か
に
掛
か
る
よ
う
に
し
て
）
出
産

し
て
い
た
。
こ
れ
は
膝
を
つ
い
て
、
か
か
と
に
お
尻
を
乗
せ
た
よ
う
な
恰

好
で
、
古
く
は
こ
れ
が
出
産
の
形
だ
っ
た
。

お
産
は
人
に
よ
り
軽
い
、
難
産
と
あ
っ
た
。
難
産
で
は
帯
を
天
井
か
ら

下
げ
て
そ
れ
に
す
が
っ
て
産
む
。
柱
に
紐
を
ま
い
て
、
そ
れ
を
引
っ
張
っ

て
産
む
と
い
う
ふ
う
だ
っ
た
。
お
産
に
は
コ
シ
ト
イ
さ
ん
も
側
に
つ
く
こ

と
が
あ
っ
た
。
い
つ
で
も
い
る
の
で
は
な
く
、
子
が
な
か
な
か
お
り
な
い

と
き
、
妊
婦
の
腰
を
絞
っ
て
子
が
産
ま
れ
る
の
を
手
助
け
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
で
も
な
か
な
か
産
ま
れ
な
い
と
、
父
親
を
待
っ
て
産
ま
れ
な
い
、

父
親
が
帰
っ
て
く
る
と
産
ま
れ
る
と
言
い
、
そ
ば
に
父
親
の
着
物
や
持
ち

物
を
置
い
て
い
た
。

�
後
産

後
産
を
イ
ヤ
と
呼
ぶ
。
妊
婦
は
イ
ヤ
が
出
て
よ
う
や
く
大
き
な
仕
事
か

ら
開
放
さ
れ
る
。

イ
ヤ
に
つ
い
て
は
け
っ
し
て
粗
末
に
扱
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
新
聞
紙

に
包
ん
で
便
所
の
上
が
り
段
の
と
こ
ろ
に
（
小
川
原
浦
名
）、
家
の
戸
口

の
隅
（
川
内
名
）、
墓
（
遠
竹
名
釜
）
に
埋
め
た
。

イ
ヤ
は
人
が
踏
む
所
に
埋
め
、
埋
め
方
が
わ
る
い
と
子
ど
も
が
よ
く
泣

い
た
。
ま
た
、
ほ
か
の
場
所
に
埋
め
る
と
夜
泣
き
す
る
と
言
う
。

う
ぶ
ゆ

�
産
湯

産
ま
れ
て
き
た
子
が
は
じ
め
て
使
う
湯
で
、
普
段
の
湯
と
ち
が
っ
て
粗

末
に
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
悪
い
と
こ
ろ
に
流
す
と
身
体
に
障
り
、

寝
込
む
よ
う
に
な
る
（
小
川
原
浦
名
）
と
言
い
、
外
庭
の
先
に
流
し
た
り

し
て
い
た
。
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�
へ
そ
の
緒

く
く

糸
で
括
り
鋏
で
切
っ
て
い
た
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
四
日
目
く
ら

い
に
は
枯
れ
て
と
れ
た
。
へ
そ
の
緒
は
命
の
綱
（
小
川
原
浦
名
）
と
し
て

大
事
に
と
っ
て
お
く
も
の
で
、
田
原
で
は
大
病
す
る
と
薬
と
し
て
飲
ん
で

い
た
。

３

産

後

�
子
見
舞
い

子
が
生
ま
れ
た
祝
い
に
行
く
こ
と
を
子
見
舞
い
と
言
っ
た
。

子
見
舞
い
は
、
生
ま
れ
た
か
ら
と
す
ぐ
に
行
く
も
の
で
は
な
く
、
し
ば

ら
く
し
て
か
ら
行
く
も
の
だ
っ
た
。
だ
い
た
い
六
日
ば
か
り
た
っ
て
か
ら

行
っ
て
い
た
。

産
婦
は
ま
だ
弱
っ
て
い
る
た
め
、
落
ち
着
い
た
頃
に
出
掛
け
る
。
あ
ま

り
早
く
行
っ
た
り
、
側
で
大
き
な
音
を
さ
せ
る
と
産
婦
は
チ
ケ
に
な
る
と

言
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
血
が
頭
に
の
ぼ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

見
舞
い
に
は
頃
合
い
を
見
計
ら
い
、
米
や
煮
干
し
、
卵
と
い
っ
た
滋
養

の
つ
く
も
の
を
持
っ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
長
居
は
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。�

名
付
け

子
に
名
を
付
け
る
の
は
大
事
な
こ
と
で
、
九
日
目
が
そ
の
と
き
だ
っ
た
。

こ
の
日
は
座
敷
に
祝
い
の
席
を
つ
く
り
、
里
の
親
や
親
戚
な
ど
を
招
い

た
。
床
の
間
を
背
に
座
の
上
方
に
は
コ
ゼ
ン
バ
さ
ん
が
子
を
抱
い
て
座
る
。

コ
ゼ
ン
ボ
さ
ん
は
膳
の
食
べ
物
一
つ
一
つ
を
子
に
食
べ
さ
せ
る
仕
草
を

ぞ

す
る
。
食
い
初
め
で
あ
る
。
子
の
名
前
も
コ
ゼ
ン
ボ
さ
ん
が
披
露
す
る
。

ま
た
こ
の
席
で
は
謡
い
を
あ
げ
る
が
、
そ
れ
も
コ
ゼ
ン
バ
さ
ん
が
す
る

も
の
だ
っ
た
。

招
か
れ
た
客
は
反
物
や
着
物
、
米
、
お
金
を
祝
い
に
贈
っ
た
。

名
付
け
は
、
生
ま
れ
た
子
が
ご
く
親
し
い
身
内
、
家
族
だ
け
の
範
囲
か

ら
、親
戚
の
仲
間
へ
入
る
と
き
で
、子
に
と
っ
て
の
世
界
が
少
し
広
く
な
っ

た
段
階
で
あ
る
。

�
養
生

女
性
に
と
っ
て
の
大
事
な
仕
事
を
果
た
し
た
産
婦
は
、
体
力
も
落
ち
て

い
て
、
何
よ
り
養
生
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
食
事
は
そ
う
満
足
の
い
く
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
飯
は
ふ
た
炊
き
と
い
っ
て
、
い
ち
ど
炊
い
た
も
の
を

か
ゆ

も
う
一
度
炊
い
て
粥
の
よ
う
に
し
て
食
べ
て
い
た
。
お
か
ず
は
卵
や
赤
魚

の
は
い
っ
た
お
つ
ゆ
は
よ
い
方
で
、
焼
い
た
塩
を
お
か
ず
に
食
べ
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

床
を
離
れ
ら
れ
な
い
産
婦
に
は
、
コ
ゼ
ン
ボ
さ
ん
が
一
週
間
ほ
ど
通
っ

て
腰
湯
を
つ
か
わ
せ
て
い
た
。
熱
い
湯
で
絞
っ
た
手
拭
い
を
腰
に
あ
て
て

く
れ
る
の
が
、
た
い
そ
う
気
持
ち
の
よ
い
も
の
だ
っ
た
。

産
婦
は
普
段
の
状
態
で
は
な
い
た
め
、
九
日
ま
で
は
川
へ
行
く
も
の
で

は
な
い
、
風
呂
も
二
十
一
日
間
は
入
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

産
婦
が
床
を
離
れ
る
の
は
九
日
目
で
、
名
付
け
が
床
あ
げ
の
日
で
も

あ
っ
た
。
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�
お
乳

ふ
き

生
ま
れ
て
き
た
子
の
口
に
、
最
初
に
含
ま
せ
る
の
は
蕗
の
根
を
卸
し
て

絞
っ
た
汁
だ
っ
た
。
こ
れ
を
毒
気
出
し
と
言
い
、
そ
れ
ま
で
子
ど
も
の
体

内
に
た
ま
っ
た
毒
気
を
出
す
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

乳
は
そ
の
あ
と
か
ら
飲
ま
せ
た
が
、
乳
は
誰
で
も
が
十
分
に
出
る
と
い

う
の
で
は
な
か
っ
た
。
余
る
ほ
ど
出
る
、
あ
ま
り
出
な
い
と
い
う
こ
と
も

す

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
乳
の
出
が
少
な
い
人
は
米
を
水
に
浸
け
、
擂
り
鉢
で

す
り
、
そ
れ
を
絞
っ
た
も
の
に
、
砂
糖
を
少
し
加
え
て
炊
い
た
も
の
を
飲

ま
せ
て
い
た
。
同
じ
頃
に
お
産
を
し
た
人
か
ら
も
ら
い
乳
を
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

乳
が
出
す
ぎ
る
と
き
に
は
そ
の
乳
は
け
っ
し
て
粗
末
に
は
せ
ず
川
へ
流

す
も
の
だ
っ
た
。

遠
竹
に
は
ふ
ー
の
木
さ
ん
と

呼
ぶ
オ
ガ
タ
マ
の
木
が
あ
る
。

根
の
あ
た
り
が
大
き
く
空
洞

と
な
っ
て
い
る
樹
で
、
中
に
小

さ
な
鳥
居
な
ど
ま
つ
っ
て
あ
り
、

米
な
ど
を
お
供
え
し
て
あ
る
。

は

乳
が
腫
れ
た
と
き
は
こ
こ
に
白

酒
を
あ
げ
て
い
た
。

大
搦
名
田
代
の
子
安
観
音
さ

ん
も
、
お
乳
の
少
な
い
者
が
た

よ
り
に
し
た
観
音
さ
ん
で
、
米

を
二
つ
の
袋
に
入
れ
て
お
参
り
し
、
帰
り
に
は
そ
の
う
ち
の
一
袋
を
持
ち

帰
り
、
炊
い
て
食
べ
て
い
た
。
こ
う
す
る
と
お
乳
の
出
が
よ
く
な
っ
た
と

言
う
。

４

子

育

て

�
ひ
ば
れ

三
十
三
日
目
が
ひ
ば
れ
で
、
田
原
名
で
は
里
か
ら
着
物
を
も
ら
い
、
そ

れ
を
子
に
被
せ
て
弘
法
さ
ん
な
ど
に
参
っ
た
。

小
川
原
浦
名
で
は
姑
と
産
婦
と
で
男
児
は
三
十
一
日
目
に
、
女
児
は
三

十
三
日
目
に
神
さ
ん
参
り
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
あ
と
寺
へ
参
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

ひ
ば
れ
に
は
子
安
観
音
さ
ん

や
弘
法
さ
ん
に
参
り
、
こ
の
と

ま
え
だ
れ

き
あ
げ
た
前
垂
に
は
、
子
の
健

や
か
な
成
長
を
願
う
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
た
。

ひ
ば
れ
は
忌
み
明
け
の
と
き

で
、
こ
の
日
、
産
婦
や
生
ま
れ

た
子
に
掛
か
っ
て
い
た
忌
み
が

明
け
る
。
な
か
に
は
こ
の
ひ
ば

れ
ま
で
川
を
渡
る
も
の
で
は
な

い
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

オガタマの木の根本

ひ ば れ
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柿
を
食
べ
る
の
も
、
こ
の
日
以
降
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

�
む
こ
い
づ
き

子
の
初
誕
生
を
む
こ
い
づ
き
、
む
か
わ
り
と
も
言
う
。
紅
白
の
重
ね
餅

を
踏
ま
せ
る
。
こ
こ
で
も
コ
ゼ
ン
バ
さ
ん
が
子
を
抱
い
て
餅
を
踏
ま
せ
る
。

そ
の
餅
は
糸
で
切
り
分
け
る
が
、
小
川
原
浦
名
で
は
そ
の
年
の
月
の
数

の
本
数
で
切
っ
た
。
切
り
分
け
た
餅
は
親
戚
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
に
配
っ

て
い
た
。

こ
の
餅
踏
み
の
餅
は
円
く
作
っ
た
と
こ
ろ
が
多
い
な
か
、
川
内
名
で
は

小
豆
の
ア
レ
を
つ
け
た
四
角
い
餅
を
踏
ま
せ
て
い
た
。

餅
踏
み
の
あ
と
子
の
目
の
前
に
筆
や
鋏
、
墨
、
ソ
ロ
バ
ン
な
ど
を
並
べ

て
、
ど
れ
か
を
選
ば
せ
、
子
の
将
来
を
占
っ
て
い
た
。

�
大
法
事
（
た
い
ほ
う
じ
）

氏
神
参
り
の
ほ
か
に
寺
へ
参
り
、
お
経
を
あ
げ
て
も
ら
う
風
習
が
小
長

井
町
の
近
隣
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
法
事
と
言
っ
て
、
生
ま
れ
た
子
は

七
歳
ま
で
の
う
ち
に
大
法
事
で
稚
児
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

西
円
寺
、
稱
念
寺
、
浄
真
寺
、
光
宗
寺
、
光
源
寺
、
金
光
寺
、
連
行
寺

の
七
つ
の
寺
の
持
ち
回
り
で
、
こ
の
七
つ
の
寺
か
ら
僧
侶
が
寄
り
、
お
経

を
あ
げ
る
。
こ
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
子
は
災
い
か
ら
逃
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

七
歳
ま
で
は
神
の
子
と
広
く
言
う
が
、
こ
れ
を
経
る
こ
と
で
人
の
仲
間

に
な
る
の
で
あ
る
。

三
、
葬

送

ま
つ

ご

１

末
期
の
水

も
う
、
も
と
の
よ
う
に
な
る
の
は
難
し
い
、
と
切
り
を
つ
け
た
と
き
、

周
り
の
者
た
ち
は
死
の
準
備
へ
取
り
掛
か
る
。
そ
の
最
初
が
水
を
や
る
こ

と
で
、
小
長
井
で
は
こ
れ
を
死
に
水
と
呼
ん
で
い
た
。

鶏
の
羽
で
唇
を
湿
ら
す
く
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
が
、
息
が
切
れ
か
か
る

こ
ろ
に
身
内
が
与
え
て
い
た
。

２

葬
式
ま
で

�
安
置

死
者
は
頭
を
西
に
向
け
、
顔
を
上
向
き
と
す
る
ほ
か
、
北
枕
と
言
っ
て

頭
を
北
に
向
け
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
足
を
折
り
、
膝
を
立
て
た
姿
勢
で
安

ひ
た
い
が
み

置
し
て
い
た
。
田
原
あ
た
り
で
は
死
者
の
頭
に
三
角
の
額
紙
を
つ
け
る
。

上
か
ら
は
紋
付
き
を
掛
け
た
。
頭
も
と
に
は
台
を
お
き
、
線
香
に
蝋
燭
、

死
者
が
普
段
愛
用
し
て
い
た
茶
碗
に
山
盛
り
の
飯
、
そ
れ
に
一
膳
の
箸
を

立
て
る
。

�
葬
式
組

葬
式
は
だ
れ
に
で
も
係
わ
る
こ
と
で
、
ど
こ
の
地
区
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ

組
で
仕
切
っ
て
い
た
。
葬
式
組
で
、
そ
の
組
は
班
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
茶

講
組
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
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葬
式
組
は
、
そ
こ
だ
け
の
組
だ
け
で
な
く
、
人
手
の
少
な
い
と
こ
ろ
は

隣
の
組
（
班
）
と
組
ん
だ
り
し
て
、
互
い
に
そ
の
都
度
助
け
合
っ
て
い
た
。

組
で
は
ま
ず
世
話
役
が
中
心
に
な
る
が
、
そ
れ
を
心
配
人
と
呼
ん
だ
り

地
区
の
長
が
心
配
人
と
し
て
あ
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

葬
式
で
は
い
ろ
い
ろ
な
役
割
り
が
あ
る
が
、
組
で
は
長
老
や
心
配
人
の

指
図
で
組
の
者
が
仕
事
を
分
担
す
る
。
ま
ず
、

ト
ウ
リ
ャ
ツ
ケ
（
ト
ブ
リ
ャ
ツ
ケ
）
は
死
者
の
親
戚
へ
の
連
絡
係
り
で
、

二
人
一
組
で
知
ら
せ
に
出
掛
け
た
。

寺
使
い
は

米
を
ご
ひ
と
つ（
二
合
五
勺
）重
箱
に
入
れ
て
、
持
っ

て
行
っ
た
。

寺
か
ら
僧
侶
の
道
具
を
運
ぶ
た
め
、
寺
使
い
に
は
三

人
く
ら
い
で
行
っ
て
い
た
。

道
具
作
り

棺
桶
や
突
き
花
な
ど
諸
道
具
を
作
る
。
あ
と
で
は
葬

儀
屋
で
棺
桶
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
揃
え
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
来
は
組
で
作
っ
て
い
た
。

買
い
物

葬
式
に
来
る
客
た
ち
へ
出
す
食
事
の
こ
ん
に
ゃ
く
な

ど
の
材
料
を
買
い
求
め
て
い
た
。

す

ま
か
な
い

米
を
搗
い
た
り
、
胡
麻
を
擂
っ
た
り
、
豆
腐
を
作
っ

た
り
と
台
所
仕
事
を
わ
け
て
受
け
持
っ
た
。

墓
掘
り

経
験
の
あ
る
年
配
と
若
い
者
と
で
墓
掘
り
を
受
け

持
っ
た
。
墓
掘
り
に
は
家
回
り
で
順
番
を
決
め
て
い

た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
死
亡
届
け
や
埋
葬
許
可
を
と
り
に
行
く
な
ど
い
く
つ
も
の

役
割
が
あ
っ
た
。

と
ぎ

�
伽

死
者
の
頭
も
と
に
は
枕
屏
風
を
立
て
、
な
か
に
近
親
者
が
座
っ
て
い
た
。

近
親
の
者
は
死
者
の
そ
ば
で
夜
を
明
か
す
が
、
こ
れ
を
伽
と
言
っ
た
。
親

類
は
目
覚
ま
し
と
し
て
菓
子
な
ど
持
ち
寄
り
、
な
か
に
は
菓
子
の
か
わ
り

に
目
覚
ま
し
代
と
し
て
お
金
を
出
す
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
目
覚
ま
し
は
伽

の
お
参
り
に
来
て
く
れ
た
客
へ
出
す
も
の
だ
っ
た
。

川
内
名
で
は
こ
の
と
き
、
四
十
九
日
ま
で
の
七
日
ご
と
の
茶
講
代
を
茶

講
に
参
加
す
る
人
た
ち
か
ら
集
め
て
い
た
。

伽
の
晩
、
女
性
た
ち
は
死
者
に
着
せ
る
白
着
物
を
縫
い
、
親
類
女
性
が

葬
式
で
被
る
帽
子
も
作
っ
た
。
こ
の
と
き
の
白
着
物
は
玉
止
め
や
返
し
縫

い
を
し
な
い
も
の
だ
っ
た
。
使
っ
た
反
物
の
残
り
布
は
残
す
も
の
で
は
な

く
、
布
巾
な
ど
に
使
っ
て
い
た
。

ま
た
、
猫
が
死
者
を
越
え
る
と
死
者
が
起
き
上
が
る
と
し
て
、
伽
の
と

き
に
は
よ
そ
に
預
け
た
り
、
籠
に
入
れ
て
死
者
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し

て
お
い
た
。

３

葬
式
の
日

ゆ
か
ん

�
湯
灌

座
敷
で
、
畳
を
剥
い
だ
床
の
上
で
使
っ
て
い
た
。
た
ら
い
に
水
を
入
れ
、

そ
れ
に
湯
を
足
す
。普
段
の
風
呂
の
湯
と
は
逆
で
あ
る
。川
内
名
で
は
ウ
ー

ガ
マ
で
沸
か
し
た
湯
を
チ
ョ
ウ
ツ
ガ
エ
（
手
洗
い
タ
ラ
イ
）
で
汲
ん
で
た

―７１８―
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ら
い
に
移
し
て
い
た
。

た
す
き

死
者
の
湯
灌
は
身
内
の
役
で
、
紐
で
襷
を
掛
け
て
す
る
が
、
川
内
名
で

は
女
性
が
よ
く
こ
れ
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。

湯
灌
で
は
髪
も
剃
り
、
そ
の
髪
の
毛
は
棺
桶
に
入
れ
て
い
た
。

�
納
棺

湯
灌
の
あ
と
死
者
を
棺
桶
に
入
れ
る
。
納
め
た
遺
体
が
ぐ
ら
ぐ
ら
動
か

な
い
よ
う
に
、
周
り
に
は
束
ね
た
藁
を
、
白
紙
に
巻
い
て
詰
め
て
い
た
。

す
ぐ

こ
の
時
の
藁
は
選
ら
な
い
藁
を
使
っ
た
。

顎
の
下
に
は
顎
が
落
ち
な
い
よ
う
に
藁
を
束
ね
た
ア
ゴ
ス
ケ
を
あ
て
た
。

棺
桶
に
は
枕
元
に
供
え
て
い
た
オ
ッ
パ
ン
サ
ン
を
入
れ
る
。
こ
れ
を

盛
っ
て
い
た
茶
碗
は
墓
ま
で
持
っ
て
行
き
、
水
入
れ
と
し
た
。

棺
桶
に
は
四
方
棺
や
六
方
棺
な
ど
が
あ
り
、
裕
福
な
階
層
は
六
方
棺
を

使
っ
た
。

�
出
棺

棺
桶
の
蓋
を
石
で
釘
打
ち
し
た
あ
と
、
縁
側
ま
で
身
内
が
運
び
だ
し
、

そ
こ
か
ら
墓
所
ま
で
は
組
の
者
が
担
ぐ
。

田
原
で
は
死
者
を
モ
ウ
ジ
ャ
と
呼
び
、
女
（
男
）
の
モ
ウ
ジ
ャ
の
と
き

は
女
（
男
）
の
里
の
者
が
棺
桶
の
先
を
担
ぐ
。
モ
ウ
ジ
ャ
の
里
の
者
が
担

ぐ
し
き
た
り
で
あ
っ
た
。

棺
桶
は
前
後
二
人
で
、
腰
あ
た
り
の
と
こ
ろ
で
持
つ
。
白
布
を
巻
い
た

藁
縄
を
首
を
通
し
て
左
右
に
さ
げ
、
棺
桶
を
乗
せ
て
い
る
台
座
枠
木
の
端

と
結
ぶ
。
手
で
持
つ
だ
け
で
は
き
つ
い
た
め
身
体
全
体
で
支
え
持
つ
の
で

あ
る
。
ま
た
、
二
人
の
左
右
に
は
そ
れ
ぞ
れ
加
勢
人
が
つ
き
、
持
つ
の
を

手
伝
っ
た
。

�
葬
列

家
を
出
る
葬
列
よ
り
少
し
先
に
六
道
持
ち
が
墓
へ
向
か
う
。
六
道
は
地

獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、
天
上
の
六
つ
の
道
で
、
ま
よ
わ
ず
に

天
上
界
へ
行
く
よ
う
に
と
導
く
し
る
べ
と
し
て
立
て
て
い
た
。

竹
の
先
に
灯
明
と
六
道
の
名
を
書
い
た
札
を
つ
け
て
作
っ
た
も
の
で
、

こ
の
六
本
を
墓
道
か
ら
棺
台
の
と
こ
ろ
ま
で
、
間
隔
を
と
り
な
が
ら
立
て

て
い
た
。

の
ぼ
り

葬
列
は
だ
い
た
い
突
き
花
二
人
―
幟
―
僧
侶
―
お
花
二
人
―
葬
式
だ
ご

を
子
供
が
持
つ
―
位
牌
―
善
の
綱
―
棺
桶
―
弔
い
人
と
言
っ
た
順
序
で

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
僧
侶
を
先
頭
に
そ
の
あ
と
に
お
花
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
葬
列
に
つ
い
て
は
現
在
で
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ

る
。幟

は
親
戚
の
数
と
だ
い
た
い
同
じ
く
ら
い
の
本
数
だ
っ
た
。

善
の
綱
に
は
白
い
帽
子
を
被
っ
た
身
内
の
女
性
が
す
が
る
が
、
田
原
で

の
よ
う
に
モ
ウ
ジ
ャ
が
老
人
の
場
合
、
善
の
綱
は
前
へ
、
若
者
の
場
合
は

後
ろ
へ
引
く
と
し
て
い
た
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

葬
列
が
墓
へ
向
か
う
途
中
、
天
候
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
雨
風
に

な
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
「
ク
ァ
シ
ャ
が
カ
ケ
ル
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
に
は

死
者
の
生
前
の
行
い
を
云
々
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
葬
式
や
葬
列
は
、
現
在
で
は
昼
間
の
こ
と
で
あ

る
が
、
以
前
は
夕
方
か
ら
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

�
墓
所

墓
穴
は
四
角
で
二
�
く
ら
い
の
深
さ
に
掘
る
。
鍬
な
ど
死
者
の
家
の
道

具
を
使
っ
て
掘
る
。
掘
り
あ
げ
た
あ
と
は
オ
ウ
コ
を
渡
し
、
鍬
を
互
い
違
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い
の
向
き
で
掛
け
て
お
く
。
魔
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

葬
列
が
着
く
と
僧
侶
の
読
経
の
あ
と
葬
式
ダ
ゴ
を
配
る
。
そ
の
あ
と
棺

桶
を
埋
け
る
が
、
こ
の
と
き
は
墓
穴
の
な
か
に
一
人
が
入
り
、
棺
桶
を
受

け
取
り
な
が
ら
、
き
れ
い
に
入
る
よ
う
に
調
節
し
て
い
た
。

棺
桶
は
正
面
が
西
に
向
く
よ
う
に
入
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

棺
桶
を
埋
け
た
上
か
ら
親
戚
は
土
を
ひ
と
握
り
ず
つ
か
け
る
。
そ
の
あ

と
は
墓
掘
り
が
土
を
戻
し
、
上
を
な
ら
し
て
い
た
。
ま
ん
中
に
は
棺
桶
に

さ
し
か
け
て
い
た
天
蓋
の
竿
竹
を
立
て
て
い
た
。

墓
の
周
り
に
は
六
道
に
使
っ
た
竹
で
垣
を
作
り
、
こ
れ
は
正
面
を
開
け

て
三
方
を
囲
ん
だ
。

墓
は
葬
式
の
た
び
に
新
た
に
掘
る
こ
と
は
な
く
、
い
く
つ
か
あ
る
う
ち

の
い
ず
れ
か
を
掘
り
返
し
て
使
う
。
そ
こ
に
は
先
に
埋
め
て
お
い
た
死
者

の
遺
骨
な
ど
あ
る
。
そ
う
し
た
骨
は
拾
い
あ
げ
、
別
に
お
経
を
あ
げ
、
棺

桶
の
脇
に
埋
め
な
お
し
て
い
た
。

４

供

養

�
三
日
参
り

葬
式
の
翌
日
、
近
親
者
は
墓
へ
と
出
向
き
、
小
さ
な
小
屋
の
よ
う
な
も

た
ま
や

の
を
作
る
。
い
わ
ゆ
る
霊
屋
で
あ
る
。
四
隅
に
柱
を
た
て
た
も
の
や
左
右

に
二
本
だ
け
の
柱
の
も
あ
り
、
上
に
屋
根
を
つ
け
た
作
り
で
あ
っ
た
。
そ

の
周
り
を
石
で
囲
ん
だ
。
こ
れ
を
壇
を
作
る
と
言
っ
て
い
た
。

こ
の
あ
と
三
日
参
り
に
寺
へ
行
く
。
こ
の
と
き
お
礼
に
と
米
一
俵
や
着

物
な
ど
あ
げ
て
い
た
。
三
日
参
り
を
お
礼
参
り
と
い
う
の
は
こ
う
し
た
お

礼
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。

三
日
参
り
は
葬
式
の
翌
日
と
い
う
と
こ
ろ
が
ほ
か
に
、
川
内
名
の
よ
う

に
翌
日
で
は
な
く
、
遅
く
な
っ
て
も
葬
式
の
あ
と
、
そ
の
ま
ま
三
日
参
り

に
寺
へ
行
く
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

�
四
十
九
日
ま
で

ち
ゃ
ご
う

初
七
日
か
ら
四
十
九
日
ま
で
七
日
ご
と
に
茶
講
を
営
む
。
こ
れ
を
全
て

モ
ト
エ
で
行
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
都
度
、
食
事
を
だ
す
た
め
費
用
も

か
か
っ
て
い
た
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
た
い
て
い
は
親
戚
や
周
り
の
協
力

で
し
て
い
た
。

川
内
名
の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
伽
の
と
き
に
茶
講
へ
の
参
加
者
か
ら
費

用
を
集
め
て
お
い
て
、
そ
れ
で
賄
う
ほ
か
に
、
初
七
日
は
モ
ト
エ
で
二
七

日
は
死
者
が
女
性
の
場
合
は
そ
の
女
性
方
の
親
戚
で
、
三
七
日
は
男
性
方

の
親
戚
で
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
親
戚
の
人
数
が
多
い
と
こ
ろ

は
七
日
供
養
を
、
わ
け
て
負
担
し
て
い
た
。

た
い
て
い
の
と
こ
ろ
で
は
初
七
日
と
四
十
九
日
を
モ
ト
エ
で
、
あ
と
を

身
内
で
し
て
い
た
。

四
十
九
日
は
ま
た
形
見
分
け
の
と
き
で
も
あ
っ
た
。
着
物
や
櫛
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
で
わ
け
て
い
た
。
着
物
一
枚
持
つ
の
さ
え
な
か
な
か
出
来
な
か
っ

た
こ
ろ
、
こ
の
形
見
分
け
は
そ
れ
を
い
た
だ
く
機
会
で
あ
っ
た
の
で
、
皆

真
剣
だ
っ
た
と
い
う
。

�
年
忌

初
盆
か
ら
一
周
忌
、
三
年
忌
、
七
年
忌
、
十
三
年
忌
、
十
七
年
忌
、
二

あ
か
の

し

十
五
年
忌
、
三
十
三
年
忌
。
五
十
年
忌
が
弔
い
上
げ
で
、
赤
熨
斗
で
お
布

―７２０―
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施
を
包
ん
だ
。

５

子

の

死

七
歳
に
な
ら
な
い
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
子
は
、
家
族
だ
け
で
弔
っ
た
。

素
麺
箱
を
色
紙
で
飾
り
、
そ
の
な
か
に
入
れ
、
父
親
が
墓
へ
運
ん
だ
。

こ
の
と
き
は
肩
に
担
い
で
運
ぶ
も
の
だ
っ
た
。

墓
は
浅
く
掘
っ
て
埋
け
て
い
た
。

第
三
節

伝

承

一
、
方

言

１

小
長
井
町
方
言
の
位
置
づ
け

九
州
地
方
の
方
言
は
大
別
し
て
、�
肥
筑
方
言（
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・

熊
本
）
�
豊
日
方
言
（
大
分
・
宮
崎
）
�
薩
隅
方
言
（
鹿
児
島
）
�
琉
球

方
言
（
沖
縄
）
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

本
町
の
方
言
は
、
そ
の
中
の
肥
筑
方
言
に
属
し
、
特
に
幕
藩
体
制
時
代

に
佐
賀
鍋
島
藩
の
諫
早
領
内
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
佐
賀
地
方
と
の
つ
な

が
り
が
強
く
、
似
通
っ
た
言
葉
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
煙
草
を
買
お
う
と
店
に
入
り
「
煙
草
を
下
さ
い
」
と

言
う
と
、「
ナ
ー
イ
」
と
言
わ
れ
た
。
煙
草
は
目
の
前
の
ケ
ー
ス
の
中
に

あ
る
の
に
「
無
い
と
は
…
」
と
、
笑
い
話
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
聞
く
。

こ
の
「
ナ
ー
イ
」
は
「
ネ
ー
イ
」
と
い
う
言
い
方
と
共
に
、
本
町
で
も
返

事
・
応
答
の
挨
拶
語
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
。

２

小
長
井
町
方
言
の
特
徴

小
長
井
町
だ
け
の
特
徴
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
諫
早
地
方
全
体
に
も

言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

�

人
や
物
の
様
子
を
表
わ
す
形
容
詞
、「
美
し
い�

」「
早
い�

」が
、「
美

シ
カ�

」「
早
カ�

」
の
カ
語
尾
と
な
る
。
こ
れ
は
本
町
に
限
ら
ず
九
州

地
方
全
体
で
も
言
え
る
特
徴
で
あ
る
。

�

「
に
わ
と
り
」
を
「
ニ
ワ
ト
イ�

」
と
訛
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
はni-

×

w
atori

のr
i

の
よ
う
に
、
子
音
が
欠
落
し
て
母
音
の
「
イ
」
の
み

が
残
る
言
い
方
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
発
音
の
変
化
は
、
「
野
菜
」
を
「
ヤ
シ
ャ
ー
」
と
い
っ

た
直
音
が
拗
音
に
変
化
す
る
語
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ロ
ー
マ
字

化
し
て
み
る
と
そ
の
形
が
分
か
る
。yasai

がyasyâ

と
な
る
よ
う

にai

がya

と
訛
っ
て
発
音
さ
れ
て
い
る
。

�

人
や
物
の
動
き
を
表
わ
す
動
詞
の
語
尾
が
「
作
る
」
な
ど
の
「
る
」

で
終
わ
っ
て
い
る
語
は
、
促
音
化
し
て
「
ツ
ク
ッ
」
と
発
音
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
動
作
を
強
調
し
て
い
る
気
も
ち
を
示
す
表
現

形
態
と
も
い
え
る
。

�

方
言
は
そ
の
時
の
気
も
ち
を
素
直
に
、
そ
し
て
豊
か
に
表
現
す
る
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こ
と
が
で
き
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
本
町
で
も
そ
の
表
現
の
手
段
と

し
て
接
頭
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
み
る

と
、「
イ�

チ�

ク
ー
タ
（
食
べ
て
し
ま
っ
た
）」「
イ�

ッ�

コ
ボ
レ
タ
（
こ

ぼ
れ
た
）」「
ウ�

ッ�

ク
エ
タ（
壊
れ
た
）」「
ツ�

ン�

オ
レ
タ（
折
れ
た
）」

「
ヒ�

ン�

ノ
ー
ダ
（
飲
ん
で
し
ま
っ
た
）」「
ヒ�

ッ�

パ
ズ
レ
タ
（
外
れ
て

し
ま
っ
た
）」
な
ど
、
十
四
種
類
を
数
え
る
。

�

文
末
詞
の
丁
寧
な
言
い
方
と
し
て
「
…
ナ
タ
ー
・
…
ノ
マ
イ
」
が

あ
る
。
こ
れ
は
相
手
に
対
し
て
の
親
し
み
や
同
意
を
示
す
働
き
も

も
っ
て
い
る
。
次
の
方
言
集
の
表
中
に
も
紹
介
し
て
い
る
が
、「
…

バ
イ
・
…
タ
イ
」
は
、
前
述
に
比
し
て
、
対
等
な
間
柄
な
ど
で
使
わ

れ
る
文
末
詞
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
疑
問
の
意
を
表
わ
す
「
…
カ
ン
」
や
、
理
由

を
述
べ
て
は
っ
き
り
言
い
切
る
形
（
…
だ
か
ら
・
…
の
で
）
に
相
当

す
る
「
…
ケ
ン
」
な
ど
が
あ
る
。

３

小
長
井
町
の
方
言

次
に
本
町
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
方
言
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
み

る
。
中
に
は
す
で
に
死
語
化
し
た
言
葉
も
あ
る
が
、
往
時
を
偲
ぶ
よ
す
が

と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

そ
の
方
言
の
語
源
は
（

）
で
示
し
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
例

文
を
あ
げ
て
、
用
例
の
参
考
と
し
て
い
る
。

方

言

共

通

語

説

明

及

び

補

足
（
↓
印
）

あ
ア
イ
ド
ン

あ
の
人
た
ち

↓
こ
い
ど
ん
（
こ
の
人
た
ち
）
ソ
イ
ド
ン
（
そ
の
人
た
ち
）

ア
イ
ド
ン

し
か
し
・
け
れ
ど
も

ソ

ン

ヒ

ハ

ユ

ー

ジ

ノ

ア

ッ

テ

イ

カ

レ

ン

例
文
「
ア
イ
ド
ン

そ
の
日
は

用
事
が
あ
っ
て

行
け
な
い
」

ア
イ
バ

そ
し
た
ら
・
そ
れ
な
ら

オ
イ
ガ

イ

コ

ウ

例
文
「
ア
イ
バ

俺
が

行
こ
う
」

ア
ギ

あ
ご

（
古
語
↓
あ
ぎ＝

下
の
あ
ご
『
日
葡
辞
書
』））

ア
キ
ニ
ャ
ー

商
売
・
商
業

↓
商
い＝

akinai
↓akinya

ア
ギ
ャ
ン
・
ア
ガ
ン

あ
ん
な
に

↓
コ
ギ
ャ
ン
・
コ
ガ
ン
・
ギ
ャ
ン
（
こ
ん
な
に
）

ソ
ギ
ャ
ン
・
ソ
ガ
ン
（
そ
ん
な
に
）

ド
ギ
ャ
ン
・
ド
ガ
ン
（
ど
ん
な
に
）

ア
ク
シ
ャ
ウ
ツ

手
を
焼
く
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ア
ク
セ
ン

く
し
ゃ
み

↓
く
し
ゃ
み
を
す
る
時
の
音
か
ら

ア
セ
ガ
ル
・
ア
セ
ガ
ッ

急
が
せ
る
・
せ
っ
つ
く

ア
ッ
タ
カ

�
熱
い

�
暑
い

ア
バ
オ
ロ
シ

初
お
ろ
し
・
新
品

ア
マ
ル
・
ア
マ
ッ

子
ど
も
た
ち
の
ふ
ざ
け
遊
び

（
古
語
↓
あ
ま
る＝

度
を
超
え
て
外
に
あ
ふ
れ
出
る
様
か
ら
『
万
葉
集
』）
↓
ア
マ
ン

ナ＝

そ
れ
ら
の
状
態
を
制
止
す
る
時
に
言
う

ア
メ
ガ
タ

米
あ
め

（
飴
固
）

ア
メ
ガ
タ
カ

雨
が
な
か
な
か
降
ら
な
い

（
雨
堅
い
）

ア
ユ
ル
・
ア
ユ
ッ

�
木
の
実
な
ど
が
落
ち
る

�

汚
れ
が
落
ち
る

（
古
語
↓
あ
ゆ＝

落
ゆ
・
零
ゆ
『
万
葉
集
』）

↓
ア
エ
ト
ル
・
ア
エ
ト
ッ
（
落
ち
て
い
る
）

↓
イ
ッ
チ
ャ
エ
タ
・
ウ
ッ
チ
ャ
エ
タ
・
オ
ッ
チ
ャ
ク
ル
・
オ
ッ
チ
ャ
ケ
タ
（
落
ち
る
・

落
ち
た
）

ア
リ
ャ

あ
れ
は

↓
コ
リ
ャ
（
こ
れ
は
）

ソ
リ
ャ
（
そ
れ
は
）

ア
ン
シ
ャ
ン
・
ア
イ
ヤ
ン
・
ア
ン
ネ

姉

ア
ン
ジ
ャ
イ
モ
ン
・
バ
ア
シ
ャ
ン

兄

ア
ン
ビ
ャ
ー

具
合
・
あ
ん
ば
い

↓
按
配＝

annbai

↓annbyâ

ア
ン
マ
リ
・
ア
ン
マ
イ

あ
ま
り
・
さ
ほ
ど

ト
ウ
カ
ト
ケ

ア

ソ

ビ

ニ

イ

カ

ン

ゴ

ト

ネ

例
文
「（
子
ど
も
に
向
か
っ
て
）
ア
ン
マ
イ
遠
く
へ

遊
び
に
行
か
な
い
よ
う
に
」

い
イ
シ
ワ
リ
ド
ン
・
イ
シ
ワ
イ
ド
ン

石
工

イ
ッ
コ
ク

ビ
ヨ
イ

は
っ
き
り
し
な
い
天
気
の
様
子

よ
う
な

よ
う
な

い
つ
こ
く

↓
降
る
ゴ
ト＝

五
斗

降
ら
ん
ゴ
ト＝

五
斗
↓
五
斗
＋
五
斗＝

一
石

イ
ッ
セ
キ
・
シ
ッ
キ
ャ
ー

み
ん
な
・
全
部

（
古
語
↓
い
っ
せ
き
・
し
っ
か
い＝

一
跡
・
悉
皆
『
日
葡
辞
書
』）

イ
ッ
チ

最
も
・
い
ち
ば
ん

ア
ン
シ
ト
ン

例
文
「
あ
の
人
の

話
が

イ
ッ
チ

お
も
し
ろ
か
っ
た
」

イ
ッ
チ
ョ
ク
・
イ
ッ
チ
ェ
ー
テ

エ
ー
ト
ク

�
物
を
置
い
て
お
く

�
人
を

置
き
去
り
に
し
て
い
く
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方

言

共

通

語

説

明

及

び

補

足
（
↓
印
）

イ
ッ
チ
ョ
ン
・
イ
ッ
チ
ョ
モ

ひ
と
つ
も

コ
ン
マ
ン
ジ
ュ
ウ
ハ

ウ

モ

ナ

カ

例
文
「
こ
の
饅
頭
は

イ
ッ
チ
ョ
ン

お
い
し
く
な
い
」

イ
ッ
ト
ガ
イ
・
イ
ッ
ト
ギ
ャ
ー

い
っ
し
ょ
に

イ
ッ
ピ
ャ
ー

�
一
杯
�
い
っ
ぱ
い
・
沢
山

↓
い
っ
ぱ
い＝

ippai

↓ippyâ

イ
モ
ン
コ

さ
と
い
も

（
芋
の
子
）

イ
ン
ニ
ャ
・
イ
ン
ニ
・
ン
ニ
ャ

い
い
え
・
違
う
（
否
定
）

（
古
語
↓
「
い
や
の
転
」『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』）

イ
ン
マ

そ
の
う
ち
・
後
日

う
ウ
ー
カ

多
い

↓
「
い
」
で
言
い
終
わ
る
形
容
詞
カ
語
尾
の
一
つ
で
あ
る
。

ウ
ー
ゴ
ツ

お
お
ご
と

た
い
へ
ん
・
大
事

↓
「
大
い＝

お
お
い
」
は
接
頭
語
で
、「
お
お
」
は
「
ウ
ー
」
と
訛
る
。

お
お
か
ぜ

お
お
か

じ

そ
の
例
と
し
て
、
大
風＝

ウ
ー
カ
ゼ
、
大
火
事＝

ウ
ー
カ
ジ
と
な
る
。

ウ
リ
ィ
ー

雨
降
り

（
潤
い
）

ウ
ン
・
ウ
ン
ガ

お
前
・
お
前
が

↓
人
を
呼
ぶ
場
合
の
野
卑
語

え
エ
ス
カ
・
エ
ス
タ
ラ
シ

�
恐
し
い

�
ひ
ど
く
恐
し
い

（
古
語
↓
え
ず
い
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』）

エ
ツ
イ
カ
キ

土
壁
の
竹
組
み
を
す
る
こ
と

エ
ッ
ト
・
エ
ッ
タ

�
そ
ん
な
に

�
あ
ん
ま
り

ヨ
ン
ニ
ョ

ト

ン

ナ

（
越
度
）
�
例
文
「
エ
ッ
ト

多
く

取
る
な
」

ヒ
ト
ン

ス

カ

ン

コ

タ

イ

ワ

ン

ゴ

ト

�
例
文
「
エ
ッ
ト

人
の

嫌
が
る
こ
と
は

言
わ
な
い
よ
う
に
」

エ
ン
チ
・
オ
イ
ゲ

わ
が
家
・
自
宅

エ

ン

チ

×
×

×

（
お
れ
ん

う
ち
↓
エ
ン
チoren

uti

）

↓
エ
ン
チ
ン

ニ
キ
（
家
の
近
所
）

↓
ア
ン
タ
ガ
タ
・
ワ
イ
ゲ
（
貴
方
の
家
・
お
前
の
家
）

お
オ
イ
・
オ
イ
ガ
・
オ
イ
モ

自
分
・
お
れ
が
・
自
分
も

↓
主
と
し
て
男
性
が
使
用

↓
オ
ド
ン
・
オ
ド
ン
ガ
（
自
分
た
ち＝

複
数
）
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オ
ガ
ミ
ダ
ロ

か
ま
き
り

（
人
が
手
を
合
わ
せ
て
、
拝
む
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
）

オ
サ
ン
・
オ
マ
ン
・
オ
マ
イ

あ
な
た

（
古
語
↓
お
さ
ん＝

御
様
『
浄
瑠
璃
・
壇
浦
兜
甲
記
』）

オ
ッ
カ
ン
・
カ
カ
ヤ
ン
・
カ
ッ
チ
ャ
ン

母
・
母
親

オ
ッ
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ン

父
・
父
親

オ
ト
コ
ウ
シ
・
コ
ッ
テ
ウ
シ

雄
牛

（
古
語
↓
こ
っ
て
ひ
う
し
『
片
言
』）

オ
ナ
ゴ
ウ
シ
・
ウ
ノ
ウ
シ

雌
牛

オ
ブ
カ
・
オ
ブ
タ
カ

重
い

オ
メ
タ
チ

思
い
つ
く

（
思
い
立
ち
）

オ
ラ
ブ
・
オ
メ
ク

叫
ぶ
・
わ
め
く
・
大
声
で
呼
ぶ

（
古
語
↓
を
め
く＝

喚
く
『
枕
草
子
』）

オ
ラ
ッ
サ
ン
ヤ
ロ
・
オ
ン
ミ
ャ

居
な
い
だ
ろ
う

か
カ
ガ
イ
ツ
ク

�
絡
ま
り
つ
く

�
大
き
な
物

に
す
が
り
つ
く
�
よ
う
や
く
届

く

ソ

ギ

ャ

ン

ア

シ

ア

ル

キ

ニ

ッ

カ

�
例
文
「
そ
ん
な
に

足
に

カ
ガ
イ
ツ
ケ
バ

歩
き
に
く
い
」

ハ

ヨ

コ
ン
ボ
ー
ニ

ナ

ガ

サ

ル

ッ

ゾ

�
例
文
「
早
く

こ
の
棒
に

カ
ガ
イ
チ
ー
テ

流
さ
れ
る
よ
」

ア

ガ

ッ

タ

�
例
文
「
Ａ
高
校
に

カ
ガ
イ
チ
ー
テ

合
格
し
た
」

カ
ズ
ム

に
お
い
を
か
ぐ

カ
タ
コ
ン
ゴ

肩
く
み

カ
ン
ズ
ッ
・
カ
ズ
ユ
ッ

数
を
数
え
る

↓
数
え
る
の
「
る
」
が
促
音
化
し
て
い
る

き
キ
ニ
ョ
・
キ
ニ
ョ
ー

昨
日

↓
キ
ュ
ー
（
今
日
）

キ
バ
ル
・
キ
バ
ッ

�
働
く

�
が
ん
ば
る

（
古
語
↓
き
ば
る＝

気
張
る
『
太
平
記
』）

ア

ン

シ

タ

ヨ

ー

�
例
文
「
あ
の
人
は

よ
く

キ
バ
ル
」

キ
ョ
ー
ン
ウ
チ

カ

タ

ヅ

ク

ー

デ

�
例
文
「
キ
バ
ッ
テ

今
日
中
に

片
付
け
よ
う
」

キ
ャ
ー

貝

↓
貝＝

kai

↓kyâ

ギ
ャ
ー
ケ

風
邪

（
古
語
↓
が
い
き
・
が
い
け＝

咳
気
『
仮
名
草
子
・
竹
斎
』）
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方

言

共

通

語

説

明

及

び

補

足
（
↓
印
）

キ
ン
ナ
カ

黄
色
い

↓
マ
ッ
キ
ン
ナ
カ
（
真
っ
黄
色
）

く
ク
チ
ナ
ワ

蛇
の
総
称

（
古
語
↓
く
ち
な
わ
『
枕
草
子
』）

ク
ネ
・
ク
イ
ネ

垣
・
垣
根

（
古
語
↓
く
ね＝

境
界
を
仕
切
る
垣
根
『
虎
寛
本
狂
言
・
瓜
盗
人
』）

ク
ル
ル
・
ク
ル
ッ

や
る
・
与
え
る

（
呉
る
）

け
ケ
ス
カ
イ
・
サ
ッ
カ
ラ

先
刻
・
さ
き
ほ
ど
か
ら

…
ケ
ン

…
か
ら
・
…
の
で

サ
ム
カ

ヒ

バ

モ

ヤ

タ

例
文
「
寒
い
ケ
ン

火
を

燃
や
し
た
」

ケ
ン
ケ
ン

片
足
跳
び

↓
子
ど
も
の
遊
び

こ
コ
イ

こ
れ

↓
ソ
イ
（
そ
れ
）

ア
イ
（
あ
れ
）

ド
イ
（
ど
れ
）

コ
イ
ハ
テ
タ
・
コ
ッ
チ
ャ
ー
シ
タ

懲
り
た

（
懲
り
果
て
た
）

コ
ギ
ャ
ン
・
コ
ガ
ン

こ
ん
な
に

↓
ソ
ギ
ャ
ン
・
ソ
ガ
ン
（
そ
ん
な
に
）
ア
ギ
ャ
ン
・
ア
ガ
ン
（
あ
ん
な
に
）

ド
ギ
ャ

ン
・
ド
ガ
ン
（
ど
ん
な
に
）

コ
ケ

こ
こ
・
こ
こ
に

↓
ソ
ケ
（
そ
こ
に
）

ア
ス
ケ
（
あ
そ
こ
に
）

ド
ケ
（
ど
こ
に
）

コ
ズ
ク
・
コ
ー
ズ
ク

咳
が
出
る
・
咳
を
す
る

ゴ
ッ
ト
イ

い
つ
も
・
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

…
ゴ
ト

…
の
よ
う
に

ヨ

カ

モ

ン

ナ

ナ

カ

例
文
「
風
力
発
電
の

ゴ
ト

環
境
に

い
い
も
の
は
な
い
」

コ
ブ

く
も
の
総
称

コ
マ
カ

小
さ
い

（
細
か
い
）

コ
ロ
ッ
ト

す
っ
か
り
・
全
く

タ

ノ

マ

レ

ト

ッ

タ

ト

ヲ

ワ

ス

レ

ト

ッ

タ

例
文
「
頼
ま
れ
て
い
た
の
を

コ
ロ
ッ
ト

忘
れ
て
い
た
」

コ
ン
ニ
ャ

今
夜

↓
こ
ん
や＝

konya＝
konnya
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ゴ
ン
ボ

ご
ぼ
う

さ
サ
イ
バ

そ
れ
な
ら
ば

（
古
語
↓
さ
よ
う
し
か
ら
ば＝

左
様
然
ら
ば
『
歌
舞
伎
・
五
大
刀
恋
緘
』）

ナ

シ

テ

ア
ン
シ
ト
ノ

ナ

キ

ヨ

ラ

ス

ト

例
文
「
サ
イ
バ

ど
う
し
て

あ
の
人
が

泣
い
て
い
る
の
？
」

サ
カ
ダ
テ

回
復
・
元
に
戻
る

サ
カ
ダ
テ

シ
ー
キ
ラ
ッ
サ
ン
バ
イ

例
文
「
あ
の
人
は

も
う

回
復
で
き
な
い
だ
ろ
う
」

サ
カ
シ
ュ
ー

�
健
康
・
元
気

�
出
産

（
古
語
↓
さ
か
し
い
『
日
葡
辞
書
』）

サ
ル
ク
・
ソ
ー
ツ
ク

歩
き
回
る
・
う
ろ
つ
く

（
古
語
↓
し
あ
り
く＝

為
歩
く
『
源
氏
物
語
』）

サ
ン
バ
・
ア
イ
バ
オ
ヨ
ケ
ン
サ
イ

さ
よ
う
な
ら

（
古
語
↓
さ
ら
ば
『
後
撰
和
歌
集
』）

し
シ
ー
ト
ル
・
シ
ー
ト
ッ

好
き
・
好
き
で
あ
る

シ
ー
ベ
タ

尻
・
臀
部

××

↓
尻
べ
た＝

siribeta

↓siibeta

シ
シ
ュ
ー
カ
・
シ
シ
ュ
カ

い
じ
ら
し
い
・
し
お
ら
し
い

シ
シ
ル
・
シ
シ
ッ

用
心
す
る

（
古
語
↓
し
し
る＝

為
知
る
↓
や
っ
て
み
て
知
る
『
万
葉
集
』）

シ
ミ
ャ
ー

終
わ
り
・
最
後

↓
仕
舞
い＝

sim
ai

↓sim
yâ

シ
モ
バ
レ

霜
焼
け

（
古
語
↓
し
も
ば
れ＝

霜
腫
れ
『
日
葡
辞
書
』）

ジ
ャ
ー
コ
ン

大
根

↓
大
根＝

daikon

↓zyakon

ジ
ャ
ー
シ
ン
・
リ
ャ
ー
シ
ン

来
年

（
来
春
）

…
ジ
ャ
イ
ロ
・
…
ジ
ャ
ロ
カ

�
…
や
ら

�
…
だ
ろ
う
か
・
…
だ
ろ
う

↓
�
※
対
比
・
選
択
に
使
わ
れ
る

ク

ッ

ト

コ

ン

ト

�
例
文
「
来
る
と

ジ
ャ
イ
ロ
、
来
な
い
の

ジ
ャ
イ
ロ
」

↓
�
※
文
末
に
付
い
て
話
し
手
の
疑
問
・
感
じ
を
示
す

ド
ギ
ャ
ン

�
例
文
「
お
天
気
は

ど
ん
な

ジ
ャ
ロ
カ
」

ジ
ャ
ガ
タ
ロ
・
ジ
ャ
ガ

じ
ゃ
が
い
も
・
ば
れ
い
し
ょ

（
オ
ラ
ン
ダ
船
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ト
ラ
か
ら
長
崎
に
持
っ
て
き
た
こ
と
に

よ
る
）

シ
ャ
ゲ
シ

竹
馬

（
鷺
足＝

さ
ぎ
あ
し
↓
シ
ャ
ゲ
シ
）

―７２７―

第三節 伝 承



方

言

共

通

語

説

明

及

び

補

足
（
↓
印
）

シ
ャ
ッ
チ
・
シ
ャ
ッ
チ
ガ

ど
う
し
て
も
・
必
ず

ア
シ
タ
ハ

例
文
「
シ
ャ
ッ
チ

明
日
は

出
て
来
い
よ
」

ジ
ャ
ケ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ケ
ン
・
ジ
ャ
ル
ケ

ン
・
ジ
ャ
イ
ケ
ン

…
だ
か
ら
・
…
で
す
か
ら

ユ
ー
ジ
ン
シ
テ
ッ
テ

ユ

ー

タ

ト

ニ

例
文
「
ほ
ら
ぁ

ジ
ャ
ッ
ケ
ン

用
心
し
て
と

言
っ
た
の
に
」

シ
ャ
ー
ビ
ャ
ー

お
節
介
が
過
ぎ
る
こ
と

ス

ン

ナ

例
文
「
シ
ャ
ー
ビ
ャ
ー

す
る
な
」

シ
ョ
ー
イ

醤
油

ジ
ョ
ー
イ

草
履

××

↓
ぞ
う
り＝

zori

↓zoi

↓zyoi

ジ
ョ
ー
ケ
ン
ニ
ャ
コ
ン

理
解
で
き
な
い

（
古
語
↓
れ
う
け
ん＝

料
簡
『
日
蓮
消
息
』）

ジ
ョ
ッ
カ
イ

ず
ぶ
ぬ
れ
・
び
し
ょ
ぬ
れ

シ
ラ
ア
サ
ッ
テ
・
シ
ラ
サ
ッ
テ

し
あ
さ
っ
て
・
明
々
後
日

↓
ゴ
ア
サ
ッ
テ＝

明
々
々
後
日

ジ
ロ
・
ヘ
ッ
チ
・
ク
ド

か
ま
ど

（
古
語
↓
ぢ
ひ
ろ
・
ぢ
く
ゎ
ろ＝

地
火
炉
『
枕
草
子
』）

す
ス
イ
コ
ギ

す
り
こ
ぎ

×

↓
す
り
こ
ぎ＝

surikogi

↓suikogi

ス
イ
バ
チ

す
り
鉢

×

↓
す
り
ば
ち＝

suribati

↓suibati

ス
ラ
ゴ
ツ
・
ス
ラ
ゴ
ト
・
ダ
マ

嘘
・
虚
言

（
古
語
↓
そ
ら
ご
と＝

空
言
・
虚
言
『
竹
取
物
語
』）

せ
セ
カ
ラ
シ
カ
・
ヤ
グ
ラ
シ
カ

�
う
る
さ
い
・
や
か
ま
し
い

�
わ
ず
ら
わ
し
い

チ
ッ
タ

ダ

マ

ッ

ト

レ

�
例
文
「
セ
カ
ラ
シ
カ

少
し

黙
っ
て
お
れ
」

ヒ
モ
ン
バ

ト

ハ

�
例
文
「
も
つ
れ
た

紐
を

ほ
ど
く
の
は

セ
カ
ラ
シ
カ
」

セ
ワ
ナ
シ

心
配
い
ら
な
い
・
安
心

（
世
話
無
し
）

…
セ
ン
ゴ
ツ
・
…
セ
ン
ゴ
ト

…
し
な
い
よ
う
に

イ
ッ
チ
ョ
イ
ッ
チ
ョ

セ

ン

バ

例
文
「
い
ち
い
ち

お
返
し
は

セ
ン
ゴ
ト

し
な
い
と
」

そ
ゾ
ー
タ
ン

冗
談
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ゾ
ー
ノ

ワ
ク

腹
が
立
つ

（
臓
の
沸
く
・
憎
の
沸
く
）

ソ
ズ
ッ

�
す
り
減
る

�
傷
む

（
古
語
↓
そ
ず＝

損
ず
『
宇
津
保
物
語
』）

ゾ
ロ
ビ
ク

引
き
ず
る
・
衣
服
の
裾
を
引
き

ず
る

た
タ
ク

煮
る

（
炊
く
）

タ
キ
モ
ン
・
タ
ク
モ
ン

薪
・
燃
料
用
の
木
材

（
焚
く
物
）

タ
マ
ガ
ル
・
タ
マ
ガ
ッ
タ
・
タ
マ
ガ
ッ

驚
く
・
た
ま
げ
る

（
古
語
↓
た
ま
ぎ
る＝

魂
消
る
『
平
家
物
語
』）

タ
ロ
ミ

つ
ら
ら

（
古
語
↓
た
る
ひ＝

垂
氷
『
源
氏
物
語
』））

タ
ン
ナ
カ

水
田

ち
チ
ッ
ト
・
チ
ョ
コ
ッ
ト

少
し
・
ち
ょ
っ
と

（
古
語
↓
ち
と＝

些
と
『
平
家
物
語
』）

チ
ョ
ー
マ
キ

つ
む
じ

つ
ツ
ク
ラ

ふ
と
こ
ろ

ツ
バ
・
ツ
ビ
ャ
・
ツ
ズ

唾
液

ツ
ラ

顔
・
面

（
古
語
↓
つ
ら＝

面
・
頬
『
宇
治
拾
遺
物
語
』）

ツ
ン
ポ
ゲ
ル
・
ヒ
ッ
ポ
ゲ
ル

穴
が
あ
く
・
破
れ
る

↓
語
意
を
強
め
る
接
頭
語＝

ツ
ン
＋
ホ
ゲ
ル＝

穴
が
あ
く

※
ツ
ン
オ
ル
（
折
る
）
ツ
ン
キ
ル
（
切
る
）
な
ど
、「
…
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
強
意

の
は
た
ら
き
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、「
折
っ
て
し
ま
う
」「
切
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
の
い

を
示
す
よ
う
に
も
な
る

て
デ
ケ
ン

�
出
来
な
い

�
し
て
は
い
け
な
い

ニ

ャ

�
例
文
「
そ
ろ
ば
ん
は

私
に
は

デ
ケ
ン
」

コ
ン
カ
ワ
デ

オ

エ

ジ

ャ

�
例
文
「
こ
の
川
で

泳
い
で
は

デ
ケ
ン
」
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方

言

共

通

語

説

明

及

び

補

足
（
↓
印
）

テ
バ
シ
コ
・
テ
バ
シ
カ

�
手
早
い

�
こ
す
い

（
古
語
↓
て
ば
し
か
い
『
日
葡
辞
書
』）

テ
ン
ゲ
・
テ
ノ
ゴ
イ

手
拭
い

（
古
語
↓
て
の
ご
い＝

手
拭
『
日
葡
辞
書
』）

と
ト
ー
バ
タ

た
こ

（
唐
凧
）

ド
ー
ワ
ロ
・
ド
ー
ガ
ロ

か
ま
わ
ぬ
・
ど
う
で
も
よ
い

↓
許
容
を
表
す

ツ
ゴ
ー
ノ

ワ

ル

カ

ト

ナ

イ

バ

例
文
「
都
合
が

悪
い
の
で
あ
れ
ば

ド
ー
ワ
ロ
」

ド
ギ
ャ
ン
モ

コ
ギ
ャ
ン
モ

ど
う
に
も

こ
う
に
も

コ

ン

ム

ス

コ

ハ

ナ

ラ

ン

例
文
「
こ
の
息
子
は

ド
ギ
ャ
ン
モ

コ
ギ
ャ
ン
モ

な
ら
な
い
」

ト
ゼ
ン
ナ
カ

す
る
こ
と
が
な
く
退
屈
な
こ

と
・
さ
び
し
い

（
古
語
↓
と
ぜ
ん＝

徒
然
『
源
平
盛
衰
記
』））

ド
ッ
サ
イ
・
ヨ
ン
ニ
ョ
・
ヨ
ン
ニ
ュ

た
く
さ
ん

（
古
語
↓
ど
っ
さ
り＝

数
量
の
多
い
さ
ま
『
川
柳
・
柳
樽
』）

ド
ロ
ガ
ミ
サ
ン

雷
・
雷
鳴

…
ド
ン

…
で
も

ひ
さ
か
た
ぶ
い
ね

の

も

か

例
文
「
久
し
振
り
ね

酒
ド
ン

飲
も
う
か
」

ド
ン
ケ
ロ

ど
け
ろ

（
退
け
ろ
）

ド
ン
ク

か
え
る
の
総
称

↓
ド
ン
ク
ゴ
（
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
）

な
ナ
ー
イ
・
ネ
ー
イ
・
ネ
イ

は
い
（
返
事
）

↓
現
在
は
全
く
使
わ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る

ナ
イ
ゴ
ツ

何
ご
と

ソ

ギ

ャ

ン

オ
ロ
チ
ー
テ

例
文
「
そ
ん
な
に

急
い
で

ナ
イ
ゴ
ツ
？
」

ナ
イ
ド
ン
・
…
ナ
イ
ド
ン
・

（
逆
説
の
は
た
ら
き
）

�
し
か
し
�
…
だ
け
れ
ど
も

ワ
タ
シ
ャ

ソ

ン

ヒ

ハ

ツ
ゴ
ウ
ノ
ワ
ル
ー
シ
テ

イ
カ
レ
マ
シ
テ
ゴ
ザ
ン
セ
ン

�
例
文
「
ナ
イ
ド
ン

私
は

そ
の
日
は

都
合
が
悪
く
て

行
け
ま
せ
ん
」

ソ
ギ
ャ
ン

ソ
コ
ン
バ

ド
ギ
ャ
ン
ナ
ッ
ト
シ
テ

�
例
文
「
そ
う

ナ
イ
ド
ン

そ
こ
を

ど
う
に
か
し
て
」

ナ
オ
ス
・
ナ
ワ
ス

�
片
づ
け
る

�
修
理
す
る

ナ
ガ
セ

梅
雨

ナ
カ
ビ
ル
・
ナ
カ
ヨ
ケ

午
前
十
時
、
午
後
三
時
の
休
憩

（
中
昼
）
↓
農
作
業
な
ど
の
折
、
午
前
十
時
と
午
後
三
時
、
軽
い
食
事
や
お
や
つ
な
ど

を
と
っ
て
休
憩
し
、
疲
れ
を
と
る
こ
と
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ナ
ン
ギ
・
ナ
ン
ギ
カ

�
困
っ
て
い
る

�
貧
し
い

（
難
儀
）

ナ
ン
デ
ン
・
ナ
ン
デ
ン
カ
ン
デ
ン

何
も
か
に
も

ア
ン
シ
ト
ハ

ヨ

ー

シ

ッ

ト

ラ

ス

例
文
「
あ
の
人
は

ナ
ン
デ
ン

よ
く

知
っ
て
い
る
」

に
…
ニ
キ

そ
ば
・
付
近

オ

イ

ゲ

ハ

バ

イ

例
文
「
私
の
家
は

公
民
館
の

ニ
キ
だ
よ
」

ニ
メ
・
ニ
ヨ
イ

に
お
い

ぬ
ヌ
ッ
カ

�
暖
か
い

�
暑
い

（
古
語
↓
ぬ
く
と
い
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』）

ヌ
ッ
ペ

の
っ
ぺ
い
汁

ヌ
ラ
イ
ク
ラ
イ

の
ら
り
く
ら
り

（
古
語
↓
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
『
浮
世
草
子
・
好
色
敗
毒
散
』）

ヌ
ル
・
ヌ
ッ

寝
る

ね
ネ
オ
ル
・
ネ
オ
ッ

病
気
で
寝
込
む

↓
ネ
ハ
マ
ル
・
ネ
ハ
マ
ッ
（
長
く
寝
込
ん
で
い
る
・
寝
た
き
り
）

ネ
タ
ロ
ー
カ

麹
な
ど
の
発
酵
の
様
子
を
い
う

ネ
ッ
ツ
・
ネ
ッ
ツ
キ

近
所
・
極
め
て
近
い
こ
と

ネ
バ
シ

真
綿

↓
綿
入
れ
の
布
と
綿
の
接
着
に
使
用
し
て
い
た

ネ
マ
ル
・
ネ
マ
ッ

食
物
が
腐
る
・
す
え
る

（
古
語
↓
ね
ま
る
『
日
葡
辞
書
』）

の
ノ
ー
タ

縄
を
な
っ
た

ノ
ー
ダ

飲
ん
だ

ノ
グ
ー

拭
う
・
拭
く

（
古
語
↓
の
ご
ふ＝

拭
ふ
『
万
葉
集
』）

…
ノ
マ
イ
・
…
ナ
タ
ー

…
で
す
ね

↓
肯
定
。
親
し
み
を
示
す
文
末
詞
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方

言

共

通

語

説

明

及

び

補

足
（
↓
印
）

は
…
バ
イ
・
…
タ
イ

…
だ

↓
�
「
…
バ
イ
」
は
親
近
感
の
あ
る
文
末
詞
で
、
�
「
…
タ
イ
」
は
や
や
尊
大
な
感
じ

が
す
る
文
末
詞
と
な
る

イ

キ

ヨ

ッ

ア

ン

タ

モ

コ

ン

ネ

�
例
文
「
行
き
よ
る
バ
イ
、
あ
な
た
も

来
ま
せ
ん
か
」

イ
キ
ヨ
ッ
ト

オ

マ

イ

モ

ク

ッ

カ

�
例
文
「
行
き
よ
る
と
タ
イ
、
あ
な
た
も

来
る
か
」

…
バ
イ
ニ
ャ
・
…
バ
イ
ネ

…
だ
よ
ね

↓
「
…
バ
イ
」
に
「
ニ
ャ
」
が
付
い
て
、
相
手
に
確
認
の
意
思
・
同
意
を
示
す

ソ
ギ
ャ
ン

そ
ぎ
ゃ
ん

例
文
「
そ
う

バ
イ
ニ
ャ
」
↓
尊
大

「
そ
う

バ
イ
ネ
」
↓
親
し
み

バ
タ
グ
ル
ー

暴
れ
る
・
も
が
き
狂
う

…
バ
ッ
カ
イ

…
ば
か
り
・
…
だ
け

ユ

ー

ナ
イ
モ

セ

ン

例
文
「
言
う

バ
ッ
カ
イ
、
何
も

し
な
い
」

ハ
ッ
チ
ャ
ン

さ
つ
ま
い
も

（
栗
〈
九
里
〉
よ
り
う
ま
さ
が
少
し
足
り
な
い
の
で
、〈
八
里
半
〉
が
訛
っ
た
も
の
と

い
う
説
も
あ
る
）

バ
ッ
チ
ャ
ン
・
オ
バ
ッ
チ
ャ
ン

伯
母
・
叔
母

↓
伯
父
・
叔
父
に
対
し
て
は
「
オ
ジ
チ
ャ
ン
・
オ
ン
ジ
サ
ン
」
と
い
う

ハ
マ
ッ
テ
・
シ
ア
エ
テ

�
身
ご
し
ら
え
を
す
る
・
盛
装

�
本
腰
を
入
れ
る

ド

ケ

イ
ク
ト

�
例
文
「
ハ
マ
ッ
テ
（
シ
ア
エ
テ
）、
ど
こ

行
き
？
」

コ

ン

ゴ

ロ

シ
ゴ
ト
ン
バ

ス

ル

ゴ

ト

ナ

ッ

タ

�
例
文
「
こ
の
頃
は

ハ
マ
ッ
テ

仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

ひ
ヒ
ザ
タ
ツ
ル
・
ヒ
ザ
タ
ツ
ッ

正
座
す
る
こ
と

ヒ
ト
コ
シ

ち
ょ
っ
と
・
短
時
間

カ

セ

シ

テ

ク

レ

ン

カ

例
文
「
ヒ
ト
コ
シ

加
勢
し
て

く
れ
な
い
か
」

ヒ
ト
ロ
シ
・
フ
ト
ロ
シ

半
日

せ
ん
ば

ぬ

（
作
業
の
量
を
示
す＝

千
把
扱
き
で
は

半
日
に
四
斗
の
脱
穀
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら＝

シ
ト
ロ
シ
）

↓
ヒ
シ
テ
（
一
日
中
）

ヒ
ャ
ー

灰

↓
は
い＝

hai
↓hya

ヒ
ャ
ー

蝿

ヒ
ヤ
カ

寒
い

（
古
語
↓
ひ
や
い＝
冷
た
い
『
日
葡
辞
書
』）

ヒ
ョ
カ
ッ
ト

急
に
・
突
然
に

（
古
語
↓
ひ
よ
く
と
『
咄
本
・
醒

笑
』）
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ヒ
ヤ
ガ
イ

昼

ヒ
ル
カ
イ
・
ヒ
ッ
カ
ラ

午
後

（
昼
か
ら
）

ヒ
ル
マ
エ
・
ヒ
ン
マ
エ

午
前

（
昼
ま
え
）

ふ
フ
ー
ケ
タ

馬
鹿
げ
た
・
馬
鹿
な

（
古
語
↓
ほ
く
・
ほ
う
く＝

惚
く
・
呆
く
『
源
氏
物
語
』）

フ
ー
ケ
モ
ン

愚
か
者

フ
ー
ズ
キ

ほ
う
ず
き

フ
ー
ゾ
バ
ナ

れ
ん
げ
草

フ
ー
ベ
タ
・
ビ
ン
タ

頬

ブ
エ
ン

塩
干
物
で
な
い
魚
・
生
魚

（
古
語
↓
ぶ
え
ん＝

無
塩
『
平
家
物
語
』）

フ
ツ

よ
も
ぎ

フ
ト
カ

�
太
い

�
大
き
い

ブ
ナ

か
ぼ
ち
ゃ

（
南
瓜
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
〈abobura

〉
が
ボ
ー
ブ
ラ
と
な
り
、
語
尾
の
ブ
ラ
が
ブ
ナ

に
変
化
し
た
も
の
）

フ
ベ
ン
ナ
カ
・
ト
ト
シ
カ

気
が
利
か
な
い
・
不
器
用
な

へ
ヘ
ー
ト
ル
・
ヘ
ー
ト
ッ

洗
濯
物
を
干
し
て
い
る

ヘ
グ
ラ
シ

夕
方
遅
く
ま
で
働
く
こ
と

（
日
暮
し
）

ヘ
ボ
・
ヘ
ン
ボ

と
ん
ぼ

ほ
ホ
ケ

湯
気
・
蒸
気

（
古
語
↓
ほ
け＝
火
気
『
万
葉
集
』）

ホ
コ
イ
・
ホ
コ
レ

ほ
こ
り

ホ
ト
ビ
ル
・
ホ
ト
ブ
ル
・
ホ
ト
ビ
ッ

ふ
や
け
る

（
古
語
↓
ほ
と
ぶ
『
伊
勢
物
語
』）
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方

言

共

通

語

説

明

及

び

補

足
（
↓
印
）

ホ
ネ
ヤ
ミ

過
労
で
病
気
に
な
る
こ
と

キ

バ

イ

ス

ギ

テ

サ

シ

タ

ゲ

ナ

例
文
「
働
き
過
ぎ
て

ホ
ネ
ヤ
ミ

し
て
お
ら
れ
る

そ
う
な
」

ホ
メ
ク

�
蒸
し
暑
い
こ
と

�
発
酵
し

て
熱
を
も
つ
こ
と

（
古
語
↓
ほ
め
く＝

火
め
く
・
熱
く
『
日
葡
辞
書
』）

ホ
ン
ナ
コ
ツ
・
ホ
ン
ナ
コ
ト

本
当
の
こ
と

ホ
ン
ナ
コ
テ

本
当
に

バ

ァ

シ

ャ

ン

ノ

ユ

ー

タ

ゴ

ト

バ

イ

例
文
「
ホ
ン
ナ
コ
テ

兄
ち
ゃ
ん
の

言
っ
た

と
お
り
だ
」

ま
マ
ゼ
ン
ナ
ル

邪
魔
に
な
る

マ
ゼ
ク
ル
・
マ
ゼ
ク
ッ

か
き
回
す
・
交
ぜ
る

（
交
ぜ
く
る
）

マ
ツ
ン
コ
ン
ズ

ま
つ
か
さ

（
松
小
僧
）

マ
ッ
ト

も
っ
と

（
古
語
↓
ま
っ
と
『
日
葡
辞
書
』）

マ
バ
イ
カ

ま
ぶ
し
い

み
ミ
カ
カ
イ

見
た
と
お
り

ミ
ゾ
ガ
ル
・
ム
ゾ
ガ
ル
・
ム
ソ
ガ
ッ

か
わ
い
が
る

↓
ミ
ゾ
カ
（
か
わ
い
い
）

ミ
タ
ム
ナ
カ
・
ミ
タ
ン
ナ
カ

み
っ
と
も
な
い
・
見
苦
し
い

ミ
チ
ビ
キ
・
ミ
チ
ビ
キ
ド
ン

嫁
方
の
媒
酌
人

↓
チ
ュ
ー
ニ
ン
ド
ン
（
婿
方
の
媒
酌
人
）（
古
語
↓
ち
ゅ
う
に
ん＝

中
人
・
仲
人
『
平

家
物
語
』）

ミ
ッ
カ
ミ
ャ
ー
イ

葬
式
後
の
寺
院
へ
の
お
礼
参
り

（
三
日
参
り
）

ミ
ャ
ー
ニ
チ
・
ヒ
ン
ガ
ヒ
ン

毎
日

め
メ
ッ
チ
ャ

め
っ
た
に
・
ま
れ
に

メ
ト
ン
ゴ

ば
く
り
ゅ
う
し
ゅ

目
も
ら
い
・
麦
粒
腫
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も
モ
ト
エ

本
家

（
元
家
）

モ
ヤ
・
モ
ヨ
ー
テ

共
有
・
共
同

も
や

（
舫
い
）（
古
語
↓
も
や
ひ＝

催
合
ひ
『
太
閤
記
』）

モ
ロ
ク
ル
・
モ
ロ
ク
ッ

�
固
ま
る

�
ひ
と
か
た
ま
り

に
な
る
こ
と

�
群
が
る
こ
と

や
ヤ
ー
ツ
・
ヤ
イ
ト

お
灸

（
古
語
↓
や
い
と
・
や
い
と
う＝

灸
『
渋
柿
・
文
覚
上
人
消
息
』））

ヤ
ー
テ

�
相
手

�
飽
い
て

�
焼
い

て

ヤ
ー
マ
チ
シ
タ

け
が
し
た

（
過
ち
）

ヤ
キ
モ
ン

陶
磁
器

ヤ
ッ
パ
イ

や
は
り
・
や
っ
ぱ
り

ゆ
ユ
ー
ナ
ル
・
ユ
ー
ナ
ッ

病
気
や
け
が
が
回
復
す
る
こ
と

ユ
ッ
ク
イ

ゆ
っ
く
り

ユ
リ
・
ユ
イ

地
震

（
揺
り
）

ユ
ル
・
ユ
ッ
・
エ
ル

も
ら
う

（
得
る
）

よ
ヨ
ー
ベ
・
ヨ
ベ

昨
夜
・
昨
晩

ヨ
ー
ラ
ッ
ト

そ
っ
と

ジ

キ

ウ

ッ

ク

ユ

ッ

ケ

ン

例
文
「
す
ぐ

こ
わ
れ
る
か
ら

ヨ
ー
ラ
ッ
ト

持
っ
て
」

ヨ
カ

�
良
い

�
り
っ
ぱ
な

�
許
諾
の
意

モ
ン
バ

モ

ッ

ト

ン

ネ

�
例
文
「
ヨ
カ
物
を

持
っ
て
い
る
ね
」

ヤ

ッ

タ

ネ

�
例
文
「
ヨ
カ
成
績

だ
っ
た
ね
」

ソ

イ

ハ

ツ
コ
ー
テ
モ

�
例
文
「
そ
れ
は

使
っ
て
も

ヨ
カ
よ
」
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方

言

共

通

語

説

明

及

び

補

足
（
↓
印
）

ヨ
カ
ロ

�
い
い
で
し
ょ
う
（
同
意
を
求

め
る
）
�
い
い
で
し
ょ
う
（
許

可
を
求
め
る
）

コ

イ

ハ

モ
ロ
ー
テ
モ

�
例
文
「
こ
れ
は

貰
っ
て
も

ヨ
カ
ロ
」

コ

イ

ハ

�
例
文
「
こ
れ
は

友
だ
ち
に

や
っ
て
も

ヨ
カ
ロ
」

ヨ
ク
ー
・
ヨ
コ
ウ

休
憩
す
る

ヨ
サ
イ
・
ヨ
サ
リ

夜

（
古
語
↓
よ
さ
り＝

夜
さ
り
『
竹
取
物
語
』
※
日
葡
辞
書
↓
夕
去
り
）

ヨ
セ

他
所
へ

ヨ
ソ
ワ
シ
・
ヨ
ソ
ワ
シ
カ

汚
な
い
・
い
や
ら
し
い

↓
物
や
状
況
に
対
し
て
い
う
が
、
人
の
行
為
に
対
し
て
も
い
う

ヨ
ッ
コ
イ
シ
ョ

た
や
す
い
こ
と
と
い
う
意

ソ

ン

グ

リ

ャ

ー

ノ

コ

ト

ナ

ン

ノ

コ

タ

ー

ナ

カ

例
文
「
そ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と

ヨ
ッ
コ
イ
シ
ョ

何
の
こ
と
は
な
い
」

ヨ
ン
ケ
ロ
・
ノ
ン
ケ
ロ

よ
け
ろ

（
避
け
ろ
・
除
け
ろ
）

ら
ラ
ッ
カ

楽
な

コ

ン

シ
ゴ
タ
ー

例
文
「
こ
の

仕
事
は

ラ
ッ
カ
」

ラ
ッ
カ
シ
ョ

ら
っ
か
せ
い

り
リ
コ
ー
カ

利
口
な
・
賢
い

ろ
ロ
ク
ス
ッ
ポ

ろ
く
に
・
ろ
く
ろ
く

ヒ
ト
ン

ハ
ナ
シ
ン
バ

キ

コ

ー

テ

ニ

ャ

セ

ン

例
文
「
人
の

話
を

ロ
ク
ス
ッ
ポ

聞
こ
う
と
し
な
い
」

ロ
ク
ベ
ー

さ
つ
ま
い
も
の
粉
で
作
っ
た
う

ど
ん
状
の
食
物

わ
ワ
ク

鋸
で
木
材
を
ひ
き
分
け
る

（
古
語
↓
わ
く＝
分
く
・
別
く
『
万
葉
集
』）

ワ
タ
マ
シ

�
新
築
・
転
居
祝
い

�
仏
壇

を
購
入
し
た
時
の
祝
い

（
古
語
↓
わ
た
ま
し＝
渡
座
・
移
徙
『
日
葡
辞
書
』）
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二
、
民
俗
知
識

民
俗
知
識
は
そ
の
土
地
で
代
々
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
事
柄
で
、
そ
れ

は
天
候
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
り
病
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
分

野
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
民
俗
知
識
と
混
同
し
や
す
い
の
が
迷
信
と
い
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
違
い
は
、
生
活
の
な
か
に
根
拠
が
あ
る
。
な
に
が
し
か
役
立
つ
、

と
い
う
の
が
民
俗
知
識
で
、
迷
信
と
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

１

天

候

・
と
ん
び
が
舞
う
と
き
は
良
い
天
気
。

・
秋
の
夕
焼
け
鎌
研
い
で
待
て
。（
明
日
は
良
い
天
気
）

・
雲
仙
鉢
巻
き
は
雨
。

・
蜂
が
上
に
巣
を
か
け
る
と
雨
。
下
に
巣
を
掛
け
る
と
大
風
。

・
長
崎
方
面
か
ら
雲
が
来
る
の
は
ハ
ヤ
（
南
）
の
風
で
雨
。

・
大
風
が
吹
い
て
急
に
止
ん
だ
と
き
は
雨
。

・
西
落
と
し
は
ひ
ど
い
風
で
台
風
の
終
わ
り
。

・
熊
本
方
面
か
ら
の
風
は
オ
キ
バ
ヤ
（
沖
南
風
）。

・
昼
に
ハ
エ
、
夕
方
西
風
、
夜
中
に
北
風
、
朝
は
コ
チ
（
東
）
風
。

（
五
月
末
ご
ろ
の
天
気
の
こ
と
で
、
東
西
南
北
に
風
が
回
る
良
い
季
候

を
言
う
）

・
夏
の
夕
焼
け
は
川
を
渡
っ
て
待
て
。

・
台
風
の
初
め
は
東
風
。
コ
チ
ノ
ナ
ミ
、
コ
チ
ノ
ウ
ネ
リ
の
波
の
音
が
す

る
。
北
東
の
風
―
東
風
―
南
東
の
風
―
南
風
―
南
西
の
風
―
西
風
で
止

み
、
北
風
で
収
ま
る
。

・
つ
ゆ
は
菜
の
花
ナ
ガ
セ
ー
ナ
ガ
セ
ー
卯
の
花
ナ
ガ
セ
と
あ
る
。

・
カ
エ
ル
が
お
め
く
と
雨
。

２

作

業

・
鬼
百
合
が
さ
せ
ば
（
咲
く
と
）
ソ
マ
つ
く
り
。

・
ヒ
ワ
が
よ
い
年
は
麦
が
よ
い
。

・
柿
の
芽
が
大
豆
を
包
め
る
く
ら
い
に
な
っ
た
と
き
、
蜜
柑
の
木
を
継
ぐ

と
き
。

ワ
ヤ
ク

い
た
ず
ら

（
古
語
↓
わ
う
わ
く＝

枉
惑
か
ら
『
宇
治
拾
遺
物
語
』）

ワ
ン
ズ

石
垣
の
穴

ワ
ン
ザ
ッ
ト

わ
ざ
と

ユ

ー

テ

例
文
「
ワ
ン
ザ
ッ
ト

言
っ
て

み
た
」
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３

治

療

・
蜂
に
刺
さ
れ
る
と
ハ
ス
イ
モ
の
茎
の
汁
を
つ
け
る
。

・
腹
痛
に
は
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
ウ
を
干
し
、
煎
じ
て
飲
む
。

・
ト
ク
ト
病
と
い
う
頭
の
大
き
な
ハ
ゲ
に
は
、
栗
の
イ
ガ
を
黒
焼
き
に
し

て
つ
け
る
。

・
ニ
ガ
ネ
や
腫
れ
も
の
に
は
ド
ク
ダ
ミ
を
濡
ら
し
た
藁
で
巻
き
、
燠
に
入

れ
て
蒸
し
焼
き
し
た
の
を
つ
け
る
。

・
膿
に
は
ド
ク
ダ
ミ
を
揉
ん
で
つ
け
る
。

あ
せ
も

・
汗
疹
は
天
花
粉
を
つ
け
た
り
、
海
に
行
き
海
水
に
つ
か
る
と
よ
い
。

・
切
り
傷
は
フ
ツ
の
若
葉
を
揉
ん
で
つ
け
る
。
血
止
め
に
な
る
。

・
切
り
傷
に
は
刻
み
煙
草
を
口
で
少
し
か
ん
で
つ
け
る
。

・
鼻
血
は
フ
ツ
を
揉
ん
で
つ
め
る
。

・
耳
だ
れ
は
キ
リ
ン
草
（
白
い
花
が
咲
く
）
の
葉
っ
ぱ
を
揉
ん
だ
汁
を
つ

け
る
。

・
ア
カ
ギ
レ
に
は
ハ
ク
イ
と
い
う
蘭
の
根
を
焼
い
て
つ
け
、
布
で
巻
い
た
。

ハ
ク
イ
に
は
�
じ
ー
さ
ん
�、�
ば
ー
さ
ん
と
�
呼
ぶ
花
が
咲
く
。

・
腹
痛
に
は
セ
ン
ブ
リ
草
を
煎
じ
て
飲
む
。

す

す

・
食
中
毒
に
は
南
天
の
葉
を
洗
い
、
擂
り
鉢
で
水
を
加
え
て
摺
る
。
青
い

こ

汁
を
布
で
漉
し
た
の
を
飲
む
と
悪
い
も
の
を
吐
き
出
す
。

・
目
を
突
い
た
と
き
も
フ
ツ
を
揉
ん
だ
汁
を
つ
け
た
。

・
目
や
に
は
乳
を
さ
す
。

・
ア
カ
ギ
レ
に
は
ミ
ツ
バ
チ
の
蜜
を
つ
け
る
。

・
メ
ト
ン
ゴ
に
は
髪
の
毛
を
よ
じ
っ
て
い
ぎ
る
。
ウ
マ
ガ
ネ
ブ
の
茎
の
汁

を
吹
き
付
け
る
。

・
た
ん
こ
ぶ
は
米
を
噛
ん
で
つ
け
る
。

・
足
が
し
び
れ
た
と
き
は
藁
に
ツ
ヅ
（
唾
）
を
つ
け
て
額
に
貼
る
。

・
虻
や
蜂
刺
さ
れ
に
は
小
便
を
か
け
る
。

ご
ぼ
う

・
引
き
つ
け
に
は
、
牛
蒡
の
葉
を
塩
も
み
し
て
飲
ま
せ
る
。
キ
リ
ン
ソ
ウ

の
葉
を
揉
ん
で
飲
ま
せ
て
も
よ
い
。

・
虫
下
し
に
は
ザ
ク
ロ
の
根
を
煎
じ
て
飲
む
。

・
か
ぜ
に
は
橙
の
皮
を
煎
じ
て
飲
む
。

・
火
傷
に
は
ユ
ズ
と
す
る
め
を
煎
じ
て
飲
む
。（
原
爆
で
大
火
傷
を
負
う

た
人
が
飲
ん
で
い
た
。）

・
倒
れ
た
と
き
白
南
天
の
葉
を
噛
む
。

・
息
が
詰
ま
っ
た
と
き
白
南
天
と
ク
チ
ナ
シ
を
煎
じ
て
飲
む
。

・
彼
岸
花
の
根
を
摺
り
、
卵
の
白
身
と
練
り
、
布
袋
に
い
れ
て
足
の
裏
に

あ
て
る
と
熱
冷
ま
し
に
な
る
。

・
腹
痛
に
は
ヒ
ザ
カ
キ
の
葉
を
噛
む
。

４

言
い
伝
え

・
耳
だ
れ
に
は
、
さ
や
ん
御
前
さ
ん
に
ま
い
っ
て
、
そ
こ
に
納
め
て
あ
る

火
ふ
き
竹
を
持
ち
帰
り
、
耳
を
吹
い
て
、
新
し
い
の
を
添
え
て
も
と
の

と
こ
ろ
に
返
す
。

・
い
ぼ
に
は
ヤ
ク
シ
サ
ン
に
大
豆
を
持
っ
て
参
っ
た
。
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・
上
の
歯
が
抜
け
る
と
便
所
や
床
下
へ
、
下
の
歯
が
抜
け
る
と
屋
根
へ
投

げ
あ
げ
た
。

・
メ
ト
ン
ゴ
は
着
物
の
裾
で
ふ
く
。

・
と
り
（
ツ
バ
メ
）
が
家
に
入
り
こ
め
ば
よ
い
。

・
人
が
死
ぬ
時
烏
が
鳴
く
。

・
行
く
先
に
棒
を
た
て
る
と
モ
グ
ラ
が
来
な
い
。

・
ネ
ズ
ミ
が
か
じ
っ
た
と
こ
ろ
に
杉
の
葉
を
差
し
込
む
と
よ
い
。

こ
め
ぬ
か

・
蚊
に
は
サ
ク
ズ
（
米
糠
）
を
す
ぼ
ら
か
し
た
。

・
狸
に
出
会
っ
た
ら
眉
毛
に
唾
を
つ
け
る
。（
騙
さ
れ
な
い
）

・
重
箱
に
赤
飯
を
つ
め
て
贈
る
と
き
南
天
の
葉
を
必
ず
赤
飯
の
上
に
お
く
。

・
尾
ノ
上
の
お
地
蔵
さ
ん
の
身
体
を
削
り
、
煎
じ
て
の
む
と
カ
ッ
ケ
が
治

る
。

・
田
代
に
は
イ
ボ
薬
師
さ
ん
を
祀
っ
て
い
る
が
、
イ
ボ
の
あ
る
人
が
イ
ボ

を
こ
す
り
つ
け
て
祈
願
す
る
と
よ
い
。
イ
ボ
が
治
っ
た
お
礼
に
は
、
煮

た
大
豆
を
お
そ
な
え
す
る
と
そ
れ
以
上
イ
ボ
が
出
来
な
く
な
る
。

・
釜
の
薬
師
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
小
石
で
イ
ボ
を
こ
す
る
と
治
る
。
お
礼
に

は
自
分
の
年
の
数
だ
け
の
大
豆
と
、
海
か
ら
小
さ
な
小
石
を
持
っ
て
き

て
上
げ
る
。

・
お
目
島
さ
ん
の
境
内
に
あ
る
ご
神
水
を
目
に
さ
す
と
眼
病
が
治
る
。

・
爪
や
髪
の
毛
は
燃
や
す
な
。

・
臼
や
杵
は
燃
や
す
な
。

５

挨

拶

・
さ
か
し
ゅ
う
な
ら
し
た
（
子
の
誕
生
の
と
き
の
祝
い
詞
）

・
は
っ
て
か
し
て
と
ぜ
ん
な
か
ろ
（
葬
儀
で
、
遺
族
に
た
い
し
て
の
悔
や

み
）

・
き
つ
い
こ
と
で
ご
ん
し
た
。（
通
夜
の
席
で
）

・
さ
ん
ば
（
さ
よ
な
ら
）

・
は
よ
ご
ん
す
（
お
は
よ
う
）

６

身
体
呼
称

か
ん
げ
（
髪
）

ち
ん
じ
ゅ
か
ん
げ
（
縮
毛
）

ち
ょ
う
ま
き
（
つ
む
じ
）

み
ゃ
ー
げ
（
眉
毛
）

ま
つ
ば
げ
（
ま
つ
げ
）

ま
な
じ
ろ
（
白
ま
な
こ
）

ま
な
ぐ
ろ
（
黒
眼
）

み
み
た
ば
（
耳
た
ぶ
）

ふ
ー
べ
た
（
頬
）

は
な
（
鼻
）

わ
し
け
ば
な
（
小
鼻
の
と
こ
ろ
が
横
に
は
っ
た
鼻
）

は
な
び
し
ゃ
（
お
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な
低
い
鼻
）

ぼ
ろ
ん
ち
ょ
（
ぼ
ん
の
く
ぼ
）

の
ど
ぶ
え
（
男
喉
）

つ
ば
（
唇
）

つ
づ
（
唾
）

か
た
（
肩
）

へ
き
（
肩
の
下
）

あ
ば
ら
（
わ
き
の
下
）

こ
し
（
へ
き
の
下
）

し
っ
ぺ
た
（
尻
）

し
ん
の
す
（
尻
の
孔
）
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う
で
（
腕
）

ひ
じ
（
肘
）

う
で
ん
く
び
（
手
首
）

へ
そ
（
臍
）

す
ね

も
も
ど
（
も
も
）

つ
と
ず
ね
（
臑
）

う
ち
ぶ
し
（
内
側
の
く
る
ぶ
し
）

三
、
子
ど
も
と
遊
び

�
糸
と
り

あ
や
と
り
の
こ
と
で
、
一
�
ほ
ど
の
長
さ
の
糸
で
輪
を
つ
く
り
、
松
葉

掻
き
や
家
、
橋
、
あ
た
ら
し
い
と
こ
ろ
で
は
タ
ワ
ー
な
ど
を
連
続
し
て
つ

く
る
。
一
人
で
す
る
ほ
か
数
人
で
糸
を
回
し
な
が
ら
遊
ん
だ
。

�
な
ん
ご
ー

お
手
玉
。
二
つ
ま
で
は
片
手
で
し
て
い
た
が
三
つ
、四
つ
と
な
る
と
、両

手
で
お
手
玉
を
し
て
い
た
。
お
手
玉
の
唄
を
う
た
い
な
が
ら
遊
ん
で
い
た
。

�
ま
り

ま
り
つ
き
遊
び
で
、
唄
に
合
わ
せ
て
一
人
や
数
人
で
遊
ん
だ
。

�
こ
ま

こ
ま
回
し
は
、男
の
子
の
遊
び
だ
っ
た
。こ
ま
は
樫
の
木
を
自
分
で
削
っ

て
作
っ
て
い
た
。
剣
も
樫
で
つ
く
り
、
友
達
と
出
来
映
え
を
競
い
合
っ
た
。

�
け
ん
ぱ
た

地
面
に
円
と
四
角
の
陣
を
描
き
、「
ケ
ン
パ
ケ
ン
ケ
ン
パ
ケ
ン
パ
ケ
ン

ケ
ン
パ
ア
ガ
リ
」
と
言
い
な
が
ら
、
片
脚
や
両
足
を
陣
の
上
に
置
い
て
遊

ぶ
。
各
人
は
自
分
の
石
な
ど
を
持
ち
、
往
復
し
て
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
か

ら
、
態
勢
を
く
ず
さ
ず
に
陣
の
な
か
に
石
を
投
げ
入
れ
る
。
う
ま
く
入
る

と
続
け
て
遊
ぶ
。

�
し
ゃ
げ
し

竹
馬
遊
び
。
体
格
に
あ
わ
せ
て
作
り
。
片
脚
飛
び
の
回
数
を
競
っ
た
り

し
た
。

�
輪
ま
わ
し

桶
の
輪
を
ま
わ
し
な
が
ら
距
離
を
競
う
、
男
の
子
の
遊
び
で
、
下
り
坂

な
ど
よ
く
道
を
遊
び
場
に
し
て
い
た
。
輪
は
先
が
又
に
な
っ
た
竹
な
ど
の

棒
を
支
え
に
使
っ
て
倒
れ
な
い
よ
う
に
回
し
て
い
た
。

七
夕
が
お
わ
る
と
飾
り
を
つ
け
た
先
の
と
こ
ろ
を
海
に
流
す
が
、
こ
の

と
き
、
輪
回
わ
し
に
使
え
そ
う
な
と
こ
ろ
を
と
っ
て
い
た
。

なんごー

糸 と り
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四
、
民

話

○
神

待

ち
（
出
雲
便
り
は
神
便
り
）

む
か
し
、
や
た
ろ
う
と
い
う
若
者
が
い
ま
し
た
。
た
い
そ
う
怠
け
者
で
、

仕
事
は
何
も
せ
ず
、
い
つ
も
横
に
な
っ
て
は
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
ば
か
り

で
し
た
。

あ
る
と
き
、
な
に
を
思
っ
た
の
か
、
村
の
氏
神
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
来
る

と
、
だ
れ
か
よ
か
嫁
さ
ん
を
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

な
に
し
ろ
怠
け
者
の
こ
と
で
、
嫁
の
き
て
は
な
く
、
神
様
は
大
弱
り
。

そ
こ
で
や
た
ろ
う
の
夢
枕
に
あ
ら
わ
れ
、
今
年
取
れ
た
米
を
供
え
る
と

願
い
を
聞
い
て
や
ろ
う
と
言
う
の
で
す
。

翌
朝
、
目
を
覚
ま
し
た
や
た
ろ
う
は
、
神
さ
ま
の
お
告
げ
と
、
は
り
き
っ

て
田
ん
ぼ
へ
と
出
か
け
ま
し
た
。

で
も
、
そ
れ
ま
で
放
っ
て
お
い
た
田
ん
ぼ
は
あ
れ
放
題
で
し
た
。

そ
れ
で
も
一
生
懸
命
に
耕
し
ま
し
た
。
周
り
は
も
う
び
っ
く
り
。
な
に

し
ろ
怠
け
者
の
や
た
ろ
う
で
す
か
ら
。

そ
ん
な
周
り
を
気
に
す
る
こ
と
も
な
く
、
や
た
ろ
う
は
毎
日
、
田
ん
ぼ

を
耕
し
ま
し
た
。
せ
っ
せ
と
働
く
や
た
ろ
う
。

そ
ん
な
や
た
ろ
う
を
、
た
だ
ひ
と
り
、
村
の
働
き
者
の
お
み
ね
さ
ん
が

気
に
か
け
、
弁
当
を
そ
っ
と
持
っ
て
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
の
う
ち
、
誰
が
持
っ
て
き
て
く
れ
る
の
か
と
い
ぶ
か
っ
て
い
た

や
た
ろ
う
で
し
た
が
、
あ
る
日
そ
っ
と
見
て
い
る
と
、
お
み
ね
さ
ん
が
弁

当
を
置
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

秋
に
な
り
、
や
た
ろ
う
は
自
分
が
刈
り
取
っ
た
米
を
、
神
様
へ
お
供
え

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
み
ね
さ
ん
を
嫁
さ
ん
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
た

の
み
ま
し
た
。

神
様
は
あ
の
怠
け
者
の
や
た
ろ
う
が
働
き
者
に
な
っ
た
と
お
お
喜
び
、

さ
っ
そ
く
、
そ
の
晩
、
夢
枕
に
た
つ
と
、
出
雲
へ
行
き
、
や
た
ろ
う
と
お

み
ね
の
縁
結
び
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。

む
か
し
か
ら
、
日
本
中
の
神
様
た
ち
は
一
年
に
い
ち
ど
、
十
月
に
出
雲

へ
集
ま
る
と
、
次
ぎ
の
年
の
夫
婦
を
だ
れ
を
す
る
か
決
め
る
の
で
し
た
が
、

神
様
が
約
束
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

翌
朝
、
目
が
覚
め
た
や
た
ろ
う
は
、
も
う
嬉
し
く
て
し
か
た
あ
り
ま
せ

ん
。九

月
三
十
日
に
な
り
ま
し
た
。
神
様
が
出
雲
へ
出
か
け
る
日
で
す
。

や
た
ろ
う
は
神
社
へ
行
き
、
村
の
若
者
と
い
っ
し
ょ
に
、
火
を
焚
い
て

神
様
を
見
送
り
ま
し
た
。

そ
し
て
一
月
た
っ
た
十
月
三
十
日
。
い
よ
い
よ
神
様
が
出
雲
か
ら
帰
っ

て
き
ま
す
。
神
社
で
ほ
か
の
若
者
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
火
を
焚
い
て
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
て
や
た
ろ
う
は
、
神
様
か
ら
縁
を
結
ん
で
も
ら
い
、
め
で
た
く

お
み
ね
さ
ん
と
夫
婦
に
な
り
ま
し
た
。
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○
杢
ど
ん
と
石
の
棺
（
コ
ウ
エ
モ
ン
狐
と
杢
ど
ん
）

む
か
し
、
諫
早
の
御
館
山
に
あ
る
神
社
に
は
コ
ウ
エ
モ
ン
狐
が
す
ん
で

い
ま
し
た
。
神
通
力
を
持
つ
と
評
判
の
狐
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
永
昌
に
は
杢
ど
ん
と
い
う
代
官
が
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
杢
ど
ん
は
コ
ウ
エ
モ
ン
狐
の
と
こ
ろ
へ
出
か
け
て
行
き
、

金
持
ち
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

す
る
と
目
の
前
に
狐
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
コ
ウ
エ
モ
ン
狐
に

ち
が
い
な
い
と
、
驚
い
て
い
る
と
。
狐
が
「
お
前
の
願
い
は
き
い
て
や
ろ

う
、
そ
の
か
わ
り
お
前
が
な
あ
、
死
ん
だ
ら
そ
の
身
体
を
く
れ
な
い
か
」

と
言
う
の
で
す
。

杢
ど
ん
、
死
ん
だ
ら
も
う
身
体
な
ど
い
ら
な
い
し
、
金
持
ち
に
し
て
く

れ
る
ん
だ
っ
た
ら
と
、
死
ん
だ
ら
身
体
を
狐
に
や
る
と
約
束
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
で
す
、
杢
ど
ん
が
す
る
こ
と
は
な
ん
で
も
う
ま
く
い
き
、
お

金
は
ど
ん
ど
ん
貯
ま
る
一
方
で
し
た
。

大
金
持
ち
に
な
っ
た
杢
ど
ん
、
だ
ん
だ
ん
狐
と
の
約
束
で
身
体
を
や
る

の
が
惜
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
ど
は
、
な
ん
と
か
狐
に
身
体
を
や
ら
な
い
方
法
は
な
い
か
と
思
案

し
ま
す
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
頑
丈
な
石
の
棺
桶
で
す
。

こ
れ
な
ら
コ
ウ
エ
モ
ン
狐
も
持
っ
て
は
行
け
ま
い
と
、
さ
っ
そ
く
、
帆

崎
の
石
工
に
棺
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
て
、
石
の
棺
を
船
に
積
み
込
ん
で
、
永
昌
へ
持
っ
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
と
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
た
ち

ま
ち
大
嵐
に
な
り
、
船
は
石
の
棺
を

積
ん
だ
ま
ま
、
海
の
な
か
に
沈
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。

杢
ど
ん
は
と
う
と
う
、
コ
ウ
エ
モ

ン
狐
と
の
約
束
を
は
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
そ
の
石
棺
は
牧
の
墓
地
の
一
角

に
、文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
）

注

石
棺
の
大
き
さ

縦
「
一
・
三
七
米
」

横
「
〇
・
八
三
米
」

高
さ
「
〇
・
九
三
米
」

石
棺
の
内
法
り

縦
「
一
・
一
三
米
」

横
「
〇
・
六
〇
米
」

高
さ
「
〇
・
七
八
米
」

○
観
音
さ
ん

（
子
供
の
名
前
を
書
い
た
白
い
布
を
鈴
に
結
ぶ
由
来
）

お
観
音
と
い
う
と
ど
こ
の
村
で
も
大
切
に
お
祀
り
し
て
い
ま
す
が
、
築

切
に
も
村
の
な
か
に
観
音
様
を
お
祀
り
し
て
い
る
お
堂
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
子
供
を
守
っ
て
く
れ
る
お
観
音
様
で
し
た
。

あ
る
と
き
、
嫁
に
行
っ
た
娘
が
お
産
の
た
め
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
家

の
者
は
、
ど
う
か
丈
夫
な
子
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
お
観
音
様
へ
お
願

石 棺
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い
に
行
き
ま
し
た
。

子
ど
も
は
早
産
で
た
い
そ
う
心
配
し
た
の
で
す
が
、
無
事
に
可
愛
い
女

の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
家
の
も
の
は
大
喜
び
。

早
速
、
お
観
音
様
へ
と
お
礼
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
ゴ
ッ
ク
サ

ン
を
お
供
え
し
、
母
と
子
ど
も
の
名
前
を
書
い
た
白
い
布
を
鈴
に
し
っ
か

り
と
結
び
つ
け
ま
し
た
。

子
ど
も
は
お
観
音
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
病
気
ひ
と
つ
し
な
い
で
、
美
し

く
育
ち
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
こ
こ
で
は
子
ど
も
が
出
来
る
と
、
無
事
に
生

ま
れ
る
よ
う
に
と
願
を
か
け
、
生
ま
れ
る
と
ゴ
ッ
ク
サ
ン
と
、
名
前
を
書

い
た
白
い
布
を
、
鈴
に
結
び
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
胡
麻
と
殿
様
（
遠
竹
で
は
胡
麻
を
つ
く
ら
な
い
由
来
）

遠
竹
で
は
む
か
し
、
胡
麻
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
鶴
田
遠
江
守
と
い
う
殿
様
が
い
ま
し
た
。

あ
る
年
の
秋
の
こ
と
、
敵
が
攻
め
て
き
て
戦
と
な
り
ま
し
た
。

敵
は
な
か
な
か
強
く
、
遠
江
守
は
胡
麻
畑
に
隠
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
と
き
、
ぐ
さ
っ
と
、
何
か
が
目
に
刺
さ
り
ま
し
た
。

驚
い
た
殿
様
は
、
胡
麻
畑
の
中
か
ら
身
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
敵

は
殿
様
を
捜
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
突
然
表
れ
た
殿
様
を
そ
れ
っ
と
ば
か

り
に
と
ら
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

殿
様
は
た
い
そ
う
怒
り
、
こ
れ
か
ら
は
遠
竹
で
は
胡
麻
を
作
っ
て
は
な

ら
な
い
と
皆
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
以
来
、
こ
こ
遠
竹
で
は
殿
様
が
負
け
た
の
は
胡
麻
の
せ
い
だ

と
し
て
、
胡
麻
は
作
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ず
い
ぶ
ん
あ
と
に
な
っ
た
あ
る
年
の
こ
と
で
し
た
。

胡
麻
の
せ
い
で
殿
様
が
負
け
た
と
い
う
の
は
迷
信
だ
と
言
っ
て
、
一
人

の
男
が
胡
麻
を
作
り
ま
し
た
。

秋
に
な
り
、
胡
麻
は
豊
作
で
し
た
。
男
は
得
意
に
な
っ
て
ま
わ
り
に
自

慢
し
ま
し
た
。

そ
の
年
は
米
も
よ
く
と
れ
、俵
に
詰
め
て
い
る
と
、何
か
で
足
を
ぐ
さ
っ

と
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
見
る
と
俵
の
な
か
に
鎌
が
あ
り
ま
し
た
。

怪
我
を
し
た
男
を
見
て
、
ま
わ
り
は
胡
麻
を
作
っ
た
罰
だ
と
言
っ
た
そ

う
で
す
。

そ
れ
か
ら
ま
た
、
だ
い
ぶ
ん
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。

遠
竹
に
嫁
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

た
い
そ
う
働
き
者
で
、
畑
に
里
か
ら
持
っ
て
き
た
胡
麻
を
ま
き
ま
し
た
。

秋
に
な
る
と
た
く
さ
ん
の
胡
麻
が
と
れ
ま
し
た
。

嫁
さ
ん
は
大
喜
び
で
し
た
が
、
お
か
し
な
こ
と
に
、
胡
麻
を
刈
り
取
っ

た
翌
日
、
な
ん
と
嫁
さ
ん
の
片
方
の
目
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
嫁
さ
ん
は
た
い
そ
う
悲
し
み
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
以
来
、
遠
竹
で
は
胡
麻
を
作
っ
て
は
な
ら
な

い
、
も
し
作
る
と
な
に
か
不
幸
な
こ
と
が
あ
る
と
言
い
伝
え
て
い
ま
す
。
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○
泣
く
浜
（
鬼
と
泣
く
浜
の
由
来
）

む
か
し
、
多
良
岳
に
は
大
き
な
鬼
が
い
ま
し
た
。
里
へ
降
り
て
き
て
は

田
畑
を
あ
ら
し
、
牛
や
鶏
を
盗
っ
て
い
き
ま
す
。

里
の
人
た
ち
は
た
い
そ
う
困
っ
て
、
多
良
岳
の
神
様
に
鬼
を
退
治
し
て

く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

な
ん
と
か
鬼
を
追
い
払
う
方
法
は
な
い
か
と
思
案
し
た
神
様
は
鬼
を
呼

び
つ
け
る
と
、
今
夜
、
井
崎
の
浜
か
ら
石
を
運
ん
で
、
一
晩
で
鳥
居
を
作

る
よ
う
に
言
い
つ
け
ま
し
た
。

「
一
番
鶏
が
鳴
く
ま
で
の
間
に
出
来
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
こ
か
ら
出

て
行
く
よ
う
に
」
と
言
い
つ
け
ま
し
た
。

神
さ
ま
か
ら
言
わ
れ
て
、
鬼
は
井
崎
の
浜
か
ら
、
懸
命
に
大
き
な
石
を

ど
ん
ど
ん
運
び
あ
げ
ま
す
。
鳥
居
は
ど
ん
ど
ん
出
来
て
き
ま
し
た
。

も
う
あ
と
一
つ
で
出
来
て
し
ま
い
ま
す
。
鬼
は
最
後
に
と
、
そ
れ
ま
で

よ
り
も
、
さ
ら
に
大
き
な
石
を
担
い
で
、
登
っ
て
行
き
ま
す
。

神
様
は
そ
れ
を
見
て
、�
こ
れ
は
大
変
、
一
晩
で
出
来
て
し
ま
う
�
と
、

お
も
わ
ず
、
鶏
の
声
で
�
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
�
と
真
似
ま
し
た
。

す
る
と
近
く
の
鶏
も
、
も
う
朝
だ
と
思
っ
た
の
か
、
続
け
て
コ
ケ
コ
ッ

コ
ー
と
鳴
き
だ
し
ま
し
た
。

鬼
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
た
い
そ
う
悔
し
が
り
ま
し
た
。

神
様
と
の
約
束
で
す
か
ら
、
鬼
は
と
う
と
う
出
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

以
来
、
井
崎
の
浜
は
、
鬼
が
泣
い
た
所
と
い
う
の
で
、
泣
く
浜
と
い
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
仏
石
（
仏
石
と
呼
ぶ
由
来
）

あ
る
年
の
こ
と
、
雨
が
降
ら
ず
、
日
照
り
が
続
き
ま
し
た
。
米
は
と
れ

ず
に
、
里
の
人
も
殿
様
も
た
い
そ
う
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
と
き
、
田
原
盆
地
に
溜
め
池
を
造
り
、
下
の
新
田
原
に
田
を

作
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

殿
様
は
早
速
、
溜
め
池
を
造
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
う
な

る
と
、
そ
こ
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
が
で
て
き
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
家
や
土
地
を
離
れ
る
の
は
つ
ら
い
事
で
し
た
。

そ
れ
を
見
た
西
円
寺
の
和
尚
さ
ん
は
、
新
田
原
へ
行
く
と
こ
こ
ま
で

登
っ
て
き
て
の
寺
参
り
も
大
変
だ
ろ
う
と
考
え
、皆
に
相
談
の
結
果
、い
っ

し
ょ
に
下
の
新
田
原
へ
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

和
尚
さ
ん
は
仏
様
を
背
負
い
、
下
っ
て
行
き
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
、
今
の
農
場
あ
た
り
へ
き
た
と
き
、
そ
こ
で
一
休
み
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

背
負
っ
て
い
た
仏
様
を
石
の
上
に
降
ろ
し
、
し
ば
ら
く
休
む
と
、
さ
あ
、

出
か
け
よ
う
と
し
て
、
仏
様
を
背
負
お
う
と
し
ま
す
が
、
ど
う
し
た
こ
と

か
仏
様
は
動
き
ま
せ
ん
。
石
か
ら
離
れ
な
い
の
で
す
。
ど
ん
な
に
頑
張
っ

て
も
石
か
ら
動
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

困
り
果
て
た
和
尚
さ
ん
、
と
う
と
う
田
原
へ
引
き
返
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
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す
る
と
そ
の
途
端
、
仏
様
は
軽
く
な
り
ま
し
た
。

和
尚
さ
ん
は
仏
様
は
下
へ
行
き
た
く
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
、
元
の
と

こ
ろ
へ
納
め
ま
し
た
。

農
場
の
、
仏
様
を
降
ろ
し
た
石
の
あ
っ
た
あ
た
り
を
、
そ
れ
以
来
、
仏

石
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

○
猟
師
重
太
夫
と
天
狗
（
猪
ノ
塔
の
由
来
）

む
か
し
、
長
里
の
山
奥
に
猟
師
が
い
ま
し
た
。
本
名
は
伊
左
衛
門
と
い

う
名
前
で
し
た
が
、
こ
こ
で
は
重
太
夫
と
呼
ん
で
、
鉄
砲
撃
ち
の
名
人
で

し
た
。

重
太
夫
は
も
う
九
百
九
十
九
頭
の
猪
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
さ
あ
千
頭
目
、
と
は
り
き
っ
て
猪
穴
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
ど
う
い
う
わ
け
か
、
こ
の
と
き
は
猪
は
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
辛
抱
強
く
待
っ
て
い
る
と
、
目
の
前
に
ミ
ミ
ズ
が
這
っ
て
い

ま
す
。
見
て
い
る
と
、
そ
こ
へ
カ
エ
ル
が
来
て
、
そ
の
ミ
ミ
ズ
を
ぱ
く
り

と
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
今
度
は
ヘ
ビ
が
や
っ
て
来
て
、

そ
の
カ
エ
ル
を
一
飲
み
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
で
す
、
猪
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
見
て
い
る
と
、
猪
は
カ
エ

ル
を
飲
み
込
ん
だ
ヘ
ビ
を
ぱ
く
り
と
口
に
く
わ
え
て
、
食
べ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

重
太
夫
は
そ
れ
を
見
て
い
て
、
じ
ー
っ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も

し
こ
こ
で
猪
を
撃
つ
と
、
次
ぎ
は
自
分
が
食
わ
れ
る
番
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
重
太
夫
は
そ
っ
と
鉄
砲
を
お
ろ
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
上
の
ほ
う
か
ら
笑
い
声
が
し
ま
す
。
見
上
げ
る
と
、
大
き
な

木
の
上
に
、
な
ん
と
多
良
岳
の
天
狗
が
い
ま
す
。

ず
ー
っ
と
重
太
夫
を
見
て
い
た
の
で
す
。
天
狗
は
す
ぐ
に
去
っ
て
い
き

ま
し
た
が
、
重
太
夫
は
そ
の
と
き
、
い
ま
ま
で
た
く
さ
ん
の
猪
を
撃
っ
て

き
た
こ
と
を
悔
や
み
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
重
太
夫
は
鉄
砲
を
撃
つ
の
を
止
め
、
い
ま
ま
で
撃
っ
た
猪
の

霊
を
祀
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

長
里
の
中
古
場（
な
つ
こ
ば
）に
は
、
重
太
夫
が
撃
っ
た
猪
の
霊
を
祀
っ

た
石
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

ち

ご

○
稚
児
の
塔

広
川
良
の
植
林
の
一
角
に
、「
稚
児
の
塔
」
と
呼
ば
れ
る
こ
け
む
し
た

墓
石
が
あ
り
ま
す
。

天
正
時
代
（
一
五
七
〇
年
代
）、
大
村
領
は
キ
リ
ス
ト
教
が
盛
ん
に
な

り
、
一
神
教
と
い
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
を
信
ず
る
人
々
に
対
し
�
天

火
�
と
い
っ
て
神
社
や
お
寺
を
焼
き
討
ち
し
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
頃
に
は
諫
早
領
に
も
侵
入
し
、
多
良
岳
の

し
ゅ
ん
け
い

金
泉
寺
を
襲
い
ま
し
た
。
金
泉
寺
の
住
職
舜
恵
法
印
は
、
ご
本
尊
を
安

全
な
場
所
に
移
し
て
、
本
尊
の
法
脈
を
伝
え
る
よ
り
ほ
か
に
仕
方
が
な
い

と
考
え
ま
し
た
。

法
印
は
本
尊
を
背
に
し
、
大
切
な
品
々
は
従
う
坊
さ
ん
た
ち
が
運
ぶ
こ
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と
に
な
り
ま
し
た
。
弘
法
さ
ん
以
来

の
霊
場
を
す
て
、
さ
す
ら
い
の
生
活

に
う
つ
る
法
印
た
ち
は
、
互
い
に
手

を
取
り
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
険
し

い
山
道
を
下
り
ま
し
た
。

そ
の
一
行
の
中
に
、
ま
だ
八
歳
に

も
満
た
な
い
西
宏
と
い
う
稚
児
が
い

ま
し
た
。
三
年
前
に
寺
に
入
っ
た
の

で
す
が
、
利
発
な
上
に
愛
く
る
し
く
、

み
ん
な
か
ら
と
て
も
可
愛
が
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
法
印
も
こ
の
子
は
金
泉

寺
の
将
来
を
担
う
人
に
な
る
で
あ
ろ

う
と
、
特
別
に
眼
を
か
け
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
混
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
寺
男
に
背
負
わ
れ
て
一
行
の
中
に
い

ま
し
た
。

逃
れ
る
人
の
悲
し
さ
は
、
木
枯
ら
し
の
音
に
も
お
び
え
な
が
ら
、
四
�

ほ
ど
下
っ
て
広
川
良
に
出
ま
し
た
。
稚
児
の
西
宏
は
、
前
夜
か
ら
腹
痛
気

味
で
、
い
ま
は
激
痛
に
耐
え
か
ね
て
歯
を
食
い
し
ば
り
、
眼
を
吊
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
苦
し
み
が
激
し
い
の
で
、
背
中
か
ら
降
ろ
し
て
道
ば
た
で

介
抱
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
症
状
は
悪
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
脈
も
途

絶
え
が
ち
に
な
し
ま
し
た
。
一
瞬
�
カ
ッ
�
と
眼
を
開
い
た
西
宏
は
「
お

師
匠
さ
ま
」
と
か
す
か
に
呼
び
ま
し
た
。
法
印
は
我
を
忘
れ
て
西
宏
を
か

き
抱
き
ま
し
た
が
、
二
度
と
目
を
開
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
き
が
ら

法
印
は
、
冷
た
く
な
っ
た
亡
骸
を
抱
い
て
泣
き
崩
れ
ま
し
た
。
み
ん
な

も
一
斉
に
悲
し
み
の
底
に
沈
み
ま
し
た
。�
仏
に
仕
え
る
者
は
、
ど
ん
な

悲
し
い
こ
と
に
あ
っ
て
も
、
取
り
乱
す
で
な
い
�
と
気
を
と
り
な
お
し
た

一
行
は
、
心
ゆ
く
ま
で
お
経
を
あ
げ
ま
し
た
。

い
も
し
ょ
う
じ
ん

○
お
せ
ん
女
と
藷
精
進

お
せ
ん
女
は
、
遠
く
南
の
国
の
船
頭
娘
に
身
を
か
え
て
密
入
国
し
、
し

い
も

か
も
国
外
持
ち
出
し
の
禁
を
犯
し
て
、
わ
が
郷
土
に
藷
を
も
た
ら
し
た
の

い
も

で
す
。�
藷
（
薩
摩
芋
・
カ
ラ
イ
モ
・
ハ
ッ
チ
ャ
ン
）�
は
ま
た
た
く
間
に

農
民
に
珍
重
さ
れ
、
や
が
て
こ
の
地
方
一
帯
の
丘
の
畑
が
開
墾
さ
れ
て
植

か
ん
ば
つ

え
ら
れ
、
ど
ん
な
旱
魃
に
も
幼
児
の
手
の
よ
う
な
葉
を
延
ば
し
て
、
人
々

が

し

を
餓
死
か
ら
救
い
ま
し
た
。
そ
し
て
晩
秋
の
頃
に
な
る
と
、
あ
ち
こ
ち
の

い
も

畑
か
ら
、
丸
々
と
実
っ
た
藷
を
家
へ
運
ぶ
農
民
た
ち
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

お
せ
ん
女
も
国
禁
の
罪
を
忘
れ
、
慈
悲
深
い
ほ
ほ
え
み
で
こ
れ
に
応
え

ま
し
た
。
あ
る
年
は
天
災
に
見
舞
わ
れ
、
稲
の
収
穫
も
皆
無
の
秋
も
あ
り

ま
し
た
。
あ
る
年
は
茶
畑
の
被
害
で
、
あ
の
景
気
の
よ
い
「
小
長
井
茶
ど

こ
ろ

茶
は
縁
ど
こ
ろ
」
と
い
う
唄
も
聞
か
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
ん
な
凶
年
に
あ
っ
て
も
、
藷
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

地
獄
の
苦
し
み
を
う
け
ず
に
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
歳
月
の
歩
み
と
と
も
に
、
お
せ
ん
女
の
恩
恵
は
近
く
の
人
々

の
生
活
を
潤
し
て
く
れ
ま
し
た
。
田
畑
や
山
で
の
一
日
の
仕
事
を
終
え
て
、

稚児の塔
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家
々
で
く
つ
ろ
い
で
ふ
か
し
藷
を
囲
む
と
き
、
す
べ
て
の
人
々
が
お
せ
ん

女
に
感
謝
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
禁
を
犯
し
た
お
せ
ん
女
を
南
国
の
大

守
は
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ひ

ご

諫
早
領
主
の
庇
護
が
、
か
え
っ
て
大
守
の
怒
り
に
触
れ
、
多
く
の
人
々

の
助
命
の
願
い
も
一
蹴
さ
れ
、
陰
暦
十
月
二
十
日
、
雲
仙
岳
に
初
雪
が
降

る
頃
に
南
国
の
捕
史
が
や
っ
て
来
て
、
お
せ
ん
女
は
遠
い
南
国
へ
と
永
遠

の
別
を
し
て
消
え
て
行
き
ま
し
た
。

い
も
し
ょ
う
じ
ん

そ
の
後
、
誰
が
い
う
と
も
な
く
こ
の
日
を
「
藷
精
進
」
と
い
っ
て
、

昔
は
小
長
井
各
地
で
も
そ
の
日
だ
け
は
、
藷
を
食
べ
な
い
で
感
謝
し
た
。

○
新
五
兵
衛
さ
ん
と
倹
約
令

井
崎
か
ら
柳
新
田
へ
行
く
途
中
に
、
新
地
節
で
唄
わ
れ
て
い
る
北
郷
と

い
う
所
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
も
見
事
な
新
五
兵
衛
さ
ん
の

北
郷

ア
ラ
ヨ
ー

金
に

コ
ラ
シ
ョ
イ

せ
か
し
た
新
び
ら
き

お
ど
ん
が
え
来
て
見
ろ

高
見
の
じ
ょ
う
で
ら

あ
し
な
か
ふ
ん
で
も

雪
駄
の
音
が
す
る

ア
ラ
サ
イ
サ
イ

昔
、
井
崎
に
山
口
新
五
兵
衛
さ
ん
と
い
う
大
金
持
ち
が
い
ま
し
た
。
そ

の
金
に
あ
か
し
て
、
北
郷
に
立
派
な
新
田
を
完
成
し
ま
し
た
。

か
ん
ば
つ

井
崎
に
は
、
第
四
井
手
が
一
つ
し
か
な
い
の
で
、
よ
く
旱
魃
に
あ
い
ま

し
た
。
新
田
は
古
田
の
よ
う
に
地
力
が
な
い
の
で
、
収
穫
が
不
十
分
で
滞

納
者
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
節
約
令
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

一
、
絹
布
類
は
一
切
使
用
す
る
べ
か
ら
ず
。

二
、
草
履
、
下
駄
類
は
一
切
、
皮
緒
を
許
さ
ず
、
ま
た
雪
駄
を
は
く

を
禁
ず
。

三
、
羽
織
を
着
用
す
べ
か
ら
ず
。

四
、
白
地
の
手
拭
い
を
使
用
し
、
は
で
や
か
に
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
。

五
、
緋
金
巾
は
衣
服
の
袖
縁
た
り
と
も
附
す
べ
か
ら
ず
。

六
、
百
姓
は
傘
を
用
う
べ
か
ら
ず
。

七
、
白
足
袋
を
用
う
べ
か
ら
ず
。

八
、
帽
子
を
か
む
る
を
禁
ず
。

し
ゃ
し

ぜ
い
た
く

九
、
奢
侈
（
贅
沢
）
に
傾
く
こ
と
は
深
く
戒
め
る
こ
と
な
り
。

こ
れ
は
井
崎
に
下
さ
れ
た
も
の
で
、
年
の
始
め
に
は
こ
の
倹
約
令
を
読

み
聞
か
せ
た
と
い
い
ま
す
。
な
お
佐
賀
藩
か
ら
諫
早
領
民
へ
の
倹
約
令
も

下
さ
れ
て
い
ま
す
。

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
井
崎
へ
厳
重
な
お
触
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時

は
、
徳
川
幕
府
が
封
建
社
会
の
根
幹
を
な
し
、
大
名
を
統
制
し
た
頃
で
す
。

従
っ
て
、
農
民
お
よ
び
町
民
の
統
制
も
ま
た
同
じ
で
、
幕
府
諸
藩
は
村
落
の

自
治
的
風
習
を
た
く
み
に
利
用
し
、
農
民
や
町
民
を
支
配
し
ま
し
た
。
農
民

統
制
の
た
め
、
種
々
の
制
限
が
加
え
ら
れ
た
触
書
が
し
ば
し
ば
出
さ
れ
、
な

か
で
も
小
農
保
護
地
主
維
持
の
た
め
に
出
さ
れ
た
田
畑
永
代
売
買
の
禁
令

『
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）』
や
、
慶
安
の
触
書
『
慶
安
二
年
（
一
六
四
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九
）』、
分
地
制
限
令
『
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）』
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な

も
の
で
し
た
。
幕
府
が
封
建
制
の
基
礎
で
あ
る
土
地
か
ら
の
税
の
確
保
を
め

ざ
し
て
出
し
た
も
の
で
し
た
。
幕
府
や
藩
は
税
の
完
納
を
さ
せ
る
た
め
、
年

貢
を
村
単
位
に
課
し
、
村
全
体
の
責
任
と
さ
せ
た
の
で
す
。

幕
府
は
農
民
の
生
活
の
、
細
部
に
至
る
ま
で
を
干
渉
し
た
触
書
を
度
々
出

し
ま
し
た
。
三
代
将
軍
家
光
が
出
し
た
触
書
は
、
こ
れ
ら
を
集
成
し
た
も
の

と
い
う
も
の
で
、
幕
府
の
農
民
統
制
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

『
朝
は
早
く
起
き
て
草
を
刈
り
、
昼
は
田
畑
を
耕
し
、
晩
は
縄
を
な
い
俵

を
編
め
』
と
か
、
ま
た
『
百
姓
は
雑
穀
を
食
べ
、
米
を
食
い
つ
ぶ
さ
ぬ
よ
う

に
せ
よ
。
酒
・
茶
・
煙
草
を
吸
う
な
』と
か
、
ひ
ど
い
触
れ
で
あ
っ
た
。『
夫

を
お
ろ
そ
か
に
思
い
、
遊
び
好
き
な
女
房
は
離
別
せ
よ
。
貧
乏
人
に
子
ど
も

が
多
け
れ
ば
奉
公
に
出
せ
』
な
ど
と
、
農
民
に
極
度
の
労
働
と
、
私
生
活
へ

の
極
端
な
干
渉
、
そ
れ
に
何
よ
り
年
貢
を
納
め
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

山
口
新
五
兵
衛
は
、
井
崎
で
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。『
安
正
寺
過
去
帳
よ
り
』

お
ろ

ち

○
大
蛇
退
治

昔
、
小
長
井
の
黒
仁
田
に
、
猪
撃
ち
の
名
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
あ

ぐ
う

ほ
ら
あ
な

る
日
、
多
良
岳
の
一
の
宮
さ
ん
の
近
く
に
あ
る
洞
穴
に
か
く
れ
て
、
猪
の

出
て
く
る
の
を
待
ち
伏
せ
し
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
洞
穴
の
入
り

ほ

口
で
、
連
れ
て
き
た
犬
が
吠
え
た
て
る
の
で
、
猟
師
は
猪
が
出
て
き
た
と

思
い
、
そ
っ
と
外
を
う
か
が
っ
て
み
る
と
猪
が
来
た
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。

洞
穴
に
引
き
返
す
と
、
ま
た
犬
が
吠
え
た
て
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
何
回
も
く
り
か
え
し
ま
し
た
が
、
猪
の
姿
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
犬
が
吠
え
た
て
る
の
で
、
猟
師
は
と
う
と
う
腹
立
て
、
犬
を

撃
ち
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

て

ひ
ば
ち

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
洞
穴
の
入
り
口
を
見
る
と
、胴
の
回
り
手
火
鉢（
十

五
�
）
以
上
ほ
ど
の
大
蛇
が
、
穴
の
上
か
ら
目
を
光
ら
せ
て
内
を
見
て
い

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
猟
師
は
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
落
ち
着
い
て
、

そ
の
大
蛇
を
狙
っ
て
撃
ち
、
つ
い
に
退
治
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

猟
師
は
そ
の
時
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
犬
が
吠
え
た
て
て
猟
師
に
危
な

い
こ
と
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
犬
を
撃
ち
殺
し
た

く

こ
と
を
大
変
悔
や
み
ま
し
た
が
、
も
う
仕
方
な
く
、
家
に
犬
を
か
た
げ
て

帰
り
、
ね
ん
ご
ろ
に
葬
む
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
大
蛇
の
話
が
諫
早
の
殿
様
の
耳
に
も
入
り
、

「
大
蛇
を
ぜ
ひ
見
た
い
か
ら
諫
早
に
持
っ
て
く
る
よ
う
に
」
と
の
お
使
い

が
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
ど
う
や
っ
て
諫
早
ま
で
運
ぶ
の
か
話
し
合
っ
て
、
荷
車
に
の
せ

て
四
、
五
人
が
か
り
で
遠
い
道
を
引
っ
張
っ
て
行
き
、
殿
様
に
見
せ
た
そ

う
で
す
。
殿
様
は
あ
ん
ま
り
の
大
き
さ
に
お
ど
ろ
か
れ
た
そ
う
で
す
。

帰
り
に
殿
様
か
ら
、
犬
の
供
養
に
と
お
金
を
も
ら
い
、
長
く
供
養
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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雨堤の石

五
、
話

○
雨
堤
の
石

高
来
町
と
小
長
井
町
の
境
界

の
旧
道
で
あ
る
多
良
岳
参
道
の

脇
に
、『
川
内
の
雨
堤
の
石
』

と
言
わ
れ
る
石
が
あ
り
ま
す
。

高
来
小
長
井
の
太
良
嶽
参
拝

の
お
り
に
は
、
こ
の
石
の
水
で

浄
め
て
お
参
り
し
て
い
た
と
さ

れ
る
手
洗
い
石
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
以
前
は
も
う
少
し
上
方

に
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
は
モ

ミ
の
巨
木
の
近
く
に
移
設
さ
れ

て
あ
り
ま
す
。
や
は
り
参
道
の
近
く
で
す
。

こ
の
石
は
、
水
が
干
か
れ
た
こ
と
の
な
い
霊
石
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

○
心

中

松

昭
和
の
は
じ
め
の
頃
の
話
で
す
。

あ
る
夏
の
朝
の
出
来
事
で
す
。

よ
ば
ま

よ

た
い
ま
つ

そ
ん
頃
は
、
よ
く
「
夜
浜
」
と
言
う
て
、
夜
さ
い
浜
で
は
松
明
を
つ
け

て
、
魚
・
蛸
・
貝
が
、
よ
け
い
と
れ
て
い
ま
し
た
。

大
漁
の
獲
物
を
か
か
え
て
海
か
ら
岸
に
帰
り
着
い
た
時
、
そ
こ
の
松
の

た
い
ま
つ

木
の
と
こ
ろ
で
、
一
人
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
立
ち
ど
ま
り
、
松
明
の
光
を
見

な
が
ら
、
後
か
ら
来
る
仲
間
に
、

「
こ
り
ゃ
心
中
ば
い
」
と
い
っ
て
、
仲
間
と
話
し
合
い
、
早
う
駐
在
さ
ん

に
知
ら
せ
に
ゃ
い
か
ん
と
、
一
人
が
小
ケ
浦
の
駐
在
さ
ん
に
駆
け
込
ん
だ

そ
う
な
。
駐
在
さ
ん
も
び
っ
く
り
し
て
、
す
ぐ
駈
け
つ
け
ら
れ
た
。

う
わ
さ

夜
も
白
々
と
明
け
る
頃
に
は
、
せ
ま
い
村
に
噂
は
す
ぐ
知
れ
渡
り
、
大

騒
ぎ
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

大
き
な
岩
を
抱
き
込
む
よ
う
に
し
た
松
の
根
元
に
は
、
揃
え
ら
れ
た
持

ち
物
と
下
駄
が
き
ち
ん
と
並
べ
ら
れ
、
満
潮
を
待
っ
て
の
入
水
だ
ろ
う
と
、

さ
さ
や
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
物
入
れ
の
中
の
書
き
付
け
で
所
も
名
前
も

知
れ
て
お
り
、
手
配
さ
れ
て
い
た
人
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
日
の
内
に
身
内
の
者
も
み
え
て
、
二
人
は
引
き
取
ら
れ
て
行
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
し
て
何
年
か
過
ぎ
た
頃
、
松
葉
の
根
の
方
が
よ
じ
れ
た
松

し
ょ
う
こ
ん
ゆ

と
変
わ
り
、
戦
後
ま
で
茂
っ
て
い
ま
し
た
が
、
松
根
油
取
り
と
松
食
い

虫
で
枯
れ
て
、
い
ま
は
岩
も
松
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ひ

ぶ
な

ぜ

○
火

船

瀬

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
八
月
、
今
か
ら
お
お
よ
そ
百
五
十
年
も
昔
の

こ
と
で
し
た
。
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小
川
原
浦
の
地
主
の
田
川
さ
ん
の
所
に
「
黒
船
の
き
と
っ
と
ん
、
知
っ

て
い
な
さ
ろ
う
か
」
と
言
っ
て
、
飛
ん
で
き
た
者
ん
が
あ
り
ま
し
た
。

「
そ
り
ゃ
初
耳
た
い
」
と
言
っ
て
行
っ
て
見
る
と
、
築
切
沖
の
大
久
保

ふ
と

の
浦
に
大
か
船
が
来
て
い
ま
し
た
。
よ
く
た
し
か
め
て
み
る
と
、
な
ん
と

佐
賀
鍋
島
家
の
御
用
船
で
し
た
。さ

つ
き

か
ん
こ
う

に
つ
し
ん

で
ん
り
ゅ
う

そ
ん
頃
、
鍋
島
さ
ん
に
は
『
皐
月
』『
咸
光
』『
日
進
』『
電
流
』『
き

の
え
』
の
五
杯
の
外
輪
軍
艦
が
あ
り
、
そ
の
一
杯
が
、
軍
艦
を
修
理
す
る

た
め
の
ド
ッ
ク
を
造
る
場
所
を
探
し
て
い
る
内
、
沖
の
瀬
に
乗
上
げ
て
し

ま
い
、
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

色
々
や
っ
て
み
た
が
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
結
局
、
鹿
島
の
造
り
酒
屋
か

ら
酒
樽
千
丁
を
取
り
寄
せ
、
そ
れ
を
船
に
取
り
付
け
て
、
潮
の
満
ち
て
来

る
の
を
待
っ
て
み
た
が
、
そ
れ
で
も
船
は
上
が
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

ど
う
も
な
ら
ず
、
と
う
と
う
こ
の
船
売
り
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ね
だ
ん

そ
ん
頃
、
長
崎
に
い
た
グ
ラ
バ
ー
に
話
し
か
け
、
法
外
に
安
い
価
格
で

売
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

長
崎
か
ら
船
で
築
切
に
来
た
異
人
さ
ん
は
は
じ
め
て
だ
っ
た
の
で
、
珍

し
か
っ
た
り
、
恐
か
っ
た
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
グ
ラ
バ
ー
は
す
ぐ
船
の
引
き
離
し
に
か
か
り
ま
し
た
。

ほ
ぎ
れ

厚
地
の
キ
ン
パ
ス
（
帆
布
）
を
突
き
出
た
石
に
か
ぶ
せ
、
周
り
に
鋲
を

打
ち
込
み
、
船
内
の
潮
水
を
汲
み
上
げ
て
満
潮
に
な
る
の
を
待
ち
ま

す
・
・
・
。

岸
に
は
大
勢
の
見
物
人
の
見
守
る
な
か
、
船
は
浮
き
上
が
り
、
見
事
に

石
か
ら
離
れ
た
と
い
う
事
で
し
た
。
見
物
人
は
グ
ラ
バ
ー
の
巧
妙
な
手
口

に
大
喝
采
を
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
五
日
程
で
応
急
補
修
を
し
た
あ
と
、
長
崎
へ
曳
い
て
行
き
ま

し
た
。
築
切
に
居
る
間
、
土
地
の
者
は
�
ガ
バ
ラ
さ
ん
�
と
呼
ん
で
、
大

変
人
気
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ひ
ぶ
な
ぜ

こ
の
時
よ
り
、
人
々
は
こ
の
瀬
を
�
火
船
瀬
�
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。め

し
ま

○
目
島
さ
ん
の
湯

釜
の
目
島
さ
ん
の
沖
に
二
つ
の
湯
が
あ
り
ま
す
（
湯
と
い
う
の
は
湧
水

の
出
る
所
）。

あ
げ
の
湯
と
沖
の
湯
の
大
小
二
つ
の
大
湧
水
で
す
。
こ
の
沖
の
湯
に
は
、

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
が
い
ま
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

み
な
み
び
ら

昔
、
南
平
で
荒
ぐ
れ
（
牛
馬
で
水
田
耕
起
）
を
し
て
い
ま
し
た
。
す

ご
い
大
雨
が
降
り
、
ど
う
し
た
こ
と
か
田
が
陥
没
し
て
、
馬
が
呑
み
込
ま

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
七
日
ほ
ど
経
っ
た
と
き
、
そ
の
馬
が
目

島
の
沖
の
湯
に
浮
か
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
南
平
で
荒
ぐ
れ

す
れ
ば
、
湯
が
濁
る
と
言
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

あ
な

み
ず

○
穴
水
さ
ん

あ
な
み
ず

柳
谷
の
田
の
水
は
、
昔
は
穴
水
さ
ん
の
水
が
頼
り
で
し
た
。
梅
雨
の
水

も
少
な
く
、
田
植
え
も
で
き
ず
に
困
り
果
て
た
と
き
、
女
の
人
が
暗
い
内
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に
起
き
て
お
詣
り
し
、
お
願
い
す
れ
ば
雨
が
降
り
、
水
も
出
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

今
は
ポ
ン
プ
揚
水
で
、
そ
ん
な
お
詣
り
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

第
四
節

芸

能

一
、
浮

立

長
崎
県
の
芸
能
の
な
か
で
、
浮
立
は
き
わ
め
て
大
き
な
部
分
を
占
め
る
。

そ
の
浮
立
の
中
心
地
域
と
な
っ
て
い
る
の
が
諫
早
で
あ
り
、
北
高
来
郡

で
あ
る
。

こ
れ
は
隣
の
佐
賀
県
と
の
係
わ
り
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
佐
賀
県

は
浮
立
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
面
浮
立
な
ど
そ
の
主
な
一
つ
で
あ
る
。

江
戸
期
に
は
鍋
島
藩
の
な
か
に
あ
っ
た
諫
早
・
北
高
来
郡
は
、
佐
賀
と

は
頻
繁
な
往
来
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
小
長
井
の
浮
立
を
み
る
と
、

面
を
つ
け
た
掛
け
打
ち
の
面
浮
立
が
あ
り
、
天
月
を
い
た
だ
い
た
大
太
鼓

舞
浮
立
が
あ
り
、
大
名
行
列
を
真
似
た
行
列
浮
立
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
近
隣
地
域
に
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
小
長
井
で
注
目
す
る
の
は

そ
れ
に
加
え
て
例
え
ば
遠
竹
の
粟
踏
浮
立
や
井
崎
の
巻
き
込
み
浮
立
な
ど
、

全
く
別
の
系
統
を
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

粟
踏
浮
立
は
盆
の
八
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
岩
宗
に
あ
る
鶴

田
氏
の
墓
石
群
の
な
か
の
宝
篋
印
塔
に
天
正
十
年
七
月
十
六
日
と
刻
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
を
遠
江
守
の
命
日
と
し
て
粟
踏
浮
立
を
奉
納

し
、
墓
石
群
の
そ
ば
に
あ
る
ト
ン
ノ
ヤ
シ
キ
だ
け
で
行
う
浮
立
で
あ
る
。

墓
前
に
捧
げ
る
と
い
っ
た
形
で
あ
る
。
粟
の
豊
作
を
祈
願
し
て
あ
げ
る
と

い
い
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
行
う
も
の
で
、
奉
納
し
な
か
っ
た

と
き
は
凶
事
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
伝
承
を
伴
っ
て
い
る
。

粟
踏
浮
立
に
は
こ
の
よ
う
に
畑
作
行
事
や
霊
鎮
め
な
ど
複
雑
な
内
容
を

含
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

井
崎
浮
立
は
巻
き
込
み
浮
立
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
田
祈
祷
に
上
げ

る
と
き
に
は
ナ
ン
マ
イ
ダ
ボ
の
曲
が
入
る
。
念
仏
浮
立
で
あ
る
。
こ
の
と

き
に
は
氏
子
は
班
ご
と
に
円
陣
を
つ
く
る
。
ま
ず
一
つ
の
班
で
曲
に
あ
わ

せ
て
、
大
き
な
数
珠
を
繰
っ
て
ま
わ
す
。
ま
わ
し
終
わ
る
と
次
ぎ
の
班
へ

と
数
珠
を
ま
わ
す
。
こ
う
し
て
次
々
と
数
珠
を
班
で
ま
わ
し
て
い
く
。

さ
ら
に
井
崎
の
淀
姫
神
社
の
大
祭
で
の
奉
納
に
は
神
楽
が
加
わ
る
。

粟
踏
浮
立
に
し
ろ
井
崎
の
浮
立
に
し
ろ
、
そ
の
内
容
か
ら
は
、
小
長
井

で
の
浮
立
と
呼
ぶ
内
容
は
多
彩
で
あ
る
。

小
長
井
で
は
佐
賀
風
の
浮
立
の
ほ
か
に
、
様
々
な
芸
能
が
伝
承
さ
れ
、

現
在
の
浮
立
へ
と
組
み
立
て
た
と
こ
ろ
に
、
特
徴
が
あ
る
。
浮
立
は
佐
賀

の
影
響
が
強
い
も
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
小
長
井
の
こ
う

し
た
浮
立
に
は
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

小
長
井
に
は
遠
竹
の
ほ
か
に
井
崎
、
小
川
原
浦
、
牧
、
長
里
の
五
つ
の

浮
立
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
こ
れ
に
田
原
が
加
わ
っ
た
六
つ
の

第四節 芸 能

―７５１―



浮
立
で
あ
っ
た
。

１

遠
竹
浮
立

名

称

遠
竹
浮
立
、
遠
竹
粟
踏
浮
立
と
も
言
う

所
在
地

小
長
井
町
遠
竹
名
遠
竹

参
加
者

遠
竹
地
区
の
住
民
で
、
粟
踏
み
に
は
九
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
参

加
。

実
施
日

毎
年
八
月
十
六
日
（
旧
七
月
十
六
日
）

次

第

遠
竹
公
民
館
を
振
り
出
し
に
遠
竹
名
岩
宗
に
あ
る
鶴
田
遠
江
守

墓
前
で
演
じ
る
。

鶴
田
遠
江
守
と
白
抜
き
し
た
紺
地
の
旗
、
さ
さ
ら
、
掛
け
打
ち
、

笛
、
鉦
、
ミ
ョ
ウ
ラ
シ
、
大
太
鼓
の
順
の
行
列
で
庭
に
向
か
う
。

粟
踏
み
を
す
る
の
は
九
歳
ま
で
の
男
子
で
そ
の
年
の
月
の
数
の

人
数
。
二
列
に
並
ぶ
。
粟
踏
み
の
歌
は
須
古
踊
り
歌
と
も
い
い
、

一
番
か
ら
八
番
ま
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
番
、
三
番
、
八
番

を
あ
げ
る
。
一
番
の
歌
が
お
わ
る
と
ア
イ
ヨ
オ
ー
の
あ
い
の
声

が
掛
か
り
、
続
け
て
笛
と
ミ
ョ
ウ
ラ
シ
が
鳴
り
、
子
ど
も
た
ち

は
左
へ
右
へ
と
小
刻
み
な
足
ど
り
で
動
く
。
粟
を
踏
む
所
作
で

あ
る
。
こ
れ
を
数
回
く
り
か
え
し
た
あ
と
三
番
の
歌
と
な
る
。

そ
れ
が
終
わ
る
と
子
ど
も
た
ち
の
粟
踏
み
で
、
そ
の
あ
と
八
番

の
歌
を
あ
げ
、
終
わ
っ
て
粟
踏
み
と
な
る
。
歌
と
粟
踏
み
と
を

交
互
に
行
う
。
浮
立
は
氏
神
の
諏
訪
神
社
で
も
奉
納
す
る
が
、

そ
こ
で
は
粟
踏
み
は
し
な
い
。

道

具

大
太
鼓
１

ミ
ョ
ウ
ラ
シ
５

鉦
２

笛
７
〜
８

掛
け
打
ち
面
１１

さ
さ
ら
３

シ
ャ
グ
マ
２９

掛
け
太
鼓
６

天
月

２

曲

目

ま
く
り
、
に
わ
い
り
、
に
わ
い
り
返
し
、
ほ
ん
ぴ
ゃ
あ
し

小
浮
立
、
小
浮
立
返
し
、
ち
く
ご
ば
や
し
、
ひ
ゃ
り
ー
ば
や
し
、

ひ
ゃ
り
ー
ば
や
し
の
返
し
、
お
お
や
ま
く
ず
し
、
さ
が
ひ
や
ま
、

せ
い
ぶ
り
ゅ
う
、
し
ょ
う
じ
ょ
う
ば
や
し
、
い
こ
い
こ
ば
や
し

こ
の
ほ
か
に
道
浮
立
で
の
曲
が
３
・
４
曲
あ
り
、
全
３８
曲
ほ
ど
。

（
粟
踏
み
の
詞
）

�
ネ
ブ
ラ
レ
ヌ
、
モ
ノ
ハ
、
ソ
ノ
イ
ヲ
、
マ
グ
レ
マ
ツ
ヨ
モ

フ
ラ
ン
ウ
、
シ
グ
レ
ニ
、
ソ
デ
シ
ボ
ル
、
カ
サ
カ
ナ
コ
ヒ

ノ
、
モ
ラ
ザ
ル
ニ
、
ソ
ラ
ア
ヲ
ウ
ラ
メ
シ
ヤ
、
チ
ヨ
タ
チ

川
ニ
、
ア
メ
フ
ラ
バ
ア
メ
フ
ラ
バ
。

�
ウ
キ
ヨ
ニ
、
ス
マ
バ
、
ニ
コ
ツ
君
様
、
ニ
コ
ツ
君
様
。

�
メ
デ
タ
キ
、
ミ
ヨ
ノ
、
ハ
ジ
メ
カ
ナ
、
ワ
カ
ト
ノ
下
向
ナ

サ
レ
テ
、
ク
ニ
カ
サ
ナ
リ
テ
、
ミ
ヨ
ヒ
サ
シ
ケ
レ
ミ
ヨ
ヒ

サ
シ
ケ
レ
。

�
チ
ヨ
ニ
、
ヤ
チ
ヨ
ト
、
チ
ヨ
カ
サ
ナ
リ
テ
、
ミ
ヨ
ヒ
サ
シ

カ
レ
ミ
ヨ
ヒ
サ
シ
カ
レ
。

�
カ
キ
ヤ
ル
、
フ
ミ
ヲ
タ
タ
イ
タ
ツ
ニ
、
見
ワ
ケ
テ
モ
ド
ス
、

人
ゾ
ウ
ラ
メ
シ
人
ゾ
ウ
ラ
メ
シ
。
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�
ウ
ラ
ミ
テ
モ
、
ワ
レ
ニ
、
ア
ウ
ヨ
ノ
、
フ
ミ
タ
マ
ズ
サ
ヲ

中
デ
ト
ド
ム
ル
、
人
ゾ
ウ
ラ
メ
シ
人
ゾ
ウ
ラ
メ
シ
。

�
ウ
ツ
ツ
ナ
ノ
、
人
ノ
心
ヤ
、
ワ
レ
ハ
、
オ
モ
ヘ
ト
、
ソ
ナ

タ
コ
ソ
、
ワ
シ
コ
ノ
ハ
ノ
、
ツ
ユ
フ
リ
、
シ
ヤ
シ
ト
シ
ヤ

シ
ト
。

�
武
蔵
ノ
原
ノ
一
本
ス
ス
キ
、
イ
ツ
カ
、
ホ
ガ
出
テ
ミ
ダ
レ

ア
フ
ミ
ダ
レ
ア
フ
。

由
来
・

遠
竹
の
領
主
鶴
田
遠
江
守
は
竹
崎
城
主
北
島
藤
左
衛
門
と
の
戦

に
破
れ
、
一
族
皆
討
ち
死
に
。
そ
の
墓
石
群
が
岩
宗
に
あ
る
。

墓
石
群
の
な
か

の
宝
篋
印
塔
に

天
正
十
年
七
月

十
六
日
の
銘
が

あ
り
、
こ
れ
を

と
っ
て
遠
江
守

の
命
日
と
し
て

こ
の
日
に
粟
踏

浮
立
を
奉
納
す
る
。

２

井
崎
浮
立

名

称

井
崎
ま
っ
こ
み
浮
立

所
在
地

小
長
井
町
井
崎
名
井
崎

参
加
者

井
崎
地
区
住
民
で
あ
る
が
、
本
浮
立
は
規
模
が
大
き
く
約
三
百

人
ほ
ど
が
参
加
す
る
。
こ
の
ほ
か
小
規
模
で
の
小
浮
立
は
毎
年

行
い
、
数
十
人
規
模
で
ま
か
な
う
。

実
施
日

本
浮
立
は
大
き
な
行
事
や
祝
い
事
の
と
き
に
あ
げ
る
。

小
浮
立
は
田
祈
祷
や
願
成
就
、氏
神
で
あ
る
淀
姫
神
社
大
祭（
宮

日
）
に
実
施
。

次

第

行
列
浮
立
と
庭
浮
立
で
構
成
す
る
。
大
掛
か
り
な
本
浮
立
と
規

模
を
小
さ
く
し
た
小
浮
立
と
あ
り
、
本
浮
立
は
三
百
人
規
模
の

人
員
と
、
広
い
場
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
祝
い
事

の
と
き
に
奉
納
し
、
通
常
は
小
浮
立
を
行
っ
て
い
る
。

本
浮
立
は
ま
っ
こ
み
浮
立
と
い
う
呼
称
の
と
お
り
、
行
列
を
巻

き
込
み
な
が
ら
庭
に
入
り
、
特
異
な
渦
巻
き
の
形
を
作
る
、
こ

れ
を
ビ
ナ
尻
巻
込
み
と
い
う
が
、
行
列
を
巻
き
込
ん
で
庭
に
入

い
る
と
、
拍
子
木
に
あ
わ
せ
て
、
今
度
は
巻
き
込
み
を
解
く
。

行
列
の
間
を
抜
け
て
解
く
も
の
で
、
一
番
の
見
せ
場
で
あ
る
。

小
浮
立
は
毎
年
、
田
祈
祷
や
願
成
就
、
そ
し
て
淀
姫
神
社
の

大
祭
日
の
旧
九
月
二
十
九
日
に
、
奉
納
し
て
い
る
も
の
で
、
淀

姫
神
社
（
こ
こ
で
は
氏
神
の
淀
姫
神
社
と
、
多
良
嶽
大
権
現
に

対
し
て
奉
納
）
―
井
崎
の
墓
地
（
先
祖
に
奉
納
の
あ
と
、
こ
こ

で
竹
崎
の
沖
の
島
観
音
に
奉
納
）
―
井
崎
の
観
音
さ
ん
―
大
川

の
竜
宮
さ
ん
―
皎
月
坊
―
中
道
の
竜
宮
さ
ん
―
万
念
寺
の
順
序

で
奉
納
す
る
。
小
浮
立
は
そ
の
目
的
に
よ
り
内
容
が
や
や
異
な

り
、
田
祈
祷
で
の
浮
立
で
は
ナ
ン
マ
イ
ダ
ボ
の
念
仏
が
は
い
る
。
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大
祭
の
と
き
に
は
、
神
楽
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
長
崎
県
内
で
は

神
楽
は
平
戸
神
楽
や
五
島
市
の
長
手
神
楽
、
ま
た
対
馬
の
命
婦

の
舞
の
よ
う
な
巫
女
神
楽
が
あ
り
、
県
北
に
み
る
こ
と
が
多
く
、

こ
こ
で
の
神
楽
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

道
具

（
行
列
浮
立
）

ち
ゃ
せ
ん

さ
さ
ら

長
さ
三
十
�
ほ
ど
の
竹
の
さ
さ
ら
で
、
先
は
茶
筅

の
よ
う
に
細
か
く
割
っ
た
も
の
。
調
子
を
と
り
な

が
ら
長
さ
二
�
く
ら
い
の
竹
を
打
っ
た
り
、
こ

す
っ
た
り
す
る
。
さ
さ
ら
を
持
つ
者
も
サ
サ
ラ
と

呼
ぶ
。
サ
サ
ラ
は
仁
蔵
面
と
呼
ぶ
鬼
面
を
つ
け
、

全
身
を
ヒ
ュ
ウ
で
包
む
。
ヒ
ュ
ウ
は
細
く
切
っ
た

紙
を
接
ぎ
合
わ
せ
て
作
っ
た
マ
ン
ト
の
よ
う
な
も

の
。

行
列
の
先
頭
を
七
、
五
、
三
の
独
特
の
歩
調
で
、

場
に
は
い
る
と
、
さ
さ
ら
を
使
っ
て
観
衆
を
下
が

ら
せ
る
な
ど
し
て
場
を
作
る
。
こ
こ
で
の
サ
サ
ラ

は
他
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
も
の
で
あ
る
。

看
板

井
崎
浮
立
と
染
め
た
吹
き
流
し
の
大
旗
。

矢
箱

竹
で
作
っ
た
目
の
粗
い
籠
。
浮
立
ら
し
く
造
花
で

飾
り
を
つ
け
て
あ
る
。
筒
形
で
、
矢
を
入
れ
る
矢

筒
を
真
似
た
も
の
。
二
人
一
組
。

薙
刀

男
子
の
役
割
で
二
人
一
組
。

は
さ
み
ば
こ

挟
箱

日
用
品
を
入
れ
る
荷
物
箱
。
二
人
一
組
で
奴
さ
ん

の
扮
装
で
片
荷
で
持
つ
。

十
本
道
具

竹
の
先
に
馬
の
白
い
毛
を
つ
け
、
金
銀
の
短
冊
を

つ
け
て
、
槍
を
模
し
た
も
の
。
女
の
子
が
二
人
一

組
で
持
つ
。

し
ゃ
か
ん

し
ゃ
か
ん

中
に
金
の
輪
を
入
れ
た
籠
を
布
で
包
み
、
長
い
柄

の
竹
に
取
り
付
け
た
も
の
。
振
る
と
シ
ャ
ク
ァ
ン
、

シ
ャ
ク
ァ
ン
と
音
が
す
る
。
二
人
一
組
で
持
つ
。

し
ゃ
の
毛
（
釆
の
毛
）

毛
槍
を
真
似
た
も
の
。
二
�
く
ら
い
の
長
さ
の
竹

の
先
に
、
円
盤
状
の
も
の
を
三
段
、
五
段
な
ど
や

や
間
隔
を
と
っ
て
か
さ
ね
、
二
段
じ
ゃ
ー
、
五
段

じ
ゃ
ー
な
ど
と
作
る
。
一
番
下
の
段
に
は
周
り
に

麻
を
長
く
垂
ら
し
、
上
の
段
に
は
、
周
り
に
紺
色

の
紙
で
、
細
い
切
れ
込
み
を
つ
け
て
房
に
見
立
て

た
の
を
ぐ
る
り
と
つ
け
る
。

男
子
二
人
一
組
。

と
り
げ

う
ろ
こ

鳥
毛

竹
で
籠
を
作
り
、
周
り
を
鱗
の
形
に
作
っ
た
紙
を

貼
る
。
上
半
分
だ
け
を
糊
で
貼
り
、
下
半
分
の
下

に
次
ぎ
の
鱗
様
の
紙
を
差
し
込
み
、
そ
の
上
半
分

を
貼
る
。こ
れ
を
繰
り
返
し
て
籠
を
貼
る
と
、ち
ょ

う
ど
鱗
が
逆
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

―７５４―
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こ
れ
は
ま
た
鳥
の
羽
の
よ
う
で
も
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
鳥
毛
と
も
呼
ん
で
い
る
。

（
太
鼓
浮
立
）

掛
け
打
ち

お
腹
の
と
こ
ろ
に
固
定
し
た
鼓
で
、
所
作
の
な
か

で
、
ば
ち
で
打
つ
。

か
ね鉦

オ
ウ
コ
に
通
し
、
二
人
が
前
後
に
担
ぎ
、
一
人
が

打
つ
。
鉦
は
藤
の
木
の
槌
で
打
つ
。

ミ
ョ
ウ
ラ
シ小

太
鼓
で
道
浮
立
で
は
前
後
に
二
人
で
担
ぎ
、
場

で
は
台
に
乗
せ
て
打
つ
。

大
太
鼓

天
月
を
頭
に
被
り
、舞
う
よ
う
に
打
つ
。大
太
鼓
は

桐
の
ば
ち
で
打
つ
。
太
鼓
浮
立
の
見
せ
場
で
あ
る
。

し
の
だ
け

笛

篠
竹
で
作
っ
た
笛
で
、
七
つ
の
孔
を
つ
け
て
い
る
、

高
い
音
が
特
徴
で
あ
る
。
笛
は
浮
立
の
曲
の
他
の

部
門
を
引
っ
張
る
の
が
大
事
な
役
割
で
、
調
子
を

あ
わ
せ
た
り
、
開
始
や
終
わ
り
の
区
切
り
を
つ
け

る
の
も
笛
で
、
い
わ
ば
浮
立
を
動
か
す
の
が
笛
だ
。

笛
は
頭
領
が
先
頭
に
い
て
采
配
の
ほ
か
は
、
鉦
や

ミ
ョ
ウ
ラ
シ
、
掛
け
等
の
間
に
位
置
を
と
る
。

曲
目

道
浮
立
の
曲

井
崎
道
び
き
、
さ
が
り
は
、
長
里
道
び
き
、

大
輪
ど
ん
、
矢
上
く
ず
し
、
大
輪
く
ず
し
、

お
の
だ
け
く
ず
し
、
ち
り
り
ん
く
ず
し
、

お
か
ざ
き
ま
く
り
、
へ
ぐ
ら
し
浮
立

庭
浮
立
の
曲

い
り
は
（
場
に
入
る
と
き
）、
天
月
舞
（
場
）、

で
は
（
場
を
出
る
と
き
）

【
神
楽
】

笛
と
太
鼓
に
あ
わ
せ
て
奉
納
す
る
。

年
々
の
九
月
二
十
九
日
の
御
ま
つ
り
ご
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
や

萱
葺
き
の
軒
を
見
れ
ば
伐
ら
ず
削
ら
ず
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
や

朝
日
さ
す
夕
日
輝
く
松
の
下
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
や

年
毎
に
氏
子
栄
え
て
神
祭
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
や

雪
降
ら
ば
木
の
又
毎
に
神
餅
（
し
と
ぎ
）
つ
く
…
…
…
…
…
…
…
…
や

千
早
振
る
神
の
御
前
の
姫
小
松
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
や

朝
日
さ
す
夕
日
輝
く
松
の
下
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
や
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雪
降
ら
ば
木
の
又
毎
に
神
餅
（
し
と
ぎ
）
つ
く
…
…
…
…
…
…
…
…
や

東
山
小
松
か
き
分
け
い
ぞ
ろ
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
や

き
わ
め
て
簡
潔
な
所
作
で
、
井
崎
地
区
の
各
班
長
が
こ
の
詞
に
あ
わ
せ

て
順
繰
り
に
、
御
幣
を
持
ち
、
同
じ
所
作
を
繰
り
返
す
。

詞
は
上
の
句
を
世
話
役
が
う
た
い
、
あ
と
を
班
長
が
続
け
る
。
こ
れ
が

お
わ
る
と
餅
撒
き
で
、
そ
の
年
の
日
の
数
の
ヒ
ト
ギ
を
観
客
に
撒
く
。

３

小
川
原
浦
浮
立

名

称

小
川
原
浦
浮
立

所
在
地

小
長
井
町
小
川
原
浦
名

参
加
者

小
川
原
浦
名
の
住
民
。

実
施
日

田
祈
祷
な
ど
に
あ
げ
る
。

次

第

藤
原
神
社
で
奉
納
。

道

具

大
太
鼓
、
ミ
ョ
ー
ラ
シ
、
鉦
、
笛
。

行
列
を
組
む
と
き
に
は
鳥
毛
、
し
ゃ
か
ん
し
ゃ
か
ん
、
挟
箱
な

ど
が
出
る
。

曲
目

道
浮
立
の
曲

お
か
ざ
き
み
っ
ち
き
、
ま
く
り
だ
し
、
と
ん
び
ま
え
、
わ

た
り
ば
し
、
い
さ
は
や
み
っ
ち
き
、
じ
ゃ
ー
ね
ん
ど
ん
、

か
ん
た
ん
の
み
っ
ち
き
、
み
や
ま
く
ず
し
、
さ
え
ん
さ
か
、

や
が
み
み
っ
ち
き
、
じ
ゃ
ー
ね
ん
ど
ん
く
ず
し
、

庭
浮
立
の
曲

い
り
は
、
ひ
ゃ
ー
ろ
ば
し
、
ひ
ゃ
ー
ろ
ば
し
の
せ
ん
ぎ
り
、

お
か
ざ
き
、
お
か
ざ
き
の
せ
ん
ぎ
り
、
た
き
ざ
き
ば
し
、

た
き
ざ
き
ば
し
の
せ
ん
ぎ
り
、
で
は
。

（
以
上
が
通
常
で
演
じ
る
曲
目
で
あ
る
が
、
大
き
な

浮
立
を
仕
立
て
る
と
き
、
特
別
な
と
き
に
は
こ
れ

に
以
下
の
曲
を
演
じ
る
。）

か
ん
た
ん
、
か
ん
た
ん
の
せ
ん
ぎ
り
、
ち
っ
こ
う
ば
し
、

ま
ん
ま
ん
だ
い
だ
い
ぼ
、
ち
っ
こ
う
ば
し
の
せ
ん
ぎ
り
。

井崎浮立（神楽）
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４

牧

浮

立

名
称

牧
浮
立

所
在
地

小
長
井
町
牧
名

参
加
者

牧
は
三
つ
の
地
区
に
わ
か
れ
て
い
る
が
、
全
地
区
で
集
ま
っ
て

お
こ
な
う
。

実
施
日

七
月
上
旬
の
田
祈
祷
、
七
月
下
旬
の
願
成
就
、
十
月
中
旬
の
五

穀
成
就
に
太
鼓
浮
立
を
実
施
す
る
。
行
列
浮
立
を
加
え
て
の
本

浮
立
は
大
き
な
行
事
、
祝
い
事
の
あ
る
と
き
に
行
う
。

次
第

牧
の
氏
神
で
あ
る
実
盛
神
社
―
堤
の
神
―
三
夜
さ
ん
―
金
毘
羅

さ
ん
―
太
子
さ
ん
―
公
民
館
と
回
る
。
行
列
浮
立
、
庭
浮
立
、

舞
浮
立
で
構
成
す
る
総
合
浮
立
。

道
具

（
行
列
浮
立
）

さ
さ
ら
、
旗
も
ち
、
潮
ふ
り
、
釆
の
毛
、
掛
け
打
ち
、
挟
箱
、

し
ゃ
か
ん
し
ゃ
か
ん

（
構
成
）

鉦
、
小
太
鼓
、
大
太
鼓
、
笛
で
構
成

通
常
は
釆
の
毛
、
さ
さ
ら
、
掛
け
打
ち
、
鉦
、
小
太
鼓
、
笛
、

大
太
鼓
の
順
で
あ
る
が
、
本
浮
立
で
は
こ
の
先
に
、
旗
も
ち
、

潮
ふ
り
、
扇
子
踊
り
、
挟
箱
、
銭
太
鼓
、
シ
ャ
カ
ン
シ
ャ
カ
ン

の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
加
わ
る
。

（
舞
浮
立
）

扇
子
踊
り
、
銭
太
鼓
踊
り

曲
目

道
浮
立
の
曲

矢
上
道
引
き
、
小
野
岳
く
ず
し
、
諫
早
道
引
き
、
判
官
殿

お
ま
ち
ば
や
し
、
判
官
殿
く
ず
し
、
い
こ
い
こ
ば
や
し
、

お
か
ざ
き
ま
く
り
、
渡
り
ば
や
し
、
虫
追
い

庭
浮
立
の
曲

せ
ぎ
、
い
り
は
、
い
り
は
か
ん
た
ん
、
か
ん
た
ん
、

か
ん
た
ん
の
か
や
し
、
は
り
ゅ
び
ゃ
し
、

は
り
ゅ
う
の
か
や
し
、
で
は
、
で
は
の
か
や
し
、

お
か
ざ
き
。

な
お
、
虫
追
い
、
お
か
ざ
き
は
道
浮
立
で
も
演
じ
た
。

【
牧
の
虫
追
い
浮
立
】

実
盛
神
社
の
庭
浮
立
で
行
う
。

庭
の
曲
が
終
わ
る
と
大
太
鼓
の

上
に
巻
い
て
お
い
た
大
数
珠
を

七
、
八
人
で
輪
に
な
っ
て
持
つ
。

こ
れ
を
虫
追
い
の
曲
「
な
ん
ま

ん
だ
ぼ
で
ト
ト
キ
ャ
ン
キ
ャ

ン
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
回
す
。

数
珠
を
回
し
な
が
ら
、
自
分
た

ち
も
回
る
も
の
で
、
最
初
は

ゆ
っ
く
り
と
だ
が
、
だ
ん
だ
ん

と
調
子
を
速
め
、
そ
れ
が
最
高

潮
に
な
っ
た
頃
に
笛
を
鳴
ら
す
。
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そ
れ
を
合
図
に
、
輪
に
な
っ
た
も
の
同
士
で
誰
か
れ
か
ま
わ
ず
、
数
珠

を
巻
き
つ
け
る
。
最
後
に
は
、
中
の
一
人
に
全
員
で
巻
き
つ
け
る
。
こ
れ

を
何
回
か
繰
り
返
す
。

５

長
里
浮
立

名
称

長
里
浮
立

所
在
地

小
長
井
町
大
峰
名
長
里

参
加
者

長
里
地
区
住
民

実
施
日

田
祈
祷
な
ど

次
第

行
列
浮
立
と
太
鼓
浮
立
、
舞
浮
立
で
の
総
合
浮
立
。

氏
神
で
あ
る
阿
蘇
神
社
で
奉
納
。

道
具

（
行
列
浮
立
）

さ
さ
ら
、
旗
、
釆
の
毛
、
掛
け
打
ち
、
鋏
箱

し
ゃ
か
ん
し
ゃ
か
ん
な
ど
。

（
太
鼓
浮
立
）

鉦
、
小
太
鼓
、
大
太
鼓
、
笛
で
構
成

曲
目

庭
浮
立
の
曲

い
り
は
、
か
け
か
ん
ざ
ん
、
か
ん
ざ
ん
、
か
ん
ざ
ん
の
せ

き
、
た
り
ゅ
う
、
た
り
ゅ
う
の
せ
き
、

で
は
、
で
は
の
せ
き
。

二
、
民

謡

民
謡
は
そ
の
土
地
で
唄
い
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
、小
長
井
町
で
は「
岳

の
新
太
郎
さ
ん
」
の
よ
う
に
固
定
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
そ

の
時
々
の
流
行
な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
そ

れ
を
積
極
的
に
と
り
い
れ
た
り
も
す
る
。
詞
な
ど
に
そ
れ
が
顕
著
で
、
角

力
甚
句
な
ど
に
あ
る
プ
ロ
ポ
ー
ズ
な
ど
の
詞
は
近
年
の
歌
詞
で
あ
る
。
こ

れ
は
民
謡
が
暮
ら
し
に
密
着
し
て
い
る
か
ら
で
、
そ
こ
に
は
、
そ
の
当
時
、

と
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

民
謡
は
い
ろ
ん
な
場
面
で
唄
っ
て
い
た
が
、
仕
事
唄
は
単
調
な
作
業
ほ

ど
不
可
欠
で
、
決
ま
っ
た
文
句
の
ほ
か
に
、
即
興
で
そ
の
こ
ろ
の
お
も
し

ろ
い
出
来
事
、
笑
い
話
、
評
判
な
ど
加
え
て
い
た
。
そ
れ
が
ま
た
作
業
の

手
を
楽
し
く
続
け
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
民
謡
を
唄
い
継
が
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
田
植
え
は
以
前
は
結
で
し
た
も
の
だ
が
機
械
化
は
そ
の
必

要
性
を
無
く
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
田
植
え
作
業
に
唄
っ
た
民
謡
も
唄
わ

れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

子
供
の
ナ
ン
ゴ
ー
唄
も
同
様
で
、
ナ
ン
ゴ
ー
を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
、
耳
に
す
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。

民
謡
は
も
っ
と
数
多
く
唄
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
減
少
し
続

け
て
い
る
分
野
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
現
在
の
時
点
で
聞
き
取
る
こ
と
の
で

き
る
分
を
記
載
す
る
。
な
お
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
旧
「
小
長
井
町
郷
土
誌
」

に
よ
る
。

―７５８―
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１

仕

事

唄

●
さ
く
み
ゃ
ー
（
作
米
）
搗
き
唄

ア
ー
リ
ャ
ー
ア

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

な
い
米
ば
搗
か
し
ろ

明
日
は
さ
ま
女
の

出
船
米

ヨ
ー
ホ
イ

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

ア
ー
リ
ャ
ー
ア

出
船
米
と
て
白
く
は
搗
く
な

米
の
白
け
り
ゃ
滞
留
す
る

ヨ
ー
ホ
イ

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

搗
い
て

加
勢
な
ら

唄
ま
で
ご
加
勢

ご
加
勢
振
り
ど
ん
が
見
ゆ
る
ご
と

ヨ
ー
ホ
イ

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

姉
は
見
目
よ
し

妹
は
気
よ
し

姉
の
見
目
よ
り

気
に
ほ
れ
たヨ

ー
ホ
イ

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

虎
は
千
里
の

山
さ
え
越
せ
ど

障
子
一
重
が

ま
ま
な
ら
ぬ

ヨ
ー
ホ
イ

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

唄
は
声
か
ら

雪
駄
は
緒
か
ら

男
嫌
う
は

女
か
ら

ヨ
ー
ホ
イ

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

ほ
ら
臼
底
茶
碗
皿
ふ
せ
ご
き
や
ご
ざ
ら
ん

持
ち
上
げ
た
杵
な
ら
遠
慮
な
し
落
と
し
込
め

ア
ラ
イ
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ

思
い
出
す
ば
の
日
に
ゃ
二
度
三
度

月
に
ゃ
百
度
も
二
百
度
も

ヨ
ー
ホ
イ

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

ど
う
し
た
縁
か
よ

嫁
女
が
み
ぞ
か

育
て
ら
れ
た
る

親
よ
り
も

ヨ
ー
ホ
イ

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

来
い
と
い
わ
れ
て

そ
の
行
く
晩
は

足
の
軽
さ
よ

地
に
つ
か
ん

ヨ
ー
ホ
イ

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

好
い
た
お
方
と

な
い
米
ん
ば
搗
け
ば

杵
の
あ
げ
よ
さ

お
ろ
し
よ
さヨ

ー
ホ
イ

チ
ョ
ッ
コ
ン

カ
ッ
タ
ン

ア
ラ
臼
ん
中
た
た
く
は
サ
マ
ジ
ョ
に
言
付
け

言
付
け
な
が
ら
も
ね
つ
か
ら
通
ぜ
ん
通
ぜ
ん

サ
マ
ジ
ョ
に
石
焼
い
て
か
ま
せ
ろ

石
か
み
面
じ
ょ
の
お
こ
ぜ
の
面
た
ん

ア
ラ
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ

●
木
挽
き
唄

一
、
山
で
伐
る
木
は
数
々
あ
れ
ど

思
い
切
る
木
は
さ
ら
に
な
い

ア
ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床
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二
、
山
で
泣
く
子
は
木
挽
き
の
子
じ
ゃ
ろ

木
挽
き
子
じ
ゃ
な
か
鋸
の
音

ア
ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床

三
、
鋸
と
ヤ
ス
リ
と
流
れ
て
下
る

ど
こ
の
木
挽
き
ど
ん
が
死
ん
だ
や
ら

ア
ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床

四
、
木
挽
き
女
房
に
ゃ
な
る
な
よ
さ
ま
じ
ょ

木
挽
き
や
三
町
の
山
小
屋
に

ア
ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床

五
、
木
挽
き
や
三
町
の
山
小
屋
に
ゃ
お
れ
ど

国
府
煙
草
に
米
の
飯

ア
ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床

六
、
木
挽
き
棟
梁
と
い
わ
れ
る
人
が

松
の
元
ぐ
れ
に
二
度
泣
い
た

ア
ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床

七
、
鋸
は
右
ゆ
く
も
た
れ
は
左

何
と
し
ま
し
ょ
か
お
師
匠
さ
ん

ア
ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床

八
、
山
の
中
山
の
中
一
軒
家
で
も

住
め
ば
都
よ
我
が
里
よア

ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床

九
、
持
ち
替
え
持
ち
替
え
持
ち
替
え
て
み
て
も

か
か
ぁ

先
の
嬶
の
よ
う
な
嬶
は
な
い

ア
ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床

十
、
夢
に
見
て
さ
え
長
崎
き
ゃ
長
い

な
ん
ぶ
広
島
の
ひ
ろ
ご
ざ
ろ

ア
ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床

十
一
、
桶
や
さ
ん
よ
り
ゃ
木
挽
き
が
憎
い

仲
の
良
い
木
を
挽
き
わ
け
る

ア
ラ
チ
ー
ト
コ
パ
ー
ト
コ
お
寺
は
川
床

●
石
棒
突
き

一
、
願
い
上
げ
ま
す
一
番
柱

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

せ
い
め
い

ど
う
ま
晴
明
の
見
立
て
た
屋
敷
よ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

二
、
こ
こ
は
旦
那
の
見
立
て
た
屋
敷

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

祝
い
た
て
ま
す
一
番
柱
よ

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

三
、
此
処
は
持
ち
込
み
じ
ゃ
け
ん

若
い
衆
に
た
の
む
よ

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

こ
こ
は
持
ち
込
み
じ
ゃ
け
ん

ど
ん
ど
と
た
の
む
よ

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

四
、
エ
ー
ホ
ー
通
り
か
か
り
て

寄
り
か
け
ま
し
た

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

―７６０―
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ア
ー
ラ

通
り
か
か
り
て

寄
り
か
け
ま
し
た
ね

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

五
、
エ
ー
ホ
ー
今
日
は
日
も
よ
し

い
し
ず
え
（
基
礎
）
な
さ
る

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

今
日
は
日
も
よ
か

い
し
ず
え
な
さ
る
よ

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

六
、
エ
ー
ホ
ー
今
日
は
吉
日

○
○
さ
ん
の
石
棒

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

今
日
は
吉
日

○
○
さ
ん
の
石
棒

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

七
、
エ
ー
ホ
ー
今
日
の
石
棒
に
歌
わ
ぬ
人
は

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

今
日
の
石
棒
に
歌
わ
ぬ
人
は

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

八
、
エ
ー
ホ
胸
に
ゃ
い
か
ほ
ど

そ
り
ゃ
世
話
ご
ざ
る
に
ゃ

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

胸
に
や
い
か
ほ
ど

そ
り
ゃ
世
話
ご
ざ
る
に
ゃ

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

九
、
エ
ー
ホ
江
戸
出
る
と
き
ゃ

涙
で
出
た
が

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

江
戸
出
る
と
き
ゃ

涙
で
出
た
が

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

十
、
エ
ー
ホ
ー
瀬
田
の
唐
橋
ゃ

そ
り
ゃ
歌
で
越
え
た

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

瀬
田
の
唐
橋
ゃ

歌
で
越
え
たヨ

イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

（
他
人
の
）

十
一
、
エ
ー
ホ
ー
遠
竹
ん
庵
の

坊
主
ぁ
よ
そ
ん
嬶
連
れ
て

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

（
他
人
の
）

遠
竹
ん
庵
の

坊
主
ぁ
よ
そ
ん
嬶
連
れ
て

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

（

荷

い

）

十
二
、
エ
ー
ホ
ー
鍋
も
は
が
ま
も

そ
り
ゃ

い
に
ゃ
ー
立
て
て
に
ゃ

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

（

荷

い

）

鍋
も
は
が
ま
も

そ
り
ゃ

い
に
ゃ
ー
た
て
て
に
ゃ

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

十
三
、
え
ー
ほ
ー
音
頭
と
ら
ん
も
ん
な（
者
は
）
し
ょ
う
け
の
目
く
ぐ
り
ゃ

飲
ま
せ
ん
ぞ

ア
ラ

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

音
頭
と
ら
ん
も
ん
は

し
ょ
う
け
の
目
く
ぐ
り
ゃ

飲
ま
せ
ん
ぞ

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

ヨ
イ
ヤ
ナ
ー

●
壁
塗
り
唄

一
、
ア
ー
ラ
壁
の
ほ
げ
た
ろ
ば

左
官
さ
ん
に
た
の
め

ナ
ン
ノ
ヤ
ー
レ

ま
た
も
ほ
げ
た
ろ
ば

ま
た
た
の
め

嬶
ナ
ン
ノ
ヤ
ー
レ

あ
す
こ
ん
た
り
も
ほ
げ
と
る

こ
こ
ん
た
り
も
ほ
げ
と
る

は
ら

ソ
ー
ラ
塗
れ
塗
れ

五
月
の
田
植
え
に

孕
ま
に
ゃ
よ
か
い
ど
ん

孕
め
ば
田
植
え
の
邪
魔
に
な
る

二
、
ア
ー
ラ
お
前
さ
ん
と
な
ら

庭
家
の
隅
も

ナ
ン
ノ
ヤ
ー
レ

第四節 芸 能
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二
人
暮
ら
し
も

い
と
や
せ
ぬ

嬶
ナ
ン
ノ
ヤ
ー
レ

あ
す
こ
ん
た
り
も
ほ
げ
と
る

こ
こ
ん
た
り
も
ほ
げ
と
る

ソ
ー
ラ
塗
れ
塗
れ

五
月
の
田
植
え
に

孕
ま
に
ゃ
よ
か
い
ど
ん

孕
め
ば
田
植
え
の
邪
魔
に
な
る

三
、
ア
ー
ラ
唄
は
声
か
ら

雪
駄
は
緒
か
ら

ナ
ン
ノ
ヤ
ー
レ

男
嫌
う
は

女
か
ら

嬶
ナ
ン
ノ
ヤ
ー
レ

唐
芋
焼
酎
棚
の
上

ば
ん

五
月
の
田
植
え
に

孕
ま
に
ゃ
よ
か
い
ど
ん

孕
め
ば
田
植
え
の
邪
魔
に
な
る

２

祝

い

唄

●
あ
ん
ぱ
節

一
、
祝
ー
い
め
で
た
の

チ
ョ
イ
チ
ョ
イ

若
松
様
よ

ソ
ー
ラ
ン
エ
ー

枝
も
な
ー

ア
ー
ラ
ン
エ
ー

栄
え
て
葉
も
繁
る

二
、
こ
こ
ー
の
ー
ご
亭
主
は

チ
ョ
イ
チ
ョ
イ

福
よ
な
ご
亭
主

ソ
ー

ラ
ン
エ
ー
潮
の
な
ー

ア
ー
ラ
ン
エ
ー

満
つ
ご
と
福
ご
ざ
る

三
、
届
け
ー
届
け
ー
と

チ
ョ
イ
チ
ョ
イ

末
ま
で
届
け

ソ
ー
ラ
ン

エ
ー
末
は
な
ー

ア
ー
ラ
ン
エ
ー

鶴
亀
五
葉
の
松

●
し
い
の
唄

一
、
く
だ
ら
い
た

く
だ
ら
い
た

ヨ
イ

多
良
岳
山
か
ら
く
だ
ら
い
た

ソ
ノ
く
だ
ら
い
た

く
だ
ら
い
た

お
稲
荷
さ
ん
は
餅
ズ
キ
酒
好
き
魚
好
き

ソ
ノ
魚
好
き

酒
に
つ
い
て
は
生
地
の
酒

魚
に
つ
い
て
は
鯛
の
魚

ソ
ノ
鯛
の
魚

目
出
度
い
な

お
祝
い

二
、
正
月
二
日
の
初
夢
に

く
す

い
ば
ら
き
山
の
樟
の
木

ソ
ノ
く
ー
す
の
木

か伐
り
て
倒
し
て
板
に
わ
ー
く

し
も
さ
ん
く
だ
し
て
船
作
る

ソ
ノ
船
作
る

か
ら
か
ね

ろ

こ
が
ね

船
は
銅
金

櫓
は
黄
金

よ
い
こ
ら
柱
は
鉄
の
の
べ
金

ソ
ノ
の
ー
べ
金

き
ん
ら
ん
ど
ん
す

綾
や
錦
を
ふ
り
ま
い
て

金
襴
緞
子
は
幕
に
貼
る

ソ
ノ
幕
に
貼
る

目
出
度
い
な

お
祝
い

三
、
つ
ん
が
ね
ど
ん
よ
い
（
つ
が
ね
ど
ん
よ
）

つ
ん
が
ね
ど
ん
よ
い

北
野
の
祭
り
に
行
こ
う
じ
ゃ
い
な

ソ
ノ
行
こ
う
じ
ゃ
い
な

わ
た
し
も
行
こ
う
で
ち
ゃ
思
う
と
れ
ど
ー
も

去
年
の
祭
り
に
こ
り
は
て
た

ソ
ノ
こ
り
は
て
た

あ
ち
ゃ
ん
で
ん
ぐ
り
返
し

こ
ち
ゃ
ん
け
い
こ
ろ
が
し

つ
う
（
甲
）
は
つ
ん
む
し
っ
て

あ
し
ゃ
（
足
）
ぼ
っ
き
り

ソ
ノ
あ
し
ゃ
ぼ
っ
き
り

雨
さ
え
降
ら
ね
ば
そ
の
傷
が
よ
い

づ
っ
く
り

づ
っ
く
り
う
ず
き
ま
す

ソ
ノ
う
ず
き
ま
す

と
て
も
そ
の
傷
ゃ
こ
こ
で
は
治
り
ゃ
せ
ぬ

―７６２―
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小
浜
の
湯
口
に
這
い
の
ぼ
り

十
日
や
二
十
日
や

た
で
た
な
ら

ど
う
で
も
そ
の
傷
ゃ
治
り
ま
す

ソ
ノ
治
り
ま
す

目
出
度
い
な

お
祝
い

３

座
興
の
唄

●
岳
の
新
太
郎
さ
ん

一
、
岳
の
新
太
郎
さ
ん
の
く
だ
ら
す
道
に
ゃ

ザ
ー
ン
ザ
ザ
ン
ザ

か
ね
（
金
）
の
せ
ん
と
ろ
（
千
灯
籠
）
な
り
と

あ
か
れ
か
し

い
ろ
し
ゃ

す
い
し
ゃ

色
者
の
粋
者
で
気
は
ザ
ン
ザ

ア
ラ

ヨ
ー
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ー
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

二
、
岳
の
新
太
郎
さ
ん
の
の
ぼ
ら
す
道
に
ゃ

ザ
ー
ン
ザ
ザ
ン
ザ

坂
に
水
か
け

滑
ら
か
せ

色
者
の
粋
者
で
気
は
ザ
ン
ザ

ア
ラ

ヨ
ー
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ー
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

三
、
岳
の
新
太
郎
さ
ん
な
高
木
の
じ
ゅ
く
し（
熟
柿
）
ザ
ー
ン
ザ
ザ
ン
ザ

竿
じ
ゃ
届
か
ぬ

の
ぼ
り
ゃ
え
ぬ

色
者
の
粋
者
で
気
は
ザ
ン
ザ

ア
ラ

ヨ
ー
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ー
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

四
、
岳
の
新
太
郎
さ
ん
な
山
芋
の
ふ
る
ね
（
古
根
）

ザ
ー
ン
ザ
ザ
ン
ザ

今
年
や
去
年
よ
り

若
ご
ざ
る

色
者
の
粋
者
で
気
は
ザ
ン
ザ

ア
ラ

ヨ
ー
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ー
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

五
、
笠
を
忘
れ
て
山
茶
花
の
茶
屋
に

ザ
ー
ン
ザ
ザ
ン
ザ

空
が
曇
れ
ば

思
い
出
す

色
者
の
粋
者
で
気
は
ザ
ン
ザ

ア
ラ

ヨ
ー
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ー
イ

ヨ
イ
ヨ
イ

●
新
地
節

一
、
金
比
羅
岳
か
ら
小
野
島
ば
見
れ
ば

ア
ラ
ヨ
ー

な
ぐ
れ

（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

お
春
や
ん
が

潟
い
な
う

来
た
ろ
ば
寄
い
な
い

道
ば
た
じ
ゃ
っ
け
ん
三
年
前

か
ら
ダ
ゴ
し
て

待
っ
ち
ょ
る

三
角
だ
ご
な
ら
い
つ
で
も
待
っ
ち
ょ

る

ア
ラ
サ
イ
サ
イ

二
、
潟
ど
ん
ば
い
な
う
よ
り
ゃ

我
が
身
ど
ん
ば
飾
れ

ア
ラ
ヨ
ー

我
が
身

（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

飾
れ
ば

銭
も
ら
う

田
舎
の
姉
さ
ん

汚
れ
は
だ
て
か
ん

汚
れ
ち
ゃ

お
っ
て
も
髪
さ
し
ゃ
銀
だ
よ

ア
ラ
サ
イ
サ
イ

三
、
新
地
ど
ま
掘
り
固
ま
る

石
工
さ
ん
は
帰
る

ア
ラ
ヨ
ー

あ
と
に

（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

残
る
は

納
屋
ば
か
り

よ
か
と
き
生
ま
れ
た

は
っ
ち
ゃ
ん
飯
、
し
ょ
ー
い

の
実

は
っ
ち
ゃ
ん
飯

し
ょ
ー
い
の
実
や

胸
ん

こ
く
る
ば
か
り

ア
ラ
サ
イ
サ
イ

四
、
金
比
羅
岳
か
ら
小
野
島
ん
ば
見
れ
ば

ア
ラ
ヨ
ー

瓜
や

（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

茄
子
の
花
盛
り

第四節 芸 能

―７６３―



ひ
ゆ
ぅ
と

あ
ん
ま
り
い
れ
る
な

ど
っ
ち
も
日
傭
取
い

た
が

い
に
軽
る
や
れ

入
れ
た
ら
ぶ
っ
（
振
り
）
出
せ

ア
ラ
サ
イ
サ
イ

五
、
ま
だ
ら
い
っ
こ
ん
積
ん
で
竹
崎
の
沖
に
ー

ア
ラ
ヨ
ー

波
に

（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

ゆ
ら
れ
て
日
を
暮
ら
す

来
た
ろ
ば
寄
い
な
い
道
ば
た
じ
ゃ
っ
け
ん

茶
沸

き
ゃ
て
待
っ
と
る

ア
ラ
サ
イ
サ
イ

六
、
井
崎
ゃ
茶
ど
こ
ろ

茶
は
縁
と
こ
ろ

ア
ラ
ヨ
ー

縁
は

（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

茶
の
木
の
葉
に
結
ぶ

逢
う
た
も
抱
い
た
も
ね
ん
ね
こ
し
た
も

お
前
さ
ん

の
方
か
ら
惚
れ
た
じ
ゃ
な
い
か

ア
ラ
サ
イ
サ
イ

七
、
井
崎
き
ゃ
三
十
日

小
川
原
浦
に
ゃ
二
十
日

ア
ラ
ヨ
ー

花
の

（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

新
田
原
に
ゃ
た
だ
一
夜

ひ
き
わ
り
御
膳
の
炊
き
お
き
は

い
っ
と
き
冷
ま
せ

ば

は
ら
い
し
ょ
は
ら
い
し
ょ

ア
ラ
サ
イ
サ
イ

八
、
さ
て
も
見
事
な

新
五
兵
衛
さ
ん
の
北
郷

ア
ラ
ヨ
ー

金
に

（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

せ
か
し
た
新
び
ら
き

お
ど
ん
が
え
来
て
み
ろ
高
見
の
じ
ょ
う
で
ら

あ
し

な
か
踏
ん
で
も
せ
き
だ
の
音
が
す
る

ア
ラ
サ
イ
サ
イ

ぶ
え
ん

九
、
新
地
潟
役
人
な
コ
ノ
シ
ロ
の
無
塩

ア
ラ
ヨ
ー

な
ご
う
は

（
コ
ラ
シ
ョ
イ
）

持
た
え
ん
ば
の
夏
の
魚

そ
げ
ん
と
持
っ
て
も
持
っ
た
と
い
う
か
ん

そ
げ
ん

た

霜
夜
の
戸
口
の
た
て
も
の

ア
ラ
サ
イ
サ
イ

●
角
力
甚
句

一
、
は
あ
ー
は
ー
あ
ー
え
ー

鶴
と
亀
と
の
縁
談
ば
な
し
よ
ー

は
あ
ー

鶴
さ
ん
亀
さ
ん
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ

亀
さ
ん
す
げ
な
く
こ

と
わ
っ
た

そ
こ
で
鶴
さ
ん
言
う
こ
と
に
ゃ

口
の
長
い
の
が
嫌

な
の
か

首
の
長
い
の
が
嫌
な
の
か

足
の
長
い
の
が
嫌
な
の
か

そ
こ
で
亀
さ
ん
言
う
こ
と
に
ゃ

口
の
長
い
の
も
嫌
じ
ゃ
な
い

首
の
長
い
の
も
嫌
じ
ゃ
な
い

足
の
長
い
の
も
嫌
じ
ゃ
な
い

世
の
こ
と
わ
ざ
に
も
あ
る
と
お
り

鶴
は
千
年
亀
万
年

そ
こ
で

そ
な
た
が
死
ん
だ
な
ら

九
千
年
も
わ
し
ゃ
後
家
よ
ー

そ
れ
が
悲
し
ゅ
て
よ
ー
お
ー
え
ー

は
あ
ー
そ
え
は
せ
ぬ
よ
ー

は
あ
ー
ど
す
こ
い
ど
す
こ
い

二
、
は
あ
ー
え
ー

ひ
と
り
娘
を
嫁
に
と
出
す
に
ゃ
よ
ー

は
あ
ー

た
ん
す
長
持
ち
挟
み
箱

こ
れ
こ
れ
仕
込
ん
で
や
る
か

ら
に
ゃ

二
度
と
戻
る
な
出
て
く
る
な

そ
こ
で
娘
の
言
う
こ
と

に
ゃ

父
さ
ん
母
さ
ん
そ
り
ゃ
無
理
よ

西
が
曇
れ
ば
雨
と
や
ら

東
が

曇
れ
ば
風
と
や
ら

千
石
積
ん
で
る
船
で
さ
え

港
を
出
る
と

き
ゃ
ま
と
も
で
も

風
の
吹
き
よ
じ
ゃ
出
て
戻
る

ま
し
て
わ
た

し
ゃ
嫁
じ
ゃ
も
の
ー

ご
縁
が
な
け
れ
ば
よ
ー
お
ー
え
ー

は

あ
ー
出
て
戻
る
よ
ー

は
あ
ー
ど
す
こ
い
ど
す
こ
い

三
、
は
あ
ー
え
ー

め
で
た
め
で
た
の
若
松
様
よ
ー

は
あ
ー

真
砂
高
砂
の
お
ん
席
は

こ
の
た
び
ご
縁
が
あ
り
ま
し

―７６４―
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て木
村
式
守
御
両
家
の

深
い
ち
ぎ
り
の
ご
婚
礼

松
竹
梅
に
い
ろ

ど
ら
れ

お
若
い
二
人
が
結
ば
れ
て

両
家
の
千
秋
万
々
歳

福

寿
の
え
に
し
は
ご
親
族

お
友
達
や
ら
み
な
さ
ま
の

心
か
ら
な

る
ご
祝
儀
に

鶴
は
千
年
亀
万
年

長
い
人
生
末
広
の

い
つ
い

つ
ま
で
も
の
幸
せ
を

あ
げ
て
お
祝
い
よ
ー
お
ー
え
ー

は
あ
ー

い
た
し
ま
す
よ
ー

は
あ
ー
ど
す
こ
い
ど
す
こ
い

り
き
ゅ

●
琉
球
節

琉
球
に
お
じ
ゃ
る
な
ら

草
鞋
は
い
て
お
じ
ゃ
れ

琉
球
は

石
原
小
石
原

シ
タ
リ
ヤ

ヨ
メ
ヨ
メ

シ
ン
に
ヨ
タ
ヨ
タ

シ
テ

ガ
ン
ガ
ン

琉
球
と
鹿
児
島
と
陸
続
き
な
ら
ば

い
た
て

酒
盛
り
ゃ
し
て
み
た
い

シ
タ
リ
ヤ

ヨ
メ
ヨ
メ

シ
ン
に
ヨ
タ
ヨ
タ

シ
テ

ガ
ン
ガ
ン

つ
い
て
来
な
さ
れ

こ
の
提
灯
に

け
し
て

苦
労
は
か
け
は
せ
ぬ

シ
タ
リ
ヤ

ヨ
メ
ヨ
メ

シ
ン
に
ヨ
タ
ヨ
タ

シ
テ

ガ
ン
ガ
ン

す
ず
り

わ
し
と
あ
な
た
は

硯
の
水
よ

す
れ
ば
す
る
ほ
ど

こ
ゆ
く
な
る

シ
タ
リ
ヤ

ヨ
メ
ヨ
メ

シ
ン
に
ヨ
タ
ヨ
タ

シ
テ

ガ
ン
ガ
ン

お
も
ち
ゃ
お
れ
ど
も

ま
だ
親
が
か
り

親
が
出
さ
な
き
ゃ

か
ご
の
鳥

シ
タ
リ
ヤ

ヨ
メ
ヨ
メ

シ
ン
に
ヨ
タ
ヨ
タ

シ
テ

ガ
ン
ガ
ン

●
ヤ
ッ
サ
コ
イ
節

ヤ
ッ
サ
コ
イ
の
卵
は

わ
る
れ
ば
ひ
よ
こ

ひ
よ
こ
あ
が
れ
ば

と
き
つ
く
る

ヤ
ッ
サ
コ
イ

ト
ン
デ
コ
イ

ヤ
ッ
サ
コ
イ
ど
こ
ろ
か

今
日
今
ご
ろ
は

め
し

か
ゆ

お
飯
や
涙
で

粥
と
な
るヤ

ッ
サ
コ
イ

ト
ン
デ
コ
イ

●
か
ぞ
え
唄
（
妙
権
さ
ん
と
お
雪
さ
ん
）

○
一
つ
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

一
人
娘
の
お
ゆ
き
さ
ん

妙
権
さ
ん
に
掛
か
り
お
う
て

世
話
ご
ざ
る

さ
ー
こ
い
こ
い

二
つ
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

二
人
山
道
行
く
と
き
は

ぐ
ぜ
つ
ば
な
し
（
口
説
話
）
で

第四節 芸 能

―７６５―



日
を
暮
ら
す

さ
ー
こ
い
こ
い

三
つ
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

道
々
案
ず
る
里
の
こ
と

山
坂
ど
ん
が
な
け
れ
ば

く
だ
ろ
う
も
の

さ
ー
こ
い
こ
い

四
つ
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

四
つ
亀
蔵
さ
ん
の
な
か
だ
ち
で

亀
蔵
さ
ん
の
な
か
だ
ち
で

で
き
た
こ
と

さ
ー
こ
い
こ
い

五
つ
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

い
つ
ま
で
こ
う
し
て
多
良
岳
に

師
走
十
三
日
の

そ
の
日
ま
で

さ
ー
こ
い
こ
い

六
つ
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

無
理
な
と
こ
ろ
よ
多
良
岳
は

し
し
（
猪
）
や
狸
の

も
の
が
た
り

さ
ー
こ
い
こ
い

七
つ
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

何
を
待
ち
ま
し
ょ
う
二

三
月

札
打
ち
巡
礼
さ
ん
を

待
つ
ば
か
り

さ
ー
こ
い
こ
い

八
つ
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

屋
敷
に
植
え
た
る
も
み
じ
ば
（
紅
葉
）
を

も
み
じ
ば
ん
ば
な
が
め
て

日
を
お
く
る

さ
ー
こ
い
こ
い

九
つ
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

こ
こ
で
添
わ
な
き
ゃ

ど
こ
で
添
う

死
ん
で
未
来
の

先
で
添
う

さ
ー
こ
い
こ
い

十
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

と
く
と
胸
に
合
点
さ
せ

妙
権
さ
ん
な
お
雪
さ
ん
の

こ
と
ば
か
り

さ
ー
こ
い
こ
い

十
一
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

ひ
と
よ

一
夜
の
甘
酒
を

妙
権
さ
ん
に
飲
ま
せ
て

き
げ
ん
と
る

さ
ー
こ
い
こ
い

（
十
一
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

あ
ら
れ

一
夜
の
雨
霰

そ
れ
は
お
ゆ
き
さ
ん
の
化
粧
の
水
）

十
二
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

ひ
と
え

十
二
単
衣
は
望
ま
ね
ど

お
ゆ
き
さ
ん
な
妙
権
さ
ん
の

身
を
望
む

さ
ー
こ
い
こ
い

十
三
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

つ
ぼ
み

十
三
桜
は
今
蕾

妙
権
さ
ん
と
お
ゆ
き
さ
ん
な

―７６６―
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今
が
花

さ
ー
こ
い
こ
い

十
四
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

十
四
薬
師
さ
ん
に
お
願
掛
け

妙
権
さ
ん
と
お
ゆ
き
さ
ん
と

添
う
の
願

さ
ー
こ
い
こ
い

十
五
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

十
五
夜
お
月
さ
ん
な
松
の
陰

妙
権
さ
ん
と
お
ゆ
き
さ
ん
な

人
の
陰

さ
ー
こ
い
こ
い

十
六
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

十
六
羅
漢
さ
ん
な
岩
の
上

妙
権
さ
ん
な
お
ゆ
き
さ
ん
の

腹
の
上

さ
ー
こ
い
こ
い

十
七
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

十
七
さ
さ
げ
は
枝
に
這
う

妙
権
さ
ん
な
お
ゆ
き
さ
ん
の

寝
間
に
這
う

さ
ー
こ
い
こ
い

十
八
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

十
八
な
る
年
歯
を
染
め
て

お
ゆ
き
さ
ん
な
妙
権
さ
ん
の

嫁
じ
ゃ
も
の

さ
ー
こ
い
こ
い

十
九
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

く

十
九

九
よ
み
の
布
羽
織

お
ゆ
き
さ
ん
に
織
ら
せ
た

初
羽
織

さ
ー
こ
い
こ
い

二
十
と
せ
ー
に
ゃ

こ
い
こ
い

二
十
に
な
る
年
子
を
産
ん
で

そ
の
子
は
妙
権
さ
ん
の

初
子
じ
ゃ
ろ

さ
ー
こ
い
こ
い

４

わ
ら
べ
唄

●
な
ん
ご
ー
唄
（
お
手
玉
唄
）

○
お
一
つ
お
と
し
て

お
と
し
て
お
皿

お
二
つ
お
と
し
て
お
皿

み
い
ん
な
お
と
し
て
お
皿

お
手
の
せ

お
手
の
せ

お
と
し
て
お
皿

お
は
す
み

お
は
す
み

お
と
し
て
お
皿

お
ち
り
ん
こ

お
ち
り
ん
こ

お
と
し
て
お
皿

ダ
ー
リ

ダ
ー
リ

ダ
ー
リ

ダ
リ

な
か
よ
せ

つ
ま
よ
せ

皿
よ
せ

お
皿

や
っ
ち
ゃ
ん
ま
や
猫

犬
か
ら
く
わ
れ
て

お
と
し
て
お
皿

お
ひ
る

る
い
る
い

き
る
し
て
お
皿

小
さ
い
橋
く
ぐ
れ
お
皿

大
き
い
橋
く
ぐ
れ
お
皿

お
ば
し
ゃ
ん
の
頭
に
ゃ
白
髪
が
べ
っ
と
り
お
皿

る
い
へ
き
り
し
て
お
皿

重
い
小
石
や
真
ん
中

お
ろ
よ
み
か
け
つ
く
り
て
お
皿

第四節 芸 能
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千
袖
小
袖
山
ん
な
き
ゃ

お
ろ
よ
み
か
け
つ
く
り
て
お
皿

○
一
丁
け
ん
け
ん

二
丁
け
ん
け
ん

三
た
い
し
ょ

一
た
い

二
た
い

三
た
い
し
ょ

す
か
ち
ゃ
ん

も
う
ち
ゃ
ん

お
も
ち
し
ゃ
ん

し
ん
ち
ゃ
ん

お
き
い
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う

か
れ
こ
の
一
た
い
し
ょも

ん
め

○
に
わ
と
り
一
羽
は
一
匁

に
わ
と
り
二
羽
は
二
匁

に
わ
と
り
三
羽
は
三
匁

に
わ
と
り
四
羽
は
四
匁

に
わ
と
り
五
羽
は
五
匁

に
わ
と
り
六
羽
は
六
匁

に
わ
と
り
七
羽
は
七
匁

に
わ
と
り
八
羽
は
八
匁

に
わ
と
り
九
羽
は
九
匁

に
わ
と
り
十
羽
は
十
匁

て
ま
り

●
手
鞠
唄

○
こ
ん
こ
ー
ん

こ
こ
の
婆（
う
ん
ぼ
）さ
ん
な

ふ
く
れ
饅
頭
す
ー
き
よ

よ
い

ち
ゃ
う
け

宵
に
ゃ
九
つ

夜
明
け
に
ゃ
七
つ

今
朝
の
茶
受
に
ま
た
七
つ

あ
が
り
ゃ
ん
し
ゃ
ー
ん
せ

○
こ
ん
こ
ー
ん

こ
こ
の
う
ん
ぼ
さ
ん
な
鼻
か
け
や
っ
た

か
け
や
っ
た

ど
ん
ど
ん
ど
こ
ま
で
か
け
や
っ
た

あ
の
山
越
ゆ
れ
ば

宿
ま
で
越
ー
ゆ
る

宿
や
町
に
は
酒
屋
が
ご
ー
ざ
る

酒
屋
男
は
宗
吉
様
よ

さ
ま
じ
ょ

あ
ん
ね

宗
吉
様
丈
は
何
を
ね
ら
う
か

姐
さ
ん
ね
ー
ら
う

あ
ん
ね

ど
こ
の
も
ん
か

糸
岐
の
者
よ

糸
岐
い
ち
ば
ん

伊
達
し
ゃ
で
ご
ー
ざ
る

伊
達
に
こ
ぼ
れ
て

花
帯
さ
せ
て

た
す
き

帯
に
ゃ
短
し

襷
に
ゃ
な
ー
が
し

し
ま
り
ゃ
薬
師
さ
ん
の
腰
の
帯

腰
の
帯

ア
ガ
ラ
ー
ン
セ
ッ
セ

○
手
ま
り
と
手
ま
り
が
行
き
合
う
て

中
の
手
ま
り
の
云
う
こ
と
に
ゃ

お
と
っ
つ
あ
ん

お
っ
か
さ
ん

起
き
な
さ
れ

起
き
て

ま
ま
食
う
て

紅
つ
け
て

権
現
お
寺
に
み
ゃ
あ
（
参
）
ろ
う
や

権
現
お
寺
は
何
事
や

よ
ん
べ
来
ら
い
た
花
嫁
御

お
っ
く
の
座
敷
に
な
お
ら
せ
て

き
ん
の
小
袖
を
縫
わ
す
れ
ば

涙
ほ
ろ
ほ
ろ
お
泣
き
や
る

わ
た
し
が
弟
の
千
松
が

七
つ
八
つ
か
ら
金
掘
り
に

金
は
な
か
や
ら

死
ん
だ
や
ら

一
年
た
っ
て
も
ま
だ
見
え
ぬ

三
年
三
月
に
状
が
来
た

状
の
う
わ
が
き
読
ん
で
み
り
ゃ

お
駒
に
来
よ
と
い
う
て
き
た

お
駒
や
り
ゃ
せ
ん

こ
せ
ん
や
ろ
何
か
な

き
せ
て
や
ろ

か
た
び
ら

下
か
ら
木
綿
の
長
小
袖

上
か
ら
越
後
の
お
帷
子

お
帷
子

ア
ガ
ラ
ー
ン
セ
ッ
セ
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●
数
え
唄
（
手
遊
び
唄
）

・
せ
っ
せ
っ
せ

む
こ
ど
り
山
の
鴬
が
鳴
い
た
よ

さ
お

一
羽
差
い
て

く
り
ゅ
う
か
棹
と
り
な
お
す
ね

棹
と
り
な
お
し
て

は
や
く
差
い
て
捕
っ
て
や
ろ

親
は
忘
れ
て

す
が
や
の
宿
に
ね

か
き
つ
ば
た

一
で
せ
き
せ
き

二
で
杜
若
ね
つ
ば
た
ね

三
で
下
が
り
藤

四
で
獅
子
牡
丹
ね

五
つ

い
や
ま
の
千
本
桜
ね

桜
ね

六
つ

紫

色
よ
く
染
め
た
ね

染
め
た
ね

七
つ

南
天

八
つ

山
吹
よ
ね

山
吹
よ
ね

九
つ

小
梅
が

ち
ら
ち
ら
散
る
よ
ね

散
る
よ
ね

あ
お
い

十
を
殿
様

葵
の
御
紋
ね

御
紋
ね

金
比
羅

ひ
ら
ひ
ら

追
風
に
帆
掛
け
て
ね

帆
掛
け
て
ね

一
つ
ま
わ
れ
ば
大
黒
恵
比
須
が
せ
っ
せ
せ

せ
っ
せ
せ

５

子

守

歌

○
お
れ
ろ
ん

こ
ん
ぼ
や
よ
ん
ち

や
よ
ん
か
か

ぶ
う
わ
ん
げ

ね
ん
ね
し
な

ね
ん
ね
し
な

ね
っ
た
も
ん
に
は

丸
ん
な
が
ら

ね
ら
ん
も
ん
に
ゃ

か
た
ひ
ら

○
ね
ん
ね
こ
ぼ
っ
ち
ょ
ば
ば
や
ん
の
こ

ば
ば
や
ん
な

お
寺
の
鐘
の
番

鐘
は
ぬ
す
っ
と
の

お
っ
と
っ
た

明
日
か
ら
何
ど
も

た
た
こ
い
ろ

板
き
れ
た
た
い
て

ナ
ン
マ
イ
ダ

○
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
ん
の

ち
ょ
ん
太
夫
は

か
や
（
川
）
へ
ひ
ゃ
っ
て

だ
ー
ぼ
だ
ぼ

あ
げ
て
く
ん
さ
れ

あ
げ
は
え
ぬ

○
ね
ら
ん
せ

ね
ー
ら
ん
せ

ま
ん
ま
の
で
き
た
ら

起
き
ら
ん
せ

ま
ん
ま
の
で
き
た
ら

は
よ
食
う
で

○
ひ
っ
（
七
）
ち
ょ
こ

は
っ
（
八
）
ち
ょ
こ

蜂
の
巣

蜂
ゃ
山
田
に

巣
か
け
ぎ
や

巣
は
か
け
ず
に

嫁
ご
見
ぎ
ゃ

嫁
ご
の
名
は
な
ん
て
つ
き
ゅ
う
か

べ
ん
（
紅
）
つ
け

か
ね
（
お
歯
黒
）
つ
け
花
嫁
ご

嫁
ご
た
ち
ゃ
観
音
み
や
い

第四節 芸 能
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すき

�犁

牛馬に引かせて田畑を耕す。

ま ぐわ

�馬鍬

田畑を耕す。

�踏車

クリークを流れる水を田へ
汲み上げる。干拓地で使用
していた。

�麦オロシ

麦とカスとを選別するのに
使用。

いだくわ

�板鍬

柔らかい土や潟のところで、
泥あげなどに使用する木製
の鍬。

�田ノ草取り

稲の間を押して歩きながら
雑草をとる。

�平千歯

米の脱穀に使用。

�ドンジリ

麦などを叩いて脱穀に使用。

�藁スグリ

藁を選って袴などを取り除
いた。

第
五
節

民

具

農具
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よこづち

�横槌

藁を打ち柔らかくする。

�コモ編

筵や菰を編む道具。

とう み

�唐箕

風を起こし、米の選別に使
用。左口といって先の方に
は二等米が飛び出る。

かご

�籠

桑の葉入れ。

�浜テゴ

浜で貝などをとったときの
入れ物。底部の目が粗く水
切りをよくしてある。

�ウウテボ

肩にからい、取った魚を入
れていた。

�ハネイタ

潟の上を行き
来する乗り物
で、ムツゴロ
ウとりなどの
干潟での漁に
使用。

�赤貝アケ

赤貝の靱帯部分を切って、
あけるのに使用。

か き

�牡蠣ウチ

牡蠣の口を開けるのに使用。

漁具

―７７１―
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�浮子

直径四十�ほどの硝子玉。

�タイラギムキ

タイラギを貝殻から離して
取るのに使用。

�カンテラ

船上での作業時の照明具。

�イワ

流し網用の重り。１０�間隔
で取り付ける。

�ノミ

石を割る道具。トビヤなど
を打ち込む孔をつける。

シメヤをこのようにいくつ
か打ち込んで石を割る。

�ノミバサミ

ノミの修理などでは火力を
使うが、そのさいのノミを
挟むのに使用。

�トビヤ

小さな石を割る。

�シメヤ

大きな石を割る。大きな石
はこのシメヤをいくつか並
べて打ち込んで割る。

石工の道具
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�テコ

石を動かすのに使用。

�ハッパツメボウ

発破（火薬）を詰める時に
使用。

�ヤバサミ

ヤを火中に差し込むさい挟
むのに使用。

�ゲンノウ

ヤを打ち込むさいに使用。

�ノミ入れ

ノミなどを火中に入れると
き、そのままでは熱く、持
てないためこうした道具に
入れる。

�タガネ

ノミの先を切る。

�ハヅチバサミ

ハヅチを焼くときに挟んで
持つのに使用。

�ハヅチ

石の型を整えるのに打ち込
む道具。

ふいご

�鞴

風を送る道具。火おこしに
使用。

ノミを入れた状態

―７７３―

第五節 民 具



�セットウ

ノミを使う時の道具（小ハ
ンマー）。

�カセマキ

かせ糸を巻き取るのに使用。

�ジンパチ笠

よく雨天に被っていたが、
晴天に被ることもあった。

�棕櫚ミノ

背を覆う雨具。田植えでは
前が開いているので邪魔に
ならなかった。

�ヒノシ

なかに炭などを入れ、布の
皺伸ばしに使った。アイロ
ン。

�ジョイ（草履）

普段の庭での履物。

�羽釜

飯炊き、湯沸かしなどに使
用。

�大鍋

味噌汁などを炊くのに使用。

�徳利

一升徳利。酒場からこうし
た徳利を貸し出していた。

衣の道具

食の道具

―７７４―
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こめつききね

�米搗杵

米を搗いて精米する。

もちつききね

�餅搗杵

餅搗き用の杵。

�醤油漉シ

醤油瓶のなかに入れると、
このなかに醤油が流れ込む。

�マナ板

足付きのまな板で、本来は
魚などを調理するときに使
用。

�手桶

水汲みや水の運搬に使用。

�鉤オウコ

鉤をつけ、桶などを持ちや
すくしている。

�膳

家族が使う平膳。

�箱膳

蓋や引き出しつきの膳で、
開けるとなかに一人分の食
器を収納する。個人がそれ
ぞれに持つ膳。

�飯ゴウ

携帯用の飯炊き。

―７７５―
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ます

�枡

一合枡、一升枡。（五合枡
もあった）

�吊リジョウケ

ふかしたハッチャンや残っ
た飯など入れて、吊り下げ
ておく。食べ物が腐りやす
い夏場によく使用。

�ショウケ

一斗入りで、穀物など入れ
ておいた。

�酢瓶

酢専用の瓶。気が抜けない
よう口を細く作ってある。

あぶ

�手焙リ

火鉢のひとつ。一人で使う
もの。主に客用。

�長火鉢

箱火鉢の一つで、居間など
家族の場で使用。

�金庫

飾り金具をつけた木製の金
庫。

やなぎ こう り

�柳行李

衣類など入れて収納や運搬
に使用。

�ヒャー入ラズ

蝿とり。真ん中に食べ物を
おき、入った蝿は出られな
い。底には水を入れておい
た。

住まいの道具

―７７６―
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�チキリ

魚や粉などの重さを計るの
に使用。

�オガ鋸

オガヒキが材木を板材など
に分くときの道具。

�ヨキ

材木の小口を切ったりする
のに使用。

うせ

�伏鞍

馬用の鞍。

�犂鞍ノ骨

田をすく時のくらの骨。

�牛ノ草履

牛に履かせた。

�火吹キ竹

息を吹き込み、火をおこす
道具。

（
川
内

知
子
）

その他

―７７７―
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時
代

年

代

年

号

郷

土

の

出

来

事

日
本
の
主
な
出
来
事

先縄文
時 代

七
〇
〇
〇

年
前

た

ば
る

お
お

ぐ

ら

今
か
ら
約
一
万
年
前
、
山
茶
花
・
弥
次
郎
・
田
原
大
宮
良
各
遺
跡
よ

は
く

へ
ん

り
剥
片
石
器
出
土

吉
井
町
福
井
洞
穴
よ
り
細
石
刃
・
爪
形
文
土
器
・
隆
線
文

土
器
出
土
（
一
万
二
七
〇
〇
年
±
五
〇
〇
年
）

縄 文 時 代

四
〇
〇
〇

年
前

せ
き

ひ

山
茶
花
遺
跡
よ
り
楕
円
押
型
文
土
器
、
石
匙
、
た
た
き
石
、
剥
片
石

器石
渕
遺
跡
よ
り
塞
ノ
神
式
土
器
な
ど
出
土

よ

が

ん

ご

横
ミ
川
遺
跡
よ
り
磨
製
石
斧
・
土
器
出
土

田
原
大
宮
良
遺
跡
よ
り
土
器
、
磨
製
石
斧
・
石
鏃
出
土

三
〇
〇
〇

年
前

山
茶
花
遺
跡
よ
り
縄
文
式
土
器
出
土

あ
わ
せ
ぐ
ち

弥
次
郎
遺
跡
よ
り
土
器
・
扁
平
打
製
石
器
・
合
口
カ
メ
棺
出
土

小
次
郎
遺
跡
よ
り
土
器
・
扁
平
打
製
石
器
出
土

弥 生 時 代

二
三
〇
〇

年
前

井
崎
支
石
墓
よ
り
壷
製
土
器
出
土

こ
の
こ
ろ
卑
弥
呼
が
邪
馬
台
国
の
王
と
な
る

黒
仁
田
遺
跡
よ
り
磨
製
石
斧
出
土

た
か

つ
き

田
原
大
宮
良
遺
跡
よ
り
壷
型
土
器
・
高
坏
・
磨
製
石
斧
、
石
剣
出
土

こ
の
こ
ろ
ま
で
に
大
和
朝
廷
が
国
内
を
ほ
ぼ
統
一

二
一
〇
〇

年
前

Ａ
Ｄ

Ｏ

た
か

つ
き

下
陰
平
遺
跡
よ
り
箱
式
石
棺
、
高
坏
、
亀
型
土
器
出
土

古 墳 時 代

六
八
一

城
山
古
墳
群

聖
徳
太
子
が
推
古
天
皇
の
摂
政
と
な
る

城
山
古
墳

長
戸
鬼
塚
古
墳

丸
尾
古
墳

大
峰
古
墳

仏
法
興
隆
の
詔

第
一
回
遣
隋
使
派
遣

十
七
条
の
憲
法
を
発
布

大
化
の
改
新
始
ま
る

小
長
井
町
の
年
表

―７７８―



古 墳 時 代

飛
鳥
浄
御
原
令
の
制
定

藤
原
京
に
遷
都

大
宝
律
令
の
制
定

温
泉
神
社
創
建

平
城
京
に
遷
都

行
基
七
観
音
の
開
創

風
土
記
撰
進
の
詔
が
出
さ
れ
る

伊
佐
早
に
四
面
宮
創
建

飛
鳥

時
代

和
銅
年
代
『
太
良
嶽
三
社
大
権
現
』
行
基
菩
薩
に
よ
り
開
創

平
安
京
に
都
を
移
す

宇
多
天
皇
仁
和
寺
創
建

平安時代

九
二
七

延
長

五

平
安
朝
は
じ
め
金
泉
寺
建
立

『
延
喜
式
』
の
撰
上

一
〇
四
五

寛
徳

二

山
茶
花
に
庵
寺
、
カ
ン
カ
ン
石
、
雨
堤
石
、
万
念
寺
、
皎
月
坊

白
川
上
皇
が
院
政
を
始
め
る

一
〇
八
五

応
徳

二

「
伊
佐
早
之
庄
遠
嶽
の
事
…
」

覚
鑁
上
人
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
一
巻
』
著
す

壱
岐
鉢
形
嶺
経
塚
よ
り
滑
石
製
弥
勒
如
来
像

鎌 倉 時 代

一
一
八
五

文
治

一

こ
の
こ
ろ
田
原
村
開
拓
や
田
原
神
社
の
創
立

平
清
盛
が
太
政
大
臣
に
な
る

壱
岐
・
鉢
塚
宝
塔

一
二
四
七

宝
治

一

「
伊
佐
早
庄
遠
嶽
村
地
頭
職
を
高
木
勝
丸
に
沙
汰
付
す
」

佐
世
保
針
尾
・
明
星
ノ
鼻
、
滑
石
経
筒

一
三
〇
八

延
慶

一

淀
姫
神
社
創
立
（
井
崎
）

壇
ノ
浦
の
戦
い
（
平
家
滅
亡
）

鎮
西
探
題
設
置

一
三
一
六

正
和

五

藤
原
神
社
創
立
（
小
川
原
浦
）

徳
政
令
の
発
布

源
頼
朝
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
る

鎌
倉
幕
府
滅
び
る

南北朝時代

一
三
八
一

弘
和

一

阿
蘇
神
社
（
弘
和
六
年
船
津
名
椋
木
よ
り
城
崎
名
勘
々
山
に
御
遷

座
）

足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

足
利
義
満
、
室
町
幕
府
を
確
立

一
三
八
五

至
徳

二

遠
嶽
氏
宝
篋
印
塔
（
南
平
墓
石
群
）

室町時代

一
四
七
四

文
明

六

西
郷
尚
善
伊
佐
早
を
統
治
（
高
城
）

応
仁
の
乱

一
五
二
八

享
禄

一

阿
蘇
神
社
大
峰
名
に
移
転

一
五
四
八

天
文
一
七

田
原
六
地
蔵
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時
代

年

代

年

号

郷

土

の

出

来

事

日
本
の
主
な
出
来
事

室 町 時 代

一
五
四
八

天
文
一
七

井
崎
村
開
拓

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
種
子
島
に
鉄
砲
伝
来

一
五
五
八

永
禄

一

田
原
溜
池
の
構
築
（
領
主
西
郷
氏
の
命
に
よ
り
）
仏
石
、
新
田
原
、

田
原
大
明
神
（
一
本
松
）、
田
原
神
社
を
遷
座
（
弥
次
郎
へ
）

田
原
城

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

川
中
島
の
戦
い
（
上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
）

大
村
純
忠
、
横
瀬
浦
に
て
洗
礼
受
け
る

一
五
六
二

永
禄

五

遠
岳
治
部
少
輔
尭
増
（
運
）・
井
崎
右
衛
門
尉
綱
道
（
丹
坂
戦
西
郷

純
尭
の
陣
）

一
五
六
八

永
禄
一
一

妙
金
禅
定
尼
（
岩
宗
墓
石
群
）・
遠
嶽
権
現
城
、
金
胎
寺

安 土 桃 山 時 代

一
五
七
一

元
亀

二

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
長
崎
に
入
港

一
五
七
五

天
正

三

田
原
神
社
現
在
地
に
遷
座

織
田
信
長
、
室
町
幕
府
を
滅
亡

一
五
七
七

天
正

五

西
郷
純
尭
、
龍
造
寺
隆
信
に
降
る
（
遠
岳
治
部
少
輔
尭
増
（
運
）・

井
崎
右
衛
門
尉
綱
道
）

一
五
八
〇

天
正

八

宝
池
山
西
円
寺
（
宝
池
院
を
改
名
）

毘
才
天
（
毘
沙
天
岳
）

一
五
八
二

天
正
一
〇

鶴
田
遠
江
守
（
遠
竹
）

本
能
寺
の
変

（
岩
宗
墓
石
群
、
山

宗
年
…
）

一
五
八
三

天
正
一
一

稚
児
の
塔

羽
柴
秀
吉
の
太
閤
検
地

金
泉
寺
焼
失

一
五
八
四

天
正
一
二

龍
造
寺
隆
信
、
島
原
で
討
死

西
郷
一
族
の
起
請
文
（
遠
岳
・
井
崎
氏
他
）

羽
柴
秀
吉
が
太
政
大
臣
と
な
り
、
豊
臣
姓
を
た
ま
わ
る

一
五
八
九

天
正
一
七

小
川
原
浦
・
井
崎
の
井
手
水
分
覚
書

浄
真
寺
（
坊
の
元
崇
福
院
よ
り
現
在
地
に
移
転
・
改
名
）

豊
臣
秀
吉
、
全
国
統
一

―７８０―



安土桃山
時 代

一
五
九
七

慶
長

二

高
麗
婆
の
墓

糸
岐
の
誓
願
寺
（
阿
弥
陀
如
来
↓
阿
弥
陀
崎
）

一
六
〇
〇

慶
長
五

諏
訪
神
社
建
立
（
慶
長
年
間
）

関
ヶ
原
の
戦
い

江 戸 時 代

一
六
〇
五

一
六
二
四

一
六
三
九

一
六
四
一

一
六
四
三

一
六
四
九

一
六
六
二

一
六
六
三

一
六
七
三

一
六
七
四

一
六
九
二

一
六
九
九

慶
長
一
〇

寛
永

一

寛
永
一
七

寛
永
一
八

寛
永
二
〇

慶
安

二

寛
文

二

寛
文

三

延
宝

一

延
宝

二

元
禄

五

元
禄
一
二

称
念
寺
創
立

井
崎
に
倹
約
令

西
円
寺
新
築
移
転
（
田
原
）

田
畑
永
代
売
買
の
禁
令

慶
安
の
触
書

西
円
寺
（
阿
弥
陀
如
来
、
第
三
世
正
純
師
が
本
山
よ
り
頂
く
）

寛
文
年
間
に
大
久
保
馬
頭
観
音
が
祀
ら
れ
た

（
再
興
明
和
八
〜
安
永
六
、
門
頭
文
化
十
二
）

猪
の
塔

金
泉
寺
再
建

分
地
制
限
令

寛
文
〜
延
宝
年
間
に
市
杵
島
神
社
建
立
（
長
里
）

浄
真
寺
の
寺
号

大
久
保
の
開
墾

柳
新
田
干
拓
（
江
戸
時
代
初
期
）

田
原
溜
池
の
修
築

阿
蘇
神
社
の
鳥
居
奉
建

田
原
、
観
世
音
菩
薩
碑

徳
川
家
康
江
戸
に
幕
府
を
開
く

島
原
の
乱
起
こ
る

鎖
国
令

江
戸
に
明
暦
の
大
火
が
起
こ
り
、
死
者
十
万
人
以
上

多
良
街
道
湯
江
の
峰
に
上
使
屋

―７８１―
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時
代

年

代

年

号

郷

土

の

出

来

事

日
本
の
主
な
出
来
事

江 戸 時 代

一
七
〇
〇

一
七
〇
三

一
七
二
〇

一
七
二
四

一
七
二
四

一
七
四
三

一
七
五
五

一
七
六
二

一
七
七
一

一
七
七
三

一
七
七
五

一
七
七
七

一
七
九
〇

一
七
九
三

一
八
〇
一

一
八
一
四

一
八
一
五

一
八
一
六

元
禄
一
三

元
禄
一
六

享
保

五

享
保

九

享
保

九

寛
保

三

宝
暦

五

宝
暦
一
二

明
和

八

安
永

二

安
永

四

安
永

六

寛
政

二

寛
政

五

享
和

一

文
化
一
一

文
化
一
二

文
化
一
三

飯
盛
神
社
鳥
居
建
立
（
田
原
）

目
島
神
社
の
妙
見
大
菩
薩
（
小
川
原
浦
）

黒
仁
田
、
弁
財
天
建
立

淀
姫
神
社
の
拝
殿
、
鳥
居
奉
献
（
井
崎
）

中
古
場
の
氏
神
様
泰
造
（
し
じ
き
さ
ん
）

井
崎
村
、
小
川
原
浦
村
境
川
井
手
水
分
覚

願
主
末
方
（
目
島
神
社
境
内
、
若
宮
神
社
）

諏
訪
神
社
（
猿
田
比
古
神
、
天
照
皇
太
神
宮
合
祀
）
遠
竹

八
坂
神
社
建
立
（
遠
竹
）

一
本
松
の
弁
財
天

市
杵
島
神
社
の
神
殿
、
拝
殿
再
建

八
大
竜
王
建
立
（
田
神
境
内
）
小
川
原
浦

実
盛
神
社
ご
神
体
を
祀
る
（
牧
）

地
蔵
大
菩
薩
（
遠
竹
）

市
杵
島
神
社
社
殿
、
拝
殿
修
繕

天
神
さ
ん
石
の
地
蔵
さ
ん
を
合
祀
（
小
川
原
浦
）

眼
嶋
神
社
建
立
（
釜
）

馬
頭
観
音
（
遠
竹
）

観
音
、
稲
荷
建
立
（
釜
の
塩
釜
大
明
神
文
化
年
間
）

阿
弥
陀
さ
ん
建
立
（
峰
の
辻
）
長
里

翁
塚
建
立
（
市
杵
島
神
社
境
内
）

諫
早
一
揆

享
保
の
大
飢
饉

青
木
昆
陽
、
初
め
て
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培

杉
田
玄
白
「
解
体
新
書
」
を
出
版

浅
間
山
の
大
噴
火

天
明
の
大
飢
饉
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江 戸 時 代

一
八
一
七

一
八
一
八

一
八
二
七

一
八
三
〇

一
八
三
一

一
八
三
三

一
八
三
四

一
八
三
五

一
八
三
八

一
八
四
〇

一
八
四
一

一
八
四
二

一
八
五
一

一
八
五
二

一
八
五
二

一
八
五
五

一
八
五
八

一
八
六
一

一
八
六
二

文
化
一
四

文
政

一

文
政
一
〇

文
政
一
三

天
保

二

天
保

四

天
保

五

天
保

六

天
保

九

天
保
一
一

天
保
一
二

天
保
一
三

嘉
永

四

嘉
永

五

嘉
永

五

安
政

二

安
政

五

文
久

一

文
久

二

稲
荷
建
立
（
ご
こ
く
じ
ょ
さ
ん
）
小
川
原
浦

井
手
稲
荷
（
田
神
境
内
）
小
川
原
浦

山
茶
花
の
神
、
鳥
越
地
神
宮
（
文
政
一
〇
、
元
治
元
年
田
原
）

天
満
宮
建
立
（
新
田
原
）

天
満
宮
建
立
（
田
原
観
音
境
内
）

八
天
狗
建
立
（
黒
仁
田
）

弘
法
さ
ん
建
立
（
柳
谷
）

山
ノ
神
建
立
（
牧
）

馬
頭
観
音
建
立
（
南
平
）

八
天
宮
建
立
（
築
切
）

馬
頭
観
音
建
立
（
上
南
平
）

観
音
平
開
墾
（
天
保
一
二
〜
嘉
永
、
遠
竹
）

普
賢
菩
薩
建
立
（
川
内
）

牧
溜
池
完
成

堤
の
神
（
牧
の
水
神
・
弁
財
天
、
地
神
、
碑
文
）

浄
真
寺
焼
失
（
小
川
原
浦
）

金
比
羅
権
現
建
立
（
釜
）。

愛
宕
さ
ん
建
立
（
長
里
）

藤
原
神
社
拝
殿
再
建
（
小
川
原
浦
）

金
比
羅
建
立
（
出
口
）

田
の
神
さ
ん
建
立
（
小
川
原
浦
）

井
崎
村
の
茶
の
増
産
（
万
延
〜
文
久
）

ド
イ
ツ
人
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
、
長
崎
に
着
任

天
保
の
大
飢
饉
が
起
こ
る

ア
メ
リ
カ
使
節
、
ペ
リ
ー
浦
賀
に
来
航

日
米
和
親
条
約
、
日
英
和
親
条
約
、
日
露
和
親
条
約

日
米
通
商
条
約
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時
代

年

代

年

号

郷

土

の

出

来

事

日
本
の
主
な
出
来
事

江戸時代

一
八
六
二

一
八
六
四

一
八
六
八

文
久

二

元
治

一

慶
応
四

浄
真
寺
再
建
（
小
川
原
浦
）

山
茶
花
の
神
さ
ん

宇
良
村
と
長
里
村
の
山
争
い

徳
川
慶
喜
、
大
政
奉
還

明 治 時 代

一
八
六
九

一
八
七
一

一
八
七
三

一
八
七
四

一
八
七
八

一
八
七
九

一
八
八
一

一
八
八
五

一
八
八
六

一
八
八
七

明
治

二

明
治

四

明
治

六

明
治

七

明
治
一
一

明
治
一
二

明
治
一
四

明
治
一
八

明
治
一
九

明
治
二
〇

遠
竹
小
学
校
創
立

井
崎
小
学
校
設
立

小
川
原
浦
小
学
校
設
立

田
原
小
学
校
設
立

長
里
小
学
校
設
立

長
里
大
久
保
水
道
開
祖
石
碑

崎
原
小
学
校
に
統
合
（
遠
竹
、
井
崎
、
田
原
各
小
）

高
来
郡
が
南
、
北
に
分
か
れ
て
北
高
来
郡
が
で
き
る

長
里
村
・
宇
良
村
の
山
争
い
に
よ
る
交
換
契
約
成
立

遠
竹
村
と
井
崎
村
が
合
併
し
井
崎
村
と
な
る

田
原
村
と
小
川
原
浦
村
が
合
併
し
小
川
原
浦
村
と
な
る

諫
早
〜
湯
江
間
に
県
道
が
開
通

足
角
新
開
完
成

諫
早
〜
小
長
井
間
に
県
道
が
開
通

藤
原
神
社
の
正
殿
再
建

帆
崎
石
工
業
組
合
の
設
立

諫
早
の
平
野
萬
生
長
崎
警
護

新
橋
〜
横
浜
間
鉄
道
開
業

廃
藩
置
県
布
告

徴
兵
令
の
布
告

佐
賀
の
乱

西
南
戦
争
に
諫
早
よ
り
義
勇
軍

諫
早
一
学
諫
早
に
製
糸
会
社
「
大
成
社
」
創
立

日
本
最
初
の
有
料
道
路
「
日
見
新
道
」
開
通
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明 治 時 代

一
八
八
九

一
八
九
二

一
八
九
三

一
八
九
六

一
八
九
九

一
九
〇
一

一
九
〇
三

一
九
〇
四

一
九
〇
九

一
九
一
一

明
治
二
二

明
治
二
五

明
治
二
六

明
治
二
九

明
治
三
二

明
治
三
四

明
治
三
六

明
治
三
七

明
治
四
二

明
治
四
四

小
学
校
令
制
定
…
義
務
制
実
施

小
川
原
浦
、
長
里
、
井
崎
の
三
村
が
合
併
し
て
小
長
井
村
と
な
る

客
馬
車
の
賃
送
が
は
じ
ま
る

（
諫
早
泉
町
―
湯
江
三
部
壱
―
井
崎
舟
津
）

浄
真
寺
山
門
建
立
、
上
楼
に
梵
鐘
を
吊
す

小
長
井
警
察
官
駐
在
所
が
設
置
さ
れ
る

崎
原
小
学
校
、
長
里
小
学
校
の
二
校
が
統
廃
合
し
小
長
井
尋
常
高
等

小
学
校
が
創
設
さ
れ
た
（
長
里
小
学
校
、
遠
竹
小
学
校
は
分
校
と
な

る
）

長
里
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
独
立
校
と
な
る

遠
竹
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
独
立
校
と
な
る

実
盛
神
社
鳥
居
奉
納

長
里
・
宇
良
の
山
林
原
野
交
換
登
記
終
了

小
長
井
郵
便
局
の
開
設

諏
訪
神
社
瓦
葺
き
に
改
築

国
歌
「
君
が
代
」

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

東
海
道
本
線
の
全
通

諫
早
一
学
明
治
政
府
に
海
防
費
献
納

諫
早
一
学
貴
族
院
議
員

日
清
戦
争
ぼ
っ
発

日
露
戦
争
ぼ
っ
発

大 正 時 代

一
九
一
二

一
九
一
六

一
九
一
七

一
九
二
〇

大
正

一

大
正

五

大
正

六

大
正

九

諏
訪
神
社
社
殿
改
築

小
長
井
村
青
年
団
結
成

諫
早
（
新
橋
）
〜
井
崎
ま
で
乗
合
自
動
車
が
運
行

（
諫
早
自
動
車
合
名
会
社
）
後
に
県
界
ま
で
延
長

小
長
井
駐
在
所
に
直
接
電
話
を
架
設
（
村
の
電
話
の
は
じ
ま
り
）

県
道
諫
早
〜
鹿
島
間
開
通

第
一
次
世
界
大
戦

戦
争
恐
慌
が
起
こ
る

第
一
回
メ
ー
デ
ー
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時
代

年

代

年

号

郷

土

の

出

来

事

日
本
の
主
な
出
来
事

大正時代

一
九
二
一

一
九
二
四

一
九
二
六

大
正
一
〇

大
正
一
三

大
正
一
五

電
灯
が
つ
く

小
長
井
郵
便
局
で
電
信
電
話
業
務
が
開
始
さ
れ
た

長
里
警
察
官
駐
在
所
が
設
置
さ
れ
る

関
東
大
震
災
起
こ
る

治
安
維
持
法
公
布

普
通
選
挙
法
成
立

昭 和 時 代

一
九
二
七

一
九
二
八

一
九
三
一

一
九
三
二

一
九
三
三

一
九
三
四

一
九
三
六

一
九
三
七

一
九
三
八

一
九
四
一

一
九
四
四

一
九
四
五

昭
和

二

昭
和

三

昭
和

六

昭
和

七

昭
和

八

昭
和

九

昭
和
一
一

昭
和
一
二

昭
和
一
三

昭
和
一
六

昭
和
一
九

昭
和
二
〇

牧
名
第
一
消
防
組
発
足

皎
月
坊
の
祠
が
完
成

毘
沙
天
岳
に
金
比
羅
さ
ん
が
祀
ら
れ
た

小
長
井
村
消
防
組
の
発
足

実
盛
神
社
に
手
水
鉢
が
奉
納
さ
れ
た

諫
早
〜
肥
前
山
口
間
に
鉄
道
が
開
通
す
る
（
現
長
崎
本
線
）

小
長
井
駅
の
開
業

役
場
に
加
入
電
話
が
新
設
さ
れ
た
（
官
庁
用
小
長
井
一
番
）

諫
早
〜
小
長
井
間
に
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
（
西
肥
自
動
車
会
社
）

飯
盛
神
社
に
石
の
祠
が
完
成
（
ご
神
体
）

国
民
学
校
令
施
行
に
よ
り
各
学
校
名
が
変
更
さ
れ
た

潜
水
機
に
よ
る
漁
業
開
始

米
軍
機
Ｂ
２９
小
長
井
沖
に
墜
落
（
十
一
月
二
十
一
日
）

金
融
恐
慌
起
こ
る

満
州
事
変

上
海
事
変

五
・
一
五
事
件

二
・
二
六
事
件

日
独
防
共
協
定

日
中
戦
争
（
七
月
七
日
）

太
平
洋
戦
争
勃
発
（
十
二
月
八
日
）

長
崎
市
へ
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る
（
死
者
七
万
人
余
）

（
八
月
九
日
）

日
本
無
条
件
降
伏
（
八
月
十
五
日
）
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昭 和 時 代

一
九
四
七

一
九
四
八

一
九
四
九

一
九
五
〇

一
九
五
一

一
九
五
二

一
九
五
三

一
九
五
五

一
九
五
七

一
九
五
八

一
九
五
九

昭
和
二
二

昭
和
二
三

昭
和
二
四

昭
和
二
五

昭
和
二
六

昭
和
二
七

昭
和
二
八

昭
和
三
〇

昭
和
三
二

昭
和
三
三

昭
和
三
四

学
校
改
革
六
・
三
制
実
施

新
制
小
長
井
中
学
校
の
発
足

聖
母
の
騎
士
園
開
設
さ
れ
る

小
長
井
自
興
開
拓
組
合
の
設
立

小
長
井
小
学
校
田
原
分
校
発
足

聖
母
の
騎
士
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
女
会
が
結
成
さ
れ
る

小
長
井
漁
業
協
同
組
合
の
設
立

村
役
場
の
二
階
に
公
民
館
が
設
置
さ
れ
た

青
年
学
級
開
設

『
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
』
国
指
定
天
然
記
念
物
と
な
る

農
業
委
員
会
が
発
足
す
る

公
民
館
分
館
十
四
ヶ
所
新
築
工
事

婦
人
学
級
開
設

小
長
井
村
教
育
委
員
会
が
発
足

聖
母
の
騎
士
小
中
学
校
が
開
校
す
る

聖
母
の
騎
士
修
道
女
会
の
修
道
院
と
教
会
堂
が
創
立

小
長
井
村
体
育
協
会
設
立

第
一
回
小
長
井
村
陸
上
競
技
大
会

諫
早
大
水
害
（
小
長
井
も
被
害
甚
大
）（
七
月
二
十
五
日
）

小
長
井
自
興
開
拓
組
合
が
小
長
井
開
拓
農
業
協
同
組
合
に
名
称
変
更

小
長
井
村
公
民
館
報
第
一
号
発
刊

田
原
小
学
校
の
独
立

日
本
国
憲
法
施
行

教
育
基
本
法
公
布

雲
仙
天
草
国
立
公
園
に
指
定
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時
代

年

代

年

号

郷

土

の

出

来

事

日
本
の
主
な
出
来
事

昭 和 時 代

一
九
五
九

一
九
六
〇

一
九
六
一

一
九
六
二

一
九
六
四

一
九
六
五

一
九
六
六

一
九
六
七

一
九
六
九

昭
和
三
四

昭
和
三
五

昭
和
三
六

昭
和
三
七

昭
和
三
九

昭
和
四
〇

昭
和
四
一

昭
和
四
二

昭
和
四
四

ふ
た
ば
保
育
園
認
可
さ
れ
る

小
長
井
村
商
工
会
発
足

中
央
公
民
館
竣
工
（
小
長
井
小
学
校
々
舎
を
移
転
改
築
）

精
神
薄
弱
児
施
設
『
み
さ
か
え
の
園
』
開
園
さ
れ
る

清
和
保
育
園
認
可
さ
れ
る

県
営
バ
ス
が
田
原
ま
で
運
行
を
始
め
る

小
長
井
村
殉
国
慰
霊
碑
の
建
立

長
崎
県
下
の
豪
雨
で
、
諫
早
、
高
来
、
小
長
井
で
被
害
甚
大

県
営
バ
ス
が
農
場
線
、
椿
原
線
延
長
す
る

小
長
井
小
学
校
に
鉄
筋
六
教
室
が
完
成

遠
竹
保
育
園
認
可
さ
れ
る

小
川
原
浦
公
民
館
が
藤
原
神
社
境
内
に
新
築
移
転

中
古
場
の
氏
神
様
お
社
移
転

小
長
井
・
長
里
・
遠
竹
の
三
農
協
が
合
併
し
小
長
井
村
農
業
協
同
組

合
が
発
足
し
た

町
制
施
行
、
役
場
新
庁
舎
落
成

小
長
井
小
学
校
が
保
健
体
育
優
良
校
と
し
て
文
部
省
よ
り
表
彰
さ
れ

る井
崎
保
育
園
認
可
さ
れ
る

毘
沙
天
岳
に
観
音
像
祀
ら
れ
る

山
茶
花
高
原
が
第
二
十
四
回
長
崎
国
体
山
岳
競
技
の
幕
営
地
と
な
る

東
海
道
新
幹
線
営
業
開
始

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

長
崎
バ
イ
パ
ス
開
通
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昭 和 時 代

一
九
七
〇

一
九
七
一

一
九
七
二

一
九
七
三

一
九
七
四

一
九
七
五

昭
和
四
五

昭
和
四
六

昭
和
四
七

昭
和
四
八

昭
和
四
九

昭
和
五
〇

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
乗
せ
た
お
召
し
列
車
が
小
長
井
駅
に
特
別
停
車

第
五
回
全
国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
臨
席
の
折
、
皇
太
子
殿
下
が
小

長
井
町
に
行
啓

高
来
、
小
長
井
の
み
か
ん
選
果
場
が
竣
工
す
る

浄
真
寺
本
堂
瓦
葺
き
改
修
工
事

田
原
小
学
校
と
小
長
井
小
学
校
を
統
合
し
て
小
長
井
小
学
校
と
な
る

（
現
小
長
井
小
学
校
に
移
転
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
を
開
始
す
る（
田
原
小
学
校
区
の
児
童
送
迎
）

鹿
ノ
塔
斎
場
竣
工
す
る
（
旧
斎
場
）

西
円
寺
に
納
骨
堂
が
建
立

長
戸
鬼
塚
古
墳
・
丸
尾
古
墳
の
石
室
実
測
調
査

椿
原
中
学
校
の
創
立
（
聖
母
の
騎
士
園
）

県
央
組
合
に
よ
る
常
備
消
防
及
び
救
急
業
務
開
始

長
里
小
学
校
の
校
舎
新
築
落
成

町
営
プ
ー
ル
竣
工

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
竣
工

浄
真
寺
に
納
骨
堂
が
建
立

阿
弥
陀
ケ
崎
の
阿
弥
陀
如
来
像
大
改
修

第
一
回
小
長
井
町
青
年
祭
開
催

簡
易
水
道
拡
張
事
業
完
成
（
井
崎
、
築
切
、
長
戸
地
区
）

小
長
井
開
拓
農
業
協
同
組
合
の
解
散

町
民
セ
ン
タ
ー
新
築
落
成

沖
縄
日
本
復
帰

伊
王
島
炭
坑
閉
山

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

軍
艦
島
採
炭
中
止

世
界
初
の
海
上
空
港
と
し
て
長
崎
空
港
完
成

―７８９―

年 表



時
代

年

代

年

号

郷

土

の

出

来

事

日
本
の
主
な
出
来
事

昭 和 時 代

一
九
七
五

一
九
七
六

一
九
七
七

一
九
七
八

一
九
七
九

一
九
八
二

一
九
八
三

一
九
八
四

一
九
八
六

昭
和
五
〇

昭
和
五
一

昭
和
五
二

昭
和
五
三

昭
和
五
四

昭
和
五
七

昭
和
五
八

昭
和
五
九

昭
和
六
一

社
会
福
祉
法
人
『
小
長
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
』
発
足

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
『
め
し
ま
荘
』
が
町
民
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ

れ
た

小
長
井
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
ゴ
ル
フ
場
）
オ
ー
プ
ン

聖
母
の
騎
士
修
道
女
会
本
部
と
教
会
堂
竣
工

大
橋
架
橋
工
事
竣
工

皇
太
子
殿
下
・
美
智
子
妃
殿
下
み
さ
か
え
の
園
に
行
啓

小
長
井
町
郷
土
誌
発
刊
（
町
制
施
行
一
〇
周
年
記
念
）

井
崎
ま
っ
こ
み
浮
立
が
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

第
一
回
町
展
開
催

第
一
回
秋
の
商
業
祭

長
里
簡
易
郵
便
局
が
開
局

小
長
井
中
学
校
校
舎
新
築
落
成

阿
蘇
神
社
の
大
改
修

第
一
回
小
長
井
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催

長
里
小
学
校
体
育
倉
庫
新
築

遠
竹
小
学
校
、
校
舎
新
築
落
成

学
校
給
食
を
開
始
す
る
（
給
食
セ
ン
タ
ー
設
立
）

町
営
住
宅
井
崎
団
地
完
成

町
制
施
行
二
〇
周
年
記
念
式
典
開
催

柳
南
の
弘
法
さ
ん
御
堂
新
築

北
海
道
有
珠
山
が
大
噴
火

平
戸
大
橋
完
成

三
原
山
噴
火

―７９０―



昭 和 時 代

一
九
八
六

一
九
八
八

昭
和
六
二

昭
和
六
三

町
営
住
宅
西
久
保
団
地
完
成
（
一
〇
戸
）

築
切
公
民
館
落
成

第
一
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
開
催

小
長
井
町
賛
歌
、
小
長
井
音
頭
の
歌
決
定

町
の
花
『
山
茶
花
』、
町
の
木
『
お
が
た
ま
の
木
』
に
決
定

町
民
憲
章
を
制
定

仏
石
再
建
入
魂
式

第
一
回
多
良
岳
サ
ミ
ッ
ト

町
づ
く
り
地
区
別
フ
ォ
ー
ラ
ム
始
ま
る

小
長
井
町
商
工
会
館
落
成

山
茶
花
自
然
公
園
完
成

第
十
五
回
県
民
植
樹
祭
、
山
茶
花
高
原
で
開
催

長
戸
鬼
塚
古
墳
が
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
る

町
営
住
宅
西
久
保
団
地
完
成
（
一
〇
戸
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始

長
里
地
区
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

東
京
小
長
井
会
発
足

第
一
回
『
ふ
る
さ
と
う
ま
か
便
』
発
送

平 成 時 代

一
九
八
九

平
成
元
年

町
民
相
撲
場
落
成
（
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
）

第
一
回
社
会
教
育
研
究
大
会
（
生
涯
学
習
）

小
長
井
町
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典

遠
竹
本
村
公
民
館
完
成

昭
和
天
皇
崩
御

諫
早
湾
干
拓
着
工

―７９１―
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時
代

年

代

年

号

郷

土

の

出

来

事

日
本
の
主
な
出
来
事

平 成 時 代

一
九
八
九

一
九
九
〇

一
九
九
一

一
九
九
二

平
成
元
年

平
成

二

平
成

三

平
成

四

第
一
回
『
あ
ぐ
う
Ｄ
Ａ
Ｙ
』
開
催

フ
ル
ー
ツ
バ
ス
停
完
成

市
杵
島
神
社
の
神
殿
・
拝
殿
が
改
築
さ
れ
た

小
長
井
駅
前
再
開
発
完
成

井
崎
浮
立
第
三
十
一
回
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
に
出
場

Ｊ
Ｒ
長
里
駅
新
設

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
記
念
式
典
並
び
に
歴
代
村
長
・
町
長
頌
徳
碑

除
幕
式

長
里
団
地
完
成
（
一
〇
戸
）

第
一
回
健
康
ま
つ
り
開
催

多
目
的
福
祉
セ
ン
タ
ー
『
さ
ざ
ん
か
会
館
』
竣
工
開
始
す
る

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明
施
設
完
成

広
川
良
地
区
四
〇
周
年
記
念
式
典

長
里
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
長
里
駅
待
合
所
）
完
成

毘
沙
天
岳
公
園
完
成

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
開
園
（
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
）
台

風
十
七
号
・
十
九
号
襲
来

長
里
農
業
改
善
セ
ン
タ
ー
『
お
が
た
ま
会
館
』
竣
工

新
田
原
の
一
本
松
さ
ん
鳥
居
建
立

第
一
回
山
茶
花
高
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催

中
古
場
の
氏
神
様
お
堂
新
築

長
崎
旅
博
開
催

雲
仙
普
賢
岳
噴
火

普
賢
岳
で
大
火
砕
流

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
開
業

―７９２―



平 成 時 代

一
九
九
三

一
九
九
四

平
成

五

平
成

六

長
里
駐
在
所
新
築
落
成

消
防
団
第
五
分
団
・
第
七
分
団
詰
所
落
成

第
一
回
町
納
税
表
彰
式
（
九
十
九
班
を
表
彰
）

町
営
住
宅
遠
竹
団
地
落
成

山
茶
花
高
原
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
ダ
ー
、
駐
車
場
な
ど
完
成

清
水
公
民
館
落
成

ふ
れ
あ
い
広
場
屋
根
付
き
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
落
成

田
ん
ぼ
活
性
化
。ど
ろ
ん
こ
選
手
権in

sum
m

er

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

小
長
井
中
学
校
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
完
了

長
里
浮
立
復
活

第
一
回
子
ど
も
議
会
開
催

シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
県
央
地
区
で
初
め
て
発
足

第
一
回
婦
人
議
会
開
催

鹿
ノ
塔
斎
場
竣
工
す
る

一
人
暮
ら
し
お
年
寄
り
宅
の
『
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
』
導
入

小
長
井
町
振
興
公
社
設
立

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
招
待
し
『
い
き
い
き
長
寿
の
集
い
〜
小

長
井
町
敬
老
会
』
を
初
め
て
開
催

柳
新
田
土
地
改
良
事
業
完
成

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
開
局

三
笠
宮
寛
仁
さ
ま
が
み
さ
か
え
の
園
を
ご
視
察

町
環
境
美
化
保
護
条
例
ス
タ
ー
ト

北
海
道
沖
地
震
発
生
、
奥
尻
島
で
津
波
・
火
災

―７９３―
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時
代

年

代

年

号

郷

土

の

出

来

事

日
本
の
主
な
出
来
事

平 成 時 代

一
九
九
四

一
九
九
五

一
九
九
六

一
九
九
七

一
九
九
八

平
成

六

平
成

七

平
成

八

平
成

九

平
成
一
〇

小
長
井
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
完
了

田
原
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

井
崎
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
落
成

広
域
基
幹
林
道
多
良
岳
横
断
線
『
多
良
岳
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
』
大
村

ま
で
開
通

町
道
農
場
線
平
原
橋
完
成

実
盛
神
社
に
狛
犬
奉
納

山
茶
花
ハ
ー
ブ
園
オ
ー
プ
ン

長
里
小
学
校
新
校
舎
が
落
成

町
制
施
行
三
〇
周
年
記
念
式
典
開
催

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
小
長
井
希
望
園
』
が
竣
工
落
成

遠
竹
団
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
住
宅
完
成

山
茶
花
高
原
光
の
丘
広
場
に
『
航
空
機
館
』
オ
ー
プ
ン

木
造
住
宅
に
よ
る
町
営
田
原
団
地
完
成

田
原
団
地
が
建
設
大
臣
表
彰
を
受
賞

清
水
開
拓
五
〇
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

遠
竹
小
学
校
体
育
館
が
落
成

第
一
回
山
茶
花
高
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

遠
竹
に
小
長
井
町
漁
協
直
売
店
オ
ー
プ
ン

役
場
庁
舎
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
平
常
業
務
開
始

文
化
ホ
ー
ル
建
設
工
事
起
工
（
町
民
セ
ン
タ
ー
取
り
壊
し
）

阪
神
・
淡
路
で
直
下
型
大
地
震

諫
早
湾
の
堤
防
の
閉
め
切
り

―７９４―



平 成 時 代

一
九
九
九

二
〇
〇
〇

二
〇
〇
一

平
成
一
一

平
成
一
二

平
成
一
三

山
茶
花
高
原
風
力
発
電
機
（
一
号
機
）
が
本
格
始
動

黒
仁
田
地
区
に
小
長
井
東
部
地
区
活
性
化
施
設
が
完
成

消
防
団
第
一
分
団
詰
所
完
成

下
水
道
工
事
の
着
工
、
国
道
二
〇
七
号
線
に
幹
線
管
梁
を
増
設

採
石
場
新
規
開
発
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
実
施

小
長
井
文
化
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

舟
津
ダ
ム
定
礎
式

実
盛
神
社
に
石
灯
籠
由
来
碑
奉
納

Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
り
あ
け
設
立
総
会
開
催

『
た
ら
み
』
小
長
井
工
場
竣
工

釜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

（
株
）
山
茶
花
高
原
ハ
ー
ブ
園
を
精
算
し
振
興
公
社
が
引
き
継
ぐ

介
護
保
険
ス
タ
ー
ト

認
定
農
業
者
協
議
会
設
立

小
長
井
町
漁
協
事
務
所
落
成

山
茶
花
高
原
風
力
発
電
施
設
（
二
号
機
）
竣
工
式

長
里
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
完
成

『
多
良
海
道
』
道
標
の
碑
建
立
記
念
式
典

初
の
日
曜
議
会
開
催

淀
姫
神
社
の
殉
国
慰
霊
碑
建
立
記
念
式
典

広
域
農
道
多
良
岳
南
部
第
二
地
区
竣
工
。
町
内
延
長
八
・
五
㎞

新
し
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
『
さ
ざ
ん
か
号
』
納
車

―７９５―
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時
代

年

代

年

号

郷

土

の

出

来

事

日
本
の
主
な
出
来
事

平 成 時 代

二
〇
〇
二

二
〇
〇
三

二
〇
〇
四

平
成
一
四

平
成
一
五

平
成
一
六

県
央
地
区
一
市
四
町
合
併
協
議
会
設
置

県
央
地
区
合
併
協
議
会
に
多
良
見
町
が
加
入
。
一
市
五
町
で
再
ス

タ
ー
ト

住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
稼
働
開
始

地
方
自
治
の
治
績
に
対
し
全
国
町
村
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

船
津
ダ
ム
完
成
式

山
茶
花
高
原
風
力
発
電
（
三
号
機
）
完
成

下
水
道
処
理
施
設
完
成
（
長
里
地
区
か
ら
一
部
供
用
開
始
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
本
格
稼
働
開
始

山
茶
花
高
原
風
力
発
電
施
設
（
三
号
機
）
稼
働

県
央
地
区
合
併
協
議
会
か
ら
の
脱
退
を
可
決

収
入
役
を
廃
止
、
助
役
が
兼
務

町
長
公
用
車
廃
止
。
町
長
車
運
転
手
も
廃
止

『
県
央
地
区
一
市
五
町
に
よ
る
合
併
に
つ
い
て
の
意
志
を
問
う
住
民

投
票
条
例
』
を
公
布

合
併
に
つ
い
て
の
意
志
を
問
う
住
民
投
票
を
実
施
『
す
ぐ
に
合
併
』

が
過
半
数

大
久
保
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成

県
央
地
区
合
併
協
議
会
へ
の
復
帰
を
議
決

県
央
地
区
一
市
五
町
合
併
協
定
調
印
式

稱
念
寺
よ
り
笠
塔
婆
形
式
石
塔
確
認

長
崎
ゆ
め
総
体
開
催

新
潟
で
直
下
型
大
地
震

―７９６―



平 成 時 代

二
〇
〇
五

平
成
一
七

小
長
井
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
式

第
四
回
北
高
来
郡
社
会
福
祉
大
会
を
本
町
で
開
催

小
長
井
健
康
セ
ン
タ
ー
完
成

三
月
一
日
新
諫
早
市
の
誕
生

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
発
生

―７９７―
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小
長
井
町
郷
土
誌
編
纂
委
員

会
長

山

下

勝

紀

（
小
長
井
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編

集

後

記

新
諫
早
市
と
し
て
一
市
五
町
合
併
を
前
に
、
小
長
井
町
最
後
の
郷
土
誌
編
纂
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和

五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
発
刊
の
「
小
長
井
町
郷
土
誌
」
の
改
訂
増
補
版
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
町
か
ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
郷
土
誌
編
纂
の
執
筆
者
の
方
々
、
及
び
町
文
化
財
保
護

審
議
委
員
、
編
纂
事
務
局
や
他
の
方
も
編
集
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

短
時
間
の
作
業
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
現
行
町
誌
の
内
容
に
そ
っ
て
、
現
在
ま
で
の
部
分
を
増
補
し
て
い
く
形
を
基
本

と
し
編
纂
し
ま
し
た
。
執
筆
担
当
者
の
分
野
以
外
は
、
町
文
化
財
委
員
の
分
担
と
し
、
現
行
の
文
章
や
内
容
な
ど
の
検
討

に
多
く
の
時
間
を
と
り
ま
し
た
。

編
纂
に
あ
た
り
な
に
よ
り
も
よ
か
っ
た
こ
と
は
、
カ
ラ
ー
写
真
を
多
く
取
り
入
れ
た
こ
と
で
し
た
。
自
然
や
生
物
な
ど

に
興
味
や
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

か

お
う

歴
史
に
つ
い
て
は
、
東
京
在
住
の
遠
嶽
様
よ
り
諫
早
市
へ
寄
託
し
て
い
た
だ
い
た
遠
嶽
氏
の
古
文
書
や
花
押
な
ど
で
す
。

貴
重
な
文
献
資
料
の
解
説
や
写
真
等
に
つ
い
て
は
、
諫
早
史
談
会
の
村
井
正
明
様
や
古
賀
力
先
生
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

編
集
委
員
一
同
、
無
我
夢
中
で
か
け
ぬ
け
た
十
一
ケ
月
で
し
た
。
や
っ
と
新
郷
土
誌
の
形
が
み
え
始
め
た
二
月
、
思
わ
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ぬ
難
関
も
生
じ
て
坐
折
し
そ
う
で
し
た
。
し
か
し
編
集
委
員
の
献
身
的
奉
仕
と
、
昭
和
堂
の
方
々
に
仲
間
の
一
員
と
し
て

始
終
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
た
。
全
体
的
計
画
や
補
足
な
ど
を
中
心
に
な
っ
て
推
進
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ

う
し
て
ど
う
に
か
新
郷
土
誌
の
全
体
像
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
年
度
末
と
合
併
事
務
と
御
多
用
の
役
場
の
各
係
、
官
公
庁
や
他
の
皆
様
方
に
大
変
お
世
話
を
か
け
ま
し
た
こ
と

に
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

西

山

敏

勝
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旧 暦（太陰太陽暦）

地球は、１億４７００万�離れた太陽の周囲を、約３６５日かかって一周し、地球
から３８万�離れた軌道を回る月を連れている。
つまり地球は、公転速度秒速２９．４�という速度で、地軸を２３．４度南北に傾け

ながら、宇宙を飛んでいることになる。

旧暦とは「太陰太陽暦」のことで明治５年（１８７２）までは日本の国暦として

利用していた。「太陰太陽暦」は月の１年（３５４日）と太陽の１年（３６５日）の

差、１１日を工夫して、月と太陽の両方の運行を取り入れた、非常に高度で科学

的な暦である。

４０００年ぐらい前から、中国の黄河流域で「農暦」として使われ始め、日本に

は、６世紀後半に伝来している。

太陽暦は太陽の運行を基準にした暦で、地球が太陽の周りを１周するには、

約３６５日５時間４８分４６秒で、１年を３６５日とすると１年ごとに約６時間はみだし
うるう

４年間で約１日分になる。そこでこの誤差を調整するため、４年に１回閏年を

つくり（２月を２９日として）１年を３６６日にする必要がある。しかしそれでも

まだ誤差が生じる。はみだした時間が正確に６時間でないためこの誤差は４００

年に３日をこえる程度になるので現在のグレゴリオ暦では次の２条件でこの誤

差を解消する。
うるう

１．西暦数が４の倍数である年を、閏年として２月を２９日とする。
うるう

２．但し１００の倍数であって、４００で割りきれない年は閏年としない。こうす

ると３０００年に１日程度の誤差となりほとんど季節にくるいがない。

記、明治５年１２月３日「太陽暦」を採用し、この日が明治６年１月１日となる。

月が地球を一周して同じ姿をみせるには、約２９．５日、１年は３６４日となり月

暦では２９日の月と３０日の月になる。

月の１年は、太陽の１年に１１日足りない。３年たつと、３３日すなわち約１ヶ

月足りなくなるので、少なくとも３年に１回１３ヶ月の１年を作る必要がある。
うるう

２年ないし３年に１回、正確には１９年に７回くわえる１ヶ月を「閏月または寄
うるう

り月」と呼び、例えば、８月の次にもう一度、８月が来る場合は「閏８月」と

言う。



太　陽�
直径139万2000キロ�直径139万2000キロ�

1日�

15日�13日�

19日�

大潮�

月・直径3480キロ�

地球・直径1万2700キロ�

月・直径3480キロ�

大潮�

小潮� 23日�小潮�

38万
400
0キ
ロ�

8日�

27日�3日�

新月�

満月�

〈参考〉地球から見える月の形と呼称（日付は太陰暦）�

十三夜�

寝待月�

地球・直径1万2700キロ�

二十七夜�三日月�

上弦� 下弦�

1
億
4
7
0
0
万
キ
ロ
�

二
十
六
夜
の
月�

（
二
六
日
頃
）�

下
弦
の
月
　
　�

（
二
二
、三
日
頃
）�

寝
待
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　�

（
十
九
日
頃
）�

居
待
月
　
　
　�

（
十
八
日
頃
）�

立
待
月
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（
十
七
日
頃
）�

　
十
六
夜
の
月
　�

（
十
五
日
頃
）�

望
月
・
満
月
・
望�

（
十
五
日
頃
）�

小
望
月
　
　
　�

（
十
四
日
頃
）�

十
三
夜
の
月
　�

（
十
三
日
頃
）�

九
日
月
　
　
　�

（
九
日
頃
）�

上
弦
の
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　�

（
七
、八
日
頃
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三
日
月
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（
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新
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　�

（
一
日
）�

太陽・月・地球の関係
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